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今度の 外遊 中、 全集に 全然 藏 めら れて" 

ない、 兄の 書簡 數十通 を 得て 歸 つて 來たー 

ことに 就いては、 旣に諸 新聞が 報道 を 怠； 

ら なかった。 兄の 書信 は Tildi  Hcok と 一 

いふ 常時 二十歳 許りであった 一 女性に あ 一 

てられた もので、 その 女性に 對 する 世間； 

の 好奇心が 急に 盛んになった。 そのため 

本稿の ，s. 草 を も餘儀 なくさせられ たので 一 

ある。  一 

兄の H 記 r 觀 想錄」 に 初めて 兄が ティル； 

ディに 邂 ili! した 當 時の 事情が 略記して あ： 

る" 卽ち千 九 百 六 年 十 一 月 十七 日。 一 

「朝 卜 ロワ ルド センの 岩 刻の 獅子 を 見、 一 

氷河 園に 至る …： 云々" 

午後 一 時 市 (瑞 西國 ル ツユ ルン) を辭し 

て、 二 時 二十 三分 チウ リツ ヒ 市に 着す。 一 

ブプフ マ ン先づ 來り迎 へ、 次で ガムべ ル及ー 


有 島 生 馬 

びシミ ド來會 す。 五 人 伴うて Kuenstlcrg 一 

ut に 向 ふ。 ホド ラ、 ベタ クリン、 ケルラ 

し の 作 を 集めたり。 第二 者の 「老」 最も 一 

よし。 大 附屬阖 書 館に 日本 錦 縫の 一鬼 集 一 

を 見、 後 ウリツク 一 一老 婦人の 家を訪 ひて 茶； 

の 御馳走になる。 夜陰、 此市 (チウ リツ ヒ)； 

を辭 し、 シャフ ハウゼンの ホテル • シヮ， 

ァネン に 入る。 靜寂 古雅の 市。 此夜 ガム. 

ベル 我等の ため セロ を彈 じ、 ホテルの 娘 一 

ティルディ 瑞 西の 野 歌 を 唄 ふ。」  一 

こ >t に 初めて ティルディと いふ 名が 彼の 一 

曰 記に 表 はれて ゐる。 wuchmann は畫 家、； 

Gamper は畫家 詩人 音 樂家、 Schimid も畫 j 

家、 專門は 裝詢畫 、次で E ョ 目， Lili,  Tildi 一 

とい ふ 三人の 娘の 名が 出て 來 るが、 是等ー 

の 人々 が この 落着いた 古都の 一 隅で 寄 合 _ 

ひ、 1 つの 藝術的 團結を 作って ゐた。 私 一 


は羅 馬で その 中の 二三の 人々 と 交際 を 結 

んでゐ たので、 兄 を 誘って シャフ ハウゼ 

ン に 到り、 彼等に 兄 を 紹介した ので ある。 

私の 「ライン 河に 沿 ひて」 とい ふ 短篇が 

「南歐 の 日」 の 中に 藏 めて あるが、 之 は 彼 

等の rn 常の 一部 を 描寫 した ものである。 

後に その 團體 は，： in ら Circo  Fujiyama と 命 

名した。 「富士山 俱樂 部」 の 意^で ある。 

「十 一 月 十八 日、 Gi、  n! 曜日" 

朝、 晏起 旅の 勞れを 慰す。 午後 ガムべ 

ル、 ブリフ マン、 シミド と共に シン ガ ボ ォ 

ル にて lnl 窗を蓄 へ 得し ス テゥッ -ネ ー ゲ ル 

家を訪 ふ。 次男 ハ ゾ ス氏 晝と樂 とに 長ず。 

その 畫 室に その 作品 を 見る。 E 大 なる 作 

多く 亦 特長 あり、 家を辭 する 時 u や  > 仄 

く。 ガム ペル 園屮の 草花 を 採りて 我れ に 

與ふ。 

歸路畫 家 等が 名 づけて 「富士山」 と稱す 

る 山頂 を 平歸の 彼方に 见るリ 

夜 ェムマ *ホ ルス タ ー の黎懇 となる。 ガ 

ムぺ ル その 兄と セ D と ピアノの 合奏 をな 
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し、 H ムマ 亦獨唱 す。」 

こ 、 にある ェムマ は 今 モプケ ブト 家に 嫁 

して 四 人の 母と なり、 アムステルダムに 

住んで ゐ る。 

「十 一 月 十九 日、 暴、 月曜日。 

朝、 諸 友 同行、 Minster の 僧院と かの 有 

名.. ぶる 寺 i^n と を 見る。 Vivos  VOCO,  Mortu 

OS  plago,  sugura  frago. といへ るシラ 1 

が 「鐘の 歌」 の標 となせ る銘 刻まれた 

り。 ゲ ー テ此處 に 遊び 書して シラ ー に 3^ 

れる もの、 一 四&. 八 年の 鑄 造な りと いふ。 

云々。 

午後 相伴 ひて ライン 大爆 布に 遊ぶ。 左 

岸なる 丘上 ラウフ H ン の 城 あり 云々」 

「十一 月 二十日、 曇、 火曜日。 

朝 一 行 ティルディ、 ェム マ、 リ リイ 等と 

共に シ ミ ドの家 ある デ イス ハウゼンに 向 

ひて 汽車に 乘ず。 一行の 目的 は其處 より 

汽船に て シャフ ハウゼ ンに歸 るに ありし 

も 風 激しく し て 行 を 企つ る 事 能 はず 云々 

リ リイ 南 國の花 ミモサ を (ディ ス ハウゼ 

ン より) 齎し歸 りて 我等に 贈る。」 

この リ リイと い ふ 花の やうで あ つ た 娘 

も 今 は 老いて 尙ほ シャフ ハウゼンに 女敎 

員と して 働いて ゐる。 ティルディの 最もよ 

い 友達で ある。 

十一月 二十 I 日 は 小 學校を it 觀し、 リ 


リイのお 茶に 招かれ、 ステ ウッチ 不 ー ゲル 

の 晩餐に 行って ゐる。 又 二十 二日 は 一同 

打 揃って バ ァゼル 市へ 見物 旁舊 友の ヅブ 

レル とい ふ 畫家を 訪問し てゐる 「歸 時、 車 

中の 快 笑、 歸 宿せし は晚 かりき」 と ある。 

勿論 ティルディ も 一 行中に あって 初めて 彼 

等 は 親密なる 會話を 試み た のであった U 

「十 一 月 二十 三日、 晴、 金曜日。 

朝 ガム ペルが 裔 したる 作品 を 見る。 馬 

車を馳 りて、 ライゼ ナウ 其 他の 郊外に 遊 

び、 又 アム スレル 氏の 畫室 を訪 ひ、 ステゥ 

ッ エネ ー ゲル 氏に 暇 乞 ひし、 リ リイの 家に 

暇 乞 ひし、 又ェ ム マの 處 にて 晚 くまで 遊 

び戲 むる。 

午 十二時 十分、 シャフ ハウゼン を辭し 

て涕 淚を垂 る。 

ガム ペル、 ブ-' フマ ン 、逢行 して チウ リプ 

ヒ に 出で、 (約 四 五十 分) 博物館 を 見， 後山 

上より 落日の チウ リブ ヒ湖 1 呼」 冠雪の ァ 

ルブ 連山 を 望む。 景情 共に 絕佳。 林 繩を經 

て 市中.. に歸 り、 點 燈時ゥ ルリ.' ヒ夫、 人の 家 

を訪 ふ。 そこに シ ミ プド、 ティル デ ィ來會 。茶 

菓" 夜に 入りて 散策し 月明の 湖畔 を 行く。 

月輪の 傍に 輝け るゲ I ヌゥ ス、 ェ ルフの 二 

星 水中に 歌謠 して 人 を 誘 ひ 幽界に 陷 らし 

む 云々。 好める は 秋と 春、 春に は 常に 期待 

あり、 人 を 誘 ひて 何者か を 求めし むれ ど 


も、 我嘗 つて その 何者なる か を 知らず な 

ど、 ティルディ 語る。 

夜食 後尙會 話。 ウル リク ヒ 家を辭 して 停 

車 場に 到る。 十 一 時 二十 分ミ ユン ヘンに 

向け 發す可 かりし 汽車 四十 一 分に 發す。 

共に 別れ を惜 む。 

此夜武 郞の頭 亂る& こと し。 車中 呻 

吟 殆ど 一睡 をな さず U まゐ りたる 氣 味な 

り」。 

この 十七 日から 二十 三日まで 僅か 一 週 

間の 淡い 交際に よって 一 一人 は その後 十五 

ケ 年間に 瓦る 文通 を镇 けたので ある〕 

私 は その後 一 九 〇 七 年の 夏 及び 昨年の 

秋 シャフ ハウゼン を 訪問した。 さう して 

等 の 人々 と 疎遠 な が ら 交際 を 今日まで 

繼績 して 來てゐ る。 然し 兄と ティルディと 

の 間が かく 深い 友情で あり、 殆ど プラト 

-1 プ. クな戀 愛に 似た ものにまで 進んで ゐ 

たこと は氣 付かなかった。 

兄の 急激な 死後、 葬儀が 濟ん でから 五 

日 ほどして ティルディから 一 通の 手紙がぬ 

人 宛に 着いた。 それに は 日本へ 出て 來た 

いと 云 ふ 彼女の 希望が 初めて 明白に 漏 さ 

れてゐ た。 私が それ を 受取って 見た 時の 

心中の 苦痛 を 未だに 生々 と 思 出される。 

私に それに 明かな 返事 を 出す 勇氣 がな か 

つた" それで 去年 二月 日本 を 出帆して 渡 
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歐 した 當 時から ティル デ ィに 會ぅ て 故人の 

話 をす るの は 一つの ブ ログ ラムであった 

九月 四日 巴 里發、 曉 子等 同伴 佛瑞 の國 

境 を 越え、 チウ リ， ヒ 市を經 由し、 そこ か 

ら 一 寸 電話で 着 車 時間 を 報じ、 巴 里發後 

九 時間で シャフ ハウゼンの 町へ 到 驚した 

ティルディ は黑ぃ 精子に 茶色の タイヨ 1. ル 

の輕ぃ 上着 をき て、 プラ. 'トホ ー ムの 薄明 

りの 中に ぼんやり 立って、 吾々 の 着く の 

を 二人の 下男と 共に 待ち 顏 であった。 私 

は 車窓から 逸早く 彼女 を 見付けた ので 聲 

を かけた。 彼女 は 驚いて 走り 寄って 來て 


梶 手した。 さう してよ くも 二十 年後に、 

自 分の 老いぼれた 姿が 群 第の 中で 分った 

と jK つて 喜んだ。 然し 彼女 は 年 こそと つ 

たが その 表情 は 殆ど 變 つ て ゐ なか つ た" 

紅い 頰、 淡靑 い^、 白くな つた ブロ ンド 

の髮、 素朴で、 快活な、 さう して 節 を 赤 

め 易い 表情 はま だ尙處 女の 面影 を 失って 

ゐ なかった。 

ティルディの 家で は 永い 間 ホテル • シヮ 

ァネン の 經營を 他人に 仵 せて あつたが、 

又 この 二三 年 以來、 その 親友 マ ルゲ リプ 

ト， ディ 7、 レ ル と い ふ 女 を 助手に して、 ティ 

ルディ.： IT ら そ の 


經營 に當っ てゐ 

た。 その 母親 も 

半身 不隨 になつ 

てゐ たが 私 をよ 

く覺 えて ゐ てく 

れた。 この 十六 

七 世紀 頃の 建物 

の 外觀は 少しも 

變 つて ゐ なかつ 

た。 兄の スケ" チ 

にある 通りの も 

の (娱 後の 日記 

所載) であった。 

唯 陶器 製の 援爐 


ス チイ ム フ イタ I-  一 

が廢 物に なって、 BrT_ 议倘 になって ゐた。 一 

「これが 武郞 とお 前の 一緒に. おて ゐた室 一 

だ。」 といって 三階の 一番. 成い 部：^ を ティ- 

ルディ は 案  ：2：  して 見せた。 黑ぃ髮 の 毛が 房 一 

房と 前 額 にか >- つて、 物靜 かであった、 

兄の 若い 常時の •：§ 影 を そこに 見る や-.、 に. 

感じられた" 彼 は 低い 折 襟の カラ ー を 好 一 

ん でして ゐた。  j 

電話で 私達の 到着 を 知った ガムべ ルと. 

リ リイと が やって来た。 握手 だけで は 物 j 

足りない やうに ガムべ ルは g,^  く 私^ 抱 難 一 

した" その 時 二人の 心 持に は 亡兄 を憐 む； 

の 情が 不言不語の 間に、 湧き上 つて ゐ たの； 

だ -,. ？し 私の 股が 潤んで ゐた としたら、 久ー 

濶の 喜と 同時に、 そこに ゐ ない 兄が 突然！ 

目前に 表 はれ 出た や、 「に 思 はれた の だ。 一 

私達 は 十日 問と いふ もの 彼等と 一 緒に 一 

一 一十 年 前と 同じ やうに 樂し い 時を经 つた 一 

v<， つして 日日 嘗 遊の li^ig を 新に した。 ラ； 

インの 河 遊び、 ラインの 瀧、 ム. ノォの 城 一 

址、 シラ ー の錄、 到ろ 處で ティルディ は 亡 一 

兄の ことし か 物語らなかった〕  一 

ティルディの 室に は苟. * 兄の 記念になる 一 

もの はい かなる 些かな も の でも 悉く 大切 一 

に 保存つ- れてゐ た" その^^?露、その手紙ノ 

その スケッチ、 その 本、 その 贈物。 小包 郵ん 

便の 包紙まで 一 つと して 失 はれて ゐ なか i 
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い、 直接に は 其處の 小作人、 間接に は 社 

會全體 に 最も 有利な やうに、 その 土地の 

無私な 作用 法 を 解す る 人に そ の 管理 を 任 

せる ところに あるの だと 思った。 さ 5 し 

て 小作人に 分與 する にしても、 その 前に 

彼等が これ を 自分 の .K 當 の 幸福に 役立 つ 

やうに 使用す る こと を敎 へ る 方が い  >1 こ 

とだと 思った" この 意見 も兩 者の 知人の 

一 人に 話した が、 それが 通じた かどう か 

を 私 は 知らない。 鬼に 角武郞 さんの 決心 

がっかぬ 前に 私 は 外遊す る ことにな つた 

のだった。 

丁度 明日 出 ：| お し よう とい ふ 前日に ぼ 心 ひ 

がけず 武郞 さん は 私の 宅 を 訪ねて くれた 

常時 ジ ュネ T グに ゐられ た 新渡戶 先生 と . 

スヰス で 1 つの 愉快な 部落 を 作って ゐる 

藝術 家の 群れと に、 態 々紹介状 や 書いて 

持って 來て くれたの である。 私 はこの 思 

ひがけぬ 親切に 深く 心 を 動かされた。 ご 

た/、 し た 間で ゆっくり 話 をす る 餘裕が 

なかった の は、 今から 考 へれば 益々 殘念 

であるが 私が 武郞 さんと 一 番 親しい 氣持 

で 話した の は その 時で ある。 さう して そ 

れが 又 最後 の 會見 ともなって しまった。 

私 は武郎 さんの 不慮の 死 を 翌年の 夏 巴 

里で 始めて 知った" 私の 頭に は あの 最初 

に 受けた 武郞 さんの 溫 かな 寂し さの 印象 


が 蘇って 来た。 さう して 出發 前に 讀んだ 

階級 藝術論 (それ は 一 面 的で あると 當時 

も 思って ゐた、 今でも さう 思 ふ) など >1 

思 ひ 合せて、 武郞 さん は 死にた くな つて 

ゐ たの だら うと 思った。 死にた くな つて 

ゐる ところに 誘 ひの 水が 押し寄せて 來た 

の だら う、 さう して 武郞 さん は それ を 手 

强く 担む ことが 出来なかった の だら うと 

思った。 私 は當時 暇々 に讀ん でゐた クラ 

ィ ストの 心中と くらべて 色々 のこと を考 


へた〕 さう して これ は 色々 の 理窟 をつ け 

て 非難したり 辯 護したり すべき 問題で は 

ない。 たに 武郞 さんの 善良な、 身 を 以て 

人生の 諸問題に ぶ つつかつ て 来た 魂に、 

南無 出 離 生死 頓生 菩提と；^ 向す るの が 生 

殘 つた 者の 道 だと 感じた U あの 溫 かな 魂 

と、 弱さ を 含む 愛と、 身 を 以て 物 を考へ 

ようとす る 眞摯と は、 永く 吾々 の 間に 生 

きて 行く に價 ひする。  - 
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明治 讲九年 ( 一 九 〇 六 年) 五月、 ワシントン 郊外 チェ 

ヴ. -ィ.チ ェ I ス Chavy  Chase い 滞在中の 撮影で ある。 


1^,*:,.  創作 「迷路」 の讀 者の 爲 

0 めに、 年譜の 中から 次 

^ の數章 を拔萃 してお く 

JVJh.: お d ；  A 1 九 〇 四 年— 尸 ァ バ ァ 

、フォ .1 ド. 力 レツ ヂ大 

學院を 出で、 直に ffi 癱 

病院に 入って 看護婦と 

なる 0 

A 1 九 〇 五 年— 夏 は -ー 

ュ 尸 ンプシ ャ ，州の 或 

る趋 家で 働いた。 一緒 

\. に 働いて ゐた 日本人の 

I 戀愛 事件に 坐して 急に 

^ 同地 を 立 返いた。 

p  A 一  九 〇 六 年 —ある 戀 

n 愛 事件に 坐し 短銃 を以 

て 生. 命 を It^ かされた。 

極度の 祌鸫 衰弱に 陷っ 

て 農家に 遁れ た。 


有 島 武郞氏 

を 憶 ふ 

一一 一 宅 やす子 

有 島さん の 全 築が、 今度 華々 しく 出る 

こと は うれしい と 思 ひます。 氏の 作品 は 

もとより、 後に なって 見出された 日記、 

書簡 盡く がお さめられ るので、 氏の 面影 

を まのあたりに 見る 事が 出來 つの は實に 

い \。 有 島さん が 今まで 生きて ゐ らした 

ら、 仕事 もな さり 易かった らうと 思 ふけ 

れど、 僅か 數年 前で も、 あの S. 分 は、 氏 

の 環境と 思想と では、 隨分 しい こと も 

多かった でせ う。 それ にも拘らず、 有 島 

武郞 氏の 姿 は、 今にな つて 鮮やかに 人々 

に 印象され る ほど、 氏 は 獨自の 高い もの 

を 持って 居られました。 氏の 氣 品の ある 

藝 術と、 確固たる 新ら しい 思想 は、 いつ 

まで も 讀者を 襟 を 正して、 しかもな つか 

しみ 多く 親しませる、 氏 獨 特の もので あ 

ります。 書簡 や： n, 記 を 悉く 公開され て、 

1 賞した 其 人の 生活 思想に ふれる ことが 

出來 ると いふの も、 有 島さん のよ い 意味 

での r 德」 の 具って 居る わざです。 激情 を 

まとまり よく 整理して、 最後まで 軌道 を 

逸しなかった 熱の 人、 有 島 武郞氏 を、 此. 


全集 は 充分に 大衆に 表示す る こと. -思ひ 

7^ す 


素の 身上 

さ さ き • ふ さ 

有 島武郞 氏の 作品 は 私 は 殆んど 讀んで 

ゐ ない。 第一 「有 島武郞 氏」 などと 書く 

と、 パパの パンと かべ ビ とかで 交際って 

ゐた 方と は，.^ るで 別の、 何 か 非常に 嚴然 

とした 遠い 存在の やうな 氣 がする。 私の 

知って ゐる 武郞氏 は、 よく 手紙 を 下さつ 

た武郞 氏だった。 否、 全くの べビ だった 

私の たは ことに、 克明に 答へ を 下す つた 

武郞氏 だ つた。 それらの 澤 山の 手紙 • —— 

半分 位は續 入の 手紙が、 私の 外遊 中、 地 

震 後の どさくさ まぎれに、 預けて あった 

兄と 全集 編纂 者との 閒 の何處 かで 失 はれ 

てし まった こと は、 今にな つてみ ると 實 

に 惜しい 氣 がする。 手紙と 共に 私の 日本 

にゐ ない 間に 此 世から 消えて 行って しま 

はれた 武郞氏 其 入 も 11 否、 武郞氏 其 人 

こそ 今と なって しみじみ 惜しくて たまら 

ない。 

恐れ入つ たの は、 氏が 數 百の 應募 原稿 

の 中の 一 篇が 私の 友人の 書いた もので あ 


り、 その ー篇の 中に 5； 用され て ある 手紙 一 

が 私ので ある こと を直觀 せられた 時 だつ 一 

た。 しみぐ と 忘れられな いのは、 何 か 一 

す しん i3< ^ラ  一 

の 機會に 氏が、 私の 素の 身上 を 生かせと 一 

Si された ことだった。 つまりお 前の 素に 一 

はよ い 所が ある、 それ を 育てて 作品の 上 一 

に 出せと 仰し やった ことだった。 私.： 

の 問題 は 措く。 が 私に いは せれば 武郞氏 一 

こそ 何人よりも 觀 富に 素の 身上 を惠 まれ： 

た 方だった。 私 は 亡き 氏の その 身上に-探- 

する 爲、 御生前には^^んど12まなかったー 

氏の 作品が、 有. ：3SK 郞藥 となって 世に出 一 

るの を、 ひとへ に 待ち こがれて ゐる。 ；； 


ザ 出版部から 

本 一 集 は 三月 か ら 刊行 開始 と 云 ふ こ と 

に廣吿 しました。 それ は 第一： i 配本 を 三 

月 一 一 十日 前に 公に する 事が 出來る おで 

あつたから であります。 然るに 何分お 

の忙 はしい 問に 編輯 校正に 從 事して ゐた 

爲め思 ふやう に 渉 どらず、 十日 前後 も遞 

延 しました ので、 第一 卷は 四 月 一 日の 

行と いふ 事に なりました。 就て は 「^二 

囘 配本」 は 五月 一 日、 以下：^ 月 一 日の 刊れ 

と 定めます から、 左樣御 承知 を 願 ひます。 

尙ほ第 一 卷 刊行 雜 延 しました こと は幾靈 

にもお ss^ び を 申し あげます。  ， 
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志の あとい 颥は整 ャふ着 伊れ そ新簡 年し いす さ 遠 さ つ 
望 ーテら テと譯 全理フ のし 十 太 たれに もに てての う 等 、テた 
を 人ぶ う え 思 し 部淨ハ をた 月 利 ° を ^ 採 完ゐは をし を感， ° 
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申で 遣 關れ 發て參 里し に リ へフ いれこち 全の そそ は 察て 
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ゐ しう 明つ るの く の 二  5； 由た に 望 合 吿他旣 か發、 や 到 信 
るた ち 白て こ でれ 書 月 了で "登 を にげの にら 农 世 う 、 の 
がいせ に 初と 、た 簡六は 巴 山吿 はて 有大大 すに に 思 友 
、とめ なめに 一 。全日 妻 里 しげ 改 、ゆ 正 分る 埋見想 情 
まいて るて し 先 書 部 、にへ 、てめ もる 卞躊 にれ えの の 
だ ふそ で 兄 た づ 信 を シ逢到 北 別てし 書 四 踡就さ た 高 溫 

て 事で そ 族と 人 有と 間 仕 或 彼 
く も あれ 同 を 迄で 島 心 圖事は 等 僕 
れ あつ は 君 訪努ぁ 君 にら を一 を は 
る る た 同 は ね め る の ず し 人 思 少 
IB  、か 君數 るる 。如ぶ もて 靜 ふか 
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ゐ最 等發に て以 君々 しの 物 な ^  ^ 

て 後に の 居 ゐ來を 僕て 面 をぶ る を  ； S 
吳 迄就最 つる 僕 思の 其 影 思 時 も 失 
れ 僕ても た 。は ひ 記 中 力； は 或の つ  太— 
た を 話大。 同 出 憶 に あ す' は が た  ^ 
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X と 時る 君 心び に を 後幌君 眼ぶ F=j 

深 i:ft  。の は 又右溫 文の のにる 尸 
味み を 僕 心 湊同 にめ 筆 時 最は事 
X を 顧 ははに 君述才 にと 後明 を ^ 
知み 常 誠にの べ人餘 其のか^  ^ 
る てに に理 墓た と 念 後事に け 
Y     。知 同 尊 解に る 交な 米 は存た 
X ら 君ぶ は詣 如る き國忘 在い m 
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ま 名ず の 行 
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た に 遂にて 達 
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乘 、事 ふ 、 
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て 會出束 末 
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なま^： 、ゥ. 
つ、^  ニゼ 
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武郞 さんの こと 


武郞 さんと 私と は、 思想 上 極めて 接近 

したと ころが あると 同時に、 どうしても 

相容れ ぬと ころもあった。 どっち かと 云 

へば、 武郞 さんの 世間に 騷 がれた I 面に、 

私と 相 容れぬ 方面が 著しく 顯 れてゐ たと 

云っても い. 1 かと 思 ふ。 武郞 さんの 華 か 

な 情熱が、 時として 私に は 幼禪に 見えた。 

武郞 さんの ブ II レタ リア 藝術觀 に 私は雙 

成しなかった。 「15 みなく 愛 は 薄 ふ」 とい 

ふやうな、 闺理の 半面 を 誇張した、 ギラ 

ギラ した ァ フォ リズ ムを 私は危 つかしく 

思った。 私の かう いふ 意兑 は、 兩 者の 知 

人 を： 通じて、 恐らく 武郞 さんの 耳に も は 

ひって ゐ たらう と 思 ふ。 併し 武郞 さん は 

それ にも拘らず 私に 友情 を 持ち 續け てく 

れた。 交際の 上で 易に 油の 乘 つて 来な 

い 私 を 最後まで 缚 外に ほおり 出して しま 

はなかった。 私 は武郞 さんの この 寛容な 

情の 篤 さに 感謝の 情 を 持ち 績 けて ゐる。 

今、 平生の 原則 を 破って、 武郞 全集の 見 

本に 一 言 を 寄せる の も、 同 君の 生前 全然 

何の 報いる ところ もなかった 情誼の 一 端 


に 報いたい からで ある。 私が 廣 見本に" 

かう いふ もの を 書く の は、 縮刷 漱石 全集 一 

と 今度と で 前後 二度 だけで ある。 

私が 武郞さ ん の 著作 ケ 始め て 讀んだ の 一 

は、 私の 中學^ 代で ある。 「リ ギン グス トー 

] ン 」 は大變 面白 か つ た。 あとで 「白樺 

時代に なって 「或 女の グリンプス」 に 興 一 

味 を 持って 毎號續 けて 讀ん でゐる 時分に. 

は、 私 は 併し 武郞 さんが r リギ ング スト. 

1 ン」 の 著者で ある こと を 忘れて ゐた U 一 

若し それ を 忘れて ゐ なかったら、 この 人 一 

は大變 若返 つ た と 思 つ た であらう。 さう 一 

して この 若返った 武郞 さんに 御 目に か. -, - 

つたの は 、多分 目黑 の 精進料理 で やった、 一 

故 水 野 仙 子 氏の 追悼 會が 最初で あ つ たと i 

思 ふ。 柔 かな、 敏活に 應對 する 話しぶ り 一 

の 中に、 何處 か弱い 寂しい 色 合が 漂って 一 

ゐ るのに 心 を ひかれた。 歸 りの 山の手 電ー 

車に 一緒に 乘 つたと き、 私 は 隣の 入と 盛 一 

んに話 をしながら、 弓 (黑 塗に 暗 赤の 橫！ 

線が ついて ゐ たと 思 ふ) で 作った ステ イツー 

キを 無意識に 掌で 押し 曲げ 押し 曲げして _ 


ゐ た武郞 さんの 姿 を はっきり 眼の 底に 刻 

みつけた。 今でも 武郞 さんの 事 や 思 ふと 

あの 時の 姿が 浮んで 来る" この 人に は 頭 

の 中に 常に 湧き出し て みる m 心 想が ある。 

こ の 思想 は對 手が ひき 出せ ば 物惜み せず 

に 引出されん ま、 に ひき 出されて 行く。 . 

併し 對 手の 心 持に 對 する 好意から、 自分 

を 加減し て 知らず 識らず 調子 を 合せ て 行 

くと ころから 來る 疲勞の 影がない と は 云 

はれない、 武郞 さん は 恐らく は 明確に：^ 

むことの 出来ぬ 人、 時々 人 問の 交際に 奴 

勞 を 感ず る 人で あらう — 私 は 武郞 さ ん 

と 並んで 腰 を かけながら、 口 數少く <|3^ 

に 仲間入り しつ &、 こんな こと を 思って 

ゐた-さぅして武郞さんの性格の^！：良な、 

溫 かな、 弱さと もい ふべき ものに 愛 や- 感 

じた" 私 は 今でも、 世 の喝 米す ると こ 

ろよりも、 依然として この 點に愛 を 終 じ 

てゐ るので ある。 

武郞 さんが 北海道の 農園の 所有に 苦痛 

を 感じ て そ の 始末 法に 煩悶し て ゐられ る 

ときいた と さ、 私に 私 の 意兑が あ つ た。 

某お が 肘 逢 を 持 つのがい やなら どぶの 中 

へ 投げ込んでも いく ぢ やない かと 云った 

とい ふ 意見 を傳 へきいた とき、 私 は さ 5 

は 思はなかった。 私 は武郞 さんの 義務 は 

所有 ぼ を 抛棄す ると ころに あるので はな 
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一 CUT 


編輯に 從 事して 

織 田 正 信 

新潮 社 は 寛大な 態度 を もって、 私 を 十 

分に 働かせて くれた。 監修の 有 島 • 里見兩 

先生 は、 十全の 注意 を與 へて 下さった。 

若し 讀 者が 責 むべき を 見出したならば 

それ は 凡て 私の 責任で ある。 私は讀 者の 

前に、 ほ 分の 淺 i! 菲才 を 恥ぢ、 地下の 故 

武郞 先生に 御 詫び をす るの みで ある。 

出来 得る 限り は 年代順に 依り、 他面に 

は 種類 別によ つて 編輯した。 日記 • 霄簡に 

於 て は 先づ 舊 全集 所报 の もの か ら 精選す 

ると 同時に、 新しい 材料 を 取 入れて、 こ 

の點 から も 全集 再刊 の 意義 を 十分 に 與 へ 

る 事に 努力した。 校訂に 際しても- 何よ 


次 回 

『或る 女』 は、 著者の 最大 長篇 であるば 

かりで なく、 その 持って ゐ るすべ ての も 

のが、 率直に 全 的に 投げ出されて ゐる點 

からい つて、 まさに 代表作と して、 第一 

位に 推さるべき ものである。 發表當 時 全 

日本の 女性の 間に 異常な セ ンセ T ション 

を 捲き 起した が、 この 中に 取扱 はれて ゐ 

る 幾多の 問題 は、 今 もな ほ 新しい 姿 をと 


りも讀 みよく 讀 者の 心に 入り やすい 事 を 

常に 心 懸けて 居られた 先生の 心 を くんで 

ルビ 及び 假名 使 ひに 心 を 用 ひたつ もりで 

ある。 讀 者の 親切なる 御 指導 を 切望す る 

次第で ある。 

〇 

月報 も、 單 なる 宣傳 ビラ 以上に なした 

い 微意から 各方 面の 人々 に 願った、 先生 

の 全容 を讀 者に 傳 へん こ と を 努める つ も 

りで ある。 

〇 

生 馬 先生 も歸 朝され た 事で は あるし， 

第一 一 囘 配本の ものから は 々完成され て 

行く ことで は あらう と 思 ふが、 讀者も 亦 

十分に この 拙い 編輯 者 を 援助 されん 事 を 

切望して やまない。 


つて、 われく の 身 If に 甦って ゐる こと 

, ^發リ ： する であらう。 『旅する 心』 は、 著 

者が 曾遊の 天地 を 追想し つ k 書かれた も 

ので、 自然と 人情 を 味 ふ 味 覺の鋭 さと 觀 

察の 獨自 性と は、 素 入の 域を脫 し、 而も 

くろうとの 持たない 妙味 を 見せた その 揷 

^と 相俟って、 他に 比類な き 藝術的 旅 信 

を 形づくって ゐる。 
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第 一 卷 

- A. 丸 七 年 (明治 三十 年) 

所 懷 

入 は 皆 心 矯めぬ ぞ よかり ける 柳 は 綠花は 紅 

これ 我が 前年の 偶感に て あるな り。 嗚呼 流水 落花 早く 旣に幾 星霜の 昔と はなり ぬ。 當時 眼中 英雄な く 聖人な く s}^ 然とし 

て 我 亦 獨 立 個々 たる 本領 ありて 存 すと 自任せ し 其 折の 口ずさみの いかに 面白き よ。 然 りと 雖も我 此の 敬 を 誦する 毎に 一種 

恥 廉の感 ありて、 胸 を 打つ を覺 ゆるな り、 嗚呼 八 誰か 長所な からん" 嗚呼 人 誰か 短所な からん。 其 長所 をして 益 i 發 達せ 

しむる は 宜し。 其 短所 を も 倂せ標 置して これ 我の 特性と なすに 至って は 愚 も亦甚 哉) しかも 今 曰濟々 たる 靑 衿の 人 4 の、 じ 

なきもの 果して 幾何 ぞ。 惡癖を 矯めず して 却って これ を 人に ほこらん とす。 一時の 見 を 以てすれば 矯々 古人 を 凌ぎ、 今.^ 

を 下し、 勢當る 可らざる が 如しと 雖も、 實 力の 在る 所に 至って は 終に 明日に 聖賢に 鑑み、 昨日に 英雄 を 思うて 其 跡 を 迫 ふの 

士に 劣る ある を 知らん や。 我 も 彼の 歌 を詠ぜ しの 時 は、 實に卓 然として 自ら 標 置し 唯我躅 尊に て ありし なり。 由來 悟入せ 

ざる 唯 我 n 尊 は 頗る 危 し。 終に 其 人 をして 慢せ しむ。 然りと雖も因循姑息！^目古人の糟粕をのみなむるを事とする軟^：：動 

物 たれと 云 ふに あらず。 確乎たる 自信な くして 濫りに 人に のみ 盲從 する 腔 腸 動物 たれと 云 ふに は あらず。 本領と 弱^ これ 

を 混同す る 事 は 三 尺の 小 兒と雖 も爲さ る 所なる 可し" 嗚呼 前年 我が 詠 ぜし歌 今 我 をして 詠せ しめば、 
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冇岛武 郞仝集 九卷  四 

ひが 心 ありな ば 正せ 谷の 戸に 雛鶯の 初音 や はよ き 

四月 二十 4iB。 火" 晴天。 朝 六 時半 簾、 出校す。 此日大 島 先生、 ま tf 皇 らんが 爲め 磨に 行かれし を 以て 化攀 

は 休業な りき- 又 小 寺 先生の 動物と 英語と 兩方共 休みな りし かば、 此三 時間の 中 ぎ e  ball をな せり。 午後よりも 亦 gch 

あり。 夕刻に 至る。 夕刻 大島氏 響せ lu 夜 十 一 時半 頃、 北 二 條東子 思 私立 小學 校に 火事 あり。 夜 十二時 就 * 

發便 なし。 買物な し。 脇 坂 氏より 受 便す。 

附 (二十 五日" 朝より 天氣 よし。 十 時より 新渡戶 先生の Bible  Class あり。 午後より 一 寸廣井 氏に 至りて 片 岡のお 婆 さ 

ん に面會 せんとせ しも 折惡く 不在な りき。 

二十 六日。 晴天。 朝 七 時 起床、 出校す。 別に 記事な し。 午後より 入浴し 又 坂 本 氏を訪 間して 種々 御 話 を 承る。 投平 

恒雄 氏より 雜誌 及び 書状 を 得" 又 水 野 直 氏よりも 得。 永 井 直 厚 氏よりも 得たり。 松 平 保 男 氏よりも 34£。) 

四月 一一 十八 日。 水。 雨天。 朝 六 時半 起床、 出校す。 別に， 蒙な し。 午後より 一 寸 散步。 夜 十 I 時半 i>  ii なし。 

二十 錢 切手、 九錢 筆、 十二 錢卷， 玳 状袋。 

四月 一一 十九 日。 木。 曇天。 朝 六 時 四十 分 起床、 出校す。 別に， i なし。 入学。 夜 十二 K 寢 U 五錢 雲。 十二 錢卷 紙狀 

二十 錢 切手、 四十 I 錢べ ン先、 さるまた。 菊 地 正 雄 氏より 受 便す。 

四月？ 曰。 金 U 晴天。 朝 七 時 起床、 出校す。 此曰體 格 K ある 可き 言り しにな くして 學科 あり。 蒙 校に il と異 

り 此の 如き 事に 不規則なる は殘 念な り。 夕刻 散歩す。 原 田 氏の 家を訪 ふ。 閑談 少時 辭し歸 る， 十 就. 1。 買物な し。 滑 田 

氏より 受 便す。 『太陽』 達り 来る。 水 野 直、 恩 地 剛太郞 氏へ 發信 す。 

山門の 額 年 ふりぬ 春の 雨 

眠る 猫の ひた ひに 落ちぬ 春の 雨 


身 

長 

A 

五 
胸 


、斤 


空充常 

七 八 '1 

ノ 、ハ一 


y 

I 

何と 云 はん 外 山 端山の 初 若葉 f 挿畫 I 葉 略す。) 

S 月 一 曰。 土。 晴天な りし も 午後より 風 出づ。 朝 七 時 起床、 出校す。 此 日は體 格檢查 ある 可き 日 なれば 舉科は 休 案な りし。 

我が 檢查の 成績 は 次の 如し。 

視力 及び 読 力 完全、 體格强 健、 巔齒九 本、 肺 量 三 八 〇〇。 

脊柱 正。  . 

午後より 校庭に 於て 中學 校との ベ ー ス .ボ ー ル • マ プチ あり、 彼 は 打球に 熟し 度 亦. 輕妙、 我 は 守備に 長 じ擧動 粗暴に 

らに 他人 を もた ふして 成功 せんとす るの 樣見 えたれ ども、 名に し 負 ふ 選手 同志の 戰 なれば、 一 上 一 下^ 術を盡 したりし が 中 

學 校の 蓮 や 弱 かり けん、 終に 三十 一 に對 する 十六の 差 を 以て 農 學校は 勝利 を 得たり。 さはれ これに 今一 層の 禮節を 加 ふるな 

らば 完全の 域に 達す 可き に。 夜 十 一 時 就寢。 買物な し。 讀書 もな し。 

五月 二  3。 日。 晴天" 朝 八 時 起床。 朝の 中 は 新渡戶 先生の バイブル 講義 あり。 午後 は 孝 夫 氏と 共に 博物 誼に 遊ぶ。 數 名の 

Is 虽 中の 二三 人 又來り 居れば 雜閙云 はん 方な し。 歸來 外出せ ず、 夜 十 一 時 就寢。 星 野 氏 訪問し 来る。 買物な し、 愛子に 發.： ：！£ す。 

五月 1 一一 or 月。 快晴、 非常に 暖氣 なり、 夜風 出づ。 朝 六 時半 起床、 出校す。 今日より 數學は £slus を 初めたり。 講師の 

日子 少なければ とて 其 字の 前に ョ cchgical と 云 ふ 字 を 加へ しも 面白 かりき。 夕刻に 至り 大島 先生と 共に 中島に 至り、 植木屋 

五十嵐の 家に 至りて 植木 二三 種 を 買 ひて 歸る (但し 馬車 を 以て 行く)。 此 日より 中央 寺に 參罈 す、 講 本は參 同 契な り。 七 時よ 

り 初 まりて 八 時に 終る。 夜 十 時半 就寢。 十六 錢、 講 本代。 十三 錢、 伊太利 三 傑傳。 受便 なし。 發便 なし。 

五月 四日。 火。 曇大" 朝 八 時 起^。 今曉 十二時 を 過ぎる 少許 警鐘 夢 を 驚かす に 遇 ひ 衾を獄 つて 室外 を 窺へば 焰々 たる 猛火 

て，？ ヘラ  さんさ-つ  チ 5 

は 近く 南方に 燃 ゆ。 火事な りしな り。 天^ 怒號 火炎 四散 其慘懷 て 名狀す 可らず。 蓋し 札 都 ありて より 以來^ 有に 扇す るの 

事。 初め 南 四條東 I  丁目に 火 を 失して より、 火 は 風神の 救に よりて 益 i 狂暴 を 極の、 初めに 南方に 延びて 殆ど 南 四條東  一丁 

目 を， 1 き盡 し、 餘炎 直に 北 向して 勢 破竹の. g く 見る く 二 丁目と 一 了 目と に擴 がりて 三 條を燒 きニ條 を全燒 せしめて 二 時半 
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有 鳥武郞 令： 集 第九卷  .1、 

頃 漸く 鎮火し ぬ。 此日學 校 は 朝大島 先生の 時間 ありし のみに て餘は 休みと なりぬ。 午後 散歩が てら 現場 を 見る 0 餘材翁 火焰を 

發し 所々 發 煙して 轉た 昨夜の 暴威 を 思 はしむ 。木 は 枯れ 藏は 落ち 瓦 材雜然 たる 所、 參々 伍々 地中 を かきて 糊口 を爲 すの 資を得 

ん とする の 老婆 あり、 材片を 集めて 燒 材に爲 さんと する の 少女 あり。 皆 可憐の 極、 殊に 一 老婆の 少女 ョ 入に 伴 はる、 ..^11.:? 

として 燒け跡 を 凝視した る服邊 に淚痕 の滂沱 たりし は、 如何なる 無情 漢 をして 視せ しむる も 必ず 面 を 覆うて 又 仰ぐ 可ら ざら 

しむる もの ありき。 夜、 坂 本國雄 君を訪 ふ。 十 時半 就寢。 二十 錢、 郵便切手。 增田英 一 氏に 發 信す。 新渡戶 先生の 依與こ 

り 家に 『札幌 沿革 史』 を经 る。 

五月 五日" 水。 晴天。 朝 七 時 起床、 出校す。 此日 如何なる 故に や 新渡戶 先生の 英語 は 休みな りき。 午後より 散步 す。 別に 

記事な し。 夜に 至りて 二度 出火 あり 0 此頃は 付け S< を爲 すと 云 ふ 噂 も ありて 市中の 人心 は恂 々たり。 但し 今日の 火事 は 皆 t 

事に 至らず してやみ ぬ。 夜 十一 時 就寢。 十二 錢八 厘、 小刀。 家 及び ニ條 氏に 發 信す。 

五月 六 B。 木。 晴天な りし も 風 あり。 朝 六 時半 起床、 出校す。 吉田 講師の 數學は 休業.^ 午後 一寸 散歩す。 別に， 記事な し 0 

夜 十 時 四十 分 就寢。 買物な し。 受便發 信な し。 

五月七日" 金。 雨天、 朝セ時 起床、 出校す。 別に 記事な し。 午後より 家に 籠り 徒然の まに まに 平 田久が 編纂せ し 『伊太利 建國 

三 傑』 を讀む 中、 マヂ- 一， の傳中 彼が 文學に 志せり しも 時勢 は 彼 を 許さず、 彼 亦よ く 時世 を 察して、 飜 然として 自ら i^^ 殆ど 

囘す 可らざる 腐敗 社 會に驀 入す。 其 日記 中の I 節 を飜譯 して 曰く、 

「國 なく 自由な くして、 或は 美術の 說明者 を 出す 事 あらん 0 され ど 決して 生きた る 美術 を 出す 事 能 はず。 故に 我輩の 取る 可 

き 道 は 只 一 あるの み。 他な し 『我輩 は國を 有す 可き ものなる か』 との 根本的 大 疑問 を 解かん が爲 めに 一 生 を 抛ち 直に 政治 

上の 問題に 入る にあり。 我輩 若し 効 を 奏せば、 伊太利の 美術 は 我が 墳墓の 上に 咲き 榮 えん o」 

讚んで 此に 至り 我 は 思 はず 案 を 打つ もの III。 窃かに 我が 同志の 士 ある を 喜びぬ" 我 も亦此 心に 於て isl? の 差な し。 唯區々 

たる 農業 を 事と せんとす る は 何 ぞと間 ふ 人 あらば、 我 は 答 へん 「政治 は 維新に 於て  一 gg をな せり。 商業 は當に 革新の 時機 


に 際して 歩武 着々 たり。 工業の 隆盛なる、 僅々 三 十 年 左右に して 此の 如きに 至る は 蓋し 多く 比類 を 見ざる 所、 躅 り 農 築に 至り 

て は古來 一 幢 農夫 舊 によりて 古套を 墨守す。 豈 嘆ず 可き の甚 しきに あらず や。 入 は欝習 を蟬脫 する 能 はずして 農業と し； おへ 

ば 卑賤、 男子の 爲す にあらざる 可き 業と なす。 それ も 可な り。 しかも 其 云 ふ 所の 人 一 日の vegetable に缺 くる あらば 其 闲難ゃ 

如何に。 我敢て 大材を 以て 自ら 任ぜず と雖も 願く は 以て 農業 革新の 魁た らん。 我 先づ奮 ふ、 二十 h: 郡豈 一人の 義士な からん 

や。 明ら さまに 云へば 我 は 農業 を爲 すに 今 一 の 目的 あるな し。 農業 は 神聖 無 招 他の 事業の 到底 企て 及ぶ 可らざる もの あれば 

なり」" 夜、 中央 寺に 至りて 參同 契の 講義 を 聞く。 十 一 時 就寢。 買物な し。 家に 發 信す。 松 平恒雄 氏より 寫眞经 り來 る。 

五月 八 B  。土。 晴天 風 あり。 朝 六 時半 起床、 出校す。 此日 新渡戶 教授の 倫理 講話 は强 ひて 演題 を 求 むれば 『夢み よ』 と 云 ふに 

あり。 其槪 略に 曰く、 古 來夢を 以て 總て 漠然たる ものに 例へ 「夢見て 居る 樣な 人」、 「夢の 樣な事 を 云 ふ」、 皆 これ 罵詈の 言と し 

て 其迂濶 蒙昧 を 笑 ふの 語な り。 「聖人 夢な し」 これ 其 人 を 頸す るの 語と 知る 可し。 夢なる もの は古來 人の 稱 すろ 所と なら ざり 

し 也。 然 りと 雖も 孔子 自白せ ず や 「我 不見夢 周 公」 と。 これ 果して 何の 謂ぞ、 聖人 夢な きに 非ざる なり。 夢み る所嶄 然として 

人 意の 表に あり。 人 以て 夢と なさ どるな り。 然 らば 夢 は 其 見る 所に よりて は敢て 不可なる に 止まらず、 入 生の 行路に 於て 大 

補足、 大 補助な くんば あらず。 當 今の 書生 を 見る に孜々 勉强の 者 はこれ 有り。 刺 々令色す る もの はこれ あり。 故に 俗世の 才 

に 長け 文筆の 能に 委しと 雖も 終に 上長の 器な き は 何 ぞゃ。 當 今の 敎育界 は 腐敗の 極に 達し 學生 をして 天才 を 伸ぶ る 能 は ざら 

しめて、 些々 たる 月給 僅々 たる 名聲に 安ん ぜ しむ。 然り、 當 今の 書生 を 此の 如くな さしめ たる 諸 制度 は甚 しと 雖も しかも 生徒 

にして 1 片接々 の氣餽 ある もの 何ぞ 此の 如き 小 動機に 左右 せられん や。 然るに 然ら ずして、 却って 此小淘 渦中の 者た らんと 

する は 抑 も 其 人 自身の 小 を 示さ ずん ば あらず。 徒らに 志 想 を 現實の 上に のみ 馳 せて、 遠大の 豫 望なければ なり ダの 様な 人」、 

「夢の 樣な事 を 云 ふ 人」 と 人 は 云 はん。 云 ふに 任せよ。 そして 汝の 理想 を 汝の能 ふ 限りの 最高なる 邊へ 置け。 而 して 而 S 

とき 

往 死して 後 止む の概 あれ" 汝が 理想 は 必ずや^ 尺の 間に あらん。 汝 のこれに 忠 したる の 時 は旣に 理想 成れる の 秋な り。 

午後 一 時、 市に 至りて 買物 をな し、 夜 八 時半 就瘙。 此日 あたりより 齒 ぐき 膨れ 出して 甚だ 堪へ 難し" 八^ 六 厘、 維 記帳。 
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五月 九 B。 日。 朝、 七 時半 起床。 朝、 新渡戶 先生の Biblcclatt あり。 午後より 病に 臥せる 原 田 氏を訪 ふ。 晝前小 谷 氏と 共に 

關場 病院に 至る。 齒は 勿論ながら 咽喉 も 宜しから ずと て藥を くれたり 。夕刻に 至りて は 病勢つ のりて 痛苦 堪 へがた かりし も、 

づ. 5,^: 氏の 親切なる 誘引 もだしがたく、 且つ 心の 慰に もやな らんと て 博物 誼に 遊ぶ。 夜 早 寢す。 松 平恒维 氏に 發 便す。 家 及び 

恩 地 剛太郞 氏より 受 便す。 二十 ニ錢、 藥 代。 

五月 十 曰。 月。 六 時半 起床、 出校す。 歸校 後札蜣 病院に 至りて 診察 を受 く。 齒ぐ きを 切開し 吳れ たり。 ミス .リー ド 及び 新 

渡戶 夫人 は 余の 病 狀を大 に 心配し 給 ひ 種々 の 厚き 手 あて をな し 吳れ給 ひぬ" 謝する に辭 なし。 夜 九 時半 就寢。 受發 便な し" 

一 11 十三 錢、 藥代。 

五月 十一 B。 火" 晴天、 朝 六 時半 起床、 出校す。 別に 記事な し。 齒は益 i 惡し。 歸後 散歩せ ず。 新渡戶 夫人 及び ミス 5， 

ドの 懇情 は 相變ら ずな り。 夜 十 時半 就寢、 買物な し。 七圓、 食料。 受發 便な し。 

五月 十二 日。 水。 晴天 朝 六 時半 起床. 出校す 。別に 記事な し。 夜 十 時半 就寢 C 買物な し。 家 及び 滑 田 氏より 受信 。滑 田 氏へ 發信 0 

五月 十一 一 IDT 木。 晴天、 夜に 至って 曇る" 朝 六 時半 起床-出校す。 二 時間 目より 休業と なりし かば、 有志 相 計りて 丸 山に 遊ぶ。 

櫻 花の まさに 咲く あれば なり。 櫻の 在る 所 堂々 たる ：5^ にして 唯此 一 小仙圈 あるの み。 至れば 櫻 株百內 外。 これ を內 地の 名 

所に 比すれば 巨 入に 對し 一 侏儒の み。 しかも 亦 我が 目 を 喜ばして 餘り あり。 此日 師範 學校 附屬の 牛： 徒 及び 北海 女學 校の 生徒 

来りて 運動 會を爲 す。 唱歌し、 野球の 技 、親 球の 術、 盛に 戲 る-. の樣、 櫻 花の 爛漫と それ 何れ ぞ。 余 等 思 はず 茫然と して 其景 

に 魅せら る  もの 久し かりき。 かくて outch  shatc を 以て 櫻 餅、 大福餅 を 食 ひ 諸 所 を 散步し 午後 ni 時頃歸 宅す C 齒は i 甚だ 

しく 出で  >-大 に 痛み を 減じたり。 夜 中央 寺に 至り、 十一 時半 就寢。 受發兩 便な し。 二十 錢、 切手。 二十 錢、 本代。 二十 五錢、 

菓子。 

五月 十四 B。 金。 晴天、 朝 六 時半 起床。 此日小 寺 先生の 時間 I 時間に て 休業と なれり。 午後 入浴す。 夜 十 時半 就寢。 箕 田よ 

り 受信す、 發信 なし" 十八 錢八 厘、 足袋 代。 


w 月 十五 曰) 土。 曇天、 風な し。 朝 七 時 起床、 八 時半 頃 出校す。 此日は 春季 大 運動 會 あるの 日 なれば 到り 兑 るに、 裝 飾い 

かめし く晝 後より は來颧 人堵の 如くして 誠に 盛大なる 光景な りき。 我 は 五六 度 競技 を 試み たれ ども 一度 も 取れず。 然し 大に 

愉快な りき。 夜 十 時半 就寢" 一 一十 一 錢五 厘、 菓子 代。 五錢、 墓 tf 版 代 U 

五月 十六 B" 日。 晴天、 風 あり。 九 時半 前 起床、 朝 入浴す。 午後より 町に 至り 鈴 木 敬 策、 木 村の 諸氏 を訪 ひし も 皆 不在 

なりし かば、 坂 本 氏に 至りて 種々 の 話 をな し、 夜 十 一 時半 就寢 す。 家より 『太陽』 经り來 る。 二十 錢、 鉛维 挟み。 

五月 十. pnT 月。 晴天、， 風 あり" 朝 七 時 起床、 出校し たれ ども 學校は 休業と なれり。 午前 は 家に 在りき。 午後に 至りて 一寸 

町に 至り 歸路坂 本 氏に 遇 ひ 雜談タ 刻に 至りて 辭し歸 る。 頃日 民 友 社の 『伊太利 肄國三 傑』 を讀 む。 その 中 マツ ヂ -ー ー が 幼時 立 

志の 時に 於け る 心. 1^ 轉遷を 寫丁所 全然 我が 志 を 得たり。 思 はず 席 を 打つ もの 三度 暫く 其 中 を摘錄 せんか。 (以ド 前 出 略す) 

嗚呼 我が 國今國 に 於て あり。 し，^ も 志 想の 點 に 於て 奈何。 悲しむ 可し、 志 想 は 全く 滅亡、 寧ろ 支離滅裂に 歸 せんとす るな り。 

此 大局 難に 立たん に は 先 づ文學 美術 等 を 後に す 可し。 大 理想な きの 文學 美術 は 萬 千 ありと 雖も 遂に 施す 可き なきな り。 我 若 

し 「大 理想 は 我輩の 有す 可き ものなる か」 なる 問題に 就て 成功せば、 我が 墳墓 の上眞 誠なる 國 民の 榮華は 咲ォ、 榮 えん。 二十 

錢、 鉛筆 挾。 壻 to 氏に 發 信す。 佐 野 氏より 受 便す。 

五月 十八 B。 火" 晴天、 少しく 風 あり。 朝 七 時 起床 出校す。 別に 記事な し。 午後 散歩す。 夜 十 一 時 就寢" 買物な し。 家 及 

び 佐^ 氏に 發 信す。 受便 なしり 

五月 十九 nr 水。 晴天、 午後より 曇る。 朝 七 時 起床、 出校す。 別に 記事な し。 午後 乘馬 しに 練兵場に 至る。 夜參禪 す" 午 

後 十一 時 就寢。 十四 錢、 齒磨 シャボン。 十二 錢、 卷紙 狀裝" 受便 なし" ニ條 氏へ 信 サ。 

五月 一一 十日。 木。 晴天。 朝 六 時半 起床、 出校す。 別に 記事な し。 午後 一寸 散ます。 明日より 中央 寺の 講 Mi は 隔日の 朝 六 時 中 

より 七 時半に 亙りて ある 可き 箬 なれば、 其 日 は食パ ンを 朝食す る こと >t なしたり。 I は 養生の 爲め にもな らんと 思へば なり。 

近頃 は 講義 は 小松師 にあらず して、 元 曹洞宗 の中學 校の 敎講 なりし と 云 ふ 某氏 なれば 說話敎 法的に あらず して、 ^問 的の 嫌 
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ある も 余 等 初學の ものに は 寧ろ 分り 易き 感 あり。 夜 十 時半 就寢。 別に 記事な し。 今日の vlsionoiy  glean に佘は 如何にしても 

未だ 眞 正に 眞 面目と なりて 前途の 爲 めに 學 問す るの 志な きこと を 益 i 悟れるな り。 これ 實に 我が 大缺點 なり。 犬に 心して こ 

れを 正さ どる 可らず。 別に 買物な し。 松 平 保 男 氏より 受信す。 壬 生 馬に 發 信す。 

五月 一 1 十 1B。 金。 曇天、 風 烈し。 朝 六 時 十五 分 前 起床。 朝參禪 す。 出校す。 別に 記事な し。 午後より 增山氏 来談 せらる。 

散歩 を 怠れり。 夜 十一 時半 就寢り 二士 ー錢 ジャム (大島 氏より 十錢拜 借せ り、 不日 返濟す 可し)、 輔仁會 及び 永 井 直 厚 氏より 

受 便す。 松 平 保 男 氏に 發 信す。 

S 月 一 1 十二 B。  土。 雨天。 朝 六 時半 起床、 出校す。 此日 倫理 は 寒 氣の爲 めに 休業と なれり。 午後より 終日 家に ありき。 夜 十ら 

1 時半 就寢。 此日松 平恒雄 氏より 手紙 を領 す。 其 中に 伊藤 淸三氏 (當時 本科 一年) を 紹介し 来る。 蓋し 氏 自ら 之に 交りた るに あ 

ずして 伊藤 の 知己 吉田 氏と 云へ る 人 同じく 第一 高等 學 校に ありて 松 平氏と 相 親しき を 以てな り。 我れ 農學 校に 入學 してよ 

り 伊藤 氏に 遇 ふ 毎に 何と はなき 恭謙の 貴 容に打 たれ、 唯 慕 はしき 心地して 往来に 相 遇 ふ も 同氏への みは 我 も 禮を爲 しにき。 後 

其闔 級の 首席に 在りと 云 ふ を 聞き 尊敬の 念 愈 i 加 はりぬ 今 此に此 紹介 を 得て 喜び 極り なく 今宵 ゃ訪 はん 明日 は訪 はまし と 思 

へる 所に 訪れ 給 ひし は 同氏な りき。 會 大島 氏は當 直な りし を 以て 胸襟 を披 きて 共に 談 ずる を 得たり。 勿論 氏 は學德 共に 我輩 

の 上に ある 數等。 寧ろ 敎を 受けん。 遂に 相頷領 する 能 はざる なり。 同氏 も 少しく 樂 しき 所 あるか 恰 然として 談殆ん ど 十 時に 垂 

ん とする に 及んで 宿規の 許さ どる を 以て 歸路を 取られぬ。 余 は 氏が 余の 爲 めに 此 長時間 を 割きて 余との 雜談に 費され し を 深 

謝せ ずん ば あらず。 思 ふに 同氏 は 決して 謀計 百出 能く 人 を 致して 人に 致され ざるの 人に は あらず。 駿才 天 を 貫きて 卓 勵風發 

辯 人 を 活殺す るの 概 あらず。 而も これに 接する に溫 乎と して 冬日に 對す るが 如く 其 云 はる X 處 敢て奇 とする に 足らずと 雖も、 

先づ 行って 後に 云 ふ もの 卽ち 「天使の 如く 云 ひて 惡 魔の 如く 行 ふ」 輩の 夢想 だ も 及ばざる は 亦 多と なすに 足らず や" 此 言往々 

にして 君子 大人の 風 あり 曰く、 「我 は旣に ¥ として 外面よりの 困難に は 其 困難 如何に 鋭き も 甘んじて これ を 受けて 忍耐す る 

覺悟を 充分な しぬ。 昨年の 冬 一 生徒の 爲 めに 頭を毆 打せられ たり。 然れ ども これ 唯 尋常の 事の み、 相鬪 つて 決して 彼等 如きに 


負く る ものに あらず と 雖も我 忍耐し ぬ。 そして 全く 事 無き を たり」 と" 何等 穩 富の 語ぞ。 我 は 彼の 聖書に 於け る 「入 汝の左 

の頓を 打た ば、 汝其 人に 又 右の 頗を 向けよ」 と 云へ る 語 を 想起せ ずん ば あらず。 君 は 又 其 原因と して 「我が かく 外面の W 難に 堪 

ふる 性 を 養 ふ を 得し は據ら はしと て 鹽花を 振り掛けられ たる 事 も ありた る、 再 111 の 旅行に 得る 所 多し と 雖も又 幼時より 千 辛 

蓠 苦の 結果 與 りて 大ぷカ ありと 信ずるな り」 と。 嗚呼 善く 己れ を 知れる の 言なら ず や。 我 之を聽 く、 君 其 弟の 空しく 郷 ffll に， 

に從 事せ る を 慨し卽 ち これ を 呼び寄せ 己れ に 经り來 る學資 ニ圓を 以て 自炊して 二人 苦^ 盡く {:tTl めざるな しと。 {Hi なる かな。 

其 言の 惻々 として 人 を 動かす ある や。 君 又 曰く 「世 困難に 遇 ふの 人往々 其糈神 畏縮し、 人の 缺點を 見る の 眼は枭 の. g くにし 

て 終に 人の 長所 を容る >f の 量な きに 至る を 極めて 普通な りと なす。 これ 架して 何に 伎り て 然る。 闲難を noble に receive さ 

ざるに よるの み」 と。 殆んど 千歳の 金言に 非ず や。 此曰恒 雄 氏の 書 丁寧 懇切 を 極め、 己れ が 思想の 變遷を 說き來 りて 我に も 

亦此 事を勸 めら る。 我 忽ち 服す 能 はずと 雖も、 我 は 殊に 君が 此考 をな したる を 多と し歡 喜の 餘、 直に 書 を 飛ばして 我が 所懐 

を 述べたり。 買物な し。 松 平 恒难、 二 條友英 氏より 受 便す。 松 平氏に 發 信す。 

五月 二十 一一 一日。 日。 朝 六 時 二十 分 起床。 此日 中央 寺に 參禪す 可き 日な りし を 少しく 寢 過したり 。卽ち 直に： a かんとせ し を、 

、 9 

ひなさん の 切に 尊 貧して より 行けと 云 はる >f に、 老人の 言に^ くことの 何となく 心苦しく、 快く これ を諾 して 食事し 悠れ f、 

時 は旣に 甚だ 遲 かりし かば、 曉 風に 浴して 郊外 を 散歩す る 殆ど 一 時間に して 歸り來 り 皆に は參禪 せる 樣に 申し 置きぬ。 查前は 

新渡戶 先生の wible  Class あり。 午後より 小 谷 氏と 共に 師範 學 校の 運動 會を る (尤も 小 谷 氏 は 師範 學 校に 寄らず して 丸 山に 

舊北 明學校 生徒の 親睦 會 ありし に 行きし なり)。 無邪氣 なる 附屬 小學校 生徒 諸氏の 活 澄なる. 運動な ど 甚だ 悅 ぶに 足る ものな り 

き" 四時 頃歸 宅す。 夜- 再び 中央 寺に 至りて 夜講を 聞く。 夜 十一 時 就寢。 受發 便な し。 賈 物な し" 

五月 二十 四 B。 月。 朝 は 曇りて ありし が晝 前より 晴る。 朝 六 時 四十 分 起床、 出校す。 吉 W 講師 休業、 午後より^ 馬す。 夜 

十 時半 就寢レ 別に 記事な し。 買物な し。 家 及び 壻田 氏より 受信す。 

五月 一一 十五 B。 火" 雨天。 朝 六 時 十五 分 起床、 出校す。 朝參禪 す。 別に 記事な し。 午後 入浴す。 夜 十一 時半 就寢。 受： ^鼓 
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便な し。 買物な し。 

五月 二十 六 B" 水。 雨天。 朝 六 時半 起 J1- 、出校す。 別に 記事な し。 午後より 武 林に 至り 寫眞 す。 歸途岩 井に 至り 靴を貿 ふ。 

夜 十一 時半 就寢 す。 二十 五錢、 寫眞 代" 七十 ニ錢、 寫眞 代〕 四圓、 靴 代。 

五月 二十 セ 01。 木。 雨天。 朝 六 時 二十 分 前 起床、 朝參禪 す。 此 曰より 寶鏡 三昧に 轉る。 出校す。 漢文 及び 數學は 休みに し 

て もら ふこと にしたり。 化學は 先生が 獨 逸と 間違 ひし 爲め これ も 休みと なり 一 n: 學 科な かりき。 夜 十一 時 就寢。 此日 東部 都 

督 野！： 伯來札 せらる。 余 等 これ を 停 直. 場に 迎ぶ。 買物な し。 松 平恒雄 及び 二 條_ 比へ 學 -1 會雜 誌を经 る。 ニ條 氏より 尙 志會雜 

誌 を 经り來 る。 永 井 直 厚 氏に 發 信す。 

五月 二十 八日。 金。 雨天。 朝 七 i. 起床、 出校す。 此日ニ 時 問學科 ありて 餘は 休業と なれり。 夜に 至り 坂 本 氏 を 訪問し 冬 衣 

服 四 襲 を 預けたり。 夜 十二時 半 就寢。 買物な し" 受便發 信な し。 

五月 二十 九日。 土。 晴天。 朝 六 時 床、 朝參禪 す。 此 曰の 倫理 は 新 渡 戶敎授 よりな されたり。 先づ 話題 を 野 律大將 との 交談 

に 起して 曰く、 昨夜 宴 筵に 列して 大將 と面晤 する を 得たり。 君の 辯、 ^牙 毫も. 取る 可き なしと 雖も區 々たる 口 辯 以外 一 片磨 

し盡す 可から ざろ 赤誠の 氣 ありて 充分に； せる を 見たり。 而 して 當夜 再三 繰 返された る 言語 中、 大將 は日淸 戥爭 以外 必ず 

1 層大 なる 事件の 爲 めに 人民が 奔命に 逐 はる- -事 なきやと 云 ひ、 老軀旣 に 用 ふる 所な し、 願く ば 後進の 靑年 諸子 それ これ を 

勉め よと 言 ふの 意 は、 暗に 充實 せる 如く 覺 えき" 君 や 必ずや 今後の 靑 年に 矚 in する 所 多々 なる 可し。 故に 佘は 今朝 奔走して 

大 將が當 校に 臨まれて 一席の 訓戒 を 試みられん 事 を 希望せ り。 確答 は 未だ これ 無しと 雖も、 多分 は 日本 歷 史上に 不朽た る 可 

き E 人に 接する の榮 は、 豈 吾人の 喜ぶ 所に あらず や。 是れ はさて 措き 余 は大將 の演說 あるに 先 だち て 1 言 請 はずん ば ある 可 

ら ざる こと あり。 余 今日 私 庭に 草 を す。 忽ち 古歌 一首 を 案出せ り。 曰く、 「此秋 は 雨 か 嵐 か 知らね ども 今日の つとめの 田の 

草 を 1^ る」 と。 單 純なる 志 想俗卑 なる 闭語 しかも 其 中 無 s; の 敎訓を 含みて 吾人 を敎 ふる 無から ず や。 思 ふに 余 も 亦 後 來の事 

件に 就きて は、 聊か 志 を 大將と 同う せる もの、 しかも 余 は 決して 主戰 者に あらず。 否な 余 は 殆んど 極端の 非戰諭 者な り。 しか 


とか 

も 各 國其武 を 解かざる に我國 のみ 镯り 劍を鎔 して となし、 弦を斷 ちて 弓 を 藏 せよ と 云 はざる なり。 我 は 各國兵 ある 間 は 寧 

ろ强 固なる 兵力 を 養 はん 事 を 欲する ものな り" 然れ ども 余 は 早 晚戰が 全滅して 萬 事 仲裁 を 以て 結局す るに 至る の 時.！ ある を 

IllE ず。 余 は 確 a" す。 故に 余 は 各 國武を 解かざる 以上、 國兵を 益 i 强 固なら しむ 可し と 云へ ども、 己れ は 又 自己の 覺 悟な くん 

ば あらず。 余 不肖 終に 事に 堪 へずと 雖も請 ふ 戰爭の 仲裁者と して 此 世に立たん。 諸 SF. も 亦 各 固く 取る 所 あり。 其 時の 来る 時 

躊踡せ ざらん 事を勉 めよ。 實 際に 當り 毫も 恐る. 1 所な く 平常 秉る 所の 主義 を 決行して きらざる の 元氣を 養へ よ。 これ を爲す 

の 法 如何" 唯 それ 「今日の 勉 めの 田の 草 を 取る」 の片句 中に あらず や。 今 曰の 事件に 於て これ を 等閑に 過視 する もの は、 終 

に 幾 百 歳を經 ると 雖も爲 す 所 あらざる なりと いふに ありき。 

午後、 校庭に 於て ベ， ス*ボー ルを なす。 大に 愉快 を 感じたり。 夜に 至り、 家より 行 郞の寫 鎮を绘 り 来る。 無邪氣 なる 〔幼 

兒な るかな" 我 は 切に これ を 愛す。 彼 は 確かに これに 於て 我が 師 なり。 机邊に 立て  >1 これ を 諦視。 音容の 浮動して 我と 相お i 

らんと 欲する が 如し。 十 I 時半 就寢。 買物な し。 受便發 信な し。 

五月 三十日。 日。 朝 七 時 起床。 此日 天氣は 風雨 中々 に 烈し かりき。 昨日 新渡戶 先生の 云 はれし 野 津大將 の 來校は 事 止みと 

なりぬ。 遣憾 なりと 云 ふ 可し。 此日は Bible  Class も あら ざり しかば 半澤、 鈴 木 眞吉、 羽 山、 蠣崎、 木 村、 ^山の 諸氏 來ら 

る。 互に 化學、 英語 等の 質問 をな し 、十一 時皆辭 し歸ら る。 これより 先き 伊藤 淸藏氏 亦 あり。 談晝に 及んで 歸舍 せらる。 午後 

より は 終 曰 家に ありて 讀書 をな せり。 夜、 中央 寺に 至りて 夜講を 聞く。 今日より 爲す 所の 夜講は 靈魂說 にして、 小 松 師の浪 

舌に 係る。 此後 毎日 曜日に 續 けて 爲 さる >!箬 なり。 十 一 時半 就寢 す。 買物な し。 家に 發_ 信す。 南郷 氏より 受便 す。 

五月 一一 ーナ 一日。 月。 雨風 甚し。 朝 六 時 十分 前 起床、 參禪 す。 學 校に 於て は 別に 記す 可き なし。 吉田 講師 は 休みな りき。 此 

日 跟津大 將九時 何分の 汽車 を 以て 上 川、 宗 谷の 地方 を 巡視 せらる。 阪太氏 も 同行な りしと 云 ふ。 これに 就きて 小 樽より 

校に 向け、 競漕 を 小 樽に 於て 大將 一行に 見せし むる 爲め、 人員 を；^ れと云 ひ 越せし 由に て 井街 氏 犬に 奔走し つ V ありき。 « 

し 此天氣 にて は覺 束な からん。 夜 十 I 時半 就寢。 買物な し。 恩 地 剛太郞 氏より 受 便す。 (禅畫 I 葉 略す。 ：> 
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六月 IB。 火" 雨天。 朝 六 時半 起床、 出校す。 化學は 質問な りき。 此頃 sattorRitus の 講義 益 i 佳境に 入り、 人 をして 撃 

耳 張 目 思 はず 快 を 呼ばし むる もの 多し。 殊に 其 所論 大に 佛敎 (殊に 禪學) に 酷似せ る 所 ありて、 此人佛 書を讀 みしに あらざる 

かの 感を 抱かし むる 事 極めて 多し とす。 國の 東西 を 問 はず 眞理は 同一 點に歸 する 所見る 可く、 又 世の 古今 を 間 はず 正當 なる 

人心が 同 一 方向に 向って 走る を 見ば、 吾人 は轉た 各自 佛と 同じく  Carlyle と 同じく 或る 一 大眞理 を srasl) する 事 を， 导る なら 

んと考 ふ。 午後より 明日 行 はる 可き 化學の 試驗の 復習 をな す。 夜 十 一 時就寢 。買物な し。 B 章 會雜誌 を 经り來 る 。發 便な し。 

六月 二日 ^ 水。 天 は 晴れ たれ ども 風 あり 中 々烈し。 夜に 至りて 風雨と なる。 此 日朝 五 時 起床す。 出校す。 化學 の試驗 あり 0 

其 問題 は 次の 如し" (間 題 略す。) 

午後より 中學 校の 蓮 動會を 見に 行く。 夜 入浴す。 十一 時 就 寢- 買物な し。 受發 便な し。 

六月 一一 一 ， 木。 晴天。 朝 五 時 五十 分 起床、 <55 す。 出校す。 此曰ニ 時間 目の 休みに は小學 校の 聯合 運動 を 見る 可く 練兵場に 

至りぬ。 蓮 動 旣に酣 なり。 紅白の 旗 は 天に 鼸り群 童 輕衣を 装うて 轉々 相樂 む。 其數幾 百と 云 ふ を 知らず。 game  二 三 を 見 終 

つて 歸路に 就く。 然るに 漢學の 時間に 及びても 尙 未だ 歸ら ざる もの あり、 爲 めに 漢學は 休業と なれり。 此日吉 田 講師 休業な 

りし を 以て 新渡戶 先生 代りて Sartor  lAesartus を 講ぜら る" 午後 再び 新渡戶 先生 及び 孝 夫 氏と 共に 馬車 を驅 りて 運動 會に 至り 

これ を 見る。 夜 十一 時 少し 過ぎ 就寢 す。 此夜 雨降りぬ" 買物な し。 壻 田 氏に 發 信す。 

六月 四 or 金" 晴天。 朝 六 時半 紀. 床、 出校す。 別に 記事な し。 最初の 二 時間 は 博物 場に 至りて 鳥の 標本 を 見る。 午後 一 寸 

散歩す。 夜 十一 時 就寢。 買物な し。 家より 受 便す。 松 平恒雄 氏に 發 信す。 

六月 五 曰。 土。 晴天。 夜に 至りて 風 出づ。 朝 六 時 十分 前 起床、 參禪 す。 然るに 今 曰 は 無 かりければ 中島 遊園地の 方 を散步 す。 

此 日の 倫理 は 我が 新渡戶 先生に^ 舌 せられん 事 を 乞 ひし ものに て、 其 題目 は 運動に 就きて なりき。 此 事の 委細 は 學. 熟 會雜誌 

に 投稿 せんと 欲すれば 今更め て 資せず。 午後 散步 す。 夜 十二時 就寢 す。 買物な I。 滑 田 氏より 受 便す。 新渡戶 先生より 七圓 

受 1^ る。 


六月 六 B  。曰。 朝、 七 時 起床。 朝、 新渡戶 先生の wiblecloss あり。 此日 晴天な りき。 午後より 小 谷 氏と 共に 諸 所 を 散. li^ す。 

夜、 中央 寺に <5|禪 す。 夜 十一 時 就寢" 買物な し。 『太陽』 を 经り來 る。 又 輔仁會 雜誌を 经り來 る。 

六月 七 B。 月。 曇天" 朝 六 時 起床。 參禪 す。 午後 外出せ ず。 夜 十二時 就寢" 大島 先生 當直" 四十 二 錢曾費 及び 雜 誌代、 十 

錢 German 

六月 八 nr 火。 晴天。 朝 六 時半 起床、 出校す。 別に 記事な し。 午後より 明 曰の 獨逸語 試驗の 復習 をな す。 夜 ± IS 就. 1。 四錢、 

郵便切手。 滑 田 氏より 受 便す。 

六月 九日。 水。 晴天。 朝 五 時半 起床、 出校す。 獨逸 語の 試驗 あり。 午後 終日 讀 書す。 夜に 至り 原 田 氏、 幹 氏 等と 共に 大黑 iil 

に 佛敎徒 印度 饑餺 救： 消 幻燈 會を： る。 氣 にく はぬ 事 甚だ 多し。 憐む 可し 佛敎徒 其 手段に 於て 在 昔の 薦法を 墨守す、 必ずや 耶 

ヽ ，. ぜん  ラビい 

敎 徒の 蹂躧 する 所と ならん。 しかも 其 光明 や 何 a の 世に か炳 然として 宇 內に發 揮す るの 時 ある 可き なり。 到底 今日 所 li 碌々 

たる 佛敎 徒が 行へ る 方便 は 上策に あらず" 恐らく は 下策の 甚 しきもの なり。 特に 僧侶の 腐敗の 如き は 手近かに 於て 嬌 正せ ざ 

る 可から ざる 急務に て あるな り。 乂其 敎理を 衆庶 をして 玩味せ しむる が 如き 方便 は、 必ずや 日蓮 以外 親 驚 以外 sabonaroa, 

Luthct にも 卓越せ る 偉人 を 待たざる 可から ず。 嗚呼 此人 何の 時に か 出で & 彼の 惡弊を 洗滌し 釋 尊が 本 來の光 叫 を 充分に kl ュ揮 

して 三 舁の情 非情 を濟 度す る を 得ん。 夜 十一 時 就寢" 貢物な し。 七圓 食料。 ニ條 氏より 受 便す。 

六月 十 B。 木。 朝 七 時 起床、 出校す。 此 日天氣 甚だ 晴朗な りき。 中途の 二 時間 は 休業な りし を 以て 犬に 運動場に 野球 戲を戰 

はせ たり。 午後 晝飯を 喫し 終りし 時、 伊藤 淸三氏 散歩せ ず やとて 余 を 誘引 せらる。 余 直に 快く 之れ を諾 し、 共に 悠 行して 丸 

山に 至り 園 池に 至りて 獨木 舟に 乘る。 景物 幽邃 得て 名狀す 可から ず。 誠に 人寰 去って 遠き の 地は此 所なん めり。 遊ぶ こと 少 

時 舟 を 捨て .1 字 十二 間に 出 でんと し 荊棘、 茅 茨 腰に 至る の 間 を 鞍々 の 音 をな さしめ て 過ぐ る 事 殆んど 三 四 丁、 辛うじて 田 畝 

の處に 出づ。 出づ れば遙 かなる 北方 一 山 倒 盆の 如き あり。 孑然 少なり と雖も 以て 遠近の 景を矚 翻す るに 足る 可し となす。 卽ち 

相 共に 手を携 へて 登る。 jlifv., 巒 遠く は 石 狩の 海岸 藍の 如き を 望み、 近く は 札幌の 市街 箱庭の 如き を 見る。 雲雀の， 將遙 かに 

1 八 九 七 年  1 五 
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聞え て 飛燕 輕々 我が 眉 を 摩して 飛ぶ。 快 誠に 窮 りなし。 伊藤 卽ち證 の 詩 をく 口 ち^さむ、 f 作る 所の 緩 I の 詩な り。 吟 

じ 終りて 我に 其 意を傳 ふる 甚だ 切。 掌 君 一 年 級の I として 詩 I 記 T る こと 此の 如きに 至る は 勉强の g きに よら ずん， よ 

焉ぞ此 1^ 至らん。 休憩 少時. 資陣々 囊 せんと 欲す。 卽ち辭 して 琴 似 を 出で 兵 村 を ¥1 に歸 る、 此遊快 零； 窮 りなし、 

く 合 ひたる 友と 共に 遊ぶ より 快なる はな かる 可し。 夜 十一 時 就^。 買物な し" 發信 受信な し。 

六月 十一 日。 金" 晴天" 風强 し。 朝 六 時 十五 分 前起 床、 雞 したりし に 休みな りし かば 木 村 氏を訪 ひ、 相 共に 胸襟 を g き 

て 語る。 午後 外出せ ず。 夜 十 1 時半 就寢。 買物な し。 受發 便な し。 

穴 月 十一 一 曰。 土。 樊、 §. し。 朝 七 時棄、 出校す。 此 日永 田 講師 は 休業な りき。 新渡 戶 先生の i は 此日を 以て 全ぐ 終 

りと なる 事 なれば 先生 も 充分なる 熱誠 を 以て 演說 せられた に 其 大體に 曰く、 今 曰 003} の 響の 時に 或る人が 云 ひ 

し 如く 藤 der とい ふ 事に 二種 ありと 云へ る は、 一 個の 理由 あれ ども 余が 思 ふ 所に て は 未だ 數 多く 區 分す る を 得 可し， 然れ 

ども 要するに 磨 dar は 扇 dcT なり。 世 I 々驚く 可から ざるに 驚く もの あり。 驚く 可き に 驚かざる もの あり。 何し にせ 

よ 應 der なる 事 は 人間が 進歩 をな す i なりと は f も 云 ふ 所 なれ ども I なき 人 は旣に it なる 人 聞の 域に 達し 

たりとの 說も眞 なる 可し。 但し 應 dcr なき 入た るに 二種 あり。 一は 11 する の 力なき 人、 例へば i 人 最も 幼稚なる わ 

暴 これな り- 一 はまる i を I せる ものにして 如何なる 人間的の 大事に S も 平然として 其 本末 を 解す る もの 是な 

り， これ 寧ろ 異 i と i ざる 可から ず。 吾人 は 未だ 慶 此のず 地位に ある ものに あら ざれば とて 層 人 is き I に 

ある ものに あらず。 所謂 其 中間の 盛に I の爲 めに 左 思 寒す るの 時代なる は 何人も 肯ん ずる 所なる 可し。 §1 

りに I して 笑 を 他人に 遣す 事な かれ。 其 f 見 憎く して 其 人の 靈の 知らる， もの は、 人の 顏を -,01 する 事こ1 

なり。 再 言 すれば 少しく 己れ より 高き 位地 等に ある 人 を 見れば 盲從 的に 頓首 再拜 し、 其 人の 前に 於て は、 手の 置き所 も 知ら 

ぬ 迄 どぎ まぎして、 終に 云 はんと 欲する 事 を も 云 はすして 止む 事 これな り， 實に見 憎 I みと 云 ふ 可し。 勿論 自分より 位 也 

高き 人 なれば、 其 入の 位地に 對 して (人物の 如何 を 間 はず) 相應の 敬意 S きる 可から-すと 雖も、 しかも 何の 恐， 听 あり 


ちう しん 

て 遂巡言 を 爲す能 はずして 止まん や。 これ 後 來社會 に 於て 事を爲 さんと する 人の 最も 駐 心す 可き 事に あらず や。 而 して 此. 

は 何より 起り 來 るか、 1 は 己れ の 足らざる 所 ある を隱蔽 せんとす るの 餘、 かれ を 云 は^ 人より 見下げられん、 これ を 申さば 

他 入より さげすまれん とこれ のみ を 心配す る を 以て、 遂に 言語に 滞り を 生ずるな り。 何ぞ 光風 欒月 赤裸々 の 談話 を 試みざる。 

男子ら しく 云 はんと 欲する 所 は 云へ、 何 ぞ敢て 己れ の缺點 をし かく 隱蔽 する の耍 あらん や。 吳々 も 入の 顏に wonder すると 

云 ふ 事 は、 固く 禁ぜざる 可から ず。 我 嘗て 我が 故 鄉に歸 りし 時、 父老 我に 語りて 曰く、 君が 尊大 人は德 なる 人な りしよ • 物に 

驚く と 云 ふ 事の なかり ければ なりと。 我 これ を 聞きて 頻に 奇異の 思 ひ をな す、 其 言の 眞味 あるが 如き を覺 えたり しが、 他日 

まみ 

叔父に 見えし 時、 此談 をな せし に、 叔父 曰く、 洵に 君が 大人 は 常に 物に 驚かぬ 精神 を 養 はんとて 河 心に 伏延 せる 松 枝の 上に 

眠りき。 而 して 其 一度 機衡を 失する ゃ遽然 水中に 沒す。 恐懼 輾轉 からく 又 陸上に 昇り 事 を 再びす る 前の 如し- 此の 如き 事甚 

だ 久し かりき。 思 ふに 大人 必ずや これに 得る 所 多 かりし ならん と。 我 これ を 聞きて 感に堪 へざる もの ありき。 我 は 諸 1!;^ に此 

の 如くせ よと 勸 むる ものに 非ず と雖 も、 何れにせよ 物に 動ぜぬ 心 は 充分に 養 はれた し。 

これ 先生が 最後の 講演に て あるな り。 余 年少 父に 侍して 家に あるの 時 常に 父 を 恐懼し、 尊父 をして 此兒 21 すなし と 迄の た 

ま はせ たる 事 ありき。 其 後 も 常々 これ を 矯めん とする の 心 ありし も 遂によ くな す 能 はず。 今日 再び 此 講演 を 開きて 又^ 父の 

訓諭 を 承 はるが 如し。 以後 益 これ を 旃れ勉 めん。 

午後 豫科 一同 敎授 と共に 撮影 をな す。 鼸宅後 散歩す。 歸途坂 本 樣を訪 ふ。 夜 十二時 就寢。 十錢、 郵便切手。 家、 滑 田 氏に 

發信 す。 ニ條 氏に 寫眞 を经 る。 

六月 十一 1 一 曰。 日。 暴 天、 午後より 雨 降る。 朝 六 時 起床。 朝泰禪 す。 又 新渡戶 先生の 所に 於て wibleQasB ありし が 將に終 

らんと する に 至り 突然 同窓 俱樂 部の 方に 當 つて 火 を 失し、 爆聲 甚だ 感 なり。 此に 於て Class は 休と なり 余 等 は大に 消防に！^ 

力せ しが、 幸に して 二 軒 計り 燒 けて 止みに き。 危き 事な りし。 午後 ニ時學 校に 集り 昨日の 寫眞 はやり そこな ひたれば、 今日 

寫し 直したり。 それより 夕方に 至り 乘 馬す。 夜 十一 時 就寢" 買物な し。 受便發 信な し。 
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有 鳥武郞 令； 集 笫九卷  一， 

hi 月。 雨天。 朝 五 時半 寒 此曰 新！？ r ッホ， ン 夫人 を迎 へんが 爲め小 標£§ せらる。 又 八 時 二十 

分の 汽阜 にて 大量 は 東京に 崖 せらる。 これ を 停車場に 管。 それより 出校せ しに 昔 一日 は 休業と なれり。 

政 一 一 蟹び S 一 一氏と 半囊 I ひ議に 及び て 家に 歸る。 午後より 一 寸 散歩す。 11. 1 一 i 、本代。 受信 i なし。 

hi 火〕 10 朝 六 時 十五 分 前起 床。 蠢せ しに 休みな りき。 此日は I 神社 大祭に 付、 虐校も 休課 となれ り。 

ぽ增！ "2% 方 山 着して 歸る。 午後, 山 氏 I、 暫く 談話し、 共 に携へて$ 氏 を訪ひし？ 不在；； し 

中 島讀地 に 至り 鬵を f  U それより 坂 本 氏に 至りて 5 馳走に gr 時讓 宅す。 此 4 山 氏と 種々 の 事 を 

f  ..f.^i^L.  II  an  f 漸く 神を認 むる を 得た るの 事 

實 を說 く 誠に？ の 逃れる を 見る。 而 して 頻りに 余に 勸む るに、 此敎 を硏究 せん 事 を 以てす。 余 感謝に 堪 へずと 雖も 聊か， 

M や あある を 以て 然諾 S を？ 能 は ざり き。 君 や 殆ど 正 言 士に近 からん U しかも 其 行爲の 未だ I こ 至らざる を憾 と 

^ よ-日 大祭の 景況 は 中々 の 盛事に して 市中 si 花 提灯 を揭 出し、 羅衣霍 背 相望 み 議云ふ 可らず。 I 山 氏と 其 

1 の 間に 在りて 共に 眞理を 語る 亦 心に 快き もの あり。 龍 雄の 所謂、 撲面| 豈讓、 入 間 到 看 i の 句 ま S さ L,a。 

1^ 正道 I めば 友 求めず して 至る。 余此塞 だ此感 き。 0i0fi0. 今 § 山 氏の 來 るき。 余 21,』 

1 に 就きし や 軍 を 知らず と雖 も、 余の 心 志 正道 を 行 はんとす るに 在りし に 二 氏 等の 認 むる 所と なりし ならん か、 喜 p』 

堪 へす。 余 はぎ 心 志 S まし Ki なる 社 會の大 渦流 を 溯る 可き なり。 しかも 中途に し 5 れなズ 止みなん の 7,,。 ナー寺 

半 就寢" 買物な し。 家より 『太陽』 ゲ來 る。  <  J.^, ん ^ み 寸 一 時 

水。 晴天。 朝 六 時半 漦、 出校て 朝の 二 時間 は 休業と なりし S て i の 人 等と 共 if 散歩す。 午後 片. - 

^ を 其 寓に訪 ふ。 それより 辭し歸 りて、 龍 岡 樣を 旭 館に 訪ひ夕 I 宅して 乘 馬す。 夜、 寺 齧より I す。 其 書に 今 幕 後， 

は r 豐 はに 於て I したしとの 事な りき。 卽ち 行けば 龍 岡樣 もき 在り。 種々 心得と なる 可き 談話 を義 しぬ。 九 時 

牛歸 宅す。 十 時半 就寢。 買物な し。 受信 發 なし。 


六月 十. par 木" 晴天。 午後より 風 出づ。 朝 六 時 起床" 寺 は 休みな らんと 察して 參禪 せず 出校す。 別に 記事な し。 夜に 至， 

りて 龍^ 樣を旭 館に 訪 ひつ k ありし に 坂 本書 記官、 及び 寺 師氏も 来られ 種々 話 等 ありき" 余の 土地の 事に 就きても お 5^ なる. 

敎示を 垂れ 給へ り。 夜 十 時半 就寢 す。 買物な し。 家に 發 信す。  . 

六月 十八 日。 金。 晴天" 朝 六 時 十五 分 前 起床" 此日寺 師氏歸 京の 途に 就かる. -を 以て 午前 六 時 ni 十分 發の小 樽 行きの 汽 ¥ 

なりし かば、 これ を 停車場に 经る。 それより 出校す。 動物 は 休業、 其 他 別に 記事な し。 午後 一寸の 運動 を もな さず。 此 少 

し 胃の 惡き故 か、 夜に 至って は 甚だ 眠たし。 十一^ 就. 1 す。 買物な し。 受： W 發信 なし。  一 

六月 十九 曰。 土。 晴天、 午後より 曇る。 朝 六 時 起床、 參禪 す。 朝食： 後 辦山氏 を訪ひ 漢文の 研究 をな す。 午後 も 亦 至る" 又： 

武 林に 至り 時 任、 關山ニ 氏の 经別 にっきての 寫 眞を爲 す。 此日增 山 氏と 種々 の 談話 をな し、 犬に 益した る 所 ありし が 如か. 5^ 

き。 夜 十 一 時半 就. 1" 賈物 なし。 寫眞代 30〕 滑 田 氏より 受信す。  一 

六月 二十日。 日。 晴天、 夜に 至って 雨 降る。 朝 六 時 十五 分 i。  wible  Class あり 聽 す。 午後より $ を 散歩し 又乘馬 

す。 夜に 至って 中央 寺に 至りし に此日 住職 は 不在な りし かば 蠣崎 氏の 所に 至りて English の 研究 を 爲す。 夜 十 I 時半 就^。 .ー 

ニ條 氏、 恩 地 氏より 受信す。 有 島键助 氏に 發 信す。 二十 三 錢三厘 • 紙 類。 六錢五 厘、 國 民の 友。 

穴 月 二十  一 B。 月。 朝 六 時 起床、 雨 犬、 此 日朝より 滑 山 氏の 所に 至り 渡？ i 氏と 共に 英語の 復習 を爲 す。 午後より 佐 藤氏 も 

来りて 共に 爲す。 別に 記事な し" 夜 十一 時半 就寢。 買物な し。 受信な し、 發便 なし。 

六月 二十 二日。 火" 曇天。 朝 五 時 四十 分 起床。 此日 出校 L 新渡戶 教授に 英語の 質 間 をな す。 午後 伊藤 淸 三 氏 来る。 尋で壚 

山氏來 りて 散步 せんと 云 はれし かば 承諾して、 伊藤 氏と 共に 出立つ。 伊藤 氏 は 中途より 農園に 至る とて 別れたり。 それより」 

創 成 川に 添うて 東皐 園に. 至り 牡丹 を 見る。 紅白 妍を競 ひ 媚を呈 して 今當に 盛な り。 地積 甚だ 廣く、 雅客 兩 三、 ^雅 愛す 可し。 一 

これより 農園に 至る。 新綠 萋々、 牛馬 其 間に 戲れ、 牧草 風に 遇うて 波の 如き 邊、 舉生、 耒 を 取りて 耕作に 從 ふを兑 る。 其- 

淸幽 到底 日本 全 國を擧 ぐる も 求む 可らざる の 好 景色と なす。 此を辭 して 一 寸鈴 木眞吉 氏を訪 ひて 家へ 歸る。 夕食後 娥£1 す。 
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夜 十一 時半 就寢。 買物な し。 受發兩 便な し。 . 

六月 二十 一 1  一 or 水。 曇天。 朝 六 時半 床。 此日 本院 休業。 朝の 內は 英語 等の 復習 をな す。 午後より 一 寸 散歩し 夜に 至りて 

滑 山 氏と 鈴 木眞吉 氏の 家に 會し、 漢文の preparation をな す。 夜 十一 時 五十 分 就寢" 買物な し。 受發兩 便な し。 

六月 二十四日〕 木。 曇天) 朝 七 時 少し 前紀. 床。 此 日より 第三 學期試 驗は始 るな り、 此日は 漢文な りき。 此日 余の 留守中 龍 

岡 氏 訪問 せられし 由な りし かば、 夕刻 其の^ 舍を 尋ねし に 旣に函 館に 立 たれし との 事な りき。 夜 十 一 時 十分 過就寢 す。 買物 

なし。 受 t へ發 信な し。 

六月 一一 十五 日。 金" 疊、 天。 朝 六 時 十分 前 起 i£。 此 日朝 六 時 三十 分の 汽車 を 以て I〈cad 殿 神 戸の 方へ 遊行 せらる >t に付き、 

停車場まで これ を绘 る。 此 日の 試 驗は小 寺 先生の 動物な りき。 (試 驗間題 略す。) 

學 校より 歸來 して 乘 馬す。 午後、 明日の 下稽古なる 英語の 復習 をな す。 十 時半 就寢。 買物な し。 松 平恒雄 氏より 校友 會雜 

誌 を 受け、 上野 西郞 氏より 受信す。 

六月 一一 十六 日。 土。 曇天" 朝 六 時半 起床。 此 日の 試驗は 英語な りき (試驗 問題 略す〕。 

午後より 片 岡の 御 隱居ゃ 訪問し、 それより 坂 本 氏に 至り 夕刻 家に 歸り、 夜 新渡戶 先生と 談話 をな し 十二時 就寢。 八十 九錢、 

寫眞 代。 十錢、 郵便切手。 松 平 恒雄氏 及び 大島 先生より 受信す。 家 及び 恩 地 氏に 發 信す。 

六月 二十 4JB。 晴天" 朝 は 暇 乞 ひの 爲 めに、 原 田 氏 鈴 木 氏 を 訪ひ又 伊藤 氏 を 寄宿舎に 尋ねし も 居ら ざり しかば、 佐 藤 校長 

を 訪問し 暫時 談話の 後 湯 地 氏を訪 ひし も 不在な りし かば 子息と 談話し 家に 歸る。 午後より 出發の 用意 をな す。 夜 十 一 時 就寢。 

六十 九錢、 脚紳。 受便 なし" 

六月 二十 八日" 此 日より 駭 i 出立す るな り。 新渡戶 先生 始め 皆々 に 暇 乞 ひして 家 を 打 立ち 八 時 二十 分の 汽車に 乘る。 此行 

は 余の 外に 星 野 勇 三、 早 川 万一、 井街 顯、 瀧 臣弼の 四 人 も 共な りき。 同窓の 諸子 は 態々、 停車場 迄绘り 来らる。 かくて 車 は 停 

車 場 を 後に して 遂に 室 蘭に 着く、 時に 夕陽 旣に沒 せんとす るの 時に して 宿所に 着きし の 時 は旣に 點燈の 時な りき。 卽ち夕 M 


をな し 時 汽船に 搭ず。 十一 時出發 す。 此 夜船 中惡暑 堪へ 難く 心頭 眠る に 易から ず (二十 九日〕 殆と 一 夜 を If 眠に 明し、 函- 臨 

に 着く。 午前 は 效ー旅 舍に憩 ひ， 午後 出で. - 公園に 至りお 物の 櫻 餅 を 食 ひ、 又 赤 井 氏を訪 ふ。 同氏 大に 喜び 余 等 を 誘 ひて、 立 

待の 崎に 至る、 これ 函館 市の 南端に ある 處、 山脚驀 然として 海中に 突入し、 突入す る處、 波濤 澎涛 として 亂礁 劍戟の 如し。 

遙 かに 眦を 南方に 決すれば. K 島の 諸 山蹬々 として 靑を 凝らし 綠を 走らす。 氣宇 宏 濶、 崴 頭に 立ちて 來 去の 波濤に 胸襟 を 洗へば 

以て 悉く 俗塵 を盡 くす に 足る。 旣 にして 此 4- を辭 し、 赤 井 氏と 別れて 龍 岡區長 を 其 家に 訪ふ。 氏 余 を 其 室に 招？ 種 々の談 を 

なす。 夕食の I に 與り辭 して 船に 乘る。 此夜 十二時 出帆す。 天 {仝 全く 霽れて 星斗 砂よりも 多く、 船の 去る 處、 潮の 外 北 

海の 大陸 大 鯨の 如く 橫 はるを 見る。 

六月 一一 一十 3。 朝 七 時， 靑 森に 着く。 朝霧 模糊と して 四邊 一 色な り。 船 を 捨て .1 旅舍に 入り、 湯に浴して此處を發し汽^51-に 

乘る" 千篇一律の 景 なる も內 島の 景亦 甚だ 喜ぶ 可き もの あり。 車窓に 倚りて 行く く 夕に 達す。 十二時 仙臺に 着く。 井街 化 

の 家に 至り 一 泊す。 (寫 生晝 I 葉 略す。) 

七月  一 B" 雨天。 朝、 瀧 氏と 共に 仙臺を 見物す。 晝 後ニ條 氏を 訪ふ。 二 條氏は 明日 歸 ると 云 はれたり。 夜 十 一 時 就. 駐" 二 

T" き 筆 

七月 二 or 雨天" 碌々 として 終日 家に あり。 五錢、 散髮 代。 二十 五錢、 時計 鎖〕 

七月 一二 or 雨天。 此日 朝家に あり。 午後より 伊藤 氏訪間 せらる。 共に 家 を 出で、 第二 高 等擊校 を： or 雨に 逢うて 同氏の-家 

にこれ を 避く。 氏よ く 兄 君に 類す。 質 直 勉耐の 風見る 可し。 嗚呼 二 兄弟 健 羨す 可き かな" 夕刻 寬氏を 其 家に 訪ふ。 談十時 を 

過ごして 同氏と 共に 家に 歸り夜 十二時の 汽車に 乘 ず。 共に 行く もの 二人。 星 野 氏、 瀧 氏 これな り。 

七月 四 快晴、 一 時 上野 停車場に 着く。 壻田、 ニ條、 北條、 上野、 箕田， 恩 地、 有 島 健 助， 壬 生、 iinr 英夫 等の 人々 

皆迎 ひに 来らる。 好意 謝する に辭 なし。 家に 歸れば 父上 母上 を 初め 一家 皆欣々 として 亦 我を迎 ふ。 此夜諸 友皆會 す。 談十時 

半に 至り 皆辭し 去る に 及んで 寢に 就く。 買物な し" 
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七月 五 B。 曇天。 朝 六 時 過ぎ 起床、 種々 の 人々 來ら る。 此日 一 日 種々 の談 sf^ 等 をな す。 夜 十 一 時 就 寢。 

七月 六 曰。 雨天" 朝 六 時 十分 過ぎ 起床。 朝學 習院に 至りて 舊 同窓の 人に 遇 ふ。 それより 河 野 氏に 至りて 義 夫君 等の 話 をな 

し晝 食の 馳走と なりて 白鳥 先生 を 其 邸に 訪ひ、 夕刻に 及んで 辭 して 大島氏 を 錦 町 三 丁目の 峡陽 館に 经る。 

七月 七 日" 曇天。 朝 六 時半 起床。 朝より 安藤 氏 及び 佐 藤氏 を訪 間す。 そして 佐 藤樣に 於て 午 食の 馳走に なれり。 晝 後家に 歸 

りし も 少しく 心持惡 かりし かば 外出せ ずして 休む。 夕食後より 滑 田 氏 を 訪ひ談 十 時に 至る。 共に 一年 相 含む 所 を 語る。 余 君 

と 交ろ 未だ 一 歳 左右な りと 雖も旣 に 互に 相 親まん とする の 情 や 切なり。 此日 種々 の 忠吿を 得たり。 而 して 余が home に對 する 

觀 念に 於て 始めて 心配 を 感ぜし も、 實に此 時に 在って 存 するな り。 そ は 弟 壬 生 馬 其 外が 學習院 に 入って よりの 擧動 なり。 余 は 

歸京後 學習院 の 學生を 見る に、 多く は 優柔 不斷 にして 輕薄 極れ る もの 多く、 或る もの 、如き は 人 をして 嘔吐 を 催さし むる 事 あ 

り。 此 間に 處 して 我が 行 ふ 所 を 謬らざる もの は 定見 ある ものと 雖も 難ず る 所、 况んゃ 壬 生 馬の 如く 倨傲 他人 を 無み する もの 

に 於て を や。 つらく 彼の 擧動を 見る に 浮々 泛々 人の 甘言に 乘 りて、 事物の 分別 を 知らず。 殆んど 流行 書生の 風に 傚 ふに!！ 

幾 からん とす。 而 して 隆三、 英夫 亦其惡 風に 染まん とする の狀 あり。 歎ず 可き の 至りに あらず や。 我れ これ を 思 はざる に 非 ざ 

りし も、 今夜 滑 田 兄の 忠吿を 聞く に 及んで 益 i 感慨す る處 深し。 此 夏季 休業の 間に 竊正 する 處 なかる 可から ず。 夜 十 一 時 就 

寢。 買物な し。 受便發 便な し。 

七月 八日。 雨天" 朝 七 時 起床。 大學 病院に 至りて 森廣 氏に 面晤 し、 お 仲さん よりの 土産 物 を 渡し、 それより 第一 高等 學 校に 

至り 吉田 氏に 遇うて 伊藤 淸 三 君よりの 依頼 物 を 渡さん とせし も、 折 惡く其 日 は 卒業 證書 授與 式な りし かば 面會 する 事 を 得ず、 

小 使に 託して 祌 田に 至り 大島 氏に 面會 せんとせ しも、 不在な りし かば 荷物 丈け 其 家に 預け 置きて 家に 歸れ り。 晝 後より 松 平 

恒雄氏 及び 二 碟友英 の兩氏 来らる。 久し振りの 而會 なれば 何となくな つかしき 心地せ り。 それより 日 章會の 例會に 出席し、 

夕刻より ニ條 氏を訪 ひたりし に 恒雄氏 も 在宅な りし かば、 此に會 話 は 開かれて 充分の 快味 を盡 して 家に 歸れ り。 夜 十二時 半 

就寢" 十五 錢、 會費" 受信な し。 小 谷 氏に 發 信す。 


七月 九 B。 曇天" 朝 七 時 起床。 朝より 增田 氏釆ら る。 此曰は 或る I 部の 人 (恩 地 兄弟、 箕田、 内 藤、 北條、 上野の 諸子〕 の 

爲 めに 親睦 會を 開かる \ が 故に 十二 社に 至りし なり。 新 宿 迄 汽車に て 行き それより 歩行して 十一 一社に 至り I 1 階に 上りて 待つ • 

午後に 至りて 諸子 來る。 酒肴 直ちに 出て 献酬 始る。 旣 にして 亂舞始 り、 踏舞始 り、 快 を 盡す多 かりし も、 余 は 心に 於て 樂む 

所な かりき。 夜 九 時 過ぎ 辭 して 停車場に 至り、 汽車に 乘 じて 家に 歸れ り。 夜 十一 時 過 就寢。 買物な し。 小 谷 氏より 受 便す。 

七月 十 曰。 午前 午後 は 暴 天、 晝 頃は霽 る。 朝 七 時 起床。 朝食 後增田 氏と 共に 飯 W 町 停車場に 至り 本 郷の元 町 迄 同 して 此 

處に 別れ、 余 は 高等 學 校に 至りて 松 平恒雄 氏を訪 ふ。 又 吉田熊 次 氏に 面會 せり。 旣 にして 晝 食の 御馳定 になり て 暫くせ る 中、 

鹽谷溫 氏 も歸來 せられし かば、 共に 談話す る事少 刻、 辭 して 家に 歸る U 夜 恩 地、 滑 田、 上野、 內藤 等の 諸氏と 大久保 公の 公 

園の 方 を散步 す。 夜 恩 地 氏に 至り、 殿下の 傅 木 村 氏に 面會 す。 十五 錢、 インキ ifii 其 他。 井街 氏に 發便 す。 小 谷 氏より 報知 

し 越した る試驗 成績 次の 如し。 

第三 學期 成績 

化學八 〇、 數學八 六、 英語 八 五、 漢文 九 六、 五、 镯逸八 三、 動物 九 〇， Ave. 八 六. 五、 席次 八番 

學年 成績 

化學 七三. 五、 數學八 八、 英語 七 七. 四、 漢文 九 一、 獨逸八 〇.三、 動物 八 六. 七、 Ave 八 二 • 五、 席次 十四 番 

余 は 元より 試 驗勉强 の 不可 を 知る。 又 元より 試驗點 の賴む 可らざる を 知る。 一層 大 にして 云へば 余 は Sjf 術 は 唯 SKi. なる 處世 

の 一 方便に 過ぎざる を 知る。 しかも 其點 此の 如く 卑しき を 見て は 大に慨 せざる を 得ず。 余が 平生 學 問の 研究に 於て 足らざる 

處 ありし を徵 する に 足れり。 

七月 十  一 B" 晴天、非常に暑し。朝六時起床"七時頃ょり滑田氏と共に內村鑑Iー一氏を靑山の寓に訪ふQ先生快く余等を^::IC室に 

招く。 室 は 階上に あり、 二 房より 成る。 壁に 一幅の 額な く 床に 半點の 飾な し。 先づ 君が 平生 を 知る に 足る。 君此時 横臥して 

霄を讀 みつ  >1 ありし と覺 しく 毛布と 一 册の 洋書 は 座 隅に 狼藉し、 机上に は 幾多の 廢 紙書册 積んで 山の 如き を 示す。 余 等先づ 
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丁寧に 縵し 終りて 徐に 話頭 を 開かん と 欲す。 余 等 元より 君に 問の 期す る 所な きもの >1 如し。 故に 談話 路圓 滑に 行かず して ^Hl 

往默處 を 開く が 如し。 旣 にして 君が 得意の 惡ロ 的と いふが 如き 口調 は 初り ぬ。 しかも 一 點の 誠心 入 をして 虹の 如くに したり。； 

或は 敎育を 罵る 等 甚だ 快な りき。 夜 十二時 就寢"  ^ 

七月 十二  B。 雨天。 朝 七 時 起床" 晝、 星 野 氏と 共に 芳賀氏 を 其 寓に訪 ふ。 談笑 少時 芳賀 氏と 携 へて 出て 途 にて 別れて 家に 歸ー 

る。 此日 ニ條、 水 野の 兩氏 来られて、 此度與 睦會を 開かん 事 を 云 はる。 佘も大 に 之 を 賛し發 起 人となりて 奔走 せん 事 を 約す" 一 

^十 一 時半 就寢。  一 

七月 十三 or 雨天。 朝 七 時 起床。 四 谷より 車に 乘 りて 小 崎 氏を訪 ひ、 今日の 來會を 乞 はんとせ しに、 同氏 は 不幸に して 日光 j 

に 遊べる 折な りし かば、 乍殘 念猛彥 氏と 暫く 談話の 末、 空しく 歸途に 就けり。 夜に 至りて 赤 城 淸風亭 に參會 す。 會 する もの 十一 

一人、 松 平 兄弟、 M (谷、 赤松、 北 村、 ニ條、 大津、 小 原、 水 野 等な りき。 久 潤の 情 流露して 杯盤の 外に？ ほれ 互に 歡を盡 くす 一 

充分に して 十 I 時 散 會し歸 家す。 四十 五錢 車代、 ー11 十五 錢會 費。  一 

七月 十六 日。 曇天。 此日凉 し。 朝 六 時. K 床。 午前の 中 一 寸增田 氏 を訪ふ (蓋し 今日 を 以て 君歸 省の 途に 就く が 故な り)。 暫ー 

くにして 辭し 歸 り、 余 も 亦 橫濱に 行かん と 欲せし かば 荷物 を 調へ て 再び 日吉 誼を訪 ひ相携 へて 停車場に 至り 汽車に 搭ず。 佘ー 

が歸 京の 日 を、 去る 冬より 待ち 柁び 長く 北天 を 望みて 佘を 待てり し 君 今や 又 巳むな き歸 省の 蓮に 接す。 君と 共に 語りし の 日 心 一 

意 治 然胸腹 全く 合す。 然るに 君將に 西方 三百 里の 地に 去らん と 欲す。 豈涕 泣の 面を濕 すな からん や" 相互 纏綿の 情 止み難き 一 

處 あり。 共に 淚を 揮うて 別る。 余 は橫濱 より 下車して 山の手に 到りお 仲さん よりの 鎮まれ 事 をな す。 三時 頃歸 宅せ しも 別にた 

偷 快なる 事 もなければ 京 橋 通り を散步 す。 夜 十二時 就寢" ニ圓 母上より。 四 〇 錢、 汽車 代 U 十四 錢>  車代。 八錢- 氷水 代。 

七月 十七 or 曇天。 朝 六 時半 起床" 此日 終日 家に あり、 夕刻より 南 鄕三郞 氏 を 其 家に 訪ひ しも 不在な りし かば 歸り來 りし 一 

に 夜に 至りて 同氏 来らる。 談九時 を 過して 歸途に 就かる。 此日 二人の 談 愉快なる もの 多 かりき。 夜 十 時半 就寢" 二十 三 錢、 一 

外國語 學雜誌 U 井街 顯 及び 伊藤 淸藏 氏より 受信す。  一 


七月 十八 B" 暴 天。 過凉 却って 寒を覺 ゆ。 朝 六 時半 起床- 午前 は 家に あり 午後より 父上、 上野、 岩 永、 隆 n 一、 英夫等の^^ー 

子と 共に 赤坂臺 町に 購求す 可き 屋敷 地に 至りて 測量 をな す。 歸り來 りて 晝寢 をな す。 夜 北 村 氏 来る。 談十時 を 過して；； S らる上 

十 一 時半 就寢レ 買物な し〕 受便發 信な し。  ； 

七月 十九 or 曇天. 朝 七 時 起： J^、 此日 午前 恩 地 氏 来訪 せらる- 種々 談話の 末 午後より 上野に 遊ぶ を 約し 共に 鼓す。 先づ 4!^ 一 

眞翁 追善の 畫會を 見る。 君が 生前の 名 幅堵の 如くに して 應 接に 暇 あらず。 書： 皆 一 種の 風 骨 ありて 手腕 snT た 枯れたり と雖 も、 

惜む 可し 時に 俗 氣の厭 ふ 可き ある を。 しかも 君が 明治の 大家と して 橫行 潤步 する に 於て 毫も 缺 くる 所 あらざる なり。 射して- 

此を 出て 旅 順 口の パノラマ を 見る。 これ 大阪 の畫ェ 某々 二人が 作る 所に か  ると 云 ふ、 拙劣 殆ん ど： るに 足らず。 勿々 にして： 

去って 動物園に 至りし に折惡 しく 休みな りし かば 傍の 茶店に 入り 氷塊 を嚼 めば 凉風 腋下に 起る 心地す。 少憩の 後油黉 彫刻 一 

覽會に 入りて、 之れ を 見る。 先 づ墨鼙 あり 、精神 をして 爽 ならしむ。 次で 水彩畫 あり、 渡邊 文； 一： 郞 氏の 8r 掘 口 ^之 助 が I 

精緻 感ず 可し と雖 も、 我 は 好まず。 寧ろ 宗之助 氏が 豪放 を 多と せ ずん ば あらず。 油isの部に入りて淺井忠-i^の總•房の風光ぁー 

り。 さすが 老大家の 肇路 だけ ありて 他の 碌々 子が 錦 德 的の 拙作に 比して 頭角 を顯 せる^ 幾 倍。 彼等 未だ 企て 及ばず と 云 ふ 可 一 

し。 次に 審也 氏の 西 行 及び 俊 寛の 二 像よ く 塞路を 老師の 手腕に 擬 して 人物の 按排 別に 一 機軸 を 出す。 兩々 相映發 して 場裡の 

せ？ t*T- 

觀 なる も、 余 は 寧ろ 佼寬の 瘠容を 取らん かな。 之れ に 次ぎて 最も 人目 を牽 きし もの は、 水 交 社 出品の 黄海々 戰の 油， お w..^ な 一 

り。 これ 其 筆路に 於て 勝れる にあらず、 唯 其 面の 偉大なる と、 事征淸 の擧に 係る とに 依るな らん か。 他に 取る 可き なし。 化 一 

外 別に 云 ふ 可き ものな し 。參考 品の 部に 至りて は 西 德次郞 氏が 出品に か、 る露國 南方の 一 港の 風； _ 乂畫 あり。 頗 る卖麗 なろ 描 一 

き 方、 しかも 風致 を 害せず して 人 をして 快から しむる に 足る。 他 は 殆ど 古畫 及び 古畫 の摸寫 なり。 裸體躉 多 かりし も 余 等 こ ： 

はよ く 分らず。 然し 棚 橋 夫人が 摸寫の 手際に は の 外な し。 館 を 出て より 飯 W 町お 歩し、 此 より 汽車に 搭 じて 家に 歸る。 - 

此日 下痢せ り。 蓋し 醫師 の劑を 施せる に 依る。 夜 十 時 就寢。  一 

七月 二十 曰。 六 時半 起床。 此 日朝 入浴す。 父上 一時 四十 分の 汽車 を 以て 京都に 出 發し給 ふ。 午後より 余の 溫 著しく： 
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し 三十 九 度に 昇れり。 依って 寢に 就く。 度々 下痢す。 これと 共に 痔を 起し、 一時 は大に 困難せ り， I 日 床 中に 呻吟す。 

七 月 一一 十一 日。 此 日朝より 鎌 倉に 出發 する 事に 定む。 行李 旬々 三 弟と 書生 奥園婢 一人と を 伴 ひ、 一時 四 十分の 汽車 を 以て 

出で、 鎌 倉に 着し、 余 も 亦 歩して 家に 着く。 然るに 其 夜夜 食 を 終へ て 再び 床上に 復 らんと せし に 忽ち 精神 混亂 して 又 奈何と 

も は 可らず。 暫く 仰臥した る儘昏 する 如くな りしが、 潮く にして 人事 を 省せ り。 其 後 何事 もなかり し を婢等 は大に 心配して 

勝 見 氏 を 呼びに やる と 云 ふ 故、 其 意に 任せし に、 氏 来りて 診察し 一時 腦 貧血 を 起した る ものな りと 云 はれたり。 

つうじ 

七月 I 一十一 一 曰。 快晴。 朝 六 時 起床" 此日 一 日 は嬉床 中に あり。 通 事な し。 碌々 として 爲す あるな し。 唯此小 桃源、 見渡せ 

ゆら  せいら" さつ？'、 

ば 光明寺の 諸 山翠を 凝らして 海 光に 映發 し、 海 光 時に 陣風に 搖 ぎて 光、 亂松を 渡る とき 靑松 又徐々 に 琴瑟を 鼓して 靜籟 親々 と 

して 檐 端に 落つ。 胸襟 自ら 開け 又 華 都の 塵埃 を 止めず。 心 自ら 澄みて 讀 書の 念 勃 如たり。 夕に 及びて 海邊を 逍遙す。 風光 依然 

稻村 ケ畸、 湯 島の 鼻白 砂の 環 端を捉 して 波 白き 邊、 夕陽 半天 を 紅に して 行 雲 奇體を 極め、 遊客 兩三暮 靄 を 喫して 辚介を 漁る。 

欺 乃の 歌、 靑嵐 の聲、 共に これ 避暑の 好 侶伴。 夕刻 I 浴して 淸 風に 對し 書を閱 する 暫時に して 寢に 就く。 夢 結んで 未だ 覺 めざ 

るに 曉 光の 戶隙を 漏る. -に遇 ふ) 

七月 二十 一 1 一 B。 朝 六 時 起床" 朝讀 書し つ.. I ありし に 勝 見 氏 見舞 はる。 早 や 別に 憂 ふ 可き なしと 云 ひて 歸ら る。 後 暫く を經 

て 杉 W1 賞 氏 来る。 大に 喜び これ を 座に 招 じて 以て 久濶 を 語る。 旣 にして 突然 星 野、 芳賀の 二 氏 来る。 卽ち此 人 等と 共に 夕 

刻 海岸 を 散歩し、 長 谷に 出で、 鎌倉權 五郎の 社に 詣で >i る。 夜 高談 數刻、 遂に 悠然として 寢に 就く。 時に 夜 十 時半。 

七月 二十 四 nr 快晴。 朝 六 時半 起床。 朝食 後 朋友 (昨夜より 家に 在る) 三人と 共に 鎌 倉 見物 をな す。 先 づ長谷 寺に 詣で土 二 

丈 三寸の 觀音を 見、 大佛に 至りて 其 胎內に 入り 庭園 を 散歩して 綠翠を 喫し、 悠々 の樂 をな して 凉 風に 经 られつ  >- 門外に 出で 

I づか 

龜 谷の 溫 泉を經 て、 建 長 寺に 至り 少憩の 後 八幡に 出で、 靜 が舞樂 せし 若宮に 古 を 忍び、 白旗の 社に 賴 朝の 昔を悽 ひ、 去って 鎮 

朝の 墓 蔽靑苔 葛に 滴らん とする 所、 大頭 公の 墓 頭に 一 個の 飯團を 供して 中 食 を 終へ、 島津 公大 江 公の 墓 を 見 終りて 大塔 宮に詣 

で 感慨 止まざる もの 多 時、 去って 材木 座に 出で. 1 家に 歸る。 此時 殆んど 一 時。 午後より 淸 風に 臥して 四人讀 書に 餘念 なく 夕 


刻に 及べり。 夜に 至りて 杉 田 氏 家に 歸る。 余と 星 野 氏 これ を 停車場に 经る。 夜 十 時半 就寢" 十錢、 かつをの 個 翁。 十^ 錢- 

茶代" 四錢、 大佛の 入費。 十錢、 大塔宫 に 於て。 原 金より 四 十錢 引出す。 

ぐ わた ふ 

七月 二十 五日。 快晴。 朝 六 時 起床。 此日星 野、 芳賀の 二 氏、 江の 島 3^ 物に 行き たれば、 獨臥榻 に 倚りて 蘇 峰 氏の 『天然と 人』、 

「文學 斷片』 、『唐詩 選』 等 を亂讀 す。 蘇 峰 氏の 文 淸楚透 傲、 蓋し 君の 文は凉 風の 如し。 寧ろ 熱氣 蒸々 たる wl^- 季に讀 むに 堪 へたり。 

さう？ ち 

『唐詩 選』 に 至りて は 一 語 1 言 皆 金玉なら ざるな く、 之 を 地に 抛てば 鏘々 の 聲を爲 さんと 欲す。 亦 以て 消 凉の劑 に充っ 可し" 

幾度 誦する も 飽かざる は、 洛陽城 頭 桃李 花 云々 と 云 へ る 好 詩篇な り。 又 李 白の 諸 作の 如き は 復誦 これ を 幾度す る も 終に 興の 

索然た るを覺 えず。 又 恩 地 氏より 借り 來る 所の 講話 肇記 を兒 る。 こ は！； 君嚴 父君の 講 せし 所、 卽ち； S 驟爭の 記事な り。 事 

北 白 川 宮殿 下に 涉る所 壯絕快 絕亦涕 下らん とする 亊 あり。 夕刻に 至りて 星 野 * 芳賀ニ 氏鼸來 す。 夜 種々 の 談話 をな し、 十 一 

時 頃寢に 就く。 買物な し。 壻田 氏、 內 藤氏に 發 信す。 

七月 二十 六日。 朝 六 時半 起床" 此日も 實に稀 有の 快晴な りき。 此日星 @r 芳賀 氏歸京 せらる。 余 これ を 停車場に や； -り、 又 

恩 地 氏の 来られし を迎 ふ。 晝前は 共に 相談り 午後より 光明寺に 至りて base  loll をな し、 快な りき。 夕食後 恩 地 と共に 海 

岸 を 散牛ハ す。 此日 {t^; 光 II 比類す 可から ず。 渺茫 たる 海 波 紫 ik を曳 きて、 遙 かに 大 島の 雲煙 を吐吞 せる を 見る。 消 i5 川畔、 

活^なる 幼兒四 五^ 球 を 弄する を 見る。 © 球の 一 弊 は 心なき 可憐の 童 兒をも 不測の gls つに 誘引す と 雖も亦 其 活潑. なる^ 作 は 

余 をして 又 十 年 前の 惡戲兒 たらし めんと 欲す。 夜 九 時半 就寢" 買物な し。 家より 受 便す。 

七月 二十 七 曰。 朝 六 時半 SJ^。 快晴。 八 時半 頃 恩 地 氏と 共に 海岸に 至りし に、 昨 H の 人々 又此 處に會 せり。 卽ち又 kiseball 

をな す。 それより 其 人々 の 持ち 来りし boat に乘 る。 午後 同氏と 共に」 i 岸 を 散歩して 大村 氏の 別^の ある 所の 下に 至る" そ 

れ より 逗子 一 帶の 眺望 甚だ 絕佳 なり。 翠1漸く遠く唯1髮の1^3;螺波上に搖曳せるが如きを見るのみ。 それより 家に 於て 弓 を 

射る。 恩 地 氏の 態度、 森嚴 善く 法に 稱ふ" 飛 矢 必ず 方 あり、 其 造詣 驚く 可し。 夕食後 君鼸京 せらる。 余 これ を i^i^^ 迄 JJis-*" 

夜 九 時半 就寢" ST 物な し" 内 藤 貞 一 氏より 受 便す。 
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七月 二十 八日。 快晴。 朝 六 時半 起床、 午前 は 外出せ ず。 午後より 海岸に 至りて bgbau をな す。 それより 稻濯闪 の 方 迄- 

散歩す、 夜に 至りて 又.； m 岸 を 散歩し、 人の 油 |2を 畫 はるを 見る" _ 化. 讀 書す。 十 時 就寢" 此 日 雜錄 を、 造りて 雜感を 書す。 夕刻 

箕田氏 来る。 金を贷 せと 云 ひし かば 三 圓を 貸す。 賈物 なし。 小 谷 氏に 發. 15 す。 星 野. 芳賀、 ニ條の 諸氏より 受 便す。 

七月 一 一十 九日- 朝 六 時 十分 前 起^。 上酊氏 及び 諸 弟と 共に 大船に 至り 久適 宮殿 下 を奉ン 送し、 併せて 恩 地 氏に も 別離 せんと 

せし に、 時間 を 失して 間に合 はず。 然るに 後に これ を 聞けば； n 殿下の 御 一行 は 御 都合に よりて、 昨夜 十 時出發 遊ばされ しと 

の 事な りき。 新橋に 着 (但し 余 は 上野 氏 等と 別れて 歸 京の 途に 就けるな り) し、 内藤貞 一氏 を訪 ひしに 氏 折り好く 在宅な りし 

かば、 相談 じて 午後 二 時 頃 家に 歸る。 此日歸 りし 所以 は^ 母が 佘に會 はんと 云 ひたれば なり。 歸宅匇 々手紙 を 母に 出す。 

夜 九 時半 就寢 す。 三 十二 錢、 汽車 代。 

人 月 一！ 一十 日， 朝 六 時半 起 iie 此日朝5^母；米る。彼の女の心事如何なりけん。琉涕の双阵に交はるを見たり。佘も亦^^ど泣か 

ん とす。 嗚呼 佘 彼女と 別る  > -旣に 十六 年 其間恍 として 夢の 如し。 彼女 は此間 無窮の 落魄に 遇 ひ 働きな き 夫と 共に 三 子 を 養うて 

今日に 至りし なり" 其 心事 如何な りけん。 日の 如き は 夫笹子 峠の 隨 道の 工夫と して 彼處に 在り。 而 して 負傷す。 彼女 痛 『《一 A 

直に 馳 せて これに 赴く に 金な し。 纔 かに 彼處に 至れば- 夫の 病 纏 かに 逢えて 己れ 又お 魔の 犯す 所と なる。 不幸の 不幸、 9 

又 悲しから ず や。 而 して 去 日 心 裡滿腔 我に 遇 はんとす るの 情緒 を罱 らして 京に 歸る。 我 を 見て 槍 II 浜 下る もの 豈 謝す 可き に 

あらず や。 佘は此 半日 を 彼女の， 手裡に 置きぬ。 彼女 は 我 子よりも 親しく 余の 飯 を 盛り 余の 爲 めに J% を 去りぬ。 かくて 晝食 

喫して 後 余に 晨學校 出身者 在學 者の 懇親 會に 列せ ざる を 得ざる を 以て、 a 母に 久しき 吿別 をな して 市ケ谷 八幡 內の鳳 鳴 誼に 

至る。 會 する もの 旣に III 十 人 左右、 始め 菅氏 立ちて 開會の 主意と 學 生の 心亊と を滔々 として 先輩 諸氏 Li 告げ、 農學校 をして 

未來の 北海 大學 たらし めんと 極論し、 拍手の 內に 席に 歸る。 これより 先輩 伊藤 一 隆氏、 農學校 創立 當 時の 談話 を 試み 入 をして 

或は 抱 腹し、 或は 昂 眉せ しむ。 吾人 を 益す る 事 甚だ 多し。 これに 尋 いで 失 輩 早 川 氏 あり。 Inl 大の！ を 以て 屹 立し (氏 は晨 

商務 及び 外務省の？ 官 たり〕、 俗吏と なる の 資格 を 演ぜら る。 耍は 寧： 者と なら ざらん と 欲する 以上 は ^3 問に のみこれ： K らず 


して、 ii 然として 別に 立つ 所な かる 可から ずと 云 ふに ありき。 終りて トマト-出で 茶菓 出で 酒 1<1;1： 出です し 出で、 各々 喜び を 

盡 して 鼸途に 就く。 夜 十 時 就寢" 懇親 會々 費 ill 十錢" 恩 地 氏より 受 便す。 

七月 1 一一 十一 曰。 朝 六 時 十分 前 起床。 昨日 星 野 勇！ 二 氏と 共に 大隈 大臣 を 訪問す る を 約せ しかば、 市ケ 谷の 停审 場より 汽車に 

乘 じて 牛 込に 至り、 以て 星^ 氏の 飯 S 町より 來 るに 會し、 共に 早稻 田に 至りて 面會を 求めし に 大臣 少しく 耍川 あるの 故 を以 

て 謝されたり。 依って 已むを 得ず 歸途に 就きし に玆に 犬養毅 氏の 家 ありし かば、 これに 至りて 面會を 求めし に 君 未た 癡 たるの 

故 を 以て 斷られ たり。 用事ぁりて斷らる>-はこれ巳むを得ざる事故なれども寢たるを1^て斷らる  は、 少しく： 小滿 ならざる 

能 はず。 それより 古本屋 を 漁りて、 『紀行文 集』 を 得たり。 牛 込に 於て 星 野 氏に 別れ 家に 歸 りし は 九 時半： なりき" 寮 貧 を 喫し 

てより 三 時 1 1 十分の 汽車に 搭 じて 鎌 倉に 歸る。 此夕 隨谷溫 及び 二 條友英 の 一 一氏 来られ 共に 大纖に 行かん と 云 はれ たれ 共、 余 

は 明日 を 約して 斷れ り。 夜 床 中に ありて 西郞 氏と 胸襟 を展 きて 相 語る。 汽車 代、 三士 一 錢。 紀行文 集、 ±1蕕" .Km.^. 往 

復 ニ錢。 (揷寰 一 葉 略す。) 

八月 二 曰〕 朝 七 時 起床。 十一 時 十五 分の 汽車 を 以て 弟 壬 生 馬 及び 柳 谷 午郎 氏と 共に 大津に 向 ふ。 此 .M に は 松 平 恒雄氏 及び 

二 條友英 氏 あり。 三時 頃 漸く 着く。  ニ條氏 Ii り あり、 暫くして 鹽谷溫 氏 遊びに 來り (I 高の 水泳 部に 在り)、 恒雄ほ も亦歸 ろ。 

夕刻 練兵場に 至りて ^11 をな す。 夜、 恒雄 氏の 朋友 澤山來 り 酒を飮 みて 遊ぶ。 十八 錢、 汽 代。 三 十錢、 人力 代。 

八月 HB" 朝 六 時半 起床 *  iir: 習の 後 水泳 場に 至りて 水泳 を 見る。 それより ニ條 氏と 共に 本部に 至りて サバを ssr ひ 来り、 二 

人に てこれ を 料理せ り。 余 自炊 をな せし 事 はこれ を 始めと す。 又 魚 を 作りし 事 もこれ を 始めと す。 快甚 し。 午後より 一高 生 

すゐ $5 とリ 

徒の 西^ it を 見る。 それより 海岸の 風景 を 寫眞し 夕食後 練乓 場に 至りて Isse  ball をな す。 買 物な し" 并街 氏より 受 便す" 

先日 滑 w 氏より } ^られ たる 新 島 先生の 日記 中の 拔萃の 語 を 左に 揭ぐ。 (英文 略す。〕 

八月 四日" 快晴" 朝 六 時半 起 直に 海岸に 至りて 入浴す、 忽ちに して 氣宇壯 快を覺 ゆ。 午前の 間、 恒雄 氏と 共に ball を^ 

す。 午後 寫生畫 を 彩色す。 夕食後 散步 す。 此日 炎熱 燒 くが 如く 殆んど 座に 堪 へず、 I 轉 夜に 至る も 依然 風 死して 海 光 励かず。 
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U かも 片 月|を 照す。 淡く 夕陽 西郊に 沒 して 半天の 紅 を 擅 まに す。 風な しと f 何ぞ關 せん。 同 九 入 ま 然として 月下 を 

む。 藻 煙 地を罩 めて 茅屋 遙 かなる ょ隨、  ,  F. カス.，'， f として 月下 を 

<i  (r^l 、なく- 遣^の 赤き 力 ^ゆ 。宛然た る畫 にして 鼙も亦 及ば ざらん とする もの 

め や I お r1 、大 I を 過ぎて 村 端の  一 I に 入る。 人旣に 充てり、 si 等と 管 同う する もの。 杯 を 傾く る ニー、 終 曰 

^unMai 月に 歩みて I に 就 I 吟濃、 本部に 至りて 加留| び をな し、 薩 

u^^^^^^l 古 I 寂と して 竹 I さ、 亂娃 i? して ii に 飛ぶ。 夜 十 時半 就寢。 井駕 より 

八月 WB。 晴天な りし も 折 々出.. つる i 轉た 遊子の 心 を 痛ましめ ぬ。 午前 は ，として 家に ず。 早朝 §  J 入 潮す。 良 

^至り 導 本部に 至る。 昔 本部の、 HKIIf る を 以て、 主人 大 £5?f そ 宴 を？。 本部 ^ § 始め 丧 

uptrltf  if  I ま 蒸 il。  ili 解し 

H^n^.^il 殊に！ きに 一 群の 生徒 泥醉| して 本部に 来りし を 本部の 人 亦 之れ を 助けて I？ して 

夜 E 人の 宿 靠に養 入せ しもの あるな ど、 我 は 殆んど 其 愚 を 云 ふに 忍びざる なり。 夜 十！ 時 就有 i、 甘 

に發 便す。 家 及び 恩 地、 森^ 氏より 受便。  さ^  I 增田 家 

、r-lr。  5 明朝 編と 定まり 此需會 を 開かん との 謹り I、 詹、 沼き ni 賀に 至り 5 あと 貪 

"Hupiiitr れを 料理す。 夕刻に 及びて 準 I  く 整 ふ。 客來 る ひ 曰く 長 尾、 沼田、 簾、 其 外 二  H 名、 又 余の 

^^rli^ilri り、 菌 I ぼと 姐と 全く 麵 ざて 後 止む。 雲 松 平恒雄 及び ニ條 と共に 臭 中の 決算 を 

月セ or  i。 朝 六 時半 蒙す。 各 纏して 歸 りの 用意 をな し ii と 大分 氏 は i する に 決す。 昨夜ず 鈴 木 信太 

f 來大 す、 卽ち を 讀に訪 ふ。 互に 久潤 を述 ぶ。 君 依然た る 態度 を 以て 質朴 人に 交 はり、 例の 如く  g せし む。 

詹 と長暨 に 意を昂 ぐるに 暇な く、 遂に 辭し て恒 雄、 羹、 i の 震と 共に 海岸 裹」橫須賀 に 出で、 囊を なし i 


汽車に 乘 じて 鎌 倉に 着き、 此に英 夫 氏と 別れて 恒雄氏 は 腰 越に 向 ひ、 二 條氏は 別 莊に歸 り、 余 も 亦莊に 至る。 至れば 祖母 i;r 

行郞 及び 千 村 氏の 隱居來 りて 在り。 大に 喜びて 余 を 迎へ給 ふ。 西 郞氏亦 在り。 此に home 的の 快 を る 半 》1。 夜 七 時 某 分の 

汽車 を 以て 辭 して 歸 京の 途に 就く。  ニ條氏 同道、 新橋に 藩 すれば >雨 沛然と して 至り、 雷 亦 加 はる" 一 阒 十五 錢五 厘、 in: 炊 代、 

三 十九 錢、 汽車 代。 二十 錢、 うなぎめ し 代。 二十 五錢、 人力車 代" 

八月 八 B。 晝前 は晴、 午後より 曇り 時々 晴る。 終日 家に 在り。 午後より 金 次 氏 来訪 U 歸 京して より 初めての 面會 なれば 互 

に 相 解けて 談話す。 夕食後 松 平恒雄 氏を訪 ふ。 保 男 君 も 出で 來り恰 然として 相樂 む。 旣 にして 水 野、 ニ條の 諸氏 來り 明日よ 

り 行かん とする 木 曾の 道程 を議 す。 余 は 初めより これ を斷 り、 水 野 君 は 事情の ために 行く 能 はざる に 至る。 夜 十 時 迄 談話 

して 家に 歸る。 

八月 十一 B。 此 日より 齒の 療治の 爲 め齒醫 者に 通 ふ。 此 頃より 暑氣 大分 烈し。 

八月 一一 I 十日。 此 日朝 母上、 壬 生 馬、 隆 三、 英夫 と共に 東京 を辭 して 黑田 原に 遊ぶ" 此度は 今日 を 在京の 名殘と 思へば、 何 

となく 殘り 惜しき 心地す るも濫 りなる 心の 習し なる 可き や。 しと-/ \ と 降り出で し^に 四 谷より 汽車に 乘る。 恩 地剛、 及び 

木 村と て久遞 宮殿 下の 傅なる 人经り 来らる。 殊に 恩 地 氏は久 喜まで 经ら る。 芳志 謝する に辭 なし。 久喜 にて 恩 地 氏に 別れて 

より は 心頓に 淋しく 感ぜられて、 都の 友 も 今にて 目の あたり 見る は 終りな りな ど 思 ふ。 纏て 着きぬ。 先づ 若松 ほと： K ふに 至 

りて、 別莊に 移らん とす。 然るに 莊は 未だ 成らず と 云 ふ。 日 は 暮れぬ。 如何に せんとて 人々 思 ひ 迷 ふ。 漸く 他人の 別 i^, を 借 

りて 暫し此 に 居る 事と 定む" 其 夜雨 蕭々 として 四邊 寂寞、 唯吟蟲 の唧， V として 秋 を 報じ 顔なる ぞ 一入の 哀れな りき。 

X  X  X  X  X 

かくて 我は黑 W 原に 親愛なる 兩親 (但し 父上 は 愛子と 共に 後れて 来られぬ) 弟妹と 幾日の 喜ばしき 日 を、 经 りぬ。 或る時 は 我 

たん も、 こ たんへ う ぜん 

唯 一 人單 鞋孤簞 飄然と して 驟 原の 嶮を 探り L 事 ありき。 又 皆と 近傍の 梨果 園に 至りて 梨 S1- を 味 ひ、 又 十 丁 計りなる 所の 川 に 

遊びし 事 も ありき 。愛子が 將に、 にらん とせし も此 時な りき。 我等が 汽車の 後に 來 るに 氣 付かず 線路 を ゆし. 父上 愛子 等 をして 
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寒心せ しめし も此 時な りき。 此の 如き 間に は 時に 清澄なる 溫 泉に 浴して 五體 1^ ぶる 心地し、 優々 たる 曰 は 終に 五 曰と なり ュ。 

九月 五日。 風 は迷朦 として 擔滴 時に 聞え、 遠樹澧 霧の 間に ありて 景物 轉た慘 憎。 此日佘 は 父上と 共に 憨 i 北海に 向 ふ 事 

となりぬ。 愛子 及び 弟 は 我等 を 停車場 迄经 りぬ" 汽笛 一 聲 我等が 在りし 莊の前 を 過ぐ ると き 旗 を 振って 我等 を 经れる 諸 弟 を 

覽ぬ。 かくて 忽ちに 見えず なりぬ。 これ 親愛に 別れた る 最後な り。 しかも 尙 父上の 在す あり 0 去年の 北 向に 比して 誠に ひ 喜 

ぶ 可き なり。 しかも 悲み 終に 止まざる は 何ぞ。 嗚呼 我れ 終に 志 屈した るか、 何ぞ 初めに 勇に L て 後 弱なる の 此の 如きお。 丈 

夫不濺 離別 淚、 我豈 無^に 泣かん や。 天外 萬 里人 途絕 えたる 絕域仍 且つ 志 を 抱いて 此に 在る もの あらず や。 唯 北海の み。 地 

荒れ 人 稀れ なりと 雖も しかも 皇 土の 內、 此 間に 離合して 婦女の 淚を なさば 何ぞ 以て 他 曰の 困難に 資せん。 奮發せ ずん ば ある 

可から ざるな り。 かくて 此夜 仙臺に 一泊し ぬ。 

別れ 來し身 はかつ <,\ - に 遠 けれど 何とて 迫る 心なる らん 

など 思ひ續 けて 寢ぬ。 此夜 夢に 英夫 大病と なりて 起 4- 自由なら ざるの みならず、 旣に 藥石效 なからん とする に、 父.；^ 母 死 5 键 

かに 祖母と 余の み 貧窮の 間に 彼 を專心 看護す るの 狀を 見、 看護しながら 泣きし 淚は尙 枕 導に 滂沱 たる も、 夢 ま 遠く 去って 余 

は 父上の 傍に 孤燈 と相對 して 早 明け 初む る 曙鑌を 聞きぬ。 

九月 六 DB。 晴。 此日松 島 を 見ん と 父上の 宣 ふに 早朝より 裝 束して 旗亭 を 出で、 汽車に 乘 じて S 釜に 出で 少憩の 後 船.^ g>、 

&厨を 命じ 準備 全きに 及んで 卽ち發 す。 曲浦 波靜 かにして 漁 歌 遠近に 聞え、 顧れば 蟹 釜 一 帶の 山、 靑を 凝らし 翠を 滴らし 半 

腹鹽釜 神社 を 望む 所 亦 佳景と なすに 足る 0 旣 にして 一島 を 得、 これ 辨天 島な り。 これ を 松 島 八 百 八 島の 第一 島と なす。 舟行 

進む に從 つて、 岬 屈し 峡 出で、 島 顯れ舟 隱れ、 指呼に 暇 あらず。 樓聲輛 く 馬 放 島に 達す。 往昔、 鹽釜 神社の 神馬 を 此に養 ふ 

所な りと 云 ふ。 眺望 甚だ 佳、 遠 嘆 近 島 皆 掌 上に, す。 歩みて 下る。 稻田豆 畑數頃 あり。 これ i:^ の 住と せし 所な りと 云 ふ。 

嗚呼 此に 住む の 人 何年の 齢 を 保たん とする か。 山 靑く水 白き あたり 風 として 仙境の 聲 あり。 山上より， i する 所 一大 池 

あり。 列島 これが 堤と なり、 其 缺環は 卽ち石 を 積んで これに I- つ。 これ また 旣往鹪 を 飼 ひし 所な りと 云 ふ。 


世 を 捨てん 心 は 更に あらね ども 住ま まく ほしき 島の 影 かな  一 

更に 舟を艤 して 又發し 行々 材木 島の 橫材に 似た る、 汐手汐 島の 以て 淸 流に 嗽ぐ 可き が 如き、 兎 島の 鬼の 如き、 ^太鼓、 i 

ク ，、 ミ、 鍋、 lit. 槃 等の 島 皆 名に 適 ひたる もの を見盡 して、 都 島、 十二 妃 島の 都め きたる を 過ぐ。  一 

波風 も 立た であら まし 都 島國の しづめ の 名と し S へ.. H  一 

かくて 又 鐘 島、 鞍掛 島、 §gr 錢島 等の 嚴 めしき を 過ぎて 扇 谷に 清く。 海水 深く 曲 入して 兩山 立つ が 如く、 山の fla:! ふ f^, 一 

達 摩 堂 あり。 父上と 共に 登る。 道 甚だ ず 。父上 屢. - なやみ 給 ひしが 如し。 かくて 漸く 蹴に 近づけば 老 J がー 人 あり、 S 一 

庵に 坐して 客に 接し 具 さに 其 由來を 語る。 此堂 前年 落雷の 爲 めに 全く 燒 失し 今 は卽ち 4.、 物 悉くき I す。 隣む に^、 たり。 .j,^ 

つて 望めば 空 水 相 呑み、 天涯の 那邊 なる を 知る 可から ず。 其 間 幾 百の 群島 1 る處、 碁 布 點 々として 翠を鏡 上に 盛る が 如し。 

其 宏壯の 贵洵に 言語に 絕 す。 聞說く 此處舊 伊達 氏の 遊亭 ありし と、 當 時の 豪遊 想 見す 可き なり。 游莊の 跡 一老 松 あり、 松 下 

の 眺望 最も 佳" 云 ふこれ 扇 面の 要な りと。 左右の 靑螺、 海 を 扇形に 限り、 海上の 群島 其畫 たり。 偉なる かな 此扇、 以て HI 伏 一 

の 隆暑を 千 萬 里の 外に 退く 可き 哉。 

譬 へ 出 でん 言葉 も あら じ はる と 見る目 あやなる 千 松 島. U; 

暫く 淸 風に 對 して 山 を 下り 又 舟に 搭 じて 扇 谷 を 出づ" 出 づれば 萬 i 又忽に 眼前に 顯れ、 奇形：. e 出 快 を 呼ぶ 三 たび、 行 厨- 

を披 きて 相屬 す。 酒に 麥酒 あり 肴に 鲜辩 あり、 加 ふるに 此贵の 佳と 父子の § 、と を 以て す0 何者の 行樂 かこれ に：！ かん" きょ 寸ー 

時 も 進行 を 止めず、 萬 索 liv 其兩 舷に萃 めつ、 遂に 一道の 淸風を 載せて 松 島 1- テル 前の 濱に 着きぬ" 左に 雄 島 を：：^、  in こ， 五大 一 

堂 を 望む、 前面 は 卽ち觀 瀾亭、 對 月樓魏 然として 聳ゅ。 卽ち對 月摟に 登り 少憩の 後瑞欒 "守に 賽す。 門 傍 老女の 立てる もの 錢 

を 乞うて 案內 す。 寺 內閑靜 蒼 古の 色 到る 處に 見る 可し" 森々 たるる 老杉 峨々 たる 山 洞 皆 蘚痕の 草よりも 靑 きを 兑る U 又 古 碑- 

の 見るべき もの 甚だ 多し"  1 々誦 する に 暇 あらず。 庫裏に 至りて 堂 内の^ 觀を請 ふ。 稚僧余 等 を 引きて 先づ 本堂に 至り 有 

名なる 政宗の 像を觀 せし む U 燭 火に 照して 忽ち 俸 丈夫の 革榻に 坐せ るを兒 る。 片跟 にして 重霾、 鼻大 にして 口 一 を 劃す るが 
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如く 方顏黃 頸、 半月の 甲 を 被り 黑裝の 鎧 を 罎ひ采 ill を 右手に して 嚴然 犯す 可から ず。 異彩 陸離 眞に其 入に 接する が 如し。 鳴 

睥此好 丈夫、 北方の 邊 陬に謫 居せ しめられ、 しかも 潜 意氣昂 々遙 かに 西の方 gSl; 洲を陴 ffijo 智家康 に 及ばず、 謄秀吉 に 敵せ 

ず、 圓滑前 W に 及ばず と 雖も亦 俸と なすに 足れり とせず や。 其 像に 接して 無^の 感慨 休む 能 はず， 其 他 寶物數 品 を 見て 寺 を 

辭 し- 車な 獄 つて 松 島驛に 出で、 汽車に 乘 じて 夜 盛 岡に 着き 一泊す。 

九月. POT 此 IT 朝 曇れり。 父上と 共に 人力車に 乘 じて 名所 舊跡等 を 週る、 昔 記す に 足る ものな し。 其廟 m に 詣で其 荒 魔 を 

見、 山河の 依然た る を 望んで 轉た 榮枯の 急激なる を 思 はずん ば あらず。 最手 山、 名 取 川、 あはれ 幾 百年 S 間 十七 萬 石の 領 下に 

數 へられ けん。 去って 市 a. を 廻る に榮 ゆる もの は 質屋と 染物屋の み。 他 は 商況 寥々 見る 可き ものな し。 嗚呼 之れ 祖母 君 母^ 

の 第二の 故， t とも 稱す 可き 所； 何 處の邊 そ、 君 等が 居 を 構へ し 所 は。 此夜書 を 奉る に當り 母上の 許へ 歌 一首 を呈 せり。 曰く 

其 かみに 君が 日毎に 遊びて し 河邊ゃ いづこ 野 もせ や いづこ 

高く 聳 ゆる 最手 山、 遠く 流る X 名 取 川、 昔の ま X の 山ながら 今 も か はらぬ 川ながら、 うつろ ひ 

行きし 人の 世 は、 何とて かくは 頼みな き。 古廟の 跋に 秋た けて、 民の 煙の 最 細し" 御城の ほと 

り蟲 鳴きて、 堀 はか わきて むぐ らしぬ) 世 はな どて かく  みなき。 

此日 十二時 某 分 を 以て 汽車に 乘ず。 車中 湯 地 定彥、 早 川 萬 一、 瀧 臣弼の 三 氏に 會ひ 奇遇 を 喜び、 其夜靑 森に 着す。 風雨 烈 

し、 直に 乘 |g せんとせ しも 終に 乘る能 はず。 巳む を 得ず 旅館 鹽屋に 一泊せ り" 先に 盛 岡より 佐 山 氏に 来る 由 發電し 置き たれ 

ば、 同氏 来りて 停車場に 待ち 居られたり。 卽ち大 に 喜び、 其 夜 は 相 別れて 寢ね ぬ。 

九月 八 曰。 曇天" 佐 山 氏と 共に 弘 前に 至らん とす。 朝の 汽車に 乘じ弘 前に 着き、 其 家に 至る" 嚴 大人 慈 母子共に 佘を迎 ふ 

る 甚だ 懇切、 旣 にして 阿姊 至り 歡を盡 して 四 年の 今昔 を る" これより 直に 市中 を 巡視し 共に 寫眞 す。 弘前は 盛 岡に 比し 却 

つて や- 1 人氣 よしと 雖も、 尙 衰運 を 免れず。 近曰師 18 を 置かる X との 事 なれば、 幾分 か 挽囘す 可し" 三時 別れ を 佐 山 氏の 家 

に 告げて 靑 森に 歸り、 夜、 汽船 高 砂 丸に 搭ず。 一夢 漸く^る X 頃、 旣に函 誼の is にあり。 


九月 九 B. 暴 天、 風雨 あり。 父上と 共に 龍 岡 氏 を 訪問す。 暫時 談話の 後、 又乘 1^ す。 船發 せし も途 W. 餘り 風雨 烈し？ 爲め、 

再び 函 館に 歸り、 此夜ニ 時 出帆す。 

九月 十 or 此日十 時 ¥^ 室 蘭に 詹す。 十二時 某 分の 汽車に 乘り 夕刻 二 ヶ月 相 失 ひし 札^の 山河に 歸 りぬ。 一 快なる 哉。 (こ の 

次 頁よ リ寫生 畫八紫 ぁリ。 ) 

九月 二十 一一 B。 半晴。 出校す ^ 測量 は岡畸 講師 出張 中に 就 さ 休業" 此日 午後 五 時より 同窓 會俱樂 部に 於て 第一 年 級の 歡迎 

會 あり。 是れ より 先き 一 の 風： i^l 校 2： に 起る、 曰く 三年 級の 士袖を 連ねて 會に 出席せ ずと。 其 何の 原因た る や を 知らず と雖 も、 

思 ふに 池、 野 呂のニ 氏が 博奕 を爲 したりとの 嫌疑 を 以て 拘引せられ たるに、 感情 を 害せる が 如し。 これ 亦 已むを 得ざる^ 我の 

く悲む 所な りき" 至って 見れば 三年 級の 士 五六 あり。 卽ち縫 かに 胸 を 安ん ず。 然れ共 所謂 文に 傾きた るの 士は、 皆 會せざ 

りき。 會 したる 者 は 磊落なる 入々 か 亂暴を 以て 勇氣と 誤認した る 人々 のみ〕 しかも 會は非 なる 快 を 極め、 各々 絕叫高 呼し 

て 歡を盡 して 歸れ り。 

九月 二十 一一 一日。 曇天。 此 日朝 培 山 氏 米り 共に 散歩 せんと 云 ふ。 恰もよ し大島 氏亦晨 園に 至らん とする を 以て 共に 行く。 晨 

園に 至る 頃 雨霏々 として 下る。； t きて 牧場に 至り 犢と戲 る 暫時、 甚だ 愛す 可し" 雨の 急なる に 及び 去って 牧馬舍 に 入る。 例の 

E 馬首 を 延べて 佘 等を迎 ふ。 卽ち 牧草 一 把 を 食 ますれ ども、 喷 i 時に して 盡く。 他の 馬 亦 骨格 甚だよ し。 一 々檢視 して 33 

堆 せる 牧草 上に 橫る。 談 四に 移る 時、 壻山氏 端然と して 語り 出で. 1 曰く、 我 今 君に 襟 を 正う して 乞 はんと 欲する もの あり。 

余 曰く、 何ぞ や。 君 悄然と して 曰く、 我 常に Ms の 神 を 得ん とする の 念 切に して 瞬時 も惰ら ず、 しかも 嘗て これに 近づく 能 

ぁラ く- 

はず。 快々 として 不快 禁ずる 能 はざる も 我に 同情 を 表する の朋 なし- 我 や 朋友の 選擇に 於て、 誤り 誤られた る もの 甚だ 多し、 

今にして 思 ふ、 苟も 會 心の 友と 稱 する もの は、 力 ー ライルの 所謂 危急に 袖 を 列ね て眞 理に獻 身せ る ものなら ざる 可らず = 我 

君に 於て 望む 所 多し。 今や、 我れ 心身 日に 衰微して 心 甚だ 安ん ぜ ざるな り。 君 若し 一片の 微衷 あらば、 我と 萬 隙 を排し g; 理 

に 向って 歩む と 云 ふの 交 語を爲 せ。 我の 意 や 以て 知る 可き なりと。 我 又 元よ リ眞 理を躡 まんと 希 ふ もの、 卽ち 直に 然諾せ り。 
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男子 I 曰： 然諾す、 必ずや 其 言に 反かざる の 名を爲 さ^る 可らず。 此 H 午後より、 岡 田 花園に 於て 西 鄉南洲 の 祭典 あり。 肅々 

の 間に 嚴 格なる 儀式 行 はれ、 次で 當時 漫遊 中に て此會 にも 出席され し 重 野 安繹 翁- 座 を 進んで 南洲の 往事 を 懇話 せらる。 翁 

七十 二 歳の 老年に して 髮髯 皆黑 く、 童顏 白齒、 强壯少 壯者を 凌がん と 欲す。 南洲 が、 武を行 はんが 爲 めに は 文 を 知ら ざれば 

大 なる 武 (寧ろ 事業) を 爲す能 はずとの 觀 念より、 文に も 志せし 節々 を 談らる U 皆 これ 實歷 の談、 轉々 と當 時の 事 を追瞎 せら 

れぬ。 五 時頃歸 家す。 

九月 二 +五 曰。 土。 晴天。 朝、 出校す。 午後より 在宅して ありし も痔の 痛み 起り 夜に 至って は 益，. 甚 し- 夜、 西 田 氏 を訪ひ 

て、 證明書 及び 委 仔- 狀を 渡さん とせし に、 そ は 却つ て 余が 持ち 居る 方よ からん とて、 余 持ち 歸 りぬ。 歸途、 高 島嘉右 衞門氏 を、 

旭 誼に 訪ひ しも、 氏に 來客 三四 ありとの 事 なれば、 其儘歸 りぬ。 明日、 半 澤、 木 村、 壻 山の 三 氏と、 眞駒內 に 遊ばん 事 を 約す。 

九月 二十 六 or 日。 快晴- 朝 八 時 二十 分 前 頃半澤 氏を訪 ひしに、 貧民 學 校に ありとの 事に て、 彼處に 至れば 三氏旣 にあり 

たり。 仍て 共に 發す。 此日、 天氣 春の 如く、 風 日和 煦 として 身に 適し、 眞に 散歩の 好 時節な りき。 遂に 眞钩內 に 達し、 事務 

所に 乞うて、 <5t 觀の許 を 受けて 巡視す" 牛 肥え、 馬胖 え、 其 長 髦を振 ひて 金 風に 嘶く もの、 其の E 角 を 揭げて 草 間に 眠る もの、 

犢 あり、 仔 馬 あり。 羊^ 皆備 る。 場內 充分に 整頓せ るが 如し。 唯、 事務員に 就きて 其 委曲 を 問 ふ 能 は ざり しを憾 とす。 徘徊 

厭く の 時 を 知らず。 旣 にして、 月 寒に 兵營を 見ん の議 起り、 或る もの は 其 道の 失し 易き を あやぶみ、 或 者 は、 斷 じて 行く ベ 

しとな し、 議論 區々、 容易に 決す 可らず。 先づ樹 蔭に 坐して 中 厨 を 喫す。 味太牢 よりも 美な り。 此に 於て 英氣 又發 し、 足 塵 

を拂 うて 再び 立ち、 再 三 道 を 誤る に 屈せず して 終に 月 寒に 至り、 來路 を顧考 すれば、 決して 險と稱 す 可らず。 此に 於て、 踏 

まずして 濫りに 逢 巡す るの 甚だ 不利なる を 悟り、 兵營に 入り、 半 澤 氏 知人 ある を 以て、 門番に 紹介 を賴 みしに、 同氏 今 外出 

せりとの 事に て 遂に 營內に 入る を 得ず。 己む を 得ず して 去る。 去年の 秋， 校友 一同 此に 遊びし の 時 は、 兵舎 未だ 成らず、 民 

家 又 甚だ 寥々 たる ものな りしが、 今日は 旣に、 高摟巍 然として 國鎮 となり、 民家 i 比 遂に I 村を爲 す。 久しから ずして 札暢 

との 間、 家 を 以て 相 連絡す るに 至らん。 土地の^ 衰 誠に 偶然な りと 謂つ 可し。 歸途豐 平 を 過ぐ る 頃、 伊！ i 肇 君の 墓に 詣づ。 


余， 君と 知な し。 知な きに あらざる も 相 熟せず。 元より 其 交りに 於て 疎し、 疎し と雖 も豈此 入の-;^ を 悲しま ざらん や。 秋風 

諷々 墓 邊の樹 紫 聲を爲 して 落つ。 人生 才を窗 らして 冥界の 人と なろ、 悲慘の 極と 謂つ 可し。 尋 で此ケ 謝して 林^ E1 に 至りて 

林檎 を 食す る 事 各 五六 個、 終に 家に 歸る。 誠に 偷 快なる 散 ゆなり き。 賈 物な し、 受便、 發便 なし。 

九月 二十 七日。 月。 快晴〕 出校す。 大脇敎 授の晨 業 通論 休み。 放課後- 森 本 氏と 市中 を 散策し 共に 勸 工場の Tower に 登れ 

り。 外に 記事な し。 十五 錢、 ミ -I ヲ グラフの 割 あて 金。 九錢、 厚紙 其 他。 十錢、 齒磨。 

九月 二十 八日。 火" 晴天。 出校す。 夜、 高 島 嘉右衞 門 氏を訪 ひしに 不在な りし かば、 其 子息に 面會 す" 別に 記事な し。 父 

ト； 樣御 安着との 御手 紙來 る。 五圓 食料、 五圓 授業料、 六 ± 一 錢六 厘、 定木、 卷紙、 封 紙、 其 他、 十錢 切手、 四錢 手帳" (父上 

樣 より 頂戴せ る III 十圓 中より 支出)。 

九月 二  + 九 or 水。 曇天。 出校す。 大脇 教授 缺 席に 就き 休業。 此日 • 午後より ある 可き 測量 を 失念して 出席せ ざり き。 ，M 

後 慎まざる 可から ず。 两 須賀雄 氏 計らず 來訪 す。 余 君と 親しく 語りし もの 今日 を 以て 始めと なす、 • 圭角稜 々其 甚だ 自 m- を標 

置す る處、 未だ 以て 到れり と 云 ふ 可から ざるな り。 君 は 思 ふに 時 任 靜ニ氏 を學ん で學び 誤りし ものな らん。 葡萄酒 一 本 を；^ 

らる。 此日、 母上より 手紙 來り、 其 中 祖母 樣のも 存在せ り。 讀 過して、 慚 汗の 額に 交 はるを 覺 えざる なり。 鳴 呼、 「 一 心」 と 

稱 する 精神の なき は、 これ 余の 最惡 なろ 缺 i? なり。 子 を 見る 事 親に 如かず" 我 今にして 其 言の 果して 虛 ならざる を 知れり。 

夜 十 時 二十 分 就寢〕 買物な し" 恩 地 及び 母上より 受便。 吉田熊 次、 家 及び 增 W 君に 發 信す。 

九月 ni 十日。 木。 大雨。 天 少しく 晴 る- 1 かと 思へば 驟雨 盆 を 傾く るが 如く、 近來 稀なる 天候な りき。 出校す。 大島 教授の 

镯 逸 語 休業。 又、 同 敎投の 化學も 休みな りし かば、 實 際の 學科は 一 時間に 過ぎ ざり き。 外出せ ず。 夜 九 時に 1! ん とする 時忽 

ち 火事、 北 四 條東ニ 丁目に 起る。 直に 走せ てこれ に 赴き、 心 あてに 新 渡 戶常文 氏の 家 を 尋ねた る も S£ ず。 火^ 猛 -f^ にして、 

一時 は 甚だ 恐る 可く 見えし が、 人 遂に 火に 勝ち、 十 時に 至りて 漸く 鎭火 せり。 夜 十 時半 就寢" 賈 物な し。 受； W 發便 なし" 

雁 は 来ぬ 我は歸 北の 途に 就かん" (兹 に^ 葉の 圃ぁリ 略す。) 
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十月 一 曰" 金 U 晴天" 朝 六 時 起床、 出校す。 午後の 實科は 休みな りし かば、 農園 內を 散步 す。 遠山 近郊- 見渡せ ば 共に 是れ 

1 幅の 好 阖畫) 此： 停 山水 必ずや 人 を 養 ふに 於て 大功 あらん。 吾人が 終世の 大方 針 を定む 可き 基礎 を 立てん 場合 は、 實に 吾人 

靑 年の 境遇に ありと す。 此 境遇に ありて、 切 暖緣磨 以て 道 を 誤らざる を 致さ y る 可から ず。 思 はずん ば ある 可から ざるな り 0 

此山 や、 此郊 や、 此水 や、 皆 我が 鞭撻 者に して、 又 保護者な り。 愛すべき かな、 畏 るべき かな。 夜、 木 村 氏大島 光生に 面會、 

せんと 來 る- 時に 先生な し j 卽ち 二人 相 語る" 快 談殆ん ど 二 時餘" 近來甚 稀なる ：3$^ にして、 大に 得た る 所 あるが 如き 感 あり-) 

夜 十 一 時半 就寢。 買物な し。 松 平恒雄 氏に 發：^ す。 

十月 二日。 土。 晴天。 朝 六 時半 起床 出校す。 別に 記事な し。 午後より 演武 場に 於て 學 11 會大會 あり。 此 JI は 蒲 生 仙、 井上 

角 五郎の 一 一氏 來 りて 演說を 試みる 箬 なれば 來者 多く 殊に 校外の 入も少 からず 見えし が 如し。 先づ 報告 あり： 次で 菅菊. K 郞氏 

登壇して、 校風 振起 論に 就きて 演述 す。 主旨と する 所 は、 校 は 敢て農 舉 校に 止まる 可から ず、 啻に 北海道 的 人，^ に 止ま 

る 可から ず、 日本的 人物 を 以て も 甘ん ず 可から ず。 進んで^ 界 的の 人物た る 可し。 吾人が 先輩 を 見ず や。 村鑑 三、 志賀重 

昂、 宮部金 吾、 新 渡戶稻 遣の 諸氏 將又 現今 ：5i 米 利 加に 在る 廣瀨 氏の 如？、 1^ 者 は 日本的 人物と して、 或 者 は 世 的 人物と し 

て皆顆 角を顯 せる に 非ず や。 其 後 を 襲 ふの 吾人、 宜しく 自重，： HI. 任 以て 事に 當ら ざる 可から ず。 而 して 日 K 學 術の 養成 所、 否 

人物の 養成 所た る 札 蜣 の 人士た るに 負かざる の 名 を爲さ 1- る 可から ずと 云 ふに あり。 君が 始終 此說を 持して 以て 勇往す る は 

多と す 可し と雖 も、 君の 驚 眼點は 屢、.- 我 を 以て 傾考 せしめ ずん ば あらず。 次に 西 垣 氏 立ちて 「轉 元恭」 に 就きて 演說 す。 g^- 

瀾 なき 一律の 口調 を 以て、 當今 書： Jj.; の will の 力に 乏しき を 論破し 来る。 時々、 微笑 を 漏し 來る 所、 毫も 吾人に 大 なる 印 迹 

を殘 さず と雖 も、 時に 詼 誰の 語 を 交へ， 人 をして 破顔せ しむる 如き は 君が 長所なる 可し と雖 も、 此演說 には甚 しき 劣點 なり 

き。 此の 如き 演題 は 決して 談笑の 間に 行 はる 可き 事に あら ざれば なり。 此演說 中、 蟹 甲將軍 井上 氏 は 矮驅を 動かして 入場し 

來ろ。 容貌 甚だ 昂らず 11^ 點細跟 一 も 取る 可き 處 なし。 西 垣 氏 降壇す るに 及び、 卽ち徐 々として 壇上に 登り、 破顏 しつ. 1 說き 

來り說 き 去り 滔々 として 數千言 恰も 春 水の 氷 上 を 走る が 如し。 しかも 頓挫な く、 抑揚な く、 平板 人 をして i かしむ と雖 も、 長 


時間に 涉る干 乾 無味なる 説話の 間に 時々 八 をして 哄笑せ しめし は 亦 彼が 技俩 として 稱す るに 足れり。 要は、 ^f. 校の 學生は 

未だ 北海道に 於て 決して 良好なる 成績 を擧げ 得たり と 云 ふ 可から ず。 諸々 の點 より 觀 察する も、 農 f. 校 及び 學 者の 義務が 

全うせられ たりと は 云 ふ 可から ず。 元より、 農業 以外に は 多少 人物と して 見る 可き もの ありと 雖も， 余 は ろ後來 の^ 牛： 諸 

君 は 外交 上、 經濟 上、 政治上の1^^所とも稱す可き北海道にぁりて其業を大成せんとせられんを1^^と云ふにぁり。 同氏 i 

せし も 未だ 蒲 生 氏來ら ず。 卽ち 校長 立って 一 場の 演說 をな す。 「釧路 に 至る 道中の 雜感」 と： K ふ 題な り。 北 835 交： f 機關の 

きふ 乙み 

不完全 極る 車 を 痛論し、 財力の 分配が 餘 りに 石 狩 一 國に 偏せ る 事 を 云 ひ、 又 學術も 此に翕 集して 毫も 分配 せられず。 ^顧す 

れば、 明治 十 年より 陸績 として 輩出した る 農學校 出身者 中、 北海道の 内地 不毛に 入りて 大に爲 すの 人な きを 嘆 じ、 余が 到る 

處 一 入の 吾 黨の士 なしと 痛感 慨嘆せられ たり。 而 して 最後に 云へ らく、 今の 書 牛； 梁 を卒 ふれば 卽ち 月給の 多 ゲ-考 へて is:^ 

*r さく さ 

西 轉浮萍 の飄々 乎と して 風に 從ひ 流れに 就く が 如し。 何ぞ 決然 志 を 決して 獻身 的の 事業に 向って 勇進せ ざると： ：ム ふに あり。 

頗る 我意を得たり。 我 不肖と 雖，. "謹で これに 就き、 以て 聊か 隗を 以て 任ぜん 哉。 旣 にして 蒲 生 氏來ら る。 粗 裝亂髮 短- % にし 

て狀 貌精惇 なり。 拮 掘なる 語調 を 以て、 佘等靑 年と 朋友の 交 を 結ばん 事 を 乞 ひ、 一旦 相 許した る 以上 は 鋭意 以て 農荣 なろ 戰 

場に 出づる 諸子の 兵站； f 口た らんと 云 ふに あり。 語 質 直にして 轉々 其 風采 を 慕 はしむ。 余 は 寧ろ 井上 氏の 才幹よりも 蒲 生 氏の 

質 實を联 らん 哉" 右 終って 散會 す。 夜、 滑 田 氏の 書信 を領 す。 記事 甚だ 懇切、 讀 過して 涙の 双 頼に 交る を覺 えざる なり。 夜 

十一 時半 就寢。 買物な し。 十錢、 會費。 壻 3、 上 g 一氏より 受 便す。 『太陽』 经り來 る。 

十月 11 一 曰。 日。 半晴" 朝 七 時 起床。 朝の 中 一 寸坂本 氏 を 訪問す。 それより 師範 舉 校の 官 舍に枬 田 氏を訪 ひし も 不在。 究食 

の爲 めに 歸 宅す。 午後 は 一寸 寫眞屋 に 至りて 寫眞を 取り 來る。 壻田氏 乘馬を 以て 來り訪 ひ、 其. i!^ を 貸さん と 云 ふ。 余 大に喜 

び 暫時 乘り しも、 少しく 手に 過ぎた る 逸物な りき。 夕刻に 及び 先生 を寢 室に 訪ふ。 先 牛； 余 を 引きて 懇切に 論して 曰く、 木 科 

に 入りて より は 益. 5 Irhchanical の 方に のみ 偏して 底止す る 所な からん とす 、宜しく 禪宗 なり、 何なり； 淡く 修. せす る 所な かる 

可らず と。 而 して 種々 の 言、 誡に 赤心 を 人の 腹中に 推す。 語 次 唯 何となく 涙の 下る を^えず。 先生 も 亦 非凡の 人なる かな" 
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夕食後 少しく 學科を 復習し 十 時 就寢。 

十五 錢. 切手 端 書- 松 平恒雄 氏より 受便。 家， 大關、 筧の H 氏に 寫眞を 送り、 家、 大關、 有 島 健 助- 菊 地 正 進、 杉 31 賞 

の 諸氏に 發 便す。 

十月 五 or 火レ 晴天。 此 IT 朝 八 時 二十 分の 汽車 を 以て 新渡戶 先生 令閨、 Miss  Ilarthcsc. 信 子 君、 孝 雄 君 皆 鎌 倉の 方 こ轉ぉ 

せらる。 大島 先生 は！ f に 昨夜 去って 室 蘭に あり。 小 谷 氏 Miss  Read 等 亦 之に 從ふ。 別る，， 人绘る 人、 停車場 裡の氣 何とな， - 

凌 殺た るを覺 えぬ。 我 何の 緣ぞ、 先生に 從 つて 學に 就く 事 此に 一 年、 其 間 修身に 英語に 先生に 得る 所 甚だ 多し。 我 東京に あり 

し 間に 碌々 として 日 を 消し 未だ 嘗て 修身の 事に 及ばず、 及ばざる にあらず と雖も 期す る 所 甚だ ® く、 以て 施す 可き なし。 扎 

幌に來 りて より 朋友に 鑑みて 大に 得ろ 所 ありし，^ 雖も、 又 先生 毎土曜日の 講演 大功 を爲さ ずん ば あらず。 嗚呼 我 先生に 負 ふ 

所 多し。 「入 は ハ^ん やれ-^ たる 或る 他の 人の 不在 を miss する ものな り」 と は 先生が 嘗て 我に 敎 ふる 所な りき。 我 先生 を经 りて 家 

に歸來 し、 镯り淋 家た る {ri 室に 默 座して 實に 先生 を n きすろ 心に 堪 へず。 且つ や、 後より 囘想 すれば 先生の 此行ゃ 或は 數 

年 の 告別に あ らざ るか を 思 ひ て憨 i 追慕 の 至りに 堪 へ ざるな り。 

此 H 物理 を 休業して 荷物の 手傳等 をな す。 午後より 原 田 氏の 招きに より 星 野 純、 鈴 木 眞吉、 井街 顯、 鈴 木 敬 策の 諸氏と 共 

に 農園の 一 晨 夫の 家に 游び、 きび を 食 ふ 事 馬の 如し。 放言 壯語、 快 を is^ して 歸來 す。 五錢 林檎 代、 二 錢五厘 草鞋 代。 

+月穴 3" 水。 此曰簾 前の 方に 遠足 ある 箬 なれば 朝 六 時 十分 前 起床し、 、家 を 出で しに 旣に七 時に 垂ん とす。 卽ち 直に 

發 向す。 眞：^ 內に 至る 頃、 他學 生陸續 として 至る。 此日 一 天 全く 晴れて、 輕寒 身に 適 ひ、 甚だ 散策に 可な り。 途 にして、 石 

撟 氏に 遇 ひ 共に 急行して、 第 四 農園に 至る。 滿 林の 紅 紫 半ば は 紅 を 潮し、 綠樹其 間に 點缀し 頗る 偉觀 なり。 衆 皆 至る に 及ん 

で先づ 唐黍 出で、 厥 汁 出で 林， € 出で 快 唤健 K 憧を盡 して 少 r。 (- す。 痤中議 忽ち 起ろ。 曰く、 これより 定山溪 の 秋 を 探り 一夜 を 

月影 紅葉の 間に 過す 亦 快なら ず やと。 一 呼して 和す る もの 我 か 級の 士 にして 十 有 三人、 卽ち 倉皇 林檎 若干 個を嚷 中に 收 めて 

發す 遠 3 漸く 近く、 僻 水亦從 つて ii く、 山 高く 水 e く 急潭瀨 をな し 瀕又洞 然として 淵 をな し、 錄 峡縱橫 其？ S こ，. I 凹し 紅葉 


^よりも^き もの 所在に 映發 す。 今年の 冬 我 孤影 此 山中に 遊ぶ。 積 雪滿 山 sgi に 透る、 行吟 僅かに lg 行 の^を 消して 辛く 

溪 下に 着せり。 今は卽 ち然ら ず。 我が 黨の士 十餘人 高談 放歌して 進む もの 寧ろ 快と す 可き なり。 中 田、 石 く 歩み、 ^卞 

善く 罵り、 我 善く 歌 ふ。 其他默 する もの 不平す る もの 千狀萬 差な り。 しかも 秋楓 一 樹 丹色 日に 映 じて 深山の 裝を なす ものに 會 

ふ 毎に、 未だ 嘗て 一 同 歩 を 停めて 讃稱せ ずん ば あらず。 一 の澤、 二の 澤、 三 の 澤皆絕 量 比す 可き なし。 旣 にして 溪. 1 漸く ざ 

かり 身の 轉た 高き にある を覺 えて、 行く 事 半里なら ずして、 對岸 旗亭の 楓林 中に 參 差せる を 見る。 衆懼 呼、 走って これに 赴 

く。 滑 山と 余と 二 入 後れたり。 溪に 着せる の 比、 旣にニ 111 子の 裸して 川上の 温泉に 浴せ るを兑 る。 溫泉は 岩 を 切って こし 二 1^ 

つ。 熱湯 一方より-米 りて 一方 河水の 中に 向って 去る。 而 して 兩 麵の靑 嵐 共に 手 上に 掬す 可き なり。 增 山と 余、 宿に 入らず し 

• て 直に 泉に 沒す。 溫暖 身に 適 ひ、 一 浴 乂疲勞 の 何者た る を 忘る。 これより 又騷動 盛に りて 寢に 就く。 此夜月 19^.=T に 出で、 

澄徹 氷の 如く 四面の 佳 量 皆 生きて 月と 相戲る X もの & 如し、 流水の 桂 影を摧 きて 金 漣 銀沫を 弄ぶ もの、 楓林の 紅葉 を 落して 

桂 陰に 色 赤き もの、 水 聲嵐籟 共に 月と 懂 する ものに あらず や。 卽ち四 五 人相 携 へて 撟 上に 至る。 滿 m 唯 秋 氣の肅 ヒる をお 

えて、 金 風 徐ろに 萬 里 を 渡る 時、 身 は 唯 浮 雲に 駕 して 遠く 月宮に 行く の S 心 ひ あり。 吟者 あり、 詩 を 誦す。 句 々沈. 痛聽 くもの 

.徐 々に 涕ド る。 夜 二更なる に 及んで 卽ち寢 に 就く。 樹籟 水聲、 依然 枕邊に 聞え て、 我の 靜眠を 護す る もの k 如し。 

十月. P 日。 木。 早 起 一 浴して 旭日の 登る を拜 す。 八 時に 垂ん とする に 及んで、 中 田、 石澤、 柬海 林、 鈴 木 及び 余、 後に 

して 發 足す。 行々 中の 湯 を 遠望し、 宮部、 松 村- 大脇等 諸敎授 の先發 せし もの を 及 過して、 急行 石山に 至り、 茶菓 を 以て 中 

食に 代へ ni 時 少し 前 札幌に 着し、 水平の 林檎 團に 入りて 林檎 を 味 ひ、 終に 割愛して 家に 歸る" 歸れば 卽ち大 島 氏 等 今迄 新 渡 

戶敎授 の 居られし 所に 引越す とて 混雜 中な りし かば、 直に 赴きて これが 助力 をな す。 四十 錢、 旅籠 料。 五^、 菜 子 代" ^^^o 

十月 八日。 金" 風 あり 時に 雨 降る。 朝 六 時半 起床、 出校す、 原 教授 は 慈 君 死去せられ し^にて 缺 席せられ しかば 休業。 此 

夜木村.^^當家に移轉し來る。 余 は 向後 暫時な りと も 氏と 起居 を 同う せる もの、 此時 S 心 ふ 所な からざる 可から ず。 愛子より 受 

便す。 五錢、 會費" 

一八 九 七 年  四 1 


有 島武郞 仝 集 笫九卷  四 一一 

+月九 土。 曇天。 出校す。 別に 記事な し" 晝 後より 我々 も 愈-新 渡戶 先生の 居られし 所に 移轉 する 事と なり、 騷 動す。 

かくて 夕刻 漸く 移轉し 終る。 夜 九 時半 就 寢_ 此日西 須賀雄 氏に 約束の 林 擒を逡 る" 

.1 '月 十 B。 日" 朝 六 時半 起床" 午前 は讀 書して 家に 在り。 風 荒れ 雨 時に 至る。 午後より 星 野 純 逸、 星 野 勇 三、 早 川 萬 一 の 

諸氏が 校 費 或は 特待生と なりし に付き 其 祝宴 を 開く。 菓子、 膝 飯， 林檎 は 其 好下物、 各 快を盡 して 相 別る。 

十月 十一 日" 月。 朝 六 時 起床、 出校す。 晴天。 此日 電報 來 りて、 新 渡戶先 牛： 函 館に 向 はれたり と 報じ 来る。 別に 記事な し。 

十一 錢、 茶話 會々 費。 

十月 十 HB。 水" 曇天。 朝 六 時 十分 起床" 此 日より 再び 禪學の 講筵を 聞きに 行く。  HH 書 は 寶鏡ー n 味なり。 此夜 中央 寺に 於 

て、 長 野. M 透 師轉地 せらる X により、 關係 ありし 人 等 集りて 茶話 會を 催す。 相 集りて 語る もの 數 人- 各 歡を盡 せり。 五錢、 

茶話 會々 費" 杉 田 一 賞 氏より 受 便す。 ニ條 氏よりも。 

+ 月 十五 日。 金。 朝參禪 す。 別に 記事な し。 頃日 星 野 純 逸 君 肺結核に 罹り 家に 歸れ りとの 事 を 聞く。 君 は 吾 級の 首席に ある 

の 人に して、 其^ 識亦 恐く は闔 級の 首に あらん。 否 これ を 全校に 徵 して 敢て 下る 所 あらざる なり。 惜 哉- 此に 殆んど 不治の 

難症に 罹る。 實に 君の 爲め にこれ を悲 まずん ば あらず。 叉 聞く、 君 二三 曰 を經て 一度、 札 幌に歸 り、 遠からずして 鎌 倉 地方に 

病 を 養 ふと 聞く。 最も 喜ぶ 可き なり。 しかも 君が 親友 等 は， 君が 養 病 費の 不足 を危 むが 如し- 嗚呼、 余 等の 如き 學資 を受く 

る 厚く W 途 足らざる なきもの にして 蠢々 人後に 在る 事、 實に殘 念の 至りに 堪ふ 可から ざるな り。 然れ ども 諄々 惰ら ずして 勉 

む 可き を 勉めて 以て 進まば 豈 遂に 事の 成らざる なからん や。 發 奮す 可き なり。 五十八 錢、 寫眞複 寫代。 

十月 十六 曰。 土。 曇天。 出校す。 別に 記事な し。 午後より 少しく 陽 明 li 等 を 見、 唯 殆んど 半日 を 空費せ り。 向後 他に 定む 

る 所な かる 可から ず。 

十月 十 4S。 日。 半晴" 朝參禪 せし に旣に 終れる の 後な りき。 それより、 木 村 比が 佛敎 少年 會に 於て 演說 をな す を 聞き 共 

に 家に 歸る。 午後よりも 唯 何となく 日 を 消せり。 =1 時 頃より 木 村、 孝 太の 二君と 共に 滑 山 氏 を 誘 5 て阒 山に 遊ぶ。 秋景 双 


I ゆ 奥 金 風に 舞 ひ、 冷 流 影： 澄める 邊、 轉た適 情の 掬す 可き もの 莴々、 これ 今日の 3!^ 大 快^な りき。 十錢、 i^^o 

十月 十九 nr 火" 晴天。 此 日座禪 を惰れ り。 朝 木 村 氏と 共に 散ル す。 ：^、 課 後より，. -木 村. 孝 太の 二人と 共に、 中 遊 S 地 

より 豐平 河畔 を 散歩す。 犬に 心機の 轉^ を 得たり。 此夜、 吉 W 熊 次 氏より 受便 す。 1^ だ感 15 せり。 買物な し。 

十月 二十日。 水 = 晴天。 朝 出校 前 木 村 氏と 共に 散歩す。 「天才の 敢て 羨む 可らざる 事」、 「己れ の 正義な りと 認めた る 主^ を 

履行せ しめん 爲 めに は、 權謀を 用 ふる も 妨げざる 事」、 「才子 は 固く 信ずべき 主義 を 有する 能 はざる 事」 等に 就きて 行談 をな 

せり" 別に 記 ：爭 なし。 夜 十 時半 就. 1〕 買物な し。 受便發 便な し。 

十月 二十 二日" 金。 晴天。 朝 出校す。 記事な し。 日 石 狩に 遊ばん との 議整 ふ。 

十月 一 1 十 ii 【日" 十？ 晴天" 朝^5|禪す。 午後より 孝 太 君と 共に 停車場に 至る。 半 澤洵， 鈴 木 Q 勇、 中 田 m 门， r 佐 藤 政 ニ郞、 

螺崎知 一 ー郞、 滑 山 厚吉の 七 氏 相 前後して 來り、 士 ー時四十分の汽！^に乘じて輕川停車場に至り^^に道を^^にとりて進む。 行 

行 前 田 農場 支 場 を 過り 少しく 聞く 所 あり。 曰く、 坪數百 十三^ 坪、 小作 入 四 十戶、 小作人に は 何等の 保護 も與へ ざれ ども、 最 

初 開舉： 料を與 ふ。 荒 地 は先づ 器械 を 以て 荒 起し をな して 小作人に 贷與 す。 小作人 は 越 中の 人 多し。 二 作 以後より 一 ぽ！一； 十錢 

づ、 を徵 。現今の 相場に 於て 樹林 地 は 十八 錢、 原野 は 十二 錢位 なり。 排水 多き 万に て其大 さは； 1^®^- なり。 夕刻 石 狩 LS 

く。 戶數 四百 戶內 外、 石 狩 川 を 左に し、 大海 を 右に す、 眞に 勝景の 所と なす。 惜 むらく は海淺 くして 歸曲 少なく 遂に 一大.：：^ 

港 を爲す 能 はざる を- キ旅 店に 入る。 甚だ 厚遇 せらる。 夜に 至りて 鮭 を 鍋 上に 燒き てこれ を^ ふ。 美味 例 ふ 可き なし。 食 終り 

てより 衆相携 へて 散歩 を 試む。 巷路を 離れて 海- 濱に 出づれ ば、 ー帶の 夜色 茫 として 涯 なく、 天際の 漁火 一 點又ニ 點、 仰 す 

れば陰 雲 層々 時に 星 を 吞み星 を 吐き、 魔の 如く 鬼の 如く 飄々 乎と して 階 黑の問 を徂徠 す。 神 1^ 氣收 まり^ 然として 淚下 らん 

とする もの あり。 卽ち相 共に 高吟 すれば 1%^ として 遠近 其聲 を傳 ふる あるの み。 滿身の 露氣拂 ふに 懒く、 金^ 襟 を 吹きて 秋冷 

^の 如き を覺 ゆるに 至りて 又携 へて 宿に 歸る。 旣 にして 四散せ ろ 友 相次で 至り 此に 一大 論戰は 開かれぬ。 螭 崎の 快 辯， 堺山 

の讀 I、 佐 藤の 冷笑， 鈴 木の {SIT 半澤、 中 田の 沈默、 真に 一場の 好 劇、 甲 論じ 乙駁 し、 時に 怒 氣天を 突かん とし， 時に 
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地 を 覆さん と T。 其？ 所の もの if  A 物 評より 囊 上の 事に 移れり。 la は 犛§を 苟もせ ざる を諌 むれ，.、 01 

にこれに反^^^滔々として盡くる所を知らず。 遂に 談 十二時 半に 至る。 卽ち 一 同寢に 就く。 

十月 一一 十四 or  0.  ff^lillt 窓外 雨滴 £ 々たる I く。 囊 これ 雨な り。 一同の 失鬵ふ 可き なり。 0 

れども 坐して 止む 可き にあらず、 朝裹 直ちに 川邊に 出で 鮭漁 を f。 漫々 たる 石 狩の 擎靜鋪 ける が 如く、 對岸 5 の戰 

光 例 ふ 可き し。 皇棄 紅葉の 間 i 緩し 連丘5 として 去る 所 遠く 震た る 秋雨の g 人る， 9 たる I 昇る に？ 

く ず 地に 引きて 楓林の 間 を 低徊す。 I 遠き 質 i 呼ます かに 耳ます めて 去る を 聞く。 こ, 等が 網 を引チ る 

の 霞り。 ず 進んで 河口に 近づけば I たる 大海 を 目前に f" 砂洲の 突出せる もの 丄薩 あり。 景物 自ら 奇 なり。 漁 

夫の 網 を 引く を 見る。 服裝、 擧動、 皆 2： 地の ものと 選 を 異にす。 艢て 燈臺を 一 覽し海 濱を迂 廻して 旨こ歸 り、 結お して 發し 

雨を衝 きて 五 時半 續す。 夜に 至り 直に 蠢の 筵に 中 寒に 列す。 初めて 眞 正なる 蠢臭 さ，^ ば 身心 輩 こ ，かるが 

如き 感を なせり。 九錢、 汽車 代 3 七十 一握、 宿泊料" ニ錢、 S  S に 寫生晝 一 葉ぁリ 略す，) . 

十月 一一 十五 曰。 月。 晴天。 朝纛 す。 此 S 地 氏より 来れとの 事な りし かば、 雲せ しに、 地面 ありし との 事に て 直に 願 

0^sm. 仍て其 I」 に 父上， で 御 蒙し 上つ 其 € 別に 襲な し. 夕刻より 非常なる 暴風， 雨 > 

l^«--±-B 火〕 曇天。 出校す。 別に 記事な し。 午後より 片岡 氏に 參 りて 之 直 舞 ふ。 入浴す。 別に 記事な し。 六十 七 

錢五厘 ナイフ、 シャボン、 西洋 帳" 十一 錢- 日 末 帳， 

"月 一一.？ 曰。 水。 半晴。 蒙 禪す。 別に 難な し。 / は 休業。 夜に 至りて 坂 本 氏を 訪ふ。 元氣 にて 旣に 上京の 途 

に 就 力れ しの 後な りき。 夜 十 一 時 就寢。  し 

%n+AB. 木。 I。 半 雨。 出校す。 別に 記事な し。 夜に 至り § 山 氏 来り、 相 共に 談話す る事數 刻、 氏辭し 歸る。 

仍て 就寢) 賈物 なし。 受便發 便な し。 

十 月ーーー 十日 >  土。 朝 出校す。 此日 第一 時間 目の 謹の S の， 雪片 時に 降り 来る。 I これ I の S なり。 夜に 至り 


て 益 i 烈しく 夜半 漸く 止む。 午後 讀 書す。 夜に 至りて 伊藤 淸藏 氏來 遊す。 談種々 の 事に 轉り九 時歸宅 せらる。 二十 ニ錢 き te 

b8k 及び stompo 

十月 一 II 十一 cn。 曰。 朝參禪 す。 午後 壻山氏 来訪、 種々 話 をな す。 夜 又 中央 寺に 至りて 坐蹕 す。 二十 三錢、 寫 S 代" 九錢、 

半紙。 七十 五錢、 碧嚴 代。 六錢、 楊子。 

十一月 一日。 月 烏" 兎匆々 旣に十 一 月を迎 ふるに 至りぬ" 去月 先づ 少しく 意に 充 つるが 如き 行爲 をな しぬ" 益， -勉 むる 所 

なかる 可から ず。 朝 出校す、 別に 記事な し。 家に 發 信す。 一 圓七錢 六 厘 • 牛乳 代。 

十一月 二  B。 火" 晴天" 此日は 一 日溫暖 なりき。 夕刻の 如き は 塞暖計 四十 八 度。 出校す。 別に 記事な し、 夕刻 入浴す。 二 

條 氏より 尙志 會雜誌 を惠與 せらる。 貢物な し。 

十 1 月 I 一一 B。 水。 朝參禪 す。 それより 大島 先生 思 誠 堂の 同人 擧 つて 藻巖 登を爲 さんと す。 九^ 半 出家 ノ， 13 に宮部 敎投、 敎 

授其 他. 孿生 二三 子に 遇 ふ。 卽ち柑 共に 其 登 口に 至る。 宮部 教授に 隨從 せる 學生 諸子 は旣に 植物の 採集 を 初め 右^ 左支遲 々とし 

て 歩 蝸牛の 如し。 仍て 謝して 先づ發 す。 四 人 元より 健脚 を 誇る。 黃葛 赤蘿、 千年の 大樹 を 擁し、 飛禽 叫々 時に 肅殺 たる 秋 山の 

寂寞 を 破る" 加 ふるに 天候 澄晴萬 {仝 一 碧た る處其 片影 を 樹枝密 網の 如き 間より 見、 壯快云 ふ 可から ず。 卽も步 を： f うして mwt 

して 登る。 旣 にして 足 漸く 仰ぎ、 ^從 つて 蹐 く 奇景亦 所在に 出沒 す。 其 尤も 喜ぶべき もの は、 茫漠たる 平野 を K きて 遙 かに 

石 狩の 大海 を 望みた る 時、 山背 平 かにして 生樹 疎なる 處、 目前 西方の 連山 透 一; じ」 高下して 秋 嵐の 影 深き を 見たり し 恃、 頂 職に 

登り 眼の 四方に 放ち 前に 石 狩の 平野 を 望み、 後に 連山 波の 如き を 3^、 更に 遙 かに 模糊た る大 瀛と渺 乎た る 石 狩 川 を みたる 

時に て ありき。 休憩す る 事 少時、 各 思 ふ 所に 依る" 或は 草 を 敷きて 仰臥 靑 天に 對 する もの、 或は 林に 逍遙して 高く 歌 ふ もの、 

或は 樹 根に 默 坐して 心 を 四方に 放つ もの、 しかも 其 浩然の 氣を養 ひ 得て 幾分の 益 を 得た るに 至りて は 四 人相 同じき なり。 朽木 

の 上 登臨の 標 として 新聞紙の 旗を揷 み、 愛 を 山に 割き 疾馳 して 下る" 縫に 半時に して 山麗に 達す。 二- 2 頃 歸來喫 〈》 ^の 味 終に 

忘る 可らざる なり。 夕刻に 及んで 坂 本 氏 を訪ひ 夕食の 馳走と なる。 夜 遠 友小舉 校に 幻燈 を 見る。 孝 太 氏 同道 此に 至る^に^ 神 
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1 f ら るさ覺 ゆ。 此に 我が 前途」 来れる I 事 起れ り。 これ 《g マッカリべ ッに 露： 出來 たる 事な り。 地積 九十 2g 字 

殆んど 百 萬に 垂ん とす。 嗚呼 これ 父上が 余の 爲 めに 驟 ひし 所の ものに て あるな り。 嗚呼 生れて 未だ 痛苦 を 感ぜず、 平々 として 

成長し 旣に 丁年に 達す、 是れ： ^に 父母の 恩な り。 而 して 報恩の 事に 至りて 未だ？ 毫 毛の 末 だに なし。 誠に 罕 るに 辭 なき 

なり。 庶幾く は 5 鈴.^ 勉 むろ 所 を 務め、 以て 大に 報ずる 所な かろ 可から ず。 而 して マッカリべ ッ 原野 は 余が 立ちて 以て 基^ を 

定む 可き 所. 我が 技 if は 正に 初めて 此 上に 見られん とするな り" 謹んで iESf に從 は： マん ば ある 可らざる なり。 四錢. ^手。 十 

錢、 券 代。 十錢、 林擒 代。 十九 錢、 散髮 代) 

十一月 十日〕 水。 朝 六 時 十分 起床、 出校す。 此：！ I 槠 物の 平常 試驗 あり (問題 略す)。 

夕刻、 高 岡 參事官 を 其 邸に 訪ひ しも 氏 在らず。 .1  お 入浴す。 

十一月 十一 or 木。 朝 六 時 十五 分 起. 休、 出校す。 別に， し。 放課後、 農業 實 習に 至る。 夜、 星 SS 氏來 遊-其 去る に 臨 

み 相携へ て 月下に 散歩す。 ^正に 十七 夜、 ti 天 養れ 盡 して 星 暦 金砂よりも. -く月 華 一 輪 乾^の 夜 を 照す。 四 望の 秋 彔殆ん .ゃ 其 

佳 を 名狀す 可らず、 心 澄み 氣昂り 相 共に 思 ふ 所 を 語る。 星 野 氏 は 我 級の 長材、 其體 格に 於て、 其 識見に 於て、 其 學才に 於て 

蓋しず 力 級銷々 の 一 入な り。 我^ 學者 とし 尊敬す 可き もの 少なからず。 しかも 一 たび 事に 當 つて 良く 今日の 急務に 應 ずるの 

如き 人に 至りて は實に If たる を 感ぜ ずん ば あらず。 此 間に 於て 星 野 氏の 如き は 以て 多少の 望を季 るに 足る。 月 渐く天 こ 

冲 せんとす るに 及んで、 卽ち携 へて 歸來 す。 八錢五 厘、 卷紙" 

4- 一月 十二 or 金" 半 晴。 出校す。 別に 記事な し。 此日 植物の 小試驗 に付き； 人に 香 戒を與 へられたり。 余の 如き は 此度は 

is 力に 其 一人な りき。 これ を 聞きて 云 ふべ からざる 不愉快 を 感じぬ。 我が は此 にあり と 自ら はげませし.， 其甸な 

I 嗚呼 此小瞻 これ を 如何せん。 別に 記事な し" 新 渡戶先 牛： 及び 赤松 氏に 發 信す。 十錢- 切手。 五錢五 厘、 洋紙 代。 

十一月 十一 一一 土 > 晴天" 近-米 稀なる ものな りき。 然れ ども 午後より 風 起る。 朝 六 時 十五 分 起床. 出校す。 別に 記事な し。 

午後より 校庭に 於て 晨學 校と 中學 校の ^  ball 31 あり、 吾が 校 大勝 利。 入浴す。 四十 g、  i^to 


十一月 十四 B。 曰。 晴天。 朝、 高 岡 氏を訪 間せ しに 不在" 無 據坂本 氏を訪 ひ、 晝頃迄 遊びて 家に 歸る。 午後より 孝 太 氏と 共 

に 丸 山に 射的に 至る。 これ 憲兵 大尉 大隈 氏が 大に 奔走して 體育會 の 名の 下に 設けた る ものな り。 大隈 氏の 熱心 亦勞 とする に 足 

然れ共此日は中學校生徒のみ射的を許したる事なれば余は先刻ょり共にぁりし森本氏と共に歸途に就く。^^に©^ゃ散歩す。 

例の 如く 風景の 佳 云 ふ 可らず。 人 をして 敬虔の 心を發 せし む。 門前に 森 本 氏と 相 分れ 山 崎 氏を訪 ふ。 ふき 君 近日 を 以て 束 京 

に 向 はる  >- が 故な り。 懇談 暫時 家に 歸る。 夜、 森 本 氏 来遊。 各 衣を脫 して 腕 角力、 坐 角力， 指 角力、 其 他 有ら ゆろ カ爭 をな 

し歡を 極む る 九 時に 及んで 氏歸り 去る。 此 日の 日曜 は 少しく 得た る 所 ありし が 如し。 貢物な し。 父上より 受便リ 

十一月 十五 日。 月。 昨夜より 非常なる 暴風雨に て すさまじき 有樣 なりし が晝頃 止む" 夜の 間に 雪な ど 降りし が 如し。 佐 藤 

校長 は 出京 中 故晨業 經濟は 休み。 別に 記事な し。 箕田、 水 鮮のニ 氏より 受便" 父上に 發便。 

十 一 月 十六 日。 火。 朝 半晴。 夕刻より 暴風雨と なり 翌朝 は 手 稻の諸 山 白皚々 たり。 出校す。 此 日化學 Wowpipe  analysis の 平 

常試驗 あり。 夜 痔疾 を 起し 甚だ 惱む。 十二時に 至りて 初めて 就寢 する を 得たり。 別に 記事な し" 買物な し。 受便發 便な しリ 

十一月 十七 日" 水。 朝 曇天、 夜に 至り 雨 降る。 甚だ 塞し。 出校す。 別に 記事な し。 買物な し。 受便發 便な し。 

十一月 十八 Bu 木。 曇天。 如 例 出校す。 痔疾 益. -甚 し" 午後 散歩す。 別に 記事な し。 四錢五 厘、 齒磨 粉。 ^田 氏に 發 IS す。 

十一月 十九 日" 金。 曇天。 朝 六 時 十五 分 起床。 別に 記事な し。 菊 池 氏より 寫眞经 り 来る。 

十一月 一一 十 曰" 土" 曇 犬。 朝 六 時 十分 起 J£。 午後 滑 山氏來 る。 夜 家の人 丈け にて 櫻痴 居士 作 『あはれ 浮世』 の 輪 If を £1 す。 

夜に 及んで 寢に 就かん とするとき 二人 相 親しく 語る， 其 中に 於て 我 は 益. * 木 村 氏が 心 志の slture に 於て 確然た る 立脚地 ある 

を 見る。 君 や 學 術に 於け る腦髓 決して 善良な りと 云 ふ 可らず、 其行爲 決して 敏捷な りと 云 ふ 可らず と雖 も、 正義に 安立して 

一 步も假 さどる の 氣概に 至りて は 誠に 師表と なすに 足る。 君 や 誠に 道に 庶幾き の 人と 云 ふ 可き なり。 

十一月 一 一十一 日。 日。 曇、 雪定 りなし" 朝 七 時 起 、十 時半 頃に 至り 思 誠 堂の 同人三 人 市中 を 散. S -。 懇風 烈旣に 冬の 全 

く 至れる を 知る。 勸 工場に 至りて 木 村 君の 「か \ る 美麗 粗雜相 混じた る勸 工場 中 人間に necessary なる もの 幾何 か ある」 との 
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m る f まひで、 先县 けんとせ し i 堂 直 舞ひ歸 宅す。 Hi  x.^i  J 、こ 1 ^ 

の 移る を覺 えず。 夜に 至り 入浴して S す。 七錢、 筆 代， i ，なし。 ^  i§ ま 共に i 時 

氏 P 月 r 一一 1 パ ilrf 少しく  I) 此 曰は暫祭な る 導、 朝 湯地氏を| しに 恰も好しき 田 

旣 にして 同所 I し 西 田 氏 を 訪問せ しも 不在な りき。 歸路 原 田き 面？ 仍て！ へ^ 2 " ふ、 r 

n^^^c  ^  仍 て相携 へて 其 家に 至り 談 少時に して 歸 家す。 

十一月 よ ；」 IP ま P よ： i 壬震び蕭に|。 

年 d+ 稱；； 道る、 Ih^^^^^.^  ！ 

ベ ； ^ps. 戶 I すれば I して 天 I く 一  き 寶人基 ふ！々 たる 應條 II り、 地上。 

^^0HH^^r  ^  ^襲な し。 It  III ぶ」， 來 I に堪へ 

す 十 時に f て 就 9。 此 曰の 晷は 殆ど SI なかり き 一一 一  罕 <i 厘、 イノ キ 及びべ，。 

章 來" 學。 層な- ！ lih! 

午 If なす。 f 滑 山 君より 唱 敬を 作る 事 を I せられ、 十一 時 

よ tlHulML 六 upr 時 r して ありし ii せらる。 層菌携 へ 来り 寒 を 撮影す。 S 

ずくの もき 事に 費す 此日場 田 君より it 其 文 痛 切讀 み 来りて 君が 余 を 信ずる の 篤き を 謝する に辭 なく、  1 


として 感 の涕に 咽ば しむ。 此 文に 於て は 君宗敎 上の 不審 を 余に 質されし なり。 言々 緊要に 當 りて 殆ど 間然す 可き なしと 雖 

も佘は 服す る 能 はず、 卽又思 ふ 所 を 書して 返信せ り。 嗚呼 我資 にハ： ^友 を ？>w たりと 云 ふ Is- し。 夜 十一 時半 就 • 腔" 十錢 ，風呂代。 

十一月 二十 九日。 月 J 朝 六 時 起床， 出校す。 大脇 教授 休榮" 別に 記事な し" 夜 十一 時就寢 U  二十 錢、 學藝會 々費" 

十一月 11 一十 or 火" 午後 暴風 雪と なる。 出校す。 別に 記事な し" 午後より 孝 太 君と 共に 散ます。 0：!： 紛々 として iH—、  i,N 

し。 夜 十 時 就寢。 四錢五 厘、 糸 針。 九十 六錢五 厘、 牛乳 代。 €-$ 1 ^略す。〕 

十二月 四 曰" 土。 此日 第一 學期 試驗の 時間割 出づ。 十四 錢五 厘、 卷紙狀 袋。 十錢， 切手" 

十一 一月 五 曰- 日。 朝、 木 村 氏と 共に 農 書， を 見る。 晝 より 壻山氏 と共に 農園に 出で k 寫眞 す。 それより 一寸 坂 本 氏 を訪 ii: す U 

十二月 六 B。 月" 晴天。 朝 出校す。 別に 記事な し。 思へば 今日は 愛子が 東京に 於て 山 本 氏に 嫁ぐ の 日な り。 愛-十の 一生 は 

旣に 定まる 可き 時と なりし なり。 余 等の 喜び 何に か 加 へん" 余 は議で 愛子が 益 5 其 特性なる 恩愛に 富めろ の 心 を發^ し、 長 

く 貴女た るの 資格 を 保たん 事 を 希望して 止まず。 愛子 は實に 余が 最も 話 相手たり しもの なり。 そ は 他の 弟 は 余と 年齢に 於て 

大に 劣る 所 ありし を 以てな り。 今 彼 他に 嫁ぐ、 何となく 一片 離別の 情な くんば あらず。 願く ば 益 5 他 在 なれ。 

十二月. pca。 火。 半 曇天、 出校す。 別に 記事な し" 午後より 市中 を 散^す。 試 驗は旣 に 近づけり。 樂 みの 前に 苦み あり U 

試驗と 休暇 はよ く 其 間の 消息 を 漏せ るかな。 父上 及び 押 小路 氏より 受 便す。 一圓 五十 三錢、 ズボン 直し 代 及び 下ば き 代。 

十一 一月 八 nr 水。 半晴" 出校す。 別に 記事な し。 此日滿 月、 行 雲 收り盡 さず と 雖も媚 f§r に 漏れて 下界の 雪 銀の 如き もの 

を 照す。 實に 一 奇觀" 卽ち九 時 頃よ リ 北海 女學 校の 裏なる 池に 至り skating をな す。 半 1;-^^ 亦會 す。 而 して 他に I 人の 彩な 

し 快 又 快 殆んど 歸るを 忘れて 十 一 時に 達す。 卽ち相 別れて 月 を 踏んで 歸り、 家に 入りて 憩 ふ 少時、 忽ち 外 商大， 碟に 呼ぶ もの あ 

り。 曰く、 盜 あり 君の 家 を 窺 ふと。 余 驚き 直に これ を大島 氏に 告ぐ。 木 村 氏 又 起き、 家の内外を求めしも：5-{に5^る所なし" 

仍って 寢。 明日 見る 所に よれば 雪上に 人の 逃れた る 足跡 ある を發 見せり" 貢物な し。 
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く ゆき 

駒. 隙匆々 第二 學期 試驗は 去る ニ寸ー 日 を 以て 結了せ る ものと せよ" 其 成績 は 決して 善良なる 方に あら ざり しも. 亦 決して 

惡 結果に は 非 ざり き。 卽ち 十四 番 より 十 一番に 登りし なり。 其 數に 至りて は 悉く 記憶せ ず。 唯、 地質に 於て 五十八 製 なる. 

落第 Si を 取りし 事、 しかも 落第 li を 取りし もの --內 に 於て 余が 其 魁たり し 事 は 特筆大書し てこれ を 永く 記憶に 止めざる 可 か 

らず。 試驗に 就きて はこれ を 記して 止まん のみ。 

行李 匇々 歸 省の 時より 得たり し 我 か 痔疾 は、 爾後 日 を 追うて 時に 甚だ 苦痛 を 感ずる 事 あり。 爲 めに 家に ありて は 椅子に 接す 

る 能 はず、 其 甚だしき に 至りて は 書も殆 んど讀 むに 瀨く、 早寢 せし 事 幾度と 云 ふ を 知らず。 爲 めに 學 間の 妨害と なる 甚 しかり 

し は 余の 常に 遺憾と する 處 なりき。 頃日 醫師關 場 氏の 診 斷を乞 ひ、 終に 來月 二日 を 以て 入院す る 事に 決せり。 余 は 又 歳末に 

臨みて 森 本 兄に 滿 腔の 謝意 を 表する に吝 ならざる ものな り" 兄の、 余 を 誘導 せんとす る 熱心 は 實に甚 しきもの あるな り。 先 

日 余、 兄 を 其 家に 訪ひ、 Carlylc の Sartcr  Res き is に 就き 質疑 をな す。 兄よ く 其 疑 を 正し Everlasting  No 及び Ev も asti=s  Yea 

を讀 了す る を 得たり。 殊に これ を 終へ て 後 相 共に 談宗敎 の 事に 入る。 兄 余に 說 くに 頻りに 基敎 者た らん 事 を 以てす。 余 元よ 

り 基教の 決して 信ずる に 足らざる 敎 なりと 信ぜず。 正々 堂々 實に 世界 大宗 敎の 一 なる を 確信せ りと 雖も、 未だ 佛敎を 捨て >f 

彼に 就く の 非なる を 知る。 男子 一度 苟も 信ずる 所に 許す。 而 して 未だ 其 信ずる 所の 善惡を 知らざる に、 直に 又 他に 信ずる 所 

を 造りて 恬然と して 顧る 處な くんば 入 これ を 何とか 云 はん。 人 や 必ず、 有 島に 信な しと 云 はんの み。 我 元より 愚な りと 雖も 

と  せつ さ 

焉 ぞ此不 道を秉 らん や。 余 今、 佛敎中 確かに 大眞理 ありと 信じ、 これ を 見ん として 切磋す。 而 して 未だ 確乎と して 佛敎 の價值 

を も 認め 得ざる に 先ち、 直に 心 を 基教に 曲げば 天 我な 何とか 云 はん。 浮々 泛々 これ 小人の 爲 のみ。 聊か 余の 恥づる 所な り。 

是を 以て、 余遽 かに 兄の 意に 服す る 能 はず。 故に 余 兄に 此事 を辭 せり。 尋で談 又 未來に 於け る 人間の 死活に 移る" 余 曰く、 

如何なる 罪人と 雖も 未来永劫の 後 必ず 救 はるの 時機 ある 可し と。 兄 は 曰く、 不然、 自ら 喜んで 罪 を 犯せる もの は 終に 地獄の 

苦を脫 する 能 はずと。 談論 數刻、 余 や 固より 己れ の說を 信ぜり。 相頡 頑せ るの 末佘は 終に 飮泣 止む る 能 はざる に 至れり。 眞 

に此 時の 如く 余の 心の 1#1 となりし 事 は生來 稀なる 事に て ありし なり。 嗚呼、 兄に 非ず して 誰と 共に か 亦 此の 如き 事 を諭ぜ 


ん" 余 は 勿論 兄と 行徑 kV 異にす。 しかも 到る 處に 到らん と 欲する の 志 や 一 なり。 余は北悔の地又此ー £,^{友を5^たるを_!11:ばずー 

んば あらざる なり。 午後 相 共に 圓山 公園 を 散 弗す。 満月 積雪 皚々 として 入 影 四方に なく、 穽鳥枯 林に 啼 き- 1 淅 1 として 天祷 一 

の 寂寞 を 破る。 高 丘に 登りて 遠く 札幌の 市街 を 眺望 すれば、 恰も これ 一 個活 人の 橫 臥せる が 如く、 其 ー瓦片 釘^ 生 を^て 励： 

ける が 如し。 煙突 は 所々 に 突出して 煙 を き、 汽笛 一 聲鐵 iel. は愁 喜：！ 野 を 併せ 載せて 馳せ 去る 所 架して 那 ぞ。 塑- やの 水 は 一 

滾々 流れて 晝夜を 捨てず、 朔風 一 陣來 つて 樹林 を 襲へば 飛 雪紛々 として 花 を 散らす よりも 卖 なり。 犬 P レ、 00,  8. 

相 錯綜して かすかに 耳邊に 集る。 余 嘗て Goldstrith の 荒 村 を 誦し、 彼が 村落 を 離れた る 小 丘 を徐攀 し、 &々， 跑々、 として 起り 一 

来る 村落の i 一 を 聞 きて 寂然と して 此犬 地の 大觀に 打 たれた る 時の 狀況を 想起せ ずん ば あらず。 ^徊多 時、 愛 を^き て 一 

歸る。 此夜 M り 今日の 行程 を觀 じ， 轉 *^ 1 種の 感慨 禁ずる 能 はざる を覺 えき。 

これに 次ぎ 余 をして 最も 快感 あらしめ しもの は 氷. に戲 なりき。 余此戲 をな す旣に 昨年に 始まれり と雖 も、 未だ 練習 數 3. な 

ら ずして 春暖 融專の 候に 遇 ひて 事 止みに き。 此 冬季 休暇に 際して や 毎日， U 具を携 へて 冰 池に 至りて これ を 試む。 七轉八 倒满： 

身 流汗 辦滴 として 嚴冬を 知らず、 其 快實に 名状す 可から ず、 爾後 日 を 重ぬ る數日 終に 滑. U 自在なる に 至りて 興味 益 i 、？ ！！ ：々、 

これ 到底 東京 人士の 解す る 能 はざる 快味なる 可し。 これに. 亞 ぎて 記憶す 可き は、 農學 校の 改革 策な り。 元 來農學 校 は、 其卒 

業. 生に 農學 士を與 ふる は 從來の 規定な り。 然るに、 新規 則に 依れば、 中學校 卒業生 をして 直に. M 科 一 年に 編入す るのお はとな 一 

れる なり。 卽ち. E. 學 卒業生が 四 年の 後に 至れば 直に 農學士 たる を 得る ものと す。 世間豈 此理の ある あらん や。 これ 農^の 將 米！ 

に 關し大 に 寒心す 可き もの、 學 生の 中 犬に 奔走して これが 豫 防に 勉 めたり。 余 は K 年の 終りに 臨んで 一 片歳暮 の 感を， 犯し 以ー 

て 長へ に 明治！ n 十 年と 相 別れん と 欲す。 嗚呼 此年 ゃ實に 余に 與 ふるに 多くの 機會と 多くの 善 因と を 以てせり。 しかも 余の： 小 

肖なる、 其 半 だ も recicve する 能 はず 慚 汗の 至り、 徂 ^願く は 許せ。 

歳暮の 感  . 

九 街 鶴 唱瑞氣 新、 簪翁 朝正錢 紫廣) 
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今朝 見れば 山 も かすみて 久方の 天の原より 春は來 にけ り 

彩 竊紙鳶 相經緯 する 處， 1 錢 上下 袖 を 速ね て 往来し、 和氣 靄々 たる 新 正を迎 ふるに 先ち、 吾人 は感概 多端なる 暗澹-おの 如 

き 歳暮に 遇 ふの 止む を？ おざる あり。 (下略) 

_ ヌ九 メ.^  (明治 三十 一年) 

一月 一 曰" 晴大。 早 起 紙を展 ベて 試毫 をな す。 惡 筵 舊に 依りて 依然、 それより 木 村、 河. 野 氏 等と 氷. に戲 をな T。 閑々 たる 

III 十 一 年 生涯の 濫觴 はこれ なり" 快 遊晝に 至りて 家に 歸る。 午後 少し 過ぐ る 頃より 坂 本 氏に 至り 歌留多な どなし 夜歸 る。 

一月 一一 日。 此夜農 學校敎 員 諸 先生、 四 年と 一 年の 者 共 を 同窓 俱樂 部に 招きて 御馳走 せらる。 藍し 毎年の 例な り。 今年 は餘 り. 

人數の 多き 爲めニ  HI の 間にな す 事と なりし 由、 明日 は 二 年と 三年な り。 歌留多- トランプ 其 他、 各 快を盡 し、 鬵麥 出で、 す 

し出づ るに 及び、 一 際の 氣焰益 i 上り、 仲 田 君 は 養麥五 杯す し 一 杯、 崎 君 はすし 五 杯、 此 日の 功 一 級な り。 四 年 はだめ/.. .0 

. 一月 一一 一 曰。 此日 愈， -關場 病院に 入院す、 正月 勿々 よりこれ も 風流 也。 我が 入りし もの は 下等の 第一 號、 患者 十 人に して 滿 

室な り。 これ を 數へ立 つれば、 北側の 東 隅に は 自ら 北門 新報に 居る と稱 する アン コ 一 人我と 同病な り。 これに 次ぎて 余、 こ 

れに 次ぎて、 薹. 灣の戰 役に 從 ひて 藥 劑官 たりし 靑 森の 人 あり。 多少 文 を 解し 最も 談 ずるに 足る。 これに. 亞ぐ もの はリ ヨウ マチ 

スを 患へ る 一 小兒 にして 顏， £ 蒼然、 神經 殊に 過敏と なり 理窟 ぼく 賄 看護婦の 娥 はれ 者な り。 生 園の 阿波なる も 幾分 は 他人に 好 

まれざる 原因な らん。 最西 隅に ある もの は 巡査 をな せし 人に て、 亦 我と 同病、 正月 一 日に 入院せ りと 云 ふに 至りて は亦甚 し。 

我等の 苦情 を； K ふ 可き に 非ず。 向 側に は 炭鏤の 人の 汽車に 於て 負傷せ しもの 多し。 彼の 汽車の 連結 甚だ 危險 なる が 如し。 炭 

鑌 たる もの 大 に 鑑み ずん ば ある 可から ざるな り。 此 夜より 牛 2^ を吞 み、 下劑を 服す。 明日の 手術に 便な らんが 爲め なり。 


一月 STnr  iE 天。 此日 午後より 手術 あり.' 森 本、 木 村の 二 氏 立 合 はる。 痲藥を 服せ しめらる >1 時 四十 許り 數 へし 出、 

中には 大聲に 軍歌 様の もの 謠 ひし. 覺醒 して 後 二人 語れり。 失 熊 失態。 此日 一 日 身 き出來 ず。 二度 吐く。 夜お くして 人！！ ま 

りたる 後 階上 廊下 寂と して .1 なく、 時に 小兒の 悲鳴 ゆるな ど そぞろに 心を牽 きて、 一種 鬼氣人 を！： ふ を^ ゆ。 此 n より 以 

後 森 本、 木 村、 伊藤 淸 三 の 諸氏 殆んど 毎 n の 如く 兒舞 ひくれ、 s:: 友の ありがた さ此 時に 思 はれて、 諸氏の 歸 出でし^ あ 

一月 五 nr 此日餘 程 恢復し 來 りて、 あまり 苦痛 も 感ぜ ざろ 樣に なれり。 此後三 四日 靜臥 せしめら る" 

此後輕 過 漸次よ く、 追々 同室の 人と も 談話 出 來る樣 になり、 各種の 階級の 人々 の 話 最も 興 ある まに ^ けり。 S 

話、 鐵道談 、各 得意の 所、 皆 外科 施術 を 被る ものなる を 以て 氣， & 左程 ii 々たらずして 快談 四方に 湧く 事 あり。 坂太1^^ょりも-腚 

度の 見舞 あり。 其 中に 立てる 樣 になり、 歩け る樣 になる。 鬱勃せ る 病院 を 出で. 1 大道 を 歩みた きの 念、 天！ 11^ の 好き U など は 

盛に 起る。 色々 なる 事な ど考 へて、 時々 霄 き 築めた る もの を m 章會維 誌に 投書せ り。 如是 我魏 今一 つ 出したり。 朋友 諸-十 及 

び 家より は 度々 の 書信 あり、 實に ありがたき 芳志 手紙の 來る 事、 資に樂 みなり。 

, 驚くべき は 滑 W が斷然 商業 學校 を辭 して 京都 同志 社に 轉ぜし 事な り。 余 は これに は 驚かざる を ず。 其 善 不善 は^く 抬き、 

氏が 此決斷 は 凡々 の 輩の 及ぶ 所に あらず。 然し 余 は 充分 氏に 問 ふ 所 ありたり。 未だ 委しき 返答 を 得ず ^々々" これから 卞：3- 

京に 歸 りても 最大の 快樂を 一 つ 失 ひたり。 何やら 非常に 潘 しくて W りたり。 是れ 所謂 新渡戶 先生の miss と： K はれし ものな、" 

ん。 此の 如き 切なる 思 ひ は 朋友の 上に は 初めてな り。 

十五 日の 夕、 星 勇 三 氏來 りて 突然 星 野 純 逸 死せ りと 云 ふ。 余 は 信ずる 能 はざる 計り 驚きたり。 嗚呼、 君 Bf- してへ 件 死せ る 

か、 君が 鱧 ttj の 甚だ 疲勞 せる はこれ を^、 これ を 開きて 幾分 か 懸念す る 所な きに 非 ざり しも、 かくば かり nf かりし と は 思 ひ^ 

け ざり し。 云 ふまで もな き 事ながら、 君 は實に 1 世の 俊才な りき a 余 未だ 深く 知らず と雖 も、 ^に 動勉 にして^々 一片の^ 

骨 磨し 来りて 滅す可 からざる 者を兑 たる は、 余が 短日月の 間に 於て，， #屢1 する 所な りき。 嗚呼 君 志 を 抱き E. 逋 にして 例る、 
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誰か 愴 然として 其 死 を 痛まざる も のぞ。 誠に 其 家族の 諸子 唯 君 を 以て 獨り たよりと なし 居りし に、 一 朝に して これ を 失 ひた 

るの 悲嘆 果してい か 父な りけん。 思 ひ 遣る だに 淚 下るな り。 其 後 朋友 諸子 來る 毎に 談此に 至らざる なく、 皆 悉く 失神せ る も 

の乂 如し。 君 も 亦 かく 多く 君 を 記憶 せんとす る 人 を 有する を 以て 見れば 幾分 か憾を 減す 可き か。 家元 甚だ 富まざる 虫、 有志 

早速 集金して これ を 家族に 经 りし 由な り。 余 は 多く 云 はじ。 唯 永く 此好男 兒の英 風 を 記憶して 研 一  1 となす 可き なり。 忘る >f 

な。 夭死せ る 英雄 を 記憶す る は、 唯 吾人 五六 輩の 大 責任な り。 

一 B: 二十 1 一一 日。 此日 漸く 退院 を 許されて 家に 歸る、 しかも 毎日 病院に 通 はざる 可から ざるな り" 

一 月 一一 十六 日。 故 星 野の 追悼 會を 中央 寺に 催す 。塞 星 光 を 雪上に 落して 北海の 天地 黑 幕に 蔽 はる 、所、 君が 生前の 肖像に 對 

して 赤心の 壯士 何人 膝 を 擁し 淚を 垂れて 君が 前行と 各 自 の 感慨 を 吐露し ぬ。 滿座 寂然、 唯 朔風の 雪 を 捲き て 戶臚を 打つ あるの 

み。 十 時半 散會 し、 各 雪 を 踏んで 家に 歸る。 皚々 たる 一白の 乾坤 入 をして 悚然色 を 正さし む。 歸途、 感慨 無限。 

一一 月 一日。 火曜。 朝來風 烈し。 登校す。 別に 記事な し。 午後 病院に 至る。 菓朝 報、 内 村 氏の 文 「天才と 品性」 と 云へ る も 

のを揭 ぐ。 天才の 天與 にして 凡て 自ら 造り 出した る ものに あらず、 恰も i の 世襲 財產の 如く なれば、 これ ありと て 決して 

誇る に 足らず。 然るに 品性に 至りて は、 自ら 修養して 始めて 得 可き ものな り。 今日、 日本に 必要なる は 決して 天才に あらず 

して 品性なる 事 を： f 論せ り。 又 支那に 於て、 獨 逸の ffw 兵 殺された りとの m 報 ありし 由な り。 極東の 多事 思 ふに 益 i 繁な らん 

か。 家 及び ニ條 氏に 發 便す。 二十 五錢、 藥代。 二十 ニ錢， 切手 代。 

一一 月 二  or 水曜。 早朝より 雪霏々 たり。 出校す。 別に 記事な し。 此 R 星 野 君の 遣 品なる "History  of  Rome  - 及び "English 

Literature"  (underwood) を 讓り受 く。 庶幾く は 君が 形見と なさん が爲 めな り。 七 時より 十二時 迄 を夜學 校に 於て 謠 はす 可き 

唱歌 を 造る 爲め 消費し 終れり。 僅々 たる 小文字、 而も 責任 を 以て 書かん とする 時 は 苦痛 甚だし。 素養の なき も 亦 一 原因の み。 

1圓 二十 錢、 兩册の 代價。 

一一 月 1 一一 曰。 木曜。 一天 晴朗 U 日 南天に 冲す るに 當 りて や 和煦 として 一 帶の 風物 陽春の 如く、 藻 巖 W 腹の 晴霞 遠く 白羅を 


き は容瞹 然として 靑髮の 如し。 樹々 相 烟り檐 端點々 として 軒 滴の 聲を閗 く。 木 村 と 相 んで 故山の 風物 を 思 ふ。 

氷柱 解けて 故鄕の 梅の 思 はるる 

病院に 到る。 未だ 何日 を 期して 全治す る や 計られず と 醫師は 云 ふ。 

春 立たん とす 癒えぬ 病 を 何と せん 

夜 Dodey 夫人の 許に 至"、 一 ^ ん Iw^ton の History の 講義 を 聞く。 天 長へ に 晴れて 月 魂 天地の 廣を 照し、 雪と 星と 相 映發莊 

嚴 美妙 殆んど 極まる。 镯 り勞然 孤影と 共に 詩 を 高吟して 歸る。 水 野 君より 受 便す。 七錢、 洗滌 代。 

一一 月 四 B。 金曜" 快晴。 出校す。 此夜故 星録の 遺書 underwood の English  Literature を 讚む。 其 中 君が 愛 噴す る 所の 二く e 

are  I. あり 再讀 ーー一 讀 感慨 實に 多端。 又 滑 W 氏より 受 便す。 我の 忠告に 對 しての 答 書な り。 共 辭储慨 激越 我 をして 淚を以 

てせ ずん ば る 可ら ざら しむ。 卽日 返信す。 八錢、 雞 記帳。 十三 錢、 卷紙、 筆。 七錢、 洗滌^。 

二月 五 nr  土曜。 晴天。 出校す。 別に 記事な し。 夜 坂 本 氏を訪 ふ。 坂 本 氏の 談話 中 唯 を かしと 思 ひし I 節 を 記載 すれば、 

「信 州 松 本に 一十： ありけ り。 何事の ありし にか ふ A 其 友と いさか ひして 腹 立てる まぎれに 腹 かき 切りて g: を も 刺しぬ， 人々 

驚き 慌て 直に 池 田 謙 齋氏を 招き、 あふれ 出で ぬる 腸を收 めて そ を 縫 ひしに やがて 癒えぬ。 稀 なる 人 かな。 危き 命^. V" ひた 

るよ と 人々 云 ひ あへ りぬ。 程 經て松 本の 藩に て 高 田を攻 むる 事 ありけ り。 例の 士又打 立ちけ るが、 戰の 際と なる に irt^l::, 

て 入の 後へ にの み 隱れ、 はかばかし うは 口 も 得 云 はです くみぬ" 入々 の 心なの 人 や 捨てぬべき 命 助り ぬる さへ あるに そを惜 

いはお.^ あると、 あざける さへ 知ら ぬげに て かちどきして 歸 るに、 留り ぬる 入々 出迎 へて これ をね ぎら ふ。 酒の 筵^ ナぬ 

るき はに も 例の 士の みあら ざり けり。 いかにし けんとい ぶかる 中に、 或 人我 先の 程より 度々 厨に 入る に、 入る 毎に 人 ありげ 

なる は最と 心得ぬ とて 至り 見る に資に 彼の 士 又もや 此處 にて 腹切りて ぞ ありけ る， 腸の 拔け 出で 上 一一 尺ば かり も 打. たる 

を、 先の 事な ど 思 ひ 出で \ 人々 そ をた ぐり 收 めて 縫 ひたる に、 暫くして 又 事な う 癒えに けり。 其 人： 十 HT はかりに やい さ > - 

カ氣狂 ひたる ふしこ そ あり けれ U 人な みなる 齡 保ちて 身 まかりぬ。 機 を 見ぬ 死樣 のみした る もの かな" 唯； 太 命の 全 かりし の 
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みぞ 取 所なる ベ けれ。」 

三 曰發 行の 萬 朝 報に 内 村 氏の 『人物 を 造れ』 と 云 ふ： 1 文お り。 軍證を 造り、 政^ を 造る を 止めて 人物 を 造れよ" 政 IE 整-:: f ゆ 

として 倒れし の國 あり (一ぐ §e のおき)。 軍備 完全に て衰 へたる^ あり (例へば 十七 世紀の 西班牙の 如き も ci〕u 未だ 大人： 物 

の ある 所に して 亡 に 至りし を 聞か ざるな り と。 

一一 月 六日〕 日曜。 霄天。 朝 入浴して 病院に 至る。 午後、 偕 行 社の 催しに か&る Jl ゆ- 戲曾 ありし を 以て 出席 參 観せ しに、 不平の 

事 ありと かにて 晨學校 生 は 一同 返 場し ぬノ 故に 半 it 氏に 至り、 森 本、 木 村 氏と 雜談 夕刻に 至りて 家に 歸る。 要するに 今日の 

rn 曜日 は 快 多き ものに あら ざり き。 七錢、 洗碟 代" 

一一 月 tor 月曜- 雪 天。 w 校す。 夜、 中央 寺に 參驛 せし に 休學。 我 級に 一 の 確乎たる g きお を 起して 全校 團 結の 魁 をな 

す 可き の 時 は 益 i 逼れ るが 如し。 八錢、 金 ツバ。 

11 月 八 B。 火曜。 晴天。 出校す。 午後-:? 院に 至る。 其 外 別に 記事た し" 今日 星 野 等と 相談し 憨々 ョ SHinli の實 行に 驚 手せ 

り。 七錢、 •  洗滌 代" ニ條 氏より 受便。 家 及び 水 野 氏に §IH す。 

二月 九日。 永曜。 晴天" 出校す。 此日 非常に 頭 腦の錯 亂を來 し、 例の 如く 眼 は として 字々 辩ず 可から ず。 昨夜 疼痛 を 

感じて 度々 目 醒めし も 一 の 原因な りしなる ベ けれど、 1^ 來蓮 動の 全く 絕 えたる は 之が 主因なる べし。 故に 市中 を 散歩して 散 

lii せし に 大に輕 快を覺 えたり。 外國 語の 力の 不足なる は實 に殘 念、 人の 二倍の 勞 力と 時間と を 費やして 漸く 意 を 解す る を 得、 

少時 不勉强 の 結果 悲しむ 可し。 しかも 向後 益 i 之れ に 鬮 まん。 九錢、 散髮 代。 

一 I 月 十一 日。 禁酒 俱樂 部に 通俗 講演 會 あり。 中、 尋常 中 if 校長 矢 島 錦 造 氏 -演. ilS 中、 禮の缺 く 可らざる を； 1 せし 一 例と し 

て 一 の 比^ 話 をな せり。 某禪師 の雜錄 中に も ある ものな りと ぞ。 

「或る 家に 富 も 位 も 年 も 同じ 程なる が 二人 住みけ り。 初めは 二人 最心ぁ ひたれば 諍 ひもなくて 過き しが、 一 日 其 中の 一 人 

思へ る樣、 彼 も 五 寸頭を 下げ 我 も 之と 同じく ば 心なき 業なる べしと て、 是 より は四寸 下げたり。 他の 一人 又 思へ らく、 


を こが ましき 事 をな す 者 かなと て 之より は 三寸 下げけ り、 かくて 過ぎ行く 程に、 二 人相見ても 緩 はなさん 様 なくなりぬ。 

5 し tC ざ £  ，つ 

これに も あかで や、 一 人 首 を 後樣に I 寸 打ち そらして、 我 こそ は 顔に 振舞 ひければ、 又の 人 まくべし や はとて ニ寸 1^ しぬ e 

1 入 又 案じ 出で. -、 よしく  21 さん 樣 こそ あれと て 行き 遇へば 直に 上樣に 打ち倒れ、 更に 題の ある 所の @ を 打ちの けて 板 

床に 頭 を 垂れて 鼻 うごめかす。 一 人く やしき 餘 りに 樣々 と 思 ひ 惑 ひぬ る 末、 打 伏して 顏を ひたと @ に 付け、 かくば かり 入 

, を あなどり たる 仕方 は 又と ある まじと 氣色伺 ふに、 一 方の 人いた く 打 驚きて 己れ も はたと かしこまりつ 、、許し 給へ 今 ま 

.5 と 

で 君 を あなどり 申せし 事の 最 愚かな りしよ、 かくば かり 厚く 禮 せられて は而を 向けん 樣 もな しとて、 ひた 恥 ぢに恥  入 

る樣の 不思議な るに、 ふと 己れ の爲 せる 樣を 見る に 實に實 にこれ ぞ禮の E1, & 厚き 物な りけ る。 此人も^恥ぢて交らひ^！ほに 

まさ 

も 勝りし と ぞ。」 

S つ）.、  えん ひ 

一一 月 二十 五 曰。 鳴 呼 余 は 血 I： 讽 ^々として 希 堵の 如く、 己れ を 信ずる 最も 厚き 靑年壯 者が 劈頭 第一 に Si 避す る 宗！^ の必耍 

益 i 信じぬ。 余は靑 年な り、 壯者 なり。 血氣 勃々 たる 可き ものな り、 希望 堵の 如かる 可き ものな り。 己れ を 信ずる 31^ もぽ 

かる 可き ものな り、 而 して .In: ら 喜んで 指 を 宗教の 間 題に 染め、 所謂 血氣を 抑制 せんとし、 所謂 希 if を 放 抛 せんとし 求めて 「13 

れの 至って 無力なる を 確信 せんとす。 嗚呼、 寧ろ 人 は 余 を 指して 何とか 云 はん。 

しかも 余 は 世上に I の 動かす 可から ざる 定理 を發 見せり。 彼の 射る 者 を 見ず や。 初め 師に 就きて 僅かに 其 法を條 得する や 

滿を 放つ 毎に 多く 正鸪を 誤らず。 人 以て 異 となし、 己れ も 亦 自ら 射 技の 意外に 容易な りし を 訝る。 しかも 9:1 幾： n 持 fir* 矢 

の 體酪備 り、 的に 對 して 姿勢 嚴然 たるに 至れば、 其 矢 甚だ 流れ 正 鵜 を 得る もの 殆ん どなく、 功 を 積む に從 つて 益 i 中らず、 終に 

射 を放拋 せんとす るに 至る。 しかも 忍んで 事に 從ひ 工夫 百 群、 十日に して I 法 を 得、 百日に して 一 技 を 案じ、 心の 應 ずる 所 

手足 皆 動く に 至る や 弓と 矢と 旣に 一 致し、 弓矢と 人と 旣に 一 致し、 人と 的と 旣に 一 致し、 凡そ 得て 以て 射と す 可き もの 威？ i 

と  あた 

然 同化して 秉 つて 法なら ざる はなく、 射て 中ら ざろ はなき に 至る。 是れ 人の 知る 所 百藝千 術 此轍を 踏まざる もの はこれ 非 ざ 

るな り。 其 射 者に 於て 初めに 中り しものと 終りに 中り しもの  >  其 間の 差 果して 幾何と する ぞ。 WorJsworth 歌って 云 はず や • 

1 八 九 八 年  五 七 
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Another  race  Itath  boon,  &  o-^-s«.  pa 一 ms  arc  won. 

吾 入 は實に other  palms を 務めざる 可から ざるな り。 

思 ふに 靑年壯 者の 血氣 なる もの 果して 眞 の血氣 か、 希望 堵の 如き もの 果して 眞の 希望 か。 彼等 は 己れ を 信ずる 厚から ざし 

は 事 を 爲す能 はずと 云 ふ。 果して 然る か、 鳴 呼果 して 然る か。 眞の血 氣は腕 I する にあらざる なり。 跟や i りすに あら ざ 

るな り。 天下 を無罕 るに あらざる なり。 火の 如き i を 無辜の 人に 濺ぐ もの、 事 甚だ 小な りと 雖も、 しかも 腕を扼 する こ 

释れ り。 s^ffb すに 勝れり。 天下 を 無視 する に 勝れり。 眞の 希望 は 王侯 將相を 望む にあらず、 愛人 を戀 ふるこ あらざる な 

り。 名聲を 竹帛に 垂る にあらざる なり。 願く ば 一 小善 事 を も 求めて これ を？々 これ 王侯 將相を 望む に 勝り、 愛 入 を 戀ふ 

るに 勝り、 應を 竹帛に 垂 るに 勝る 根本的なる 大 S にあらず や。 己れ を 信ず f 亦 K なり。 己れ の大 5 み ST する が果 

して 眞に 己れ を 信ずる 所^ £ 否 々己れ の 霞 小なる を 信じて こそ 初めて 己れ の 無限大なる を 知る 事 S べし。 之 等の 事よ 

sifpn^i よも 今にし S  く 思 は- xil 後年 查をな さん。 8 の 射 者が 的中 ま 

永續 せざる なり。 焉ぞ此 心瞻を 抉して これ を 天地に 爆し 以て 他の 報酬 を 求めざる。 嗚呼 眞議 くば 来りて 我が、： 31 せ。 

一一 一月 S 曰。 土曜。 此 午後 晨學敎 室に 於て 學藝會 例會を 開く。 先輩 山 下 敬 太 郞氏縷 々として 經歷 談を說 く。 頸る 聞く 可き 

もの あり 其 概略 を 記せん。 

「佘 ゃ舊又 諸君 等と 同じく 當 校に 笈を 移し 此 堂の 如き は 同窓と 首 を g め 敎訓を 受けし 所豈 長く 忘る X を 得ん や。 余 頭く 

ば 暫く 諸君の 淸聽を 煩し 柳 か 我が 肆. 歷を 述べん と 欲す、 一 點 老婆心 あるに 外なら ざるな り。 佘當 校の 業 を 了へ て. 京 こ 

出で 未だ 手 を 社會に 染めず。 時に 濱尾氏 (舊の 文部大臣〕 佘に勸 むる に 高 知中學 校の 敎師 たらん を 以てす。 月俸 四十 圓な 

りと。 佘は當 時 尙磊々 たる II 措大 僅かに 煎餅 五錢を 以て 八 珍の 美味と なせし もの、 月俸 四十 圓と 聞， ざて 心豈 動か ざらん 

や。 以爲 らく 敎員輩 は 元より 我が 望む 所に あらず と」 (日記 以下 落丁；, 

1 一一 月 八 or 此日は 余に とりて 實に 記憶す 可き 日な り。 


此日黌 場に 於て 滑 山 余に 散歩 せん 事 を 云 ふ" 余大に 喜んで 之れ を諾 し、 卽ち初 氏 を 其. 家に 訪ひ、 共に 携 へて s^t 屮に 散^ 

す。 時に 增山 決然たる 色を爲 して 余に 謂って 曰く、 余 は 君に 向って 一大 秘！？ を 明かさん とす。 願く ば ^ け、 余？ がに 天神の 存 

在 を 確信し、 其定 むる 所の 規矩に 從 はんと 欲し 精神 を 傾倒す る も、 未だ 嘗て 多くの 進歩 を兑 ず、 神の 前に は ，ぽ に 無 極の 大 i 非 

人な り。 余の 性 固陋 自ら 顧みて 實 に此悲 みに 堪 へず、 日々 夜々 煩 苦心 勞 する も 遂に 神の 昔容に 接する 能 はず、 時に 殆んど 銃 

を 取って 自ら 殺さん かと 思 ふの 時 あり。 今に 迨んで 唯 I 策 あるの み、 決然 農學 校を隱 返して 若干の 宗敎書 を携 へて これ を^ 

攻し、 神の 昔容に 接する を これ 求めん。 而 して 求め 得 可 くんば 卽 ちょし。 若し 求む 可から ずば 唯一 死 あるの み、 君 以て 如 何 

となす と。 余默聽 久しう して 殆ど 驚愕に 堪 へず 且つ や 氏が 余 を 信任す るの 厚き、 甞て 漏らさ どるの 秘事 を 余 唯一 人に 知らし 

むる の 知遇に 感じ、 實に 情の 窮まる 所 を 知らず。 而も 人の 前後の 左右 を 託せられ、 1^々にしてこれを決する如きは余の敢て 

取らざる 所、 殊に 余 は 氏 を 許して かく 爲さ しむる 上 は 己れ 亦 一 片の覺 悟な かる 可から ざれば なり。 {且 しく 愼重 事に これ 從は 

ざる 可から ず。 嗚呼、 余 や 不敏に して if く 自ら 決する 事 能 はず、 些 まに 離齪 して 大_ ^を 度外視し、 本末 を 顔 倒す。 ほ ら これ 

を 悟る 事 ある 矯正す る 事 能 はず。 何等の 弱志 ぞゃ。 嗚呼 3： 等の 薄行ぞ や。 氏に 對 して 愧づる 所な きか、 しかも 余 は 氏に 於 

て、 十の 七 八なる 眞 面目 を 見る は 易々 たる 事 なれ ども 什 中の 什 これ 眞 面目なり と 云 ふに 至りて は 少しく 疑な き 能 はず" 

Carlyle 及び ル ー テル 傳を讀 みて 感ぜし 氏の 思想 は 一 時 熱血の 逮發 する 事 ある も 少時に して 鎮靜に 赴く ものに は 非ざる なき か 

これ 余が^ 推の み。 しかも 若し 氏に して 十の 一 又は 半たり とも 此心 ありと せば、 退 學の事 は 赏に -M に危險 なり。 {且 しく 止めさ 

ろ 可から ず。 要は 余が 死 を 決して 氏の 說に 賛成す るに あるか、 一は 志 も 固う し其說 に反對 する にあり。 宜しく 考す 可し。 

一は 卽も 余が 初めて 世事の 槎 跌に會 せんとす るな り。 これ 元より 小 なり ふ. 雖も、 余に 取りて は 初めての 經驗 なりと す。 

卽ち眞 狩 別の 開懇地 は、 或は 中止の 場合に 至る や も 計られ ざれば なり。 余 は 幼時より 幸福なる 家庭の 下に 長し (& て悲 酸の^ 

に會 はず。 唯 祖母、 及び 叔父 君の 贅を 易へ 給 ひし 時の！ 1^ 痕 あるの み。 坦々 たる 大逍を 構 行濶步 して、 世路 此の 如しと なせし 

に 過ぎず。 余の 如く 單調 にして 平滑なる 生活 をな せし もの は il し 其 類 多から ざる 可し" 而 して 今 此^に^ す。 固より これ^ 


毎の 茶飯事な りと 雖も豈 又 濫りに 輕々 に附し 去る 可き ものな らん や。 宜しく 周到の 觀察 をな す 可き なり。 佘ゃ 未だ 天上より 

の 試みに 於て 甚だ 多く を 受けず。 しかも 早晩 必ず 績々 として 來る 可し。 孟子の 所謂、 天 余に 大任 を 下さん とせば 其 試み ゃ必 

ず大 ならん、 余 は 忍んで 其 脚下に 抵抗せ ざる 可らず 0 殊に 佘は、 ssi 余の の 決して 宜しから ず、 形 fts  li 

に 於て 餘年 久しから ずと 信ず。 唯壽命 長く 保つ を 得ば これ 天 幸の み。 此間 父母 を 初め 祖母 君 等の 病氣 する 毎の 心配に 至りて 

は 常に 感佩 琉涕 する 所な り。 嗚呼 此鴻恩 を 負 ふるの 余、 假令 天才に 於て は 甚だ 薄 受に屬 すと 雖も 豈奪發 せず して 可な らん や。 

山 は 自ら 高く • 水 は 自ら 長し。 蟲 鳴て 快々 たる も 叢の 故に あらず。 雲 飛んで 漠々 たる も 固より 月に 關 せず。 鳥禽は 《み 天に 

翔れ 共 高慢の 意に 非ず。 免騁は 水中に 泳げ ども 謙 適の 心に 非ず。 唯 其 14 位に 住して 個々^ 立 |g 尊な り。 これ を 一 佛成道 rL 

ば、 草木 國土 悉く 皆成佛 すと 云 ふ。 

一一 一月 十 H 一 曰。 與墦山 厚吉 謦 

我が 畏敬し i 慕す る 森 本 兄 足下 

. 余 は 宛と して A「p 記憶せ り。 去歲 九月 二十 If 兄と 手を携 へて 四 s§ なる 農園に 遊び、 一 牧 〈せの 中 兄と 膝 を 交へ て 赤、，、， 

を 吐露せ し^を。 當時余 謬つ て 君が 眷顧を 蒙る" 深く 自ら 量る に、 余 や 性 狂 愚 蒙昧 到底 兄 等の 匹に あら ざり しも、 余 は 兄に 親 

る を 得る の 喜びに 堪 へず 己れ の 下劣なる が 如 さは 思 ふに 暇 あらず して これ を 然諾せ り。 爾後、 佘ー曰 も 兄が 親 S 忘る 

る 能 はず 必ず 報ずる 所な かる 可-,: ずと 心に 矢へ りき。 然れ ども 駑騎 はこれ を 鞭撻 幾囘 する も 遂に 昂々 の騣に 及ぶ 可く も あ 

らず 唯々 心を勞 して 其 尾に 附 する を これ 勉め たる も、 杳 として 相 失せん とす。 しかも 兄尙 余の 狂 昧を 捨てず、 敎 ふる 

に 道 を 以てする のみならず、 謀る に 兄が 嘗て 漏 さ 1- る 一 生の 大事 を 以てす。 嗚呼 これ 何等 傣涯 の眷 顚ぞ。 佘は實 に謝辭 なき 

に 苦むな り。 しかも 余 は、 公々 然 兄に 誓 ふ を 51- るの 一 語 あり。 曰く、 男子 意氣に 感ず、 死 を 以て 報いん のみ" 

余 は 恐らく は 兄の 諮詢に 答 ふるの 資格な きものなる 可し。 而も 余 は 固く 信ず。 痴愚 者の 言と 雖も 熟考 精 慮の 餘に 出で たる 

もの あらば、 其の 中 必ず 1^ る 可. きもの あらんと。 今 若し 余の 言に して 兄が 一 顧に 値する もの あら ば^ち こ， el のみ。 


畏兄 足下、 兄 は 暫く 余 をして 兄 を 白股視 する ものたら しめよ。 兄に 疑惑 を 有せる ものたら しめよ。 兄 を M 制せん とする も 

のたら しめよ U 換言すれば、 余 をして、 兄の 敵が 兄 を 罵詈す るの 言を爲 さしめ よ。 然 らば 余 は 兄に 1 言 を も 加 ふる 能 は ざれ 

*ま なり。 

余 は 嘗て、 兄が 諄々 乎と して 余に 敎 へたる 宗敎觀 を 忘る \ 能 はず。 當 時- 兄が 余に 云 ひし 所の もの は 何なりし か。 曰く、 

「余 は •； ^を 以てする も尙 足らざる 可き 心靈の 苦痛 長く 余が 心膽の 上に 刻まれき。 君 は 、余が 形容 枯搞 して 脚疾 未だ 去らず と 云 

へる を 聞きた らん。 これ 余が 衆人に 對 する 權 言の み。 佘は此 時に 當 りて 正に 心靈の 苦痛に ありし を 知らず や。 而 して 余 は 今 

君に、 斷 言し 得て ら ざる 喜悅 ある を 喜べ。 曰く、 佘は神 を 知りし 事な り。 余 は默禱 する 時 神の 淸 昔に 接する を 得るな り。 

余 は li 想す る 時、 神の 淸容 を" 髮髯 する を 得るな り。 嗚呼、 此 快味 は 長く 亡びず。 余 は 寧ろ 君が これ を 取らざる を^む。」 と、 

音吐 炳 として 余が 耳に あり。 兄 亦 必ずや 此語を 記憶 せん。 而 して 爾後 键 かに 半 歳に 滿 たず。 計ら ざり き、 兄が 1^6 乖： 死の 苦 

痛を受 くるに 至らん と は。 兄 は 云 ふ、 「余 頃日 深夜 蓐に 伏して 眠る 事 能 はず d 想 深く 余が 罪責に 至れば 唯慚 愧轉輾 反側、 

時に 銃 を 取って 自ら 殺さん とす。」 と、 鳴 呼 兄 果して 然る か。 然 らば、 余 は 兄の 輕忽 事に 處 せんとす るを悲 まずば あらざる な 

り。 余 は 固より 信仰が 幾度 かの 苦痛 を經て 始めて 堂に 登る を 知る。 又 苦痛 は絕對 的の ものに あらず、 相對 的に して、 今 Inlis 

大の 苦痛な りと 思惟せ し 所の もの も、 明日の 苦痛 前者に 倍ー徙 する や も 朱 だ豫め 計る 可から ざる を 知る。 兄が 〈始め 神 を 知り 

て、 これに 則る を 得たり と. 確信せ しもの は、 今日の 苦痛 ある 一 階段に 過ぎ ざり し は、 兄 亦！^ く 自ら 反 知す る 所なる 可し" ；.g 

して 其 苦痛た る" 死 を 以て 爭ふ も尙 足らざる 可き 苦痛たり き。 記憶せ よ、 當 時の 苦；^ は 此の 如く 爾く 激甚な りしな り。 しか 

も 心機 一 轉 すれば、 昨日の 苦痛の 跡 は 夢の 如くに 去り、 至大の 音容、 瞭 として 尺の 間に あり。 記憶せ よ、 當 時の 愉快 は 此の 

,g く爾く 健全な りしな り。 嗚呼 當 時の 事、 苦痛 は 則ち 死の 苦痛よりも 激甚に、 愉悅は 則ち 浮^ を蟬 脱する よりも 储 全なる も 

のと すれば、 人生の 苦痛 人生の 愉悅 これに 過ぐ る もの 何處 にか ある。 余 は 兄が かくまで 激甚なる 苦^の^ 礎の 上に 建設した 

ろ 信仰が、 一 朝 俄然 再び 不測の 苦痛 海中に 沈淪し 終らん と は (假令 信仰 も 苦痛 も 階段 的に して 時に 變化 を來す ものな りと は 
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W へ、) 思ひ設 くる 能に ざる 所な りき。 是れに 由って 之れ を觀 るに、 現今 兄が 苦痛 を眷 めつ. 1 ある もの 眞の 苦痛な りと せ ズ、 

前 歳の 苦痛 は 云 ふに 足らざる もの 、み。 しかも 兄 は、 「死 を 以て 爭ふ も嬉ほ 足ら ざり し」 と 云 ふ。 以て 兄 を. li 忽、 事を處 する も 

のな りと 言 ふ 能 はざる か。 若し 前 歳の 苦痛が 直の 苦痛な りと せば 現今の 兄が 苦痛 はこれ に 過ぐ る甚 しきもの ならざる 可から 

ず" 果して 此の 如しと せば、 死 影 は 殆んど 兄 を被蔽 せるな り。 焉ぞ事 を 人に 議す るが 如きの 暇 あらん や。 しかも 兄 は悠々 と 

して これ を 余に 謀り、 其 答 を 待ちて 事 を 決せん とす。 恰も、 旣に 薄氷 を 踏みつ >t 人に 向って 薄氷 を 踏む の 安否 を 問 ふが 如し。 

以て 兄 を li 忽、 事 を處 する ものな りと 言 ふ 能 はざる か。 兄 以て 奈何 と なす。 

且つ や 齒云ふ 可き もの あり。 前 歳に 於て は 兄の 信仰 は實に 驚く 可き もの ありき。 何事 も 安心立命、 余 兄に 接する】 # に；^ こ 

健 養の 至りに 堪 へず。 これ を 兄に 訴 ふれば 兄 は 則ち 余に 敎 へて 曰く、 「君が 求道の 猛志未 ど 甚だ 足らず、 徒らに 事理に 吃々 と 

し、 言は卽 ちゃ (道 を 蝶々 とすれ ども 心魂 は 飛越して 仙 事 を a 曲す。 眞 面目なれ" 誠實 なれ。 要は 心膽を 11 して これ を 神前 

に 潔う する あるの み」 と。 これ 實に 信仰の 菹 奥に 達せる もの、 言、 古聖 出づ ると 雖も 焉ぞ此 上に 加 へん や。 余 謹聽、 田 5 まず 

兄が 雄大なる に撲 たれて 背 自ら 汗す る もの それ 幾度と する ぞ。 一 曰 兄と 大脇敎 授を其 家に 訪ふ。 途次、 余 兄に 祝す るに、 第 

1 試考の 優等な りし を 以てせり き。 時に 兄 莞爾として 曰く、 「余が 羅 生の 苦痛 旣に 去って、 今 は 則ち 觀 る 事、 神の 愉悅ぁ 

るの み" 之れ を 以て 試考に 臨む。 余 潜 越な りと 雖も 窃かに 濟 輩に 後れざる を 期せり。 而 して 遂に 牛耳 をと 秉 るに 至らず して 終 

りし もの は 畢竟 失策の み」 と。 之れ を 以て 見る も、 兄が 確乎たる 信仰 を 得たり と 自ら 許せし は 1! を i すが 如きの み。 しかも 

半 歳な.， T ずして、 かく 確乎たり し 信仰 は 自ら 殺さん とする が 如き 信仰と 化せり。 兄 は 何 を 以て 此 推移の 不可思議なる 己を說 

明 せんとす るか。 嗚呼 前 歳の 信仰 は 抑 も 兄が 偽 信を譯 り 信じた るに よる か。 何ぞ それ 輕忽、 事を處 する の甚 しき や。 

兄 は輕忽 なりき。 前 歳に 於て 甚だ 輕 忽に 事を處 する ものたり き。 鳴 呼、 信仰の 事、 實に 畢生の 最大 事な り。 主義 兹に行 は 

れ、 行 爲玆に 行 はれ、 行程 玆に行 はれ、 心魂 兹に 改まる は實に 信仰 を 得た るの 時に あり。 肉 骨 は 3§1  組より 生 化、 、し靈 は 信仰 

やま 

に 生る。 兄 は 謬って 天父より 受けた る 身 體髮膚 を 損 はんとせ り。 不孝の 罪 これより 犬なる はなき なり。 嗚呼、 兄に して 前 歳 


に 等しき 心 を 持して 今日の 大事 を 決せん と 欲せば、 正に 死 天 屍 地 何 を 以て か 再び 天父に 見 ゆる を 得ん や。 兄 は 恐らく は 云 は 

ん。 「余が 現在の 境遇 は、 確實に 正路 を濶 歩す る ものな り。 必ず 肢路に 迷走す る 事 無 けん。」 余 は 兄が 前年の 輕忽を 思うて 深 

く 兄 が此言 を 信ず る 能 はざる なり。 

且つ 夫れ 偉人の 跡、 文豪の 書、 人 を 吸引す るに 於て 測る 可らざる の 勢 刀 あり。 殊に 多 血 熱性の 靑年 にして、 多 血なる 悴入 

の 跡、 熱性なる 文豪の 書に 接する に 於て を や。 偉 入に 接し、 文豪に 交 はり、 其 感化 同化 を受 く。 道に 則る の徑路 はこれ より 

近き もの 蓋し 罕 ならん。 兄の、 余に 現今の 苦痛 を 語る や 頻りに 讀 書よりの 感化に あらざる を 辯 護して 曰く、 「余が ル， タ ー 傳 

を誦讀 せし によりて 斷然 農黌を 去らん とする の 希望 を 生じたり と 云ぶ 勿れ〕 余 は 甚だ これ を 厭 ふが 故に、 誦讀の 後 旣にニ 旬 

を經 るに 垂ん とす。 しかも 初志 遂に 枉ぐ 可らず」 と。 何が 故に 兄 は 爾く讀 書の 感化な きを 庇 言 せんとす るか。 余 は 却って 兄が 

これ ある を 喜ぶ ものな り。 唯惜 む、 兄の 受けた る 感化 は善惡 共に 嚥 下し 終りた るの 感化な りし を。 鳴 呼， 兄 は 力-' ライルの 

缺 if を 知る か。 彼 は 熱性の 文豪な り。 議論 正 大 なり、 しかも 新 渡 戶敎授 の 吾人の 前に サ， タ， • レサ T タス を 講ぜ ら れんと す 

る や、 夫人 甚だ 其危險 なる を 苦慮せ し 所以の もの は何ぞ や。 轆軻 不平なる 彼 は、 己れ を 律す る 事 非常に 嚴 なりし と共に、 人 

の 非を攻 むる に 毫も 寛恕の の餘裕 なく、 未だ 右 を 取らざる に 忽ち 左、 嘗て 後な りし もの 直ちに 前、 殆んど 不平 撼軻の 間に 忙 

死 せんとし、 全力 を 己れ の 行程に 濺 ぎて 靜 かに 天命の 下る を 待つ が 如き 大度な し。 鳴 呼 余 は、 中庸 を 誤り 解して 俊 柔不斷 ^：:! 

けき け ふ 

すなき ものに 比すれば、 固より 斐然たる 彼の 激俠 の士を 取らん。 しかも これ 激俠 の士を 優柔 不斷 なる 凡俗 者 流に 比蛟 せし 上 

の 事な り。 苟も 天下の 士を 以て 居らん もの， 焉ぞ此 激俠を 以て 自ら 任ず 可 けんや、 必ずや 他に 大本 領 あらん。 余 は P の^ 

敗 せんとす る ものよりも、 急瑞の 目を歧 する もの を 取らん。 急 湍の目 を 眩す る ものよりも、 龙然 たる 暗潮激 Jilv, 其 屮に 含み 

ながら 洞 然として 眠れる が 如き、 彼の 無邊 なる 大洋 を联ら ずん ば あらざる なり。 

「無智 余の 如き もの 農 黌の業 を 修得す る も 資本な く、 位置な く、 遂に 社 會に獻 すろ 所微々 にして 休まん。 寧ろ ル， タ， の蹤 

に從 ひ、 決然と して 『野に 呼ぶ 人』 たらん。」 こ は 亦 兄が 余に 敎 ふる 所、 余 は 兄に 問 ふ 可き もの あり。 兄 若し、 .0 ら凌然 たる 
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輕營 の才、 處 世の 智 あらば、 資本な く 位置な きも 必ずや 社 會に獻 する 所を爲 し、 一 方に 『野に 呼ぶ の 人』 たらん とすらん。 

これ 余が 嘗て 君に 聞く 所な り。 然 らば、 兄が 社 會に獻 ずる 所 少な からん と自覺 せし もの は、 自 ら 無智な りと せし に る や 明. 

かなり。 資本 位置の 如き は 僅々 たる 臀、 足の み" 依つ て 思 ふに、 兄 は 自ら 無智、 社會 にある も獻 する 所 少しと なし 寧ろ 神 を傳ふ 

るの 人た らんと するな り。 果して 然 らば 世豈 此の 如？ の沒理 あらん や。 兄 は傳敎 者が 天父より 特別の 力 を 得、 且つ 最も 多く 

世 を 益す る を 得る と爲 すか。 處世 者が 天父に 得る 所少 くして 世 を 益す る 能 はずと な 丁 か 。古来 最も 靑年 志士の 熱血 を勵 まし、. 

こ，？ をして 其 向 ふ 所 を 知らし めしもの は傳敎 者よりも、 傳敎 者の 心 を 持して 處 世に 成功した る 人た る を 知らず， p.。 

嗚呼 佘は淚 を 以て、 兄 を 白跟視 する ものたり き。 兄 を 疑、！ t する ものたり き" 兄 を M 制せん とすろ ものたり き。 余よ に 

く 兄の 敵と して 兄 を 罵詈す る 事 能 はざる なり。 嗟 余が 大罪 は 終に 免れず。 しかも 兄 庶幾く ば 余が g." 々くの 微衷 を 察せよ。 兄 こ 

非ず して 誰か 余が 此 大罪 を 寛恕 せんや、 噫。 

畏兄 足下、 兄が 企圆 せし 如き 大 問題 は、 實に兄 自身 其. 判決 者たら ざる 可から ざるな り" 余が 前途せ し 所の もの は、 薄氷 を- 

踏む の 安 を 余に 問へ る 兄に、 余 は 兄の 薄氷 を^むの 危險を 知らし めんと したる に 止まる のみ。 若し 0^ こして 虚心 冷； sc、  ^ 

して 薄氷の 上に 立てる に 非ざる を an 覺 せば、 敢然と して 兄 は 向 はん と^する 所に 進め。 若し 兄が 不幸に して 薄氷 を 踏みつ.^ あ 

る を自覺 せば、 願く は 一秒 も 早く 自ら 救へ。 嗚^、 佘が 前述せ し 所の 如き は 唯 孑 々たる！^ 論の み。 余 は 繰り返して 兄に 請 は 

ん とす。 兄 必ず 他界の 障礙に 屈する 事 勿れ" 他界の 容 嘴に 抑 へらる k 事 勿れ。 最も 公平なる 精神 を 鼓して 神の 門 を 叩け、 ゆ、； 

らば 敎 へられん。 余 は 繰り返して 兄と 約 せんとす る もの あり。 兄 若し 決然 傳敎 に從 はんと 欲し、 修養 をな して 終に 神 を さ 

れば 誓って 自ら 殺せ" 中道 志を變 じて 初志 を枉 ぐるが 如くん ば、 兄が 生死 は 必ず 余が 掌中に あらん。 是れ 余が 兄に 報 ゆるの 

最も 大 なる ものな りと 信ず。 

余 は 初め 兄に 晤 して 思 ふ 所を陳 ぜんとせ り 。然れ ども 余の 性 小 情に 激し 易く、 兄の 前に 禮 I せん 事 を 恐れ 强ひ S 筆 を 

呵 して 委曲 を盡 さんと す、 然も 筆路 意の 趣く 所に 從 はずして、 云 はんと 欲する 所の 十分が 一 こ 及ばず、 兄 幸に 推讀 せよ 0  f  ノ 


四月 十五 B ひ 春； CJig 蕩 たる 此 候に 乘じ、 都 門に 於て は i な。 民衆が 費用. > でさ 奠都の 大祭 を 施行し ぬ" 唯 北海 地、 頃 m 

屋滴 聲を收 めて、 殘雪 僅かに 消えん とす。 柳 絮暢び 櫻 花咲く の 時には、 尙幾 旬を餘 せり。 北海の孤^„^^^^^を切？んで、 ふ si- 

なきに しも あらず。 今や 同窓の 友 皆 其 目途の 緒に 就き、 各奮勵 志す 所 を勉む J 思 ふに、 必ずや 棋驥の 大{.« を馳 する が 如き あ 

らん。 余駑 駘と雖 も焉ぞ これに 後れて 可な らん や。 唯 勉めて 後れざる を これ 期す るの み。 しかも 期す る 所 あり 以て 我れ 往く 

可き なり。 今日 學藝會 の 文藝部 委員 を 命ぜら る これ 余の 竄に 迷惑に 感ずる 所な り？ 此の 如き は實に 余の 欲する 所に あらず。 

學 生の 身と して、 未だ 志 想 も 堅固なら ざるに、 平然として 文 を 責任 ありげ に 他人 者に 示して 毫も 恥ぢ ざるが 如き は 、余のお i? 

の 性 を 以てしても 仍且 「恥と する 所な り。 然れ ども これ 到底 辭す 可き 事に あらず。 然 らば、 佘は 何れの 方面に よりて 此任 に 

從 はんか、 是れ實 に 深く 熟考 を 要す 可き の 事たり。 抑 も 人が 一 事 を負擔 する 時、 其 事の 大小た る を 論ぜず、 必ずや 十二分に 其 

責を盡 すの 覺悟 あらざる 可から ず。 若し これな くして、 濫りに 其 局に. 當 らば、 啻に 失敗に 終る のみなら す、 往々 他人 を齊 する 

の 悲運に 陷 るな きを 保せ ず。 況んゃ 文筆に 託して 其 志 想 を 吐露 せんとす るが 如き は、 難事 中の 最難 に屬 す。 深く 惯 まずん 

ば あらざる なり。 

四月 二十四日。 B 曜" 此日大 島 先生 等と 相 語る。 大島 先生 曰く、 苟も 困難に 遇 はざる もの は、 他人に 中  する の synuathy 決 

して 大 なる を 得ず と。 後 これ を 森 本、 木 村の 諸氏に 語る に 其 說大島 先生に 同じ。 然り、 元より 一 二の 例外 はこれ あらん。 しか 

も 世の 滔々 たる もの 多く 此事 あらんな り。 嗚呼、 余 は 今迄 困難と 云 ふ 困難 は殆 んど爲 したる 事な し。 しかも 余 は 幾分 か、 幸 

運の ものが sympathy を 人に 表し 雜 きを 知りし が 故に、 勉めて 人の 困難 辛苦の 跡に 耳 を 傾け、 夜攀校 等に も碟 至りて、 己れ 

丈け にて は 十分の sympathy を 表し 得たり と爲 せり。 しかも 之れ を闲 難せ る 人の sympathy に 比較 すれば、 或は 足らざる 所 

あらん。 これ 吾人が 最も 熟考 を 要する 所な り。 人間に して 眞の sympathy なきもの は 殆んど 人間に あらず。 sympathy なき 入 

間が 不德 をな すなり" 不倫 を敢 てす るな り。 縱 令不德 不倫の 行爲 なしと する も、 苟も sympathy. なき 人 は 到底 共に^ を 語 < - 

に 足らざる なり。 而 して 生 はこれ を缺 けるな り、 豈 不幸なら ず や。 然れ ども 佛尊 は、 九重 雲 深き の邊 にあり て、 仍=^老ぉ.：^ 
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に滿 腔の syniathy ありき。 余に して 正當に 困難なる 人の 境遇 を懷ふ 時、 困難なる 境遇 は經 ざる も豈滿 腔の sympathy を 表 は 

し 得ざる の理 あらん や。 然れ ども 闲 難に 遇 はざる 人の 注意して cultiro す 可き 性情の I は， 不幸 者に 注ぐ 可き I 掬の 執 涙な 

ら ざる 可き や。  . 

四月 二十 七 曰。 夜 月明に して { み： 霽る。 卽ち森 本 君と 相携 へて 宗敎 談を爲 さんと す。 君 余に 問 ふに、 心靈の 修養 進 せし や 

否や を 以てす〕 余は灌 然として 進歩せ りと 答 ふる 能 は ざり き。 然れ ども、 漸次 進歩し つ、 ある は事實 なること を 自白す る 事 

は 得るな り。 又 君 間うて 曰く、 基督 敎と 吾が 信ずる 所と 衝突せ る 事 なきや。 余 一 事 を 以て 君に 間へ り。 

::: 】 ぼ ぎ I  shall  blaspheme  against  the  Holy  Ghost  hath  nev"  forgiveness,  but  Is  in  danger  of  eternal  dimnation   

と は 如何" 然れ ども、 今にして 思 ふに、 余の 君に 問 ひし もの は 誤れり き。 余 はかく 思び しなり。 「苟も 一 旦 Holy  Ghost を 

blaspheme せる もの は 其 罪 永遠に 許されざる ものな り。」 歸來、 其 章 を熟讀 する に ニ旦」 なる 語意 其 中に あらざる が 如し。 嗚 

呼 これ 實に 余の 粗忽な りき。 

其 他 君 は 余に 有益なる 多くの 忠告 を 賜へ り。 卽ち 余が 餘 りに 遲 鈍なる 事 (こ は 余に は實に 的中の 忠吿 なり" さりながら 余 

は此 事に 付きて は 天性の 致す 所な り、 充分 これ を矮 るに は盡 力す 可き も、 恐く は 効な からん)、 一 は 余が 餘 りに 世間 人間 を 軍く 

見過ぐ るの 癖 ある 事に て、 君 は 之に 附け 加へ て 曰く、 恐る、 なかれ、 反 is す 可き もの あらば 大小に 係らず 敵 を 作れ。 誰に も 

愛せら る  間 は 決して 心の St2g(„jle を 得る 事 能 はず。 心の struggle なくん ば、 君の 如き 肉體 的に 於て 何 不自由な き 人に は、 

一 Ipathy の 眞實の 心 を 起す 事 難しと 。これ 實に 余， 向って は 鞭撻なる なり。 佘は往 々にして 人と 事 を 構 ふるの 益な きを 駕じ、 

時には 他人が 己の 領分 內に 入り 來る も尙恕 して 關 せざる 事 あり。 これ、 一 方より 云へば 或は 決して 惡德 にあらざる 可き も、 

1 方より 云へば 餘 りに 事な きを 希 ふの 甚し きものな りしな らん" 大に镜 正す る 所な かる 可から ず U 

嗚呼、 余程 意志の 薄： IS なる もの はな からん。 囘顧 すれば、 余が 十四 五 歳の 頃 少し は 級 中に 頭角 を顯し 居りし を 以て、 何の 

力ん のと おだてられ しょり、 乃公の 念 勃々 として 起り、 高慢 自 r 許して、 漫 りに 他人 を 蔑視せ るより、 こ 高慢 i 卑 S とな 


り、 卑屈よ 無鎮 となりて、 惡 少年に- 拉 せられて 其 伍に 入り、 冗費 を 用 ひて 衣服 を かざり、 煙， 草 を 喫し i!- 々として 力足らざる 

もの を壓 制して 得たり となせ し 時 を囘想 すれば 實に慚 汗 至りに 堪 へざる なり。 これより 余 は 小才 子の 傾向 を來 して， 所^ 

才子の 仲間入り， をな し 名譽の 奴と なりて 未来の 《み： 想の みに 耽りたり しも、 中道 幸に して 益友の 救 ふ 所と なりて ゆかに 今日 あ 

る を 致せるな り。 人 は 余 を 見て 實に其 豹 變の甚 しき を 笑 ふ 可し。 嗚呼 余 は豹變 者の 最も 甚し きものな りき" 向後 も 此の 如く 

んば 到底 社會に 立ちて 事 をな す 能 はず。 深く 鑑みざる 可から ざるな り。 

四月 二十 八 nr 體 格檢查 あり、 其 成績 は、 

年 二十 年 二 ヶ月。 身長 (1605) 五 尺ニ寸 九分。 體重 (5S8 瓦) 十四 貫 九 百 七十 五 匁， - 

つ,.， a  (常時 S2 き 5 —— 二 尺七寸 二分 

胸幅) 充時 S6  一 

I 力で ま 8  二  fll- ひ 

五 3 十六 B。 月。 t 日 舉校は 休暇な りし かば、 森 本 君と 中島 公園の 方より M 山 神社の 方に 散步 す、 ^の 如く 種々 なる 談話 

出で し 中に 森 本 は、 鈴 木眞吉 が佘を 批評す ろ 言 や-聞け りと て 之れ を 余に 傳 へて 曰く、 「有 島 は 熱心に 於て 大に缺 けたる 所 あ 

り。 又眞 面目なら ざるが 如し。」 と 森 本 これに 附け 加へ て 曰く、 「眞 面目なら ずと 云 ふ もの は余斷 じて 信ぜず。 然れ とも 熱心 

を缺 くと 云 へ る は 適 言な らんと 思 ふ。 願 はくば 犬に 思 へ 」 と。 余慚汗 掌に あふれて 實に 辱に 堪 へ ず。 嗚呼 これ 實に 適評な り。 

佘は鈴 木 を、 我 級 中 必ず 爲す あるの 士と 信ぜり。 故に 其 言 胸に 針 さ \ るが 如し。 先き に は 祖母 上の 「一心」 と 云へ る i^.^ 懇 

懇と說 諭し 給 ひし さへ あるに、 其 後と 雖も蠢 々として 一 日を偷 安せ し は實に 愚と 云 はんか、 痴と云 はんか、 ^に堪 へず。 

願く ば 大悲佛 我の 請願 を 聞き 屆け給 ひて、 熱心と なる 可き 志 想 を 鼓吹し 給へ。 嗚呼、 此 冷淡の 性質 を 奈何 せん U 

五 3* 二十 七 曰。 金。 gni 々たる 世は涵 濁に 涵！！ を 重ね 汚 糠 は 汚據に 赴き 殆ど 底止す る 所 を 知らず。 浮世の 事 は 皆 ぎ is- な 

り。 一 として 謹慎の 眼 を 以て 見る に 足る 可ぎ ものな し" 此の 如き ォ チヤ ラマ カシの 世の中 亦 何の 暇 ありて か戯面 たらん と 

は 一般人 間の 等しく 稱道 する 所" 余と 雖も 今迄 、 世上が 轉 倒と 諧謔と によりて 充滿 せる は 信ぜざる.^ 得ざる 所な りき。 M 

よ、 彼の 大 政治家 を 以て 自任す る 者、 卽ち 日本 臣民の 代表者た る 可き ものにして、 其 索 行に 至りて は 田野の 匹夫に だ も 劣り 
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素封家 を 以て 世に 目 せらる もの、 黄白 を 集む るの み を 知りて 之 を 散ず るの 道 を 知らず、 金の 爲 めに 生きて 金の 爲 めに 死す。 

所謂 叢 穴の 處士、 請々 の 論、 端然と して 名利の 念 I 切 眼中に なきが 如き も、 一朝 權 門の 招く に 遇へば 匆卒 拜趨唯 後れ ざらん 

事 を 之れ 恐る。 忠愛 を嚼々 して 虚名 を 博 せんとす る もの あれば、 これ を攻擊 する 事に よりて 人の 側 目を牽 かんとす る もの あ 

り。 靑 年は老 入の 如く、 老人 は 小兒の 如く、 女子 は 男子 振りて、 男子 は 女子の 體を なす。 自負の 念 は 富士山より 高く して、， 

しかも 强 きに 遇へば 之 を 恐る k 事獅 虎の 如し。 惡行 俗人 をして 嘔吐せ しむる 墮落僧 あり、 偽善 識者 をして 唾せ しむる^ 敗牧 

師 あり。 甲なる 可き もの は 乙に して、 乙なる 可き もの は 申。 世上 滔々 何ぞ轉 倒の 事堵の 如くして 其爲 すの 寧ろ 滑稽に 近き や。 

思 ひ此に 至る 時 誰か 憤 li の怒氣 も發 する に 及ばず、 呆然と して 世態の あまりに 烈しき 行 違 ひに 失笑せ ざる もの あらん や。 遮 

莫進 一 歩して 一 i:- の 高處に 登り 社 會を達 觀し來 る 時、 我 は 伊藤 一 隆 氏が 嘗て 「世間 は豫想 外に 眞 面目なり」 と 論破せ し 事の 味 

極めて 深き を覺 えずん ば あらざる なり。 鬱蒼たる 大樹が 毛の 如き 小 根 を 要する. S く、 魏然 たる 高樓の ある あれ は、 其！^ 必ず 

や 晝齒晴 き. H 窟 ある 如く、 大 なる もの あれば 小なる もの あり。 高く 淸き者 あれ は 低く 唷 きもの ある こと、 之 を 社 會の狀 態と 

せば humonr ある 時豈 sober なからん や。 若し humour にして 現世 的に 世上に 跌扈 する の 寺 あらば、 sober は 暗 潮の. ^ く^ 

會の 一 方に 反 流せん。 吾人が 眼 を 或 方面に 傾く る 時、 着々 此事 ある を 自覺せ ずん ば 非ざる なり。 此の 如き 時 吾人 は 果して 二 有 

の 何れ を か 取る 可き。 此に 於て 吾人 は I も 二 もな く眞 面目なる もの を 選ばん。 又 選ばざる 可から ず" 世上の 外見 は 滑 1. なり。 

近づく 可から ず。 暗 潮は眞 面目なり。 滿 腔の 熱心 を 以て 從 事す 可き なり。 

七月 十五 nr 『東京 獨立雜 誌』 なる もの は I ヶ月 前 内 村鑑ー II 氏 主筆と して 生れ 出で ぬ。 楚々 たる 小册 子の み。 しかも 全文 を 

通 讀し來 る 時、 一 道の 奇氣 卒然として 人 を 襲 ひ、 卷 ケ閉ぢ て齒餘 昔の 何れに か 響く を覺 ゆ。 余は敢 て該雜 誌の 文章 巧妙な り 

と は 思 はず。 該雜 誌の 記事、 他 入の 道破せ ざり し 驚天動地の 事な りと も 思 はず。 唯 平靜の 筆を馳 せて、 吾人が 耳目に せ, 0 處 

を 書し、 句節の 間 毫も 拍手 快哉 を 呼ぶ が 如き 事な きも、 讀 了して 一種の influence を 感ぜざる 能 はざる もの は、 唯 それ tg? 村 氏 

が 滿 腔の 熱心と 至大なる 同情と に 因す るかな。 


余 ま 決して 內村氏 を psfgt なる 人と は 思 ふ 能 はず。 今や 内 村 氏を欣 羨す る人靑 年の 間に 起り て 潮く 多き や 加  <  ん とす。 

佘ょ内 村 氏 こして 早 晚社會 より 此の 如き 報酬 を受 くるの 當然 なる を 思 ひたりき。 内 村 氏の 燃 ゆるが 如き 情火 は、 如 河に 年 

の 油 多き 心靈に 火を點 ずる 事の 速 かにして 嚴 しかりし よ U 少しく 彼 を 味 ふの 靑年 は、 百 川の 大海に 朝す るが 如く 彼の 下に ffi^ 

注せん とす。 今や 世間 滔々 淫聲を 事と し 漁色 を榮 とし、 名に 迷 ひ 酒に 醉ひ、 弊 は 益 i 烈しく して 滔々 靑 年の 問に 蔡延 し、 女 

義太夫 は 到る 處に 勢力 を逞ぅ L、 酒を假 りたる の 元氣は 到る 處に 拳骨の 雨と なり、 我が 勝利の 疑 ふ 可から ざる を 期して 後 

r 假令身 は 如何 成る も」 など 稱 へて 敎師 排斥の 運^ 試みられ、 「君 は 水流に くめ 我 は 薪 を 拾ばん」 と 歌 ひながら 眞 正の 友誼 は 地 

を拂 はんとす。 此の 如き 時に 當り、 内 村 氏の 言論に 耳 を 傾け 若しくは 心 を 傾く る もの ある は實に 我國の 慶事と 云 はざる 可 か 

らず 0 內村氏 二 聞く 彼等 は 決して 無頼の 靑 年に 非ざる なり" 必ずや 多少の 定見 あらん。 而 して 内 村 氏の 言論が 是等靑 年の 頭 

i こ 侵入し 深く 印象 を 加 ふるに 足る は 其 文 を讀む 者の 直に 首肯す る 所な り。 こ は實に 慶事な り。 され ど 余 は 決して 内 村^ を 

perfect なる 人と 思 ふ 能 はざる が 如く、 內村 氏に のみ 依りて 思想 を 造らん とする 靑 年が 1〔a なる 域に 達する 能 はざる なき 

や を 思 ふ 時、 少しく 不安の 思 ひな くんば 非ざる なり。 

疑 ひもな く內村 氏は實 行の 人な り。 彼 は 敎會の 信ずる 可から ざる を 知る や、 直ちに 籍ケ脫 して 毫も 憾 むの 色な かりき。 彼 

は の拜 する に 足らざる を 知る や、 幾多 鬼の 如き 硬靑 年の 前に 括 然として 其 所信 を枉 げざり き" 彼が 米 鶴に §2: ほせる 間の 

事業 は、 實に 感ず 可く 嘆ず 可き 事の み 多 かりき。 其 痴兒院 に 入りて、 掃 酒の 事より 日々 の 起臥に 至る 迄 痴兒を 助けて 卽ち拋 

らし、 時に 唾せられ てし かも 悔い ざり しもの、 思想の 高遠なる に 非ざる より は焉ぞ よく 此に 至らん。 彼 は 之れ と共に ザ  = 痛に 

對 する 經驗の 多く を 嘗め 盡 しぬ" 彼は敎 會を脫 して 敎會 の惡 魔と 呼ばれ、 に缺禮 して 不忠 不義の 費闕 奴と ra- られ、 お 愛 

を 失 ひて 人生の 無常に 觸 接し、 國 外に 漂泊して 幾度 か 外 夷の 侮 を 受け、 痴兒院 にあり て は 奴婢 だも爲 さ. - るの 埤 菜に 從ひ、 

人と 語る 毎に 殆ん ど會 心の 思 ひ を 得る 能 は ざり き。 故に 彼 は、 屢 i 職業 を 求めて ffii 返き ぬ" 此の 如き 困難 は少 くと も 彼が 

從前經 驗し來 りし 所な り。 彼の 言論が 常に 一種の 確信に 滿ち、 滔々 として 俗 潮 を 顧みず、 一種の ヨき rity が 句節の 間に^ 
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する を 見る もの、 豈 偶然な りと せんや。 彼 は 此の 如く 實 行の 人に して 經驗の 人な り。 故に、 其 言論 は 無責任の 空論に あら ざ 

るが 故に 貴し。 しかも そが 悉く 眞理 なり や は 別問題な り。 余が 內村 氏に 學 ばんと する 所 は 實に其 心 志に ありて、 其 思想 (少 

くと も 言論に 顯 はれた る 部分) に 至りて は、 佘は悅 服す る 能 はざる 不幸 を 有する ものな り。 

carlyL- は 彼が 私淑す る 所な りと は 定論な り 。然 らば Carlylc と は 如何なる 人 か。 余 は 無論 彼が 世界 大 9< の 一 人た る を 否定 

する 事 能 はず、 然れ ども 世界の 大 偉人と 雖も 決して perfect 一なる ものに は 非ざる なり。 余 は Cailyle に 於て 殊こ其 長？？^ る 部 

分の 非常に 發 達せし と 共に、 i£ 所なる 部分 も 亦 少なからず 發 達せし を 認め ずん ば あらず。 然り perfect  man と great  il ま 常 

に 一 致す る ものに あらず。 余 は、 great ョ an なる c_rlyle が perfect  §n として、 未だ 百步の 遠き にある を認む (但し 余よ 

p§e(t  in は I 般の 意味に 於て 必ずしも jjreat  in なりと は 云 はず )o 故に、 彼 を 學 ばんと する もの は、 其 長短 共に 極めて i 

染し 易き が 故に (如何と なれば 彼は大 なる 長所と 大 なる 短所と を 有し たれば〕、 往々 にして 思想 上の 不具た る 事な きを 保す る 

事 能 はず。 これ Carlyle を學 ばんと 欲する もの  深く 留 心せざる 可から ざる 所な らん。 Carlylc を學 ぶの 利害 旣に 此の 如し。 

内 村 氏 は 果して 如何に Carlyle を學 びた るぞ。 これ 吾人が 內村 氏に 聞かん とする に 先ち て、 研究せ ざる 可から ざる 問題なら 

ず や。 果然 彼 は Carlylc より 其 長所 を 多分に 學び 得たり。 彼が 镯立 不覊の 雄志、 篤信の 厚 想- 品行の 端正、 利欲に 對 する 

-Triccndcntarism 等 威な 是れ なり。 しかも 之れ と共に- Carlylc の. SS! も 併せ 學び しの si あら ざり しか" Carlyle の 矮激な 

る 其 書 Salter ズ esa き S の 如き は、 英に 於て 出版す る ものな く、 僅かに * 亜米利加に 於て Emerson の 同情に よりて 發行- でら 丄し 

が 如き、 畢生 眞 知己 を 得ず して 逝きし が 如き は、 元より 彼が 思想の 高遠、 幽邃な りしに 因す 可し と 誰も、 叉 其 性の mgl 

なわし も 之れ に與ら ずと せんや。 CoTlyle は 死後に 至りて 漸く 其 眞價を 認められん とし、 內村 氏に 世に 擯斥 せら， d しょり 十 

年に 滿 たずして 人 は 前言 を 口に 絕 たんと す。 此因を 探りて 三者 を 得たり。 一に 曰く、 日本 國 民の 健忘 性なる に 因る か、 二に 

曰く >  Carlyle の 品性 內村 氏より 高く して 長く 俗 入の 容る、 處 となる 能 はざる による か。 三に 曰く- 內村 if か Carlyh より 長 

所を學 びて 缺 15? を學ば ざり しか、 少く とも 缺點を 學ぶ事 少な かりし に 因る か。 吾人 は 切に 其 第三者な らん" 辜 を 5d ^望す と 雄 


も、 或は 此 希望が 或る 點 まで 失望に 終るな さや を遲 疑す る ものな り。 今の 内 村 氏に 學 ばんと する もの 豈 心せず して 可な らん 

や。 余 は 普通の 論： 各な りせば、 iS: 村 氏の 有せる 位の 缺點は 毫も 留 心する に 足らざる ものと 思 ふ。 唯 內村氏 は 火の 如き 人に し 

て、 物に 接する ゃ焰々 たる 情火 を 以て 金鐵 併せ 溶す るの 槪 あるに 依りて、 此語 なき 能 は ざ 6 ものな り。 

憐れな りし 事共 11 七月 二十 1 一一 曰。 我事 ありて 森 氏が り 訪れての 歸る さなり けり。 五月雨る の最& やかなる 中 を そ r 

ろ 行く に、 と ある 家より 琴の 音 聞えぬ。 はと 胸と r ろかる、 計りの 心地して 見やれば、 竹 籬に其 主 は 知る ベう も あらず、 絲 

の 如き 雨 唯蕭々 として 行人の 袖に 落つ。 琴彈く 人の 心 はた 如何な らん。 此 雨の 日頃 を 唯 寂しと て か、 はた 面白し とて や、 ^ 

て は 悲しく 思 ひくん ずる 方 もや あるらん。 聞く 我 さへ 唯 何ともな う 優しく 哀れに て、 果て は 我に も あらず 打ち 止まりて、 言 ひ 

知らぬ 思 ひに 天人の 樂 さへ かく やな どと ぞ思ひ 浮べら れつる よ。 かくて 夢心地して 過ぎが てに 又 稍 i 歩む 折し も、 黑き 足な 

ど あら はに し 一 しわざと 下駄 はき、 鬚む くつけ き 男の 入力 車 引きて 來 るに 遇 ひて よく 見れば、 率の 上に 塊 まろば かり 少 さき 女 

の 童 一 人打乖 りたり。 頭 はかむ ろと やらん、 黑く 房々 しき を そろへ て 肩の あたりに 打 切り、 形い やしから ぬ 被 布 ゆ r かに 藩 

なした るに、 圓顏の 頗の肉 赤う 肥えて ゑく ぼの 露した、 らん 計りなる に、 眼 は 形よう 開きて 美しき 夢見たら ん樣 なる さ へ あ 

るに、 口の あいぐ るし き 世の常 ならず、 何事に か最 まじめに て 男に 語り つ^くる を、 鬼の 如き 男は滿 面に 笑み 傾けて 我が 歩 

くも 忘れん 計りに 聞き ほれつ \ そ 行きた る。 

定山溪 遊 記 ！ 七月 一 1 十五 日。 鸛鳴第 一 聲 夙 起して 曉露を 踏んで 寄宿 舍に 至る。 舍內 寂然、 唯當直 室の 燈火 夢の 如く 淡き を 

見る のみ" 時に 鏔摟を 見れば、 恰も 五 時半な り。 瀧 等 未だ 目 醒めず、 漸くに して 七 時出發 す。 此時旣 に 夏 n 赫々 として；^ り、 

今日の 辛酸 を豫 占せ しむ。 同行者 四 人、 曰く 荒 尾、 曰く 鈴 木、 曰く 螺崎、 曰く 漏是れ なり。 豐平橋 を 渡り 右して 間道 プビ秉 り 

て 眞牧内 種畜 場に 至る。 流汗 湘滴、 荒 尾 前日まで 病床に あり、 此に 於て 疲れ 頓に 至り 休む 事 殆んど 時餘、 又發 して 石山に 至 

るの 時 は旣に 十一 時に 近 かりし を 以て 中 食す。 頼 崎、 瀧と 共に 石山 を 題と して 卽吟 す。 

石山 や (It)  木 馬 
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鶯の何 悲しむ か 夏 も 鳴く  . 瀧 

石山 を 石 積む 馬の 喘ぎ 哉  隼 

荒 尾 益 i 疲勞し 歩々 蹣跚 として 甚だ 危し。 簾 前に 至る に 及び 驛馬を 傭 はんと 欲すれ ども 無し。 已むを 得ず、 蟫崎 と共に 間 

行し 來 らしめ 余 等 三 入 急 歩して 先づ定 山溪石 川亭に 着す。 時に 暮色 旣に 四方より 至り、 夕嵐攔 頭に 落ちて 豁 1- 湧 くが 如く、 

四巒 蒼然と して 獨り泉 烟の顔 日に 迷 ふ を 見る。 景の 幽邃 例に よりて 超絕 す。 三人 等しく 疲を 忘れて 快哉 を 呼ぶ もの 三、 卽ち 

河 上の 温泉に 浴す。 心身 二つながら 爽然、 旣 にして 荒 尾、 蠣 崎の 來 るに 會し、 澄 下笑談 して 晩餐に 就きぬ" 

七月 I 一十 六日。 天候 依然よ し。 余 獨り夙 起し 溫 泉に 浴して 自炊の 準備 をな し又讀 書す。 神 心 浪徹、 書に 對 しても 毫も 亂れ ず。 

唯 話者の 多き が爲 めに 思 ふが 如く これに 耽る 能 は ざり し を 憾みと す。 午後 橋 口 農場の 一 小作 家に 就き 一」 野菜 を 買 はんとす。 遙 

かに 一 小屋 を 見る 時、 小犬の 强吼 して 余 等を迎 ふるに 遇 ふ。 平然として 進んで 門戸に 逼り、 内 を 窺へば 姉妹 二人 あり、 傍に 

1 嬰 子 を 看護し つ k 相 戲す。 其 和睦の 狀眞に 天来の 樂に 庶幾し。 余 就て 其 母の 所在 を 問へば 長女 嬌羞 を 發し眼 を 垂れて 僅 

かに 答 ふ。 齢 十一 二、 無 邪 甚だ 可憐な り、 母なる 人、 畑 中に ありて 耕種に 從事 す。 之れ を 呼び 乞 ふに 靜菜を 以てし 僅かに 體 

菜と 少 許の 豆 を 得たり。 夜 飯の 美味 は 之れ のみ。 此 家の 主人 は傳習 科の 卒業生な り、 嘗て 師範 學校を 卒業せ しもの なりと 云 

ふ。 性 勤勉に して 忠實、 傳習科 生徒の 模範な りと 云 ふ。 唯 其 人に 接せ ざり し を 憾みと する のみ。 

七月 一一 十 4JB。 陰晴 定まらず、 I 日 を無爲 にして 終れり。 

七月 二十 八日。 此日鈴 木 敬策歸 り、 荒 尾 病 宜しから ず。 

七月 二十 九日。 朝 來雨濛 々たり。 今日は 井街、 鈴 木の 來る 可き 日な り。 然れ ども 雨 此の 如し、 恐らく は 来ら ざらん と 思 ふ。 

然るに 午後 二 時、 二 氏 卒然として 傘 衣 露 を 滴らして 来る。 無聊の 同人 懂喜 しで 之を迎 へ、 これより 室內又 更に 喧 なり。 ゥヰ 

リ ャム. ペンの 傳を讀 む。 ペン や 族の 家に 生る。 其 父 海軍に 職 を 奉じて 功名の 念 日夜 を 捨てず、 其 兒の眞 面目に して 寡默 

の 人と ならん とする を 見て 青雲の志 にあ" ずと なし、 方 を 講じて 勉めて 華捷 ならし めんと す。 ぺ ン 幾度 か 其 毒 界に投 せられ、 


心 志 幾度 か 素行 を 捨てん としてし かも 嘗て 晦 まされず、 毅然として 其， 问ふ 所に 進み、 父 をして 一 度 は 怒りて 放逐し、 終に 其 志 一 

の ふ 可から ざる を 知って 其 欲する 所に 從 はしむ るに 至りぬ" 爾來 幾度 か 心身の 强 敵に 遇 ひて これと 健闘し、 從. せず、 

多々 益 i 辯ず るの 槪 ある を 見る。 しか ，-^ 其 間 其 家庭に 经る 所の 手書の 如き は、 然 春風の 巧 花 を 吹く が 如く、 人 をして 3^ は 一 

ず 英雄の 胸中 閑日月 ある を 嗟嘆せ しむ" ペン や 其 名廣く 聞こえず と雖 も、 しかも 傑し。 靑 年血氣 徒 ナボレ オン を ^ き ビス 一 

ヤルタ を 聞けば 慷 i. 激越、 鉄 を彈し 唾壺を 破り、 昂然と して 四海の 志 を發す 可し と雖 も、 しかも 深く 其 志 意の 仍 りて 起る 所 

を 探れば、 漠然とし C 雲 をつ かむ が 如く、 之れ を 久しう して 夢に 似た る感 なくん ば あらず。 然るに、 グ ラて トス トンに 聞き バ ) 

ンに 聞く も. の 初め ゃ慊焉 として 未だ 我が 師表と なすに 足らざる やの 感 あり。 唯 衷情 其 人の 堂奥 を 極めん とする の 傾向 は 益 i 

if きを 見る。 かくの 如くして 次第に 其 人と 爲りを 知る に 及びて や、 畏 然として 其 前に 容を 正して、 其餺々 たる 言 を 聞かん 堪 

を 欲せ ずん ば あらざる なり。 ペンの 性行の 如き、 實に 此の 如き もの あり" 行 爲の單 純なる， 强ち 意識の 單 純なる を 表 はさ^ 一 

るな り。 意識 許 多の Struggle を經て 初めて 行動 矗 として 一 絲亂れ ざる を 得 可し。 其 雲と なり 雨と なり 龍 攘虎醯 の 行動 ある も 

の、 未だ 以て 其 意志の 確乎 拔く 可から ざるに 至らざる を 現す ものに 非ず や、 非耶。  一 

七月 一一 一十 日" 晴雨 不定" 初めて 御所 苧の 新しき を 得、 食に 及ばず して 食し、 膳に 向へば 菜な くして 腹 は 卽ぢ滿 ちたり。 終 一 

に 食せ ずして 止む。 夜、 旗亭の 主婦 及び 阿孃來 り雙六 をな す。 數々 の 失敗に 滿 面の 墨痕 夜 を 徹して 落ちず。 此夜晴 明 ー點の 雲な _ 

し" 豁 河水 倍して？ i 更に 淙々、 浴 止んで 山頂 十三夜の 月 出 づるを 見る。 淸新幽 逸 情 を 牽く事 誠に 多し。 卽ち谿 橋 を 渡りて 前 一 

山 を 歩す。 泉氣 高く 早く 山腹に 搖曳 して 白 霧の 如く、 月下の 直 木陰 黑 うして 其 間に 隱 約し， 恰も 生や-得て 隱れ 且つ 現 はる も 一 

の k 如し。 筧 水の 急 雨の 如く 奔下 する を 掬 ひて 之れ を 吞む事 三 口、 滿身嚼 如た るに 至りて 更に 長 古 を 歌 ひ 悠然 亭に 蹄り、 ニー 

更. 1 に 就く" 時に 雲 出で. -媳 娥屢. - 蝕まれ、 終に 暗黑 裏に 沒 入して 獨り豁 聲の滔 々たる を 聞く。  一 

七月 H 十 I 曰。 荒 尾の 病 益 i 惡く飮 食 共に. 吐く。 自ら 意 を 決して 終に 歸らん と 云 ふに 及び、 驛に 命じて 馬 率 1^ 僦ひ 、驟雨 一 過 一 

の 後 御者の 晴天 を斷 ずる を 聞きて 卽ち發 す。 時に 二 時。 去る に 臨み 多少の 感 あり。 蠣 畸 獨り殘 る。 橋 を 渡りて 山^ をル する： 
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に、 對 岸に 在りて 遠く 望み 大聲 して 告別す。 聲 次第に 遠く、 谿嫛 亦. 1 く、 水 失し. 橋 失し、 螭崎 失し、 旗亭 失する に 及びて 

茫然と して 徐泗 {1^ しきの 感に堪 へず。 旣 にして 雨乂 降り、 蕭然車 を 擁して 步 むの 85 も 敗 卒の負 1 の將に 侍して 窃か こ 走る 

が 如し。 余と 鈴 木 車 を 挺して 先づ 進み、 急 歩して 石山に 達す。 時に 五 時、 卽ち粗 菜 や 買うて 空腹 を 癒し、 夜に 入る を 恐れ 後者 一 

の 來るを 待たず して 先づ發 し、 冬顏 葉に 雨 を 凌ぎて 豐平川 を 徒渉し、 藪逕を 拾うて 漸く 水門に 達し 點燈の 頃 家に 歸る。 人 無 _ 

し卽ち 飯せ ずして 寢ぬ。 翌 * 晏 起して 夜來奇 夢の 頗る 多 かりし を覺 ゆ。  一 

九月 一 11 日。 此 夜- 西本願寺 別院に 島 地默雷 師を訪 ふ。 我 は、 若し 師が淸 ^あらば 少しく 佛敎に 就て 聞く 所 あらんと 樂 みつ、 一 

行きぬ。 程なく 案内 せられぬ。 師は 例の 如く 小 軀莞笑 を 以て 迎 へられぬ" 座 邊には 唐紙に 師が 書かれた る 書の 幾 枚 も散亂 せ： 

る を 見ぬ- 外に 役僧 二人 師に 侍しに 雜用 を辩ぜ り。 我 は 師に間 ふ 折 もがな と 思 ひつ.^ 在りし 間に、 老いた る 一 人 は 来りぬ。 ： 

何 か 入の 前 を も 憚らず 雜談を 始め、 役 傅 亦 これに 和して 我 を 省みざる が爲 めに、 我 は 終に 師と談 ずるの 機會を 得ず、 空しく 

跪^して、 是 等の 談話 を 傍 聽 する のみ。 旣 にして 我 僅かに 釋 迦の傳 に 何者 あるか を 聞きて 『御世の 光』 と 云へ る 書 ある を師 

より 敎 へられし に、 先き の 老人 又 口を出して 『大聖 驛迦』 ありな ど 云 ひて 又 話 を 他に そらさん とす。 我 又、 11 迦 の說敎 せる 一 

もの 、中、 我々 が 最も 何を讀 むべき か を 聞きて、 維摩と 今 一 つ を 得た る もよ く 聞かざる 中に 彼の 老人 又談を 他に 轉じ 終りぬ 

腹の 立つ 事甚 しけれ ども、 師も亦 平然として これと 對談し 我に は 至極 冷淡 なれば 聞かん 術 もな し) 卽 ち匆々 辭じ歸 り， 所謂 一 

佛敎 信者なる ものが 彼の 老人の 如く、 所謂 大 僧侶なる ものが 雨 田師の 如き 所 爲を爲 すか を 思へば、 我 は 佛敎の 僧俗に は鎮る 

まじと は覺 悟しながら、 佛 敎の惡 しき 爲め 此の 如き 信者 を 生ずる に は 非ず やとの 疑問に 閉 さされん として 痛く 今迄の 忍耐 を 

失 <1 せんとす るな り。 嗚呼、 佛敎は £K して 信ずる に 足らざる の敎 なる 可き か。 嘆ぜ ざる を 得ん や、 奧ぜ ざる を 得ん や、 鳴 呼， - 

今日の 師が 談話の 中には、 日 宗の 僧侶が 躁ぎ 立ちし 時、 危 しと 人の 戒 むる もの ありし かば 夜な ど は 說敎に 出で ざり きと 言 ひ 

給 ひき。 勿論 無益の 徒に 贵 重なろ 命 を與 ふる 馬鹿 は 非ざる 可し ゴれ ばと て 法師 配流 せらる、 五 年に して 死せ し 時 「此鍋 

こ 逢 はず，； ils でか 專修 の！. M を 海内に 廣 むる を 得ん」 と 言 はれし と 聞く。 源 空 は 配流せ し 人が あながち えらき 人と も 思 は ざ 一 


りしな らんに、 是等 にさへ 飽くまで も 道を說 さて 終に 流刑の 憂き目 を 見し 事の 愚か さよ" 雨 田師は 賢者なる 力な。 

十一月 十一 1B。 此夜豐 平 能の 上に 宮川經 輝の 演說を 聞け り。 氏 は 現今の 所謂 元 勦なる 人、 例へば 山縣、 棒 山が 至誠と 云ぶ 

點に 於て 犬に 得る 所 ありし を 云 ひ、 下りて 三十、 四十 歳 位の 人に 至り C は 此點に 於て 大に缺 くる ある を 云 ひ、 術に きけ たる 

の 人 は 多くして しかも 中心 至 明なる もの は寥々 たり。 しかも 先人が 爲し 來れる 素養の 幾分 は此人 等に も遣傳 せる が 如き も、 

再 ド 下りて 二十、 三十 前後の 人に 至りて は 修養と 稱す 可き もの K 如き は 全く 缺 如し、 紛々 たる 輛薄殆 んど云 ふに 忍び ざらん 

とすと 痛論し 来り、 精神 界の 最大 危機 は此 時な りと 斷 案し 吾人 は 宜しく 畏敬の 念 を 養成せ ざる 可から ずと 結論せ り。 余け 師 

の 人物の 如何 を 知らず、 又其演 說の灤 淺を考 ふるに 山な しと 雖も、 余 は 今日の 靑 年が 愈 i 輕 薄の 域に^ らんと する を 兌て、 

自ら 省みて 寒心せ ずん ば あらざる なり。 余 は 常に 思 ふ、 今日の 元勳 者の 行爲と 手腕が 如何に 鈍なる か を 知らず と雖 も、 彼等 

ま少 くと も 一 度 は 死 也 こ 臨める の士 なり、 或は 孔道、 或は 佛 道に 參せ るの 人な り。 當 今の 學牛： の 如く 死者 を 見し 事な きもの 多 

き 類に あらず、 又 宗教 を裝 飾の 如く 見做して 孔子 も佛も 基督 も 一 通り は 研究しながら 深く 何れに か 依りて 自ら 寸ー脚 地 を 確定 

せざる の 類と は潠を 異にせり。 彼 は 確かに 狭し。 彼等 は 又野蠻 的な り。 しかも 一片 耿々 の 心 は 滴 彼等の 中に 見る 可き もの あり。 

，だ 等は少 くと も 一 方に 眞 面目なり。 而 して 今の所 謂靑 年に 至りて は、 或は カント を說 き、 或は 孔子 を 罵り、 或は 怫敎を il じ、 

或よ 基督 敎を輕 重し、 其 横に 極む る 所 は 頗る 廣 きに 亙れり と雖 も、 深さに 於て は 秋 毫も 見る 可き ものな く、 古聖 百日の 敎示 

唯 飯 前の 哲學談 として 雲烟視 せられん とす。 所謂 靑 年なる もの は 堂々 として 宗敎を 論ずる の 傍に、 利と 名と 佥 とに 齦蹤 しつ 

つ あるな り。 彼等 は 眞理の 貴重す 可き を 云 ふ。 しかも 利と 名と 金との 前に は 塵埃に 等し。 此の 如くして^ 流に 出づ" 社お の 

濁流、 豈 これ を拉し 去りて 不測の^ 淵に 投了 するな からん や。 日本の 前途 は漠々 たり。 急湍 直下なる 語 は 以て 社 會が下 ..i に 

沈； 一^す る を 形容す 可し" 今にして 國家 志士 を 要せず とせば 何れの 時 か 志士の 要 あらん や。 しかも 志士と して 熱血 を 揮 ふ 可き 

靑年者 は 徒らに 宗敎を 玩弄 視 して、 眞 面目と 云 ふ 事 は體軀 の何處 にも 認 むる 能 はずな りぬ" 嗚呼 靑ハ 小此五 尺の 小驅を 惜んで 

世に 碌々 たる 可き の 時なる か。 大覺悟 は 吾人の 大 急務な り。 呼、 大 急務な り。 

1 八 九 八 年  七 五 
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第二 卷 

1 八 九 八 年 (明治 三十 一 年) 〔承き 

十一 一月 一一 十七 曰。 今年の 春 期 休業 は 森 本 君と 共に 輕 川に 遊びぬ。 四 五日の 滞在な りしと は 云へ 余は仍 りて 少 からざる 利益 

を 得て 歸れ り。 今や 歳月 琉徂 冬期 休業 は 到りぬ。 卽ち又 定山溪 に 年を经 るに 決し、 此日を 以て 君と 共に 發す。 晴天の 續 きた 

る 事と て 道 は 至ってよ かりし も、 米 を 初め 食物 類の 荷物 多 かりし がた め 橇を獄 ふの 止む を 得ざる に 至り、 之れ に乘 りて 石山 

に 到る。 幸 ひに して 又 橇の定 山溪に 行く もの あり、 仍 りて 之れ に 荷物の み を 積載し、 歩して in 時半 頃 佐 藤に 着す。 溪流 一 帶 

の 風光 譬ふ 可き ものな し。 永 山、 中島 等 も 後よ. C 来れり。 此夜又 君と 談 宗教の 事に 及び、 及ぶ 毎に 余の 腑甲斐な きを 歎ぜず 

んば あらず。 君 は sinful に 就て 深く 極め、 最も 之れ を 知る 事 を 得る に 反し、 余 は" in の 多き を 知りながら 之れ を眞に 深く 心 

に 占めて 恐惶 措く 能 はざる が 如きに 至る 事 能 はず。 殘念 至極な り。 嗚呼 泣きし 後に こそ 眞の笑 は 來れ。 余 は 泣かず して 笑 は 

んと 欲す。 焉ぞ眞 の 笑 を 得る 事 を 得ん や。 而 かも 余 之れ を勉 むる 能 はず。 嗚呼 此 弱志 を 如何せん" 

十二月 二十 八 B。 曇 犬。 時々 雪 降る。 起床の 時默 思せ り" 之れ 余に は 珍ら しき 事に て あるな り。 餘 りに 自然が 麗 はしかり 

ければ なり。 耳底に 徹する の 豁聲は 恰も 急 雨の 如く、 其 音の 響く 所 は 萬 物皆淨 めら る  が 如き 心地す るな り。 朝ゴ プチ エル 

傳を 二人して 會讀 し、 午後 は 共に 散 步す。 溫 湯の 湧く 所に て鷄 卵な ど. K 煮て 禽す。 舉 校の 事な ど は 百 里 外に 逸して 今 は 心の 

那邊 にも あらず。 又 松 村 介 石の 「立志 之 礎」 なる 書 を會讀 す" 夜 互に 前途の 志望に 就て 語り、 轉た < ^慨の 窮る所 を 知らず。 

余 や 不肖の 身 を 以て 鎖 かの 筆力に たよりつ、 文學に 志し、 庶幾く は、 人心の 幾分に 資する ところ あらんと 希 ふ" しかも 智志 

共 に 遲鈍 にして 到底 此 大事 に當 るに 足ら ざ る が 如く 感ずれ ども、 苟も 人 として 世に出 づる 以上 は、 唯 日々 の 食 こ 齲齪 として 


死 こ 果てん は、 余 愚な りと 雖も. 亦馘 ふところ にあらず。 唯、 出精 勉强 31 さんと すると ころに 男 進して 止む の 外な からん。 

比 進の 大 決心 を 爲す は、 實に 今日の 最大 急務な り。 余 は 此事を 知りつ.." も、 時に これ を 果す能 はず、 時に 無益なる 時 問 を 

浪費して 悔いざる こと 多し。 古人に 對し、 又 兄に 對し實 に 恥づる 所な り。 願く は、 向後 此の 如きの 失策 あるな かれ" 切望に 

堪 へざる なり。 

十一 13- 一一 十九 or 三十 一年 も 早 二日 を殘 すの みとな りぬ。 我の 一歳 を 重ねん とする 時は旣 に來れ り。 朝來滿 天. 菲々 として 

雪 降る。 朝 二人に て 「立志 之 礎」 を讀 み、 午後より 散歩し、 入浴して 夕刻より 「求 安錄」 を讀む U 夜に 至りて 興 益 i 多く、 . 

而 かも、： J を 刺戟 せらる >t 事實 一にして 足らず。 戰々 として 身の 震 ふを覺 えず。 嗚呼 余 何に 足らざる 所 ありて、 かくは0^理を 

求む る事渴 する が 如き 事 能 はざる か。 何 を 苦しんで か、 獨り 岐路に 迷 ふの 愚 をな すか。 實 に.！！ ら 解す るに 苦しむな り。 然れ 

ども、 余 や 幸に して、 世の 人の 如く、 輕 燥に 一身の 大方 針 を 定めて、 活 然として 關せ ざろ が 如き 事な きを 多と する のみ" し 

かも 何 待 迄 も 決せざる は、 これ 又 余に 足らざる ところ あれば なり。 悲しい かな。 此の 夜默 想の 時、 初めて 森 本 君の 前に (否、 

人の 前に〕 余が 祈禱 を發聲 したり。 余 は 求 安錄に 非常なる 感動 を 受け たれば なり。 願く は、 此 感動に して 永く 余が 心中 を 支配 

せよ リ 

十一 1 月 11 一十 日。 晴天。 昨夜 は 余と 森 本 君と に 取りて 實に 非常なる 時な りき。 佘は其 時の 出来事 を 日記に 載す るも敝 ふなり。 

嗚呼 若し 余に して 平生 毅然た る 丈夫の 心 あらしめば 森 本 君 をして か. -る擧 動に 出で しむる 事 は 夢 之れ なかり しなり。 维党佘 

が 鍛鍊の 至らざる 罪 遂に 累を森 本 君にまで 及ぼさし めぬ。 余 は 秀麗、 貧 夫 も 其 心 を 正しくす ベ き此定 W 溪の 山水に 對 して 此 

事 ありし を 痛く 恥づる ものな り" 余 は 再び 山水 を觀 望す るの 勇氣 なきに 至りぬ" 淚は 余が 此日 終日の 伴侶な りき。 悲しき も 

の は 惡に誘 はれ 易き 人の 心なる かな" 

夕刻に 至りて 河 野、 三 吉其他 四 人の 中學 生札幌 より 來る。 其 時 母上、 母、 海 江 田 氏より 受. 使す。 母上の 狀 末に 一首の 歌 

あり、  ： .  , 
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夢に 過ぎ 夢に 迎へ て 一 年の 暮る  は 早き ものに ぞ ありけ る 

と、 嗚呼 眞に 此の 如し。 

十二月 1 一一 十一 B" 雪 天〕 朝 中 學の入 等の 室に 至りて 加留多 取り をな し、 初めて 世俗の 歳暮の 感 あり。 午後 五 時 一同 歸 札す。 

夜、 歳暮の 感を 草す。 曰く、 

過去 も 此の 如くに して 去り、 現在 も 此の 如くに して 去り、 未来 も 此の 如くに して 去りて 人は老 ゆ。 嗚呼 余 も 此の 如くに 

, して 去りて 逝かん とする か。 唯 如何にして 此の 如く せん、 余 は 過去に 鑑みて 慄然たら ずん ば あらず。 未 來は茫 たり" 而 

かも 希望 は 余 を 助 導す。 余 は 過去に 失 ひしの 多き に 顧みて 未来に 得る の 多き を 講ぜざる 可らず。 悲む 可き は 時に して 喜 

ぶ 可き は 時なる かな。 

今夜 iS 檠の下 佘は森 本 兄と 共に 定山溪 の 逆旅に あり。 溪聲は 近く 耳に 交りて 澄 心の 介と なり 山 色 は 淸く眼 を 過り て 默考の 

伴と なる。 野人 閑 坐して 年の 逝く を 知らず。 徂ハキ は匆々 として 明治 三十 二 年を迎 ふるに 殆んど 十 時を剩 さざる なり" 願く は 

余 をして 爐邊に 坐して 暫く 想 を 過去に 溯らし めよ。 

病弱に して 顏色 蒼白 意志 極めて 弱 かりし 余が 幼時、 感情 激甚に して 人 を 無にし 客氣 極めて 高 かりし 余が 少時 は、 實に 失敗 

と 慚悔の E 鎖な りき。 余 は 過去 を顚 みて 毫も 凡常に 異る 所な き行爲 のみなる を 知る" 余 は 過去に 於て 千 入 中の 千 人な りき。 

只十餘 年に 亙る 余の 行程の 間、 常に 余の 心底に 徂徠 せし もの は 稼穑の 生活と 文學 者の 生涯な りき。 余が 不安なる 心 志は屢 i 

外物の 刺戟に よりて 滴 心 を 逃れし 木片の 如く 漂々 として 所在 に^ぷ 事な きに は あら ざり しも 再び 渦中の ものと なりて 一 所に 

通旋し 了る を 常と しき。 され ど 余が 當 時の 思想 は 極めて 不純 極めて 曖昧なる ものにして 唯々 夢中の 夢に 過ぎ ざり しなり。 

余 はか る模稜 なる 思想 —— され 共 其 思想 は久 L  く績 きし 所の 11 を抱懷 して 遠く 札蜣に 遊びぬ。 余 は 礼暢に 於て 豫 望せ 

ざり し 幾多の 利益 を 得たり。 佘は 秀麗なる 自然に 接し、 卓識なる 先輩に 接し、 誠實 なる 良 兄弟に 接して 余の 彈 力に 乏しき 心 

志 i 少しく 見聞に 對 して 反撥す るに 至りぬ。 若し 余の 生涯が 層々 たる 段階に よりて 連結 せらる  ものな りと せば、 此事 あり 


し は 確かに 余の 一 段階な りき。 佘は 初めて 人なる 不可思議 物 を 解釋す 可く 始めし なり。 佘は 自己の 解 釋に滿 足す る 能 はず。 

儒 敎に滿 足す る 能 はずして 佛敎に 行きぬ。 彼 は 余に 說 くに 高遠なる 說理を 以てせり。 余 は 眞理の 確かに 存在す る を 感じて、 

之れ に 向って 進みぬ。 余 は 之が 堂奥に 登らん として 精進す る もの 殆んど 一 年 半に 及びたり。 然れ ども 彼 は 余に 光明 を 示す が 

如く 示さ どるが 如く、 來 るが 如く 来らざる が 如く、 幾度 か 余を滿 足せし めんと して 幾度 か 失 せしめぬ。 先 紫 は 余に 向うて 

或は 無益の 勤勞 にあらざる か を 疑 ひ、 兄弟 は 余に 其 達す 可から ざる を說 く。 而 して 余が 佛敎の 研究 中徐々 として 余が 胸^の 

1 方より 侵入し 来れる 基督 敎の 敎理 は、 余 をして 暗 中更ら に 暗 を 加へ ぬ。 摸索 百番 して 尙 光明 を 仰ぐ 能 はざる に 至らし め 

たり。 

され 共 余 は 之より 一 轉 歩した る 境遇に 於て 明治 三十 一 年を绘 らんと するな り。 余 は 余が 兄弟の 非常なる 熱誠と 忠 切なる 勸 

言に よりて 僅かに 一 點の 光輝 を 仰ぎ 得たり。 而 して 時よ、 汝は匆 々として 余 を殘- 去らん とす。 汝は 余が 身邊を 離れん とす 

るに 際し、 余が 頭 迷 進み 難き 心 志の 遲鈍 を呵々 として 大笑す るなる 可し" 嗚呼 然り、 余 は 實に爾 かなり。 去れ ど汝特 よ、 汝 

は 余が 遲鈍を 記憶す ると 共に 余が 衷心の 眞 面目なり し を も 幸に 忘る 事な くして 去れ。 余 は 再び 汝に會 せざる 可し。 鳴 呼 時 

よ、 汝は 幾度 かの 機 會を與 へ 11 余の 不肖 はこれ を 獲得す る 事 能 はずして 汝の 志に 負 ふ 所 多 かりし も 11 平等の 龍 光 を 分ち 

たる を 謝す。 嗚呼 時よ、 過去の 時よ、 余 は 汝に對 し轉た 多年の 知己に 訣る i の 感に堪 へず。 憶 ふに 汝は杳 として 遠く 去り、 厲 

理の 宮殿に 復歸 せんと はすらん。 而 して 余 は舊に 依りて 獨界 に輾轉 せざる 可から ず。 時よ、 過去の 時よ、 さらば 键全 なれ や。 

余に 來 りし 過去の 時 は 此の 如くな りき。 而 して 世界に 來 りし 過去の 時 は 如何な りしと する ぞ。 十九 世紀の 代爽 者と も 稱す 

可き 虞、 此の 二 翁 は 共に 今年 を 以て 逝け り。 其 他 三十 一年 は 幾多の^ 麟兒を 生じた る 可し と雖 も、 又 幾多の 老^ 人 を 葬りた 

り。 而 して 来る 可き 時 は 佘等を 彼等の 後 襲と して 待たん とす。 去りし 時 は 余に 教訓 を與 へ、 来る 可き 時 は 余に 舞？； ぜを與 ふ。 

嗚呼 余 は此臺 上に 長袖 を 振うて 何 を か 舞 はんとす るぞ。 

謙遜なる 希望 あらしめ よ。 卑屈なる 希望 あらしむ る 勿れ。 佘は來 る 時 を 待つ に 此語を 以てせん。 人 は 己れ の 竊祌技 ii を充 
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分に 鍊 磨す るの 繁雜を 厭 ひ、 自ら 穀 中に 蟄居して 管 見 を 之れ 事と し 日々 に營々 とし て^を 天外に 放たざる が 故に W. 地 {0: ら狭 

搾して 世俗に 媚び、 高貴に 詔 ひ、 唯 以て 浮世 一睡の 榮に醉 はんと 欲す。 之れ 豈 卑屈なる 希望に あらず や。 嗚呼 眞に 人生 を 解 

歸 すろ 能 はずして 醉生夢 死し、 己れ の 頭髮の 一條 だに 如何なる ものた る や を 知る に 及ばず して、 话然 意に 介せ ざる もの 悲む 

可から ず や。 人 はかく 言 はる >- 時 憤然として 爾は 卑屈なる ものに あらず と辯抗 す。 而 かも 世上 滔々 何ぞ 此の 如き 輩の 多々 な 

る や。 嗚呼 遲 鈍なる 余 も實に 衆と 共に 永く 此 境に 沈湎せ しもの なりき。 され ど 佘は今 幸に して 此 境遇より 謦醒 せられたり。 

余の 本 來は斷 じて 今の 如く 精神な きものに は あらざる なり。 技倆な きものに は あらざる なり。 唯 姑息 因循の 陋習 は 余 をして 

此の 如くなら しめしの み。 余 は 奮起して 之れ を囘復 以て 余が 本領の ある 所 を 示さざる 可から ず。 遮莫、 佘は 余の 本領 を發揮 

して 何に 致さん とする か。 余 は此に 至りて 再び 迷宮に 沒入 せるな り。 余 は 余の 本領の 向 ふ 可き 方向 を 知ら ざり し。 余 をして 

換言せ しめよ" 之れ 余が 眞に 人生の 目的 を 解 II する 事 能 は ざり しに 坐す る ものな り。 

余 は 幼時よりの 希望に 從 うて 本^ を發揮 せんに は文學 によらん ものと 決心せ り。 され ど 余 は 余の 發 揮した る 精神と 技倆 を 

功名の 爲 めに 用 ふ 可き か、 富貴の 爲 めに 用 ふ 可き か、 瓧 會の爲 めに 用 ふ 可き か、 將た入 類の 爲 めに 用 ふ 可き か を 知らず。 あら 

ず 余 は 之れ が 最後の 目的た る 可から ざる を 知り、 更らに 高貴なる 一 物 を 獲得せ ざる 可から ざる を 知る もの なれ ども、 未だ 之 

れを 獲 得する に 至らざる を 如何せん。 余 は 僅に 岐路 を 離れ、 光明に 向って 進まん としつ  ある ものな り、 余に して 之れ が 解 

擇を 全うする 能 はずん ば、 余が 本領 は 何す る も のぞ。 余 自身 は 何す る も のぞ。 佘は此 に 生きながら 葬られ ざらん のみ。 余 は 

深く 決心す る 所な かる 可から ざるな り。 

「貧乏人、 無智の 人、 罪人、 嗚呼 窮せ ざれば 基督の 酒宴に 侍する ものな きが 如し」 とは實 に眞理 なり。 余の 家 は 幸か不幸か 

不足な きまでに 富めり。 余 は 自力の 屈 理窟 を 製造し 得る 程の 知識 を 有す。 佘は 余の 歷史に 於て 悲劇に 接せし 事 殆んど 皆無な 

りき -11 恐らく は屢 i 来りし ならん U され 共 余の 罪深き 不，； 意 は 之れ を 放任した りき。 11 嗟、 余 は實に 基督の 酒宴に 侍り 

難き ものな り。 さはれ 神 は 全く 余の 行路 を 杜絕し 給 はじ。 佘を窄 き 門 に 導き 給 はんが 爲 めに は 余に sinful なる 事を覺 悟す 可 


き 一事 を殘 されたり。 余の 行路に は陷萍 と障礙 多し" 然 かも 余 は 行く 可し、 行かざる 可から ず。 社會は 今や 全く 惰眠に 入れ 

り。 必耍は 彼等に 覺醒を 呼べ ども 一 人 も 頭 を もた ぐる もの だに なし。 而 して か.^ る 不幸なる 社 會の现 象 は內村 氏の 所 .Hw 胪 

責任の 塑 として 覺醒 せる もの、 雙 肩に は あらざる か。 社會が 腐敗す る 事 益.^ 多 からん か、 醒 せる もの 、資任 は G;^ も m_ し、 

余 や 決して 其 人に あらず と雖 も、 然 かも 僅かに 覺醒の 緒に 就かん とする もの、 自ら 責任の m; 犬なる を 思うて 饨 然として 2ズ れ 

ずし. まあらざる なり。 さはれ 余 は 行かざる 可から ず。 嗚呼 余に 大膽と 勇氣と 小心と を與 へよ と は 余が 過去に 念じた ろ 所に し 

て、 又 未来に 念ぜざる 可から ざる 所な り U 

余が 年末に 於け る觀 は 恥し くも 1. 余 は 記して 此に來 りて 泣けり — 此の 如き もの &み。 さはれ 庶幾く は 之れ をして W 

面目なら しめよ。 余 をして 死 天 屍 地に 陷 らしむ る 勿れ。 余の 滿悅は 如何 計り ぞゃ。 

来る 可き 三士 一年 は 余に 如何なる 機 會を裔 す 可き や を 知らず。 將た 如何なる 思想 を裔す 可き や を 知らず-。 唯 余 をして W び 

三十 一 年に 對 してな せる が 如き 告別の 辭 なから しめよ。 余 をして 全く 卑屈なる 希望な」 離れて、 謙遜なる 希望 を 固守せ しめよ" 

肇を擱 く 時 正に 九 時、 嗚呼 新年 は 三時の 後 を 期して 來 らんと するな り。 

_  A  ^  A  ^  (明治 三十 二 年) 

一月 一日。 li 杳 として 三十 二 年 は 来りぬ。 嗚呼 H 月 して 入 を 待たず。 昨夜 一夜 は 二人 一 中に ありて 終 に^ねず 徹： 仪 

をな したり。 其 結果に や 今日は 實に 心地 啻 なら ざり き。 

朝、 永 山 將軍を 其 室に 訪ひ 其經. 險談其 他 其 》說 等 を 聞く。 永山將 軍は溫 1^ やの 老奸 人な り。 彼 は 老人と して 交る によし" 彼 

iDn 職 を 被らし むれば 彼に は 半 文の 價 値な きなり。 故に 彼が 宵職 より 全く 齜れ たる 今に 於て は、 彼の.^ r 兀の. *^?£=r^.w る^ 
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い ぞん 

想 は 春の 如き 心中より 湧出して 轉た 其怕然 たるの 風に 驚ぜ しむ。 其 老西 郷を設 き、 北海道の 前途 を 說く邊 の 如き は 余 をして 

得し 所 少なから ざら しめたり。 两鄕の 常に 入を敎 うるに W ひし 套語 は、  ■ 

入 は 倒る ><,x? 其 精神 は 決して 共に 倒れず、 必ずや 世に 殘 りて 偉大の 事業 を 奏効せ ずん ば. y まず。 

と 云 ひしと 云 ふが 如 き は將 軍に あ ら ず んば 聞く 能 は ざろ 所な り。 

午後 將軍は 又 余 等 を其樓 上に 招き 中 食 を 供され、 種々 話 ありし も 昨夜 を 徹せし 二人の 心頭 は 眠 氣に堪 へず、 失敬と は 知り. 

たがら 熱心に 傾聽 する 能 はずして 辭し來 る。 夜 諸方に 賀狀を 出す。 其 他 記事な し。 

一月 二日。 T 圳天 近頃 珍ら しく 暖かな りき。 ：昨 夜 は 一昨夜の 疲勞 によりて よく 寢 ねたり。 朝は讀 書に 費す。 午後 は會 話に 讀 

P ち やま 

書に 時 を 費し、 又 夜 は 四方 山の 話 をな す。 本年な す 可き 讀 書の 問 题な. と 出で たり。 而し 、其 中 Calryle が 或る 靑 年の 爲 めに 

なせろ 讀 書の 注意 あり。 故に 之れ を 左に 揭ぐ。 (英文 略す) 

1 月 lllnT 晴天。 朝 八時 起床。 午前 は 殆んど 談話に 終 ゆ。 余 は 森 本 兄に" Ilero-Worship" に 就て 不審なる 所 を 質したり。 

午後より 入浴し 川邊を 散歩す。 泉の 氣溫 かなる 所に ありて は、 雪 全く 解けて 草の 油々 として 出で たる 所 あり。 北海の 地， 

にして 霰 冬 一 日 此奋觀 に 接す、 眞に 天来の 妙景 たるの 感 なくん ば あらず。 此日は 天氣は 割合に 和煦 たりき。 

夜 想 をな すに 當 りお. 賴紛亂 して 毫も^ 1 せず。 之れ 藍し 余が 默想 をな す 時に 當 りての 陋習に して 心 を 一 にして 此に 赴か 

しむる 事 能 はず、 爲 めに 長時間の 祈禱も 何の 効 もな くして 終る 事 あり。 之れ 實に 余が 眞理を 慕 ふの 念 弱さに 坐す る ものなる 

可し。 若し 腾 理を慕 ふ事渴 くが 如く あらば、 此の 如き 不始末 は 決して 起り 来る 可き にあらず。 平常の 學科 にても 之れ を 一時 

間な す さへ 僅かの 進歩より なし 能 はざる に、 況んゃ 人生の 大 問題 を 解 II せんがた めに 半時 間默 想す ろ 事が 出来ず ば 到底 一 大 

事の 解決 を 得ん とする は 誰 事なる 可し。 犬に 決する 所な かる 可から ず。 今夜は又伊藤肇1^^;及び星野純逸君等の話出で 一 一人 共 

1^ 慨に 沈み 果てぬ。 嗚呼 余の 如き 不能者 は 充分の 奮發 をな さどれば 到底 君 等の 足跡 を も 踏む 事 能 はざる 可し。 

一月 四 曰。 朝 七 時 起床、 午前 は 家に 在りて 談話 をな す。 又 十 時より 永 山 軍" > 其 家に 訪ふ。 氏 余 等 を 引きて 懇々 として 談 


ぜ りる。 其 精神 上の 談に 及ぶ や 熱心 而に顯 れ^く もの をして 思 はず 襟 を 正さし めたり。 氏は11家なろ十：臺の上に^=^所^3をぉ 

し 忠孝 を 以て 道 を 行 ふの 規矩と なせり。 而 して 此 拳に 就ての 所信 は赏に 堅固 立派なる ものにして (《? 凡の 企て 及ぶ 能 はざる 所 

なる を 知りぬ。 彼 は 確かに B: 豕的觀 念よりの 悟道 者な り。 『se 目に 阔 家なる： f に 就て 製 念せ ざれば 到底 碗 乎た る 安定の 地に 

達する 能 はず』、 『人に は 胸屮に む あり。 之れ が 示 導 を 受けて 事 を 行 は^ 何事 か： 小 正なる もの あらん。 我若し不^^をなさば 

良心 は 必ずや 我を責 む』、 『勇氣を^^-ぜんと欲せば古人の行跡に接して其迹に鑑むるにぁり。 勇進の 氣 自ら 生ぜん』 は 氏が 

談話の逋鎖中-.i於けみ^i^^^りき。 余 は 之 等の 金言 を 一層 潜 大して、 之れ を 求道の 上に 應^ す 可き 惯値 ありと： 3-。 氏 は 

に 同家 的觀 念の 悟得靑 なりと 雖も、 國 的 卿， 念 は 彼に 冬く をな す 能 はず" 彼 は 道義の 何者た る を 知りながら 其悻？ iS を 制裁す 

可き 力 弱く 脆く も 妾な どを蔷 ふるの 不體裁 をな せり。 之れ 餘 人が 又 永 山 氏に 學 べるの 所たり。 吾人 は Gi^ 高の if 想 を 秉らざ る 

可から ず。 人 は 以て 徒らに 痴 夢に 耽ける ものと なさば なせ。 

一月 五日。 It 天。 朝 十一 時 迄で 寢 ねたり。 余 は 昨夜 又大 なる 過失に 陷 りぬ。 余の 兄弟が 毎夜の 如く 或る 好ましから ざる 情 

にからる、 を 見て、 余 は 魔 i 之れ に 忠告して 大に 制限す る 所 ありたり。 而 して 余 は斷 じて 此 情の 中に 引 込まれざる 亊を 期し 

たりし に、 昨夜に 於て 余の 薄志弱行 は 遂に 兄の 情に 打^つ 事 能 はざる のみならず、 兄 をして (5^ lif く 此情を 挑 鼓せ しむる を 

致せり。 余 は 未だ 神 を 知らず と： K ふの 故 を 以て、 若しくは 信者に あらず と 云 ふの 故 を 以て 罪 を 兄に 歸す るに 忍びず。 余は旣 

に 信者に あらざる も、 かくば かりの 事に 對 して は 毅然た る 所な からざる 可から ざるに、 其 罪に 陷 りし は 長 恨と すろ 所な り。 

唯此 失敗に 鑑みて 益 i 向後 を 戒めん のみ。 

十一 時に 起床した る 事 なれば 朝食と 晝 食と は 衝突したり。 午後 は 永 山 氏より 偕り 來れ る靖獻 1  一 を * 繭む。 文 天祥、 孔叨、 

顏眞卿 等の 忠魂 義膽讀 む 者 をして 眉 曰 印" 眼 怒り 思： にず iia? 瞎 破して 三嘆 四 嗟せ しむ。 英雄の 魂 は 誠に 不死な りと：： ムふ： のし。 

後^の 余の 如き 遲鈍者 をす らも 尙 A 憤然 とし て 裔 起せ し む。 

夜 永 山 氏 を 訪ひ暇 乞 をな す。 氏の 妾 其 室に 出入す。 兌る に堪 へず。 
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愈 f 明日 は歸 札す る 事と なれり。 今 之れ を 書す る 時 室外 i 曰々 として 豁 流の 清 韻 を聽 く。 而 して 明 夜 は 思 ふに 之れ に 代る に 

人 閙の聲 を 以てする ならん" 厭 ふ 可し、 厭 ふ 可し。 され 共 吾人 は 決して 仙人た る 事 能 はず。 浮世に 出 でんが ために 此に 

靜 養した るな り。 我 は. HI ら超か  1 として 己れ を淨 ふす るの みに て 止る 可から ず。 吾人の 社 會に對 する 責任 は 重且大 なり。 責任 

の 犬なる は 吾人に 又大 なる 快樂を 供す。 吾人 は 暫く 山水の 靈を辭 して 人寰に 下り 行かざる 可から ず. - 人寰豈 苦痛の 魔界との 

み 云 はんや。 

1 月 九 or 

"Entering  on  Life"  by  l.)r.  ceike. 

Augustine  call"  y(mtll  flos  aetatis,  tlic  newer  of  our  days;  Cicero  calls  it  IJOna  actas,  the  blessed  time;  aiid  Seneca,  aetas 

optima,  US  t>est  of  line.  The  EliNalJetllan  writers  often  ij 一】 cak  of  "  the  JJrhnrose  cf  our  youth." 


"Youth  is  a  breeze/  mid  blossoms  strayi-lg  ;  whore  I  lope  cisss  feeding,  ukc  a  bee." 

 ccleridge. 

J 一月 三 B。 不幸なる は 余な り。 余 は 筆 を 持つ だに 傲き 心地す。 余程 世に 眞 面目ならざる もの ある 可き か。 余 は 幾度 か 誓 ひ 

て 幾度 か 之れ を 犯し. 而 かも 之れ を 悔いて 纖悔の t: を 流す 能 はずして 却て 之れ を 冥々 の 中に 葬り去らん とす。 而 して 皇天の 

知る を 知らざる なり。 嗚呼 この 鈍き 事 鉛の 如き 心 志、 之れ を 以てして 人 を 救 はんと 稱す。 大瞻も 寧ろ 此に 到れば 滑稽な り。 

畢觉余 は 勇氣の 足らざる が 故な り U 嗚呼 愚鈍 者 愚鈍 者 世の 孑々 たる もの は 知らず して 孑々 たり。 余の 孑々 たる は 知りて 孑々 

たるたり。 此薄志 弱， 仃を 奈何 せん。 余 は 到底 人と して 世に立つ 能 はざる 可き もの か。 然 らば 死す るの 勝れる に 如かざる なり。 

眞に 死す るの 勝れる に 如かざる なり。 今年 も旣に 除く 可らざる 大痕を 年の 上に 印し ぬ、 本年の 余 は 又 潔白なる 余に あらざる 

なり。 嗚呼 此 苦心 泣か ざらん と 欲する も 得ん や。 


二月 十 曰 d 此夜森 本 $5 を 其 家に 訪ふ。 是れ より 先？ 君 は 原 氏の 小兒の 死去せ しょり 突然 胸中に 非常なる^ 痛 を 生じ 來り涕 

i 常に 眼中に ありて 毫も 樂 まず。 自ら 云 ふ、 余 は 罪人な り、 而 して 無爲者 なり、 世に 生きて 何の 施す 所 か あらん、 果して 生く 

るの 必要 ある もの かと。 余 之れ に 忠告す るに、 君が 言の 君が 前言に 反する 所 ある を 以てすれば、 君 は 又潜ぺ ^ として 昔日の 事 

皆 非な り、 余 は 今にして 眞に 余の 爲す 無く 旣に祌 より 無能者と 認められ たる を 知る と 云 ふ、 其 語 悲壯、 余遂に君を^^むろ能 

まず、 {t^ しく 歸路に 就き、 其 後此事 心に 關 して 終夜 眠り をな さどる 事も隨 5 なりし が、 何となく 君を訪 ふの、. まずして ゥ 

日まで 過ぎて 初めて 君に 會 ひしな り。 君 は 愁然と して 曰く、 昨夜 君と 举 論して 相距 る. -の 夢を見た りと、 而 して 之れ にネく 

に涕を 以てし 余 君の 病中 嘗て 見舞 ひだに 夾ら ざり し を 責めて-一^ 淚 共に 下る。 余 之れ を 聞きて i=5 に 云 ふ 所 を 知らず。 一言の 

君に 對す 可き 辭 なし。 君が 一種 幻影に 襲 はれ 不眠の 病を釀 すに 至りし は、 實に 世の 頓む 可から ざる を悲 むと 共に 君が 刎頸と 

頓 みし 余さへ も ー囘の 訪問 を もな さ.^ りしが 爲め 深く 悲哀に 沈みし に 依るな り。 然 らば 余 は實に 君が 病 をし て^だ 霜から し 

めた る惡 魔な り。 余 は實に 君に 對 して 無情な りき。 余 は 君に は 露の 友情 を竭す 可く 誓 ひ， 居たり。 而 して 從來 及ばず と 雖も之 

, -を爲 せりと 言ぜ しなり。 而 して 今此愚 をな す。 余の 心 は實に 馬鹿の 極な り。 余 此時眞 に 只 一死 以て 君に 謝する の 外な しと 

思 ひたるな り。 然れ共 一!；5 の 病も甚 しき 所に 余が 死せば 或は 却て 君 をして 益 i 病 を 重から しむる や も 知れず と 思 ひかへ し、 余 は 

泣いて 君が 居 を辭し 直に 丸 山に 至りて 神社の 堂 下に 跪 坐して 一夜 を此に 明し ぬ。 余 は 幸に してに. -に 罪を悔 ゆる 事 或は 出來は 

せず やと 思 ひたれば なり。 され 共 そ は 無益な りき。 余が 通 鈍. 極まる 胸中に は 無限の 懺悔の みならず 此 無人の 山中の 疯寞さ へ 

も 感ずる 事 能 は ざり しなり。 余の 心 は 夢 を 逐ふ痴 者の 如く 瞢 然として 遂に？ おる 所な く 唯 死す 事 も出來 ず、 生きて 仙に おに 盡 

すの 道 を 講ぜざる 可から ざる を 思 ひ、 己 は 品性 實に 下等に して 君 を 充分に 慰む るの 信仰 もな きを 眞に 悲しみつ &《. しく 歸家 

しぬ" 汝 き：： 能 者よ、 汝は 一人の 友 さへ 慰め 戴る 痴人と は 思 は ざり き。 汝は 何が 故に 早く  に祌の 御手 を受 くるな 化て 之ォ 

を 森 本せ こ 語りて^ をして 迷 ひ 入りた る 迷宮より 救 ひ 出さざる ぞ。 嗚呼され 共 汝には 未だ 聖驗 ドら ざるな り。 汝が 聖^ を^ 

ざるの 外 は 何者 も 森 本 君 を 救 ひ 出す ものな きを 知る。 而 して 尙 之れ を 得る 能 はずと は 何等の 不幸 ぞゃ、 何等の 痴愚 ぞ や。 

  ^  hh^  ヒ .—_ ^  I  .  I  .   


二月 十五 曰。 此夜又 森 本 君を訪 へり" 君 例に よりて 樂 まず。 此頃は l",ap..t を讀み 居れり。 而 して】 一 yrg よりも 遙かに 上手 

なりと 云 ひ 居れり。 而 して 余に は 甚だ 親切に 1 ぶ §1 の "Manfred" を 讀 み 聞かせ 吳れ たり。 余 は 君と 十 時 少し 過ぐ る 頃まで 

相 語りぬ。 君の 心 は 益 i 暗 面に， S ひつ. - 来れり。 今夜の 君の 云 ふ 所は貲 にあ さましき 計りの 事な り。 君 は 入が 悉皆 痴愚 取る 

に 足らざる を 云 ひ、 而 して 己れ も 又 甚だ 墮 落せり と 云 ひつ、、 俗人 原 を 撲滅せ ずん ば已 まずと 云 ふ。 君の 此 頃の 觀念は 「神 

の 現在 を： 杏定 せず、 され 共 承認 もせず， 余の 心 は 地獄に 行く 可く 墮 落せり。 余 は 飽くまで 俗人と 居る 事 能 はず、 余 は 如何に 

なると も 俗人 を 頭より 撲滅した し」 と。 して 君 は 堅く 此心を 取って 動かざる なり。 嗚呼 人よ、 之れ を諌 めて 復舊 せんに は 

如何なる 手段の ありと する ぞ。 唯 眞に神 を 知る を て 神より 出 づる愛 を 君に 分ち なば、 或は 君 を 慰む 可き なり。 此 他の 方法 

は 決して 決して 君を滿 足せし むる に 足らざる なり。 君が 餓 ゆる 如く 云 ふ 言葉 は 「我に 道理 を 示せ、 余が 持す る 所が 果して 不 

可な りと 云 ふ 道理 を 示せ。 余が 過去の 日記 は 誠に 美しき 限り を 書き あり。 され ども 今 はかくの 如く 昔の事 は 夢よりも 竊み難 

し。 古來 文豪と 云へ る 人々 の殘 せる 名言，，？ 終に 余が 過去の 日記の 如き ものに は あらざる か。 否 此の 如き ものな りと 余 曰 ひ 

たる 時 何者か 然ら ずと 云 ひ 得る ぞ。 神 を 知りたり と 云 ふ 人の 心が 迷信なる か、 余が 云 ふ 所が 事實 なる か を 分つ 可き 道理 あり 

ちん- o，7 

や。 余 は 神 を 得ん がた めに 勉 めたり 勉 めたり。 而 して 此の 如き 境遇に 沙-湎 せざる 可から ずと せば、 神 を 得る と 云 ふ は 此の 如 

きを 云 ふかの 疑念 も 起り 來る にあらず や。」 嗚呼 悲しき 言葉よ。 余 は 其 言葉の 必ずや 非なる を 思 ふ。 され 共 神の 宿らざる 余が 

體は如 河 にして 君に 神の 道が 眞に萬 劫に 存在し 得 可き ものなる 事 を 云 ふ を 得る や。 

つらく 思 ふに 余 は 果して 世に 存在す 可き 偵-値 ある ものなる か。 佘は 善の 善、 惡の惡 なる 事 を 知りつ k 之れ を 判然と 區別 

して 一 を嘉し 一 を惡む 事 能 はざる なり。 神 は 必ずや 慈愛の 御手 を 垂れ 給 ふと 、余 を さしまねきつ 、あり 給 はん。 され 共 余の 盲 

目なる 手と 被頓 せる 足と は 之れ を 見出す 可く も あらざる なり。 嗚呼 余 は實に 時に 神が 果して 余に 天職 を 賜へ る や を 疑 ふ" 此 

薄志： 行に 加 ふるに 止み難き： € 念 は簇々 として 日夜 間斷 なく 余が 心 や 襲 ふなり。 余 は 世人の 馬鹿の 大 馬鹿なる を 知る。 彼等 

を兑ず や。 神 を 知る と稱 する ものが 孑々 として 入 後に 瞠若し、 道 を 行 ふと 稱 する ものが 蠢々 として 禽獸の 行 をな し、 事 を 前 


後して： li 重 を 知らず。 肉 體の病 を 治す るに は あらゆる 法 を ひて 神 心の 將 さに 死 せんとす る を 忘る。 憑の 痴 ジ-^ 祌ぁ 

り まさば 何と 見 給 ふらん。 され 共 顧みて 己れ を 》 ^るに、 嗚呼 是れ 等の 凡俗 輩と 相 異れる 所 若 千ぞ。 人類の が して 此の 

如き -ー$^ る ものな りと せば、 余 は 悲しま じ、 又 怒ら じ。 され ども クリスト も 佛も人 を 見 給 ふ 事 力く ば 力り. わなろ ものに あ 

らず。 余が 行かざる 可らざる 點は、 叫 照々 として 彼處 にあり。 され 共 余が 行 ふ 可き 道 は 何れに 在り や。 余 はも だ ゆる 心 を 持 

して 凡俗 輩と 終身 相 伍せ ざる 可から ざる か。 否 彼等 をール V たに 高尙 となす 事 能 はずして 止む 可き か。 余 深く 過去 をお ひ、 又 

未來 を^ ふ 時、 余 は實に 失望せ ざる を 得ざる なり" 嗚呼 絕望 せざる を？ おざる なり。 

奸矣、 此の， g き 身 は 如何になる とも 余の 關 知す る處 にあらず。 未来に 地獄 あり や、 余 は 知らず。 現^に 苦痛 あり や、 余 は 

知らず。 I 呼 何事 を も 知る に 由な し。 此祌をも得ざる余の小なる心が宇宙に俯仰して井^^の見を逞ふするとも將た何の得る 

f 0 余 は 唯 心の中の 心に 眞理が 永久に 存 する を 忘る、 能 はず。 而 して 森 本 君が 此厲理 の 軌道 を換 へたる を 忘る" 能 はず。 

佘は死 を 前に 置きて 考 へん" 人の-死ぬ 時 其聲ゃ 宜しと 云へ り。 こも 亦 果して 信ずろ に 足る や 否や を 知らず と雖 も、 \ ^に^ 余 

は 兄に 死別 をな すを此 際の 最も 得策なる 事と 考 ふ。 而 して 死に 臨んで 考 へて 果して 神の 存在 を 心の中に 知る^ を 得ば 之れ を 

て 君に 遺品と なさん。 若し 神の 存在 を 否定せば、 嗚呼 此世 は暗黑 なり。 生き 永ら へて 將た 何事 を かなす 可き。 未來 のお 级 

は 我知らずと 雖も 死して 現世の 不快に 面せ ざらん のみ。 若し 余が 一 死にして 果して 森 太 兄の 心 を 飜す事 を 得ば 余の 本懐 將た 

何に か 若かん。 

され 共 只此に 余が 死 を 鎗豫す 可き は 兄が 自ら 「余 は 毎年 此 頃に 至れば、 か X る 迷惑 をな すが 故に 或は 鎮 候の ためなる や も 

知らず」 と 云 ひたる 如く、 若し 果して 氣候 等が 原因と なりて 兄に 此の 如くせ しめし ものなら ば、 氣 候が 過ぐ ると 共に 兄の^ 

惑 も 亡びろ が 故に 余 は i りに 犬. 死して 却って 兄 を 悲しまし むる が 如き 事 をな すま じ。 余 はかくば かりふつ、 かなれ ども、 森 

太 兄 は 眞に余 を 愛し 吳れ、 余お 無二の ものと なし 吳 るれば なり。 

二月 t 六日。 嗚呼 慕し かりし 死よ" 汝は 終に 我 有と なりぬ" 我が生血にぁらずんば森本兄は^^活する能はず。 来れば 世 
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上の 入 唯綠々 として 秋 蒐の米 を 食 ひ、 醉牛； 夢 死して 以て 得たり となす。 嗚呼 世上 若し 死 を 看破す るの 機能 人に なかり せば 人 

は 至って 無能なる 哉) 我 は 死 を 決してより 一 滴の 淚も 我が 眼より 出で ず。 唯 血 は 我が 體內を 激しく 巡る。 我 今 は腦に 於て 熱 

せず〕 され ども 心の 熱 を 知る 人 あるか。 我に 父母 あり。 我に 弟妹 あり。 思 ふに 日夜 閭に 倚りて 我が 歸來を 待たん。 され 共大 

義には 親 をも滅 せざる 可から ず。 我 は 不幸に して 愚鈍の 愚鈍と して 生れたり" 祌を 知らん として 神 を 知る 能 はず、 人 を 知ら 

ん として 人 を 知る 能 はず、 眞 理に從 はんとして 眞理に 從ふ能 はず。 然し 唯 大義の 必ず 踏む 可き ものなる 事を敎 へ られ たる 我 

は旣に II に 他の 缺點を 補うて 餘り あり。 我は滿 腔の 赤心 を 以て 此事 ありし を 感謝す" 豈 他に 多き を 望まん や。 

クリストの 愛 は 世界 萬 劫の 民 を 救 ふに 足る、 而 して 我 は クリストに 比して 大海の 泡沫、 泰山の 土塊な り.、 而 して 有爲 多望 

なる 可き 森 本 君 一 人 を 救 ひ 得たり とせば、 我 は 現 世界に 於て 大に爲 す ありし 所の ものな り。 

され 共 我 は 切に 望む、 森 本 君が 我の 死 を 聞きて 心 を取亂 すが 如き 事な く、 靜 かに 余が かくな りし 所以 を考 へ て 余の 望む 所 

に 副 ひ 給 はん； 事 を" 若し 然ら ずして 君が 余の 心 を も 量らず、 { 仝 しく 余の む 所に たが ふが 如き 事 あらば、 余 は 哀れなる 大罪 

人な り。 

未だ 暇 ある 如く 思 ひ 居たり し 死 は 早 目前に 逼 りぬ。 死よ、 我が 汝の 足下に ひれふす は 何の 故な りと 思 ふぞ。 我 は 唯に 汝に 

よりて 神 を 得ん と 願 ふが 爲め のみ。 神 を 得て 之れ を 我が 兄に 授けん とする が爲 めの み。 

我 は 男子な り、 丈夫な り。 焉ぞ今 女々 しく も 死に 向うて 逢 巡 せんや。 我心 旣に 決す。 皓々 として 霽月の 如し。 眞 面目なる 

處 は何處 にある。 我が 毅然た る觀 察の 下に は 世上 到る 處に眞 面目 を認 むる 事 能 はず。 眞.： ra 目と は 神 を 凝視して 他 を 顧みざる 

ものな り。 神に 從 ふの 外に 釐 .si も 邪心な きものな り。 嗚呼、 世上 眞 面目 を 兌 得る 處は何 處ぞ。 我 は 失望せ ざる 可らざる か。 

只. 外 あり。 哀れなる 人よ" 邪推に 滿 つる 人よ。 小心なる 人よ。 無謀なる 人よ。 謹 々たる 人よ。 孑々 たる 人よ。 來 りて 死に 面 

せよ。 此に眞 面目 あり。 噫 我 豈望を 世に 失せん や。 


、i がう 

思 ひめ ぐらす 度 毎に 果敢なき は 我が 天性な り。 生れ 得て 平和なる. ぽ 庭に 温く はぐくまれ、 贵 i 欣的^ 傲なる 招 に^れて 我 

心 は 幼く 養 はれ、 姑息に 生 ひ 立ち 極めて 克己の 力な かりき。 惰性の 力 は 恐し きものよ" 我が 天來の 特質 は 今に 至 まで 此怪 

雲の 下に 封せられ て 美しき 陽光 は 何 處の晴 間よりも 窺 ひ 難し。 我 は 親愛 極り なき 父に 正 を 受け、 敬 一お 止むな き 母に 快活 を 

受け、 而 して 世に 珍ら しき 我が 祖母 は 我に 二心」 と 云へ る 思想 を 注入し 賜 ひぬ" 我が 極めて 悲しむ 可き 弱志の 時、 勃然と 

して 勢力に 滿 つる 時 は 常に 此 三者の 感化が 我が 心の 何れに か 潜みつ ある を 見たり しなり，、 

我 は 又 多くの 益友と 少なからぬ 損 友と に 遇 ひぬ。 我が 半生の 浮沈 は實に 友の 誘惑に よりて 上下した る ものな りき。 愛す 可 

き 友よ、 惡 くむ 可き 友 11 若し 友と 云 ひ 得ば 11 よ、 君 等が 我に 賜 ひし 幾多の 勸誘も 誘惑 も 赏に今 は 水泡の 如くに なり 了り 

ぬ。 我 は 十二時 間 を 出で ずして 君等兩 者の 意に 宵く 一  個の 魂と なる 可ければ なり。 嗚呼 ハ分 友な かりせば 如何にして 汝は此 境 

遇に 至る を 得べ かりし とて 我 をな じり 賜 ふな。 損 友な かりせば 我 は 今よりも 果敢なき 平和 を 望む 愚人に て ある 可 かりし なり。 

神の 御手に 晴く見 ゆる 惠 なる もの あり や。 さらば そ は 我に 對 する 悪友の 感化な り。 而 して 我 を此惡 友の 恐る 可き 手 装より 救 

ひ 出し 給 ひし もの ありし は 我の 今日 あるに 至りし 所以な り。 

平和なる 我が 牛： 涯單 調なる 我が 消息 は 一 の 語る 可き もの も殘 さず。 只 我が 死 を 決せし 二三 日の 瞬 問 は 我が 二十 年よりも 遙 

かに 複雜 なる ものな りしな り。 

我 は 初めより 森 本 兄に 死 を 許せり。 我の 心 は 女の 如く 弱り、 兎の 如く 後れ 勝ち なれ 共 別に 又 本然 陽 剛の氣 なからず や は。 我 

ろあん 

が 兄 交りて より 兄と 共に 道に 殉 ぜんとす るの 心 は 一 日 も 止 まざりき。 され 共 我が 不敏なる 弱志 は、 知りつ 、も 1 口の^ 安 

を 之れ 事と して 活然 たりし もの 幾度な りしと する ぞ- 而 して 此度 毎に 兄の 心臓 は 日頃に も 滑して きびしく 强く 打ち 高まりし 

11 ん たん 

なり。 嗚呼 か. 1 る 事 は 多く 云 はじ。 兄 は 終に 失望の 淵に 沈みぬ。 兄は悲しくも數多なる^3^荷を負ひたれば！^知れぬ深：ぬは吞 

み 込む が 如く 見る見る 兄 を 薄 ひ 去らん とす。 而 して 見よ、 兄が負ひぬる重荷の中我の爲す無きを、|^^悲しみたる荷は^^も§^ 

く 見 ゆるに， ^ らずゃ 力く  て も 我 I 我 は 之れ を 上より 眺めつ  >- 人な き 跟邊に 15^^ しく 膝 を 高めて 助け をのみ 求めて 止まる 可 
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きか。 嗚呼 然ら ず、 斷 じて 然ら ず。 我 は 心 を 決して 陷る もの を 殺さ どれば 止む まじき 此 深淵に 躍り 入り 兄より 重荷 を はづさ 

ざる 可らず。 我が 心 は 弱し、 され ども 我が 血 は 之れ を爲 さんが 爲 めに 火の 如く 熱しつ. - あるに あらず や。 

我 は 死 を 決してより 我の 好 侶伴な りし 豐平 河畔の 「自然」 に 別る- - 可く 出で 行きぬ" 皚々 たる 白雪、 潺々 たる 淸流 昔の ま- - 

なれ 共、 汝は 毫も 我に 同情 を 表せざる もの >t 如し。 仰げ ども 俯せ ども 冷然と して 知らざる が 如き もの は 何故 ぞゃ。 嗚呼 汝も 

世人と 同じく 不幸なる ものに は^ 薄なる か。 f 自然」 も 亦 喜び ある ものに のみの 侶伴なる か。 嘗て 見た る靜默 沈毅大 入の 端坐 

せる が 如かり し： 停 景は 何處に 去りた るぞ。 急が しげに 流る \ 河水 は 漣の 波 を 幾重に も疊 みて. 死に 直面して 戰々 たる 我が 胸中 

を あざ笑 ふが 如し。 泛 々 た る 浮 雲 は 千變萬 化し て 我が 覺悟 の少 情に ひか され て 定まり 難き を さげすむ が 如し。 嗚呼 不幸な る 

もの、 前に は 汝も亦 敵と ならん とする か。 天地 は 皆 敵な り。 .輕 馬 輕裝の 士女 は ffi^ よりも 輕 くった なきもの なり。 學識 へ 遠 

な と 云 はる k 博士 碩學も 唯 一 塊の 土 泥に 過ぎず。 天地 は 貴人に へつら ふ惡 魔に して 唯 我と 兄との み此 世に立つ。 愚な りし、 

愚な りし" 何とて 人を賴 みある ものと なし けん。 何とて 「天然」 に 我が 慰安 を 求め けん。 我が 心 悲しみ 且つ 痛む" 泣か じと 

せ し が 我が 淚は兩 頗を傳 う て 底 しら ぬ 歎息 の み ぞ 我に は 伴ふリ 

道行く 人の 顏を兑 ず や。 唯 幻 心 もな く 眼 を 張りて あはれ 何 を かせんと はすらん。 遇 ふ 人 も 遇 ふ 人 も かくば かり 心なき もの 

と は 思 ひ 設け ざり き。 唯 道ば たに 佇み て^の 下より 蓠物を 白眼す る 物 乞 ひの 徒よ。 汝の 股が 我が 心 を 射り たる 時 我 は 曷ぞ汝 

に 同情の 念 を 傾けし ぞ。 其 女兒に 美しき 衣 を 着せて 樂 しげに 眺めつ X 行く 人、 流眄 春の. S くにして 行 入の 足を留 むる 美人、 

半死の 老翁、 快活なる 顆兒、 野 父の 顏を 弄して 衆目 を 引きつ V 藥を； 賛、 らんと する 厭 翳、 金囊を 懐に して 之れ を 命と する 商賈、 

嗚呼 賊じ 來れ ば是れ 果して 何者 ぞ。 偽 行、 偽 行、 世 は 自然と 人 爲とを 論ぜず 偽 行なり。 偽善な り。 汝塵を 取りて 之れ を 地上 

に 立た しめよ、 彼 は 人の 如く 笑うて 且つ 泣かん メ 

此夜我 は 寄宿 舍を訪 うて 伊藤 君に 蔭ながら 別れ を 告げぬ。 人の 愚か さよ、 彼 は 余の 行く 可き 道 を 露 も 知らぬな り。 かくて 

文 it を 評し 經濟を 論じ 我を樂 しまさん とす。 我 は文學 と！^ 濟に 何の か-はりあらん や。 (以下 一 買 落丁〕 


され ども 汝. t の 至って 愚鈍なる 事、 至って 可憐なる 事 は、 昭々として手に取るが如くa^bる、なり。 汝には 死に 面する を 

得る 丈け の 能力 與 へられたり。 死 を 透して 神 を 見よ。 神 を 見る の 逕路を 以て 基督教な りと 云 ふ 勿れ。 是れ等 は 唯 汝に死 を 透 

して 神 を 見る^ を敎 へたる のみ- 聖語 1  怫經百 萬臺を 誦したり とて 何 か あらん。 意 を 決して 死に 面せよ、 死 を 透して 祌を 求め 

よ、 然 らば 然 らば、 汝は 心を充 さる 可き なり。 

我が幼時は驚く可くも判然として歸り來りぬ。玉の如き我が妹と手を携へて花園に^^^し、我は天し地とに育せられて如何 

に樂 しかりし よ。 父の 前、 母の 膝、 我が 泣きつ 我が 笑 ひっしたり しも 昔な り。 我 は 父母と あらゆる 弟妹と 共に 樂 EI の 如く 美 

こ どり 

はしき 處に來 り 居るな り。 我が 弟 は、 橫濱の 我が 庭に 流れつ X ありし が 如き 小川に 1^ 舟 を 浮べて 拍手し つ k ^躍し つ 、共の 

流る， 1 に從 うて 走りつ  >- あり。 我が 妹 は 木蔭に 憩 ひて 編物 をな しつ. 1 唱歌す。 嗚呼 樂 しき 此の様。 我 は 何とて か、 ろ 愉治を 

得る に 至り けん。 父の 慈貌、 母の 温 〈劇、 殊に は 祖母が 樂 しげに 見 そな はす 御前に 我 は 何琪を かなしつ、 ありし なり。 忽ちに 

して 我が 朋友 は何處 より ともなく 此 場に 來り 我が 前 を 過ぎ行きつ- <  一人と して 我に 何事 か を 云 はざる ものな し。 安 かれ、 苦 

しめ、 愚者よ、 正直者よ、 偉人よ、 匹夫よ、 此外樣 々なる 雜は 次第々々 に 高まり 來り 我が 前 を； t ぎる 15- は憨 i 早くな り 行き 

て、 我 は 其聲と 形と に 眼 を 眩せられ、 遗る 方な き 苦 镇に堪 へ かねて 絕息 しぬ" 父と 母 等外 m 妹の 悲しみ は 我が 到 此に 語る 

能 はざる 處。 我に 死にた る ながら も 胸は搔 きむ しらる、 如き 心地して ハタと 跳ね 起れば、 孤 燈風爽 -き下 我が- S 母 は 我が ハ义 

と 母と に 先き 立 たれ 給 ひて 世に も 果敢なき 茅屋に 我が 一 人の 弟の 病 を 護い， 給 ふ。 我が m は 旣に死 せんとす。 祖母と 我と は ay 

を 限りに 打 叫び たれ ども 早 半； く 可く も 見えず。 祖母が 「燈火 を 見よ、 我が 孫 * 氣を 確かにして 燈火 をな 兑はづ しそ」 との 給 

ふ聲の 骨に 沁 むが 如く 覺 えて 思 はず 目覺 むれば、 嗚呼 之れ 一 場の 痴夢、 身 は 之れ キ夜 i. 吟し つ k スト ー ブ の 前に 跪 坐して 錯 

亂 せる 腦の 疲れに 眠る とも 知らず 打 眠りて ありし なり。 而 して 我 は 明日 を 期して 神 を 知るべき 身なり。 ^呼、 Q 殺すべき.： 

なり 0 

かくて 夜 は 明けぬ。 我は滿 腔の 勇氣を 鼓して 出校したり しも 三 時間 目 頃より 心臓部に 疼痛 を 感じ、 殊に 頭痛 岑々 たりし が 
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故に 最後の 時間 は 休業して 家に 歸 りたり。 此時 瀧より 鐵砲を 受取る。 午後より 再び 豐平 川に 散歩して 此に 初めて 天然の 愛す 

ベく 親むべき 1^ 見 たれ ども、 兹には 書き 述 ぶる 能 はず。 かくて 入浴して 體を淨 め 萬 事爲し 果て たれば、 之れ より 森 本 君を訪 

ひて 余の 衷心 を 打ち明けたり。 之れ 迄の 心痛 苦心 は へる に 物な かりし が、 君に 面して より 心 は 最も 平 かにな りて 我が 心 は 

眞こ 決せり。 され ども 森 本 君の 答 は 案外な りき。 寧ろ 君に は當然 なりき。 曰く 「君獨 り を燒牲 となして 余豈 獨 り 生き 殘る事 

を んゃ。 願 はくば 我先づ 死せ ん君殘 りて 我が 分 を も 爲せー と。 され ども 余 は 到底 懷牲の 人な り、 環牲 さる.^ 人に あらず。 

故に 斷乎 として 之れ を辭 したる に、 議は 遂に 相 共に 死なん、 卽ち 世に立つ も 到底 所 志 を 確 實に實 行す る 事 能 はざる が 故に、 

死 ンて世 こ殘ら じと 共に 決心し ぬ。 此の 決心 は 決して 正當 なる 思考より 出で たる ものに 非ず。 忍耐力な き 卑屈の 考 なりと は 

知りながら 事の 鼓に 到れる 復 如何と もす 可から ず。 依りて 明日より 愈 i 定山溪 に 到りて 浮世 を脫 せんと 決したり。 

此夜我 は 又 無限の 感慨な き 能 は ざり き。 此邊の 日記 は 二月 一 一十一 一日の 午後に 記す る 所なる が 故に、 又 全く 其の 當 時と 境遇 

を 別にす るが 故に、 到底 其 時の を 精細に 吐露す る 事 能 は ざれ ども、 寶に 悲痛の 念に 暮れた るな り。 我が 志て 所 は 終に 實 

行せられ ず 却て 思 はざる 森 本 君 をして 死なし むろに 至らん と は。 

さ、： 

tli 二月 十九 日 は 来りぬ。 我 は 君と 朝より 出發 すべく 約せ しも 森 本 君 は 原 氏の 論す 處 より 札 幅 病院に て 診察 を 受けた る 力 

故に- 遲 刻し 午後より 出發 する 事と なれり。 十 時 頃 伊藤 淸 氏 来り、 我に 諄々 として 其の 生涯の 事を說 く。 我 之れ を 聞きて 

其の 苦學に 感ぜり。 我 も 亦 君に 余が 此に 到りし 略歷を 語れり。 伊藤 氏 は辭し 去れり。 余 は 再び 君に 遇 はざる べし。 

午後 术  +  キ本 氏と 家 を 出づ。 囘 顧して 三年 捿 息の 家 を 見た る 時 佘は實 に 遣に 泣きぬ" 豐平 館より 逢 かに 晨學校 を 顧み、 終に 議 

に乘 じて 札 都を辭 しぬ。 此間幾多の^^慨はニ人の胸を賞く如く犯し來りしも今改めて之れを云はじ。 

夜、 初更 定山溪 に 着す。 我が 墳墓の 地は此 かと 思へば 死刑の 罪人が 斷頭 誓に 導かる 、時の 如く 覺 えて 思 はず 慄然と して 身 

を 震 はしぬ 。明日 こそ 死 せんと 思 ひ 定め たれ ども、 銃が 一 個なる 上に 森 本 兄 は 死す るの 前斯 くな りし 事情 を 書き 認めて 願く は 

後 もこ- 殘 さんと 云 ひし かば、 佘も 之れ に 費 成して 之れ を 書かん とし、 仍 りて 一先 づ 死期 を 定めざる 事に 決して 寢に 就きぬ" 


一 I 月 二十 B。 ともなれ り。 我等が 心 2 中 12 ありし 良心 は漸觀 墓げ 來り、 我等が-;? る は 架して 祌 S れ たるの i な 

るか、 正 當な る 事なる かの 疑問 は 一時に 我等の 胸中 i 出し 米り て、 錄は 再び 計ら .11 に陷 りで 心 は 彼に でり 是 

れ につな がりて 恰も 水 藻の 如く 定まる 事な く fi にして 此日 I へ寢に 就きし が、 此時は 二人とも W び 精 をし 直し 斷 

然身を 神に 捧げて 今 一 度 浮^の 荒波 を 凄ぐ 可く 略 i 決したり。 

一一 月 一一 十  一 B。 此朝森 本 君の 心 は 又 一 の 暗雲の 爲 めに 封され つ k 君 は 又 死の 採ろ 可き を 思うて 生の 潔 力ら さる を 悲しむ に 

至りぬ。 余 亦 固より 同じ 、しなり、 1 度^せん と 心 を 決して 札 幌を辭 したる ものが 人 は 知らず とて 何として オメく と 一.^...^ 

札 せらるべき ぞ， 章 此考は 或 i 不盡 なるべし、 然 かも 之れ 亦 拳の 豪な り、 f 1 度 かく 決す、 何の 面 I  "て か 又 

生きん や。 余 は 直に 之れ を 可とし 愁 i. 死すべく 決定し ぬ。 

去 L ども、 嗚呼、 され ども 運命 は 我等 を 捨てざる か。 我等の 思考 は亦變 せり、 我等 は 男子の 意氣 なりと て i 昼し く 犬 外 リベ 

きか。 我等 は大 責任 を を ぞく も 免れながら 之れ 我が 意氣 なりと して 男子と 稱 する を 得る か。 我等 は 本木 を辨 へざる ものに は 

非ざる か。 かく 正當 なる 推理より 我等が 心 を 解剖し 来る 時 は 我等の 心 は 寧ろき たなき ものな りし" 我が身 を 殺して 森 本.. -の 

爲め こせんと 云 ひし 時 は 余の 心 は 決してき たなき ものに は 非ら ざり し。 森 本 君が 同じ 事 を云 ひ 出で し 時 も 君の 心 は 決してき 

たなき もの li は 非ら ざり し。 され ども 二人 相 死 せんと 決せし 時 はこよ なく 逸り たるきた なき 心なり しなり。 今 は 唯 何 を 力 云 

よん。 我等よ 死すべからず。 意 を 決して 生きざる 可から ず。 寒 は 決して 死 を 恐れて かくな りしに は 非ず。 髮 自ら 駅 <  あり 

願 はく は 我が？ の 衷心 II よ。 鼓に 我等 は 初めて 心 を 決しぬ。 さらば 我等 は此後 何事 を 9 べき か。 之れ.. - 叙す るに 

^"^^少しく我をして森本君に同意を得たる我が人生觀を吐露せしめょ。  I 

我が 人生 觀は 我が 死 を 決してより 一 大變化 を 受けたり" 我 は 神と 人と s-ig との 區 別と 權能を 稍 i 判 知せ る 力 如き 心地す る 

なり。 

钟は萬 物に 口 e を與 ふるもの なり。  、 
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人 は 其  一 i「e を 受けて 之を廣 むる 可き 天職 ある ものな り。 人 は 至って 無能な り —— 偽善 さへ なす 能 はざる 程 -—- され ども 彼 

に は 一 の 犬なる 力の 與 へらる  あり。 何ぞ や。 死に 面する を 得る 事 之れ なり。  • 

!f 魔 は 我が 知る 所に あらず。 され ども 彼 は 確かに ュ S ニー  を 世に 来たさん が爲 めに は 善 を も 惡をも 共に なす ものな り。 否 善 

と 見 ゆる もの を 爲 して-、 を death に 導かん と はする ものな り。 

さらば 人と は 如何な ろ も のぞ C 入 は 死に 面せざる 迄 は 全く薛 魔の 支 を 被り 居る ものな り。 彼等が ある 偽 行 をな し 善行と 

見 ゆる もの をな す は 彼が なすに 非-すして 惡 魔が なさし むるな り。 只 彼が 死に 面して 神 を 来む る 時 初めて 神に 接する を 得て 惡 

魔の ものなら ざる 他の 力, ゲ其 心に 感ずる に 到るな り。 死に Ig して 神 を 求めし 事な き 人 は假ム F 神 を 信ぜり と稱 する、、 一之れ 惡魔 

が 彼 を む reat  (kath に 到らし めんと して litllc  life を與 へたる のみ。 

かく 觀じ來 る 時 我等が 爲す 可き 事業 は 眼前に 明白々 たるべし。 我等 は 確かに 死に 面して 神 を 求めたり、 神 は 未だ 眞に 我に 

來.， T ずと する も 少く とも 旣に惡 魔 を 返け つ ある ものな り。 我等 は此 大難 關を 通過 せんがた めに は、 一 度惡 魔に 充ち滿 ちた 

る 世界と 斷 たざる 可から ず。 之れ 或は 情に 於て 爲す 可から ざるが 如き も 大事の 前の 小事な り。 我等に 先づ 世と 相 去り 專 心神 

を^め 又 我が 良心 を 赤裸々 となす に 必要なる 知識 を 得る に 努め、 後 初めて 世と 相 接して 何處 まで i 、世と 相 闘 はざる 可から ず。 

否惡 魔と 鬪 はざる 可から ず。 (一 ealh と相鬪 はざる 可から ず 

然 らば 我等が 今爲 すべき 事 は 世と 絕っ にあり。 我 は先づ 決心 を 示 すがため に 我が家に 隱然 基督 敎 信者と たるの 許し を 乞 ひ、 

又 二三の 友人 * そ は 我が 有益 を 受けた る 之 等の 友人に 心 を 決して 絕 交の 書を绘 りぬ。 嗚呼、 今 は 心安し。 我が 胸 は 何とた く 

晴れた るが 如く 覺 えたり。 今 我が 事 ふるもの は祌、 交 はる もの は 森 木 君、 敬す る もの は 父母 弟妹、 滅す 可き もの は惡 魔な り。 

我 は 今日の 此心 を何處 まで も 失 はざる を心揚 けざる 可から ず。 神よ、 我 は 今 全く 我が身 も 心 も 君に 委せ 奉りぬ" 願 はくば 此 

微衷 を 汲み 給 ひ 我に 男らしき 勇 氣と忍 醋 と を與へ 給へ。 そ は 我が 志 を 潔 ふす 可く 又 我が 敵と 終世 相 闘ぶべく。 

二月 二十 三日】 近頃 珍り しき 快晴な り。 此 日に 愈 i 山 を 出で て 人寰に 下らん とす。 我 は 何と は 知らず 札 幌に歸 る 事の 深く 


厭よ L て、 皮の 此こ 来れる 日の 事 を ひ 巡らせば 再び 歸ら じと 心に 決せる ものが、 又.^ 恙なく 〔侍て 永別 をな せる 山河に 對 する 

事の 甚だ 本意な く覺 えたり しなり。 され ども 之れ 我が 少 情の 致す 處、 又 感情の 致す 處 なれば 我 は 何とも あれ 歸ら ざる 可から 

ざるな り。 之れ にて こそ. 死なめ と 先日 迄 心に 思 ひなせ し 銃 は 今將た 小禽を あさろ 玩具と なりぬ。 森 本 君は大 に疲勞 せる が 如 

く 道に 度々 行き 惱 みし 樣を 見られて 氣の 毒の 至りに 堪 へず。 され ども 画 中 は 最も 寒くな りて 撬を储 ふ 可き？^ 心に 任せず、 唯 

、じこ もな き- 4 を 云 ひもて、 君を勵 ましつ、 雪蹈 みしめ て、 歸鳥 タを吿 ぐる 石山に 到る" かくて 又 打 立ちて 林^の 問 を 行く 

JO ララ ク 

こ {へ& は 藍を湛 へて 限りなく 晴れたり。 雪 は滿 地に 布き て 到る 處に 白し。 右の 方蓊鬱 たろ 樹 間に は 十三夜の 月 淋しき S ^りお 力 

こ： ！ゃ^ 上りたり。 遙 かに 耳 を 傾 くれば 谿 に は水隱 潺湲 として 不斷の 天樂を 弄び つ.^、 罪な く 見 ゆる 小禽の 歌に 和す。 眺め や 

よ 木材 を 積みた る 馬禱は 〔く 去りて 據 々たる 馬 鈴の 音の み 幽かに 殘る" 森 本 君と 我と 唯 二人 醉へ るが 如くな りて 歩々 次^ 

に 緩く k 顧 左!： 之 を 無限の 情に 堪 へず。 narly に が 云 ひけん h 

r-o  Nature!—  2-  what  is  ； Native?  I  la!  why  do  I  not  name  thee  〇od?  Art  not  thou  the  *  Uving  Garment  of  C5d?- 

と 云へ る 句な ど 思 ひ 出されて 折節 は 佇みて 此大觀 に 向うて 言な きもの 幾度 も ありき。， H 然を味 ひ 能 はざる 人 は 不幸なる 哉。 

我 今に 到る 迄 a: 然を 愛せざる に は あら ざり し、 否 極めて 之れ を 愛したり き。 され ども 今日の 如く. M 然 より 慰安 を 受けたろ^ 

よちらず C 世 を 返け たる ものに は 自然 は 唯一 の 侶伴な り。 然は我 を 呪 はず、 我 を 怒らず。 自然 は 極めて 八ム 平な り、 平和な 

り、 皮の 月、 此の 括 木、 湛 然として 知らざる 如き も而 かも 其 中より 一種の 浩氣 迸りつ、 ある を兑ず や。 永久に 流ろ、 小川 

の k こ ml たる 月光の 溶けて 摇 くる 時雨 者 は 何 をか攝 やきつ. - ある やらん. - 嗚呼、 我に "02- の^な きを 悲しむな り。 

i 殿 i の 牧場 を 夕陽 藻岩山 頭に 頃に 打 眺めつ" 蕭條 たる,^ の 炊 煙 を 後に して 豐平 川の 假橋を 渡る。 粗 造なる 架. 格の 

上、 橋 守の 釣 具 を收め 去りし より 人影 全く 絕て fi 立つ る もの は， 我等が 大 なる 苦難と 歡 喜と を 得た る 定山溪 下 を 琉れ" 卜れ る 

豐平 川の ii のみ。 桂 影楚々 として 河水に i せられ、 金 蛇 白馬 共に 流れて 四郊の 模糊た るに 相 映發し 冬日の 寂 宽此所 に^り 

ぬ。 二人 撟 上に 佇立し 手 を て 1% を 打ち まもりつ tfii の 湧き 去る 所 を 知らず。 嗚呼、 此 ^^?^不$！ と雖も 功名の 入に 非ず、 

I 八 九九 ハ牛  九 五 
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又 射利の 客に あらず、 向上の 壯圖を 抱きて 力の 足らざる を 悲しむ" 俗 潮の 顏波滔 々として、 我に 之れ を 未到に 防ぐ の 手腕な 

し。 され ども 我が 徴艇は 神の 有な り、 豈唯碌 々として 自ら 棄 てん や。 彼の 月 を 見よ、 彼の 水 を 見よ、 嗚呼 我に 何 をか敎 へん 

と はする ぞ。 彼等の 中には 力 あり、 確かに 之れ あり。 我が 月 を 見る の 限り 我が 手水に 觸 る- -の 限り 我は斷 じて 世俗と 相 混 

ぜじ、 月に 力 あり、 水に 力 あり、 而 して 月と 水と は 我が 畢 世の 侶伴 なれば なり。 定山溪 に 我がな したる 決心 は、 此に 再び 確 

かめら れ たるが 如き 感 なくん ば 非ず。 嗚呼、 神 は仁惠 なる かな。 不肖 我の 如きに 施す に 又 此の 自然の 絕美を 見得る の 跟を以 

てす、 爾り見 るの 心 を 以てする 事 や。 

札 都に 入る 時 正に 八 時。 鬵麥屋 に 入りて 簡麥四 杯 を 傾け 歸來唯 何となく 心樂 し。 我 は 其 日の 責任 を 其 日に 爲し 終るべし。 

之れ 我が 心を樂 しまし むる 最大の 方法な り。 

1-1 月 一日。 今朝 見れば 我が 枕の 上に も 涕の跡 はあり。 あはれ 昨日まで は 人の 上との み 思 ひし もの を。 (以下 三 頁 落丁) 

苦し さに 夢 は 、ノ タと覺 めぬ。 

折し も曉の 四時の 鐘校樓 の 上より 聞え て 苦しき 胸の 動き は嬉 烈しく 打ちつ \ あり。 

嗚呼、 何たる 惡 夢ぞ。 我が 父上 も 母君 も 最も 安らかに 今日の 日を樂 しみ 給 ふて 睦 ましく あり 給 ふに 何とて か  る 夢に 遇 ひ 

けん。 我が 心 狂 ひし か。 抑 も 我の 父母 を 慕 ふの 心 足らぬ か。 枕頭 を 探れば 涕痕 寒く 衾 を 重ねて 淚 更に 潜 然 たりき。 

同級 者 輩が スト， ブの 周圍に 喧噪す る も、 早 我に 樂 しからず。 我 は獨り 窓に 倚りて 思 はず 演武 摟上を 眺めたり しに 其の 摟 

の 屋上に 五六の 群 鶴 あり、 共に 摟の 尖端 を爭ひ 一 羽 其の上に 留まれば 他者 之れ を 追 ひ喧々 if 々たる 事 恰も スト-' ブの周 園の 

如し。 將た 浮世 俗輩が 虚名 暴 富 を 慕うて 喧々 噪々 せる が 如し。 而 かも 一層 鑑 むべき ffi: 翁 あり。 一 鳩 若し 尖端 を 得て 傲然たる 

も 他 鴉 旣に轉 じ 去りて 何れに か 行けば 己れ も 永く は 肩 骨  > ゲ聳 かすの 勞に堪 へざる にや 悄然と して 又 何れに か 飛び去りぬ。 

II 一月 三 曰。 功名 富貴 畢竟 我に は 浮 雲の 如し。 我 はかくの 如き 覺悟 をな すに 甚だ 難から ざる を 思 ふ。 天地の^ 遠なる を 見、 

時限の 無 際なる を觀 じて 人間 を 顧れば 其の 微小 は 如何 ぞゃ。 而 して 人 其の 間に 馳驅 奔走して 名と 利と を 之れ 求む。 擧世 之れ 


求む" 舉世 之れ を榮 とし、 之れ を 利と する も 其；！ SI 域 幾千 ぞ" 史^之れを後代に照すと^丁るも其時^|^.幾十ぞ。 鳴 呼、 功名 富 

貴 畢竟 我に 於て め t 雲の 如し、 何爲ぞ 彼に 戀々 として 我が 行程の 障と なさん や。 

獨り 情に 至りて は然ら ず。 功名 富貴 は 我 之れ を 入に 認められん 事を勉 む。 單 m にして 功名 を？ おる も i ぉ贵を 得る も將た 何す 

は 5 へし  s-r ザん 

る も のぞ。 獨り 情に 至りて は然ら ず。 我に 我が 情の 濃淡の 褒^す ろ 人な きも 我が 情 は 依然として 熱す。 我が 情 翕 XI として 熱 

し 来る 時 此情を 抑 ゆる もの は 誰ぞ。 功名 富貴の 念 起ら ば 人 寰の賴 むま じき を觀 ずれば 足れり。 唯 情の 添發 する や 抑 ゆるに も 

のな く、 滅す るに 力なし。 空しく 反 煩楚々 として 此 胸の 殆んど 裂けん とする を覺 ゆる は何ぞ や。 

せいけつ * うし P 

我 一 度 死せ り， 浮世 又 何の 我 を 煩 はす 處ぞ。 光風 霽月 瀟洒 磊々 たる 可き なり。 而 して 今日 祖母 及び 父母の^ 爵を領 し 之れ を 

披見す るに 及んで 無限の 苦痛 我が 胸中に 橫行 しぬ。 父上 は 我が 基督 敎に 入る の擧を 一 時に 激 せられた る 妄動と なし、 母上 は 

我が 良心 を 失 ひ 不忠 不孝の 罪 を 犯して 邪敎に 入りた る ものと なし、 - 祖母 は 何とも 消息な く 唯 安否 を 問 はれた る 紙 裏に 一 片の 

紙幣 を 惠與 せられぬ" 而 して 我が 涕は 最も 祖母の 紙上に 注ぎぬ" 嗚呼、 祐母 今や 年 七十、 餘命幾 干 もな し。 而 して 我の 呈 丁る 

所の 書 を 見 賜 ふや 失望 S^Ji. 極まろ 所 を 知らず、 食 を廢し 室に 籠り 潜 然として 何が 故に 世に 在る や を 歎ぜら ると 云 ふ、 而 して 

にくし  すゐぜ 5 

か、 る 悲痛の 中猶 我に 慈憐を 傾け 滿 腔の 惡 みと 哀れみと を 以て 我に 此の 嘯 を 賜 ふ。 嗚呼、 我れ 又 何 を か 云 はん" 乖.3^«ょり{|« 

育の 恩 は 寧ろ 祖母に あり、 其 多年の 恩義 を 思 ひ此賜 書に 對 すれば 我心 將に 破れん とす。 我 は 今 我が 情の 弱き を 叱して 無情と 

なり 得る か。 

基督 は汝 若し 我が 道 を 行 はんとせば 父母 兄弟と も 敵と ならざる 可から ざる を覺 悟せ よと 宣 ひぬ" 我 元より. M れを 聞きて 知 

れり、 又 此く覺 悟せ ざるに は 非 ざり き。 而 して 父母に 於て は 我 敢て情 を枉げ て眞理 の爲」 相爭 はんとす。 啡 祖母が 瀕死に て 

我 を 悲しむ を 聞きて は 我が 心 遂に 惑 はずん ば 非ざる なり U 

翌日 森 本 君と 相談の 上 余 は 半日 ズ \ 費して 再び 我が 々の 意 S- を 膝下に 獻 じて 疑 を 解、 ベくな しぬ" 願く はこの 9^ の 膝ドに 

到る 時嚴 慈の 御 心 をして 平なら しめよ。 さらば 我事 行 はれん なり。 
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鳴 呼淸、 嗚呼 少情. 嗚呼 婦女子の 情、 我 之れ を抱懷 して 何處に 行かん と はする ぞ" 古人に 對 して 恥 づ るな きか U 我が 心身 

ほ 1.5 ま > 

は 凡て 神の 有な り" 我 堅く 之れ を 心に 誓 ふ。 而 して 尙 情を恣 にして 悔いざる もの は 何 そや。 され ども 神よ、 願く ば 我が 弱志 

を转み 給へ、 此の 脆き 心 を 救 ひ 給へ。 思 ふに 向後 情に よりて 苦む 事 必ずや 多 からん。 少 情は惡 魔の 鋭利なる 武器な り。 神よ、 

我 をして 眞に 何者 をも獻 げしめ よ、 而 して 代り 賜 ふに 降魔 劍を 以てせよ。 卽ち大 なる 情 を 以てせよ。 擧 世の 人 を 我が 父母 弟妹 

の 如く 敬愛し 而 かも 淚を吞 みて 之れ を 鞭撻す 可き 大情 を與 へよ" 我れ 敢て 大悟 を 街 はじ。 我 實に惑 ふ。 我れ 惑 ふ。 只 神の 慈 

手の 我が身に 下らん を 伏 待す。 戒めよ、 少 情の 奴と なり 果 つる 事 を。  - 

I- 一月 十  一 B" 泣かん も 辛し 笑 はんも 憂し。 我が身の 甲斐な き 弱志 を 何とか 云 はなん； 今夜 增 田より 手書 を 得ぬ。 其の 處々 に、 

弟 ゃ當ら ずと 雖も 平生 私 かに 志 を 以て 合 ひ氣を 以て 投 ずるの 知己 を 以て 兄に 交り、 骨肉 以上に 至情 を 以て 兄に 對 した 

りき。 勿論 我等の 情交 は 文通 以外に あり、 形式 上の 交際 以上に あり、 遠く 離散して 音信 相 通せざる も 親愛の 情苟 くも 缺 

けずん ば 又何ぞ 憂へ む、 唯 夫れ 兄の 不肖 を 見る 卽ち常 稱の友 を 以てして 潜心 世と 絕 たんが ために 亦 不肖と も絕 たんと 云 

は ど 弟亦已 まんの み。 

と。 其の 志 悲しみて 然 かも 傷まず、 尙我を 追うて 此の 如きの 哀辭 をな す。 我 亦 之れ を惡 魔の 聲 とし 瞑し 耳 を 聾に して 之 

れと絕，^^ざる可らざるか。 嗚呼、 寧ろ 此の 如きの 悲慘 あらん や。 旣往を 顧る に 佘ゃ實 に 彼と 好かり き。 而 して 我が 氣の 相投 

ぜる 資 に 彼の 云 ふ 所の 如し。 我れ it! 期して 百歲の 知己と なしぬ。 而 して 余 北海道に 來 りて 一度 森 本 兄と 遇 ふ、 未だ 以て 全 

く 君と 志相投 ずる 事 能 はず。 余 を 以て 兄 を 見る に、 偏癖なる 直徑 なる 一 驕兒 となす の 外な く、 余が 物に 瑰改 にして 出入 人の 

意に 任せた る 心に は 痛く も 相會は ざり しなり。 唯 兄が 當 時の 苦痛 は 深く 余が 同情 を 引き起さ しめ 又 共に 眞理に 向うて 進む と 

云 ふ iS! に 於て 毫も 異見な かりし がた めに 君に 許す に 朋友の 交り を 以てしぬ。 爾後 兄に 接する 每に益 i 其 情 性の 相反す る を 見 

て而 かも 余の 兄 を 畏敬す るの 念 は 愈 i 加 はらざる 能 は ざり き。 唯 所謂ら く 天の 余 を 兄に 配す る 所以の もの は 兄の 長 を 以て 佘 

の S を；^ ひ 余り 長 を 以て 兄の ® を 補 ふに あり。 然 らば 卽ち 余の 取るべき もの は 兄 をして 偏癖なら ざら しめ 又 直行 徑 任なら ざ 


らしむ るに ありと。 爾 來余此 意を體 して 兄と 相 交 はりし も 一 も 兄 を 益す るな く 却て 兄 をして 益 i 無明の 境遇に 投入せ しめん 

とす。 鳴 呼、 余の. If 心痛 まざ. りんや。 余 は 當時尙 滑 田 氏に 許す に 知己 を 以てし 又^ 平恒雄 氏に 此の 如くし き。 而 して 兄 を 见れば 

君 は 少年の 時、 多年の 知己 を 全く 擲 ちて 之れ と 音信 を絕 し、 今や 卽ち殆 んど文 を 交 ふるの 人な し。 常に 余に 語りて 曰く 「余 や 

死生 を 致して 君に 許す、 嗚呼 又 何の 他に 求む る 處ぞ。 佘は 他との 交通の 或は 君との 交情に 於て 愛 を 致す の 念 を W めん^ を 恐 

る。 故に 此に 到る」 と。 余 之れ を 聞く 每に、 常に 感激して 兄の 高 節 を 謝せ ざろ 能 は ざり き。 而 して 余 I！ り此事 をな す 能 はず、 

窃に 以て 恨と なせり き" 然れ ども 思 ふ 余の 境遇 を。 嗚呼 知己 は 互に 胸臆 を 相談 じ、 而 して 後に 生ずる ものに 非ざる なり。 只 相 

視て竟 志 相 通ず。 一見に して 百年の 知己の 如くと 云 ふ もの、 實に 之れ なり。 胸隨 を披歷 して 往來を 語る が 如き は卽ち 其の後 

の 事の み。 余の 壻田 氏に 於け る や、 實に 此の 如しな りき。 而 して 森. K 氏に 於け る も 亦 此の 如くな りしな り。 鳴 呼、 我が 情の 

我 を 信ぜる ものに 感激して、 之れ に 知己 を 以て 許せし もの は 果して 非な りし か。 余が 少情は 實に友 を 撰ぶ の 明かな りし もの 

なる か。 彼 を 思 ひ 之れ を 想 ひ、 余が 心 殆んど 迷 ふ。 嗚呼 之れ 亦 神の 所謂 暗く 見 ゆる 恵なる ものなる か。 余 は 余が 弱志の 絵り 

にも 强 力なる に殆 んど摧 かれんと する を悲 むな り。 

I 一一 月ャ六 or 此夜約 翰 傳の第 九 章を讀 む。 讀み 去りて 無限の 感慨な き 能 はず。 若し 章句 を 刻みし 人が 達識の 人なら ざり せ 

ば、 此章は 僥倖に.，、 甚だ 適當に 刻まれた る ものな り。 要するに 此章： § 篇の大 主意と する 處は、 赤兒の 如き 信仰 を說 ける にあ 

り。 我 之れ を讀 みて、 深く 過去の 非 を 悔いざる 能 はず。 

擧世 を達觀 する に 及ばず。 汝の近 1, を 尋ね 来れよ。 何れの 戶前 にか 悲哀の 氣 なから ざらん や。 人生 悲惨 多し。 鳴 呼、 之れ 

誰の 罪ぞ。 顏^ 何の 不善 をな して か? <折 せし。 盗 is 何の 不惡 をな して か壽 福なる。 正 潔の 家中、 購， -饑渴 の を 聞き、 阿世 

の 門前、 往々 苞宜の 山に 娠ふ。 此の 如き は齒 可な り。 一 度 眼を轉 じて 彼の 一 方の 意味に 於け る 精神的 不具なる もの を = ^よ 

彼等 生れ 得て 淫逸 怠惰なる 家庭に 人と 爲り、 耳目の 觸る &處皆 嘔吐 を 催す の 中に 成長す" 而 かも^し 不幸に して 彼等の 1^ 腦 

健全なら ざれば、 彼等 は 必ずや 時に 瞬間の Vision に 打た る V 事 ありと も、 周 園の 毒氣は 忽ちに 之れ を 障 閉じ、 1_ 注に は 彼等 
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をして 全く 彈カ 性な き 不用の 人物と ならしむ るが 如き は决 して 齊 紙の 上に あらず、 實に往 々にして 見る 處 なり。 此の 如き 入 は 

果して 之； i を 何とか 云 はん。 朝に 道 を 聞かば 夕に 死す る も 可な り。 顏^ 旣に道 を 得たり、 豈 夕に 死す る を 悲しまん や。 千歳 

の 汚名 は、 以て 盗^の 長壽を 充分に 消盡 てる を べし、 唯 彼等が 如き は 何 を 以て か解擇 せんとす る。 天道 是か非かの 疑念 は、 

油然と して 胸中に 漲充 する を 免る 能、 にざる ベ し。 此に 於て か佛 者の 三 世 £ 果說は 出で 来るな り。 基督の 弟子 亦 此の 疑念に 煩 

悶 する 久し。 此れ 一 瞽者 を 得て 疑念 は 疑問と なりて 基督の 前に 投 せられぬ" 曰く、 

And  his  dcsciples  asked  liim,  sayilH",  Master,  who  cHcl  sin,  this  man,  or  his  parents,  that  he  was  IJOr-l  l)lln<l  f 

こ に *  f- 

之れ 寧ろ 當然 の理 のみ。 而 して 基督の 答 は 實に簡 111. なる ものな りき、 而 かも 心 膽に^ 入した るの JllS なりき。 

VI  answered.  Neither  hatli  this  man  sinned,  nor  parents;  Lut  tlmt  the  works  of  God  sh(  111(1  Is  made  mfsifest  in  mm. 

彼の 如き 疑問 を 持した る 弟子 は 此の 答 辯に 對 して、 豈 足す る 事 を 得ん や。 彼等が 其證を 求めん とする の 前、 聰明なる 基 

督は旣 に 之れ が 證を與 ふべ く 盲者 を 癒しぬ" 之れ に 次ぎて 起る 一條 は、 卽ち 驚愕して 信ずる 事 能 はざる 無氣カ 者と、 罪の 己 

れに來 らん 事 を 恐れた る 父母と、 己れ の櫸 勢の 爲 めに は 眞理を も橫牲 として 襌ら ざる パリ サイ 入と、 一 傲の 所信 最 石の 如き 

盲者が、 相 錯綜して 弟子 等に 驚く 可き 敎訓 を與へ つ \ ある を 見ず や。 

吾 八 は 天地の 到る 處に大 なる 驚愕に 接する 事 を 得べ し。 驚愕 は實に 信仰の 基礎な り。 吾人が 驚愕せ る 時、 之れ を 溯りて 其 奥 

殿に 達せよ。 神の 在 さどる 事 あるか。 而 して 彼の 無 氣カ者 は、 之れ に 溯る 事 をな さず して、 之れ を パリ サイ 入に 渡しぬ。 嗚 

^、 大 なる 機 會は 此の 哀れなる 無氣カ 者の 掌 屮には 長く 留まるべく も あら ざり しなり。 バリ サイ 人 は 初めより 疑惑の 念 もて 

之れ を 受けぬ。 彼等 は 皆 一 廉の學 者な り" 彼等 は 其 學問を 以て， 彼等の 有と なせる ものな り" 彼等 は 未だ 神に 之れ を 棒ぐ る 

の 謙 を 有せ ざり しなり" 此に 於て 懷疑は 蜂 巢を衝 けろ が 如く、 四充 して 彼 を 襲 ひぬ。 彼等 は 此事を 信ずるべく 餘 りに 高慢 

なりき。 卽ち兩 親 を 招きて、 之れ に 間うて 初めて 彼が 性 来の 盲なる を 知れり。 然 かも 彼の 兩親 は、 其 子の 成育して 己れ を 安 

樂に養 はん 事 を 祈りて、 しかも 其 子の 萬 事に 責を負 ふ 能 はざる ものな りき。 雨 親 は その 甚だ 我に 危險 なる を 見る や、 言 を 構 


へて 其 ii 者 を 知らず と 云 ひぬ。 而 して 疑問 は 再び 盲者の 上に 向けられたり。 此 の 者の^ 解 は、 甚督の 弟子、 パリ サイ 人、 

及び 余 等の 孃疑 論者 を愧 死せ しむる に 足る もめな りき。 

lie  answered  and  said,  wllether  he  b-e  a  sinner  or  110,  I  know  not  ；  one  thin^  I  know,  tliat,  whereas  I  was  Hind, 

now  i  see. 

1>  んす 

嗚呼 之れ 何等 簡潔の 語に して、 然 かも 深 落の 意 を 有する ぞ〕 彼 は 多く 餘を云 は ざり き。 パリ サイ 人が 彼を賺 して^^の な 

せし 所 を 聞き正さん とする に對 し、 彼 は 敢然と して、 

He  answered  them,  I  have  told  yo.l  a-rcudy,  and  ye  did  net  hear:  wherefonj  wo-.lld  y ひ hear  it  agan?  will  you  also 

び" his  desciple.i? 

と掀弄 一番し ぬ" 而 して パリ サイ 人 は 此警； Hi に， 胸 を 剔ら れ たる 不快の 餘 りに、 所 li 本末 主義、 愛國 主義の 后に p」 れて彼 

を 追放せ り" 

而 して 甚督は 再び 彼と 共に あるな り。 而 して 弟 早 亦 彼に 從 ひたらん。 某. 督と 彼との 問答 を 見す や、 - 

lie  said  urto  liim.  Dost  thou  L-elieve  03  t 一 le  Son  of  God? II ひ answered  a-lcl  said,  who  is  h?.  Lord,  that  !•  mi^ht! 

t-elicve  on  him?  And  Jesus  said  unto  him,  Thoa  hast  botli se り u  hiir,  and  it  is  he  that  talketh  whh  thee.  And  he. 

said,  T.or.-, 1 lelieve.  And  Is  worslllsped  him. 

此に 於て 基督 は 此に鐵 の 如き 斷案 を與 へて 曰く、 

And  Jesus  said,  R.r  Ju,lge ョ ent  I  am  com®  into  this  world,  ttiat  they  which  se"  not  m.ght  Bed;  and  tliat  they  which 

see  minht  l:e  ma.le  bl nd. 

傍に！： き 居た る パリ サイ 入 は、 眼を撫 して 其 盲せ ざる か を 疑 ひつ \、 恐る恐る 基^に 反問せ り。 

 and  S.U-1  unto lii ヨ, Are  we  L15d  also  r 
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基督が 最後に 發 したる 一 言 は、 實に パリ サイ 人 を 驚倒せ しめて 永」 速に 吾人 を驚醒 する ものな り。 曰く、 

JCSU-  sa:d  unto  tl J  If  yc  were  blind,  yc  sh 一  ukl h,vc  no  si-  :  but 霞 ye  say.  We  see;  therefore  your  sin 腦 illu 

と" 島 呼な まじ ひ 眼 ある もの は 不幸なる かな。 彼等の 眼 は 世の 不潔と、 假相を 見る 事 を 得べ し。 然 も 是れ道 を 進む に當 

りて rE- り 用 ふる 處ぞ。 ミルトン は 盲目な りき。 され ども 彼 i 人に 超えて、 俗世の i を 透視せ るに 非ず や。 S の 眼に 此の 

如し 所 .1 股と 稱 する もの、 換？ れば 才智と 稱. する ものに、 如何-」 人 を 迷は す 事の 多 さよ。 眼 I かれた る專 は、 肉 

眼と 心眼と 共に 盲な りき。 肉 giis 顏 I せんがた めに、 而 して 心 S は 天神の i に 接せん が爲 めに、 置が 5 探る 

如く 專 心しぬ" 而 して 彼の 願 は 二つながら 叶 へられたり" ヒ y コョ歌 はず や、 

Ikit  L、ricf  should l)c  the  instructor  oi  the  wise 

Sorrow  is  Isowlcdge,  they さ 15  know  the  most 

Must  Ir.ourll  t-lc  (一- eqx-st  c-cr  the  latal  truth. 

The  Tree  of  klllcdgc  is  not  that  (>f  r?.. 

置の 如き 信仰 我に 來れ。 我 は 神の 前に 何事 を I ずる を 得ん や。 我が 肉眼 は 盲す る も 可な り。 ？は心 て 一道の 

光明に 浴せ しめよ。 我は此 章に 前後 照應 ある 夥然 たる 大 教訓の 示された るに 驚 股す るの 外な き -,, ものな りきし ま 

四月 四 B- 『エホバの 手 短く して 救 ひ 得ざる にあらず。 其 耳 は 鈍く して 聞こえ ざろ にあらず。 唯汝， 邪曲なる 業、 汝と神 

と の間 を 隔てたり。 又汝 等の 罪、 その P 被 ひて 聞え ざら しめたり。 そは汝 等^ は J ュ-て 汚れ、 汝 等の 指 はよ こしまに て 

汚れ、 汝 等の 唇 は igl り、 汝 等の 舌は惡 I き、 その 一入 だに fsf もて 訴へ、 眞實を もて 論ら ふ ものな し』 ；… 

自ら 顕て？ f- 操し、 ロを撫 し、 手 I、 胸 を 抑へ て 如何と 見る 時、 我 は實に 悔恨 S に 咽ぶ。 我が 手 は 誠に 血に て 汚 

れ たり。 此の 手 15 種の 不善 を 行へ り。 我 が指は よこ」 まに て 汚れたり。 嗚呼 然"、 我 li 長き 間 一時の 勃 情 を 一 


制する 能 はずして、 痴夢 を腦 裏に 螯 きつ、 邪淫 を 行 ひぬ" 我の 唇 は そ も 幾何の 虚偽 を 云 ひ、 我が 舌 は そ.^ 幾 河の 惡 を！^ きけ 

ん。 加 之 我が 口 は 煙草と 毒酒と 過食と 道ならぬ 口吻と によりて、 いたく 汚れぬ。 而 して 我が 眼 は、 嗚呼 此の 我が 鈍い- 跟は、 

悲しく も 汚濁 を 見る に 鋭く、 諸の 不善 を 見ろ 毎に、 我が 薄志 をして 之れ に 傾けし めぬ。 我 は 我が によりて 少しの 知識と 巨 

多なる 惡 性と を 得ぬ" 我が 眼は假 層の 金銀 を： て 姑息なる 心 を 起しぬ。 惡 鬼の 如き 權勢を 見て 藤 ：1 の 心 を 起しぬ。 美女 を兑て 

不 道の 心 を 起しぬ 不用の 書 を 見て 怠慢の 心 を 起しぬ。 我が身と して 顧る 所 汚れに 染みた る處 あらざる はなし。 此の 不潔； れ^ 

の 泥 身 を 抱懐して 我甚 しく 患 ふ" 我が 堅くな りたる 手 は 再び 赤兒の 如き 淨 きものた る 事 能 はず J 我が^ は肓 者の 股に だに 如 

かず。 我が 口..， 舌 は 鳥 だに.^ 劣れり" 嗚呼， 此の 一度 色に 染みた る絲を 再び 舊の 純白なる 色に 返し 得る か。 51 氏の 淚、 今 は 我 

が 上な り。 常に 身 を 離れざる 眼 を 擧げて 、常に， せ を 離れざる 手 を 見る 時、 我が 心 誠に 哀れに 悲しむ。 我 は 今 我が 肉！^ も 心 も 共に 

神に 捧げぬ" 神 は 果して 我が かく 計り 汚れた る 心身 を 受け 給 ふ 可き や。 我が 卑志を 以て 之れ を 計る に 甚だ 難し。 され ど.，、 我 

は f 神が 惱 める ものな 救 ひ 給 ふと： K ふ 本願に 褪 りて、 心身 を 捧げ まつる U 神よ、 願く は 我が 懸々 の微志 を. 憐み給 ひ、 願く は 

我に 君の 卑僕 たる を 許させ 給へ。 我 君に 心身 を 棒ぐ と 誓うて よ" 以來、 玆に 一 ヶ月の 餘り經 たり。 我の 神に 盡す處 或は 足ら 

ざり しゃ を 知らず と雖 も、 我 は 我が 出來 得る 限り を盡 したる を 信ず。 而 して 未だ 我.^ 神との 間に 隔り あり。 我の 而 は 被 はれて 

^えざる は、 鳴 呼 之れ 何 か そ ^ 我尙 未だ 邪 なる 業 あるか、 罪 あるか。 神、 願く は 此の 小なる 人 を 哀れみ 給へ。 自ら 邪曲な 

らんと 云 ひ、 罪.^ 爲さ ずと 誓うて、 而かも 之れ ケ 犯す。 され ども 神 願く は 我が 微志 を， おれみ 給 ひて 隔て をな からしめ よ〕 我 

は 世俗の 障碍に 遇 ふ 事な しに、 直ちに 神の 面前に 伏拜 して 眞に 我， が 舊惡を 謝し、 新たなる 淸き 信仰 を 51£せ しめ 給へ。 我 は 之 

れ なくば 何事 も此 世に 爲す事 を 得 じ。 自ら 顧みて 長く 眞に 神に 接する を 得ざる 事 を 思 ふ 毎に、 或は 我の 救 はれざる ものに あ 

らざ るか を 思 ひ、 辦 しき 感に堪 へざる なり。 

噫、 され ども 我 は 徒らに 老人の 如く 過去 アビ， 顧^せ じ。 我 は 過去 を斷 じて 再びせ ざるべし。 願く は 日々 に 新な らん。 され ど 

も 之れ 我が 力の 及ぶ 處 にあらず、 唯 神の 惠に鎚 らんの み。 

一八 九九 年  1 〇 三 


有 鳥 武郎仝 集 笫九卷  一 ®M 

忠愛なる 森 本 君 は 我 を 抱いて、 我が身 旣に潔 まれり と 云 ひ 吳れぬ U 我 は 之れ を 力に 進み 行かん。 嗚呼、 野 も 來れ、 山も來 

れ、 我 は： 惡魔 と戰 うて、 戰ひ 休める 時 は 森 本 兄の 懷に 入りて、 共に 神の 膝 ドに息 はんの み。 

此 夜雨 降る。 寂寞の 氣 四方に 乾り て、 蕭々 たる 雨 耳に 冷 かなり。 獨り思 誠 堂の 階上に 坐して、 舊約 聖書 を 手に し、 默々 

として すれば 瞻) 洛ち氣 くじけて、 身 はいと たよりな きもの  >- 如く 覺 えて 淚滂坨 たり、 卽ち 書す" 

四月 穴 日。 昨夜 光風 館に 風雨の 一夜 を經 て、 今朝 は旣に 錢函の 濱， -ぁ り。 夜 來の風 勢 未だ 全く 想まず、 餘> おの 頹濤 層々 

相 naf りて 白雪 を 吐き、 雲影 急に 走り、 其 景俸大 高潔、 久しく 山間に 薛 息して^ 事に 汲々 たりし 身に は、 其 愉快 譬 ふるに 物な 

し。 卽ち 二人 (我 は 森 本 兄に 伴へ り) 砂 濱に橫 はり、 此の 天地の ssiFe に 接して、 無限の 感慨 あり。 神が 吾人 小 弱の 徒 を 慰 

めんた めに、 將た勵 まさん がた めに、 將た楚 はし めんがた めに 賜へ る此 天地の 大景 は、 太古 以^ 變 する 事な し" 其の ミー 一. - 

なる、 nakc-1 なる、 great なる、 grandeur なる 波濤の 景は實 に 吾人に 多くの 敎戒を 供し つ k あるな り。 兄と 共に 此の 景カ 吾 

人の 胸裏に 何な 敎 へつ. - あるか を考 へて、 下の 如き や 得たり。 我が 見ろ 景色 は、 我に 宏大 無邊 なる 氣宇 を與 ふ、 層々 卷き來 

る 彼の 白波 は 之れ 天地の indign&>n なり。 而 して 彼方 3 沖邊 にあり て、 一 SS 石 眠れる が 如き もの は 其 胸中の 如何に 泰然と 

して SJm なる か を 示す ものに 非ず やひ 吾人 は 又 此大景 の 中に、 神の I〈3ft の 現存す る を-認め 得べ し。 思 ひ 去.^ 思 ひ 来れば、 

地上に 藏 せらる., 神の 謎 語 は 比々 として 我が 心頭に sip 來 るか 覺ゅ。 其の ぽ々 たる 波^ は、 實 に 我が 心臓に： 沁み 入りて、 

其 血 をして 一種 高遠なる 理想に 熱せし む。 世俗 康旣に 我が 胸中に あらず、 吾 は 唯 兄と 共に 神の 膝下に あり。 我 は 天地に 對 

する 時、 我が 受 くべき 苦痛の i く 心 を 痛ましむべき ものに 非ざる を 思 ふ。 嗚 tIK 地 は 神より 遣され たる、 惱 める 人の 慰 手な 

り。 我が 心の 痛める 時、 我 は 天地に 接して 癒さる &ブビ 得べ し。 我奮勵 して 其 理想の 尙行 はれ 難き 時 、来りて i だ 接せば や、 

肖 然は 必ずや 我に 種々 なる 慰藉 を與 へく ろ& 事なる べし。 願 はく は 我 をして 全く 自然と 同化せ しめよ。 自然の 寬大 なる が 如 

く、 自然の 畏懼す べきが 如く、 自然の 愛親す べきが 如く、 自然の 公平無私な るが 如く 我に 來れ。 我の 怒る 時、 願 はく は 自然 

の 如き 怒 あれ。 我の 喜-ふ 時、 願 はく は， H 然の 如き 喜 あれ。 自然 は 神の 被服な りと 云 はん. - 我 if く 自然に 學 ばず や。 我の 汚き 


俊き、 卑しき 心 は 自然によ りて 著しく 潔め られ、 高められ、 而 して 高^とな さ しめらる. - なり。 世に 若し 自 然の 美なる もの 

が 皆無な りと せば、 嗚呼 人の 生涯 は 如何に 苦痛な りけん。 人に 自然に 接する の 詩 服な かりせば、 如何に 不幸なる らん。 我 は 

此大 なる 恩恵 を 感ずる 事 能 はず、 神 を 無にする 入 ある.^ 悲む なり。 

B 月 九日。 

They  sai 1 unto  hl3.  Grant  unto  us  that  we  may  sit,  one  on  thy  r:ght  hand,  and  the  other  on  thy  left  hand,  m  thy 

STlor く.  Mark.  CIS. つ •  ^.  ； 37. 

之れ Zebcdoe の 息なる Jamos と John が、 ^：^-督に：乙ひたる言なりとす。 之れ によりて 考 ふるに 此 二人の 弟子 は、 基^が 必 

ず や 5^ こ ユダヤの 王位に 登りて、 羅 馬の 羅紳 より 逃る.. -の機 あるべし と 信ぜる が 如し。 又^ 督が 此の 如くならば 、己れ の 

顯 要の 地位 を 占めて、 窃かに 浮世の 光 榮をも 望める 念 あるが 如し。 そ は 他の 弟子が、 此拿 話の 始末 を 聞きて 相 怒りた る にても 

知る 事 を 得 可し。 兎に角 そ は 今 余に 多く を 要せざる なり。 余 は 此章を 見て、 今人の に 身を投 ずる 又、 這 般の觑 念より 來れる 

もの なきや を 思 はざる 能 はず 。甚だしき ものに 至りて は、 信者た るに よりて、 世上の 信^と 體 面と を 得ん とする もの あるべ し • 

聖 蔵に ありとの 故 を 以て、 自ら 高く せんとす る もの あるべし。 或は 國 の爲 めに、 此宗敎 を 採らざる 可から ずと 云 ふ もの あ 

るべ し。 若しくは 己れ の 欲望 を jf 足せし めんがた めに、 宗教の 假面を 被る もの あるべし。 卽ち 換言すれば、 宗敎を 生と せず 

して 之れ を 客と する もの あるべし。 今の 滔々 たる 宗敎 M 中、 一 點此 念な きもの、 栗して 何人 か ある。 鳴 呼 之れ 遂に V ョな及 

び John の I  iE 汚惡 なる もの  み。 宗敎は 信ぜざる 可から ざるが 故に 信ずるな り. * 吾人が 正義に よりて 立たん とする 時、 自 

然 的に absolute なる 必要 を 感ぜし むる もの は宗敎 なり。 吾人 此の 如きの 宗 敎を秉 りて 初めて 露の 信仰 を ST へし。 彼の £1 す あ 

らんが ために 宗教の 蔭に 隱る V 徒輩の 如き は、 實 にこれ 宗教の 賊 なり。 獅子 身中の 蟲と は、 實に 彼等 を稱 すべきな り。 凡そ 

世に 厭 ふべき もの、 偽善 宗教家に 若く はな からん。 彼等 は善裝 して 内 醜なる ものな り。 外 醜なる もの は 吾人 之れ に 接近せ ず 

して、 豫め其 殘害を 防ぐ 事 を 得べ し。 只 偽善者に 至りて は然ら ず。 天使の 如く 言 ひて、 惡 魔の 如く 行 ふ" 哀れなる 人の子 は、 
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往々 その 惡 舌に 罹りて 斃る。 惡む 可く、 厭 ふ 可く、 而 して 何 處迄も 放逐 追 迫して 壓滅 せざる 可らざる もの は、 實に 宗教 を 客 

とする ものな り。 宗教 を 知りざる もの は憐む 可し。 我 共に 進まん。 知って 之れ を 行 はざる もの は、 實 に大惡 人な り。 彼等に 

1 の假 借す 可き 餘裕 なし〕 基督 は 云へ り、 

" And  whosoever  of  you  will  he  the  chlefest,  shall  be  servant  of  all.- 

嗚呼 眞に 然るべ し、 眞に祌 を 知る もの は 人の 上に 立つ ものに あらず。 虞 翁の 生涯 は 人の 上に 立てる が 如かり き 0 而 かも 彼 

の 全生涯 は、 實に 人なる もの & 改進の 爲 めに 費され たりと 稱 して 不可な かるべし。 此の 如き を眞の 宗教家と は 云 ふなり 。多く 

己れ を 捧げた る もの は、 多く 確乎たる 信仰 を 取り得べ し" 全く 己れ を 捧げて、 玆に 人の 信仰 初めて 全きの み。 神よ、 願く は 我 

をして 我が 有なる 凡て を 捧げし め 給へ。 而 して 我に 許す に 神の 卑しき 一 僕たら しめ、 力に 應 じて 神の it を 八に 示す 事 を 得 

せしめ 給へ。 我が 惡 魔なる 慢心、 我 を 退き 去れ。 神よ、 我が 弱き 心 を 導きて、 此 慢心 を 返 かしめ よ。 

四月 十五 曰。 快晴" 此夜 ca 夫人の 家に 於て English  class ありし 後、 森 本 兄と 共に 博物館 場內を 逍遙せ り。 此夜は 

風 全く 落ちて、 一天 悉く 霽れ、 新月と 星宿と は 高く 蒼 弯に懸 り、 萬 象 皆 晴夜の 中に 沒 せられて 黑 色の 一塊と， 匕せ り。 余よ ttj 

頃眞 面目に 自然に 接せる 事 極めて 稀な りしに 加へ て、 今の 風 色 は 頗る 平常と 異なる もの あるが 爲 めに、 我がき たなき tit- れに 

滿ち たる 心 も 實に洗 はれた るが 如き 心地 をな しぬ。 我 は 我が 眼に 觸る. 1 處の もの、 塵埃の 微と雖 も、 祌の 御手に よら ざれば 造 

られ ざる を 深く 感じて、 實に異 樣の感 に 打 たれ 、人間の 甚だ 小なる を W 心 ふと 共に 宇宙の 如何に 犬なる かを考 へて 權然 たらざる 

能 は ざり き。 嗚呼、 神 は 我等 の^の 觸る 、處に 其 微妙なる 業 を 示し 給 ふ にも拘らず、 佘は 永く 之れ を 見て 信ずる 能 は ざり き 0 

余： suil ら何か 故に、 期く ばかり 平易なる 理を 解し 得 ざり しか を 今日は 怪しむな り。 兄は喟 然として、 此 大観の 中に、 神の love 

と solemnity とが 殘りな く顯 はれた る を 云 ひて 嘆息せ り。 嗚！. 匿に 爾 かなり。 

かくて 我等 は 河邊に 下り、 兹」 暫く 二人とも 言 ふ 可から ざる 嚴肅の 思に 沈みて， 少時 默 想に 時 を 費せ り。 而 して 兄 は 祈れ 

り。 余 も 亦 心より 祈れり。 我け 實に 心せ を 神に 捧げし ものな り。 而 して 尙 且つ 余が 神 を 見ん とする 時、.： J 中に 被膜 一 つ あるが 


ct き 心. a し- -リ。 之 Li,!; 余 こ i ョ rsrf なる elements ある 事を證 する もの ある を 思 ふ 毎に、 未だ 愤 f 禁ぜず スば あらず 1*=1 

て 今夜 は 肉眼 を 以て 神の 如き 景色 を 見ながら、 心の 眼の 中に、 若し 眞に 神を認 むろ 赛を 得ず と 云 は^、 之れ 赏に 悲しき 限り 

こ 非ず や。 神よ 願く は 我が 此の 絕景を 眼前に 兒る 如く、 御國を 心中に 来らせ 給へ。 我が 心 は 只 之れ のみ" 唯 我が 心中 旣に淚 

あら. ま、 if 呼 又 何 を か 憂 へん。 人 は 淚を厭 ふ。 され ども 我に は 如何に 貴き ものなる ぞ J 我に 衷心より 出づ るの 涙と 笑と あれ。 

歸途に 就きて 家 近く ありし 兄 は、 家に 歸る 事の つらければ、 今少し 散歩 するとて 余に 別れたり。 彼の 眼に は淚を 溢へ たり 

余の 心 は 痛く も 執： 情ならざる を 悲しむ。 兄 は 確かに せる 事の 强き 人な り。 

四月 十七 or 今朝 は實 にきた なき 夢を見た ると 共に、 余 は 漏 精して ありぬ。 而 して^ 稍 i 疲れたる に 加へ て、 午後より^ 

の献を し >t が 今夜 は 例に も 滑して 眠たく、  German を 復習し 終りし 後 は、 きたなく も 殆ど 半 眠の 問に 過して、 聖霤 も^にお 

つとめの 爲 めに 通讀せ るに 過ぎず." 而 して 余の 心 は、 夫れ にても 別に 悲しき 事 もな く， 床に 就かん とて 一寸 外に 出で しに、 

怪 雲の 間に 懸れ る..： さやかに して 、余の 鈍き 事 鉛の 如くなる 心 も 之れ に 動き、 直ちに 裏の 牧草 畑に 到りて 靜 かに 己れ を^み し 

時、 悔 おの 涙 は 初めて 我に 来りぬ。 幾度 云 ふ も 詮なき 事ながら、 余の 心 は實に ーョ10 にして 鈍く、 かく 靜 力に 考 ふる 時". * 

果して 神に 救 はる 可き 資格 あり やと 思うて、 寂しき 限りの 心地す るな り。 一日 一 曰 を 姑息に 過して、 目 „ ！! 大事の 来らざる に 

甘 、しし 一」？ 死 せんとす る 余の 心 は 何事 ぞゃ。 噫、 の 惰弱なる は、 之れ を 鞭ち て K1 す 可し。 獨り 我が 心の 鈍れる は 何 を 

以て 之れ を矯す 可き ぞ" 余 は 確に 神 を 知る ものなら ざる 可から ざるに、 今に 到りて 尙此 醜に 安ず ると は 何た ある.， 意、 m 地な き^ 

ぞ。 月 を 見、 星 を 見、 草 を 見、 木を兑 るに、 各 其 分を盡 し、 其 分に 安 じて 心 泰然たるが 如し。 而して余獨り龈齪として^^^分 

を 盡す能 はず。 故に 本分に 安ず る 能 はず。 心 は 常に 何となく 急が はしく して、 而 かも 一事の なす ある 率な し，、 こん では 

眞に 駄目な り" 

余 は 神に 祈れる 時、 涙 を 余が に 見る 事 を 得し を こよな き樂 とす。 今宵 も 幸に して、 御惠 によりて 多く 淚を琉 す^を^て、 

心 は 少しく 安く なれり。 余 は 家に 歸 りて 再び 聖書 を讀 み、 山上の垂訓の 處を讀 み、 義 者の 上げら る \ を 見て 何とも 云へ ぬ 心 
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地と なれり。 

Behold,  the  righteous  shall l-e  rccompenccd  in  the  cartli;  much  more  the  wicked  and  the  sinner. 

四月 二十 1 一一 曰。 此日 午後、 森 本 兄と 相携 へて 豐平 河畔に 遊ぶ u 昨日の 大風 く收 りて、 而 かも 天 依然として 霽れず。 北風 時 

に來 りて 遊子の 袖 を 吹く。 堤 畔ー帶 の景， 林 港 未だ 新綠を 出さず して 暮秋の 夕の 如く、 風 悲み雨 W び心慘 然として 暗し。 嗚 

呼、 天の Bg 景をド して 吾人に 敎 ふろ 何ぞ 一 に此に 到れる や。 人は卷 色に 狩られ、 氣蕩 然として 身に 沿 はず 徒らに 外觀の 春光に 

夢 死 せん，. - する 時、 天 は 雨と 風と を 下して、 春光， U 樂 むべき は 心に 春光 を 得た る ものにして 始めて 能 ふ 可き を 示す。 余の 衷心 

9; "やう 

尙 風雨 あり。 焉ぞ慘 然として 痛ま ざらん や。 昨夜 初更、 家に 歸 らんと し、 路 に瀏曉 たる 音 樂の聲 を 聞く。 之れ 我が 校の 運動 

會に 興を叻 けん 爲 めに、 中學の 生徒 をして 練習せ しむる ものな り。 我が 心惊 然として？^ なき 能 はず" 嗚呼、 神より 来れる 無 

邪 氣淸淨 なる 嬰 子 を 育す る もの も 入に して、 毀つ もの も 人な り" 嬰 子 は 肉體に 育せられ て 精神に 毀た る" 妙齢の 少年 をして 

噴 落の 第 一 ^を蹈 ましむ る もの は 亦 心なき 靑年 なり。 否輕 薄なる 世間な り。 頃 者學 生の £1 敗 を 云 ふの 聲諸 方に 起る の 間に、 

無 邪氣め 少年 を拉 して 此の 如きの 事に 從 はしむ。 何等の 無分別 ぞ。 何等の 罪： 貢ぞ。 嗚呼 世 は 此の 如きの み" 今更に 何 を か 驚 

かんや。 滔々 として ifc 此の 如し。 汝の淚 は 到る處 に 灑ぐ事 を 得べ し。 我 は 亦 今朝 一 老婆の 荷 を 負へ る ものが、 菓子屋の 店頭 

に 立ちて 物欲しげに 之れ を眺 むる を 見たり い 嗚 t^、 哀れなる ものよ。 老婆の 顏を おず や。 汝の皺 は、 無窮なる 世の 辛酸より 

少 きものに は あらざる か。 汝の黑 き 皮膚、 破れた ろ 衣、 之れ 何 を 示す ぞ。 汝は 何者の 女に して、 何者の 母ぞ、 かくの 如く 零 

丁して、 り 市上に 徘徊す る。 今夜 汝の 眠る 1: は 何 處ぞ。 汝に汝 の 愛する 愛孫の 汝を 慰む る あるか、 將た汝 の 子 は汝に 孝な 

るか。 春と は 云へ ども 風 寒し。 汝 今夜 場末の 廢 屋 に 蹲りて、 雨 溜と 北風と に訪 はれ、 泣きて 短夜の 尙 明け 難き を瑯 つものに 

あらざる なき か。 鳴^、 而 して 見よ、 汝の を擧 ぐる 處、 不義の 財に よりて 富める もの  邸宅 は、 恰も 山の 如く 巍然 たるに 

あらず や。 され ども 老婆よ、 我が 祖母よ、 徒らに 浮世の 汝に 辛き を 思うて 汝の業 を 休む 事 勿れ" 汝は此 世に 苦しむ もの なれ 

ども、 亦 神の 子な り〕 いそしめ よ、 怯むな》 汝の 生命と 光と は其處 にあらん。 我 を： よ、 我 も 亦 心に 於て 汝 よりも 貧しき も 


のな り。 我が 眼 を擧げ て、 心 富める ものが 思 ふ 鑀に其 道 を 進み、 その 位 を 得る を 見て 心悲 まざらん や。 され ども 我 も 汝と共 

にい そしむべし、 惰ら ざるべし。 我が 道 を、 W きつ、、 され ども 笑 ひつ、 進まん。 我 は 只 神が 心 貧しき もの を 哀れみ 給 ふ を 知 

れば、 否 信ずれば、 之れ を 生命 ぞ とよく 賴 むの みなり。 我の 汝に 捧げし 同情 は、 汝が唯 老いた るが 爲 にあらず。 又跌 親な き 

がた めにあらず。 汝と 我と 境遇の 全く 相 同じければ なり。 憐れなる 老婆よ、 哀れなる 我よ。 

たど 頓 むた もとな 朽ち そ 春雨の いと V 我が身に 降り まさる 夜 は 

之れ 我が 母上の 前に 詠みて 捧げた る 歌な り。 母上に は 再び 我と 文通せ じと 云 ひ 越され たれば なり。 我 はこ の^を 多く 雷く 

勇氣 なし， 唯 神の 攝理 をのみ 之れ 祈るな り。 

己れ ながら 我ば かり 言 ひ 甲斐な きもの あるべき か。 森 本 兄 は、 我が 兄 を 慰め 能 はざる を 責めで、 早く 兄 は 安心して 權， ：$ に 

滿 つる 如くせ よと 云 はる。 眞に胸 裂く るな り。 兄 は 一度 悲 みに 陷る時 は、 亦 救 ふ 可から ざるに 至る。 我よ く 之れ を 知れり。 

鳴 呼、 若し 我に して 今少し faculty ある 人間な りしなら ば！ 淺 ましき、 しき 我が 心 は、 終に 兄 を むる に .5 なくして 終る 

可き か。 我 元より 我が 心に 深き 悲 みあり。 唯 我に して 深く 悲 まる、 兄 を 如何と 思 ひて、 强 ひて 笑 を裝ふ 事の 如何に つらき ぞ。 

つらき はよ し。 我 は 兄に 何物 を も 捧げた る 身の、 心臟の 破る  迄、 つらく とも 何 か 厭 ふ 可き。 唯 何時の 時 か 兄 をして 镧喜に 

fi たしむ る を 得べき ぞ" 

今日 二人に て さすら ひし 天然 は、 今 我が 机上に 現れて 我 をして 無限の 感慨 を 引かし む。 秋の 如く 蕭殺 たりし 4^ は、 我が 心 

の 中を此 上な くも 云ひ顯 はした る ものなる 哉〕 人 は 春に 醉 うて 快げ なる に、 何とて 我の みかく は 悲しき ぞ。 而か. - 、此の 悲み 

は 何 にも 漏す に 由な し。 神よ、 願く は 我の 貧しき 心を感 め。 

四月 1 二十 思 ふに、 東都の 花旣に 散りた らん) 春陽 四月 も 今日 を 以て 終らん とす。 而 して 北海の 風：^ 今や 漸く 养に 入り、 

塘草野 花、 轉た春 神の、 近き にある を 示す。 而 して 今日は 何たる 好天 氣ぞ、 本年に 入りて より 實に 稀なる 處 とす。 卽ち森 本 兄 

と 錢函に 遊ぶ。 朝 十 時、 家 を 發し原 氏の 愛犬 「二 郞」 を携 へて 鐵 道に 沿うて 郊外に 出づれ ば、 徘 i« 十 離の 如く 靑く 速り、 樹は 
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潮く 後 11^ を 催さん とす。 風 日和 煦， 平常 敎 場に 不平 を 忍びて 鬱々 たりし 胸隨， 忽ち 開く るを覺 えたり。 晨家 は將に 夕々 忙 なら 

ん とする 時な り。 些々 たる 茅屋の 下、 父 あり 楚を秉 りて 耕せば、 兒女 二人 亦 その 業 を 助け、 幼童 一入 軒下に 佇みて 行人 を 見 、送 

るな ど， 宛然た る 一幅 春 耕の 活畫 にして、 我等 は 彼等の 勞 苦と 淸 貧と 廉潔と に 少なからぬ 同情 を 表したり。 輕 川の 附近に て 

握 腹 を 太牢の 美味の 如く. ひ、 又 堤 下の 土筆 を 摘みて 子女の 態に なら ひ、 遂に 錢函に 到れば、 前 来の 荒れた る 景色と は 打て 

變 りて、 平波鋪 くが 如く、 款 乃の 聲 海上に 聞こえて 鰊の 好 漁な りし を告 ぐ。 此に小 林 氏 及び 原 氏の 家族に 遇 ふ U 我等 は 又 北 

して ー璋 頭の 端に 到り、 春 潮足 下 を 洗 ふ 處に跪 坐して、 渺 I 忙 たる 烟 波と 蒼 空と に對 する 事 多 時、 氣暢び 心 張り 無限の 快感 は 

我が 心に 浮べり。 され ども 我に して 眞に悟 行の 後に、 此景に 接する 事 を 得ば、 如何に 愉快な らん。 我が 心中に は尙 種々 rai-s 

相 錯綜せ り。 我が 眞心は 容易に 直接に 天然と 接する 事 能 はず。 天然 は pais の 層 を 通過して 我が 心中に 入り 来る 時に、 我が 

心中 一 の 痛み を 感ず。 嗚呼、 此の 海の 如く 際涯な く、 寛大なる、 威嚴 ある、 敬虔なる 心情 は何處 より 得 米るべき ぞ。 -內村 氏 

は、 心安 慰 を 得て 初めて 樓花を 見て 樂む 可し と 云へ りき。 嗚呼、 我れ 安 慰 を 得、 天然に 對 して 無 の 愛情と 同情と を投 ずるの 

日 は 何時なる ぞ。 否 之れ 或は 我が 今 もな す 事 を 得る 處た るべ し" 唯 何の 時 か眞に 天然と 同化す る 事 を 得ん。 思 ふに 我が 自ら 

負 ふ 所 は 我が pslty に對 して 過ぎたり。 之れ を 思 ふ 時 • 我が 聊かの 進歩 は 我に 何の 喜 悅も與 へざる なり) 勿論 余 は 今 決し 

て 退化し つ X あるに あらず。 確かに 進步の 部類に 屬 せるな り。 併し 此の 如き 進步 にして、 何の 時 か 天地の 心 を 以て 心と する 

事 を 得べき ぞ" 嗚呼、 世 は謦醒 せざる 可から ず。 兄弟 は 救 はざる 可から ず。 而 して 我 之れ を 知りて 之れ を 爲す能 はずして 止 

はと 

むと せば、 我心 痛ま ざらん や。 又顕 みて 我が 心の 3fl の 如く 柔和なる を 思 ふ 時、 果してよ く 情の 戰に 勝ち得べ きか を考 へて， 

轉た$^|然たらざろ能はざるなり。 

嗚呼、 無益 益， 余 は 再び 此の 如き 繰り言 を 云 はじ。 肇を 走らす るの 間に、 何時しか上の，卯き事が書き迪ねらる>^なり。 

され ども 一 方より 觀れ ば、 余に 此上 なく 幸福なる ものに あらず や。 世間 我に 同情 を 寄せて、 一 滴の 紅. おや 魔ぎ 吳る. - もの 全 

くな し。 而 して 唯一 人 を 有せり" 世 も 堕落せ り。 余 も墮 落したり き" 周邊 V- 顧みて 自己 を 思 ふ 時、 唯一 の 失望 あるの み、 絕 


望 あるの み。 而 して 唯一 人の 希望 を 余に 投 ぐる もの あり。 我 は 其 一入の 紅淚 を、 世間 萬 人の 僳哭 よりも かに 尊き ものと し 

て、 之れ を受 くる 事 を 得" 余 は 又 死にまで，， 、余 を 誘 はんとし たる 失望の 中に、 暗雲より 時に 光 を： 级っ明 Kli の 如く、 余 をして 

之れ を 望ましむ る 毎に、 慚悔と 喜悅と 敬拜ん 希望と を與 ふる 一人 を 神と して 纔拜 する の 特別なる 權利を 有す。 森 本 兄と 神と 

あり。 余乂 他に 何の 要する 處ぞ。 余は是 れに對 し、 凡ての 不平と 絕 望と を 慰ち て 神に 向うて 九拜 多謝せ ざる 可から ず。 而し 

て 時に 尙 且つ 愚 言 を 繰り返さん とす。 愚 も亦甚 しき 哉" 然り、 余 は 至 愚な り。 至 愚なる が 故に 此 弊に 陷 るの み。 入よ、 神よ、 

願く は 余の 弱く 竪 からざる 心 を 許せ。 され ども 余 は 誓 ふ、 必ず 入なる もの、 定義 を 余の 行爲の 上に 見る に 到らん^ を。 

千 思 萬考、 元より 盡 くる 處に 非ず。 無心の 海陶 波と 相戲 る、 を 見て 俗世の 渡航 を 思 ひ、 袂を 別ちて 此 母； に 離れ、 輞 川まで 

汽車に 乘じ、 後 歩して 家に 歸る。 夜 凡そ 七 

五月 十 lll«r 靑 森を發 したる 汽車 は 余 を t 、せつ. -、 夕陽 傾き か. -る六 時 頃、 上野 停車場に 着し ぬ。 余 は 祖母^ 病 危§|- なり 

との 電報に 接し、 る もの も 取り 敢 へず、 日夜 兼行して 此には 到りし なり。 嗚呼、 山河 111 百 五十里、 三日間の 短 旅行 も 如 3： 

に 我が 心に は 長く 感ぜし よ" 停車場に 着 すれば、 壻田、 恩 地、 壬 生の 三人 は迎 へに 來り 居れり。 余 は此に 祖母の 病の、 思 ひしょ 

りも尙 篤き に 驚き、 直ちに 腕 車に 乘 じて 家路に 急がせぬ。 此の間 余の 胸中 は 今や 斷； 如臺に 導かれん とする 罪人の 如く、 種々 

. ^く よん  ちゆ *TN?^  i* ぴこ 

なる 混 象と 妄想に よりて！？^ せられ、 忡々 たる 心腹 臆に 磅 りて 轉た 破る. -が 如き を覺 えぬ。 余 は 腿 母の 死に 於て 此の 如き 悲 

痛 をな さ V る 可し。 そ は 人命の 時に 遇へ り。 人力の 囘し 難き を 知れば なり。 余 は 去る 三月に 於て、 斷然意 を 基督 敎に投 ずる 

に 決して、 書 を： 豕に呈 する や、 祖母の 悲嘆 は 尊 常に あらず。 其 室に 入りて 食 を廢 せらる 事 二日に 及び、 何が 故に 我 はかく 

生きて 世に 悲しむべき 苦境に 接せざる 可から ざる ぞと云 ふに 到れり と 聞きぬ" 余 は 其後此 事の 胸中に 蟠 りて  一 n も 安ん ずる 

事 能 はず。 時に 思 ふ 所 を陳ぜ しと 雖も、 心中の十が 一 をも^^露する能はざるが故に、 却て 膝下に 誤解 を 致す に 到り， 眷々 の 

情 遂に 聞かれざる を 思 ひて、 唯獨り 北方に 啼 きて 祈りたり しのみ。 而 して 今にして 祖母の 生前に 接見す る 事 能 はずと せば、 逝 

者の， や  1 憾殘 者の 殘恨將 た 幾 干な りと する ぞ。 而 して 余 此の 眷々 の 心を懷 きて、 幸に して 生前 祖母の 枕. 溢に 侍する を ると す 
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る も、 何 を か 言 ひ 何 を か訴ふ 可き。 思へば 余 未だ 眞に祌 の 溫き癢 に 抱かれず。 己れ を 全く 神の 儀牲 とする 事 能 はず。 自力の 

間に 彷徨して、 時に 俗世の 前に 屈せん とす。 嗚呼、 此の 如き は 余の 極めて 卑しむ 所、 此の 如き 事 を 顧る 毎に 余の 心 は 失望よ 

り絕 望に 到らん とす。 而も 余 假令墮 落して 惡魔 となると も、 斷 じて 神の 現存 を 否定し 得べき にあらず。 此の， g き混亂 せる 心 

を 以て 所思 を 述べん とす。 佘豈忡 々鼓々 の 念に 堪 へん や。 余の 札 暢を辭 せんとす る 時、 之れ を 森 本 兄に 謀る" 兄亦默 然とし 

て 語る 所な し。 然れ ども 兄 は 余を激 S1 して 曰く、 鄉の 信仰に 固着せ よ、 而 して 唯 聖靈の 指導に 任せよ、 我 亦 博物 場 裡の樹 下 

に、 君の 爲 めに 祈らん と。 余 は 此の 如き 問題に 對 して 共に 謀るべき もの は 唯一 入の 兄 を 有する のみ. I 否、 兄 を 有する の大 

幸なる あり、 世人 は 多く 一人 を 有せざる なり 11 之れ 余に とりて は 實に萬 軍の 援 なり。 此夜、 夜晴 くして 星 稀な りき。 二 

人、 場 裡の樹 下に、 離別と 願望との 祈 鑄 を 捧げぬ。 余 は 萬感の 胸に 橫生 T る ありて 殆ど 祈る に淚 あるの み。 神よ、 神 は 如何 

にして か \ る 不幸の 中に も、 余を絕 望せ しめざる 如く 大援を 下し 賜 ふの 大惠 ある ぞ。 余 は 世に 淺 ましき 罪人たり。 而 して か 

かる 大惠に 遇 ふ 毎に 唯淚 あるの み。 余 は玆に 堅き 決心 を 得たり し 箬 なりし も、 東都に 入りて 家 近くな りて は、 決心 も ゆるま 

ざる を 得ず。 心に 之れ を 叱し っ& 漸く 家に 入れば、 母 尹， 及び 愛 妹 愛 弟 は 潮の 如く 玄関に 出迎 へられぬ" 余に 簡單 なろ 應 接の 

語を殘 し、 走って 祖母の 病床に 到れば、 天に 謝す、 余が 祖母 は 潜 生きつ i ありし なり。 

祖母 は 余が 到着に 對 して 非常なる 影響 を .1^1 けぬ。 家 入 は 多く、 余の 枕邊に 到る 時 は 祖母の 瞑す る 時なる を 疑 ふ ものな かり 

き。 而 して 祖母 は 幸に して 病状に 多く 變動 を兒 ず， 昏 然として 熟睡に 入られたり。 余に 萬 事の 甚だ 好適した るに 喜悅の 情に 

堪 へず。 而 かも 枕頭に 祖母の 瘦せ衰 へたる 病顏 を^て は、 當年 余が 幼少に して 祖母の 愛慈の 蜜の 如かり し 時、 年少 祖母が 時に 

嚴 然として 余に 一 心の 德を 述べ 給 ひしの 時 等 を 思 ひ 起して 無^の 感慨な き 能 はず。 此夜 枕邊に 侍する 事 二 時に 及び 就 S -。 

而 かも 眠 容易に 成らず、 枕 を；^ きて 鰻轉 黎明に 及びぬ- 

余 は 肉 身の 煩忙と、 心靈 の錯雜 とに 筆お る 事の 甚だ 澝 くして、 日記に 向 ふ 事 を 怠り たれば、 兹に其 日 其 日の 行爲と < ^慨と 

を 記さん こと を 難ん ず。 され ども 要するに、 佘は 同一 事 を 繰り返 1- たるに 過ぎ ざり き。 佘は 早朝 を 以て 甲 東碑邊 に散步 を！ 


む。 ia- 京 も 黎明 は靜 寂な り、 淨潔 なり。 塵^に 模糊たり し 往還 も 朝來の 少時 は、 深山に も 籠るべき 霧の 罩む る處 となり、 

鷗風冷 かに 衣袂を 吹きて、 余殆 んど蠶 V. たる 雜鬧^ 裡 にある を 忘れん とす。 かくて 碑邊り 丘上に 登り lg り 木椅に 坐して 默想 

に 耽る 時、 余 は 初めて 規律 ある 精神と 淸爽 なる 體軀と ある ゃ覺 ゆ。 余 は此に 11 若し 他に 散策の 客な き 時 は 11 祈 1 を：^ げ、 

聖書 を讀 み、 北方の 天 を 思 ひ、 祖母の 病 を 思 ひ、 余が 身の 不純 を 思うて、 悲喜 六乂々 到る を 常と す。 かくて 稚 松の 問 を 過ぎ、 

|^枝 の晚 花に 驚きて 市街に 出れば 、朝来の 靜寂將 た 何れの 處ぞ a 余 はや. - 整頓せ る 心身の 再び 澄拌 せられて 家に 着く の はは、 

復先 時の 不平と 孤^の 憂 思 あるの み。 かくて 祖 の 枕邊に 其".^ を訪ひ 殆んど 終日 此れ を 出で ざるな り。 母君 は賊 i 余が，？ i 動 

の 不足 を 11^ 乂ひ給 ふ。 然れ ども 余に とりて は、 市 丘に 出で て 無用？ 不平 を 買ひ來 らんより は、 此に靜 坐して 祖 はの^ 腕 を撫す 

る の遙 か に 勝れる あるな り。 

余 は 常に 心中に 蟠れる 事、 卽ち 父母の 膝ドに 宗敎に 就て 聽く所 あらんと する の 念 は 一刻 も廢 せず。 之れ あるが ために ！i^々 

の 孤 情に 苦 めら る \ か 故に、 早く 之れ を聽 する の機會 あれと 祈りたり しが、 そ は 遂に 十八 日に 來 りぬ〕 余 は 父 a の 膝下に 出 

でたり。 父君 は容を 正して 「汝 の屢 i 经 りし 手書、 之れ を讀 みて 汝の 衷心 を 察せざる にあらず。 而 かも 汝の^ 裡^ に 迷信に 

.iii^ れる なきやと 思 はる > ^が 如き 語氣 あり。 我れ 嘗て 基督教に 聞き *  ii 敎に 聞き、 今 は卽ち 佛敎に IS ける もの、 之れ を 互に 比較 

し來 り、 此老艇 に 達して 初めて 三者の 言、 符を 4 口す るが 如き を覺 ゆ" 故に 我 は汝が 督敎に 入れる に 於て 聊カ も尤 めず。 ,M 

心の 赴く 處 父子と 雖も亦 如. M ともなすべき なり。 只 此に云 ふべき もの あり。 抑も^ 國^ 有 2 風俗 習. m ある もの あり。 是れ 

に 習 ひ 性と なる もの、 之れ を 壊つ 或は 以て 角を矮 めて 牛 を 殺す の悔 なき を， はんや。 汝尙此のぉ惯に忍ぷを？4^0ゃ。 我が家 先 

祀 あり、 帝室 高祖 あり。 臣子 たる もの 之れ を 敬 尊せ ざる 可から ず。 汝 之れ を敢て する を 3^ る や」 と" 余 答へ て 曰く 「不 ^唯一 

の 神 を 知る のみ。 他 を 知らず。 故 LS 祖、 祖先に 於て 之れ や， 神と して 拜せ よと 云 ふ、 之れ 父 命と 雖. ^忍ぶ 能 は ざろ M。 而 かも 

高祖の 俸 功、 祖先の 遣德を 尊敬す るに 於て 何の 躊躍を かなさん。 不肖 は 此事を 爲すを S£ る 1^ 誇りと せずに は あらず.^ 顧れば 幼 

年より 以米、 不尙 愚直」 して 未だ 甚. た 多く 人 を 欺かず と雖 も、 而 かも 目ら 欺きて 怪事 を怪事 とせず して 止みし^、 S に 幾何な 
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る を 知らず。 兹に膝 卜の 前に、 泣 謝に 堪 へざる 所の ものれ. M れ なり。 而して今幸にして^^ぷ督敎に接する事を得、 略 i 人道の 

何者た る を 窺うて 身の 愈 i 縮 竦に 堪 へざる を覺 ゆ。 不肖 情智 共に 下劣、 決して 富お を當 世に 得る 事 難しと 雖も、 庶幾く ば 人 

とならん 事 を 必ず 期せん。 幸に 大心 を安ぜ よ。 然れ ども 人た らんと する の 道 も 甚だ 難し。 此淘 世に 於て かく 志さば 世の 迫害 

かたくな 

を受く 可き は 火 を 看る よりも 明かなる のみ。 願く は 幸に 復此事 を 記せよ」 と。 父君 乾 笑して 曰く、 「汝の 云 ふ 所 何 ぞ爾く 頭な 

る。 聖人 は 物に 凝滯 せず。 宜しく 心を曠 くして、 小事に 龌龊 せず 志す 所に 徐々 として 進むべき なり。 我が 壯^ 亦 極めて 物に 

凝滞し！： 勿く、 一事 >V 志せば 專念 之れ に 向 ひ， 他人の 言を容 る.、 に 暇な かりき。 今に 到りて 甚だ 之れ を悔 ゆ。 我の 汝に云 ふ 所 

の もの は、 汝 をして 又此悔 なから しめんと 思へば なり」 と。 而 して 母君 は 時に 語 を 挟み 給 ひたる も 多く 言 はれず、 全く 言 を 

父君に 任せ 給 ひしが 如し。 終りに 臨み、 余が 胸中 を 離れ ざり し 森 本 君の 事に 就き 辯譴を 試みん としたる に、 父君 は 直ちに. M 

れを 遮りて、 r 汝 若し 歸 りて 同氏 を訪 はん 時、 一 面の 識 なくして 他人の 兒を その 父に 彼是 忠告す るが 如き は 差 出が ましき な 

りと 傳言 せよ」 と M ひて 座 を 立 たれぬ。 嗚呼、 之れ 余が 最終までの 成功な りし か。 森 1< 君が 最も 余の 歸 京に 望みし 所の もの 

は、 必ずや 余が 兄の 宽を 雪ぎ て 来らん 事な りけん。 かも 余碌々 として 遂に 此望を 遂げず して 止む" 悲哉" 兄に 謝する に 何 

の辭を 以てせん や。 

一山 來り、 一山 去る。 嗚呼、 山 谷 共に 棘 門に 赴き 盡 すの 日 は して 何時 ぞ。 心霊の 不足 不滿は 之れ 人生の 自然な りと 云 ふ 

か。 何ぞ 人生の 悲歎 多き。 余 は 切に 無 邪 潔白な りし 紅顔の 當年を 思 はずん ば あらざる なり。 

余 は 機 を 得て 祖母に 告 ぐる 所 ありて、 その 心 を安ぜ しめざる 可から ず。 され ども 機會は 多く 逸して 心に 含みながら 終 し 之 

れを 漏す に 由な かりし 事 三日に 及びぬ。 余 は 一夕 看護婦 其 他 を 病床より 退かしめ、 母と 共に 告 ぐる 所 あらんと せり。 然れど 

も祖 め 病 毎夕 宜しから ざるが 故に、 余 は 之れ 15- 翌朝に せん 事 を 乞へ りしに、 祖母 も 快く 之れ を 承せられ ぬ。 翌朝に 至りぬ。 

余 は 祖母に 聞かせん とする の 寧 甚だ 多し。 され ども 今此に 多く を 言 ひて、 視聽 を聳動 せん 事 を 恐れ、 督敎の 本旨 は 決して 

佛敎. - 逆行す る ものに 非ず して、 或 點 まで は 全然 並行す る ものなる 事 を 云 ひ、 余が 之れ によりて 初めて 人道の 果して 如何な 


るものなるかを眞正に解する事を得たるかを！！^ひ、 蹌 祖母が 敎へ給 ひし 「I 心」 の德其 他の 訓 言の 今に 至りて 甚だ 味^き を 

懇 謝して、 窃に 窺へば、 祖母け 甚だ 安 ぜられ しもの -如く、「汝の言にょりて安ぜ，リ。初め我の汝の手雷を5^<-ゃ、 一 時の 悲情禁 

ずる 能 は ざり しも 因緣の 熟する 所 人力の 如何と もすべからざる を觀 じ、 餘憤猶 止まざる 汝の 父母に si すに 此 it; を 以てして、 

爾來 決して 心 を 痛めし の 車な し。 然れ ども 我が 心 は、 汝の 改宗に 安ず ろ 能 はず。 我 は 佛の大 慈悲 を 信じ、 之れ 宗教の 尤なる 

もの. V なすが 故に、 汝 をして 其 大悲の 掌中に 入らし めんと する の 念 勃々 たり。 然れ ども 我 は 現世に 於て 到底 汝を濟 ^する 能 

はざる を 知る が 故に、 就^の 後 必ず 汝を 改宗せ しめん 事 を 誓 ふ」 と。 云 ふところ 平 かにして 而 かも 其 所信の 動かす 可らざる 

事 九 鼎の 如し。 余 は 兄の 神に 對 する 所信 を 除きて は、 未だ かくの 如き 確信 を 見ず。 余乂 祖© が 時々 苦痛の 製 ふ 所と なりし 時 

に 漏せ しの 言 を 聞く。 曰く、 「苦 甚し。 嗚呼、 我の 世に ある 偶然に あらず 、例 尊 若し 我に 騎 生きて 衆生 を濟 度せ よと 命じ 給 は 

ば、 我 は 如何なる 苦痛の 間に..，， 懼 然として 生く るに 躊躇せ ざるべし。 され ども 唯 若し 能 ふ 可 くんば、 願く ば此 苦痛と： 小 平と 

を 去りて 平安なる 極 樂に天 惠を樂 みたく 思 ふ」 と。 此の 如き 切 語、 余 1 ^一ョ e の 外に 未だ 嘗て 聞きた る 事 あらず。 噫、 人生の 秘 

義赏に 此の 如きの み。 世 は 畢竟 吾人が 神に 達する 道程の 一 試練 場の み。 人 は 多く 眞に 之れ を 了す る 能 はず。 此 試練 場の 5^ 

練 場に 固着し、 機 を 追 ひ、 金 を 愛し、 惡 魔に 組し、 善に 遠ざかり、 偽 行し、 偽言し ノ 死の 如何なる か を 忘れて、 只¥ら 之 を 

恐れ、 隐此 腐敗し、 混亂 し、 雜閙 せる 浮世に 固着 せんとす。 嗚呼、 何等の 愚ぞ。 汝は 好んで 益 i 墮 落し illi 腐敗し、 ？^, 亂を 

重 わ、 雜閙を 1^ さんと する ものに あらず や。 汝請 ふ、 斷然 浮世の 俗 樂を擲 つて 神の 命ずる 正道 を 歩め。 少く とも 之れ や. 求め 

よ。 此の 如くして 汝の 生涯 を s:raightly に golden  gate に 向って 進まし めよ。 然 らば 死 は 汝に何 たる ぞ。 死なる 謎 語 は汝の 

前に 氷解 せん。 嗚呼、 死 畢竟 愛すべし。 死後の 光榮は 我が 受く 可き 權 利なる を 思 ふ 時、 死に 對 して 平然たるよりも ろ 快 

なから ざらん や。 神の 道 を 俗世の 間に 於て 歩まん とする 箏は、 入 類に とりて は 困難なる 事な り。 吾人：？. 思 ふに、 死の 寧ろ 近 

からん 事 を 切望す るの 時 あるべし。 され ど. - 吾人 は 神の 命ずる 如くせ ざる 可らず。 神 若し 吾人に 千年な， 病^の 中に^き て、 

汝の道 を 歩めと 言ひ耠 はビ、 我れ 爾 かせ ざらん や。 嗚呼、 ヨブの 忍耐の 潔き かな" 彼 は 必ずや 死 を 生より 如何に^ はしき も 
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のと 見たり けん。 され ども 神の 命 を、 己れ の 苦痛よ わ も 甚だ 費き ものと なした るな り。 我 嘗て 以 I らく、 余 若し 不治の 疾を 

病む 事 あらば、 劍を秉 つて 自ら 亡す 可し。 焉ぞ 貴甫の を 食 ひ、 他 入の 帮 助に 預り、 爲す 事な くして 碌々 と 生きん やと。 鳴 

呼) 薄なる 覺 悟よ。 余 今日に して 初めて 佘の 甚だ 輕卒 なる を 知りぬ。 人の 品隨 すべき は その 行爲 にあらず、 其 精神な り。 史 

家の 責 甚だ 輕 から ざろ 所以 此 にあり。 佘 若し 行爲に 於て 何事 を.^ 爲す能 はずん ば、 其 精神に 於て 萬 事 を爲 すべきな り。 罔き 

信仰 は、 行爲に 於て なす 事 能 はざる に 至る.^ 決して 失望せ ざるな り。 ヨブが 时散 じ- 家 毀し、 奴 僕 去り、 家族 死し、 萬境不 

幸の 間に ありて は 身に 入の 厭 ふ 所の 天刑病に り、 灰 を 被り 砂に 伏して、 行爲に 於て 何の 爲す 所な かりし も、 而 かも li? の 

信は絕 望の 間に 希 li を狗 懐せ しめ、 無爲の 如く 半； きて 而 かも 驚く 可き 有 爲の事 をな しぬ。 fT 此の 如き は 確信 ある 入に し 

て 初めて ST へし。 余 は 以前" 余が 淺薄 極まる 信仰に 築きた るの 故 を 深く 愧ぢ ずん ば あらざる なり。 淚に滿 つる 人の 笑に 神の 

最 喜び 給 ふ 所に して、 神に よりての み 得らるべき なり。 

佘は胆 母 を 安 ぜんとして、 却て 祖母に よりて 安ぜ しめられぬ" 余 は 幼より 祖母の 言動に 啓發 せらる、 所 少なから ざり し を 

信ず。 而 かも 此 夜の 如く 强く 高き inspiration を 受けた ろ 事 は あらざる なり。 余 之れ を 祖母が 余に tJ2 された る最？ K の 記念と し 

て 永く 肝 謄に銘 せんとす。 

余 は 此の 如くに して 祖母の 枕邊に 侍しぬ。 余 は 情に 動かされ Iv 力く 種々 なろ 事に よりて 女の 如く 泣き；」 り。 看護： 畑の 履 

歷の 如き は 之れ なり、 彼女 は 姓 を 杉 井と 云 ひ、 名 をく りと 云 ふ。 生れ 得て 富家の 愛孃た"。 然 か..^ 其 父 一 旦 投機に 失敗して 

より 家憲^ かに 傾き 又 如何と もす 可から ず。 父 は se^ の餘り 遂に 狂せ り。 彼女に 老母と 小弟 あり。 彼女 は 母の 悲慮又 遂に 病 

を li さん 事 を 恐れ， rni ら狂癲 ぉ院に 入りて 看護の 事に 従事した る も、 遂に 其 効な く 昨年 五月 十八 日 を 以て 遂に 父 は 狂死せ り。 

遣 族-の 哀悼 度 を 超え 其 母の 如き は 又 狂 せんとせ りと 云 ふ。 此の 如くして 彼女 は 今 は 嘗て 家に 餹 ひたる 忠僕の 家に 寄寓して 看 

護：！ を 業と し、 小弟 を 商賈の 徒弟と なせるな り。 彼女の 芳紀 二十。 而 かも 多病 多淚、 祖母の 病 る や 看護の 事 を 忘れて 泣き、 

爲 めに 頭 をお み齒を 痛ましむ。 而 かも 女 千の^ 薄なる 情 は 遂に 蔽ふ能 はず。 彼女 は 五月 十八 日 卽ち其 父の 1 周忌 を 我家に 過 


しぬ。 余 彼女の 爲 めに 甚だ 此事 ある を悲 みたる も、 彼女 は 却て 多く を 知らざる が 如く、 談笑 平日の 如くな りき" 彼女の 克， し 

にして 此の 如から しめたれ ども、 そ は 克己に あらず して 淺 薄なる 少情を 愛すろ ものなる を 如何せん。 余 は 彼女の よりも、 

多病 多 涙なる よりも、 此淺 薄なる 少情を 悲しむ。 余寶に 亦 此の 如き 事 あれば なり。 少 情の 淚は斷 じて 流す 可から ず" 是れ余 

を 害 ふの みならず、 必ずや 人 損せ ずん ば 止まず" 情 は 美し" され ども 甚だ 危し。 < ^を 不測の^ 宮に， はらしむ る ものに fs! に 

之れ なり。 豈 戒めず して 可な らん や。  、 

佘は又 余が 絕： 父せ る 蓠 友：^ 田の、 殆んど 日に 夜に 来りて 祖母 を 看護す るに 會 ひぬ. - 彼： € 至て： や 和なる もの、 如き も、 心屮 

甚だ 多恨の 性に 屬す。 余に 遇 ひしの 時、 先づ 出で しもの は 言語よりも 彼の 涙な りき" 余 は最. - 此の 如き "崭 に 川 逍ふを 忌む。 

如何と なれば 余の 良心 は 最も 多く 此の 如き 事に よりて 正當の 判斷を 失へば なり" 祖母 は 云 ひぬ 「汝塒 W 氏に 95： を 致して 絕： 父 

せりと 傳ふ。 その 何の 故なる や を 知らず，.， 雖も、 我 は 滑 W 氏の 汝の 如く 我に 親切な ろ を 信ず。 彼 は 我の 愛友な り" 汝ば汝 の 

欲する 如くせ よ" 我 は 我が 欲する 所に 從 つて、 永く 氏の 看； i を 受けん とす」 と。 余 之れ を 聞き 值 ちに 席 を 5^? て 泣きぬ) 祌 

よ、 余の 少情 を憐み 給へ。 余が 出發 せんとせ る 時 は、 墦 W が 最も 泣ける の 時に して、 余が 最も 快沾に 祖母に 別れ を齿 げんと 

する 時、 彼 は殆ん ど堪へ 得ぬ 計りに 屢 i 淚を拭 ひぬ" 佘は只 汽車の 屮に 泣く 可き 材料の 益 is^ 丁る を 甚だ 苦しむ。 余に 在 

京の 間、 四而 誤解の 中に 滑 田と 語る 時の み 少しく 慰む る 事 を 得たり。 佘は 之れ を 彼に 謝せざる 可から ず。 

五月 二十 九 txT 遂に 家 を辭 す。 仙« に 着せし 時， 他 客 既に 去りて 余 り 卓 小に 殘 りぬ" 寒： si に逼 りて^り 難く、  愁 £1 

集 i に滿 ちぬ。 

五月！ - 一十一 日。 無 羊， 札幌 す， レ 其 夕 直ちに 兄 を；^ 氏 邸に 訪ふ。 兄 は 非常なる jfejs を 以て 佘を迎 へ、 共に 階上に^ a の 話 

柄滾々 として 盡き ず。 余 は此に 初めて 佘が 心中の 安 慰 者 や 得て、 心に 少なからぬ 勇氣を 得ぬ。 札暢の 犬" 亦 Sh: 春の 氣に滿 ち 

たり。 勃々 たる 生氣新 力、 噫 合 亦 之れ に 傲 はん 哉い 

六月 十二 日。 
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冇^ 武郎仝 集 is, 

こく わの 花に 與ふ 

かよわき 幹の 末 細く 

身 は つる 草の あはれ にも 

日の目 も 見えぬ 葉の 影に 

淡き 光 を 宿し つ . - 

凝りに し 露 を 伴に して 

深山に 生 ふるこく わ 木の 

ひそかに 54- ける 花見れば 


う な だる X 葉の 色淺 き 

黒 木 の 枝 を た よりにて 

御 穴ん に 殘る朝 星の 

暮 遠 白き 夕霧の 

人 も ま し ら も 道 知らぬ 

春の 心 やくみぬ らん 

淸き色 あり 香 あり 


1^ 貴 は 權をも て あ そび 

義人 の聲 のかれ はて.^ 

世 は 犬に 似て 我が 前の 

乳 を 求む る み な し ご に 

我が 爲す道 は 知りながら 

います 王座の 程遠し 

打ちく づ しなば 我が 靈の 

入 知れず 泣く 宵々 の 

乎 血潮 あり 命 あり 


^善 は 善に ほこる 時 

詩人の 筆の やかる 時 

肉に 正邪 を 知らぬ 時 

人 を に ら ま ふ か た ゐ 等に 

悲しい 哉 や 我が 神の 

土  くれの 此 むくろ 

に 飛ばん 由 や ある 

堪 へ ん方 なき 淚には 


床しき 汝が枝 かげの 

悲しき 我が 涙に は 

鳴 呼 さりながら 汝も亦 

いざわが 胸に 抱かれて 

浴み 慣れたる 身なりと も 

我の 淚を 花びらに 

流水 落花 ぁぢ きな き 

殘る 色香 を そでに し て 

偽善の！： に攀ぢ 出で、 

涙の 谷 を さまよ ひ て 

汝の姿 を 身に しめ て 

六月 十四 B。 我が 敬愛す る 祖母 は- 


花に は 血 あり 淚ぁり 

見るべき 汝が 色香な し 

世に めでられぬ 花なら ば 

よし 天來の 朝露に 

き た な き な が ら 便りな き 

そ >1 ぐを暫 し 許さず や 

浮世 を 汝の 離る 時  - 

嗚呼い つ まで も 忘れ じな 

我れ 盜 泉に 吞 むべ しゃ  . 

道と め あ へ ず斃る とも 

せめて は汝と 眠らば や 

去る 十二 rr 午後 九 時 四十 分 を 以て 永く 逝きぬ" 余 は 其 夜 女々 しき 情の 襲 ふ 所と なり"； 3 

後な く 無益の 涙 を 流し たれば、 日記に 此事を 記せん 勇氣 もなかり き。 然れ ども 余 は 余の 淚の 甚だ I： 益なる もの V みならず、 

却て 禮を靈 に 失する を 思って 斷 じて 泣か ざらん と 決しぬ" 此夜 殆ど 二 時に 至る まで 寢 ぬる 能 はずして < ^：慨 多端、 過去の 事现 

はう,、. C う 

在の 事、 將た未 X ぶの 觀 念に 至る まで 雜 然として 心頭 を 襲ひ來 り、 余 は 迷宮の 間に 彷徨せ しの 思 ありき。 而 かも 其 中に 得た る 

1 の 覺悟 は 向後 斷じ て 祖母の 敎へ給 ひし 所に 則らん とする の 事 な りき。 

mature は 3;^ も 良き 吾人の 師友な り。 r-yroa の、 我れ 入 を 愛する の少 きに あらず . nature を 愛する の 多き なりと 云へ る もの、 

實に萬 世の 至言に あらず や。 佘は 人に 於て I 端の 模範 を捉へ 得べ し" され ども "ature は 萬 端の 投範を 供す る ものに あらず 

や。， 噫、 余 常に 此 n い turc に 親炙す るの 權を 有し、 之れ より 凡て を^く の 能 を 有して、 而 かも 一 老 者の 死に 斯の 如く 筆 を S す 

I 八 九九 年  一 1 九 


有 島武郞 全集 ^九卷  一 二 ◦ 

とせば 矛盾に あら ざらん や。 f 死者 をして 死者 を 葬らし めよ」、 余 亦よ く 之れ を 知れり。 され ども 死兒 は！^. 好き もの 多し C 吾 

人 t 天 を 望む 時 群 星より 眼 を 返け て 、嘆： 嗟 を 以て i きとして 消え 行く  si- に 心 を 注ぐ た-? 弋噫、 余の 筆 を此に 費す 所以な り。 

超えて 十三 日、 余に 森： < 兄の 所 に て 脆く も び 泣かせられた る 後、 家に 阔 りて 机 邊に 齋戒 沐浴の 心 を 致して 一書 を 膝ドに 

奉りぬ。 

「卞仡 萬お き 集 1 例り 机上に 對す るに 堪 へず 博物 場内の 靜肅 なる 林 中に 入り 下弦の月に 向うて 默 想して 家に 歸り RfeoM 

に 今日の 所 i: を 記しつ & ありし 十二時 半頃祖 a 機 逝去の 飛報に 接し 兼て 期した る 事ながら 陶逼 りて 思け ず 不覺の 涙に^ 

び 申 候。 思 ふに 御 永眠の 其 時 は 小 子が 博物 場 內に彷 惶し淚 を 以て 祈禱 しつ 、ありし 時に 當り 居り 候 ひし。 此時此 1 拿 あ 

らんと は 夢にも 知" ず 今更お 殘 惜しき 限りに 御座 候。  さ，， • 

御 親樣 始め 皆々 樣の御 悲嘆め： 察 奉 候" さり 乍ら 思 ふに 堅き 信仰の 上に 安んじ 給 ふ 祖母 樣に は撫 かし 安泰なる な 

る 御 往生に 有 之 候 ひし 事と 馥察、 逝く 者 止まる 者 も 涙に 代 へ ん 慰め は是れ にあり と存申 候) 顧れば 小 子 生れ 得て より 

fa.E 樣の 一 方なら ぬ御懇 遇に 預り永 時 養育の^ 恩 真に 忘れ 難く 多病に して 祖母 様の 苦心の 種 を 增し帶 も 解き 給 はぬ 

御 看護に 預かりし 慕 幾. 皮なる を 知らず。 殊に 精神 上の 事に 關 して は 性夾 愚鈍の 質と して 祖^ 樣千言 中の 一 言 をも實 行す 

る 事 能 はず。 然るに 之れ に，. - 倦み 給 はず 永年 懇々 として 御敎示 下され 候 金言 は 唯々 泣拜 して 感謝す るの 外 無 之處に 御座 

候" 嗚呼、 今より 以後 如斯 懇切なる 心身の 保護 を 失 ひ 候 小 子の 不幸！ 5^ 膽乍^ 御 推察 奉願ヒ 候。 過去の 行爲を 思へば 愤愧 

と のみに 有 之 候 >  今 は 唯 將來に 向 ひ 殘し給 ひし 御敎 示に 從ひ 庶幾く は 身 を 誤ら ざらん 事 を 勉め可 申 候。 i: 樹の悲 は 

さる 事ながら 今に 迨んで 婦女子の 悲態 をな すま じくと 決心 仕 候 

親しく 御 瞑目の 時に 遇 はず 又 御 靈柩に 侍する 能 はず 遣憾 誠に 此. 華に 有 之 候" 山河 三；. E 里 を 隔て、 不 祭の 喪に 服す。 心 

甚だ 滿 たず， V 雖も而 か i 、在天 靈 あり 必 Hi 兹に小 子が 心中の 奠を饗 げ給ふ 事 を 信じ 申 候。 

紙に 對 して 湧 思 萬 候 得 共 筆 遂に 意の 如くなら ず 願く は靈 前に 小 子の 徵志を 白し 給 はん 事 を」。 


，眞こ 倚りて 微雨 驚々 たる 窓邊に 過去 二十 年 を 懐 ふ。 誠に 茫 こして 夢の. S し。 勇 任 突進 止む 所 V- 知らざる べき 靑 年の^^ 

は 甚だ 老 者の 行爲に 似た る を 知ら ずん 雖も我 は 今 此に圆 顧せ ざる を 得ざる なり。 

我は小^^川區の某所に生れ、 築地に 移り、 後 又 神田裏 神 保 W ビ轉ぜ り" 我 は 小；^ 川の 常時、 築地の 常時 を 知らず。 神 W 以 

後の 記憶 は尙 我が 頭腦を 離れざる なり。 我が 始めて 記憶 を 得し 畤 は、 资に我が亡き祖母の記|2.^32しの時なりき。 當^ 余に 

は隹 一人の 妹 ありし のみ。 fi 母 は 道路 を 隔て、 我家の 前に 寓し給 ひぬ" 余 は 殆ど：， 母 日 祖母の 家に ありての み 遊び暮す を 常と 

したりき、 當時 余の 母方の 曾祖母 及び 叔父 嬉 在りて、 余 は 彼等の 愛友な りき 曾祖母 は實に 余が 遊び 友達に して. 彼女の 前 

に 謎を呈 して 廣. i 彼女 を 苦しめ、 饭燒の 前に 備へ ある 氷.^ 糖 を 罰金と して 徵 築した る は 今 も 忘れぬ 事ぞ かし。 叔父 は^も 多 

く 余に 敎 へたる 人に して， 佘は思 ふに 當時 確かに 人生 學 問の 初歩 を授 りしな り。 祖母 2 愛 は 余 等に 最も かりき。 彼女 は 巧 

挺なる 手 を 有せし が 故に、 屢-- 余に 烏帽子 陣習織 を 造り 吳れ ぬ。 余 は 之れ を 以て 朋 1^ と共に、 庭^の 池 を， 繞 りて 戰に擬 した 

る を、 今 も 眼に 見る 如く 記憶す。 祖母に 又 後年、 余に 供せ しが 如く 其當 時より 折に 摘れ て 巨 多の 教訓 を 供し ぬ" され ども 余 

は 其 一 だに 今 記憶せ ざる を 甚だ % とす。 余 は 又 其當時 非常なる 發熱 をな せる 時 11 生命 も危 かりし 時 —— 祖母が 一 方なら ぬ 

介抱 を 賜 ひし 事 を、 當 時に ありて すら 忝く 思 ひたりし 摩 を も、 明かに 記憶せ り。 而 して 此の 如 き^は 實に 祖母が 余 に^する 

常務の 如くな りし は 後年に 至りて 知らる \ なり。 

余 はかくて 橫濱に 移れり， ■ 祖母 は 東京に 在りて、 時々 余が 家 を 見舞 はれぬ" 當時 余が 祖母 を 愛^せ し^は、 人の 笑 ふ 程に 

じゃくる ゐ 

て ありき。 佘は當 時旣に 一人の 弟 を 加へ っ& ありし なり。 余幼時は非常に弱羸にして^底生長し得可くも：„^ぇざりし^^^り 

き 之れ と共に 心 志 も 極めて 薄弱に して 常に 飮泣を 事と せし が、 意地と 云 ふ もの 不思議に 强く 喧嘩の 如き は 好んで なしたり 

き。 余が 額 を 傷 けられて 父母に 非常なる 心痛 を 致さし めし は此 頃に て ありし なり。 かくて 屢 i 余が 家 を 訪れたり し 肌 母 は、 遂 

に 大阪に 去る の 止むな きに 至れり。 玆に對 面の 機 は 全く 絕 えぬ。 され ども 彼女の 愛 心は絕 えず 余 等 兄弟に 種々 なる 玩具 を..^ 

られ しなり。 佘は 試驗に 休暇に 祖母より 褒. f として 來る もの ある を 無上の 樂 みとな しぬ。 余は此 間に 於て 十 一 歳の 時、 笼を々 U 
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ひて 東京に 出で \ 學習院 に 入れり。 か V る 中に 曾祖母 先づ 先んぜられ、 次で 又 叔父の 死に 遇 ひぬ。 此 時に 於け る 祖母の 悲，； Is 

實に譬 ふべき なかり き。 祖母 は實に 叔父の 跡 を 追 はんとせられ たり。 此時 彼女 は 初めて 眞宗に 接せし なり。 之れ より 先.^ 女 

は 水天宮 を 信じ、 金 比羅を 信じ- 願 をな さんがた めに 遷斷ち をな し、 茶斷ち をな し、 その 熱心なる や 幼少なる 佘 をして おか 

に 奇異の 念を懷 かしめ し 程な りき。 而かミ 、此の 如き 自力の 信仰 は 悲嘆の 極に 接した ろ 時 破壊せ ざる 能 は ざり き。 祖母 は兹に 

全く 衷心の 安 慰 を 失 ひ 全く： IK.^ の 淵に 沈み 給 ひしな り。 此時 如何にして か 眞宗の 教義に 接する 事 を 得て、 心 整然として 悟る 

所 あり 身 を 以て 斷然 之れ に亂 依す ると 共に、 全く 自力 を 捨て 又 叔父 を 思 ふの 念 は 全く 前者と 異 りて、 今 は 彼 を 惜むも 徒. り 

に 淚に訴 ふるが 如き 淺 薄なる ものに あらず なりぬ。 これ 實に 祖母に とりて は大 なる 生涯の 囘轉别 なりし なり。 かくて 祖母 は 

叔父 を 失 ひて、 大阪 より 橫濱に 来られ 余が 家に 同居す る 事と なれり。 

余が 家に 於け る 宗敎の 使徒 は 寅に 祖母な りき。 余が 家は此 時に 至る まで 嘗て 宗敎を 知ら ざり しなり。 否， 信. する ものに あ 

ら ざり しなり。 佘が 家庭-は 全く 現世 的 極れ る ものな りしな り。 而 して 徨々 として 休む 事な き 祖母が 熱心 は、 己れ 镯り， セ 安、：！ J 

に滿 足す る 事 能 はず、 橫 より 縦より 其敎理 を傳道 せん 事に 勉め給 ひぬ。 初めに 服せ る は 余が 母上な り。 次で 服せられ し は 余 

が 父方の 祖母な り。 祖母 は 熱心に も 自ら 時々 說敎 し、 先 づ家內 の 風波 を 全く 絕 たんと せられぬ.〕 當時 父上 ま 尙氣銳 にして、 

戶 > 

動 もす おば 激怒 家に 震 ひ、 父方の 祖母 は 老い 給 ひて 時々 愚痴 出で、 母上 は 叔父 を 忘る &能 はずして 淚痕跟 に 交り、 家庭 は 寧 

ろ蕭 殺た る もの ありし なり。 祖母 此 間に 介して、 右に 左に 精神的の 調和 を 得せし めんと せられた る 苦心 は、 余 は 今に 於て 初 

めて 之 を i する 事 を 得。 結果 は 以外な りき。 家庭の 蕭殺は 漸次 減少し 和氣は 家内に 多き を 占む るに 至りぬ。 され ども fi 正 

の 信仰 は唯胆 母に のみ ありし のみ。 

佘は旣 に 長 じて 只 祖母の 慈^の み を受く 可き 齢に あらず、 余 は 時に 祖母の 嚴肅 なる ま ^に 遇 ひて、 室の 一 隅に It 息せ し 事 あ 

り。 愛より 出づる 怒り は最. ^畏 し。 余 は 最も 祖母 を 愛し たれ ども 最も 祖母 を 恐れたり しなり。 

力くて 余が 一家が 鎌 倉に 幽捷 せる 時、 祖母 は 東京に 在りて 余と 愛子と を預 り、 余 は 寄宿 舍 にあり しも 毎 B 曜日 を 以て 祖母 


C の 家に 歸るを 常と しき。 祖母 は此 に 於て 父母 を も 兼ねざる 可から ず。 余は此 に 於て 祖母の 育兒の 技倆 拔 群なる を 見たり。 

ノ 彼女が 魔. -余を if めた る 語 は 「一心」 と 「克己」 なりき。" "^而 して 嗚呼 之れ 余が 维 世の 指南 M. にあらず や。 當時余 は^に 一 個 

/ の 怠惰 書生に して、 遊戲と 小説と に 耽りし 時 なれば、 祖母の 嚴肅 なる 敎訓は 時に 余 をして 歸宅を 厭 はしめ し 計りな りしな り。 

ん/; され ども 余 は 切に 祖母 を 愛せざる 能 は ざり き。 

之れ より 以後 は 余の 健康 は 甚だしく 損じ 來り、 心臓病、 脚氣、 チフス、 肺炎、 其 他 種々 の 病 は 魔 i 余 を 襲 ひて、 余 をして 

屢， - 死に 瀕せし めぬ。 而 して 此 介抱 は 實に 多く を 祖母の 手に 煩 はせ しなり。 當時 祖母が 看護の 法 を 見る に 其 熱心 親切 .lit に 驚 

くに 堪 へたる もの あり。 余 は 今にして これ を 思 ふ 毎に、 眞に 感涙に 咽ぶ を 禁ずる 能 はざる なり。 かくの 如き 問に i 、祖母 は 彼 

女の：^ 道の 精神 を、 毫. -撓む 事な く 遂に 父上 をして 佛敎に 聞かしむ るに 至りぬ。 母上 は、 父上が 佛 敎に歸 伎し 給 ひて より 寅 

に溫 IJ^ の 人となり 給 ひし を 深く 喜ばれし 言 を、 余 は si 耳に したり。 愛子 は 又 熱心なる 信仰 ある ものと なりぬ" 余が 札幌に 

來 りて 以來、 禪を學 ばんと せし もの は寶に 祖母の 感化に して、 余 は 祖母に よりて 初めて 宗教に 指 を 染めた る ものな りしな り" 

祖母が 病む に 及びて、 余が 祖母より 受けた る 感化 は 實に 非常にして 余 は 却て 生涯 これ を 忘る 能 はざる べし。 W 顧す 

れば 年長き が 如くして 時 甚だ 短く、 二十 年 一 夢の 間に ぎぬ" 遂に 祖母と 幽明 を 異にす。 過去の 愛顧と 敎訓と を 思 ひ來る 時、 

余 は轉た 湧感の 赴く 所 を 知ら ざらん とす。 彼女 は 多くの 文字な かりき。 され ども 「白骨 文」 は 彼女が 愛讀 して 措かざる 所な 

る y 

りき。 香； 鎮々 として 登り、 梵鈴 は凉々 として 鳴ろ 處、 佛 前に 孤 坐して 朗々 として 「白骨 文」 の 朝に 紅顏 ありて 夕に，： 1::$- と 

なる の 身なりと、 誦し 給へ る 祖母の 淸瘦 の容、 嗚 t.、 歷々 として 見る が 如き かな。 クリスト 言 ひ 給へ り。 

I  say  unto  you,  That  many  shall  come  from  tls  east  and  west,  and  shall  sit  down  wittl 

At-ra  am  and  lie,  and  J.acob,  la  the 1  么 ngdom  of  heaven,  wut  the  diil<iren  of  the  ldnc^610m  shall b>e  oast  out  into  outer 

darkness :  there  s に all  be  weeping  and  gnashing  of  E^^. 

余 をして 神の 言 を 信ぜし めよ、 然 らば 彼女 は 必ずや 今や 天父の 傍に ありて Abraham 等と 席 を 同じう しつ 、あるな り。 而し 
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て 見よ、 哀れなる Klingdom の 子 は outer  darkness に 放置 せら K て、 神 を 求めつ  泣けり。 意。 

七月 4JBU 汝は 入に 對 して 傲慢なら ずと て、 自ら 侵り 得る か。 神に 對 する 無上の 傲慢 を 如何に せんとす る。 嗚呼、 眼を擧 

げて 天地の 至大 を 見、 日月の 燦然と して 懸り雲 虹の 蕩 然として 逝く を 望む。 人類の 爲 せし 事業、 爲し 得る 事業 は 果して 何 

ぞ。 汝は 何の 故 を 以て 自ら^ 立す る を 得る か。 其 知識 を 以て か。 憐む 可し、 汝の 知識 は 遂に 三次の 質問 を 明瞭に 答 ふる 能 は 

ざるな り U 曰く、 社會は 何より 成れる か。 曰く、 人より。 曰く、 人 は 何より 成れる か。 曰く、 心 志と 肉體 より。 曰く、 心 志 

と肉體 は何處 より 来れる か。 曰く、 …； 。嗚呼、 愚者よ、 汝の 知識 は 無限なる 镯立 心を賈 ふに 足らざる ものな り。 然 らば 其 情 

を 以て か。 然り、 汝の情 は 時に 甚だ 美な り。 汝が 衷心の 琴線 時に- 大 籟の淸 風に 鳴る 時、 美妙なる melody は汝 より 聞く 事 を 

ST へし。 され ども 汝は此 情の 天に 到り 得る と共に、 黄泉に 到り 易き を 思 はざる 可から ず。 汝の 牛： 涯は 劣情と カ鬪 しつ、 あら 

ざるな きか。 我 自ら 顕 みて 一 日の 行 爲を思 ふ 毎に、 實に 未だ 嘗て 此嘆 なくん ば あらざる なり。 誘惑の 惡魔 は、 多く は 情 中に 

潜んで 來る) 一 時に 熱し I 時に 冷え、 忽ち 天上の 人となり 忽 ーり 地下の 鬼と なる。 汝 かくの 如き 情 を 抱懐して、 無限の 镯立心 

を 買 ひ 得べき にあらず。 然 らば 意志 を 以て か。 然り、 古来 意志 を 以て 立 を 買 はんとせ しの 人 は 甚だ 多 かりき。 人の 犀隸と 

なる を安ぜ ざり し 人は賁 志の 入な りき。 故に 彼等 は 意志 や- 激勵 して 天に も 人に も镯立 せんとせ り。 馬 を イン， タス 河畔に 立て 

て、 己れ の服應 すべき 國 土な きを 嘆 ぜし人 は實に 之れ ならず や" 嗚呼 然り、 彼等 は 地球上に 於て 征服の 人な りき。 而 かも 彼 

等が 發 せし 嘆 li は、 服 IS すべき 土地な き，^ 歎せ しの 聲 にあらず して、 服 1- すべき 區 域の 餘 りに 廣きゃ 歎ぜし の 語に は あら ざ 

りし か。 見よ、 バイ ロンが 我が家な りと 歌 ひし 海洋 は潜渺 として 彼と 何の まがもな きなり。 森林 山河 は 依然として 彼より 

獨立 せり。 況んゃ 天上の 文に 至りて は、 彼の 指頭 も觸る \ 事 能 はざる にあらず や。 彼 は 僅かに 惡 魔よりも； き 入 類の I 時代 

を 服^して 以て 得たり となした りき。 彼 は 到底 その 志 を 永く まで 延ばし 得たり と稱す 可から ず。 意志 は 遂に 無限の 獨 .{;:!、 し 

を 買 ふに 足らざる なり。 

然 らば 我 は 何 を 以て 無限の 镯立を 買 はんとす るぞ。 情を滅 して 禪 僭を學 ばんか。 智を 捨て k 耕 漁に 就かん か。 &も 意志 を 


擲 て！^ に附 する を 事と せんか。 天 窠の情 を 放擲して 枯 1< 寒巌 たるに は、 我の 到底 爲し 得ざる 所" 俊 かた 得た る 何の 役に も 一 

立たざる 智慧 は、 我 をして 鉅樓 に安ぜ しめず。 無限に 達し ST へき 人間と して、 いかで か 人の 驄 尾に のみ 附 して #然 たる を 得 

べき。 此に 於て か 登って 絕對の 獨立を 得る 能 はず 下りて 絕對 の服隸 をな す 能 はず。 我 は 我が 位置の 模糊 定め 難き に^ど^ 絕 

せんとす るな り。  一 

嗚呼 高慢な り汝の 心！ 汝は 人なる を 忘れし か。 汝は 自ら 顧みて、 世上 遂に を除き能はざるを^^ずる5-、焉ぞ此のー 

mitrnle を 生じた る絕對 無限の Being の 前に 全然 的の 服從を 致さ どる。 汝の H! 前に ある 如何なる 微妙な ろ ものに も、 汚^なる 

ものに も、 汝が千 蓖年を 费すも 決して 解し 得ざる 可き 大祕密 の 潜める にあらず や。 而 して 汝の心 は、 日 i=S の 物たり と： iif ふに 一 

慣れて、 遂に 全く 之れ を 忘却 了 せんとす。 汝 はかくの 如くして、 汝 の絕對 より 離る \が 故に、 兹に. さ虛 ある 心 を 生ぜ ざらん 

と 欲する も 得べ からず。 汝、 神に 於て 全くの 服從 をな さば、 汝は其 他に 於て も 服 從の要 を： s-。 而 かも 汝は 人の 前に、 い 

み じき 謙逾の is- なす を" 我 は 嘗て 人の 前に 傲慢なら ずと 云 ふ。 而 して 神に 對 する 汝の 傲慢 を 如何せん とする ぞ。 傲^と は 

神に 對 して 逆 ふ を 云 ふに あらず して、 これに 服從 する 事 能 はざる を 云 ふなり。 汝は 栗して 全然の 服從 をな せし か。 何 ぞ^に 

自ら 己れ の 位置 を危む 事の 甚だしき。 汝 全然の 服從 をな して、 己れ の 位置 を危 むの 必要なし。 汝は に汝の very  best をな 一 

せば 足れり。 鳴 呼、 信 弱き ものよ。 汝が、 汝の 弱き 肉と 心と を 城壁と なせる の 間に、 汝に 永遠の 平安 來 るべき の理 なし" 神 一 

よ、 願くば此^^く而かも高慢なるもの 、心を憐れみ給ふて、 願く は、 全然の 服從を 棒ぐ る を 許し 給へ。  一 

汝は、 汝 の智少 く、 情， く、 意 鈍き を 泣く 勿れ。 これ を 神に 全く 捧 ぐる 能 はざる を 泣け。 汝は i.〕 對の獨 立 をな す 能 は ざ： 

る を 泣く 勿れ。 全然の 服從 をな す 能 はざる を 泣け。 ボ IB は 心身 共に 1 度 死せ りと 自ら 稱 して、 其 力 は實に 天まで 接しぬ。 ： 

一度 心身 を擲 たざる ものにして 眞 正の 獨 立と 力と を ST へきに あらず。  一 

< 月 十- PB。 (日曜日)。 雨 烈し かりし 後に、 {.^k れて滿 に 近き 姹娥 は、 洗 ひたる が 如き 天の 一方に 掛れ り" 余 は §w 个河斷 

に 神の 默示を 得べ く 家 を 出で ぬ。  ハ 
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道に 貧民窟なる 豐 平に 出で 夜學 校に 來 りし 時、 ^美なる 唱歌の 聞えぬ" 余 は 思 はず 月隈 なき 軒下に 佇みて 雙耳は 全く 唱 

歌に 奪 ひ 去られ、 之れ を 聞く こと 稍 i 久く して 去り、 二三 間 を 歩み 出で たる 時、 左側の 茅屋より 夜 舉 校に て 歌へ る 「夕 空晴 

れ ：：： 」 を微吟 せる もの あり U 女の 聲 なり。 秋の 夜 頃を縷 さすに 忙 はしき ものから 聞き 覺 えたる 唱： お を 心遣りと はせ るか。 

さりと て 聞け る 余に はこれ I 種の 悲歌な りき。 

秋風 一 陣月愈 il^ えて、 河 聲の淙 々たる も蟲 語の 喷々 たろ も 早 耳染を 打つ 事頻 りなり" 橋畔に 出 づれば I 帶の淸 ，1 銀 を 布 

き、 藻 岩 W は黑衣 魔の 如く 橫 はりて、 碧 落 その上に 懸り、 夜 雲 時に 絮の 如く 神の り 飛来し 來 る。 進む 亊少 許に して、 堤 

下に 黑影 二つ あり。 之れ^ 女の 密會 せる ものなる べし。 余の 心 頓に與 醒めて 直ちに 此を 過ぎて、 遠く 距 りたる 堤 上に 默 坐し 

て、 镯 り 月と 水と に對 しぬ〕 

水 は滾々 として 晝夜を 捨てず" 月 は 依 稀と して 萬 古に 懸る。 蟲聲の 徴も草 露の 小 も 水と 共に 無限の 祕義 あり。 これ 余が 見、 

高臺の 貴人が 見、 茅屋の 貧民が 見、 嚮の 如く 不潔なる 男女に よりても 見ら る。 而 して 此 風物 は 吾人に 何の 爲 めに 設けられた 

る も のぞ。 人 は 多く これ を 等閑に 附す。 然れ ども これ は 至 直の 難间 なり。 これ を 解き たる もの は 神 を 知り 得べ し。 佘は 今日 

にして 初めて ゥ オル ヅゥ オル スの爲 人 を 偉と せ ずん ば あらず。 力 T ライルが 神の 外衣と 喝破した る 其 卓 眼 を 高し とせ ずん ば あ 

らず。 嗚呼 余の 地に 附け る卑心 は 自然の 眞意； i を 解す るに 苦む。 余 は 多時默 坐して、 11 然として 得る 所な かりし を 悲しむ。 

され ども 神よ、 君 は 余の 如く 卑く陋 しく、 而 して 最も 小なる 罪人に も 示す に、 此大 i を 以てせら る \ を 多謝す〕 多謝す。 眞 

に 多謝す- 願く ば 余 をして 此大 なる 慰藉に 満足して * 俗樂は 全然 放擲す る 事 を しめ 給へ。 幾度 か 悔いて、 幾度 か 犯し、 幾 

度 か 犯して 幾度 か悔 ゆ。 此の 如くして 余 は 何の 時に 神の 子と 稱 せらる X を 得べき か。 思へば 天に も屬 する 能 はず、 地に も 下 

る 能 はず。 苦しき は 我が 牛； なり。 

され ども 余に 自然が 與 へらる、 以上 は、 余 はこれ を て 必ず 神 を 知り 得べき なり。 佘は 失望せ じ U 此の 壯 美なる 自然に 接 

する に 於て 騎 余の 心を淸 潔と なさ^る 可から ず。 汚き 心 鋭に いかで か此； ^潔の 大自然が 映ず べき ぞ。 然り、 先づ 改良すべき 


は 自己な り" 自己 を 改良して 自然に 接し、 自然 を 透して 祌を 知る 事 を 得ば 余が 能事 は 終れり。 之れ を 終へ て 人類の ために、 

身心 を捧 ぐる 事お 得た る 時の 如何に 快絕 なる 可き ぞ。 

神の 前に 出づる 毎に 悔恨 は 我が 心中 を 横領す。 弱き 土塊 人形よ、 汝又 一種の 製 糞 機と して 終る もの か。 或は 爾 らん U 然れ 

ども 神 は 此世戸 かに 無 なる もの を 一 も 造り 給 はずと せば、 余に，^ 必ず 用ゐん として 與ふ所 ある 可し。 神よ、 願く ば 余 をして 

敬虔に 之れ を探尋 する 事 を せしめ 給へ。 嗚呼、 罪人の 罪人 唯 _ ^督 の. ^ によりて 生き 得べ し。 余 は 唯 祈る。 

人跡 全く 絕 えたる 余の 四周 は 全く 人， i の聲 なし。 聰明なる 耳に は 明かに 神の 言葉 聞 ゆべ し。 f 悲しむ 可き 純 耳 を.^ 何せん。 

嗚呼 未し、 未し。 余 は尙百 層の 奪勵を 要す。 

十月  一 or  (日曜日〕。 寂しき 秋色 は愍 i 加 はりぬ。 雨 は 白く 風黑 く、 落紫黃 となりて 暮色 朱よりも 赤し。 悲しき 秋の al^ は 

.A  二  il 二？ り  け，？  くわん  t> 一 きれき 

益 i 滋く なりぬ。 蟋蟀の^ 壁に 啣 てる、 機 杼の寒 窓に 鳴る、 流水の 涓湲 たろ、 頹 嵐の 浙歷 にろ 共に 之れ なり。 1 们 すれ は 孤 

影 天地の 間に 彷 ひて、 is しく 歳月の 箭の 如きに 伴 ひ、 蒼^-として早く老ぃ去らんとす。 .i^ 呼 萬 象の 狀何 ぞ慘 なる。 鳥 K く 翔 

らず、 雜簇 徒らに 搖 落し、 蜂 蝶翼衰 へて、 吟蟲 聲 細く、 山 頭 邊皆死 色を呈 して 乾坤の 色 摘む。 嗚呼、 我が 心 亦 傷ま ざらん 

や。 死滅の 時、 衰 寂の 時、 搖 落の 時、 枯 lij- 時、 而 して 多恨 又 更に 恨 を 副 ふるの 時な り。 

然れ ども 死滅の 間に 活因 あり。 枯 稿の 中に 豐 熟の 果 あり。 ®^ が 改易す るの 端は此 時に して、 舊 謝し 新 代る の if 備は亦 秋 

に 於て なさる。 神 は 決して 絕對 なる 悲傷 を 人類に 经り給 はず。 淫雨の 間に 日光 を 仰ぐ は樂 しからず や。 憤 泣せ る 義士の 微笑 

を 見る は樂 しからず や。 蕭殺 たる 秋色 5 間に 無限の 牛； 命 を 探る は 極めて 樂 しからず や。 樂 しき に は 秋の 悲 みあり。 悲しき 

秋に は、 爾り、 春の 樂 幻の 如く 潜めり。 

此日 { み； 定めな かりし かど も、 た酣 なる 秋の色と 聲とを 探らん とて 兄と 共に 眞駒內 に 遊ぶ (原 教授と 同伴せ り)。 gi- 个 橋畔に 老 

女が 賢れ る 林檎 二 斤を購 ふ。 傍 を 過ぎて 之 を 見た る頑兒 は、 余 を 嘲弄して 彼等 は 落 林檎 を 買へ りと 云へ り。 T.^ 林^な りと も 

可な り。 余 等 は 渴を醫 して 老女 は&を 得ん" 
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例の 小 流ん" 挟みた る 一 直線の 街道 を！： み、 右折 少時に して 種畜 場の 柵內に 入りぬ。 右方に 聳 ゆる 藻 岩山 は、 旣にセ 分の 秋 

色 を 占めて 山容 更に 幽に、 牧場 一 帶の軟 草 は旣に 老いて 殘花 僅かに 殘り、 美しき 胡蝶の 二 羽 三 羽、 遣 香 を!！ うて 叢邊に 

する あり。 あはれ 花落ち 盡 さば 何處に 宿るべき 汝が 姿ぞ。 蕭條 たる 野塘 に、 汝 と相躐 はしき 美 はしき もの は 再び あら じ。 彼 

處には 牛の 群れて 草 を 食め る あり。 余 等の 過る を 見て、 其 首 を徐々 に 廻らし つ- T 溫 和なる 眼に 長く 目经 して、 其 中の 三 

四 頭 は 長閑に 嘶きぬ、。. 其聲數 層の 黃林を 分け入りて、 夢の 如く 消え去り たる 後 は、 風樹の聲|^-々たる外に淋閱として 一 音の 

耳 を 遮り 來る ものな し. - かくて 事務員に 案內 せられて、 種馬 を 見る に秋閬 けて 痛く 肥えぬ。 紫 股鐵蹄 一度 放た ば 九 皐の霉 を 

ゃ蹈 破し 去るべき。 聳然 耳^ 聳 て- -足& きする 樣は、 事な くして 勇士 脾 肉の 嘆に 堪 へざる もの V 如し。 bam の 中には 乾箪山 

の.^ く as みて 芳香 鼻に 甘く、 階上の 望樓に 登れば 四方の 秋 光 悉く 眸 前に 啓け て 神 ェの錦 鏽 を 晒す。 何等の 大 觀！ 

余 等 は 思 はず 秋色に 魅せられて 豐平 河畔の 勝景 を 探りて これ を徒涉 する に 決し、 行く こと 數十 町に して 暫く 杞 柳の 間 を 過 

りたる 後、 石礫磊 々たる 水邊に 出で ぬ。 水 は 藍の 如く 靑く 深く して 滾々 として 流れ、 柳 紫隨て 散り、 il^ 條影 甚だ^し。 嗚呼、 

秋 神の 造り 給へ る 秋の 光よ、 色よ、 將た聲 よ-何 ぞ淸く 深く 高き 事 此の 如き や。 熟視す；：； ば 萬 象 皆 泣ける が 如き 間， li,? として 

得 知らぬ 微笑の 影 あり。 神 は 此の 知き 崇髙 なる 地球 を 造りて、 これ を惡 魔の 領 となし 給 ひし か。 然ら ず、 必ずや おらず。 人の 

世の 今 こそ！ 1^ 〔魔 毒 鬼の 接窟 とも 見 ゆれ、 何時か は 全く 人類なる もの、 所有に 歸 せざる 事 や ある。 手袋の 如き 半.：：，！ に、 グリ 1 

スの文 華 開け、 長靴の 如き 半島に 口 ー マ の 開 進 成りし とせば 此く ばかり 美しき 地球の 面に、 惡 魔の 永く 跋 11^ する 事の 想^ さ 

れ能 ふや。 嗚呼 我 {1^ しく 嗟嘆せ じ。 失望せ じ。 我等に 正義 あり。 我等に 勝算 あり。 我の 身 は 1 鏖 せらる >- と.. J 我の 道 は 失せ 

ず。 我 は 永遠に 生く 事 か 得べ し" 我 は無朽 にある 寧 を 得べ し。 唯汝惡 魔に 全然 的の宣 戰を 布告せ よ、 之れ をな す^なく して 

平安 を 得ん とする は 抑 も 難し。 なる 地上に 於け る 欲情の 爭 岡に 於ても、 由 來左支 右 吾の 徒 は 敵、 味方の 敵な り。 

余等は此に樂しき1^<食をなし、 落 林檎に 燃 ゆるが 如き 渴を醫 して、 その 決して 卑む 可から ざる を 知り、 遂に 河 を 渉る の 準 

備を なし、 余と兄とは原.i^の犬を抱て水中に入る。 冷 洌膚を 劈かん とす。 千 辛 萬 苦の 後 漸く 彼岸に 達せん とせる 時、 犬は忽 


ち 掌中より 逸して $ に陷 落し、 彼 は 憐れに も 八 土 身 雨に 遇 ひたる が 如くな りぬ。 而 して 余 等の 衣服 も 水 を 被る 琪 夥しく、 岸 

に 上りて より 此 滑稽 劇を囘 想して ni 人呵々 として 笑 ふ 事 久し かりき。 

余 等の 秋に 對 する 好意 はかくても 尙媳む 可く も あらず。 卽ち藻 岩山に 登る に 決し、 草 を 分ち 岩 を 蹈んで m 上に 到れば、 渺 

茫 たる 石 狩 平野 は 板の 如く 平にして 遠く 百 里の 外に 連り、 大瀛 左方に 開けて 迢杳露 額の 沿岸に 通ぜる あり。 ^間 日本の 最 1:^ 

流と 稱 せらる、 石 狩 川 は 恰も 根 針の 屈曲せ るが 如く 綠野を 縫うて 流る。 人間 を 以て 大 知識の 動物と なし、 Science は 蓖亊を 解 

釋 して 殘す處 なしと 自任せ る 原 敎授も 「力う やって 見る と 人間 も 小さい ものです ね」 と 歎息し ぬ。 爾り、 小なる 人 問の 憐む 

べき 小なる 心 は、 徒らに 窮屈なる 規矩の 間に 搾 入せられ て、 透徹の 眼 は 益 i 鈍くな りぬ。 絕大 なる 道 程、 絕^！：なろ神意、 我 

の 知らん には餘 りに 大に 過ぎたり。 我 徒らに 天地の 前に 復何を か 喋々 せんや。 神よ、 願く は卑 僕に 賜 ふに、 敬 の 情と、 0 

信の 心と、 義敢の 志と を 以てせよ。 耍するに益ょ^^を見ろ事明かにならしめょ。 i ョ agination の 翼に 乘 じて 天外の grr; 境に 遊ぶ 

詩人の 快 意 健 羨に 堪 へたる 哉。 

しラ にやう  .： けが 3 

山 を 出 づれば 到る 處の 農家 秋穰の 厚き に擊 壤 して、 毎戶笑 語の 漏れ ざな ものな く、 生 籬の外 無 邪 可憐なる 少女の 秋 の 数 

數 集めつ \ ある あれば、 林野の 彼方に は 活澄快 爽の小 網 を 畝邊に 張りて 擒 鳥に 忙 はし。 國 家の 元氣は 此の 如き 處に 成せ 

らる。 高潔の 心情 此の 如き 所に 潜みつ 、あり。 尊むべき 黎顏、 重んず 可き 蓬髮、 彼等に 遇うて^ 才に 傲る の； お なる を悔 

いずん ば あらず。 

札蜣に 着せん とせし 頃 は 暮色 蒼然と して 至りぬ" 顧みて 藻 岩の 山頂 を 望めば、 半面 夕陽の 色に 彩られ 半 Ig. 微茫 たる 淡 • おの 

罩 むる 所と なり、 山麓に は 農戶の 炊煙靜 かに 沈みて、 梵鐘 數杵 暮れ行く 今日の 名 殘を惜 めり。 

十一月 I 一一 曰。 此秋は 余に は 殊に 寂しき 秋な りき。 年 を經る 毎に、 佘は搖 落の 時の、 眞に深 透なる 悲おを 表する を 味 ふ： 銀 gi- 

し U され ども 秋が 有する 天職 は、 只 悲哀の みに あらざる 事 も 追々 に 知られぬ。 夜靜 寂なる 度：^、 余の 心の 秋氣 に介投 する 度 

每、 余 は 秋 を 歌 はんとして 夜の 中更 を 過ぐ る 事 I^.i なりき。 され ども 余の 遲 鈍なる 心 は、 遂に 秋の 天職 を 欲 ひ！^ さ どるに、 
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秋 は旣に 去りて 嚴 冬の 氣は. ぬ々 として 逼り來 りぬ。 止みなん- 佘は此 歌 を 完成す る 能 は ざり き。 然か もこれ を 記す る 所以 は- 

來秋を 期して 續稿. さんと 丁る が 故な り。 

.  秋 嵐の 歌 


鳴 呼 革命の 時 来ても 

嬉 醒め あへ ぬ 人心 


姑息の 夢に うま ゐ して 

醒 ませ 萬 里の 秋の 風』。 


陰 醒め あへ ぬ 人心 

神？ の 扉 開く 時 

健兒の 姿見ず や 入』。 

肉逞 ましく 骨太く 

頂 壁 立 つ 天に あり 

冠に 虹の 色 そ ひて 

衣 をかざる 月の あ や. r 

アポロ に 似た るか ほば せ 

淚 薄暮 の 雨と なり 

八重 立つ 雲 を 劈 ざき て 


醒 さんと てか大 神の 

躍りて 出で し 革命の 


足 は 退 立つ 土 を 踏み 

靄き 澄る 靑 雲 の 

向 伏す 跟り 白雲の 


悲哀の 相 を 集めて は 

憤怒の 色 を 放ち て は 

狂 ふ稻妻 物す ごく』。 


神より 受けし 撲戚の 

1 度な ぎし 太刀 風に 


劍を 右手に かざしつ > - 

嗚呼 天の 爲す 革命の 


秋の 嵐 は 今 立ちぬ。 

萬 里 を かける 天雲の 

ち か 

二度 落ちて 野 は 朱く 

零露に 蟲 の 音 細し 

サタ ンを逐 ひし 其 かみの 

二度な ぎし 太刀 風に 

はやち 木枯 吹き 落ちて 

風 も 移ら ふタ 雲の 

天 の 帷幄 閉ぢ ぬら L 

嗚ー呼 すさまじき； の 色 

北 斗の 外 もな ベ て 唯 

秋 寒げ なる 夕まぐれ 

實 にや 見果てぬ 夢よりも 

昨日に か はる 今日の 樣 

む ぐらの 眞 野の 末 遠み 

木 は 死し 草 は 括れ はてぬ 

御 空の 星 を 仰ぎ て も 

一八 九九 年 


見ず ゃ毘 嵐の 息吹く 時 

1 度 落ちて 山 は黃に 

蜂 蝶の 羽 朽ち 折れて 

彼の ミカ H ルが 天上に 

かん あらび にも 似た る 哉 』• 

霧 問 を かけり 雲 を 分け 

鳴る や 雷 降る や 雨 

やれ 間 を 縫 ふや 稻 妻に 

天上 喑く地 は 死して 

浦 輪 も 野邊も 限り な く 

風の み 渡る 景色 かな』。 

露 分 衣 来て 見れば 

はかなき もの か 現世の 

人跡た えて 荒れ はてし 

汐魔 の 驟ぐ浦 かけ て 

よしと こし へに か  >- るて ふ 

天の河 波 白く して 
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流る & 星の 數 しげく  地の 搖 落に さそ はれて 

し をれ 行く らし 空の 樣 嗚呼 我 は將何 かせん 

死 影に 滿 てる 古塚の  地球の 胸に 身 を 寄せて 

春 を 返せと をめ きつ- - をめ きつ.. - 世を哭 かんかな。 

十一 一月 十 七 曰 (sunday)o 一時に 激し 一時に 冷 ゆる 我が 小心 は、 我 をして 志 を 立て、 より 一年なら ざるに、 旣に 自ら 道 を 失 

せしめん とす。 hi れを E 〔うて 實に 慚悔の 念に 堪 へず。 近來に 於て 我が 日記に 書すべき 事の 少き は、 一は 自習の 多忙に よりし 

と雖も • 全く 我が 所懐の 乾枯せ るに 由ら ずん ば あらず。 

思 ひ 起せば 我 も 幾 干の 變 化に 遇へ り。 己れ を 遇する の 法 を 知る 能 はず。 心 を 安 じて 道に 就く の 度 を 養 ふ 能 はず。 煩悶の 極、 

死 を 決して 神 を 求めた る も 今年な りき。 我の 心緒 弛廢 せんとす る 時 は、 深く 此 事に 思 ひ 到らざる 可から ず。 而 して 我 は其當 

時に ありて、 全然 服從を 神に 捧げん としつ.^、 一年に 垂ん とする 今 曰に ありて 尙斷 然として これ を 爲す能 はず。 俗念 刻々 に 

來 りて 良心 を蔽 はんとす。 何が 故に 我心 はかくまで 惡 iC 網 中の ものと なり 了り しぞ。 思へば 我が 懷き來 りし 大望 も、 唯 中 

に晝 きし 樓閣 に異ら ざらん とする か。 

我が 胸中に 燃 ゆる 文學 者た るの 志望 も、 今 は 決して 許す 可から ざる を覺 ゆ。 文 學者は 帝王たら ざれば 乞丐た るに 過ぎず と 

は 眞に然 り。 而 して 我 は 實に唯 I 個の 乞丐に 過ぎざる なり。 我の 嗜好 を 傾く 可き 職業 は 一 もな し。 日々 の學 課に 於て、 我 は 

之れ に酬 ゆるに 一 の 欠伸 あるの み。 人の ョ isery を 救 ふと {!: 稱 する 經濟學 も、 我に 於て は 唯に 一個の 乾燥なる 理窟に 過ぎず。 

我 は唯會 心の 文學 にお^ 曝す 時の み、 殆ど 寢食を 忘れん とす。 我 はこれ あるが 故に、 己れ の 天職 又 これに ありと なしぬ U 而 

かも これ 我に とりて は 甚だしき 「あ 謬な りしが 如し。 誤 譲に は あら ざり しならん。 我 は 本末 を 知らざる ものな りしな り。 . 

我 は 天職 を 撰. ふ 前に 我の 人格 を 摆 ばざる 可から ず。 而 して、 我 は 今日に 至る まで 克く 之れ を 撰ぶ に堪 へたり しゃ。 悲しむ 

べし， 我 は堪へ ざり しなり。 我が 採り 来れる 方向 は、 或は 他人に 於て は 成功と して 認めら るべ し。 而 して 我が Stoic 派 的な 


る 自克の 修養 も、 心 奥に は 1 の 安 慰 も裔さ ろな り。 我が 心 は 依然として 何物 を か 握らん として、 暗中に 苦悶 r る 狂者の. H 

し。 心 を 下して 自ら 思 ふ 時、 眞に 此の 如く 感ずるな り。 嗚呼 我 は 眞に祌 の 懐に ある ものに あらざる なり。 此の 我儘 至 性なる 

少 15 を 如何せん。 

我 は 向後 千尋の 海-おに 等しき 平安 を 心中に 咸へ する にあら ざれば、 決して 天職に 就く が 如き 事な かるべし。 我の 行お は遞々 

として 殆ど. 取る に 足ら ざれ ども、 犯して 悔い、 悔いて 又 犯す 行 歩の 間に、 心 を 空しく して 神に 求めな ば、 焉ぞ 平安に 達する 

の 道な から ざらん や。 日月の 蒼弯を 運行す るが 如く、 千載 變ろ 車な き 信仰の 軌道 は、 何處に 潜める ぞ。 我 は gt? に 神 を 5^ て、 

少情 によりて これに 走り 赴く 事 能 はざる ものな り。 これに 加 ふるの 大罪 あらん や。 罪の 重荷 は、 我の 心 虛 なる 時 千 斤. 重 

量 を 以て 来り 我を攻 む" 

昨日 今日、 夜毎に 天晴れて 玉 Is- 玉よりも 淸く、 眼 を 擧げて 星と 月と を 見れば、 眞に 天國の 遠から ざる を覺 ゆ。 &f が 心が- 5}, ブほ 

に壓 下せられ て 正に 摧 かれんと する 時、 常に 力 を 添へ て 我を臂 起せし むる もの は、 實に此 自然な り。 我は蟲 よりも く 力なき 

もの なれ ども、 自然 は 常に 我に 经 るに 無限の 力と 希望と を 以てす。 我 は 弱し と雖 も、 自然に 接し 得る 限り 決して 失望 4- じ。 聖 

書 は實に 我が 鞭撻に して. 自然 は實に 我が 慰藉な り。 我 は 只 鞭撻の 愈 i 嚴に、 獻藉の 益 i 多から ん褰を 鶴首して 止まず。 祌は 

確かに 在せ り。 我よ く 之れ を 知れり。 而 して 自ら 之れ に 近づく 能 はずと せば、 嗚呼 これ 地獄に 陷 るに 充分なる 馬鹿者な り" 

嗚呼、 此 心身 を犧牲 となす 可き 覺悟 を、 何故に 放 抛 せんとす るぞ。 勉 めよ。 勉 めよ。 

十二月 二十 六日。 半喑。 兄と 共に 幌別か 登 別の 溫泉 場に 靜 寂なる 越年 をな さんと し、 八 時の 汽車に て札幌 を發 す。 早 川 亦 

室 蘭に 到らん として 同乘 す。 大雪なる 爲め 汽車 遲る 、事 殆ど 一 時間に して 幌 別に 着す。 直ちに カルル ス溫 in^ に 到らん とする 

に、 兹も 大雪の 爲 めに 道の 通ず 可き なしと 云 ふに 落膽 し、 旅 店 鈴 木に 投宿す。 直ちに 海岸に 到りて 鴨 を 狩. つん レー J^。 

日は舂 かんとして 未だ 全く 舂 かず。 寒風 天の 1 方に 凝る 處- 1 帶 の砂濱 半ば 白雪に 被 はれ 半ば 波濤に 被 はれ、 淮々 たる 外 

洋 より 來る 波濤 は、 雪山の 頼 落す るが 如く 岸頭 を 打ちて 壯快窮 りなく、 長く 海岸の 偉大なる に 接せ ざり し 余 は、 之れ に對 
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して云ふ可からざる^^覺を得ぬ。 鴨 は 終に 獲る 事 能 はず。 夜に 至り 寒 衾 を 擁して 荒 村の 曉鴨を 聞く。 

十一 1 月 二十. PB" カル ルス 溫泉は 積雪の 爲 めに、 遂に 行く 可から ざる を 知り、 登別溫 泉に 到る の 止む を 得ざる に 至り、 八 

時 十五 分の 汽車に て發 す。 登 別 停車場より 溫 泉まで 殆ど 二 里。 二 入 銃 を 肩に して 鳥 を 狩りつ X 行く。 道 は夷路 より 丘陵に 至 

り、 丘陵より 至り、 次第に 險を 增し來 る。 而 して 溪流は 常に 道に 沿うて 流れ 或は 其 色 を 百 尺の 下に 見る 事 あり、 或は 

其聲 を, 2? の 中に 聞く 事 あり。 迂^ 曲折して 登る" 山 は 定山溪 よりも 險に、 流 は 定山溪 よりも 小な り。 而 して 流 は 白濁の 色 

を呈 し、 水底の 石 は 皆 赤褐色な り。 蓋し 源泉 は 卽ち溫 泉の 湧出す る 所 なれば なり。 一時 頃 溫泉宿 丸一 石 田 方に 着す。 浴客 甚 

だ 多から ずして 一 先づ 安心す。 聞きし 割合に 靜寂 なり。 此日 半晴" 

+  二月 一一 十八 B。 雪。 九 時 頃結裝 して、 山 を 出づる 一 里 計りの 所なる 石山に 到り、 山鳥 を 狩らん とす。 一 羽 だに 得ず。 小 

鳥 三 四 羽 を 獲て 歸る。 午後 溫 泉の 源 を 見る。 瀧 本なる 旅館の 裏 を 行く 數町 にして 硫黃 精製 場 あり。 これ を 出 づれば 卽ち山 俄 

然として 裂け、 山谷呀 11 として 口 を 開く 所に 白 氣濛々 として 昇る を 見る。 眞に 偉観な り。 嬉 委細 は 他日 精觀の 時に 譲る。 夜 

Carlyle の ，*vo:tairc: 傳を讀 み 又 Fapst 中の Designation を |f 逸 語に て讀 む。 

十二月 二十 九 B" 晴天。 朝 は 家に ありて 讀 書す。 余 は 例の Voltaire 傳を讀 む。 半解に 過ぎず と雖 も、 Carlyle が 其 主義に 

反對 する 人物 を 評論して、 其 主義の 發揚を 期せん とする の 跻は略 i 窺 ひ 知る 可し。 其 眞理を 愛する も、 逆境に 立てる 眞理を 

愛せず、 神に 依る を 知る も， 己れ に 依る 事 これに 過ぎ、 表面に 靜 容を裝 ひて、 而 かも 裏面に 渾沌の 地獄の 如き あり， power 

あれ ども beneficent  authority なく、 人 を懼れ しむれ ども 尊敬せ しむる に 足らず。 唯强 きのみに して 高から ざる 彼の 性質 を 痛 

1>  んまぅ  . 

擊 する 所、 眞に 吾人の 針 |15~たら ずん ば あらず。 

午後 兄と 共に 散步 し、 未踏の 徑路 をお ひ、 山中 を 上下して 行く 事十數 町、 卽ち 白氣の 起る を 見て 湯 沼に 来れる を 思 ひつ. - 

進みし に、 果して 眼下に 沸々 として 蒸氣を 出せる 一 沼 ある を兒 たり。 卽ち山 を 下りて 沼邊に 到る に黑 色の 熱湯、 瓦斯と 共に 

湧き、 或は 石 隙より 琉氣を 吹け る もの あり。 一目 悽慘 として 殆ど 地獄に 到る の 思 あり。 卽ち沼 端 を 巡りて 對 岸に 兀 立す る 山 


に 到り、 一 二人の 足跡 ある 急坂 を 辛うじて 上り 山鐄に 到りて 見れば、 湯 沼 は 服 下に 鏡の 如く 見えて 1 面に 蒸 沸騰す る^， 

Byron にで も 見せしめば 必ずや 地獄 を 畫き盡 す 可し と 思 ひたり。 而 かも 山の 靜 寂なる 事 萬 古の 如く、  二人の 外人の 手 をドし 

たる もの は 雪上の 足跡と、 山 下の 廢屋 あるの み。 身 は 益 i 人より 遠く、 天に 近き 山鐄に 立ちて、 死せ るが 如き 地球の bosom 

に 燃 ゆる 熱 火の 餘威 を此に 見る。 幾度 か 下劣に ならん とする 弱志 も、 森 然として 一種の 神 氣に鹳 はれた るを覺 え、 此に 二人 

して 爲 したる 祈禱は 永く 余の 記憶に 止まるべき ものなる を覺 えぬ。 自然の なす 敎訓は 如何に 偉大なる よ。 

夜 湯 場に て 計らず も 若 林に 遇 ひ、 永 田 氏の 睛落談 を 聞き、 人情の 知る 可らざる と 東洋 的 道 德の益 i 制裁 力 乏しき を 感じぬ。 

十二月 一一 一十 日。 晴天。 朝 Carlyle を讀 む、 又 若 林 遊びに 來る。 笑談の 間に 晝 となりぬ。 午後 ^:人にて湯元に至り：s<gr^:^ 

. 口の 土涯に 到りて 之れ を 窺く。 黑 色の 熱湯、 蹄 中の もの X 如く 沸く 樣、 眞に 愉快な り。 夜 は 農業に 就て 時を费 す。 

十一 一月 一 1 一十 13。  (sunday)。 快晴。 此曰朝 五 時半 起床し、 後の 山に 兎 狩 をな せし がー も 得る 能 はず。 直ちに 石山に 到り 欧 

木 鳥 十 數羽を 得て 歸り、 晝 食に 犬に 馳走 せらる。 午後、 鑛山 監督 署長 西 山と 云 ふ 人 を 訪ふ。 夜、 同氏 及び 若林來 る。 談餘り 

に 長き ため 三十 二 年の 最終日 を默 想に 過す 事 能 は ざり き。 今此に 最後の 曰 記 を 記す るに 當り、 少しく 過去 を顕 みなん か。 

卅ニ年 は實に 余に とりて 記憶すべき 年な り。 余は此 年に 於て、 心中に 無限の 苦痛 を 感じ、 某督の il」 らん 事 を 期しぬ。 家 

より 幾多の 譏 罵 を 得ぬ。 敬愛した りし 外祖母 は 永く 逝かれぬ。 

本年に 於て、 神 は 余に 種々 なる 璣會と 試練と を 給 ひぬ。 余の 愚 眼 は、 思 ふに 之れ を 捕捉す る 事 甚だ 少な かりし ならん。 15 

かも 余 は、 全能なる 神の なし 能 はざる 所な き 偉力に よりて、 其卑 僕た らん 事 を 謝する に 至りぬ。 而 して 余 は 寺に、 ヽ 1 巾に. „K 

在せ る 靈氣の 激す 所と なり 幾度 か發 奮せ し を 得し もの は實に 世上の 賜な りと 感ず。 

嗚呼 而 かも 余 は 本年に 於て、 全然の 服從を 神の 前にな す 事 能 はず。 Kjf 然の宣 戰を惡 魔に なす を 得ず して 止みぬ" {!! ：ら 顧み 

て、 實に唯 慚愧の 至りに 堪 へず。 余の 行爲 には尙 偽善の 事 多く、 不誠實 なる 事 多く、  る 事 多し。 而 して 之れ 唯 絕對な 

る 信仰な きょり 来る。 余 はよ く 之れ を 知れり U 而 かも 之れ を 行 ふ 能 はざる は何ぞ や。 愚の 極と 云 はざる を ん や。 
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而 して 眼 を 世上に 轉 ずれば、 俗世 は愍 i 俗化し て^に 映ず る 所 一 として 正義の 衰顏を 意味せ ざる ものな し。 英米の a: 由國 

こして、 南阿 兩 州に 對 する 狂暴 あり。 之れ を 小に して は 日 太の 同胞、 有望なる 同 學 生 に 至る まで 唯 小刀細工 を 事と して、 遠 

大 なる 希望 を 以て 遠大の 事業に 進まん とする もの  如き は 絶えて 見る 可らざる に 至りぬ。 此の 如きの 世 は 神が 最も 人類に 待 

つ 所 あり 給 ふ 時に あらず や。 嗚呼、 余此 腐敗 を 知り 顏廢を 知りて 齒 且つ これ を 矯正す る 事 能 はず" 悲む 可し。 余 は眞に 我が 

身 を犧牲 となす の勇氣 なき か。 名聲を 重ず るの 心 あるか。 余が 將來に 於て 最も 力 を 用ゐて 反省せ ざる 可から ざる 所は此 にあ 

り。 本年に 於け る 余の 目途 は、 謙遜なる 希望 あらしめ よ、 卑 iS なる 希望 あらしむ 勿れと 云 ふに ありき。 来年に 於て、 余は眞 

に 此の 如き 希望 を 抱懷す るに 足る ベ き 人格なる か を檢 せざる 可らず。 

年 は 逝きぬ" 馬 憩 は 加 はらんと す。 嗚呼 無能なる 卑 僕が 神に 對 する 叫 聲は唯 無言に あり。 余 は 神の 攝理の 犬なる を 信じ、 

く は 新たなる 勇 氣と 赤心 を 以て、 来年に 向て 再び 濶步の 地 を 遣るべし。 

一九 〇 〇 年 (明治 三十 三年) 

一月 一 B。 晴、 0^ 風。 年々 の 運行 は 日月 を 載せ ざれ ども、 人に は 何となく 思 ひ 改まらる に 三十 三年の 正月 は來 りぬ。 余 は 

此 世に 生を禀 けたる 限り、 爲 すべき 事 は 寧ろ 歳々 にして 多 からん とす。 而 して 靑 年なる 再び 歸ら ざる 時期 は 愈 i 縮まらん と 

するな り。 

此日 入浴に 來れ る鑛山 監督 署長 II 山 氏 を 訪ふ。 同氏 は謠 曲に 達す。 卽ち若 林と 三人に てこれ を 習 ふ。 三 井寺の 月の 段 を 習 

得して 意 氣揚々 たり。 

此夜、 明朝 歸 札の 支度 をな し 十二時に 至る。 余 等 は 再び 札幌の 俗界に 歸 らんと す。 登 別の 山中、 溫 泉の 沸々 として 湧く 所 


に學び 得た る 超然の 敎訓は 永く 體 して 忘る 可から ざるな り。 

一月 二十 四 nr 西方に 面する 書 窓に 對 して、 夕陽の 沈む を眺 むる 時、 水の 如き (. ^に點 じたる 銀珠の 如く 輝く 一  の惊 あり。 

其 純潔なる、 淸 新なる 光輝 ある 光 は 常に 余の 心の奥 深く 沈みて、 云 ふ 可から ざる 一 種の 感慨と 化し 去るな り。 余 は タ〈^1、 

書 を 見る 可らざる 暮色に 接する 每に、 此 星に 對 して 種々 なろ 敎訓を 探りたり き 

余 は 十 一時にして 日 〔せの 勉學を 終り、 夫れ より 日記 をつ け 聖書 を讀 み、 心よりの 祈禱を 神に 捧 ぐれば 十二時に 至る を 常と 

す 0 此 十一 時より 十二時に 至る の 間、 又 余の 書 窓より は、 他 星に 勝りて 光輝 ある 一 惊星を 認め 得るな り。 余 は 地球の 上に^ 

る 可から ざる 其 光 I り 仰がん がた めに 常に ランプ を 消し 默 して 彼の 星に 對す。 天地 は 死せ るが 如く 靜か にして 我が 溪者 

ま 旣に髮 こ 就けり。 余 は此に 一日の 中に 讀 みたる 書物の 中より、 感 觸を與 へられた る 部分 を び腦 中に 喚起し 來 りて、 躅り 

、しにうな づく なり。 余 は實に 汚れた る ものな り。 然れ ども 此時、 唯此 時の みは、 余に 詩人の 心 ある を自覺 す。 彼の ，ぉ く 蹄き、 

豫く射 す^ま、 吾人の 殆んど 想像す 可から ざる 遠距離より 来りて、 地球の 上に 殆ん ど數 ふるに 足らざる 小 地 の 上に 立てる 

我の 心 を 射る。 余 は 胸中の 全く せられて 心 堂まで も 大潮の 深 底の 如く 沈みて 澄む が 如き を覺 ゆ。 此 S ぎ なる 光、 永^ 

より 永遠に 照りて 人の 心 を 支配す。 嗚呼 此の 光！ 嘗て 幾人の 人に 如何なる 慰藉 を、 ム.^ りたり けん。 正義の 爲 めに 牢 t:^ に投ぜ 

られし 幾多の 志士が、 が 如き 小さき 窓より 仰ぎ見て 無限の 獎勵と 慰藉と を 得し は 彼の 光に は あら ざり しか。 ユダヤの 豫 

言 者 等が 俗^の 腐敗 を 憤り 天國の 近づかん 事 を 祈り、 獨 り廣漠 たる 砂原に 俯伏して 同情 を 求めたり し は 彼の 足 > 光に は あら ざ 

りし か。 抑 も 鷲峯の 頂、 印度に 於け る 偉大なる 改革者の 頓_ 怡を嘉 する が 如く、 賀す るが 如く、 靜 かに 西 犬に 眠り 行きし 光 は 

こ.^ こ は あら ざり しか。 若しくは ナザレの 僻村、 東方 遠-米の 旅客 を 導きて 世界 開 關以米 最も 榮光 ある 奇跡 を 暗示せ る もの は、 

, 比 星に あら ざり しか。 嗚呼 星よ U 余 は汝に 於て 友 入の 涕と 笑と を讀み 得るな り。 汝の光 は 其の 淚 によりて おき 潤 ひ を 持ち、 

其 笑に よりて 美しき i や」 を 持てり。 古人 を 慰藉せ し汝に 接して、 余 は實に 古人に 接する の 思 あり。 余 も亦汝 によりて 慰藉 を 

得べ し。 余 こ 浮世の 俗名 を i ふ 念な き 時、 惡富を 求む るの 心なき 時、 世上 一 として 信頓す 可き もの を 兌 出さ V る 時， 我が 至 
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つて 無力なる を 感ずる 時、 余は汝 より 幾何の 慰藉 を 得たり しぞ。 俗世に 於け る 余の 所有の 零なる 時、 汝 より 来る 藉は 無限 

なり。 星よ、 余 をして 愈 i 汝を 愛する の 程 を 培して 身邊 にある 總てを 忘れし め ..4。 天國の 光榮を 漏す 蒼^ ゥの孔 隙は汝 ならず 

や。 余の 住すべき 國は 決して 失せず。 縱令 世界 を 擧げて 我に 反抗し 来る も、 而 して 余 は 到る 處に 踢 蹐 して 片言 も隻足 も投ず 

るの 餘地 なきに 至る とも、 嗚呼、 佘 にして 道 を 歩まば 余の 國は 無窮 大 なり。 汝の 光の 失せざる 限り 余の 心中に は 良心の 燃 ゆ 

るな り。 余が 胸中の 靈 燈に點 火す る もの は汝の 光な り。 鳴 呼、 余斷 じて 落魄せ じ。 俗に 從 はじ。 

此夜、 天 雪 を 飛ばして、 雪 は 天の 帷握を 遮り 終りぬ" 星に 對 して 思 を 遣らん 由 もな し。 而 かも 瞑想し 来れば 汝の光 は 余が 

胸中に 深く 刻まれて、 暗澹たる Ml の 中に も 美妙の 光を發 する を 見るな り。 

四月 二十 一日。 春 は 北海の 邊 土に も來れ り。 連日 風の 激しき ある も、 氣は 自ら 和暢 にして 樹芽 破れん とするな り。 之れ 人 

の稱 して 希望の 時と 云 ふ もの、 我 亦 笑って 此 春風に 對 せんか。 而 かも 我が 心に は 常に 暗雲の 慘澹 たる あり。 机 邊に孤 坐す る 

時淚は 下り、 野外 を 逍遙す る時淚 下り、 入の 益 i 春に 向 ふに 反して、 我が 心 は 愈 i 寂寞 を 感ず。 思へば 我が 死 を 決して 札蜣 

の 風光に 訣れ、 定山溪 に 死 味 を 嘗めん としたる も 一 年の 昔と なりぬ。 我が 斷 じて 志 を 決し 基督の 卑 僕た らんと 決心せ しも 一 

年の 昔と なりぬ。 而 して 我が 心中に は 今日 も尙 莫大なる 空虚 ある を 感ずるな り， - これに 滿 すべきの 糧は 未だな し。 心の 赏し 

き 我よ。 苦しき 經驗 はこれ なる かな" 外に 提褸 一 枚 を 纏 ふ も、 心 富みて 晏然 たる 人の 如何に 幸なる よ。 貧しき 我が 心 は 終日 

終夜 滿 すべき 糧 なくして 思兹に 至る 毎に 云 ふ 可から ざる 苦痛 を 感ずるな り 0 我 は^ 能な く、 勇氣 なく、 活 澄の 氣 なく、 而も 

嗚呼、 燃 ゆるが 如き 信仰な し。 

四月 二十 九日。 人世 浮沈 多し と 云 ひながら、 眼前に 不幸 逆境 此の 如き 人 を 見る は、 余が 年少の 經驗に は實に 最初な り。 不 

幸なる 人と は 弱年の 一 女子な り。 彼女 は 名 を 季子と 云 ふ。 余 は 最初 原 氏の 邸に 彼女 を： たり。 これ 同氏の 一 家が 皆 病に 權れ 

る 時、 其の 看護の ために 来れる ものな り。 兄 は 余に 語る に 彼女の 磊落 豁達なる を 以てし、 尙 語り 次いで 曰く、 彼女に は home 

.condition に 非常に 薛 むべき 事 あり、 而 かも 彼女の 快 濶を裝 ふ、 寧ろ 偉なら ず やと。 比 時 余 多く 動 かざりき。 


後、 原 氏 夫人の 札幌 病院に 入院す るに 及び、 余 亦 兄 を 助けん が爲 めに これに 到りて 一泊せ し 事 ありき。 此問 彼女" Mi 

来訪せ り。 余 は 彼女が 喋々 喃々 として 饒舌 を逞 ふし 常に 笑 聲を絕 たざる を 見て、 不幸 骯 解の 人と は 信ずる 能 は ざり き。 而か 

も その 擧 動の 中には、 眞に 人の 憂 を 憂と し 身 を 致して 親切 を盡 すの 狀 見られ、 弱年に 似合 はず 感心なる 人 かなと 心 少しく 動 

きぬ。 

導で 彼女の 事に 關し、 兄より 聞け る 所 極めて 多 かりき。 彼女 は 原 氏の 看護の 爲 めに は 寰夜衣 を 解かず、 或は 廢 し-.^ 力 

も 連日 些かの 慢心 もな く、 これに 從事 する を 耳に し 又 眼に しぬ。 彼女が 去年 十二月の 下旬より これと M 一の 境遇に ありて、 

或は 根 岸 (彼女が 札幌に 於け る 唯 一 の 親戚) 或は 小 林 氏の 病 者 を 看護して 今日に 至れる を 聞き 心 甚だ 動かざる 能 は ざり き。 

此間 こ，^ て 兄と 彼女と は 甚だ g おし、 これによ りて 彼女の 境遇 は 全く 兄に 打 明かされぬ。 悲む 可き は 彼女が 不遇の 牛 ー涯な 

り。 彼女 S 島に 於け I 豪の 長女と して 生れた るな り。 (彼女の 父 はこれ より 前 或 女と 通じて 彼女の 兄に 當る べき 二 f を 

生めり と) 彼女 は 又 多くの 弟妹 を 有し、 溫 かなる 家庭に 風波 少く暮 しぬ。 彼女 は 清 物より 重き もの を 知らず。 幼少 t り 豁達 

の氣 象は氣 儘なる 御轉 婆と なり、 毎日 公園に 到りて 赤兒の 如き 無意味なる 而 かも 可憐なる 兒戲 をな して 日の 沒 する を 忘れた 

I なり 。  f も 一朝に して 悲哀 は此 一家の 問に 起り、 父が 甞て 狎れ たる 賤妓は 終に 其 家に 入りて 正妻た るに 至り、 敬虔な 

I 女の 母 は、 憐む べし、 家 を 追 はれて 其 附近の 一 置 を 給せられ たるの み" 而 して 彼女 は 年長なる の 故 を 以て 父の 家に 留 

まらざる 可から ざり き。 賤妓は 其 本性 を顯 はし、 毎夕 豪の 時 父の 酒に 醉 うて 本性 を 失 ふに 及び、 彼の 賤妓は rl の羣鑫 

ふして 益.. 彼女 を 苦む るに 意 を 致せり。 彼女 亦 敢て此 女に 下らず" 食事の 如き は 斷然座 を 別にし、 或 時の 如き は 一日の 食 を 

窺し 購求した る 鎮 少の 菓子に 腹 を 癒しても 尙 且つ 此惡 女と 膝 を 交へ ざらん とせり 。此に 於て 風波 はハ 盆，^ W 波 を 逢み、 彼女 は 

遂に 家に 在る 能 はず。 東京 藥を 名と して 麻布 英和 學 校に 入學せ しめられぬ。 尋で 彼女 は 又 橫濱の 女 ゆ 校に 移されし が 天性 

の讓 は言滿 たざる 贅の下 i 伏せえ 居るに堪 へず、 ，これと I したる 結 i£¥ て、 S 故囊多 i に 

歸 るに 至 0 ぬ〕 嗚呼 嘗て 深窓に 人となりし 彼女、 忽ちに して 一旦 俗世の 風波に 遇 ふや、 急 轉底ド 人生 最慘 の^^に 立つ。 ^ 
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ふに 其 間 彼女が 人知れず 流した る淚は 如何に 多く 如何に 熱 かり けん。 而 かも 之れ 未だ 彼女が 不幸なる 運命の 全豹に あらず。 

彼女 は 遂に 北海道の 遠き に逐 はれぬ。 

小 樽に 一 戶の 親戚 あり、 割烹 を 業と す。 女主 は卽ち 彼女の 親戚に して 男 主 は 全くの 他人な り。 彼女の 此 家に 入る や、 云 ふ 

可から ざる 不幸に 彼女の 上に 落ち 来りぬ。 佘は實 に 今此に 書す る だに 堪へ ざらん とす。 彼女 は 自ら 「妾 は 悲痛の 爲め に絕食 

せる 事 幾度と 云 ふ を 知らず。 而 して 憤怒の 爲 めに 死 せんとせ し 事 幾度と 云 ふ を 知らず」 と 云 ふに て 知るべし。 彼女 は 遂に 此 

に 居る に堪 へずして、 去年の 十一月 札 幌に根 岸なる 親戚 を訪 5 て、 これに 寄食し つ、 ありし に、 十二月に 至りて 同家の 兒病 

むに 及び、 03 夜 を 通じて これが 看病に 從ひ、 次で 小 林 氏、 次で 又 原 氏に 及び 其 後半 日の 寧 時な かりし なり。 彼女 我に 語って 

曰く、 一 妾 は 去年の 今頃まで は 實に世 を 知らざる 一 痴 女に 過ぎ ざり き、 而 かも 今に 至りて 犬に 世事に 委しく なれる を覺 ゆ」 

と。 これ を 聞く もの 誰か 心 甚だ 動か ざらん や。 

而 かも 不幸 は 未だ 彼女より 離れ 去らざる なり。 彼女 は 可憐に も 兄 を 愛慕し ぬ。 彼女 は 慎み深 かるべき 女の 身なる にも 拘ら 

ず 情に 餘 りて 一夜 之れ を 兄に 語り 出で ぬ。 切なる 彼女の 語 は 思 ふに 切る が 如く 兄の 胸中に 入りし ならん" 兄は而 かも 斷然こ 

れ を謝絕 せり。 兄 は 其 理由 を 余に 語りて 曰く 「彼女の 天性の n 漫 たると， 其 親切の 深厚なる と は實に 可憐の 至極 なれ ども、 

其 性 shallow にして 而 かも 品性 決して 高し と 云 ふ 可から ず。 余が 將來の 行 歩に は 共に 行く に堪 へざる なり」 と。 溝れ む 可き 彼 

女 は 何處の 人よりも 失望 寧ろ 絕 望の 影 を 投げられ、 其 一 夜を飮 泣したり けん。 翌朝 余の 原 氏を訪 ひし 時、 其 眼の ife の 如く 赤 

く 膨れた る を 見て 唯 事なら ずと 思 ひぬ。 

而 かも 彼女 は 須臾に して 元の 快 潤に 復れ り。 佘は 兄と 語る 毎に 彼女の 話 § に 登らざる 事な かりき。 二人の 同情 は實に その 

上に 集まりし なり。 兄 は 彼女が 學 問に 志し 度き も其實 母より 學資を 仰ぐ 事 困難 なれば、 と 云 ふ を 聞き 且つ 兄が 前夜 彼女に 約 

する に 必ず 彼女に 利益 ある 事 を 以てす 可し と 云 ひたる を 以て、 其の 學資の 幾分 を 供す 可き を 云 ひ 出で ぬ。 余 は 直ちに 之れ を 

承諾せ り。 兄 は 余を驗 せんが ためなり とて、 彼女 を 余の 家に 来らし めぬ。 余 は 之れ に 語る に なる 語 を 以て、 二人に て學 


資を 給す 可き を 以てしぬ。 彼女の 眼に は淚 ありき。 彼女 は 余 等に 勝れて 資產 ある 家の 愛孃な り、 而 して 余 等の 如き ものより 

學資を 仰がざる 可から ざるに 至る。 佘は 彼女の 歸後寢 に 就て 殆ど 一 夜 を 眠る 能 は ざり き。 

而 かも 彼女の 不幸 は 之れ に 止まらず。 彼女が 唯一の 親戚に して、 萬 事 を 打 明くるに 足れり となせ し极 岸なる 人と 不和と な 

ら ざる を 得ざる に 至れり。 其の 前夜 彼女の 又 余を訪 ひし 時 兄乂來 りて 侃々 として 彼女 を 戒めたり。 彼女 は 殆ど 泣 憤したり き Q 

而 かも 之れ 實に余 等が 無理な りしな り。 彼女 は 兄に 到り、 泣いて 札 都. を 去らん 事 を 吿げ、 其 事情 を 語りぬ。 今 は 萬 ^不可な 

り、 願く は 六月 頃お 札幌 にあら しめ、 二人 及ばず ながら 其 短處を 矯めん とせし 事 も 空と なりぬ。 彼女 は 遂に 昨朝 を 以て 此地 

を 去りぬ。 其 前夜 兄と 余と 一 封の 別辭を 書して 彼女に 致せり。 

嗚呼、 癔， 可憐なる 女よ。 不幸なる 女よ、 君の 入 を 懐し む 愛 心、 人の 患に 赴く 己れ の 如き、 何ぞ其 心情の 麗 且つ 美なる や。 

不幸なる 境遇に 在りし 彼女の 事と て、 其 性質 中には 所謂 婦德に 悼れ る もの 尠 しと はなさず。 而 かも 云 ふ 可から ざる 天 露の 氣 

は 人の 心 を 魅せん とするな り。 而 して 兄 は 最も 彼女に 近づきし もの、 而 して 彼女の 最も 愛戀 せし もの、 その 一 日； 去る に 及び 

て 兄の 心中に は 癒す 可から ざる 寂寞 は 来りぬ。 昨夜 は 兄が 忍びに 忍びし 心緒 遂に 亂れて 余の 室に 泣きぬ" 余 は赏に 同情の 念 

を 以て 兄の 思 を 計らざる 能 はず。 而 かも 此は 情の み を 以て 制せら るべき 時に あらざる を 以て、 兄が 果して 大業に 忠 さん もの 

ならば、 卽ち 民衆の 喜 憂 を 一 身に 負うて 立たん とするならば、 如何に 可愛く とも I 時の 情に 激 せられて 牛； 涯の 失敗 をな す 無 

からん 事 を 戒めた る 胸の 苦し かりし 摩よ。 

我が 室に 河 野 氏が 飼へ る 力 ナリヤ あり。 籠の 中に 閉ぢ 籠め られ ながら 美 色を發 する を 聞きて、 彼女に 思 ひ 到り、 

よしや 世 は汝に つらく ともつ らき世 を 歌ひ淸 めよ その 細き 音に 

と 云 ひて 之れ に绘 りぬ。 思 ふに 彼女 は 兄より 受けた る 癒 す 可から ざる 重傷 を si 深め ざらん がた めに、 速かに^.2カに向ひ 

しならん。 而 かも 夜暗く 燈 幽かなる 所、 思 ひ 出の 夢 辛ら からざる 可き か。 兄 は 泣きつ >f 彼女と： 1 捷す るの 念 ゃ斷 ちたり と 云 

ひ 「世に 盡 さんが 爲 めに は 彼女 を竊牲 にせざる 可から ず。 願く は 余の 爲 めに 犧牲 となり 吳れ よ」 と 云 ひて 又 泣きぬ。 鳴 呼 我 
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が 心 動かざる を んゃ。 

神よ • 願く は 彼女の 上に 祝福 あらせ 給へ。 余の 心中に 若し 彼女に 對し 朋友の 交情 以外の 感情 あらば、 願く は 君の 强き杖 も 

て 我より 引き裂き 給へ。 余 も 決して 木に あらず 石に あらず、 彼女の 境遇に 我 は 泣き、 彼女の 美 性に 我は醉 ふ。 而 かも 我斷じ 

て、 然り斷 じて 亂 暴なる 感情 を 起すべき にあらず。 唯 神の みが 我が 心 を 知り 給 ふ。 願く は此 苦痛 を此 胸より 裂 >b 取り 給へ。 

五月 十七 nr 


Ibnging  (熱 慕) I 重 譯- 

寒 雲 重く か k りたる 

過ごし 行かん しをり 得ば 

四季 變轉を 知ら ずげ に 

見ず や 高き にあり なが ら 

行かん 翼 を 我知らず 


唷 くも 凄き 虚空 をば 

祝福 せんに 我が 旅路 

春と こしへの 彼の 美 土 は 

花^き^ ふ 其 の 岡に 

嗚呼 我知らず こ めん 力 も 


おと づ 

天平 安の 音信 を 

花滿 山の 淸き香 を 

綠 かげ 濃き 樹の 間 をば 

冬の 嵐 も 秋風 も 


漏す か 遠き 樂の聲 

誘 ふか 輕き天 つ 風 

黄ばみて みのる 山の さち 

す さばぬ 岡に 疾く 花の 色 


光 はとはに 夕な き 

風 おだやかに 吹く  1^ 


旭に 野 邊の花 さかえ 

其 處に癒 痊のカ あ 


り 


さりながら 見よ 我が 前に 

嵐木枯 吹き 落 つ る 

波 もの すごく 寄せ か へり 

た^ょ ふ 船 はありながら 

鳴 呼よ し 今 はためら はじ 

と. * づな 

纜 解かん 船出せ ん 

唯た めら はぬ 確信の 

光榮 あまね き 奇跡の 地 


橫たふ 河 は さかまきて 

汀に 獨り 我れ 立てば 

言 ひ 甲斐な くも 心お くるる 

^ さき  か こ 

水先 を 示す 水 手 もな し 

生命 を眞 帆に はらませて 

堅く 信ぜよ 敢て せよ 

薩 こそ 安き 住家 なれ 

奇跡に 據らぬ 人に 見られ じ „ 


五月 二十 五日。 我 こ 今 最も 要する もの は、 基督の 愛 を 眞に解 せん 事な り。 之れ を 解 せん 事 は 我に とりて 重大なる 事 菜な り。 

i  / J  しつぶ う ドー らい 

我に 宇宙 を ii する の大智 術な く、 山 を 拔き海 を 蓋 ふの 大雄圖 なく、 叱風咜 雷の 大雄 辯な く、 韓柳歐 蘇の 大 筆才な くと も 可 

なり。 唯 我が 心 奥に 淸き 熱き 淚を 以て、 基督が 我等の 如き 殆ど 云 ふに 足らざる 靑蟲の 如き ものにさへ、 その @き 血と 肉と を 

與へ給 ひし を 感謝し 得た らんに は、 我 は 凡ての 物に 勝りて 之れ を 喜と せん。 嗚呼、 我が 心は滿 されず。 靑 年の 娛樂 とせら る 

ヾ f の 我 Schiller と共に 之れ を Requiter に 捧げた る を 期しぬ。 而 して 之れ に 代りて 我が 心を滿 すべき 或 物 は 未だ 到らず。 

ち- T ちゃ 5 

幾度 か 失望 せんとして は 幾度 か 自ら 勵 まし、 唯 進まん のみと 心に 決して 突進す る 間に も 再び 立ち止まりて 蹈 恨す る. 弗 哲に& 

次。 我が 弱き 信仰！ 

肉に 强 くして 靈に 弱く、 財に 裕 かにして 心 貧しき 我、 加 ふるに 生来の 鈍根 を 以てして、 屢 i 神の 股 を 避けん と 欲す。 我が 

基督に 到らん は 路駝が 針 眼 を 通過す るよりも 難し。 眞に 難し。 さりながら 不可能の 事に あらず。 神 は 能 はざる 所な し U 我. M 

れを 信じ 唯 忍 を 待たん。 信仰に よりて 生き、 信仰に よりて 死す るの 聖 生涯 我に 臨む 時 は 果して 何時なる 可き。 鳴 呼. 憐れむ 
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べき ものよ。 一人の 友 を さへ 滿足 せしめ 能 はざる 鋒れ む 可き ものよ、 汝が 

「キリス 卜の 愛より 我 齊を絕 せん もの は誰ぞ や。 患難なる か。 或は 困苦 か。 迫害 か。 飢餓 か。 課程 か。 危險 なる か。 是 

れ 我等 終 S 汝の爲 めに 死に 附 され、 屠られん とする 羊の 如く せらる、 なり、 と錄 された るが 如し〕 然れ ども 我铸を 愛す 

る 者に 賴む 凡て は此 等の 事に 勝りて 餘り あり。 そ は 或は 死、 或は 生、 或は 天使、 或は 熱心、 或は 有能、 或は 今 ある もの。 

或は 後 あらん もの、 或は 高き、 或は 深き、 又 他の 受造者 は 我等 を 我が 主 イエスキリストに 賴れる 神の愛より 絕 する 事ム g 

はざる ものなる を 我 は， ぜり」 

と、 歡喜を 以て 云 ひ 得る は 果して 何の 時ぞ d 我に 最も 要せら る  > は 基督の 愛 を 眞に解 せん 事な り。 爾り、 我の 微弱なる を 

益 i 思 はん 事な り。 

六月 五 曰。 夜" (余 市に 於て；, 春 夜の 海 を 見ん とて 獨り 街衢 を 離れ、 波止場の 突端に 来り 坐し ぬ。 

空 は朧に 霞めり。 半 鉤の月 高く 懸 りて 光 淡く、 靑く 輝く 星 光 亦甚. たかす かなり。 海 は いたく 風き て 波の 去来す る ものな く、 

晴く 澄める 水底に は 月と 星との 影 ほのかに 宿れり。 四圍は 全く 入 賴を絕 ちて、 自然 は 今や 眠りに 入らん とす。 唯 永久に 亙り 

て 休まず 動く もの は 徐々 たろ 星宿の 運行と 春 潮の 來往 あるの み。 

余 は 此の 如き 偉景に 接して、 身の 置き 處 なきまで 汚れた るを覺 ゆ。 座邊の 景物 一 として 天來の 本體を 流露して 神の 面影 を 

宿さ. 1 るな きに 拘ら ず、 余 唯一 人外 面に 神の 威容 を存 して 心惡 魔の 如し" 人間の 間に ありて 自ら 許せし 身 も、 か. t る 偉景に 

接して 殆ど 寸 美な きを 覺ゅ。 涙 暗然と して 下り、 衷心に は 云 ふ 可から ざる 苦痛 を 感ず。 鳴 呼 未だし、 未だし。 余が 不 邁の德 

性 世人に 對 して 己れ の 品性 を 自負す るが 如き 間に、 汝の 品性の 高まるべき 害な し。 先づ 世人より 眼 を， T て， こ對 せよ。 

神と 汝 との 間に 秘密なる 交通な き 以上に 於て 汝は 永遠の 凡人な り。 

自然 は 余 を爾く 鞭撻す ると 共に、 又佘を 慰藉す る 事 甚だ 多し。 自然 は 小 兒に對 する 嚴 父の 如し" 小 兒は其 父を畏 る、 も、 

而 かも 之れ に 依ら ざれば 一 日 も 生活す る 事 能 はざる なり" 余より 自然の 教訓と 慰藉と を 除き 去れよ〕 佘は嚴 父 を 失 ひたる 小 


兒の 如きな らんの み。  ？ 

余が 生の 須臾なる を 思 ふ 時、 海底に 潜める 玉の 如き 石櫟の 數を數 へて 海の 齡を 知る は樂 しからず や" 

らち 

余の 希望 衷に 冷えん とする 時、 肅々 として 高く 來り 彼の 石 を 被ひ此 岩を隱 し、 蕩 然として i"^! を 低く する 來潮 を：：^ て 心 ま 

ざらん や" 余の 孤 を 感ずる 時、 來波往 波 を经迎 し、 此ー沫 の 波が 嘗て 孔子 を 出した る 支那の 沿岸 を 洗 ひ、 マホメット を 出 

したる ペルシャの 沿岸 を 洗 ひ、 佛子を 出した る 印度 を 洗 ひ、 ソクラテス、 プラト ー、 ダンテ シュ クスピ ー ャ、 ク t ンゥ. -ル、 

其 他彬々 濟々 たる 偉人の 搖籃 たりし 全歐の 沿岸 を 洗 ひ、 更に 自由の 郷 土と して ヮ シン ト V、 リンカ ー ン. V 出した る 米 W の 沿 

岸 を 洗 ひたる を 思 ふ 時、 知己 を 千歳に 起す の感 なくん ば あらず。 

余の 心 汚れん とする 時， 澄徹 氷の 如き 海底に きらめきて 映ず る 星 光の 純潔なる 光 を 眺めて 又雜 念の 心 殿 を 犯し 來る なし。 

余の 心 怯懦と ならん とする 時、 地球 全 1§ 積の 三分の 二 を 有する 大水が 蕩 然として 地表 を蔽 ひ、 天空と 共に 偉大 を表现 する を 

さと 

3」、 小事に 齷齪す るの 愚を覺 るべ し。 

靜 寂なる 時 海に 超えた る靜 寂な く、 憤怒せ る 時 海に 超えた る 憤怒な し" 男子 此の 如き 意氣 なかる 可から ず。 ：.；；！ 川茁 河の 水 

を 吸ひ盡 して 嘗て 溢れた るの 跡な く、 悠々 として 萬 古に 其、  1 藍の 色 を 改めず。 男子 正に 此の 如き 胸懐な かる 可から ず。 

嗚呼 美なる 海よ、 偉なる 海よ、 汝 人間の 憐 むべき 境遇 を憐 め。 彼等 は 日夜に 魂々 たる 末 事に 拘泥し、 左 支 右： 旮絕 えず 何^ 

を；，. なして 遂に 何事 を もな さず、 孜々 として 何者 を か 摸索して 何者 を も 獲得せ ず、 徒勞と失s^iとに疲勞せる其心^^5-は、 無 底 

の 暗 M 一に 葬り去らる \ なり。 完全なる が 如くして 至って 不完全なる もの は 人間な り。 人間 はメ フィス ト フユ レスが； K ふ 如く、 

完全なる 地球上に 於け る 唯一 の 不完全な るが 如し。 嗚呼 美なる 海よ、 偉なる 海よ、 汝入 間の 憐む 可き 境 過 を憐 め。 

嗚呼 美なる 海よ、 偉なる 海よ、 汝 人間の 幸福なる 境遇 を 讃美せ よ、 余に 一片の 良心 ありて 海 を 美と 呼び 偉と 呼び 得る は、 

之れ 余に 美と 偉との 要素の 缺如 せざる を 示せる ものな り" 余 は 現今の 人世 を觀 じて、 失望 を 以て 安ず べきに あらず d 余の 心 

、-? あ あれ 

に 燃 ゆる 向上の 念 は、 余に 進めと 私語し つ 上め り 。嗚呼 余 行く 可し。 余； 仃く 可し。 余の 力 は 弱く 余？ 心 は； g せり。 遮 ^c^. 
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確乎たる 信仰 は 余の 得て 望み 得べき ものな り。 つぶやく まじ。 つぶやく まじ， - Child  of  Freedom の 如く 邁往 の氣を 以て 天 を 

突く 可き なり。 

夜 はいたく 更けぬ" 余 は 潮風に 冷えた る 石 上に 跪き、 精を脫 して 靜 かに 祈 禱 を 捧げぬ- 苦痛 を 宿せる 淚は懂 喜と 共に 眼よ 

り 出で 去りて、 胸中に は 一 圑の活 望 湧きぬ。 神の 聖愛 は讃む 可き 哉" 俯して 海 を 見、 仰いで {T^ を 望み、 一 望渺茫 たる 水 天の 

大觀を 凝視す る 事 暫時に して 余 は 宿に 歸 りぬ。 


夜の 思に 堪へ かねて 

巖に 立ちて 眺 むれば 

滿ち來 る 春の 潮の 音に 

虚空 を罩 むる 夜の 色 

星の 光の 照す 時 

廣きは 海の 心に て 

嗚呼 人の 子よ 醒めいで > - 


さまよ ひ 出で し 我れ 獨り 

霞む 波路の 末 遠み 

之れ 永遠の 響 あり 

綾な き 海の 水底 を 

それ 永劫の 希望 あり 

深き は 海の 情 かな 

目のう つばり を拂ひ 去り 


海の 祕密に 遊べ かし。 

六月 十二 日" 去年の 今日は 我が 敬愛す る 祖母の 永眠せ る 日な り。 余の 心 は朝來 一種の 感慨に 滿 ちて 暮に 及べり。 此 夕空晴 

れ 渡りて 恰も 滿月 なりし かば、 余の 悲觀を 天然によ りて 慰む 可く、 又 自然より 默 示を受 くる 可く 家 を 出で ぬ) かくて 我 は 永 

く 遇 は ざり し豐平 河畔に 来り、 新綠 鬱蒼 流水 滔々 として 活 氣に滿 ちくた る此大 景に對 して 思 はず 嘆 嗟の 聲を發 したりき。 

かくて 佘は堤 上 を 登る 第 少時、 祀柳影 繁キ間 を！； て 美麗なる 納 砂より 成れる 汀に 出で、 草 を 敷きて 水邊に 坐せ し 時、 夕陽 

.?づ 

は 將に山 端に 舂 きて 日 は 東天の 微雲 を.^ りつ 、現 はれぬ。 

佘は靜 坐して 內村 氏の 「基督 信者の 慰め」 中なる 「愛する もの \ 失せし 畤」 なる 一 章を淚 と共に 默讀 し、 余が 彼女と 死別 


せし 以来の 行 爲を思 ひ、 多少の 歡喜は 夥多の 悲歎の 爲 めに 打ち消されぬ。 如何 なれば 余の 跟は、 失敗と 過失との 跡の み を 兌 

るに 鋭なる ぞ。 否々 余 は 未だ 失敗と 過失の 跡 を 正直に：^ る こと 能 はざる ものな り" 嗚呼 憐 むべき 人の子より 失敗と 過失と を 

除去して 將た 何物 を殘 すぞ。 余 は 未だ 確乎たる 信仰の 上に 正立す る 事 能 はず。 確乎たる ItM 仰より 出で ざる 行 E:! にして 余 を^ 

に喜悅 せし むる に 足る ものなら ば、 そ は眞に 一 個の 奇蹟な り。 余が 靜坐默 思す る 際、 常に 感ずる 1 1^ の 寂寞 は眞 正なる：：；； se- 

余に 来らざる の證 なり。 

憶 ひ 起せば 余が 基督教に 入りて より 以来 祖母の 死に 會 せし 時- 兄の 訓戒 を 得し 時、 自然の 默示來 りし 時、 讚 書の 感化 來り 

し 時、 若しくは 我家 庭と 世間と を 思 ふ 時、 常に 余の 胸中に 湧き 來る 思念 は、 自今 以後 必ず 事 や 抛ちて 父なる 祌 こ^ょん、 

基督の 十字架 を 負 はんて ふ 事な りき。 之れ 腾. - 想起して 決心 せんに は餘 りに 簡單 なる^な り。 而 して 之れ を赏行 せんよ、 H 

に 難事の 中の 最 難事に て あるな り。 嗚呼 余 は 自白す、 幾度 か 余は此 決心して 遂に 之れ を 遂行せ し 事な きなり。 

余の 汚濁の 骨 がらみ となれ る 心身 は、 一 方に 神に 從 ふと 決心し っ&、 一 方に 於て は 自己に 依らん とせり。 名譽の 心、 功名 

の 心、 情愁の 心、 高慢の 心、 怠惰の 心、 此等は 曰 夜 を 捨てず して 績 々来りて 余の 神殿 を 攻め- 時には 之れ を^ 掠す る^ ある 

なり。 かくして 余 は 其の 痛に 堪 へず、 神 を 畏れて 其 顔より 逃れん とし、 若しくは 何故に 神が 余に かくまで 制裁 力なき 心！ I- を 

賜 ひし か を 恨まん とす" 神よ、 願く は此 卑屈と 高慢と を 許し 給へ。 余 は 全く 俗愁も 去らず して、 神に 愛せられん としつ、 あ 

りしな り。 余の 心中に は 天國と 地獄と を 調和せ しめんと したりし なり。 僞善 者よ" 愚者よ。 嗚呼、 i 者よ。 ほ齊 よ。 

今、 月 は 益 i 其 光輝 を 放ちて、 下界 は 暗黑に 包まれぬ。 11  ん たる 流水の 上に 金 ai く碎け 散りて 股 を 眩し、 一 雙のチ 

きて 其 上 を 翔り 去りぬ。 月、 此月、 余は忽 如と して 胸屮に ゲヴセ マネの 光 帚 (を 思 ひ 浮べぬ。 二 千年に 近き その 昔、 荒 蓼た る 

圚囿の 中に 血の 淚を 流し、 血の 汗 を 振うて 祈りし 人の 仰ぎ見た るは此 月な りし か。 彼が 人と 稱 する 罪： 您 の奴隸 をも捨 つる 事 

なく、 立ちて より 斃る、 迄 唯々 我等の 道 を 開かん がた めに 血の 淚と 血の 汗と を g きぬ， 嗚呼； @ きその 愛、 高き その，、 我の 

見るべき は 唯 之れ なり。 我 は 偉大なる 識見 を 要せず、 高尙 なる 學理 を耍 せず。 「若し 我等 彼の 死の 状に 等しからば 亦 彼の^ 沽 
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にも 等し かるべし。」 我 は 先 づ眞に 死せ ざる 可から ず。 而 して 血の 淚と 血の 汗と を 流さ. • る 可から T  。汝の 胸 若し 汗す るに 足.； 

ら ざし ズ汝の i こ， 汗せ しめよ。 汝の腦 若し 汗す るに 足ら ざれば、 汝の 腕に 汗せ しめよ。 神 は汝の 持たざる もの を 望み 給 はず- - 

汝 若し 農夫に 適する もの あらば 農夫と なれ。 唯 何處に 行く も、 tjc を 垂れて 動勞 する を 忘る 可から ず。 人 は 茫然と して 遂に 神 一 

の 顧み 給 ふ 所と なる 能 はず。  一 

宜し。 余 はつぶ やか じ。 働かざる 可から ず。 all  l§rt を 以て 働かざる 可から ず。 而 して 此勞 作が 神の 前に 祈禱 となる 時、 一 

余が 特別に 神に なす 祈禱は 直ちに 聞かれ 得べき なり。 

祖母の 一周年に 會し、 余の 心中に 起れ るの 感は此 くの 如かり き。 今夜 深き ま p-rfssion を 得た る を 感ず。 余 は 感謝して 勇. T- 

て 家に 歸れ り。 暫くに して 九 時 四十 分 は 来りぬ" 昨年 祖母の 逝きた るは此 時に て ありし なり。 

「汝 神の 豐 厚なる 仁慈と、 寛容なる と、 恒 忍した まふと て藐視 する 乎。 其 仁慈 は爾を 悔改に 導くなる を 知らず。 剛愎に 一 

して 悔 なき 心に 循ひ 己の 爲 めに 神の 怒 を 積みて、 其義 鞠の 顯 はれん 震 怒の 日に 及ぶな り。」 羅、 u、  415.  一 

六月 十六 日。 H 朝 五 時半に 起床し ぬ。 B は麗 かに 登り、 天 は 全く 晴れて 此 日の 祝福せられ たる ものなる を 示す。 余 は 徐行 

して 庭園 を 巡り、 こく わの 花の 今 盛りなる を 見たり。 嗚呼 之れ 去年 余が 懷 疑と 悲嘆と に 沈みつ  > ありし 時、 無限の 同情 を^ 

て の 如く 余 を 慰め 吳れし そ の 花に て あるな り。 

綠鮮 かに 影 濃き 葉 影に 點々 として 春 嘵 の 星 2 如く 白く 輝く 花の 中には、 純潔と 謙遍と 優美との 著しく も讀 まれ 得るな り。 

其 香氣の 幽かに して 然 かも 品 高き、 其 花の 下垂して 而 かも 面 は ゆげなる、 汝は 去年に も 勝りて 余に 向上の 心 を 起さ lt。 一 

輪の 小 花に 此の 如き 敎訓を 附與し 給 ひし 造化の 巧みの 寧ろ 驚かる X かな。 花よ、 余 は 未だ 全く 滿 身の 笑 を 以て 汝に對 する 能- 

はざる を 悲しむ。 花よ、 恥しながら 余 は 未だ 涙の 人た る を 免が る、 能 はざる なり。 去年 汝と 別れて より 鼓に 一年、 余 は 勉めー 

さ 、) ちち. f  A ぁ乂 

たり —— 寧ろ あせりたり —— 進みたり 11 寧ろ 急ぎたり 11 遮 莫 余の 貧しき 心 は 余の 進みた る 道と 行步の 完全なら ざるに 一 

よりて 未だ 滿 されざる なり。 憐れなる 人の子の 愚かに も 時には 俗樂と 俗事の ために 一 時の 悲情を u 心る \事 あれ ども、 眞 正な j 


る 「我」 に 歸り來 る 毎に 苦しき 悔恨の 淚は 余の 雙眸に 逼り來 るよ。 嗚呼 世に 小なる もの、 世に 罪深き もの、 花よ、 汝は 人の か 

くまでに 下劣なる を 笑 はんと はせ ざる や。 余 若し 汝 ならば 必ずや 爾 かせんな り。 され ども 汝は 余の 如く 汚れた る ものに 非ず。 

汝 はかくの 如く 下劣なる 人の子 余の 如きに すら 云 ふ 可から ざる 慰めの 笑 を 傾く。 嗚呼 何等の 好 情ぞ。 「汝の 上に 祝福 あれ」 と 

は 余が 衷心より 汝に捧 ぐる 讃辭 なり。 

余が 汝の 慰藉に 浴して より、 汝に對 する 事兹に 二度な り。 余 は 永く、 然り 生涯 汝の 純潔なる 深厚なる 慰藉 を 忘れざる 可し。 

えび C- 

余の 人と 和す る 能 はざる 時、 惡と 奮闘すべき 時、 余の 緩に かざして 誇らん 花 は汝を 以てすべ し。 人 は 多く 汝を 知らず、 汝亦人 

に 知られん として その 辧を 紅に し 其 香 を 高く せず、 却て 靜 かに 来りて 孤獨 余の 如き ものに 慰めと なる。 高き 心よ。 淸き 情よ。 

余 は 如何にして そ を 忘るべき ぞ。 余 は眞に 感謝す。 嗚呼 佘は汝 に 感謝す る を 得て 余の 全く 凡俗に あらざる を覺 ゆ。 失 せじ、 

嗚呼 失望せ じ。 汝は 旬日 を 出で ずして 汝の 天職 を盡 して 淸く 散る なるべし。 余 も孜々 として 汝を 心に 留めつ、 進まん。 而し 

て 来年 w び 汝と相 遇 はん 時. 願 . 、は余 淸 まり 高くな りて 溫き 接吻 を汝 となす を 得ん 事 を。 

南阿の 國に 題す 

眞 白く 淸き 蜘蛛の 絲  外見に よらぬ 慾の 陷穽 

もろく も か  りし 覷昆れ ばうる さかりけ る 日頃 を も  , 

忘れし 人 は 助く る を。 

意氣 ある 男子 誰か はた  火よりも 熱き 同情 を  . 

しゃ- r ふん 

南阿の 義士に そ がざる 瘴氛 深き 河の 畔 

獅子 晝吼 ゆる 山の 峽  幾 星霜の 辛酸に 

からく 建て 得し 自由の 土 一度なら ず 二度まで も 

人の 皮 着る 英吉利の  ために 逐 はれて 心に は 
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無限の 悲痛 を裹み つ > - 

世界 を 擧げて 知らず とも 

廣袤約 そ 三十 萬 

達 業よ しゃ 擧らず も 

國勢 よしや 振 はず も 

額に 流す 玉の 汗 

醜 き 浮世に 隔 りて 

又 かき ま はす 惡 魔の 手 

立て ゃ眞 理を循 にして 

擧國の 健兒劍 により 

龍 車に 向 ふ 瞠辘と 

世 は その 暴 を 笑 ひしが 

名 もな き 我が 致し た 一る 

淚を 何と 君 は 見し。 

嗚呼 行け 君よ 勇ましく 

自由 此 世に 亡びな ば 

豆より 小さき 此星を 

東より 出で 西に 入り 

日と 月 星の ある 限り 


淚を吞 みし 君が 忍 

慰め 君よ 神ぞ 知る。 

人 衆 八十 六萬餘 

民に 苛税の 負擔 なく 

鳅 とる 腕に，： IIT 由 あり 

瞬と 交す 一 微笑 

美し かりし 桃源 を 

今 は 是れ迄 いざや 友 

自由の 穰牲 とならば やと 

世界 を 敵と なせし 時 

冷罵 水より 冷 かに 

嗚呼 東洋の 東端に 

胸より 出 で し 一滴の 

眞理 のために 死せ よかし 

自由と 共に 我黨は 

去 つ て 宇宙に 歸る ベ し 

我 も 見 君 も 望むな る 

我 君に 遇 ふ 心地 せん 


五 
〇 


君 亦 我に 敎 へよ や。 

十月 廿穴 or 年々 歳々 秋に 對 して 余が 悲痛 を 滑した る は事資 なり。 去年の 如き は 余獨り 歩す る 時 必ず 沈思と 淚 ありき。 余 

は 稻の實 りて 黄と なれる を ざるに あらず。 林擒の 熟して 紅と なれる を 31^ ざるに あらず、 而 かも 落 の籟 々たる！^ と 商^の 

浙歷 たる 音と は 甚だ 强く 余の 心 を 刺戟したり しなり。 余 は 自ら 此の 如くして 年々 愁 を^さば 終に 愁に堪 へざる の時來 らん 率 

を 恐れた る 時 さへ ありき。 而 かも 神 は 讚むべき かな。 木 年の 余 は 去年の 如く 悲しまざる なり。 余に は 秋の 景に 接して^ 希望 

の 心中に 起ろ もの あり。 余 は 落葉の 籟々 たる 譲、 商聲 の浙歷 たる 音 を 聞きて 悲哀の 念 を 起さ^る にあらず、 小 3| の 牛： 侖 漸く 

衰へ歸 花の 夕に 枯れん とする を 見て 憐憫の 情 を 起さざる にあらず。 而 かも 余 は 之れ が 天然 自然の 法则 にして^ 物が 腐敗し 去 

る 事な しに、 新進の 生氣を 得る 能 はざる を 知り 得て、 往者を 悲しむ の 心は來 者を迎 ふるの 情に よりて 打ち消さる 、なり。 先 

づ萬 物に 破壞來 りて 後 建設 は 起らん。 括れて 地に 落ち、 地に 落ちて 萎みつ i ある 桐一葉 は赏は 萎む にあらず して、 新たに 生 

氣の 原因 をな しつ  >- ある ものな り。 

嗚呼 人 も 亦 此の 如し。 余の 腐敗し 来れる 生命 は 先 づ破壞 せられざる 可から ず。 全然 破壞 せられざる 可から ず。 然ら ざれば 

永遠なる 生命 は 我に 來ら ざるな り。 我 は 去年 も 一昨年 も 秋に 對し、 我が 心 志 も 亦 かく 破壞 せらる k を 思うて 無 限の 感慨な き 

能 は ざり き。 而 かも 余 は 神の 偉大なる 恩惠 により 希望 を 有する を せしめられて、 悲哀 は 胸より 離れん としつ，.^ あり。 我 は 

涙の 人より 實 行の 人と ならざる 可から ず。 消極の 點 より 積極の 點に 進まざる 可から ず。 かくて 秋 は 我に 最も 樂 しき 收 港の 時 

なり 0 

我 天地の 革命 を 見て 豈 心に 潔し とせ ざらん や。 

我 神に 依りて 入の 子が 行く 可き 方向 を 忘れ、 或は 自暴，： n: 棄に陷 り、 或は 落膽 悲哀に 傾き、 益 5 人生の 行路に 遠ざか，：' んと 

する を兑る 毎に、 無限の 同情と 憐腦の 情 を 起す るな り。 嗚呼 神よ、 彼等 を 許し 給へ" 彼等 は 行く 可き 行路 を 知らざる もの 

なり。 我 は、 彼等の 嘗て 我が 經 たる 徑路を たどり 出 づるを 見て、 いかにもして 彼等 を 助けざる 可から ずとの 資任を 感ずる 寧 
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益 i 大な り。 我 は 神の 前に 殆ど 無に 近き 小なる ものな り。 され ども 我等 さへ、 神の 道 を far ふるに 當り 必要なる ものなる 事 を 

、しの 中に 感ずる 每に、 我の 心 は 感謝と 淚 に^れん とするな り。 我の 上に 臨み 給 ふ 神、 願く ば 益 i 此の 弱き者の 上に 獎勵と 慰 

藉を給 ひ 我が 高き 道 を傳ふ る に 於て より 適當 の もの となる 如くな さしめ 給 は ん事 を。 

十一月 二 or 夙 朝目覺 めて 例の 如く 裏庭に 出で 顏 を-; >j ^はんとして 立って 囘 顧し、 我 は 云 ふ 可から ざる 一 種爽淸 の氣に 打た 

Ttv  ，s 

昨 支 衣 (風と 白雪と を i ひたる 怪雲 は、 遠く 北方に 返き 去りて、 地平線 近き  一 s;^ の 空に 色 幕 を 張れる が 如くな り、 蒼 弯は白 

雪の ために isrig れ 澄みて 水の 滴る が 如く、 朝暉 潮く 登りて 半天の 淡 紅 彩る に 似たり。 而 して 方に 連坐せ る 藻 岩、 手稻 

の 諸 山よ、 山頂 忽ち 白變 して 一層の 威容 を 加へ 来りぬ。 而 して：..^々 として 身に 逼 るの 氣は冷 爽肉を 透して 骨に 徹せん とす。 

あ. -壯 快なる 偉景" 我 は 此の 如き 偉景に 接し 得て 殆ど 恩惠 ある 天父に 謝する 所 を 知らざる なり。 

今朝 我の 家に ある や、 內田 氏の 令孃 十四 歲 なる あり。 床上に 起き直りて 頭 を 夜着に 埋めつ &祈禱 をな せる を 見て 余 は 何と 

も 云へ ぬ 可憐の 念に 打 たれ、 その 純潔なる 胸より 出 づる祈 禱が縱 八 F 如何なる 事に せよ、 神 は 必ず 微笑 を 2- て 受け入れ 給 ふべ 

しと 思 ひ、 眞に 赤兒の 如くな りて 道を受 くるに あら ざれば 天國を 見る 事 を 得 じと 云 はれし 主の 大訓の 今更に 思 ひ 出 でられて 

余 は 彼女に よりて 痛く 潔め られ たる を覺 えぬ" 嗚呼 世に 人間に して 淸 きもの ありと せば 偉人に あらず、 淸僧 にあらず、 隱者 

にあらず、 正道に 固執せ る 義人の 熱涙と 可憐 無 1^ 氣 なる 少女の 徵 笑なる かな。 余 は 前者に 於て 人間の 最も 淸 きを 見、 後者に 

於て 天人の 面影に 接する の 思 ひ あり。 鳩の 如く 優しき 心、 花の 如く 麗 はしき 情、 嗚呼 美しき 哉。 社會の 腐敗 を 思 ひ、 余の 心 

情の 下劣なる を 思 ひ、 世の中の 暗 黑に見 ゆる 時、 我 は情愁 より 超越せ る 飾りな き 小兒に 接して、 強き 新しき 生命 を與 へられ 

たる 如く 感ぜ ずん ば あらず。 

我 は先づ 少女に よりて 慰められ、 天然によ りて 警めら れ、 光榮 多き 此日を 心より 祝し 勇ましき 心 を 以て 業に 就きたり。 

十一月 一二  Br 


海 (石 狩に 遊びて) 

^.0 をば 破り 夜 を ば拂 ひて 光 を 裔す濱 の 白波 

遠き 渾沌の 世 を 覺め よと 呼ぶ 浪の 聲々 

秋た けな はに 枯 is^ 離々 たる 砂に 坐りて 我眺 むれば 

明暗 黑白 今か爭 ふ。 

胸の しがら み 遂に 超え 來て 眼に あふれし 義士の 涙の 

それに も 似 かよ ふ 秋の 高潮 見る見る 岸 をば 浸し 狹ば めて 

恐し 富 士をも 水底に せん 勢 天使 も當り 難き や 

動と 不動の 鋭き 戰。 

嗚呼 明暗と 動と 不動と 凡て を 造りし 「彼」 の 御前に 

我の 爲し 得る 准 一事 は 萬 を 捧げて 腕と 腦 とに 

「彼」 の 名に より 如何なる 時 も 聖き It: をば 搾る にあり な 

我 友 海よ 我を勵 ませ。 

十一月 八日" 

菊 

疑惑の 谷間 の晴 さに 迷 ひ 悲哀の 嵐に 袖 をぬ らして 

ひたすら is をば 戀 ひし 時に も 疲れて なえた る 我の 心の 

1 九 〇 〇 年 
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深き 底 ひに 光 潜みき。  . 

木枯 吹きて 世 は 枯れ がれの 秋の 荒野の いたく も 荒れし 

さかえ 

おどろの 下に 咲きぬ る 野菊 不滅の 光榮を 来ん 春にまで 

傳 へ ん 光の あはれ ゆかし や。 

十一月 十二 日。 此日我 級 栗 山に 倏學 旅行 をな しぬ。 歸る頃 朝 來の霏 雪 益 i 加 はり 降り 趙 II 亦懷擔 として 西に 傾きぬ" 

々んヅ う  わ ょーかま 

汽車の 發 して 行く や、 擧 級の 學 生大聲 疾呼して 唱歌し 高吟し、 喧囂耳 を 聾せん とす。 而 して 我 ii り 胸中 何者かの if れるを 

覺 えて、 之れ に 和す る 能 はず、 靜 かに 客車の 一 隅に 返き 窓に 面して 暮れ行く 天地の 色に 恍俊 たりき。 

深山 無人の境 森 1- として 鳥 語の 外微 音の 耳に 來る なき 處、 沈々 として 下り 行く 落 ：《 に 見る 寂寞の 色 も 亦 甚だ 揪 しきものな 

るべ しと 雖も、 孤村 磯戶 蒼然と して 暮色に 裹 まる k の 光 42^、 と 何れ ぞ。 我 は 多く i^k! ある を 見 ざらん とするな り。 

車窓より 見れば 一 望の 森林 又 平 蕪、 空しく 白 專の蔽 被す る 所と なり 其 處彼處 に は 點 々として 巢の 如き 茅屋の 立てる を 見る。 

あはれ 彼處の 中に も 良心 を 有せる 萬 物の 靈 長と 稱 せらる. - 人類 は 住める か。 

W  くりやう 

暮色 は 次第に 逼り來 り、 怪雲に 現 はれた る 紫 紅の 色 退き 去りて 今は黑 魔の 陸 梁す る もの >1 如くな りぬ。 而 して 樹木 は黑く 

, 雪 は 淡 藍の 色 をな し 炊 煙 一 縷又 n 一縷 萬 象 は 今 全く …； (以下 六 頁 落丁) 


第 三 卷 

.1 九 〇 〇 年 (明治 三十 三年) 1: 承前〕 

!Tow  soon  hath  Time,  the  subtle  thief  of  youth. 

Stole 1 CP  liis  wing  my  three  and  twentieti  year  J 

3VIy  hasting  cJays  fly  on  with  full  ca..eer, 

Eut  my  late  spring  no  bud  or  blcssom  shew*th. 

perlla..s  -..  y  semblance  might  deceive  tlie  trlT.ll, 

H-E  I  to  manhood  am  arnved  so  near. 

And  inward  ripeness  doth-  mucn  less  ap-pcal. 

That  som"  more  timely  .-happy  sp>  一  rits  indu  一  th. 

Yet び e  it  less  or  more,  or  soon  or  slow. 

It:  shall l>e  still  in  strictest  meaere  even 

To  tliat  sams  lot,  however  mean  or  liigh, 

Towar レ wtiidi  TTime  leads  me,  and  the  will  of  .l-leav ひ p 

All  is,  if  I l,.a.  e  graoe  to  u,-e  it  so. 

As  ever  in  my  srreat  -Task-ltlaster*s ひ ye. 

一九 〇 〇 年 


五 
五 


有^;^武郎仝第  ijs- 九卷 

(Milton 一 s  j:ocm,  oil  his  一) cin^ 

神の もとめた まふ 祭 物 はく だけた る靈魂 な り 

神よ なん ぢは碎 けたる 悔いし 心を藐 めた ま ふ ま じ。 

十二月 九 or  (敎會 を 出れば 十八 夜の 月當に 昇りぬ) 

雪 積む 街 は 旣に 更けぬ 

寒く さえ て 

入らん とする を 

森 を こえて 

月の 影 


北 斗の 光 

地 は 今 眠りに 

守る 力 遠 き 

靜 かに 出で し 


嗚呼 月影 

汝が淸 き 色 

くちづけ する 

ti つる 汚れに 


舊き 友よ 

澄める 光の 

地球の 上 

面 をむ けず や、 泣かざる や „ 


嗚呼 月影 

あかつ きがたに 

再び 天に 

我に 代り 


舊き 友よ 

地 をば 離れ 

歸 らんと き 

神の 御前に、 告げて 云へ 


「地に は 今  嗚呼 地に は 今 

不義 滿 てり 

かなしき は  我が 心なり 

罪 多き  我人の 子 

信 弱くして  偽善と 不義に 

戰ひ 勝つべき 由 を 知ら ず 

君 を 仰ぐ 時  恥 かし さ滿ち 

首 垂れ  淚 ながる 

唯賴む 天の 父の 限りなき 助け 

萬 軍の 主 エホバよ 

我の 此 弱き 心 をく だき 

此 弱き 心 をく だ き て 

これにより かたくな \ る 地に 

永し への 光 を たまへ 

願く は 命 を たまへ」 と 

地 は 今 眠りに 入らん とする を 
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守る か 遠き 森 を 越えて 

靜 かに  出で し 

月の 影 

かんばせ  尊し や 

した はしの  面 はや 

あはれ 汝れ 宵 毎に 

来り 照せ 

地の 汚れ  我 は 語らん 

夜 を こめて  高き 光に 

汝は敎 へよ 天に 存す 

かしこし 父の 御 iiig を。 

十 11 月 一一 一十 曰" 此日定 山溪に 遊ぶ。 朝 三 時半 河内、 河 1- の 二 氏と 共に 朔風と 飛 雪と を 冒して 發 足し、 十一 時 定山溪 に 着す。 

風光 例に よりて 崇高、 余が 精神 上に 於け る 種々 の 經驗は 此に養 はれし 事 多き が 故に 此 地に 來り 見て、 實に 一種の 感慨 を牽か 

ざる 能 はざる なり。 午後 三時 森 本、 木 村、 石澤- 及び 瀧、 橇を 以て 來り會 す。 

十一 一月 一一 一十一 nr 十九 世紀 最後の 日 は 拭 ふが 如き 晴 空に 昇り、 山 色水聲 共に 一段の 風 意 を 副へ ぬ。 神 は 罪惡多 かりし 十九 

世紀 を も 其 去る に 臨みて は 之れ を 寛恕し、 永遠に 之れ を拉し 去る もの 如し" 余 は 余が 生れて 成育した る 十九 世紀に 別る. f 

に 遇うて 余 を 愛育した る 5^ 母に 別る \ の 感に堪 へざる なり。 早朝 入浴して 身 體を溫 め、 直ちに 河邊に 下り、 可 心に 突出して 

勢 躍獅の 如き 巖 頭に 跪 坐して、 滔々 として 流れ 去る 流水 を 望んで 默考 する 事 半 頃に 及びぬ。 

偉大なる は 天地な り。 上は參 宿の 運行. 北 斗の 連鎖より 下 は 地上の 茸 木 山川に 至る まで、 大は Si として 涯 なき fl^ まの 碧靑 


より 小 t 滴.^ 二 微動す る 細菌の 類に 至る まで、 偉大なる 祌の手 を 示さ^る もの は 何れに ある ぞ。 余 は 宇宙に 俯仰して 唯燈搾 

と 畏懼との 外に 何者 も あるな きなり。 

「もろく の 天 は 神の 榮光を 表 はし. 蒼 弯は其 手の 業 を 示す。 此 ことば を かの 日に 傳へ、 此夜知識をかの夜に？5^^。 

語らず 言 はず、 其 難 聞えざる に 其 響 は 全地に あまねく、 其 ことば は 地の はてにまで 及ぶ。」 

「わが 靈 魂よ、 ヱ ホバを ほめまつれ" わが 神 エホバよ、 爾は 至大に して 尊 費と 稷 威と を 衣た まへ り〕 爾光を 衣の 如くに 

まと ひ、 天 を 慕の 如くに はり、 水の 中に 己れ の 毆の楝 梁 をお き、 雲 を 己れ の 車と なし、 風の 冀に のり あるき、 風 を使教 

となし、 焰の いづる 火 を 僕と なした まふ" 衣に てお ほふ 如く 大水に て 地 をお ほひ 給へ り" 水た、 へて 山の 上 を こ ゆ。 0 

叱陀 すれば 水 返き、 爾 いかづちの 聲を 放てば 水 忽ち 去りぬ" 或は 山に 登り、 或は 谷に 下りて 爾の 定め 給へ る處に ゆけ り U 

爾界を 立て、 之れ を 越えし めず、 再び 地 をお ほふ ことな からしむ。 エホバ は 泉 を 谷に 湧き出し 給 ふ。 その 流れ は 山の 間 

に 走る。 かくて 野の 諸の 獸に吞 ましむ。  

爾手を 開き 給へば 彼等 嘉物 にあき たりぬ。 爾面 をお ほひ 給へば 彼等 は あわてふためく。 爾 彼等の 氣息 をと りた まへば 

彼等 は 死にて 麋 にかへ る。 爾靈を 出し 給へば 百 物 皆 造らる。 爾 地の 面 を 新たに し 給 ふ。」 

紀元前に 在りて 牧羊 詩人 は旣に 余の 思 ひ 及ばざる 自然の 高崇と 偉大と を 歌 ひぬ。 余 復何を 以て か 加 ふべき。 惡隨 seplu き- 

iplieles さへ も 

Vou  sonn-  urid  welten  weisz  ich  nichts  zu  sagen, 

と 云 ひぬ。 然り 如何なる 惡魔 も、 天地の 偉大に して 完全なる に は 驚嘆すべし。 宇宙 は實に 完全の 表現な り。 然り 神の 「生」 

ある 外衣な り。 神 は 自然によ りて 其 perrootness を 示しつ  >- ある もの 、如し。 

此 完全なる 世界に 於て 唯一 の 不完全なる もの あり。 人類な り。 天地に 一言 を 禅む 能 は ざり し Mephbtopheles は 人類に 對し 

て 無數の 弱 處と缺 點.^ 發兒 して 曰く、 

一九 〇 〇 年  一 五 九 
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JLcli  schc  imr,  wic  sich  die  Mr-ll  chcn  platen, 

Dcr  klci-c  ecu  (】cr  Welt  blciht  stcts  von  gleidiem  schla-.^ 

Un 1 ist  so  wunderlicll als  wic  am  crstcn  Tfs.. 

】 い 1= wcmg  besscr  wurj-  cr lcl〕cn- 

Ilsu-st  (lu  ihm iiicht  dcii  Schciu  (ICS  Ilimmelslichts  tregebon; 

Iv-  nsn に s  Vernunft  uiid  -? i-^^^^  :  Hcin, 

JNur  I  cnschcr  als  jcdes  Thier  zu  sciii. 

Er  scheiiit  niir,  mit  vcrlauh  von  r.uer  Gnrulen. 

WIC  cine  (Icr  lannheinigen  Zikadeii, 

lyc immcT  fliegt  1111(1  flicnclKl  sprii だ t 

end  glcich  i ョ rras  ihr  altcs  lUedcheii  singt; 

Uml 1:1^*  cr  mil-  noch  immcr  in  (1cm  Grase! 

In  Je〔l。m  Quark  hcgl-nbt  cr  seine  Nasc. 

然り 人類の 始祖 アダム、 エバ の 生れし より 此に 幾十蓠 年、 人類 は r*er  klehic  Colt  dcr  Welt として 神と 等しき 身體を Iff . 

特殊なる 靈魂を 受けながら、 始祖の 墮落 と共に 此 貴重なる 天賜 を 濫用し、 惡 用し、 人 は 自己の 欲する 所に 從 ひて 方向な き：^ 一 

路 を.^ りたる が 故に、 偶 偉大の 事業、 正義なる 善事の 如き も 畢竟す るに 管 上の 煙草の 如く、 多少の 白？ 多少の 火光の 外に 

まつ 

は 殘す所 僅 力に 一抹の 死灰 あるの み。 歷史 ありて 以来 人類が なした る勞 作と 勤勉と は 著しき 進歩 をな すべく して、 然 かも 十 

九 世紀末 葉の 今日、 人類 は 其 表面に 於て 華麗なる 建築と、 美妙なる 外衣と、 滋養 ある 濃 味と を たる 外 宇宙の 理 とする 所 を 

探る に 於て 依然た る 太古の 賤民な り。 世紀の 去り 世紀の 來る每 に、 純白 雪の 如き 其 表に 汚點 Mi 斑 を殘す もの は實に 人類に あ 


らず や。 嗚呼 義人な し。 一人 も ある 事な し。 誰か 人類の 深遠なる 墮 落の 爲 めに 胸 を 打って 哀哭の 淚を 垂れざる も のぞ。 人類 

は此 地球 を 最も 多く 惡 魔の 毒手の 下に 致したり と 云 はる k とも 吾人 は實に 之れ を 辯 解す る 語な きなり。 悲慘の 極なる 現象 は 

人類の 歷史 なり。 其 各 具に は 血と 淚と、 暴戻と 驕慢と、 妄動と 固陋と 其 他 あらゆる 惡德 は點々 として 見出さる 》 なり。 罪. 魁 

の 何者た る を 知らず， 日常の 必要に 應 じて 食 を 漁り 寢を K る野獸 山禽、 春 來れば 芽 を 催し 秋 去れば 葉 を 落し 四 節に よりて 其 

容を 改めつ \、 怡 然として 老い 行く 草木 蘚苔， 動かざる 山、 流る.^ 河， 何 ぞ其偷 々然 たる。 余は是 等の 現象 を 見、 人類が 其 

靈 妙なる SOU1 の • 用 を 全 ふす るに 堪 へずして 墮 落に 墮落を 重ぬ る を觀て は、 實にル ，ソ ー と共に 自然に 歸れと 叫ばん とする 

なり。 バン ヤン は 嘗て 罪惡を 知らざる 家畜の 境遇 を 羨みし と 云へ り。 余亦此 歎な くんば あらず。 

然 かも 神は讃 むべき かな。 希望 は尙此 中に 見出さる  なり。 神より 享樂 したる 人類の 特殊なる 靈魂 は、 到 fe 進歩な き 太古 

の 野蠻に 安ん ずる 能 はざる なり。 人類 は 到底 自覺 なしに 惡罪を 犯す 事 能 はざる なり。 此に 於て 余 は 消極的 方針 を 取る の 全く 

無益なる を 知る。 情 を 滅却した る禪宗 僧侶 は此 世に 於け る 無用の長物 なり。 知識な きもの 亦 多く 貢獻 する 能 はず。 意志な き 

もの 亦 用 をな す 少し、 人類 は 其 有する 特質 を何處 かに 發揮 せんとして 未だ 其 宜しき 所 を 知らず、 濫りに 之れ を其愁 情に 從っ 

て 使用す るが 故に、 罪惡は 罪惡を 生む に 至れる ものな りレ 

然 らば 人が 人類の 爲 めに 盡 すべき 偉大なる 而 して； 止 當 なる 天職 は 果して 何なる ぞ。 唯 人類に 其 向 ふべき 方向 を 示す にあり。 

人類が 受造 者に して Creator ならざる を自覺 せし むる にあり。 歷史 をして 區々 の 步調を 取. b しめず 齊 一なる 進. の 下に 人類 

の 天職 を果 さしむ るに あり。 神な しに 人類の 歷史は 全然 無意味な り。 人類が 眞理 なる 一 點に 向うて 其 精力 を盡瘁 T とせば 地 

球の 進化 は 如何に 偉大なる べき ぞ" 米國に 於て 三 四 年間 全く 飮酒 を廢 さば 以て 其 道路 を 大理石に て鋪 くこと を ST へしと 云 ふ 

にあらず や。 嗚呼 余 は 明かに 余の 進むべき 道の 眞理 なる を 知る。 余 は 如何なる 障碍に 遇 ふ も 二十世紀 を迎 へんと して 想起し 

たる 此觀想 を鼸さ るべ し" 神よ、 願く は此卑 僕の 爲 めに 一顧 を與へ 給へ。 此 弱き 心と 身と を 通じて 此 統一な き 地球の 上に 

順序と 平和と を 裔す事 を 得せし め 給へ。 
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かくて 入 類が 其罪惡 に 浸潤し つ \ ありし Soul を 神に よりて 救出され て、 完全なる 天地に 於け ろ 完全なる 一部分と なる 事 

を ST  を 放ちて ダビ テ と共に、 

「願く は エホバの 榮 光と こしへ にあらん 事 を、 エホバ そのみ わざ を 喜び 給 はん 事 を。 エホバ 地 を 見 給へば 地震 ひ、 山に 

稿れ 給へば 山 煙 を 出す。 生る かぎり は M ホバに 向 ひて うた ひ 我ながら ふる ほど はわが 神 を ほめうた はん。 H ホバを 思 ふ 

わが 思念 は樂 しみ 深 からん U 我 エホバに よりて 喜ぶべし。 罪人 は 地より 絕滅 され、 惡 しき 者は復 あらざる べし。 わが 靈 

魂よ、 M ホバ を讃め まつれ、 M ホバを 讃め稱 へよ。」 

と 歌 ふ を 得る の 時に 至りて 余 は 初めて 安ん ぜ ざるべからず。 其 時に 至る まで わが 靈 魂よ、 眠る 事 勿れ、 衰 ふる 事 勿れ。 常 

に 梁木 を 振 ひ 除きて 神 を 見守れ。 嗚呼 余の ものにして 余の ものなら ざる 汝靈 魂よ、 覺 めよ、 起てよ、 而 して 人類 進 步の爲 め 

に苦鬪 せよ。 

余が 河邊に 得た る 思想 は實に 此の 如かり き。 永遠より 永遠に 流れて 休む 事な き 豐平河 源の 淸 流の、 奔湍 となりて 白 沫を飛 

ばす 壯觀 に桄您 たる 事 久しくして、 殆ど 寒咸を 忘れて 家に 歸れ ば、 友 は 相 集りて 正に 朝 駒の 用意に 忙 はしかり き-.' 

• 九 〇 一年 (明治 三十 g 年) 

一一 I 月 一一 一 or 朝来 天 全く 晴れ 1 日 輝々 として 地 を 射る。 雪 は 碎銀を 錦き たる 如く なれ ども 春 意何處 かに 動きて 心地よ き 事 云 

はん 方な かりし U 此夜 敎會に 到りて 田 島 氏の 說敎 を聽 きて 歸る。 時 旣に八 時 を！^ にきたり しなるべし。 蒼 空 は 依然として 鐵雲 

を 絕ち月 一 輪耿 として 中天に 懸り、 天地 肅 然として 眠に 入れる が 如き 間、 風 全く 死に 盡 して 我が 靴の 雪に 入る の聲を 聞く の 

み。 雪 積みて 風 死せ る時靜 寂な り。 風 死して 日暮れた る 時 殊に 靜寂 なり。 re 暮れて I 痕の月 地 を 照す 時 は、 靜寂 更らに g ま 


つ て 千尋の 海底に あるの？？ e あるな り 

月 無くして 星 砂の 如き 夜、 镯り地 を伏視 して 暗中に 逍遙し 瞬く 如き 幽かなる 星 光 を 胸に 導き 入れて、 之れ に 聞く に 天外の 

樣と 時の 無限と を 以てす。 我洵に 忘る  能 は ざろ の 快な きに あらず。 

あ, rf あれ 

遮 莫 月明 三千 里、 積雪と 光 相映發 して 白々 と 相打ち 潔々 と 相^れ 俯仰 共に 淸 高なる 3^ 物の 中に 在りて、 獨り 自ら 

心魂 1^ 抉 出し、 之れ を 天 華 交り 飛ぶ とも 見 ゆる 泌々 たる 夜 氣に洗 ひ 去る 時の 快に 至りて は、 嗚呼、 我 之れ を 忘る >t 能まず。 

忘る X 能 はず。 靈 魂の 不滅なる が 如く 我の 記憶 亦 永遠なる ベ し。 

嗚呼 月よ 月よ、 何等 深長 不測の 意義.^ 汝は 有する ぞ。 地心の 熱 滅却し 今 は 唯 冷々 たる 土塊より なれる 汝が、 我が 眞 面目な 

る 衷心より 熱き 熱き 淚を 喚起す る は 何故 ぞゃ 。衞 星の 一 として 地球 を周囘 しつ 、太陽系の 極めて 些少なる 空間 を充 せる 汝が、 

我に は此 地球 —— 我 を 生み 我 を 育て やがて は 我 を 葬らん とする 11 に 勝りて 慕 はしき は 何の 故ぞゃ 0 汝 は古來 よりの 雄 辯 家 

に 勝り、 文章 家に 勝り、 偉人に 勝り、 美 入に 勝りて 我に ず 爛の長 舌 を 振 ひ、 我に 屠 龍の 鎮路を 擅に し、 偉を现 はし. 卖を示 

す は 何故 ぞゃ。 太陽の 苴木を 育し、 禽 獸を番 し、 熱 を 供し、 光 を 致す に 反し、 汝殆 どなす 事な くして 却て 我 をして 眷々 の 情 

を汝に 捧げし むる は 何故 ぞゃ。 嗚呼 我知らず、 汝亦 知らず、 唯 神の み 知り 給 ふ。 

西 行 は 花の 下にて 我 死なん と 云 ひに き" 月よ、 實に慕 はしき 月よ、 如何なる 場に か、 何時の 時に か 死 神^が 胸 を 封に 我が 

眼 を閉ぢ しむる 專 あるべし。 此時 我れ 病床 を 南面せ る 窓 下に 移し、 満身 汝の 淡く 淸き 光に 浴し、 汝を 我が 胸に 抱き、 股に 刻 

ス 吻に 接して 永く 逝かん 事 を 希 ふ- 陋屋に 居る と、 知 入な きと 我に 於て 何 か あらん。 月よ、 汝は必ずゃ我が比^^情を知ら 

ん 0 

The  stars  are  forth,  the  Irboll  above  the  tone 

Of  the  S50W-SW 一 liiig  in  mountains. — weautiful 1 

I linger  yet  with  mature,  for  thu  night 
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Ilatl 一 l)cell  to  mc  a ir.orc  familiar  lace 

riian  that  (>f  ma.l ； and  in  her  starry  sliadc 

of  dim  and  solitary  loveness. 

I lease 二  the  lan"uafj;c  oi  another  world. 

ちとめ 

一一： 月 穴 曰。 此夜滑 W より 手紙 を 領丁。 彼 は 余の 需に應 じ、 長く 彼の 胸中 を 支 it つ X ありし 其 失 戀の狀 を 語れるな り。 而 

して 余 は、 彼の 滿腔 愛慕せ し 其 人が 愛子な りし を 知り 得て、 殆ど 絕 倒せん 計りの 驚愕に 打 たれぬ〕 嗚呼 此如き 事 ありし か。 

余 は 盲な りき、 盲の 極に て ありき。 

彼が 東京 を辭 し、 余に さへ 一 言の 之れ に 及ぶな くして 京都に 行きた る も 之れ が爲 めな りし。 尋て 彼が 東京に 來り てより i!g 

髒 悲痛の 書 を せし も 之れ が爲 めな りし。 前 夏 余の 歸南 する や 彼 は 初めて 失： 戀の 人なる を 語れり。 而か. -其 誰を戀 うて 戀に 

破れし か を 知ら ざり き" 而 して 今 其 人 を 知りぬ。 

愛子の 彼處に 嫁して より 一 時 悲觀の 極に 達し 痛く 父母 を 配慮せ しめし を 知り、 余 は 彼女に 問 ふに 其 何の 故なる を 以てせし 

に 「餘 りに 人の 情の 厚き に 過ぎて」 とのみ 答へ 越しぬ) 其 時 余 は 其 眞意を 察する 能 は ざり しも、 此時 恰も 彼女が 彼の 胸中 を 

知りし の 時に て ありけ るな り。 而 して 余 遂に 之れ に 思 ひ 及ば ざり き。 嗚呼 薄命の 彼と 彼女 二人 は、 余が 不注意の 爲 めの 故に 

牛 • 涯醫す 可から ざるの 悲痛 を 負 ひて 此世 を、 逢らん とするな り。 二人の 心情 を 思 ひ 来りて 余 は 實に云 ふ 能 はざる の 心地す るな 

り" 余 は 彼の 友に あらず して 彼の 惡魔 となりぬ。 彼女の 兄に あらず して 彼女の 敵と なりぬ 余が かば かり 傾倒せ る 彼 を 傷け、 

かば かり 愛親した ろ 彼女 を 毀ちた る 余の 罪 は 何の 償 ひに よりて 滿 足せら るべき ぞ。 

あれ 

遮莫余 も 彼等に 對 して 多少の 恨な きに 非ず。 彼等 は 何故に 余に 其 衷情 を 語り 吳れ ざり しぞ。 友と して 妹と して 我に 其 心中 

を 語る に 於て 何の 撣る 所ぞ" 余 は 遂に 彼等の 希望 を 滿 足す るに 足らざる ものと なされし か" 佘は不 似な りと 雖も、 若し 之れ 

を 前 知した らんに は、 必ずや 彼等の 希望 を滿 足す るに 於て- ig 功せ ずん ば 止 まざりし もの を。 さりながら 之れ も 今更 繰言な り。 


兎 まれ 余 は 現在に 於て 大罪 を 犯せし ものな り" 靑春 多望なる 少年 二人の 胸を冰 らしめ ぬ" 恐 溜すべき 余の 過失 は遂！ 拭 

し 去る 事 能 はざる なり。 

ひ！ 3* づ 

此夜余 は 苦痛の 餘、 寒風 を 犯して 豐平 河畔に 到り 雪上に 跪きて 神の 許容 を 乞 ふべ く祈禱 しぬ。 され ど 余が 心 は 全く 封 せら 

れ 一 の 光明 を も 望む 能 はず、 胸間 痛ぐ 窄めら る  の 心地して 戰慄 身の 措く 所な きを 覺 えぬ」 余の 亂れ 果てた る 心 は 未だ 神の 

やる かた 

御 心の ある 處を發 見す る 能 はず、 遣 力なく 辛き 胸 を 抱きて 歸り來 り、 再び 玆に 机上に 在れ ども 心 は 混亂を 極めつ、 あり。 神 

よ 願く は此 助けな き 心、 孤獨 なる 心、 恐懼せ る 心の 上に 一片の 光明 を與へ 給へ。 

一一： 月+八 B。 嵐 吹き 落ちて 戶 障子 皆 鳴る、、 恐ろしき 天地の 激怒な り。 此夕 我獨り 机上に 默 坐して 端な くも^ 神の 腐と なり 

ぬ。 祈り、 思 ひ、 聖書 を W み、 風に 耳 を 傾け、 又 祈り 思へば 潜 然として 淚 下り 止まざる なり。 

一 言に して 云へば 我 は 未だ 全く 神に 我の 持てる 總てを 棒ぐ る 能 はざる なり。 而 して 人 は 我 を 一 個の 甚督 信者と なし、 一 個 

の 善人な りと す。 是れ 我が 憂 ひなり、 悲しみな り。 

嗚呼 我 は 我が 憂 を 神に 委ねて 天意に 任ずる 事 能 はざる なり。 彼と、 彼女との 悲歎すべき 事件 を 知りし より 我が 胸 は 思 ひ 之 

れに 到りて 片時 も 安き 事 能 はざる なり" 而 して 我は眞 正なる 同情 を 彼等に 致す 能 はず、 少 情の 淚に 咽び 然 かも 神の 前に 我が 

胸屮の 煩悶 を陳 して、 其 無限なる 慰藉と 助力と を 得る 能 はざる なり。 

神は此 如く 不 謙遜なる もの \ 祈に 耳 を 傾け 給 ふま じ。 加 之 我は總 ての 點に 於て 我が 有する 僅少の 財に 據 りて 神より 獨か "せ 

ん としつ 、あり" 我 は 神の 前に ありながら 眞に 無上の 愛慕と 謙遜 を 以て 其 前に ある 能 はざる なり。 我が 經來 りたる 過去 は 小 

河と 小 陵の み。 前途に 山 あり 海 あり、 我の 擠り 難く 渡り 難き 所に あらざる や を 思うて は、 我 唯 佇立 顧 望して 失望の 聲 15^ 發せ 

ん とするな り。 嗚呼 基督の 跡に 從 はん 事の 如何に 難い 哉" 我に は勇氣 なし、 敬虔の 情なし、 從 順の 念な し。 0; に然 かなり。 

され ども 其眞 に然 かなる を 如何す ベ き。 

1 事の 善なる ものな くして 日々 を 消し 百事の 不善 をな して 夜々 を绘 る。 災 なる 哉 我が 魂 や。 
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あれ  もく さラ 

嵐は尙 益々 暴ん としつ X あり。 朔風 怒號 して 雪屋 聰に逼 る。 天 は 我の 爲に 怒る に は 非ざる か。 眞に 恐懼に 堪 へざる なり。 

神 は 我の 爲 めに 此大 暴風 を 下して 我の 不従順 を 責め 給 ふなら ば、 果して 左なら ば、 その 餘 りに 厚き 眷 顧の 爲 めに 身の 措く 

處 なき 迄に 恐ろしき なり" 神よ 願く は 少しく 爾の 要求 を 緩め 給へ。 永く 罪の 撻の 下に 弱り果て たる 痛める 我が 靈魂 は、 爾の 

强き 生命と 光明と に 浴す るに 堪 へざる なり。 嗚呼 罪人た る 我、 罪惡を 感じて 悉く 改め 得ざる 我の 心苦し さよ。 

一一 一月 一一 十一 一一 B。 下 文 は 我 東京に 在りし 一 月 十五 日頃の 夜、 枕に 通 ひ 来りし 夢の 物語な り。 . ^り 捨てん も餘 りに ロ惜 ければ。 

何處 なりと も 知らず 何と 云 ふ 名なる かそれ も 知らず、 山と 海との 精 粹をー i:^ め盡 したらん とまで 驚かる. -海濱 の 一 高 摟に我 

は 入りぬ。 濱邊に は 拳 大の白 礫 銀 を 布き たる 如く 列り て 其 架て 遠く 喑 霞の 中に スり、 藍の 如き 海光橫 さまに 動き 來り 波と な 

りて 汀 際に 碎 くれば、 礫の 白水 を染 むる か 波の 力石 を 飛ばす か、 銀 馬の 如き もの、 白 蛇の 如き もの- ^(珠 交り 躍り 淙々 の 音 

S さま 

と共に 復收 り盡す 美し さに 飛沫と は 名 づけ 難き 計りな り。 跟を 遠く 海と {T^ 一との 間に 馳 すれば、 渾然 一 碧 殆ど 其涯を 知る 可 か 

らず。 嗚呼 水天髮 I- たる 彼處 こそ 地上の 萬 物 を 永遠に ぐ 第一 門に 非ざる を 知らん や。 後顧せ よ、 山 あり 魏然 として 立ち 薪 

. ^よ.、 せま 

直 海に 逼 りて 麓な きが 如く、 松 や 竹 や、 H ル ムゃ、 樫 や、 桂 や、 楠 や、 白き 花咲く 稍. 赤き 花、 憐れなる 枝 相 錯綜して 一 山 

の丹靑 正さに 天工の 畫筆を 振ひ虛 f々： に 向つ て 力 を 極めて 抹し 去れる 跡の 如し。 我の 5:^ て蹈 破せ る 山と 海と に 就て 肖た る もの 

れん ぶんく わ 

を 索む るに 首 蝦夷の 最峻. 逄文 華の 景物 稍 i 當れ りと 雖も 更に 遠く 及ばず。 摟の後 は斯の 如き 山、 樓の前 は斯の 如き 海、 我 建 

築の 美 を 傾け 盡 したる 高 摟の攔 に 倚り 此 天地の 大 文章に 接し 恍惚と して 我 を 忘れ、 物 を 忘れ、 忘る」 を 忘れたり し 耳 梁に 騷然 

たる 嬌音媚 語の 迸り 来れる を聽 きぬ〕 攀然 我に 歸 りて、 聲の來 る 所 を 見れば、 美姬數 人盛裝 して 一人の 嬰兒を 擁せるな り。 

花 を 以て 美女 を譬 へんは 古し。 され ども 地上の 萬 象の 中、 花と 美女との みが 相應 はしき ものに あらず や。 薔薇の 如き あり、 

梅の 如き あり、 牡丹の 如 さあり、 百合の 花の 如き あり、 ラフ ァェ ルが其 精細の 筆のお ひ 優しく 天授り 妙 想を逞 うして 賽き なし 

たる 天使の 同 あらば や 我 は 唯 そ を 指して 此如 きもの 稍 i 近し と 云 はなん。 彼女 等の 白く 形よ くな よ やかなる 腕より 腕に 移さ 

れ 揶揄 せらる X 儘に 莞爾として 微笑む 雰 白の 衣 驚た る嬰兒 は、 實に 王の 中の 玉 美の 中の 美、 例へば 赤き 珊瑚の 枝 さし 交した 


る 上に 金剛石 一 個 燦然と して 光 を 放てる が 如し や、 否 寧ろ 美に して 淸し。 春の 夕暮、 長閑に 靜 かなる 時、 棚引く 紫雲 紅 慰の 

中に 靄 然として 坐せ る 月 神と も 云 ふべ くや。 實 にや 湖畔 詩人の 絕調我 を 欺かず、 嬰 兒の而 輪に 光 あり 命 あり。 天^に あるべ 

しと 思 ひ 慕 はる k 凡ての 光榮と 希望と は 其 鈴の 如き 眼に、 其 蕾の 如き 口に.. 其 雪の 如き 顿に蠻 かれたり。 美 姬等は S{J ひ 入り 

たる 接吻に 嬰兒 より 天國の 甘味 を 吸 ひ 取らん とやす らん" 嗚呼 美と 麗と淸 と淨と 凡て は 宿りて 風物と 高樓 と美 姬と にあり。 

而 して 風物と 高摟 と美 姬と にある 美と 麗と 淸と淨 とは聲 龍の 睛の 如く 小なる 嬰 兇の 全身に 充ち 溢. る、。 

嬌音媚 笑は尙 小雨の 如く さ k やかに やがて 又 潮の 如く どよめき 渡る。 俄然と して 大變は 起り ぬ。 美姬 等の 前に 醜 汚と 苦痛 

絕ぇ じと 見 ゆる 乞食 一人 顯 はれぬ。 我 は 山海 美 姬嬰兒 の 美 を 忘れ 得べ し。 され ど此 乞食の 醜 を 如何にして 忘らるべき ぞ。 頭 

« に  す ザ.？ ほ T>.s£ ふ 

髮 疎らに 生え 鬚髯 擅 に 伸び、 一 眼 盲して 一 眼 赤き 事 杏の 如く、 鼻 斜めに 折れ、 口 は 爛れて 黄ばみた る齒； 一： 四 本殘れ るが 殊に 

物凄く、 顏は靑 く 紫に 膨れ 上りて 所々 より 血膿 さへ 流れ出で、 眉間に は 深き 鮍疊 まれて 人 を 呪 はんず る 額が まち 恐ろしく， 

布と は 見えぬ までに 汚れて 破れた る 短褐の 蔭より は 癩疾に 侵し 盡 された る 腕 や 膝 やの 肉、 榴柘の 如く 皮 を 破れり。 彼 は 鈍り 

たる 聲 して 何事 を か 云 ひぬ。 され ど 聞き分け 難し。 嗚呼 之れ 何等の 痛ましき contrast ぞ。 牛； 命の 中に 點ぜ ら れ たる 死 影、 光 

明 の 間 を封ぜ ん とする 晴黑！ 

彼は强 ひて 聲を 高め 【其 嬰兒 我に も 抱かせ 給へ」 と 云 ひつ、 眉 を 動かしぬ。 彼 は美姬 等に 奸意を 表せん として 笑 ひたるな 

り。 嗚呼； 魔の 世界なら でか- - る汚惡 なる 笑 あるか。 ヨブが 麻布 を 纏 ひ 灰 を 被りて 路； 如に 坐せ し 其 儘を樂 園の 中に^き たり 

とせば、 若しくは 又投 寡の 机下に 犬 > 共に 落ち 散る 食物 を 拾 ひ 食 ひし ラザ 口の 天 國に擧 げられ たる 其 瞬 問 を 思 ひ a- なば、 此 

一場の 光贵稍 i 髮鬆 せらるべき。 我 は 竦 然として 骨の 戰ふ を覺ぇ ざり き。 況んゃ 美 姬等を や。 半月の 眉 雲に 包まれ 星の 如き 

眼 風に 瞬き、 互に 目 配し つ X 彼より 退き^り つ" 其 面に は 一種 輕 侮の 色 動きぬ。 一人 は 腹立たしげ に 乞食に 向 ひ 「御身 はか 

かる 所に 來 るべき 身に あらず、 疾く 去ね」 と 云 ひぬ。 一入 は、 適 莞爾として 何事の 起り しかも 知らで ある 嬰兒ゃ 抱き 乞 A:^ を 

指し 「あれ は 人に あらず 乞食と 云 ふ も のぞ。 見向かん も 汚れ、 顧み そ」 と 私語さぬ" 乞食 は 手 を 額に して 又もや B ^を, i かし 
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つ 「聞き 給へ * 我に は 人の 面實に 恐ろし。 親し 易しと 思うて 近づく 人 も、 近づきて は 其 面に g ー&, の 色 あり。 我の 僅かに 笑顔 

を 忘れぬ は 唯々 無心なる 嬰兒の あれば なり。 あはれ 君達 笑顔 をば 快し と は 見 給 はず や、 さらば 我に も 願く は 其嬰兒 の笑顏 I 

目 見せ 給へ。 數 多の 人より 笑顏を 受け 得る は 君達 なれ ども、 嬰兒の 笑顔より 他 は 望む 能 はざる 我 なれば」 と 云 ふ 度に 贺. まみ 

た る 物凄き 齒現 はれて 衝 みたる 聲は破 鈴の 振れ ども 音せ ぬ 恨み や。 

我 は尙默 して 此 一 場の 光景 を膽 めつ 、ありき。 何の 思 も 胸に は 浮ぶ 暇なくて、 美姬 等の 耳に は 乞食の 衷情 は 入ら ざり しか。 

其 口々 に 漏る、 語 は 「汚ら はし、 眼の 障りな り」 「醜 さの 我に や は 移らぬ」 r 疾く 去ね な、 さらず ば 我等 去ぬべし」 などな りき 0 

彼女 等 は 遂に 嬰- 兒を相 擁して 此處を 去らん としぬ 。暗黑 なる 死 影 は 魔氣の 如く 動き 移りて 彼女 等 を 鑷ひ其 一人の 裳 を 引きぬ。 

引かれた る もの は戰溧 しつ- -聲を 擧げて 飛び退きぬ。 乞食の 手に は 香 床しく 焚き 籠め られ たる 輕羅 のみ 打ち 殘れ るな り U さ 

れど 乞食 は 摘 其 面 を 怒に 代べ ざり き。 彼 は 失望 を 打ち消 さんと 勉 むる もの k 如く、 强 ひて 手 を 擧げ眼 を 動かして 彼女 等に 切 

願し ぬ。 哀請 しぬ。 嗚呼 美 姬の耳 は 聾した るか、 は 盲した るか。 彼女 等の 無限の 嘲笑 を 其 眉間に 湛 へつ、 其 嬰 兒を他 室に 

伴 ひ 行かん とするな り。 

光明 は暗黑 となりき" 

晴黑の 中には 唯なら ぬ 光明の 窺 ひ 知らる >r なり〕 生命 は 死 影と なりき。 

死 影の 中には 優しく も 牛： 命の 色 漏る  なり。 

此 光景 を 默 過すべく 我は餘 りに 情强 し。 余 は 彼女 等に 近づきて 其 手より 嬰兒を 我が 肩に 移しつ、 乞食の 前に 41^ み 寄りぬ。 

光明 を裹 める 晴黑、 暗黑を 包める 光明、 光 明 を裹 める 光明、 之れ 乞食と 美姬 と嬰兒 となりき。 

光明 を裹 める 暗黑は 光明 を裹 めろ 光明 を 見ぬ。 而 して 嬰兒の 面に は 直ちに 天國 より n どれた る 美 はしき 美 はしき 微笑 あり 

き。 乞食の 眉 は 動き 動き、 幾度 も 動きぬ〕 乞食 は 我に 向 ひて 再 一 「其 頭 を il れつ。 云 ひ 盡す能 はざる 感謝の 意に 一滴 淸 純なる 

淚 となりて 其. 眼に 宿りぬ" 汚き 其 腐 纏の 中に 此清 さもの あるな り。 


「御身 は 思 ふに 耶蘇 (基督 敎 徒と 云 ふ 意) なるべし" 今の 世の中に 耶蘇なら で此 親切 は あらざる なり ご 

嗚呼 之れ 何等の 崇高なる 謝 辭ぞ。 余は滿 足せり、 滿 足せり。 我 は 此時眞 に 基督の 卑僕 たる や 感じ？ おて 情 殆ど 逼 りぬ。 0 

を 堅く 我が 胸に 抱きつ。 感激の 淚は 遂に 溢れて 潜 然として 下りぬ。 

俄然と して 我が 夢覺 めたり き。 嗚呼 之れ 夢な りし か。 我 は 暗中に 枕 を 探りて 幾點 の淚痕 ある を 知りたり きリ 

さあ あら れ 

痴人 か。 痴入 か。 あはれ 我 は 痴人なる か。 遮 莫 賢者と なりて 夢な からん より は、 我 は 痴人と なりて 夢 を 語る の 快き を 思 

はずん ば あらざる なり。 

四月 十一 一一 B。 此朝 痛く 晴れて 和煦 にる 春氣 天と地と に遍 ねく 博物 場の 後 庭に 到り、 樹 下萠 草の 離々 たる ものに 坐して 景物 

に對 する に、 凡ての 物 Ci? 、語せ ざる はなし。 春 は實に 私語の 時な り。 

鳥 あり 其 蝶の 如き 翅を 動かし、 飛び 来りて 樹 梢に 留り 々として 嫩 芽と 私語 ざつ、 あり" 早く 芽 を 開き 葉 を 出し、 其 生々 

たる 綠蔭を 夏の 来らざる 前に 造りて、 我等の：^^.雛をして裕かに生育し、 無窮なる 神の 恩惠を 讃美せ しめよ と 云 ひつ、 あるに 

あらざる か。 

を 七め い？  びろうど  かぐ 

風 あり 少女の 氣 息の 如く 輕く暖 き 氣を绘 りて 春 草に 私語き つ 、あり。 早く 天鵞絨の 如き 葉と 星の 如き 花と を 開き、 香 はし 

ちつき. 4 

き 香 を 起し、 味よ き果を 結び、 永く 冬の 嚴 しさに 蟄居し つ X ありし 無 數の蟲 類に ソ ロモンの 榮 華の 極 だに 及ばざる 宮殿 を 供 

して、 彼等 をして 神の 無限なる 光 榮を歌 はしめ よと 云 ひつ >| あるに あらざる か。 

水 あり 潺湲 して 玉 を 振 ふが 如き 優しき 聲を 以て 汀 を 洗 ひ 去りつ x;?^ 語け り。 早く 汝の草 を 伸さし め、 可憐なる 影 を 我に 

下して、 氷の 中に 閉ぢ られて 好餌 を^る 能 は ざり し 魚類^ 其 下に 憩 はしめ、 全能の神は地の上と共に水の中に..^其犬ぼの消 

息 を 置き 給 ふ 事 を 明かに せしめよ と 云 ひつ \ あるに あらざる や。 

我が 見渡す 限りの 地 は. 今 其 白雪の 衣 を脫し 去り 蒼々 たる f$ に 封して 無限の 私語 を 捧げつ、 あり。 汝の 春光 をより 多く 

地上に 下し、 地上に 在りて 冬の 間 雪 や 嵐 や 霜の 爲 めに 永く 蟄伏し 忍耐 を 以て 今日 迄 其 生 を 保ち 來 りし 總 ての 上に、 光 s; と 希 
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望の 甘露 を 雨 降らして 彼等 をして 其 眼 を 更らに 高く 天上に 向く る を 得せし めよ と 云 ひつ \ あるに あらざる か。 

嗚呼 我 も 私語 かなん。 我が 胸の 中に 幽か なれ ども 云 ふ 可から ざる 淸き 高き 光明と 生命と あり" 神よ、 遂に は此 天と地と に 

永久の 春 を 齎らし 給 ふべき 神よ、 願く は此卑 僕の 心の中に、 爾の炎 を 下し、 我が 心と 身と 全く 之れ に 燒き盡 され、 我 之に 死 

して 再び 爾 によりて 生れ 爾の御 心に 叶 ひたる 器と なり、 爾此卑 僕に よりて 迷へ る 羊、 失 はれた る 錢を其 御手の 中に 收め給 は 

ん事を J  . 

四月 一一 十一 曰。 (日曜日)。 快晴。 (少し 風 あり たれ ども 夕刻より 全く 霽れ 弦月 弧の 如く 天の一角に 輝きたり)。 

朝 敎會に 出席し ョ曜學 校を敎 ふ。 實に 可憐の 極なる 無 招なる 少女 等、 若し 此 世の中より 小兒を 取り去りたり とせば 吾人 は 

必ずや 數段 卑しき 理想と 不良なる 品性と を 有する 動物な りしなる べし。 

午後より 兄、 井街、 末 光、 ェ藤、 宮部 謙、 良 チャン、 (姓 を 知らず) と共に 圓 山に 遊ぶ。 久し振り なりき。 四 園の 山々 の 木 

に は 嫩芽將 さに 破れん とし、 勃々 たる 生氣は 全山 を &んで 高く 冲天を 衝 かんず 勢 あり。 去年な りせば 之れ を 見て 我が 心に 寂 

寥の 念と、 我が 眼に 失望の 淚ぁ りけん もの を" 神 はされ ど 今年に 於て 我に 厚く 眷 顧し 給へ り。 我 此景に 接して 希望 を 彼等と 

共 に 分 ち 喜ぶ 事 を 得る な り。 

池に 近く 来れる 時、 沈鬱に 沈める 足 助 君に 遇 ひぬ" 神よ、 願く は 彼の 上に 其 無限の 恩恵 を 垂れ 給 ひ、 彼の 苦しめる 心が 光 

明， 向 ふ 事 を 得せし め 給へ。 され ど 之れ 御 心の 儘な り。 彼 若し 苦しみて 益 あらば 彼に 一層の 苦楚を 授け 給へ。 願く は 我 をし 

て 一層の 同情 を 彼 Li 捧 ぐる 事 を 得せし め 給へ。 

池邊に 坐して 犬と 戲れ又 讃美歌 を 歌 ふ。 我か此 特 愛の もの は 第 百 六十 番。 第二 百 七番。 第 百 七十 二番 等な り。 

我は此 半日の 散策に 於て 多大の 愉快 を 感ぜり、 小兒が 母の 房に よりて 眠る が 如き。 

五 時 頃 家に 歸る。 とく 疲勞 せり。 夕食後 再び 敎會に 行く。 風 死して 星斗 闌干、 寧ろ 秋暮の 如し U 

敎會に 到りて 不阖岡 山 孤 兒院の 報告 を 見る、 中に 各地の 小學校 男女 生徒が 其可驟 なる 手紙に 副へ て 五錢十 錢を義 損せる も 


の あり" 涙逼 りて 卒讀 に堪 へず。 此如 きを 兒て祌 を 信ぜざる もの は 愚の 極なる ものな り。 

此夜出 島 氏の 祈 禱には 力 ありき。 彼 は此朝 入の 餘 りに 不潔なる に ~£激 せし 所 ありし が 故な らん か。 

此夜は 二十 五 年 記念祭の 歌 を 作らざる 可から ざるが 故に 我 は 恐く は 又 全 宵 を 徹せざる 可から ざらん。 

され ど 何とも 知れず 心 『用 無 全集』 に 向 ひて， 彼の 生き 殘れる 「半せ」 が 醫 きたる 傳を 讚む。 ？ E 落ちて 休む 能 はず、 思 は 

ず！^^を飮んで泣かんとせり。 嗚呼 偉大なる 聖徒 永く 逝きぬ。 我の 持 操 彼に 及ばざる を 泣き、 我の 苦心 彼に 似た る 所 あるに 泣 

き、 我は讀 みて は 祈り 祈りて は又讀 みぬ。 彼が 壁に 掲げた る 

主 耶蘇 こ \ に いまし 

す ベ ての 事 をき 

すべての 行 を 見 

すべての おも ひ を 

わき まへ たま ふ。 


"llcre  IS  the  paucucc  and  laitli oi  tls  saints.- なる motto は.^ 我が 胸 こ 刻むべき motto とせん。 

嗚呼 逝きに し 聖徒よ、 籠 まれた る 君の 靈魂は 今や 遠く 天父の 御前に あるべし と雖 も、 ^の 同情に めろ^ は 必ずや 今 も 地 

上に 於て 肉と 奮鬪 しつ.、 ある 「碎 けたる 靈魂」 の 上に 注ぎつ >t あらん。 逝きに し 君の 爲 めに 心よりの 淚を垂 る. * もの  上に 

ぎつ & あらん。 見ら る  > 如く 我に は 君の. S き 堅 信 もな く、 勇氣 もな く、 忍耐 もな く、 愛の 心 もな し" され ど 祌は埃 糜の如 

き 我に さへ 神 を 求めん とする の something を 授け 給 ひぬ。 基督の 生涯に 則らん 事 は 我等の！ f 世の 第一 要 にして、 某 督の生 

涯に 則り 得て 甚だ 近 かりし は 君の 生涯な りき。 我 如何 にして 追慕の 念な く して 止ま る ベ きぞ。 

我 も 幸に して 涙の 中に も實 行の 生涯 を， 〈> ^り、 其實 行の motive を 堅く 神に 置かん とする の 決心 をな し 得る に 至り、 朝 夜の 
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祈禱に 他者の 上 を 祈り 得る に 至れり。 我 必ず 君の 跡 を 追 はん。 逝きに し 聖徒よ、 君の 心 は 如 I： に 多く を 地上に なさん とした 

りし ぞ。 我 固より 君に 比すべき にあらず と雖 も、 必ずや 君 をして 微笑 を 頗邊に 浮かし むる を勉 めん。 

神よ 「なん ぢの 杖なん ぢの笞 我 を なぐさむ」 我 をして 淚の甘 さ を 味 はしめ よ。 我淚 なき 祈禱 をな して 遂に 心中に 平安 を感 

ぜ ざるな り。 

此夜貧 2- 窟の事 愈 i 胸に 浮び 来りて 殆ど 決心 せんとせ る も 今少し 神に 聞くべし。 我 は 彼處に 幾分の 働き をな して 或は 彼等 

に 平安 を與へ 得べ からざる べき も、 我 は 己れ の 心に 必ずや 多大の 收獲 を收め 5r へしと 信ずるな り。 

十一 時半な り、 筆を擱 かん。 神の 今日 我 1>惠 み 給 ひて 我が 心 高くな りしに、 唯々 感泣の 外な し。 我 は 此心を 保つ 事に 勉め 

ざる 可から ず。 

四月 二十 二日。 

米 は 南京 お か ず は あらめ 何で 絲目 が 出る もの か。 • 

製 絲ェ女 も 人間で ござる 責めり や 泣きます 病み ゃ寢 ます。 

無理 を 云 はしゃる ェ女 だとても 親 も 身う ち も 家 も ある。 

私が 子 を もちや ェ女 にや 出さぬ ェ女 さすより や 水 仕が まし よ。 

今日 も 罰金 昨日 も 科料 私が 未熟 か 帳場が 無理 か。 

板に なりた や 帳場の 板に 成りて 手紙の 中 見た や。 

親が 病 氣ぢゃ 御 旦那 樣ょ どうぞ 外出 ゆるして 欲し や。 

願 上げます 兑番樣 よ どうぞ 一 夜の 御な さけ を。 

今年 やうれ しゃ 見 番樣の 御 目に とまりて 優等 ェ女。 

此.^ に 滿>り 涙に 滿 てる 數番の 俗謠 は、 信 州 諫訪に 於け る 製絲ェ 女が 口吟 さむ 所な りと ぞ。 詩人 は 汝のロ を閉ぢ よ、 汝の筆 


を 折れよ。 かくて 此大 詩才の 悲歌に 聞け よ" 

五月 七 曰。 春の 風 痛く 吹きて 櫻 花繽紛 として 散る" 我が 机上に 在る の 花 は 唯 一 枚の 障子の 爲 めに 散るべき が 散らで あり。 

され ども 机の 一 震 一 動の 爲 めに、 其 花 瓣は折 を 得た るが 如く 書册の 上に 落ち 來る なり。 余 は 得堪 へずな りて 障子 を 開きて 思 

ふ 儘に 風 を 通 はしめ たり。 而 して 今 は 我が 机上の 花 も、 枝 上の ものと 同じく 狼藉と して 半ば 散じ盡 しぬ。 鳴 呼 花よ. 余の 無 

情 を 許せ。 一 曰 も 羊く 人の 世 を 去りて 土に 歸り、 天の 降す 玉の 如き 涙に 朽ちて 永遠に 覺 めざる 眠に 入らん として 翻 望した る 

汝を 一刻 も 長く 机上に 止めん とせし は 我が 誤りな りき。 散れ 散れ 花よ、 汝の友 は 枝 上に ありて 思 ふ 儘に 散りつ. - あり。 汝も 

亦 思 ふ 儘に 散れ" 汝の譬 ふ 可から ざる 淸く 潔き 姿 は 地上に 永く §6： まらん には餘 りに 尊し。 世の 入 は汝を 正しく 解 せんに は 俗 

に 過ぎたり。 汝の 下に ありて 酒に 飮 まれ、 暴 語し、 姦淫し、 虚言し つ、 あり。 神が 風 を 1^ り 給うて 汝 を 地上より 取り去り 賜 

ふぞ 誠に 宜 なり。 嗚呼、 散れ 散れ 花よ。 我が 机上に 在る 汝も亦 余の 心の 汚き に 面 を 背けん とする よ U 之れ 宜 なり。 余 汝を恨 

まじ。 余 は 唯 灰 を 被り 砂 を 嘗めて、 汝の 永遠の 友た るに 相應 はしからざる 罪に 泣かん。 嗚呼 散れ 散れ、 机上の 花よ、 され ど 

も汝は 不運なる ものな り。 汝は 天の下す 春雨て ふ 限りなく 美しき 淚 によりて 朽 つる 代りに、 余の 眼に 溢れ出 づる瞥 へ 難く 汚 

れ たる 涙に よりて 朽ちざる 可から ず。 嗚呼 花 も 亦 遇と 不遇と あるか。 

され ども 花よ、 汝は 世の 人が 我の 淚を卑 むる 如く 爾は卑 まざるべし" 汝は 余の 涙の 何處 より 出づ るか を 知らん" 余が 淚を 

以て 祈り、 淚を 以てな さんと せし 事 も 世の 入 は 輕侮を 以て 迎 へんと する 時に、 汝は 余の 淚の 天の 淚の 如く 淸 からざる 故を以 

て 余 を I 貝め じ。 花よ、 余 は 確かに 汝の 一片の 同情の 聲を 聞き 得るな り。 嗚呼 嗚呼、 汝の 上に 裕 かなる 永遠の 祝福 あれ。 余の 

机上 は 今 白 if 々たり。 瓶 上に は 花 数 少なくな りぬ" 少時に して 余 は 再び 汝と相 見る 能 はざる に 至るべし。 余の 淚は 流れ 止ま 

ず。 嗚呼 何とて 余 はかくまでに 女々 しき ぞ、 自ら 判別に 苦しむ は 我が 心なる かな。 

五月 十 B。 

祝福され たる 聖地 
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ソロモンが 立てし シ オンの 宮居の 地 も 

此 地の 聖 きに 若くべし や。 

十戒 をば モ，' ゼが 受けし シ ナイの 山 も 

此 地の 聖 きに 若くべし や。 

來 らん もの は 履 を 脫げょ 

此地聖 ければ なり。 

去らん もの は 面 を 伏せよ 

此地聖 ければ なり。 

日此 上を囘 らん 時 暫 した ゆた ひ 

月 傾かん として 尙此地 を 去りが てなる" 

聖地 聖地 聖地と は 何處ぞ 

心の 眼な き 者 は 見得 じ。 

思 ひの かたくな >f る もの は 侮らん 

され ども 我に 聖き 地と は 

淸き 小川の ほとりに て  ， 

御 神が 守りて 咲かし め 給 ふ 

壺堇^  く 五 歩の 草原。 

月 十  一 B  C  R  w^s  unci  GethBt-maae,"  Endeavors  aller  the  Christ  .an  life,  by  JIrs  yartilleau) 略す" 

五月 十二 日" 晴大 なりし も風强 かりき。 


朝 六 時に 起きて 伊藤 君と 語り、 談 宗教の 事に 及びたり。 余の 眞の interest を 以て 語り 得る 會話 は、 宗教と 文學 なり。 是れ 

余に とりて は餘り 好き 徵候 にあらず。 余に 一層 堅實の 精神 生ぜば、 宗教と 文 學とを 語らざる に 至るべし。 社會 的の 種々 なる 

現象に 一 層の 注意 を拂 ふに 至な べし。 要すろ に 余 は 未だ 夢想の 境遇 を 離れざる に 似たり。 時に 頭 し 心 熱すれば 行衞 もな き 

夢想の 迷宮に 彷ひ 入るな り。 

旣 にして 忽ち 訪ひ 来れる 入 あり。 ェ藤 君な り。 君 は 昨日 l?i 登山の 時、 採り 来れり と 云 ふ 白と 紫の 美しき 花 を、 余に 與へ 

んが爲 めに 来れるな り。 佘は思 はず 絕 叫して 其 花 を 受けたり。 余 は 生來此 如く 美し キ- 思想の 發現を 見る 事 多から ざるな り。 

ェ藤君 は I の 木强漢 なり。 彼 は、 花に よりて 余に 同情の 賜と すると 云 ふが 如き は 思 ひ 及ば ざり き。 然 かも 總 ての 人の 心の奥 

に は 云 ふ 可から ざる 美しき 心の 潜めるな り。 嗚呼 美しき 人の 心よ、 余は屢 i 人の 心の 表皮 を 見て 幾度 か 憤慨と 失望の 淚を垂 

れ たりき。 然 かも そ は、 眞 正に 云 ふなら ば、 余の 心の 未だ 全く 淸 からざる を證 する ものな り。 余の 心中に も 潜みて あるべき 

美しき 心が 全く 發露 する 時 あらば、 余 は 又 他人の 心中に も此 美しき 心 ある を 認識し 得べ かりし もの を。 人 は 金錢を 以て、 Si 

綾 を 以て、 諛言を 以て、 乾 笑 を 以て 他者の 滿足を 買 はんとす る 時、 一片の 野 花 を 摘み 来りて 余の 孤 情 を 慰めん とする 人 ある 

を 思 ひて、 實に實 に 余の 杯 は 感謝に 溢る & なり。 嗚呼 我が 兄弟、 飾りな く 偽りな く、 眞理の 前に 柔順に して 人の 前に 無 遠 傲 

なる 兄弟の 上に 祝福 あれ。 

日曜 學 校に は 鷲 見 孃又缺 席したり。 父君の 云 ふ 所に よれば、 多少 は 宜しき 方の 由。 彼女の 心願く は 平安に 復せ。 

朝の 說敎は 口 ー ランド 氏せられ たり。 彼 は此日 悔改の 基督 敎の 第一義なる を說 かれたり。 彼の 說敎は 常に 普通の. iK§ と 

選 を 異にせる に、 今日は 特に 然 かなりき。 中々. 派なる 說敎、 今 も 我が 心中に 一 揮" 沈思の 氣を 癱し來 る。 

午後 恩 地 君と 共に、 中島 游園 地に 雇人 獎勵會 を 見る。 擊劍、 競走 をな し 居たり。 雇人 等 は 必ず 少なからぬ 滿足を 感ぜし な 

るべ し。 雇人に 盆會と 大晦日の 外 自由 を 許さ どるが 如き 本邦 商家の 風習 は、 永く 陋 守すべき ものに あらず、 適當 なる 休 安の 

時を與 へ、 彼等の 心 をして 地上より 天上に 向 はしむ る は、 利益 問題の みより 考 ふる も 大 なる 得なる べし〕 ^に 同一 地 を 流れ 
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居る 水 は 遂に 腐敗せ ずん ば 止まず。 

此 夜は阒 山の 奥に 祈 禱會を 催せり。 兄 を訪ひ 共に 携 へて 靑 年寄 宿舎に 到り、 井街、 逢阪、 末 光、 ェ藤 と共に 圓 山に 到る。 

途上 落 B や 見る。 藻 逢 山 直 かに 霞み、 手稻山 く 霞み、 日 は 沈々 として 紫 靄の 間に 沈む 有 樣其莊 嚴悲壯 譬へ言 ふ 可から ず。 

圓 山の 奥に 到り 枯草を 集めて 火 を 焚く。 余 は 先より 心と 心に 相 結びた る 六 人が、 兄弟 だ も 知らざる 愛情 を 以て 共に 働く を 

見て、 胸逼 りて 堪へ ざり き。 遂に 火の 周圍に 坐せ る ls、 余 は、 神が 云 はせ 給 ふ 如く 覺 えて、 友情の 如何に 尊むべき ものなる 

か を 云 ひ、 此數 人の 交誼が 永く 地上に 天上に 結ばれん 事 を 乞 ひたり、 次に 逢阪 君 は 沈默の 必要 を 說き、 兄に 神に 依れる 人 は 

人の 前に 不平 LS. 囂 する 事な く、 悲しむべき 事 怒るべき 事 は 神の 前に 揮らず 告ぐ べしと 云 ひ、 後 皆 跪き 祈りぬ" 地籟 全く 死し 

て 唯 六 入の 心よりの 祈 禱の聲 のみ 聞かれたり。 聖き 祈禱會 とは此 如き ものなる べし。 此處に 九 時 迄 相 語り 歸途に 就く。 嗚呼 

朋友、 朋友の 交 はり は、 實に 地上 に^ける 愛の 花の 中の 最も 美しき ものな り 0 

五月 二十 穴 nr  on 曜日)。 

五月 二十 三日、 余 は 自ら 神の 御前に あり、 基督 我が 凡て を 辨へ給 ふ 事 を 忘れ、 己れ を 欺きて 姦淫の 罪 を 犯せり (世の 人の 

云 ふ 姦淫の 罪に あらず)。 余は此 時より 神の 前に 祈 禱を捧 ぐる 事 を 得ず なりて、 心の中に は 癒す 可から ざる 空虚 を 感じたり。 

神の 余に 與へ給 ふ 最も 懼 しき 譴責 は、 余が 祈醻し 得ざる に 至る 事な り。 余 は 人の 如く 起き、 人の 如く 働き、 人の 如く 憩 ひた 

る も 余に 祈 纏な くして 余の 凡て は 無な りき。 故に 全く 日記 を廢 せり。 

今日は 安息日な りき。 朝 聖書 を讀 み、 敎會に 出席せ り。 而 して 小兒 と共に CD 曜學校 を 終へ、 一生懸命に なりて 口， ランド 

氏の 「生 を完 ふせんと する もの は 之れ を 失 ひ、 生 を 失 ふ もの は 之れ を完 ふす」 との 說敎を 聞きて 感慨 を惹 きたれ ども、 余の 

心 は 潜 鈍に て 何の 用に も堪ゅ 可から ざり き。 

午後 は 恩 地 君と 共に、 兄 を訪ひ 半日 を寫 眞の爲 めに 費せ り。 

夜 再び 敎會に 出席して、 兄の 說敎を 聞け り。 此 S- 余司會 をな し 祈れる 時、 神の 指輕く 我が 胸に 點 じたる を覺 えて， 佘は垂 


死の 病 者が 僅かに 良薬 を 服し？ おた るが 如き 感を なせり。 

兄の 說敎は 熱誠に して 力 ありき。 彼 は 十字架の 意義 を 解 釋 し、 全然 的に ナ字架 を 負うて 基督の 跡に 從は ざれば、 眞 正の 基 

督敎 信者と 稱す 可から ざる を 云 ひ、 偽善の みが 此 世界に 於て 永遠に 救 はれざる ものなる 事 を 設けり。 余の 心 は 痛く 打た： た 

り。 敎會を 出で i 直ちに 豐平 河畔に 到れり" 月 は旣に 昇りて 中天に 在り。 此^ 界は旣 に 夜の 安息に 入り、 階く 汚れ 惱み 痛め 

る 我が 心と， 光美し く淸く 安らかに 笑める が 如き H の 影の み 生きて 殘れ るかと 思 はれたり。 

例の 場所に 到り、 草の 上に 坐して 默 想に 入りたり。 余 は 又 一昨夜の 如く 祈禱し ずして、 失望 を 以て 家に 歸ら ざる 可から 

ざる か を 思 ひて 痛く 懼を懷 きつ、 跪きたり。 然るに 主 は、 此 汚れに 充ち滿 てる 此 罪人の 長 をも尙 捨て 給 はず、 余の 心中に は 

火の 投 せられた るを覺 え、 忽ちに 胸中 亂れて 眼より は 涙 潜^と して 下り 止まず。 遂に 默 する に堪 へずして 余 は 余の 罪 を 忘れ 

て 祈禱を 捧げな 主 は 讚むべき かな、 余に 如何に 祈るべき か を敎へ 給へ り。 余は神の前に跪きて云ふ可からざる苦痛を^£ぜ 

しと 共に 無限の 灌 喜に 滿ち、 祈 禱を廢 する 事と 淚を拭 ふ 事の 惜しく 覺 えて 永く 其 儘に 飮泣 せり。 余 は 今日、 數： n 祈ら ざり し 

肉の 肉、 骨の 骨なる 兄弟 姉妹の 心惱 める もの. -爲 めに、 足らざる 乍ら 一片の 祈禱を 捧げ ？ぉ て、 余の 癯喜は 眞に謦 ふ 可から ざ 

りき J 愚なる ものよ。 汝は此 懂喜を 捨て、 何 處に汝 の 笑顔 を 拾 はんとす るか。 基督 を 知れる もの 此の 如き 心なく して は撝 i3 

者な り。 

余 は 今夜 祌 によりて 纖悔 をな し 得 たれば、 嚴 かなる 懼喜 胸に 充 ちて 家に 歸 りぬ。 余 は 何の 幸 か 牛； 命 を 得たり。 再び 忘す る 

事 をす まじ。 

五月 二十 九日。 

忘れな草 (机上に か をれ リ) 

いか なれば 汝は生 ひたる 

忘れな と 名に 負 ひて 
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六月 十八 (火曜日)。 昨日 は 朝より 雨 頻りに 降り 來 りて、 頭 冷 かに 胸 燃 ゆる 日な りき。 朝 は 所用 ありて 森 君を訪 ひ、 學 

校に 足 助 君に 遇 ひ、 夫れ より 家に 歸 りて 論文 を 少し 霄 きぬ。 午後 山 崎 も 永 野 も 共に 家中 祭禮を 見ん がた めに 外出して、 我 観 

り殘 りぬ。 甚だ 靜 かなりき。 耳を欹 つれば 輕き 雨滴の 擔 端に 落つ る聲を 聞く のみ。 我の 思 ひ は擾拌 せられた るが 如く 亂れ起 

* りて 收 めんと すれ ども 能 はず。 如何なる 手 あれば かくは 我が 心の 振り 動かる X にか。 


星. If 氏の 死に 接し、 祖母の 三 周年に 會し、 伊藤 肇 氏の 記念すべき 其 日 も 遠から ざる を 思 ひ、 壬 生 馬の 手紙に より 彼の 他^ 

も宜 からず、 母上 も 一 時 は 西遊し つ >t ありし 壬 生 馬 を 電報に て 呼び返さん 程 危篤な りし を 思 ひ、 余の 心 は ハタと 死なる 問 四 

に 逢着し ぬ。 死と は 神 を 知れる 人に 取りて は 左程 大 なる 問題に あらざる も、 亦 決して 小なる 間 題に あらず" 地にぁる人は「^？ 

限」 に 束縛 せら るれ ども、 地 を 出で たる 入 は 「無限」 に 立たざる 可から ず。 嗚呼 之れ 如何に 嚴肅 なる、 絶大なる 義を 以て 

我が 心に 逼り來 るぞ。 我が 心よ、 罪 多く、 弱く、 躓き 易き 汝は、 よく 平然として 無限に 入る の 闘 I： を 通過し 得る や。 汝 其^に 

至りて 11 躇顧 望す るが 如き 事 はなき か。 彼 A も 眠に 就きぬ" 此人も 休みに 入りぬ。 我 は 人の 棺 側に 侍して 葬に -Si する 時、 

最早 再び 決して 此 世に 於て 其 人の 面 を 見る. 可から ざる を 思 ひて、 琳 しく 悲しき 一種の 思 ひに 打た る- -を 禁ずる 能 はず、 此牝 

に 於て 再び 其 人の 面 を る 能 はず、 其聲を 聞く 能 はずと は 之れ 如何なる 事ぞ。 洵に 之れ 我が 力 を 盡し思 ひ を 極めて 神に 依り 

すがる べきの 時な り。 我 何の 幸 か 11 鳴 呼 然り眞 に 何の 幸 か 11 神に よりて 心 奥に 薄 ふ 可から ざる 光明 を 感ず。 我 は 數年以 

來 何の 確た る證 あるに あらね ど、 我 は 三.^  四十の 間に 於て 我が 生 を 召さるべき を 思 ふ 事 あり。 是れ唯 一片の 情 懐に 過き 

ず、 されどもこは余にとりて最も恩惠ぁる針^^^り。 我 是れを 思ふ每 に、 迷 ひ 果てた る 心 は 再び 確かに 神の 御 膝に 歸れ ばな 

り。 神よ. 總 ての 塵より 生命 を 造り 輕き 粘土より 人類 を 創り 給 ひし 御手よ、 願く は 我が 弱き 心を强 くし、 碎 けたる 魂 を 集め 

給へ。 是れ 我が 爲 めに 願 ふに あらず、 我に よりて 神の 榮顯 はれん 事 を 望めば なり。 神よ、 シ オンの 宮をも 刻下に 壞し、 人 を 

鹽の 柱と なし、 ソ ドム、 ゴ モラ を 灰の 下に 埋め 給 ひし 御手よ。 願く は 吹き 廻 さる. - 木の葉の 如き 我 を も摧き 給へ。 而 して 我 

が 血と 肉と によりて 此 世に 枯れ 果てん とする 憐れむべき 草と 木と を 培 ひ 給へ。 さらば 我 神の 御子に 近づき ん。 而 して 涵淘 

なる 抵と 最後の 訣別 をな す 事 を 得ん。 此世は 冷笑 を 以て； 冉び 我が 面 を ：n^， 我が 聲を 聞かざる を 喜ぶ 間に、 我 は 無限に 入りて 

彼等の 爲 めに 肉體を 離れた る淸き 祈禱を 捧げ 得べ し。 之れ 我に 如何なる 宜き 事ぞ。 遮莫總 ては大 能の 御手に 委ねざる 可から 

ず。 神 は 我に 勝りて 我が 行くべき 最も 善き 道 を 明かに 知り 給へば なり。 

九月 十六 ns。 (十五 日 尾久波 に^びて〕 
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彼岸花 

秋 の 雲  ，sl を 渡り 

渡る と 見る 間に 跡な きが 如く 

人の子  時限 を步み 

歩む と 見る 間に 遂に あらず 

雲 の 意  is^j^ れの 心 

嗚呼  悟り 難き かな 

省れば  我 

入の 子の  禀 くべき が^! 

半 を 禀 くるに 近くして 

-f,  つち 

兹に 天地の 齡を數 へんと する に 

智慧の 果を味 ひ 知らで 

あた X かき 胸に 

房 求めし 頃 

せちに めで \ 

もて あそび なれし 

彼岸花の  と はに 紅く して 

今 も 若く し て 

堤の 秋に ぞ 美しう 疾 ける 


gp みに じりて 

冷 かに  笑 ひなん か 

かき 抱きて  熱き 淚に 

むせび 泣かん か 

九月 二十日。 一 昨日より 讀み 初めた る 『山陽と 其 時代』 なる 民 友^ 出版の 書 を、 今日 を 以て 讀 了す。 兹に 少しく 後の 所 

感を 記し 見ん か。 

該書は 決して 完備せ る 一 卷 にあらず して、 寧ろ 小論 文集の 觀 あり。 故に 此 書の 中に 現 はれた る賴 山陽 は、 衣寇 儼然たる 賴 

山陽に あらず して 自ら 緩衣晏 坐せ ろ賴 山陽な り。 是れ 寧ろ 期せず して 人物の 傳記に 一 生面 を 開き 得し もの、 之れ を 以て 民 友 

社 同人が 勞を 多と せ ざろ 可から ず。 

書中の 論者 は 思 軒 之れ が 北 斗と なり、 蘇 峰、 知 泉 之れ が 遊星と なり、 而 して 愛山 之れ が 簿 星たり。 思. # の妥當 なる 照 察と 

周到なる 硏究 は實に 文壇の 珍と なすに 足り、 愛山の 奇拔 なる 着眼と 執拗な ろ 自信と は、 其 人 を 紙上に 刳 出して 睹 るが 如し。 

知 泉の 文は此 著に 於て 寧ろ 附景氣 たるが 故に、 之れ を 論ぜず。 若し 夫れ 蘇 峰の 文に 至りて は、 落々 たる 候文の 中に よく 其 言 

はんとす る處を 言ひ盡 して、 隻語 往々 にして 頗る 肯繁に 中れ る もの あり。 才人の 文た るに 恥ぢ ずと 云 ふべ し。 重たる が 故 

に、 强 ちに 眼 眩ず るに 足らず、 遊星と 雖も天 王、 海 王の 如き 偉大なる 星宿 ある を 思 ふの 感は、 興 者の 自ら 喚起す ろ 所な らん 

と 信ず 0 

思 軒と 愛山との 對峙に 至りて は 直ちに 管 茶 山に 對 する 山陽の 對峙を 想起せ ざる 能 はず。 唯 山陽 は 愛山よりも 大いに 大、 思 

軒 は 茶 山よりも 少しく 小なる もの あるが 如きの み。 

三 氏が 筆 を 禿して 論ぜる 山陽 は 如何なる 人ぞ。 三 氏の 說の相 合一 せる 勦より 山 暘を觀 ずれば、 彼 は多淚 或は 詩人の 天性 あ 

らんと して 然 かも 常識に 富める 散文 家な り。 彼の 心中に は、 赤誠の 一念 あるが 故に、 實寫の 範閣を 超越す る 事 能 はず。 而し 
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て 事物 入物の 眞 底に 達せ ざれば 止まざる が 故に、 彼の 描け る 事件と 人物と は 自ら 生 氣の橫 溢せ ろ もの あり。 彼 は 時勢の 產に 

して 然 かも 時勢 を 造れり。 彼の 家庭 は、 眞 意義に 於て 至って 平和に して、 其 妻 は 至って 良妻な りき。 彼 は 其不攝 生に よりて、 

不幸、 比較的に 短命な りき。 彼の 大 傑作 『日本 外 は、 彼が 尊王の 士心 を擾動 せんが 爲 めに 作れる に は あらざる 事 等なる ベ 

し。 眞に然 りと 云 ふべ し。 而 して 思 軒、 愛山 兩 氏の 議 の 合 はざる 所 は、 山陽の 勢力 生前に 於て 死後の 如く 著しから ざり しと 

iK ふと、 然ら ざり しと 云 ふと 之れ 其 一 なり。 山陽 は 海外の 事に 留意す るの 少な かりし と 云 ふと、 然ら ざり しと 云 ふと 之れ 其 

二な り。 尙餘 論の 相抵觸 せし ものな きに あら ざり しも、 そ は敢て 多く を 問 ふを耍 せざる 小 問題な り。 而 して 上 揭のニ 問題 も 

亦 山陽の 入 格 を 高下す るに 於て、 甚だ 多く 輕重 する ある を 見ざる なり。 

然 らば 卽ち三 氏 合同して 略 山陽の 人格 學識を 品隨し 了れ るに 庶幾し と 云 ふべき か" 然 かも 或は 未し きもの あらず や。 人 は 

山陽 を 以て 漢學 者と 云 ふ。 漢舉 者と 云 は ざれば 歴史家と 云 ふ。 然 かも 一人の よく 叙事詩 人と 云 はざる は何ぞ や。 彼 を 以て 漢 

顯者 なりと して 見る が 故に、 人 は 多く 彼の 漢文 を^して 古人 遺 胎の方 則に 合せず と 云 ふなり。 彼 を 以て 歷 史家な りと して 見 

るが 故に、 人 は 多く 其 叙事の 續々 として 誤 顕 に滿 てる を 罵らん とするな り。 焉んぞ 知らん、 敵 は 近く 本能 寺に あり。 彼 を 叙 

事 詩人と して 批評せ よ、 日本に 產れ たる スコ. 'ト として 觀 察せよ、 則ち 吾人の 龌齪 として 批難 攻擊 せる もの 刃を迎 へずして 釋 

然 たる もの あらんと する にあらず や。 

試みに 『日 末 外 9£ を熟讀 せる もの \ 座 邊に 到りて 問へ、 君の 此 書より 得ん とする 所 果して 何ぞ と。 彼 必ずや 答へ て 云 は 

ん、 正確なる 事實を 得ん とする が爲 めにあらず、 繁雜 なる 故實を 知らん とする が爲 めにあらず、 高尙 なる 攝理 を看联 せんと 

する が爲 めにあらず、 嚴 正なる 文法 を學 ばんと する が爲 めにあらず、 別に 得る 處を 期せず して 讀 むの 巳む を 得ざる に 至るな 

りと" 之れ 確かに 余が 一 私 言の みに あら じ。 知るべし 山陽の 文 は、 散文に して 卽ち 詩、 詩に して 卽ち 叙事詩なる 事 を。 

余 之れ を 童 蒙の 時に 聞く。 馬 琴 幼に して 志 を 立て 敢て 大儒 先生た らんと 欲す。 旣 にして 山陽の 高名 諸方に 騷 ぐに 至り、 志 

を 翻して 筆 を 稗史に 染めたり と。 固より 無稽の 茶談に 過ぎざる べし" され ど 事實は 山陽 をして、 馬 琴の 演じた る 所 を 演ぜし 


めたり。 愛山 も 云へ る 如く 「當時 各種の 思想 は 泰平の 搖籃 中に 育てられたり" 久しく 禪僭 によりて 持 たれた る at 氏 虚無の 道 

は、 藤 原 惺窩、 林羅 山の 唱道せ る 宋儒理 氣の學 に 因りて 壓 倒せられ、 王 陽 明の 唯心論 は 近 江 聖入中 江 藤樹に 因りて 唱 へられ、 

古文 辭 派と 稱 する 功利主義 は^ 生 祖徠に 因りて 唱 へられ、 古 學と稱 する 生理 學は 伊藤 仁齋 によりて 唱 へられ、 儒教と 神 と 

. を 混じた る 一種の 哲學は 山 崎 闇齋に 因りて 唱 へられ、 各種 各 色の 議論 は 恰も 鼎の 沸く が 如く 沸け り。 元祿 より 享 保に 至る ま 

で 人 各. - 自己 獨 創の 見識 を 立てん 事 を 競へ り。 斯の 如くして 人心 中に 伏藏 する 思想の 礎 脈 は 悉く 穿ち 出されたり。 支那 二十 

二 朝 を 通じて 顯 はれた る 各種の 思想 は、 德川 氏の 上半期に 於て 悉く 日本に 再現せ り。 創始の 時代 は旣 に？^ ぐ、 今 は 選！^ の 時 

代な り」 き。 之れ 獨 り 春 水に 然り しのみ ならず 山陽に も然 りしな り。 かくて 山陽 は是れ 等紛々 たる 諸 學說諸 1^1^ 統の 中より 己れ 

の 立脚地 を 固むべき ある もの を 探し出さん とせり。 而 して 彼 は 失 Si せざる を 得 ざり しなり。 垂髫の 頃 漢籍の 素 讚を廢 し、 義 

經辨慶 等の 草艸 紙に 股 を 曝した る 彼が in つ 兒の魂 は 遂に 百に 至る まで 變 ずる 事な し、 盛名 一 世に 高 かりし 柴野栗 山が 彼に e» 

て讀 むべ く勸吿 したる 綱目 を讀 みし や 否や を 以てせし に、 彼 は 平然として 大體 に通ぜ るの 旨 を 以て 答へ ぬ。 彼 は 到-底 字 を 

り 句 を 列し、 人名と 所 名と 名代と を 併せ 記して 餘す 事な きが 如き 無意義の 知識に 渴 する 能 は ざり しなり。 而 して 彼 は 遂に^ 

； 9 として、 新 井 白 石 だに 敢 てせ ざり し 1 路を 開拓し、 薪 然として 群小に 卓越す るの 立脚地 を 作りぬ。 ， 

人 は 多く、 『日本 外史』 が 白 石の 『讀 史餘 論』 より 来れる を 難ず。 され ど 白 石 は嚴然 たる 一 侗の歷 史家なら ず や、 而 して 山陽 

は 堂々 たる 一 個の 叙事詩 人に あらざる や。 此事 何の 不可 か 之れ あらん や。 シ， ザ ー を 著 はした るシ ク ス ビ ー ャは其 材料 を 

ブル タ ー ク の傳 より 得しが 故に 不德 なる か。 シ， < クスビ ー ャは ブル タ ー クの 傳が 最もよ く シ， ザ ー 、 カシ ヤス， ブル， タス、 

アン トー 一 ，の 人物 を 描き 盡 して 適切な りと 斷 じたる が 故に 之れ を {E 家藥籠 中の ものと なせる のみ、 山陽 は 白 石の 『讀 史餘論 J 

が 古-米 日 14 の歷 史家が 敢 てせ ざり し銳 利の 眼光 を 以て 深く 時勢の 底 潮 を 徹視し 抉 羅餘す 所な きを 兑、 採って 以て 自家 簡中 

の ものと なせる のみ" 何の 病 か 之れ あらん や。 白 石 は 事 實の眞 相 を直寫 し、 灌カ 推稱の 變遷を 示して、 時に 伎し 人に ii^ し、 

歷史^.|-物に侯せんとする徒輩に項門の 一 針を加へしなり。 而 して 山陽に 至りて は、 全然 其 徑行を 異にせり。 彼 は 的確なる 歷 
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史的 事 實を白 石の 所論に 採り、 己れ は 別に 其 基礎の 上に 歷 史的 人物と 時勢との 最も 趣味 深き 關係 を描寫 したるな り。 白 石よ 

突め、 說き、 論じ、 而 して 叱した るな り。 山陽 は 述べ、 語り、 話し、 而 して 泣きた るな り。 

以上 は 思 軒 氏と 蘇 峰 氏と 愛山 氏の、 或は 思 ひ 及ばざる 所に あら ざり しか。 叙事詩 入と しての 山陽の 技 病の 點は、 又 也 日 を 

俟て 記す る 事 あらんな り。 

尙兹に 言 ひ 添 ふべ き は、 山陽の 『日本 外史』 が 偶然に して 維新 革命の 經典 となりし 事な り。 換言すれば 山陽の 此著は 一 層 謙^ 

なる I 層範圍 狭き 一 層眞 面目なる 彼の 思想に よりて 大成せられ しなり 。偉大なる 入物 は 自ら その 偉大なる を 知らず 。偉大なる 

著述 は 業々 しき 目的 を 有せず して 最も 平凡なる 理由の 下に 完成 せらる &事 多し。 我 之れ によりて 殊に 『日本 外史』 を 偉と なし 

山陽の 人格 を 高し とせ ずん ば あらざる なり。 山陽の 此眞率 誠 實の氣 に 比し 来れば 藤 田 東 湖の 如き 寧ろ 團子 坂の 菊人形の み。 

書して 兹に 至り 筆を收 めんと する 時、 遠雷の 如き 聲 あり。 旣 にして 秋雨 蕭然、 何と は 知らず 我 暗 如と して 淚 を^み r^" 

(sir  John  I.ublsck、s  ",The  Hone  of  r-rogre8B  "•) 略す。 

十一月 二十 曰 u 

馬 可傳十 ni 章。 

此章 聖書 研究者の 最も 困難 を 感ずる 處 なり。 從 来の 聖書 註釋 者に して、 此 章に 完全なる 義 解を與 へたる ものな し。 試みに 

通讀 すべし。 いかに 其 記事 錯綜せ るよ。 主 は M ルサ レムの 滅亡 を 語り ユダヤ 入 を 戒めら る，, かと 思へば 忽ちに して 世の 滅亡 

を 語り 人類 を 戒めら る i もの X 如し。 其 何 節 迄が H ルサ レムの 滅亡に して、 何 節 迄が 世の 滅亡なる か、 如何に 明晰なる 頭腦 

を 有する 人と 雖も 直ちに 此 文章 を讀 みたる のみに て は 到底 區 別し 能 はざる べしと 信ずるな り。 四 福 昔 書 同 一 の 記事 は 馬 太傳. 

と 路加 傳と にあり。 馬太傳 最も 委しく して 秩序 稍，. 整 ひ、 馬可傳 之れ に 次ぎ 路加 傳 最も 簡 なり。 其 最も 委曲 を盡 せる もの 

も、 其 最も 梗概 を拔 ける もの も、 要するに 基督 所 言の 一部分 だに 過ぎず。 唯此 繁簡 異なれる 記事 あるが 爲 めに、 基督の 言が 

III 福音書の 寫し 得ざる 隐 多く を 語られし を 知るべき のみ" 


七 章 を 解す るの 困難 は、 洵に此 如き もの あり、 然 かも 少しく 基督の 如何なる 人な りし かを窮 むれば、 此記車 は 案外に 解し 

易き ものと なり 来るべき なり。 世に 偉人と 云 はる >t 人 は 如何なる 人なる か。 俸 人と は 高く 廣く 深く 見得る 人な り。 物に 就て 

最も 多くの 意義 を發 見し 得る 人な り。 新聞の 三面記事に 殺 入の 件 ある を讀 み、 讀 みて 而 して 一笑に付 する もの は卽ち 凡人な 

り。 俗人な り。 讀 みて 而 して 是れ によりて 日本の 社會の 腐敗 を 看取し、 延ては 人類の 罪悪の 依って 來る所 を 思 ひ、 一 人の 殺 

人 者の 記事に よりて 過去に 於け る 人類の 爭鬪、 國 家の 戰亂、 謀反、 反間、 詐謀、 慘 酷の 歷史を 見る が 如く 念頭に 浮べ 来り、 

尙 未来に 於け る 人類の 傾向 を すら 遠く 深く 豫想 する は、 唯 偉人の みが 能くす る 所な り。 英雄の 朝の 夢 を 語る 詩人に 此 特性 を 

有する もの 多し。 彼等 は歷史 を燒き 去らる とも、 自然 を 透して 人類の 過去と 現在と 未来と を 歌 ひ 得るな り。 彼等 は 無 邪：；. お 

なる 小兒 に、 英维だ も 有せざる 偉 性を發 見す るな り。 彼等 は、 一 片の 草花が 宇宙に 依りて 養 はる X を 見、 是れ によりて 人生 

の歸 趨を說 破し 得るな り。 彼等の 一枝の 花に 一葉の 葉に 葸掛 の淚を 流し 得るな り、 人 は 是れを 兄て 誇大と 云 ひ、 强 飾と 云 

ひ、 無意義と 云 ひ、 無用の 事と 云 ふ。 世 をして 罵らし めよ、 吠えし めよ。 世に 少數 なる 偉人が 罵られ 吠えら る. -は、 固より 

當然の 事に あらず や。 祝すべき かな 罵らる \ 人。 憐れむべき かな 吠 ゆる 世 Q 

而 して 基督 は 如何 る 人な りし ぞゃ。 彼 は 俸 人中の 偉人な り。 人類 中の 神な り。 總 ての 人類が 百 尺の 彼方 を 見得る 時、 彼 

の跟は 無限の 彼方に 達せり" 百合の 花に、 芥子 種に、 { 昼の 鳥に、 無限の 意義 を寓 せし 彼が、 如何にして H ルサ レムの 恐る ベ 

き墮 落に 世界の 滅盡を 確 想せ ずして 止むべき ぞ。 十 間 四方に 餘れる 自然 石 を はて 積み上げ たる 巍々 たる 聖 殿の 中に 聖式を 司 

りつ >t ある 僧侶が、 惡 魔の 奴隸 なる を 見た る 時、 人民 を 治むべき 有司が 我利 を 最後の 目的と する 醜 奴なる を 見た る 時、 基^ 

の 眼中に は倏忽 として 一 の 石 も 石の 上に 圮 されず して は 遣らざる 聖 城の 滅 落の 現じ 来りし と共に、 人類 其 者の 最後の 審判 は 

歷々 として 現じ 来れるな り。 兹に 於て 彼 は 毫も 躊隨 する 事な く 盛大 繁榮を 極めた る H ルサ レムの 城 を 指し 最も 汚 濟と見 ゆる 

大膽 なる 豫言 をな し 給 ひぬ。 紀元後 七十 年 ティ ヮス、 ュルサ レム を圍 みて 重圍 永く 解けず、 城 中の 人 は 綾々 死亡し、 死：^. w?- 

を發 して 放置す 可から ず。 城外なる 敵中に 毎日 投 ずる 所 實に六 萬 人 「弟 は 兄 を、 兄 は 弟 を 死に 付し、 父 は 子 を， 亦 子 は その 

1 九 〇 I 年  一 九 一 


有 鳥武郞  蕖 ig- 九卷  - L  ^ 

は、 最も 禱たる筆に 彩られて A 月 i ルサ レ秦 f  i せられぬ" 蠢 

門！ M^q^^ は餘 りに 正確な りき。 人類の 滅亡， 義 SW に 就きて 尙 且つ 疑 ふ もの あらば、 彼 は f 抉りて 之れ を 東 

此 章の 磨が、 一 見 霧して 秩序 を 失へ る 如き 所 似 は、 此に 到りて I に 氷解 せらるべし。 

十一月 二十四日" 

馬可傳 (十四 章 ：- 0. 

I ある 婦」  ベ タ II ャの マリヤな り； > 

「蟥 石の 盒に價 高き ナ ルドの 香膏」 

響 は is 物の 根より 製す る ものにして ヒマラヤ 山の 高峰に あら ざれ II。 非常に 濃の もの こ 

^  u^n.- §a 王者の I 式 等に f 多く 使用せられ たる ものにして、 ？ 

民され 皇るカ 如 II くな し〕 多く は薩 なる S 製の 小罎に 盛りて 印度より 輸入し 來る なり。 しのう 

膏"ハ1用"？""：；4ぽ；^,へる如く導！！製の罎に入るが故に、|の|にょれば注意して其罎の寄開き香. 

jJJO  MIJfu  のなる べし。 然 かるに マリヤ は 之れ を 破り て惜愛する 所な かりし となり。 

四ぎ 以下。 基督の 死 近つ きぬ" 震なる 藝は旣 に 悉く 之れ を 知り 給へ り。 I6^^jln<u^  ^ 

g 囊を 感ぜし ならん。 何と なれば、 l^cf  B^H--?^  5  H  _ 

i  'c.  i  .^^{-^isf し5ォの111^を旣に愛し 終りに 至る まで 之 を 愛し 給 ひ」 たれ ズ.？ 

、し t^If れんと する 憐れむべき i なる 羊 は、 嘗て 此事 ある I ひ 及ば ざり き lis 痛 くぞ 給 

：; "の？ あり。 彼女 は エルサレム I ベタ； に 住み、 よく エルサレムに 起る禱を詳 知す""： f き愛而 は 

て 彼女 は 1 Ian なりし が 故に、 彼女の I な I 情と 藝を 敬慕す る f と は、 よく 基督が 自ら 知り 給 ひし 


如く 基督の 死を豫 察せし にあらざる か。 彼女の 優しく、 强く、 鋭く、 深き感情は利鏃の如く^：^むを刺しぬ。 鳴 呼 主^ 巧 

是れ實 に 彼女の 熱愛せ し 兄弟 ラザ a を 死より 甦らせ 給 ひし 人な り。 マ ルタに 諭して、 如何に マ リ ャが 己れ を 愛する か を 知 

らしめ 給 ひし 人な り。 彼女 は 實に云 ひ 能 はざる 煩 慮に もだえぬ) 我々 が 救 主に 何を爲 すべき か。 是れ 彼女が 最も 苦心せ し 

所な り。 マリヤ は 固より 基督の 敎 ゆる 處に從 ひて 信仰と 實 行の 生涯 をな す は、 基 普の 最も 喜び 給 ふ 所なる を 知りて、 之れ 

を爲 したりき。 然 かも 彼女 は尙何 をか爲 さんと する の 熱情 を 禁ずる 能 は ざり き。 かくて 彼女 は 千 思 离考の 末、 女らしき 結 

論に 至りぬ。 恐らく は 多く 富める ものなら ざり しならん" 彼女 は 彼女の 有する 凡て を寶 りぬ。 而 して 彼女 は 之れ を 以て ナ 

ルドの 香膏を 買へ り。 別離に 臨み、 其 人に 塗る に 香 膏 を 以てす。 嗚呼、 何等の 擬 しき 美しき 行爲 なる ぞ。 是れ 直ちに 一個 

の 詩に あらず や。 

シ モンの 家に 變 食 正さに 酣 なりき。 }^ き將 來に受 くべき 基督の 苦痛 を 悟らざる 弟子 等 は * 共に 相權 語し つ、 ありき。 主 

も 亦 其 容貌に は 微笑 を 浮かべ 賜 ひしな らん も、 心中に は 「群の 綿羊 散らん」 と錄 された る 事 を 想起して、 無限の^ 慨に滿 

ち 給 ひしな らん。 此時 一 少女 あり、 靜 かに 主の 傍に 来りぬ" 其 面に は 感激の 紅 ありし ならん。 其 跟には 謝恩の 淚 ありし な 

らん。 彼女 基督に 近づける 時 香 膏の盒 を 破りぬ。 芳香 忽ち 室に 滿 ちて 百花 一時に 薰 ずるが 如くな りき。 彼女 は そ を 11 王 

者の 用 ふべき 香膏を —— 主の 頭に は瀉 がず して 其 足に 瀉 ぎぬ。 而 して 其 美しく 艷 かなる 頭髮を 以て 押 拭 ひつ  > -、 潜 然とし 

て 泣きぬ。 主 は 之れ を 退けん と はし 給 はで 靜 かに 俯 目に 彼女が 爲す所 を 見守り 給へ り。 弟子 等 は 半ば 身 を 起して 此 一 ^ の 

珍事に 呆然た るの み" 嗚呼、 何等 悲痛なる、 高尙 なる、 嚴肅 なる 活賨 なりし ぞ。 

忽ちに して 弟子の I 人 は 不平 を 漏らせり r 此膏を 願す は 何故 ぞゃ。 之れ を鬻 がば 三百 有奇の デナ リを 得て 1^^ に 施す^ 

を 得ん」 と。 列座の 弟子 は 其 有理の 言に 動かされて 亦 其聲に 和し ぬ" 嗚呼 是れ 今日の 社會 學 者なる ものが 現に 稱呼 しつ X 

ある 聲 にあらず や。 

入の 心中に 壟 入して 其 意の 眞を 計り 得ざる 人は災 なる かな。 
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基督 は靜 かに 弟子 等 を 顧み 給 ひぬ、 而 して 其 慈愛に 滿ち たる 手 は、 恐らく は 涙に くれて 跪きつ >f ありし マリヤの 肩の ほ 

とりに ありし ならん。 かくて 穩 かに、 され ど嚴 かに 宣 ひぬ。 「彼に 係 はる 勿れ。 何 ぞ此婦 を擾す や。 我に 善事 を 行へ る 也。 

食 者 は 常に 爾曹と 偕に 在れば、 爾曹 意に 任せて 彼等 を濟る こと を 5r へし。 我 は 常に 爾曹と 偕に 在らず。 此婦は カを盡 して 

爲 せり。 蓥 しあら かじめ 我 を 葬る 爲め、 わが 身に 膏を沃 ぎしな り。 我 まことに 爾曹に 告げん、 天の下 いづく にても 此福音 

の 宣べ傳 へらる > ！處に は、 此 婦の爲 せし 事 も 亦 其 記念の 爲 めに 言ひ傳 へらるべし」 と。 

基督 敎の 同情と 愛 心と 推 恕とを 知らん と 欲せば 須く此 優渥なる 辭を 再三 熟 誦せよ。 

『轍 鮒錄』 の はしがき。 (明治 一 一一 十四 年 十二月 二十 六日より 衞戌 病院 内の 徒然 を 遣るべく 編みし 雜錄) 

靈か、 肉 か、 我知らず。 鮒 轍の 下に ありて 水に 離れつ- 1 喘ぐ は 憐れむべき にあらず や。 見よ、 其 飽と其 尾に 生命 を 籠め た 

る 力 宿れり。 或 者 今 鮒の 如く 轍の 下に あり。 靈か、 肉 か、 我洵に 知らず. - 

淚 なくて 何に 平和の 笑ま ひ ぞゃ神 鞭た びね 此 弱き 子に 

十二月 二十 八 
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！ 九 五 


^島 武郞. <f; 第 第九卷  一太 六 

昨夜の 風雨 は 今に 忘れ 難し。 宵の 間より 冬 時雨 蕭々 として、 病室の 中 殊に 靜 かなりし が 夢に 入りて 程經 たりと も覺 えざる 

に 婆 婆た る 枕頭の 怪しき 音に 聳 然として 眼 覺 むれば、 朔風に 和し 悽 然として 頭 邊を 掠め 去る に 遇 ひぬ。 旣 にして 怒號 再び 起 

りつ。 屋 北なる 白 樫の 枝と 條と、 宛ら 魔女の 亂髮の 如く もつれ 靡きて、 吹き ちぎられ たる 枯葉 雨と 共に 白壁 を敲 き、 地に 伏 

せる 搖 落の 名殘 悉く 活 きて 風と 競 ひつ V 空 を 打ち 天地 黃 泉の 暗に 歸 りしと 思へば、 虚 {T^ の 一 角より 燒光 蛇の 如く 橫 ざまに 馳 

せて、 怪凄 限りなき 夜嵐の 俤を 2SH5。 忽ちに して 訇然 たろ 雷鳴、 週お たる 風 管、 浙歷 たる 天の 泣 鳴、 洪荒 たる 地の 笑 渦き 

り. M れ去 り、 乾坤 唯 無 象の 大聲に 籠る 事 暫く、 叫び 昂 まり 怒り 競 ひ、 憤 極まりて 稍， >- 平 靜に復 すれば、 疏雨點 滴の 聲の みあ 

やなき 闇の 單調を IgS る。 かくて 狂 ひ、 かくて默だし夢破れ夢に§^^れ、 天と 我と けぢめ 知らぬ まで 怪しき 心 胸に 滿 ちて、 病 

友の 呻吟 時に 痛ましき を 聞きつ \、 日頃 朝づ X の 影 漸く 淡 かるべき 頃に 至りつ。 唯 I つなる 電燈、 今 曰 も 亦 百合の 花の 凋む 

が 如く. 幽かに 幽かに なり 行きて ふ ッと消 ゆれば、 世は尙 冥闇の 深き 淵に 漂 ひつ >f あり。 呪 はれた る 日 や。 今 曰の 晝短か >f 

るべ し。 見め ぐらせ-は 室の 窓の 彼處 此處、 顏 嵐の 襲に 堪へ かねて や 打ち 開かれた る 所 多く、 雨痕鲜 かに 壁に 夜来の 姿 を 描け 

りき 0  . 

かくて 怪しき 風の 競 ひ 雲の た K 丁 まひ、 去りが てに 我が 世に 殘 りて 夕暮に 及びつ。 病友 皆 床 中に 潜みて 天地の 憤怒に 聲を 

飮み しも 憐れな りしが 夕 暮我戀 しさに 堪 へで 廊 端に 立ち 出で たるに、 霉將に 治まらん として 夕陣の 射る 矢に 追 はれ 僅に 東天 

に 屯し、 一面 紫に 暗み たるが 半面 斜めに 爛銷の 彩に 燃えて、 魔 軍、 ミカ エルの 劍 に頹れ 立ちながら 尙矛を 返し 眦を 決した る 

にも 似たり き。 恐るべき 自然の 腕 や、 幾千の 化 相 を 人の 世の 石ぶ みに 刻みて、 塵の 子に は復 見られ ざるべく 永遠の 彼方に 去 

りぬ" 

病み 痰れ たる 身、 され ど 心 は爾か あらせ じ。 我强て 夜の 寒さ を 犯して 又廊 端に 佇みつ。 月 は 今 圓滿無 凝の 相 を 現じて 片葉 

だに 留めざる 無花果の 梢 頭に 翳れ り、 踪 庭影黑 みて 地 影 旣に絕 えたれば、 月と 我と 靜 かに 見 交 はして、 我が 胸に 月の 影、 月 

の 面に 我が 心 魅れ る樣、 死なら ば 永滅の 死、 生なら ば 無限の 生、 月と 世と 我と を 包みて 身 はた だなら ぬ 察 光の. 輕 ii に 被 はれ 


たる 思 ひ 坐ろ なりき。 今日は 聖誨 日な り。 心なき 獵 夫の 鏃に胸 く 賞 かれた る 白 鳩の 如く エリザベスの 許に 流浪 ひ 行ける 時 

よ。 靑 春の 温く 淸く將 た 若き 血潮 只ならぬ 迷に 燃えて、 世を擧 りて 實に 心なの 笑 ひの 中に 衷心 寸々 に 引裂かれぬべき 思 ひな 

りけん を。 災の世 や、 旨 を 知りて 喜び 躍りし は 人の 心 持つ に は尙淸 かりし 胎兒 ヨハネの みなりき。 さはれ 主の 御 乎は譜 むべ 

きかな。 夜嵐 返き 去りて 出で たる 月影、 世に 譬 へん ものな き 如く 夜の 深き に、 カル デァの 牧人 羊のに こ 毛 打 撫でつ、 假睡ょ 

り 驚き 起きて 天軍の 讃歌に 踵 を 廻らして 村に 入り、 東方の 博士 はる <\ と 異象の まぼろしに 導かれ 駱駝の 背に 夜毎の 光 を 打 

仰ぎつ X うまぶ ねの 下に 跪きて より、 聖母に して 聖處 女の 例へ がた なき 尊 相、 塵に 汚れぬ はなき 此 世に 現じて 眞 美の 理想 あ 

から 樣に 我等が 眼 をよ ぎりぬ。 よべの 嵐 今宵の 夕 影、 似たり な 春秋 此にニ 千の 昔の 入の 心。 何とはなくて 胸に 燃 ゆる 焰 なか 

なかに 溫 めら れて淚 さへ 消し 難 かりし かな。 其 夜の 祈。 

Mother  of  God  on  high! 

v\ ひ k.ncel  at  thy  feet,  dear 

Maid  and  Mother 

who  hast  Ijorne  us  cod  for 

cur  ^H0^^^0« -. 

Mother  and  Maid  ！  We  lie 

Hrtre  at  tliv  feet,  who  cry 

fo  thee,  love  the ひ. 

Fraisin^  none  L>ut  the  Lord 

Above  thoo. 

Mother  of  Goers 讓 Child! 

一 九 〇 一年  1 九 七 
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.we,  who  are  colled  by  Ilis  Name, 

wclonp  to  thee, 

we,  thy  children,  chanting 

OUT  ss  to  thee. 

liow  manv  we  pass  auve 

.Through  the  desert  worlds. 

But  vv.itll  thee,  the  Rcse  of  it? 

Bv  thy  fragra 一 ice  stayed, 

.Till  the  dim,  j  archcci  close  of  it 

1 九 〇 ニ年 (明治 三十 五 年) 

1 月 七 

森 本 兄の 手簡 を 得、 返事に 籠め て 经れる 詩 

夕暮 病の  窓に よりて 

紫に さ ゆる  空の あなた 

氷りて ながれぬ  ちぎれ 雲の 

冷 かなる 色  眼に は 見れ ど 


き 


あやし や 睫に 

何に 燃 ゆらん か 


湧く 淚の 

あつく あっき 


百餘 里の 北に 

靑春 のいた み 

雄々 しき 口に も 

星の さ 11 やきに 

ひるま を ゑ まひ に 

堪 へ で や 今宵 も 


ひざ まづ きて 

胸 を 射る に 

なげき 持つ 子 

耳 力た J け. 

つ- -む淚 

そ乂 ぐら.， P よ 


さはいへ 更け 行く 

いたまし きまでに 

我に セル ピムの 

上 億 千里 

星 をば 淚に 

我 も 人の 子 や 

あっかる 淚は 

妹に 堇を经 ると て 

{へ& に は 星 

I 九 〇 二 年 


{t^ の 冬 を 

光 さむき 

翼 あれな 

馳せ のぼりて 

あた X めん を 

君 あはれ め 

と はに あれ ど 

地に は堇 


九 
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M  t  ^  君の 優しき かほば せ は 


二 〇0 


明星の かど やき 

壺堇 のに ほひ 

空の あけぼの を 仰ぎ 

嗚呼 朝の 空 

嗚呼 朝の 空 

いか なれば 涙 を 誘 ふ 

堇 しぼみ 

星 も 散りなん 

はかなみ ますな 

悲しき は 人の 命 

(寫ホ ；畫 二葉 略す。) 

レ. I シ .>•、 グレ. I  (w-nlswcrth) 

グ レ ー の 歜ふを 聞け るし ば 

荒野の 曉を 過り て は 

其 姿 を さへ かい ま 見し 


君の か たき 操 は 

我 君 を 忍ぶ 毎に 

堤の 春に 俯す 

春の 堤 

春の 堤 

春 逝かば 

此世 亡くせば 

さはれ 我が 愛づる 者よ 

泣きます な 

歐きは 命の 入 


親しき 友 もな く て 其 少女 

目ぢ 遠き 野末に 住みぬ 


人の子の 軒に は 稀れ や 

美 はしき 面 は 心 

今も尙 みどりの 上 

戲る >t 子 鹿兔は あれ ど 

グレ， 'の 笑顔 は 

見えず なりぬ 

「今宵 を 嵐 騒がん に 

我が 兒ょ 市に 出で i 

母上が 歸る さの 道 

とぼし 火に 照 せ」 

「か しこみぬ 父上 

御寺の 鐘の音 二 つなれば 

尙 夕に は 程遠き を 

まして 晝 月の 影 かしこ」 

かくて 父 は 鎌と りあげ 

I 九 〇 二 年  二 〇1 
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薪の 束の 緒 を 切り 

い となみに 就き 

グ レ ，は 燈の器 もたげつ 

牝鹿も 若く まじな 

享樂の 足 どり 

蹴 立つ る 粉雪 は 

煙の. S 

時 蓮し 暴風 は來ぬ 

野 越え 岡 越えさ まよ へ ど 

哀れ 市へ の 道は絕 えて 

錢れ むべ し 父と 母と 

1 夜 を 遠く 呼び 求む るに 

たよるべき 聲も 

影 も あら ず 

東 明 近き 岡の 上 


〇 


二人 佇みて 見渡す 野路 

彼等が 伏屋に 程近き 

板の 小 橋の み黑く 小さく 

<W とめ  ， C 

少女の 小さき 足跡 

雪に しるき を 母 見出で つ 

「逢瀨 御 と 二人 泣きて 

家路に 向 ふ 姿 伏目 

岡の 蹈危 きを 降り 

二 入 足跡の 行 衞を追 へ ば 

. ^れし 木槿の 籬 越えて 

石の 垣根の 長き に 沿 ひ 

やが て は 廣野を 遠く 過り 

消 え もせず 失せ もや ら で 

果て は 小 橋の 橋 抉 

雪白き 堤 を 二人 

1 九。 二 年  ：〇=J 
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1 つく に 跡と め來て 

撟 のなかば となれ るに 

甲斐な しゃ^ は絕 えぬ 

さはれ 今 瘤 里人 は 云 ふ 

「美 はしき 彼の 子 は 生けり 

寂寞た る 野の 上 

其 姿見る を 得べ し 

野 を 越えて 山 を 越えて 只 li り 

か へ りみ もせず 少女 は 行く 

吹き 起る 風の まに /、 

歌聲 のうら さびつ &」 と。 

在營 囘想錄 

十 一 月 十 1 一一 曰。 去年 士 一月 一 日 兵營に 入りて 殺生の 器 を！^ りて より 兹に I 年 を經、 我 は 再び 机に 對 つて 書に 親しむ 阿 蒙と 

なりぬ" 


一 年の 經^ 容易に 他者の 爲す能 はざる 所、 直接 間接に 得た る 所 如何に 多 かりし ぞ やと は、 我が 友 等の 等しく 我を迎 ふろの 

辭 なり。 嗚呼； 仰と 知識との 3? 兒ょ、 汝は 赤面の 外に これに 答 ふべき 何物 を か 持つ C 

され ど 全能の 手 は、 我の 恐れて 担む にも拘らず、 我に 强 ひて 我 を 泣かしめ 給 ひし 事 ありき。 我に 强 ひて 我 を 笑 はしめ 給 ひ 

し 事 ありき。 我 自ら 我が 生の 餘 りに 平凡なる を 厭 ひて、 日記に 筆秉る 事を廢 せんとし たる にも拘らず、 今年の 0- 記に は @r1 

頁の 墨 一 M あり。 我に とりて はこれ 奇鎮 なり。 いで や I 年の 過去 を囘 顧して 我が 神に 悲しき 纖 悔を捧 ぐ" 罪 を 資め得 給 ふは獨 

り 神の み。 罪 を 許し 得 給 ふ も獨り 神の み。 嗚呼 我 何處に 行かん や。 世の 費 我が 傷口 を埋 むる に 足らず。 ^の智 I： 莪が 疼痛 を 

忘れし めず。 世の 名 我が 苦悶 を醫 すに 足らず。 神に 行かで 嗚呼 我 何處に 行かん や。 

十  一 3. 十五 B。 今 も 忘る 能 はず 十 一 月 III 十 B の 夜" 余 は 『聖書 之 研究』 に 投書すべき 『札 幌獨立 敎會」 の 草稿 を訂 .r^ し、 

これ を淨寫 せんが 爲 めに 翌朝 三時 を 過ぐ る 頃に 至りて 寢に 就き、 僅かに 眠りて 服覺 むれば 階下の 厨に は 灯 を 酷して 朝〈= ^の川 

意に 忙 はし。 旣 にして 二三 经 別の 人 來り、 余 はこれ 等の 人と 弟 等に 伴 はれて 家 を 出で ぬ- 

泣か じ 笑ま じ 石と ならず ば 一 歳の 況を 何に 堪 へん や 我が身 

此 曰天氣 晴朗 曉寒 骨肉に 通りて 引き 緊 めら る、 が 如き 心地 寧ろ 潔 かりき。 我 は 今日より 凡ての 自 おより 斷 たれた る X  X に 

入り、 腕と 足と に 不生產 的の 汗 を 滴らせざる 可から ず。 我が同窓等が將又世界に於ける我等の同裴が其全カを^^して己れの 

向 ふ 1^ に馳 する 時、 我 は XX にあり て 我が 腦を 縛せられ 我が 心 をから めら れ ざる 可から ず J これ 國 家に 對 する 義務な りと や。 

國 家と は何ぞ や。 同家に 對 する 義務と は何ぞ や。 

國 家と 云 ふ もの 程 意義の 邈漠 たる もの は あら じ。 虚榮 心と 利己心と に滿 ちた る 太古 以来の 習慣に よりて 成立せ ろ 所 S 家 

なる もの は、 今も尙 恐怖すべき 權 威の 笞を 握れるな り。 彼 一度 其 手を擧 ぐれば、 親 を 有し、 子 をお し、 友を^^し、 而 して 祌 

を 有する 人類 は 幾 十 入 幾千 人、 恰も 刈られた る稻の 如くに 斃る k なり。 而 して 國家は これによ りて 其 生存なる もの を 保^し、 

其國家の人1^^と稱せらる.-ものは、 己が 同胞の XX  XX れて 倒れ 居る を兑 つ」 己れ の 生存の 安全 を たるに^ 喜して ra: 家 

1 九 〇 二 年  ，  一一 〇 五 
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保護の 優 匿なる を； €i ^するな り。 かくの 如くして 此 小なる 地球の 表面に、 兄と 弟と は蒈て 其の 爭を 解かず。 神の 前に 親しき 

幼兒 たるべき 人類に、 悲しく も 劍を秉 り 銃 を 杖つ き 遇へば 相殺し 離 るれば 相駕 り、 寸時 も 其 唇より の 聲を絕 たざる なり。 

餓ゑ たる 隱 も 凍えた る 雀， ゲ 見れば これ を 殺さず して 却て 溫 むるな り。 飢ゑ たる 獅子に も 弱き者 を憫 むの 情 は あるな り。 然る 

に 如何 なれば 人よ. 汝は汝 の 隣人の 血に 渴 する ぞ。 汝は 何者の 呪 を 受けて 汝自 身の， H に 飽かん とする ぞ。 汝は 何故に 汝の弟 

を 殺せる や。 汝は 何故に 汝の妹 を剌 せる や。 汝は 何故に 此殘虐 をな して 覺る 事な く- 相 笑 ひ相慶 し、 汝の 同胞の 死 骨に 三度 

笞を 加へ て而 して 相 笑 ひ相慶 する t 汝が其 兄弟 を 殺し、 其 傷口より 流れ出 づる 血を^り つ、 其 持てる 劍の鋭 さ を 感謝す る 

の 祈 禱 は、 見よ 天に 迄 揚げられたり。 

汝此 如くして 猶 恐れざる は何ぞ や。 國家 あれば なり。 無政府主義の 人 は 云 ふ、 政府 を廢 せば 平安 地に 來 らんと。 社會 主義 

の 人 は 云 ふ、 富 を 平均 すれば 平安 地に 來 らんと。 共和主義の 人 は 云 ふ、 共和政 を 布 かば 平安 地に 來 らんと。 專制、 王 義の人 は 

云 ふ、 專制を 布 かば 平安 地に 來 らんと。 總て 非な り。 これ を 以て 平安の 天に 成る が 如く 地に も： i らしむ る 事 能 はず。 蚊帳の 

中に 蟄居して 天下 蚊の 跡を絕 てりと 云 ふ もの は汝 等な り。 

<f 能の 主よ、 爾は我 镯りを 創り 給 はず。 我 をして 愛せ しむべく 我が 隣人 を 賜へ り。 而 して 我 は恩怨 i つ 乍ら なき 彼に 對し 

矛 を；^ りて 彼と 相 敵視せ ざる 可から ず。 握手に 代 ふるの 罵詈、 接吻に代ふるの^^鬪、 何等の 矛盾 何等の 不慈 何等の 罪 惡ぞ。 

人と 人と 相爭 ふ、 世 はこれ を責 む。 會 社と 會 社と 相 爭ふ、 世 はこれ を責 む。 國 家と 國 家と 相爭 ふ、 世 は 謹 しんで 沈 默を守 

ろ。 何の 權咸國 家に あれば よく 斯の 如くなる を 得る や。 返き 去れ 惡魔！ 八の 子 を 無み する もの！ 

而 して 國 家に 對 する 義務と は、 此國 家が 命ずる 所の もの を爲す を 云 ふ。 換言すれば 「無」 の 命ずる 所の もの を 爲すを 云 ふ 

なり" 我 は 「無」 によりて 命ぜられ たる 大日 本帝國 の名譽 ある 二等 卒 となりぬ。 

聖 なる 哉。 「無」 の 我に 與 へし 所の もの。 我 は 旣に肩 を 垂れて 市を往 くの 愚 をな す を 用 ひず。 我 は 特別に 聖別せられ たる 國 

民の  一^ 級な り。 我の 爲す不 道 德は隨 分 甚だしき 程度まで 間 はれざる なり。 我に 要する 唯一 の 能事 は、 ，鼴 を 殺 T よりも 容易 


に 我が 兄弟の XXX  XX 事な り。 我 は 神の 面を畏 る、 の耍 なし。 上官の 命に 唯々 たれば 足れり。 鳴 呼 我 は：^ を^まざる 能 は 

ざるな り。  一 

十一 一月！ 1 十九 B。 主よ、 放蕩なる 汝の 第二 子 は 再び 汝 より 離れ 去りぬ U 彼 は何處 にさ まよ ひし か。 彼 自ら これ を 知らず。 一 

され ビ皮 ま. 美食して 心餓 ゑ、 暖 衣して 靈 寒く、 善 住して 魂戰 くを覺 えぬ。 彼 は 語るべく 多くの 口と 鋭き 舌と を與 へられ たれ 

ども、 彼の 聲 悉く 血と 涙な かりき。 彼の 立てり し 所 は 苦 咲き 滿ち たる 廣野 なりし かど、 其處 に芬杳 なく、 軟風な く、 胡蝶な く 一 

小さき 蟲と獸 となく、  {昼 に濕 ひ、 地に 暖か 味な かりき。 彼 は 美しと 思 ひぬ。 され ど內 なる 入 痛く 憂へ て 寂寞と 悲痛と をお ぐ。 一 

彼の if けたる 饤屢々 搖 がんと す。 憐れむべき 彼 は 再び 主の 御前に 歸り來 り 小さき 其 頭 を 俯せぬ" 七 度 を 七十 倍せ るまで 罪の 一 

子の 罪 を 許し 給へ。 主よ、 願く は 彼の 悲しむべき 放蕩 を 許し 給へ、 而 して 彼の 口 を 一 となし、 彼の 背に 笞を 加へ 給へ。 彼 S 

び聲を 擧げて 彼の 纖悔 を績 くるに 至らん"  一 

今 正に 十二時 二十 分 前な り。 寒咸 SI ろに 膝 を 襲うて、 心戰 く。 我が 弟旣に 眠り、 灯の み滋々 として 夜と 相^け り U 我が- ^ 一 

至りぬ、 主よ、 我が 肇を 動かし 給へ。 嗚呼 我 は 唇 を 嚙 まざる 能 はざる なり。 形 ありて 心なき もの あり。 人 これ を 何と 云 ふや oi 

V 二 ありて は卽 ち痴、 物に ありて は卽 ち虚、 世に 用な きもの. -最 極なら ず や。 嘗て 人 國家を 有しき。 嘗て 世 舁の小 部分. y ら 

世界 をな し、 各 世界 他と 交通す る 事 容易なら ざる 時に ありて 無名の 國家は 成立せ り。 而 して 此國家 遂に 名 を 生じ、 描 成 を 生 

じ、 XX を 生じて 今日に 至りぬ。 され ど 主よ、 顧み 給へ。 名と 機 威と XX と を 孕みた る 母 は旣に 死して 名のみ 殘おヌ ，なり。 

而 して 人 は 粗忽に も 未だ 嘗て 其 死に 思 ひ 至らざる なり" かくて 曰く、  一 

國 家は嚴 乎と して 存 せり。 人の子 は 其 前に 塵 たるべし" と。  一 

、の 子 は 「無」 の 前に 塵 たるべし とや。 主よ、 願く は虚に 歩む もの を覺 して 彼等の 足 地を蹈 ましめ 給へ。 彼等 をして 國 家の 一 

今に XXX を 悟らし め 給へ。  一 

我 かく 叫べる 時、 主の 隱高 きょり 聞えぬ。 聞け 汝に深 傷の 如き 罪殘れ り。 國家は 汝の疵 の 上に 生じた る假 皮な り。 汝の i 

.  1 九 0  二 年  二 0 七 
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廢 されん 時 汝の假 皮 亦 自ら 落ちん。 默 して 再び 汝の內 なる 罪 を 見よ。 と- 嗚呼：： i 家 ありて 相戰ひ 相爭ふ 何の 故ぞ T 爾曹の 中 

の戰鬪 と競爭 は何處 より 來り しゃ" 爾曹の 百體の 中に 戰ふ 所の 慾より 來 りしに あらず や。 爾 iE 貪れ ども SIT す。 殺す 事 をし 嫉 

むこと を すれ ども 得る 事 能 はず。 爾 曹競爭 と戰鬪 せり。. 一 

十二月 n 一十一 日。 明治 ni 十五 年 遂に 逝く に 二 時間 を餘 さず。 顧みて 過去の 一年 を 思 ふ" 爲 せし 所 何事 ぞゃ" 泣くべき 時に 

笑 ひ、 笑 ふべき 時に 泣き、 寸時 を 侮り 費して 永遠の 面に 摩する 可から ざる 缺陷を 造り、 自ら 感情 を 欺きて 屢 々不退の 路を誤 

りぬ。 今も尙 我れ は 己れ の 力に よりて 事を爲 し、 己れ の 構成した る 思想の 上に 我が 立脚の 地 を 作らん とす。 かくて 汝の爲 せ 

し 所 は 悉く 水泡の み。 虚僞の 上に 立てる もの、 一指 を だに 地上に 印す る 能 はじ。 

され ど 此年は 我に 忘る 可から ざる 年な り U 嘗て 札幌に 在りて 心の 衷に 落された る 芥子 種 は、 我の 懼れ てこれ を 担み しに も 

拘らず 芽 を 吹き 葉 を 生じて 今 は 其 處に紫 美 はしき 影 を 生じて {T おの 鳥の 巢ふ ベくな りぬ" 今 我が 心に 熱して 滅 せず、 我が 沈思 

默考 する 時 矢の 如く 來 りて 胸 を 賞く もの は、 我が 此 世に 於て 联 るべき 天に よりて 與 へられに る 業な り。 我 常に 己れ の 足ら ざ 

ろ を 悲しみ、 神の 御前に 面を蔽 はんとす る 時に も、 我が 衷心に は此事 往来して 全く 止む の 時な かりき。 我は此 一年 これが 爲 

めに 苦しみ， 泣き 且つ 祈りぬ 。一 我の 願 ふ 所 は、 國 民に 眞 正の 趣味 を 解せ しむる にあり。 國 民が 天と地との 意 を 知り、 天と地 

と を 主宰し 給 ふ 神 を 知り、 我等が 父の 前に 願 を 垂れて 我等と 子孫の 未来の 爲 めに 正義の 汎き事 水の 地を蔽 ふが 如からん 事 を 

祈る にあり。 哲學の 深奥 も、 美術の 極致 も、 文章の 大觀 も、 事業の 成就 も I 片の 堅固なる 信仰の 前に 何者 ぞゃ。 我 若し 信仰 

に 進む を 得 ずん ば洵に 我が 衷の 人醫す 可から ざる 痛み を覺 えん。 

昨日 我が 愛する もの 来りぬ。 我 は 彼と 神 田 を 逍遙し つ、 华 日の 淸談に 耽りぬ。 彼 は 我と 共に 敎 育の 事に 從事 せず やと 云 ふ。 

我が 心 は 我が 口より 前によ しと 云 ひぬ。 洵に彼 も 我 も 全能の 前に 無よりも 小な り。 然 かも 顧みて 我等が 過去に 導かれし 生涯 

を 見れば、 洵に 攝理の 御手 明瞭に 我等が 肩に ありし を覺 ゆ。 人 は 常に 我等 二人 を 呼びて 偏屈と なし、 高蹈 となし、 無情と な 

し， 偽善と なすに 至りぬ。 我等 焉ぞ敢 て 他の 罵詈の 中に ありて 晏如 たる を 喜ばん や" 然 かも 一片 主の 御手 を 身に、 沁みて 覺ゅ 


る 時、 我等 は 凡て を摄牲 となし 得て 餘り あるな り。 主 は 我等に 此勇氣 を與へ 最もよ き 道 を 歩まし め 給 ひぬ U 我等 を 願 はざる 

に 起し 給へ る 主の 聖旨 を 思 ふ 時、 主 は 必ず 我等に 他人の 企て 及ばざる 所の もの を爲 すべく 命じつ X あり 給 ふ を 感ずる を 禁ず 

る 能 は ず。 我等 若し 立た ざれ ば 主 の 前 に 罪人 の 首な り。 

加 之 我等 少しく 周 圍 を 顧みる に、 洵に 我等の 道を步 まんと する ものな し。 我等に 百倍 千倍せ る 知識 を 有する もの あり。 然 

かも 彼等 は 彼等の 功名に 忙 はし。 我等に 百倍 千倍せ る 富 を 有する もの あり。 然 かも 彼等 は 彼等の 貯蓄に 忙 はし 鳴 呼 何者か 

其 凡ての 假面 を脫し 迷へ る 羊 を 導く 牧者の 僕た らん も のぞ" 我等の 劣才 實に其 選に あらず。 顧みて 共 人 を 求 むれ ども 得ず。 

人の 立たざる 時 我等 若し 立た ざれば 主の 前に 罪人の 首な り。 、王よ、 我等 をして 眞に 内部の 深奥よりの 聲に M き、 我等が 此 世に 

盡 すべき 職務 を發 見せしめ 給へ。 實に野 は 色 づけり、 我等 召されて 刈 手た るべき 自覺 何者 も 奪 ふ 可から ざる を せしめ 給へ。 

懼 るべき 運命の 汀に 立ちて 我が 小さき 靈戰 きに 堪 へず。 主よ、 力 を與へ 給へ。 

主により ての み 我等が 語りし 事業 は 遂げら るべ し。 其 他 何者 もこれ を 成就し 得ず。 そ は 力の 源 は 唯 主により ての み 護ら る 

れば なり。 

昨 曰の 午後 神 W の 市街に、 市人 は 歳暮の 多忙に 足 を 空に して 東奔西走 せる 時、 緯 isf 經馬 校の 機上 を 走る が 如き 時、 粗 衣白 

面の 二 書生が 相 語り 相思 ひし は 決して 無益の 事に あらず。 世に 何者 もこれ を 知らず、 唯 神と 我等の みこれ を 知る。 願く は聖 

鞭 我等 を 追 ひて 我等に 眞の 道を步 ましめ 給へ。 

嗚呼 思へば 一年の 憂 思 多端な りしよ。 家 安 君 死し ぬ。 壻田君 病みぬ" 兄 は 遠く 仙臺 にあり、 我 は ih: へ營 の； 2： に 起居す。 我 時 

に 夜 立 出で \怪 魔の 如き 大 建築 を 見、 腸 を 絞る の淚潸 然として 云 ふ 可から ざる 寂寥 悲愁の 念に 打 たれし 事 あり。 我が 憐れむ 

べき 妹、 我が 悲しむべき 足 助、 痛むべき 孤 女、 歎ずべき 病婦、 嗚呼 而 して 我が 鈍り 腐りた る 心！ 我 幾度 か、 然り幾 .1:^ か 主 

の 前に 血涙 を 流して 我の 病みて 復び 起た ざらん 事 を 祈りたり しぞ。 . 

され ど 主は尙 我を^に あらしめ 給 ふ。 我 若し 立た ざれば 主の 前に 罪人の 首な り。 
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聞說ジ ヤン， タ， クの 起ちて 佛蘭 西の 億兆 を 救 はんとせ し 時、 彼女 は 彼女の 淚 涸れん と 見る まで 泣きぬ と" 嗚呼 我 彼女の 淚を 

知る。 主 また 我 を 願 はざる に 起して 此 悲しき 淚に 咽ば せんとし 給 ふか。 

嘲笑と 罵詈と 迫害と 而 して 恐るべき 失敗；：： 夜の帳 我が 睫 を K する 如く 是 等の もの 我が 內 なる 人 を 1; す。 

嗚呼され ど 我 これ を縷々 として 何せん や。 凡て は 聖旨の 中に あり。 我に 他人の 滅ぼす 可から ざる 懂喜 あり。 主 こ を 祝福し 

給 ふべ し。 

年よ 去れ、 年よ 来れ、 我等の 前途に は 月と 日と あら じ。 

凡て を 主に 任せん。 願く は 来る年 も 亦 小兒の 祈を爲 さしめ 給へ" ァ， ヌン。 

主よ、 再び 我 をして 一 年の 囘 想と 饞 悔 とに 筆 を 取らし め 給へ。 我 此聲を 聞け る 時 自ら 衷に思 ひ 巡らしぬ。 實に然 かなりき。 

人類に 罪惡 あらん 限り 國 家の 存在 は 巳む を 得ざる 事に 属す。 實に然 かなりき。 これ 凡ての 結論に あらず や。 然り飮 酒 博突姦 

淫に 親しまん とする もの は、 他者に 勝りて 重き 荷を擔 はざる 可から ず。 蟻 を 砂 中に 陷れて 餌と なさん とする ァ リヂゴ クは自 

ら 暗澹たる 砂 中に 蟄居せ ざる 可から ず。 これ 悲慘の 極な り。 これ 姑息の 極な り。 

我 國家を 何に 譬 へん や。 XX の 蓋の 如し" 入 は 凡ての 惡愁菲 惡を此 に 集め 此に其 惡性を 擅に すれ ども、 其 臭 を 漏らす 事 遠 

から ざら しめんが 爲め卽 ち 國家を 蓋と なして これ を 蓋 ふなり。 又 國家を 何に 瑜 へん や。 白く 塗りた る 墓の 如し" 我等 其 外 を 

見て 莊 厳と 威 嚴 とに 打 たれ、 これ を發 きて 唯 白骨と；^ 灰と 不淨と を！！ 1^ る。 古より 國 家の 眞理を 追 ひて 納れ ざり し 事 幾度 ぞゃ" 

され ど 全能の 手 は、 我等の 測り 知る 能 はざる 攝理を 彼等の 上に 置き 給 ひぬ。 

今上 野の 鏡 鳴れり。 正に 十二 點レ 神秘なる 時限 は 昔 もな く 裳 を 移して 明治 三十 五 年 永遠に 我等の 知る 可から ざる 彼方の 過 

去に 去りぬ" 三十 五 年 今 逝て 我等 は 彼と 我等との 距離 幾 干なる か を 知ろ 能 はず。 畏懼に 餘る 永劫の 海よ、 音な く 光な く、 際涯 

を 知らず 深度 を 知らず。 其處に 生な く、 其處に 死なく、 忽ち 時限と 方 處とを 混 溶し 去りて 寂寞 暗澹と して 我等が 脚下に 澄めり。 

彼等 は 自ら 設 はたる 萍に 入れり。 彼等 は 最も 强烈に 其 菲惡を 擅に せんとして 國家を 造り 而 して 國家兹 に 相對峙 して 却て 互 


に 相 掣肘す るな り。 

然か もこれ によりて 思想の 自由 は 束縛せられ、 行爲の 自由 は 束縛せられ、 衆議 (俗議) の 前に は 凡ての もの 竊牲 とせんる。 

我斯 の如キ 所に sis るに 堪 へず。 これ 豈 人生の 定住な らん や。 

罪惡に 住まん とする もの をして 斯の 如き 所に 居らし めよ。 卞， よ、 我等 豈斯の 如き 所に あるべ けんや。 惡^ 彼 處に笏 を-取れ 

り。 我の 居る を 冀ふは 天使の 讃歌 高く 淸き 所」 

我 かく 叫びて 默 せる 時、 聖き 者の t 復高 きょり 聞えぬ U 聞け 汝 傲れる もの、 行きて 神の恙 羊 を 兌よ と。 

嗚呼 神の 羔羊、 彼の 靴の 緒 を ヨハネ だに 解き 且つ 結ぶ 事 を ST すと 云 ひぬ。 而 して 彼 は 何事 ぞゃ、 人類の 凡ての 罪悪 を 其 身 

に 負 ひ 給 ひ、 凡ての 罪惡を 彼に 歸 せし 人類 全般 を惡 まざる のみ か牝 鶴の 其 雛 を 翼の 下に 集む る 如くし 給 ひし 事 幾度な ろか を 

知らず。 而 して 彼等 尙 悟らず して 彼 を 十字架に 擧 ぐる や、 彼 は 彼等の 爲 めに 天父の 智恕を 祈り 給 ひき。 

かくて 彼 は、 人類の 罪 S{ は 人類 全！^. の連帶 責任なる を 明かに し 給 ひぬ。 

萬 軍の 主 エホバ、 小さき 者 遂に 御 旨 を 了し ぬ" 恨 悔の淚 今更に せき あへ ざるな り。 嗚呼 我 小なる 事に 迷へ り。 

基督の 十字架 而 して 我が 一 年に 足らざる 軍隊生活、 我 は 比較して 此 二者 を 列ぶ るの 恥 かし さに 堪 へず。 

感謝して 我が 一 年 を 我と 我が 兄弟との 罪 惡の爲 めに 棒ぐ- 

^纖. 缺 に殘 さず 晴れて 霧 靄 輕く地 を 白めぬ。 幾 百 千の 靈 魂が 畏る畏 る 眠りて 審判 を 待てる 山 慕 地に は、 . ^白黄 ^の这 

街 翻々 として 飜り、 ，经ら る、 もの は 勇ましげ なる 中に 無言の 寂寞 を 包み、 逡る もの は名殘 惜しげ なる ドに 一 ^の輕 侮, V 以て 

來る。 赤き 兵營、 白き 墓碑 意味 深き contrast をな して、 其 間に 黄ばみた る 草 生の 低地 迎 なれり" 新せ、 係りのお 士 とに：：：： と は 

其 間 を 縫うて 周旋せ り。 

遂に * 哨 立てる 赤き 門に 入り、 我 は 兵營裡 の 人となりぬ。 門 を 入る 時 顧 望 すれば、 S: 方遙 か. 白 顔！ Tl: 衣 朝 ！• に徵 in" を^へ て 

束 海の 女神 富士 立てり。 
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1 九 〇 三年 (明治 三十 六 年) 

爾曹は 互に 人の 榮を 受けて 神より 出 づる榮 を 受けざる 者なる に， でよ く 信ずる 事 を 得ん や。 

 J.ohn.  v..  44  — 

正月 元旦。 余 は先づ 聖書 を 開きて 開き 得た る 所を讀 みぬ。 而 して 其讀 める 所に は 上記の 句に 深く 引かれた る 藍色の ilcrlillc 

ありき。 余 は 一種の 鬼 氣に襲 はれぬ U 主 は 誠によ きもの を 我に 與へ 給へ り。 我の 自ら 信仰と 稱 して 誇る 所の もの も 主の 前に 

は 人の 榮を 受けん とする もの k み。 鳴 呼 罪の 骨. がらみ よ、 罪 我を產 めり。 天の 奇蹟に 依る にあらず して、 我爭で 救の 道に 入 

る 事 を 得ん。 嗚呼 我が 主よ、 我が 凡てよ、 願く は 此强き 言葉 を 鞭と して 我が 骨の 骨 1^ 笞ち 給へ。 <f 能の 手の み 我 を 地獄の 汚 

镜 より 救 ひ 出し 給 ふ。 我が 血の 如き 罪 を 洗 ひ淸め 給へ。 

一月 二 曰" ？ 0 輪轉 じて ー囘又 ー囘、 遂に 二日 は 来りぬ。 我 は 此日單 身 家 を 出て 孤 想を懷 いて 大 森より 舟に 乘 じて 羽田に 赴 

けり。 波 平にして 鏡の 如く、 我が 紛亂 せる 心 も 稍 i 靜 寂に 歸 して 懂意 自ら 動き、 舟 床に 仰臥して 笑み 顏に 浮びぬ。 舟人 素朴 

無心に して 帆 を 操る。 嗚呼 太古 遂に 達き 過去に あらず。 

羽田に 上りて 忽ち 俗界の 雜閙に 入り、 余の 心 は 塞く 閑され ぬ。 多摩川の 下流 六 鄉の水 海に 交 はる 所、 深山の 靑葉 ケ^ ひし 

泉の 水 濁りて 魚 遊ぶ 海に 入ろ。 自然の 驚く に堪 へたる 奇蹟 も 我に は 何の 思 出 をも牽 かざりき。 

泉 館と 云 ふに 中 食して 匆々 京に 入る" 憂愁 徒に 胸を閉 す、 何故 ぞゃ。 


我の 爲す所 を 顧みれば、 影 を 拾 ひて 城 を 積む が 如し。 虚に 築く もの は 必ず 何の 日 か 自ら 悲しき 報酬 を {nli^ せざる 可から ず。 

鳴 呼 我 救 は れ ん爲 めに 何 を爲す ベ き や。 

姑息 を， 夢む る ものよ 眞 に歸れ よ。 

我 今 曰 兵 營の囘 想を錄 さん ふせり。 され ども 我が 衷心 他の 悲しみ あり。 壬 生に 绘 るべき 詩を爲 さんい 

一月 一一 一日。 朝 兄來り 散策 を 試むべく 誘 ひぬ。 壬 生と 共に 四 谷 見附の 傍なる 肉屋に 到り 中 食 をな し、 ra 谷 停 lal. 場より 汽 に 

乘 じて 大 崎に 到" 步 みて 妙 華 園に 向 ふ U 我等が 心 は 友情に 溫 めら れて云 ふ 可から ざる 聖 快に 滿 されぬ" 妙 華 51 に 入れば 溫. ま 

に 花咲け り。 赛先づ 此處に 訪れし よ。 壬 生 は 再！ n 彼の 氣暢 びた る を 告げぬ。 余 は 痛く 滿 足せり。 赏に彼 は：： 十く も 戴 傷に 悩む 

子な り。 余 は屢々 彼の 痛ましき 面 を 見る" 白面に して 淸く瘦 せた る 彼の 顏は、 時に 其衷の 悲愁 を 包む に堪 へざる が 如き 事 あ 

り。 余の 情 亦衷に 痛ま ざらん や。 余 は 彼に 於て 實に 天才の 固 影 を 見る。 余は黯 彼の 生を此 世に 要す。 主よ 願く は 余 等の 友情 

を 永く 地上に 續 くる 事 を 許し 給へ。 彼が 美 はしと 歎美せ し greenhouse は 下圖の 如し。 (； 1^ に 花園の 丧 あり) 白く 统られ たる 

ベ ンキの ガラス 壁より、 室に 育てられて 靑き 若き 草々 の輕く 透きて 見えた る、 左なる 溜^に 遊べる 鶴の 色の 眞， 臼 き、 共に 新 

派の 色彩 あり。 

我等 堇の數 鉢を購 ひぬ。 高く 潔き 香 人 を 襲 ひて 例へ なく 心 を 熱せし む" 實に花 は 我等の 交 はる 自然の 中 我等が 戀人 なり。 

嗚呼 世に 此 如き 快樂 あるか。 心に 於て 一なる 友 二人と 堇幾 鉢と 共に、 冬より 覺 めんと する 田園の 氣に 浴す。 余 は共處 よりの 

歸路、 人間 若し 許されて 此 如き 生活 を， 途り 得て 死す る 事 を 5!r は卽ち 人生の 秘 義 悉く 發き？ おられた りと 思 ひぬ U 感謝す、 、によ 

淚は 常に 我等の 伴侶なら ず。 黃地は 常に 我等の 住家なら ず。 我等 は 笑みに 到り 得るな り。 我 は 天國に 到り るな り。 

品 川より 馬車 鐵道 によりて 新橋に 到り、 京 橋に 於て 相 別れ、 壬 生と 共に 高木 氏を訪 ひし も あらず。 直ちに 歸路に 就けり。 

余 は 紫の 堇のニ 鉢、 彼 は 白き を 二 鉢 持ちぬ。 芳香 屢々 人 を 驚かす。 我等 はこれ を 愛子に 贈らん として 韓た 美しき 情 に^さる。 

彼 は 余に 歌 を 副へ よと 云 ひぬ。 佘諾 しぬ。 家に 歸れる 時 夜 稍 i 晚か りき。 
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13-四曰。 朝內衬 氏より 肚3 り 来れる "Life  of  St.  Francis  of  Assisi  "  by  Paul  Sabatier を讀 みぬ。 彼 は 十一 I! 世紀の 始めに あ 

りし 人に して、 callte が 文 藝復與 期に 於て 伊太利 思の 想卽ち 歐洲の 思想 を 代表せ しが 如く  St.  Francis も 亦 十三 世紀なる 時 

代の：^ 表 者な り。 彼の 宗敎を 取らん としてより これに 服す るに 至りし 迄の 經歷 は實に 弱き もの 余の 如き を 鞭つ 事 多し" 此書 

の 中 忘る 可から ざる 美しき 尊き 思想 を 下に 掲ぐ。 (拔萃 原文 略す。) 

午後 三時 頃より 山 本に 新年 會 ありて 招かれ 行き、 乾 笑百番 夜の 時 永へ に 逝きぬ。 壬 生 は 今朝 誰に も 告げず して 賛し くも 湘 

南の 濱に さすら ひぬ。 

一月 九 朝、 兄來り 共に 櫻 井女學 校に 鷲 見 孃を訪 ふ。 彼女の 母上 病に 權 りて 身 自由なら ずと 云 ひて 其 服に 悲しき 涙 見え 

ぬ" i 呼 天地の 遣 ilT 汝の假 に 母と 名附 くろ もの も 亦 世に あら ざらん とする か。 汝の 前に 此世 如何に 冷 かなる ぞ、 如何に 贯 

きぞ。 花の 如く 脆 からん 汝の心 これに 依りで 破る.^ 事な きか。 彼女の 上に 雄々 しく 美しき 若き 夫 あれ。 (き 愛の み 彼女 を 再 

び此 世に 活 さん。 

去って 內村氏 を 其 家に 訪ふ。 氏 余 等 を 引きて 平民主義 を 說く事 極めて 勉め、 又 盛に 洋行 反 對論を 主張 せらる。 余 は 常に 彼 

の 前に ありて 口 を 襟む の 外 を 知らず。 彼の 意志 は 彼の 誤れる 思想 を も眞理 ならしむ 0 然 かも 彼が 喟 然として 「我 今 心に 大問 

題 を 持てり、 此涵 濁の 世の中に あり 蠢々 として 砂上に 築かれた る 城郭の 修 縫に 急ぐ が 神の 御 旨なる か、 寧ろ 當 世に 超然と し 

て 深 想の I 端 や 高き より 授 くる は 神の 御 旨なら ざる か、 是れ なり」 と：； ムひ 「嗚呼され ど 前者に 依りて 立つ は 依然として 神の 御 

旨に は あらざる.. ぶき か」 と 佘等を 凝視 せられし 時、 彼の 面 上に は實に 深刻なる 苦痛の 隄 なく 描かれぬ" 嗚呼、 神に 俊る もの 

の 苦、 D 佘等洵 に 同情に 堪 へず。 氏よ 安ぜ よ。 余洵に 世に 價 なきものと 雖も、 神に 召されて 罪に 死せ し 僕たり。 余 若し 兹を返 

かば 日 余 を 侮り 月佘を 罵れ。 神 は佘を 捨て 給 はず。 彼 は 余に 凡てに 勝りて 强きカ を與へ 給へ り。 我旣に 水に 流る. -砂 にあら 

ず。 虱に E はる. t 塵に あらず。 余 神と 共に ありて 余 は 凡てに 勝りて 愛し 得べ し。 願く は 主、 余の 爲 めに 愛に よりて 此靈と 肉 

と を 率 f しめ 給へ。 彼 處を辭 してより 共に 海老 名彈正 氏を訪 ひし かど も 遂に 彼に 面する 事 を 得 ざり き。 此に 愛する ものと 別 


れ余は 松 平 保 男 君を訪 ひて 暫く 相 語り、 而 して 太 田 氏に 到り 新. ま戶 先生の 明日 午前 卞時 京に 入らるべき を 知りぬ。 此夜 余に 

愚かなる もの 、如くな りき (井上 良！ n 氏 來れる 夜)。 

一月 六日。 此 日より 余 は 書架より Faust を 取り 来りぬ。 暇 ある 毎に 繙 かん 爲め なり。 朝 十 時 二十 分 前 新橋 ^に 到る。 

太 田氏旣 にあり。 汽車 は 十 時 四十 五分 停車場に 入れり。 先生 は 非常に 肥滿 して 列車 を 出で 来れり。 兄 は 彼 を 評して r 髮 Sili き 

外國 人」 なりと 云 ひぬ。 實に此 如き もの ありき。 彼 は 直ちに 後藤 長官 を訪 ふべ く 別れぬ。 かくして 兄と 共に 丸 善に 到りて $11 

籍を 見る。 Masinrs  Essay あり、 垂诞 ー11 尺な りし かど 襲 中 一 文 もな し。 遂に 斷 念して 此處を 出で、 神 田に 內§1 ー郞 氏を訪 ふ" 

彼旣 に移轉 して 在らず。 其 儘 家に 歸る。 

午後 家に ありて •  二」 fe  of  St.  Flsnds- の ， Struggle  and  Triumph"- を讀 む" 肉 躍り 骨 動く" 我 も nc.s と共に emotion 

によりて 震へ ぬ" 彼が 赤裸々 となりて 其 衣と 其 金と を 法官に 提出し、 

"Listen,  all  of  you-  and  Imdei.sta. 二  it  well;  until  this  time  i luve  called  pit.tl.o  】32T.anlc-e  my  father,  In.t  l..o\v  I 

des 一 re  to  serve  G..Jd.  ，inls  is  why  I  return  to  hni tu 一 s  m  ney,  fcr  wlv.ch  h" lial-  c-ivcn  lliHself  so  much  trouble,  as  wdl 

as  my  clothing,  and  all  ^^0^  I Ivwe  ha:!  from  him,  for  from 11, ヨ ce;crth  I  de-ire  to  sav  n 一、 thinw  dse  tha.l *  our  ^M.^.-s^^ 

who  art  i!i heaven  ノ *、 

と 云 ひしの 意 氣に讀 み 至りて は 感激の 淚田心 はず 胸に 逼る。 〇 noble  SU1,  ThJU  art  forever  the  shield  of  degenerating  SC218. 男 

らしき 人な りし かな。 

夕食後 山 本を訪 ふ。 始め 愛の みなりし かば、 彼女に 彼の 人の 筆に 成れる 手紙 を 渡し、 悲しく も樂 しき 話頭 二 ni 互の 55 に 上 

りし 頃、 直 良 氏 歸り來 りぬ。 二 入に て 宗敎談 に 入り、 彼 は s§  of  God を 否定す。 余 これ を 肯定して 十一 時半に 至る。 愚か 

なる かな 余。 傳道は 智慧と 論議の 上に あらず、 唯 信仰の みよく これに 堪ふ。 汝の云 ふ 所 今夜 納れ られ ざり し は、 汝 の：：；^ 仰の 

果敢なき 迄に 不足なる に 俊れ り。 汝の 信仰に 培へ よ。  .. 
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一月 八日。 一月 七日の 夕、 兄 佘を訪 ひ、 共に 新搜戶 先生 を訪 ひたり。 先生 は 疲勞と 風邪と によりて 床上に あり。 例に より 

て 快活に 余 等 を 引見せられ たり。 一 別 以来の 甘 話と 苦 話と は 共に 双方の 唇に 上りぬ" 今日は これ 余に とりて 實に 將來の 行動 

を 決すべき 日な り。 佘は 兄と 相 語り 相 一 致した る 責務 を果 すべく 外遊す るの 得策なる を 思 ひ、 これ を 謀りし に 幸に して 先生 

の 夢 成 を gt. こり。 而 して 先生 は 余に l)ll?delphia より 汽車に て 一時間 程なる 地に ある Ilaverfora  College に入學 すべき ケぉ 

てし、 而 して これに 對 する 種々 の 注意 を 與へ給 ひぬ〕 (兄 は Cornell  Uiiivors:ty の 方 宜し からん と 云 はれたり) 余の 將來の 行 

ノ步は 略 決定せ り" 快 これより 大 なる はなし。 夕食の 馳走と なり ii 笑談- おぶ 時に して 歸宅 せり。 

今 曰 朝 電話 あり。 相談すべき 事 あり 來ゎ となり。 余 は 朝 十 時 先生 を訪 ひぬ。 裳 華 房 主人 ありて 暫く 相 語り、 其歸 るに 及び 

て 先生 余 を 近づけて 曰く 「後藤 長官 常に 皇太子に 良輔 なき を褒 ひ、 普通 學 科の 知識 を 有して 然 かも 純良の 人 を 進めん と 欲す 

るの 念 熱し。 適當の 入を認 むる 毎に 余に 謀る。 余 これ 等 を 担 否し 仄かに 告 ぐるに 君 を 以てせり。 今や 殿下の 四 圍俗學 者と 侯 

入と にて 滿っ。 性質の 圓滿 にして 然 かも 確信 ある もの、 其 内部の 行爲を 支配し 得る もの を 要する の S5 なる は 等しく 認 むる 所 

なるべし。 我が 國の 風俗 未だ 上の 下 を 化する もの 多し〕 幸に して 上 改まらば 下の 德に 赴く 事 甚だ 易き もの あらん。 君 これに 

膺 るの 意 なきや」 と。 

是れ 何ぞ俸 匿なる 推薦 ぞ。 是れ 大事 業な り。 大 識見と 大 確信と ある ものに あら ざれば 遂」 よく 爲 すなし。 王者の 師 となり 

て 王者 を 動かさん 迄 は、 余 は 其 周圍の 塵埃と 戰 はざる 可から ず。 而 して 之れ に 打 勝ち得 ずん ば 余の 事業 は 一 抹の 水泡の 如し。 

而 して 何よりも 苦しき は 余が 地球に 於け る 我が 同志 等と 11 隔 せざる 可から ざる 事な り。 余 は 余が 酷 愛する 平民 諸君と 相絕た 

ざる 可から ず。 余 は 華奢なる 貴族的 生. t5 の內 にあり て、 常に 不快の 胸 を 撫でざる 可から ず。 然 かも 我の 力 若し 成功 を收め 得 

ベ くんば、 主の 力 些かな りと も 九重の 中に 震 ふ を 得ば、 然り余 は 感謝して 余の 胸中の 苦痛の 多く を 甘受すべし" 余は滿 身の 

誤解に 遇 ふも尙 滿 足の 感謝 を 捧げん。 主よ、 力なき 僕 御前に 伏して 如何にすべき や を 惑 ふ。 何者か 微笑みて 僕に 之れ を爲せ 

と 命ずろ もの. 1 如し。 之れ 惡 魔の 聲 なる か 又は 主の 御聲 なる か。 嗚呼 主よ 惡魔は 》 々いみ じく も 主の 聲を擬 するな り。 虚榮 


心 我が 耳に 碣く にあらざる か。 野心 我が 心 を 動かす にあらざる か。 僕 實に惑 ふ。 願く は 直き 逭、 窄き道 を 歩まし め 給へ。 若 

し 御 心なら ば 僕實に 主の 御前に 僕の 凡ての 平安と 名 譽とを 捧げ まつらん。 

此 日と 昨日との 中 先生の 語れる 談話の 數片を 下に 記さん〕 

余 問 ふ 「人間に 自由の 意志 は附與 せられた る もの か」 

答 r 然り。 され ども 之れ quality の 問題に あらず して qgntity の 問題な り。 故に 無しと 云 ふ 事 を ST へし、 然して 有りと 云 ふ 

事 を ST へし」 

余 問 ふ 「人の 罪惡を 犯す と 云 ふ、 是れ實 に 難解の 問題な り。 余 は 世に 稱 せらる、 所の 罪人 も 最後の 審判の 日に は 必ず 悉く 救 

はるべき ものなる を 信じて 疑 ふ 能 はず。 人 無智なる が 故に 所謂 罪惡を 犯す のみ。 如何」 

答 「然り 社 會の稱 する 罪惡と 神の 罪 惡とは 全く 異る もの、 如し。 余 は 思 ふ、 神の 前に 罪悪と せらるべき もの 一 つ あり。 卽ち 

人 を hate する 事是れ なり」 

先生 曰く 「余 は 基督教の 特性が self-denial なる を 知る。 而 かも 個人と して 之れ を 思 ふ、 self-denial は 到底 all  round の 人 を 

造る 能 はず。 基督教 主義の 人物の 如何に 接 角に 富みて 不具 的なる よ" 此に 至りて 余 は 希 腿 思潮の 偉大 を 3- はざる 能 はず 余 

は arts  and  letter を 思 度の 中に 入る >i の 極めて 不要なる こと を近來 殊に 深く 感ぜり。 余 は 此點に 於て Cromwell よりも Caesar 

を大 とせ ずん ば あらず。 然 かも 顧みて 思 ふ、 ！^？臘思潮は實に偉大及び難き幾多の個人を生めり。 然 かも その 小 地^ を^ かに 

守る 事 三百 年泯 然として 國 亡びし 跡 を 思うて、 余 は 個人の 團 卽ち國 家に 想 及せ ざる 能 はず。 希臘 思潮 は 個人 を 作れる も然 

かも 克く國 家 を 造りし かに 至りて は實に 疑問な り。 此に 於て 1 個の 個人 を 造らん よりも 一 個の 國家を 安全と なす sesdeuial 

の耍 ある を觀 なんとす るな り」 

余 思 ふ 此說餘 りに 客觀 的な り" 批評 的な り。 眞に 個人 を 救 ひ 得る もの 豈國家 を 叙 ひ 得 ざらん や。 先づ 自己の 心中に^ 驗し 

て 自己の 救 はれた る を自覺 せば、 其 思想 こそ 之れ を國 家に 與 へて 國家を 救 ふべき ものに あらず や。 凡て は 末 • なり。 先づ我 
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が 衷の入 をして 眞に滿 足の 聲を擧 げしめ よ、 國家は 堅く 其 上に 立つ 事 を 得ん" 


先生 曰く 「余の 名 若し 二十 年の 後に 傳 はるを 5r は 余が 望み 眞に 足れり。 明治 史を 繰返して 百年に 記憶 せらるべき 人 を 思 ふ 

伊藤、 福澤、 西 郷 の 諸子の みか」 


午後 松 平 恒雄氏 来る。 彼 は 偉大 さ を 有せり。 佘は彼 を 以て 華族 社會の 一部の 改革 をな し 得べ しと 信ず。 

憐れむべし、 しま子 は 病めり (五日より ヒ 熱 高く して 腸 チブスに 變 症す るの 憂 あるに 依り、 我等が 在りし 學 室に 移 轉し來 

れ り。 病 は 入 を 美しから しむ。 摁樹の 霜に 遇 ひて 紅を呈 する が 如し- 願く は此 恩寵に よりて、 彼女の 心中に 高き より 芥子 種 

の 下されん 事 を" 

壬 生 歸り來 りぬ。 

一月 九 B。 朝 兄 米り 共に 新渡戶 先生 を訪 ふ。 先生 正に 他出 せんとす る 時に して、 今夜 五 時 来れとの 事に て 相 別れぬ。 余 は 

兄と 遊 就 館 を 見、 大橋圖 書 館に 到り 二三の 書を亂 見して 家に 歸 りぬ。 

午後 兄 一寸 他出し、 暫くして 歸り來 る U 壬 生と 三人に て 溶く るが 如き 懇話 をな す。 午後 五 時 先生 を訪 うて 共に 富士見 軒に 

到り 夜食す。 

先生の 談片。 

森 本 問 ふ 「余 等が 一生 を 通じて 爲 すべき 最大の 事業 は of  Christ の宣傳 にあり。 之れ 否むべからざる 確信な り。 然か 

も 其 目的 を 達すべき 手段の 何なる かに 至りて は 迷 多し」 

先生 答 ふ 「A11  reads  lead  to  Rome. は眞理 なり。 而 して 君 は Lut,  which  is  the  shcrte.it? と 云 はんとす るな らん」 

森 本 曰く 「然 り」 


答 「然 かなり。 是れ 實に大 問題な り。 然 かも 齒問試 みざる 可から ざる 大間題 あり、 曰く Is  shortest  roa.l  the  best? 是れ なり- 

吾人よ shortest  road よりも bwst  road を選擇 すべきに あらず や。 而 して ぎ st  road は 入と 所と 時と によりて Mi; る" 故に 余 は 

曰 よんと す There  is  no  best  road  for  all,  but  every  one  】Ias  best  rend  to  rea:h ズ ome. 故に 職業の 神聖 を 確認せ よ。 敎 會の屮 

に 於て よりも 女郎屋の 中に. 大國 への 近道 ある 事 あり (1; 者の 實例ニ 件 ありし)」 

餘談 若干 ありて 辭し歸 りぬ。 嗚呼 余 等 二人 は 又 別れざる 可から ざる 時に 遇へ り。 余 は 彼と 共に 水道 橋 迄 到りて：？^ に 相 別れ 

ぬ」 獨り 寂しく 堀 沿 ひの 道 を 歩みて 心 誠に 暗き もの あり。 如何 なれば 彼と 余との^々 の情此 如くなる" 赏に Emerson は 余 を、 ぬ 

らざ りき。 「戀 愛に は 不純 平凡の 所 あり、 友誼に 至りて は 崇高の 極」 と" 余に 友情の 甘 さあり て 凡ての 物 我が 前に 何物 ぞゃ。 

河 野 氏の 繫 室に 来れる 時、 其 中 灯 點ぜら れ其妹 君なる べし 麗は しき 聲 して vo:al  culture をな せる を 聞きぬ。 ^徊 去ろ 能 は 

ず" 暫く 佇みて 何と は 知らぬ 淚を さへ 零しぬ" 

足 助 君に 書 を 致せり。 哀れむべし、 彼の 笞に惱 む 心、 余 も 亦實に 彼の 如き 時 ありし か。 お々 今 も ^の 如し" 余が E 其 根 

深く して 拔き 難く 醜き 土塊 僅かに 其 亂れを 被 ふ。 余 彼 を 愛せ ざらん と 欲する も 得ん や.' 

St.  Francis の 傳を讀 む。 所感の 句" (拔萃 原文 略す。〕 

一月 十 B" 天 時に 曇りて 冬時兩 はら/ \ と 降り、 時に 晴れて 寒風 牕を襲 ひぬ。 而 かも 夜に 入りて は、 蘊雲 悉く 地平の 彼 力 

に 退き、 風 死し 星 輝きて 天地 永久に 靜か、 月 も 亦 天上 高く 澄みぬ) 

朝 **  Life  of  St.  r.rancis" を讀 む，、 彼の 宗教 的 運動の 端緒に 入れり。 感慨 を 胸に、 ぬませ 能 ふ 程 多く を讀 まざりき。 余より 

或 物 を!" ュれ たる を 3^ ふ を 禁ずる 能 はず。 Rsessed  be  the  tie  f  binds  - を 誦し 又,. つ ：-saal and  §e  Gems  " を：； 1誦 して 

氣稍 t 'を さまる。 後 swinton の "Outlines  of  the  worcTS  History" の 中 Greece の 部 を讀む 午後 も 亦 二 時 問 程 1^ み、 一一： 時 

過に 至り HI 軍會の 新年 會に 列すべく 赤 城の 清風 亭に 到る。 余 幼時の 友と 相 別れて 信 を 通せざる 事 數年. 孤獨の 生活 をな すの 問 

にも 時々 余の 心 を 動かす は 彼等の 消息な り。 人の 情此に 至りて 誠に 欺く 可から ず。 彼等と 會 して 如何にせ き 酒に 醉ひ んゃを 
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思 ふ 事な きに あらず。 今 H 余の 其 席に 列せ しも， 或は 期待す る 所の 或 者 を 得ん かと 思へば なり。 然 かも 凡て は 空な りき" 其處 

に 無邪氣 なく、 熱涙な く、 誠實 なく、 淸潔 なく、 外！^ と 冷笑と 1： 佻と 猥 維と は 共に あり。 余の 心 は 勢 冷く 閉ざされざる を 

ず。 最も 早く 辭 して 獨 り 喑路を 首 を 垂れて 家に 歸 りぬ。 悲しむべき かな 入の 子の 運命。 徒らに 悶え ずん ば 徒らに 笑 ひ、 空し 

く 悲しま ずん ば 空しく 笑 ひ、 己れ の 如何なる 道 か. 歩める か を 知らず。 如何なる 道 を 歩むべき か を 知らず。 朝 は 夕に 勉 めん 事 

を： a§ ひ、 夕 は 朝に 勵 まん 事 を 思 ひ、 以て 遂に 地球の 表面より 永遠に 消え 終らん とする か。 

少しく 風邪の 氣味 にて 頭痛 を 感ずる 事甚 し" 今日は 主の 許 を 乞 ひて 早寢 せん。 

一月 十一 B" 昨夜 直 良 氏より 電話 あり、 今 B 惟一 館に 黑岩淚 香 氏の 「靈魂 不滅 論」 あるべき に 就き、 行き 聽 かずやと なり。 

余 は 直 良 氏の 爲 めに 之れ を諾 し、 九 時 壬 生と 共に 山 本を訪 ひて 歩して 彼 所に 到る。 樓上摟 下聽衆 充満して 室に 入る 可から ず。 

而 して 門前に は續々 として 尙聽 衆の 来る あり。 佘等は 遂に 聽く事 を 得ず して 空しく 歸途に 就きぬ" 靈 魂の 行 衞を訪 ぬる は 

此 如く 多し。 而 して 一人の 之れ に滿 を與 ふるもの なし。 實に野 は 色 づけり、 而 して 刈 手 は 何れに あり や。 

歸途芝 敎會の 說敎を 聞く。 其處に 偽善の 祈禱 あり、 虚偽の 讃美歌 あり。 自ら 聖別せられ たる を 以て 誇と なし、 不信者 を禽 

獸視 する 敎徒。 會 堂の 建築と 聽 衆の 多 からん 事に 注意して、 靈 魂の 建築と 信仰の 上に 多き を 置かざる 敎師。 此 如き 處 より 世 

に 何のよ きもの 出 でんや。 異教徒の 中には 彼等に 幾 倍す る 聖徒 あり。 世に 最も 心底より 湧きし 同情の 缺乏 せる 所 は敎會 なる 

べし。 愛を學 ばんと 欲せば 饑 ゑた る虎尙 よくすべし" 然 かも 彼等 は 我等に 愛の 如何なる ものなる か を 知らし むる 能 はず。 

近來 いやが 上に 心に r ル むる は、 赤兒の 如き 信仰な り。 理； i なく 說明 なく 「我 信ずる が 故に 信ず」 と 云へ る 信仰 願く は 我に 

來れ" 其 時な り、 我の 神の 聖靈 に滿 されて 初めて 力 ある 傳 道の 鞭 を 握り 得る は。 

午後中 村 主 一 來り、 行郞 など. 1 共に トランプ などして 遊ぶ。 其 中 杉 W 賞 一氏 來る) 殆ど 七 八 年相會 せざる 我が 竹馬の友！ 

彼 は 今祌戶 にあり 布引 炭酸水の 製 出に 從事 せり。 彼は旣 によき 一 人の 商寶 人と なれり。 

夜 七 時より 島津 家に 於て 霄埜 { か繹 氏の 島 鐸 氏 史談 あり。 父上 壬 生と 共に 聞きに 行く。 得る 所 は 割合に 多から ず。 家に 歸り 


て後炬 健の 中に 我等 二人 父上 母上と 共に、 我が家 庭に 出入せ る 人物の 評に 及ぶ" 囘 顧の 情 沖 然として 止まず ひ 

我 今 B 遂に 書に 親し まざりき。 時限 は 瞬時 も 躊躇せ ず。 我 は 凡ての 時間 を 賢く 利用せ ざる 可から ず。 我等. 王の 用た らん £t 

め 器 を 美しく 高く せざる 可から ず" 

主よ、 願く は 赤兒の 如き 信仰 を與 へさせ 給へ。 御前に ありて 我が 靈 痛む。 

一月 一 一十 五日" 神 我等に よき 安息日 を 賜 ひぬ" 雲 日 を 被 はず 風塵 を 飛ばさ ざり き。 

我 は II り 本鄕の 或る 會 堂に 到りて i 早 崎湖處 子の 說敎を 聞きぬ" 聽衆 僅かに 十三 四 名、 オルガ ン たくして 譖美 欲の 8^ 舉り、 

牧者の 祈 亦 甚だ 短 か. - りき。 され ど 一 稱嚴肅 敬虔の 氣は我 其 中に 拾 ひ 得た る を 信ず" 祝； I すべき かな、 人に 卖觑と 誇張と を 

供せ ずして 卒直と 敬虔と を 供し 得る 人。 余 は 記念の 爲め 彼の 說敎の 八ュ： 部を揭 げんと す。 題 は 同情な りき， 

「同情なる 語 は、 始め 我が 邦に なかり き。 若し ありと すれば 『思 遣り』 の 語 稍 人 近 かるべし。 卑俗 なれ ども 『K ひ 泣』 は 最も 同 

情の 義に 5 し 『同情と は 英語の sympathy を譯 せし ものにして SI は 同じと： W ふ義、 Ihcs は 情の 義な り。；？？ 哉； ：！ 情 

の 語 之れ を 聞きて 我等の 胸奥 云 ひ 知られざる 美 はしき 紘の振 ひ 動く を 禁ずる 能 はじ。 向 情の みが 社會に 調和 を與 ふるな り。 

{ 仝の 鳥 も 地の 獸も 共に 社會に 似た る もの を 持てり。 され ども 其處に 調和な く諧 節な し" 同情 空しき が 故な り。 唯 人 問の 社會 

に 於て 微弱ながら 靈 妙なる 調和の 一端 を 認め 得る もの は、 豈此 同情の あるが 故に あらず や。 悲しむ ものと 共に；：^ じき 淚を流 

し、 喜ぶ ものと 共に 同じき 笑み を 傾く" 人間の 性情の 微も此 に 至りて 極れ りと 云 ふべ し。 

論者 あり 返け て 云 ふ、 是れ. ：ill ら裝ふ もの 、語の み U 極めて 愛 他 的に 見 ゆる 同情 も 之れ を設 ずれば 利己の 結 架に 外なら ざろ 

の， な 試みに 此に 一人の 喜ぶ もの ありと せよ。 汝は 彼と 共に 笑まず して は汝の 心に 苦痛 を 感ずるな り" 又此に 一人の 哀れむ 

もの ありと せよ U 汝は 彼と 共に 泣か ざれば 一種の 苦痛 を 感ずるな り。 故に 汝は笑 ひ 且つ 泣く のみ。 汝の 泣と 笑と は 其 « 入の 

それと 相關る 所な きなりと" 

是れ冷 かなる 道理な り、 我等 は 期の 如く 說 かる、 時、 理論 を 以て 之れ を說 破し 得べき 術 を 知らず。 され ど 我が^のお 心 
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の 心 は斯の 如き を 以て 滿 足す るか、 人 は 遂に 木と 石た る 能 はざる なり。 

鼸 つて 思へ 人に 辛酸 を 知らざる もの は あら じ。 彼等 は 其肉體 に、 其靈 魂に 醫し 難き 傷 を 有するな り。 而 して 彼等 は 此事ぁ 

るに よりて 多く 他 入の 辛酸に 遇へ る を 喜び、 喜悅に 遇へ る を 妬む の 傾き はなき か. - 人に 不幸 ある 時、 其 隣人 は ijl 其 不幸 を悲 

しむに 語 をな すなり。 然 かも 彼等の 心の 心 は、 己れ の 境遇と 同じき もの 一人 を 加へ 得た る を 喜ぶ が 如き 事な きか。 人の 利己 

心は此 如く 同情 を S 倒す るな り。 人の 利己心 は 電氣の 作用に 反せり、 卽ち 自然 刀に 反せり。 

され ども 是れ 人の 心の 凡てなる か。 否 我等 は此 外に 尊き もの を 有す、 卽ち眞 の 同情心な り。 是れ 天に つける ものにして、 

人の もてる もの 、中 最も 美しき ものな り。 

我等 をして 選ばし めよ、 前の もの を 取らん か 後の ものに 從 はんか。 我等 は 許されて 此に 自由 を 握れり。 同情 同情、 嗚呼、 

我等 人 是れを 捨て、 是れを 顧みず して 何處 に適歸 すべき ぞ。 獸に 同情 あらしめ よ、 彼 は 人な り。 人に 同情な からしめ よ、 彼 

は 鳥な り。 更に 一歩 を 進めて 同情の 種類に 及ばん〕 之れ を 分ち て 三 となすべし。 

-5 肉 ほに 對 する 同情 U 

是れ 衣食住の 不足より 來る 苦痛、 老、 病 等に 對 する 同情な り。 我等 飽食暖衣 せる 時、 首 を 垂れて 思へ。 見よ、 都の 片端て は 

醜き 小： K の 月下に 黑ず みて、 中に 獸の 如く 入の 臥せる あり。 其處に 食な く 其處に 衣な し。 彼等 は 明日 何 を 着 何 を 食 はんか を 思 

ひ 煩 ひつ  >-、 曉の 白む を 待つ が 如く 待たざる が 如くに 眠るな り。 孤兒 あらん" 寡婦 あらんつ 彼等の 苦慮 は 彼等 を老 はしめ て、 

よ、 其 額に は 悲痛の 皴 あり" 我 も 此經驗 を 持てり" 嘗て 我が 妻 病み 我が 兒 病み 凡て は 我が 前に 涙の 種な りし 賠 我が 收入は 

殆ど 杜絶して 策 を 施すべき なき 夜、 我 は 神の 前に 首 を 垂れて 祈らん として 心より 思 ひ ぬ、 『嗚呼 入の 子が 試みら る、 時 は 到 

りぬ。 我等 は此 一瞬に して 餘 りに 容易に 罪人と な.？ 得るな り』 と。 是れ豈3^%同情の要せらる>-時にぁらずゃ。 而 して 我が 

同情の 心の 容易く 動かさる、 時に あらず や。 肉體 より 来りし 苦痛 は、 其區 域廣汎 にして 適切な り。 肉體の 苦痛に ある 入を昆 

て 我等の 淚は 流れ ざ る を 得ず。 


ォ半肉 半 靈に對 する 同情" 

是れ 我等が 愛する もの、 死の 如き を 意味す るな り。 我が 意中の人の、 我が 掌より 奪 はる & 我が 愛妻の. 死、 我 力 親の 我 

が 子の モ、 我が 友の 死、 我が 心 は眞に 彼等と 共に 其棺に 入りて 土の 下に 行かん とするな り。 我が 血 は 彼等の 如く 冷え、 我が 

靈は. 5 等の 如くうな だる. - なり。 其 痛切なる 往々 人 をして 死の 寧ろ 安き を 思 はしむ。 此に 至りて 人 誰か 同情の S 腕 を 担み 得 

べき。 

ゆ 靈に對 する 同情。 

人の 心情 高く して 深き に 至らば、 心の 衷堪ふ 可から ざる 痛み を覺 ゆ。 靈の 痛み 是れ なり。 罪の 是れ なり。 之れ を 感ずる 

の 人よ 小，' し。 之れ に 同情す るの 人 は 更に 少し。 是れ 多く 眞面 目なる 人の 逢着す る 苦痛な り。 入 一度 之れ に 犯されて 復我を 慰 

むる ものな し。 何處に 隱れ場 あり や。 彼の 中に 罪 あるに あらず、 彼 は 罪の 海に 沈みて 多くの 罪を飮 めろ なり" 彼の もがきて 

捕へ しもの は 罪の 潮な り。 彼の もだえて 握りし もの は 罪の 泡な り」 彼 上に 昇れば 其處に 罪の 水 あり。 彼ドに 降れば 其 處に罪 

の 水 あり。 眼 罪の 水を觀 るより 先き に、 罪の 水 は 眼に 入るな り。 耳 罪の 聲を 聞く より 先き に 罪の 聲 耳に 入るな り。 哲，. 

に 何ぞ。 美 想 も 我に 何ぞ。 ^働 も 我に 何ぞ。 安息 も 我に 何ぞ。 世の 凡ての もの 我に 何ぞ。 悲しく も 彼 は^ 沌の 中に ありて^ 

り 罪と S 對 するな り。 人 は 凡ての ものに 打 勝ち得て 餘り あり。 只獨り 之れ を 滅亡の 國に 導く もの 罪 あるの み。 

お 寺、 此時 我に 唯一 の 同情者 一人 あり。 彼 は ナザレの 工匠の 子に して 十字架に つけられ たる 神の 子 某ー督 なり。 

人 は屢々 佛敎と 基督 敎とを 以て 世 の 一 一 大宗 敎と云 ふ" 釋 尊と 基督と は 等しく 語らる。 され ども 53 の 同情 を 求む る 人 は、 

遂に il 尊に 至らず して 基督に 至るな り。 故 如何に ぞゃ。 釋 尊の 適 太子に して 王宮に ある 時、 一日 東門に 出づ。 老者 あり、 ^ 

を 被り 腰 を か^め 悄然と して 行く に 遇 ふ- 無常の 迅速 を 感じて 其 日 宮中に 鼸 りき" 次に 再び 西 門より 出. つ" ^！^者ぁり、 鬚髮 

共に 長 じ钐容 il 悴. して 骨に 逼る もの あり。 無常迅速 を 感じて、 其 日 宮中に 歸 りき" 次に 三度 南門より 出づ。 人 三 五 人 淚を垂 

れ棺を 擁して 行く を 見る。 これ 死者 を 葬るな り。 無常迅速 を 感じて 其 日 宮中に 歸 りき" 次に 四 度 北門より 出づ" 釋@ の 心 は 
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麕の 無常の 觀 念に 閉 されて、 快々 として 樂 しむ 能 は ざり き。 人間の よく 安心立命し 得る 所 は 果して 何處ぞ やと。 而 して 北門 

の 人 等 亦惶々 として 堵に 安ず る ものな き 時 一 人 あり、 遠 離镜土 寂滅 爲樂を 口にして 愉然 たる を 見， • 遂に 志 を 決して 宮中に 歸 

り 妻子^ 寶を 捨て、 山に 入れり と 云 ふ。 こ は 何 を 意味す るぞ。 釋 尊 は實に 同情 厚き 人な りき、 彼 は 人の 病む を 見て 己れ の 病 

める が 如く 感じ、 人の 老 ゆる を 見て 己れ の老 ゆるが 如く 感じ、 人の 死せ る を 見て 己れ の 死せ るが 如く 感じぬ。 彼 は 之れ 等 を 

見て すら、 其 苦痛 殆ど 胸 を 抉る を覺 ゆるに、 自ら 其 境遇に ある 人の 苦痛 を 推察して は、 彼 は 全く 晏 坐して 他 を 忘る. -に堪 へ 

ざり しなり。 尊き かな 彼の 深き 同情 や。 唯惜 むべ し、 彼 は 遂に 同情の 奧 殿に 達する 能 は ざり き。 彼 は 同情の 第 一 及び 第二の 

場合に 至れり。 され ど 彼 は 遂に 第！ 11 の 闘 門を排 する 能 は ざり しなり。 

我等 をして 基督に 歸 らしめ よ 彼 は 四十 曰 間 荒野の 試練に 遇へ り。 而 して 彼 を 試練すべく 惡 魔の 提供せ しもの は、 肉に よ 

りて 人の 苦痛 を醫 すの 術な りき。 曰く、 石 を パンと なせよ。 曰く、 堇國に 君臨して 汝の 善政 を 布け よ。 曰く、 汝の 神性 を 利 

用して 汝の民 を 外部より 救へ よと。 され ど 基督 は 一 もこれ に 從ひ給 は ざり しのみ ならず、 凡て 之れ を- SI (魔の 語と して 退け 給 

ひぬ。 嗚呼 これ 果して 何に 依る ぞ j 彼 は 人の子の 最も 要する もの を 知り 給へ り。 衷 なる 人の 悶え もがきて 求む る もの は、 肉 

の 人の 察する 如き ものに あらず。 そ は バンに あらず、 善政に あらず、 奇蹟に あらず、 親に あらず、 子に あらず、 哲學 にあらず、 

道 IS にあらず、 日と 月と にあらず、 而 して 宇宙に も あらざる なり。 唯 我の 眞に 要する は、 我の 淚を拭 ひ 得る もの これの み。 

authority を 以て 我が 耳に 『汝の 罪 許されたり』 と攝く 一連の 聲是れ のみ。 人の子 も亦惱 める ものなる 哉 ひ 

而 して 我 は 此聲を 何處に 聞き 得たり しゃ。 人 ありて より 以來 聖賢と 稱 せられし もの 世に 尠 から ざり き。 彼等 は 如何にして 

人類 を 救 はんか を 思 ひ 廻らし ぬ。 而 して 其 結論と する 所 は 『汝の 罪 を自覺 せよ』 『汝の 罪 を 忘れよ』 『汝の 罪に 苦しめよ J 汝 

の 罪 を 罪なら ずと せよ』 『汝の 罪に 悶え 死せ よ』 と 云 ふに 過ぎざる なり。 人 救 はれん 爲 めに 此の 如く 爲 すべき か。 我が 衷の人 

は斷 じて 滿 足の 聲を擧 げざるな り。 此時 我等の 傷 を 癒 す もの は 基督の 同情 あるの み" 彼の 人類に 對 する 深甚の 同情 は、 遂に 

入心最 奥の 要求の 徵 けき 聲を 聞き 1^ り 給 ひぬ 而 して 彼が これが 爲 めに 搾り 給 ひし. g と、 流し 袷 ひし 淚と而 して 捧げ 給 ひし 


祈 ー 世に 何者か 彼の 如く 勇ましく 罪 惡に戰 ひ 勝ちし もの あり や。 世に 何者か 彼の 如く 優しく 人類に n 情し 給 ひし もの あり 

や。 見よ、 其 右の 足は惡 魔 を蹈み 左の 手 を 以て 我等 を 招き 給 ふ。 基督 は 今 も 我等が 眼に 新たなら ず や。 

世に 入問最 奥の 苦杯 を 嘗めざる もの は、 孔子と 釋 迦と而 して 他の 哲學 とに 行け。 我等 若し^ 督を失 は^ 凡ての もの 我等に 

{t^ なり。 罪人の 首 は 基督に 行かざる 可から ず。 垂死の 病 者 は を 要す。 祝 さるべき かな、 我等の 病 m きが 故に 我等 は 始め 

て 良 醫の面 を 仰ぎ、 其 慈愛の 顏ば せと 絕 倫の 技倆と を 身に 沁みて 知る を 得たり き。 深き 苦 E のみが if き！：^ 情 を ゆ ふなり。 

き 同情 を受 くる は 入 間 至 穴の^ 福に して、 深き 同情 を 分ち 得る は 人間 最大の 事 菜な り。 

入 間の 求め 得る 同情の 粹を 何處に 見出さん とする や。 

『入の 中より 選ばる  >, 諸の 祭司の 長 は 入の 爲 めに 神に 屬く事 を 任ぜられて、 罪の 供物と 犧 牲を獻 ぐる^ をな す ものな り。 己 

Z れ if 一  まと は 

れ自ら 荏 弱に 周 るれば 亦 愚昧なる 迷へ る もの を 憐れむ 事 や 得るな り。 之れ に 因って 民の 爲 めに なす 如く 己れ が爲 めに も 罪の 

供物 を獻 げざる を 得ず。 此ま貴 は、 ァ ri ンの 如く 神の 召 を 受けた る ものに あら ざれば 自ら これ を 取る ものな し。 此 如く 

も 自ら 尊びて 祭司の 長と はなら ざり き。 爾は 我が 子 也。 我 今 R 爾を 生めり と 言 ひし もの 彼 を：^ びて しかな せり， - 又 別の^に 

爾は窮 りなく メル キセ デクの 班の 如き 祭司たり と 云 ひ 給へ るが 如し。 彼肉體 にあり し 時、 哀哭び 涕を 流して 死より 己れ を 救 

-r やく 乙き 

ひ 得る ものに 祈り、 又懇求 をな し 其 敬 畏 によりて 聽 かる k 事 を 得たり。 彼 子 たれ ども 受 くると ころの 苦難に よりて 顺ふ^ 

なら  まった  か ぎりな き-! ひ 

を效 ひ、 旣に 完全ければ 凡て 彼に 從ふ もの- -永 救の 原と なれり。 彼 は メル キセ デクの 班の 如き 祭司の 長な りと 祌に稱 へら 

れ き。』 (希、 五 章 1 11 1  0 節) 

我 はこれ を 以て 諸君に 告げん と 欲す。」 

(黉き 行く 中に、 其 文中 我が 自身の 思想の 方 寧ろ 多く なれる を覺 ゆ。 され ど 大體に 於て は 多く 氏の 云 ふ 所に f;^ は ざり し を 信 

ず。) 

余は此 處を辭 してより、 紫 鴨 家庭 學 校に 井上 良 三 氏を訪 ひしが、 在ら ざり しかば 暫く 留 岡氏 と 談 りし 後 去って if に 出で ぬ。 
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愛すべき 趙日 我が 心身 を溫 め、 我 は 赤兒の 如く 自然の懐に 倚りて 無心に を 探りつ i 飮 めり。 嬉しと も 悲しと も 恨めしと 

も 懐かしと も 解へ 得ざる 思、 淚誘 ふまでに 胸に 逼ろ。 我 は 永遠の 彼方に 生れし 子、 假に 地球の 胸に 枕 すれば 其 思 遂に 解き 難 

し。 是れ此 世に 於け る 思に あらず 。嗚呼 慕し かる 無窮の 彼方！ 我冉び 彼の 門 を 通らん 時此 苦しき 謎 は 笑ま ひと 共に 解けん。 

實に 我が 有て る 我が 心に、 我の 悶えても 知る 能 はざる もの ありて 潜めり。 此者我 をして 思 ひ 痛ましむ。 

小 手毬に 紅絲 くけ てた もと 伏せて や は 手に 抱きて 少女 子 笑みぬ 

少女 子の ひいな 二つ を緣に 捨て X 冬の 日 寒う 何 地 去に けむ 

神斷 ちし 紅の 小絲に 君よ 笑めな 泣かん に それ もた び あへ ぬ 我 (弟に〕 

いはけ なき 弟な きし 其 夕 我 も 悲しき 罪 悔い 泣きぬ 

とき 紅に ひとみ そらす るね ぢけ心 僞善を 懲す鞭 我 を 追へ 

さは 云へ ど 色 は 野 花に 讓 りてん 萩よ 來ん 秋浙 しう 疾 くな 

戀 をー況 ふ 目し ひに 君よ 淚說く な -說 くな 目し ひに 戀^ ふ 我に 

二月 五 nr 僕 はこれ から、 日記 は撲の 身に 大事 件が 起った 時の みつける 事に しょうと 思った が、 矢張り それ は 駄目な 樣で 

ある。 m 記 をつ け 慣れた 身に は、 rn 記 を 一 B 怠る 事 は 一日 を 全生涯から 控除した 樣な氣 がする。 それ 故 これから 再び 毎日の 

日記 を 始め 樣と思 ふ。 今日は 其手始 である。 

今日は { 仝が 美しく 晴れた。 終日 軒 を 園って 點 滴の 音が 聞え た。 一昨日 積った 雪が 融け 去る ので ある。 朝 聖書 を讀ん だ" 羅 

馬 書で ある" 難解の 文 は 實に此 書で ある。 疑問と 思 はる、 個 處が敏 くない。 僕が 疑へ る 所 は 彼の 書に 於て は直覺 的に ボ ー 口 

の 結論の みが 示して あって、 其 所以が 說 いてない と 思 ふ 《 な 所が ある。 又 基督の 基督 敎 にあらず して ボ ー 口の 基督教と 推せ 

らる. -所も 勘くない。 僕 はどうしても ボ ，口より は ヨハネに 行き 度くなる。 僕 は ヨハネの 愛の 普遍的な るに 感ぜざる を 得な 

、，0 元来 を 云 ふと 普遍的で ない もの は 愛で はない ので ある。 勿論 普遍的と 云うた とて、 僕 は 愛の 正面の みが 働く ものと 露 も 


思 はぬ。 其 裏面なる 義 なる ものが、 働く 場合 も 多い ので ある。 然 かも 今日に 處 して、 僕 は 悲しく も、 愛 を-: ssr! ^より 川 ふる^ 

合の 方が 寧ろ 多い の を 歎ぜずに は 居られぬ。 我が 胸に かき 抱くべき もの、 接吻の 交換 を爲 すべき もの を 捕へ て、 之れを而^? 

し叱陀 する の は 世の 何者よりも 苦し い 事と 思 はれる" 此に 至つ て 僕 は ヤコ ブ 書の 價 値の 容易なら ざる を 認めざる を 得ない。 

人々 は 何故 ヤコ ブ書を 電んぜ ぬので あらう。 

それから 例の Myers の Ancient  History を繙 いた〕 これ は Greco.rersian  War であって、 に 愉快 を 以て 讚んだ。 希膽史 

を讀 むと どうも 人間の 偉大 を 感ずる。 これ は事實 だ。 然し これと 共に 如何に 偉大なる 人格 も、 11 彼の時代の^^大なる入格 

は 全 世 史中 人格 發 展の最 極に 達した と 見ても よから うが 11 其 行爲の 動機 を竊ふ 時には、 殆ど 一種の 失 を 感ぜざる を 

得ない。 其 處には 野心が あり、 利愁が あり、 功名心が あり、 妬嫉 心が あり、 地に つける もの 計り だ。 人格の 大を思 ふと ri: 時 

に、 人類の 小 を 思 ふが 切で ある。 此に 至って 吾人 は、 Kumanity と共に Divinity を 要する、 少く とも 僕の 行く 道 は、 絕對的 

服從の 道で なくって はならぬ" 僕 は 甘んじて、 Divinity をして 全 Kumanity を 支配せ しめよう。 十 時頃士 n 川 銀 之 氏が 來ら 

れた。 色々 農場 C 話な どして 中 食 を 共に した" 午後 I 時半 頃歸 つた。 土地の 主なる^ 件 は 

a 小作料 を低滅 する 事 

0« 防風 林の 貸付 を 乞 ふ 事 

^ 市街の 住 地 撰 定の事 

ゆ 全地 接の 二割 を 殘すを 得る 開墾 法 は 採用すべき や 否や 

等な りき。 彼と 共に 四 谷 見附まで 到りて 彼と 別れ、 それから 榊 病院に 河 野 夫 入を訪 ふ。 信 子 も あり。 後 愛子 氏 も來 た。 

暫く 話 をして 居る 中、 何處 かの 妻 君が 見舞に 来て、 面白 を かしく 其 夫なる 人の 悪口と、 自 分の 手柄 話 をした。 分 思 ひ 切つ 

た 人種 もあった ものである。 辭 して 家に 歸り、 暫く  Mazzini の Essays を 讀んで 字が 見えぬ 程 暗くな つたから 止めた。 

中 食後 喜寬 氏が 來り、 健 助 氏が 來 りて 話 をして 居る 中、 晚く 父上 も 歸られ て 思 はず 長居した。 哀れな の はお 千代さん であ 
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る。 病氣の 惡ぃ爲 めに 全く 氣を 滅入らして、 今日は 母上の 處で大 I かれた さう である。 彼女 は 基督 i であるが、 彼女の 

凡ての 境遇 は 彼女 を斯 くな した もの k 如く 見える。 然し 僕 は 切に 彼女の 上に 宗敎的 意識の 一 層强 からん 事 を 望む。 僕 は 彼女 

の爲 めに 少し く 勤めよう。 彼女 も 健 助 氏 も 共に 可哀相で ある。 

今 十 1 時 二十 分 過で ある" これから 少しく 讀 書し、 感謝して 今夜の 安息 を 受けよう。 

思 ひ 出す 毎に 苦しき 事が 二つ ある。 滑 田、 森 本の 兩 兄に 手紙 t かぬ 事で ある" 然し 近日 中に 必ず 二者 を果 すで あらう。 

僕の 筆 は 必ずしも 僕の 思 ふ 時に 動き はしない。 

二月 六日。 (金曜日)。 今日 も 祝福され たる 日と 云 はねば ならぬ。 實に 好い 天氣 であった。 今日から、 僕と 英 夫と 行 郎 との 

三人が 約^して、 床 は， m 分に て 片付ける 事に 取り極めた。 家風なる 使役 的の 制度 は 決して 永續 せし むべき もので はない。 同 

じく 基督の 下に ある 僕婢に して、 互に 相 使役す る 理由がない。 僕 はもつ と 他人の 職務に I を拂 はう。 他人の 議を 尊敬す 

る 事 は、 自分の 勞働を 尊敬 丁る 事で ある。 

菌史を 讀む事を 忘れ、 世界お 伽 譚の中 3 の 法王』 と 云へ i 話を議 した。 I 戶 夫人に 訂正 を 乞 はん 爲め である。 

午後 も それ S した。 尤も 午前の 中 十 時 十五 分 迄 は、 僕 は 新刊の 『明星』 を讓」 た。 彼女 は 再び 其讀を 引下げた 樣だ。 

.&3 賞なる 記事 は 多く 見 又は 聞く 事が 出來 なか つ た。 

午後 行郞 と共に 齒 瞽者に 罹り、 永き 間 待たざる 可から ず。 後 其處に 在る 間 Cuore を讀んだ。 其 中 直 良 氏が 來た 力ら、 こ.， 

に 行 郞を託 L て 新 渡戶氏 に 到った。 間が 来たから である。 

六 時 頃 彼の 家を辭 して 本鄕の 屮央會 堂に 社會キ 一義 演說會 を 聞きに 行った。 欺 波、 搏 枯川、 幸德 秋水、 木 下尙江 片山 潜、 

安部 M 雄 氏 等が 出^した。 かの 犬なる chapel が 殆ど 充ち滿 ちた の は 驚くべき 盛 會と云 はねば ならぬ。 パンの 要求 力 如何に 

多き か.. 分る。 人 は 實に晷 に滿 ちた 動物 だ。 彼等 は、 肉眼が 外に 開かれて ある 爲め に、 彼の i と 其 S と を 見る 事 は 至 

つて 雲で あるが、 遂に 內 なる 人 を 見る 事 をし ない。 彼等 は、 己れ の傷| す 前 ti 先.. つ 人の 傷 I さう として 居る。 元 拳 


敎 問題 11 と 云って は 少しく 範圍が 狭から うが、 僕 は 神と 入との 關係、 靈と 肉との 關係を 意味す るつ もりで ある 11 に 深い 

强ぃ 古，. 脚 地が なくして は、 酖會間 題の 如き は 攻究すべき 暇がない と 思 はる.. f に拘ら ず、 事實 は反對 で、 社^ 間 S に は 耳を倾 

け 眼を聳 てながら、 一層 屮 心的の 問題に は 些$ 'の 注意 をも拂 はぬ 人が 實に 多い と 思 ふ。 是れ赏 に H 本の ゆ-者 問、 又！：？ fi^ 家 間 

に 於け る 信念の 薄弱 實： 仃 の缺乏 をな す 所以で は あるまい か。 人の 頭の 蠅を追 ふ 事 は 割合に 々たる 事で ある。 然し 々たる 

事が、 常に 善なる 事で はない。 

木 下 氏の 說は赏 に倾聽 すべき ものであった" 僕 はそ^ろ に 彼の 人格の 美し さ を も 感ぜざる を？ おなかった。 敎^:15を論 

ぜんとした 時、 演說 3. 止の 命令が 降った。 由夾 勅語 は、 (以下 五行 略す〕。 神 は 我等に substance を與へ 給った。 然しながら 

ppearance は 地獄に 就くべき もの だ。 僕 等が 何處 まで 踏みつ ぶさねば ならぬ もの だ。 

歸途に 就いた の は 大分 晩かった。 一 天 霽れ 盡 して 星斗 闘 干。 莊餒は 一 種の 悲ぉを 誘 ふ。 寢に 就いた の は 一 時半。 何^ を考 

へ 何事 をな し たかは 自身 すら 知らない。 「 一定の 動作 を實 現した 人 も あらう」 など- -、 殆ど 分らぬ 亊を欝 き 付けて 床に 入つ 

たのであった。 餘程， ，，， 鹿 だ" 

二月 七日。 (土曜日)。 今日 も 好い 天氣 であった。 朝 Myer の Ancient  History を繙き テル モビ レ，' 及び サ ラミスの 戰、 ゆ を 

讀んで 胸 を » かして 居った 時、 吉川 銀之丞 氏が やって来て、 これと 話 をした 爲 めに 興が 破られた。 土地の 件に 關し、 少しく 相 

談 して、 氏は歸 つたから 再び 晝 まで 讀ん だ。 又 高杉榮 ニ郞、 永^ 武 一 郞の兩 氏に Letter-writer を J;-^ る爲 めに 手紙 を m:!: いた。 

午後 は しま子 を訪 ひ、 彼女の 爲 めに "ChrLstmas  0P3- . の飜 譯 を 贖んで やり、 暫く 語った。 彼女 は 段々 恢 (仗に， 1： つて 來た 

ので 實に 喜ばしい。 自分の 室に 歸 つた 後 『文 界の大 魔王 バイ ロン』 を讀ん だ。 其 人生 鎖が 如何にも if 快 だ。 勿： i.:^ 的 だが、 

的確な 眞理 がいくら も 拾 はれる。 僕は此 書に 就て は、 去年の 日記の 中に 誌- L て 置いた から 多く 云 ふまい が、 ％督 敎に對 する 

彼の 批評の 如き は 殊に 面白い。 僕の 某督 敎に對 する 疑問 は略兹 にも 疑 はれて ゐ るが、 然し 悲しい 事に は、 彼 は 余に 共 il おな 

る 答 を與へ 得なかった。 彼 は 到底 破壊者に 終るべき ものであった。 然 かも 彼の 痛罵 を？ て、 余の 信仰 はより 神に 近づく。 
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父漾、 此 卑しき 僕に は、 此 宇宙に 對し 少なから ざる 多くの 疑問 を 有します が、 唯 あなたの 御 存在と、 基督が 我等 全人 類の 

爲 めに 11 義人の 爲 めに 而 して 惡 入の 爲 めに 11 淚を 流し 給 ひ、 十字架にまで 懸けられ 給 ひし 其 事實は 否む 事が 出來 ません。 

どうか 僕の 弱く 消え 易き 信仰 を勵 まして 下さい" 隣 入 を 自分の 樣に 愛する 事が 出 來る樣 にさして 下さい。 此小兒 の 如き 心 を、 

本當に 尊敬が 出 來る樣 にして 下さい。 

夕食後 父上と 共に、 島津 邸に、 重 野 氏の 講話 を 聞いた。 考證 先生が 枯骨の 如き 考證を 羅列す る 無趣^と は 此事を 云 ふので 

あらう。 夜の 九 時 二十 分 頃 家に 歸 つた。 歸途見 上 ぐれば 空の 高さ 潔 さ、 星の 爲す 無限の 說敎 のヒシ くと 胸に 沁みる。 

家に 歸 つて 後. 兄に 手紙 を 書いた。 我が 一方の 苦痛 は 是れで isi された ので ある。 兄に 手紙 を 書く 毎に、 僕が 日々 雜 然と 感 

じつ \ ある 思想が、 稍. i 纏まって 顯 はれる。 僕の 衷の 人の 經歷 は、 僕の 日記よりも 寧ろ 兄への 手紙の 方が 盡 して ゐ るか も 知 

れな い。 

二月 八日。 (日曜日)〕 約 翰 傳八章 一 の 一 1。 今日 Expositor ヒ ibl "を讀 みて、 今迄の 節が 事實 にあらず して 後人の 挿入せ る 

ものなる を 知り、 佘は云 ふ 可から ざる 失望 を 感じぬ。 事實が 全く 虚無に 歸 すると は、 世の 何物よりも 痛ましき 事な り。 殊に 

余 は、 此節を 新約聖書 中 深く 愛讀 しぬ。 余 は 之れ を讀む 毎に 云 ふ 可から ざる 美感 胸に 逼 りて、 佘の 如きす ら淸き 高き 淚に誘 

はれざる を 得ざる なり。 此 節の 聖書より 取り去らる  は、 余に 取りて 戀 人の 我が 胸より 取り去らる & よりもつ らし。 佘は、 

此節を 架 {r^ の說 話と して 葬り去る に當 り、 余が 受けた る 感化の I 端 を 鼓に 記さん とす。 

我我が 心の奥 遠く 行きぬ。 見よ、 其 處に大 なる 國 ありて、 父と 子と 兄と 妹と、 凡ての 有司と 學 者と 富める ものと、 奴隸と 

無智と 貧しき ものと、 凡そ 我が 肉の に 見得る、 凡ての もの は其處 にあり き。 我 は 其處に 一 人の 若き 婦を 見出しぬ。 名 を、 

Kgo と 云 ふ。 彼女 實に 見る に麗 はしかり き。 其 血に は 若き 情 躍り、 其 眼 は 愛の 輝きに うるみぬ" 而 して 見よ、 我 は實に 彼女 

其 者な りしな り。 

實に我 は 見る に麗 はし。 我が は 愛の 隨を 求め、 我が 耳 は 愛の 攝 きを 求め、 我が 口 は 愛の 唇 を 求めぬ。 我 は 美しき もの を 


抱かん と 悶えぬ。 我が 悶え は 實に大 なりし。 我が 心の 優し さは 我 を 水と なし、 我が 思の 高さ は 我 を 火と なしぬ。 

我 遂に 一 入の 夫 を 持ちき。 され ども 我が 愛 は 成就 せられず、 我が 心 は 痛ましく 悲しき 大 なる 空虚 を ぬ。 {.^： 虚夜 となく 畫 

となく 我に 告げて 云 ふ、 汝 我を滿 せ。 然ら ざれば 汝は 悶死 せん" 汝の心 を滿し ST さるもの は、 汝の 夫に して 汝の 夫に あらず。 

汝の愛 は 空しく 朽 つるに 堪 へず。 汝何ぞ 愛 を輕ん ずる やと。 

嗚呼、 我が 愛の 凡て を 捧げ 得る 祭增， は 何れに あり や。 我 を 抱きて、 我に 滿 足の 接吻 を與へ 得る もの は 何れに あり や。 然か 

血の ゆらぎ は 我 を 狂 はしめ ぬ。 

嗚呼 神よ、 實にそ は 罪な りき) 我 はよ くそ を 知りし かど も、 入の 子 は 是れに 逆 ひ 立つべき 力 を 知ら ざり し。 我 は 遂に 姦淫 

を敢 てし ぬ" かくて 我が 少女より 有したり し 唯一の 美しき もの、 純潔 は 泥に 塗れる。 

簽淫の 一 夜 は 蜜の 如き 甘き 夢な りき。 され ど そ は 忽ち 醒めて、 悲しい かな、 我が 心に は 虛復鹿 まりぬ。 何と はなき .Ig み、 

針の 如く 我が 心 を 刺すな り。 空虚 は 潜 我に そを滿 たせと 攝く なり。 我此時 深く 惑 ひぬ" 我が 夫なら ぬ 入 も 我が 全き 愛に 酬ゅ 

る 能 はず、 我が 此 熱き 胸 を 冷す に 足らず。 我が 全 愛の 酬 はれざる は、 是れ 人間 一般の 運命に あらざる なきやと。 かくて 我我 

が 前に ありく と 死神の 恐ろしき 腕 を 認めぬ。 我が 心 は 思 はず 戰 けり。 

此 時空 虛は又 我に 攝 きぬ 「愚かなる ものよ。 他の 少女 を 見よ" 彼女 等 は 凡て 其 全 愛を酬 はれたり。 汝の { 虛を滿 たさん 迄、 

汝の道 を 曲ぐ る 勿れ」 と。 此聲 によりて、 我が 心 は 猛然と して 決し、 かくて 我 は 全く 罪の 淵に 沈み 終りぬ U 

嗚呼 かくて 我 は そ も 幾度 道ならぬ 夢に 我が 愛 を 求め けん" され ども 我が 渴は齒 休まざる なり。 我が 夢 は 益々 汚れて、 我が 

心の 痛み は 益々 深まりぬ。 然 かも 此遣瀕 なき 痛み を暫 しなり とも 忘れん に は、 我が 汚き 夢 を 益々 汚から しめん 外に j の i.3 だ 

に殘 され ざり しなり。 

我 時に 胸 を 抱きて、 人の子 は 如何 なれば、 か.^ る 恐るべき 狭き 道 を 歩まざる 可から ざる かと^え 泣きた る 率 ありき J され 

ど. 虚は 我に 語りて 云 ふ 「事旣 に 遂げられぬ" 悔悟 は汝に 痛き 苦し さを齎 すの み。 汝の 道を尙 遠く 續 けよ、 其 終極に 樂土ぁ 
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らん」 と。 比 時な したりし 我が ほ. - ゑみ を、 若し 他の 人 ありて 窺 ひ 見なば、 彼 は 全 世 に 醜 惡悲慘 を 集めた る 相 を讀み 得し 

ならん" 

かくて 我 一日 又 轰淫を 犯せり。 學 者と バリ サイの 人 是れを 見て、 直ちに 我が 腕 を 捕へ ぬ。 「來 たれ、 モ ー ゼの 律法 を 忘 わた 

りし や。 汝は 石に て 打た る 可き ものな り」 と。 我 は あな やと 驚きて、 彼等より 逃れん としたれ ども 今 は し。 我 は 恥辱の 捕 

虜 となりて、 廣 庭の 人 &\么 ある 所に 牽き 行かれたり 。老いた る も 幼き も 我 を 打 まもりて、 彼 處に姦 つ 疰を爲 したる 獸 ありと 云 ふ 

嗚呼、 我が 心の奥なる 國 にも、 學 者と パリ サイの 人と ありき J 我は學 者と パリ サイの 入の、 痛く 我等の 間に 尊ばる、 を 知 

れり。 彼等 は、 我等の 知識と 我等の 正義と を 代表せ る嚴 かなる 人々 なりき。 我 は 彼等 を 以て 人 を 裁き 得る ものな りと 思へ り 

我 は 彼等の 前に 怖ぢ 恐れぬ。 され ども 我が 云 ふ 可から ざる 恥辱の 裏面に は、 正直に 云へば、 1 の 驕慢 ありき。 我が 罪.？ - 心の 觀 

念 は、 其 中心に 尙 或る 辯 護の. 1 を 包みき。 我 は窃に 思へ り、 彼等 は 如何に 審判 人な りと も德 家な りと 雖も、 我に 死 を 與.. - 

るの 權利 なし。 我が 犯せる 罪 は 總て我 を 苦しむ る 彼等の 上に 積まれん と は、 我が 內 心の 我に 攝く 强き聲 なりき。 我 は 隱す可 

からざる 怨恨の 眦を 攀げて 彼等 を 仰ぎ見ぬ。 彼等の 顔の 上に は、 我が 罪 を 憐れむ の 色な し。 我が 罪に^ する 義憤の 影 だに な 

し。 其 面 は 冷然と して 氷に 刻まれた る 像の 如し。 かくて 彼等 は、 師と 呼べる 一人の 若人に 近づき 集まりぬ" かくて 語れる 聲 

はかくな りき。 r 師ょ、 此婦 は轰淫 を爲し 居る 時 その 儘 捕 へられし ものな り。 此如 きもの は 石に て擊ち 殺すべし と、 モ， ゼ律 

法の 中に 命じたり" 汝は 如何に 云 ふや。」 

かく 云へ る 時 彼の 若 入 は、 身 を 屈め 指に て 地に 書きつ \ ありき。 我 は 一 目に て 其 基督なる を 知りぬ。 何故な りし ぞゃ 深 

き 罪 惡に沈 倫せ る もの は 最もよ く 他人の 犯せる 罪惡の 程度 を 察し 得るな り。 而 して 見よ、 かの 若人の 面に は 罪 惡の塵 影 だに な 

し。 若人 は 徐ろに 首 を 擡げて、 我が 顏をぢ つと 視 つめぬ" 其 眼の 底に は 潤み ありき、 其 唇に は搮ひ ありき。 其 眉 根に はお 〔^の 

恥 色 ありき。 其： g に は 云 ふ 可から ざる 同情 ありき。 我 は此時 始めて、 我が 罪 惡を眞 底より 悔いぬ" 畏る べし、 我が 罪 惡を眞 底 

より 知りて 之れ を 裁き 得る もの 鼓に 獨り あり、 我 如何に 悶 ゆると も 彼の 前より 免が る \ 能 はず。 嗚呼、 我が 道 遂に 途絶えぬ" 


我 は 面 を 伏せて K: び 接ぐ る 能 は ざり き。 此恥 かし さ、 此恥 かし さ。 此罪、 此罪。 我 は 死 を 欲す。 され ど.；^ も W 我が 罪 を教 

り 終る に 足らざる 時、 我 ははた 何處 によりて 此恥 辱の 繩 31 より 逃るべき や。 我 は 遂に 逃るべき 所な し。 遂に 堪 へずな り c、 

自ら 面 を 被 ひて 痛く 哭 きぬ。 若人 は 其 時 忽ち 起ち 上りて 「汝等のぅち罪なき^|451先づ彼を石にて擊っべし/ 

我が 耳に は、 是れ實 に 百 萬の， 1 授 なりし。 否々、 是れ 我が 罪惡の 的確なる 判決 状な りし。 され ど 我が 聖く きものと なせ 

し學者 も パリ サイの 人も此 若人の 一 言 に は 杭し 能 は ざり し。 彼等 は意氣 地な くも、 長者より 幼 者に 至る まで 逃れ 去りて、 ^ 

き石疊 の屮央 に、 今 は 泣きく づ をれ たる 我と、 神の 如く 立てる 茶督 のみ 殘 りき。 「婦 よ、 爾 を；.； § へたる 者 は 何處へ 行きし や。 

爾の 罪を定 むる ものな きか、」 確乎と して 近づく 可から ざる 聲は 我が 耳 近く 聞えぬ。 我が 心は痫 くそ を 恐れて 然 かも 怪しく も 

引き寄せられぬ。 「主よ、 誰もな し」 と は 我が 感激と 懺悔と に滿 ちて 纔 かに 放ち たる 最後の 1 言な りき" 我 は 之れ を 以て 

正しく 基督に よりて 罪 を 定めら る  ものと 覺悟 しぬ。 地獄に 燃 ゆると 聞く 光な き焰 は、 A ，我が 眼の 前に 明ら さまな り。 

嗚呼、 され ど 若人の 語 は實に 意外な りき。 彼は靜 かに 我が 肩 を 撫でつ X、 己が 愛子 に^く 如く宣 ひぬ 「我 も 亦爾の 罪を定 

めず， 往て 再び 罪 を 犯す 事 勿れ」。 

我 Cgo は 此時云 ふ 可から ざる 纖悔 と、 懂 喜と 自責と 感謝との 涙に 露ひ戰 きぬ。 


午後より は 山 本に 到り、 雜談 と雜醫 とに 親しみ、 夕食の 馳走に なりて 家に 歸 りぬ、 此夜は 農場の 收 iij^ 計^ をな す。 

二月 九 nr  (月曜；！.)" 朝、 家に ありて 少しく  syers を讀 み、 又 英作文 を 作りて 寮に 至りぬ。 午後 Cuore 及び 英語 w§ 

を讀 み、 午 四時より 新 戶夫 入の 處に 到りて 英語の 練習 をな す。 夕食後 松 平恒雄 君來 り、 九 時 過まで 相 語りき。 賧 は.：： 小数 

の に 及びぬ。 我 は ISMnM に 我が 過去の 苦き： 1： 歷を 語りき。 一 時半 就寢" I さ 美しく 晴れぬ。 しま子の 病状 乂變じ iffi 咼し" 

一一 月 十日" (火曜 m ヒ 晴天。 午前 は myers の KlBtoty を 請み ぬ。 AUSB の 全盛^代 なり。 希 1, 文明の 華の 時な り。 彼 は 

廣く讀 みて、 百花 M 、き滿 てる 花園に 入りし が 如き 觀 あり。 之れ に對 すれば、 l^ome 最 盛の 時 は 綠樹天 を蔽ふ ^WS!I3^ か。 

1 九 〇 三年  二  HI  111 


^島 武郞仝 築 第九卷  二三 四 

希隨 文明に ま、 我 存外 多くの (s.cots ありて 潜めり と 思 ふ。 古典 復活の 餘、 此 文明の 盛觀 に迷歧 して 其 短處を 忘る. - あら 

tH、  ，c ぼ^ 人の 上に 將た 社會の 上に 一種の 混亂を 宣言す る ものと 云 はざる 可から ず。 A-^iwticlcs の 如き は 此國民 中 特色の 人格 

か 。 Themstoclcs,  rerides の 如き は 此國民 の 權 化か。 

午後 英文法 書 を iS みつ. - ありし に、 吉川氏 来りし かば 之れ に會 ふ。 三時より 行郞 と共に 醫師藤 島 氏に 到る。 『小天地』 の 新 

年の もの を 蒙む。 我 邦の 思想界に も、 放逸なる 厭世 觀と 悲觀的 自我 主義との 唱道 さる X は事實 なり。 誰か 起ちて 此 渾沌の 中 

こ 信仰の 活火を 投じ 得る も のぞ。 信仰 ある 處に 人生 あり。 信仰な き 所に 人生な し。 然り、 其 處には 死滅の 宮殿 あり。 

しま子の 病 5! 熱 降らず と。 

一一 月 十一 日。 (水曜日)。 朝. 餘り 空 よく 晴れ たれば、 午後より 霞める 如く 曇りぬ。 甚だ 暖かな りき。 朝より 何處 かに 外出 

散步を 試みん と 思 ひ 立ち たれ ども、 午後より 新渡戶 氏に 到る の 約 ありし かば 出で ずして、 家に ありて 河 野 氏 夫人の 爲 めに、 

宫 埼湖處 子の 演說の 大體を 筆記し、 朝より 晝に 及べり。 其 間に 信 磨 氏 来られぬ。 彼 は 全く  § (一 2-  I に陷 りぬ。 彼の 運命 

は定 りぬ) 佘は彼 を 見る 毎に、 浮世 急 潮の 如何に 速 かなる か を 思 ひ、 社 會の人 を 左右す るの 如何に 殘 酷なる か を 思 ひ、 兹に 

1 種 入 世 一 面の 悲劇 を讀 むの 感に堪 へ ずして、 我が 胸痛み を覺 ゆるな り。 

午後より 彼の 草稿 を携 へて、 河 野 氏 夫人 を訪 ひぬ。 居る 事 一 時半に して 新渡戶 氏に 到る。 夫 入 は 朝より 客に 接し 居りたり 

し 故、 十分の 敎授 をな す 能 はずと 云 はる。 四時 頃 別れ、 我 は If 雄さん と共に 家に 歸 りて、 無邪氣 なる 話 をな す。 彼 は 非常に 

我が家 を 喜べる もの、 如し" 十 時 過ぎまで 預 りたる 後、 誘うて 其 家に. 逢り 遣りぬ。 

夜 は Masirli の Essays を讀 みぬ。 徵 弱なら ざれ ども 敢て 其； 的 をも說 明し 難し-" 

『一葉 全集』 歸り來 りぬ" 我 は 彼女の 天才 を 愛す。 我 は 彼女の 深 源なる 同情に 服す。 彼 を讀む 時、 我が 心 は 一種の I 一.. -き 

を 受けざる 事な し" 早寢. - 

水仙に 與ふ 


汝の 姿の けだか さは 

都の 塵 を 蒙らず  . 

市の どよ み を 打ち しづめ 

御 Ml に ふ 新星の 

淸く 若き 趣 もて 

我の 心 を 堅く 抱く 

汝の 香の やさ しさ は 

きずなく 凝りし 水晶の 

山姬の 息氣に 溶けて 流れて 

甲斐が 根深く した、 る 如く 

寒く けだかき 姿 切に 

我の 情 を 深く 包む 

一 1 月 十一 IB" (木曜日)" 朝の 空 は 晴れ たれ ども、 夕 暮喑む 頃より 細雨 降り出で、 今 は 嘴々 の蹀 夜の 寂寞に 伴うて 來る。 我 

が 心 は 深く 沈み、 何と はなき 痛み 胸 を 刺す。 我 はか \ る 時に 我が 衷 なる 入の 汚 據を思 ふ。 而して我が同胞の汚錢をE^ャ 我 

が 心 は 同情に 動かざる 能 はず。 肉と 心と に堪ふ 可から ざる 笞を受 くる 幾多の 友よ。 願く は 我 をして 汝の Q めに、 心身な 抛た 

しめよ。 我 は 今 正に 君 等の 爲 めに 捧 ぐべき 或る 者 を 造りつ \ あり。 嗚呼 我に 若し 君に 對 する 同情の 念な くば 我が 此 苦慮 多き 

生活 は將た 何の 耍ぞ U 神 若し 人類の 爲 めに 我 を 造り 給 は ざり せば、 我 は 旣に已 に、 此悲痛多き入牛；の旅{^!5:にはぁらざりしな 

らん。 嗚呼 然り、 時には 眞に： J}^ 命の 値 を 疑 ふなり。 され ども 我に 血と 涙と を 分つべき 同胞 ある を 思 ふ 時 我が 心 は 感激に-挺 ふ 

なり。 主よ、 汚れた る 儘に 我 を 受け入れ 給へ。 我 は 自ら 汚 據を淨 むべき 方法 を だに 知らず。 され どお は 我を^き てシ 口 アム 
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の 池に 到らし め 眼 明かになる を 得て、 我が 同胞の 慕 はしき 面 を 熟視す る 事 を 得ん なり。 主よ、 我 を 保ち 給へ。 我 は屢々 其 御 

手より 逃れん とすれば なり。 

朝 myer の Ancic-t  History を讀 む。 ベ ロボ ュ ー サ ス戰爭 より Athens の 衰亡に 至り、 又ァ レキ サン ダァ 大王の 死に 迄 至り 

ぬ。 さし も榮 えし 我が 世界の 桃源 は 遂に 一 杯の 土と 化しぬ。 自由の 榮 えし 處. 藝 術の 振 ひし 處、 知識の 萃り し處、 英雄の 生 

れし處 は、  心の 隔 敗と 共に 顏然 として 破滅の 末に 走りぬ。 希臘の 末路 は、 希臘が 生じた る 幾多の 英雄の 悲しむべき 末路に 

^たり。 Them.stocls を 評せる 言の 如く、 彼女 は實に "greater  in  genius  than  in  character" なりき。 genius は 彼女 を 世界の 

師表たら しめぬ。 而 して 悲しい 哉、 character は屢々 彼女 をして 彼女.： H らに反 かしめ ぬ。 詩入ゲ ー テの 半： 涯に 見て 我 は X 布隱 

の 興亡 を 思 ふ。 我 は Athss の 衰亡 を讀、 み 至りし 時、 思 はず 數 行の 淚を垂 る  を 禁ずる 能 は ざり き。 偉大なる もの 滅びぬ。 

我 は 今日 愛する もの X 我より 鸾 はれた る を ず。 我 は 寂寞た る I 種の 悲哀の 念に 堪 へず。 

午後 MazNinrs  Essays を讀 む。 Carlylc に對 する 評論 を讀み 終れり U 余は此 評論 を讀 みて、 著しく  Carlyle の 長所と 短所と 

を 味 ひ 知りぬ" 之；：： 等 は 凡て 余が 念頭に ありし ものな りし かど も、 Mazzini によりて 宛ら 余が 心 を t 露せられ たるが 如く 論 

ぜられ ぬ。 然 かも 評者が Carlylc に對 する 厚き 同情に 對 して は、 余は云ふ可からざる愉快を^^ぜり。 現 時評 墳の 如く、 聊か 

なる 意見の 衝突の 爲 めに、 互に 嫉妬の 念に 驅られ て 罵詈の 交換 を 事と し、 激しく 戰ふ (寧ろ 野蠻 的に 插み合 ふ〕 を 以て 一種の 

名譽 なる かの 如く 思惟せ る 時、 余は此 論文 を讀み て眞に 敬慕の 情に 堪 へ ざり き。 

夜は卷 頭なる Mazziiii 傳 1^ 讀 みぬ。 

**  If  there  is  a  man,  universally  respected  in  Europe,  and  who,  during  forly  years  of  activity,  unequally  devoted  to  tlie 

service  of  a  wfcat  cause,  hos  really  merited  tliis  respect,  it  is  Mazzini.  lie  is  inconteslably  o づ e  of  tlie  noblest  and  purest 

mchviclualitics  of  our  age." 

彼の 論敵な りし Bakounine はかく 評しき。 


攀 

«3 ^ま nrHV なれば、 我が 周 圍 に 悲しき 友 を 多く 有する ぞ。 是れ眞 に 感謝すべき 事な り。 され ど 我は屨 i 顾 みて 其 まさに 

堪へ ざらん とするな り。 主よ、 我が 祈 足らず 我が 同情 足らずん ば、 願く は 主の それ を與へ 給へ。 我が 愛する お 壬 生. 撝 も亦悲 

しき 失 戀の雷 園に 入りぬ。 余 は H 夜 彼の 堪ゅ 可から ざる 悲愁 を 包む 面 を る..^ に、 世の事の如何に矛^5に滿てるぞと思はぬ 

事な し。 A 「夜雨な り。 四籟 淋しき 昔^ ゆる 時、 階上に 獨り 机に 對 する 彼の 苦 想^ 思、 思 ひ 遣る だに 我が 胸 は 針に 刺された る 

心 a に悶 ゆるな り。 我 は 何 を 以て 彼 を 慰め 得べき。 顧みれば 我に も 悲しき 淚は 潜めり。 、冗よ、 僕 は 爾の幼 n 儿が 多く 此.. ： 痛の 

爲 めに 悶 ゆる を たる 時、 我が 胸の 血 を 搾る 思して 爾に 僕の 凡て を 捧げき。 され ど 主よ、 ^の 執拗 を 憐れみ 給へ。 ^の 

を 憐れみ 給へ。 寂寞の 今 《卒然として 僕の 心 を 襲 ふ 時、 僕の 眼 は 熱き 懐菌の 淚に濕 ふなり。 主により て 癒された りと^へ る^ 

の 傷 は、 鼓に 新ら しき 血 を 吐きて 其 痛み 堪へ 難し。 鳴 呼 我が 主、 此 不順なる 操が 凡て を 棒ぐ と稱 して^ 捧げで ありし^の 淚 

を、 願く は 寒 ひ 給 は ざれ。 僕の 心 を 和ぐ る もの は此淚 のみ。 彼女の 面輪，^ 霧の 如く 消えて、 戀 愛の. m も 氷の 如くお えて、 - 

に は 其 見の 何物 も 遺されざる 時. 我が 涙の， 嗚呼 我が 熱き 涙の 如何に B しき ぞ" 涙よ、 願く は 永久に 我が 友 たれ U 

我 は 此淚を 以て 我が 壬 生 馬の 苦痛 を 知り 得 ざらん や。 然り、 我 は 彼の 苦痛の 爲 めに 我が 凡て を 捨てぬ。 我 は 彼の 傷 を殘り 

なく 癒して、 汝の傷 癒された りと 呼ばん とする 愚者に は あらず。 我が 力の 及ばざる 處は、 主 必ず 成し遂げ 給 はん。 我 は 彼の 

淚をも 負 はん。 然り、 悲哀の 福音 は 我が 望む 所 U 我に 悲しみ を與 へよ" 我に-涙 を與 へよ" かくて 我が 同胞の 哀^ をな だめ J 

我兹に 立てり、 主よ、 僕 を 用 ひ 給へ。 

主の 祝福の 中に ある もの、 萬 人の 淚を 負うて 然 かも 微笑み 得 ざらん や。 然り我 は 我が 戀を 高き. 爾の 聖^に 棒く 我" れ己 

L の戀を 有せず。 我が 同胞の 悲しき 失 戀の涙 をして 我が 腺より 流れし めよ" 我 は 我が 在さざる 所な き 我が 主により て 之れ に 

堪 へん" 嗚呼 我に は復戀 なし。 然 かも 感謝 か 祝福 か 哀傷 か 未練 か、 腸を控 りて 胸 を衝く 熱タ淚 はあり。 卞ょ、 小さき 入の ゴ 

に 祈 を敎へ 給へ。 今夜 兄の 手紙 を 得たり。 弱く なれる 我が 感情 は 懐かし さの 餘り 彼の 手紙 を 我が 胸に 抱かし めぬ" 鳴 呼 

福され たる 友達、 愛 兄の 上に 最も 高き もの 、御手 永久に あれ。 
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第四卷 

1 九 〇 三年 (明治 ミ 十六 年) 〔承 前〕 

二月 十 三日。 (金曜 RI)" 昨夜 雨であった のが 何時の間にか 降り 代って 今朝 は霉 となって 居った。 朝に なつてから 少し 降つ 

たのみで 細かな 雨に 變 じた。 後、 日が 照り 出した から 其 儘 融けて 仕舞った。 

朝、 例の 如く 歷 1/. を讀 まう として 其 仕度 をした 處が、 急に 畫を 描きた くな つたので 凡て を 放棄して 畫帖に 向った。 非常な 

熱心 を以 つて" oh  GodI  let  mc  sacrifice  all  to  thee" と "Devoted  Life" を 成功した。 昨日から 僕の、. ：3 の 中 こ殊こ 深く 襄さ 

れた 思想 は渾 として 筆の 先から 流れ出た ので、 僕は晝 頃まで は 全く 夢中で 描いた。 出來 上って 見れば、 實に 無益に 時間 を 

費した と 思 ふが、 然し 此畫の 中には 確かに 僕の 血と 淚 とが 含まって 居る ので ある。 觀想錄 にも 書き表 はす 事の 出来ぬ 思想が 

顯 はれて 居る と 思 ふ。 

午後から は "Cuore" を精讀 した。 四時から は 例の 如く 新渡戶 氏に 到りて 英語の 勉强 をした。 夫人の 語られた Bramabai の 

話 は 中々 愉快であった。 彼女 は 印度の 第一 階級に 屬 する ものなる が、 其 父母が 非常な 學 者であって、 十分の 敎育を 受け (勿 

論 印度の) 二十 二 H にして 英鬭に 到り、 今 は widow-gh.18 の敎 育に 熱中して 居る さう だが 其 品性の 高い 事 は實に 驚くべき も 

ので、 夫人が 今迄 見た 婦人の 中 到底 忘れる 事の 出来ない もの だと 云うて 居った。 

夕食後 父上の 處で壬 生 馬と 共に 色々 雜談 をした。 父上の 談片 二三な 拾うて 見よう。 

棟撓凶 (成功と 云ふ雜 誌に 支那 建築が 倒れ 懸 つて ゐる ボン チ畫を 見られて) と 云 ふ 語が 易に あるが、 中々 面白い 語 だ" 一 

體 易と 云 ふ もの は 面白い もの だ。 太 極 を 陰陽に 分ち、 陰陽 を 五行に 分ち， 五行より 萬 物 生ずと 云 ふ 風に、 我が 常に 主張す る 


ピラミッド 的 こ出來 上って ゐる 最も 鞏固な 平易な 眞理の 上に 建って ゐ るので あるから 中々 よく あたる。 考へ方 力 凡て^ 擇^ 

だ。 此點が 東洋 的 思索と 西洋 的 思索との 異る點 らしい。 東洋の は 凡てが 演繹 的 だ" 西洋の は 凡てが 歸納的 だ。 

悄 々往来 朋隨其 思と 云 ふ 語が ある。 是れは 前から 疑問と して 居た が此頃 漸く 分った やう だ。 一 ^悄々 として 往來 すれば 朋 

が 我に 集って 来る 害がない が、 玆に朋 と 云 ふの は 朋友の 事ぢ やない、 類と 云 ふ 位の 義で卽 ち悄々 として 心中に 憂^ を 往來せ 

しむれば 他の 憂慮 亦從 つて 來 ると 云 ふの 意 だ。 此語は 萬 事に 應 用が 出来る U 

易な ど. - 云へば、 1 言に 人 は 馬鹿にす るが そんな もので はない。 若し 愚に もっかぬ ものと すれば、 苟も 孔子と 呼ばれる 位 

の 賢人が 之れ を 學んだ がない。 今の 人間の 弊害 は、 歸納的 論法で 理解の 出 來ぬ事 は 凡て 虚妄と して 仕舞 ふ^だ。 若し エヂ 

ソ ンが X 光線 を發 明した 時、 他人に 向って 僕 は 衣服 を 着た 儘の 人の 懐中せ る 金袋 中に ある 金高 を 知る 事が 出来る と 云うた な 

ら、 それ を 聞かされた 人 は 忽ちに 人 を 馬鹿にする にも 程が あると 云 ふで あらう。 しかも 其 實險が 眼の 前で 赏行 されて は、 そ 

り や 當り前 さと かう 云 ふので ある。 同じ様に 人に 向って 地獄と 云 ふ もの は 存在して 居る と 云へば、 其 人 は 馬鹿 を 云へ と 云 ふ 

だら うが、 さて 地獄へ 連れて行かれて 照 魔 鏡に 向った 時には、 前と 同じ 口調で そり や 當り前 さと 云 ふに 違 ひない。 自分の 5< 

れる範 園の みが 眞理で 他 は 皆 虚妄 取る に 足らずと なす 連中 程 腹が 見 透され て氣の 毒な もの はない。 を 罵る 人達 も 共 仲間 だ 

佛敎に は 人 を 導く に 二の 方法が あるら しい。 一 は 自分 を 何 魔まで も 小さく する 方で、 人間 は 比較的 (佛 に對 して) ？^、 

ものである とし、 人 は 其 儘の 境遇で 安心す べしと 說く のが、 親 驚な どの やった やり 口 U 一は 自分 を何處 まで も 大きく して 孟 

子の 云った 「我 舜の言 を 言 ひ、 舜の行 を 行 ひ、 舜の f 食 は. ち舜 のみ」 と 云った 様に、， 人 問は卽 ち佛、 佛は § ち 木^ 

の ややに 絕 is 的の 自我 的 見地に 立った ので ある。 總 ての 思想に 同情 を 有して 寬容 ならん が爲 めに は * 問が 必. 事になる。 ^力 

其 學問を 一通りな りと も 消化す る は 容易な 事で はない。 多分 昔の 聖賢と 云 ふやうな 人の 頭 は、 書 グノ^む 時 理解す ると 云 ふよ 

り 早く 判斷 が出來 たので あらう。 加藤弘 之な どと K ふ 人は學 問が あるから 持て &居 るので、 考察の 頭 は 無い と 云っても、 i 

樣だ。 中 江 兆民 は 又 自分の 理解 範圍の 外 は 虚無 だとした 點に 於て 陋 だと 云 はねば ならぬ。 
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家に 鼸り てより Mazz ョ rs  Essays を 讀む。 今日は "〇n  the  Minor  Works  of  Dante" なり 0 

初めの 方に 會 心の 句 誠に 多し。 (拔萃 文 略す。) 

一 I 月 十四日。 (+ 嚯： To" 朝、 例に よりて 聖書 を讀 む。 此頃 は羅馬 書 を讀み 居れり。 第 九 章の 始めの 句 を 誦する 毎に 云 ふ 可 

からざる 感激の 情を裔 すなり。 同胞に 同情す る 事斯の 如くして 初めて 眞の 基督 敎徒 たる 事^ 得べ し。 主よ、 僕に は 眞に此 如 

き 同情な し。 我が 同胞の 善： 事に 對 し又惡 事に 對 して 此 同情 ある 事 能 はざる なり。 御前に ありて 我が 靈 誠に 是れを 恥づ。 願く 

は 今の所 謂 主の御名 を 濫りに 呼ぶ もの 、跡に 做 はず 己れ を 善人と なして、 他 を 以て 凡て 教 はれざる ものと なす 事な く、 我 地 

獄に陷 ると も 彼等 を 救 ふの 祈 睛を捧 ぐる 事 を 得せし め 給へ • 主の 聖 皆 我に 臨む 時、 僕 は 其督敎 徒の 生涯 は 唯是れ のみと 感ぜ 

ざる 事な し。 人情 ，5- 重んじ 人の 荏；^ に 十分の 同情 を 有し、 此心を 以て 据で 且つ 鞭う つ 事 を敎へ 給へ。 僕 は 今の 基督 敎の說 く 

所に 滿足 すろ 事 能 はざる なり。 彼等 は 自ら 義 として 主の 敎へ給 ふ 所 を 無にせり。 願く は 僕 をして 此道を 歩まし め 給 は ざれ。 

願く は 僕に 隱れ たる 道 を 4^ ましめ 給へ。 、王の 設け 給 ふ 道の み 我等が 步 むべき 所な り。 

Myer を 讀む。 今日は Alexander 歿後 王國 分裂の 歷史を 終わ 希臟の 文明 史に 入れり。 建築と 彫刻と 2^ の 部 を 終り、 興味 翁 

勃 快に 乘 じて 四十 頁を讀 む。 世舁 最大の 藝 術の 生れし 地の 如何に 今に 香ばしき よ。 若し 他日 歐洲に 遊び 有名な み 博； i 誼に 將 

た 其，， 地に 於て、 古 天才 國の 遺業に 接する 事 を 得ば、 如何に 鏡 多の 興趣 を收め 得べき よ。 我 は 單に此 理由の み を 以てしても 

尙歐洲 に 遊ぶ の 念 內に燃 ゆ。 

午後 『I 葉 全集』 の 「たけくらべ」 を讀 む。 人生の 機微に 觸れ 熱き 血に 感じた る 思 ひして、 胸 琴 美しう 鳴り 出で し 事 そ も 幾 

度！ 實に 女史 は 偉大な りし かな • 彼女 は 殆ど 近 松の 壘に逼 らんと する もの あり。 若し 彼女に 年 を假す あらば、 彼女 は 確か 

に 明治 文 檀を裝 ふべき 詩 星な り。 又 久し振り にて 『興 國 史談』 を讀 む。 此 著者の 諸 書に は 勿論 多數の 興味深き もの あれ ども、 

此 書の 如き も 亦價値 高き ものなる か" 觀 察の 奇警に して 一 定の 所信より 出づる 所眞に 我が 阈罕に 見る 所な り。 

午後 五 時 頃より 神 田に 到り 靑年會 館に 於け ろ 大日 本文 學會 演說會 あり。 勿 li 腹 こなしの 爲 めに 行きし なれ ども 餘 りの 不眞 


面 m に 驚く の 外な し。 九 時半 頃 家に 歸る"  1 

今日 壬 牛： 馬 は 川上の Othero を 見に 行きたり とて 歸り來 る。 實 につまらな かりし .2 なり。 要するに その 失敗の は殳者 一 

が 十分に 作 中の 入物に II 情 を 有せざる に 起因せ るが 如し。 歸後 聖書の 研究 を 讚む。 ぬ 他 n 精 謂す るの 期 あるべし。  ！ 

二月 十五 曰。 (日曜 H:T 我等が 在. 太の 父なる 主 は、 今日 も亦麗 はしい 日 を與へ 給うた。 何とな き 芳香 さへ 他 す^に えて， 

早春の 景色 誠に 麗 かであった" 朝聖 霤を讀 み、 『興^.; K 談』 を讀 み、 それから 海老^ 氏の 說敎 を^き に 出掛けた" 途中で 久し 

振りに 北 村 耕 造 氏に 遇うた U 今日の t 、題 は 「聖哲 オリ ゲ ナス を 思 ふ」 と 云 ふので あった。 近來 なされた る 氏の 說敎 として は 一 

實に 智慧と 力と 信念と に滿 ちた ものであって、 僕は尠 なからぬ 恩惠を 受けた 事 を 感謝せ わば ならぬ。 僕 は 玆に術 忘 S£l めに 一 

ひと. -なリ  - 

オリ ゲ ナス の 爲人を 記して 置かう。 (オリ ゲナ ス傳峪 す。〕 

午後 聖書の 研究 を 讀み永 島與八 氏の 獄中の 經驗 など を兒 た" 今更に 深く 感ずる は 獻身的 ：3 仰の： ^}._涯 である。 僕 は祌の 御^ 

みに よりて 此生. 娃に這 入る 事が 出来たならば、 此 世に 於け る 活動の 目的 は 達せられ ると 思 ふので ある" 

「汝等 入の 榮を 求めて 神の 榮や」 求めざる ものなる に いかでよ く 神 を 信ずる 事 を 得ん や J の 句が 胸に 沁み 入る。 

三時 頃から 河^ 氏を訪 うた" 僕 は 彼女の 眞に 悲しむ 可き 同情に 餘り ある 境遇 sV 閗 いて 思 はず 共に 泣いた。 彼女が 其 子女の 一 

敎 育に 關 しおた るの 嚴雕 なる 責任 を 感じ、 其 遂げられ 難いの を 嘆ず る 聲 は眞に 人の 腸 を 抉る ので ある" 鳴 呼；^ い 哉 親の 子 を 一 

思 ふ 情！ 僕 は 或る 物の 堅く 心 を 縛る 樣に覺 えて 區 別し 難い 感慨に 沈んだ。 此時、 正に 此^ 孝太郞 氏と^ 雄さん と H 人の 灿 

妹と が 這 入って 来て、 實に 一方ならぬ 敗亡 を やった。 孝 太 氏 は 昨日 出京した ので ある" 永く居た^まらなくなって：^-み辭しー 

て 家に 歸 つた" 嗚 I. 悲しむ 可き は 入の 子の 運命で ある。 僕 は 自分が 其 境遇に ある やうに 思うて 家に 歸っ てから も 幾. 此か淚 を 一 

流した" どうか 父樣、 あなたの 全能の 御中が 悲しむべき 一入の 姉妹の 上に ありまして、 彼女と 其 愛子が W び 美しき 阒 に 入 一 

る やうに 導かせ 給 はん 事 を 切に 切に 祈り 上げます。  一 

此夜は 一 種 寂寥の 念に 驅られ て 友の 溫き 胸が 慕 はしくて 堪らなく なった。 僕が 此 世に 持って 居る 溫 きものと て は、 時々 僕 
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を 困らせる 淚と 友の 胸との みだ。 僕はタ 食後 直ちに 兄、 足 助、 木 村. 隆 三に 書 を 書いた- 

烏 呼 献身的の 生垂如 W に 若い 血 を 痛めし める よ。 然し 是れが 僕の 行くべき 道で あると 云 ふ 事 を 思 ふ 時に、 僕 は 神樣の 前に 

甘んじて 點 頭いて 其 通 を 歩む 至上 者の 導きが 此 小さき 盲目 をして よき 道 を 歩まし め 給 ふ 事 を 堅く 信ずる。 

一一 月 十六 or  〔月曜日)。 今日は 曇りで 稍 i 寒かった。 朝 聖書 を 讀んで 「爾惡 に 勝た る \ 事 勿れ。 善 を 以て 惡に 勝つべし」 

の 語 を 得た。 入 生が 若し 勇ましき 戰鬪 とするならば. 此語 は實に 我等の 族に 書くべき 好適の 句で ある。 字を讀 むは 易い。 手 

を 動かす は 難い。 然しながら 手 を 動かす の は 最後の 仕事でなくて はならぬ" 哲學が 人生の 終極で はない。 人生の 終極 は 歴史 

である。 Carlyle の 言った 樣に "，rhe  end  of  mau  is  an  actio-,  and  not  a  thcusht " た。 

Myct に History を 取り出して c^recc" の trascdy を 讀んで 居った 所が 九 時 頃 中 田が 来訪した。 それから 雜談が 始まって 彼 は 

午後 三時に 漸く 歸 つた。 僕 は 失望 せざるを得ない。 僕 は 大切なる 一 日 を 失った。 尊き 一 日 は irrecoverably に 地 を 去った。 再 

びそ ま， 僕の 許に 戾 つて 来ない ので ある。 深く これ を 思 ふと 解す 可から ざる 一 種の 畏懼が 卒然として 胸 を 寒から しめる。 

それから cie を讀 みかけて ゐ ると 今度 は 松 平恒雄 氏が 來た。 今日 新激戶 氏に 行く 日 だから 斷っ て 共に 家 を 出で 途中で 別 

れて 新渡戶 氏に 到った" 太 田 氏が 来訪して 居られて 一寸し かやらなかった" 夫人に 木 村の 洋行の 件 を 話した 處が、 非常に 其 

冒險を 危ぶまれて 下等の 航行 は 是非 思 ひ 止る 樣 との 事であった。 

家に 歸 つて 夕食の 時 壬 生 馬 を 見る と 又 彼の 睫 は 淚に濕 つた 跡が あった。 僕 はた まら なくなって 食事 も 進まなかった。 靑春 

の少 人の 胸 を 抉る 痛みの 中、 壬 生 馬の 受けた る もの は 確かに 其. i である。 僕 は 彼が 可哀相で 同情に 堪 へぬ。 然し 全智の 主 は 

徒らに 人 を 苦しめ 給 はぬ 事 を 信ずる。 僕 は 壬 生 馬が 此莉 によりて 煉 はれて 眞に 神の 心 を 悟る ものと なり、 神の 力に 依りて 此 

世に 堅く 立つ 所の 最 とならん 事を 祈らざる を ない。 主 は 凡て をよ きに 導き 給 ふで あらう。 

夕食後 内 村 氏の 『興國 史談』 ゃ熟讀 した" 此 前に 讀 みたる 時に 比すれば 此方に 多少の 基礎が. あるから 所謂 玩味す る 事が 出 

来て 非常に 面白い。 追々 歷 史的 知識の 根源 を 形造る 事が 出来て、 一 身の 中に 兎に角 人類 原始よりの 經歷 を藏め 得る の 階段 を 


造り 得た る は 何よりも 感謝に 堪 へ ぬ 所で ある。 

森々 として 塞.^ 膚に逼 る 時 僕 は 犬の 遠 吠 を 手近かに 聞いた" 今迄 こんな 感 1^ を 起した 事はなかった が、 今夜 は 胸の 逼るを 

禁じ なんだ。 其 腸 を 搾り 肝を盡 して 出す 樣な 哀切なる 叫 聲には 唯 渾沌た る 苦痛と 悲哀と 煩 問との 姿を兑 るので ある。 彼 は 

言葉 を 用 ひたいの であらう が、 其 口 は 唯 叫ぶ 外に は 知らぬ 程 幼稚な の だ。 螯 問に 勇ましく も 耳 を 振って 怪し き^を 叱咜 した 

其聲 は、 今 悲しく も 長く 鋭く 細って 彼 は 何物 か を 何 かに 訴 へんと する 樣だ。 而 して 彼 は 何物の 何物で あるか を-自ら さへ 知ら 

ない。 何が 彼の 哀れむべき 訴 へに 耳 を 傾ける ので あらう か。 夜 は 更けて 人 は 大方 眠った、 彼の哀^^は絕^^の手ょり免れんと 

もがく が 如く 二度三度 空 を 渡って {41 に 消えて 了った" 而 して 彼 はつぶ やく 如く 細き 聲を 微かに 立てた 後 は 終に かのお 3 なる 

？魔を さへ 聞かなん だ" 彼 は 眠った ので あらう。 嗚呼 云 ふ 可から ざる 一 穉嚴肅 なる 思念 は 針の 如く 胸 を 突く ではない か。 僕 は 

神の 座に 召されて 遙 かの 下界に 起る 全 入 類の 全く 意味 をな さぬ 苦しげ なる 叫喚 を 聞く が 如く 感じた" 

II 月 十 4JB。 (火曜日)。 晴" 「爾等 互に 愛 を 負 ふの 外 凡ての 事 を 人に 負 ふ 事 勿れ」 (羅. XIII.  S) 是れ に 人 問處^ の 

だと 思 ふ。 僕 は實に 今日 好い 言葉 を 拾 ひ 得た。 

誰に も 妨げら る、 事な く專 念に Myer を讀む 事が 出來て 遂に 希 臟史を 終った。 實に 愉快であって 希 腿の 哲. 招. 史文 £ ハ史 など 

に 至って は 幾度 か 涞涕し 幾度 か 噴飯した。 僕 は希隧 語が 學び たくて たまらなく なった。 最も^ くべき^ は (常然 の^か は 

知らぬ が) 哲學 思想が 人民の 道念と 伴って 行く 事で ある。 希臘に 生命が あり 希 isr があった 時には、 其 哲^ も 誠に M^i: 小な もので 

あつたが、 一旦 失隊； の 幾 歩 を か蹈み 出す と 哲學も 亦 {r^* 論 的と なって、 例へば scptist の 如 さが 牛； じて 來る。 これ を兑 ると^ 

學の 如き 純 客觀の 位置から 研鑌 すべき もので も懲湃 たる 時代の 精神に は 到底 抵抗す る ことが 出来ない かに 思 はれる。 これ を 

小さく して 考 へて 見れば 面白い。 哲學 なる もの は、 これ を 組成した 哲. m 者なる もの  人格に 關係 する ことが 多い の だ。 これ 

に は 勿論 除外例が ある だら うが、 併し 上の 結論 を眞 とすれば 此 立論 も 亦眞 でなければ ならぬ U ソクラテス や プラト ー ンゃェ 

スキ ラスに 見て 殊に 其感が 深いので ある" 人格の 影響す る範 圜は眞 に何處 まで だか 分らぬ 位で はない か。 
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希臘の p.f^ を繙 いて 田 3 ふの は、 人類の 最盛 時代 は 果して 後 來に來 るべき もので あるか 或は さう でなくて 旣に 過去に 嵐 する 

もので ないか、 も 少し 歸圍 を狹 くして 云 はうならば、 人類の 創意 時代 (僕の 造語 だ、 卽ち 人類が 總 ての 活動の 本源 を据 あた 

時^と 云 ふ 積り) は 未： 尔に來 る もので あらう か、 過去に 屬 する もので はなから うかと 云 ふ 事で ある" 凡そ バビロン、 ァ ヴシリ 

ャの 滅亡 時代から 基督教の 羅馬 征服 時代に 至る 間が、 眞に入 類の 創意 時代であって、 今の所 謂 文明と 云 ふ もの は バビロ  -ーャ 

が 古代文明の 保存 者で 改良 者であった 如く 創意 時代の 文明 を 僅かに 保存し 改良.  して 滿 足して ゐ るので はない かと 云 ふ 樣な悲 

觀的 態度 も联 りたくな るので ある。 兎に角 希 臟史は 興味深かった。 

午後 S 國 史談』 を讀ん だ。 後山 本に 愛子 を訪 うた。 女の 中最. - 尊く 淸 きもの は 彼女で ある。 .K 當に 水晶の 樣な 所が ある。 

僕 は 彼女と 語る 時、 他の 麋に 着ける もの を 忘れて 高い 喜びと 淸ぃ 悲しみと に 入る 事が 出来る。 二人の 涙. 源に 話題が 及んだ 時 

は、 眞こ 一 種の 强ぃ 運命の 手 を 感ぜずに は 居られない。 彼女 は 彼が 病に あり はせ ぬかと 頻りに 心配して ゐる。 僕 は 堪らない。 

は 眞こ神 を 思 ふ。 神の 聖 なる 審判 を 思 ふ。 これな しに は 半時 も 生きて 居られぬ。 これ を 疑 ふ 事 はどうしても 出來 ない。 

淸怨 願く は 高き 所に 解けよ。 

原 先 半； 夫人 札幌に 歸られ るとの 報に 接し、 上野 停車場に 行った。 病身で ありい たづら であった ー藏 さんが 肥えて 大きくな 

りし 事よ。 夜 は Anticipation の moral の 所 を 讀んだ 後い ぎた なく も早寢 した。 

二月 十八 B。 (水曜日)" {1^ は 定めな く 晴れ 又 暴り ぬ。 夜に 入りて は 星斗 闌千。 今日より 羅馬史 に 入る。 今朝 は 多く 得ろ 所 

がなかった。 午後 高山 氏の 『1^1. 世 美： f』 を讀み X 布腦哲 學に囘 顧して 更に る 所な かりき" それより CU03 を讀 みつ、 ありし 

に M 良 氏 来訪との 事 ありし かば 新渡戶 氏の 方を斷 りて これに 到る" 

夜 孝 太 君に 面會 せんが 爲め四 谷に 河歸 氏を訪 ひぬ。 君 あらず して 信 子 氏 及び 其 妹の みあり き。 八 時半 F 迄 相 語りつ、 待ち 

たれ ども 彼 は 遂に 歸り 來ら ず。 仍て已 む を 得ず して 辭し歸 る。 夜 山路 氏の 『獨立 評論』 を讀 む。 「ユイ チェの 思想」 など は 甚だ 

有益な りき。 かくて 平凡なる 一齣の 幕 は 閉ざされぬ〕 明日 はよ き 戰に從 ふ 可き なり。 


二月 十九 or  (木曜日)。 今日は 我が 大 失敗の 日な りき。 惡魔は 遂に 我に 打ち勝ちぬ U  神に 從 へりと ほら 誇稱 する もの 

何の 醜態 ぞ〕 汝 神の 前に 泣きて 罪 を 悔いよ。 

今朝 少しく 睛史を 讚み っ& ありし に、 山 本より _竜 話 か- -り來 り 今日 皆に て大 森の 方に 行かん と 云 ひ 来れり。 此に 於て 僕の 

最も 厭 ふ 可き 鮮は 起り て、 旣に斯 の 如き 事の 決定 せられし 後 は 書物に 親しみ 易らず なりて、 山 本より 再び 言 ひ來る 可き 時閩 

を 待つ 間 遂に 歷史を 放 抛して 『近 松 傑作 集』 など 緒 きゐたり。 而 して 何時 迄 も 何時 迄 も彼處 より は 何 察 も； K ひ來ら ずして、 

遂に 今日の 行 は 思 4- まれり と 云 ふそれ なりき。 余 は 午前の 時間 を 殆ど 無益に 費せ り。 午後 しま子の 處に 到りつ- - ありし 時 愛 

子 訪ね 来りぬ。 故に 余 は 彼女と 語るべく 本家に 歸 りしに、 仙 齢なる 賨家來 り 居りて ゆっくり 話す 事 も出來 ず、 其 屮河狎 米 太 

氏來 りし かば 我が 室に 歸 りぬ" しま子の 病 は 犬に 恢復に 向 ひ 熱 は 全く 平常に 歸れ り。 

先づ 何よりも 嬉し かりし は亲太 君より 聞け る 札 幌の窜 情なり。 舊 土曜 會 諸子の 消息 ほ.. < ゑむ 可き もの、 泣く 可き もの、 一 

時に 腦裡に 集りて 我 を 刺戟す。 何 ぞ札幌 の 天地の attractive なるや。 彼の地 は實に 我が 爲 めに 聖別の 地、 祝福の 地な り。 彼 

の 地の 上に 天佑 裕 かなれ = 

唯一 つ 我が 今日の 事業 は 孝 太 君に 一片の 忠告 をな せる 事な り。 余 は 彼の 慈母の 境遇に 思 ひ 到る 毎に、 彼に 向って 苦言 を！ HA 

せずに は 居られざる なり。 余 は 思 ふ 所 を どし くと； FT ひぬ。 佘は 神に 感謝せ ざる 可から ず。 余 をして 他人に 對 しこれ 丈け の 

直言 をな し 得せし め 給 ひし を 感謝せ ざる 可から ず。 我總 ての 點 に 於て 幼 兒の師 たるに も 足らざる なり。 然 かも 祌は 我に 化み 

給 ふ 事に よりて、 我 をして かく 懼る& 所な く 直言す る を 得せし め 給 ひぬ" 主よ、 願く は 小琪を 小と せず して；^ 敬す る^ を 得 

せしめ 給へ。 

孝 太 氏 は 夕飯 後歸り 去りぬ。 夜 直 良 氏 来り lable-tennis 等 をな し 又 少しく 壬 生と 共に. 宗敎社 |3 の 事に 就て 語る U 我；：！；^ 仰と 

實 行の 足らざる を 恥づ。 我 はこれ より 或る 物 を 何か領 得して 後. 1 に 就くべし。 今 十一 時 十五 分 前な り。 

一昨日 菊五郞 死せ り。 小 松 宮殿 下 も 亦。 兄と 木 村 君より 手紙 あり。 兄に 小恙 ありし とぞ。 願く は 命： 快 一日 も 速 かなれ。 ^ 
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呼 東方の m 次 源に 今 如何に。 彼 病まざる か。 彼 病まざる か。 我惱 める ものなる 哉。 

一 1 月 二十日。 (金曜日)。 晴天。 朝、 家に ありて 內村鑑 三 氏の 『興國 史談』 中 「興國 と 亡國」 と 云へ る 邊を譯 し、 これ を 新 

度戶氏 夫人に 致して 訂正 を 乞 ふ。 午後より 兄の 依賴 により、 阔史 教科書 を尋 ぬる 爲め 諸方に 電話に て 問 ひ 合せ、 又は 松平恒 

雄 氏 等 を 訪問し、 市に 到りて 英 新報 を 買ひ來 りて 讀む。 新- M 戶 氏の 「櫻」 と 題す る 小品 文 あり。 筆意 共に 超俗。 又 久し 振 

りに て 「札 幌！ I 立 敎會」 を讀む U 讀 みて 我 は 殊更に 彼處 なる 大 なる 首 石 を 想起せ ざる 能 はず。 彼の 敎會 は眞に 一個の 天職 を 

負へ り ，0 日 K の 全 基督教 徒が 雲烟 過跟視 する 間に、 彼女 は 其 生 を 保ち、 後年  一 S 一日 本の 基督 敎會が 斷然獨 立の 熱望に 動かさ 

る >1 時， 彼 處は其 蓮 動の 中心た らん。 主よ、 願く は 彼女の 上に 祝福 永久に あり 給へ。 

夕方より 河 野 氏 を訪ひ 暫く 快談し (今日は 快談 せり) て 家に 歸る d 夜恒雄 氏を訪 ひしが 他出して 在らず、 卽ち其 同居人な 

る 一人の 法 學士と 相 語る。 彼 は大藏 省に 在る もの、 其方の 事に 就き 種々 なる 面白き 經驗を 聞け り。 後 問題 は 精神 上の 事に 移 

りしが、 要するに余は彼が今日日太人の宗敎に對する觀念の^^染しっ 、ある を 見る。 卽ち 方便と して 宗敎を ^ ひんと するな 

夜 Tennyson の " I  acly  of  shalcu  ： を讀 む。 佘は此 頃 如何にせ しか 詩に 對 して 觀想を 牽く事 甚だ 稀と なりぬ。 之れ 恥づべ 

き 事な り。 我が 精神が 散文的と なりし 事な り。 我 は 常に 彈カ ある 强く 打つ 所の 精神 を 有せざる 可から ず。 詩 を 失へ る もの は 

國を 失へ るな り。 

二月 二十  一 B。  (土曜日)。 實に麗 はしき 晴天な りき。 和煦 たる 春 曰の 氣悠々 として 人 を 吹く。 朝ぎ の"？ £  5 き- 

ry" の中羅 亡 後より "Charles  the  Great  - の覇 1 の 萌壞に 至る まで を w みぬ。 所謂 3ark  age なる もの、 現今の 歐洲諸 

强國が 其 立國の 基礎 を 定めた る 緊要なる 時代な り。 は 曰く、 人は此 時代 を 指して P ミ と 云 ふと 雖も實 は fci? 

ting  age なりと。 これ 余が 得た る 最もよ き敎訓 なりき。 午後 『興國 史談』 の フィニ シ ャを讀 み、 それより 山 崎 氏に 達るべく 書物 

を 買 ひこ.！ 町 i に P- り、 山 本に 立 寄りて rictl-rc  Gallery"  (1899) を 借り、 歸 宅の 後 これ を 展覧す。 見る に從 つて 


文 翻 復興 期 時代の 作物に 崇高なる 思想と 親切なる 用お と 深遠なる 美意識と を 認め 5W るな り。 第 十七 世紀の 末 龍に 至り . J に 

頓に 失墜せ るが 如し。 輕 薄の 氣 潮く IC 面を蔽 ふ。 Florentine  school の^ 砲 もさる 事ながら Ron,.on  s:hocl の 腦狗. 5、 亦 捨て 難 

し。 J;ologucse  school の Guido  Rcni  (I575I1642) が 成せる aeatric" の 若 姿" 見れば 見る 程 悲しく も く 高き ^ばせ" 灭國 

に 詩聖 を 誘 ひ 入れし 其 股よ。 人生の至美至^5何物かこれに過ぎん。 

夕方より 直 良氏來 る。 夕食の 時 壬 牛： 馬 余の 爲 めに 建築の 事 書け る麗 はしき 本 を 借り 来る。 多謝な り。 此タ， 社に^ 町，^ 

あり。 父上 講演 せらる、 に 就き： t きて 聞く。 大要 左の 如し。 

「雪 降る 寒き 日、 西より 一 太郞 なる 小 兒傘を かざして 東に 來り、 東より 乙太郞 なる 小 兒傘を かざして 西に 來り はたと 雛 突し 

て 互に 持てる もの を 打ち 壞 しぬ。 I 太郎 罵って 曰く 『汝 土塊に 等しき 者よ』 と。 乙太郞 これ を^き て 詰って 曰く 『何が 故に 

土塊と 云 ふや。 土塊 は 土塊な り。 我 は 人間な り』 と相爭 つて 下らず" 鼓に 仲 太郞來 り、 二人 を 率 ゐて白 建 社の 綠に 伴ひ來 り、 

更 めて 此に 論議 をな さしむ。 

1 太郞 曰く、 

『汝乙 太郞； S け。 汝は 霞と 水と 雪と 霜と 雨と 霰と 雲と 蒸 氣とを 各 異れる ものと なす ものと なり" 然 かも 知らず や これ 凡て 同 

根の み。 少しく 眼を大 にして 宇宙 を觀ぜ よ。 星宿 斗 辰 砂よりも 繁く方 處を絕 して 際涯 を 知らざる なり。 此 境に ありて 汝の地 

球 を 見よ。 汝と 土塊と 何の 差ぞ や。 瞬轉 の命滅 すれば 卽ち 一片の 土塊の み" 然 かも 汝尙汝 を 土塊と 云 ひし を. 5^ 憾 とする か」 

乙太郞 曰く、 

『愚者〕 そ は汝が { や： 想の 結果の み。 汝の 眼を刮 いて 汝の 四邊を 見よ。 汝の 存在 を 疑 は V 止まん。 然 かも 汝の 存在 を 認めげ 汝 

の 見る 所の もの は 決して 一 に は あらざる べし。 汝と 我と は 同一なる か。 然 らば 汝と 我と 相 爭ふは IT そや。 汝は汝 なり 我 け 我 

なわ。 汝も 存在し 我 も 存在し 而 して 凡ての もの 悉く 其處を 得たり。 柳 は綠、 花 は 紅 U 汝の 我.^ る は 無^なり。 我 は 決して 

土塊に あらず』 
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仲太郞  一 J れ を 聞き て 手 を 打 つて 曰く、 

『是れ なる かな. 空と 悟る も 不可、 差別と 觀 ずる も 不可. と 差別と 相 調和して 人生 初めて 意義 あるの み。』」 

^！！：水と云ふ講談師の話ぁりき" 人 を 笑 はしめ 泣かしむ る 事、 實に 驚くべき 才能 を 有す。 彼等 は 誠に 平民の 敎育 家な り。 

夕方 恩地鐵 三 氏 来り、 基督 敎の敎 によりて 父母より 甚だしき 迫害 を 受け 途方に 暮れて 我を訪 へりと 語りぬ。 余 は 痛く 彼の 

境遇に 同情の 念な き 能 はず。 これ 余が 一 度 辛くも 經驗 せし 處 なれば なり。 余 は 彼が 祈に より 柔和なる 心に よりて よく 事を處 

理 せん 事を勸 めて 相 別れぬ。 余 も 彼の 爲 めに 涙 を 以て 祈らん。 聖皆 必ず 我等 をよ きに 導き 給 はん。 

山 崎 老母に 手紙 を 出す。 此頃思 ふ 所 多し。 淚屢々 睫に 逼る。 

一一 月 一 1 十二 B。 (日曜日)。 久しく 水に 接せなん だ 故、 水に 遊びたい と 思 ふ 事が 頻 りであった が、 今日は 天晴れて 雲 更にな 

け Lv.,^ 麗 はしき 安息日 を、 欺かざる 自然に 行きて 偉大なる 說敎を 聞かん ものと、 我が 壬 生 馬、 英夫、 行郞 と共に 家 を 出た 

の は 朝の 八 時 頃。 柳 橋の 船宿に 行って 古びた るボ- トを 借り 四 入打乘 りて 隅 田 川に 出た。 東京に 住める 隣れ さは 水を樂 しま 

んが爲 めに：^ 溷 濁の 流に 依らなければ ならぬ ので ある。 

艇庫の 邊で學 習院ゃ 高等 學校ゃ 其 他 諸 校の ボ ー トに遇 ひ 稍：^ 溯りて 右岸の 風 を 避げ て、 日の 暖かなる 所に 艇を繫 いで 悠々 

と趙： n の 愛すべき を樂 しみ、 再び 出發 して 上流に 溯り、 水神の 渡 舟 場に 若き 男女の 畫 ェが畫 板に 對 せる を 見な どして、 更に 溯 

り 綾 i の 水隨に 入りて 中 食 をした、 めた。 兹は 田園の t-f おも 豐か、 春に 遇 ひし 溏 上の 草 は旣に 綠を呈 して、 摘： 单を なし 

つ、 ある 少女の 幾團も H ^かける。 麗 春の 氣が徐 々に 人 を 吹いて 心まで 溶ける 樣 である。 僕 は 今迄 春が 嫌 ひで、 春が 來 ると 何 

だか 自分 一 人が 1^ り殘 された 樣な 心地に なって 寧ろ 苦しい 悲痛に 陷るを 常と する。 今年 も 亦 どうも その 樣 だが、 今日の みは 

例外であった、 心の中から 愉快で 幾度 か 快哉 を 叫んだ。 常に 春に 對 して 微笑し 得る 人 は 幸福で ある。 其 人 は 實に大 なる 事 を 

なし 得る 人 だ。 神樣が 下し 給 ひし 笑の 時 を、 獨り 苦い 顏 する 僕の 愚 i 、亦甚 しいで はない か。 

兹で 宵. - 暫く 夢の 間に 逍ふ樣 であった 後 賠首を 廻らして 夕方 柳撟の 船宿に 蕾いた。 雲 sft めて 雨 さへ 催し さう になった • 


. 非常 に 疲勞し て 家 に 着いた の は 早 黄昏 時。 

恩 地の 鐵！ II 君が 其 親友 池 尾と 云 ふ 入と 共に 来た。 彼の 件に 關 して 彼 は 遂に 再び 姑息 策 を 採った さう である。 仕方がない。 

再びより 大 なる 破 锭を 以て 今の 倫 安 は 報いられる であらう。 僕 は 祈の 熱心が 足らなかった 事 を 悔いる。 ^は 彼 を 祈に よりて 

助ける 事が 出来なん だ 事 を 悲しむ。 

夜大澤 來た。 暫く 文學 音樂 等の 談 をな したる 後 彼は歸 つた" それから 僕 は、 Dcnkmaler  der  Kit"  (von  prcf.  Dr.  W. 

Liibke  und  rsf.  Dr.  C.  LUtzow  1884) を兒 た。 古代からの 雜築， 彫刻、 めた る もの 其 集の 方法 は 敢て糾 織 的と ：}t 

ふで はない が、 多くの 材料 を 網羅した 點 に 於て 確かに 有數の もので、 僕 は 適 多少の 研究 をな して^ 時代に 於け る 特徴 を见た 

いと 思つ てゐ る。 

二月 二十 一一 一日。 (月曜日)" 昨夜から 今朝に かけて 頭 中に 一 つの 詰責の 聲 を 聞く。 僕の 生活が、 甚だ 非 科敎的 だと 云 ふ 事 

である。 何と 云って 特別に 指示すべき もの はない が、 一 體に loose になった 亊だ。 こんな ことで 何の 役に立つ か。 ^からお 敎 

を 差 引くならば 撲は 零で、 生 を 有せない ものと なる ので ある。 1 時に 死滅 を 感ぜざる が 故に、 e.^ の を 跪 せんとす るの は^ 

の 極で ある。 汝は 同情が 足りない。 汝は 同情 を實 にす る 處の實 行が 足りない。 汝は 常に 神の 御前に あるとの 信仰が 足りない。 

汝は尙 . a 分の 力に 依らう として ゐる。 神様の 御名 を 忘れ い。 汝 よく 記憶せ よ、 假令千 M 人が 汝の 反對の 側に 立って 汝の神 

を 否認す ると も、 汝 はこれ に 神を敎 ゆるの 同情と 信仰と 實行と を 有せざる 可から ざる を。 嗚呼 精進の 氣に 乏しき 已れを 顧み 

る 時、 僕 は眞に 彼の 祈 を 繰 返さ V る を 得ない。 さう だ、 死 も 病 も 貧 も 苦 も 若し 之れ が 僕に 神より 離る 可から ざる！！：：^ 仰と， 已 

れの 如く 入 を 愛し 得る 1 情と を裔ら すなら ば 僕 は 甘 じて それ 等の 僕と ならう。 父樣、 どうか 此^ かなる ゆ 羊 をよ きに おき 下 

さい。 どうか あなたに 依りまして 此 血と 肉と 而 して 淚とを 我が 同胞の 爲 めに 獻げる 事が 出來る にして 下さい。 あなたが 溪 

-を思 はざる に 起し 給 ひし 思識す 可から ざる^ 蹟を 信じまして 此事を 切に 願 ひます。 

朝 『賽聖 ラフ 7 ヱ ル』 を讀ん だ。 文藝 復興 期の 狀 態の 大 1^ と、 驚くべき 畫 聖の大 なる 偉跡と に 接する 堪が 出來て 中々 愉快 
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であった。 幸に Classical  Gallery があった から 殊に 面白く 通讀 した。 世界で 一 番惇ぃ 人 は 包容 的の 入 だ (ラフ ァェ ル、 シェク 

スビ ー ャ、 ゲ ー テ、 ダンテ、 ァ リスト ー トルの 如き )o 其 次ぎに 偉 いのは 特質 的の 人 だ (力， ライル、 ミケランジェロ、 バイ 口 

ン、 ナボレ オン 等の 如き〕。 其 次に 偉 いのは 多角的の 人 だ (フランクリン、 マヴヂ 一一-. -、 ラボックの 如き〕。 而 して 平凡 収 るべ 

きな きもの は 實に被 句. 容 的の 人で ある。 人類 全體の 苦痛と 懂喜 とに 耳 を 傾けて、 之れ に 向つ て 深い 同情 を 捧げ 得る 人 は實に 

羨ましい 限りで ある。 高山 氏の 『近 fif 學』 の 中 カントの 美 學に對 する 意 讀ん だ。 卽ち 氏の 認識 說が 氏の 美學 を も 支 

して ゐ ると 云 ふそれ である。 氏 は實に 近世 镯逸 哲學の 客觀的 思想 を 主觀的 思想に 轉折 せしめた 最初の 人で あつ て、 而 して 其 

主觀に 於て 他の 學 者と 異る 要點は 他の， 壬觀 論者が 多く 唯 心的と なる に反して、 氏 は 主 觀の對 象た る 事物の 實在を 確認し、 而 

して、 If ま は 先天的の 通性に 支配 せらる、 から、 例へば 美の 意識に して 萬 人 同一なる 事が 出来る と說 いて ゐ るので ある。 

の 懷疑的 論 斷卽ち 事物の 眞相は 思. ゆする 個人の. t.M 地に よりて 異る ものであって、 事物 其 物 は 全く 定性の もので ない とした 

の と は 大分 違 ふ 所が ある の である。 

午後から 『興國 史談』 の 中 フィニ シャの 後半と ユダヤの 全瞠と を讀み 終った。 ユダヤの 部分に 於け る 文章の 如き は實に 一 

個の 好 詩 請で ある。 氏が 熱烈の 思想と 想像と は 燃え 上って "マ ong  impression を與 へる。 涙 を 要求す る 樣な所 さ 〈ある。 其 

間 疲れる 時 は 『藤 村 詩集』 を讀ん だ。 彼 は實に 一 個の 詩人た るに 愧ぢ ぬ〕 一 種 淸婉の 想が 何とな き 沈思 を齎 すので ある。 ハ 

イネ を隱 しくし WorJsworth を狹 くした とも 云 ふべき であらう か。 

g  "Anticipatioi て- の 二ち colllon  of  collg  Century  、 を讀み 終った) 夕方から 新渡戶 夫人 を訪 うた" どうも 英語 會 話の 

力の 缺乏に は 嘆息に 堪 へない。 實 に恥づ べき である" 

此 頻りに 札 幌獨立 敎會の 事が 想起され る" 自分の 造った 其 歷史を 繰返して 淚を 垂れて 祈る 事が 度々 である。 彼女の 健全 

ならん 事 は實に 我が 衷心の 願で ある。 故鄉を 持たぬ 僕 は實に 彼處が 故郷の 氣 がする。 僕 は 彼處の 子等の 一人と して 其 名簿の 中 

こ 姓 < ^を 記さる 、事 を 以て 云 ふ 可から ざる 感謝 を 感ずる" 彼處は 僕に 恥づ べき 所ではない。 然り 福音 は 僕が 決して 恥 づる所 


でない。 唯 僕が 畏れる の は 僕が 顒 音に 恥と せらる. - 事で ある。 

二 3- 二十 四 B。 火曜日" 麗 はしい 天氣 であった。 朝 は Swinton の world  Klstoty の 中 cn.sade を 讚んだ。 暗黑 時代に 於 

ける 最大の 事件 を 何かと 云 ふなら ば、 法王 權の擴 張と 十字軍と 封建制度と、 從 つて 生じた 騎士 舞 質との それで あらう。 法王 

權擴張 は 基督 敎の 傳播 (勿論 表-: m 的な りしと 雖も又 迷信 的な りしと 雖も 兎に角 基督教なる もの を 一 般の 人民に 知ら しめたる 

ものな り) 十字軍 は宗敎 的效果 よりも 寧ろ 知識の 渴望、 封建制度 は國 民の 統一、 騎士 的氣質 は！ M 洲泣德 の^ 本を與 へたり と 

稱 して 可なる べき か。 此寺 代が dark  ages と 云 はんより は fermenting  oge と 云 ふの 適 寓 なる はこれ が 故な り。 の 御手 は 

眞に 我等が 思 度す 可から ざる 邊を 走る。 我等が 眼に は 失望の 時と 見えし もの もこれ を 過去と なして 見る 時 は、 © 然として 進 

歩の 階段 を 用意し つ ありし ものなる を 知る。 天文 學を 敬虔の 思 もて 極む る 人に 宗教家 ならざる 人 はなしと 云へ り" ^史を 

ei 讀 して mighty  will の 存在に 思 ひ 到らざる もの は 愚者なる かな" 我 をして 敬虔に 歴史の 跡に 大 能の 御手 を！^ らしめ よ。 

午後 TennysoiA  Retical  works の 中 "Saint  Agnes  Mve."  "  Begger  Maid  ノ  "Tolwitll  the  following  poem" 等 を" 誠む。 彼 

の ト品は 除り 無味 淡泊に 過ぎず やと 思 はる 、所 あり、 又 瞑想に 走り 過ぎず やと 思 はる 、所 あれ ども、 其 詩の 中に i めに 新たな 

る 呼吸 ありて 平凡に して 單調 なれ ども 枝に は 若紫、 路には 若草の 生々 したる W 舍道 を迪る 心地す るな り" 

それょり我は山崎氏に贈るべきもの(母上はフ ランネルを；^り給ひぬ我は彼女と永歸及杉姆の小^^に御伽！^數册をゃ：！りぬ) 

を 持ちて 河 野 氏を訪 ふ。 不在" 卽ち 病院に 来れば 孝 太 君と お 信さん と ありき。 少時 相 語りて 家に 歸る。 夜 は 近 松 傑作^ 巾っ^ 

年 草』、 『長 町 女腹 切』、 『淀 鯉 出 si 德』、 『重 井筒』、 『戀 八卦 柱曆』 等 を讀ん だ。 我 は 今日 始めて 近 松のお 越なる 技 を 認め 

ぬ。 『萬 年 草』、 『戀 八卦』 など 何等の 妙想ぞ や。 何等 詩 美に あふれた る 光彩 ぞゃ。 人情と 義理と 俗愁 との 繩綿 は.^ れ に II 

川 十五 代 間 を 通せる 大事 實 なり、 近 松 は 此眞諦 を 捕へ て 巧みに 擒縱の 妙 を 極めぬ。 宛ら 當 時の 風俗に 接觸 する が 如く^ず る 

と共に、 人 i の 全 時代 を 通じて 滅す 可から ざる 暗 潮に 指 を ひたした る 想に 堪へ ざら しむる もの は、 彼の 詩人 的 同情の^ f おな 

るに 依る と 云 はざる 可から ず。 彼 は 殆ど. ぉ觀 詩人た るの 機能 を 全うせる に 庶幾 さもの か。 如何なる 人物の 上に も 彼に は 平 ゆ 
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の 同情 あり、 而 して 讀者 を！ して 亦此 境に 遊ばしむ。 

二月 二十 五 曰。 水曜 ョ。 快晴。 朝家に 在りて 少しく  Swinton に History を讀 みたれ ども 今日は 如何にせ しに や 多分 昨夜 11^ 

くまで 寢に就 かざりし による か、 頭腦甚 明瞭なら ざり しかば、 大 橈阖謦 能に 到りて 雜誌を 見る。 『太陽』 の ラファエル 前 派の.： 

解說 のみ 稍 i 注意 を 引きたり。  二 

我 は此朝 聖書 を緖 きて 哥林多 前書 九 章を讀 み、 一 一十 四 筋 以ドに 到り、 云 ふ 可から ざる 不快の 念に 打 たれて 思 はず！^ 筆 もて； 

其 文 を 塗抹し ぬ。 我の 傲慢 かくな さしめ しか、 ボ ー 口の 傲慢 かくな さしめ しか 我知らず。 され ども ボ， '口 を 神の 如く 敬 ふ も； 

の は 某- 督を 人の 如くす る ものな り。 ボ T  口 が 眞に甚 ：督を 了解せ り や 否や は 少しく 疑 ふ 可き 處 あり。 我 は 皮の 言行の 上こ灣 ぶー 

おも かけ 

ソ， 口たり しボ， 口 の 1^ を 見るな り。 基督の 弟子と 云 はんより はガ マリエ ルの 弟子と 云 はんの 寧ろ 適. 富なる 所 ある を 見るな； 

り。 我 は 彼の 獻身 的、 殉敎 的なる 偉大なる 人格 を 尊敬して 止まず 0 我 若し 言行 ボ， 口の 如くなる を 得ば 我 は 神の 前に 滿腔 の 一 

感謝 を 捧げん。 され ども 若し 我に して 彼の 神學 に服從 せよ と 命ぜら るれば 我 がる かな。 我 は：. 點に 於て は ボ，' 口 を 離， 5^ 

て ョ 尸 ネに 到らん。 ヨハネ、 ョハ ネ、 汝の 想の 何ぞ 高く して 淸き。 汝 の宗敎 は^ 激の 宗教な り。 然り 良心的の 感激、 我 は 思 

ふ、 宗教の 固に して 偉大に して 崇美 にして^ 邃 なる 基礎 は是れ なりと。 我 は 全く 感激に よりて 基督と 神と に 到りぬ。 而 し： 

て此 外に は 何者 もな し。 「夫れ 我 倚が 聞き 又 眼に 見、 懇切に 觀、 我が 手捫 りし 所の もの 卽ち元 初より 在りし 生命の 道を爾 等に 一 

傳 ふ」. 此の 感激な り。 此の 懇切の 語な り。 我 はこれ を 聞きて ヨハネに 到らざる を 得ず。 ボ， 口の 前に 我 は 小なる 弟子の 如； 

し。 され ども ヨハネの 前に 我 は 親しき 友の 如し。 而 して 基督の 前に も 我 は 親しき 友の 如かり き a 何れ か 最も 基督に 近き 人な- 

る  べき"  _ 

午後 は 我 短文 (未だ 題目 を附 せず) の淨寫 をな し、 四時 頃より 新 氏に 到りて 英語 を 習 ふ。 それより 義雄氏 を 誘 ひて、 一 

共に 家に 歸り、 暫く 遊びて 彼を经 りて 其 家に 到りし に. 正に 皆々 平 河 町の 緣日 を兑に 行く 故 來らず やとの 事に て 同道せ り。 一 

新渡戶 氏の 家族 一 同 及び 津田 氏の 塾生 一 同な り。 非常なる 混 雜名狀 す 可から ず。 闞入 のみ 多き 世の中なる かな。 家に 歸 りし - 


は 九 時半。 日記 をつ けて 非常に 疲勞 したれば 十一 時 頃寢に 就く。 

一一 月 二十 六 B" 木曜日。 {si り 又 風 さへ 催されたり。 此日は 小 松 宮の御 ffl^ ある 日に て 我 は 新渡戶 夫人と 共に 到るべき 約 

束し たれ ども 夫 入より 氣の 故により て 斷り來 りたれば 家に ありて 讀書 をな す。 今朝 も ^..,1 の i 史を みき。 eark 

A3 に 於て 知識の 全く 廢顏 せし は、 名 書 は 皆 純粹の Latin に て書かれ1£^る に拘らず Teuton の 歐洲に入り來り て より ，.^^§^川 

せる Latin 語ば 漸次 退化して broken となり、 害 語と 通用 語との 別 を 生じ、 從 つて に ま は dead  11 となりし liw る 

是れ 1 なり。 1 は 書籍 製造の 術の 不完全な りし 事に して、 非常に 額の 費 を 要したり しかば 知識の 並 「及 は 全人 民に 及ば ざり 

き。 加 さ 富 時の 僧侶 等 は 紙を購 ふの 高價 なる が爲 めに、 旣に？ ill かれた ろ 名著の 文字 を 洗 ひ 消して これに 書く をお 惯 となした 

りし か (七 事 を parislts  9vice  writtcn〕 と 云 ひしと ぞ〕、 幾多の 名 一 泯然 として 亡びた る もの 多 かりきと 云へ り。 此間 

に 在りて 僅かに 知識の 寶庫を 維持し 來れる もの は sonarchism にして Swinton は 

« If  it  b<*  asked  how  it  happened  I  a  few  sparks  or  gcicnt  learning  survived  If  B  tss long  -  inter,  we  caa 

ascribe  their  preservation  only  to  Christianity.  The  cUirch  was  the  bridge  a9  88  the  chaos,  and  unkcd  the  two  period  of 

ancient  and  idem  clvilizpucn." 

と 云、 り。 Inarchism は 啻に 知識の 維持 者な りしの みならず 風敎、 農業、 救貧の 事 をな したる が 如し。 是れ五 Eg より リ 一 

世紀 こ 於け る Ag  s  proper と， -稱 すべき 時代の 特徵 なりと す。 而 して 降って 十 一 ^ 紀 より 十五 世紀に^る Hhe 

Age  of  Revival と稱す 可き 時代に ありて、 最も 特徵 となすべき は 府の 魏設と 商業の 勃與 なり。 巿府は 常に 文明の 巾 心 卒先 

者な り。 市 府の與 りしに 文明の 興りし なり。 業の 勃興 は， 界 交通の 端 を 開き 總 ての 利 (盆と^ 識とは 冗に 相 交換せられ ぬ》 

又.^ 3r 代の 特徵は university の 建設と 共に 起り し 煩^ 哲學 なりき。 又 >| ぎ の 歐洲に 於け る 知識に n 败 せし W ズり 

き。 又 national  literature の 始まりし 事な りき。 かくて reridcs 時代 以後 未だ ( き」 あら ざり し 文 興の 火^ はなり ぬ 1 

午後より 小品の 淨寫 をな す 。夕食 前 壬 生 馬、 我に 富 永 君に 貸し ありし 用 無 造 稿 を^し ぬ。 我が 胸 は 躍れり。 我 は^ちに 開き 
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讀 みぬ。 渴 せる もの、 水に 就く が 如し。 I. 用 無 氏の 思想 何ぞ 我に 似た るの 甚 しき。 彼 は 殆ど 我が 心 を 言 ふ もで 如し。 

詩人の 普き 同情 此に 到りて 尊き かな。 良き 朋を 得ぬ。 しき 事 あら じ。 

此 日足 助 君の 書 を 得たり。 孃 かしき は 彼が 手紙な り。 彼の 苦痛 は 依然たり 。しかも 彼 は徐々 として 光明に 近づきつ あり。 

感謝すべき かな 神。 かの 尊き 靈 魂の 救 はれん 事 は 我が 衷情の 祈な り。 彼が 近頃 愛讀の 詩な りと て 经れる は、 

"croop  not,  sluuiic  ； shi aid  an^iuish  n に round  thee; 

Ikavcry  fling  orf  th. リ sl(l  chain  thnt  h  th  hound  thec! 

Ibok  to  yon  pure  hca く- n  smilinLT  bcy2 三 ihcc; 

Ke,t  m)t  content  iii thy  darkness, I- y  (led! 

wcrk  f-T  some  go((一, I)e  it  ever  so  slowlv ; 

clb-ensh  SMnc  flower, 1)" it  ever  so  l-;wly: 

LalKmr!  Hall la 一 5uf  is  n;l>l" ョ kI  holy: 

Let  thy  K-cat  deeds  be  thy  payer  to  thy  God."  (fron  F.  s.  osgoprs  "labour") 

夢見る もの 、知り 能 はざる 好 詩句な りと 云 ふべ し。 

夜 * 二 iistory  of  civilistion" を 少しく 讀 みて 十一 一時 就寢。 

東方の 淚 源に 思 ひ 到りて は 常に 胸 逼る0 彼 病める に は あらざる か。 何 ぞ汝は 彼に 書 I さざる。 汝は 常に 常に 彼 裏 ひな 

力ら し 力 も 嘗て 書 を 致さざる なり。 愚の 極なる もの は汝 なる かな。 嗚呼 神、 願く ば 彼に 平安 を 賜へ。 我の 骨 を 钊り給 ふと も 

願く ば 彼に 病 あらしめ 給 は ざれ。 

二月 二十. PB。 金曜日。 半晴半 曇" 昨日から 聖書 は ヨハネの 書 を 精讀し 初めた。 僕 は 充分に ヨハネに 學ば うと 思 ふ。 朝 は 

Gmzofs  "History  of  Civilization 一一  の 中 "Various  Attempts  to  form  the  several  Social  Elements  into  one  socie-v  " を |p 、み旳 


,17 曰？ 5 たる 知 の 梗概 を 記し 見ん か。 

1 こ f る莫 人民の 狀佳 互に I 離し、 it,  I は 全く llss ありて 之 I 言 すれば、 Is 

こ 國民 一 霞の 存在 を認 むる 能 は ざり き。 而 して 雷の 衰亡に？ て 社會 の fl きて これな 一  せんとす る り 

M 。卽 ち羣の I 的 掌 は 二 元と なる の Is やる 一は i なり、 - io.  f  ,H に 

第 十二^よ I 十六 世紀に 亙りて 起り し 現象な りと す。 而 して 此企 陶 き や f 文明 的の 靈 より 出で しにまず して 寧 

ろ 一 個の 野心より 出で しもの なる 事 は 歎息すべき 事な り。 此企阖 を 大別して 二種と な す^を 得 1^ し" 

(づ Attem  .t  of  theocratic  organration. 

3  Attempt  at  republican  organization. 

I 此の 如き 凡てに 失敗せ る I は p。lfl tn を I に 他の 方法に よらん とし、 互に その Igsl の 

at 之 を 打して 一 丸と なし、 社 會の各 分子 1 1 して 此に 一 の I を 創らん としぬ" ？  I  "I ヌ 

the  freed  the  t7,  tlpe  iai を 合 一 せんとす るに あり。 焉んぞ 其成 ま 期待す 可 けんや。 凡ての 薩は 全く 跛れ 

歐洲が 第五 世紀 以夾 暗々 裡に盡 力せ し 所の もの は效を 奏する ものな くして 止めり。 

、 "To  speak  truly,  I  I  all  be  la  up  in  one  :  society  ，  net  yet  silently  at  to  a  apt  If  to 


unity.- 

ト 一 時頃钣 w 氏賣 より 上京した りと 尋ね 來り しかば 中 食な どして 共に 相 語りぬ。 彼 は 一 個？ ある S 格 やれす るに も 

拘ら ず碌々 として 譽こ蹵 せ 意 可から ず。 時に 漏す 彼の 感慨 は 頗る 我 をして 彼の 志 I ましむ。 え 好適の 地 はな 

かるべき か。 彼 は 二 時 頃辭し 去れり。 我 は それより し享 I ひぬ。 彼女の sf 快方に 向へ り。 山 木に 於て 変 イン ソ 

レエ ン tf 四十？ if 熱を 生じた るに 加へ て學も 亦 風邪の 氣味 ありと。 擎の 繁忙 思 ひやら る。 され ども な 

り。 病 は 人 をして 高から し I からしむ。 我 は 山 本の 置 I ふ。 ii は 未だ ー囘 だに 鹿の ま を.^ 舞 はざる なりと ぞ。 
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此日 新渡戶 夫人より 斷り來 りたれば 彼 處には 到らず して swiln、s  Grailor の 中 Verb の 所を讀 む。 よくも 忘れ g りし もの 

哉、 此 Giir に は 聊かなる 字に 迄 も 一 面の 假名， 5, 附 せり。 我が 中昆 時代に 於て 墮 落の 最高 勤に 達せし 時の よき 記念な り 。 

夜 は Anticipation の 中 "The  ？ 10  Diffusion  of  Great  City" を讀 む。 奇警なる 觀察 少なからず。 town は 市場の 成長せ 

しものに して、 市場 は その 近傍 晨 家より 往復 I 日 行程の^ 離に あり、 人足の み を 以て 蓮银 せし 時 は 518  miles、 馬 背 馬車 を 9 

ふるに 及びて 8115  miles に 至りし は、 英國の 地方 を 巡覧して よく 見得る 處 なり。 而 して 加 之 港 河の 沿岸に town 生じ、 其 

の 交通^ 離 は 大分 f おく なれり。 然るに 鐵 道の 出來 るに 及び 交 涌 遂に 伸張す るが 故に、 town は 漸く 相踣 りて 其大 さを暂 

し 非常に 犬なる 年 街 (此 時に 至れば 市街と 云 はばず して 他の 名を附 丁る に 至らん) を爲 すに 至るべし。 而 して 其 市街の 大さ 

は， 市民が sleeping  f より business  house  (假 にこれ を 市の 中央に ある ものと して) に 到る に 要する 時間に よりて 規定し 

S£\ し 從來の 統計に よれば 大抵 往復 二 時間 を 要すべき 廣 さなり とす。 是れ によりて 之れ を 見 若し 汽車の 發達益 i 盛大 

とならば- London,  Berlin,  St  rctersl お の 如き は 人口  2。  llions に 達すべく 来國の New  York,  Philadelphia,  pf の. p 

き は 40  mlHons に 達すべし と，^  i-i り。 

後 Tlys(>:l の *The  Vision  of  Sin  " を 見る。 半分より 讀陂せ ざれば 此には 蕺想を 記さ じ。 

愉快なる は戰爭 なり。 人 は 如何なる 方向に か 突出せず して は 止む 能 はず。 我 は 書に 向って 書に 向 ふの 倦み 來る 時、 我が 書 

に 向へ る は、 我が 仞 愛する 兄弟；！ 妹の 爲 めなる 事 を 思 ふ 時， 我の 熱心と 勇 氣とは 更に 新と なるな り。 基督の 脚下に 至れる も 

のに 自らの 所有と なすべき もの は 一 もな し。 我 は 只 同胞の 爲 めに 生きん。 而 して 唯甚督 の爲 めに 死なん。 主よ、 力 や. 與へ給 

へ、 感謝せ しめ 給へ。 而 して 祈らし め 給へ。 主よ、 願く ば 此の 汚れに 滿ち たる 僕 を W ゐ給 へ。 彼 行く 可き 道 を 知らず。 され 

ど 主 は そ を 知り 給 ふ。 

今日 鷥を 聞きぬ。 「用 無」 今日 も 我れ に 犬なる 力なり き。 

一一 月 二十 八日。 土曜日。 「主 は 我 齊の爲 めに 命 を 捨て 給へ り。 是れに 由って 愛と 云 ふ 事 を 知りたり。 我 倚 亦 兄弟の 爲 めに 生 


を捐っ 可し」 (約 第 一書 30  6) 暴り たりと に は あら ざれ ども 美しう は 晴れ ざり き。 夜 は 稍 i 雨 さへ 下りぬ。 朝 Guizot の 

History  of  cvuizat.on の 中 "Centralization  of  Nations  and  Gave33enfs  " と "The  Refcrition  " の 半分と を -、， Jo 非；？ もの， 

を 以て 讀 めり。 劍 もて 國 を；^ 服す るの 勢-^ 以て。 

"Centralization  of  Nations  and  Governments" の 梗概 (大略) は 今 我が 講義 第 十六 世紀に 入り 鼓に 初めて 近世 史の門 戶に達 

せり。 我 は 前章に 於て 人民に general  interests と general  idea なき 事 は thoosoy,  aristootooy,  democracy,  moichy 等の 主 等 

によりて 社會の 合同 を企圖 せる 事の 失敗に 陷れ る. 5- 說 きて、 是れ第 十四 世紀末の 状態な りと 云へ り。 され ども 第 十四 世紀 は 

此事實 を {R 覺 せる にあらず して 唯？ g 亂の 中に 此 世紀 を 終りし がし かも 歐洲は 本能に よりての 如く 自然に centnxlizatioa の倾向 

に從ひ 来れり。 第 十五 世紀の 特質 は 實に此 傾向の 涵養な りしと 稱 すれば 足れり。 實に 歷史は 常に 二 個の 偉大なる 力に よりて 

支配 せらる (原文 拔萃咯 す)。 

我々 は 今此に centralization を 語る に當 り、 facts を 分ち て 述べん と 欲す。 

Folitiool  facts に關 して は (歐洲 列 强岗が 其 基礎 か 固め ！：體 を 造り f§? 創め 實 際に 於け る 治者 被治者の 確然と 規定 せら. 

し を事實 によりて 簡 單に說 きたる 後)、 列國 多く 王 國と變 じ free  city の 如き は 伊太利に 於て すら 事實上 消失して、 ^洲に 在 

りて 古来の 自由なる もの は 殆ど 全く 18 せられし の觀 ありし は 痛む 可し とする もし かも 是れ已 む を 得ざる 事に して、 security 

と progteess は社會 存在の 第 一 義な るが 故に、 此義を 成功した る もの 卽ち當 時に ありて は 王 國權を 握りし は、 寧ろ 當然 なり 

と 云 はざる 可から ず。 

各 政府 間に 親密なる 關係を じ、 平戰 兩 時に 合盟の 手段に よりて 合 縦の 事 をな したる は、 資に其 源 を 第 十五 世紀に 發 せり。 

これ は 1^ 世 歐洲に 於け る橾カ 平均なる 事實の 濫觴 V」 なせし ものな り。 

又 一 の 事 實は當 時 上の 如， -國際 的 交渉の 頻繁と なる に從 つて 一 種 其 任に 當る もの を 生じ、 所謂 國： なる もの は 其 家政の 事 

に 忙しく して これに 千與 する の 暇な く、 其 任 は 全く 王家の 掌中に 入り、 國民は 慈 外交的 知識に 遠ざかりて、 一 旦闕際 間に 
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事 を 生ずる も其眞 相を觀 破して 事局の 布置 をな す 事 能 はず、 手 を 拱して これ を 王に 委 ぬるの 外 を 知ら ざり き。 これ 第 十六 世 

紀に 於て 歐洲史 は始ど 外交なる もの を 以て 塡 めら る  に 至りし 所以な り。 

要 之、 $1 田 時 政治 上に 現れし 現象 は TThe  same  tendency  of  centralization  to  unity,  to  the  formation  and  preponderance  of  p^enetal 

mt  rests  and  putuic  PGWrtrs なりき。 

Moral  facts に關 して は 再び church に 還らざる 可から ず。 如何と なれば 第 十五^ 紀は、 常に church を 考察に 加 ふる 事に 

よりての み、 當 時の powerfd  influence を 知る 事 を 得れば なり。 勿論 當 時の church は clsTch として 重き をな せる にあらず 

して、 從來 知識 及び 道 IT か church より 分離 せんとす るの 苦心 はありし も、 church 常に 之れ ゃ壓 服して 離る k 事 を ST さらし 

めしが、 此 世紀に 入りて は church 自身の 內に 於て 此 分離 を 見なん とする に 至れるな り。 旣 にして chsrch 自身 内の 分離 充分 

效を 奏せざる に 至りて や、 sovereigns によりて なさん とせり。 しかも 其 成功の 度 は clergy によりて 成されし ものよりも 尙尠 

なかり き。 此に 於て は popular  religious  reformation は ； Bohemia より 起り 來れり (原文 略す〕。 而 して John  liuss の： if  refor- 

mation は、 其徒黨 火刑に 處 せられし 事に よりて、 一 先づ輟 服せられ ぬ。 しかも、 

" TThe  splrl.t  of  relonaatlon  still  existed,  it  waited  t-ut  lor  an  opportunity  again  to  t>reak  out,  and  tliis  woa  found  at  the 

beginning  of 1 ひ th  century." 

church 問題 は 獨り此 世紀 を 動かした る 唯 一 の moral  question に は あら ざり き。 第 十四 世紀に 於て Greek と Roman は復 

古し 來り、 Dante,  Petrarch,  woccacio 等 出で  ><大 に 其 思想 を 祖述し、 忽ちに して 擴 布し 始めぬ。 

此の 如き 現象の 最中に 一 四 五三 年 Turks  Constantinople を 陷れ、 東羅 馬帝國 亡び 希臘の 捕廣は 伊太利に 移されて、 古希 臘 

の 知識 は豫 勃と して 靴 形 半島に 起り ぬ。 時 恰も church は 「olitioal  power に 於て e はな かりし も、 wealth と luxury に 於て 最 

盛の 時に C 。田り しか は "The  church  gave  herself  up  to  all  the  Dleoss.es  。t  an  indclent,  elegant,  licentious  civilization." こ-?^ を 

Louis  XIV 時代の 佛國に 比較して 甚だ 相似た る 對照を 得 可し。 


第 十五 世紀 は 又 單に此 等の 現象の みに 止まらず、 pl^ysical  activity が人民の間に淆勃として起り來りぬ。 Spoin の；.，」 brl 利 w 

探險、 VosoodeGama の Is! 邦 利 加 を 一周して 印度に 到れる、 coliblls の "亞 米 利加發 見、 歐洲 ：；！！ 架の 著し キ g5r 火藥 の, 

爭の 方法 を變 じたる， oil  painting の發 明に よりて 名 畫の作 出せられ たる、 銅板の 彫刻- 紙の s§3、 而 して 143011453 こ.^ 

て 印！ 1 術の 發見は 殆んど 測 知す 可から ざる 大 結果 を 世界の 表面に 與 へぬ 0 

第 十五 世紀 は實に 「偉大なる もの」 の搖籃 なりき。 歐洲 文明の 胚子な りき。 彼女が 胎内に は the  might  of  revoluug  of 

i6th  century が 形 をな しつ X 橫 はりて ありき (The  IReformatisl は 朱 だ讀み 終ら ざュ し. ま 比 こ 記せ f.v 

それより 『用 無 全集』 を 讀む。 「亂 曲」、 i 望 憤」 は 誠に 天来の 聲、 讀 めば 讚む 程 意味 濃く して 我が 心の奥底に 烈しく 絃 

の 震 ふを覺 ゆるな り。 午後 しま子 を訪 ひ、 後山 本に 到る。 愛子 は 一見して 其瘦 せた る を 見 ST べし。 彼女に 引かれて 室に 入り 

ぬ。 直 光 は 乳母の 膝に 抱かれ、 四十 度 近き 熱の 爲 めに 眼 を 開く 事 すら 叶 はずして 悲しき 聲に 泣き叫ぶ なり。 泣き叫ぶ 毎に 若き 

母の 眉に は 言 ひ 知らぬ 憂 はしき 色讀 まる >f なり。 我れ は 心より 思 ひぬ。 人 父と なる 可から ず。 又 母と なる 可から ず。 此 旧 

に 居らん より は 寧ろ 死す るの 勝れる に 若かず と。 しかも 彼女が 其 愛 兒に對 する 一 擧 一 動 何等の 情、 何等の 愛、 何等の of -。 母 

の 美し さは 處 女の 美し さの 比に あらず。 我 は 彼と 及び 彼の 兄の 一日 も 早く 快癒 せん 事 を 祈る。 r.:^ は天惠 なり。 ャ5 は 入 をし 

て 高から しめ、 深から しむ」 と 我數日 前の 日記に 記しぬ。 しかも 是れ 我が 彼等 を 見舞 は ざり し 前の 暴言の み。 人の 痛み は徐 

徐 にして 癒さる 可く 痛き に 過ぎたり。 嗚呼、 我 如何にして 民の 傷を醫 すべき や 0 唯 祈りの み、 まよ、 よき に^かせ 給へ。 

歸り來 りて より Tennyson の " The  Vision  of  Sin  " を讀み 終る。 遂に 了解す る 事 能 はず。 我が 窗 力足らざる か。 詩想 缺 

けたる か。 悲しき は此 事な り。 

夜、 島津 家に 行きて 重埜 氏の 講義 を 聞く。 朱 子 學も陽 明 學も薩 摩より 起り し 如く (卽ち 始めて 支那より 傳 へられし 如く〕 說 

けり。 果して 然る か。 兎に角 薩摩は 古来 日本に 於け る 新 文明 吸收の 卒先 者な りし は 明かな り。 これ 確かに 彼女が 維新 不 命の 

先導者た る 事 を 得し 素因 を 作りし ものと す。 而 して 今 は卽ち 時代精神の 駙馬 となり、 舊思^ を 代表して かに 過 往の成 柳 を 
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縈 がんと す。 陋 なる 哉。  r 

I  Anticipati§ の -probable  Difrusion も Great  city  - の續 きを 讀む。 其 中 殊に 注意 を 引きた る 思想 は、 向後 發 達し 行く 

可き cities は 果して 遠、： ：3 力に よりて 支配 せらる 可き か、 求心力に よりて 臺 せらる？ か、 是れ なり。 i 力 • をな すべ 

き factors は *f ssion  of  nature- なり。 " di  of  cultivati 气 なり 0  fi  for  a little  private  imperii  such  as  a  hi 

or  cole- なり 0  i  led,  and  distinctive  household なり。 if  of  the  country  for  young  children" なり 

此の 如き もの は 多く 人性の I ど 出で、 襲の 爾 i 等 ある ともよく 抑¥ ベから ざる ものな り。 又 求心力の 素 をな す も 

のよ "菌 venienceoflpi 气 なり。 一 ま ngity  of  ai  to  Id  schools  I  to  doctors  " なり。 "loveof  c 雲 1 なり" . 

而 して 其 第三者の 如き は 或は 望み 得 可から ずと する も、 第一 第二の 如き は 或 事情の 下に I li ありても 決して 出來 難き 

事に あらざる が 故に 後來 生ず 可き 1. (著者 は： 語 を 以て 向後 發 達すべき 都市に ppply せり) は 03 ま 「-1 1 

こよりて 支配 せらる 可し と 云 ふ 夫れ なりき。 

Telon を讀 む。 "Edward  Gray,"  "Saint  Agnes  Eve,-  ^^The  Lord  of  Burle.gv  a  Hall- 等な り。 "Ibcksley 

Hall" は 最大の 感興 を 引けり。 **Saint  Agnes  Eve- の 純潔 は 我の 心 を 雪の 如から しむ。 しかも 我 は 未だ ,11 に は 適せ 

nr 樣/ ,5 り。 矢張り 13yron,  Shelley,  Schiller 等が impressible なり。 

床に就きたる時急に菌の^8く我が心中に起り、 身 は 獨り爲 すなき S 黑に 投げられて、 入に 與 ふる 事 も受 くる 事 もな 

す 能まず。 唯 石 や 塵の 如く 善と 惡 と共にな す 事な くして 死に 到らん か を 思 ひて、 胸 は 宛ら 引き裂かる、 樣 になり ぬ 我 力 日 

頃な しつ 、ある 日毎の 精勵 は、 果して 我. が？ -に 何事 を か爲し 得る か、 砂上に 築く 城に て は あらざる かな ど、 頻りに 思 ひ 浮べ 

られて 暗き 影 を ありく と 眼に 見し 果は、 總てを 神の 御手に 任せん と 決心し ぬ。 心 稍 i 安ん ずると 共に 眠 我れ を 誘 ひて 其餘 

を 知らず。  .，ー 


いのり 

はてしなき、 

まんまんと 

こぎいで し、 

すみわたる、 

うみのさち 

うまし、 しこ 

ひると よる、 

われ ひ とりに. 

とくい ま、 


し 


QJ 月 I 日 安息日〕 

5 な V< ら を、 

.T しほ 

て、 潮 わく、 あさなぎ、 

いりえ も、 ゆめと なり、 

あ を みなそこに、 

， かぎりと、 むつび て、 

よし、 あし、 わする >t、 

よしや、 つきず あると も、 

て、 はらからと， ともなら-ずば * 

の ふね、 やぶらせ たまへ。 


の、 

し、 


あれはてし、 あれはてし、 

むなしき ところ、 よるのとばり、 おちて、 

よみより こそ、 いぶけ、 こ ゑな きか ぜ、 

ゆきなやむ、 くした び との、 

う ゑに た ふれ、 かわきに、 まろびて、 

おとろ へ はて、 しに はて、 ゆく も、 

たど ひとり、 のこれる を、 いだきつ、 

ひとの 子の、 うなじ、 むねの ちに、 ぬく めえば、 

1 九 〇 三年 


二 六 


有 島武郞 集 第 九卷  二 六 二 

かんしゃ ぞ- わが かみ、 こ  >- のい のち。 

ゴ 一月 一日。 日曜日。 曇天。 夕方より 細雨と なる。 夜に 至りて は點 滴の 音唯靜 か。 今日は 我れ 自ら 自ら を 養 はんと 心 を 定め 

ぬ。 朝 昨日の 曰 記 を 認めて 稍 i 九 時 近くに 至りつ。 それより M>o(rs  -Gospel  of  St.  Jch- = の 中 Sight  given  to  the  blind" を 

讀 む- 佘は 失望したり。 佘は 多く 得る 所な かりき。 Expositor  wible の 中、 此 書の 如き は 最も 重き をお かる >t ものなる に、 佘の 

こ、 I  二 失望せ る は 余の 道 を 求む るの 精 足らざる か。 佘は斷 じて 然ら ずと 思 ふなり。 佘は 直ちに 去りて wible に 到りぬ。 始め 

に 約 翰 書 を 熟 讀し後 馬 太傳の 山上の垂訓 を讀 みぬ。 思 へ ば佘は 永き 間 四 福音書に 指 を 染め ざり き。 今日 之を讀 むに 至りて、 

余 は 痛く 余の 愚 を 悟りぬ。 弟子 豈其師 の 上に 出 でんや。 人豈 神の 右に 立ち 得ん や。 余 は 約； より 基督に 來 りて、 狭き 道より 

廣き廣 き 花 野に 出で たるが 如く 感じぬ。 余 は 非常に 敬 肅の念 を 以て IrMltitude を讀 みたり き。 高潔 比な き 聖訓は 余が 心 を 痛 

ましむ。 是れ 世の 多くの 人に は救濟 にして 余に は 苦痛な り。 世の 人 皆 安んじて 救 はれたり となす に、 佘は 如何 なれば 何時まで 

も 神の 愛憐の 御手より 遠ざか らんと はする ぞ。 され ども r>cntiludc の 如き を讀む 時に 其 高崇は 果して 何の 世に 達せら る 可き 

や を 思へば、 余の 心に は 汚 镜滿ち 不義 滿 ちて 唯々 恨悔返 縮の 悲 みある のみ。 神の 前に 潔き ものな し。 潔き もの ある 事な し。 

余 救 はれん がた めに 何を爲 すべき や、 一 つ だに なすべき ものな し。 若し 一 つ ありと せば、 余が 此汚镜 に 充ち滿 ちた る 心と 肉 

と を 其 儘に 主の 御手に 任せ 奉らん のみ。 主 は 爲し得 給 はざる 事な し。 或は 余の 汚 據をも ヒソブ もて 潔め、 迷へ る 羊の 跡 追 ひ 

て そ を 故の 群に 收む 可く 余 を 遣 はし 給 ふ 事 も あらんと 思へば なり。 世の 人の ほ X ゑみ 羨ましき かな。 佘 何の 時 か 再び 歎きの 

鄕 より 還りて 笑の 囿に 入り 得べき。 唯 「終りまで 忍ぶ もの は 幸な り」 佘 をして 願く ば此 忍耐 あらしめ 給へ。 嗚呼 佘惱 める も 

のなる かな。 

歌 一 つ。 是れ佘 が 偽らざる 心の 姿な り。 午後より 河 野 夫人 を 病院に 訪 ひぬ" 樂 しき 物語に 遂に は 互に 淚を さへ 誘 ひつ。 彼 

女の 戰阖 いかに 勇ましき。 主に 依る もの 此の 如かる 可し" 設敎も 敎話も 彼女の 强き 行に は 及ばず。 それより 市に 出で. <  『聖 

書 之 硏究』 及び 蘆 花 子の 『黑 潮』 を 買 ひて 歸る。 


家に 着きて より 『聖書 之 研究』 を讀 みて 夕刻に 到る。 彼が 堅 信と 憚らざる 自信、 尊き 哉。 余 は 此雜誌 を 讚む 毎に、 此誌の 

中に 彼が 苦心の 如何ば かり 多き か を 思 ひて 同情の 淚 あらざる 事な し。 彼 は 「神聖なる 午後 七 時」 を 記憶せ よと 書し ぬ。 彼 は 

彼の 同人と 約束して 此時を 以て 相 祈る 事 を 誓へ るな り。 余 は 彼より 受 くる 所 誠に 多々。 而 して 嘗て 何の これに 謝すべき もの 

ある 事な し。 余 も 彼の 志に 做 ひ、 午後 七 時 を 以て 小さき 祈禱を 捧げて、 神 彼に 祝福 を 垂れ 給 はん 事 を 祈らん。 是れ 余が 彼に 

なし 得る 唯一の 謝辭 のみ。 

夜食 後 母上 等と 共に 壬 生 『Ifr 潮』 を讀 む。 佘 も亦與 る。 此夜 幾度 か淚を 以て 『一 紫 全集』 を讀 みたる 外 多くな す 所な し。 

何故か 疲勞 して 就寢 す。 兄より 手紙 を 得ぬ。 彼の 病 癒えたり とぞ。 ^^謝すべきかな。 

1 一一 月 二 En。 月曜日。 朝 は 曇った けれども 晝 頃から 晴れて、 美しい 卷 景色と なった。 今朝 庭で 鷲の 鳴く 聲を いた。 人の 世 

の 中には 未だ 此樣な 美しい 聲が殘 されて 居る。 希望の 色と 聲 と は實に 毎日の 野 山に 充ち滿 ちて 居る。 僕 は 此點に 於て 決して 

失望すべき でない。 朝 Guizot の History  cf  Civilization の 中、 Reformation を讀み 終った" 例によって 梗概 を 次に。 

講者は 今 長く 忍耐の 中に ありし 聽者 諸君 1^ 拉 して general  interest と order と social  union の 時代に 達した が、 此 時代と な 

ると 出來 事が 互に 著しく 錯綜して 居て 相 影響し 合って 居る から、 これ を 諸君の 前に 明晰に 講示 する 事 は 甚だ 困難の 業で ある 

が、 然し 講者は それ を 試みねば ならぬ 義務の 上に 立って 居る。 

先づ Reformation の 時代と は 第 十六^ 耙の 初代 (1520) から 第 十七 世紀の 中葉 (1648) まで を 指す。 卽ち wittenblltg に 於て 

？ f が敎書 を燒き 捨てた 時から Westphalia に 於て 條 約が 成り立った 迄の 間で ある。 而 して 兎も角も 此 Refotmation が此 

世に 齎 した 第一 の 結果と は 何かと IK へば、 歐洲の 天地に Catholic 及び Protestant と 云 ふ 2  classes  of  state が出來 上って 互に 

烈しい 戰 鬪を續 けた それであった。 此 Reformation が 出来 上った 時の 政治 上の 有樣 はどうで あつたかと 云へば、 "It  was  in 

the  midst  of  the  wreat  struggle  IJetween  Francis  and  Charles  w 一 (以下 略す) と 云 ふ有樣 であつ，^. -0 

他の 方面の 有樣を 云へば church は 殆ど 其の political  power を 失 ひ Jesuits 起り、 哲學界 に は I-acon と Descartes 出で、 
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歐洲の 殖民 組織 は 其 間に 於て 基礎 を 置かれた と 云 ふ 状態で、 人類の 活力 は 凡ての 方面に 著しく 發 揮され たが、 其 中で 最大 最 

偉な りし もの は實に 此の Reformation であった (此 次に 著者 は. f 者の 硏究 態度 を實に 立派に 書いて あるが 此には 載せぬ)。 

偖て 學者等 は此； ま 動 を 批評して 色々 に 云 ふが、 此中 でも 文明の 潮流の 流れ 行く 間に 起った 偶然の 出來 事に 過ぎぬ と 云 ふ 人 

も あり、 王侯 等の 野心から 起った と 云 ふ 人 も あり、 又 同情者の 言 は 唯 寺院の 腐敗 を 痛嘆す る 志士の 義憤が 此 結果 あらしめ た 

ので あると も 云 ふ。 然し 講 者に 云 は せるならば 斯う だ。 

It  was  a  vast  efrott  made  hv  the  human  mind  to  achieve  its  ireeaom; (以 7.^ す) 

今當 時の 人心の 傾向と spiriunl  power の狀 態と を 察して 見る に、 第 一 入 心の 傾向から 云 ふなら ば、 寺院の 勢力の 漸次 衰亡 

して 来て 古學の 復沾が 段々 盛んにな るに 從 つて、 人心の 活力と 云 ふ ものが 漸く 盛と なり、 寺院 內に すら 種々 の w= ぎ 01 が 出來、 

又 哲學者 文舉者 等が 自由の 思索 を 始める と 云 ふ 風で あつたが、 偖 f.i  power の 方 は 全然 沈滞 纏 肺に 陷 つて 物の ffi に は 立 

たなんだ が、 併し その外 形 は 偉大で 崇 霰で 愚民 を 迷 はすに は 充分の 勢力 を 示して 居た ので ある。 此ニ 個の 反對 した 對照 的の 

事 實が實 に Reformation を惹き 起した 眞 因 の 最大なる ものである。 第 十六 世紀の 此騷 きと 云 ふ もの は reforming  character よ 

り も essentially こ revolutionary であった。 

若し 此の Reformatioa なる ものが 人心の 全然 的 自由 を 贏ち 得なん だと すれば、 それ は 確かに 自由の えらい 滑 加 をな さしめ 

たもので ある。 これが も 1 つ 最大の： IS 果 であるの だ。 w.&sn を 入れた 國と 入れぬ 國々 とが 如何なる 状態 を 其 後に 呈 した 力 

を 見るならば、 それ は實に 明白に 判る 話で ある。 大抵の Reformation などと 云 ふ もの は、 宣言と 實： 仃とは 到底 同等に 伴 はな 

いのが 常で あるが、 此の Reformation は實 行の 方が 寧ろ 擧 つた 位な の は 不思議な 現象と 云 はねば ならぬ。 

今度 は Reformation の 敵は此 事件 を 何と 批評す るかと 云 ふに、 

1st.  the  multiplicity  of  sects 

2nd.  tytany  I  pets:oution の 二つ だ。 これに 對 する Protestant の 答 解 はどう も 腰が 弱い。 實 際の 事 を 云 はうなら 此攻擊 は 


多少の 理由が ある 事で、 

**It  thus  fell  into  a  double  error. 〇n  tlio  one  side  it  did  not  know  or  respe に t  all  the  rsnts  of  hllrnaD  fl..ocg 一. t;  at 

tKo  very  moment  it  was  <i ひ mondiag  these  rights  for  itseh,  it  was  vit latinw  thc3  towards  others.  On  the  other  sid<*, 

it  WOB  unable  to  estlmatrt  the  r^hts  of  authbrity  m iratters  of  reason." 

これが 實に Reformation の 最大 缺 勘 であった。 

終りに I 言す るが Reformation の^ 果は實 によく 世の 歐洲に 見出された 所の 象と よく 似た 事 だ (比較 は $9： によるべし〕 

壬 生 馬 早く 學 校より 歸り來 り、 共に 郊外に 行って 見ず やと 誘った。 僕 は旣に 昨日 非常に 郊外に 出ん 事 を 望んだ ので あつたが 

暴 天の ために 控 へたので あつたから 賛成して 出掛ける 事と した。 四 谷から 汽車で 雜 谷で 下車し 還 科 大^の 方に 向って 行った。 

世 は 春 だが 何となく 例の 淋し さが 心 を 襲 ふ。 汽車の 中で も 頻りに 此 念が 胸に 浮んで 思 はず も 沖， 默 して 考へ 込む 3^ になる" 然 

し ii 谷に 降りてから は琉 石に 快活に あらず して は 居られなん だ。 世 は 皆囁 きの 中に あって 凡てが 神の 御手な 請 美す る であ 

る。 後で 判った が 何とか 云 ふ 華族の 松濤 阐と云 ふ 茶畑に 知らずに 這入り込んで、 壬 si は =1 角 椅子 を 据ゑ隨 はしう B= んだ级 

畑と 團々 として 麗 はしい 茶畑と 向う に 煙る 樣な 森と に 封して 賓筆 を！； び 初めた。 僕 は 後の 草原に 坐して 彼 S 後 姿 を sketch し 

た。 何處 かで 雲雀の 鳴く 聲 がする。 ^^ぐに思ひ出すのは Shelley である。 Shelley を 思 ひ 出せば 聯想せ ずに ra^ られな いのは 

札幌の 牧場で ある。 草の 上に 仰臥して 幾度 何とも 云へ ぬ聖 想に 滿 されて *~〇dc  to  the  skylark" や ん だ^! 久し 根り で 

田園の^4|氣を吸ぅて心迄生き返る樣な氣がしてボンャリとなる位でぁった。 僕 は 二 時半まで：^ に 居てから 壬 生 馬に 別れて 又 

溢 谷から 汽車に 乘 つて 家に 歸 つた。 而 して 直ちに 新渡戶 夫人 を訪 うて 英語 を やって 貰った。 夕食後 は 『M 潮』 を 皆に て^ん 

だ。 それから 自分の 室で 村 田 氏の 『ル 1 アル 傳』 を 讀んで History  of  Civilization で 得た 知識 を 捕った。 

今日から 毎朝 舊；^ 聖書 を讀む 事に した。 愛子 は 遂に 臥 する に 到った 相 だ。 彼女 は 名 譽の傷 kV 負うた。 如何なる 時に も ほ 

きは獻 である。 强く云 ふなら ば 人の 爲し 得る もの- 1 中獻 身より 尊い もの はない。 そして 獻；？ のみが 尊い ものである- ^の 
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生涯が 獻 身の 連鎖で あらん 事 は 僕 S 唯 一 の 願 且つ 祈で ある。 しかも 1 として 實行 は擧ら ない ので ある。 主 は 僕 を 何と 見 そな 

はすで あらう。 益な き 身 は眞に ひき 臼に て 粉と される 方が ましで あるよ。 

ni 月 n 一 B。 火曜日。 晴天な りき。 今日 も 亦 鷥り來 り 鳴く を 聞く。 朝 一 時 河 野 氏を訪 ひしに 孝 太 君 は 今夕 出發 すとの 事な り 

き。 彼と 別れ 歸る、 家に 歸 りて ヨブ 記 及び 約 翰傳を 讀み始 む。 約 翰傳の 第一章 を 衷心より 理解し 得る もの は 幸なる かな。 佘 

は 實に此 境遇に 達せん 事 を 希 ふ。 余 は旣に 幾度 か此 章を讀 みぬ。 而 して そが 何 を 意味す るか を も 略 知る 事 を 得たり。 しかも 

之 を I 讀 して 心中の 震 ひ 動く が 如き 事 は 嘗てな し。 これ 眞に 余が 宗敎的 經 驗の淺 き 結果な り。 恥づ べき かな。 

午前 は llistoty  of  Civilization の 中 "Mnglish  Revolution" を讀 む。 冽に 依りて。 

余 は 前^の 講義に 於て、 第 十六 世紀 歐洲の 舞 臺には 二 個の 重要なる 事實顯 はれし を 云へ り。 卽ち 一は 思考の 自由にして 一 

は政：^£的社會の集權なり" 而 して 二者 共に 效を 奏し、 一 は Protoatant を產 み、 一 は absolute  monarchy を產 みぬ。 され ども 

此ニ 個の 事實は 全く 相反 馳 せる ものにして、 當時尙 其 併行 を 見たり と雖 も、 早晚 何れ かや 破壞せ ずん ば 止ま ざらん とする も 

のな りき。 而 して 其 第一 の 衝動 は、 卽ち 英國に 於て 起れ るな り。 唯兹に 一 の 疑問と すべき は、 如何にして 英國は 其 卒先 者な 

りし かに あり 0 

其 第 1 の 原因 は Tudor 家の 下に absolute  power が systematic となれ る 事な り。 其 第二の 原因 は religious  revolution が歐洲 

大陸の 如く 完全に 行 はれし 事な り。 

これ 等の 關係 によりて Reformation は 歐洲に 於て よりも 實際 的の 形體を 具して 再現せ しなり。 卽も 政治的 革命と して 顯は 

れ しなり。 當時、 政治的 方面に 於て は、 第 十六 世紀 を 承け て fsdal  nobility の顏廢 と共に 其 所有地 は 多數に 分割せられ、 隨 

つて 富 は 一 般に 配分 せられて Industrigs  classes の 中に 非常なる 富力の 滑 進 をな しぬ。 これ その 政治的 改革の 斷 行せられ し 

原 因の 一 なり。 又 Elizabeth の 時代に は文學 上哲學 上に 多 士濟々 の 時に して 宗敎的 思索 も亦大 に其範 園.^ 廣 めんと する の 傾 

向 を 生ぜし なるべく、 又此 時代に は ruritan 勃興して 單純狹 Si の 思想に 立てり。 此 時代 は 又歐洲 大陸に 於ても rrotestant の 


影響 を 受けて 犬に 自由 政治の 思想 を 出せし 時な りし。 

さ L ども これ 等總 ての 原因 も 次で 来るべき 變遷 をな さし めんが 爲 めに 如何に W ふべき か は、 餘り 複雑な りし 歐洲 のよ く 知 

る听. こ あら ざり し。 而し てこれ を 成立せ しむる に 足るべき 『Mie  work を 有したり しは獨 り英國 あるの み" i の 政 W に は 

第 十六 世 p3 に 於て 旣に free  institution ありし を 見るな り。 (中略) 

ヒ時 t  二み、 て 國まニ 5P の國 民. S 缺乏 や-感ぜり。 .1 は a  want  of  religiolK  liberty  and  of  a  couunuation  oi  the  reformauoa 

already び etrin こして、 二. X  a  wl  of  tslitkal  liberty,  which  seemed  arrested  t>y  tlis  absolute  monarchy  now  establishing  its 

power. なり。 

4? こ， patties は revolution の 間 常に 互に 相連關 して 距る 事な し。 而 して 宗教 上の 改革なる もの は當 時に ありて は ョ i に 

〕 て end こて ま.. よかり し。 要 之 we  must  come  to  the  conclusion  s  the  English  revolution  was  essentially  political,  (pg. 

275)  ^^"らズ如何なる Igties が 此の revolution に 多くの 作用 をな せし やと 云 ふに、 第 一 に來る もの は J^Jre  monarchy  party 

にして 其 主張す る 所 は、 帝王 權の 神聖 を 認め 單に 若干の 法令の みに 從 ふの 義務 ある ものと なし 、宗教に 於て は ほ，^  く  wpisoopacy 

こ傾ナ り。 比 patty ま 最も 早く^れ、 次で 來 りし は Political  revolutionary  party なり。 此 party にあり て は 帝王の 神聖 を 

し、 政府 も 亦^ 會の 意見の 下に 動作すべき を 主張し、 其 主張の 中には 晴に sovereignity  of  people の 思想 を：^ 今：： せり u 而 し 

て： y  patty こ il^ も關係 密接な りし は rresbiterian なりと す。 此 sect は 政治 上に なさる  可 かりし 主張が、 宗敎 3^ に 行 はれん 

事 を 主張せ る ものなる が 故に 意氣 相通ぜ しなり。 第三に 來り しもの は Republican  party なり。 此 party は 常時の 諸 制^ 一  と 

して 惡 ならざる ものな しとな し、 これ をして 根本的の 改革 をな さしむ るに 非 ざれば 到底 其 目的 を 達したり となさ^る ものな 

りき。 而 して これと 相伴へ る 宗敎は 宗敎的 Republican にして、 Christ の 外に は 何者の power を も 納受せ ざる ものな り。 こ 

れ 等の pattie3 は 互に 相 起り 相滅 して 其 生存 を 爭ふ事 十二 年の 後 1 六 五三 年に 至りて、 F^epublicau  patty は 遂に 1! り 残りぬ 

(以下 略す)。 
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午後 Masi-i の essays を 讀む。 得る 所な し。 直 良氏來 りて 暫く 雜談 す。 又 『镯立 評論』 を讀 む。 ニイ チェの 思想と 云へ る も 

の 略. * 彼の 哲 .f- を 論述して 當れ るに 近き もの  >- 如し。 余 は 若し 許されな ば これによ りて -1 イチ ェ の 評論 を 試み 度く 思 ふなり。 

夕食後、 河 野 氏 1^ 綱 病院に 訪ひ、 其, 室なる 安田 氏 夫人 (鈴 木 歌 子 氏の 姉) より 聖書の 質疑 を 受く。 余の 足らざる 知識と^ 

き 信仰 は、 自ら さへ 滿 足し 得 可から ざる 解釋 をな し 得る のみ。 然れ ども 余 は 熱心に 忠實 にあらざる を？ jr さりき。 佘は 確かに 

彼女 を 動かし 得たり と 信ず。 余 は 未知の 一 女子なる を 以て 其：！ 情 を. li むる 能 はず。 主が 余 を 用ゐて かくな さしめ 給 ひし 事 は、 

余が 實に 衷心よりの 感謝な り。 九 時 頃 SE 家) ！^」 ton を讀 みたれ ども 疲勞 して 能く 意 をと る 能 はず。 近頃 連日 夜を更 したれば 

今 曰 は 御 許 を 乞うて 早寢 す。 

1 一一 月 四日。 水曜日。 朝 雨な りしが 午後より 止み、 夜に 至りて 又 春雨 蕭然レ 

朝 *  二  Iktory  of  civilisation" の -French  Revolution: を讀 む" 半讀 なれば、 明日 完讀の 上に て 梗槪を 記さん。 午後、 しま 

子を訪 ひしに、 病 M 非常に 快方に 赴け り。 今日は 初めて 「茶碗蒸し」 を 食す る 由な りき。 それより 郵 1^ 會 社に 到りて、 木 村 

の 洋行の 件に 關し吉 田 立 卓なる 人と 相談 をな す。 甘く 行き さう もな し。 然し 彼に 多少の 便宜 は 必ず 與 ふる 事 を 得べ し。 それ 

より 警醒 社に 到り、 兄の オレン， チ侯； t の 話 をな す。 店主 或は 受取り さうな り。 彼 こそ は眞 個の 商人な り。 余 は 彼の 面 を： a る 

毎に 其！ M に 正直と 勤勉の 色 や 認めざる 事な し。 余 は 彼の 如き 人 を 尊敬す。 歸途山 本に 立 寄りし に 直 光 は 非常に 快方に 向 ひ 他 

の 二人 (愛子 及び 直 正〕 も惡 しき 方に は あら ざり き。 暫く 直 良 比と 語り、 多大の 感謝 を 以て 家に りぬ。 

余此 足 殆ど 門 を 出で ず。 今日 久 振りに て大 に^ 行し たれば 非常に 疲勞 したり。 され ども 心 は 非常に 快し。 f 寝 花の 『黑 潮』 

を 見る。 一 瀉 千里の 勢 を 以て 全篇 を讀み 終りぬ。 同家 を 料理す る 大臣の 靑霄 生の 如き 同 一 の 事 實の餘 りに 繰；^ された る 所々 

の 章に、 著しき たるみの 見出さる、 など、 小說 としての 缺點を 云 は i -、 甚だ 多 かるべき も、 氏が 時の 濁流に 慨し 藩閥の 專橫 

を 憤り- 高尙 なろ 趣味の 不足，^ 歎じ 心を盡 して 其 胸懷. 披瀝した る 跡に 至りて は 誠に 余の 同情に 値する もの あり。 彼 は 確か 

に 明治 睦史の 半面 を、 遺憾な く 描きて、 入 をして 長歎 息 ある を 禁じ 能 は ざら しむ。 美 を 標準と して 其價： il^ 疑 ひ 寫實の 立場よ 


りニユ を攻擊 し、 片言隻句に 不平 を 鳴す 今の所 謂 批評， 豕 なる もの は災 なる かな。 余 は 著者の 壯 他なる 存在 を 切に 祈らざる 能 

ちす 0 皮 t 又 M 、家兄と 爾後 文壇の 締交を 解けり。 可 祝 彼の 決寫 圓滑 突梯は 確かに 今日の H 本 を 救 ふ 所以に 非ず。 

今日は 我が 第二 十五 1： の 誕生日な り。 軒に は靜 かに 雨の 音 聞 ゆるな り。 余 は 椅子に 兩臂と 頭と を 塊め て、 跟に兑 るが 如き 

過去と 茫漠たる 未来と を 思 ひ 廻らし ぬ。 端な き幽想 きびしく も 我 身 を 捕へ、 淚は潸 々として 襟に 滿 つるな り。 我が^ 去は自 

ら知 るが 如き 平凡に て 怠惰に て 冷淡に て埋 り、 我が 未来に は 一 道の 暗き 洞穴 ありて、 人 は 皆 その 横に 開かれた る 平^の 明るき 

道 を， 一 t くに 突の みは 唯 獨り其 洞穴に 入る の 運命なる を 知りぬ。 余 は 洞穴の 彼方に 必ず 光 あるべき を 信ず。 され ども そ は 我 も 

も 共に 見し 所の，， 、のに あらず。 余 は 唯 余の 小さき 信に よりて 敢て兹 に继み 入らん とするな り。 暗と 冷と は 彼處の 特色な り。 

何故に 余 は 此の 如き 險 しき 道 を 選ばん とする ぞ。 唯 基督の 熱き 淚、 余 を 感激せ しめしに よるの み。 是れ 愚かなる^ 無益なる^ 

に は あらざる か。 何者か 我 を 笑 ふが 如き を覺 ゆるな り。 彼處に 到らん 時 我を裔 める 父と 母と は 我が 而を 忘れ、 我が 弟と 妹と 

i 淚を 分たず。 愛する 入 凡て 我れ を あざけりて、 彼の 迷へ る もの を 見よ と 云 はん。 我が 力足らず 我が 糧盡 きて、 か S 洞穴の 

中ャ. a こして 永遠に 倒る、 もの は 我が 運命に あらざる か。 それ もよ し、 しかも 我が 淋しき 足の 運び を 突き 當れろ 冷 の 面に 止 

めて 其處に 入の 子に 淚 V- 法ぐ 事 も 能 はずして 冷 かに 眠り 去らん とする にあらざる か。 云 ふ 可から ざる 孤 獨の思 ひ大石 ありて 

胸な 壓 する 様な り 。幾度 叱 すれ ども 我が 涙 は 默 欷を さへ 誘 ひて 止む 時な し。 嗚呼 神よ、 僕の 不信と 弱き と を 憐れみ 給へ。 ぼに 

唯き ゆ を與へ 4? へ。 一 人の 人に 仍ら ずと も 主により て 笑ま ひ 得る 高き 希望 を與へ 給へ。 我が 罪 常に 我 を 打ちて 跌 かしめ $ 

が 「おり 我 を 追 ひて 引き裂 かんとす。 我は尙 十字架 を 右の 肩に 悲しき 罪 を 左の 肩に 負へ るな り。 贯 さに 堪 へずして 自ら^ れん 

とす。 然り 自ら 倒れん とす。 唯 某 督に仍 る 感謝 余 を 率ゐて 一 日の 上に 一 日 を 歩まし む。 議ればニ十五ハキは唯1 朝の^cタの如 

し。 唯 我れ 主 こよらん。 ベ マ は 主に 依らで は何處 にも 依るべき 所な し" 我 は 巳む を 得ず して 主に 行かざる を 得ざる なり。 ^ 

逃れん とすれ ど.，、、 主 は 我 を 抱き 給 ふなり。 主よ 願く は此僕 をよ きに 導き 給へ。 僕の 祈 唯是れ のみ。 

のろ はれし 人の子 や 春に 生れ 來て 花に ふさ はぬ 淚 持つ 我れ 
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n 一月 五 or 木曜日" 朝 "History  of  Civilization  " の 中 French  Revolution を讀み 終る。 梗槪を 摘め f、  - 

歐洲の 文明 を 古代文明 若しくは 東方の 文明と 比較して 著明なる 點は 前者が 複雜 にして 變化 多き にあり。 然れ ども 默洲 文明 

の 中に ありても 英國と 大陸と は 亦 多少の 異同な きに あらず。 英國 は歐洲 中に ありても 其 文明 複雜 にして、 同 1 文明の 中 こも 

常に 種々 なる 制度と 思想と を 包含せ る 故、 或る 一 個の 勢力が 他の 總 ての 勢力 を 全然 壓 服して 專制を 擅に する 事な く、 勢力の 

競爭 をな すの 状態な りし かば、 思想の 變遷も 大陸より 一 歩 を 先んじ- 歐洲に 先んじて 革命 を るに 到りし なり。 反 之 大陸 こ- 

ありて は 凡ての 組織 凡ての 主義 各 英國に 於け る ものよりも ー驛 完成せられ 極點に 達せ ざれば 止まず。 凡そ 發達 は皆大 5^-模 こ 一 

行 はる.^ を 常と したり。 故に 其 變化も 根本的に して 英國 よりも 蓮れ たるな り。 

され ども general  march に 於て は 大陸 も 英國の 轍に 出で しもの  >, み。 "Ihlh  the  differences  are  real,  the  resemblance  is 

still  greater" なりき。 偖 第 十七 第 十八 兩 世紀に 於け る 歐洲史 を繙く 時、 吾人 は 直ちに 佛國 が歐洲 文明の 魁 をな して 進步 した 

りし を s^ij 能 はざる ベ し。 勿論 pure  and  absolute  monarchy は Charles  V と Philip  II の 下 こ Spain こ 起り (LOUIS  XIV の 一 

前) principle  of  free  inquiry は、 十八 世紀に 於て 佛國に 起り し 以前、 十七 世紀に 於て 旣に英 國の稱 道した る 所な りき。 され 

ども "two  principles  or  systems  relTaincd,  in  some  sort,  confined  within  the  c(untrics  in  which  they  srra- ミ -】p に、 こして これ を 

歐洲 的と なし 歐洲 に傳 達せし もの は佛國 による ものと 云 はざる 可から ず。 古來佛 國は傳 達的國 民な り。 然 らば 當 時に 於て 滞 

國が 圈洲に 影響 や. 及ぼした る も の は 何なる か と 思 ふ に 勿論 一 1 つ ありき (原文 拔萃 略す)。  一 

今 吾 入 は 其 第 一 の もの 卽ち Louis  VIV の Government より 論ぜん に、 其 政府の 出現せ し は單に victories,  felals,  master- 一 

piooes  of  genius,  menns にの みよりて なされた る ものに あらず。 又單に 一個の 野心家の 野望の 滿足 のみに よりて 起されし も 

のに あらず して、 此 中には 矢張國 民的自 覺の存 せし ものな り (此 次に 歐洲に 行 はれし 戰爭の 種類 ni 種 ありし 事を說 けり 是れ 一 

亦 面白き 提論 なり)。 (原文 拔萃 略す)  ， 

Louis  XIV の 戰爭の 方法より、 去りて 其 政略に 来る 時 は 直ちに 又 其 戥爭の 同 一 の 方法に 出で しもの なる 事 を 隹 知す る こ 難 i 


からざる なり (之れ にも 例證 あり )0 今 眼を轉 じて 佛國 内部の 狀態を 見る 時 は、 彼が 力 を 極めて 經營 せる もの は 中央政府の 命 

令 を 地方に 及ぼし、 地方の 報告 を 中府に 致し、 凡ての 點に 於て 中央と 地方と 迅速に 相 通ず る を せしめん とする にあり き。 

而 して 此事は 歐洲に 於て 甚だ 不完全なる 發達 のみな したる ものな りしな り。 而 して 彼 は 或 程度 迄 は 此黏に 於て.^ 成功せ り。 

然 らば 如何にして 此の 如き 大帝 國が、 一 朝に して 次 世紀に は 滅亡の 悲運に 際會 せざる を 得 ざり しゃ。 そ は 政府と 全く 分離 

し て 社會が 存在せ しが 故な り。 

かくして pure  monarchy は 1721 に 於て monarch の 死去と 共に 消失し ぬ。 吾人 は 之れ より 第二の もの 卽ち ^re 口 ch  society 

を 少しく 論 ボーん とす。 Louis  XIV の 死後 佛國社 會には 富力、 勢力、 智力の 顯 著なる 發達 をな したる にも拘らず、 其 政府 は 依 

然として 舊態を 維持せ るに 過ぎず。 此の 如き は 第 十七 世紀末 葉に 於け る 佛國の i なりき。 而 して s<olution を 起せし 《：E 時 

の 重なる 狀態 を列擧 せば、 

The  first  is  the, almost  entire  disappearance  of  the  government  in  the  course  of  the  l8th  century,  and  the 

appearance  of  the  human  mind  as  a  principal  and  almost  sole  actor. 

A  second  characteristic,  is  the  universality  of  the  spirit  of  free  inquiry. 

-This  movement,  morever,  had  one  peculiarity,  which  perhaps  can  be  met  with  at  no  other  U ョ e  in  the  history  of  the 

world,  that  of  being  purely  speculative. 

R  "て此 i. 代の 如く  government  of  facts 及び external  reality が thought の government と 相せ 馳 せし 啤代は あらざる なり。 

fcstth  characteristic  is  of  the  human  mind  at  this  epoch,  I  mean  its  extreme  t>01dness. 

河 野 氏より 手紙の 代筆 を 賴み來 りし かば 十 1 時 頃より 榊 病院に 到る。 其 愛 女 等の 養育に 就て 其 親戚に， U を 致すな り。 彼女 

は 殆ど 泣 かざりき 0 しかも 其 S 中には 淚に まさる 悲哀の 色の 溢れて 見 ゆる を 認めし 時、 余の 心 も 亦 かきむしらる、 樣 なりき 

彼女 は 云 ふ 可から ざる 寂 翁 $ 感ずる 由 を 云 ひて 一 滴の 淚を 垂れぬ。 余 は. 水く 居る に堪へ ざり き。 昨日より 沈み 勝ちに 物 忍 は 
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る 我 は 急ぎ 辭 して 家に 歸 りぬ" 誠に 誠に 世の 終 近づけり • 信仰に よるべき 時なる かな" 

午後より しま子 を訪ひ 彼女の 爲に chr:sti  Carol を讀 む。 それより 河 野 氏より 依鎮の 手紙 を霄き 室に 歸 りて Anticipation 

を讀 む。 今日は 大に得 たれ ども 讀 了の 上記す。 夜に 至りて 風 出づ。 落莫たる 聲 秋の 如し。 余 は 風を畏 る。 風の 吹く 夜 は 確か 

に 神の 怒の 聲を 聞け る 如 さ 心地す るな り。 

東方の 淚源 や， 思 ひて t. 唯 苦しき 歎息の み 唇に 上る。 嗚呼 我 如何にすべき ぞ や。 彼の 痛める 胸 何 を 以て 拭 ひ 得べき。 ぽ全 

く 二つに 裂かれて、 再び相會はざる可く相^^りたる地上に置かれぬ。 神 も 遂に 之れ を 結び 給 はざる や。 さらば 是れ 彼と 彼女 

との 永遠の 33： 命 か。 彼より 書 得ざる 事 多 時。 我 片信を 致さず して 此事を 云 ふ は 寧ろ 狂な り。 然り我 は 今敢て 彼の 書 を 望む 

と 云 はじ (云 はざる を 得 じ )。 され ども 佘は只 彼の 健康 を 知らん 事 を evl む。 主よ、 願く ば 彼 を 守らし め耠 へ。 

壬 生、 小川 氏が 好本督 氏に 经 るべき 書 を 代書して 我に 示しぬ。 彼の 深き 同情 は 滿紙を 熱き 淚を 以て 書け り。 我 は 彼が 偉大 

なる 事 をな せる を 思 ふ。 

八日 舉習院 に 行 はるべき 輔仁會 に演說 をな すべく 約し ぬ。 我 は 彼等の 前に 豫言 者た らん。 我 忌憚な く 彼等の 缺動弱 點を擧 

げ、 阿 読に 慣れたる 彼等の 耳に 我が 忠言の 聲ゃ雜 てん。 我 何 を 云 ふべき か を 知らず" 神 知り 給 ふ。 

物 あり 我が 胸 を 捕へ て 去らず。 眼 は 赤く 血走り 頗 は上氣 して 熱し、 時に 瞑 を さへ ず。 愚かなる ものよ。 汝の 愁傷 は 風 

の 如し。 ，； て 何處に 到る や、 果て は 唯 木の葉の 上に 消え去る のみ。 神 そ を 呪 ひ 給 ふべ ければ なり。 

窓 前 『用 無 遣 稿 』 及び 我が 集めた る 『金 SB 集』 を讀 む。 『用 無』 の 中に て は 矢 張 「亂 =s」 「退臺 の はしがき」 めでたし。 『金 

聲』 集の 中に still,  be  peer  human  heart" 及び SclUlIot が I^obboa の Danube  bank に 於け る 一 銷を讀 む。 後者の こ 

至りて は 幾度 讀むも 飽かぬ 入 牛： 最 奥の 苦悶の 聲、 讀 みて 思 はず 淚 下らざる 事な し。 

I- 一月 六 B。 金曜日。 半晴。 寒し- 風 あり 朝. 聖書 を讀 む。 「爾等 互に 人の 榮を 受けて 神の 榮を 受けざる ものなる に、 いかで 

よく 信ずる 事 を 得ん や」 なる ョ ハネ傳 の 句に 到る。 佘は 慄然と して 震 ひぬ" § 忘の 徒よ、 幾度 此句を 忘れん とする や。 


大橋阓 書 館に 到り 明後日な すべき 演說の 材料 を萃 む。 余 は >thens に 於け る 高名の 二人 Alciblades 及び Plato を联 りこれ 

をニ代表者となし、貴族靑年に針^^を加 へ んと思 ひたれば、 其傳記 を詳知 せんがた めな t。 憐 むべき 阔瞽館 は 多く 満足 を與 

ふべき 書 を^せ ず。 FlutarcVs  "Lives",  Treasey  of  Great  men  "  Patallcd  lilBtory  of  the  History  "  and  wiography  (by 

Philip  Alexander  Prince,  1842〕 其 他 二三の 希臘 史を繙 きたる のみ。 然し 午後 二 時 迄に は 充分の 什 事な りき。 それより 調 杏 

し來 りたる もの、 順序 を： 止し、 又 英語の 復習 をして 新渡戶 氏に 到り 英語の 事 をな す。 先生 は 四月 下句に 大阪に 行かる.^ 山。 

我が 東行 の 同伴者 は 非常に 都合 よ き 便宜 あ るら し。 

夜 歸り來 りて 更に 演說の 組織 を 正し、 壬 生が 云 ふが ま. -に 彼の 前にて 少しく 試みたり。 彼： K ふ。 余 は 早口な りと。 然り余 

の 演說に は 余 自ら さへ 呆れたり。 され ども 生の 熱心 彼等に 何物 を か 傳へ得 ざらん や。 我 は 神に よりて 人の 前に 恐れず。 我が 

平生 人の 前に 云 は ざり し欝懐 を、 充分に 漏し 得ん 事 を 祈る。 主の 余 をして 云 はしめ 給 はん 事 を 祈る。 此夜 十一 時 就-お" 

S 月 七日。 土曜日。 签は 霽れし と 云 ふに あらず。 風 は 寒 かりき。 朝 encyclopedia を 見ん が爲 めに 壬 生と 共に 山 本に 到る。 

二子の 病 は 犬に 癒え、 而 して 晝夜彼 二 兒の爲 めに 看護した る 愛子 は 倒れぬ。 熱 はな けれど 頭痛 頻 なりと 云 ふ。 彼女 は 余の 何 

時 渡米す るか を 問 ひて 其 眼に は淚 あふれぬ。 嗚呼 憐 むべき ものよ、 愛すべき ものよ、 而 して 悲しむべき ものよ" 余 は 彼女 を 

見る 毎に 心 は 鋭き 鎗もて 刺さる、 如き を 禁ずる 能 はず。 而 して 佘は 尙蠢々 として 一片の 書信 を だに 東 飛せ しめざる なり。 自 

ら 判じ 難き は實に 我が 心の 樣 なり。 余が 心は渴 くが 如く 彼に 書 を 致さん 事 を 望む。 しかも 我が 手 は 遂に 我が 心の 命に 從はざ 

るな り。 全能の 御手よ， 小なる 僕 は 實に何 をな す 可き か を 知らず。 唯 我が 盡す能 はざる 同情の 祈り は 我に 殘 された ろ 唯 一 の 

道の み" 凡て を 御手に 任し 奉る。 神よ、 願く ば 我 を憐み 給へ。 我 を 憐み給 はずと も 願く は 彼等が 佯ら ざる 衷情 を憐み 給へ" 

我 は 此事を 思 ふ每に 誠に 死 を 思 ふなり。 

encyclopedia に は 充分の 材料な りき。 よりて 早く 歸る。 

歸 家の 後 壬 と共に 人生に 就いて 語る。 彼 は 「生活 せんがた めに 生活す るな り。， 人間の 本来 は 生活す るを賊 ふと 雖も、 生 
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活 せざる 可から ざるが 故に 生活す るな り。 而して其中卓越せりと稱せらる>^人々は之にょりょき生活を與へんとするなり。 

而 して 其 次代の 入 は 又. の 人に よりよ き 生活 を與 へんと するな り。 彼等 は 各 己れ の 生活.^ 厭うて、 而 して 人に 生活 を勸 めん 

とす。 無意義に あらず や。 よし 是 等の 生 沽には 多少の 意義 を 有し、 漸次より よき 生. S に 移る とする も、 世界の 最後 は、 唯一 

の 滅亡 あるの み。 吾人が 夜々 流星が 天の一角より 瞬轉 にして 消え去る を 見る 如く 他年 一 R! 何れ かの 星の 子等 は、 地球た る 星 

が S 然として 暗中に 消え去る を 見る なるべし」 と。 彼の 思想 は 今 絕對的 厭赏の 基礎の 上に 立てり。 余 は 彼が 此の 如き 思^ を 

何處 より 得た る や を 知らず。 余 はこれ に反對 せる 議を 取れり。 曰く 「地上の 生活の みが 人世の 本義に あらず、 こ は 人世に 一 

部の 意義 を與 ふるもの なり。 地球に 滅 すと 云 ふ >雖 も そ は 地球の 實 質が 滅 せし に は あらず。 その 如く 人生？ 坐活が 地球の 破 

壞 と共に 滅亡 せらるべき ものな り や は 決して 輕々 に 斷定し 去る 可から ざる 大 疑問な り。 果して 人格 卽靈 魂が 其 後 存在 をな す 

や 否や は、 これ ぽピ 理論の よく 說盡 する 所に あらず と 雖.， 、我等 は 信仰に よりて intuition によりて 其 存在 を 確認し 化お るな り。 

而 して 我 は 堅く 其 存在 を 確認せ ざる 能 はず。 然らずんば 一 日 も 半時 も此ハ 今日の 立場に 立つ 事 能 は ざれば なり」 と。 しかも 

是れ 要するに 何物 にても あらざる なり。 佘は壬 生 馬が 信仰の 生涯に 達し 来らん 事 を 望み 祈る。 余 は その 何の 故た る を 知 r ず。 

又 何の 利益 あるか を 知らず。 然れ ども 彼が 余と 同 一 の 信仰に 立ちて 同じく 考 ふる を 得る に 到らん に はいかに よき 事なる べき 

ぞゃ。 余の 信仰 若し 神の 前に 嘉 せらるべき ものなら ば、 佘は 理論に よらず して 彼を佘 等の 主に 來 らしめ 得べ かりし もの を" 

嗚呼 我 は 自ら 衷に悲 む。 我 は 只 空しく 爭 はず。 彼に 聞きて 我 は 祈らん 事 を 欲するな り。 

午後より Carlyle の " Crit:cal  Essays  = 及び "Sartor  Rcsartus  " 並に John  Foster ビ "Decision  of  Character" を讀 む。 衣服 

哲學 は眞に 彼の 偉作な り。 一 句 を 拾 ふ も 我が 心鉉は 1 種の 震動 を 感ぜざる や 得ざる なり。 Decision  of  Character  " は 又 失敗 

せり。 此書は 我に 餘程緣 遠き 書な りと 見 ゆ。 され ども 我 は 必ず 何時か 讀 了して 其 中より る處 なくん ば やまじ" 

夜 は島津 邸に 重 野 博士の 講義 を 聞く、 寢 言の 如し。 翳 宅の 後 演說の 結論 を 作る。 我が 出師 準備 は 略々 整へ り。 夕食 前 一 寸 

河 野 夫人 を訪 へり。 彼女 は 我が 容貌に 以前より 悲痛 を 包む の 色 ありと てこれ を 詰りぬ、 余 は 神に よると 稱 しながら 遂に 色 を 


他人に 發 見せられし を 恥づ。 我が 心に は實に 彼女が 云 ふ 如く 15^ 痛 ありて 日夜 我 を 捨てざる なり。 しかも 我 は 神に 在る もの は 

入の 前に 快活なる べしと 心 を 決し closet の 外にて は 涙 あら じと 誓へ りき。 而 して 遂に 色の 動く を， fS;;: 収 せら.^ ぬ  >  汝の マ：！ は 

だ 汝を救 ふに 足らざる なり。 愚なる もの >f なす 所 常に 此の 如し" 嗚呼、 され ども 此棘を 如何にす 可き。 人 何 ^我が. おみ を 

知らず。 只 神の み 知り 給 ふ。 其 棘 を 拔き得 給 ふ は 唯 神の み。 主 は 罪の 故に 入の 子 を 捨て 給 はじ。 

n 一月 八 B" 日曜日。 半啧- 朝 讀經。 約 百 記の 末 方を讀 む。 云 ふ 可から ざる 敬虔の 思 胸に 充 ちて 思 はず 淚ド る。 九 時 より 

輔仁會 S 大會に 連る。 我 は此： 女 息 日 を 彼等に 説敎 する 積り にて 出掛けたり。 我 は 十 一 時半より 講壇に 立ちぬ。 先 づ^ 3^ に 於 

ける 自由意志の 3{ 想が、 澎涛 として 四方 を u し 日本 も 早晚 激烈なる 其 見舞 を 受けざる 可から ず。 而 して 華族なる 問^の. g き 

は 其 思想の 最もよ き犧牲 となるべき ものな り。 又 所謂 華族なる もの は從來 大名 (若く は 公卿) として 應 分の 土 地と 人： ！；^と を 

領し、 直接に 人民 A 相關 はるの 位地に ありし が、 維新 以後 人民との 直接 關係 は絕 たれし が 故に、 華族が <f ；然 利己的の 傾 M を 

生ずる の 患 あり。 故に 今の 華族 513； 年は是 等に 對 して 充分の 立場 を 造らざる 可から ず。 然 らば 如何なる 立場に 立つ 可き や >- 云 

ふに 二 例の 最も 說 明し 易き 例 あり。 1 は Alcibiades にして 一 は Plato なりと て 二 入の 略：^ を 述べて！ 一.:? 論して 曰く、 

論者 は 此にニ 個の 事實を 演繹し 來るを 得べ し。 其 一は 卽ち Alcibiades は 元来 祖先の 位地に 贯 きを g3 き、 これ を 利 W して idf 

上に 事を爲 さんと し、 F】ato は 其 祖先の 位地 を 全然 放 抛して 眞に 自分の 資力が 造り 出した る 位地に 立たん とせる 琪 If ん なり。 

論者 は 諸子に 望む、 諸子 は 敢て其 華族た る 位地 を 放 抛せ よと は 云 はず、 然れ ども 蘇 族た る dffi を剝脫 せらる、 琪 ありと も £^ 

入と して 立派に 生存し 得る の 立場 を 有する を 要す。 華族た る 位置 は 諸君が 造り上げ たる 位地に あらず して 諸お の祀 先父 祀 が 

造り上げ たる 位地な り。 諸お と 何の 關り あらん や。 其 二 は Alcibiades は 眞理の 何物なる か を 叫 白に 了解し つ、、 しかも これ 

を實 行す ろ 事 をな さず、 其 尊 かるべき 生涯 を 全く 利己の 爲 めに 己れ の 野！^; のために 消費せ り。 riato は 己れ の と 認めた 

る 處には 何物 を も 犠牲と なして これに 從 はんとせ り。 論者 は 諸君に 望む、 願く ば眞理 の奴隸 となれ。 © 理の到 一!^ を 以て 入 生 

最後の 目的と せよ。 野望 心の 爲す所 は 何者 ぞゃ。 唯 一抹の 死灰の み。 Plato  is  philosophy  and  phi  osophy  Plato: と E ヨ CTis 
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をして 云 はしめ し は、 彼 か 絕封的 眞理の 前に 從 順な りしが 故の み" 耍之、 學識 才能 は 深 からん 事 を 欲せよ。 理想と 希望 は 高 

からん 事 を 欲せよ。 

聽衆は 我に 聞きぬ" 彼等 は靜肅 なりき。 神に 謝す、 我が 此 無に 等しき が 如き もの を 用ゐ給 ひて、 人の子の 耳に 眞理の 一片 

を攝 かしめ 給 ひし 事 を。 彼等 は 確かに 我に 聞け り。 我に 雄 辯の 一 分子 だに なく、 我に 盛容 の半片 だに なく、 我に 深厚なる 學 

識と 才能と なし" 而 して 彼等の 我に 聞きし もの は 寧ろ 奇蹟と 云 はざる 可 けんや。 

午後 義雄來 りぬ。 余 は 彼と 暫く 聞きて 會場を 出で、 彼と 共に 植物園に 到りぬ。 園 內に草 を 取れる 老婆 も 園丁 も 我が 舊 知の 

人な り。 我 は 云 ふ 可から ざる 懷 かしき 囘 想に 打 たれて 茫然た る事暫 しなり き。 佘は攀 習院に 於け る敎 育に 負 ふ 所な しと 思へ 

き。 しか，， T 植物園の 捱 上に 立ちて 我等が 嘗て 蛙 を 漁りし 古池に 白髮 漸く 多き 舊 知の 園丁が 網 を 以て 立てる を 見し 時、 犬な 

る 感化な 我此に 得ぬ と 思 はざる 能 は ざり き。 年少 時 は 知らず 年 漸く 長ぜし 頃、 我は惡 友の 間に 交りて 良友と 遠ざかり、 而し 

て 中頃 其 否 を 悟りし も 良友 等 は旣に 我が 友た る ものな く、 我 は 殆ど 孤镯の 境に 置かれて、 休憩の 時な ど佘は 多く 唯獨 りに て 

植物園の 裏に さまよ ひき。 此 時に 我と 相伴 ひし は 唯 保 男 君 ありし のみ。 我は此 友誼に よりて 今 も 彼 を 忘る.^ 能 はざる なり。 

嘗て 學 生の 間に 不都合 ありて 植物園の 散歩 を 禁ぜられし 時 我 は 如何に 不快の 失望に 鞭 たれし ぞ。 我が 沈 想の 俑 をな したる 植 

物 園よ、 時は來 りて 過ぎ 人の子 汝の 前に ありし 當時を 夢と 顧るべく なりき。 嗚呼 天外の 一 蜉蝣、 汝も亦 遂に は 我の ありし を 

忘れ去らん とすらん よ。 絕大 なる 世の 潮の 前に 汝も我 も 等しく 塵。 

それより 義雄を 伴 ひて 河 野 夫人 を辦ぉ 院に訪 ひ、 暫く 遊びて 家に 歸る。 我 今日 一 の tsscduty を 終りて 心安ん ずると 共 

こ、 非常の 疲 勞を發 し、 P ュ y に の * 二， を讀む 3- に 睡魔の 襲 ふ 所と なり 十 時半 就寢。 

2 月 九日" 晴天。 朝、 兄の 書 を 得" 彼の 病 は 平癒せ り。 此 春季 休業に は 出京 覺 束なければ 來仙 せず やと 云 ひ 来りぬ。 余の 

心 は 動く。 彼 所に 暖き胸 あり。 我が 苦痛 を 神に 次で 察し 得る 同情 あり。 そ は 我に は 其 ある 所 は 神國に 次げる 樂園 なり" 我 彼 

听に 到らん 事 を 欲す。 我 或は 心 を 決して 彼處に 到るべし。 


河 野 夫人 我が 眼の 赤き を 見る 毎に、 我が 泣きし にあらざる や を氣遣 ひ、 我然ら ずと 云へば 醫師の 診察 を 受けよ とて 聞かず。 

我 は 已むを ST す 朝 赤 坂 氷 川 町の 保 利なる 醫攀 博士の 許に 到りて 診察 を 乞 ひぬ。 結膜 加答兒 なれば 讚 書 を 差控ふ 可し となり。 

それより 散髮 して 加 藤榮氏 (我が 軍隊生活 をな しつ. - ありし 時分の 下宿) を 尋ねぬ。 肋 膜 炎 を 1^ みたり し 一 人の 娘 は • ；^. 者の 

如く、 母 はやれって 貧の 色 眉宇に 動く。 彼等 は 我が 爲 めに 湯 を 沸かし 茶 を 入れて 供し ぬ。 これ 彼等が なし 得る ぉ大の もの、 

widow ぶ 12 lepta なり。 余 は 感謝して 茶の 三捥を 傾けぬ 3 かくて 辭し歸 りぬ。 我 は 彼の 家族に 何事 を かなさん 事 を 希 ふ。 右 

の 手の 爲す事 を 左の 手に 知らし むる 勿れ。 

午後より Carlyle の "Tale  - を讃 む。 Goethe の Marchs を譯 せし ものにして 十六、 十七 世紀に 於け る 思潮の 狀態を 而 白 

く 小話と なせる もの なれ ども、 意義の 餘 りに 錯 維せ るが 爲 めに 充分の 意を摑 むに 由な し。 中絕 して II 氏の "Blsv， 傅 V- 緒 

く。 又" cuore- の 復習 をな し、 英夫、 行 郞と伴 ひて 新渡戶 氏に 到り、 彼等 は義 雄さん と 遊び、 余 は 夫人に 英語 を敎 へらる。 

河 野 家 の 事 を 語り 二 人 大息す る の み。 

夕食後 余の 胸中 は、 我が家 入の 處 世の 方法に つき 堪へ 得られざる 不平 を 感じぬ。 此惡 しき 徵候を 打ち消 さんが E:! めに、 河 

野 氏に 至りて 聖書の 話 をな して 暫く 浮世の 事と 遠ざかる。 歸後 我が 憤 心 は 悲愁と なりぬ" 何と はなき 寂. おの 念 胸に 沁みて 火 

の 如き 淚 睫に 逼る。 嗚呼 愚者 愚者 愚者、 人 汝の心 を 知らず とて 人 一 人 だに 汝の心 を 知らず とて 汝 如何 なれば 汝の 心に 寂寥 を 

感ずる や。 神汝を 知り 給へ り、 汝は祈 の特 權を 有する にあらず や。 祈りて 勝ち得ざる^ なし。 

11 一月 十日。 火曜日。 朝 は 風 激しく してし かも 雨 さへ 時に 加 はりぬ" 朝、 家に 在りて Carlyle の " Bums  " 傳 及び 『lg 立 評 ^3 

の 中、 愛山 氏の 『古事記 を讀 む』 を讀 む。 前者 は 我が 嘗て 見た る もの なれ ども、 之 を 再び せんとす る ものな り。 

此朝我 は 大事 をな しぬ 。朝 は雨靜 かに 軒に 落ちて 寂寥 心に 逼る 。眼 を 病める 我 は 多く 書に 親しむ 能 はずして 股 を 閉ぢて 股 i 

默 想に 入りぬ。 默想は 我 を 導き 行きて 遠く 東方の 天に 至らし めぬ。 我 去年より 彼處に 書を絕 ちて 彼より 艇.- 疝 切の Dn を^す 

るに 一言の 應 ずる ものな かりき。 我 は 自ら 其 何の 故な りし か を 知らず。 我が 心 は 火の 如く、 我 を 攻めて 霤を 裁せ よと 叫べ ど 
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も、 我が 手 は 頑 然として これと 相關る 事な きなり。 我 は 彼 を 思 ふ 事 益. - 深き に從 つて 彼より； 逸き 事 愈 i 遠き を 思 ひぬ。 而し 

て 今日に 至る まで 荏苒 遂に 我が 筆を喷 まざりき。 しかも 云 ふ 可から ざる 溫き 彼の 友情と、 彼の 熱き 悲痛と 若き 苦悶と を 思 ふ 

時、 我 は 自ら 我の 冷淡に あきれん とするな り。 靜 坐して 我が 机に 飾れる 彼が 出發 時の 寫眞を 見れば、 我 は 殆ど 其 前に 面 を 被 

はんとす。 我 は 堪ふ可 か.，： ずな りぬ。 我 は 遂に 紙に 向って 彼が 爲 めに 筆と りぬ。 其 何 を 記し ある や は 我 自ら さへ も 記憶せ る 

所に あらず。 見えざる 手 我を勳 かして かくな さしめ しなり き。 しかも 我 其の 最後の 1 句 を 記す。 

「君よ、 生の 健に して 尙 病まざる は 同情な き 事野獸 の 如き 生の 性情の かくな さしめ し 所な りと 知れ。」 

と あり。 鳴 呼、 我 泣かざる にあら ざり き。 祈らざる にあら ざり き。 戰 はざる にあら ざり き。 而 して 凡て 此 等の 盡瘁も 一 片の 

笑顏を だに 彼に 與へ 得ざる を 思 ふ 時、 我に 是 等 を 以て 我が 同情の 足らざる に歸 せん。 然ら ずして、： 果の 此の 如きに 至る 可き 

所以 を 見 ざれば なり。 義人の 祈に 耳 傾け 給 ふ 神 は 我が 祈 を 罪 ある ものと 認め 給 ひしな らん。 我 は 病まん 事 を 希 ふ。 我 は 死せ 

ん事を 希 ふ。 死して 永遠の 火に 燒 かる 》 は 生きて 心の 責を受 くるに 勝れり。 神よ、 願く ば 僕 を 半ば 殺し 半ば 生かし 置 給 ふ 

事 勿れ。 生くべき 價値 なしと なれば 速 かに 殺し 給へ。 我が 祈 唯是れ のみ。 午後より 愛子 を訪 ふ" 彼女の 頭痛 はま 吊に 輕 快に 

赴け り。 彼女と 閑談す る もの 半日に して 辭し來 る。 夜、 讀書 を廢し 卒業論文の 修正に 從 事す。 十 一 時半 就寢。 

S 月 十一 or 永 曜日。 半晴" 朝、 聖書， 5, 讀み、 晨 場の 圖を 調製し つ X ありし 時、 貸家 を 見に 來り しもの ありし かば 、余 はこれ 

を薛 けて 醫^ に 到る。 經過 左程 良好なら ず。 歸後、 圖を 成就す。 午後 しま子 を訪 ひて 畫を 見、 それより 室に 歸 りて 端 挺 遊びの 

時の 畫に 着色す。 一 寸太 W 氏を訪 ひそれ より 新渡戶 氏に 到り 談宗敎 の 事に 及ぶ。 大に 快。 "The  2oth  Century  New  Testament  " 

を 借り 來る。 夜 少しく それ を 讀み又 日記 を 書す。 に藥を さす 故 多く 讀書 する 能 はず。 無爲 となり 勝ちな り。 夜食 後、 土肥來 

りて 實に くだらなき 話 をな して 歸る。 國 家の 寄生 蟲。 十 一 時 就寢。 兄より Myer の Ancient  History を 返し 來る〕 明 曰より 

再び これに 親しむ こ とや 得 ベ きか。 

I- 一月 十二 B。 太 曜日。 半晴" 朝 2oth  century  New  Testament の 中 1st  &  2tl(l  Letters  to  the  Thogsalolliag を讀 む。 Old  text 


に 比較して 用語 新しき が 故に 耳に 入り 易く、 讀み 行く 中に ボ， "は 今 活ける 人に して 我 肖 身に 此窗 を经れ るに あらず やとの 

思 をな さしむ。 彼に ある 多少の 缺點を 除く 時 は (人な り。 彼に 缺點 なから ざらん や) 彼に 於て 余は强 き^を 開くな り。 然り 

彼 は、 仁者な らんより、 義 者な らんより" 勇者な りき。 彼の 向上：^ 獻 ：5^的^1^ 矾は 世の 未だ 嘗て 見 ざり し 所なる べし" 基^ 敎 

に は 確かに 彼な かる 可から ざるな り。 

Shelley の "Cyclops" を讀 む。 これ は Euripides の 原著 なれば 希臘 劇詩の 一 斑 を 窺 はんとし たるな り。 Euripides は 5^ 腿 

に 於け る 劇詩 作者と して は 寧ろ 後期の 思想に 屬 する 詩人に して、 希臉 人が Aoschyks の 如き 詩人の ts. 勵風？ il する 如 さ t まに 

飽きた る 時、 其の 趣向に 投 ぜんとし たる もの なれば、 其 思想の 平凡 卑近に して 俗世 的なる は 怪しむ に 足らざる ものなる べし。 

瞥見す る 所に よれば  一 の 調子 我が国の 能と 神 架と を 混和せ しが 如き 趣 ありと 思 ふが 如何に や。 神話の 一 片を 材料と なして 

酒に 祝福と 呪 咀とを 置きた る もの 余 は 多く 滿足 する 能 は ざり き。 

午後より 又 Shelley を讀 む。 小品 中には Tennyson の 比に あらざる 簡潔 純情の 想 あり。 痛切なる 疑問、 深甚なる H 悶の淺 

薄なる 樂天 詩に 勝る 事 萬々。 

" woary  wind,  who  wanderest 

ビ ike  the  worlcTs  rejcote:!  guest, 

ILTS  thou  still  some  secret  nest: 

〇n  the  troc  or  billow  ？ " 

cwold 一 s  wanderer) 

の 如き 衷心より 湧き出 づる 悲哀の 琴線 は 又 時に 烈々 として 向上の 音に 響き、 

SFrom び illow  and  mountain  and  exaltation 

Th ひ sunlight  is  ^s^^^  tllrcsgh  vapour  and  blast; 
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From  sl)ir り t  to  SI)irit,  frsn  nation  to  nation, 

IVom  city  to  ^wi^o-^  thy  (lawnill^  is  cast, — 

And  ^<33^^  a 一 k1 slivcs  arc  lll〈c  shculcws  of  llitlt 

111  the  vail oi  tlic  Inorn-n^  light."  . 

の 如き 偉大の 聲 となる" 

夜 を 憂へ て 何事 もな さず 机に 向って あても なき 瞑想に 入りぬ。 『北海の 思 出』 の續稿 をな さんと したれ ど 心 乾き たれば そ 

れも能 はず、 遂に 習字 をな して 床に 入りぬ W 

汝は 近頃 著しく 1^ 凡と なれり。 汝が淚 を 以て 詩の 中心に 分 入りし 昔 は 再び 汝 に 歸らざ るか。 平凡なる 汝は 死よりも 劣れり。 

m 一月 十 1 一一 日" 金曜 HI。  { 仝 は 時に 美しく 晴れ たれ ども 雨 は 糠の 如きが 常に 擔 端に。 朝 は 鷥の聲 縛りて 聞こえぬ。 梅の 花 今が 

盛り ^ 我が 室に は 母上より 蕾 なれ ども 櫻の 枝 を 賜 ひぬ。 机上に は 乙女 椿の ー跑 やかなる がー 輪 匂へ り。 朝 The  20th  pi 

New  ，rcsta ョ cnt の 中 Romans  i> 讀 む。 Mycr ビ Ancient  History を讀む 0  "Conquest  of  Italy,"  "war  for  the  Mastery  of  Italia-- 

とを讀 めり。 記憶すべき 出来事 もな し。 唯此 時代に 内に は patricians と plebeians との 勢力の 爭 あり、 外に は Roi の權カ 

擴張 ありて 互に 相 錯綜して 歷史の 布 を 織り成せる のみ。 唯 451 『>•  P より 初めて "Law  of  12  Tables" が 制定せられ 成： 乂 

律の 起り し は、 有名なる 羅馬 法の 起原と して 記憶すべき ものなる べし。 

十一 時より 『少年 世 に 故 高山 氏の 『我が 好める 人物』 を讀 む。 惜しき 人 を 亡くした るかな。 彼 は 確かに 見識 ある 一人 

の 義士な りし もの を。 彼が 童 蒙の ためにな せし 小話の 中に も 奇警なる 彼の 1： 史眼 は 見出し 得らる >f なり。 

午後 Carlyle の "Burns" 傳を讀 む。 Love と Indiglion を 論ずる あたり 言々 悉く 火な り。 幾度 か 感激 嗟嘆 の 眼 を閉ぢ ぬ。 

四時 頃より 新渡戶 氏に 到る。 Miss  Read 余の 眼の ために 診察 をな し吳れ ぬ。 3rJ  vertebra とかが 血管 を K し 居る もの X 由に 

て マサ サ ー ジを なし ®K れぬ" 彼女 は眞に 親切なる 人な り。 彼女 は 小兒の 如き 親切 を 有す。 夕食の 馳走になる。 彼 所の 家族の 


人 皆 我がた めに 親切なる 待遇 をな し. 我 を 遇する に 其 家族の 1 人た る を 以てす。 MrsNitobe は 今 曰 馬の^.^ せらる、 を兑ヒ 

りと て淚を 流して 我に 其狀を 語りぬ" 

家に 歸 りし は 八 時。 雨 痛く 到りて 衣皆濕 る。 非常の 暖氣 なり。 Anticipation を讀む 可く 試み たれ ども 失敗" 说 疲れた 

和霱 を繙 きて 今夜 は寢に 就く 裹 とせん。 

nl 十四日。 土曜日。 野の 面の 殊に 慕 はる、 III。 長 閱さ云 はん 方な き卷 日和な り。 彼方に 野の花、 鳥の 隣き、 人の子が、 ひ 

より 歸ひ出 づる歌 あらんよ。 朝 Carly:e を讀 みたれ ども 何となく 人戀 しうな りたれば 愛子 を訪 はんとし、 彼女に『川無^^；^』 

を齎 さんと して 貸し ありし 河 野 氏に 到りし に、 同書 は 信 子 氏 持ち去れり とてな く、 暫く 同氏と 語りて 辭し歸 り r-0 そしより 

愛子 を訪 はんとせ しが 氣拔 けして 其氣 になれ ず、 家に 籠りて Shelley を讀む 0 

午後 二 時より 神 田 靑年會 館に 於て 康有爲 の令孃 某氏の 演說 あるべき .3}1： なりし かば 行きて 聽 く。  5^13-の支那留6牛：^なから 

ず。 旣 にして 令 孃欖に 登り 英語 を 以て 支那 開 發策を 語り、 支那の i: 頹は 決して 其 全部に あらず して、 政治的 機 能の 腐敗せ る 

に 起因せ る 由を說 く。 云 ふ 所 元より 奇 とする に 足らずと 雖も、 余 は^ 竄の 一 少女が 白跟据 做の 外 國に來 り 其 執.； を坡. 晓 する 

の 心に 察 到して 同情 を呈 せざる 能 は ざり き。 殊に 最も 我が 心 を 刺戟せ し は 參聽の 席に ありし 支那， ゆ 生な り。 彼等お が國こ is^t 

り 其 不親切 極まる 敎 育の 法 を 受けて 何の 得る 處 あるべき ぞ" 余 は 彼等の 面に ignorance の 外 を讀み 得る 能 はざる なり。 .：： 'こ 

は旣に 業に 輕 佻なる 態度 をな せる 靑年を すら 見るな り。 余 は 政治家なら ざるが 故に 彼 園と 何の 關係 なしと 云 はるべき ものに 

あらず。 彼國を 如何す べきと は、 日本人が 考究せ ざる 可から ざる 問題な り。 余 は 今に 至る まで 茫漠たる 考案 を 有せし に！^ ぎ 

ず。 これ 恥づ べき 事な り。 余 は 彼等に 對 して 確乎たる 一定の 眼識 を 具へ ざる 可から ず 0 

歸宅 する や 直ちに 河 野 氏より 借りた る 『家庭の 模範』 なる 翳 を 持ちて 山 本 を ふ" 愛子 も 諸兄 も $T 臥！^ を疲 して 平生に 

せり。 余 は 此夜寢 前の 祈 禱に當 りて 深き 感謝 を 捧げざる 可から ざり き。 五 時半 頃 辭し歸 る。 夕食後. 3lt 雄邶の 講^ < ^に 出^す。 

依 例 何も 得る 所な し。 
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此夜歸 宅 後 父上と 雜談 す、 その 談片に 曰く、 

「大 慈悲心と 云へば 人 は 疑 ふ 所な く是れ 人間の 履行すべき 最大なる 德義の 如く 解 すれ ども、 人間なる 觀 念より 超越して 思考 

すれば 寧ろ 矛盾の 如き 觀 なきに あらず、 草木 も 鳥 獸も皆 生存 競爭 により 優者 は 其 存在 を 保持し、 弱者 は その 生存 や 停止し 健 

全 卓越 强壯 なる もの  > -み殘 るが 如きに 拘ら ず、 人 問社會 のみ は 弱者の 保護 を 以て 强 者の 藻 成よりも 必要なる 事業と なす は、 

抵抗すべからざる 自然力の 制裁 を 無視し 畢竟 人間 進步 の眞諦 を談れ るに あらざる やの 觀を 生ずる 事な きに あらず 云々」 

宛然た る ニイ チェに あらず や。 又 曰く、 

「人間の みならず 心と 云 ふ もの ほど 不可思議なる もの は あらず。 心 は 如何にしても 一種の 先見 力 を 有する もの X 如し。 鳥獸 

等に 其 無意識的の 發 f 殊に 著しき を 見る。 暴^ 多き 年， 鳥の 高き に巢 はざる が 如き は事實 にして、 農家 はこれ を 信用して 其 

耕作の 手段 を 講ずる が 如き は 不思議に あらず や。 生物 中 最高 等の 動物なる 人類に 此 力の 割合に 少く見 ゆる は 實際少 きに あら 

ず。 人間 は 其 昔に 於て は 確かに 鳥獸に 優りて 先見 ありし ものなる ベ けれども、 次第に 入力 的 抵抗力が 自然力と 拮抗し 得る に 

從ひ 天 的知覺 によらざる も、 其 事實の 起り しに 際して 相 當に之 を 防衞し 得る が 故に 漸次 其 先見 力の 衰退せ しに あらざる か。 

凡人 中に 傑出せ し 人に は 此知覺 殊に 發達 せざる が 多し 云々」 是れ佘 が 「偉人 則豫言 者 論」 と 合する ものな り。 室に 歸り てより 

一 葉の 『埋 木』 の 一 部 を讀み 居る 時、 兒玉來 り 一 時半^^；談る。 彼が 勤勉の 牛： 活 及び 直行の 熊 度洵に 今日 珍と すべき ものな り。 

堇五首 (愛子 特に 余が 爲 めに 其 庭の 堇を麗 はしき 小鉢に 移して 我に 舆 へぬ〕 

空に 生れて やさしき 何の-科 か 得し 面 は ゆげなる 其 こむらさき 

香と も 云 はず 色と も 云 はず 見て あれば 唯な つ かしく 涙ぐまる 

入 知らぬな げきに 入りし 魂なら で 何に 堇の香 を 語るべき 

このな やみ 苦しみな げき そ は 何 ぞ堇^ く 野に 墓 あらん 我れ 

罪 負 ふ 子 我れ にやさし き 神の 御手 エデンの 榮を此 花に 賜 ひし 


I- 一月 十五 3。 日曜日。 今日は 朝より 雨の つれぐ と 一 曰 を 降り 暮 しぬ。 

朝 The  20th  Century  New  Testament と 和 聖書 路加 傳と を讀 む" 路加の 第 十二 竟畏 ろしき 計り 力 ある 句 「我が 方爾 jH の 

體を 殺して 後に 何 を もな し 能 はざる 者.^ 懼る、 勿れ。」 「先 づ祌 の國を 求めよ、 さらば 是 等の もの は汝 等に 加 へらるべし。 」 

それより Culyle の Sartor  Resartus の 中 "力 omance-* と "Sorrows  of  Teufeldruck  " と を 讀 ひ。 多く  《*る$ ゆなし。 午^*<ょ 

り 我が 心に は 云 ふ 可から ざる 寂. ま を 感じ 座に あるに 堪 へずな りたれば、 雨 を 冒 して 外出し、 足 は 遂に 毀 家中 澤 氏の 家に 到り 

ぬ。 され ども 彼 は 移りて あらず、 巳むな く 再び 雨の 中 をと ぼく 家に 歸る。 家に 歸 つてより 一 紫の 『地 木』 の < ^^と "Old 

Greek  Stories  なる 書と を讀 む。 『塊 木』 に は尙ほ 女史が 銷 刻の 痕 あり。 渾 然として 詩 をな せる もの は 『たけくらべ』 と 『わか 

れ みち』 なる か。 " Greek  Stor:es  " は 神話の 梗概 を 記せる もの 益す る 所 甚だ 多し。 Prometheus など 而 白き 詩^と なり 相な り。 

夕食後 兄、 ェ藤 (彼の 父君 は 去る 八日 逝去せられ しとの 報 ありし なり。 余 は 彼の 苦痛 を 察する に餘 あり。 人： ff.; 必 遇い 最大 

悲 事の 一なら ず や) 及び 吉 川に 手紙 を 書きて 全く 疲勞し 終る。 此頃 余の 頭腦は 少しく 變 調と なれり。 S ちに ぉ勞 するな り。 

十一 時半 就寢" 壬 生 馬 は 暫く 他に 寄寓す る 事と なり (彼の 單 純なる 好奇心より〕、 今日 夕食後 家 を 出で ぬ。 

m 月 十六 曰。 月曜 雨天。 此日十 番地の 家に は 借人 ありし が爲め 我等 は九蒂 地の 家に 引越 T 琪 となる。 殆ど 午前中 を こ 

れに 費せ り。 少しく 殘れる 時間 を 利用して Myer を讀 む。 今日の 處は First  unic  War なりし。 卽ち B.  0.  264 より B.  0. 

241 に 亙る 大 i.; 爭 にして、 羅馬 がその 光榮. ^世界の 上に 建て 得る か然ら ざる か を 決すべき 大難 關 にて ありし なり。 卽ち Rome 

は Carthasc と共に 地中海の 海 權を爭 ひしな り。 如何なる 時に 於ても 地球の 上に 大勢 力 を 有する に 到りし^ 民 は 必ず^ 描の 

擴張 をな したる もの、 如し。 古き は Phinicia,  Athens,  Carthage の如ラ 皆！： li! にして、 新しき は Holland  Englond の 如 さ 其： 

例な り。 而 して 其 海 機の 爭 窓の 行 はる、 地域 は 時代に より 相異 るな り。 始めは 地中海に して、 彼等 は 彼 跪に 於て 先づ怒 禱；^ W 

涛 たる 大洋に 出づ るの 用意 をな し、 尋で 印度洋に 移り 南洋に 移り、 大西洋に 移り 今 は 則ち 太平洋の 中支那 沿 312： の？；^ "に 移り、 

彼處に 偉大なる 勢力 を 扶植し 得た る もの は 必ずや 今後の 實カを 握る の 鍵 を 5jr へき は 火を陪 るが 如しと 云 ふ 可し。 野^：，！^^むの 
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徒、 眼 を 極東の 一角に 向 はしむ るも宜 ならず や。 海軍に 於て 力なし と雖も 陸に は 精 銃の^^ を蓄 へ、 其 國土相 接着して 漫散 

ならず、 兵士 は 皆 自國の ものにして 同盟 嶷 地 皆 同人種な るの 利益 ありし は羅 馬な り。 海 櫂に 於て は當時 地中海の 覇權を 握り 

たりし は Carthage なりし と雖 も， 其屬地 各所に 散在して 統一な り 難く、 兵士 は 多く は 傭兵に て 加 之 同盟 屬地 多く 其 人種 を 

異にする の 不利益 ありし は carthawe 人な りき。 

かくて ニ國は 生死の 苦 鬪を戰 ひぬ U 初めは 羅馬 その 海軍 力の 微弱なる がた め屢 i  Carthage の 苦しむ る 所と なりし が 其 

邁往不 木の 人民 は 千 辛の 後 艦險を 組織し aetillius の 下に 海軍に 於て さへ 勝利 を 博し ぬ。 かくて 羅 馬の 威力 は 旭日の 如く 昂 

り， 戰鑑 舳瀘相 街んで 弗 利 加に 逼 るに 至りぬ。 され ども CartL お e も 亦 容易に 其 鼎の 輕重を 問 はるべき ものに あらず 

Hamilcar  Bag の 如き は 其 用兵の 大才を 以てして 往々 羅馬 人に 自國の 安全 を 希 ふまでの 危害 を與 へぬ。 され ども P ユー】 

よ 遂に 一 歩 を 譲らざる 能 はず。 ぶ cily  is^nd より 其 干 涉の手 を 引き $  4,ooo,oco の 償金 を 以てして 平和 漸く 成りぬ。 然れど 

も此 平和 は假面 なりき。 ニ國は 遂に その 何れか^ 亡びざる 可から ざるな り。 

午後 "Old  Greek  Stories" を讀 み、 又 新渡戶 夫人に 示すべき ために 動物 虐待 防止 會の 規則 を英譯 す。 此の 如き 單 純の も 

の すら これ を譯 する に ii なからざる 時間 を 要する と は、 亦 甚だ 鱒む 可き にあらず や。 四時より 新渡戶 氏に 到る。 家に 鼸 りて 

grammer の syntcx- を 見る。 

札幌 より 端書來 り、 重 田 老婦 人 死去 を 報じ 来る。 又： C 村 氏より 書信 あり、 滑 田 知 二郞氏 米國に 死去し、 英 一 君 は 其 遺 俊 を 

裔 して 六月 歸國 の途に 上る との 報に 接す。 重 田 老婦 人 は li 立 敎會の 留守 をな せる 人な りと。 彼女 は獨立 敎會其 者な りき。 彼 

女が 宏壯 にも あらぬ 其. M 堂 を 愛する の 念 は 自然 極る ものにして 恰も 親が 其 子 を 愛する が 如かり き。 彼女 は其顏 齡の老 腹を携 

へて I 塵埃， > -其會 堂 を 汚さし めざらん と勉 めたり。 彼女が 此 點 に 於け る 熱心に 於て は 地球上の 何者に も 劣ら ざり き。 劣ら ざ 

らんと 勉 めたり き。 彼女 は眞に 此點に 於て 世界の 第 1 人な りき。 此の 如くして 勇ましき 戰は 彼女の 老軀の 上に 戰 はれぬ。 而 

して 今 は 彼女 靜 かに 眠りて § 一地の 上に は覺 めざるな り。 嗚呼 幸福に して 崇 美なる 彼女の 生涯よ。 思 ふに 彼女 今 主の 御前に あ 


りて 其 淡泊なる 無 邪なる 愛 心に 富める 直截の 語 を 以て、 地上の 戰を 語りつ >t あらんよ。 我 は 彼女の 永眠に 聊かの 逍憾を 1^ ず。 

我等 は此上 多く 彼女 を 煩 はさんより 彼女の 安く 召されん 事の 如何によ き 事な らんと 願 ひたりし ぞゃ。 死なる 問題 も此. 尚 境に 

到って 極めて 小なる 問題た るな り。 

しかも 我は飜 つて 增田 君の 死去に 思 ひ 及ぶ 時 云 ふ 可から ざる 苦痛の 嚴し くも 胸 を 抉る を 感ぜ ずん ば あらず。 嗚呼 我が 友 我 

が 半身、 彼 は何ぞ 薄倖なる の 此の 如き や。 彼の 眞 率なる 誠實 なる 熱情 湧く が 如き 心が、 一 度 失戀の 悲境に 陷り てより、 彼の 上 

に は 永久に 歸ら ざるべき 或 者 失せ去りぬ。 而も 彼 は Job の 如き 忍耐 を 以て 其 品性の 高潔 を 保持し、 入の 服に は 冷 II 秋日の 

如き 態度 を 以て 東方の 異域に あり。 彼 は 健鬪の 生涯 を 以て 男子の 生涯と なし、 其 悲淚に 鞭ち 其 歎息に 笞ち 嘗て 怨悦 の眦 ケ舉げ 

て 彼の 上天の 高き を 見 ざり き。 春 來燕子 花^く 頃、 秋 去煙斜 なる 時、 彼が 天地に 俯仰し 人生の 眞 意と 世の 赏心 とに 想到して 慘 

として 垂れし 淚はそ も 幾度な りけん。 我が 弱志 は そ を 思 ふに だに 堪 へざる なり。 況んゃ 彼 は 去 その^ 世の 友の-死に 遇 ひぬ。 

大學の 一 偉材 空しく 逝きて 我が 友の 胸に は 寂寞た る荒鮮 のみ 殘 りき。 1 愛の 靡 はる、 は 百 生の 恋 はる \ より- -悲 し。 一 片の花 

1 個の 蟲の 死に だに も 云 ふ 可から ざる 痛惜の 思 を 寄せし 我が 友 は、 彼の 心と 及び 影と を 失 ひぬ。 彼が は 二分せられ 三分せ 

られて 今 地の 上に は 彼に 唯 三が 一 の靈 ありて 殘れ ろの み。 彼が 人な き 所に 沈 想の 胸 を 抱きし 時 彼が 寧ろ. 死の 安き を 希 ひ^し 

くも 黑 裳の 神に 觸 れんと せし を 推す る眞に 難から ず。 而 して 天よ 何等の 無情 ぞ、 彼 は 彼に 殘 された る 唯一 の 慰藉 者より 1^ 

の 書信 を だに 得る 能 はざる に 到りし なり。 嗚呼 慰藉 者と は そ は 彼が 誤り S ゐ たるお なり。 彼が 彼 を 慰藉^と 呼ぶ 時、 彼は娥 

度 か 彼 を 苦しめぬ。 所謂 慰藉 者なる もの は 羊 皮 を 被りた る豺 狼な り。 慰藉^！^？は幾度か彼を花園の戶ロに群き行きて朱だ人ら 

ざる 中に 其戶を 堅く 閉し 終るな り。 而 して 彼の 高 情は尙 慰藉 者 を 疑 ふ 能 はず、 慰藉 者に 唯一 語の 詰裒を すらな さ^るな り。 

我 は 彼の 慰藉 者 を 僧む。 彼 を 最大の 窮境に 陷れ たる もの は 慰藉 者 なれば なり。 我 は 慰藉 者 を^ ふ。 世に01^も^しき^ャパ^^ぁ 

りと すれば 彼な り。 世に 最も 甚 しき 冷血動物 ありと すれば 彼な り。 世に 最も 甚 しき 憑物 ありと すれば 彼な り。 ，に：^^も^„?!し 

き 慘酷漢 ありと すれば 彼な り。 世に 最も 甚 しき 無神論者 ありと すれば 彼な り。 我 は 彼の 病まん こと を 希 ふ。 おみて. 死 せんこ 
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と を 希 ふ、 死して 细. 獄に 行かん こと を 希 ふ。 彼と は 誰ぞゃ …… 噫。 

而 して 英 一 君 は 遂に 其 兄 を 失 ひぬ。 肉の 兄 を 失 ひぬ。 死 は 如何に 大 なる 疑 間ぞ や。 死 は 如何に 大 なる 疑 間ぞ や" 

如何に 大 なる 疑 間ぞ や。 我が 唯 祈り 得る 事は英 一 君が 此 人生 最大の 窮境に 處 して 尙其 高： 潔なる 人生の 眞意を 忘れ ざらん 事な 

00 我此を 書し つ. f ありし 時、 彼女 は 電話 もて 我に、 彼女が 明後日 を 以て 酒 匂に 行く 可き を 告げぬ。 我が 淚は 喉に 押し 寄 i」 

て 物言 ふ 能 は ざり き。 

神よ、 迷へ る もの 今此に 暗に 立てり。 孤 鎮、 鞭撻- 悲憂、 肖 憎、 共に i ^く 我を圜 みて 放た ざらん とす。 願く ば 彼の 上に 平 

安 を 賜へ、 祈躊を 賜へ、 我が 肉 を 鞭ち 靈を 生かし 給へ。 靈-; ^して 肉の 生く る は、 天と地と に 於て 最も 債 値な きものに も 劣 L 

り。 我が 力 今 は 無な り、 願く は 神、 彼の 男らしき 信仰と 服從と を嘉し 給へ 0 彼に 永遠の 生命 を 賜へ。 願く ば 我の 全 を 殺し 

給 ふと も、 彼の I 片を 活かしめ 給へ。 ァ， メ ン。 

此& 萬感胸 に もつれて 多く 眠る 事 能 はず。 自ら 我が 愚の 及び難き を 泣きぬ。 

一一 一月 十七 nr 火曜日。 雨。 春雨と 云 ふ ものなる べし。 しかも 春雨に 似ぬ 塞 さなり。 朝、 約 翰 傳六章 を 見る。 「わが 天より 

降りし は 己れ の 意の 任 を 行 はんがた めにあらず。 我 を 遺 はし & 者の 意 を 行 はんため なり。 凡て 父の 我に 賜 ひし 者 を われ 一 を 

も 失 はず。 末日に これ を lij! らすは 卽ち我 を 遣し、 父の 意な り」 の 語 あり。 兹に f 凡て 父の 我に 賜 ひし 者」 なる 者 は 凡ての 者 

なり。 義 者と 不義. 者と 15- 問 はず、 仁者と 罪人と を 問 はず、 聖者と 盗賊と を 問 はざる なり 0 四十 五節に、 「人 皆つ 0 敎を 神に 受け 

ん」 と錄 された る を 見て 知る 可し。 我 は 神の 聖 愛の 萬 倫 を 超越せ る を 思 ふ 時、 如何にしても 此 結論に 達せ ざれば jf 足す る 能 

はざる なり。 f が 惡に對 する 戰鬪は 希望な き戥鬪 にあらず。 我等 は 最終 迄惡 をして 人類の 或る 一部分に 王たら しめざる を 

得ざる が 如き 希望 なきもの にあらず 0 彼 所に 天國 あり。 惡の跡 全く 結 たれて 神の 光の み滿 ちた る天國 あるべし 0 是れ 我が 

骨 がらみ となれ る 我が 罪惡の 未だ 失望す 可から ざる を- 覺り 得る 力に して、 我が 此 世に 勇ましき 戥 鬪を繽 けしむ る 力なり。 尙 

IK こ 度き こと 多 けれども 暫く 默 せん" それより 『農 政 iE  (高 岡 熊 雄 氏 著) の 『勞働 者 論』 を讀 む。 GolU 氏が 農業 勞働者 を 


分類した る 事 左の 如し。 

、普通 勞働者 


晨業勞 働 者 


契約 勞働者 

自由 勞働者 


〔豕丁 


土 也 無し 勞働者 

(農 業界の 貧 

(土地 持 勞働者 


九 時半 i 戶氏を 訪ひ孝 雄 氏と 共に 南部 家の 不幸 (老母 水戶氏 死去) の 弔に 行く。 十二時 歸宅。 

午後より Myer を讀 む。 "Second  Punic  War" なりし かど も讀 了せ ざれば 梗槪は 更に 書く 事と すべし。 四 より 愛子、 

しま子の 寫眞を 持ちて 河 野 氏を訪 ふ。 信 平氏 ありき。 我 は 彼處に 到る 毎に 高き 悲痛 ヶ味ふ 事 を 得。 高き 悲痛 は 高き 懺 ..1： と 共 

に 我等 神に ある もの X 命な り。 勇ましき 母 は 旣に其 生の 甚だ 長から ざる を覺 悟せ しもの、 如し。 彼女 は 徐ろに： Jf: 前 凡ての S 

藤 を 整調 せんとす る ものに 似たり 。其-ぼ を 閉ぢ其 兒を託 ー 其爲 さんと せし 事 樂.^ 發 表する に 忙しき 如き は 皆 これ が^め なり。 

佘は 彼女の 志を憐 む。 慧敏なる 信 子 も 旣に其 慈母の 志 ，ビ 推せし が 如し。 一個 深刻なる 悲劇の 行 はれつ k ある を a ず や。 我 は 

彼女の 品性に 打 たれざる を 得ず。 我 は 彼女の 前に は孩 子の 如し。 彼女 は 今日 小說 よりも 錯. 1 せる 破鏡の 人の 境遇 を ili りぬ U 

夕食後 先づ畏 等の 日記 を霄 しぬ。 今 正に 十 時な り。 これより 尙ニ 時間の 讀書 をな し 得べ し。 

S  Shut  down  the  3PH^^rt  aoor. 

And 1 reave  me!  ilet  me  slee で； 

Never  to  wakea  ire!  2 

I- 一月 十八 日〕 水曜日。 昨日 は {t^ 晴れ たれ ども、 風 烈しく、 今 は 風 止み たれ ども 雨し とくと して 一 n 擔 i を絕た ざり き。 

乍 日 Myer の "Seconl  Punic  WOT" を讀み 終りぬ。 Second  Punic  War は Hannibal の 羅馬 入な り。 「^馬に 仇して これ を滅 
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さ ずん ば 自ら 死 せん」 と 其 亡父に 誓 ひたる 彼 は、 御子の 如き 勇猛と 騰の 如き 信義と を 以て、 貪慾 飽く なき 羅 馬に 大打擊 を 加 

ふるべ く、  Apegius の險を 超、 プ鷲 鳥の 如く 伊太利の 草 靑き肥 野に 舞 ひ 下りぬ。 彼の 向 ふ 所 草木 皆 伏しぬ。 潔き かな 彼の 行爲。 

彼 力なした る 誓詞の 前に は 彼 は 恰もぬ li の 如かり き。 生命 も 安逸 も 名譽も 等しく 祭 增の犠 羊たり き。 彼 は 傲慢なる f 、情なる 

羅 馬の 頭上に 小氣 味よ き 針 115? 與 へぬ" 嗚呼 人生れ て 若し 靈 魂の 救 濟に從 事す る裹能 はずん ば、 宜しく 降魔の 劍 によりて 彼 

淚 なき 輩、 5SP を 苦む る 輩、 人情 を 解せ ざる 輩に 激しき 打 擊を加 ふべき にあらず や。 我 は Hannibal の 事 菜 を 見て 殊に 骨の 

動く を 禁ずる 能 はず。 Hannibal は實に 男の 中の 男な り。 其 義兄 TIasdrubal の 首級 を： る や 長 太 息して 曰く  Carthage,  I  sec 

thy  fate- と。 而 して 伊太利の 南端に 退きて 此に 獅子の 如く 陣 すれば、 此敗餘 の 兵に も 一 人の 口  T マ 人の よく 近づかん とす 

る ものな し。 しかも 時 利 あらず Carthage 遂に 和 を 請 ふや、 羅馬 人が 呈出した る 要求 は 誠に 次の 如くな りき。 

"nomc  required  her  to  give  up  all  claims  to  Span  and  the  islands  of  Mediterranean;  to  surrcn Icr  her  war-elcp 一一 cm で, 

luid  all  her  ^x^^  of  war  save  ten  galleys; ズ) pay  an  indemnity  of  500QO  tilcnts  at  once,  and  20000  talents  anmially 

lor  50  ^-0^-.^^  and  not,  under  any  circumstance,  to  make  war  ul.on  an  any  of  Rome." 

余 は 讚んで 此に來 り國家 存在の 必要 を 疑 ふ。 此の 如き 野望と 貪愁と 無情と 冷淡と 利己心と を 憤らざる 能 はず。 國 家なる も 

の は 他 入 類に 封して 此の 如き 無道と 殘虐と をな して 镯り 世の 榮 光に 居る の攆利 ある もの か。 我 は 羅馬を 厭 ふ。 彼 は 冷酷 鐵の 

如き 國民 なり。 若し 彼等に 稱揚す 可き 美德 なる もの ありと せば、 牛の 如き 忍耐と 御子の 如き 蠻 勇と 稍. i 入らし き 信義の 念是 

のみ。 我 は 希 醸 人と して 早く 亡びん より、 羅馬 入と なりて 永く 生く るの 恥辱 を 思 ふ。 かくて ThIr-1  ru-lic  War は 到りぬ" 

先是 Hannibal 其殘 敗の 國を 助け 渾身の 勢力 を 傾倒して 其囘 復に勉 め、 Carthage の 政府 人民 は 次第に 其 體面を 一 新し 來 らん 

とする や、 猜疑に 滿 てる 羅 馬の 眼 は 之 を 見て 直ちに Carthage に强 請す るに 其 職 を 解く 可き を 以てしぬ。 而 して. 輕 薄なる 

Carthage は 平然とし 其 恩人 を 估り ぬ。 Ilonnibal は その 故國を さまよ ひ 出で >f  Asia  Minor に 至り Antiochus に 依りぬ OAntio- 

chiis は 英主な り。 彼 を 遇する 事 甚だ 厚 かり L が、 羅馬は 未だ Hannibal より 其 眼 を 放たず、 Antiochus に 告げて Ilannihal を 


致さし めんと す。 Hannibal 遂に 再び 竄の途 に 上り、 遠く  Bithynia の prince に 憑り しに 羅^の 手 は £1： ほ 彼に 及びぬ。 ^界 

の大も Hannibal を納 る、 の處 なし。 嗚呼， 亡國の 遺臣の 如く 世に 憐れむ 可き もの は あらず" 彼 は li^ を 仰げり。 かくて 其. U 

父への 誓を果 しぬ" 世に立ちて 嘗て 人の 面 を 懼れず 我が it 務の 前に は忠實 なる^ 孝子の 如かり しもの、 泯 ある £R 氣、 0^ 

る 信義、 人 をして 其烈々 たる 丈夫の 氣に 泣かしめ し 者 は、 遂に 地の 上より 永遠に 逝きぬ。 鳴 呼、 丈夫 は 常に 苦まざる 可から ず。 

男 は 遂に 泣かざる 可から ず。 Scipio  Africanus が 其 忠實に 事へ たりし 羅馬 のために 逐 放せら れ、 其 死す る や.： S ら ic^ 碑銘 を し 

て 曰く  "Ungrateful  country,  thou  slialt  not  possess  even  my  oshes  " と。 羅馬此 時より 亡びぬ。 Carthage は 遂に 舰 -i^ の； glw に 

堪 ふる 能 は ざり き。 彼等 は 彼等の 有せる 凡ての もの を犧牲 となして 武器 を 作り、 頭 腦のカ を 失 ひたる 狂人の 如く 荒れに 荒れ 

て、 羅 馬の 軍に 抗 する 事 四 年。 700,80 人 は 50,08 人に 減じて B.  C. 146 遂に Carfhage 亡びぬ。 斯の 如くして 悲慘を 極 

めた る羅馬 共和 國の 最後の 1 世紀の 幕 は 開けぬ。 

午後 "Old  Greek  Stories" を讀 みつ 、ありし に、 偶然 石澤 君の 来訪に 遇 ひぬ。 眞 面目なる 彼 は 昔に 渝 る^な き IS: 叫 n なり。 

余 は 彼に よりて 懷 かしき 札幌の 多く を 聞きぬ。 又 基督 敎に 就き 兄弟の 愛 もて 互に 相 語りぬ。 人は此 高潔なる 愉樂に 近づき 難 

し。 夕食後 又 暫く 相 語りて 彼は歸 りぬ。 余 は 彼を经 りて 永 田 町まで 到りぬ" 此 夜風 旣に收 りて M 斗闞 干、 人 遂に 彼 ゆの 前に 

何者 ぞゃ。 

壬 生 馬 来りぬ。 下宿の 都合 は 犬に よしと。 彼の 去りて より 余に は 一種の 寂 察 到りぬ。 

三月 十九 日。 木曜日。 今日は 朝より 雨な り。 佘は 午前に 於て Myer の "The  Last  Century  of  the  Roman  Republic  - を^ 

みたり。 多く 重要の 記載 あれ ども、 余 は 今 多く を 誌す の勇氣 なし。 書に 就いて 見るべし" 

午後より 余 は 雨 を 冒して 西 村 氏 を訪ひ 亡き 知ニ郞 君の 姉上に 面會 しぬ。 余 は 泣か ざらん と勉め たれ ども 遂に 負けて 二. 

を掩 うて 泣きぬ。 知 二 郎君 は 布哇の 事業に 失敗し 其 _ 四復策 を 講ぜん として iSi 米 利 加に 到り、 刻苦 辛酸の 後 前み. ^の 希？ ル 漸く 幼 

き來 りし 時、 不幸 齒を 病み 入院して 施術に 從 事せ しが、 黴菌 これに 入り 英ー 兄の 如き は 殆ど is ケ 傲して lii? ー迎 せし.，、 其屮^ 
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なく，  二月 十二 日 不歸の 客と なられし なりと ぞ。 愛情 蜜の 如き 其 姉上が 心より 絞る 淚を 以て、 余 を 見る 時英 1 を 見る が 如き 

心地す と 云 はれ— 時、 余 は 遂に 淚に 溢れぬ。 英 一 兄 は 其 亡兄の 事 を 詳記せ る 書 後に 書して、 彼 は 今人 生の 諸種の 悲哀の 中に 

ありて 眞に 己れ の 立場の 何なる か を 知りぬ。 兄の 死により て 己れ の 責任の 益. 重き を 感じぬ" 我 は敢て 婦女子の 淚 をな さじ 

との それなり きと ぞ。 好い 哉 彼の 覺悟。 余 は 兄が 必ず 此」 出づ べき を豫荆 したれ ども、 しかも その 試練の 餘 りに 多 きがため 

に 彼の 健康 15- 憂 ふるの 念 は 今 も 止み難し。 談は屢 過去の 回想に 去り、 港し き 世の 旅路の 如何に 淚に滿 てる か を 心 深く 思 ひ 

知りぬ： 彼女の 家を辭 して 勞 然として 歸路を 拾 ふ時淚 零ち て 止め 難し。 

余 は其途 河 野 氏を訪 ひて 信 子 氏に 遇 ひぬ。 彼の 家 は 今 引越しに 忙 はしく して 非常なる 混雜 をな しつ 、ありき。 彼女に 差 

配の 事 を 語り 家に 歸 りし は 正に 點燈の 時" 此夜、 内 村 氏の 『基督 信徒の 慰め』 を讀 む。 佘は又 余が 心の奥底に 潜める 罪 惡の虜 

となりぬ。 何等 悲慘 なる 余が 心靈の 行路 ぞ。 余 は 基督の 愛の 限りなき を 知る が 故に、 余の 心 は 益 暗黑の 渦中に 入るな り。 

佘は 基督の 愛 を 知る。 而 して 余 は 彼 を 愛せず。 これ 唯一 の 苦痛な り。 幾度 か 祈りて 己れ の 罪 を 悔い、 而 して 幾度 か 再 舊の罪 

に巢 ふ。 此罪惡 に滿 ちた る 余 を 神 は 如何 なれば 世に は 留め置き 給 ふや。 余の 心の 到底 根抵 より 潔 まり 得ざる ものなる が 如し。 

若し 自由の 意志 ありて 余が 其 使用 をな さ^る 可から ざる もの ありと すれば、 余の 弱さ は 其 意志 を 神の 御 旨の 如く 用 ふるの 力 

を 知らざる なり。 力 を 知る とする もこれ をよ く 用 ふる 能 はざる なり。 嗚呼 余世に 在りて 何の 益 あらん や。 神 は 何故に 余に 世 

上より 相 去るべき 訣別 を 賜 はざる や。 佘は 余の 弱志と 薄 行と が此に 至らし めし をよ く 知る。 しかも 余の 弱志と 薄 行と を 如何 

せんや C 人 多く 晏如 として 行く。 佘！ g り 春に 殘 さる。 人 は 戲れの 如くに その 哲學と 神 學とを 語る。 余が 垂死の 心臓 は 哲學と 

神學 とより 何物 を 得ん や。 佘何處 まで 我が 愛と 義と を廣 むる も、 神の 義と 愛と は 佘の義 と 愛と が 想像し 得ざる 高き 彼方に あ 

り。 蟻の 心 を 以て 天使の 心 を 窺 はんとす る ものよ。 默 せよ。 默 せよ。 嗚呼、 世 は 眞に淚 の 谷な り。 此莊嚴 限りなき 地球の 胸 

にあり て、 佘の 陰影の 爲 めに 其 1 角 を 汚さん より は、 捨てられて 踏まれて 塵に 歸 らん 事の 如何に 宜し かるべき ぞ。 余 は 佘.： in 身 

の 苦痛 を 忍び 得べ しとす る も、 人の子 を跌 かす 可き 殘虐の 苦痛 を 忍び 得ざる なり。 靈 魂の 不滅 を 設く人 は 祝福すべき かな。 


し 力 も 余に 向って は 今は靈 魂の 亡滅 こそ 望まし けれ。 若し 入 塵より 生れて 塵に 歸る ものな りせば、 余 は © ちに 銃 を つて 頸 

に擬 する までな らん を。 是れ實 に 平易なる 事な り。 世に 此の 如く 平易に して 單簡 なる 事な し。 而 して 余 は今靈 魂の 亡 滅を疑 

ふ 能 はざる 事に よりて、 永；！ ほに 苦痛の 子と して 殘 りぬ。 神 は 余 を 何に 用み 給 はんとす る や。 余の 手 余 を 如何と も， U7ji=^ ねヒょ 

ざる 時、 余 は 坐して 神の 余 を 如何に 導き 給 ふか を 見ん。 主よ、 僕の 隱れ たる 祈 を 願く は 問き 入れ 給へ 0 僕 は 唯^の 攻 心の 祈 

の 如くな らん 事 を 望む リ 

n 一月 一一 十日。 金曜 曰。 朝よりの 大雨 一 曰 を 降り 暮 して 夜 は 風 を さへ 催しぬ。 今朝 は 新渡戶 氏の 一家 族 IT 舞 伎 鹿に 剛十郞 の 

伎を觀 るべき 日な り 。余 は此曰 約して 亲雄君 を 伴 ひて 他に 遊び、 以て 幼稚なる 心に 無用なる 世故の 悲慘. お 逆お を 印^せ しめ ざ 

らんと せり。 しかも 此 日に 到りて 孝 雄 氏 は 之を諾 せず 泣いて 伴 はん 事 を 希 ふなり。 而 して^ 伎 は 『す；^ 正』 なりし が 故に 余 も 

左程の 事な かるべし とて、 孝 雄 君 はこれ に 到， 0 に 決し、 余 も 亦 伴 はれたり。 かくて 此日 一 口 は 劇場の 中に 烟；. 规と of^ 氣と 衣：；^ 

とに 蒸されて 頭痛 を 忍びぬ。 加 之佘は 近頃の 悲痛 堅く 余 を 捕 ふ。 され ども 余 は 以前より 一度 圑十郞 と 菊 五郎との 伎 を 觀ん^ 

を 希へ りき。 而 して 名人 菊 五郎 は 余の これ を觀 ざる 時旣に 先ち て 逝き 今け 唯 巨眼廣 口の 一老 俊を殘 すの み。 余 は 多少の 判 故 

力 を 有する に 至りて より 劇 を 顯しは 今が 始めて なり。 團十郞 の 伎 は實に 群雀 中の 一鶴な り。 彼のみ 舞毫を 潤 歩せ るが 如し。 余 

は 彼に 於て 殆ん ど淸 K 彼 自身 を 見ん とせり。 彼の 深厚なる 同情、 精練なる 技術 及び 高邁なる 自尊 は 彼 をして よく^. ヒニ  1^ らし 

めぬ。 余 は 愚かに も その 伎 を 見て 幾度 か 泣けり、 彼の 伎 其の 逼祌の 絕.！ ^に 達し 来る 時- 1 個の 鐵石心 を 破り 出で たる 淚數， M 

を 見 ずん ば あらず。 余の 頭腦は 痛く 疼痛 を 感じた る 程 感激せ り。 余 は 圑十郞 の 伎の 上に 充分の^ 敬な 拂ふ を醸路 すろ^ 能 は 

ず。 唯 余が 此に 最も 疑問と する は 劇が 與 ふる 感興の 脫 逸の 早き にあり。 これ 日本 劇の 不完全に よる か 抑 も 劇お 物の 然る 

か。 若しくは 余の 眼 感興 を受 くるの 度 t! きか は 疑問な りと 雖も、 その 感興の 汪 勃し 來る時 余の 心 は 充分の 感受 あるな り。 此 

を 以て 余 は 其 原因 を 第 I 若しくは 第二の ものに 歸 せんとす。 或は 第一な らん、 或は 第二な らん。 余は西劇を兑ざるが故に^^ 

判斷に 苦しむ ォ-雖 も、 兎に角 日本 劇 を 以てすれば 其 感興の 去り 易き は 明白に して、 これ を 余 が^お を *H みて 受けた る 感興に 
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比する に 殆ど 雲泥の差 ありと 云 ふ も 過言に あらざる を 見るな り。 これ 何に よる ぞ。 前者に 熟思の 暇な く 後者に 熟思の 暇 ある 

其 一 なり。 前者 は 喧騒の 間に 感受せられ 後者 は 靜肅の 机邊に 感受 せらる 其 二な らん。 前者に は その 假裝 せる 人物 其 者が より 

よく 認識 せらる K に 反し、 後者に は 書籍の 裏面に 著者の 入物 其 物 を 認識し 易から ざる 其 三な らん。 前者 は 感情の 上に 訴へ、 

後者 は 知識の 上に 訴 ふる 其 四な らん。 前者に 不純の 分子 多く、 後者に純粹の分子多き其f^-ならん" 前 若の 事實の 比較的 零細 

なる に 反し、 後者の 事實の 比較的 連絡 を 有せる 其 六な らん。 此外尙 多 かるべ しと 雖も余 は 其 最大 原因 を 其 五なる ものに あり 

とせんと す。 變化 極り なき 無 も單純 不動の 事實に 如かず。 これ 眞 面目なる 心の 容易に 認識す る 所なる 可し。 

今や 文學は 詩と 小說と 漸く 互に 劇詩に 近づき、 劇に 於て 文 學と昔 樂と嬉 躉とは 握手 せんとす る 傾向 あるが 如し。 而も 余 は 

思 ふ。 これ 一の 傾向なる に 相違な しと 雖も、 文 學の镯 立して 存在す 可き は 亦 疑 ふ 可から ざる 事實 にあらざる か。 而 して 文 學 

の 中 如何なる 形式 を 有する もの 其 立脚の 堅固 を 致すべき か。 余 は 思 ふ、 必ず 純粹單 一なる 抒情詩な りと。 鳴呼然 り、 何物 を 

か 捕 へんと する 人の 心 は 幾度の 彷徨 をな してし かも 遂に 己が 心 其 物に 歸り來 るな り。 H"gst の 劈頭 彼が 神學と 法律 書と 哲學 

を 究め 盡 したる 後；^ 嘗て  一 の 安心 だ も 得ず とて、 衷心より 搾りし 悲痛の 聲を擧 げし 時 は、 彼が 幾度の 彷惶 より 再び 己れ が 

心に 歸 りしな りき。 人、 衷 なる 人 を 見ん とする 時 彼 は 初めて 人た るな り。 而 して 此人を 慰藉す る もの は何ぞ や。 人 を 眠らし 

むる 高樓 か、 人 を 恥 無から しむる 錦 食 か 人を饑 なから しむる 珍味 か。 然ら ず、 然ら ず、 唯 人 其 物の み。 人の 悶 ゆる 心に 應じ得 

る もの は、 唯 人の 悟れる 心の み。 劇詩 或は 人の 藉 たる を 得べ し。 衷 なる 人の 慰藉 は、 唯 これ を 抒情詩に 求めん のみ。 余 は 

抒情詩に 衰運 ありと 思 ふ 能 はず。 我が 衷の 人の 確かに 余に かく 告 ぐるな り。 『淸 正』 と 『對而 曾 我』 と を 見た る 後、 佘は孝 雄 

君と 歸途に 就き， 新渡戶 氏に 立ち寄り、 二人に て 夕食 をな し、 彼の 就床 時まで 居りて 家に 歸る。 歸後 父上 S 上と 共に 暫く 相 

談る。 

n 一月 二十  一 B。  土曜日- 晴天 風 あり。 朝 Myer、s  Ancient  History の 中 MalicB  I  Sulla,  Iwompey 等の 事 鑌を讀 む。 此邊羅 

馬の 腐敗 一 日毎に 膏肓に 入る 有樣卒 讀に堪 へず。 これ 書て 武勇に して 信義に 富みたり し 優等 人種の 末なる かを怪 ましむ。 人 


心先づ 傲りて 倫 安生 じ、 詐謀 生じ、 權變 生じ、 令色 生じ、 野心 生じ、 猜忌 生じ、 殘忍 生じ、 無情 生じ、 羅3!は^^.を坂に放っ 

が 如く 恐懼すべき 腐敗の 彼方に 走りつ X あるな り、 曰 本 は 恰も 彼の 轍に 從 ひつ あり。 

此日 しま、 母 尾に 移る。 午後中 田 贯勇來 りて 半日 を 無益に 語り 暮す" 余 は 胸に 包む 可く 餘 りに 辛き 悲痫 あり、 彼と 共に 家 を 

出で 神 田 靑年會 館 (途屮 壬 生 馬を訪 うて 誘 ひし かど も 彼 は試驗 のために 應ぜ ざり き) に 到り 英語： sl_.{<w を く。 林い：： r 子 氏の 

獨吟， ^目 傾 11 すれば これ 人の 世の 聲 にあらず。 淚，： HI ら 流れて 余が 心 は 云 ひ 知らず 向上の 氣に滿 ちぬ。 余 は 潔め られ たり。 

かくて 夜 を獨り 彼の 事な ど默 想し つ、 家に 歸 りぬ。 

卜 ルス トイの 『我が 宗教』 を 購ひ來 る。 此 日より 壬 生、 端 書 もてし まに 顆想を 霄き经 る。 詩の 便 値 を！！ ぜ しもの。 鼓に は 

彼の 持論の 寧ろ 平凡に 表出され たり。 西 村 氏より 手紙 あり。 彼 は 昨 H 十 時半 新橋に 驚せ し. E なり。 明日の 午後 は 彼 を 訪れて 

余 等の 苦しき 試練と 祈 禱とを 語り合 はん。 

三月 二十 一一 日。 日曜日。 曇天。 余は此 聖日 を 全く 英ー 兄の 爲 めに 獻 げんと 決心せ り。 朝 例に 依りて 聖 i: 約 紛傅を IS む" ^ 

十三 章に 「われ 新しき 誡を爾 盲に 與ふ。 卽 ち爾曹 相愛すべし とこれ なり。 我 爾曹を 愛する 如く 爾 W も 相愛すべし」 と：： ム へる 

句に 來 りて、 余 は 余に 凡ての 力の 與 へられた るを覺 えぬ。 余の 立たん とする 立場 は 決して 無益の 立場に あらず。 て 地上に 

現 はれ 出で し 何 入 かよく^ 督 のに 等しき 權咸を 以て 「我 爾曹を 愛する 如く 爾曹も 相愛すべし」 と： K ひ 得し もの あり や。 余 は 

多くの 哲學 者が 深遠 高邁なる if 論 を 提供して 人世に 光明 を 投げん としたる を 謝す。 又 幾多の 文お：！ 者が，： HI 然共 若の 如く 歌 ひ^ 

で、、 我等 をして 溫き 自然の懐に 歸 らしめ たる を 謝す，」 , 多數の 宗教家が 處 世の 義務と 悟と を敎 へ、 世 は 到.；^ ひの^ 所 

なる を 知ら しめたる を！^ 謝す。 しかも 嘗て 自ら 愛の 模範と なり 完全なる 愛の 如何なる ものなる か を 示し、 一 バ？ の-: おもな く 

人類に 向 ひて 我が 爲 したる 愛 は眞 愛な り、 絕對の 愛な り、 愛 は 我が 愛より 犬なる^ 能 はず、 我が 愛より 小な ろ 可から ず、 0 

曹 我が 爾曹を 愛する 如く 爾曹も 相愛す べしと 云 ひ 得た るに 至りて は 某 -督 を 除きて よくこれ に堪へ る もの 何人 ぞゃ。 ^呼祌 

の 愛 は 深い かな。 余此 立場 を 返き て 何處に 余が 城 を 築く 可き ぞ。 唯悲 みに 堪 へざる は 此絕對 無限の 愛 や-如 1： にして 受け入れ 
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得べき やの それなり。 我 は 自ら 己れ を 省る 時 唯 此云ふ 可から ざる 缺隙 を佘が 胸の 中に 見るな り" 主よ、 願く は 無よりも 小なる 

僕 をよ きに 導き 給うて、 彼が 肉に 就いて 思 はず、 靈に 就いて 深く 主の 御 跡に 入り 其處に 愛の 源泉 を 見出し 得ん 事 を 許し 給へ。 

それより 英 一 兄に 致すべき 書 を 作りぬ ン 痛み と淚と 交々 胸 を 襲 ひ 幾度 か 肇を擱 きて 泫然 たりき。 祈り を與 へ て りし 此書、 

彼が 淚に滿 てる 孤 室の 机上に 飛ばん 時、 願く は 何者かの 慰 It を 彼に 致す 1> 得ん こと を 祈る。 

卜 ルス トイの 『我が 宗敎』 を 讀む。 Istlntive なり。 熟 讀大に 得る 所 あらん。 

午後 一時 河 野 氏に 立 寄り、 それより 西 村 氏を訪 ふ。 夫妻 余 を 導かれて 懇待を 極め、 西 村 氏 は 余に 語る に 知ニ郞 氏が 一生の 

歷. 5 バの槪 略 を 以てし 且つ その 遺影 を 示しぬ。 余の 悲愁 は 再び 新に せられた る を 思 ふ。 語る 所 を IS けば， 知ニ郞 氏は英 一 兄と 

全く 其 性行 を 異にし， 進取 活動 を 以て 事と し 着々 として 其 實行を 擧げ、 白面の 一書 生と して 布 哇に航 してより 數 年なら ざる 

に企圖 する 所 は 凡て これに 着手し 着々 として 成功の 跡 著し かりし が 如し。 然も 事 些か 齟齬して 遂に 未だ 全く 其 囘復を 見ざる 

中道に 斃れ ぬ。 廣大 なる 企圖、 大膽 なる 行動、 獅子の 如き 猛進. 而 して 泡沫の 如き 其 死、 誠に 人生 運命の 正しき 末に 走りぬ 

るな り。 これ を 思 ひ、 彼 を 思うて 中 宵 夢 成り 難き 英 一 兄の 衷情 果して 如何な らん。 加 之 知ニ郞 氏の 失敗 以來英 一 兄が 學資の 

出途 全く 途絶えて、 彼 は 未だ 嘗て 味 ひし 事な き 物 貧 的 悲境に ありし なりと 云へ り。 年 比 月比而 して 日 比 彼の 上に 集まりし 試 

練の 如何に 多 かりし ぞゃ。 佘は 神が 彼の^ 固なる 自覺 心と 信仰心と を 認め 給 ひて、 彼 をして 益々 自ら 鍛へ しめんと せらる" -の 

意 は、 我 明白に 之 を 認め ずん ば あらず。 佘 はこれ に 向って 感謝せ ざる 可から ず。 而も これ 如何に 困難なる 感謝なる べき ぞ。 

家に 歸れば 壬 生 馬來り 居れり (彼の 友吉 田と 共に) 沖 来り 箕田來 る。 佘が 愁眉 は 稍 i 開けて 二 三 の 笑談を 交へ ぬ。 

1 一一 月 二十 luoT 月曜日" 例へ がた なき 美 はしの 晴天な りき。 云 ふ 可から ざる 香 はしの 春 花の Q- ひ何處 ともなく 來 りて 書 窓 

の 中に 落つ。 

朝 Mye 飞 S  Ancient  History を讀 む。 今日は Pompey 死し Caesar 死し Cassius,  I3rutus 死し Antony 死し ぬ。 野心家の 出沒 

これ^？^^^-に於ける羅馬史ん眞相か。 余 は 足利時代の 歷史 と、 一 般 此の 如き 時代に 讀み 到りて 遂に 何等の 感興 を も 有し 得ざる 


なり。 

午後より 暫く 『我が 宗教』 を讀み 後河鮮 氏を訪 ふ。 然れ ども 來客 多くして 妨げられ、 遂に 去って 古本屋に 『ほ 然と 人生』 を 

lar ひ、 再び 到りし かど、 尙 客の 去りし 模樣 なかり しに 遂に 訪問 を 止めて 新渡戶 氏に 到る" 夜 七 時より 神 miw 年 <t ^に 於て チヤ 

1 レス • カッパ 1ト* ホ.' ル 氏の 講演 (基督 敎 的經驗 によりて 解 釋 せられた る 基督 敎的 信仰) の 第 一 囘 あり。 丈 くして isj^ ろ 

粗野なる 容貌 を 有する 中年の 人 なれ ども、 其 講壇に 立つ ゃ眞 面目 熱誠の 機 恰も 男士 の^ 場に 臨める が 如き を 感ぜし む。 余 は 

毎夜 彼 に閗 かんとの 決心 をな せり。 今日の 梗概 を 下に 記さん (略す〕。 

家に 歸 り 着きし は 十 時 頃な りけん" 夜食 を 喫せ ざり しかば 空腹 忍び 難し" バン 半 斤を瞵 ひて 途々 これ を 食 ふ。 札幌 にあり 

しの 時 毎夜 キン ツバ を 懐に して 中央 寺に 通 ひし 事 を 思 ひ 出し 獨り 笑みし ぬ。 此夜. 天 墨の 如し" 

11 一月 二十 四 B。 火曜 曰。 朝曇り 夕刻より 烈しき 雨と なり 十一 時 if ぎに は雾 さへ 隊 りしと 云 ふ。 朝 Mye 气 S  Andent  History 

の 中 12  tyrants 及び 5  good  kings を讀 む。 兹に 到りて 膨-史 は變調 不調和の 極に 奔れ り。 恰. i;^ を 失した る 旅人が、 夜の 喑 

きに 遇 ひて 益. - 周章 狼 狼し、 荆 棘と 云 はず 叢 藪と 云 はず 盲 蛇の 如く 狂 進して 光と 活力と を 求めん と あせる にも 似たり。 凡 

そ 世に 悲慘 なる もの 多き が 中に、 一 個の 國家其 特有の 勢力 を 失 ひ 天職 を 失 ひ、 偉大なる 手の^ 判の 中に 然として 泡沫の 如 

く 亡び 去らん とする 悲慘 より 更に 甚だしき ものな からん。 而 して 偉大な りし 國家羅 馬の 如きが、 其.；^ に 湖して なせろ^.:^ の 

.S と 

聲は 歷史を 通じて 今に 其 悲愴なる 舞 臺に最 似合し き 昔樂 なり。 

十 一 時 頃 直 良氏來 る。 昨日 酒 匂より 歸 りしと なり。 夕刻まで 語りて 歸る。 得る 所な し。 

此 H 母 卜： 朝より 非常に 惡塞を 感ぜら ると て 就床せられ しが、 數曰來 婦人 協 會の專 などに て 一 方なら ず 奔走せられ し £1 めに 

ゃ疲勞 一時に 發 したるな る 可し。 殆ど 昏睡の 狀 態に 陷られ しが、 午後より 突然 腹中に 非常の 疼痛 を kw.^ せられ、 夕刻に 至りて 

は 益 甚だしく 以前に 犯され 給 ひし 腹膜炎の 徵候 ありとの 察に、 佘は 驚愕と 心痛と に 閉ざされ、 此夜は 終 中せ 全く. おず して H^.:;^ 

に 看護の 手を盡 しぬ。 佘は此 日 多く 讀書 すろ 能 は ざり き 。而も 余 は 何者か 多く の^をな したる を 感ず" 余は傻に心ょりの^^：謝 
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を爲し 得たり き。 余が 心中に 橫 りて 常に 離る &能は ざり し 苦痛の 幾分 は醫 された る を 思 ふ。 余が 母上 は 余の 想像し 能 はざる 

多大の 慈愛と 敎訓と を 與へ給 ひぬ。 佘は何 を 以て これが 恩に 酬 ゆべき か を 知らず。 忠孝 を 倫理と して 敎 へんと する 敎師は 馬 

鹿 者なる かな。 これ は 人心が 巳む を 得ず して 爲す 必至の 行爲 なり。 余人に 何者 を か爲し 得た る を 感ずる 時、 歡 喜は此 時の み 

余の 衷心の 情を滿 足せし むるな り。 主よ、 願く は此 道を迎 らしめ 給へ。 

壬 生 馬、 夕方より 来りて 1 泊し ぬ。 

1 一一 月 二十 五 曰。 水曜 H。 晴天。 此日 母上の 御 病氣は 稍. - 快方に 向 ひ 給 ひしが 如かり き。 朝、 約 翰 傳を讀 み 「我 爾曹を 愛する 

如く 爾曹も 相愛すべし」 と 云へ る 句 を 再び 見出して 約 翰の 崇高の 着眼の 今更なる に 敬服し ぬ" 願く は此 道を步 ましめ 給へ。 

朝、 病床の 傍に ありて Holstoy の 『我が 宗敎』 を讀 む。 是れ實 に 驚く に堪 へたる 書な り。 彼 は 「惡に 敵す る 勿れ」 て ふ 一語 

を 以て motto となして 根本より 基督教の 搖動 をな さんと するな り。 余 は 置 彼の 痛烈なる 主張の 魅す る 所た らんと す。 全 

篇を見 ざれば 元より 全豹 を 窺 ふに 足らずと 雖も、 佘此 書の 中より 余の 宗教 的 生命に 一 囘 轉を來 すべき 場合に 立てり との 覺醒 

をな さん 事を畏 ろ。 此時 外^ 宣敎師 は 日本の 上に 犬なる 爭 論者 を 見ん。 余 は 此事を 恐る。 "Anticipation" を讀 む。 中等 社會 

の 變遷を 描け る もの。 夜に 入りて 母上の 病 又 窓し。 佘は唯 其 平癒の 一時 も 早 からん 事 を 祈る。 此 一 日 も 亦 余に は 感謝 多き 一 

3 なりき。 

1! 二月 二十 六日" 木曜 日。 晴天な りし かど も 底 冷す る 日な りき。 朝 母上の 疼痛 又 新たと なりぬ。 直ちに 常 田 氏に 使 を 致さん 

とせし に、 氏來 りて 例の 腌眠藥 を 進めたり しかば、 それより 稍， * 暫くに して 沈 靜に歸 して 眠られぬ。 朝 病床に 侍しつ \ 『我 

が 宗敎』 を 讀む。 益. i 入りて 益， - 意の 新たた るを覺 ゆれ ど、 卑怯なる 余 は 彼の 說の 凡ての 上に 點頭 する 事 能 はず。 而 して 凡 

ての 上に 點頭 すろ 事 能 は ざれば 彼の 說は 無に 等しき ものと なるな り。 余 は 終りまで 讀む べし。 是れ 實に眞 面目に 攻究す ベ き 

大 問題な り。 しかも 兹に唯 一 つ 最も 我が 衷心よりの 承認 を 引きし 一事 あり。 そ は 彼が 敎理 と實 行の 嚴 格なる 一致 を 主張せ し 

事な り。 是れ 今の 基督教 信者と 稱 する もの、 陷れる 最大なる 缺 ii なり。 彼等 は 基督 敎を 以て 一 般の 哲學と 同じく、 考 ふる も 


のとな し 行 ふ ものと なさ やるな り。 彼等 はよ く 論じよ く說 けど も 其 行爲に 至りて は徇 に^ 者と バリ サイ 人に 勝る^ なし。 此 

の 如くに ー て 基督 敎は 哲學 よりも 無益なる ものと なるな り。 汝の 進める 道 亦 此の 如き 事な きか" 汝が 衷心 を 離れざる：： ムひ^ 

はし 難き 悲哀 は汝の 思考す る 所が 實行 する 處と相 離れた るの 致す 所なら ざる か。 汝 思うて 得ず。 其 距離 は. ばに 汝が悲 .： おの^ 

離な り。 汝 これ を 忘る、 事 勿れ。 汝の 思想 をして 汝の實 行に 追 ひ 及ばし むる こと 勿れ。 され ども 汝の lit をして 汝の^ 想を兑 

失 はしむ る 勿れ。 汝の實 行 は汝の 思想な しに は 盲目な り。 汝の 思想 は 汝の實 行なし に は 無力な り。 午後 壬 生 .iH! 來る。 彼 は ゆ？ 

に 優しき 心 を 持てる 若者な り。 彼の 親切 は學び 易から ず。 隆三、 壬 生 馬に 書を途 りたり と、 而 して 其屮に 彼が 勉強せ るに も拘 

らず此 度の 試 驗も亦 失敗に 陷 るな きか を 配慮し、 若し 失敗せば 再び 東京に は歸ら じと 云ひ來 りし 由" 彼の 弱. は に憐む W 

き 程な り。 余 は 彼に 書 を 致さん。 彼を勵 まさ V る 可から ず。 しま子 稍. -發 熱して 頭痛 を 催せり と。 これ 母上の -i^iii を^き てよ 

りなり しと ぞ。 佘は又 彼女 を もよ きに 處置 せざる 可から ず。 喜寬氏 及び 常 田氏來 りて 立. I： 診察 をな す。 母上の 御 讽左 Si の 

事 はなき が 如し" 直 良氏來 る。 愛子 明日 酒 匂より 歸る 可し とぞ。 夜、 病床に 侍して 一 時半まで 『我が 宗敎』 及び 『.：：： 然と 人 

生』 を讀 む。 此日 午後より 看護婦 来る。 

三月 二十. PB。 金曜日。 朝、 母上の 御 病 氣又惡 し。 然れ ども 常 田 氏 等の 来れる により 之 を 抑制す る 事 を たり。 ：i!^^は疲 

勞 のために 昏々 たる 眠に 入り 給 ひぬ。 余 は床邊 にあり て その 面 を 打ち 守りぬ。 老い 給 ひし かな" 衰へ給 ひし かな。 眼の めぐ 

り、 口の ほとり 幾多の 皺 は、 浮世と 激戰の 名殘を 留めて、 其 一條 一條に 尊き 意味の 拾 はる、 なり。 は愼み くまし ます 

によりて 少しも 知ら ざり しが、 今日 見 来れば 鬢邊に 五條 六條の 白髮を 認めて は、 余 は 坐した る 儘に ホ 口く と淚. 卜る を 林： 小 じ 

能 は ざり き。 人生 何の 意義 ぞゃ。 此夜 母上 大 によし〕 直 良 氏、 千代 子、 福子の諸氏來りて2^上の床^に評"など謠ふ。 

此日幾 曰： M なり けん、 英 一 兄の 窨を 手に す。 打ち 見る 儘に 双手 ヮ ナ くと 慄ふを 禁ずる 能 は ざり き。 ^t. 余 は 遂に 彼に 先ん 

ぜられ ぬ。 封 を 切る 事の 痛く 躊蹐 せられて、 而も 其 中 を 見 度き の 念 は 切に 止まず。 遂に 斷 じて 封 を 3^ りぬ。 而 して 泣きぬ" 

鳴 呼佘は 兄の 窗を 得ん 事 を 望む。 人 は 感謝の念 を 養 はざる 可から ず。 凡ての 事 感謝すべし。 絕 えず 祈るべし。 
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ゴ 一月 一一 十八 日" 土曜日。 實に美 はしき 快晴な りき。 S 上今曉 充分の 便通 ありし 爲 にや 今朝 再び 腹痛 あり。 され ども 暫くに し 

て 退き 去り 一 日 平安に 暮し給 ひぬ。 しかも 大に瘦 せて、 而 して 眉宇に 一 種 悲壯の 色 を 見る。 滑 田 君の 事な ど 語り 出で 給 ふ。 

十一 時 頃 木 村 君仙臺 より 出京。 午後 母上の 御病氣 非常に 快方の 樣 なりし かば、 木 村 君と 伴 ひて 河 野 氏 を 病院に 訪 ひそれ より 

新渡戶 夫人 を訪 ふ。 大島 氏も歸 朝せられ たれば 是非共に 札幌 にて ありし 鬵麥會 をな すべし とて 共に 食 ふ。 大島氏 は rdlnocl 

gcntlema- となられ たり。 而 して 彼 は 益， -其學 者 的 態度 を發 揮せ り。 佘は彼 を 尊敬せ ざる 能 はず。 余 は 直ちに 歸宅 しぬ。 

今夜 不快の 事 あり。 佘と佘 の 家風と は 遂に 一致す る 事 能 はず。 佘は 頗る これ を悲 む。 

隆 三に 手紙 を 書く。 物滿 ちて 溢れ 難し。 念々 の 起 想 余 を 痛ましむ る 事 多し。 され ども 余 は 神に ありて 悲哀の 中に 居る を感 

謝す。 我 如何に 嘆きに 入る も祌 と共にい まして 我に 云 ふ 可から ざる 甘き 感謝 あり。 何者 を も 恐る. 1 事 か は。 

11 一月 二十 九 or  B 曜日" 朝より 曇りぬ。 朝、 母上の 御病氣 宜しき 方に あらず。 木 村 君 は朝细 井な ろ 旅館に 移りぬ。 余の 心 は 

空し さに 堪 へず 兄に 書 を 致しぬ" 余 は 兄の 詩の 如き 書 を 得ん 事 を 望む。 朝 羅馬書 を讀む 。「夫れ 神 は 衆人 を憐 まんが 爲 めに 1 

これ を 不服の 中に 入れ かこめり。 ぁ& 神の 智と識 の 富 は 如何に 深い 哉」 (第 十 1 章 y 

1 日 膝下に ありて 看！！ に從 事す。 暇 あれば Tolstoy の 『我が 宗敎』 を讀 む。 余 は 未だ 結論に 達せず。  . 

此夜 一時まで 起きて 看護す。 愛子 歸 京。 

S 月 1 一一 十 B。 月曜： no 快晴。 春 日和 煦 として 初夏の 如し。 此日は 佘木村 君 を 郵船 會 社に 案内すべき 日な り 。朝 八 時、 彼の 居 

を訪ふ (余 は兹に 母上の 美德を 書く 事 を榮譽 とす。 彼女 は 木 村 君の 苦學に 感じ 彼に 贈る に 彼女の 資金 二十 圓を 以てせり 。〔但 

し 十圓は 直接に は 佘に賜 ひしな り。 然し これ は 寧ろ 返却 せんとす〕 彼女 は 木 村 君に 對す るに 殆ど 母の愛 を 以てする なり。〕 共 

に寓を 出で て 郵船 會 社に 到りし に、 吉田立 卓 氏 未だ あらず。 仍て十 時半 頃 再び 到りし に長談 する 事 能 はざる 事情に あり けれ 

ば、 木 村 君 は 午後 来る 事と し、 佘は蓖 世 橋より 別れて 家に 歸る。 非常な 間違 ひ をな して 「東京の 田舎者」 と 笑 はる。 

家に 歸 りしに 母上の 御. ぉ氣は 割合に 快方な りき。 午後 上 谷君來 る。 彼 は 中 學の四 年 を 卒業し、 神 戸なる 高等 商業 學 校の 試 


驗を 受けん として 其途 立ち^り しなり。 彼 も 思 誠 堂に 角力 取りし 一入な り。 彼の 1^ 腦は 上方の 長處 を備 ふ。 冷淡に して 熱 

、じ、 執锄 にして 自利 的な り。 余 は 彼の 低に 成功す 可き を 疑 ふ 能 はず。 され ども 余 はー蹬 彼が 人に 成功 せん^を^む。 

高木 氏 来訪、 母上の 病氣の 診斷を せらる。 經 行が 充分に 下らず して 腹膜 部に！ し 遂に 疼" 舫を 起す に 茧れる ものな りと 云 

ふ。 全快の ために は 長 時日 を 費す 可し と" 

新渡戶 夫人 先日より 殆 んど每 の 如く 母上の 病氣を 見舞 はれし が、 今日 も 亦 米ら れて 余に 何 か 請求 せんとす る もの はなき 

やとの 事な りし かば， 余 は ^厂ぶ の treatment の效 なきや を 問 ひしに、 大いに 效 あるべし とて 次いで J.Iiws  Read 來ら 

ュ ぬ。 而 して ョ alted  Ik を さへ 贈られぬ，、 余 は 夫人の 衷心より 余 を 愛せられ、 余の ために is 到らざる なき を 思 ひて^ 謝 

に堪 へず。 母上 も 父上 も 夫人 等の 深切に は 心より 感心 せられぬ。 Christian の 虞： 止-の 同情 は 凡ての 人 を 動かすな り。 余 も 亦 彼 

女 等に 余の 有する 限りの 仕事 をな すべし。 

夜 余よ 二 待 迄 起きて 床. f にあり き。 は- 餘り遲 きに 明日 は 一 番 汽車に て出發 すべき 木 村 の 来訪な き 故. 十 一 時 SO 卜ずに 

訪ひ しも 未だ 歸ら ずとの 事な りき。 君の 堅志 は 得 易 か らず。 

三月 三十 一日。 火曜 曰。 朝より 蕭々 たる 雨 冷 かなり。 朝 六 時 頃 木 村 君 を 下宿に 訪 ひて 用事 を す。 彼 は數年 iitH 十： を =5- 

る ベ く 東 IJJ せし が ためこ 神戶 二.！^ へり。 彼 は Stanford  University に 於て Dr.  Gordan の evolution を 問 カスと 云  < 'り。 

朝 狩 太 村 農場の 事に 關し 種々 の 事 をな し、 又會 計の 事に よりて 晝迄 時間 を 費し 隨 眠 足らざる 事と て 殆ど 勞 す。 午後 W 上 

の床邊 にあり て 水彩畫 など 描く。 母上 今 曰は大 によし。 殆ど 疼痛 を 知り 給 はず。 感謝す ベ.？， かな。 兄より 手お を？ 仁. K れん も 

兄 は 未だ 余の 手紙 を 得ざる 前の なりき。 余 は 兄の 余の を 見た る 後の 手紙 を 待つ ^切なり。 英 一 兄 は 如 3： にある や。 午後に 愛 

子來 りぬ" 彼女 は 天使の 如し。 其 行く 處に淸 〈曰 を 遺すな り。 人生 戰 闘の み 勇士の 如く 立てよ。 山 木 岳父 來ら る。 「約 ..i^ 紀」 を 

ま-む、 余 は 今迄 縫き たる 文學 にして 未だ 第三 十八 章の 如く 崇： 咼 深遠なる 想を兑 たる^な し" 是 れ^に 殆ど 人の 聲 にあらず。 

天の 聲 なり。 IT み 行く 中に 我の 「小」 を 身に 沁みて 覺 ゆるな り" 寶に 我等 は II の^を 岩の 一角に S かしめ たる tiJ 手 を すら 知 
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ら ざるな り。 人世に 立ちて 事 をな す、 何の 傲り、 何の 譽、 何の カぞ。 是れ縷 蟻が 一塊の 米粒 を 其 穴に 致せし に 過ぎざる のみ。 

我等 をして 謙 適 ならしめ よ。 汝の譽 を 全能の 御手に 歸 せよ。 辛酸の 材を擔 ふ は 易し。 人生 榮譽の 荷 を 負 ふの 苦痛 あらん や。 

百の 思想 遂に 一 の 行爲に 如かず。 余頃來 切に これ を 思 ふ。 汝の淚 を 汗に 代へ よ。 

此夜 農場の 事 及び 父上の 書翰の 代筆の 爲 めに 十 時に 至る〕 これより 床に 就きて 明日の 曉、 母上の 床邊 にあらん" 

主よ、 願く は 凡てに 勝りて 汝の 跡に 從ふ事 を 得せし め 給へ。 新渡戶 夫人より 手紙 あり。 母上の 病 を 間 はれた る 外に llaver- 

ford  College の r-r.  Shaprcss の 手紙 を J_,^l り 越された。 書中に は 喜んで 僕 を 同校 卒業生と して 取扱 ふと 云 ふ 事. $38 にて 一 

年 を 支へ しむる と 云 ふ 事が 書いて あった。 三月 は 暮れた。 

まぼろし 

とほき しほ ぢに ふね はてし ひと 

くが に のぼりて なほ くるめき あり 

えいが ふの かなたに あれし われ 

ち のむ ねに よりて まど ひなから め や は 

あけの ほしの あ ひうた ふ こ ゑ 

い ま は きこ え ず 

ゆ ふ ベ のっきの た ちま ふ すがた 

いま は みえず 

わがめ わがみ- わが こ.. -ろ 

せちに あこが る、 なり 

そらの あなた 


まるの のに あた 乂 かき かけら-. J の ゆめ 

あきの やまに みに しむ にしかぜ の さとし 

ときが たき は われ を つ i む こえ や 

た i.* なつかし さは なみだ を よべ ど 

いのり ねが ふ は よの ゆ *i  くわ 

えいが ふの かけはし わたりつ くし 

お ほいなる みての かげに たち 

かなしき なぞの とかれなん それ。 

四 or  一  3。  .S 一日" 朝起きて 見れば 地と {t^ と は 一面の 議の爲 めに 朧 となって、 凡ての 上に 柔き濕 りが 兑 える。 云 ふ 1^ か，.？ 

ざる 快 さであった。 靄が 養れ るとうと くと した 春 日和と なって 少し 暖か 過ぎる 位。 栴は旣 に 散った。 樱の ia は^しく 大と 

なって 梢に は 自ら 紅の 色が 動く ので ある。 朝 は 父上より 御 依賴の 手紙 及 ひ吉川 氏の 手紙 等の 淫 書と、 金錢 出入の 計お をな す 

ために 殆ど 全く 午前 を 費し 終った。 

母上の 御病氣 大分 快方の 樣 である" 午後から 高木 夫人、 高 橋 夫人 等が 交 i 兒舞 はれた 爲 めに 僕は應 接に 時 問を费 しお 上 も 

疲勞 せられた 事と 思 ふ。 四時 頃から 新渡戶 夫人 を訪 うて 親切 を 謝し、 學 校の 事に 就いて 相談 せんとし たが 非常に 努 して 居 

られ たから 其 儘 失敬した。 津田 氏を訪 うて 徵 兵の 相談 をした。 此夜 一時 頃 起きた" 母上の 御お 氣は 今日の 談話の 過ぎした め 

なる か、 寧ろ 惡ぃ 方で 非常に 隋痛を 感ぜられた。 中 川、 小 原氏來 る。 少しく 寢 なければ 頭が 痛む、 氣が 沈む、 汝 は. お 1 鹿な り。 

四月 二日。 木曜日。 晴天。 朝、 羅馬 書を讀 む。 「汝曹 互に 愛 を 負 ふの 外總 てのもの を 人に 負 ふ ^勿れ」 の 語お む；^ に 心に， 沁 

む。 余 等 愛 を 負 は ざれば 片時 も此 世に ある 事 能 はず。 愛 は實に 魚の 水、 獸 の空氣 よりも 緊要なる ものな り。 余；^ 1^ より 朋友と 

骨肉との 愛 失 はれ、 而 して 乾坤 を^く 不朽の 愛 失 はれな ば、 余 等 何に よりて 生命の 上に 立ち？ おん や。 余 等 は に 《蚋に 常に 愛 
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の 下に は寸 毫も 權 力なき 奴隸 なり。 余 等 愛に 負 はざる 可から ず。 唯 其 外の 總 ての 事 I も 人に 負 ふ 事 勿れ。 是れ佘 等が 永遠に 

擔 はざる 可から ざる 苦痛な り 0 

千 前 母上の 床邊 にあり 看護の 傍 Shakespeare の JulilK  Caesar を 讀む。 羅 馬人氣 質の 美し さも 醸く さも 共に 悉く 描き 盡 さし 

て 遺憾な く、 讀み 行く 中に 身 は 何時か 羅 馬古 都の 人と なる。 著者の 絕大 なる 客觀的 同情 は、 凡ての 入 をして 其 儘に 生かしむ。 

「怯 者 は 彼の 死せ ざる 前に 死す るな り。 勇士 は 死 を 再びす ろ 事な し」 と 云へ る CacKir の 句な ど 殆んど 彼 ，H 身の 語と 做す も不 

可な しと 云 ふべ し。 讀 むに 從 つて 殆ど 著者の 事業の 人 問 以上の もの ありし に は あらざる か を さへ 驚かる., なり。 

母上の 御 病氣は 昨夜の 疼痛 稍 i 癒え、 今日は 昨日の 催眠 劑 利き 始めし にや 殆ど 半日 を 昏睡の 如き 眠りに 入られぬ。 而 して 

寢 言の 如く 云 ひ 給 ふ 所 常に 家政の 上に 關ら ざる 事な し。 

四月 三日。 金曜 ョ。 今日は 神武 犬皇 祭な り。 { 昼 は 朝 稍 i 晴れ たれ ども 午後より 曇りて 時には 雨 を さへ 下しつ。 此日 母上の 

御 病氣朝 は大に 快方に 向 はれたり。 河 野の ゆき子さん を富士 見小舉 校に 入學 せし むる 事に 關 し、 太 田 氏に 到りて 打合せ をな 

し學 校に 到りし も， 校長 不在な りしが ば 其 儘 家に 歸る。 招魂 社の 邊櫻； 仆. 漸く 開き 初めぬ。 見 上 ぐれば 萬 蕾 一 樣の紅 を 潮して 

麗 春の 粹精 將に來 らんと するな り。 され ども 春 は歐な 時な り。 余 は 春 を 忌む。 唯卷 にあり て 忘る 可から ざろ 程な つかしき も 

の は 菜の 花と 堇 あるの み。 思 ふに 郊外の 昨日 今 曰 彼の 匿 はしき 黃 8^  く辭し 去りて、 麥瓏の 波 漸く 高 からん とす， 

柔き 黄の 彩りの 一 々に 地に 委し 去りて 遂に 黑 土と 相 異る 所な きに 至る を 思へ。 

彼 處に悲 める もの、 泣ける もの、 悶 ゆる もの、 苦しむ もの あり。 佘は 悉く 彼等 を 知る。 是れに 思 ひ 到る 時 余が 心に 苦しき 

棘に 惱 まざる 能 はざる なり。 され ど是れ 余に 與 へられた る 無上の 恩賜な り 0 余に 一人の 同情 を呈し 得る もの ある は 余に 一入 

の戀人 あるな り。 彼女の 余 を 思 ふと 思 はざる と は 余の 知ろ 所に あらず。 佘は唯 彼女に あこが る. 1 たり。 而 して 余が、 リの中 こ 

は 云 ふ 可から ざる 凉 しさ を 感ず。 主に 謝す。 感謝す。 余ブビ 苦しめ 給へ。 佘は 白日に ありて 默 する 襲たら、 ん より は、 暗 黑に投 

せられて 聲美 はしき 繡目兒 たらん。 人生 主に ありて 感謝し 能 はざる もの あらん や。 余は佘 自らよ く 知る が 如く 人の 中 最も 弱 


し" 余 は 嘗て 入より 「汝强 し」 と 云 はれた る 事な し U 神 は 余が 弱き を 選び 給 ひぬ。 余 は 今 余の 波 多き 心の中 心に 一 個^ かす 

可から ざる 靜を 感ず。 悲哀 来る も、 憤怒 来る も 煩悶 来る も そが 心 深く 沈み 行く 時 彼等 は 決して 底 知らぬ 那沌に は 到らざる 

なり。 彼等 は 1 の SI, 固なる 底 岩に 遇 ふなり。 而 して 見よ、 此岩 こそ 主の 据ゑ 給へ る听 なれ。 主 は 人間の 力に よりて は ii^ 可 か 

ら ざる 強き something を 最も 弱き 心の中に 播き給 ひぬ。 嗚呼 余は屢 i 余が 無爲を 感じて 洵に 悲しむ。 唯此 一 ^を 思 ふ S 勃然 

として 佘 空しき ものに あらず との 自覺は 起り 來る なり。 余の 持てる 凡て は 此自覺 のみに て 足れり。 或 入 は 馬 を もて， 又 或る 

人 は 車 を もて 其 傲りと せん。 佘は 余が 弱き に 依りて 傲らん。 人 皆 我よりも 强し。 しかも 余の 如く 愛し る もの 幾人 ぞゃ。 而 

して 是れ唯 主の 恵み 給 ひし 所、 余 若し 福音 を述 ぶる 能 は ダんば 心 病まし き 哉" 余の 力 は 余が ものに あらず。 祌の 其^ 光 を 1 

さんが 爲 めに 假に 余に 與へ給 ひし もの なれば なり。 

余 思 ふ 所 を 書す る 能 はず。 唯 神 余の 心 を 知り 給 ふ。 祈 禱を敎 へ 給へ。 

午後より 直 良 氏、 愛子、 上野 公園の 日本 齊 會展覽 會を兑 ると て 行かれし かば 余 も 到り 昆る。 又 愛子 見ず とて 博物 蛇へ 到れ 

り。 公園に は 櫻 七 分 ほころびて 人雜閙 せり。 余の 心 は 寒く 閉ぢ ぬ。 見る 可き ものな し" 

歸途、 飯 田 町に 富士 見小學 校長の 家を訪 ひたる も、 又 不在な りし かば 其儘歸 る。 歸り來れば母上の腹痛；冉！！^^せり。 余 は 今 

日 公園の 散策 を 恥づ。 余 は 未だ かくすべき にあら ざり き。 

此夜 一 時に 至る まで 床邊 にあり て 看護す。 ゥトく と 眠り 給 ふ 間に は隆 三、 壬 生な どの 夢見 給 ふ 如し。 此 夜し とくと；. 1。 

木 村 君より 神 戸より 手紙。 兄の 手紙 を 得ず。 如何 なれば 彼 は 余に そ を 致さ どる や。 余 は 兄 を 待ち^む。 而 して 余 身 は英 

1 兄に 其 後 一片の 信 を だに 经ら ざるな り。 矛盾の 極なる は 余の 性情な り。 余は價 値な きものな り。 

父上 老い 給 ひし かな、 外忙と 内憂との 爲 めに 痛ましく 氣落も 給へ り。 - 

四月 四日。 土曜日。 近來 になき 快晴" {1^ 麗ら かに 晴れて 夕暮の 色な ど 云 ふ 可から ず。 病室に ありて、 母上と 共に それ を稱し 

つ、 ありし 時、 電燈 ともりた るに 母上 は 其 を 消せと 仰せ 給 ひて、 猶 暫く は 其變化 極り なき 空の 色の 不可 を 眺め 入りぬ。 
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厭な 暑さ でもな し 凛と して 引し まりた る 快き 日な りき。 

今 曰 は 朝より 来客 多 かりき。 野 村 氏 及び 老母 來ら る。 老母 は 暫時 家に 泊ら れて 看護 を手傳 はる X 事と なる。 行郞 頻りに 鎌 

倉に 行かん 事 を 乞 ふ 故、 北鄕資 雄と 共に 行かし むる 事と せり。 余 は 嘗て 此 頃の 如く 弟妹に 對 して 深き 愛情 を 持ちた る 事な し。 

午後 一時 半より 太 田 氏に 到りて 後 富 士見學 校に 其 校 良を訪 うて、 ゆき子 さんの 事 を 計る。 事 成らず、 殘念 なりき。 據 なく 番 

町擧 校の 方 を 聞 合せん とて 到りし に、 事務員 旣に歸 り 去りて あらず 3 幾重の 不成功な りき。 

家に 歸 りて Shakespeare の " Julius  Caesar  " を讀 む。 wrutus と Antony の 演說、 例に よりて 其當 時の 人の 聲を 聞く が 如 

し。 午後 愛子 來る。 余 は 彼女の 在る 時 何となく 賴 もしき 心地と なるな り、 彼女 は 最もよ， 余に 同情し 得る もの.^ 一人な り。 

余の 誤解が 尙ほ 多く 起り 來 らんと き、 余の Mefuge となり 吳る >i もの は 必ず 彼女な らん。 

夜- 野 村 老母、 父上、 壬 生、 しま 及び 余が 夜食の 食卓に 鹿兒 島より 隆 三の 手紙 屆き來 る、 展き 見れば 此 の 學科試 驗の彼 

の 合格 を 報じ 来れるな り。 彼 は 余と 同じく 悲しき 弱 if を 有する もの。 若し 此度 失敗せば 或は 囘復し 難き 失望 彼 を 襲 ふ 事な き 

やと は 余の 杞憂な りしが、 今此 信に 接して 一 1： 眉 を 開きぬ。 

夜、 ii£ 側に ありて 母上に 『家庭 夜話』 を讀み 上げ、 又獨 りに て 『聖書 之 研究』 を讀 む。 此夜 母上の 御 病氣は 大分よ し。 此儘 

にて 續き給 は ど 囘復も 割合に 速 かならん と 思 ふなり。 深切に も 新渡戶 夫人 又 見舞 ひ 給 ひぬ。 

四月 五日。 日曜日。 午前 は 昨日の 如く 膚寒き 許り 美しう 晴れ たれ ども、 午後より 曇りて 夕方に は 雨と なりぬ。 母上の 御 病 

昨夜 は實に 近頃に なき 平穩 なりき。 安 靜に寢 ね 給 ひて 朝に 至りぬ。 然れ ども 今日は 日頃 附 纏し 給 ひし 氷袋の 爲 めに、 多少 腸 

部に カタル を 起されて 稍， - 腹痛 を 感ぜられ たる も 左した る 事 はな かりき。 寧ろ 快方。 

朝、 少暇を 偸み 久し振り にて 雅各 書を讀 む" ヒ シヒシ として 心に む 語 誠に 多し。 「なん ぢ等道 を 行 ふ ものと なる ベ し。 徒 

ら にこれ を 聞く のみに して 自己 を 欺く ものと なる 勿れ」 など 鎗 もて 胸 を 刺さる. -樣 なり。 余 は 弱き ものな り。 何時まで か此 

の 如き 語に 脅かされて 悔恨 を 再三 度 せんと はすらん。 


兄よりの 書 を 得たり。 余 は 彼の 余に 對 T る 深き 同情 を 謝す。 しかも 悲む べし、 彼 は 余 を 慰め 勵 ます 可き 位置に あらず、 彼の 

心中に は 余の ものと 等しき { 仝虚 あるが 如し。 余 は 彼の 多感なる 心情が 木 村 を 失 ひ、 余の彼に到る可き豫5^ょり絕たれ、 夜 1! 

かなる時など如何に多くの悲淚にぁるかを3^^て云ふ可からざる悶ぇを感ず。 余 は 彼に 到り 彼の 手 を 掘らん^ を 欲す。 しか 

も 凡 て は 許されず。 只此 の 如き 時 我等 を 結合す る も の は 互が なす 衷心 の 祈 あるの み。 

嗚呼 柬 方の 淚源！ 午後 健 助 氏、 直 良 氏來 る。 しま は 初めて 山 本を訪 へり。 

午後 晝寢 をな す。 母上の 御病氣 よければ 余の 勞は來 りしが 如し。 夜食 を键 助、 直お 兩氏 及び 父上 と共にす。 々なる 雅 

談 出で &話 興に 入れり。 健 助 氏 は easiness  man としてし かも 精神 上の 修義を も 失 はず、 よく .Er£i を i:^ たる 人と 云 ふ 可し" 

蘇 峰 の 感化 多き に 置かる も のなる ベ し.' 此夜十 一 一時 迄 起き て 床邊に 侍す。 

四月 六日。 月曜日。 日記 を 怠れる 中に 此 日の出 來事は 煙の 如く 記憶より 消え去りぬ。 心に 銘 する もの \ なかり し l^n^ なり。 

唯此 日の 暴り て 時に 雨 を 降せ し 事と、 朝 河 野の ゆきさん を番 町小學 校に 入學 せし むる 手續 をな せし 事と、 S 上の 御病氣 寧ろ 

快方な りし 事と を 記憶す るの み。 

四月. PB。 火曜日。 實に春 神の 齡今 曰を絕 頂と 思 はる  >- 迄 凡て は 長闞、 薪麗、 平和の 限り を盡 しぬ。 母上の 御病氣 大に伙 

方な り。 佘は今 B 橫濱 にて 木 村に 遇 はんとし たるに、 野 村 老人 及び 千代 子さん も神奈 川に 行かる- -所 なりし かば、 共に 八 時 

半の 汽車に 乘 らんと して 新橋に 向 ふ。 外務省の 前 迄 出で しに、 今 曰は兩 陛下の 大阪に 到り 給 ふべき 行幸の 日と て 范路の 側 

に は 諸 際 整列し 余 等の 車 は 其 警護の 間 を 行く が 如し。 步兵第 三 聯 隙の 兵 を も 見たり。 余が 疎 の 中隊長 、短躯 Kg^ の 小隊お、 

質朴 極まる 荒 山 軍曹な ど 依然として 軍裝 しつ 彼 所に ありき。 余 は 今 寧ろ 彼等 を 愛す。 彼等 は 世の 他の 人種の 偽 冬き に 似 ざ 

るな り。 荒 山 軍曹の 如き は佛樣 なり。 停車場に 到れば 顯紳 高官 鍾を 接し 肩 を 摩し たれば 混 雜の程 一 方なら ず" 我 ゅ：^布 衣の 平 

民 共 は 入 も 無げ に 取扱 はれて 狐 鼠々々 として 辛うじて 車 室の 一席 を 贏ち 得たり" され ども 沿道の 一;j ^おは 言語に 絕 しぬ。 ^^の 

靑さ、 菜の 黃さ、 花の 紅 さ、 水の 滑 かさ、 風の 軟 かさ、 汪 然として 心の中まで 一 齟云ふ 可から ざる 和： 个を 感ず" 

1 九 〇 三年  一:I〇K 
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投關の 波 場に 到りし に、 多忙の 光 3^ は 忽ち 眼に 逼り來 りぬ、 遇 ふ 人 も 遇 ふ 人 も 皆 其 面 上に 勞 役の 印 あらざる ものな し。 

而 して 海上に は 山の 如き 船舶 橫 はりて 煙 を 吐き 氣を 吹き、 其 側 腹より は 貨物 梭の 如く 出で：！ つ 入る。 小 蒸 汽船と 1>艇 と 和船 

と は 縱橫に 其 間 を 往復す。 而 して 混亂 せる 種々 の 音響 は 恰も 語 をな さ V る 苦悶の 難の 如し。 生活の 程度 緩漫 なる；！ 町より 來 

りし 余 は、 埠頭に 立ちて 近頃 遭遇せ ざり し 奇異の 感に打 たれぬ。 世 潮の 底流 を 見よ〕 そ は 至って 眞 面目なり § なり。 人 は 

凡ての 遊 戲享樂 の 裏に 己が 生命 を すら 奪 はんとす る 大敵と 面を對 せるな り。 大敵 を稱 して 「生活」 と 云 ふ。 除外例と も： る 

べき 少數人 を 除く 外 は滔々 として 人 皆 其奴 隸 なり。 彼と 健鬪 して 尙餘裕 を 有し 得る 人 は 祝福すべき かな。 眞 正の Christian は 

爾 かく あらざる 可 か らず。 

信 濃 丸に 木 村と 會し 彼に 新渡戶 氏より 託せられ たる 五十 阒を 贈り 共に 船 を 出で. - 山手の 方 を散步 しながら 語る。 十 時半 彼 

と 埠頭に 別る。 彼 は 今 午後 二 時 彼の 鄕 土より 離れ 去らん とするな り。 彼は此 度の 事に よりて 毫も 平常の 意氣を 動かした る 跡な 

し。 余 は 彼の 恒心に 眼す。 天使の 如き 愛子 は 彼に 贈る に 例の 妙藥を 以てしぬ。 余 は 到底 彼女の 如き 普き 同情 を 有する 能 はず。 

歸途、 東京 貯蓄 銀行に 到りて 新 渡戶 氏の 貯金 を 引出し 再び 汽車に 乘 じて 東京に 歸る。 時に 一 時半。 直ちに 新渡戶 氏に 到る。 

廣井、 大 島の 兩氏 あり。 余 は 暫く 語りて 歸る。 家に は 直 良 氏 あり。 自轉 車の 稽古 を强 ひられ 熱心に 一時間 許り 試みて 乘る事 

丈け 出 來る樣 になる。 此夜十 時 頃まで 病床に 侍して 就寢。 夜 はき 曇りて 雨 さへ 催しぬ。 

四月 八日。 水曜日。 曇天。 風 あり。 「今生れ し 嬰兒の 3? を 慕 ふ 如く 爾曹心 を 養 ふ 眞^ を 慕 ふべ し。」 (彼 前、 2) 

午前 一時より 起きて 三時 迄 病床に あり。 母上 割合によ く靜眠 せらる) 午前 直 良 氏 来る。 午後 愛子、 直 正、 直 光、 酒 匂より 歸 

り 来れり とて 伴 ひ 来る。 彼等の 亂暴は 中々 愉快な り。 佘は隨 分 1^ 勞 せり。 纏り し 休養 を 要す。 此頃は 全く 讀書 を廢 せり。 朝 

夙 起せし 時 『みだれ 髮』 を讀 む。 余 は 到底 此 思想 中の 人た る 事 能 はず。 然り余 は 多くの 點に 於て 此 思想家の 如く 放縦に して 

自我 的なる 事 能 はず。 佘は此 思想の 上に 余の 行爲を 置く 事 能 はず。 彼女の 云 ふ 所 は 余に 取りて は 一 面より は 異邦人の 聲 なり。 

しかも 「感ずる」 と 云 ふ 方面より する 時 は、 余 は 彼女に 於て 少なから ざる 感興 を受 く。 彼女の 思想 は 佘が專 門 的硏究 の參考 


書な り。 余は彼女を以て余が經行の伴侶となす^^^能はず。 しかも余が苦旅の途上時に彼女と相遇ふ時彼女の擬冠りたる亂^^< 

の 巾に 云 ふ 可から ざる 淸 1 深奥の 姿 ある を 認めて、 鼓に 「新ら しき 者」 を 拾 ひ 得た ろの 感な くんば あらず。 H を 舉げて 四方 

を れば 凡ての もの 皆 古し。 此 時に 當 りて 「新ら しき 者」 價何ぞ 尊き。 

夕方、 ？ぉ 地の 龍 子 氏 及び 北鄕氏 来らる。 余 は 休養 を 要すと 思 ひたれば、 今夜 は 九 時 牛 頃！^ に 就きぬ" 

四月 九日。 木曜日。 終 曰蕭々 たる 春雨。 朝早く 直 良 氏 来訪、 母上の 爲 めに {r^ 氣蒲阐 を購ひ 来らる。 又木 製の 丈夫なる 寢臺 

を も 齎らしぬ。 此日は 終日 家に ありて 看護す。 暇々 に "〇に Greek  Stories  " を讀 む" 兄より 端 書 を 得ぬ。 彼 は 一 言 も 中越 さ 

ね ども 其 寂寥の 中に 苦しめる 意 はよ く 看取し 得らる 、なり。 余 は 彼の 多感 を 知りて 彼が 頃 来の 苦痛 を 推す るに 誠に 悲しき も 

の あり。 彼 は 悲痛に も歡 喜に も 常に 他人の 蹈み 入らざる 深奥の 點 にまで 達して、 其處に 他人の 窺 ひ 得ざる 意義 を窥 はずん ば 

休まざる なり" 是れ 畢竟 彼に 収 りて 犬なる 恩惠 なりと 雖も、 其 當時を 以て 見る 時 余 は 彼の 苦悶の 狀を 推察す るに だに、 彼を憐 

れ むの 情に 堪 へざる なり。 佘は 神の 祝福が 彼の 如き 忠僕の 上に 裕 かにして 彼の 心身が 益 i 鍛へ 上げられん 事 を 祈りて 止ま ざ 

るな り。 此夜明 午前 一時まで 夜伽す。 英夫、 行郎鎌 倉より 歸り來 る。 

四月 十日。 金曜 曰。 快晴- 和 煦の氣 溶々 として 天と地と に滿 つ。 實に 祝福され たる 日な り。 朝 父上 of  く 出勤の 爲 め^々 其 

方の 用 をな しぬ。 此度 建築すべき 西洋 館の 見積書の 比較 を 命ぜら る。 中 山 幸 子 氏 來訪、 態々 酒 匂より 来られし なりと ぞ。 0 

種 病 氣に對 する 注意な ど 云 ひて 歸ら る。 彼女 も 亦當世 流行の 變生的 性質 を 有せる 一 人な り。 佘は 彼女の 如きに 多くの！：；；^^ を 

なす 事 能 はず。 彼女の 如き は 事 を爲す ものに あらず。 事 を 爲すを 好む ものな り。 

高木 氏 來診。 餘程 快方の 由 なれ ども 尙隨分 長 時 B を經 ざれば 充分の 恢復 を 見る 能 はじと なり。 愛子 來 りぬ" 彼女 は ijj^ その 

ものよりも 暖かな り 余 今迄 遇 ひたる 女性 中 最も 彼女 を 愛す。 彼女 は 嘗て 人を惡 める 事な し。 嘗て 邪 まに 人 を 見た る^な し。 

彼女の 前に は 惡人も 罪人 も 凡て 尊き 靈魂を 有する 入と 化して 顯 はる、 なり" 彼女 は 他の 世界に 生る ベ かりし 天 の、 誤って 

此 地球の 上に 生れ 来りし ものな り。 而 して 其 父より 「幸福なる 者」 と 呼ばる. - 彼女が、 此 地球の 上に 於て はお も 不幸なる 境 
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遇に ある ものなる を 思 ふ 時、 余の 理性 は 殆ど 常 を 失 はんとす るな り" 彼女 何の 妬 を 受け たれば 獨 り 淋しく^ はれた る ものと 

して 殘ら ざる 可から ざる や。 英 一 兄の 書は尙 余が 掌 裏に あり。 余 は 彼女に 彼の 亡せ にし 兄の 事を告 ぐる 勇 氣を失 ひぬ" 余の 

胸中に 蟠 りて 一 刻 も 去らず、 常に 雨^の 劍の銳 さもて 余の 心 を 刺す もの は實に 彼と 彼女との 悲 むべき 境遇な り。 

愛子 は 中 食 を 余 等 と共にし ぬ。 余 は 彼等に 說 くに 】Ipnni£ の悲慘 なる 末路と Carthngc の 殘虐を 極めた る沒落 を 以てし、 

又羅馬 人と 希隱 人との 比較 を 語りぬ U 三 浦 氏と 西洋 館兒精 書の 比較 調査 をな し 終れる 頃 喜 寬氏來 りし かば これと 應 待し、 そ 

れ より 久 振りに て 河 野 氏を訪 ひぬ。 彼女の 病 は 犬に 怠れり。 大島 氏先づ あり。 默 米の！ * 察 制度の 話な ど を 聞く。 又 河 野 夫人 

より 依賴 せられた る 文 を 渡す。 信 子 氏 其 一人の 友と 共に 来りぬ。 余に 彼女 を兒る 毎に、 別れて より 一 積の 悲哀 を 感ず。 彼女 

の 未来に 祝福 あれ。 彼女の 幼時よりの 多くの 辛酸が 裕 かに 酬いら れて 彼女に 聖 慰の 與 へられん 事 は 余の 衷心よりの 祈な り。 

夜 十 時 近くまで 母上の 床邊に 侍す。 今日は 壬 半 馬の 伽す る 日 なれば これにて 余 は 室 を 返き ぬ。 此日 母上の 寢臺を 山 本の も 

のと 代 ふ。 全力 を盡 して 爲す 人に は 如何なる 卑？. 偉大なる 事業な り。 要は 愛 を 以て これ を爲 すに あり。 

四月 十一 B。  +: 曜日。 朝より 夜に 至る まで 蕭々 たる 雨。 病室に 靜 坐して 耳 を 傾く るに 誠に 或 者の 我が 耳に 異 の聲 を^ 

きつ 、あるが 如し U 余 は 雨 日 を 愛す 、余 は 人の 云 ふ 如く 雨 曰に 於て 多く 倦怠 を 感ずる 事な し。 此日 母上の 御病氣 は、 本 病の 方 

は漸々 快方に 向 ひたれ ども 氷囊を 永く 腹部に 附 纏し 給 ひし かば 腸 加 答兒を 起された る もの \如く間歇§^に疼痛を感ぜらる。 

此朝 兄に 書 を 致す。 紙に 臨み 何故か 淚の 汗の 如くに じみ 來る を覺 ゆ。 他日 何の 時 か 必ず 地の 上に 余 彼 を 失 ふか、 彼 余 を 失 ふ 

の 時來る 可し。 此時余 等が 受 くるの 苦痛 は 果して 幾何なる 可き ぞゃ。 余 は 寧ろ 此 苦痛に 居らん より は， 神 余の 弱き を 憐み給 

ひて 余 をして 先づ此 世より 去らし め 給 はん 事 を 希 ふなり。 され ども 凡て は 御 心の 儘な り。 神 若し 余に 生きて 镯り にして 晏然 

たれと 仰せば 余豈然 かせ ざらん や。 され ども 佘の 祈り 願 ふ は 此の 如きに あらず。 

午後 病 にあり て 澤柳氏 譯述の 『讀 書法』 を讀 む" 平凡の 記事に 過ぎず。 しかも 余の 此書 によりて 啓發 せられた る は、 讀 

書の 方法に よりて 讀 書の 利益の 多寡に 大差 を 生ずべき 事な り。 余の 從來 なし 来りし 讀 書法 は 所謂 道樂讀 なりし なり。 卽ち感 


情の 3s めに 讀 みて 謹の 補 育 s めに 讀 I りしな り。 而 して 余 は 時間 I む s  、頭晷 めて 不明瞭なる 時 も I ひ 

て 書に 向 ひぬ) 此ニ考 は 余が 罄 法の 一 一大 失敗な り。 余の 從來 の藝 にして、 少しく 常 f り 脱 ft 觀 ありし もの" f 

-Hero-worl,"  "SI  Rl 气 『農業 本論』、 Myer.s  "Ancient  SSI つ —s  Mis ぎ Lies,-  ^  I.  of  werther,: 及 ひ 

數篇の 英詩 位の ものな り。 余 は單に 通讀に 過ぎず して 腦 底に 今 も 忘れず ら f ものな し。 恥づ ベから ず や。 

ヒ夜 十一 待 半 迄床邊 にあり OS 上 時々 疼痛の 爲 めに 覺醒 あり。 今夜 夕食後 食卓 を 園んで、 父上、 壬 生 等と 相 語る。 父上の 談片。 

「s 及び 東§ 佛 像 等の 彫刻 li 就て は 犬なる 相違の 點 直る 事 を S し。 常 lif 後者 は常& かなり。 佛 像に 於 

て， is 止せる 時 は 坐せ るの f 刻み、 if 時 は 僅かに 立てる 像 を 刻む のみ。 しかも 西洋に ありて は 悉く 足 を 舉げ版 を 

振うて 舌 動し つ X あり これ 纏て 西津對 東洋の 一 般 思想の 概見を 示して 餘 1  総な しと 云 ふ 事 を べき か 云々。」 

四月 十一 IB"  m 曜日。 朝より 烈しき 風な り。 今朝 m 上の 御 病氣、 腸 加答兒 f 惡 しき 有樣 なり 0 常 si りて 「モ ヒ」 の 

灌陽 をな す 事と なる" 此朝 殆ど 全く 午前 を 費して 吉 川に 出す ベ き 返書 を 書く。 

午後より 『バ シカ ー トセ ッフの 日誌』 を讀 む。 幾度 讀 む.^ 彼女 は實に 驚異すべき 人格な り。 余は暖 i 彼女の ^なる 耍 求に 

同情す る を 禁ずる 能 はず。 余 は 彼女の 如き を： 511 みし かも 愛す。 其 故 を 知らず と雖も 彼女 は 確かに 余 を 引致す るな り。 

朝、 建 助 氏、 德丸 氏來り 午後より は 真 寬氏來 る。 来客に 接して 無ハ 姑の 談を なす は 余に は 最も 苦しき 事な り。 夜 〈灶 後山 木 を-紡 

ふ。 直 良 氏 風邪の 氣味 にて 臥床し つ、 あり。 愛子 A 「夜 不思議の 夢 を る。 そ は 彼女 眠れる 房 子 を 抱いて 兑 つめつ" ありし I に 

身 は 何時か 其 家 を 去り 春風 香し き 芳草の 間に あり。 云 ふ 可から ざる 快感に 包まれし が 突如 我に 歸 りて は淚消 然として リ むる 

能 は ざり しと ぞ。 余 は 感嘆して 彼女に 云 ひぬ、 「御身の 潔き 心 生きながら にして 天國の 光景 を 垣問兑 しなり」 と 。余"、 丄 底よ 

り眞 面目に 是れを 云へ るな り。 羨む 可き は 彼女な り。 讚むべき は 彼女な り。 尊む 可き は 彼女な り。 彼女 は發 りなき 1 個の^ 

か。 比 夜， 及 女 daisy を携 へて 室に 入り 来る。 我 は そ を 愛す。 我は脤 かなる ものよりも 琳 しくして 潔き もの を 愛すと 云へ り。 

彼女. Hi に i  G 如し。 余 は 彼女に 故賤子 女史の 義 『わすれがたみ』 I り、 彼女 は 余に 『=xi』、『l4- 識』 
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其 他 數册の 書を與 へぬ。 八 時半 彼 所を辭 す。 月よ し" 女子 學院の 裏道の 靜 かなろ 邊 を遠逍 りして 家に 歸 りぬ。 佘は 看護の 爲 

め此 日頃 全く 夜 出せし 事な し。 此夜櫻 咲き匂 ふ ほとり 月に 浴して 近 B„ ^得 ざり し氣に 魅ら れぬ。 此夜 十一 一時 迄床邊 にあり て 就 

寢。 野 村 氏 老母 來宅" 新渡戶 夫人 親切に も 訪問。 此夜 母上 子宮より 膿樣の 排泄物 あり 卽ち 子宮 周圍 炎の 膿 解せ る ものな り。 

此夜 此の 如き 事 ありし 事 二度 U 

四月 十三 日。 月曜日。 麗 はしき 睛天。 此日 母上 又 昨夜の 如き 排泄物 ありて、 腹の 具合 急に 囘復 せられ 苦痛 大に輕 減 せらる。 

高木 氏來 診せられ 非常に 安心せ りと 云 はる。 母上が 病根 はこれ によりて 絕 たれつ  あるな り。 一同 愁眉 を 開きぬ" 余 は 殊に 

深き 感謝 をな さどる 可から ず。 余 は 重き 荷 をお ろす を 許されし が 如き 思 をな せり。 愛 は 再び 地に 於いて 相 結ばれぬ。 余は爾 

後 再び 嘗ての 如き 不孝の 兒 たら じ" 

朝久 振りに て 床邊に Myer の" Anc.it 1U き ry- を 讀む" 羅馬 帝國の 衰運 洵に 悲しむべし。 rractoria- の亂 逆なる 行 爲は鼠 

家の 秩序 を紊 り、 偶 これ を K 股す る もの あれば 其 入 自身 更洋 古代の 諸 王に 劣らざる 狂暴の 人な り。 conlidus,  car-llla の 如 

き 30  tyrants の 如く 悉く これな り。 而 して 殊に 記憶すべき は I ざ) clctig  (A.  I).  2S4I30S) の 時代に 於て、 羅 馬が 其 共和 國 

の 名 を 失 ひて (實 の旣に 業に 失 はれた る は 我等の 見た る 所な り) An  unvciL-d  cmd  ahsolutc  monarchy となれ る 事 これな り" 

又此 時代に 於て 羅 馬の 統治 權 力が 東西に 分離 せらる. -に 到れる 事 これな り。 要するに 之れ 日本 歷史に 於け る 藤 原氏季 世の 時 

代な り。 彼 は 保 元 か 平 治の 亂を 見る の 最後 を^ 前にな しつ X あるな り。 

午後 愛子 来る。 又 常 田氏來 る。 夜食 後 壬 生， 行郞 と共に 散歩し 辨慶 橋に 於て 壬 生 馬と 別れ 余 は行郞 と共に 花の 下 を 唱歌な 

ど唱 ひつ、 散歩し ぬ。 母上の 御病氣 夜に 至る も續 いてよ し。 此夜は 枕 を 高う して 眠る 事 を 得 可し。 夜靜 か。 

四月 十四日。 火曜 曰。 曇天。 雨 は 降ら ざり き。 此 朝札幌 なる 遠友學 校の 生徒 獺 川 末より 手紙 を受 く。 彼女 は 今 高等科 三年 

にあり。 彼女 は 嘗て 余に 價 高き 手紙 を 致せる ものな り。 余 は 今又此 書を披 lk」 して 云 ふ 可から ざる 偉大の 慰藉 を 得たり. - 余 は 

此に 彼女の 手紙の 節々 を 載し 置きて 余が 有し 得る 大 なろ 傲り を 記念 せんとす。 


「 …… 先生より 御 別れして よりなん となく 心細くて たまりません。 毎夜 先生の 御身の 上の 事ば かり I： わ (案？) じて り ま 

す。 先生 御歸 りの じぶんに 高等科の 男子の 方で なに か 御 別れの 御 語 (話？) を 致して おられた やうで ございました。 先生 

私 は 先生が 御 語 (話？) を 到して しま ふじ ぶんに 先生に なに か 私が 云 ふち もりであります た。 けれども 先生が 歸られ たと 

聞て。 ほんとうに ざんねん だと 思 ひて ますた。 いまでも 先生の mi の 前に 兑 えてた まりません。 先生に 御 別れして より 力 

が 落ちます た。 なにす るに も 先生の 事ば つかり 思 ひ 出して は。 ひとり 涙に むせび けり。 舉 校の 歸 りに も 先生 今！ g は。 い 

つ こに おはす らんと 孝 (考 ？〕 へ て も 先生の 事が 頭から はなれません。 毎夜 ゆめをみて 我 (或？〕 時 は 先生 の^られし (歸 

る、 歸る！ 然り 御身 は 余が 札幌に 行く を歸 ると 思 ふか？ 然り 同情の ある 所 は 確かに 故鄉 なり， - 余 は 御身 ある 札幌を 

余が 地上に 於け る故鄕 となして 世の 戰を 終れる 後 は 御身の 云へ る 如く 札幌の 胸に 歸り 行かん よ) 事 を ゆめに 兑て は。 ほ 

ん とうにして よろこんで 居ります。 (御身の 余 を 慕ひ吳 る. >,樣 は 情熱した る戀 人の 如し 余 も 亦 御. を 愛する の 情 _ ^に 燃 ゆ 

るが 如し。)  先生 そして 姉さんと 私と は 晝は會 社に 行て 働き 义は。 夜 は 夜 ま 校に いて。 勉强 して 居ります。 先生 そ 

して 善に 進む と 云 ふ 固い 決心で 家に 居りても 麥^ 會 社に 行ても 夜學校 居る 時 も 惡ぃ事 を 云 ふ 人に 耳 を 向 はず 唯 一生懸命 

に 正直に 人に 親切に して 働き 又舉 ぶこれ がほんと 5 の 艱難に うちかち これが えりい とも 人ら し い 人と もなる ほんと、 つの 

道 だと 自分で は 思 ふて 居ります。 又 働き 學 ぶと 云 ふ 事 は 神 樣の御 仕事 だと 思 ふて 3:^ ります。 そして 正 _ ^と は 其 仕^ をし 

とげる 方法 だと も 思 ふて 居ります。 先生 どうぞ 祈りて 下さい (牧師よ、 敎師 よ、 哲學 者よ、 汝の ロを噤 めよ。 余 は此日 

にして 初めて 茶督の 聲 を 聞け るが 如き を覺 ゆ。 誠に 泡に 我等 生れ 代りて 孩；： H の 如くなら ずば 天國に 入る^ 能 はじ。 余 は 

余の 舌の 動きたり し を 恥づ) 先生 そして 札幌は 寒い 所で ございま すから 着物な どボ 口 でもなんでも て 體 は；^ くと も 

心を强 くして やって 居ります。 先生 ど、 「ぞ 祈りて 下さい。 私 も 先生 御身 を 御大 切に なさる 様 祈 居ります  

先生 そして^ 校を歸 つてから かいたので ございます からよ ほどお そくな つたので ございます (然 り、 御 # は 時 を 知る 

可き 時計 を 有せ ざらん〕 もう ランプに 油が なくなって〕 くらい ランプの そばで。 かいた ものです から。 なに を かいた か 
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さつ • まり わかりません。 いんびつ などで かきまして 誠に ひち れいで 御座います 

遠 友舉校 生徒 

高等科 三 年 

千 百の 虚言に 滿ち たる 頌德表 を 得ん より は 余 は 此片信 を 得ん 事を榮 とせん" 浮世 慣れたる 舌に よりて なさる、 幾多の 説敎 

を 聞かん より は 余 は此片 信を讀 まん 事を榮 と. せん。 余 は 余が 友の 中に 此の 如く 高潔に して 愛情 細き 友 を 得た る を 感謝す。 * 

{ 仝漠輕 浮の 世に ありて 眞に 一 個の 心靈を 得ん 事 は 僅に 見得る 所な り。 而 して 余 はこれ を 得たり。 余が 衷 なる 入感 課に 箱た ざ 

る を 得ん や。 佘 はこの 書 をと り 偉大なる 說敎 として これ を しま子 をして 讀 ましめ たり。 

此日 父上 急に 思 ひ 立 たれて 關 西に 旅行 せらる \ 事と なる。 諸 準備の 爲 めに 一日 を 費す。 此朝區 役所に 到り 本年の 演習 召集 

嬉豫 願の 許可 を受 く。 五 時 家 を 出で 父上 を 新橋 停 軍 場に 经る。 雜閙 甚だし。 父上 六 時の 汽車 を 以て 恙無く 出發 せられぬ。 後、 

壬 生 馬、 行郞、 石黑 氏と 共に 停車場 二階に て 夜食し 共に 散步 して 商 gas に 到りて ai を 見る" 歸途 一寸 山 本に 立 寄る- ^良 

氏の 風邪 少しく 宜しから ず。 歸後 『美術 講話』 を讀 みて 就寢。 

四月 十五 nr 水曜日" 曇天。 朝より 大風" 一 雷瘦は 此の 風の ために 略 散らされ 終るな らん。 春 やがて 逝かん とす 夜前の 

摁鸾 漸く 其の 大さ を廣 げて綠 若く 柔 かくな りぬ。 靑葉 若葉の 長閑け き 時 漸く 来らん。 人 徒らに 悲淚 を垂る 可き か は。 され ど 

も 日月 踰 越して 人 を 待たざる なり。 余 怠惰の 時 を 作る 時 胸に 云 ふ 可から ざる 疼痛 を 感ず。 神よ、 この 卑しき 僕 をして 時 を 殺 

す 事な からしめ 給へ。 朝食の 机上に 『文武 會雜 誌』 あり。 小 文士の 口の 上の みより 發 したる 詩文 見る に堪 へず。 机. トに拋 て 

り。 眞に 半熟の 文讀は 人類 中の 無用の長物 なり。 余が 半生の 一部 も亦此 愚昧なる 行爲 のために 誤られぬ" 心に 感ぜず して 

肇を 1^ る は虛の 最も 虛 なる ものな り。 

午前 Myer ぶ Ancient  History を讀 む。 今日を以 て羅馬政：^^史の 全體を讀み終れり。 亡 國の歷 史を讀 むは 一 種の 苦痛な り。 


. 余よ ； *^ほ蘭なる^^._歌を聞くを^^=す。 ： Greece  was  the  mother  of  modern  civilization;  Rose  was  its  mK85nary と は Lenor- 

I の ニ國を 評せる 所な り。 希臘の 滅亡 は少 壯の靑 年の 卒倒して 死せ しが 如し。 羅. の 滅亡 は 類 1 の； ゆ $ ^の 中風 症に 確り 

て 死せ るが 如し。 希臘は 美しう 起り て 美しう 死し ぬ。 羅馬 はか に 起り て 頭に 死し ぬ〕 希贓は 徹頭微 M 希 腿な り。 羅馬は 始終 

到 羅 馬 なり。 午後、 蠣崎知 ニ郎、 偶然 北海道より 來る。 彼は靑 森に 着す ると 共に 熱病に 權 りて 仙 豪の 片 に 一 週 問 計り！！ 

養して 出で 來れ るな りと ぞ。 彼と 大に 宗教の 事 を 語る。 彼 は 石澤に 比すれば ーョ sa なる 着眼 點 を 有せり" しかも 其 行爲に 

： 仏、、、 二」 石澤 或は 彼の 上に あらんと する は 何 ぞゃ。 余 は 切に 願 ふ、 余に 凡ての もの、 附與 せられざる もよ し、 唯 若し 励 かす IS- 

からざる 確信の 附與 せらる 、あらば！ 

5 上の 爲 めに 書 を讀 みて 聞かせ まつる。 余 は 堅く 立って 動かざる 確信 を 要す。 汝は 何故に 尙彷很 徘徊す る や、 惱 める 

ものよ。 母上の 御 病氣益 i よし。 

四月 十六 B" 木曜日" 

" Behold  if  God  so  love 1 us,  we  ciight  also  to  love  one  another. … … There  is  no  fear  in  love  ；  but  perfect  Icve 

ssteth  out  fear  :  cause  fear  hath  torment.  He  that  feareth  is  not  made  r」er:.ect  in  love,  we  love  his,  because  he  tln-t 

Icved  us、  H.  J,  IV. 

蒸 暑き 事 夏の 如し。 九 時より 雨と なる。 地震 ニ囘 あり" 不快なる 曰な りし" 朝 Mye て S  Ancient  History を 噴む。 今 C の處 

は羅 i に 於ナる literature な i 羅馬は 希臘の 模倣に 過ぎず。 殊に 文學に 於いて 其感 あるが 故に は 之 を^み て 多くの 感 

興を受 くる 事 能 は ざり き。 しかも 余に！^ りて 注意すべき は d ば (was  bom  87  B.  00 が vi の biy  and  swcotai 

を 有して Roman  wurns と稱せ らる 、 を知り、 若し機會を得ば これを讀まん事を5^^むなり。 又 べに：^ 【一 の 0§sic" は 彼が 

husbaad ョ an と 其 labor とを讃 詠せ しものに して 是亦 一 讀の價 値 確かに あるべき ものな らんと^ず。 他に 余の 現今の： 汪^ を 

引く 可き ものな し" 模倣の 命 は 短 かし。 眞に 達せよ。 霞 を 51- よ。 然ら ざれば 汝は 到底 1 一 「e なき 或 者に 過ぎざる べし。 午後 山 
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本を訪 ふ。 直 良 氏の 病氣 昨日 は 少しく 惡 しかりし が、 今日は 大に 快方に 向へ りと ぞ" 三兒 例に よりて 可憐" 愛子 例に よりて 

溆靜。 佘は彼 所の {t^ 氣に此 大要 素 あるに 驚く。 

木蓮の 花咲かん とする もの、 絞り 色の 椿， 八重に る 山吹 を與 へられて 歸る。 途 書肆に て 若投賤 子の 『忘れが たみ』 を鼷ひ 

しま子に 贈る。 父上より 雁 信 あり。 無恙 にして 京都に 着し 給 ひしと ぞ。 瀨川 末子に 返書 を 書く、 快 若 くもなし。 時間 を {仝 費 

する 事 多し。 汝 遂に 地獄に 行く 可き 靈か。 

四月 十 tor 金曜日。 朝より 雨" 午前 は溫氣 蒸す が 如くな りしが 午後より 冷氣 俄に 加 はりぬ" 朝 Jo 一 S  の "There  is  a 

sin  unto  death  と 云 ふ 所に 讀み 到りて interrogation  mark を附 しぬ。 余に 解 HI せられず。 殘れ るは此 問題な り。 これ を 思 ふ 

時 余 は 云 ふ 可から ざる 迷惑 を 感ず。 

My  r ビ Ancient  History の 中 "writers  of  the  Karly  llatin  Church,"  "  R-oman  Law  nncl  law  Literature,*  一  "social  Life -、 を 

讀む。 多く 注意すべき 事項 を 認めず。 父上より 御手 紙 来る。 京都より 奈 良に 到られ 其 處を經 て 大阪を 見、 神 戸に 向 はれた る 由 

なり" 午後 "A  Thousand  and  one  Gems- を讀 む、 Wordsworth の 諸 篇昧ふ 可し。 余 は 今迄 幾度 も 彼の 詩を讀 みて しく 

感じ たれ ども 寧ろ 彼の 詩に 對 して は佘は 充分の 感興 を 有する 事 能 は ざり き。 しかも 此雨靜 かなる 机上に あり 氣を 下し 心を靜 

めて 讀み 下せば 深奥なる 一 種の 氣沁々 として 胸 琴 を 振 ふ. えずん ば あらず" 思 ふに 彼の 詩の 余に 感興 少きは Tennyson が 

佘に爾 かく あると は 稍 I- 趣 を 異にせり。 Tennyson は 余の 今の 境 愚に ありても 略 其 思想の 全豹 を錄ひ 得べ し。 しかも words- 

woith に 到りて は然ら ず。 余 は 彼の 思想と 相^れ る 所 あり。 佘は 未だ 彼の 思想 を 了解す る 事 を 得る の 位置に 達し 居らざる な 

り。 佘は 他日 必ずや 彼の 詩に 尠 なからざる！^ 興 を 有し 得る の 時の 來 らん 事 を 祈る。 佘は旣 に Tennyson を 通過し ぬ。 Words- 

worth に 至りて はこれ を 前途に 望みて、 彼 所より 善き 物 を 得ん 事 を 祈るな り。 『獨 寸. 評論』 を 讀む。 螺 崎 來 りて、 今夜 彼が 社 

會， If 義； 偶 說會に 於て なすべき 演說 材料と なるべき 書 を 持ち 來るリ 

母上に 『忘れが たみ』 を讀 みて あぐ。 夜、 病床の ほとりに て雜談 す。 今 九 時 二十 分 前な り。 これより 再び Wordsworth を讀 


みて 就 i せんとす。 然るに 壬 生 馬 来りし かば 倫理 及び 哲 If に關 する 談話 をな して 十^ 半に 至る。 それ"、 り 詩 築に^ を^せ し 

が 睡魔に 襲 はれて 失敗， し、 十一 時 遂に 就寢 す。 

四月 十八 日" 土曜日。 膚冷 かなる 迄 快く 晴れた る 好天 氣 なりき。 余 は 此の 如き 日 を 好む。 此日 く yer-s  Ancbnt  History を 

讀み 終る。 

余が 一月より なせる 纏り たる 仕事と はこれ 位の ものな り" 憐 むべき にあらず や。 唯 余 は 一事 を E:^ し たる を 感謝す。  <ぷ 若 

し 多き をな す 事 を 得 ざれば 一 事を爲 さん。 一 事 をな す 事 を s!^ ずん ば 一 事 をな す を勉 めん。 天 は 余に お 限の 力 を與へ 給へ り， 

鞭き 其 力 は 微弱な りと する も、 其 力 を用ゐ ざるに 勝れり。 感謝して 余が 生 を 勇ましく する 事 を 得せし めよ。 

朝、 母上の 寢臺隨 部の 邊下 るとの 事に て 之 を 代 ふ。 新渡戶 夫人に 手紙 を 書く。 午後より 壬 牛： 馬と 共に 上野に 到り 美術 お 

覽會 及び 无聲會 展覽會 を 見る。 前者に ありて は 撟本雅 邦 氏の . 『雷神』 殊に 眼 を 引き、 後^|„?にぁりては柏亭氏の糈勵なる結巧 

百穗 氏の 奇警なる 描寫、 場 中 を 謎せ るが 中に 此會 の重鎭 たるべき 素 明 氏の 畫の 痛く 下りた る は 彼が 兵役に ありし に m るか。 

兎に角 久し振り にて IE 畫を 見得たり。 歸途河 野 氏を訪 ふ。 今日は 齒痛を 感ぜられし 由に て 流石に W 難なる らしく 兑^ けられ 

たり。 夜食 後 少しく  Table  Tennis をな し、 それより Goethe 傳を讀 みて 得る 所 甚だ 多し" 

四月 十九 B" 日曜 曰。 快晴" 實に麗 かなろ 安息日な りき。 春 逝かん として^ 花滿 地。 椅の大 なる よりこに め樱の 小な ろに 

至る まで 哀れ 深し。 嫩芽 漸く 犬と なりぬ。 楓樹の 如き は 旣に其 嬰兒の 手の 如^ 雜を 開きて 淺き綠 の 色 は ^屮 に" おけ て^れん 

とする 計りな り。 

余 は 馬 太 傳を讀 み 第 一 章に 出で たる 采 ii の 入物 を 知らん が爲 めに p， 約 聖書 創^記 を讀む 可く 試み たれ ども、 頻々 として 來 

る 客の 接待の 爲 めに 讀む 可き 時間 を 奪 ひ 取られぬ。 余の 今日 接した る 人 は 高木の 廣子 氏、 揚地 氏、 野村驄 氏、 士 =w-vw- 氏、 

山 添 氏、 及び 愛子な り。 少閉を 得る 毎に ゲ i ァ傳 を熟讀 す。 余 は不覊 なる 彼の 天才に 驚く。 彼 は 殆ど 余 等 を 隅 眩せ しめんと 

す。 彼の 可なら ざる 所な き ability 彼の 熱 火の 如 さ 情緒 は 殆んど 倫を絕 し、 彼の 前に は 世 は 唯 彼の 爲 めに #3. りれ て、 彼 は^ 
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試驗場 長た るの 感 あり。 苟も 彼の 思想が 醯酵 せられん 爲 めに は 幾多の 人身御供 は 彼の 祭壇に 捧げられ しなり。 彼が 懒怠を 試 

みん とせし 時には、 彼の 周圍は 彼と 共に 懶怠を 試みき。 彼が 戀愛を 試みん とせし 時には、 彼の 周 園 は 彼と 共に、 愛 を 試み 

き。 tis? し 少しく 誇張 を 許さば、 彼 は 彼の 爲 めの 故に 歷史の 進歩 を 止めた る こと すら ありき" 余 は 彼 を 以て 偉大な りと なすに 

11 蹟せ ざらん。 しかも 彼 を 以て 崇嚴 となさん に は 余 之に 意 を 同じう する 事 能 はず。 彼 を崇拜 せんが 爲 めに は 余に は尙 多くの 

壽 II ありて 殘れ り。 偉大なる が 故に 崇拜 すると 云 は ^余 は 三 角 塔 を崇拜 する ものと なるべし。 余 は 三角 塔 を崇拜 すべき 所以 

を 知らず。 父上より 電報 あり、 向田なる 佐 藤た に 氏 死去せ りと て 今日明日 川 内に 留まらるべき 趣きな り。 兄より 手紙 を 得たり- 

貪る もの  > -飽く を 知らざる 如く 書に 誘 ひ 入られぬ。 何等 優渥なる 同情 ぞ。 余 は 彼 あるが 爲 めに 余 を見棻 てざる なり。 彼の 苦 

痛 を 思 ふ 時 余 は 知 "あらん 事 を 欲し、 同情 濃 やかな らん 事 を 欲し、 勇氣 あらん 事 を 欲し、 强健 ならん 事 を 欲し、 長壽 せん 事 を 

欲す。 主よ、 願く ば 彼の 上に 厚き 祈り をな す 事 を 得せし め 給へ。 夕方 急に 悲 涙の 襲 ふ 所と なりて 止め 難し。 夕食 を廢 して 家 

を 出で 平 河 町の 敎會に 萩原なる 入の 說敎を 聞く。 余 は 地獄にまで 失望したり。 彼 は 殆ど 全く 心靈 上の 經驗を 有せざる が 如し e 

生命に 等しき 傳 道の 職に あるに は 似合ざる 所な り。 如何 なれば 彼 は 無謀に も此 聖職に ありて 此の 如く 滿足 する や。 世に は隨 

分 顏鐵 面の 入 も ある ものな り。 余 は 幾度 か 中途に L て 席 を 立つ の 無禮を 忍び 用ゐん とせり。 夜 九 時 二十 分歸 宅。 これより 

Goethe 傳を讀 まんと 欲す。 

四月 二十 nr 月曜日。 半晴" 朝 創 生 記 を讀 み、 イサク、 ヤコ ブの 事蹟 を讀 む。 Iwastoral agi の有樣 描く が 如し。 此の 如き 傳 

說 より 基督教 的 精神 を發 見せし 事は餘 程の 難事な り。 片言隻句 を 捕へ て 「是 れ某督 のかくな し 給へ るに 叶 はせんが 爲め なり」 

等 云へ る 固より 爲し 得べき 業なる 可し と雖 も、 全體の 思想 を 統一して 之れ を 觀る時 は、 當 時に 於け ろ 神に 對 する 觀念 は、 唯 

其 唯一 的な りしと 絕對の 咸權を 有したり し 事に 於て 相似たり と雖 も、 極めて 僻見なる、 極めて 畏怖すべき、 極めて 感情的な 

る、 極めて 怒り； ！：^ き、 極めて 不 公-十なる 神と して 願る- <  を 見る。 而 して か. -る、 人に 属し 地に 屬 したる 思想 は甚： 督敎の 建設 

せられし 後尙 使徒 等に よりて 繼 承せられ しもの ありし が 如し" ユダヤ教の 眞髓を 極めた る が 多少 か  る 忍 想の 拘 縛す 


る 所と なりし は 怪しむ に 足らざる なり。 而 して 漁 人 ヨハネに は 寧ろ 此の 如き ユダヤの 人民 特有の i の議せ ざり し I る。 

Paul は. y こ 彼の 弱 を 有し John は此に 彼の 長處を 有せり。 

T テ傳を 1 終る。 午後より 母上に 芭髮 築を讀 みて 上ぐ。 彼 は 侵 通人な り。 彼 は 碗 かに 晨に對 つて？ の徹 眼 を 

有せり。 其 「造化に 歸れ」 と 叫びし 一文の 如き は 彼の 覽の 非凡 を顯 はさ ずん は あらず。 夕刻に 及びて 母上の 熱 H に 上 

り蠢を さへ 催されし かば、 余 は大に 驚きたり しか ども、 夜に 至りて は 幸に I に 赴き、 やがて 眠に スられ しか は i 時 

四十 分就寢 す。  。 た c,5 

四月 二十  一 B。 火曜日。 「沈 田 S 熟考より 生ずる 感情の 外 は賴む 可らざる 感情と 知りて 可な らん 」 (求 安錄) 

翕より 雨と なりぬ" 終 曰蕭々 として 落花と 共に 下るな り。 病 者に 侍して 森閑た る院 庭の 麗に對 すれば、 何と はなしに 

1£奥 の もの あり 來 りて 余の 心に 沁む。 神よ、 僕の I き 心 を 許し 給へ。 余の 今の 證は余 を 誘 ひて 着 入らし め そ。 

現 害熱雙 立ち 矛 を f て 血 I るの I ま 余が 上に あらず。 余の 苦痛 は 凡て 籠 の害の攝 くより 來る なり。 余 は 

嘗 として 受 人る？ 幾き 纖を思 はざる にあらず。 し t 佘は絕 えて 彼等と 接せざる なり。 余 はず-取って 共に f ベ 

き 友 を 里な り。 しかも 余は絕 えて 彼等と 接せず。 余は活 社會 の活 事物に 遇 はず。 余が 凡ての- I と I と は 共に 内 あと 

なり a つ i 的と なりぬ。 而 して 此の 如き 境遇 は， 余 を 11 の狀 態に f なり。 今日の 如き は. 被に そわな りき 

比 暮春、 此钿 雨、 此 病者 は 余に 一 襲 奥の 議 el を 供し たれ ども、 余の 心情 はこれ を 受け 入 ，可 4 りに 1 となり 

，ぬ" ほ 憎む 可き 平凡。 而 して 余 は 時々 彼と 握手 せんとす るな り。 人き 激 する 所な からん より は 死 せんに ま.，^ 唯 

余の 、しの 匪の みは 余 を 導きて 僅かに 平凡より 逃れし む。 余の 衷 なる 人 は 余の I 的 i が 如何に ある 時と 雖.. ノ "に克 く 

余が 霊の i たる I きり。 ifii§ii 彼 は 余. i 問の 中心に して、 髮 S 子な り。 余 

が 客觀 的 I より 歸り來 りて、 主觀 的 思考に 達する 時 は、 余の 周 園に 籠した る 凡ての 霞 は 除去せられ て、 彼處 にけ f 余 

とのみ 兩極こ 立てり。 {各 觀 的に は 疑問と すべき 罪惡 も、 主顯 的に は 否む 可から ざる 第實 として 余が 心の中に あり」 お 湖^に 
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は 到底 受 入る 可から ざる eternal  damnation も、 主觀 的に は 確 的なる 審判と して 余の 心 を 支配す るな り。 佘は 「我」を見て1|^1 

に 否む 事 能 はざる に 到るな り。 佘は衷 なる 人と 相 面する 時、 期せず して 神よ と 叫ばざる 能 はざる なり" 今 余に 於け る大 なる 

苦痛 は、 如何にして 此主觀 と 客 觀とを 調和 せんかに あり。 余 は 余と 形鬆を 同じく し 靈魂を 同じう する 人類の 1 人 を も eternal 

damnation の 下に あらしめ て、 此 永劫の 時限と 方處 との 中に 再び 相 見ざる 可く 分た る を； 止當 なりと なす 能 はず。 しかも 佘 

が佘. HI 身 を 顧る 時 は、 其 處には 確かに eternal  damnation ありて、 若し 余 永く 自覺 せる 罪惡の 中に 住まば、 其 制裁 を受 くべ 

き 事 を 明白に 自覺 す。 此 相反す るが 如く 見 ゆる 兩 者の 調和 を 如何にすべき や。 これ 余 を 脅かし 来る 最大 最 痛の 疑問な り。 若 

し 余の 客 製 的 立脚地 を主觀 的の ものと 一 致せし めば、 余 は 遂に 「絕對 なる 希望」 の 立場に 立つ 事 能 はず。 如何と なれば 世に 

は 永遠に 暗黑 の殘留 すべければ なり。 余 は 神と 暗黑 との 兩立を 認識し 得ざる と共に、 暗黑其 者の 存在 を惡 む。 些 も暗黑 なき 

所と 時と は、 余等祌 にある もの >t 理想たら ざる 可から ず。 而 して 若し eternal  damnation の 存在 を 許す と iJVT 一音 黑ょ 何の 寺 

を 以て 宇宙の 表面より 削り 去る 事 を 得べき や。 若し 余が 主觀的 立脚地 を客觀 的の ものと 一 致せし めば、 余 自身 は 全く 木片の 

如き 平凡 者と なる の 外な し。 世 は 平板と なり、 入 は 器械と なり、 余 自身 は 無に 歸 せん。 絕對 的の 懂喜を 知らん が爲 めに は、 

絕對 的の 悲痛な くして 已み 得ん や。 右手なる 林檎に 對 して 左手に は 鞭な からん や。 余 若し 余 を 反省す る 時 eternal  damnation 

を 信ぜ ざらん とせば、 余が 恃 みに 恃 みたる 自覺は {1^ 中に 畫 かれた る 樓閣の 如きの み。 余 は 此の 如き を敢 てす る 事 能 はず。 余 

は 如何に 激しく 余 自身 を責 むる も尙 足る を覺 えし 事な し。 然れ ども 之れ を 以て 世を責 むる は 余の 爲し 得る 所に あらず。 そ は 

神の み 爲し得 給 ふ 所 なれば なり。 罪 惡に對 する 觀念も 亦 些か も eternal  damnation の それと 異る 事な し- 唯 余の 苦痛に 甚へざ 

る^ 宮の 奥深く 一 點の 火の 如き もの を認 む。 そ は f 犧牲獻 身」 なり。 犧牲獻 せの みが 矛盾せ る 兩極を 連結すべき 掘 強の 鍵 織 

た. る を 矓げに 思 ふなり。 甚； 督が 苦心 焦慮の 後 取られた る 方針の 唯大 なる r 犧牲獻 身」 なりし は、 此 消息に 通ぜる ものに あら 

ず やと は 余の 心 深く 攝 かる .1 聲 なり。 

唯 永遠の 愛に 居る もの X みが、 永遠の 刑罰に ある もの を 救 ひ 得べ し。 是れ兑 きの 理 なり。 救 はれし もの \淨 潔なる. g 潮 


のみが、 救 はれざる もの > 汚 點 を淨 めて 雪の 如く 白くな し 得べ し。 而し てこれ 淚 のみならず、 汗の みならず、 赏に 誠に 血 港 

其 物なら ざる 可から ず。 然 らば 卽ち 宇宙の 活動 は 救 はれし ものと 救 はれざる ものとの 活動な り" 救 はれ もせず、 救 はれ ざれ 

もせざる もの は此大 活動の 前に 零な り。 熱から ず 又 冷 かならざる もの は 茶督に 到る 事 能 はざる なり。 嗚呼 神よ、 爾は僕 を その 

何れに 選び 給 ひし ぞゃ。 犬なる 審判の 座の 前に 立ちて、 靈戰 かずして あり 得べ けんや。 余の 戰は此 後 幾年に 瓦る 可き や。 余- 

は 何の 時 全く 神と 共に 歩む 事 を 得べき や。 邀 として 知る に 由な しと 雖も、 祌は各 を 最もよ き 道に 導き 給 ふ を 信じ、 余 は 余の 

王し と自覺 したる 旅路 を 取らん" 神 僕 を 許し 給 ふや" 僕 をして 貧しき ものに 一 杯の 冷水 を 分つ 事 をな さしめ 給 ふや。 ^呼、 

世と 天國 との 間に 橫 はれる 大 なる 河、 その 深 淺と廣 狹とは 測り 知り 難し。 

信じて 行 ふ もの 唯 克く救 はれん。 其 他 共に 非な り。 朝、 父上より 電報 あり。 今朝 川 内 を出發 せられた る 由" 又 佐 藤た に 死 

去と は 誤りに て 其 母な りしと なり。 

朝、 馬 太 の 第三 章を讀 む。 Jo 一〕 n  Baptist の 荒野の 叫びな り。 ii^ 督が 評せられて 人の子の 中斯の 如き もの 未だ 生れず とな 

し 給 ひし 所の ものな り。 然り 此の 如き もの 或は 生れた らん。 しかも 彼の 如く 人の 面 を 畏れず して 天 を 畏れし もの は 未だ (持て 

一 人 だに 生れ ざり しなり。 其 間 閑 を 得る 毎に 創世記 を讀 む。 午前 は 母上に 海上 撒 平と 云へ る 人の 明治の 歌人と 稱 する もの i- 

二 家の 諷詠を 批評せ る 書を讀 む。 歌 者 も 評者 もよ く 揃 ひし 吞氣 連なり。 此の 如き 風潮 は 嘗て 英國 にあり、 佛國 にあり し を 思 

へ。 世 は 同一 事 を 繰 返すな り。 午後、 逍遙 氏の 戯曲 『菊と 桐』 を讀 みて あぐ。 菊の 方 は 平凡 他の 奇 なし。 桐の方は多少^.^"心 

の 作なる. べし。 未だ 半 だに 讀 まざれば 其 是非 を 定め 難しと 雖も、 淀 殿の 性質な どよ く 描かれ あるが 如し。 

藏の 書物 を さぐり 居る 中 『愛吟』 と 『求 安錄』 と を 得たり。 二 書と もに 余が 心靈の 行旅に は 忘る 可から ざる^ 大の 記念碑 

なり。 殊に 『求 安錄』 は 繰り返し 繰返して 幾度 か飜讀 したり けん。 余 は 編訂斷 たれて 赤靑の 線に 滿ち たる 同書 を、 札幌を 去 

る 際 恩 地 君に 贈りた る は來、 嘗て 再び 之れ を繙 きたる 事な かりし なり。 今日の 快 思 ふべ し" 卽ち 問：， 母に のおに 歸 りて こォ 

を讀 む。 內村氏 は此書 以後 此の 如く 纏り たる 思想 を發 表した る裹 なし。 これ 彼が 基本的 立脚 點 にして 亦 一般^^ 教 おの til 

1 九 〇 三 ： 牛  一二 一  リ 
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再 四 研究せ ざる 可から ざる 思想な り。 佘は此 書に 於て 人類の 聯帶 責任 を 學び又 贖罪の 敎理を 明白に なす 事 を 得たり。 余は此 

書と 此 書の 著者と に 對し眞 に 深き 感謝の 祈な き 事 能 はず。 『學 鍰』 を讀 む。 高 安月 郊と 云へ る 人の 文學 者の 類別 中々 面白し。 

他日 參考の 料に 其 要領 を 拔萃し 置く 可し (略す)。 

夕方 高木 氏來 診。 其 時 洗滌の 際 取扱 荒 かりし 由に て、 直ちに 腦にひ V き 急に 腦貧血 を 起され、 一時 昏睡状態に 陷られ て 余 

は 心配した りしが、 幸に して 暫時の 後 犬に 囘復に 向 はれ 八 時 頃 夕食 を 喫せられし 後 は 熟睡に 入られ たれば、 今 曰の 曰 記 は 其 

床邊 にて 霄 きたるな り。 雨は尙 休まず。 檐篦を 傳ふ軒 滴の 聲點々 滴々 として 夜の 寂寞 を 深む。 余 は 此の 測 知す 可ら ざろ 宇宙 

の 一角に あり。 地球の 胸に よりて 玆に曰 記 を 誌し つ.. U めるな り。 此 日誌と 宇宙と 何の 與 かり を か 保てる。 實に 「解け 難き は 

我等 を 包む 聲 や.」。  . 

四月 二十 二 nr 水曜日。 雨 は 止み たれ ども 風 は 終 曰 烈しく 吹きぬ〕 昨夜より 今朝に かけて 二度 小なら ざる 地震 あり。 

朝、 馬 太 傳の中 Christ の temltation を讀 む。 暇 ある 毎に 『求 安錄』 を繙 く" 實は Myor を讀 了し たれば "Anticipation" 

を讀 まんと したれ ども、 か X る 書 は 余が 今の 境遇に ふさ はしからず。 余 は 他の 書 を 選びて 之れ を 繙讀す 可し。 

終 曰 常に 床邊 にあり。 母上の 御^ 氣益， - 快方な り。 母上の 爲 めに 逍遙 氏の 『菊と 桐』 を 贖む。 午後 喜 寬氏來 る。 彼 は 一個 

の專門 家な り。 而 して 他な し。 夕食後 河 野 氏を訪 ふ。 今日は 彼女 も病大 によき 方な りし かば、 八 時 近くまで しんみりと 語り 

ぬ。 彼女 は實に 不思議な ろ 程 卓越の 見 を 有す。 彼女 男女の 關係を 謂って 曰く 「余 書 を 孝 太に 经 りて 云へ り。 汝已に 丁年 を 過 

ぐ。 女子、 妻 等に 闕 する 觀 念の 胸中に 浮ぶ は 元より 當然 なり。 され ど.^ 願く は 三 十 歳に 至らん 迄 は 妻 を 選ぶ 事 勿れ； - 三十 歳に 

至りて、 汝の爲 すべき 事業の 確定せられ しに 到りて 始めて 之 を 選べ。 是れに 至る の 間 苟も 處女 をして 汝の 故に 淚を 流さし む 

る 可から ず。 (「處 女 をして 汝の爲 めに 涙 を 流さし む 可らず」 是れ 余の 修裝的 文字に あらざる なり。 彼女 はまこと に 此く云 ひ 

ぬ ^ 余 は 彼女が 如何に 苦痛 多き 淚を 流した るか を 推知す るに 難から ず。 而 して、 彼女の 觀 念の、 單 に學究 的の 道德說 より 來 

らざ りし を ：E^ るべ し。) 又兒 女に 論して 曰く、 「汝 等汝 等の 品性に 負き 人格 を 無にして 車夫 馬丁と 墻を躡 えて 相 通せん も 余 如 


何ともす る 事 能 はず。 余 は 汝等を 夫妻たら しむべし。 唯； 冉び 余の 面 を 見ん 事 を 期す る 勿れ。 必ず 基督 敎 徒と 相婚 せよ」 と" 

是れ今 の 母の 多く 言 ひ 及ばざる 所な り。 

彼女 を辭 して 鈴 木 信太郞 氏を訪 ふ。 彼 は 明後日 を 以て 支那に 向 はんと すれば なり。 松 平 恒雄氏 亦 あり。 談は 「おべっかの 

必要」、 「現今 外交 界の 狀況」 等 ありし。 何故に 人 は plain  words を 語り 得ざる や。 何故に 然り然 り、 否々 と 云 ひ 得ざる や。 

人生の 不調和 は 此摸稷 の 上に ある 事瞎 るが 如きに あらず や- 

父上 明朝 九 時半 御歸 京の 電報 あり。 英 一 兄 如何に ある や。 彼の 悲淚を 思 ふ- 彼の 苦痛 を 思 ふ。 彼の 余 を 思へ る を^ ふ" 鳴 

呼堪へ 難き かな。 

余 は眞に 心の中より 余が 家族の 中 何者か 一人、 佘 と共に 祈 を 共に する もの あらん 事 を 願 ふ" 余 は 嘗て 人の 力の 頼む： から 

ざる を 知れり。 而 して 佘も然 り。 然れ ども 若し 此の 地の 上に ありて、 一人の 入の 然 かも 骨肉の 人の 余と 信仰 を问 うし 祈 を 同 

うする 事 あらば、 余の 感謝 は 幾何なる べき ぞ。 主よ， 僕の 願の 上に 祝福 を 垂れさせ 給へ。 余，：！ II 身に 取りての 唯一 の 祈？ 1 は 彼 

の 事な り" 若し 彼の 事に して 受け入れられ なば 佘は云 ふ 可から ざる 感謝に 在らん。 、H- の佘を W ひ 給 ふに 先 だち 必ず 此 1^ を 

許し 給 はん 事 を 祈る。 佘は汝 の 道に 入りて より 未だ 嘗て 肉 體の傷 けられた る 事に よりて 心 I 【處の 敏活と なりし 經驗を 有せず。 

佘は此 穴な る 經驗を 有せん 事 を 祈り 願 ふ。 

四月 二十 I 二日。 太 曜日。 晴天" 此日は 朝 父上の 歸京 せらるべき H: なれば 新橋に 到る- 無 恙に薄 京せられ たり。 午前 彼 の 

事に て 消す。 午後より 喜寬 氏より 借 受けた る shakpsrearc の " Midsummer  Night>s  Dream  " を 讚む。 未だ 半に だに 到ら ざれ 

ば 其 全豹 を 窺 ひ 難し U 

午後 星 野 勇 ni 來る。 彼 も 亦 渡米の 志 ありて 出京した る なれ ども 充分の 效を 奏せず とて 困却し 居りたり U 夕刻 迄 彼と Si りし 

が、 彼 も 亦 社會の 降服 者と なりし もの、 如し" 何故に 靑年 はかく 早く 老 ゆる や。 夢み る 可し" ^みる 可し、 余はaぉのi^i^^ 

より 覺 めざるべし。 新渡戶 先生が 嘗て 「お みよ」 とてよ く 我等に 說 きし 事 は今尙 耳底に あり" 

一 九 ひ 三 一 年.  コ； 二  I 
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田 一 三. 死： ぶす との 飛報 杉 田 一 貫 氏より 來 る。 佘は只 を 見張る のみな りき。 彼眞に pi るか。 淸 纛 の 一 少年と 

して 字に ラ みに 性 頗る 逍頌 なりし は 彼な" き。 竹馬の友 一人 を 亡 ひぬ。 夜 一 求安錄 j を W む J 佘は 兄に 手紙 を 致さ どる 可から ず" 

四月 一一 十四 日。 $0. 快晴。 朝 築地 家屋と 晨 場との 二 件の 事 を處理 す。 夫れ より" Midsum ョ or  Nif^i づ§ョ ： を讀 む。 

奇 SK 外より 落つ る ものと 云 ふ 可き か。 此 (一 i,p 彼が s【s 一一 なくして 構 案で しもの なりと 傳へら る、 所な り。 Halt も 

olhelr も 共に 嘗て ありし 無趣味なる 物語より S 化した ろ ものにして、 變鈷爲 金の 手腕な りしな り。 獨り此 (一き § は 此の 如き 

や 、きな しとな り。 尙讀 了せ： ス 余の 此 (一き S を讀 みし 故に 今明日 外 阔語^ 校に 催さる 可き 講演 會に 於て 演ぜら る \ が 故な り。 

午後し ま 其 他の 御 相手と なりて (， ー& をな す。 幾年 振りな らん- 四時 頃より 新 度戶 氏を訪 ふ。 洋行の 件 等に 關し妻 君と 相 

談 する 所 あり。 午： より 野村才 ニ氏來 りて. 此夜は 共に 語る。 余が 日記 かく 机上に 八 14 標と こごめ 標と あり。 是れ 春の 殿と な 

る ものなる べし。 打ち 見やる に 何と はなき 慨を牽 く。 星 野、 看護婦 家 を 去れり。 

四月 二十 五日。 曜ぃ。 晴" 大。 午後より 稍- A, つ。 

余 は 平凡の 生涯 を. 献ふ。 然 かも 余の 牛. 涯は 昨日 今日 全く 平凡の 境に 陷 れい： 而 して 憐む 可き 余 はこれ を 制せん とする 力 源 

すら 平 rt^ ，どらしたり。 感激な き 生活。 是れ 如何に 意味な きも のぞ。 木と 石との 如く 生く る 人 は楼む 可き 哉。 朝 直 良 氏^る。 

壬 生 馬と 共に 上野 博； f 館に 古賨古 銅の 展覽會 を兑 る。 古 銅の 表に 碧 綠の銪 花 宛ら 匂 ふば かりなる もの あり。 恰も 詩想 裕かな 

る 高雅の 歌 を C する が 如し" 畫に 至りて は 探 幽 と ¥^、 其 一 其 他の 傑作 を 集めたり。 探幽と 光親と は 共に 一派の 鼻 m -、 其 高 

邁自ら往くの氣概.剌として紙外に3^1れ、 畫而の 後に は稜々 たる 向上の 頸骨 を 忍ばし む。 共に 詩饀 こぼる \が 如き がに 佘 

の 奔放 自 田なる を 愛す。 彼 は 一 なり。 此は 3 一 itio なり。 家に 翳りて 午後 Slmkcspoarc を讀 む。 未だ 讀了せ ざ 

りし かど も 一 篇の 用意 は 知る 事 を 得たり。 此 日の 夜 は外國 S 【舉 校に 講演 會 あるべき 日な り。 野 村 氏 老母と 共に 高等 商業 學校 

に 到る。 父上、 山 本の 二人 に來り 居れり。 彼等の 一 に は 一驚 を 喫する の 外な し。 壬 生 馬 も 亦 伊語の 講演に ま 2.  一  P に扮 

したり 0 


四月 二十 六 nr  n: 曜日。 朝 暴り 午後 雨 (然 かも 小氣 味よ き) 夜に なりて は 風 を さへ 催しぬ" 朝 内 村 氏の 「求- 3^ 錄」 を ii む" 

精讀 する に隨 つて 彼の 缺點は 見出さる 可し と 雖も然 かも 不動の 信念 は 人 をして 彼の 胸 を 慕 はしむべき なり。 然 かも 平凡なる 

余 は此に 多くの 所 なし。 

足 助 君より 手紙 を 得ぬ。 彼は尙 疑惑の 中に あり。 而 して 余 は 睡れる 如く 疑惑 を 思 ふだに せず。 恥づ べき かな。 朝 信 來 

られ 後平 鳥 周 助、 木 藤 友 之 助 等の 入 々来る。 共に 中 食す。 後 又 商ち に 藤 居氏來 る" 

嗚呼 平凡なる 生 沽には R 誌に 記す 可き 事な し。 愚者よ、 神の 前に 何の 首 をか瘙 げんと はする。 

四月 二十. P 日。 戸曜： na 晴； 大。 

\ 一ち od  moral mv  lord  ；  it  is  not  enol.gh  to  speak,  but  to  s つ oak  true." 

"  Trust  me,  sweet, 

ニー  t  of  this  silence  yet  i  pickVl  a  welcome  ； 

. And  in  the  modesty  oi  learful  duty 

I  read  as  muchi  as  from  the  rattling  toI.lglle 

。f  saucy  and  au (ビ cioiia  eloquence. 

I.ove,  there rore,  and  tongue-tiod  slmplcity 

In  least  si-epk  most,  to  sy  capacity 

,  (EJaracted  frcm  shakosreare、s  "A  Vidsum ョ er  Night*s  wroam  "〕 

朝 „  Midsummer- Jclght、s  Dre§" を蹟み 終る。 讀 過の 際 感じ たる ！  二 句 を 上に 記せり。 此 劇は沙 翁の w:t を 表 はす も 

のにして、 其 腐 面 IH なる 觐 念の 表出せられ たるより は、 驚異すべき^^^謦なる蕾意の著しく認めらるゝを特徴とす可し。 彼の 

傑作に も 苦心の 作に も あらざる ベ けれども、 輟 妙なる 簌致は 亦 他に 得難き 趣な きに あらず" 又 彼が sytiIr.cntor.am を 5^ 出せ 
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りと も 云 ふべき" Mca さ rc  for  Mea,ure" を讀 まんと したれ ども、 そ は 遂に 失敗に 終れり。 

晝 少し 前より 愛子 來り晝 少し 過ぐ る 頃まで ありき。 佘は 愛子と 相 語らん がた めに 何事 を もな さず。 今日は 房 子 を 抱きて 彼 

女に 菓子と 茶と を與へ 居た るに、 自然より 發露 する 彼女の 行爲の 中に 堪ゅ 可らざる 天来の 滑稽 ありて 余 は 思 はず 噴^ 失笑 輾 

轉し てこれ を 止む る 事 能 は ざり き。 彼女 は 驚異の 眼 を 瞠 りて 余の 狂態 を 怪しむ もの 、如し。 如何 なれば 嬰兒の 面に 此天來 の 

驕樂 ある や。 彼女と 相 居る 間 余の 傍に は 地球 以外の 他の 世界 ありて 坐せ るを眞 面目に 得せざる 能 はず。 メメ， or ュ sworth の 詩 

意 の 今更ながら 新しく 鮮 しき を覺 ゆ。 

兄より 手紙 來る。 Mycr 及び ；\き ミ の 註文な りし かば 直ちに 中 西屋に 問合せ たれ どもな しとの 事な りき。 書籍の 不 揃なる 

驚く 可き のみ。 

此夜六 時 新渡戶 夫人 神 戶に向 ひ出發 との 事な りし かば 是れを 新橋 停車場に 经 る" 久し振り にて 時任靜 二君に 面會 す。 彼 は 

然 たる 入道な り。 Miss  Kcal は、 風 彩 余と 相似たり 鹿兒 島人 は 皆 此の 如き かと 云 ひつ --笑 ひ 居れり。 

夜 Fernet 及び "Common  Sense  of  Education  " なる 書 を 好本督 氏の 譯 された る を讀み 大體に 通ず。 平凡なる 敎育. 王義 にあ 

らず や。 小 兒を敎 育す るに 尙 一 層 奔放の 趣 をな さしむ る 事 能 はざる 可き か。 佘はル ー ソ， 氏に 習 はんとに は あら ざれ ども、 

敎 育の 第 一 義は其 各 倒 の 人格 を發 揮す るに ありと 思惟す。 何人も 各自の 天職 を 有する が 如く 各自の 特質 卽ち 人格 を 有せり。 

而 して 自己の 天職 を 擦 出し 能 はざる 人士の、 自己 も 社會も 何の 利益 を だに 受けざる が 如く、 自己の 特質 を發 揮し 得ざる もの 

は 又 社會に 於け る 無用の ものた るに 終ら ざらん や。 敎 育の 大主^ は卽 も此衷 なる 人 をして 外に 現 はしむ るに あり。 抂ぐ可 か 

ら ざる は 人の 本性な り。 若し 入の. K 性 を だに 發揮 する 事 を 許さば、 彼 は 奴 驗 の 境遇に ありと 雖も尙 安 じて 此業を 取る 事 を 得 

るな り。 眞 正の 自由と は 個人性の 發揮 にあり。 眞に 自由 を 許容す る 人士 は先づ 他人の 人格 を 尊敬せ ざる 可から ず。 眞に 自由 

を 許容す る 國家は 先づ國 民の 入 格 を勞、 揮せ ざる 可から ず。 自餘の 凡て は 枝 紫な り。 今 s の 所謂 自由の 意義なる もの 何ぞ 本末 

を轉 到せ るの 甚 しき や。 社會 上の 自由 或は 可な らん。 政治 上の 自 a 更に 可な らん。 sif 術 上の 自由 更に 可な らん。 宗敎 上の 自 


由 更に IH- ならん。 然 かも 敎育 上の 自由 最も 可なる に は 若かざる なり。 aucatlan と は に tin の Eduoitus より 來れる ものにして 

e と は out,  duoa と は lead なり- 卽ち 個人的， H: 覺 なり。 宗教 的自覺 も、 社會 的.！ IE 覺も、 政治的. M も 共に 此ぉ 礎の 上に， V： てら 

れて 始めて、 意義 あり 統一 ある ものと なら ずん ば あらず。 如何なる 便宜の 存" 仕の 必要の 爲め にも 個人性 を沒 了す るが 如き： 小 

德 ある 可から ず， 是れ 誠に 自由の 根柢 を 破壞 する ものな り。 我等 は 個人的 自由 を破壞 せんとす る ものと は 極力 相戰 はざる 15- 

からず。 而 して 03 本の 今日に 於け る敎 育の 如く 個人性の 無視 躁躧 をな せる 敎育は 未だ 嘗て これ あらざる 所な り。 寄 病 <fi: に 於 

ける 1 室 多 人數. の 制度の 如き 明かに 此倾向 を 表出して 餘蕴 なし。 政府 は 長短 殆ど 相等しき 一 迎の chopping  machine を^ 造し 

て、 煙草 を 刻む が 如くに 社會 百般の 事業 を處理 せしめん とするな り。 而 して 其 活動力の 愈.. S ^滞す る を兑て は、 ぬ 今の^ 生 

の無氣 力無 節操 を 責めて 止まざる なり。 嗚呼 當 今の 學 生 誠に 寶を 引く 可き 所 多し。 然 かも 維新 以來儘 かに 三 四十 年、 明治 初 

年の 學 坐の 爾く 元氣 ありて、 今日の 學 生の 頹 然として 相率ゐ て無氣 力なる 所以の 原因 は將た 那邊に 潜めり とする ぞ。 ^ふべ 

き は 入め 子を賊 する 村夫子 輩なる 哉" 彼 は 國民を 害 ふの みならず 人 其 者 を 害 ふ ものな り。 畏懼す るに 餘れる 汝の汚 濟の罪 を 

神の 娘より 逃れて 何處の 蔭 に か 隱れ場 を ん と はする ぞ" 

四月 二十 八日。 火曜日。 晴れ たれ ども 寒し。 兄より 手紙 ありて 佐 藤 校長 (此頃 東京に ある) を 訪問すべき 必要 起り しかば、 

朝 これ を 下ニ资 町に 訪ふ。 何故に 余 は 彼に 余の 親愛の 情 を 拂ふ事 能 はざる や。 彼 は 人に あらず。 他人に よりて 人と せしめら 

れつ & ある ものな り。 嗚呼され ども 此世 何ぞ 此の 如き 人 多き。 人なる が 故に 此 世に 働く にあらず して 働かざる 可から ざるが 

故に 人の 如くす る もの 何ぞ 世に 多き。. 汝橫目 縦 鼻の 人と 生る。 汝唯 人た らん 事 を 願へ よ、 而 して 祈れよ。 

家に 歸 りて 余の 舊稿を 整理し 且つ 壬 生 馬の 「夏 藻錄」 を讀 む。 明治 三十 二 年 彼が 家人と 共に 仙躉松 島の 方に 逝べ るの， な 

り。 行文 多く If 凡 なれ ども 時に 光の 如く 彼の 詩才の 熟して 現 はる \ を 見る。 彼に は 量 は 少なれ ども 純粹 なる 詩的 天才 あり。 

彼の 文 や 詩に は 確かに 新しき 聲を 聞き るな り。 余 は 彼が 此 長所 を研礪 して 將來 日本の 機運 を 寅く 可き 術の 潮流に 會 する 

1 支流た らん 事 を 望む。 午後 直 良 氏 来り 自轉 車の 稽古 をな さず やとの 事に て 試む。 儘 かに^り へし。 夜 5  f  . を 
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讀む。 余 は 此書を 手に せ ざり し 事 甚だ 永 かりき。 在 管の 時 少しく 繙 II を 試みし と雖も 意の 如くな ろ 能 はず。 今 これ を 手に し 

て IT ひ興趨 の^ ゆるが 如く 念頭に 逼 6^ 覺 えて 十一" Ksi み續 けぬ。 是れ 確かに 稱す るに 堪 へたる 辦 なり。 若し "に ili- 

も 3bl% が 一 面の 意味に 於て 聖書の 註釋 なれば、 此窗は 亦 一面の 意味に 於て 聖書の 辯 護な り。 sienk.ewicz は Hugo の 如く 論 

ぜ ずと 雖も， 說 くに 於て は 甚だ 詳 なり。 唯 文章に 於て は IH"so 遙 かに 高 I と 云 はざる 可らず。 Sienkiewicz の 文 は 最も 近世 

的 傾向 を 有し、 これ を 日本の 作者に 比せば 置 花 甚だ 似たら ず やと 思 はしむ" Tolstoy の 文 正に 二 入 者の 中間に あらん か。 

四月 一 1 十九 日。 水曜日。 朝來 舂雨蕭 殺。 寒氣强 し。 今年 も 又 甚だ 不順と 云 はざる 可から ず。 余 は此日 大書して 感謝せ ざる 

可から ざる 一 事 を 有す。 佘が迷 想の 桎楛 より 逃れ出 づ べき 端緒 を 得た る 事な り" 余の 宗教に 對 する 觀念は 少しく 以前より 甚 

だ 瞑想 的と なりぬ" 多くの 疑 ま I は 余と 宗敎 との 間 を 冷 かなら しめたり。 佘 はこれ を 思 ふ 時 苦痛の 念に 堪へ ざり き。 され ども 

苦痛 は 遂に 佘の此 傾向 を： i 轉せ しむる 事 能 はず。 余 は 永く 冷 かなる if 者の 如く 哀れなる 人 を 見き。 佘は 自ら 論じ、 自ら 辯 じ、 

自ら 疑 ひ、 自ら 解き、 宗教に 對 する 余の 知識 は 一段の 統一 を 米せ るが 如 ざ を覺 えぬ。 嗚呼 然 かも 是れ 何者 ぞゃ。 智慧の 樹は 

今，.^ 樂 園に 生じて 主よ. 爾の ものな り" 未だ 全く 樂 園に 入り 能 はざる もの.^、 智慧の 果を 貧り 食 はんとせ し 結果 は アダムと ィ 

ブ との 夫れ に 等し かりき。 かくて 余 は 樂園を 追 はれて 外の 晴 ST 〔に 投げられぬ" 余の 所謂 外の 暗黑と は 「平凡の^ 沾」 なり。 

目的な き生沾 なり" il^ 激 なき 生活な り。 笑と 涙との あらざる 生活な り。 己れ の爲 めに も あらず 又 人の 爲め にも あらざる 生活 

なり。 然り、 祈禱 なき 生活な り。 主よ. 嘗て 汝 にあり しものに して 祈醻 なき 生活 ほど 苦しき もの はなし。 余 は Ifii 御手の 蔭 

より 離れぬ。 され ども 爾は 尙此 放蕩なる 末子 を 捨て 給 は ざり しか。 

今夜； 陶蕭々 として^ は將に 沈默の 中心に あり。 余 は --Qls  VaJis" を讀 みつ、 一 時の 鳴る を 聞きぬ。 今は寢 ぬべき 時な り 

と 思 ひて 廊下に 出で し 時抗す 可から ざる 力 ありて 余 を藏の 前に 導き たれば 余 は 其處の 階の 上に 坐し ぬ。 首 は 自ら 垂れて 涙 は 

云 ひ 知らざる 悔恨と 共に 胸より 流れ出で たり。 正に 大 能の 御手の 余 を 捕へ 給 ひし 時な りき。 余 は 畏怖に 震 ひたれ ども、 云 ふ 

可から ざる 懐し さもて 其 手の なし 給 ふ 儘に 任せぬ。 キ： 余に 祈禱 する の 力 を 給 ひき。 


感謝す と は 人の 餘 りに 云 ひ 慣れたる 言葉な り。 余 は 云 ふべき 所 を 知らず。 願く ば 力 を與へ 給へ。 僕 をして 再び 祈禱 より 返 

く 事な からしめ 給へ。 常に 股を覺 し、 主の 來り訪 ひ 給 ふ 時 直ちに 應 じて 立つ を 得せし め 給へ" 若し 余 此^に 何事 を もな す^ 

能 は ざら ば、 我が 友の ために 義人の 祈禱 をな す 事 を 許し 給へ" 勇氣 あらしめ 給へ。 常に主に就て思ひめぐらす^^を得せしめ 

. 給へ。 赤兒の 如ォ柵 仰 を 授け 給へ。 

4? の 朝 G.  H.  Lowes の "The  Story  cr  ccetl も s  Ufe  " と 云へ る 書を讀 む。 是れは 以前より 藏 したれ ども 未だ IS むに 及ば 

ざり し 書な り。 所載の記：^-全く高木.比のギョテ傳と異る事なし。 氏の 書は殆 んど此 書より 来れるな り。 寧ろ氏は殆ど此5^を 

譯せ しなり。 Cocthe は憐 むべき 牛： 涯を 撰べり。 彼の 生涯の 6§t 1 一つ e なりし 事 は 否む 可から ざる も、 彼自らが^^:白せろ如く 

憐 むべき 生涯な りし 事 も 亦 否む 可から ざらん" 彼の 凡ての 規模 犬なる が 故に 人 は 多く 彼の 不幸 を 知る 能 はず。 然 かも 彼の 生 

涯を其 儘に 小と なし ：！：^ よ。 是れ佘 •# が學 ぶべ くして、 慕 ふ 可き 生涯に あらず。 

午後より .*Q§  vadlv、 を讀 む。 三時 頃より 兄の 爲 めに 神 田に 到りて 5.eT を 求 むれ ども 得ず。 巳む を 得ず 其條歸 る。 

中 河 野 氏 を 榊 病院に 訪 ひて 語る。 彼女 は近來 著しく 其 品性 を 高めぬ。 余 は 彼女に 於て 强き 慰藉と 獎勵と を 得たり" 今夜 余」 

來 りし 大 なる 歡喜は 確かに 彼女の 余に 投げし 眼與 りて 力 あり。 余 は 彼女 を 尊敬せ ざる を 得ず。 夜 十 時 迄 母上の 邊に 侍 し、 

浚ん 至に 歸 りて "Quo づ ad:s" を 云 ふ 可から ざる 興味 もて 讀 みぬ。 

四月 1111-B。 木曜日。 『或處 に 佛法歸 依の 老爺 あり。 參 寺の 道す がら 必ず 魚屋の 前 を 過り しが、^ 人 常に 妞 上に 錢を^ せて 

これ を 割きつ. - あり。 老爺 憐憫の 情に 堪 へず、 高價を 以て 總 ての 鳗を購 ひ 寺畔の 古池に 裔し、 橋 上に 立ちて 曰く 「わしゃ 御 

前 等 を 今の がすから もう 再び 漁. 師の 手に か.^ るな よ」 と 卽ち鰻 を 放ちて 水に 入らし む。 此の 如くす る 日々 にして 一度 も缺 

けたる 事な し、 漁 人た めに 勞せ ずして IP- 利 を 博す。 一日 沈思 掌を搏 ちて 曰く 「我、 利 を 獲る の 法 あり」 と" 翌 U 老爺の 

来る を 待ち 己れ の 赤兒を 俎上に 置き： 化に 庖丁 を 取つ て これに 加 ふるの 状 をな t 老爺 喫 麓 これに 赴き、 漁 人が^ 利の ^EKU 

日の 糊口に 窮 して 兹に 出で たる を 聞き、 財囊を 傾け 盡 して 其 赤 兒を瞵 ひ 去りぬ。 漁 人目 经 して を 出す 事 三寸、 策 正に 成れ 
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りと なす。 老爺 毎 曰の 如く 古； ほ 橋 上に 到り 赤兒を 擦して、 これに 謂って 曰く 「わしゃ 御前 を 今の がすから 再び 兩 親の 手に か 

かるな よ」 と。 忽ち 一 揮すれば赤兒^！！然として水中にぁり』 (今朝 母上の 〔11- し 給へ る 小話)。 

曇天 寺 こ 雨" 朝 1 二き 5m の も General  skctL.h  of  KUTOPCan 1 li -lory  " を 讀み始 む。 今日 讀み たる 所に は 格別 眼 を留む べき 卓 

設も なし。 而 して 氏 は 歷史の 意義 を說 明して 

"r>y  llrtorv-  ill Ihc  hij^hcsit  sense  wc  §del.st;l-l(l  二 ic liistory  :f  二 lose  IKUisls  which  have  really ミニ uciiccJ  cue  allolll.(：r, 

so  ^-5^  their  whole  story,  fn)：n  llic  Ik お i-lmillg lo  :llr  o\v-l  liir つ, i 一) nncs  one  talt-,  (>r さ lll(：ll, ii we  wholly  leave  oat  ally 

一 n.!.t,  wc  cannot  riglitlv  ii 一 riershuid さ hal.  -c--i^  it. 

と 云 ひ、 而 して 此の 如き 資格 を 有する もの は镯り 】〈ut.ope と 其 cclolliei とのみ なりと 云へ り" 彼 は s21iLic  ra、：c を 僅かに 

>17ョ1 と 同格に 置きし のみに して Tlmsia-l 人種の 如？ に 至りて は 全く， これ を 度外視せ り" 是れ 確かに 彼が 東洋 的 知識の 缺 

乏を たせる ものに あらず や。 余に Tunsia= 人種の 爾く 才能 ある 人種なら ざる を 信ずと 雖も、 其是れ あるが 爲 めに Is! 細亞を 

度外視す るに 至りて は 確かに 史家の 僻見な りと 云 はざる 可から ず。 "一 P 一 cn を設 くなら ば釋 逾を說 かざる 可から ず。 SOSUC; を 

設 くなら ば 孔子 を說 かざる 可から ず。 是れ 決して 東洋人 的 不公平の 陷 りたる ものに あらざる 事 を 余 は 信ずるな り。 

母上の 御病氣 益. - 快方な り。 此頃 は旣に 床上に 起き直り 給 ふ 事 も 自在と なり 給へ り" 上に 記し 置きた る 童話 は 余の 少年な 

りし 時、 常に 余に 語り 給 ひし 所、 今日 偶然 其 話の g-nf されし によりて 此 小話の 記憶 頭 を 園いて 來 りしと 共に、 余が 年少 時の 

囘想は 宛ら， 幻 の 如く 眼 を 過り ぬ。 

午後" QuoVadis" を讀 みつ \ ありし に 喜 寬氏來 り 母上の 處 にて 語る。 時間 は 刻む が 如く 佘の 頭上 を 過ぎ ゆくな り" 氏の 

歸 りし 後 再び 其 書を讀 む" 佘は 幾度 か 書 を 閉ぢて 美 はしき 白日の 夢の 跡 く 分け入りて、 人心 美妙の 琴線に 觸る. -を 禁じ 能 

は ざり ォ/ 

夜 健 助 氏を訪 うて 會談九 時 過ぎに 至る。 氏 は 余の relatives 中 最も 佘の 意に 同情し 得る hwut を 有する が 如し。 然 かも 遂に 


是れ 路上の 人な り" 嗚呼、 「我れ 笛吹け ども 汝. 蹄らず」 余 は 余の 道 を獨り 歩まざる 可から ず。 否、 され ども 神 余と 共に ゐ まさ 

ん。 神の 道 を 歩む 如く 見 ゆる もの は 多し。 然 かも 其 內容を lif れば、 其 根柢に は 皆 「我」 なる もの ありて 潜めるな り。 彼 ゆの 

正義 は 彼等の 爲め なり。 彼等の 善良なる 行爲は 彼等が 最終の oomfort の ためなり。 「若し 我が 兄弟 我が 骨肉の ためな らんに 

は 地獄に 投げ入れら る- "も 亦 我が 望な り」 と 云へ る rp" 一  の 感激 を 余 も 得ん 事 を 祈る。 主よ、 此弱 きもの を 用 ひ 給へ。 

歸來十 一 時 中まで "Q§  Vadis" を讀 みて 就寢 す。 

マグダレナの マリヤ 

饗宾の 道す がらなる 列 を 離れ キ リスト 立てる シ モン の 家の 階 を 上らん とする を 近 ひて 戀夫 マリヤ を雍き 止む る 21 に 題す。 

IX  G.  ncssetti 

「なにごと ぞ。 さう び を 

なが ひん づら より すて >| 

なが すべて さう びな れ 11 

さう びの はなわ なれ くちびる も ほ  >- も 

いなこ >1 ならず 

われらが もとむ る は かしこ うたげの むしろ 

ひと たが ひに くちづけして ゐるを みずや 

かしこに ゆかなん 

こ ひの ひ あえかに ふたり ゐ よりて 

よるの あまき さ、 やきに かたぶかん を 

いか なれば 
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い と しきもの よ 

なま おろかし き まぼろし にあ こがる、 や 

いな わが くちづけ ぞ 

ながき びす このき ざ はし より か へれ」 

r ォ、 そこ はなて はな ち た ま へ 

みずや こふる に ひむ この おもて われ を ひく を 

そ の あし は わがくち づ け わが かみ わ 力なみ た を 

け ふ ぞ もとむ る —— け ふ ぞ もとむ るに 

た れ か しるらん け ふしい な ば 

ゴ ルゴ タのを かのへ 

ち - 1 ま みれ たる かれの ひかが み い ナ-く ベ き 

われの さだめ 

いま ぞ かれ われ を 

ま つ に 

よぶ に 

いっくし むに 

はなち ゆかしめ たまへ な」 

I-BO 金曜 曰。 ssli 和し S る。 此の 如き 時人 i あ 正なる 自己 を 鏡す。 麓す る 眼 は 必ず 学 入何ぞ 

眼 を 外にして 笑 多き や。 何 ぞ^ を內 にして 淚 多き や。 


朝 rreian の " General  History  " を讀 む。 多く 得る 處 なかり しが 中に、 一 っ羅 馬が 歐洲 文明の 中心と なれり と 云へ る" 

ヒの 史^が を 以て 夫れ と 信ぜる もの あるに 比して 多少の 差 あり。 是れ やがて 文明 史^と 政治^ 家との 差異 を 示す ものに 

あらず や。 Frooman は 決して 單 純なる 政治 史家と は稱 すべから ざらん も、 然 かも 亦 卓越なる 文明 史家と 稲し 得 W からざる が 

如し。 是れを 形而下に 見る に、 政治 法律 軍隊 治 民の 法 等に 於て "sne は 確かに Greek に 一 贏す る 所 あり。 Groek の？ -と 

天賦と を 以てして 邦土 僅かに バルカン半島 西部、 細 H^-^ 利 加 北岸に 過ぎる 能 は ざり し は (>)0S3^3 大 は 寧ろ i 

本土の 人と して 論ず 可から ず) 卽ち 彼等の 政治的 才能に 瑰 なりし を 示さ ずん ば あらず。 然 か.，、 是れ 世界 未付苻 H 政治的 才能 

チビ 有せし llle に 比して かく 云 ふの み。 Athens と Sparta が 標榜せ し 政治的： i^: に 社會的 組織 は 確かに 後代のお 家 を將 御す 

る もの あり。 觀 的なる は 希臘人 S ー特徵 なりと すれば、 史的 才能に 於て 霞り 此事 なからん や。 況んゃ 驚の 政治 組 

織 や、 是れ を 希 臓に 舉び し 所 甚だ 多 かりし に 於て おや。 

形而上の 事に 至りて は 羅馬は 希 臘に對 して は^ん ど發 言の 攉 や-有せざる なり。 其 宗敎は 全く 希 腿に よりて 洗睡 せら ー.- しも 

の、 其 1 術 は 全く 希 腿に よりて 按手せられ しもの、 希臘に 於け る i の 許容な しに は 彼 ssi は 想像の 

能 は ざり しなり。 然 かも 入 或は 云 はん。 然り、 天賦に 於て は "ome 容 に^ 臘の 上に ある^ 能 はず、 唯 ゆ 勢は羅 .in? をして 

歐洲 文明の 甲 心た る 僥倖 を 得せし めたり。 政治的 社會的 方面に 於て づらョ 0 は 空前 絕 後の 發達 をな したる と共に、 其^に 

至りて は歐洲 文明の 根抵 1- 築き 威した る 基督 敎の 侵入 ありて、 形而上に ありても^ 臘が思 ひ 及ば ざり し^ 潮に. a したれば な 

りと。 是 L 洵に 一 理 ある 語な り。 眞に羅 -i^ は 僥 滓の 兒と は ざろ 可らず。 } ^臘の 哲學的 知識 を吸收 したる 羅. 侮 人 は、 基 ®^ ひ 

東漸に 對 して 又 之れ を 咀嚼し 得たり。 若し 羅 .iil に^ 臘哲學 の 先入な かりし ならば、 基督 敎は羅 •  馬に 於て  一^^だ しき^ 落 迷 

信に 陷 りしな らん。 耍之羅 馬と 希 醒とは 之れ を 例へば 希臘は 植物 又は 動物の 如し。 その ずる や. H 然. その 中： くる や，：：：： 然 

彼等の 文化に は 殆ど 1 個の 逆行 だに あらず。 恰も 直 木の 陽光の 下に 育成す るが 如く 發 達したり。 ^れ ほに 希 腿の 类處 なり 

彼等 は 到底 自然の 兒」 して、 彼等はょく彼等自^？^にて全きものたり^-たりき。 羅馬に 至りて は 一個の 煺啖 なる K 人の 女し 
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彼 は {仝 手に して 一日 も 生存す る 事 能 はず。 彼 は 何物 を か 捕へ て 之れ を 食し、 其强大 なる 消化 力 を 以て 之れ を 消化し、 以て 其 

血肉 を 養 はざる なり。 羅. te? は 彼 自身に して は 全く 價値 なし。 然 かも 若し 彼の 身邊に 一 片の 肉の 投ぜら る & あれば， 彼 は 忽ち 

にして 4f: 世界 を濶 歩し？ おるな り。 

午後より 第 四月 分の 家計の 決算 をな し、 半日 を 以て 漸く 完成す。 夜 r  or§  Vadis" を讀 む。 ヒ日 許り 以前より 母上の 腹部 

に ® きたる 氷囊を 除去せ しに、  日に 至りて 病狀又 少しく 宜しから ず。 腹滿 ちて 嘔氣を さへ 催さる。 

H5 月 一 1 日。 土曜日。 朝曇り たれ ども 後 霽れ 風は强 かりき。 午前 は rrsmn の " Ceneral  Iluory"* を讀 む。 左程 注意す ベ 

き 點 なし。 此 B 午後より 島津 公邸に 於て 園遊會 あり。 父上 用事の 爲 め不參 せらる 可き に 就き、 余に 行けとの 事な りし かば 之 

れに 到れり。 廣花 氏が 燕尾^ 着初め の 夫れ に は あら ざれ ども、 フロック コ，' ト に 山 高 精子 を 被りた る樣は ら 之れ を憫 笑す る 

の 外な かりき。 到れば 朝野の 費顯 紳士 淑女の 面々 今日 を 晴れと 着飾りて、 胡蝶の 如く 躑 11 の 間 を 彷徨せ り。 され ども 佘は遂 

に (祝福すべき かな) か&る 社會の 除外 者と なりぬ〕 余 は 立ちて 凝視し 而 して 事の 假 相なる を 見たり。 余 は 十一 一分の 不快 を以 

て 小弟 行郞 と共に 歸宅 しぬ〕 佘は 所請脫 俗して か.^ る 社會の 上に も I 種の 與味を 有し 得る 能 はざる を 悲しむ。 

此夜 母上の 御病氣 益. S 不良。 半夜 を 床邊 にあらん としたれ ども、 半日の 立ち 盡 したる 疲勞 發し來 りて 止め 難し。 逍遙 氏 等 

の 「近 松の 硏究」 を讀 みながら 遂に 假睡 せし に、 壬 生来り て 頻りに 余の 眠らん 事 を 勸 めし かば 謝して 床に 就きぬ。 

「若輩 は 徒 事に 趨り老 者 は 地に 赴く を 見るな らん」 是れ Fox. の 語な りと ぞ。 

五月 づ 一 B。 日曜日。 實に實 に 美 はしき 安息日な りき。 余 は 我が 札 幌を思 ふ。 而 して 彼處 なる 敎會の 前途の 上に 云 ふ 可から 

ざる 親愛の 情 を 寄せざる 能 はず。 願く は彼處 なる 聖地、 地の 汚れ を 受け ざれ。 

母上の 御 病氣尙 全く 本の 如くに 復せ ざり しかば、 午前の 半日 は 其床邊 にあり ぬ。 龍 1： 榮吉氏 來り眞 に くだらなき 話の 爲め 

に 無益なる 時間 を 費せ り。 余 は 此の 如？ 時間の 空費 を 最大なる 損 犬と 思 ふ。 余の 切願す る 所 は. 無益なる 交際、 義理 附合を 

なさ らん 事な り。 人間 義 if 附 合な どす る の 必要な し と佘は 思 ふ な り。 


午後 神 田 一橋に 社會敎 SI 話會 あり。 . 海老 名 氏の 「LOBSing の 社會敎 育」 と 云へ る题； ni あり。 之れ を 聞かん がた めに 到り 

ぬ。 聽衆 場に 滿ち村 井 知 至、 杉 山 重義、 松 村 介 石 等の 講話 あり (彼處 に 人格の 人 を 励 かす ものな く 深 識の人 を 導く ものな か 

りき) しも 海老 名 氏 は病氣 のために 遂に 来り 得ず との 事に て 余 は 失望して 歸れ り。 內村 氏亦驄 衆の 屮 にあり しが、 その 入れ 

る 時と 出づる 時と 聽衆は 皆 袖 を 引き Hi を 側 立て- -、 「彼 入 を 見よ」 と 云 ひき。 彼が 面 上に は憨. ^深 想の 相を顯 しぬ。 

余 も 去りて 榊 病院に 河 野 氏を訪 ひぬ。 恰も Miss  Read, 孝 夫、 信 子 氏 あり。 H 人の 歸後余 は 夫人の 〔：：！ めに 手紙の 代 縮な ど 

し 少しく 語りた る 後 辭し歸 りぬ。 

神よ， 余 は此に 筆に する だに 戰 きに 堪 へざる 事 あり。 余 は 余の 認れる を 知る。 余 は 暫 く 信 子 氏と 相 遇 は ざり き。 而 して 今 

日 偶 彼女と 遇 ひて、 余の 心の中に は 嘗て 彼女に 對 して 經驗せ ざり し 恐し き、 され ども 甘き 感情 滿 ちぬ" 彼女の 1|51^.:1は余 

の 心 を 躍らし む。 余 は 彼女の 面前に ありて 一 種！ なる 悲哀 を 感ず。 彼女の て は 余に 美しく 見 ゆ。 余 は 今に 至る 迄 彼女 を 

愛しき。 され ども 今日は 單に 彼女 を 愛すて ふ 夫れ にて は 余の 心 は 不滿を 感ずるな り。 さらば 余 は 彼女 を戀 せるな るか。 叱！ 

神よ、 曰 記 は爾が 余に 與へ 給へ る 懺悔 錄 なり。 余は此 紙に 對 して 余の 感情 を いつはり 記す 車 能 はず。 故に 今余敢 ていつ はら 

ずして 此事を 記しぬ。 嗚呼、 神 如何 なれば 人の子 を 試み 給 ふや。 如何 なれば 血 熱し 易き 余 を 捕へ 給 ひて 苦き 杯 を 與へ給 ひし 

や。 如何 なれば 常に 御前に 跪き 祈りし 夫れ を 顧み 給 はざる や。 嗚呼、 如何 なれば 余 は 乙女 を戀 ふるの 心 を 以て、 神の 水の 如 

く 流る k 正義 を戀 する 事 能 はざる や。 余の 祭壇に は 多くの 捧物 なせる 中に 最大の 一 なりし は 余が laura  . ^-捧 げたる 夫れ なり 

きリ而 して 佘は 神の 供物 を 再び 余の ものたら しめんと するな り。 汚 濟の罪 何 を 以て かそ \が れんや。 ヒソプ も 亦 能 はざる な 

り。 苦痛、 苦痛、 苦痛) 祌ょ、 願く は 再び 彼女と 相 遇 ふ を 許し 給 は ざれ。 願く は 余の 心に 彼女 を 忘れし め 給へ。 彼女の 心に 

余 を 忘れし め 給へ。 彼女に 祝福 あれ。 彼女に よき 夫 あれ。 彼女に よき 子女 あれ。 而 して 彼女の 天使の 如き 純潔 何時までも 地 

の榮 たれ 光 たれ。 直 かれ。 優し かれ) 美し かれ。 神よ、 余の弱きを：^5{へ給へ" 余 をして 汝の卑 きながら 忠赏 なる たらしめ 

給へ。 若輩 は 徒 事に 趨る もの 多し。 願く は 佘を其 道より 引き 一お し 給へ。 余 は 彼女 を戀 せず J 彼女 は 依然として 余の 愛らしき 
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妹な り" 愚者よ 何の 淚ぞ。 

この 夜增 W 兄の 飛 信 来りぬ" 披き 見て 驚倒、 なす 所 を 知らず。 彼 は 余が 彼に 经 りし 手紙 を 見て、 我が 愛子の 病まざる を 知 

り、 余に 書 て 彼女 その 戀を 捨てたり と 云 ふなり。 余 は 此の 如き 語 を 彼に 許す 能 はず。 彼が I 母 時の 失望 苦衷に、 彼 をして 

此 失言 あらしめ しならん、 然 かも 佘は 此の 如き 語 を 彼より 聞かん より は、 余の 愛 妹の 死 を 見ん 事の 如何によ かるべき ぞ。 寧 

ろ 彼の 手 親ら 余 を 殺さん 事の 如何によ かる 可き ぞ。 愛子 若し 彼女の 戀を 捨てな ば 世に は戀 なる もの ある 事な し- 1 つ だに あ 

る 事な し" 余の 心に は 憤な き 能 はざる なり。 

嗚呼、 地上の 人 一人 だに 佘が眞 愛 を 知らす。 余が 壬 生 馬 も 亦) 

此 夜島津 家に |1^埜.， 博士の 講義 あり。 何の 與 りか 佘 にあらん や。 歸途： 大殘 月と 星と を 織り出せり。 暗夜に 低 首して 彼れ ゃ是 

れ や 胸 を 抉りて 且 つ 搾る が 如き 悶 禁じ 難し ) 

壬 生 馬 亦！ 前の 石に 踞 して 首 を 垂れて ありき。 

五月 四 nr 月 曜日- 晴天な りし かど も 風 あり。 夕方より は 曇りて 雨 を さへ 催しぬ。 夜の 景色 殊に 靜か。 春； S と 云 ふ もの 

なるべし。 雨は奇 しき 力 を 有せる ものな り。 驚く に堪 へたる ものな り。. 雨な き國 人の 乾 笑と 偽 淚に滿 てる も 亦 {且 ならず や。 

朝 高山 氏の 「世界 文明 史」 を讀 み、 十 時半より 新渡戶 氏に 到り お Ksd 及び 孝 夫 伴 ひて 山 本に 到り 五月人形と 牡丹と を 

見せし む" 晝、 氏の 家に 歸り晝 食の 馳走と たる。 而 して 笋端書 集 を 見る。 Nitoho の 集めし もの.. t 中には 古羅 a- の 風景 

名 畫多數 あり。 見る に隨 つて 古 香 身 を 襲 ふが 如し。 佘は 彼處に 遊ばん 事 を 欲す。 又 "QuoVadis" の賨 IT 書 あり。 名手と 云 

ふに あら ざれ ども 余が 朝夕 親み たろ 書い 揷« とて 中 々に 趣 深し。 

信 子 君に 貸し ありし 「用 無 遺稿」 返りて 其 家に ありぬ。 彼 は 再 ぴ佘が 胸に 歸 りぬ。 信 子 君 は 此書を 非常なる 興味 を 以て 讀 

めり と 云へ り。 彼女 は 此書を 其 手に 1^ りしな り。 彼女の 眼 は 幾度 か 其 頁の 上に 注がれし なり。 彼女の 胸 は 此靑年 詩 入の 高潮 

に 躍りし なり。 嗚呼 さなり。 而 して 何事 ぞ  


午後 家に ありて "QuoVadis" を讀 みつ、 ありし も 何と はなき 悲想 胸に 漲りて 書に 對 する 事 能 はず。 想 ひて は 祈り 祈りて 

は i ひ、 淚は屢 i 余が 侶伴た らんと するな り。 余が 憂鬱 期 は來れ るが 如し。 而 して 此 期に 會 して^ W 兄の 率と 信 子 君" 車と 

あり。 余 は 益.. 悲哀の 淵 深く 行かざる 能 はず。 余 は 暫く 東京 を 離れ Q 然の 懐の 中に 入らん 事 を， ふ。 余の 切に 願 ふ 所 は 仙^ 

の 兄の 胸に 到らん 事な り。 ^^^に願ふ所は高雄山の奧深くー夜を過さん事なり。 され ど 余が 今の 境遇 は此 二者 を 許さず。 余 は 

東京の 塵埃に うめさて 草蟲 と共に 虚に 向って 泣かん よ。 

八木來 りぬ。 彼 は 去年 六月より 那須 軍馬 補充 部 S 書記と なりし とて 洋服な ど 着て 来れり" 彼の 妻 は 余の^ 母な り。 余レ学 

，不貞 讓の 女な り。 佘は S 可から ざる S を £.。 佘は 多年 相 遇 は ざり し I 女 を 見て 懐し さ 雇へ ず。 殆ん I に 

對 する f 以て 彼女 皇 しき。 而 して 彼 ま 余が 此 切情に 酬 ゆるに 不 品-. tl てず。 佘は是 4を| し時 殆 んど賊 の 如 

き 彼女 こ 致さん とせり。 彼女 は 憐れなる 程 i」 して 小心な ろ 其 夫 を 捨て去れる なり。 爾後 佘は 彼女 ハ消 fss かず。 

彼女の f 亦 彼女に ついて 語る ，驟 ふに 似たり。 彼 は 今 八 f る 末女 を 養 ひ 那須 の 片田舍 S しき 生活 (彼 は 之れ I 氣 

な 生 と 云 ふなり) ，-经 りつ あり。 彼の 面に は悲慘 なる 人 牛： 苦 鬪史の 一 頁 を讀み 得るな り。  ー 

夜" Quo  Yadis" を讀 みて 例の 如 I 興に 打た る。 |馬來 り 彼が 鹿 野 山に 遊べろ 時、 採りし 月草 の 押 花と なれる を兑 出 

で \ 作りし 一 篇の文 を 示す。 幽遠 月 草の 如し。 彼 も 亦 迷と 悶の 子。 彼は尙 多く を 云 はんとして 然 かも 云 ふ 能 はざる なり。 夜 

雨の 嗜々 として 終宵 耳に 滿っ。 一 時 就寢。 

S 月 SB" 火曜日。 曇天" 午前 高山 氏の 「世界 文明 史」 を讀 む。 世界人 民を展 別して 二種と なし 自然 民^ 人文 民族と 云 

ふ。 先づ 自然 民族の 如何なる ものなる かを說 き、 自然 民族 も 人文 民族.，、 畢竟 程度の 相違に して 絕對的 差別 あるに 非ず となし、 

自然 民族 を N 別して は、 熱帶の 民族、 極帶の 民族 及び 遊牧の 民族と なし、 前 二者の 中 一は 生活 狀 態の^り に 17。 力た め、 

1 は其餘 りに 闲 難なる が爲め 遂に 人文 民族た る sf なす 事 能 はず。 反 之 遊牧民 族に ありて は ほ然の P" 前 二者の かく 甚 

だしから ざる を 以て、 よく 之れ に 打ち克ちて 人文 民族の 班に 入り 得る の 「さ 一.. ミヨ y ありと なせり。 iの法平^^.flの六カ.，- 
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しと 雖も i. 考の資 となろ ものな きに あらず。 

又 彼が 爲 せる 宗教心 發 達の 解明の 如き は 決して 深厚なる 學 者 的 言論と は 稱す可 か" ず。 

彼が 支那 文化の 不振な ろ 所以 を 翠に其 擬古 的なる にあり とせし は、 壬 生 馬の 評せる が 如く 餘 りに 單 純なる 觀察 なり" 支那 

をして かくな さしめ しもの は 其 一 望漠々 として 際涯 を 知らざる 平野と 之れ を阗 める 連山と 是れ なり。 彼等の 文化 は希臟 等の 

夫れ と異れ り。 彼 は 西 面して 唯 重 E@ 限りなき 山嶽 を 見る のみ。 而 して 東面して は 日本 朝鮮の 如き 後進 國を 見た るの み" 彼等 

の 文化の 阻帶 進むな きも 亦宜 ならず や。 

午後より 病床に 侍して 母上の 爲 めに 「枯川 隨筆」 と 云 ふ 書を讀 む。 又自轉 車の 練習 をな す。 

父上 明後日 を 以て 園 田、 高木 氏 等 を 招きて 小宴 をな さる 、害な り。 是 れが爲 めに 又 多忙な ろ 可し。 夜眞狩 別の 地 阖幷に 其 

略歷を 記す。 

五月 六日。 水曜日。 快晴な りし かど も餘 りに 暖氣 なりき 。寒暖計 は 七十 三度に 迄 31^ れ り- 朝 Freeman の "General  sketch; 

を讀 む。 O30:e の general  sketch にして 他の 奇 なし。 余 は 此の 如き 歷史の 書 方に 於て は尙 一層 深き 模點を 捕 ふるの 必要な 

きか を 思 ふなり。 

午後 病床の 邊 にあり て 「枯川 隨肇」 及び 「英國 士道 物語』 を讀 む。 又 母上の 寢臺を 直す。 河 野 氏を訪 ふ。 余の 心 は 近頃 甚 

だ祸 しく なれり。 唯 彼女 を訪 へる 時の み佘は 母の 懷に歸 りしが 如き 思に 堪 へざる なり。 彼女に 余の 悲痛 を すら 投げん 事 は 余 

の爲 すま じき 事な り。 夜 亦 母上の 爲 めに 書 を 讀むリ 

五月. PB。 木曜日。 主 は 今日 も 我等に 麗しき よき 日 を 賜 ひぬ" 打ち 見やる 何處も 等しく 若葉の 讃美 梢 頭の 一 葉 毎に 攝 かれ 

て、 春 は 實に攝 きの 時な り。 佘は今 は 毎日の 天候 を そが 如何なる 姿に ありと も 決して 呪 はじと 心 定めぬ。 爾 るが 如く 佘は四 

季の 何れの 時 を も 感謝して 迎へ 感謝 を 以て 绘 らん 事 を 欲 T るな り。 され ども 神 若し 許し 給 は t 佘は 秋を擇 ばんかな。 

今 は 明日の 客 をして 快 を 得し めんが 爲 めに、 父上 は 汲々 として 盡 力し 給 ひし かば 余 も 凡て を 抛ちて 之れ に與 りぬ。 されば 


此 一 rw は 云 ふべき 事な し。 かくて 此ー 日永 遠に 地球の 表面より 消えぬ。 其 問 時に 病床に 侍して 「英陶士-^^^物語」 な績 み、 X 

高山 氏の 文明 史を讀 む。 Aryan 文明の. e. 印度 文明 を 一説き たる 條を 讚む。 此には 新 事實も 得た る 事 多し U 印度の 二お sic のい 

讀 まんと 思 ふ 書 も 多し。 

夕方 井上 良 三 君より 滑 田 兄の 手紙， 逶り來 る。 余？ 胸 は 躍れり。 劇愁は 忽ち 表に 充. T 滿 ちて 害 を讀 む^ 能 はざる に 至れり。 

余 は 朱 だ 其 謦を繙 かざるな り。 運命の 黑き裳 余に 臨める にあらざる か。 余 は 彼の 書 を瞥兑 する 時、 黑 蔽へ ろが 如き，^ きえ 

て 之れ^ 讀む を敢 てし 能 はざる なり。 明朝 夙 起 余 は 人な き 所に 悲しみに あろ もの、 淚を昧 はん。 余 は 死 や 畏；； ず。 死して S 

れ ざる ものな き 能 は ざらん 事を畏 る。 嗚呼、 よく 余の 如く 煩悶 を 己れ の 胸に のみ 祕 めて ほ.， ゑみし もの あるか。 入 は 余が 苦 

痛 を 知らず。 今假令 之れ を 人に 云 ふ も 人 は 余と 情 を 同じく すろ 事 能 はず。 是れ 人の 謬れ るに あらず。 余の- Ins 人の 如くす る 

事 能 はざる によるの み" 余 謬り の 道に 迷 ひ 入ら ざり しか。 萬 事 休す るに は あらざる か。 休みぬ るか。 然ら ざる か。 怖るべき 

明日の 日よ。 汝は 余に 死 を 宣言 せんとす るか。 生 を 宣言 せんとす るか。 神よ、 我が 牧^よ！ 

五月 八 B。 金曜日。 朝 曇 犬 y 午後 晴れ たれ ども 夜に 至りて は両嘴 然として 至りぬ。 夙 起して 余 は躅り 淸水ハ 介八ム 回に 到りぬ 9 

彼 所 は 余の 記憶より 1^ り 去り 難き 一 個 記念すべき 聖處 なり。 余の iaB^ 生活 は^かに 彼處に 到る 寨 によりて 淸 めら る.， なり。 

加 之 余が 愛する 祖母の". g にあり し 時 は、 余 は 必ず 夙 朝 彼處に 到りて、 余 獨 り 天地に 入りし の 思 ひ をな し、 a: つ 祈り つ 想 ひ 

且つ 苦しみ 且つ 笑 ひし 所な り。 余 は 殊に 壻田 兄と si 兹に 遊びぬ。 余 は 彼と 兹に 怏談し 永き 時 を 費したり し^ 幾^な りし ぞ 9 

而 して 今 又 玆に來 りて 彼の 畏 ろしき 飛 信を展 ベて 其 血涙 を 見ん とするな り。 昨け 卽ち 笑って 談ぜ しもの、 今日け 卽ち 泣きて 

默す。 昨の 是か 今の 非 か。 人生 誠に 知る 可から ざる もの 多し。 

余 は 山頂の ー椅に 坐し、 展 きて 讀み讀 みて 且つ 辰き ぬ" 佘の骨 は 眞に髓 まで も戰 きぬ" 滿紙唯 詛 全く 光明な し。 もよ.^ 

i 狩寐る 事な く此 の 文 を 草し、 カ辭 きて 休まず 淚盡 きて 休まず、 血盡 くるに 至りて 初めて 休みぬ" 而 して 曰く 「是れ 余が^ 

に 親む ni^ 後の ものた らん」 と。 

1 ゴ 0 一-一  年  三 三 七 


.1^ 岛武郞 -4- 第 ffi- 九卷  三 三 八 

休みぬ" 休みぬ。 余の 懼 れつ. - 期待せ し 所 は 夢に あらず して 露の 眞 たりき。 彼 は 彼の 戀失 はれた るに あらず して！^ られた 

りと 堅く 信ずるな り。 而 して 彼 は 尙我を 友と 呼ぶな り。 何等の 悲 慘ぞ。 而 して 屈 It ぞ！ 

嗚呼、 余の 兄の 爲 めに 計りて なせし 所の もの は是れ 却て 兄 を陷る 可き 陷穽 なりし か。 彼女の 健康 を 維持した る もの は 余な 

り。 あらず、 彼女の 漸次に 衰 返し 行く 健康 を 若干な りと も 担 止せん とせし もの は 余な り。 常に 涙の 中に ありし 彼女 を 若干な 

りと も 笑まし めんと したる もの は 余な り。 而 して 余の 爲 したる 所 は 誤解 を 彼に 讓さ しめぬ〕 彼 は 殆んど 救 治 T 可から ざる 晴 

現 一の 眞底を 求めて 走り 入らん とす。 

神よ、 佘の爲 したりし 事 謬れ りし か〕 神よ、 爾は 常に 正しく 歩める もの、 上に 祝謁1^ 賜 ふ。 然 らば 余の 歩みし 所の もの は 

正しから ざり しか。 神よ、 人の子の 愚かなる を 瞬み 給へ。 

余 は 愚かな りき。 而 かも 此事を 正しから ずと 信じて 敢 てしたる に は あらざる なり。 信仰 も 亦 退けら る。 蛇の 如く 慧 から ざ 

りし 人の子の 窮境 を 見よ。 

「我が 神、 我が 神， 何 ぞ我を 捨て 給 ふや」 何 ぞ我を 捨て 給 ふや。 我が 愛する もの を 捨て 給 ふや。 黃 金の 如き 純なる 愛 は 偽り 

の 愛と 謬ら れぬ。 世の 鹽 たる 可 かりし 高潔の 靈魂は 暗然と して 佘 等と 關り あらざる 可く 呪 詛の國 に 去りぬ" 而 して 余， 余に 

尙 何者かの 友な りと よ。 何等の 悲 慘ぞ。 而 して 屈辱 ぞ！ 

あ、 余 は 凡て を 彼女に 告ぐ 可き か、 而 して 彼女 を 悲しまし め、 苦しまし め、 病まし め、 而 して 死なし む 可き か。 是れ 余に 取り 

て 最も 容易なる 業な り。 而 して 是れ 或は 天の 御 旨に あらざる なきや を 思 ふ。 彼 は 此飛信 を 聞く 事に よりて 彼の 積 疑 を 解かん。 

彼女 は 愛 を 全うして 再び 覺 めざる 可く 永遠の 樂 土に 去り 而 して 彼 は 彼の 樂園 を阁復 せん。 死 は 生に 勝たん。 愛 は 酬いら れん P 

而 して 後 余 は 一 人 を 死に 渡したり し 相當の 報酬 を受 くれば 卽ち亦 甚だよ からず や。 亦 甚だよ からず や。 爾 かすべき か。 是れ 

最後に 殺された る 手段の 如し" 余 は 彼の 再び 鄉 土の 土を蹈 まんまで 彼女 をして 地上に あらし めんと 欲しき。 而 して 其 處に美 

しき 淚を 見なん 事 は 余が 唯一 の X 布 望に して 且つ 祈禱 なりき。 凡て は鞣躏 せられた るか。 余 は 彼等が 失 はれた 戀の 上に 美しき 


塔 を 築く を 見て、 世に ある もの- <  中 最も 美なる もの を んと したりき U 而 して 余 一 人の 愚の 爲 めに 戀は終 こ，.^ れ 去りし， が. P 

し。 愚^よ、 愚者よ、 汝は 永久に 呪 はる 可き ものなる かな。 汝は 到る 所に 呪 はる 可き ものなる かな。 され ども 思へ 5H«:yL れ汶 

も 容易なる 事に して 然 かも 彼と 彼女と に 親切なる 事に あらず。 余に は 彼の 誤解 を 解く 可き 手段の 全く 殘 されざる か。 千^ 和^ 

りて 儀 かに 筆頭に 意 を 通 ぜし余 等の 相思の 情の 或は 誤解に 陷り 易き は 見易き の理 なり。 余 は 彼の 歸朝を 待ちて 彼に 委曲 を 小 3 

ぐる 所 あらん か。 而 して 彼 其 誤解 を 解かば よし、 解か ざれば 卽ち 如何。 是れ ニ電の 苦痛な り。 二の 希^の 此 時に 至りて.^ る 

る を 見ん より は 寧ろ 一 の 希望 を 今の 時に 破る の 勝れるな きか。 余 は 惑 ふ。 余 は眞に 如何にすべき かケ惑 ふ。 此誤^ を 彼に ぼ 

らしめ たる 根本 は 誰なる や。 誰の 當ら ざる 可から ざる 所なる や" そ は 余な り。 余.： E 身なり。 彼 は 11 ぶ 余に Sis を 飛. ましぬ。 ts 

して 書 を 飛さん 事を需 めぬ。 余 は 永く 永く 然り贊 に 永く 應ぜ ざり き。 而 して 其 間 家 安 君 は 逝きぬ。 彼女 は 片信を だに らざ 

i 是れ 彼が 失望の 淵に 陷り 誤解の 暗に 入りし 所以な り。 而 して 余 は實に 彼に 誤解 を來 らしめ たる 第 一 人な り。 余 は 一人 

の有爲 なる 靑年を 殺した る もの、 心 裂く るが 如し。 され ども 彼 も 亦 余の 心を恕 する に 或 者 を 有せざる か。 余 は 彼が， ブ i を^せ 

ん事を 祈る。 余 は 嘗て 彼に 望 あれと 云ひ绘 りぬ。 余 は 凡て を舊の 春に 囘復 せん 事 を 誓 ひぬ。 而 して 見よ、 凡て は窗の 冬な り。 

春 は來ら ず。 余 は 何の 事 を 以て 彼に 報じ 得る や。 余が 時に 彼に 遠る 可き 紙に 對 して 筵 秉 りし 時、 彼の 健 廏を問 ひ 余が 他 を 

語り 而 して 進んで 更に 何事 を か 書かん として 後進まざる に 至り 淚を飮 みて、 紙 を 破り 潜然 たりし 琪 幾度な りし か を 知る や。 

あ X 是れ 愚人の 行爲 のみ。 今にして 思へば、 又 傍に して 之れ を 見れば、 零細の 章な りと も 余の もの は 是れを めて 皮に 致. U 

の 勝れる を 知らざる にあらず。 而 して 何が 故に 然 かせ ざり し。 只 恨む、 人の 恨 只 誠に 此の 如き もの ありし のみ。 おし 彼に し 

て、 余が 彼に 書を经 るに 反して 经ら ざり し 衷情の 眞を 知らば、 彼 は 或は 余の 愚 を 憐れむ 可き か。 

若し 主の 御 心なら ば、 彼が 余に 尙 一片の 信を與 へん 事 を 祈る。 彼女 を 病まし めて 死せ しむる は 易し。 彼 をして 常 而のゃ 解 

を 解かしむ る は 易し。 而 かも 是れ 余の 敢て 選ぶ 可き 最良の 道 か。 あ. T 余 は 知らず" 

五月 九 B、」 十-曜日。 曇天。 客の ありし日。 一 日 千 四百 分の 穴. 一 しく 永遠に 向って 飛び去りし 日。 余の なやみ を ほして 終：：： を 

一 九 〇 三 年  II； 三 九 
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笑顏 遣りし 日。 偽善の 日！ 

S 月 十 01。 m 曜日。 快晴" 朝 河 野 氏と 牛 込 敎會に 福 田 丈 二 氏の 說敎を 聞く。 無意義." 午後 彼女の 運動の 爲 めに 不忍 池畔に 

到る。 佘は 彼女が 此に 至る 迄 健康 を W 復せ しゃ 感謝 十。 

此夜灝 川 末より 手紙 あり 彼女の 言 亦 肺肝 を 突く。 

「  うれしい やら かなしい やら うれしなみだが。 でました よ。 あ \ 先生 は 如何 此の 日の 長いの。 た^かな しく。 

nrrn を经 つて t 御出でで すか 先生に は。 さぞ さぞ さむし い 事と 日夜 思 ひ 出して 居ります。 先生に は 御身 を 御大 切に なさ 

る樣 祈りて 居ります。  先生に は 日夜、 私 等の 事 を 思 ひ 出さぬ 事 は 御座いませんで。 ひまが。 けして こ ひ 

しいと 思 ひな さらないで 被 下さい。 どうぞ どうぞね がいます。  (此 間に 彼女 余の 夢を見た りと 心 切に 書きて) 先 

生 ほんとうに 札 幌に御 かへ りになります か。 先生 私 うれしくて たまりません。 

先生 私 七 八 歳の 頃より 父母に 病に か.^ られ ニー 年 病氣で ねられ 私 二人 は 云 ふに 云 はれぬ 艱難 致しました〕 我 (或？) 畤 

t もら ひこ 出た 寺 も 御座いま すそして。 やどる 所 もなくて ほんとうに こまりました。 先生 そして 私 等 は 貧しき 家に 生れ 

て。 さいほう こ， も 行かれず それに 母が さいほう できず、 どうした らばよ かろうかと 考へ てない てば かり 居ります けれど 

も 之れ もや はり 神 が 私しに 被 下さいました たまもの だと 思 ひ 居ります。  」 

此淸 高の 民 を 有 つ 日本 は 祝福す 可き かな。 余 は 憐れむ 可き かな" 

書に 親む 可き 力なく 物 思 ふ 可き 氣 さへ 失せぬ。 

早 夜 衾 を 被りて 臥す。 頭痛 堪へ 難し。 今日 又 余 は 彼女に 遇 ひぬ。 然り 彼女と 共に 上野 を 歩みぬ。 余 は 彼女に 遇 はさらん 事 

を 希 ふ" 余の 頭 は 今 克く其 戰に堪 へず。 

五月 十 IB- 月曜日。 快晴- 朝 佐 藤 校長 を訪 ひ、 又 Frccmcm を讀 み、 兄に 致す 可き 書 を 書く。 余 は 彼に 佘の懷 ける 總て 

を 披瀝し ぬ。 余の 思の 神に 隱れ能 はざる が 如く 彼の 前に は 隱し能 はず。 彼 は 余の 愚を哂 はん。 然 かも 彼 は 又 余の 愚と 共に あ 


りて 泣き る 唯一 人な り。 彼の 懐 は 常に 余に 暖かなる べし。 

午後 河 野 氏に 到り 彼女の 爲 めに 代筆 をな す。 四時より 松 平恒雄 氏の， 揆) 別な U に 列す。 八 時半 s>^l^ り^へ：^ につく。 月 S みて 打 

ち 開きた る 田の 畦に は 蛙 雜嘈々 として 耳に 滿っ。 所思 油然 而を掩 ふて 泣きぬ リ 

5«: 十一 一 B" 火曜日。 十二時 近く 突然 兄 上京して 来訪す。 好來。 驚喜。 歡笑" 慰藉 は來 りぬ。 祌は 感謝すべき かな。 夜 亦 

彼と 共に 佐 藤 校長 を訪 ふ。 如何にすべき。 愚者よ。 

S 月 ニー I 日。 永 曜日。 曇天。 朝家に ありて 長く 怠りし 昨日 迄の 日記 を 認め、 夫れ より ？ X 威 n を^まん と； 1^ みたれ ども、 

心の中に は物滿 ちて 遂に 成功す る 能 はず。 止む を ST す KosseUi にても 緖 かん ものと、 そ を 取り出して "Rose  Mary  - を 

む。 而か，>^是れにも多くの與味を感ずる能はず0 徒らに 書に は 向へ ども 心 は 全く 他に ありて、 他 の^を 3^ ひめ ぐらすな り。 

心 病める ものに は 地上の 何物 も § たらず。 而 して 天上の 總ては 畏怖 ゃ裔ら すなり。 {-^を仰ぃで戰き地に俯して^^く。 此 

の 如き もの 人の子の 遠 命に あらず や。 神よ。 我が 牧者よ、 願く は 芥子 粒の 如き： を 賜へ。 「人の 【十 來 らん 時 信 を 世に r むん や」 

と 云 ひ 給 は ざれ" 世 は 尙信を 得ん とて 悶えつ、 あり = 悶えつ、 あり。 

昨日 兄に 會 ひたる 時、 兄 は 佘を勵 まして 多々 益々 辨ぜ よと 云 ひぬ。 余 は 赏に爾 くな さん 琪を希 ふ。 され ども 執 辯お； ii き 我が 

心 は 遂に 此の 如くなる こと 能 はず。 鳴 呼 余が 心の中に 愛な からまし かば！ 

愛なる もの あり 我が 心 を擾亂 して 苦しまし め、 悶えし め、 病まし め、 悲しまし め、 而 して 殆んど 死なし めんと. u。  M して 

余が 心 は 遂に 愛 を 放つ 事 能 はず。 却て 堅く これ を 抱く。 基督教の lidcx は兹 より 始る なり。 ^謝す 可き paradox よけ 突が 

骨を燒 かる. 1 とも 基督の 愛に よりて 余の 愛よ く 離れ じ。 

" Look  to  ys  p>urc  heaven 

smillnrar  _Jevon..l  Thee  : 

Rc-t  not  c こ 一 itent  in  thy 
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午後 余 は 港し さに 堪 へずして 禰 病院に 河 野 氏を訪 ひぬ" 此日 彼女の 病氣は 寧ろ 快方に あら ざり しに 拘ら ず、 余 は 余の 若さ 

の あまり、 長く 彼女と 误 もて 相 語りぬ。 彼女の 心 も 共に 熱しぬ」 彼女の 堅 信 は 余を戰 かし 余を勵 ましむ。 余に は 今 彼女 は佘 

の 必要. S となれ り。 余は數 日に して 一日 彼女 を訪は ざれば、 余の 心は窣 一虚 を 感ずる に 至りぬ。 彼女の 境遇 は實に 鱒むべき も 

のな り。 余よ 如何に かして 些かな りと も 彼女 を 平安の 中に 居らし めん 事 を 願 ふ。 夕方まで 語りて 家に 歸る。 

母上に 「思 出の 記」 を讀 みて あぐ。 夜 "Q き . を 讀む。 

彼、 彼女、 此 二人 は佘が 心の 隅より 隅まで を領し 終りぬ。 念々 の&: 此に 到りて 余の 胸 は 堅く 閉 さる。 

.t^ 如 可に せる。 彼 如何にな やめる。 彼 病みて 今 如何に か ある。 飛 信尙往 きて 歸 ろに 要すろ 日 一 閿 月。 あ \ 唯 祈 あるの み。 

主よ、 祈の 生涯 をな さしめ 給へ" 

snp 十四日〕 木翟 日。 晴天。 余 は 此日大 なろ 事 を 心に 誓 ひぬ。 而し てこれ を 破りぬ。 墦田 兄に 今日 こそ 手紙 を 書かん とし 

たりし なり。 而 して 爾 かせ ざり しなり。 余 は 何物に か 捕 へられて 滑 田 兄に 對 して 自由の 行動 をな し 能 はざる が 如し。 彼の 瘦 

容、 彼の 寂寥、 彼の ST 悉く 見る が 如く 余が 眼に 浮ぶ に獨 り是れ がた めに 余の 爲し 得ろ 凡て を 爲す能 はざる は何ぞ や。 余 

は 遂に 彼 を 殺す 可き 遠 命の 下に あるか。 彼 は 遂に 余 を 死なし むべき 渾 一命の 下に あるか) 

神 は 我等の 間 を 悲哀の 緒 もて 結び付け 給 ひぬ。 され ども 全く 結び付けられざる 夫れ に 比して は 如何に 宜きぞ や。 彼と 余と 

は 悲哀の 福 昔 を 味 ひ 知りぬ。 世の 人の 多く は 戀を赏 春 一時の 痴 《クの 如く 云 ひなす 間に、 我等 は 其 中に 恒久の 生命 ありて 幾度 

か 散れ ども 幾度 か 開きて 停む 事な き 唯一 の 花なる を 知りぬ" 此覺 悟の 何ぞ 尊き。 

され ども 何故に 余 は 彼 を 殺 T の 蓮 命の 下に あら ざろ 可から ざる か。 唯余の弱行かくの！^ざに至らしめしか。 主の 御 旨 か。 

神の 御手 か。 

午前 ォ勉强 して Free ョ au ビ "General  Sketch  of  Europsn  History" を讀 みぬ J 此曰は 】】•  p  503  Atlsns の沒 落- Ma:eclon?a 


の 興起より 希臘 全土が 羅 馬の 屬 邦と なりし 間の 大要 を 示し、 余が ^lyer に 得た る 知識 を 補 ひたる もの 多し" 

今日は 亦羅 .ij^ 史に讀 み 到れり。 此中 注意すべき 一節 は 55  page, 

" ,Therc  can l)c  no  doubt  that  Rome  be お n  as  a  border  town  of  the  Latins,  on  the  marchi  or  frontier,  botht  of  the  r.t- 

ruscans  IJOyond  the  .Tiber,  an,l oi  the  s.lb  nes  in  .the  mountains." 

當時 伊太利 全土に 散布せ し市邑 決して 少數 なら ざり しなるべし。 而 して 獨 り： Rome の觀を 中原に 稱せ しもの は、 其 市が i3 

時强大 なる 勢力 を 有した る Etruscans と sabine.s との 間に 介在し、 多く の知識と經驗とを吸收し て我がi^RをfJ^^せ し と共 

に、 常に 外界の 强大 なる 壓 抑に 對 して 其 強固なる 抵抗力 を 養 はんとし たるに よる。 敵 國外忠 Rome を强 ふしぬ。 午後より ra^ 

子し まと 共に 九 段に 行きて しまの 結婚に 要する 買物 をな さんがた めに 到る。 彼女 は 確かに 暗々 裡に 東方 千坦の 入の 消息 を 想 

像せ る もの、 如く、 而 して 其 想像 は 的中せ る 所 多き もの >t 如く、 其 面に は 容易に 看取し？ 侍る 心痛の 色 を 集めたり。 余はポ ろ 

彼女に 語らん と 欲し 幾度 か 口に 出さん として 空しく 默 しぬ。 嗚呼、 余 是れを 彼女に 語り ST へ けんや。 石 槌を秉 つて 美 花の； g 

に 抛ち 得ん や。 兄の 此土 を蹈 まざらん 前 余 をして 病まし めよ。 而 して 此 世より 氷へ に覺 めざるべく 眠らし めよ。 

彼女 は 我等と 夕食 を 共に しぬ" 何 曰 目な りけん〕 嗚呼 此の 慰 樂も亦 遂に しき 夢 か。 

此夜飯 田、 高原， 足 助、 河 野 孝 太 諸氏に 经 るべき 手紙 を 書く。 夫れ より 上田 敏 氏の 「文藝 論 第」 を ，誠 む。 

(description として は亂雜 なる 書 方、 首尾 を 一 賞して 腦 中に 收め 難し U 

S 月 十五 a。 金曜日。 朝 は 中々 烈しき 雨な りしが 十 時 頃より 霽れぬ。 朝 新橋 停 軍 場に 到る。 新渡戶 先生の 或は 來 翁せ..： i 

る 事 もやと 思へば なり。 然れ ども 来られ ざり？。 家に 歸 りて 「文藝 論集」 を讀 む。 午後 兄 來訪。 少しく 談 りたろ 後 共に 家 を 

出で て 神 田に 到り 1 午 肉 店に 登りて 食す。 先日 余が 兄に 致した る 謦を彼 は 得て 緒き たりと て、 余に ^：! ハ love の 所以 を M ひぬ。 

余 は 恥 かし さに 堪へ ざり き。 愚者よ、 眞に汝 は 愚者なる かな〕 佘 はか X る 所に か \ る 話 をな すの をお せず 勿々 にして 共 

家 を 出で ぬ。 彼の 助言 は 眞に余 を 思 ふの 語な り。 余 は 彼に 盡 きざる 感謝 を捧 ぐ。 
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さ」 ども 不幸に して 彼と 余と はま 見 を 異にせり。 彼 は？ 余に 同情 を拂 S れ たれ ども、 余の 爲 せし 所に は 同情 を拂は 

ざり き。 何故 神 このみ 余の 淚を 示さ ざり しか。 神 は 余 を 憤り 給 ふ 可き か。 然れ ども 尙可 なり 

率 i に 兄と 別れ、 、し 急に {t  くな りて 獨り 爵警 寂き ff。 議の夕 は 悲しき かな。 花 地に 委して 燕 子 來り草 

樹の I 潮く 老いて 暮雲に 夏の 面 f り" 無名の 社に 到り 神 田 川 を 下瞰し、 遂に I へずして 祈る 可き 所 も 知らず 跪きぬ U 

主よ、 牧者よ、 赤兒の 如く 意 を 表 はす 事 能 はずして 唯 叫ぶ 祈に 耳 傾ば ズ 。「謹 云 ひ 難き の 悲しみ ，もて 我が 爲 めに 祈る」 J 

，ま!！ Hr ひ き か な。 

歸路太 W 氏を訪 ひて、 彼の 快 潤の 翁と 籠 稍 上 時間 半、 九時議 に歸 る。 「I 之 l」s な 是れ より 「.if 」 

を讀 まんと 欲す" 

戀の歌 我等の 口に は 適せず。  ， し ， .？,cv 

余よ しまの、 し を f。 彼女 は憐む 可き かな。 我が家の 女子に 對 する 敎育 法 は 誤れり。 女子に 對 する 待遇 は 誤れり ■ 彼女 を 

一層 向上の 人たら しめん は 余の 謹な り。 擎は山 本の 家に It 加へ ぬ。 is 我が SIf 加へ たり。 しまと 

余と は 未だ 何者 を も 加へ ず。 心慚ぢ ざらん や。 心 悲しま ざらん や。 

a 月 十 穴 日。 土曜日。 晴天。 

snr 十. PB。 日曜日。 晴天な りし かど も 虱 ありて、 黄塵 高き 事 更に 幾 尺。 

朝 河 野 氏を訪 ふ。 海 袤 氏の 謹に 伴 ひ 行かん 事 を 約し たれば なり。 然れ ども 彼女 は 今日 牛 込の 響に 行く ま の t 

け Lit 蜀 り本鄕 I に 到りぬ。 今 曰の 說敎は 「新生 命の 醫」 と 云へ る ものな り。 翦 より 續き たる ものな.. は 其-バー 

.1 きしに 眷ず。 設に 至りて は 他の 奇は なけれ ども、 一 々籠より 出で たる 聲は、 確かに 人心の S を 振 ふなり。 彼 f 

は， 老成して、 壯 年の 人の 云 ふ 能 はざる 所 を 云 ふ。 彼 は 漸く I せらる 可き 牧師の 年齢に 近づけり。 され ども 余は窃 力に 

彼に 於て 其 老成の f に 早から ざる か を 恐る" され ども 佘は 確かに 大 なる 置 を與 へられぬ。 彼の 元 氣は人 I 作す 


夫れ より 獨り 上野に 到り， 太平洋 賓會 の^ 畫を 見る〕 吉田博 氏の 水 彩 喪獨り 場内に 異彩 を 放ち、 他 は 3-1 共模 做に 過ぎず。 

此 にも 余 は 力 ある もの --、 隱 約の 中 如何に 大 なる 勢力 を 有する か を 見ぬ" 

夫れ より 彌生 町に 至り 兄を訪 うて 懇談 稍 5 少時な りき。 彼のよ き 母 は 依然として よき 母な り。 憐む W きものに 向つ て^？に 

.淚 を 用意し つ、 あるが 如き 彼女の 眼 は、 余 をして 少なから ざる 尊敬 を拂 はしむ。 暫く は 又 彼女と 相 遇 は ざらん。 三時^ 彼と 

別れて 砂塵の 中 を 家に 歸る。 

此夜 余は壻 W 兄に 致す 可き 書 を 認めぬ。 嗚呼 之れ 余が 書け る 手書の 中 最も 多くの 苦痛 を 以てせる ものな りき。 今 も 記憶す、 

嘗て 森 本 兄が 其 痛切なる 懷 疑の 爲め にな やまされ、 向後の 方向に 關 して 深 き^の 中に ありし 時、 余 をして 是 れに對 する §^=5- 

を陳 べしめ し 事 ありき 0 此時も 余 は殆ん ど堪ふ 可から ざる 悲痛 同情の 思 を 以て 徹 中せ 肇を秉 りし を 記憶す。 而 して 今^ m 兄に 

经 るの 書：. 痛に 於て 之れ に 過ぎたり。 此 書の 中には 幾度 か 祈 禱が與 へられて あるな り。 余 は 是れを 以て 如何なる もの を も 励 

かし 能 ふと 信ず。 若し 兄の 呪詛が 昔の 祝！ 1 に 歸る事 あらば、 歸る事 あらば 感謝 は 如何に 大 なるべき ぞ" 神 はこ を 我 w> に！？：！^ し 

. 給 ふ 可き か。 人寢 ねて より 筆^ 秉 りて 鷄を 聞きぬ。 

主よ、 我が 牧者よ、 心饑 ゑて 君に あら ざれば 再び 活 くる 事 能 はざる 東方の 友の 上に、 願く は 光明 を與へ 給へ。 彼 を 慰む， つ 

もの は 今 は晴黑 のみ なれ ども、 其 慰め は 彼 を 滅亡に 導き 行くな り- 唁黑 もて 慰めん より、 光明 もて 勵 まさざる IH- か、..： ず" 余 

は 信仰 を 要す。 

五月 十 AB" 月曜日。 半晴。 しまの 結婚の 爲 めに 一 日 を 費す。 

五月 十九 日。 火曜日。 両 夜に 至りて 止む。 日中 は、 しまの 結婚の 爲 めに 費す。 其 隙々 に Mazzini の " Byron  &  Oocthe  を 

讀む。 中々 倫 快。 Byion と Goethe とが 鬵 時の 時代 を 代表せ る 二 詩人と なし、 Byron は 其 初期 を 代表し、 Goctlie は 其 末期 を 

代表せ りと 云へ り。 而 して Byron は頹 嵐に 對 して 尙 進まん と あせる 驚 鳥の 如く、  Goethe は く 過 を兑 守りた る 後^ を M 

冀の 間に 埋めて 括 然として 知らざる が 如き 鵠 鳥の 如し。 Byron は總 てのもの を 敵と し、 過去と 1^4^ と を ず、 人 を 1^ ず， 唯 
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己れ を 見た るの み。 彼に は 二人 稱と 三人 稱と あら ざり き。 故に 彼の 人なる もの は 時として 彼の 詩人 を蔽 ふ。 Goethe は餘 りに 

總 てのものに 亙り、 彼の 前に は總 てのもの 分解せられ 解剖 せら るれ ども、 然 かも 毫も 統 一 を 見ず、 組織 を 見ざる なり。 彼 は 

亂雜 混亂を 極めた る當 時の 時勢 を 其 儘に 顯 出せし めぬ" 然 かも 彼 は それ 以上 をな さどるな り。 彼 は 過去 を 述べ て 後 を 造ら ざ 

りき。 彼 は 全く 己れ を {仝 しくして、 外物 をして 己れ を 通過して 紙上に 躍らし めぬ。 故に 彼の 詩人 は 時として 彼の 人を蔽 ひし 

なりな ど 云へ る 所、 對 照の 妙 中々 に 面白し。 まだ 讀 了せ ざれば 全豹 を 知る 事 能 はず。 

夜 父上、 しまと 余と、 山 本に 招かれて 馳走と なる。 

五月 二十 B。 水曜日。 此日夙 起、 しまの 荷物 を 高木 家に 1^ 附す 可き 用意 をな す。 幸に して 雨 降らず。 

母上の 御 病 氣は益 i よき 方 なれ ども、 此頃は 痛く 諸々 の變 動に 心 動かされ 給 ふ 如く、 時に 涙の 眼に 浮ぶ を 見る。 然り、 十 

九 年間 哺育 一 日 も 惰り給 は ざり し 其 子女の 一 人 は、 他人の 家の となる ので ある。 僕 は 此點に 於て 親の 心の 何處 まで 行く も 

のなる や を 察する 事 すら 出来ぬ" しま は隨 分母 上に 心配 をな さしめ た I 人で ある。 彼女の 今迄の 行 爲には 僕 は 感服す る 所が 

甚だ 尠ぃ。 然し、 然るが 故に 僕 は 最も 彼女に 對 して 心 を 集める。 彼女が 眞に 己れ の 位置 を自覺 し、 敬虔の 念 を 以て 處 世の 道 

に 志し、 少く とも 消極的に でも 神の 御前に 愛 まるべき ものた らん 事 は 僕の 祈で ある。 主よ、 願く ば 彼女に 御手 を 垂れさせ 給 

へ。 彼女 をして 主 基督 を 孕まし め 給へ。 

五月 二十 1B。 木曜日- 日中 微雨。 夜雨。 此日 はし まが 結婚す 可き 日な り。 余の 心 は 何とな き 一種の 悲哀 を 感ず〕 彼女 は 

旣に處 女より 妻と なれるな り" 女子に 來れる 驚く 可き 變化 なり。 余の 最も 恨と する 所 は、 余が 彼女に 余の 信仰の 一部 を だに 

傳 ふる 能 は ざり し 事な り。 神 は 余の 懈怠 を 憤り 給 ふべ し。 佘は 彼女に 對 して 今 も亦傳 道の 綱 を 緩めず。 唯 余の 方法 は 口の 上 

にあらず して 行に 依らん とするな り。 余 は 口にて 傳 道す るの 最も 無益なる を 知る。 主よ、 余の 信仰と 余の 行爲 とを尙 一 層 高 

きに 繋がせ 給へ。 

反 之佘は 今朝 近 來名狀 すべから ざる 聖快 に滿 されたり" 感謝す、 神よ。 神 は實に 弱き もの、 足らざる 祈り を 返け 給 は ざり 


しかな。 足 助の 手謦 今日 屈？ ぬ。 見れば 彼の 積 日の 苦痛 は 漸く 柔 げられ * 神の 恩寵 漸く 加 はれる もの、 如し。 彼 は Tolstoy 

の 「我が 宗敎」 を讀 み、 人間の 眞 正なる 生涯 は、 絕對 なる 服從を 神に なすに ありと なせる に 至り、 深く 心機に 觸れ たる 或 物 を 

得て 彼の 生涯 は 殆んど 新たに せられた る 如く、 强き 向上の 屈折 をな したりし なり^ 余 は 露に 嬉し かりき j 余の 小な ろ 祈は酬 

いられたり。 佘は舞 ふ 可き か 歌 ふ 可き か を 知らず。 余 は 今にして 傳 道の 快 を 味 ひ 知りぬ" 彼の HI 魂が 光明 を 認めし は 寧ろ-ぬ 

異 すべき 奇蹟と 云 はざる 可から ず。 然り. 是れ 勿論 余の 力に あらず。 榮光は 成 神に 歸 すべき ものな り。 然れど も 神が 余の 如 

きもの を 尙用ゐ 給 ひて、 彼に 光明の 道を迪 らしめ 給 ひし 事 は、 余に 如何ば かりの 感謝 ぞゃ。 此ー^ ありて 此ロは 余に 別せ 

られ たる 一日な り。 世に Christ  一  an ならざる 何人 かよく 此聖 快の 宴に 入り 得ん や。 酬餘り ありて 慚 愧に堪 へざる は Chris マ .an 

の 生； t5 なる 哉。 

午前 も 午後 もし まの 爲 めに 費し ぬ。 午後 二 時 -3- 速 水 氏の 夫人 (シャトル 領亊 として 近々 赴任す ろ 人の 山) 來り しまの を 

編む。 三時 頃 園 田 氏 夫人 及び ニ令孃 来られぬ U 峰 子 氏 は 今日の g  一  の 一人な り。 粗く 雪白の 毛 を もて 織り成し たる^ it 少 

き 洋裝、 心ば かり 桃色なる 胸の 飾 を 施し、 帽 はつば 廣く平 かなる に 白の リボン うづ 高き 迄に 卷 かれたり。 彼女の 而は 天使の 

如し。 自らの 美 を 自ら 知らざる 如き 其 擧止は 眞に人 をして 天上の 人 を 思 はしむ" 三時 华頃 高木 寬子 及び 瀨脇 千代 f 氏 來られ 

ぬ。 裝は 共に 峰 子 氏と 同じな り。 加 ふるに 薔薇と 忘れな 萆 もて 飾られた ろ 花 籠の 三人の 手に 各 持 たれた る、 余 は 生れて より 

未だ 人の 裝 にて かば かり 美しき を 見た る 事な し。 しま も 亦 曰 に 蜜 S の 花 を 付けた る 結婚 服 清て を 頭より ド げたる は 

美しき 花嫁な りき。 かくて 四時 十分 前 一同 は 食卓 を圍 みて、 處 女より 妻と ならん とする 彼女の ために 離別の 杯 を舉げ ぬ。 ^ 

上 は 人に 助けられ 其瘦. P を 起して 亦 席に 列せられ ぬ. - 嬉しと も 悲しと も辨へ 難？ 一  種の 情、 針 もても み 入る が 如く 心 を！！ き 

ぬ。 寬子氏 は堪へ 得ず なりて 淚を 垂れぬ^ 同情 深き 汝の 心よ〕 余 は 快濶に 立ちて しまに 向 ひ 「しまち やん (かく 呼ばん は々 

日限り なりと 思 ひぬ) 御目出度う」 と 云へ る 積り なりし が聲は 何時しか 溢り ぬ。 かくて五5|^の馬^3|.は山本夫婦、 野 村、 

健 介 夫婦の 諸人 を も 載せて 遂に 家 を 出で ぬ。 母上 は玄關 の 片隅に 小さ く^して 【V 然として 我等の 出 づるを 兑经り 給 ひぬ" し 
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ま は び處 女と して 我家 を 見 ざろ 可く 門 を 出で ぬ U 

かくて 大神宮に 於て 結婚の 式 ありき。 式 は 高木 氏の 主張に よりて 联り行 はれた る ものな り。 爾來 あり 來 りし 日本的 俵 に 

比すれば 勝れる 事 萬々 なりと 云 はざる 可から ず。 而 かも 余の 心 は {-^41 しく { 昼し" 余 は 何故に 彼女 を 基督に 來 らしめ て、 基督に 

ある 兄弟と 相^せ しむる を 得 ざり しぞ や。 怠惰の 罪と 云 はざる 可 けんや。 か  る 中に 両 降り出で ぬ。 人々 は 之れ より 華族 會 

誼に 入り、 此に晚 驚の 饗 ありき。 初めに 園 出 氏 来賓 を 代表して 謝辭を 述べ、 高木 氏と 父上と は是 れに應 答し ぬ。 後 高木 氏 立 

ちて 此の 如き 結^式 を用ゐ たる 理由 を 述べ、 園 W 氏 は 立ちて 媒妁 入の 漸く 世に 重き を 置かれざる 時の 來 らん 事 を 祈る と 述べ 

て、 再び 階上に 移り 各自の 隱藝 など 出で き。 

是れ亦 生が 嘗て： ざり し 華奢の 宴な りき。 嗚呼、 かくして 婚 せられた る もの 、未來 は 如何に ぞゃ。 余 は豫言 者の 如く 、余の 

家の 近き 將來に 必ず 大破 綻 あらん 事 を 想像す るに 難から ず" そ は 我が家の 事、 神の 聖旨 を 返く る 事 誠に 多々 なれば なり。 余 は 

寧ろ 此の 如き を 祈る。 かくて 我が家の 凡てが 再び 神の 道に 歸り、 其 隣に 裕 かに 旅人に 懇 ならん 事 を 願 ふ。 そ は パンの みに て 生 

きんより は 死ぬ る 方 勝れば なり。 かくて 九 時半 頃 解散、 雨 を 犯して 家に 歸れ ば、 寂々 たる 夜 を 母上の み 留守して あり 給 ひき。 今 

0 の 彼れ や 是れゃ 互に 傳へ 奉れば、 感慨 多く 聞 入り 給 ひき。 我等 は寢 ねぬ。 され ども 何と はなき 憂 思 襲ひ來 りて 止め 難 かりき。 

五月 一 1 十 li。 金曜日。 朝 微雨。 後霽 る。 此曰喜 寛 氏の 新婚旅行 あろ 可き なり。 余 は 先 づ其家 を訪ひ 共に 新橋に 到り、 彼 

--- 彼女と は 彼等の 父、 弟妹、 壬 生、 山 本 等に 经られ て、 七 時半の 汽車に t じて 東京 を 去りぬ" 家に 園れば 英 I 兄の 書 机上に 

あり。 胸 を 翳 かれて 封 を 開けば、 是れ 余の 彼の 家兄の 死 を 弔 ひしに 答 ふるもの なわき。 彼 は 余の 書に よりて it なからず、 慰 

めら れ しもの X 如く、 其 病 も 亦 癒 ゆろ 事 速 かなりし が 如し。 多謝、 彼の 余に 對 する 友情 や。 

鳴 呼 我 地の 上に 於て 貧しき ものな りと 思 ひし" 而 して 見よ、 今 は 富める ものな り C 此 富に 誇り 得る もの 地球の 上 幾何 ぞゃ G 

余 は 幸福なる ものなる 哉。 品 識才操 二つながら 人後に あるに 如何 なれば 彼 は 我に 然 かく 信 ある や。 神 は 不公平に 富 を 分配し 

給 は ざり き。 我等 をして 友情 ある 淸© に 誇らしめ よ。 我等 をして 鄰を憐 むの 勞働 を秉 らしめ よ。 彼の 惠 まるべき 靈の 上に 惠 


あれ。 彼の 榮 あろ 可き 靈の 上に 榮 あれ。 

午後 新： 俊戶 氏を訪 ふ。 豫め 氏の 瘠 京は佘 知り たれ どもし まの 事の 爲 めに 多忙に して、 よく 之れ を訪 ふの！， 會 なかり き。 光 

生 は 例に よりて 例の 如し。 來客 多くして 遂に 語る の 機な し。 余 は 妻 君の ために 家の 事に 就きて 通 辯な どなし ぬ。 

今日 亦 新渡戶 氏 宅に 彼女に 遇 ひぬ。 余の 心 は 高潮 寄せた る 如く むらがり 騷 ぎぬ。 云 ふ 可から ざる 歡喜 心の^より？^ き. 彼 

女の 面 を 打ち まもれば 知らず して 笑 ひ 頼に 浮ぶ。 彼女 は 痛く 瘦 せぬ" 之れ 何の 爲め ぞ" 聞く 所に よれば 過る 日曜日に は、 彼 

女 その 母と 牛 込 敎會に 至らん として 病院に 至りし に、 急に 胸 病む 如くな りて 外出せ ずに 病室に 籠りたり と。 余 彼女の 此の 如 

きを 知り 得 ざらん や。 此の 如き を 知りて 彼女の 深く 裹 める 愛に 酬いん とする の 心 燃え ざらん や。 余 は 彼女が 永く 余 を 熱愛せ 

し を 知る。 余の 彼女に 對 する 愛 は 受動的の み。 可憐なる 小さき 彼女の 心臓 日々 夜々 何物に よりて 躍れる か を 思へば、 彼女の 

夜々 の 笑 ひと 淚と 何者に 向って 瀉 がる &かを 思へば、 佘は眞 に 彼の 唇に 余の 唇な， 燃さん と 51  布 ふ。 

嗚呼、 され ども。 嗚呼、 され ども。  . 

余 基督の 寺 人た る を 忘れば、 願く は 余が 右の 手の たくみ を 忘れし め 給へ。 

彼女に は尙 よき 夫 あるべし。 余の 如き 愚者 を 要する 事 か は。 佘は 人の 夫た らんより は、 謹んで 人の 僕た らん。 茁 人の 足下 

に 跪きに 其趾の 砂を淚 もて 洗 はん。 世 は 乾きて 同情の 淚を 要せり。 此世は 砂漠、 人は其處にさすらひて1|^^」水盡きたる 一 刚 

の隐 のみ。 

我が 愛する ものよ、 余が 汝を顯 みざる を 許せ。 余は汝 よりも 尙 不幸の もの を 有す。 余 若し 汝に 謹んで 余の 秘^ を 守らば、 

汝は 遂によ き 他 入の 妻た る 可し。 而 して 母 たるべし。 而 して 余に 來 らんより は遙 かに 幸福なる べし。 然り佘 は 多く 汝と 相迎 

は ざらん 事 S ^ふ。 され ども 常に 汝と相 遇 はん 事 を 希 ふ。 然り、 此 矛盾 は 調和す 可らず。 } ^くば 汝の余 を 兌 得ざる 所に、 余 

のみ 汝を 見守りて 死の 胸に 倚らなん。 

淸 きものよ、 汚れざる ものよ、 心專ら なる ものよ、 淚熱 きものよ" 汝の 情の 一向に 瀉， き 米る 時、 ^呼 余の 如！： なる 部分が 
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よく 之れ に抗し 得る ぞ。 惡を 返く るの 榍は あるべし。 され ども 愛 を 防ぐ の劍は 何處ぞ や。  、 

主よ、 誘 ひより 余 を 救 ひ 出し 給へ。 願く は 何時までも 試練 を續. け 給 は ざれ。 

愚者よ、 嘗て 戀を あざ笑 ひて 小人の 行爲 となした りし 其 窩巢に 入らん とする か。 愚者 愚者よ、 而 して 愚者よ。 戀の歜 

余が 唇に 適せず。 

五月 二十 四日" 曰 曜日。 晴天。 朝 新渡戶 氏を訪 ふ。 孝 夫さん の爲 めに 畫家畑 仙 齢 氏 を 紹介した るな り。 新渡戶 夫人に" llow 

shall wc  oi  cllnstian-ty  ？  "  (The  Levering  Lectures  t_efore  the  Johns  II.OPk;ns  University  in  1S99, び y  N.  Clarke, 1). 

卜).， Arthor  of  "An  Outline  of  christian  Thslogyo なる 書 を惠與 せられたり。 之れ 夫人が 去年 讀 みたる 書物の 中 最も 多くの 

趣昧を 感じた る 書な りと 云 ふ。 歸來 午前 を 其 繙讀に 費す。 未だ 會 心する 所な し〕 

午後 は 病床に 侍して 「思 出の 記」 を讀 み、 若しくは 話な どす。 又 一 寸河野 夫 入 を 訪ふ。 家の 事情 を 語り 適當 なる 保姆 機の 

人の 周旋 を賴 む" 彼 所 を 出で て 掘 側 を 散-おす。 淺綠 夕暮の {仝 色に 彩られ、 少年少女の 戲れ 遊べる 樣畫の 如し。 紀尾 井町の 裏 

は 松 も 草 も 共に 麗しき 所な り。 嗚呼 自然の 門戶を 叩かざる 事 幾 句ぞ。 

此夜 Shakespeare の sonnet など 讀む。 中に 友情の 眞 を咏ぜ しもの 頗る 我が 意 を たり 。佘は 是れを 以て 英 一 兄に 经 らん 

と 欲す。 

五月 一 1 十五 日。 月曜日。 曇天。 夜に 入りて 雨。 朝家に ありて Freeman ぶ " Ceneral  Sketch  >  、を讀 む U 羅 馬が 其 範圍の 擴張を 

計る 處を 叙せ る もの。 要 之 余の 眼に は 大切なる 事に あらず。 若し 人生に 寄 與す可 くんば， 余 は 此の 如き もの を 以て 與せ. さ 

らん 事 を 願 ふ。 Marius と Sulla とに 何の 關り あらん や。 午後 新 渡 戶氏を 訪ひ孝 夫君 を 伴 ひて 畑 氏 に 至る。 歸來 暫く 新 渡戶氏 

と 語る。 彼 は 此度は 頻りに 余 を 戒めら る- 1 なり。 余 は 彼の 佘を 愛する の 如 3： ばかりな るか を 知る。 余 はよ く 彼の 望に 副 ひ 得 

べき か。 勉 めざる 可 けんや。 物の 出来ざる 御 人 好し は 何時の 世に も 要な かるべし" 新 渡 戶氏は 頻りに 薩州 人の 爲 すに 足ら ざ 

る識 ある を 告げられぬ" 是れ 焉んぞ 新しく 說くを 要する ものな らん や。 薩州入 程 世に 利己的なる、 自我 的なる、 而 して 無 趣 


味なる 輩な きなり。 彼等 は旣に 時勢の 後尾に 蹴落されつ. -も、 然 かも 舊來得 たる 所の 勢力に 固 清 せんとし つ、 あるな り。 ^ 

に陋 なりと 謂 ふ 可し。 眞に 劣な りと 謂 ふ 可し。 

今 曰 は 頭髮を 延ばせと 忠 $1 されぬ。 余の 無頓着 も 追々 訂 E せざる 可から ざる か。 洋行 前に は 仰せに 從ふ 可し。 

此夜 病床に 侍して 壬 生 馬 等と 閑談し、 後日 記に 向 ひて 今 (十二時 十分 迄) に 至りぬ" 寢に 就かざる 可から ず。 明 n はぬ よ 

き 戰を戰 はざる 可から ず。 

余 は 永く 永く 日記 を 怠りぬ。 余 は 自らよ く 其 何の 故た るか を 知る。 余の 生活が 無意義なる 平凡に 陷 りたる 結 EK のみ" 安ん 

じて 平凡に 居る もの は災 なる 哉。 余が 日記 を 怠れる 間に 余の 心 を 支配した りし 一 問題 あり。 是れ 余が 平凡なる 生活の 11 に^ 

め 置く 可き 價値 ある ものな りと 信ず。 そ は那珂 博士の 甥なる 人、 高等 學 校に 學べ るが 今年 十八 歳， 自ら 齊學 文學 宗教の 研究 

に 熱中した る も 人生の 解穩に 於て 迷 多く、 遂に 絕 命の 辭 を華嚴 の 瀧の 巖 頭なる 樹幹に 書し、 水に 投じて 死せ る^ 是れ なり。 

是れ 深慮す 可き 大事 件に あらず や。 後に 聞く 所に よれば 彼の 此に 到れる は 精神 錯亂の 結 粟な りと 云へ り。 若し^して 然り 

とせば 彼に 就て 多く 沈 想す るの 必要 を 見ず。 然 かも 彼が 精神の 錯 亂を來 すに 到りし 行程 を 思へ。 而して！^^；く精祌の錯亂を來 

す 事な くして 死に 就く もの 世に 尠 なからざる を 思へ。 彼に よりて 聯關 して 提供 せらる. 1 問題 は是れ 深慮す るに 極めて 似 ig あ 

る ものに あらず や。 

余 は 二十 九日の 夜、 一番 町敎會 に植村 氏の 說敎を 聞きぬ。 題 は 「何の 生 甲斐 か ある」 と 云へ るな りき。 而 して 彼 は 徐ろに 

厭世 觀に對 する 持說を 吐露し 初めぬ。 事 は 漸く 彼の 少年に 及べり。 佘の心臓には急に 一 道の血ぁりて溯り入れるを^^ぇぬ。 

我が 世界の 大敎師 は 嘗て 一 人の 靈魂を も 輕んじ 給 は ざり き， - 彼 は 姦淫 を 犯せる 一 賤 女子に さ へ 其 無限の 愛憐 や 潟ぎ 給 ひぬ U 

彼の 血 を禀け 骨を傳 へたる 可き 植村 氏が、 眞 面目なる 聽 衆の 前に 立ち、 此眞 面目なる 大 問題の 解釋を 試みん とすろ に 《れ り、 

如何に 眞 面目なる 同情 を 以て 彼の 憐む 可き 少年に 加へ、 惜 愛の 淚を此 暗き に 入りた る靈 魂の 上に 瀉ぐか を兑る を？ > ^可き か を 
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思 ひて は、 余は敎 職の 今更に 续 偉なる ものなる 事 を 羨ま ずん ば ある 能 は ざり き。 

而 して よ、 余の 歡喜は 失望にまで 投げられたり。 余の 夢想の 天上 は實 想の 地下な りき。 佘は植 村 氏に よりて 世が 嘗て 有 

せ ざり し 少年に 對 する 同情の 聲を 聞かん と 待ち設け たりき。 而 して 氏 は：！ 邊の 冷笑 を 以て 彼の 少年の 死 を 吊 ひ 終りぬ。 曰く 

「彼 は 哲學書 一 卷 の^^ 家の み」 と。 余の 熱した る 血 は 索然と して 冷え 終りぬ。 死生に 對 する 尊敬な き批 1^、 世に 此の 如く 卑 

陋なる 事な し。 世に 此の 如く 無情なる 事な し。 世に 此の 如く 男らしから ざる ものな し。 余は滿 腔の 不満足 を 以て 空しく 歸途 

に 就きぬ。 爾後 是れを 思 ふ^ 念々。 

超えて 三十 一日 OH 曜日) 壬 生と 余との 話題 計らず 此間 題に 及びて 三 人の 言 は 熱したり。 直 良 氏 は 曰く、 

「此 事た る 誠に 同情」 價 ありと 雖も、 然 かも 是れ がた めに 世に 惡 影響を及ぼす 事 如何に 多き を 知らず。 彼 如 1： に 哲學的 疑 

問に なやまさる  >- 事 ありと すろ も、 彼の 家庭の 平和 を 破り、 生存の 義務 ある 入 生 を 退け、 自ら 死 を 致す の 失態 ある 可から 

ず。 凡そ 人の， H 殺 を 計る に 至れる は 寧ろ 醫學 上の 變 化より 原因す る ものにして 自殺 を 企てし 精神に 異状 を呈 せざる ものな 

し。 彼 T 如き は 人生に ありて 何の 貢 獻を もな し 能 は ざり しもの、 大 死を敢 てしたる ものと 云 はざる 可らず」 と。 壬 生 は 曰く、 

「余 は 全く 是れ と反對 なり。 凡そ 自殺に 二種 あり。 其 一は 失敗に 起因せ る 自殺な り。 凡そ 一事の 爲 さんと する もの あり、 

而 して 事 皆 之れ とたが ふ。 自ら 生く るの 價値を 認めざる に 至りて 肖 殺す る もの 是れ なり。 他の 自殺 は卽 ち然ら ず。 彼 は 地 

上の 所謂 成功と 稱す 可き 凡て を 有し、 然 かも £1 彼の 心 は 地上の 生活に 満足す ろ 能 はず。 勝利者が I 國を 平定して 滿 足せ ざ 

るが 故に 又師を 起して 他國に 進む が 如く、 地上より 他の 境遇に 投入 せんとす る 自殺者な り。 而 して 余 は 前者に 於て 人間 中 

の 最も 陋劣なる もの を 見、 後者に 於て 入 間中の 最も 莊嚴 なる もの を 見るな り。 人 は 多く 虫 死 を 喋々 す。 然 かも 實際 死の 淵 

に 臨みて 遼 W せざる もの 克く幾 入 か ある。 死 は 人が 口 もて 云 ふが 如く 爾く 容易なる ものに あら ざ 6 なり。 而 して 地上の 成 

功 決して 敏 少ならざる 身 を 以て 敢て 死の 裳に 隱 れんと す。 此 一 事を以てしても第ニ種に屬する自殺者の^3.越を認めざる能 

はざる なり。 況んゃ 其 人人 生の 解 釋 に 苦慮 焦心し、 生活の 克く 之れ が 解釋に 資する 能 はざる を 見る や、 斷 じて 身 を 以て 死地 


を 踏みて 悔いざる に 至りて は 何等 高 偉の 行爲ぞ や。 恰も 偉大なる 冒險 家が、 世上の 利福の ために 一身の 生命 を竊牲 となし.' 

死の 影汎 ねき 蠻 地に 侵入して、 其 所 志 1^ 貢かん とする 高 停の 行爲と 毫も 異る 所な きなり。 余 は 寧ろ 彼の © 面目なる を 認識 

し而 して 彼の 自殺 を 正 當と認 むる ものな り」 と。 

佘も亦 一個の Christian として 余が 衷心の 意 ：II^ を發 表す 可き 機會を 得たり。 余の 情は激 迫し、 余の 語 次 は 亂れて 涙 を さへ 

誘 はんとせ り。 かくて 三人 は 結論に 達せず して 相 別れ、 余 は 自ら 自殺に 關 して 確乎たる 觀念を 構成す 可き 立場に 臨みぬ" 自 

殺なる 問題に 對 して 佘の沈 想の 動きたり し は 勿論 今に 初 まりし 事に あらず。 幼少に して 習院 にあり し 時、 倜儻 にして 物に 

拘らず 豪 侃 擠蘩を 空 ふせし 四條の 銃を秉 りて 自ら 殺せし 時より、 余の 心中に は 矓げに 自殺なる 意味 深き 問題 3 横る を えた 

るな り。 生.^ 厭うて 自ら 死す。 何等 深奥の 沈 想 を 裔らす 現象 ぞゃ。 是れ 鳥と 獸と になき 所な り。 若し 人間 は 笑 ひ 得る 動物な 

りと 云 ふ 定義 1^ 眞 なりと せば、 入 間 は 自殺 を敢 てす る 事 ある 動物な りと 云 はんも 亦 過言に あら じ。 人の 中 眞 に 笑 ひ 得る もの 

は 敏し。 而 して 自殺 を敢 てす る もの は往々 にして 是れ あるな り。 悲慘 なりと 謂 はざる ベ けんや。 爾後 憐 むべき 余の 心 は娥度 

か 自殺なる 問題に して 其 解決に 失敗し ぬ。 北 村 透 谷の 死が 發 表せられて， 世を擧 つて 其 是非に 騒がし かりし 時、 余の 同 

情 は 如何に 此薄 滓の 詩 入の 爲 めに 動きたり しゃ。 余 は 彼の 自殺 を 可し としたり き。 

旣 にして 余 は 北海道に 遊びぬ。 彼 は 余の 思想 を 陶冶す 可き 一 大熔爐 にして、 余 は 彼處に 未だ 嘗て 鹑驗せ ざり し 迷宮に 彷ひ 

ぬ。 見る 所 凡ての ものに は 動かす 可から ざる interrogation  mark ありて 懸れ るな り。 人 も 木 も 草 も 天 も 地 も 共に 余の に は 

一個の symbol に 過ぎ ざり き。 人と 木と 草と 天と地と は 何物 にても あらず。 余の 饑 ゆるが 如く 求めた る は、 そ が^はす 所の 

眞 意義の み。 由に 遍在す る 一定の 意義 あるか。 然 らば そ は 何物 ぞゃ。 宇宙に は 何の 意義 もな く 萬づの もの 雜 然として 羅列 

する か。 然 らば 此生は 何の 用ぞ。 嘗て 西歐の 1 哲學者 は 謂 ひき、 

「余に 理性と 沒 理性との 二つ あり。 人生の 解 釋は此 二つの もの X 上に 殘 さる。 余 唯 卒然として 見る、 彼處に 光明の 如き も 

の あり。 其處に 希望と 滿 足と 光明と 普遍と 凡ての もの あるが 如し。 余 は その 眞相を 知らん 事 を 欲しぬ" 卽ち 理性 を 以て 之 
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れこ 臨めば、 我が 心意 は 理性が 云 ふが 儘に 滿 足の 點頭 をな したれ ども、 かくて 其果に 到れば かの 光明の 如き もの 遂に 隱れ 

て、 そこに は 唯 {目 然 たる 晴 黑 のみ 殘 りき。 卽ち沒 理性 を 以て 之れ に 臨めば 彼の 光明の 如き もの 愈； その 光輝 を增 し、 耀網 

後 然として 佘 をして 思 はず 驚 敬の 首 を 伏さし む。 而 かも 衷 にあり て 余が 理性 は 一石 ふ 「尙 足らず」 と。 鳴 呼、 是れを 如何に 

す 可き。 嗚呼 我が 內 心の 分離 を 如何にすべき」 と。 

人生の 恨事 誠に 此の 如き ものな から ざらん や。 

余 嘗て 一 撟 上に 立ちし 事 ありき" 時 は 暮秋、 水 稍 i 涸れて 銀よりも 白し。 旣 にして 一 枯葉 あり、 丹の 如く 赤き が 流れ を 浮沈 

して 来り 橋 下 を 過ぎぬ。 余 は 是れに 眼 を 注ぎぬ。 かくて 暮秋の 哀觀 胸に 沁 むが 如くな りき。 かの 枯葉 は 今 橋の 下流に あり。 

余よ 首を囘 らして 凝視し ぬ。 潺缓 たる 水 は そ を 弄び っ& 漸く 遠く 行きぬ。 佘は 凝視の 眼 を 放つ 能 は ざり き。 枯葉 は 礫 間に 留 

まり 浮萍と 語り 次第に 我が 親 線より 遠ざかりて、 やがて 一閃 紅 を 我が 眼に 留めた る 儘 再び 見る 可から ずな りぬ" 再び 見る 可 

らず なりぬ。 是れ 平凡なる 語に は あらざる なり。 余が 嘗て 一 度 見たり し 枯葉 は 永遠 永劫 再び 我が 眼 を 過らざる を 思へ。 人よ、 

瞳 且つ 面を掩 うて 泣かざる を 得る や。 何等 深奥の 謎 語ぞ。 何等 悲痛なる 心の 宮ぞ。 余 嘗て 余が 半身と 共に 西 面せる 窓に 臨み 

て 落暉を 望みた る 事 ありき。 北海の 暮雲 ほど 崇高なる 眺め はな かるべし。 滿天 燃え 上りて、 雲な き 所 は 僅かに 紫色 を 混じた 

る 黄金の 色 をな し、 雲 湧け る 所 は あらゆる 崇 美の 彩 を 混じて、 楝 りて 宛ら 凡ての 高き 金 を 天使が 熱情の 火 もて 燃せる 力 如し。 

首 を 俯して 地 を 兑れば 薄暗 四方 を閉ぢ ぬ。 彼 は默々 として 雲のう つろ ひ を 凝 親しつ.^ ありし が、 やがて 余の 手 を 取り 淚に破 

れて云 ひぬ" 「見よ 天國 は彼處 にあり。 セル ピムと ケ ルビ ムと 光の 汀に 戲れ 遊べる を" 而 かも 眼 を 返して 我が 立つ 所 を 見れ 

ば、 此 地何ぞ 寒き や」 と。 余 も 唯强く 彼の 毛 を 握り 返せし のみ。 

此 頃より 余に は 一の 影の 如き もの 投げられき。 そ は 地球の 影な り。 余が 此 地上に 彷徨す る 間、 此影は 嘗て 余の 周圜を 去り 

ざるの みならず、 曙光の 時 甚だ 薄 かりし 影の、 畫 午に 近くに 隨 つて 漸く 濃くなる が 如く、 年甫め て壯 にして 人生の 第一 疑問 

こ 指を染 むる こ 到りし 余の 上に、 愈. i 濃くな り 行くな り。 佘は 今更に Wordsworth の 名句 を 想起せ ざる 能 はず。 


.iJut  trailing  clouds  of  gloty,  do  we  come 

From  God,  vmo  is  our  hie : 

Heaven  lies  aDout  us  in  our  infancv 1 

Shades  of  the  prlsep-house  bogin  to  close 

Upon  the  stowing  t5y  ； 

But  he  beholds  the  light,  and  whence  it  nowsji 

He  scos  il; in  liis  jov, 

The  youth,  who  daily  farther  from  the  east 

Must  travel,  still  is  Nat  re ビ priest,  . 

And  by  the  vision  splendid 

Is  on  his  way  attended  ； 

At  length  tlie  man  perceives  k  die  away. 

And  fade  into  the  light  of  common  day. 

(" Intisatlcss  of  Immortality  from  Recollections  of  Early  Childhood,"  v.〕 

佘の衷 なる 人 は 痛く 此影を 厭 ふ。 然 かも 影 は 漸次 其廣 さ.^ 濃度と を 壻し來 りて、 余が 衷 なる 人の 光 を 被 ひて、 余 をして 階 

黑の 中に 滿足 せしめん とす。 然り 多くの 人 は 晴黑の 中に ありて 滿 足せり。 食す る 事 を 以て 人生と なせる もの あり。 逸 樂を以 

て 人生と なせる もの あり。 沈 想 を 以て 入 生と なせる もの あり。 人^ を 思 はざる を 以て 人生と なせる もの あり。 戰を 以て 人生 

となせ る もの あり。 呪詛を 以て 人生と なせる もの あり。 然 かも 彼等に 問 ふに、 何が 故に 爾 かする を 以て 人生と なす や を 以て 

すれば 彼等 は 知らざる もの >r 如く 顧みて 他 を 言 ふなり。 

I 九。 I 一一  年  i 五  I 


有島武 郞全蕖 笫九卷  - 一一 ョ "ノ 

抑 も 人生と は 無意義な るか。 Carlyle の 云 ふ 如き 一 の 死せ る機關 にして、 無意識的に 其 口 を閉ぢ 且つ 開く 間に 人 は 生れて 

而 して 死す るに 過ぎざる ものなる か。 抑 も 人生と は 意義 ある ものなる か。 然 かも 其 意義 や nslyle の 云 ふが 如く、 唁黑の 間 

に 相混亂 して 當 面の 者の 胸 を 捕へ、 彼我 を 殺す か、 我 彼を斃 すかと 相 拳闘す るに あるか。 

哲擧書 一 卷の 厭世 者と 詈 らば 詈れ。 然 かも 讀 書萬卷 世故 七十 年 人事 知らざる 事な き老 も、 克く 明瞭に 人生の 義を 解す 

る 能 はざる なり。 此に 至って 佘は益 5 余の 生の 徒 事なる を 知りぬ。 余の 當 時の 思想 は 痛く 戰 きぬ。 夜 雲 人知れず 地の 胸を鼷 

する 如く、 孃 疑の 壓 する 所と なら ざり し 人 は 幸なる 哉" 余が wyron と 透 谷 遺稿と に 親み しは此 頃より なりき。 J^ysn の 

Manfred は 殊に 余と 余の 半身との 耽讀 措かざる 所な りき。 Faust も 亦 余が 半身の 座邊を 離れざる ものと なりぬ。 

「我に 道理 を 示せ。 余の 持す る 所が 果して 不可な りと 云 ふ 道理 を 示せ 。余が 過去の 曰 記に は 誠に 美 はしき 限り を 書し あり。 

され ども 今の 余の 境遇 は 此の 如く 懷 疑に 陷 りて、 昔の 凡て は 夢よりも 韻み 難し。 古來 文豪と 云 はれた る 入々 の 所 言 も、 佘 

が 過去の 日記の 如き ものに あらざる か。 否、 余が 過去の 曰 記の 如き ものな りと 云 ひたる 時、 何者か 然ら ずと 云 ひ？ おし ぞ。 

神 を 知りたり と 云 ふ 入の 心が 迷信なる か。 余の 云 ふ 所が 眞理 なる か を 分つべき 道理 何處 にあり や …… 」 

是れ 余の 半身が 病床の 苦痛の 間に ありて 余に 訴 へし 所な りき。 

「され ども 顧みて 己 を 見る に、 鳴 呼、 是れ 等の 凡俗 輩と 相 異れる 所 幾何 ぞ* 人類の 價 値が 此の 如きに 終る ものな りと せ K 

佘は 悲しま じ 又 怒ら じ。 され ども 基督 も 釋迪も 人 を 見る 事 此の 如くに は あら ざり き。 余が 行かざる 可から ざる 點は 明昭々 と 

して 彼 所に あり。 され ども 余が 行く 可き 道 は 何れに あり や。 余は悶 ゆる 心 を 持して 凡俗と 終身 相 伍せ ざる 可から ざる か。 否 

彼等 を 一 歩 だに 高尙 となす 事 能 はずして 止む 可き か …… 。 

嗚呼 慕し かりし 死よ。 汝は 終に 我が 有と なりぬ" 我が 生血に あら ずん ば 兄 は 復活す る 能 はず。 觀 来れば 世上の 人 唯碌々 と 

して 秋 蒐の米 を 貧 ひ、 醉生夢 死して 以て 得たり となす。 鳴 呼、 世上 若し 死を觀 破す る 機能 入に なかり せば 人 は 至って 無能な 

るかな。 …… 


死よ、 我が 汝の 足下に ひれふす は 何の 故な りと 思 ふぞ。 我 は唯汝 によりて 神 を 願 ふが 爲め のみ" …… 世ヒ厲 .向 目なる 所 は 

何 處ぞ。 我 は 失望せ ざる 可から ざる か。 只 死 あり。 哀れなる 人よ、 来って 死に 面せよ。 此に眞 面： n; あり。 嗦， 我豈望 を 世に 

失せん や。 嗚呼、 不幸なる もの x 前に は 汝も亦 敵と ならん とする か。 天地 は咸 敵な り。 騎馬 輔裘の 士女 は 塵芥よりも 輕 くつ 

たなき ものな り。 舉識 深奥な りと 云 はる. - 博士 碩學も 唯 一 塊の 土 泥に 過ぎず。 天地 は 貴人に 諂ふ惡 魔に して、 唯 我と 兄との 

み 世に立つ。 我が 心悲み 且つ 痛む。 泣か じと せし 我が 淚は雙 頗を傳 うて 底 ひ 知らぬ 歎息の みぞ 我に は 伴 ふ。 

道行く 人の 顏を 見ず や。 唯 現 心 もな く 眼 を 張りて あはれ 何 を かせんと はすらん。 遇 ふ 人 も 遇 ふ 人 も かば かり 心なき ものと 

は 思 ひ 設け ざり き。 …… 嗚呼 觀來れ ば是れ 果して 何者 ぞ。 偽 光 僞景。 世 は 自然と 人 爲とを 問 はず 偽 行なり" 偽善な り。 汝塵 

を 取りて 之れ を 地に 立た しめよ。 彼 は 人の 如く 笑 ひて 且つ 泣かん。」 

是れ 余が 當 時の 曰 記に 記し 置きた る 妄想な りき。 人 は 是れを 見て 余の 餘 りに 1^ 條理 に、 餘 りに 感情的なる を 笑 ふなろ 可し。 

然り 是れ咸 I 笑に だ も 値せざる もの、 み。 而 かも 當 時に 溯りて 余が 味 ひたりし 苦き 杯を啣 みたらん もの は， 少く とも 余の 此 

言に 同情の 1 片を惜 まざるな る 可し。 人の 心驀 直として 死に 面する や、 其 動機の 如何に 下卑に して 其 行 E:! の 如何に 無謀な り 

とする も、 然 かも 其 間に 確かに 人の 肺肝 を 動かす もの あるな り。 

かくて 憐む 可き 余の 心 は 益 i 暗き に 就きぬ。 余に は 光明なる もの 全く 投げられ ざり き。 此當時 余 は用辨 のため^ 役所に 到 

り、 其 代筆 店の 店頭に 坐して 長時間 を 費さざる 可らざる 事 ありき。 余の 思惟 は 磁針が 常に 北方 を 指す が 如く 嚴し くも て經 

驗せ ざり し 感慨の 虜 となりて、 張 目 すれ ども 物 を 辨ぜず 茫然と して 唯 街 上の 人の 往來 する を 眺めたり き。 今 彼等 は 余と 何の 

關り あらん や。 偶然に して 余の 眼 は 端な くも 行人の 面 上に 注ぎぬ。 而 して 見よ、 彼の 眉^に は lif き 皺に ト まれ、 跟は 常に 何 

者 かに 追 はる &如く 不安の 狀を なし、 口 は 半ば 開きて 力なく、 我が 行爲を 己れ 自ら 疑 ひつ. - あるが 如き 擧動 もて、 余が 前 を 

過ぎ去りぬ" 余 は 突然 彼の 面に 何者の 意味 せらる- -かを 見ん との 心 を 起しぬ。 卽ち 猜疑 多き 余の 股 を 凡ての 通行人に 向 はし 

めぬ" 而 して 見ず や —— 悲慘の 極なら ず や 11 凡ての 面 上に は 唯 單に複 維なる 失望の 色の み 見ら る、 なり。 

I 九 〇 三年  三 五 七 


有 島武郎 _ ^集 第九卷 

第五 卷 

1 L 〇 三 年 (明治 三十 六 年) 〔承 前〕 

牝馬の 歌 

ひづめの あがき ち を とどろかし 

、くさの ちまた も ぉぢ おそれ 

、， な ご の ごとく かぜ を とびて 

あま かけりし めう ま こ を うしな ひ y 

ナふ のりて なつの を ゆく に 

さみしげ に とほき を みやる まなこの 5 るみ 

なにの おも ひで か あと ふりむきて 

ノな \  く こ ゑ ながく  くもに I る 

なづみ がちなる を しひて おへば 

しズ らく はしりて また なづ. ^ぬ 

とまと ぼと あゆみ おそく 

あかね きえて よも た.^ あ をき ゆ ふくれ 

さと なほ をち なる みづに そう セ 


5 なだれし ま- 1 に 

はやな かんと もせず 

まこく は 

やま ぢ ゆく に まこく は さけり 

み ざり しみと せ を その ま- 1 

なつかしき はな つゆ を ふくむ 

あ X いきょ ひと いきょ ひと 

ことし もこの はな きょくさ くに 

穴 月 十六 日" 火曜日。 雨は降らざりしかども雲絕ぇず{1^1を被へり。 余の 北行 は 今日と 決定 せられぬ。 父上 は 朝の 食 車に、 余 

が 彼處に 到りて 土地の 爲 めに 爲 すべき 凡ての 措置 を 言 ひ 給 ひき。 室 蘭 支 廳か狩 太 村の 役人の 間に は、 1 種の 不正が 行 はれつ 

つ あるが 如し。 余 は 十分の 注意 を 以て、 之れ を 視察し 且つ 之れ を 矯正 せんとす るな り。 され ども 富 を 得ん とする もの は —— 

耍之 凡ての ロ實 理論 を 除き 去る 時 は、 農場 經營 の眞 目的 は 當然富 を 得る にあり 11 憐れむ 可き かな。 彼 は 常に 入に 對 して 疑 

惑の 眼 を 張らざる 可から ず。 常に 己れ の爲 めに 思 ひな やまざる 可から ず、 常に 貧しき もの を 使役せ ざる 可から ず。 世に 设も 

憐む 可き 職業 ありと すれば 政治家と 實業 家なる 可し。 

それより 今夜 出發の 21 めの 諸 準備 をな し、 隨分 多忙 を 極め たれ ども 夕刻に 及び 凡て 完成せ り。 かくて 夕刻 壬 生. £ ^に； 5^ られ 

て 上野 停車場に 到り、 午後 六 時の 汽車に 搭 じぬ。 同乘者 一入の み。 田園初夏の射翠到る處に^^窓を擁し、 長く 長く  {Ill^i の锂 

に 入ら ざり し 我 は、 日暮に 至る 迄 車窓より 首 を 囘らさ りき。 點 燈の時 溶々 たる 利根 川の 上流 を 渡る。 山川 共に？ t れて 

遠く 懸る。 余 は 不圖去 秋 機動演習の 時、 薄暮 その 下流 を 渡りたり し 當時を 思 ひ 起しぬ。 かくて 今日の 日？ t れき。 
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余よ 束 中 こ あり "How  we  shall  think  of  Christianity  " の 中 "christian  Power" を讀み 終らん と勉め たれ ども 燈暗 くして 

眼の 疲勞 する 事 甚だし かりし かば、 寧ろ 早寢 する に 如か じと 思 ひて 橫は りたれ ども、 寒 威と 諸種の 聯想と 交々 襲 ひ來り 容易 

に ai^ る 事 能 はず。 覺 めて はま どろみ、 まどろみて は覺 めて 暫くして 此 長時間 を 明かしぬ" 

六月 十七 nj。 水曜： no 曉明 四時 二十 八 分 汽車 は仙臺 停車場に 着し ぬ" 余 何の 幸ぞ 許されて 再び 同情 溫き 人の 懷に 入る 可く 

なりぬ。 喜 悅の思 を 車上に 託して 新阪に 到れば、 彼の 夢は尙 醒めず 其 門戸 は 閉ざされたり。 所在 喬樹の 上 憂々 として 杜鵑の 

聲を 聞く。 幽情 止め 難し。 戶を敲 けば 兄 佘を迎 へぬ。 室に 入りて 多く 語な く 唯相歡 笑す るの み。 感謝して 朝食 を 終へ し 後、 

彼は學 校に 出で 行きぬ。 佘は 机に 向って 英 I 兄に 致す 可き 書 を 書き初めたり。 是れ布 哇に经 りて 彼が 彼處へ 寄港せ し 時 之れ 

を讀 まし めんが 爲め なり。 凡て は絕大 なる 聖旨の 中に あり、 我等 塵に 等しき もの、 思 ひ 計り 得る 所に あらず と雖 も、 我等の 

祈 若し 熱からば 神 は 我等の 心 を 降れみ 給 ふ 可き か。 彼の 上に 失 はれた る 心歸り 来れ。 彼 願く は 此據獄 を 美 はしく 勇ましく 彼 

岸に 達せよ。 願く は佘 をして 何時までも 彼の 中心の 同情者たり 得せし めよ。 

兄 暫くに して 歸り來 りぬ。 卽ち 共に 田邊 氏に 原 先生 夫人 を訪ふ • 其兒 一蔵 君 長 じて 肥えたり。 羸弱 永く 我等の 憂と せし 其 

兒とは 思 はれざる 許りな り。 談話 約 一時間 許りにして 歸る。 初夏の 白日、 庭前なる 大 枇杷 樹を 照らし 何と はなき 夏 思 胸 を 射 

る。 鷥の聲 尙不絕 聞 ゆ。 余 は 再び 英ー 兄に 致す 可き 筆を續 けぬ。 午後 兄の 授業 終りし 後 共に 携 へて 師團 より 昭忠 記念碑の あ 

る 所に 散策す。 山路 M 木 多く 雉子の 聲 さへ 聞えぬ。 歸路早 川 萬 一 君を訪 ふ。 彼 は 妻 あり 家 ある 一 個の 3 &钟士 となりぬ。 彼 は 

此の 如く 活く るなる べし。 

翳途 煮て 食ム 可く 牛肉 を 求めて 家に 入りし に、 原 氏より 錢の蒲 燒來り 居れり。 殘り少 き叛を 以て 大牢の 美味の 如く 食 ふ。 

快 言 ふ 可から ず。 此夜 兄と 藤 村 操 氏の 事 を 語る。 兄 も 亦 最も 多く を 彼に 同情す る 1 人な り。 然り靈 魂の 苦しき 經驗を 有する 

ものよ く 深厚の 同情な きを 得ん や。 

夜に 至りて 原 氏 夫人 及び 一 藏君來 る。 閑談 九 時半に 至る。 夫れ より 愛子に 经る 可き 日記 を 記す。 淚屢 i 睫に 逼る。 佘は今 


日甫 めて 彼女に 英 一 兄が 受けた る 苦痛の 凡て を 語らん とするな り。 余 は 彼女が 此 書を讀 まん 時， 主の 御 助けの 限りな からん 

事 を 祈る" 然ら ざれば 彼女 は 死 せん。 

寢 ぬる 前、 久濶に して 兄と 共に 所 を 一 にして 相 祈りぬ 。感謝す * 主よ 我等が 父よ、 君 は實に 塵の 一片 を も 忘れ 給 はざる なり。 

六月 十八 曰。 木曜日。 晴天。 朝 五 時半 起 H^o 直ちに 庭前の 麵？^ に 到りて 廣瀨 川と 靑葉 山と を 遠望す 0 淸 爽の氣 身に 沁みて 

快 云 ふ 可から ず。 主 は 此の 如き 偉大なる comfort を 徒らに は 造り 給 はず。 此 慰藉 は 果して 誰の 受け^ 可き 听 なるや。 

朝食 後 兄は學 校に 出で 行けり。 余 は內村 氏の 「日曜 講演」 を讀 みて 例ながら 興味 を 感じぬ。 され ども 其 中には 理論の：^ め 

て loose なる もの あり。 氏 は 到底 純 文學を 論ぜん には餘 りに 使徒 的なる ものなる 可し。 然 かも 氏が Divine  Comedia と Fi 

と を 評し、 前者 は 結論にまで 達し たれ ども 後者 は 煉獄に して 止めり と 云へ るが 如き は、 靈 魂の 純驗 I- きものに あら ずん ば 云 

ふ 能 はざる 所な りと す。 

午後 原 氏の 一蔵さん 來る。 兄 は 再び 學 校に 出で たれば 余 は 彼と 共に 唯 赤子の 如く 遊びぬ。 兄の 歸り來 りて 後一 藏 さん を 伴 

ひ、 原 氏に 到り 後 二人に て 北山の 方 を 散策す。 談 ずる 所 多く 歴史に 關 してな りき 0 

夜食 後 Schneder を訪 はんが 爲 めに 再び 外出す。 家に 到れば 彼 は 他の 外國人 等と 會嫉 をな しつ，， ありし かば、 其^にして 

靜肅 なる 街路 を散步 す。 此 夜空 美しく 晴れぬ。 仰ぎ見る に天路 鏡の 如く 澄み、 金星の 影 碧き に 照りて 貲 にや Venus の 海よ 

り 生れ 出で たる 樣の 如し。 家に 歸 りし は 九 時 過ぎな りき。 余 は 近来 此の 如く 快 心の 散策 を^み し 事な し。 家に 歸り范 きて よ 

り 二人 孤燈を 挟んで、 談 我等の 將來と 我等が 宗敎に 及びぬ。 兄の 堅 信 は 依然として 深く 我が 心の 心を勵 ますな り。 f の： 

世に 生れし は 實に徒 事に 非ず。 我等が 全心 全軀を 若し 我が 同胞 我が 骨肉の 爲 めに 用 ゐ盡す を 得ば、 感謝 は 如何に 大 なる き 

ぞ。 我等の 生涯 は 幸か不幸か 此 以外の 事に て は 到底 滿 足す 可から ずな りぬ。 願く は 聖鞭我 を 追 ひて 直き 道 を 歩まし め， ね，， し 

事 を。 

兄の 有する 書籍の 中 他日の 用になる 可き もの を拔 きて 下に 記し 置く。  (& す) 

1 九 0  一二 年  三 六】 


有 島 武郞. 集 第九卷  三 六 二 

六月 十九 B。 金曜日。 晴天" 朝 兄 は 學院に 出で たれば 、余 は亦靜 閑に 讀 誓に 耽りぬ。 此曰讀 みたり し 書 は as£ev*Histoty 

of  Civilization  of  England  " にして、 其 1st  volume に は introduction を 載せた るが、 是れ 最も 英 人なら ざる 讀 者に 價値 ある も 

のな り。 歷史を treat する に 單に社 會科學 の 知識の み を 以てせず、 自然 科學 によりて t§t せらる 可き §gl factors が 非常 

に 夥多の 關係を 歷史に 致す 可き を說 ける 事 甚だ 詳細、 是れを精讀すれば得る處確かに^^^ノならざる可きなり。 又 "Thousand 

and  One  Gems- を繙き Wordsworth の 詩を讀 みぬ。 何等 襟 奥の 沈 想ぞ。 誦する 儘に 心の 嵐： 深く 譬ふ 可から ざる 響 ありて 沈 

み 行く を覺 ゆるな り。 

纏て 兄 歸り來 りぬ。 正午まで 雜談し 午後より 共に 携 へて 廣瀨 川に 到り 水浴 をな す。 晨學士 も 東北 學院敎 授も此 に 到りて 何 

者ぞ とて 二人 思 はず 失笑し ぬ。 後 入浴して 歸る。 庭前 鋰 端に 接して 三 抱へ して 潜 足らざる 大楓樹 あり。 綠蔭を 稍 i 傾ける 白 

日の 中に 落して 淸味云 ふ 可から ず。 兄と 鼓に 坐して 談は 人生の 問題に 及びぬ。 彼 も 今 は 漸く 其 解釋を 求む るに、 純理に 依ら 

ん とする に 到りぬ〕 人間 存在の 長さ、 宇宙の 滅否、 神の 人的 方面、 基督の 神性 等 は 我等の 相 語りた る 問題な りき。 思 ふに 從 

つて 益 i 迷宮に 入る は是 等の 問題な り。 我等 宇宙の 前に 一 個の 塵に 等しき もの なれ ども 何の 用 か 理性の 眼 を 授けられぬ。 是 

を 以て 凡ての 者 を 見なん とする に、 凡ての 者 は Veil もて 蔽 はる >t なり。 聲は 開く 可から ざる 戸の 彼方に 響き、 色 は 揭ぐ可 

からざる 帳の 彼方に 動き、 形 は拂す 可から ざる 闘の 彼方に 立てり。 在りと 見えし もの も 理性 を 以て 近づけば 往々 にして 無き 

が 如し。 i 呼、 さらば 此 心 葛藤の 因なる 理性 を 殺 了す 可き か。 智慧の 果を味 ひ 知りし アダムの 末裔 は 此の 如き 事 能 はざる 

なり。 i 手 11- 一 n& よ、 而 して 理性よ、 汝は 何故に 相- R 目す る や、 汝は 何故に 握手せ ざる や。 我が 衷 なる 戰は大 なり。 佘 再び 嘗 

て 多く 味 ひ 知ら ざり し 理性的 懷 疑の 淵に 陷ら ざる 可から ざる か。 可し 凡て 可し。 佘は 余が 凡て を 主の 御手に 委ぬ。 放蕩なる 

末子 を 我が 父 は 憐み給 ふ 事 もや あらん。  . 

暫時に して 兄の 友 米り しかば、 兄 は 家に 歸 りぬ。 余尙樹 下に 殘 りて 尙志會 が其雜 誌に 編入せ る 故 高山 樗牛 子の 遣 文 を讀み 

初めぬ。 彼は實 によく 戰 ひたりし ものな り L かな。 彼が 中年まで は、 彼 は 單に才 氣迸發 せる 一 個 感情 强き、 而 して 寧ろ 批評 


的なる I 個の 論客に 渦ぎ ざり き。 而も 彼の 若き 晚年、 彼の 肺 患 漸く" m くして 彼が 單に 功名 好奇の 念より 眞 面目なる 自我に 歸 

り來 りし 時に 當 りて は、 彼の 痛切なる 懐疑 悉く 肺肝より 出で て、 余 等 をして 同情の 念衷に 熱する を 禁じ 能 は ざら しむ" .g 何 

なる 處 にも 如何なる 時に も、 眞 面目なる 人 は 祝福す 可き かな。 實に其 入 は 神の 國を 見る ベければ なり。 余 は 殊に 彼が 此 

の 中心に 立 i^,- て、 克 くその 終焉まで 戰鬪の 生活 を更 へず、 其 勇ましき 戰 鬪の爲 めに は 肉 落ちて 痛まず、 骨 細りて 悲 まず、 肺 

破れて 望 を 失 はず、 血 を 吐きて 驚かず、 向上の 一念 死 も 亦 簿 ふ 可から ざる もの ある を 多と せ ずん ば あらず。 舆兒 世に ある {且 

しく 克く 此の 如かるべし。 死 は 易し、 生 は 難し。 終りまで 生きて 永久に 生きて 我等が 探る 可き 道の 如何なる ものなる かプ \ 鬼ん。 

此夜兄 は 其 途別會 に 臨みぬ。 余 は 依然として 高山 氏の 「日蓮 傳」 を讀 みて 幾度 か淚を 零しぬ。 兄の 歸後談 は 悲しく^ 愛の 

事に 移りぬ。 t; 愛に 對 する 觀念 は、 兄と 余と 大に其 經行を 異にせり。 十 一 時半 床に 就きし が、 余の 心より 僅かに 艇 へつ. < あ 

る 余の 囘想 は、 亂 麻の 如く むらがり 立ちて 余 を 攻めつ。 余 は 弱き ものな り。 余 は 僅かの 力 を 以て 彼 事を壓 ふ。 否、 余の 全力 

を 用ゐれ ども 彼 事 は 余の 力 を 煩 はす 事餘 りに 多し * 種々 なる 港 感は余 をして 長く 床 中に 輾轉 せしめぬ。 され ども 多謝す 可き 

かな 「死」 の 妹 は 余 を 見舞 ひぬ。 彼女 は 余 を 寂滅の 地に 誘 ひ 行きて、 余 を 深く かき 抱き 余 は 枯木の 如く 水平に^ はりて 鹧に 

至りぬ。 

六月 二十日。 土曜日。 朝 は 晴天な りし かど も 午後より 曇れり。 今日は 兄 一 日 閑暇なる 可き 日な り。 朝より 共に 散策に 出掛 

けんと 約し たれば 彼の 誘 ふま X に 北山と 云へ ろ 墓 の ある 處に 到る。 余 は 昨夜より 何と はなき I 種の 寂寥に 打 たれ、 若し 玆 

に 兄な からん に は 今日の 如き は 一 曰 又 變悶の 客た る 可 かりし も、 兄の ある ありて 僅かに 慰められつ  >- 漸く 田園の 風趣に 近づ 

きぬ。 古刹の 雨露 風 打 幾 十 年 若しくは 幾 百年な らんと する もの あり。 見る に 問 古の 香 胸 を 刺す。 此？^ 一又： 丸燒 の. } ^多し。 班 

に 燃 ゆる 火色の 赤く 輝く 飴 を 解きた るが 如く、 烈々 として 竈 内に 滿 つる を 見て、 兄 は 「美 はしき かな 火の 色、 古代の 民が 拜 

火の 宗敎を 起せる もの 堙 なきに あらず」 と 云 ひぬ。 實に爾 かなり。 余 は Schiller の 鑄 鍺賦を 想起し ぬ" かくて 北山に 到り {=1C 

處に rauA 夫人の 墓の 憐れに も路 人の 爲 めに 荒された る を 見て、 日本人の 今更ながら 禮を 知らざる の甚 しきに き a, つ 悲し 
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みぬ。 實に 人の 墓に 禮を 失する と は 是れ單 に 粗暴との み 見て 用捨す 可き 事に 非ず。 日本の 民が 宗敎的 信念に 乏しく、 生者に 

對 して は 力足ら ざるが 故に 責めで、 死者に 對 して 無意義なる 反抗 を 試みん とする 卑劣 心の 潜める を 見 ずん ば あらず。 

行く 程に こ. > -らの 墳墓 共に 小さく して 美しから ざるが 多く、 無緣 となれ るに や、 倒れた る もの 頹れ たる もの 至って 多く、 

夏草の 漸く 滋り 多く なれる に悲慘 なる conttast をな せる 樣 悲し。 

歸路、 一 農家に 野薔薇の 色 紅に 燃 ゆるが 如き を 買 ひ、 長 谷 倉 氏の 墓 ある 寺 を 通りて 當 時の 囘想を 語りつ X、 原 氏に 到り 一 

藏 さん を寫 生して 家に 歸る。 半日の 遊 凡て 何 ぞ淨き や。 午後より 原 氏 夫人 来られし かば 雜談に 時 を 移し、 夕刻より 兄の 家 を 

辭す 可き 支度 をな して 家 を 出で、 Schneder の 家に 到り (schneder と は 東北 學院々 長な り。 兄の 云 ふ 所に よれば 彼は溫 厚篤 

實の 君子 人に して 彼に 心服せ ざり し 人な しと。 兄の 如き も 甚だ 同氏に 傾 到せ り。 彼 は 今 曰 佘を其 晚餐に 招け るな り) 其晚餐 

に 列し ぬ。 夫婦 及び 三 娘 ある 其 家庭 は實に 美しき ものにして、 然 かも 其の 質素 は 殊に 佘の 意を悅 ばし む。 Schneder は 佘の爲 

めに 多く 米國の 風俗 を 說く事 精し く 余 をして 得る 處 多から しめたり。 八 時半 家を辭 して 停車場に 向 ひぬ。 原 氏 夫人 旣 にあり。 

かくて 八 時 五十 分の 汽車に 乘 じて 仙臺を 去りぬ。 懷 かしき 仙臺を 去りぬ。 旅人に 懇ろな りし 仙臺を 去りぬ。 夜 は唁く 窓外 は 

風 荒め り。 冷 氣膚を 刺す 許りな り。 

六月 二十 IB"  RI 曜日。 1 人の 陸軍 砲兵 少佐と 同乘 して、 今朝 靑 森に 着きぬ。 佘は 彼と 語る を 好 まざりし かば、 默 しつ. - 

ありし が 彼 遂に 余に 語りぬ。 談は 一年 志麟 兵の 事に 及べり。 彼の 是れに 就て 語る 所 は佘を 噴飯せ しむ。 彼 は 曰く 「我等の 一 

年 志願兵 を 置く は、 知識 あり 富貴なる 階級 を 軍人と なし 以て 軍人の 威嚴を 一般 國 民に 擴 むる にあり、 以て 軍人の 品位 を 高む 

るに あり」 と。 而 して 彼の 枕頭に は妖 妓の寫 眞を其 表紙と なせる 團々 新聞 ありて 漠 はれり き。 かくて 靑 森に 着せし は 七 時 四 

十分 頃な りき。 

空 は 昨日の 如く かき 曇りて、 風 は 少なからず 荒れ 居れり。 汽船 東海 丸に 乘ず。 十一 時 出航す。 船中 往々 Igp! 吐の 聲を 聞きた 

れ ども、 余 は 幸に： の 苦痛 を も * &ぜ ざり き。 午後 五 時 四十 分 函綰に 入りぬ。 昔に 變らず 臥 牛の 山、 巴 形の 水、 北海の 風光 は 


先づ 余の 眼 を 過り ぬ。 

余 は 一人の 商人ら しき 入と 同船し ぬ。 彼 は 世故 慣れて 周旋 好きなる 可き 半老の 人な り • 他者と ら ざる 時 は 必ず 鼻唄 を謠 

ひつ. t あり。 彼 は 至って 親切ら しけれ ども 其 人品 は 至って 低し。 人生の 一 面に は 確かに 此の 如き 人 あり。 夜 十 時 館な gJl し 

ぬ。 風 は 再び 荒れ 出で ぬ。 然も 余 は 平然として 熟眠に 入り船の 室 蘭に 着して 汽笛 を 吹く に 遇 ひて 始め て^めぬ" 

六月 二十 二 B。 月曜日。 黎明 五 時、 船室 蘭に 着し ぬ。 依って 船 を 下りて 旅館 丸 一 に 入りぬ U 本店に 轉 じて 停 1^ 場の 傍に 移 

れり。 彼の 旅め は 汽車に よりて 動かされたり。 汽車の 勢力 は 北 道に 於て 殊に 著しと なす。 朝食後直ちに長友^1$1.:關支廳-ぉを 

訪ひ、 又 支廳に 到り 農^の 件に 就て 諮 ふ 所 あり。 而 して 防風 林 地は晨 場の 市街地 幷に鐵 道 敷地 返附の 代地と して 下附 せらる 

る樣 談判 調へ り。 是れは 然る可き 事な り。 

十 1 時 某 分の 汽車に て 室 蘭を發 しぬ。 途々 の 風光 余の 衷心 を牽 くもの 多し。 幌別は 嘗て 瀧と 共に 宿した る 時、 彼 も 余 も 共 

に して 余 等 は 虎 病に 罹りし にあらず やと 疑 ひし 所な り。 是れ 滑稽の 一 面な り。 嘗て 兄と 泊り たる 時 は、 侮 5i 悉く 氷なる 

邊に寒 殿に 吹かれつ- < さすら ひて、 夜半 淚多 かりし 所な り。 是れ 悲哀の 一 面な り。 登 別 は 殊に 忘れ 難き 處、 彼 鹿に 费 せし 二 

週間 は實に 我等が 爲 めに は ヨルダンの 荒野な りき。 湯 宿の 後方なる 地獄 池の 山上に、 余 等が 人^ 絕 えたる It に 跪きて 祈りし 

禱は、 當時 日記に 誌せ し 如く 今 7^ 忘る \ 能 はざる 處 なり。 沼の 端、 江 別， 野幌等 悉く 我が 記憶に 新たなら ざる ものな し。 厚 

別より 近く 藻 岩 を 望みし 時 は、 余の 淚は思 はず 降りぬ。 余 は 自ら 何が 故なる か を 知らず。 否 之れ を 知らざる に 非ず、 而も 如 

何に 是を 形容すべき。 嗚呼、 余に して 是れ を殘 りなく 言ひ顯 はす 事 を 得ば、 余 は 安んじて 文學 者の 生涯 を；？ S らん。 

汽車 を 降りし に 山 崎の 老母 迎へ來 り 居れり。 彼女 は 相變ら ず佘を 子の 如く 遇するな り。 過る 町々 に 見る 者 皆 美しき を Si 

るが 如し。 余の 眼 は j5g 迎に堪 へず。 佘の心 は 喜 憂に 堪へ ざり き。 農學校 舍は顏 然として 古びぬ。 記せよ、 彼處. i は c» て. f;ws 

武郞 なる 愚者 遊びき。 思 誠 堂の 跡 は 南敎授 住ま はれ たれば 甚だ 美しく せられぬ。 記せよ、 彼 處には 咎て有 島武郞 なる 痴者住 

まへ わき。 彼 は 果して 何になる 可き や。 塵埃 も 亦 用 ゐる處 ある 今の 世に、 彼のみ は 殆んど 何の 用 を もな す 能 はざる もの & 如し。 

一 九 〇 三年  三 六 五 


有 島 武郞. 4- a  i.;; 九卷  三 六 六 

山 崎 氏に 着して 夕食の 膳に、 余が 嘗て 用ゐ たりし 茶碗と 箸と ありき。 此夜 夢な し。 

六月 二十 一一 一日。 火曜 曰。 朝 佐 藤 校長 を訪 ひ、 後、 原敎授 を訪ひ 宮部敎 授を訪 ひぬ。 後、 原敎授 と共に 晨 園に 新築 校 舍を見 

る。 誠に 田舍臭 き 建築な り。 多少の 修正 を 以て 尙 品位 ある ものと なし 可 かりし もの を" wlm の亭々 として {r^ 高く 聳えた 

る樣 は、 何時に 變らぬ 美し さなり。 され ども 此校舍 は 遂に 舊の札 幌農學 校た る 能 は ざらん。 佘は思 ふ、 學 校の 事業 は 個人 事 

業な り。 如何に 其總 ての 機關は 諸種の 元素より 成立され たりと する も、 其 ミー たる もの は 個人なら ざる 可から ず。 余の 

敎 育ま義 はかくな り" 卽ち佘 自身の 力に よりて 集めた る 金 を 以て、 佘 身の 學 力と 品性と を 以て 佘自 身の 學校を 造り、 余の 

死す る 時には 11 若し 余 自身の 如き 後嗣 者な しとせば 11 之 を 解散すべき のみ。 是れを 佘が實 力 以下の ものに 讓る 可から ず。 

又 實カ以 上の ものに 讓る 可から ず。 

原 敎授と 別れた る 後、 偕 樂園を 經て高 杉 氏の 家を訪 ひ、 後獨. I": 敎會に 到れり。 末 光 續彼處 にある を 以てな り。 彼の 唇は戰 

き 眼 は淚を 含み、 余に 對 して 語 を 成す 能 は ざり き。 佘.*^亦情屢土過りぬ。 嗚呼、 札 蜣は尙 此の 如き もの を 有す。 札 暢は佘 に 

最も 美しくな つかしき 所な り。 余の 札 幌に來 りし 目的 三 あり。 一 は 末 光、 一は 足 助、 一は 酒 川。 佘其 一に 於て 犬なる .if 足 を 

感じぬ。 彼と 共に 宮川氏 1^ 訪 ひたれ ども 氏 あら ざり しかば 共に 大島 氏を訪 ふ。 氏 あり。 談 暫くに して 足 助を訪 ひしに あらず。 

俊って 雨と 風と を 犯して 豐平 河畔に 散策 を 試み、 なつかしき 河畔 を涉 みつ X 末 光と 親しく 相 語り、 競馬場に 出で 郵便局に て 

彼と 別れ、 山 田のお 婆さん を訪 うて、 彼女の 亡子の 爲 めに 泣き、 晨學 校の 河 野を訪 ひし も あらず。 夫れ より 原 氏に 到り 晚食 

の 招きに 遇うて 夜 九 時 頃 迄 語る。 農學 校に 對 する 慷慨 談此 一 個の 寧： 者の 唇より さへ 漏れぬ。 

いま はしき 事 も 多く 聞きぬ。 恩 地 及 河 野の 件是れ なり。 壬 生 馬よりの 書屆き 居りぬ" 彼 は壻田 兄が 余に 與 へたる 書 を 見て 

大に 憤慨す る處 あり、 壻田 兄に 兄を責 むる 書を经 り、 而 して 愛子に は 滑 W 兄よりの 書 を 示して 彼女の 決心 を 促さん とせるな 

りき。 彼の 熱情と 愛 意と 彼 をして 此の 如きに 到らし めし は 固より 當然 なる 可し と雖 も、 而も 佘は 彼の 性急の 却って 事 を 誤ら 

ん事を 慮り、 直ちに 彼に 经 るに 雷 報 を 以てし 其擧を 止めたり。 


札幌の 第一 日 は 終りぬ" 佘は 明朝より 山 本 農場に 赴かん とす。 此夜も 亦蕭々 たる 雨な り。 

六月 二十 四 nr 水曜日。 暴 天、 風 あり。 朝 七 時 某 分の 汽車に 乘 じて 札 橾を發 し 小 樽に 到り、 それより 馬車 を滅 うて 小译騾 

に 向 ふ。 馬車 は佘. S 別に 借りし もの なれば、 輕 くして 其 f 搖甚 だしく 頭痛 を 催さん 許りな り。 北海逋鐵道會社のェ^？漸くェ 

を竣 らんと して、 鐵 道の 通じつ >t ある を 見る。 行く 道の 無趣味なる は此 地の 特色 なれ ども、 蘭 島 を 經て余 市に 入らん とする 

隨 道の 附近に 小なる 流れ あり。 「ハ マナ シ」 の 花 紅う 咲き匂へ る 間に 稚 置の 綠 Jt: きが 幽かに 風に 噪 きつ 、ある 樣、 總 ての 配 53 

缺點 なく 調 ひて 可憐 さ 云 ふ 可から ず。 『我 は 海に そ& ぐい さ& 川に 沿うて 生 ふる 魘、 風に 搖られ て 幽かに 立つ る 喊きは 人 

の 耳に 入り 難 からん も、 かたへ に 咲け る 「ハ マナ シ」 の 紅なる 花 は 聞きぬ』 との 意 を 以て 小 詩 を 編まば メ Vordswoxth 振りの 

美 はしき を 得るな る 可し と 思 ひぬ。 され ども 成らず。 

例の 稻穗 峠に 來る。 嘗て 瀧と 兹を 越えた る 時、 

凉 しさ はかし まだち する 驛路の あさげの 煙 吹く 靑嵐 

と 口吟みた る處 は、 今日は 日暮れん として 越 ゆるな り。 御者 鞭 を 按じつ k 悠然として 松 前 追分 を 歌 ふ。 馬蹄 漸く ゆるく 節-は 

身 を 襲 ふ。 何と はなき 快 心の 思盡し 難し。 小 澤驛に 達せし は 五 a- 半な り。 直ちに 馬 を獄ひ 急行して 倶知 安に 向 ふ。 旅^ n: 浦 

匿に 着せし は 正に 八 時、 山 隈林廊 蒼然と して 暗き 頃な りき。 稻 ま、 峙を超 ゆる 時、 車の 動搖 せざる が 故に "Sortowsof  Werther  、- 

を繙 きて、 Letter  XCI  "  Songs  of  Ossiaa  " の 處を讀 む。 是れ 實に此 書の 魔卷 なり。 猛烈なる 相憐の 情と 高嚴 なる 道義の 念と 

が、 大火と 大水との 如く 戰ひ爭 ふ有樣 は、 眞 に心靈 の大觀 なり。 此の 如く 悲愴 を 極めた る 活劇 は、 余 未だ 他に 是れを 見た る 

事な し。 "This  is  the  last  time,  Wetther!  You  shall  never  see  me  awain! " と 云 ひて 私室に 走り 入りし Charlotte の 美し さ、 け 

だか さ、 犯しが たさ 神の 如きに 尙 消し 得 ざり し Werther の 情熱 こそ ありがた けれ。 狂へ る 如く 其戶 にす がり 寄りて "cha- 

rlotte, Charlotte,  one  word  more,  only  a last  far  well ! " と 云 ひし かど も、 女神の 唇は戰 きに 閉ぢて 一 言 を だに 口にすろ 能 は ざ 

りし 悲絕慘 絕の樣 は、 小人の 心 をして 熱して 燃 ゆるの 苦痛に 堪へ ざら しむ。 余は此 書の 主張す る 3- 想 を 退けざる 可から ず。 

1 九 〇 三年  ，1 二 六 七 
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され ども 若し 此に 一 の事實 ありて、 而も 其跡此 書の 如くな りしな らんに は、 佘は其 人 を詛ふ 可き か、 嘉す 可き か を 知らざる 

なり。 余 は 到底 今の 宗敎， に 納れら る 可き 基督の 弟子に は あらず。 

六月 二十 五 or 木霍 日。 余 は 此日夙 起して 宿 を 出で、 以て 農場に 向 はんと 思 ひつ X ありし が、 朝 四時 起き 出づ るに 窓外 風 

雨の 聲？ ニ滿 つ。 止むを得ず 晴間を 待たざる 可らず。 此間、 家 及び 山 崎 氏に 致す 可き 書 を 作る。 七^ 半に 至り 兩稍 i 晴れた 

れば、 意 を 決して 馬 を 傲 5 て發 す。 驛遞の 主人な りと 云 ふ 赤毛布の 外衣 を 纏 ひ 鬚髯 胸 を 被へ る老 (お 余 を S れり。 余の 乘れる 

は 仔 馬 を ほ：^ へたる 牝馬な りしが、 仔 馬 途中に て 来らず なりし かば 牝馬の 悲 みは 例 へんに 物な く、 時に 立ち 止り て 雲 を 見込み 

つ  >1 嘶く 1： 横れ なり。 嗚呼、 人と は 如何に 無情の 動物 ぞ。 我は强 ひて 彼女 を 追うて 走らし めぬ。 され ども 少焉 にして 彼女 は 

再び その 步を綬 むるな り。 余 は 遂に 絕 えずな りて 彼女の 欲する が 儘に 委せぬ。 されば 農場に 着せし は 十 一 時 過ぐ る 頃な りき。 

牝馬の 歌 は 彼女 を 歌へ るな り。 (第三 五八 頁參 照) 

吉川 一家 は 痛く 驚きて 佘を もてなしぬ。 され ども 余 は老吉 川と 其 妻と を 好む 事 能 はず。 彼等 は 「03gl にして ュ『べ なり。 

彼等 は眞に 維新 以前の 虚鏝の 弊 所 を 有せる ものな り。 佘は 最も 此の 如き 阿諛 者 を 厭 ふ。 

午後より 雨 を 犯して 銀之丞 と共に、 小作 者 に 開 黎地を 巡 親す。 小作 者と は實に 憐れむ 可き 階級な り。 彼等 は 服從の 外の 

何者 を も 知らず。 余 は 彼等の 丁寧に 余に 縵 する を 見て 殆んど 逃げん とする に 至りぬ。 同じく 是れ 人、 而 して 一 は 彼の 如く 一 

は 此の 如くなる 所以 は何ぞ や。 是れ 人類 終の 理想な らん や。 佘 等と 彼等と 相 共に 住む 可く 世 は 造られたり。 相隔 りて 住む 

可き に は あらざる なり。 戶數 二十 四 戸なる 可し。 彼等の 多く は勉强 なる 結果 を 示しつ \ あり。 

四 園の 地と 水と 共に 美な り。 佘 にか- 1 る 美 はしき 地が 余の 思 ふ 所の 如く 使用し 得る を 思 ひて は、 心中に 徵笑を 感ぜざる 能 

はずと 雖も、 是 れが爲 めに 多くの 時間と 多くの 金と 少なから ざる 苦慮 をな さん 事 は、 最も 悲しむ 可き 事な りと 思 ふなり。 佘 

は 余の enaey が尙 他の 或る 者に 用 ゐらる 可く 造られた る を 信ぜざる 能 はず。 巡：^ より 歸 りし は 正に 四時 牛な りしな らん。 

夜食 後 は is^ 丞と 農場の 地阖に 就きて 今日 見聞の 事實を 確かむ" 後、 銀 之 丞の父 来り 平凡なる 事柄 を 阿諛 まじりに 語る。 


余 は 最も 此の 如くして 時間の 空しく 費され 終る を 厭 ふ 此の 如き 利益な き 事の 爲に 就. 十 一 時に 至りぬ 。戸外に は £ ^風 荒め り。 

六月 一一 十六 B。 金曜日。 {si りて 時に 雨。 朝食 を 終る や 錤之丞 氏の 案內 こて 村戶長 役場に 到り、 戶 長に 面 まし 々此 地方 

の 事情 を 確め ぬ。 彼 は 最も 正直に して 仁惠 ありげ なる 入な り。 彼に 隱 匿の 事 ありと は 思 はれず。 次に 尋常 小^校 を 見たり。 

當今 牛； 徒 約 七 八十 人 ありと 云 ふ。 村夫子 先生 佘を其 室に 引きて 種々 談る所 ありき。 Goldsmith の 村夫子 は 此の 如き ものに て 

はな かりし にや。 

後 市街地 を 出で て 公共 用地に 到り、 普く 鐵 道の 通 ぜる區 域幷に 三 角 形 地 及び 我が 農場の 返還す 可き 贷附地 等 を も 巡視して 

曾 我 農場に 到れり。 尻 別 川の 上流に 後方 羊 蹄なる 山 聳え 立てる 樣中々 に 美 はしき 眺望な り。 輕 上の 事務所に 暫く 休息し、 中 

食の 馳走と なり 其 農場 內を 巡視し、 二 時 過ぐ る 頃 家に 歸れ り。 それより 鐵道 用地 等の 件に 關 して 相談す る 所 あり。 夜 は 又 彼 

の 老爺 来りて 柄に なき 事 を 云 ひて 人 を闲^ せし む。 

六月 二十 46。  土曜日。 曇 犬、 風" 此日 午前 を 費して 返 地 後の 農場 設計 をな し 殆んど 正午に 至りぬ。 午後 農場 中の 小作 者 

集り 来る。 彼等 を寫眞 後、 、逢ら れて 歸途に 就く。 途上の 風光 固より 多く 云 ふ 可き ものなくて、 俱知 安に 着し、 馬 を 代へ て 五 

時 過ぐ る 頂 小 澤驛に 着し 一 泊す。 

やと 

六月 一一 十八 日。 日曜日。 夙 起裝を 修め、 五 時 驛を發 し 馬を僦 うて 山道 を 停車場に 向 ふ。 稻穰^ を 越 ゆる 比， 雲 時に 破れて 

旭光 錢道を 射、 野生の ライラ サク なるべし、 白き 房の 如き 花の 露 を 含める 樣、 可憐 云 ふ 可から ず。 手の 達する 者 至る 毎に これ を 

摘めば やがて 一 握に は餘る 許りと なりぬ" 此邊に 多く こく はの 花 未だ 蕾なる を 見たり。 「まこく は」 の 敬 はこれ によりて 作り 

しなり (第 一 I 八 頁參照 山道 驛に 着きし は 八 時な りき。 而も 余が 荷物 は 来らず。 汽車の 將に出 でんと する 時、 一人の 小者 

これ を 負 ひて 馳せ來 りぬ。 五體 汗に 1 れて 其急奔 せる 樣 著し。 され ども 荷物なる 飽は 全く こ はされ て ありき。 驛々 に は 好奇 

の乘客 中々 に 多くして、 小撙に 着せし 時 は喧々 囂々 の聲 耳に 滿 ちぬ" 午前 十 時 二十 分の 汽車に て 小 樽を發 し、 札幌に ifS し 1^ 

ちに 山 崎 氏に 到りて 中炱を 喫し、 直ちに 獨立 敎會の 花の あつまりに 到る (彼の ライラ ヴクを 持ちて)" 余が It て敎 へし 少女 等 
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も 大きくな りて あり。 余 は實に 何とも 云 ひ 得ぬ 一種の なつかし さに 堪へ ざり き" 佘は 彼女 等に 何物 を も 與へ得 ざり き。 是れ 

彼女 等に よき 事な り。 彼女 等 は旣に 神より 凡て を 受けたり。 地球と 地球に 住める ものと は 年々 彼女より 種々 なる もの を 奪 ひ 

去るな り。 

それより 大鳥 氏を訪 ひて 河 野 君の 事に 就きて 相談す。 氏の 云 ふ 所 は 亦 If 究の巢 窩に陷 りたり。 宮部 先生 も亦爾 かなり。 佘 

は靑 年の 敎 育に 於て 此の 如く 倫理的 束縛 をな すの 必耍を 見ざる なり。 余の 望む 處は si 生 をして 自由なる 行動 をな さしむ るに 

あり。 佘はニ 氏が 河歸 君に 就いて 懸念せ る程爾 かく 多くの 懸念 をな さず と雖 も、 君の 幼稚なる 心が 全く 是れ がた めに 奪 はれ 

て 遂に 彈カ 性な きものに 陷 らん 事を危 む。 佘は 君に 遇 はんとして 寄宿 舍を訪 ひたれ ども あら ざり き。 

夕食後、 原 氏に 恩 地 君を訪 ふ。 彼 は 病 を 得て 錢函に 療養し つ  ありし なり。 彼は此 一 年間 容易なら ざる 風聞 を 立てられた 

る ものな り、 彼 は ある 1 女 生と 相關れ りと された る ものな り。 余の 知れる 友の 多く は ijc 此の 如き 風說の 末に 走りぬ。 佘は 

灤 くこれ を 恥づ。 佘は佘 自身 此の 如き 境遇に あるが 如く 感ず。 神よ 、願く は 爾の御 顏を隱 し 給 ふ 事 勿れ。 願く は 余の 恥 を 明る 

き處に ひき 出し 給 ふ 事 勿れ 。余の 足らざる 信仰 遂に 彼等 を 誤らし めし か。 さらば 願く は 僕の 罪 を 鞭ち て 彼等の 誤 を 許し 給へ。 

此夜恩 地 君と 共に 夜の 說敎に 列す。 東京に 於て 聽く能 はざる 嚴肅の もの、 佘は屢 J 淚を おて 傾聽 せり。 札 橾は實 に 眞理の 

搖籃 なり。 人 若し 神の 攝理を 空しく せ ずん ば 世 を 救 ふ もの 兹 より 出 でん。 

六月 一一 一十 B。 火曜日。 曇天。 此朝佘 は 逢阪 君と 散步す 可き 約 をな せり。 そ は 君が 心靈 上に 於て 一 種の 苦痛 を 感ずる が爲め 

に、 到底 獨立 敎會に 出席す る 事 能 はざる が 故に、 之 を返會 せんとす と 云 ふに あり。 是れ佘 が 嘗て 經 たる 經驗 なれば、 余 は大に 

君に 同情し、 出来 得べ くんば 君に 幾分の 同情 を 分ち 得ん 事 を 望みし なり。 札幌 病院より 森 氏の 前 を經、 靑年 寄宿 舍の 方に 迁 

囘し、 博物 場に 入りて 君と 相 語りぬ。 君 は 云 ふ、 現下の 我 は 敎會の 存在 を 認めず。 加 之、 心靈 の經驗 未だ 充分なら ざる 我が、 

徒らに 敎會の 末 事の 如きに 關與 して 遂に 驢馬に 等しき 無能者た らん 事 を 悲しむ。 是れ斷 じて 神の 我等 靑 年に 求め 給 ふ 所なら 

じ。 故に 我 は 敎會を 返き て 自ら 尙 一層の 修養 をな さんと すと 云 ふに あり。 是れ實 に 君が 今日の 立場に して 如何と もす ベから 


ず。 余 は 君に 余の 爲し 得る 限り を勸 めたり。 され ども 君 は 頑として 余の 云 ふ 所に 服せ ざるな り。 余 は 君の 再び 活動の 地に 歸 

らん 事 を 祈る" かくて 余 は 君と 別れ、 北辰 病院に 三 好 君を訪 へり。 

彼 は 肺炎に 罹り 病院の 生活 をな す 事旣に 四十 日に 垂ん とすと 云 ふ。 瘦 せたり。 彼 も 思 誠 堂に 遊びたり し 一 入な り。 彼 は 仙 

臺に 到りて 邪路に 落ち 中途に して 救 はれ、 札 幌に來 りて 面目なる 生活に 歸る や、 病 は續々 として 起り 來り彼 は Hi 失 の 淵 

に 臨みたり しが 如し。 彼 は 東京に 歸 りて 後、 美術 舉 校に 入らん とすと 云 ふ。 或は 寧ろ 可な らん か。 

札 幌に來 遊す る 靑年幾 干ぞ、 而も 其の 多く は 或は 病に 権り て跌 き、 或は 素行に よりて 倒れ、 克く 戰を續 けて 彼 3i の より 

眼 を 放たざる もの は尠 し。 余は屢 i 舉 者の 新 知識 を 失 ひて 無能と なりし を、 此上 なき 憐む 可き 境遇な りと 思 ひたりし が、 靑 

年の 其 行路 を 失 ひしょり 甚だしく 憐れむ 可き ものな き は、 今日 初めて 心 深く 味 ひ 知りぬ。 余の 命 若し 神の 許し 給 ふ 所と なら 

ば、 願く は靑 年に 助力 を與 ふる 事 を 以て 余が 1 生の 業と せん。 祈りて 行 はれざる 事な かるべし。 塵 も 亦よ く 動き 得るな り。 

午後より は 嘗て 余が 札幌 にあり し 時、 なしつ M ありし 士 曜會の 集合 をな さんと するな り。 一時 半より 築り 來る もの 六 入、 

河內 完治、 末 光績、 足 助 素 一、 逢阪 信 吾、 ェ藤 光雄、 竹 田 茂是れ なり。 これ 皆將來 最も 多く 希望 ある 宵 年な り。 彼等 は 爾後 

"Saitor  ResartuB- の 研究 をな しつ >t ありし と 云 ふ。 余 は 今日 語る に 約 翰 傳第八 章なる 姦娃 にて 捕 へられし 婦人の 車 を 以て 

し耍之 基督教の 根本的 思想 は Love にあり、 入 は 多く  Love を說 けば 道 德は柔 に 偏して 又爲 すなき ものた る 可し と 云へ ども 

そ は眞に 愛の 眞諦に 達せざる もの 土  W ふ 所の み。 基督が 爲し給 ひし 生涯の 一片 を 取りて 考 ふるに、 若し 愛 を 除かば 殘る所 3： 

物ぞ や。 殘る所 は 零な り。 愛に 勵 まされず して 起り し 凡ての 力 は、 重力に K 對 して 起されし 力の 如く、 再び^の 位^に 立ち 

歸 さる- -を 以て 最後と なさる 可き のみ。 人 を 鞭つ 力、 入を責 むる 力、 悉く 愛より 出で て 效果甫 めて 兑る 可き のみと 云 ふが 如 

き 意味 もて 語りぬ" 後、 河内、 ェ藤、 逢阪 君 等より 交々 所感 を 述べられたり" 余は彼等の露面；！：：なる精進を^^謝す、 主 は 札 

幌の 上に 美しき 種子 を播き 給へ り。 余は玆 より 犬なる もの \ 出 でん 事 を 祈る。 

後 雜談に 移りて 夕刻に 及び 共に 打 連れて 夜學 校に 到りぬ。 余が 札 幌に來 りて 見ん としたり し Ili 者 あり。 一 は 末 光、 一 は 足 
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助 及び 一は 瀕川 なり。 今夜 は佘、 瀨 川に 遇 ひ 得 可き なり。 余の 心中に は 云 ふ 可から ざる 歡喜 滿ち充 ちぬ。 到れば 彼 所 は 依然 

として 舊の 儘なる 夜學 校な り。 余の 心 は 眞に衷 より 躍りぬ。 兹 には眞 面目なる 勉學の 行 はる &所 なり。 所謂 上流 社 會の人 は 

多く 云 ふ 「人に は 否定し 得 可らざる 自然の 階級 あり。 貧者 は 到底 貧者と して 勞働者 は 到底 勞働 者と して 其 生 を 終 ふ 可き のみ。 

ひに これに 注ぐ に 知識 を 以てする は、 徒らに 彼等の 苦痛 を壻 加せ しむる に 過ぎず。 頭 を 以て 働く 階級 あり。 手と 足と を以 

て 働く 階級 あり。 換言すれば、 上流と 下流との 階級 あり" y て甫 めて 社會を 組成す る こと を 得 可し。 無差別の 境 戶ルは 云 ふ 可 

くして 而も 實 行し 得 可き 所に あらず と」。 焉 んぞ然 らん や。 焉 んぞ然 らん や。 嘗て 敎 育の 必要 を說 かれず、 嘗て i! 術の 趣味に 

接せず、 而も 赤兒の を 慕 ふ 如く 此 if 校に 集り 来る 貧兒 ある は何ぞ や。 嗚呼、 我が 天父 何ぞ 入を爾 かく 價値 なきもの として 

遣らん や。 學 ばんと する もの をして 學ば しめよ。 共に 手 を 取る 事 は、 然り 我等 同胞 同じき 立場に ありて、 共に 手 を 取る 事 は 

如何によ きぞ。 

蓬髮招 面の 生徒 我が 周 圍に蜻 集し 来れる に 遇 ひて、 余 は 彼等に 語る に實 力に 依賴す 可き 事と 眞理を 重んずべき 事と を 以て 

せり。 彼等 は 佘に聽 けり。 余の 訥辯は 初めより 終りまで 非常なる 輕みを 以て 語られたり。 佘は云 ふ 可から ざる 滿足 を覺 えたり。 

未だ 演說せ ざり し 前 余 はふと 瀨 川の 姿 を 認め たれば、 其 名に よりて 彼女 を 呼びぬ。 彼女 は 余 を 見る や 凡ての 物 を 捨て 走り 

て 余に 来り、 余の 手 を 堅く 握りて 淚を飮 みぬ。 佘も辛 じて 彼女の 余に 经れる 書の、 甚だ 余の 感謝す 可き ものな りし を 告げた 

るの み。 嗚呼 何の 光 榮ぞ、 余 此の 如き 人 を 友と して 有し 得る 事。 彼女 は 殆ど 余 を 熱愛せ り。 演說の 後 彼女 を 別室に 引き、 彼 

女に 問 ふに 向後の 希望 を 以てせり。 彼女 は淚に 咽び て 何事 を も 云 ひ 得ず、 しかも 其 間よ く 決心 を 以て 僅かに 漏せ し 一 言 は、 

赤十字社 看護婦た らんと する それなりき。 余 は 彼女の 父 之 を 許す 可き や、 彼女の 健康よ くこれ に堪ふ 可き や 等 を 聞き、 佘こ 

れに對 して 出來 得る 限りの 盡カ をな さん 事 を 約し ぬ。 嗚呼され ども 微力なる 余に は 如何にして 彼女の 目的 を 達せし む 可き か 

を 知らず。 余の 祈、 彼女の 熱心 か はる 事な くんば、 神 は 彼女 をよ きに 導き 給 ふなる 可し。 余 は 彼女の 成功 せん 事 を 祈る。 

佘は與 へたる より は 甚だ 多く を與 へられて 彼 處を辭 しぬ。 夜晴 く雨繁 し。 歸り 着きて 彼 や これ や 余の 心 は 限りなき 默 想の 


爲 めに 戰 かざる を マ 仁 ざり き。 

實 にや 余力 弱し。 此 世に ありて 若し 主の 爲 めに 一 事の 爲す事 ある を 得ば、 余の 感謝 は 幾 干なる 可き ぞ。 

七月 一日。 水曜日。 朝 稍 i 晴れ たれ ども 後 曇る。 朝、 原 敎授を 訪れ 共に 博物 場に 到り、 同氏の 研究室に 新たに 來 りし 器械 

等 を 見る。 氏の 學 術の 爲 めに 熱心なる は實に 驚く 可し。 氏も眞 面目なる 疑 間の 人。 疑問の 人 は 尊敬せ ざる 可から ず" 

山 田のお 婆さん を訪 ひて 別 を 告げ、 後 道廳に 到り 土地の 件に 就き 談判す。 後 農園に 到り 鈴 木武良 氏に 會 ひて 直.：：^ 氏より 問 

はれた る 事件の 問 合 をな す。 午後 家より 绘金 ありし 爲め 北海 銀行に 到りし に、 姓名の 間違の 爲 めに 遂に 金 を 奴る^ 能 はず。 

三時 家に 歸れば 河^ 君來 る。 彼 は 停學を 命ぜられたり。 余 は 多く 彼に 就いて 書く 事 をせ じ。 後、 山 田 ひな 氏來 る。 

午後 五 時より 宮部 教授の 晩餐に 招かる。 會 する もの 大島 敎授 及び 高 杉 氏是れ なり。 八 時 迄 語る。 氏は赏 に good ョ an なり。 

され ども 彼 は 凡ての 人の 弱點に 同情し 得る 程の 襟懷を 有せず。 余 は是を 以て 教育者と しての 氏の 唯一 の缺 ii なりと 思惟す。 

他に 於て 間然す 可き 處 なし。 凡ての 人に 同情し 得る heart を 有せん 事 は 如何に 困難なる 事なる 可き ぞ。 而も 神の 前に II じ 

魂を與 へ られ たる 我等 は、 如何なる 場合に ありても 他人 を 呪 ふべき 理由 を 有せざる なり。 

八 時より class  meeting に 列して 十 時に 至る。 彼等 は舊の 如き 彼等な り。 唯 滿ニケ 年の 經驗と 年齢と を 加 はりし^ あるの 

み = 後 寄宿舎に 逢阪 君を訪 ひたれ ども 寢ね てあら ざり き。 余 は 今夜、 彼と共に後庭に出でて共に祈らんと^^みしなり。 余の 

力 彼 を 導く に 由な き 時、 唯 心よりの 祈の み 或は 聞かる \ 事 もや あらんと 思 ひたれば なり。 

明日 は 再び 長く 相 見ざる ベく 此地を 去らざる 可から ず" 余の 心の奥底に はもみ 消し 能 はざる 苦痛 を 感ず。 主よ、 此の 実は 

しき 地、 聖き 地の 上に 祝福 を 賜へ。 此地を 守りて 永遠に 新たなる 命の 中に 生き 永ら へしめ 給へ。 小さき 心 御 33 を 推測す 可き 

由 もな けれども、 靜 かに 思 ふ 時 主 は 確かに 此 地より 或 者 を 出さん とし 給 ふ 如く 見 ゆるな り。 、王よ 願く ば 鼓より 人と 國とを 救 

ふ もの を 出し 給へ。 嗚呼 余が 靈 魂の 生れた る處、 余は此 地の 祝 ：1 を 祈らざる 能 はず。 余 は 亦 余の 愛する 敎會の 上に 祝； i の裕 

かならん 事 を 祈る" 余の 心に 同情 をな し吳 る. -友 等の 上に、 祝福の 裕 かならん 事 を 祈らざる 能 はず。 主ょ、赤子の：：ムひ^^し能 
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はざる 所に 耳 を 傾け 給へ。 ァ ー メン。 

七月 ー1日。 曇天。 余 は 日記 を錄し 誤れり。 余の 夜學 校に 到りし は 先月 二十 九日の 夜な り。 

余 は 今朝 八 時 五十 分の 汽車 を 以て 札暢を 去るな り。 數 年の 間 は 再び 此地を 相 見ざる 可し。 山 崎を辭 する 時佘は 老母の 歎き 

を 見る に堪へ ざり き、 佘は 再び 彼女 を 見る 事 を 得 可き か。 彼女と 余と は 此時を 以て 測 知す 可から ざる 永遠の 跑 離に 相 去らん 

とする に は あらざる か。 何 を 以て 此 if 甚 なる 謎 語 を 得 解く 可き や。 

共に 東 下せ L もの 河內 完治 及び 末光績 なり。 余 は 車窓に よりて 藻 岩山の 遠ざかり 行く を 跳め つ X 熱き 淚を 零しぬ。 彼處は 

實に嘉 き處 なり。 

室 蘭に 着せし は 三時 半 頃な りしな らん。 余 は 直ちに 支廳に 到り 支廳 長に 會 はんとせ しが、 恰も 出張 中な りし かば 其 儘に し 

て 逆旅に 夕食す。 此夜 十一 時 船 は發す 可き なり。 夕方より 甚 しき； 雨と なりぬ。 夜！？ きに 乘合 馬車に て 宿 を 出で、 搖 られつ. - 

靜 、せ木 憩 所に 到る" 船燈の 暗く 懸れ ると スト ー ブの 周圜に 寒げ に 集りた る 人々 の 姿 こそ 忘れ 難 けれ。 此寒 きに 夏服 蕾て 老い 

たる 巡査 は 正客なる べし。 官吏と 見 ゆる 曹 夫妻の、 妻 は 兒を負 ひ、 夫 は 傘と 毛布と 小さき 包と を 提げた る。 痛く 老いた る 

と 見 ゆる 女の、 犬なる 苟物を 坐せ る 身の 兩 側に 置きて、 逃がす まじと しかと 手 を 懸けた るか 其の 眼の 中々 に銳 き。 書生の 三 

人 寒げ に 相 倚りて 低唱 詩を吟 ずる 樣の 悲愴なる。 切符 寶下 所に 船員の 服と 精子と を 被りた る 老漢の 、犬なる 煙管 を 口にして 

雨 罄を聽 き 入る 如くして、 火影に 眼を据 ゑた る。 佘等も 亦 一幅 畫 中の 人た る 可し と 思へば、 そ r ろに 人生の 活畫を 見る の 心 

地な り。 やがて 船に 乘 りぬ。 荷物と 同じく 船の 胴より 投げ入れら る k 如くして、 例の 蠶 棚に 三人の 身を橫 へぬ。 河 內と末 光 

と は 余 こ 談話せ よと 云 ふ。 何 を 語る 可き やと 云へば "sorrows  of  wsther" なりと 云 ふ。 好し とて 余 は 語り 出で ね。 語り 進 

みて 余の は屢 i 淚に濕 へり。 純潔なる 彼等の 心 は 逸早く 同情に 動きて 鼻 をす X りぬ。 船 は ー聲の 汽笛 を殘 して 濠々 たる 雨 

の 中 を 動き 出しぬ。 余の 物語り は 長 かりき。 漸く 終り を 告げて 「两白 かりし」 と聽 者の 歎息 を 漏せ る を 聞きし は、 內浦灣 の 

半途ば かり をス クル ー の戟 りつ.^ ありし 時なる 可し。  ！ 


ゲキ ナス 

みどりごの ねむりに にたる うみのう 

みな わと ともに うまれに し 

あで なる すがた は むかしがたり 

よは とこし へに すゑ にごりて 

ゑ まひの おもわ を そらの ほしに 

うかが ひて なく かなしき さだめ 

まなつの ひかり あせて 

ゆ ふやみ そら を みづと すます 

ふり さけ みれば あまのはらの をち 

た ゆた ひ いづる ほしの ひかりよ 

こ ひねが はく は ばんみん を さしまねき 

ひとしく まなこ を あげし めばや 

あかるき と やみとの さか ひに たち 

いそしみ と いこ ひの たうげ に をり 
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くしき しばし を つかさどらす 

つかれはてし このみ すなに なげ 

かし さよ 

くな のこ 

る おも ひ 

ら はる  とき 

こらよ  —_ 
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さ す 

な き 

ひ と 

つ き 


れと みい るれば なつ 

ひより かへ りて かた 

^ は X の むねに よ 

よに なみだの あざわ 

だに ひそむ よわき 


こよ * ゥヰ ナスの あはき ひかり 

せばめる まゆね ひらくべし 


力 


うた 

よし 

此 よに 

この ひ 

われら 

われら 

わ - 

ひとの 


力 り 

と も 


ふ まじき ぞ この ひ 

あはく とも かすかな り 

のこりて ちり を てらす 

かり きえんまで 

の かひな に あせ を みて よ 

の こ >t ろに ちし ほ みて よ 

らの まなこに なみだ みて よ 


この ちか ひ 地に 就ら で や は 一 


七月 1 一一 日。 此 朝早く 船は函 館に 入りぬ U され ども、 雨の 降りしきる 樣は衰 へたり とも 見えざる なり。 世に G:^ も 傳奇的 趣 

に 富める は、 船の 港に 入りて、 船客の 上 降の 時より 甚 しき はな からん" 殊に 下等 船客に 於いて 爾 かなり。 我 は 何せ I の 誰、 何 

を 商-費と なす もの、 閑暇 あり 給 は V 訪ひ來 り 給へ など 云 ふも慌 だしげ に、 手 は 荷物 を 引きし むる に忙 はしき 傍に は、 若く し 

て 運 拙 かりし と 見 ゆる 女、 嬰兒を 背負 ひて 氣拔 したる 如く、 跟をボ ー ィ 等の^ 斐々々 しく 荷物 調べる 方に 向けた る 儘、 4：：! 爪お 

耶の思 出で に 沈みた る樣 なる。 手拭に て 向鉢卷 したる 老母の、 赤毛布 かきのけつ 起き 上りて、 覽束 なげに 船の 港に 入りし や 

を 隣の 若人に 聞きた る。 1 夜爛醉 して 松 前 追分な ど 面白く 謠 ひて、 船中に 起る 驕樂ケ .獨 り 己 等に 鎮めた る 漁夫の、 ^卷 した 

る 儘、 肌脫 ぎた る 儘、 酒壜を 握りた る 儘、 煙管 をつ まみた る 儘、 狼藉して 船の 着く を も 知らず. 熟醉に 入りた る。 涙 を； 1 ふべ 

きた づきす るなる べしと 見 ゆる 若き 女の、 白粉 處々 剝げ 落ちて 髮亂れ たるが 大 なる 帶 ぎごちなげ に橫 はりて 面 街う 服兑， ^り 

たる。 書き出で なば 數 限りなき 面白さと 哀れ さの 限り を盡 せり。 船の 錨 を 下す と共に 彼等 は 吐き出さる  >, 如く^ 船 に^り^ 

り 去り、 やがて 又、 新たなる 歷 史を此 船に 開く 可き 幾多の 新 分子 は、 轉び 込む が 如く 入り 来るな り。 此光紮 も 亦 I 場の 面白 

さなり 0 

朝 十 時、 船 凾館を 出で ぬ" 雨頻 りなれば 甲-板に 出で.^ 遠ざかり 行く 蝦夷 一 帶の 島影 を 望まん 由 もな く、 色々 なる 事共 3^ ひ 

屈して 朝と 晝 との 食 を もした  >- めず。 夕方 靑森灣 頭に 入る。 孵 船の 中より 再び 雨と なりぬ。 

此夜七 時 某 分の 汽車に 乘る。 凉咸甚 し。 三人 毛布 を かつぎつ. - 達磨の 如くに なりて 寢ぬ U 燈は 暗し。 思 ふ 所 は タクし。 

七 月 四日。 曇 犬。 朝 五 時 某 分、 仙蠆 停車場に 入る。 兄 は 余 等 を迎ふ 可く 来り 居れり。 車上 朝の 快 さ 云 ふ 可から ず。 彼の 家 

に 入る に處々 黃鶸の 歌 を 聞く。 、 

朝食 後 余 は 河内、 末 光 を 導きて 仙臺 見物 をな しぬ。 先 づ師團 より 櫻 岡の 公園に 到り、 やがて！ 河畔に 出で 、三人お を 敷き 

て 暫く 小兒の 如く 相 戯れた る 後、 河を橫 切り 向山なる 伊達正宗の 廟に 到り、 廟 後の 山に 占 刹の 壊れて 古り たる あたり、 人 無 

く樹大 なる 所に 潢 臥して 歌な ど 謡 ひつ- 1 ありし 間に、 三人と も 眠りに 入りぬ。 やがて 末 光 先 づ覺め 驚きて 山 を 下り、 教 近き 
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に 家に 歸り 兄と 四人樂 しき 中 食 をな す。 午後 四 人に て 庵- 瀨 川の 上流に 到り、 種々 なる 事共 語る。 

夕方より 兄と 余と は、 田邊 知事の 晩餐に 招かれ たれば、 是れに 到る。 rn 本 風の 平凡なる 家庭 なれ ども、 田邊 知事 は 何處ま 

でも 昔風の 武士な り。 快活なる 老人な り。 原. 大人 はよ き 人な り。 兄 は 後に 此の 如き 人 惡事を 思 ひ 得る やと 云 ひぬ。 眞に然 り。 

夜 八 時 彼 處を辭 して 家に 歸り、 四 人 再び 卓を圍 んで佘 等の 前途 を 語る。 兄の 云 ふ 所 は復た 昔の 兄の 如くなら ず。 河 內と末 

光と に は 稍 i 異邦の 語な りき。 され ども 今の 世に 一 歩の 改善 を與 へんと する もの は 此の 如き 意見 を懷 かざる 能 はざる 可し。 

余 t 淚を 以て 兄の 云 ふ 所に 同情 せんとす。 され ども 佘 果して 兄の 云 ふ 所の 如く 歩む 可き か は 余に は 未だ 大 なる 疑問と して 殘 

しり。 佘 i 尙佘の 狭き 狭き 道を捨 つる 能 はず。 神よ、 佘等 によき 道 を敎へ 給へ。 余 等の 道 は 何處に 赴く 可き ものなる や。 余 

等の 同情 は佘 等の 同胞の 如何なる 部分に 最も 多く を 法ぐ 可き なるや。 佘等は 未来に 高き 夢 を 持つ とも、 現在に 實 行の 汗 を垂 

れ ざる 可から ず。 如何なる 道 を 行く 可き ぞ。 此に 到りて 佘は 余の 生涯の 餘 りに 第 調な りし を 悲しむ。 神 は 余に 如何に 思 ふ 可 

き や を敎へ 給へ り。 され ども 如何に 行 ふ 可き かに 至りて は、 未だ 敎叱 を殘し 置き 給へ るが 如し。 主 は尙佘 をよ きに 導き 給 ふ 

なる 可し。 主の 笞、 主の 鞭 共に 佘の衷 なる 人 を 慰む。 外なる 人 如何に 苦痛に 入る も、 衷 なる 人の 披顏を 見ん は 如 河に よき 事 

なる 可き ぞ。 主よ、 無に 等しき 此卑鎮 を 導き 給へ。 

此夜十 時 某 分の 汽車に て 仙 臺を發 す。 原 氏 夫人 は佘 を. 逢らん が爲 めに わざく 停車場 迄來 りて ありき。 汽車の 發 する 時、 

.5 女に 別離して 哀情 動きぬ。 彼女と 余と は數 年の 間 再び 相 見る 可から ざる 蓮 命の 下に 置かれたり。 

七月 五 or 日曜日。 半晴" 朝、 九 時 某 分、 上野 停車場に 着し ぬ" 家に 歸 りしに 皆 健在" 母上 も大に 快方に 向 はれて あわき 

感謝せ ざらん や。 され ども 東京 は 余に 好まし からざる 所な り。 佘は 東京に 住める 人の 心靈 的に 5. 偸.^ 衰弱す る を 至當の 事な り 

と 思 ふ。 彼等 は 恰も 病菌の 培養 所の 中に 閉居せ しめられ たる 試驗用 飼畜の 如し。 ，£| の 語を藉 りて 云へば、 彼等 は實に 

此 世に 事 ふるもの  >, 中 殉教の HC 痛 を 忍びつ X ある ものな り。 佘は 彼等 を 悲しむ。 余 は 彼等に も 余の 有する 何物 をか頒 たん r 

を 望む。 . i  .  •  r 


七月. POT 火曜日。 此朝 鯽 病院より 電話 ありて 来れとの 事な りし かば、 余 は 夙 朝 河 夫人 を 病室に 訪 へり。 余 は 彼女に 何 

を 語る 可き か を 知ら ざり き。 彼女の 淚は si 眼に 逼り來 り、 其 隻句 一言 皆 其 兒を思 ふの 熟 情に 燃えざる 事な し。 彼女 は 今日 

余に 彼女の 兒の學 費に 關 して 悲しき 事 を 語りぬ。 佘は敢 て 破顏を 造りて 略 i 彼女の 兒の 行動 を 語りぬ。 余？ 胸 此の 如き 苦痛 

を 感じた る 事 は 少し。 佘は 彼女に 於て Augosthie の 母 を 思 ひ 起しぬ。 彼女の 愛に 滿ち たる 祈^ かれざる 事 あらん や。 余 はこ 

れを 信ず。 され ども 重ねぐ 彼女に 来る 試練 も餘 りに 多き かな。 彼女の 忍耐に 比すれば 余の それの 如き は赏 に^々 たるの み。 

時に 胸を撲 ちて 己れ の 逃る 可から ざる 運命に 淚を垂 る  >1 ものよ。 何の 痴愚 ぞ、 而 して 何の 不信 ぞ。 

七月 十四日。 火曜日。 朝 は 雨な りし かど も晝 より はやみぬ。 暑し。 

七日より 此 日に 至る 迄の 日記 は 何が 故に 記され ざり しゃ。 そ は 平凡なる 無意味なる 生活が 行 はれ たれば なり。 余は此 II 殆 

んど 農場の 事の 爲 めに 惱 殺せられ ぬ。 余 は 殆んど ii 吐 を 以て これに 對す。 而も 余 は 忍んで これ をな すなり。 自ら 已 しの 愚 を 

哂 はざる を 得ん や 0 加 之 余 は此間 殆ど 一書の 讀む あるな きなり。 生く る もの 食を絕 して 饑餓 を覺、 ズ ざらん や。 余に は §:K 無 

くて ならぬ もの 永く 缺 けたり。 余 は 殆んど 旬日に 互る 日子 を 失 ひぬ。 余 はこれ を 悲しむ。 此タ 新； 痰 戶氏邱 に 於いて 晚^ を 供 

せらる 可き 日な りし かば、 兄と 共に 五 時 頃より これに 到れり。 氏 は 余 等 を 引きて 快活に 語れり。 其 談片の 中に 面 白 き 逸話 あ 

り。 氏 曰く、 

一 余の raltimore の Johns  Hopkins  university にあり し 頃、 友を訪 はんとして 或る 下宿屋に 到りし に、 恰も 不在に て 令よ 

主婦の 勸 むる 儘に 暫く 應接 室に 友の 歸るを 待てり。 佘と 主婦と は相對 して 坐し、 主婦の 膝に は 四 五 歳と 兑 ゆろ 可憐なる 女 

兒 倚れり。 余と 主婦との 相 語る 間に、 女兒は 時々 佘を 見た る 娘 を 主婦に 移して、 何事 を かお,^ S くな り。 主婦 は频 りに 之 を 

止めん とする も、 如し。 此の 如くす る 事 再三 再 gj なり。 余の 小 兒を酷 愛する 癖 は 遂に 堪へ 難き. ばに 到りぬ。 余 は 彼女に 問 

ふに 余に 何事 を か 語らん とする か を 以てしぬ。 彼女 は 喜ばしげ に然 りと 答へ ぬ。 かくて 曰く、 『妾 曰曜舉 校に て card を與 

へられた る 中に、 印度に 住める 或る 黑兒の 其 母 痛ぐ 病みて 死ぬ 計りなる を 看護し、 周到 至らざる 所な きを 記せる を w みて 
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より 妾 は 彼の 黑兒を 憐れな りと 思 ひて 朝と 夕と 必ず 彼の 爲 めに 祈りたり き。 君の 容貌 を 見る に 或は 印度より 來り給 ひし 

こ は あらざる か。 若し 然り とせば 妾 君に 問 はん、 彼の 黑兒は 今 如 I： にある や、 彼の まむ 可き 母の 病 は 怠る 所 ありし か』， - 

余 は 之 を 聞きて 淚を 垂れん とせり。 余の 心 は 云 ふ 可から ざる 淨感 を覺 えぬ" 爾後 佘は其 家の 前 を 通る 毎に、 此家 必ず 天 

使の 居るな る 可し との 想に 驅ら れて脫 精せ ざる 事な かりき。 彼女 名 を と 呼びぬ。 爾後 杳 として 彼女と 相關る 所な か 

りしが、 一昨年 亞米利 加 を 廻りて gtiire に 到りし 時 、余の 手に は 女子よりの 手紙 投げられぬ。 訝 かしみ つ、 闺を開 W 

ば是れ Luisa の 母よりの ものな り。 余の 此に 来れる を 聞知し 必ず 相 見ん 事 を 欲する が 故に、 一 寸閑を 以て 來り訪 へと 云 ふ 

なりき。 佘は卽 夜雨 降りて 更けた る を 冒して、 今 は 稍 i 郊外に 移り 住みつ \ ある ぎ の 家を訪 ひぬ 。擧 家の 狂喜 知る 可 

きのみつ 佘は 頻りに を 求め たれ ども 不得 。暫 くして 戶背 一 W  -I. と聲 高く 呼びつ X 入り 來れる もの あり 

熟視 すれば 是れ洵 に 往年 僅かに 單語を 操りし Hksa 其 人に して、 今 は！^^ たる 十九 歳の 美少女と なりぬ 。余 は 彼女 を燈近 

く 近 かしめ て 其顏を 打ち 守りつ. 1 、痛く 失望せ りと 云 ふに、 彼女 は 訝る 如く 其 何故なる を 問 ひぬ。 余 は 答へ たり、 『さなり 

御身 は餘 りに 多くの 年齢 を 加へ ぬ。 佘は今 御身 を 抱く 事 能 はず。 御身の 頰を つまむ 事 能 はず" 御身 を 昔の 如く 愛する 事 能 

はざる なり， 嗚呼 御身 は餘 りに 多くの 年齢 を 加へ ぬ』 と 。され ども 彼女 は 今 も 昔の 如く 美しき 資性 を 改めず とぞ。 彼女 は 

今小學 校の 5i の敎師 をな しつ \ あり。」  I 

其 外 彼れ や 是れゃ 面白く 美しき 話 を 聞きぬ。 兄と 四 谷 停車場に 別れ、 余 は 家に、 兄 は 赤 坂なる 肉の 兄 を訪ふ 可く St ぬ 

七月 十五 B。 水曜日。 此日は 新 渡戶氏 一家 を 招く が爲 めに、 朝来 奔走 をな して 暮に 至りぬ。 夕刻より 一家 來る。 色々 なる 

事して 一夜 を 割合に 樂 しく 過し ぬ。 此日 新渡戶 氏より 兒玉 男內務 大臣た るに 付き、 その 秘書官 たらず やとの 勸吿 あり 斷然 

謝絕 す。 

七月 十九 B。 日曜日。 十五 日より 今日に 至る 間 も 殆んど 土地の 事の 爲 めに 浪費 せられぬ〕 余 は 誠に 此事 ある を 悲し，.，.。 余 

よ 何故に 比 貴重なる 時間 を 人間の 福祉の 爲 めに 捧 ぐる 事 能 はざる や。 一個の 人 富みて、 裕 かにな りて、 而 して 死して …… 是 


れ何ぞ や。 

朝 九 時 兄と 市ケ谷 停車場に 會し、 共に 內村 先生 を訪 ひぬ。 先生 は靜 岡に 傳 道に 到りて 在らず。 彼の 家族と 弟子と は sgfl な 

る 感話會 をな しつ  ありき。 され ども 余 は 彼等の 話に 充 たざる もの ある を兒 出しぬ。 余 は 彼等に 吿 ぐるに 北海 泣に 於いて 聞 

きたる 勤勉な ろ 農夫と 情 厚き 少女との 事 を 以てせり。 余 は 自ら 余の 餘 りに 出過ぎた る處 置なる 事 を 思 はざる に 非ず。 され ど 

も 佘は或 者の 力 余を强 ひて かく 云 はしめ を 感ず 。基督教 信徒なら ざる 農夫と 少女との 行動 は、 實に 2^ に 力 ある 鞭撻な り。 ^ 

呼 余 焉んぞ 福音 を 恥と せんや。 唯 福音に 恥と せられん 事を悲 む。 主よ、 爾の 途は險 しくして 遠し。 力 弱き もの を！ S5= き 給へ ひ 

余 は 無よりも 憐れむ 可き もの なれ ども 旣に御 光 を 見たり。 今 は 返く 可から ず、 進まし め 給へ。 

暫く 內村 夫人と 語りた る 後、 彼 所を辭 しぬ。 午後 新渡戶 氏の ^-Intercourse  of  U.  S.  A.  and  Japan" を 讚む。 是れ 氏が 二十 

五 歳の 時 起草せ しもの なりと ぞ。 余の 力 を これに 比すれば 唯々 漸 愧に堪 へざる なり。 

夕食後 匿 良 氏 来り、 父上 等と 維新 以来 暗殺に 遇 ひ、 又は 遇 はんとせ し 人の 事 を 語る。 秀香 蘭の 如く 胸に 入る。 

蟲の al^ 漸く 冴えぬ。 秋來 ると 云 はん は 未し なる 可し。 され ども 蟲の聲 漸く^ えぬ。 天晴れて 星斗 闌千" 

七月 二十 nr 火曜日。 午前の 間 は 時々 曇りて 雨 を さへ 催し たれ ども、 午後 晩く より 忘れし 如く 晴れ 上りて、 暑 一;M 屮々 に烈 

しかりき。 

朝家に 在りて "Inleccgrs  of  U.  S.  A.  and  Japan- を讀 む。 Preface なれば 充分 此 書の 價値を 判ず る 事 能 は ざれ ども、 ^4^文 

章の 自由自在 は眞に 美し さの 餘 りなり。 是れ 氏が 二十 五 歳の ものな りと や。 余 は 幾度 か 疑 はざる を 得 f。 不遇 余の 如き もの 

も 亦 尠 きかな。 午後 ェ 藤に 到りて 寫 眞を寫 しぬ。 是れ 恐く は 余が 至 肝 至 腕の 服 を 着て 撮影す る 鰻 後の ものな らん か。 此 

服裝は 余に は 最も 樂 しきもの なりき。 これ を 着て 橫 行す るに 天下 眞に懼 る 可き ものな きを 覺 えぬ" 祝す 可き かな 此衣" 此衣 

遂に 脫 せざる 可から ざる か。 それより 兄を訪 ふ〕 暫く 懇談して 晚 食の 馳走に 與り、 共に 上鮮に 到りて 胺覽 會を兒 る。 一 

も 見る 可き ものな し。 只 上野の 翠色 は 暫く 田園に あら ざり し 余 等 をして、 云 ふ 可から ざる 慰藉 を 感ぜし む。 不忍 池の 述の， 
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など 心に 沁む 計りな り。 馬車に て 小川 町に 到り 本屋の ひやかし をな す。 英和 字彙、 和英 字彙、 及び 年表 を 買 ふ。 今日 壬 生 馬 

鎌 倉に 行き、 夜に 至りて 英夫、 鎌 倉より 歸り來 りぬ" 

此夜河 野 孝 太 君 を 太 田 邸に 訪ふ。 彼の 改心 は尙 余に 疑 はしき 所 あり。 彼 は眞に 憐れむ 可き 弱點を 有せり。 そ は 彼の 0 一 srac- 

ter の weak なる 事な り。 彼の 失敗の 凡て は、 殆んど 此弱點 より 胚胎せられ たる ものな り。 佘も亦 大に此 「il 點を有 す。 故に 佘 

は 彼の 墮 落の 經路に 同情せ ざる 能 はず。 され ども 彼の 道 は 痛く 謬れ り。 今にして 彼が 道 を 直く せ ずん ば 彼は统 る. -所 あら ざ 

る 可し。 

夜に 至りて 冷 味 又々 加 はりぬ" 行 郞の湯 地 氏に て 得 来れる 「すヾむ し」 美しき 昔に 鳴くな り。 秋 意 動く に 近し と 云 ふ 可き か。 

七月 二十 一一 B。 太 曜日。 曇天 夕に 至りて 雨と なりぬ。 此頃 余の 讀 める 所 は 雅歌臀 なり。 是れ 永く 聖書の 中より 除かれた る 

書な りと ぞ" しかも 其 言々 の 鋭き 事兩 一?- の劍の 如く、 讀む者 をして 思 はず 手に 汗 を 握らしむ。 余 は此書 を讀む 毎に 恥 面に 滿 

つ。 嗚呼 然り 「信仰 若し 行 を 兼 わざれば 死ぬ るな り」。 

朝 戶 氏の "Intercourse  of  U.  S.  A.  and  Japan" を讀 む。 今日は llii  Perry が 日本に 來 るに 至りし 事歷を 記せる 所に 

到りぬ。 興味 饒 かなる 所 多し。 其 中 他 m の參考 となり 又 記載の 美 はしき もの を 下に (拔 萃峪 す〕。 

晝 食後 休息の 時 を 利して 蘆 花 子の 『トルストイ 傳』 を讀 む。 今 は 彼の 傳も早 余に は 多くの 興 を與 へずな りぬ。 余 は 彼の 信 

仰と 行爲 との 或點 以上に 同情 を 寄す る 事 能 はず。 

六 時 七 分、 市 ケ谷發 の 汽車に て 兄と 共に 内 村 氏を訪 ふ。 車に 入りし 時より 雨降り 出しぬ。 角 害の 隱捷に 到り 坂 を 昇らん とせ 

る 時、 徴吟 しつ >| 庭に ある 氏 を 見たり。 氏 は 快く 我等 を 其 室に 引き 其 胸 を披き て、 慈母の 其 子を敎 へる 如く 我等 を敎 へぬ。 

稍 i 一  時間 半に 亙りぬ。 其 中 余の 最も 深き 注意 を惹 きたりし  一 二 を 拾 は V、 

兄の Resurrection の 意義 不明なる を 間 ふや、 曰く 「 是れを 解 釋 する 前に 第 一 に考ふ 可き 事 は、 基督教の 我等に 要求す る 第 

1 の claLm なり。 そ は 我等の 罪なる 觀 念に 鑿 入す る 事な り。 是れ實 に 基督 敎の 根本 思想に して、 我等が 我等の 罪の 拔き 難き 


を 知る と共に、 我等の 罪 許された りとの 自覺を 得る に 到る 迄 は、 他の 凡ての 事 は解蘀 せられ 得 可， きに あらず。 Resuarcotion の 

如き も 若し 果して 上の 問題 を 隈なく 解釋し 得た らんに は、 容易に 解く 事 を 得 可き ものな り。 某 督敎は 理論に あらず、 fact な 

り。 Meditation にあらず、 vision なり。 而も 是れ 夢の 如き vision にあらず。 基礎 固き vision なり。 i 

佘の Tolstoy の 基督 敎を 問へ るに 對 して 曰く  rTolstoy の 宗敎は Carlyle の それ、 Emerson の それと 同一 にして、 ^^教 

は natural  man は 誰 にても 其 etrort を 以て 得らる 可き ものと なすな り。 卽ち Unitarian と 同 1 の 口吻な り。 され ども 我は爾 

か 信ぜず。 我等 自身の 力 は 無な り。 我等 只 基督 を 信じ 彼より 受 くる もの あるに よりて 初めて 人たり 得 可き のみ。 Tolstoy の 

宗敎は Tolstoy の 容貌が 極めてよ く 示す 如く、 人を責 むる は 勿論 常に 常に 己れ を責 む" 而も 我が 信ずる 所 は異れ り。 我 は 我 

の 至って 無力なる を 感ずる と共に、 又 人の 有し 得ざる 大 なる 力 を 有する 事 を 信じ、 且つ 我が 同胞に 對し 己れ と 同 一 の 弱點を 

有する の 故 を 以て、 無限の 同情 を 捧げ 得るな り。 

「Resurrection の 解釋に 勝りて 困難なる 基督教の 問題 は 贖罪の 敎理 なり。 Resu.rection は 肉 體の事 なれ ども、 FOTeiveness  of  Sin 

とは靈 魂の 事な り。 我等 人の 罪 を 負 ふと も、 其 人の 罪 は 永久に 消 ゆる 事な し。 而も 基督 我等の 罪 を 負へば 我等の 罪は卽 ちほ 

めら る。 是 れ殆ん ど解釋 以外な り。 され ども 是れ 否定す 可から ざる 事 IX なり。 何者 も此 大事 實を 動かす 事 能 はず。」 

「基督教に は foundation となる 可き I  二の 大切なる 事實 あり。 此事 實絲の 如く 相 連 終して 聖書 中の 事赏を 包めるな り， 我等 

は 此絲を 求めざる 可から ず。 而 して 得ざる 可から ず。 其 他 皆 否な り。」 

r 我 時に 云 ふ 可から ざる 寂寥の 感に堪 へざる 事 あり。 我 若し Carlyle の 如き 道 を 歩みつ >t ありし ならば、 我 は 5?^ に ¥ お 3?^ の 

思に 堪へ ざり しならん。 しかも Paul の 如き 道 を 歩む が 故に、 我に は 寂寥に 伴 ふに 大 なる 慰藉 あり。 我是れにょりて^»て失 

望せ ざるな り。 君 等 米國に 到らば 眞に 人生 根本 第一 の 問題に 蓆 腺せ よ。 其 他 は咸從 つて 解けん。 我等が 哲學と 科^と を 研究 

する は、 哲學 と科學 とが 到底 人心 最 奥の 要求 を 1h す ものに あらざる こと を 知り 且つ 證 せんが 爲め なり。 科學は laborious ノ に 

宗敎の single  fact を 確 めんと して 進みつ >f あり。」 
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其 他 氏の 語る i 々として 我 S 肺肝 I くもの あ I。 余 は 氏の 持說に對 して は、 遺憾ながら 賛成の意を 表する 能 は ざ 

る ものな. - とも、 氏に 接する 時には 是 等の 疑問 は 何れに か 影 を 潜めて、 唯 傾 聽の餘 を 知ら ざら しむ。 余 此の 犬なる 靈魂を 尊 

敬す。 彼の 上に 福の 益 i 裕か ならん 事 は 余が 衷心よりの 願な り。 

8 云 ふ 可から ざる 樣々 の囊 多し。 雨の 中 I りと ぼくと 頭より ぽ て浸歸 りぬ。 5 着けば 大厦嵐 然として 聳 

えつ  >, あり。 as. 是れ 遂に 何者 ぞ。 嗚呼 余に 尙 St.  Friis の 勇氣と 確信と なし。 主よ、 願く は此 不順の 子 を 鞭ち 給へ。 

今宵 母上の 余に 痛く やさしき を 見ぬ。 余の 感謝 は！？^ とならざる を 得ず。 英 一 兄の 歸時 近づきぬ。 佘は 何の 顔色 を 以て 憐む 

可き 彼 を迎ふ 可き か。 

七月 二十 三 金曜日。 「兄弟よ、 善行 を 行 ひて 倦む 事 勿れ」 (帖撒 羅尼迦 後書 第三 章 十三 節)。 〔"1 き si  ofus. 

and  Jaian" の拔 萃ぁリ 略す〕 

以上 は朝讀 みたる 『日米 交通 S より 拔萃 せし ものな り。 午後 休息の 時間に 『思 出の 記』 を讀 む。 彼の 筆 は 確かに 活 きて あり。 

*K の 氣の活 きつ  >1 ある を 示す ものなる 可し。 彼の 書に は 特別に 卓越せ る處 なき も、 宛ら 草木の 自ら 地に 影 をな す 如く 極めて 

自然に 極めて 自在に 描出せられ たる 點 、他の 諸 作に 比して 一頭 地を拔 けりと 云 ふ 可し。 是れ實 に 明治 年間 書生の 心理 史 なり。 

は Tolstoy の 如く、 其 著作に 於て 夢 を 語ら ざらん と勉 むる もの & 如く なれ ども、 著者の 詩 入 的 方面 は 影の 如く 脫 逸して、 

濫りに 詩人 を 以て 任ずる もの  >-遙 か 上に 位する は 多と す 可から ず や。 自然に 對 する 研究の 緻密なる など 殊に 尊き を覺 えずん 

ば あらず。 

休息 後 再び 『日米 交 通史』 を讀 みて 夕方に 至る。 夜 『憶 雰錄』 の 續稿を 成して、 ±1 時半に 至る。 余の 性懶 怠に して 未だよ く 

全文 を 成せる 文章 を 作りし 事罕 なり。 是れ佘 の 痛く 恥づる 所。 此夜筆 執りて 主人公の 境遇に 同情の 念 禁ずる 能 はず。 是れ全 

く 余の 虚構より 出づる もの なれ ども、 余 は眞に 余の 隣に 此の 如き 人 ある ナズ覺 えざる 能 はず。 彼の 如き 人 はなき か。 彼の 如き 

人よ あらざる か。 而 して 世 は克く 之れ が爲 めに 泣きし か。 あらず、 あらず。 言 はざる 勇士 伐ら れ たる 如く 倒る。 而 して 千ノ 


萬 人 平然として 自己の 福祉 を 急ぎて、 其 死 該を乘 越えつ >u めるな り。 

七月 二十四日。 合 曜日。 朝より 暴り て 夕に は 雨と なりぬ。 夜靜 かに 食堂に 坐りて 母上と しめ やかに 語る に、 行 郞が殘 し 3^ 

きたる 松蟲の 夜の 凉 しさに ゃ聲 細りて 雨に 鳴く 寂し さよ。 秋の 門 漸く 近づきぬ〕 機杼の 歌、 金 風の 驟 KJ^ ましく し. 而も 悲し 

き 光董は 見る が 如く 余の 股 を 過る。 好來 秋。 余 又 再び 汝の 懐に 抱かれて 思 ふ 儘に 余の まぶなる 淚と 親しまん。 

• 何處 行き 何處 さまよ ふ 我が身 ぞも 小雨つ れ ふ \ 物 思 はる \ 

抱くべき 人 も ありな ば 我が 淚 つめたき もの か 問 ひ て 見 まし を 

夏に 似し さかりの 命お ごり あ へ で 胸う つま \ に 泣く 入 もな し 

いか なれば ひたすら 秋 はした はる. - 男の子 二十 五 さてよ わい かな 

朝、 東 ；ヌ 府廳に 旅行 券の 下附を 受けに 行き、 後橫濱 銀行 支店 及び 紙 店 棲 原に て 紙 類 を購ひ 家に 歸る。 據ぬ にて 余に 紙 を， お 

りたる 少年 あり。 打 見る に何處 とて 眼に 附く所 はな けれども いぢら しきまで 可愛 かりき。 彼の 運命 は 彼 を ^ ゐ て；！！ く 彼處こ 

蟄伏せ しむ。 而も 余 は 彼が 池 中の ものに あらざる を 思 ふ。 

午後 阪本俊 健 氏を訪 ふ。 筆 子さん 大きくな り 居れり。 雨 を 冒して 白鳥 先生 留守宅 を訪 ふ。 若く して 类 しく 且つよ き 細お は 

親しく 余を迎 へて 暫く 過去の 夢 を 語りぬ。 彼女 は其當 時に 變る 事な く 純然たる 處 女な り。 彼女と 先生と 光生の 母お が、 余の 

爲 めに 爲し給 ひし 厚遇 を 思 ふ 時、 余 はしみ.^ と 師恩の 渥 かなる を 感ぜ ずん ば あ、，： ず。 祝福 願く は 彼等の 上に 裕 かなれ" 夫 

れ より 西 村 氏を訪 ひぬ。 彼 は 今 囘宮. i- 縣參事 官を拜 命し 任地に 赴かん とするな り。 色々 の 事共 りぬ。 余 は I^i 泣かん とせ 

り。 彼の 妻 は tenderness の 代表者と も 云 ふべき ものにして、 彼女の 云 ふ 所 は 余の 腸 を 剔るな り。 

嗚呼 英 一 兄の 事 遂に 一種の 悲愁に 終り 去らん とする か。 人生の 悲慘事 之れ に？ f ぎた る は あらん や。 余い 彼に 對 する H 怙足 

ら ざるが 故の み。 余 は 彼 事 を 思 ひめ ぐらす 時、 眞に 死の 如何に 皐 きものな るか を 思 はずん ば あらず。 

頃來 余の 感情 復 激し 來 りぬ。 苦しき 幾！ HI か を 過 さ V る 可らず。 人 は 凡て 余の 衷心 を 知らず。 是れ よき^な り。 
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七月 一一 十六 日。 R 曜； 11。 晴天、 夕方より 雨" 朝家に ありて 父上の 爲 めに 作阖を なし、 九 時半 頃より 太 M 氏に 孝 太 君 を 誘 ひ 

て 、海老お 氏の 敎會に 到る。 平凡なる 說敎 なりし。 而も 孝 太 君に は 何物 をか與 へしな らん。 午後 愛子 を 訪ねて 彼の 事共 語る。 

余 は 彼女の 決心の 漸く 固き を兑 る。 而も 余 は敢て 如何なる 決心なる か を 問 ふ大膽 をな さ^るな り。 され ども 此 事局 は 遂に 一 

定の 結論に 達せざる 可から ず、 達せし めざる 可から ず。 思 ふに 壬 生 馬の 云へ る 如く 其 道 二 あり。 一 は 卽ち斷 じて 彼女 彼 家 を 

去らん 事な り。 一は 卽ち 彼女が 凡ての もの を犧牲 となして 彼 家に 留ま-つん 事な り。 其 何れが よき 道なる か は、 佘の 鈍れる 心 

遂に 判斷に 苦むな り。 運命の 人の 命 を 窮迫す る 正に 此の 如きに 到る か。 余の 見る 所 を 以てすれば 是れ 余の 生涯に 與 へられた 

る 特別の 天啓な り。 其 神より なると 惡 魔より なると を 問 はざる なり" 惡魔 も亦佘 等が 師 なり。 

それより 新渡户 氏を訪 ふ。 兄旣 にあり。 別に 注意す 可き 事な し。 彼處 にて 夕食の 馳走と なり、 共に 帝國敎 育會に 到る。 蓋 

し 氏の 演說 あるが 故な り。 到れる 時 靑柳有 美氏將 に演說 しつ X ありき。 奇 聲を發 して 奇言を 吐く。 蓄昔器 を 聞く が 如し" 

新渡戶 氏の 演說は 「ゲ 1 ァとカ ー ライル」 と 云 ふなり き。 氏の 狡獪 手段 は 其の 演說の 大部分 を 力 r ライル 論 もて 蔽ひ盡 し 

ぬ〕 され ども そ は 興味 尠 きものに は あら ざり き。 嘗て 內村氏 力-ライル を 論ずる の 序に 曰く 「札幌 に 於て 初めて 力-ライル 

に手ァ y 染めた る は 新渡戶 なりき。 而も 余 は 今に 於て 最も 力 T ライルの 實仃 者と なれり。 後の 雁が 先にな りしと は眞に 是れを 

云 ふ 可き か」 と。 是れ理 言な り。 新渡戶 氏の 如き は 力 ー ライルの 實 灯 者たり 得 可き 人に あらず。 力 ー ライルと 新渡戶 氏と は 

其 天分に 於て 異邦人な り。 され ども 新渡戶 氏が p ュ yle より び 得た る！ n 大敎訓 は、 確かに Oirlyle が敎訓 せんとせ しもの 

,ぶ え 三大 教訓と は何ぞ や、 曰く  ぶ SS -、 曰く  faithfulness- 曰く  love 之れ なり。 是れ眞 に piyle がその 半 I 涯を 通じて 

き- 傳 せし 所に して、 其 manliness は "Everlasting  No- の 末 段に 於て 窺 ふ 事 を 得 可く、 其 faithfulness は "Hero  Worship" の 

各所に 窺 ふ 事 を s!^ 可く、 其 love は "wverlasting  Yea" を 燦然と して 飾りた る nucleus なり。 新渡戶 氏 は "Sartor  Rrsartus  " 

を反讀 する 事 殆んど 十八 度に 達し、 齢. 旣に 四十 を 過ぎて 猴且 之れ を捨 つる 事 能 はずと 云へ り。 是れ 誠に 忠實 なる 入の 言た-る 

可し。 苟も 一 茴の 哲人 其 生涯の 血と 淚と 汗と を 搾 出して 創り 得た る 思想 を 見る に、 輕 率の 行爲を 以てして 可なる 可 けんや。 


七月 一一 十 <B。 火曜 快晴" 此日西 村 保吉氏 {C 崎縣 參事官 として 赴， 任す 可き 日な り。 此：： ： 余 も 亦 鎌 < ^に.：，〕 m::- に" 氏 を， 

はんとす るの 心 紐み あり。 仍て朝 七 時 停車場に 到る。 彼の 家族 旣 にあり" 三兒欣々として余の周闘に^¥^來り、 余 こ 約す る 

に 文通 を 以てせり。 何故に 小兒 はかく 可憐なる ものなる 可き ぞ。 彼の 細君 は 余と 別る &時 泣きぬ。 余 も 亦 泣かん とせり。 、し 

弱き ものなる 哉" 

余が 持てる 荷 は 夏衣 一着、 食物 若干、 聖書、 "Sorrows  of  werther つ 及び sketch  book 之れ なり。 固より 余が こ  一 口 を 

彼處に 過さん と 思 ひたれば なり。 セ時 四十 分の 汽車に 乘る。 四條と 同車せ り G 讀想錄 は 初めて 四條 なる 名 を^せ しならん > 

され ども 是れ ニ條の 改名した るな り、 名 は變れ り、 され ども 入 は舊の 如し) 二  ！11 の 新 g を 讃 みしの みに て、 譏 霄 もな く雜談 

に 時 を 移して 鎌 倉に 着き、 車を僦 うて 家に 入り 直ちに 再び 島 田三郞 氏を訪 へり- 余 は 初めて 彼 こ 遇 ふなり。 彼 ま^り VJS?:^s=af 

厚き 人な り。 余の 每日 新聞の 海外 通信 者た らんと する 望み を 直ちに 承引し 吳 たり。 

壬 生 馬と 行郞と ありて、 隆三は 今日は 片 獺に 到りき。 午後 く 語りた る 後、 余 は 河 の令讓 等の 材木 1^ に來 りつ >t ある を 

訪 ひぬ。 姉妹 H 入 及び 他の 緣者 一入と 下女と を 加へ、 五 人の 樂 しげなる 生活な り。 嗚呼、 彼の 不幸の 兒幼 くして 流離 M ゆせ 

ざる もの、 そ も 幾年な りけん。 而も 今後 彼等 一 堂に 會し睦 み を 新たに す。 之れ を见ろ もの 誰か 喜ば ざらん や。 氽 も，： n: ら效. n 

の 開く を覺 えて 暫く 相 語りぬ。 津田仙 氏の 孫 女 あり、 霰に 十； 心 あり。 賽の 事な ど 語る。 女子に は 何か藝 術の みあら せ.；^ きも 

のな り 0 

夕方 家に 歸る。 夜食 後 獨り濱 に 出づ。 月 照りて 余 星の 影 殊に 美し〕 余 は 獨り流 材に踞 して^ 想に 人り ぬ 。悲哀 を 今：： めろ (な 

らん、 如何と なれ は .21 ら 涙の 流れ出れば) 樂 しさに 遇 ひ、 恰も 天父の 胸に 倚れる が 如く 覺 えて、 幼兒 よりも を さなげ なる 祈 

禱を 捧げぬ 0 

鳴 呼 此地は 遂に 忘れ 難き 所と なりぬ。 余が 生涯の 幾 部分 は、 確かに 此 地に 於て 用 ゐられ たり。 凡ての 感情 を 排除す る 時 は 

佘は此 地 を 愛す。 別莊の 多く は 人の 造りた る ものな り。 天の 造りた る ものに あらず。 天の 造りた る 鎌お は、 余の 生涯に 一 印 
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象 を殘す ものと なりてより、 そ は 實に佘 が 片影の 如くな りぬ。 人 は 遂に 人の みを戀 せざる なり。 

愛子の 壬 生 馬に 经れる 手紙 を 見ぬ" 余 は 面 を掩、 づて 泣けり。 英 一 君 も 愛子 も 共に 同じき 事 を 云 ふ。 然し 是れ -兩 つな 力ら 涙 

の 深淵より 湧き 来れる もの。 肉と 鬣との 激しき 衝攀鬪 より 來れる もの。 而 して 人生 誠に 巳む S ざる 運命の ほ だしより 來 

れる もの。 之れ を讀 みて 笑 ひ 得ん や。 

され ども 今日 海に 浴して より、 余 は 痛く 快活と なりぬ" 余 はかくば かり 海の 效能 > 認め 得た る 事な し。 余の 眉 は 今 曰より 

開けたり。 多く 笑 ひたり。 余が；！^. 欝の時 来れり と杞 M せし こと は、 稍， 日の 事 ありて より 慰められ たるが 如し。 或は 沈蠻 

期 を 此の 如くして 過す 事 を 得ん か。 然 らば 是れ 多謝な り" 

七月 二十 九日。 k 曜日 ^ 快晴。 朝" Sorrows  of  werthcr- を讃 みつ  >- ありし に、 河 野 氏の 令孃來 る。 今日 鎌 倉の 案内 をせ 

んと 約し 置き たれば なり。 卽ち 暑を 冒して 大佛に 到り、 長 谷 寺の 觀 音に 詣で、 證郞祌 社 I りて 謹 寺に 着せし 時 は 蹇近 

か i 寺 as に案內 せられて 其 S 物を兒 る。 國賨 となれ る もの 徵 なから ざれ ども、 さして 住 意を惹 くもの なし。 本尊の.^^ 

尊 は釋迦 在世の 時 造られし ものにして、 支那 朝 鲜を經 て 兹に傳 へられし と 云 ふ もの、  < ひ 一一 を 通して 見る 事 なれば、 委しく 其 

鑿痕を 探り 難 けれども、 僅かに 見 ゆる 手 S 形な ど 美し さの 2 なり。 SI の 時に 造られし ほ あらざる 可し" され ども 早ォ 

確かに 名作なる 可し。 此寺は 良 觀和尙 の 開基に して、 良 觀和尙 は 傑 僧 日蓮と 對峙 して 其 教義 を爭ひ しもの なり。 當 時の... I 

の 流 風に 沈溺 して 日蓮の 卓識 を 看破 丁る 事 能 は ざり し はさる 事ながら、 療 病院 を 起し、 藥湯堂 を 建て、 寺內に 集る 癩病 者當 

に 千 五 百 人 を 下ら ざり しと 云 ふに 毘れ ば、 彼に も 非凡なる 一 隻^ はありし を 知る 可し。 

後 寺緣に 倚りて 行厨を喫す るに 甘味 大牢の 如し。 彼女 等 は 佘に强 ふるに 敎話を 以てしぬ。 され ども 佘は 是れを 固- f る 時 

愛子 君 は 余に 問 ふに ぺ テロ 雷 「柔和 恬靜」 のま 義を 以てせり。 佘は 喜んで 彼女に 答へ ぬ。 余 は 今に 至る 迄 多く 彼女 を 相識 

らざ りき。 而も 此兩 三日 彼女と 接すろ 所に よれば、 彼女 は 確かに 其 姉に 過ぎた る 品性 を備 ふるが 如し。 活靜 なる-バン 女な.. リ 

かくて 寺 を 出で て 七 里ケ濱 に到么 U  B 天 S して 影 は 正に 我 .1 の 中 に 逃れ 人る 暑さ I せり。 され ども 盛夏の 暑さ はお 


きかな。 木 葉、 草葉、 赤土の いきれ ゆらくと して 眼 も くらむ 許りなる 熱烈の 渴仰、 切々 の g え、 人の 世に は 見る 可から ざ 

る壯觀 なり。 濱に 出で し 時 一人の 壯漢 あり。 衣を脫 して 水に 入り、 獨り波 を 分けて 進み 行く 事數 丁、 波間 tiS かに 共 影 を^ ふ 

可し。 見る 者 をして 痛快 を 感ぜし む。 

かくて 歩を轉 じて 家に 歸 りし は、 二 時に 近き： 3- なりし なる 可し。 吉田彌 干、 壬 生 馬の 處に 遊びに 来りて ありき。 共に 海に 

入る。 彼 は 長 谷の 方 を 見物に 到り、 余 は 家に 歸 りて 再び "Fotrows  of  Wctther" と 親しむ。 

夜に 至りて i み-依然として 晴れたり。 我等 机を鬨 みて 語る。 風水の 如し。 余 は 何事 を 語りし か を 知らず。 荬储堪 へ 難くて 阪 

りに 入りぬ U 

七月 1 二十 or 太 曜日。 快晴 半點の 雲な し。 萬 象燦爛 として 燃 ゆる 許りな り。 朝 壬 生 馬と 共に 海に 入る。 吉田は 一 時 某 分の 

汽車 を 以て 壬 生 馬と 共に ー11 崎に 去れり。 余 は 彼等 を途 りて 八幡宮より 停車場に 到る。 歸後 直ちに 隆三、 行郞 と共に 材木^に 

到り 海に 入る。 河 野の 信 子さん 行 子さん 來る。 歸時 非常に 疲勞 す。 此問余 は 云 ふ 可から ざる 同情と 感激と を. 以て "Sonows 

of  \verther-、 を讀 む。 

夜食 後 砂山に 登る。 暮雲 集りて 径 魔の 如し。 此夜、 雨、 雷、 而 して 風" 蒸 熱堪へ 難し。 思 ふ 所 亦 多くして^ ぬる に^なく 

十二時に 至る。 

七 月 三十  一 金曜日" 夜来の 雨 今朝に 至りて 止む。 天氣 再び 淸朗。 謝す 可き かな。 朝 熱心に 例の 霤を讀 みて 幾^か 淚下 

る。 午後 隆、 行と 共に 海に 入る。 夕食後 河 野の 姉妹 三人 來る。 余 は 彼女 等の 爲 めに 鎌 倉の 歴史 を 語りて 八 時に 至ろ。 彼女 等 

の 歸りを J^j りて 材木 座の 入口に 到る。 道 暗く して M 降る が 如し。 余 は 彼女 等の 爲 めに 離別の 讚樊歌 を 低 す。 愛子 面 を 被 ひ 

て 泣けり。 

獨り 莊に歸 る" 佘の心 は 急に しくな りぬ。 

七月 逝きぬ。 
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誠 こ 人 は 死して 生く る ものな り。 生きて-;^ する ものに あらず。 

八 nrlB。  士 P 宙日。 雲 稍 i むらがりぬ。 夙 起 例の 如く 海岸 を 散歩す。 朝食 後 今日 も 例の 如く 行 郞と源 太と に 學課を 授け 

後 椅子に よりこ "ssiof  W き r= を讀な 弟 等 は 凡て 海水浴に 到り たれば- 森閑と して 昌 太古の 如し。 讀み 行きて 

漸く 末節 i づきぬ。 何等の i ぞ、 何等の 痛恨 ぞ。 余の 手 巾 は 幾度 か浪 i ひぬ。 嗚呼 是れ 實に聖 雪 次位に ある 可き 5 

哀の 書」 なり。 ； f ありき 底 を きびしく 壓 する 如く、 我が 衷 なる 人 痛み，、 卷 I ひて 長學る もの 髮。 余 此書を讀 み 

返す 霊^ 八 度 St なるべし。 fif^mm 嗚呼、 We き， } 汝 ili 假 相の 人 

こ あらず。 f 汝の 熱意に 吸 はる。 汝は 謹に 滿 てり。 され ども 汝の 謹は聖 なる 所より 来れり。 靈に 漏く にあら す や 

靑 海に i るに あらず や。 此雲 I と 混じ |を煙 と 混ぜん は 悲しから ずゃ。 人の 心 を 見よ" 心の 囊を 見よ。 人世の .1 

は 如何に 纏す？ ぞ。 人妻 を戀 ひ、 自ら 殺す I てせ， SC き 彼 果して 永久に 罪せら る 可き ものなる や。 汝の心 を f 

よ。 而 して 尙安 きもの 先づ 第一の 石 > て 彼に 投げよ。 S 此世、 此塵 I に此罪 多き きき に 石 を" おじ 得る ものな I  t 

メ Vet; 一 cr、 人 は 遂に 汝の罪 を 罪する 事 能 はず。 神の み是れ を爲し 給 ふ。 而 して 汝が 神に 捧げた る 熱き 祈 は、 

"cif  ent  Father!  whi 1 liw  -K4,  thou  who  ----Is  i  to  cheer 1-y  glsmy ゾ 一) 一一， why  last  i i き ks  mc? 

£1 l)a:k  thy  gndcrer,  speak  cifort  t:  my 12 ュ， ーミ il i  a?  §、1 ca 一一 一 31 ln.o:k  thy  silscc!  Can  a 

lerl)CCJ;c(一  w.th  his  son  who  SIC 一一 ly  I  his  price, 1 お s  oa  h  s  =c  k,  I  cri£  4 ミ t ョノ  dear 

ic.,  for  having  ti  my  journey,  and  i  the  appoi-.tej  lii !  The-  -SI I 1 rlE つ vcrywh 、さ the 

sag:  la ご cur,  trouble-  fl.  sw,i,  all  were  iu lilrs"  to i き； in  thy  prr-ip-  ly  eg  b"  ha.  toss,  a -d  thy 

fjrcsince  I  seek, l)c  the  conscqu,-nce  what  it ョ ay. 

と 云へ る それなりき u 足れり。 汝は 神に 受納せられ ぬ- 余 は 決して 汝の道 を 恥と せじ。 

t 後 共に 海 こ 到る。 波高く して 之れ に乘 ずべ し。 板子を腹にして^^浪を分くるの快何者か比す可き。 一天 人 論」 を讀 む。 彼 


は此 世の 科 學の硏 め 得る 範圜を 極めた るな り。 卽ち 物質 不滅の 理 (卽ち 質量 有限の 理) の 上に 其！ i 據を 築け り" 然 らば此 や 

宙 なる もの は 如何にして 存在す るか を 問へば， 彼 は 何の 答 ふる 所な く、 之れ 人智の 企及し 得る 處 にあらず、 {于{ 由の 不可 識な 

る 所以 は卽ち 宇宙 を 知る 所以な りと。 然 らば 彼の 所謂 大自觀 なる もの も、 要するに 理性の 或る 一 部の 滿足 のみ。 人の 理 ^ は 

此の 如きに 滿足 する 程 少なる ものに あらず。 佘は 彼の 結論に 滿足 する 事 能 はず。 少く とも 彼の 理 ：1 によりて、 我が は 仰なる 

もの は 白熱す る 事 能 はず。 

夕食後 隆 三と 行 郞は長 谷の 方に 到り、 余と 源 太と は 伴 ひて 材木 座より 湯 島に 遊びぬ。 源 太 は 彼の 出來 る 限りの 話 をな せ 

り。 抱 腹す る もの 多し。 余 も 全く 小兒の 如くな りて 湯 島の 巖 頭に 到りぬ" 其處 lMM; の 石塔 ありき。 彼 は 之 を 指して 嘗て 此 

に 溺死者 ありし 時 之 を 立てた るな りと 云へ り。 余は巖 端に 到り 戲れに 振り返りて 余 も 亦 身 を投ず 可き か を 以て 問へ り" 彼^ 

を 見張りて 曰く、 斷 じて 不可な りと。 嗚呼 小 兒も亦 死の 畏ろ 可き を畏 る.. 1 なり。 

歸時 所思 多くして 淚屢 i 親しまる。 滑 川 畔に濱 撫子の 三 四 枝 を 折り 閻魔 橋に 出 でんと せし 時、 何處 かの 處女 立ちて ありし 

が 余が S!i 、常なる 容貌 を 驚け る 如く 凝視せ り。 余 は 恥 ぢて面 を そらしぬ〕 尙鬪 はざる 可から ず。 余 等の 世路 に何ぞ 血痕 多き や。 

此夜 家の 者共ケ 集め 鎌 倉に 關 する 歷 史談 をな す。 九^ 半 就寢" 空 曇りて Venus の 影 も 月影 も兑 えず。 寂しき 夜な りし- 

八月 一一 日" n 曜日。 朝 夾蕭々 たる 雨。 海濱の 逍遙 も 叶 はず、 巳む を 得ず 家に ありて 聖書 を讀 み、 朝食 後 行 郎のゅ 科 を 兑、 

又 "Sorrows  of  welthcr  - を讀 む。 英夫來 る。 晝 迄に 凡て を讀 み盡 す。 痛哀 骨に 徹す。 此朝 初めて fsrt 鳥の 啼くを 11 く、 此 

^余に 親しみ ある ものな り" 初秋の 聲 なり。 

午後の 雨止みし シ機 とし、 s< と共に 海濱を 散^して 稻村ケ 崎に 到る。 彼處に 百合 花の 兩三 枝， 咲け り。 源 太 懸幢を 上りて 

余の 爲 めに 之れ を 取らん と 云 ふ。 され ども 余 は固辭 しぬ。 源 太 砂に 物 書け り- 余.，、 亦 彼に 做 ひて 

砂に かく 文字 や はかなき 人の 世のう つ、 とし もな き 夢 や はかなき 

"ン h  m.-!  二 were  Ixtter  far  for  me  to  q-uit  the  world  at  C5ce.- 
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是， 丄1 某督 信徒と 稱 する もの- -聲 なり。 を かしから ず や。 さなり、 余 は 世の 声い- 督敎 信者と 云 はる \ の 資格な きものな り。 佘 

は 窃かに 基督 或は 余 を 憐れみ 給 ふ 事 もや あらんと 祈る のみ。 

此日 一 小兒船 を 海に 漕ぎ出で て、 誤り 落ちて 溺れたり。 濱 一 帶は肅 然として をの、 きに 滿 ちぬ。 佘等も 海に 入りて 家に 歸 

る。 壬 生 馬 三 崎より 歸り 来れり。 此夕暮 雨 休み たれば 砂山に 到りて Wcrther を 繰返しつ、 ありし に、 可愛き 少女 三人 窜 夫に 

伴 はれて 砂山に 來 り游： びぬ" 奥 £ 義人 氏の 愛兒 なりと ぞ" 其 愉快ら しさ は 見る に 美しき なり。 夕食後 英夫片 瀨に歸 る。 

余 は 河 氏 を訪ひ 彼等の 爲 めに 祈禱に 就て 語れり。 余は兩 三年 再び 彼女 等と 相 見 じと 思へば， 余の 熱心 は 高まりて 淚に破 

れて 祈りぬ。 聽者亦 痛く 激 せり。 傘を傾けて^£慨に滿ちっ .-家に鼸る。 

歸家後 壬 生 .te? と共に 「天人 論」 を 論じ 十 時に 至る。 夜に 入る に從 つて 雨 漸く 滋し。 

八月 1I1B。 月曜日。 今日 歸 京す 可く 心 定めぬ。 樂 しき 一 週間な りし。 空 は 晴れみ 藝 りみ。 朝 "Sorrows  of  Wetther  " の 中 

No.  15 の 書翰 は、 英文の ものに は その 大半 を 除き あれば、 original に 就て 讀む 可く 試みぬ" 憐れむ 可き 知識よ、 余の獨^^語 

は 驚かる-^ 迄 退歩して、 此 文章と 意味 を 判然と わかち 得ぬ に 至りぬ り 之 を 壬 生 馬に 問 ひ 試む るに 彼 も 亦 余の 以上なる 事 能 は 

ず。 霞 を 隔て、 故鄉 ^見み 如き 憾に堪 へず。 され ども 其大體 は是れ を推讀 する 事 を 得たり" 彼の 懐疑 は此 文章に 於て 殊に 深 

きに 至れる もの 如し。 彼は愍 i 自殺なる 問題に 對 して 眞 面目なる 考慮.^ 費やす に 至りぬ。 彼の 厭^ 觀は 坂に 輪 を 放ちし が 

如く、 時を經 るに 從 つて 愈 i 其 速度 を 早め 行くな り。 嗚呼 悲む 可き 靈魂、 憐む 可き 靈魂。 神 之に 永遠の 刑罰 を 與へ給 ふや。 

何者かよ く 思考す る 事 を る や。 若し 彼 主の御名より^ はれた る ものと する 人 あらば * そ は 世に 最も 無慈悲なる 無情なる 八 

なる 可 し。 彼 は 宜し く 彼 自ら 主 の 御名 の 前に 呪 は れざ る の 用意す 可き に あ らず や 。 

午後より 海に 到る" 今日の 波 甚だよ し。 壬 生 馬と 只 二人に て 充分の 快 を 取る。 歸り來 りて より 先日 作る 可 かりし 長 詩 を 試 

む。 未だ 三 行なら ざるに 余が 出發 の時來 りぬ。 卽ち 結束して 出づ。 壬 生、 隆三 及び 源 太 经り來 りぬ" 行郞は 風邪な りし かば 

家に 止ま， si り。 午後 四時 四十 五分の 汽車に 乘 りぬ。 〔一， ュ 【2:8  LU1 "Sorrows  of  Werther  " よりの 拔萃 あれ ど 略す〕 


家に 着きし はセ時 少し 前な りき。 母上の み 在したり ノ歡 呼して 余 を 迎へ給 ひぬ" 感謝して 夕食の 饌に對 し、 鎌 倉の 事な ど 

つぎ/ \ に 聞え 奉りぬ。 病 は 犬に おこたらせ 給へ り。 父上 は 九 時 頃 歸り來 り 給 ひぬ。 病み 給 ひし^の 稍 i 癒え 給 ひしが 如し。 

暑さ 驚く 可し。 {<| 氣の 濁れる も 直ちに 感 取し？ 4- 可し。 彼處 なる 淸：^ と 白砂と を 思 ふ。 

八月 四日" 火曜日。 日中 は 稍 M 雲 あり たれ ども、 夕に 近づく に從 つて 漸く 晴れ、 夜に 入りて 滿天 海の 如く 冴えて 3： 日の 月 

ならん 光淸 きが 中空に 懸 りぬ。 余が 留守の 間に 來り 居りし 手紙 は、 兄、 潭 田 梅 子等より なりし。 兄 は來る 五六 日の： おす 

可し とぞ。 朝 は 家に ありて "The  Intercourse  between  U.  S.  A.  and  Japa 巳、 を 請む。 今 HI の處は 米國の 我に 與 へたる 影！： を 論 

じたる ものにして 實に 愉快な りし。 其 中 金言と 思 ふ 可き 名句 は、 〔拔萃 あれ ど 略す〕 

午後より.. -亦 新渡戶 氏の 書 を 讀み續 けぬ い 北 鄕 資雄氏 來り鎌 倉に 行く と 云 ふ。 佘は 之れ に 託して、 河^ 愛子 君に， 经る 可き 

「聖書 之^ 究」 と 壬 生 馬に. 途る 可き 「艸 いきれ」 と を 託す。 是を 以て 幾分な りと も 彼 を 慰め 得ん 事 を 思 ひたれば なり。 夕方に 

至り 讀書 にう みたれば、 庭に 下りて 水 まきをな す。 佘は鎌 倉に 到りて より 余の 野 蠻性大 に囘復 せられた るを覺 えぬ" 幾 個 か 

ま ^ 

の 肉刺 を 掌に 造りぬ" 平 次 郞來り 夕食 を 共に す。 夕食後 彼尙稍 i 暫く 談 りて ありし かば 余 も 亦 之れ に 交る^ 此 夜疲勞 したれ 

ば 九 時半 頃早寢 す。 

八月 二十 曰。 晴天。 蒸す が 如く 燒 くが 如く 烈し かりし 暑さ も 早 去りが てに なりぬ。 昨夜 驟雨 雷 鴨 地 を 被 ひて 到りし より、 

冷氣 急に 催して 單 衣の 膚ざ はり 冷 かにな りぬ" 寂しく 悲しく 深く 尊き 秋來 りぬ" 余 は 15 ぴ此氣 と 相 抱かん。 - 

永く 日記 を 怠りぬ" 此 怠りし は 余が 平凡と なれり し 結 より 来れる にあらず 11 通常の 例に 反して ！ 余の 感慨^りに 多 

くして 事玆に 到れり しなり。 

今日は 余、 朝より 1ふ 世の 人の 例に 倣 ひて 暇 乞に 歩きぬ。 先づ 到りし は 安藤 則 命 氏な り。 佘は 嘗て 壬 生 馬に、 余の 知れる 人 

の 中.： m 然の 儘な ろ發肯 をな せる もの 二人 あり、 一 人は安藤i^にして 一 人 は 龍 岡 氏な りと 云へ り。 ：K に然 り" 余 は 彼の .：^-^ に 

近づきぬ" 肥ぇたる^！^偉丈夫は病獅の如く橫はれり。 余 は 彼に 余が 旬日の 中に 米国に 遊ぶ 可き を 告げた るに、 彼 は^: か 余 

1 九 0 三年  . 三 九！ 二 


有 鳥 武郞仝 雄 

の此 擧を贅 したる 上 余が 8 の 年 S 問 ふ 事 i 、「三年 三年」 と 幾度 か舊 頭と 指頭と if り。 佘は思 はず 首皇れ ぬ。 

今 は 暇 を 乞 ひて 出づ 可き t なり。 余が 離別の 語 をな せし 時、 氏の 小兒の 如く 肥えた る大 なる 掌は馳 する が 如く 其 面 を 被 ひ、 

彼 ま 殆んど 小兒の 如く SI 琉涕 して 余が 1 別 I しまれぬ" 余の 淚 tfs しむれ ども 阵 S 漲り 來ふ J-sf れ たる 如 

く 座 を 立ち f る i れり。 嗚呼 平凡 無爲 余の 如き もの、 人 i れられ ¥i 忘れられ、 余 S と 死と lis 上下と 共に 無意 

義に 看過 せらる 4、， 余の 一 渡米 を悲 み I 事 氏の 如き 入 も ありし か。 佘は 殆んど 走り 寄りて 其 病軀| き、 而 して 佘の絮 

淚 もて 彼の 胸に 加 へんと 希 ふ 迄に 情逼 りぬ。 彼 家を辭 する 時佘は 車上に 淚尙 止め あへ ずして 思へ り。 世に 余 を H 、んふ 事此. ^女 

き 人 あり。 余 は 彼の 志に 酬いん が爲 めに は 益. - 余の 志 を 賞 徹す 可し。 鳴 呼 四面の 楚歌 罵詈 此 一人の 知遇に 對 して 何の 比ぞべ 

人佘を 知り 余の 爲 めに 泣く。 佘 不肖と 雖も 此涕を 流す S しくせ しめざる の意氣 なからん や。 佘は今 曰に して 云 ふ 可 力ら ざ 

る 尊き 敎訓を 得 たりき。 

去りて 末弘、 柏 田、 園 田、 湯 地 等 を歷訪 して 暇 乞し ぬ」 され ども 凡て は 余と 何の 關りも ある 事な し。 午後より 書物の 整理 

など をな し 夕刻 自蒙 にて 阪 I を訪 ひて 暇 乞 ひぬ" 雨に 降られて 歸 る" 夜、 德大寺 則質來 る。 彼 は 級友と して は 親しき 

一 人な りき。 藝 術に 對 する かすかなる 趣味 彼 を 導きて 尙 よき 道を迎 らしむ。 

夜雨の 降りみ 降らず み 風 冷 かにして 水の 如し。 天地 死して 吟蟲 の聲も 聞えず" 

八月 一一 十五 日。 火曜日。 余が 東京に ある 可き 而 して 日本に ある 可き 最後の 日な り。 余が 母 國に對 する 觀念 は、 頃來 少な 力 

ら ざる 變化を 受けた る を！ ^ず。 余 は 母の 膝 近く ありて 母の愛なる もの を 知ら ざり し 小兒の 如く. 此莊嚴 なろ 國 土に^ スニ "ま 

國土を 愛する の AK- 甚だ 薄 かりき。 余 は 正直に 云へば、 余 は 愛國の 意義 を すら 知ら ざり き。 例へば 愛國 者の 傳を讀 みて 流 I た 

る淚 は、 彼が 國を 愛する 事 戀人を 愛する が 如くな りしに よるに あらず して、 唯 彼が 凡ての 困難に 遭遇して よく 戰 ひよく 堪へた 

る 苦衷 を 推量して 流した る ものな りしな り 。余 は 今に 至る 汔ー 日本人 民の 一 人 一 人に 同情の 愛 あらん 事 を勉め 且つ 祈りたり き 

P も 日本の 國 民に 對 して は甞て 余の 祈りに 加へ たる もの ありし 事な し。 而も 今 故 國の地 を 去らん とする に當. り、 余の 心中に 


は 奇異なる 一種の 新しき 思想 入り 來 りぬ。 二十  一 n: 余 は 外遊の 準備 をな す 可く 兄と 共に 潢渭に 到りき 0 汽ポの 窓より 兑 るに、 

大森川 崎の 竭 水田 遠く 《 樾隴敏 と 迎る邊 り、 農 人 若干 短褐を 纏うて 耕 耘に從 事せ る を 見て 心より 思 ひぬ) 此. H 然 は^しき か 

な 。か、 る 美しき 自然 を 1^ して 海外に 1冉び 兌る 事 を 得 可き や。 例へば 自然の 齢ぬ 幼く して 若々 しき 麗質と 活ひ^ 凡ての 上に^る 

る 許りな り。 海の 外 或は 山の 高き もの あらん。 而も 我が 山の 美しき に 如く もの あるか 0 河の 廣 きもの あらん。 而も 免が 河の 

麗しき に 如く もの あるか。 而 して 其 間に 耕 転に 從 事し つ、 ある 農 人 は、 殆ん ど. H 然が 自然.， 相 融和す る 如く 融 W して、 殆ん 

ど 放つ 可から ざる contact をな せり。 而 して 亡 園と は 此民を 引裂いて 此國 土と 何の 關りも あら ざら しむるな り 0 是れ； ^ある 

もの. - よく 堪へ 得ろ 所なる か。 余 は 今日に して 此國土 あるが 故に 此民 を、 此民 あるが 故に 此國土 を 愛する の^、  に现 くな 

覺 えざる 能 は ざり き. - 余 は此國 土に 行 はれつ、 あろ 政治と 裔 業と 宗教と 敎 育と を 恥と せん。 而も 此國 土に 住む 可き 民 は、 今 

の 漁 人と 農家と にして 足りて 餘り ありと 思 ふ。 余の 日本 を 去る 可き 時は來 りぬ。 深厚なる 攝理 は、 此 3 仰， く  行 足らず さ 

の 前に 無に 等しき 余 を すら 導きて 兹に 到らし めぬ" 余 は 唯々 感謝の 外 を 知らず 0 願く は此 感謝 を 代へ て 感激， 0 なし、 此 余が 

持てる 凡て を 捧げ 主の 道 を 直く せんが 爲 めに、 希く は此 短く して 長き I 生 を ffl ゐ しめ 給 はん 事 を。 

母上 は朝來 甚だ 寂しげ に 見え 給 ひき。 時々 眼に 淚逼る 如く 見えき。 余 は 昨夜 愛子と 別れの 物語りし ぬ〕 彼女の 吸に も淚 W 

ちき ひ 余 は 暫くの 間 まのあたり 彼女 を 慰藉 r る 事 能 はざる 可し 0 天佑 酿くは 彼女の 上に 裕 かにして、 彼女が 總 ての^- こ. 17 

ち克ち 願く は 美しき 生涯 をな さしめ 給 はん^ を" 

壬 生 馬 > 其友吉 田と は 先 だち て 潢濱に 到り、 余の ために 荷物 を 伊豫 丸に 致し、 又 K 金銀 行に て货憋 や，. 交換す る W く 家 を 出で 

ぬ。 彼 は 佘に藤 村の 若 と 一葉 舟と を 经れ り。 余 は 彼な. 痛く 啓發 したる 此， sf?: を 輕んぜ じ。 余 は 午前 十^ を 以て 家 を辭し 

ぬ。 母上 は玄關 にて 遂に 淚に 破れ 給へ り。 余 は 此故國 を 去る に 臨み I 滴の 淚を だに 垂れ ざり き 0 是れ， ：n: ら怪む 迄に. 小 思 な 

り。 恐らく は 余の、 もの 中に 潜める amb.tion  (如何なる ambiUoa なる か は 余 {n! ら さへ E 冗れ を 知ら f  。唯 海外に 出で 彼處 こて. F- 

者 を か 得 ずん ば 止ま じと 云 ふ am に t.on のみ〕 佘 をして かくな さしめ しもの なる か。 余 は 寧ろ 平常に 勝る 快活の 逸ぽ を.：^ て敎 
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奪-到り の^ uii." ま、 英 のために i を、 if 垂秦 新扉率 場に 向 ひぬ U 11 

.HH^U^I  III  i.  I. 裏、 鈴 木： i;: 

H^^k^ni  I 上と 1111、  la  f 


\J およき こ f„ ^り 仏 5 ふ 可し。 御 心なら ば 再 I 〔許さる 司.  、 . J  ,J 

nuHII. 停 i 上に て シャンパン iff  I^^.Hy 

二；：  uiili! 丸の 。ま。」 I  li^^HU. 

： き。 iiil  iiilfx^lii 擎と壬 蜜 

ifia 如何と なれ is 余の 烈し I 情 5 中に あれば なり . _  一  5$|?>き 

i ひ誉 I 此 if きり。 而し ill し 時な り。 li るが 如く あ II 雲 は 宛ら I 

摟閣の 如く 見る見る 中に 散りく だけて、 今 li? く I の 霞の み a せり。 世 路の痛 I ましから す 1 。 

Hfl ハンケ チ I 子等の 叢、 ，風に 驚け るが 如 4 しぬ。 10^^^^^^ 

で P  く 籠 養り。 蟹に して 船 は眞の 速力に 復し ilt 出で ぬ" 波止場の 人 忽ち 塵の 如く  i なり 言お 

の u^^sig 牧 I 尖郎、 11  XII  01!  II 

人 許り 香港よ I れる S り 居れり。 龍-として 缓ま- 我が 讓 舞 ひまつ 、き。 1 0 ヒ善 i し (a? 

至り 漁火 所在に 點ぜ られ、 暮色 蒼然た る 響で 甲板に ありて f , つ 思ふ所ぁるもの 、如し 此 I 勞甚 (甲板- 

艮く. H ちた. i) 。室 こ 人り て 忽ち 寢に 就きぬ。 此日指 を 傷く。  .r  -.1 

rnu  曰。 半晴。 i 光 I 例 象らず。 雲の潫 集して 地 i 被へ る絕間 よ I 射る 力 如く  I 


し來 り、 海面 を變 じて 燦燜の 金 暦と なす。 余は此 航海の 間をョ ハネ傳 の 研究に 用ゐん とす。 幸に して 多くの 牧師 あり、 知識 

を 求む るに 於て 便宜 ある 可し。 朝 事務長の 室に 到りて 語る。 又 海脉の 沖合 を奔馳 して 我が 船と 相 競. 爭 する を 見る。 午後 ni ゆ 

の Par 一 y と共に かるた、 及び 投票と 一； ムふ遊 戲を行 ひて 夕刻に 至る。 未だ 船に 慣れず して ー細 書な ど はなす 暇な しと は 我等の 

ロ實 とせる 所な りき。 投票の 中而 白き もの を 左に (余に 對 する) 〔！^ す、 害 簡集 ニニ 頁に あり〕 

タ食後 W 板 上に 於て 本邦 人と 支那 人との 綱 引 あり。 急に 戰 へば 日本人 必ず 勝ち、 If  く 激しき に 入れば 日. K 人 必ず 敗る。 自 

ら 勝負の 算定 まれり。 馬 鈴薯の 澱粉の 一粒 は .H: 然に馬 鈴 薯の形 をな すが 如く、 國民的 資質の 全 班 は 一 個人の 此 一一 事にまで 現 は 

る k なり。 彼等 は 日， K 人より 少なから ざる 侮蔑 を 受けつ、、 冷然と して 唯 笑へ るの み。 

此夜冷 氣大に 加 はる = 兄來 る。 大に 語りて 九 時半 頃 彼の 歸り 去りし 後、 猪 股 君と 余と は 亦 宗教、 文, 社會 主？ W に 就て 語 

り 十一 時に 至りて 就寢 せり。 猪 股 君 は simple なる 好人物に して 讀霄 も亦廣 きが 如し。 

八月 二十. pnr 木曜 mo 半啧、 風 あり。 朝 夙 起して 日出 を 見、 聖書 を讀 み、 鈴 木の， ム ほれる Br2vu-S  School  I:-ays- 

を讀 む" 又 日記 を 記して 午に 至る。 午後より 下の party 來り又 投票 をな す。 今 曰の は 理想の 人物な り 。余の は ！ 岩： 介 松 平、 

平 井 櫂 八、 内村鑑 三、 天 一、 新 渡戶稻 造、 イサクの 子 ヤコ ブ、 ゴ， 'ル ドス ミス ー— にして 平 井 權八當 .1! せり。 其 他に は^ 股 

の 島 田 三 郞、 森 本の 竹越與 三郞、 久滿の 高山 彥九 郞、 市 村の シネ， 'ダ ー 夫人、 光の 海老 名彈： 止、 柏 井の 中 江 篤 介 等な り。 今 

日 支那 人と 筆談せ り 其拔萃 は、 〔略す， 書簡集 ニニ 頁に 出づ〕 

夕食後 海 漸く 荒れ 黑雲四 天 を 魔し、 弦月の 影吐吞 せられて 愴慘の 思 をな す。 兄と a. 板 上 を 散せ しつ 、英語 もて 極々 の 事 を 

語る。 室に 歸 りて "、？ n  Brown、s  School  Gays 、- を 讀み十 一 時 就. 1 す。 

八月 I 一十 八日。 金曜 曰0 曇天 風 (東北 ：5 烈しく 時々 雨 を さへ 下せり。 船の 動搖 中々 に强 し。 余 は 不幸に して 朝来 船： M を 

感じ 殆んど 終日 を 床 中に 費せ り。 

起床 後 直ちに 上甲板に 到る。 白沫多く飛びて荒海の姿雄壯の致を極む。海の色と姿との變化は^^.!1のそれにも勝る眺めなり。 
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^雲の 紅に 染められ 菓波血 を 吐く が 如き、 旭光の 黃に 動きて 千 濤金を 走らす る、 若しくは 晴れた る 午 日の 下に 於け る 深 藍の 

色、 曇りた る 暮色に 彩られた る 濩綠の 色な ど、 一 口にに 得 も 云 はれぬ 色彩の 1、 化 は、 遂に 如何なる 詩人 も 捕 ふる 事 能 はず、 

如何なる 窨. ェも 描き 得 可から ざる 可し。 況んゃ 之れ に 加 ふるに 其 時々 の 波の 形 あり。 其の 面白さ は實に 雲の 夫れ にもた ぐ へ 

つ 可し。 自然の 其裝を 弄して 人に 逼る 事何ぞ 此の 如く 多端なる や。 嗚呼、 千 H: の 偉， 聖 幾人 か 出で て 歌ひ盡 したりと 見 ゆる 自 

然の 中に 尙 無窮なる？^ 密 ありて ひそみ、 徐々 に 入の 心 をして 神？ S の 帳に 近づかし む- 「2.1ylc が 宇宙 を稱 して 神の symbol と 

云 ひし も理 りならず や。 今日より ョ ハネ傳 の 第一 章を讀 む。 产 Somnvs  of  Werlhcr  - 若しく に "To;-  I5rowi つ s  S」1§1  ray.s 

を讀 まんと 試み たれ ども 瞑 しくして 讀む 可から ず。 卽ち壬 生 馬が 送れる 藤 村の 一葉 舟を讀 む。 『松 島 だより』 と 云 ふに 

『_;|^ の 花 さきこぼれて 秋の色 を 示す が 中に も』 云々 と 云へ るに 来り、 故國 の秋景 股に 見る が 如く 浮び 来りて 思 はず 淚を 零し 

ぬ。 麗 はしき かな 萩の 一枝。 此花 全く 日本の 秋 を 代表せ り。 

朝、 晝、 晚の 食事 をな さず 而.. n 兀氣は 他人に 勝れり。 午後より は 眠り 夜 は 下の部屋に 遊べり" 

八月 二十 九日。 土曜日。 曇天なりしかど時には秋の日華ゃかにさして、^^濤に明晴の紋を畫き、時には小雨潜々として晚夏 

の 北海 を懷ひ 起さし め、 夕刻に 至りて は 天の 一 方に &美 はしく か、 りて 忽ち 消え、 月の 弦なる が 薄く ほの 香 ひて 雲に 隱れ ぬ。 

朝 甲板に 出で て 例の 如く 波濤：； 狀を 見る" 信天翁 十 數羽其 細長き 羽翼 を 振 ひつ.^ 船 後に 從ひ來 る。 船に 緣 りて 遺！： を 求め 

ん とするな り。 此廣漠 t 、涯 なき 海洋の 中心に 生れ、 上 を： れば 空、 下 を Hi れば 水、 自由に 天地 を 飛翔して 顧^す る 所な し。 

悲しく して 强き 生涯 をな せる は 彼等な り。 怒濤 空 を榑っ 暴風の 夜、 彼等の 夢 は 何處に 結ばる. -ぞ。 生きて 枕す る 所な かりし 

彼 は、 彼等に も 亦よ き 枕 を 與へ給 ふなる 可し。 我等に 感激 感謝の 淚 あらしめ よ。 願く は悲 涙と の淚と あらしむ るな かれ。 

今日は ョ ハ ネ傳 第一 一章^ 讀 めり。 

朝 猪 股 君と 共に 久滿 君を訪 ふ。 彼 は 昨日より 風邪に なやみて 臥床し つよの りき。 彼の 許嫁 亦 ^暈に 苦め り。 朝 「若菜 集」 

を讀 む。 此書鏖 村の 著作の 中 最も 勝れた るが 如し。 柏 幵君も 亦爾か 云へ り。 彼 は 他の 二 牧師に^ りて 文學 にも 亦 ii なから ざ 


る 感興 を 有せり。 是 よき 事 な り。 

午後 久滿君 夾訪、 猪 股 君と 共に 文學を 論ず" 猪 股 君 は 頻りに 文 學亡國 論を說 き、 久滿君 は 健全なる 文 學の必 耍を說 き、 余 

は 烈しき 不健全 文學の 勃興 を 主張せ り。 又 猪 股 君 情 撲滅、 意志 養成の 急を說 き、 久滿^ は 威一 情の s】t§ を說 き、 余は感 M 

の激 發を說 けり。 世界の 各部 分 は 其 各 天職 を 有せり。 其 天職 を發 揮せ る國民 (國 民と 云 はずん ば 民衆と 云 ふ 可し) は 幸なる か 

な。 然るに 世に は 其 民衆の 天分の 基礎 を考 ふる 事な く、 單に現 世界の 最强 民族の 特色に 瞑 はし、 是を 以て 世界の 凡て を敎 へん 

と企圔 する もの あり。 讓れ るの 甚 しきに あらず や。 日本が 古 來他國 文明 を 輸入し 其國步 造りし は 固より 之 を咎む 可き にあ 

"ずと 雖も、 此國 民に 調和す 可から ざる 思想 を 把 来し、 强 ひて 之 を嚥 下せし めんと したる 結 3^、 如何に 此國民 は 其 進歩 を遞. 滞 

し而し 其 岐路に^ 憊 したりと する ぞ。 其 最大なる もの は 儒教的 道德 なり。 彼 は 日本の 表而を 整頓せ り、 而も その 裏 而を荒 

野の 如くに して 殘 しぬ。 此國 民の 思想 は 由 來儒敎 的 田„" 想と 兩 立す 可から ざる 雨 極に 立てり。 此國 民が 此 思想に 敎 へられて 表 

两的僞 善 的の 性格 を發 達せし めし は， 識者 を 待たず して 之れ を 知る 事 を 得 可き のみ。 佛敎に 至りて は 稍 i 此^ 民の 心^的 要求 

に 適せり 。され ど，^ 是れ其 反動的 要求に 適せる もの X み。 情を滅 して 意志の 具 通 を 得ん としたる は是れ 彼等が 據 つて 以て 共 短 

處を補 はんと 欲し たれば なり。 佛敎は 決して 日本人 を敎 へたる 積. f 的 思想に は あらず。 例へば 健 嵌なる も搜 せた る 人の 肥え 

ん事を 願 ひしが 如し。 彼は瘦 せたり とも 健康 なれば 足れり。 而も < ^と は 如何に 我儘なる 動物 ぞゃ" 肥 ゆれば 則ち 瘦 せん を 

思 ひ、 瘦 すれば 則ち 肥えん 事 を 思 ひ、 病めば 則ち 健な らん 事 を 思 ひ、 健 なれば 則ち 病まん 事 を すら 思 ふ。 佛敎 思想 は 此人問 

の 我儘 至極なる 性質に 適應 したる もの、 み。 故に 所謂 日本化され たりと 稱 する 佛敎 は、 (例へば 淨土 露. ポ、 日 速宗の 如き： 割 

合に 多數の 信者 を 日本 全土に 有する に 係らず、 古来 彼等に 如何な ろ 思想 上の 大 提唱 を與 へたる か は、 赏に 疑問と す 可き もの 

あり。 是れ是 等 宗派の 祖が 調和す 可から ざる 二 思想 を 結合して、 一の 系統 を 形造らん とせし が 故な り。 神 f3 に 至りて は^れ 

日^ 固有の 道德敎 なる が 故に、 前 二者に 比して は 深く 人心の 根 抵と相 融和す る もの あるが 如し" 人 は 此の 敎に 大哲 3? なく 大 

信仰な く、 統一た く 組織な きが 故に、 現今 何等の 勢力 を も 此社會 になす 能 はざる に 見て、 未だ 論ぜず して、 此 思潮の 1^ るに 
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足らざる を 云 ふと 雖も、 而も 此道德 敎の敎 ふるところ は 確かに tH 本 民族の 特長 を、 少く とも 其 一端 を 遺憾な く彰顯 せり。 淸 

淨、 簾 直， 俠任、 武勇、 多淚、 樂天、 是等は 確かに H: 太 民；^ が 根本的に 有する 特質な り。 神道に 未來 過去に 對 する 觀念 甚だ 

薄弱な りと 云 ふ j 而も 全く 是れ なきに あらず。 唯 其の 發 達の 極めて 不完全なる のみ。 凡そ 神道と は 其の 發達 極めて 不完全な 

る 思想な り。 單に 過去 未来に 對 する 觀 念の みならん や。 是を 以て 日本 民族 は 現世 主義な りと 云 ふ は 誤れる の甚 しきものと 云 

はざる 可から ず。 彼等 固より 印度人、 希伯來 人の 如き 崇嚴 なる 未 來觀念 を 有せ ざり き。 而も 彼等の 他界に 對 する 觀念は 確か 

に 希臘の それ 以上な りしな り。 遮莫 神道 は 遂に 我が 現今の 日本の 思想 を 支配す 可き 實カを 有せず。 是れ 一 の 神話と して 我が 

歷史の 初 頁 を 飾る 可し。 而も 是を 以て 現在に 行 はんとす る は、 萎 花 を 集めて 枝 頭に 粘す る愚爲 のみ。 國民は 明瞭なる 良心 を 

以て 旣に 業に 此 感化 を 無み せり。 

余 は 便宜上 日本 民族 を 何れに か 感化した る三大 思潮 を 上の 如く 排列した りと 雖も、 其 感化の 順序 は 全く 反對 せり。 神道 先 

づ起 りて 一 時國 民の 田い： 想 を 兎も角も 統一 し、 尋で 佛敎來 りて 其 反動的 感化 力 を 振 ひ、 次に 儒敎 入りて 國民的 思潮 ゃ淺 薄と な 

し 終りぬ。 古事記、 萬 葉 集 は 第一 者の 思想 を 代表し、 山家 集、 芭蕉の 俳句 は 第二 者の 思想 を 代表し、 馬 琴の 輩 は 第一 二者の 思 

想 を 代表せ り" 是を 抽象的に 云 ひて 結論の 曖昧 を 思 ふ 人 は、 宜しく 上に 擧 げたる 文 學に 就て 熟考す 可し。 第三者に 失望して 

第二 者 を 取り、 第二 者に 寧つ ずして 第 一 者 を 擇ぶは 吾人の 期せず して 爲す 所の ものに あらず や。 而も 此 第一 者と 雖も、 漸く 

複； i に し 来れる 思想 を 表 顧す るに 於て 餘師 なきものと は 云 ふ 可から ず。 此に 於て か 顧みて 源氏 I 語と 近 松と に 来れ。 吾 

人 は 殆んど 吾人の 胸臆な 披歷 せられた るの 惑な きを 得ん や。 余 は 敢て此 二者が 日本 民族の 眞： 止なる 特性 を 歌ひ盡 せりと は 云 

はず。 然れ ども 少 くと. X 此.： 者 は附歸 的に 日本 民族に 與 へられた る 諸種の 思想 を 排除し、 稍 i 赤裸々 に 其 .iK 處と SS と を 歌 

へ るに 庶幾し と 云 はざる 可から ず。 

卽ち 日本 民族の 特性と は何ぞ や。 彼女 は英國 民族の 如く 常識に 富める 漸進的の ものに あらず。 逸民 族の 如く 堅固なる 追 

究心 ある ものに あらず。 露西^ 民族の 如く 野性に 溢れた る 實行カ 多き ものに あらず。 15i 米 利 加 民族の 如く 現世に 執着して 建 


設に 巧みなる ものに も あらず。 佛蘭 民族の 如く 飛躍的の 思想と 行 勋とを 有して 懐疑 的の ものに も あらず。 古伯來 民族の 如 

く 熱意 敢然と して 一事に 集 法す る ものに も あらず。 若し 强 ひて 例 を 他 民族に 求めん か、 -? 剌 比- fSi 入の 武と俠 とに 兼ぬ るに 希 

臘 入の 樂天 思想 を 以てし、 之れ に 配す るに 伊太利 人の 熱情と 多 淚とを 以てする もの か。 日本 民族 最大の 特徴 は 感情の 鋭き 發 

作な り。 之れ を惡導 すれば 則ち 放逸、 之れ を 善 誘 すれば 則ち 感激 U 余 は是を 以て 基督の 尊き 教訓 は、 必ず 我がお 族に は 朱！^ 

有の 天啓な りと 思 ふ。 如何と なれば 某 督敎は 感激の 宗敎 なれば なり。 

然るに 今の 基督 敎の 教師なる もの は、 此 最大の 楔 點を捕 ふる を敢 てせ ず、 濫りに 在來の 倫理 說に 準據し 某^ 敎の 特色が 我 

が 民族の 良心 を 最もよ く 覺醒し 得 可き を 忘れて、 頻りに 枯淡の 說を なす 亦 誤らず や。 今の 時 は 宜しく 大膽 なる 可き なり。 

思想の 混亂を 思想の 確定の 前に 恐れて、 何物の 思想 かよく 確定 せらる 可き ぞ。 今の 教育家 は 阈民を 萎縮せ しむる 最大の mi^ 

なり。 今の 宗教家 は 國民を 小成に 安ん ぜ しむる 31^ 大の 障碍な り。 基督教の 建設 せられん ために は、 基督 其 者 すら 破 せられ 

ずん ば 止 まざりき。 凡そ 大 なる 思想の 勃興して 國民 思想 を統 一 せしめん ために は、 他の 凡ての 思想と 形式と は 悉く^ されて 

其土臺 石と ならざる 可から ず。 之 をし も 忍ぶ 能 はざる 國 民を稱 して 世界に 天分 を 盡す能 は ざり し 國民卽 ち 亡國の 民と は 云 ふ 

なり。 人 形骸に 活 きて 思惟な きもの は 萬 人是を 卑しむ。 國形式に保ちて思想の定まれる所なきものも萬人兑て以て敢て^^ま 

ず。 寧ろ 怪しむ 可から ず や。 

余 壽んぞ 國家を 以て 個人と 同じき. S 體 となす 一説に 雷同す る ものな らん や。 さはれ 一事の 担む 能 はざる もの あり。 食し 

て 糞す る をのみ 事と する 人 は、 生きて 旣に 死せ る 人な り。 租税 を徵 して 之れ を 消費す る をのみ 事と する 國家 は、 存在して 旣 

に 滅亡せ る國 家な り。 

夕食後 下の 入々 來る。 譯も なき 遊び をな して 抱腹絶倒す。 此夜 始めて 余が 家の 夢 を 結べり。 愚^！^？度し難きかな。 此 oiM を 

見る。 又 伊太利 人と 語る。 彼 は 漂浪の 人、 年旣に 耳順なる 可し。 白髯 胸に 垂れた る樣似 たれば とて、 我等 は 彼 を ，sgy と 

呼ぶ。 伊語、 獨語* 两 語、 佛語、 及び 僅少なる 英語 を 操り 喋々 として 何事 を か 語る。 世の ごろつきと 云 ふ 可き か" 
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.sc 一一 不日。 m 曜日。 空かき 曇れり。 朝 寒の 漸く 息氣の 白き を兑ん とす。 朝 柏 井 君より 君が 譯 したる-一 コルの 基督 傳を借 

り 来りて 熱讀 す。 -1 コル は 平凡な り。 久滿君 其 許嫁 鈴 木せ い 孃を伴 ひて 来訪す。 余 は 余の 咄 辯の 出 來得る 丈け を 用 ゐて此 佳 

客 を 遇せん としたれ ども 失敗な りき。 彼女 を 慰め 能 は ざり しなる 可し。 

午後 servic" ョ eeting を 余の 室に 行 ふ。 柏 井 君 小話せ り。 佘は 罪人な り。 彼等の 間に 介し 余 は眞に 漸恍の 至りに 堪 へず。 神 

は 余に 信仰 を 與へ給 ふ 可き や。 余の 此の 價値 なき 生涯が 宜しき に 導かれ as き や。 恩 惠に滿 ち 給へ る 主よ、 願く は此 罪に 沈 

淪せ る憐む 可き もの を 顧み 給う て 手痛 ォ、 笞を加 へ 給へ。 

午後より 三等 客の 間に 蓮動會 あり。 夜に 入りて は演 縣會 あり。 藝 人中々 多し。 波 再び 高し。 され ども 余は此 前の 如く 醉 はず _ 

八月 三十 IB。 月曜日。 朝より 霧 四方 を罩 めて 數 間の 彼方 は 白茫々 たり。 北海道に 於け る 船旅の 如し U 明後日 は ァリュ 1 

シャン 島 を 望み 得 可し とぞ。 余 は 海の 生涯 を 面白く 思 ふ。 船尾に 立ちて 船の 越し 方 を 望む に 眞に水 天 ー涯、 渺 一忙と して 極まる 

所 を 知らず。 萬 重の 波 重り 狂 ひて 信天翁の 一 羽 二 羽 さびしげ に 飛翔せ る も 2 あるの み。 若し 男子 眞に 心中 不平の 事 あらば 宜 

しく 一 錢の汽^こ^^じ、 肢を 叩いて 太洋 に出づ 可し。 かくて 冬 は ヒリ ヴ ビン、 南 lei 米 利 加の 鳥 美しく 草木 蔚然 たる 邊に到 

り、 夏 は 去って ベ-リング、 ス カン ヂナ ビヤ 等 岩 秀で 山 雪 を 戴き 人 1^ く 熊 多き 邊に纜 を 結び、 俠敢義 に 脆き 健兒と 可憐 情熱 

き 佳人と を滿 載し、 國を其 船の 中に 限りて 大歡を 極めな ば、 則ち 不平の 事 稍，^ 解かる X に 庶幾 からん か。 徒らに 不平 髒半 

濕の 薪を耿 つて 燃す が 如き^ 言 を 吐きて、 殼 中に 切齒 する もの は 憐れむ 可き かな。 Wy3n や 快男兒 なりき。 

朝 船室に 籠りて 二 コ ル の 基督 傳を讀 みつ X ありし に、 柏 井 君 来りて 誘 ひ 出せし かば、 申 板に 到りて "ぎ<01 1 とか 云 ふ 

遊戲を 試む。 藤 岡と 云へ る靑年 あり。 彼 は久滿 君と 共に 米國に 到る ものな り。 眉目 淸秀 一目に して 祌經 質の 人なる を 知る。 

久滿 君の 云 ふ 所に よれば 性 陰鬱に して 沈 想に 親み 易き が 故に、 家人 之 を 憂 ひて 彼 をして 實地 的の 舉業 をな さし めんと するな 

りと。 余 は 彼 を 見て 胸中 同情 動かざる 能 は ざり き。 嗚呼 彼 も 亦 人生の 苦杯 を嘗 むる の 齢に 達しつ、 あるな り。 此 苦杯 未た 全 

く佘を 去らざる が 故に、 余 は 殊に 彼の 此の 如き を 憐れむ。 佘は此 航海の 間 彼の 爲 めに 彼 を 慰藉す る を 忘れざる 可し。 佘は今 


日 彼- 5r 其 船室より 拉し來 りて 此遊 戲に與 らしめ ぬ。 

午後 ドに 到りて 暫く 遊戲 し、 歸り來 りて 基督 傳を讀 み， 基督の 敎訓と 云へ る 章に 於て、 基督が 教訓の 模範と して 一 は井戶 

のほとりに ありし サ マリヤの 女、 一は 基督に 來 りし 富める 靑年を 見て 大に 感じぬ。 是れ實 によき 對照 なり。 余 は 此；： ^〔考 す 

可き 問題の 上に 實 行の 餘地饒 かなりと 思 ふ。 

暫く 假 眠す。 久 滿君來 りて 夕食 迄 語る。 西 川 かめ 君の 惡 しき fK^ 聞く。 女の 假 面の 驚く 可き ものなる 事 を 益 ilE: にす。 又 

Jordan の 話 を 聞く。 彼 は 米飯 黨の 旗頭なる が 如し。 何に せよ 偉大なる 人物 は 地球が 有し 得る 至資 なり。 夕刻に 至りて 雨 到り 

風 到り 波 漸く 烈し。 夕食後 兄、 藤 岡 君と 甲板 上 を 散歩し 歸り來 りて 今此 日記に 向へ るな り。 是れ より 又 何^ を かな さ る 可 

からず。 

九月 Inr 火曜 曰。 暴 天 寒冷 例に よりて 烈し。 此邊 の氣候 常に 此の 如しと ぞ。 然 らば 則ち 周年 多く 日光 を ず パ 色 を 知ら 

ず、 晴澹 たる 密雲と 濃霧と 細雨と 飛 霰との 中に あるな り。 若し 此の 如き 土地に 住める 入 ありと せば、 共 人の 培 調と なり 隐 n 

となる は 自然の 結 粟なら ず や。 

此朝 勉強して- 1 コル 博士の 基督 傳を讀 み 終れり。 余は此 著に 對 して 觀想を 記す 可き 位置に 立てり。 され ども 余 は此？ おに 於 

て 多く 云 ふ 可き もの ある 事な し。 如何と なれば、 此 著の 記事の 大 は、 余の 喜んで 承認 せんとす る 所に して、 余が 爽 心に 隨 

れて余 を 苦む る 題目 は、 此 著に 於て 設 明せられ ざるが 故な り。 余 は 此著を 平凡な りと 云 ひき。 され ども 余は此 著の 中に 一 の 

斥 をな す 可き もの ある を 見ず。 故に 余 は 敢て之 を 以て 健全な りと 云 ふに 躊麝 せず。 而も 余は此 著に 於て、 P 足なる を 引 

出し 得し かと 問 はるれば、 余の 良知 は 明かに 否と 答へ ざる を 得ず- * 余の 罪に 關 する 疑惑 は 今 余を資 むる 屐大 の笞 なり。 余 は 

云 ふ 可から ざる 誘惑 者の 掌裡 にあり。 常識に 訴へ 來る惡 魔の 誘惑 は 激甚 を 極む と雖 も、 そ は 一時的 ならざる を^ず。 罪の 

中に さまよへ ろ佘を 以てしても 或は 之れ を 防ぎ 得ざる にあらず。 され ども 知識に よりて 來る 誘^ は 如何に 恐る 可き かな。 彼 

は 智慧の 根 抵に襲 ひ 入らん とするな り。 嗚呼、 余の 爲 めに 此 迷宮より 余 ケ救ひ 出さん もの は 誰 ぞゃ。 攝 理の手 余 をよ きに 誘 
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ひ 給 ふ 可き や。 余 はかく あらん こと を 願 ふ。 然り 佘は眞 にかく あらん 事 を 祈る。 主の 廣き胸 迷へ る 羊 を 捨て 給 は ざれ。 

出發の 時、 愛子の 余に 15^ りし 書を繙 きぬ。 彼女の 云 ふ 所 誠に 可な り。 彼女 は 女た る 本性と 本能と を 忘れず。 彼女の 志は憐 

む 可き かな。 人世に ありて 此悲淚 を 味 はしめ 給 ひし 神 は 讃美す 可き かな。 余 は 此書を 以て 彼に 示さん。 余 は 是れを 以て 確か 

に 彼 を 喜ばしめ 得 可し" 然り彼 は 泣きて 而 して 喜ばん。 而 して 此 事件に 關 する 凡ての 事情の 落着 をな すべき 時、 余が 祈に は 

如何に 多くの 感謝 加 へ らる 可き ぞ。 

午後 暫く  "Tom  «|  School  Days" を讀 み、 後甲板に 出で て遊戲 をな す。 夜 下 室に 到り 遊戲 す。 此 頃の 余 は 宛ら 小兒 

九月 1B。 火曜日。 曇天な りし かど も 雲 は 稍 i 薄れたり。 今日 多分 東經 百八十度 を 通過した るなる べし。 されば 九月 一日 

は 二重に 造られた るな り。 

朝 來頭腦 と 胃との 具合 宜しから ず。 全く 讀書 を廢し 朝より 下の 室に 来る (此日 ヨハネ 書 を讀み 「爾等 人の 榮を 受けて 神よ 

り 出 づる榮 を 受けざる に、 いかでよ く 信ずる 事 を 得ん や」 と 云へ る 章に 讀み 到りて 思 はず 竦然 たりき。 是れ 本年の 元旦に 聖 

書が 余に 敎 へし 大敎訓 なり。 鳴 呼、 汝尙此 章 を 見て 爾 かく 練 然 たる や。 不邁の 愚 性 も亦甚 しい 哉) 最初 今日 一日 を增し 加へ た 

る 理由 I 究し、 柏 井 君の 霞 4 を 得て 簡約せられ たる 直る。 他の 人々 の I は 凡て i なり。 議は馨 敎理の 事に 

移りて、 初めは 復活の 問題 論ぜられたり。 復活 は 肉體の 形式 を 取りたり と 云 ふ事實 の、 信仰の 基礎 を 造る に 必要な りし か 否 

かと 云 ふ 事是れ なり。 今の 信仰の 立場より 云へば 此 問題 は 其 何れに ありても 余に は關 りなし。 次に 佘は 一 問題 を 提供せ り。 

是れ 余が 今日 心中 最も 苦痛と する 所の ものな り。 余是を 以て 心靈の 經驗裕 かなる 可き 是等 牧師 等の 間に、 適當 なる 解 釋を與 

へられん かとの 幽かなる 望 を 抱き たれば なり。 余の 苦痛 は是 なり。 罪人 は 何故に 罪 を 犯す や。 罪 を 犯す と は、 犯せる もの X 

罪 か。 然ら ずして 他に 之れ を 犯さし むる の 力 あるに あらざる か。 換言すれば 人 に は ^.3"wili な もの も ありと 云 ふ。 而 して 

freewill を 分解す， ま 神意に 從頓 なる 力と、 之れ に 逆行す る 力との 二つに 分 たるべし。 罪 を 犯す と は 所謂 第二の 力が 第一の 


力 を 謎す るな りリ 苟も 第一 の 力 第二の 力より 勝りて 誰か 好んで 罪 を 犯す もの あらん や。 不幸に して 第二の 力 第一 の それに 勝 

るが 故に、 罪人なる もの は 寧ろ 勢 罪 を 犯す に 至る にあらず や。 是を 以て 彼 を 罪人と なし、 彼 を 511 み 彼 を 呪 ひ 彼を擬 する に 永 

遠の 地獄に 逆落しすべき ものと なすの 理由 何れに ある や。 是れ 罪なる もの を客觀 的に 見た る 時の 謂な り。 是れを 主 g 的に 兑 

る 時 は然ら ず。 少く とも 余 自身 は 罪 を 犯した る 時、 嚴し くも 罪 を 犯せり との conviotion を 生ず。 これ 云 ふ 可から ざる 苦； g な 

り。 此 全然 相 逆行せ る 二 個の 大事 實を 如何にして 調和す 可き や (是れ 余が 觀想錄 第 四卷に 詳記せ る 所な り〕 是れ 余の 上に 被 

ひ 來れる 第一 最大の 苦痛な り。 余 は此解 釋 が 如何にな さる.. >  か を 聞かん とせり。 され ども 余の 心の 心 を！ 1$ ばし む 可き 答 は 何 

處の隈 よりも 起り 來ら ざり き。 余 は 失望して 淚に 破れん とせり。 余の 小さき 心靈 の經驗 すら 人 は f」 得ざる なり。 余が か、 

る 事 を此に 提出せ し は 誤謬な りし か。 余 は 默す可 かりし か。 玉 は 包まれざる 可から ず。 瓦礫 は 出で ざる 可から ず。 余 は に 

話頭 を轉 じて， 内 村 氏、 新渡戶 氏の 人物 談に 移り、 兄と 余と は 凡ての 反 對に對 して 出來 得る 丈け 辯 護せ り。 

午後 兄と 甲板の 上に て 英語の 會話 をな し、 又 "Tom  Brown- を讀 む。 今日 も 夕 募の 色 港し う 暮れぬ。 夜 下の 室に て兑習 

に來 りつ . ^ある 商船 學校 生徒の 經驗談 を 聞く。 今 十 時半なる 可し。 四方 寢靜 まりて 船の 軋る 音の み 聞 ゆ" 

九月 四 曰。 金曜日。 曇天 時には 雨 を さへ 下し たれ ども 夜に 至りて 霉 破れ 月 出で ぬ。 甲板に 呼ぶ 人 あるに 出で、 兑れ ば、 據 

娥 正に 水 を 離る 竿。 光 旣に薄 寒く 雲間に 懸れ り。 それよりも 遙か 低く 左の 方に Venus 唯一 個 凝然として 輝け り。 云 ひ 

樣 なき 莊嚴の 想沁々 として 身に 逼る を覺 ゆ。 余 は 二日より 三日に 至る 迄の 日記 を 怠りぬ。 遺憾に 堪 へ ざれ ども 是非 もな し。 

され ども 覺ぇ 居る 所 を 記せば、 二日より 氣候 急に 溫暖 となりぬ。 雲霧 も 漸く 薄れ 勝ちとな りて、 風の なぎた る 暇に 日の 照り 

出で し 時 は、 重ねた る單衣 一 枚を脫 する 迄に 至りぬ。 余は此 日より "History  of  U.  S.  を讀み 出したり。 こ は 余が 渡米 

前 必ず 1 讀す 可く 豫定 したる 所な りしな り。 而 して 果さ 父る 事 此の 如し。 恥ぢ ざるべ けんや。 兄より "Thousand  and  One 

Gems" を 借り 來 りて Byron を讀 む。 航海の 間に 讀 まんに は 是れに 越した る 書な し。 " Childe  Harold" の 故 g に 別る、 の 

何ぞ 悲しき。 
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For  pleasures  past  I  (1。 not  grieve. 

Nor  perils  gathering  near; 

My  greatest  STief  is  E  I leave 

Nothinc-  tViat  claims  a  tear. 

"I  of  cols-  H 至りて は 是れ眞 に 雄大の 極致 s めに る 悲歌、 中 宵劍を 取て 舞 はしむ るの 槪 あり。 地上の i 若し 

我に 烈しからば、 我 は實に SS 舟 を 海 ほ べんと する の 想に 堪へ ざら しむ。 ocean- の 如き は 5 海の 悲壯を 云 

ひ盡 して 餘 管し。 晉， ^稍と 一 曰と 同じき il 返した るに 過ぎず。 此曰 海の 謹 f 作る。 一枚 は 稍，^ 佘を覽 せし 

めたり。 天の 圔 なり。 Swell とてう ねりの 犬なる が來 る。 遠く 連れる 長 丘の 橫 ざまに 船 を かすめ 來 るが 如し。 海洋の 感殊 

朝 逢して 11  or  U.  S,  A." を 讀む。 午後 は 1st  class 11 と共に クリプケ クト をな す。 此夜 下の 1 の 處に到 

り、 色々 g 末 二 {Is 米の 目的 其 他家の 事情 を 聞く。 彼女の 思 ふ 所行 はんとす る 所 甚だ 健氣 なり。 彼女 は 七 八 年米國 にあ 

りし S り來 りて 父の 雲 I けんとす る？ とぞ。 余 は 一 種の 囊 ii 打 たれて 直ち 甲板に 出 2i.es れり。 月 は 

旣に中 i 雲の 間に あり。 夜 SA て を蔽 ひぬ。 室に 歸れば 兄來 り 共に 散歩 せんと 云 ふ。 仍て 再び 1.1 に 出で 甲板 

上 を 歩みながら、 我等が、 し靈 の讓を f。 近來得 ざり し 儀 目の 想 胸に 滿ち、 我等が 讓 りし 親の 靈に滿 ちた る もの 

なりし I 想し、 此小 なる 寒 も 痛く I 附 けら t 基えぬ。 浸 我 li る 未 f 見れば、 何事と して  一 I 等の 實 

有と して 有す 可き ものな く、  i く R たる 神 壇 ー」對 へる 心地して、 管 もな I ひに 心 I れ ども、 過 I 顧れば 實に凡 

ては羅 なりし かな。 I、 此羅を 受けた る 身 徒ら S して 死す 13 んゃ。 襄 I よき 導 I ふなるべし。 0<^ 

等 毒の 有し 得る very  best 墓し 得ん 事 を 祈らん。 毒 何 I す 可き や を 知らず。 され ども 何 を かせし めら れ たり。 久し 

P こ、 て 兄と 共に 祈りぬ。 二人の 共 lif 侵 は 主 何時も 在せ り。 、ほ 小さく 弱 S を も 聞き 給へ り。 寶 就きて より I 


め 感慨 胸 を 園み て 眠り 成り 難く 永く 床 中 に 輾轉せ り。 

九月 五 B。  土曜日。 曇り勝ち なりし の、 夜に 至りて は 益 i 甚だしくて 樂 みに 待ちし 月 も 見る 事 能 は ざり き。 朝 "History 

of  U.  S.  A." を讀 みぬ。 家！. に 出す 可き 端 II を 書く。 此日 初めて 信天翁の 外に 遙 かに 小なる 鳥 ありて 飛べる を 見る。 或 者 

は 燕の 一種な りと 云 ひ 或 者 は 野性の 鴨な りと も 云 ふ。 何れ か眞 なるや を 知る 可から ず。 され ども 陸地の 漸く 近づける を兑る 

可し。 我等 は 再び 汚據 なる 空氣の 中に 入らざる 可から ざるな り。 午後 1st  class  passengers の 中日 本人 四 人卽ち 屮ハ介 (醜 家)、 

大西 (時事 新報 記者〕、 中 川 (古谷 商 會橫濱 支店 支配人)、 某 (ー11 井 物蜜會 社員) の 四 人 来る。 余 は 之れ を 避けん として^ 扳 

に 到り、 長時間 を經て 歸り來 りし かど も 依然として 彼等の あるに、 巳む を 得ず 立ち交りて 雜談 す。 甚だ くだらなし。 人 をし 

て 彼等の 生活 は 何の 31: 藉を 得る や を 思 はしむ。 

夜 事務長 三等 船客の 爲 めに 幻燈 をな す。 暫く 見て 室に 歸り 日記 を 記す。 九 時 頃 poop-deck に 登りし に！ i 岡^ あり 共に 語る。 

彼 は 夜 安眠す る 事 能 はずと 云 ふ。 思 ふ 所 あるに あらず やと 問 ひし かど も 答へ ざり き。 余 は 彼に 宗敎間 題に 付て 問 ふ 所 あらん 

とせし が 暫く 見合せ たり。 後； 冉び 兄と 共に fore-castle の 方に 散歩す。 {|^ 全く 閉ぢ たれ ども 雨 は 止みぬ" 濕 りたる deck の 上 

を 暗の 間に 英語の 會話 をな しつ k 散歩す。 二人 亦 昨日の 如く 祈り をな して 寢に 就きし は 十 一 時 過ぎて なりき。 床 中に 藤 村の 

「哀詞」 を 見る。 壬 生 馬の 宗敎 に對 する 論 據是れ より 出で たる もの 多き が 如し。 され ども 今日 余は此 文の 中に 美辭 もて 蔽 はれ 

たる 多くの 弱 點 を 見たり。 

九月 穴 B。 曰曜 Ho 聖安息 日 は 船に 乘じ てより 再び 來 りぬ" 午前 は 雲大に 破れて 秋の 日華 やかに さし 入りて、 甲板の 上 は 

小春日和 (最早 Indian  spring と 云 ふ 可き か) のい と 長閑な りき。 朝より ヨハネ 傳. m 九 章 を^む- 又 下の 室に 到り^ 入の 愛 

讀の書 を 聞く。 左の 如し、 〔略す〕 

朝 一 羽の 騰來り 遂に 水夫の 捕 ふる 所と なる。 午後 wis を讀み "To  the  Mountain  Daisy" 及び "rrpyer  of  Farmer" を 

誦して 淚を 零せり。 狹 しと 罵らば 罵れ" 自然と 人と に對 する tender なる 深き 愛 は 眞に人 をして 泣かしむ るに 値せり" 
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今日は 又柏并 君と 美術、 宗教に 就て 語れり。 彼の 聖書 上の 知識 は 余に 少なから ざる 利益 を與 へたり。 佘は默 示錄を 深く 硏 

究し度 ノ との 念 を 起せり。 午後 二 時より §vice  meeting を 中等 室 食堂に 開けり。 市 村 君 司 會し柏 井 君 は カナの 婚 筵に 就て、 

光 君 は 詩篇の 中の モ. 'ゼの 祈りと 時間の 貴重に 就て 語りたり。 それより poop-dcok に 到り 茶菓 を 喫しつ  無邪氣 なる 笑談 を： 

なす。 此 夕の {r^ の 如く 美しき i 仝 は 嘗て 見ざる 所な り。 Ml は 晴れ たれ ども 雲の た \ す まひ はよ き 程な りき。 日の 漸く 西 天に 沈 

まんと する 時 一 圏の 叢雲 ありて 落日の 光 を 被 ひぬ" 被 はれた る 落日 は 益 i 其 光を增 し、 雲陣を 排斥して 餘光中 i 仝に 四 射し、 一 

雲 は 淡く して 揮き たる 黄金色の さ X ベり を 周圜に i らして、 燦然と して 實に 神の 御座に も ふさ はしかる 可き 榮光を 示しぬ。 

かくて 日の 落つ る 事 刻一刻な るに 從ひ、 黄金に か y やきし 空の 色 漸く 赤色 を帶び 藍色 を帶 び， 世に 偉大な りし 大丈夫の 靜か 

に 死の 手に 導かる  > -悲壯 の 光景 を 想起し、 ScKiller が 盗賊 篇のダ ニュ， ブ 河畔の 1 齣 宛ら 見る 樣に胸 を 衝き來 りぬ。 將又 讃美 一 

歌に ある 友 を 弔ふ詞  一 

はるかに さしくる 夕日の 力け に  一 

世 を 去りし 友の おもかげ 殘る 

と云へるを.^聯想しぬ"  一 

夕食後 fore-castle に 到る。 滿月 正に 水平に 近 塞ー5 排 して 出で たり。 螢火に 似て 尙 1 なる 光 こぼれて 海に 落ち 画に. 

ありげ なる 彩 波翮々 として 輕く 跳る。 顧みて 西 天 を 望めば 頹日旣 に 水平の 下に 沒し、 半夭赫 然として 紅 を 漲らし 莊 嚴跌宕 の： 

極を盡 す。 而 して 夜と 晝とを 境し、 勞 働と 安息と を隔 つる 中天 は、 觸れば 融けなん とする 淡 綠靑の 色彩に 澄み 亙り、 千 態 萬 一 

状に 染めな された る 雲の 色 一秒に 一瞬に 云 ふ 可から ざる 色彩の 變化 をな す。 佘は靜 かなる 心 もて 之れ を 見る に堪 へず。 心 ¥ 

の 鼓動 は 急に 昂進し 氣息 激しくな りて、 何と は 知らぬ 煩悶の 情 切に 胸 を 襲 ひ 一時 は實に 如何にすべき か を 知ら ざり き。 嗚巧 i 

此大 光景 を 以て 我が 壬 生 馬に 示し 得た らんに は！  ： 

此 4, 义 1- の 室に て 談話 をな し、 事 は歷史 より 宗教に 移りて 十一 時に 至る。 此日佘 の 情は屢 i 激昂して 辯 論 時に 冷 理を失 はん： 


とする 迄に 至りぬ" 今夜 も 兄と 共に うれしき 祈を捧 ぐる 事 を 得たり。 

九月 4JnT  H: 曜日〕 晴天。 朝、 日 沒の景 と 夕 雲の 景 との 二 を 作り、 前者 を 約束し たれば 市 村 氏に 呈 せり。 此朝旣 に 米 山 を 

見ぬ。 雲煙 渺茫の 間 僅かに 黝靑の 連 線 を 見る。 嗚呼 之れ 余が 夢み たりし 米 國の山 か" 而も 之れ 北米 合 衆國の それに は あらで 

Canada 領の それなる なり。 鯨 二 匹の 小魚 を 追 ひ 来れる を ：！！^ 鳩の 船 近く 来りて 幾：^ か 船の 周鬩を 飛翔せ るを兑 る。 

今日は 心 何となく 定まらで 常に 甲板の 上に のみ ありて、 或は 陸の 漸く 近き を 眺め、 或は 水夫 等の 忙 はしげ に 甲板 h に努働 

する を觀 たり。 船尾に は 日章旗 揭 げられ ぬ。 船客 も 今日は 皆 甲板の 上に あり。 支那 人の 多く は 今日 上^す 可し。 悉く 其 頭 を 

刹り ぬ。 

午後 陸 漸く 近し。 山 は 中々 に 高き なり。 而 して 全山 悉く 密林 もて 蔽 はれ、 海岸の 使 かなる 岩石の 外に は 殆んど 全く 餘 地な 

き 迄なる 樣 驚く 可し。 樹は 米 利 加 松と 稱 する もの 甚だ 多し。 始めは 人家な ど兑ゅ 可く も あらぬ 迄の 不 踏の 地な りしが、 |3 

の 漸く 進む に從ひ 燈臺の 見えた る を 始めと して、 處々 に 心細げ なる cottage の 眺めら る X に 至りぬ。 五 時 稍 t-al ぐる 9? 儉^ 

場の ある 處に 投銷す (此處 の 光景 は 實に美 はしき 極な り。 形 他に は 見る 可から ざらん と 迄 思 はる X 美 はしき 接の 上は乏 生 こ 

して、 處々 に蔚 然として 綠樹 茂り、 赤く 塗りた る 木造の 家屋の 彼 處此處 に 立てる 樣 云ひ樣 なし)" 若き^ 師 一 人の 水夫 をお 

へ、 石油 發 動機の 小なる boat にて 来り 檢查 す。 支那 人と 111 等 船客と は fore-castle に 二列に 整列し， ^と 腋ドと 陰部と を扮 

查 せられたり。 之れ に 要した る 時間 稍 M  二 時間 半な り。 Intermediate の 客 は 人員 を 見た るの み。 かくて 月 美しう 出で たる 時 

此を發 し 約 四十 分に して ヴィク トリ ャ 港に 着し ぬ" 此間 我等 は 最後の 小なる meeting を 開けり。 

. ウィク トリ ャ 港に 着きし 時 は 夜旣に 暗くな りて、 長く 突き出で たる 錢 橋に 速力 を 緩めた る 船 は 来れり。 余は此 B 此ゅ 始めて 

身の 他鄕 にある を覺 えぬ。 撟上 にある もの、 支那 人と 日本 入と 多く、 洋人 も亦尠 なから ざり き。 棧 橋に 沿うて 架せられ たる 

倉庫 あり "Cars  to  City,  in  7 ョ inutes,  fare  5  cents" と 書かれた る を 見る。 船より 橋の 架 せらる、 と共に、 忽ち 稅^ 史 及び 

移民 官來り 後續々 として 洋人 入り 來 りぬ) され ども 日本人と 支那 人と は 1 も 入り 來る事 能 はざる なり。 余 は 棧榣に 立てる 日 
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、 。有夫 IT ま. i の容 貌1何ぞ輕薄、 龍に して-あ も 卑|る。 彼等の 中に 紳士ら しき 濃 I てる もの は 一入 

uii.: 見 UUI-P りしな り。 而 して s 今 I く 籠まで 打ち 壞さ 。余 は 上陸して- s ク 5 ャ市 t んま希 ひ 

た UB 時 y-H 始め ii!。  11^ 

J.,/ ノ E  f  0  9^.0  lirs 人 &r 須 Fort  Townsead にスり 此に醫 .a 來り v"  5s 

J.? こる fert  a こ 陸 を 左 こしつ k 穩 かなる 靜波を 過き つ あ 午 矿パ转 さ  - 

H^HII 籠の il など 環議 き。 家の赤 く 塗られ I のな と I 樣 

と甚^^0^^:^^;^^^ル^^储ひし|內凡て|るなり。 打見たる姿の偉大な 

1^  、 、をして I の fl しむ。 彼は此 間の if 預る 事に よりて 

行 先、 持 金. 同伴者 等な り。 檢 は 多く 股を檢 するな り 余 は 多く 鎮ま， -ナる i..^ ズ 

y  14.  に 付 ：S  4.  75 なり。  I  § を联 りて 市に 到り vag" 

余 は 午 81 辭し、 加 藤氏 (ェ 學士 にて I に I んと。 す：^ ヒみ 雄し。 余の 宿せし liil は 

Hotel こ投 ず。 日本人の 營 める 所な り。 此 I 洋舞に 日本食 を 食す。 好奇、 I 々止み難し .^^p^0a 

,«  、2..f  C  31? 一し C ば^こて 云 ヽズ、 la? 度 とも 云 ij 可き 部に H するな ス 1P1 

Jal  I にあり。 此町は 本 市の 中 にても きなる 所に して ffu"iii なりし が爲め 遂に 上？ る事 能 

九月 九 B。  I 曰。 半晴。 昨 曰 一尋の -.1皆上陸す可き f りしに^1 ^.^^畜^"^に出でんとせ 

f  市 村 君と I 君の み 投宿し、 光 及び 柏 井 君は 一 S り來 りて 再 ひぎす ifrf 


し 時 久滿君 其 他 上陸して ぎ tel を 導ぬ る爲 めに 來 るに 遇へ り。 異^に ありて 旣 知の 入に 遇 ふ は！ g 白き 心地す る ものな り。 朝 

家に ありて 本 國に逡 る 可き 手紙 を 書く。 

此夜 Washington  Street の 「ちとせ」 と. K ふ nl 本の 料理 1^ 一に 於て 後の 晚食を 共に せり。 川上 淸君も 亦 加 はる。 彼 は 今日 

の 午後 兄と 余と を 親切に 導きて、 或は 鐵道會 社に 到り、 或は 銀行に 到る 事 を 得せし めたり。 此夜 兄、 加 藤 も 他の 人々 と共に、 

我等が 投宿せ し 町の 傍なる 遊び 所に 到る。 驚く 可き もの 多し。 Denofsliame と は 之 を 云 ふか。 此 夜雨" 

九月 +B。 木曜 曰。 朝食 を Washington  St. にて なした る 後 銀行に 到り、 金 $  261.19 を受； ^り、 湯に 入りて 日本 以來の 1% 

を 流し、 家に 歸れ ば旣に 十二時な り。 途中に て 購ひ來 りし パンと 果物と にて 食事す。 午後 家に ありて 荷物の 支度 をな し、 夫 

れ より 河 上君來 りて 我等 を 率ゐて Washington  University の 道 を 示し たれ ども 余 は 家に 歸 りて 荷造りす る必耍 あり たれば 其 

儘に して 家に 歸る。 余の 室の 前の 暗き 室 を 借り 居る 一人の 婦人 あり。 夕刻に 至れば 裝を 凝らして かの Den  of  shame の 方に 

出で 行き、 夜 十一 時 過ぎ ざれば 歸 り來ら ず。 余の 初めて 到りし 時 一人の 老婆、 彼女の 室より 生れし 計りと 兌 ゆる 嬰- 3- や. 携へ 

出で し を 見たり しが、 其 後 彼 所に は 嬰兒の 泣き 聲を だに 聞かざる なり。 余 は 出入 毎に 一種の 憐慨の 情 を もってに あらず して 

此室を 顧る 事 能 は ざり き。 此邊は 紳士 淑女の 足踏み 入れぬ 所な りと 云 ふ も、 しく 寶に 多くの 罪惡 にて 滿ち たる 樣は物 恨れ 

ぬ佘が 眼に も 著し かりき。 半數の 人が 高. 偵なる 生活 をな さんと 欲せば 半 數の人 は憐む 可き 恥 多き 生活 をな さ^る 可から ず。 

. 浮世の 深 底 何ぞ爾 かく 悲慘 なるや 。余 等の 爲す 可き 事業 は廣く 深く 殘 されたり。 余の 信仰 足らず。 是れ 凡ての なやみの gaeus 

なり。 此夜 十二時 頃 就寢。 

九月 十  一 B。 金曜日。 朝 六 時 光 君に 起されて 出發の 支度 をな す。 此日 我等 は 東行の 爲め Great  Northern  Railway を 収る可 

きなり。 七 時 宿 を辭し 昨日 調へ し大 なる lunch  basket と、 少なから ざる 荷物と を兩 脇に 抱へ つ  > -、 途屮 にて 朝食 を 終り 

場に 到り 八 時半の 列車に 薬る。 同乘者 我等の 外に 二 少女 を從 へたる 夫人、 退職 軍人なる 老夫婦 (南北 戰" がに 出で たる^ ある)、 

business  man の 夫婦、 其 他 三 四 入 あり。 Sleeping-car なり、 北上して Everett を 越えて より 東行して Casoudc 山に 入る。 秋 
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は 萬 林の 一葉 1 薬に 入りて 黃 紅の 彩 燃 ゆるが 如く、 稀に 散在す る 丸木 小屋より 出 づる輕 堙靑く 樹柏を 染めて、 深山の 趣玆に 

竈き たり。 樹は Alaska  pine 多し。 旣に Cascade 山の 東面に 到れば 地狀 忽ちに 變 化し- 瘦岩瘠 土 段 をな し 階 をな して 列り、 

其 間 を col-mbia 河流る、 なり。 余 をして Hosrinn の畫 きし Jordan 河の 景を思 ひ 起さし むレ Qlcy あたりに 來 りし 頃， 

日 は 暮れん として 汽車 止り ぬ。 前面の 一」 ュ (一 燒 けたれば 之れ を 越す 事 能 はざる なり。 仍て 微雨の 間 を 橋の 彼方なる 汽車に 

乘り換 ゆ。 困難 甚だし。 彼方の 汽車に 着せし 時 は 日旣に 蒼然と して 暮れぬ。 夜 早く ぎ-. ュ" を 造りて 寢ぬ。 

九 nTT 一  1B。  土曜日。 旣 に 起き 出で たる 時 は、 身 RockyTvignt の 麓に ありき。 此山も 東面せ る 方 は 肥沃に して 樹木 多し。 

景色の 雄大 絕 佳なる は 比する に 物な し。 實に 我等 實狀 を觀 ざれば 此 雄大 莊嚴を 想像す る 事 能 はず。 

昨日より 乘り來 りし 二人の 少女 可憐の 極な り。 よく 我等に 親しく 色々 の 話な どす。 一人 は 八 歳 一人 は 四 歳、 に P く S に 行く 

なりと 云 ひしが 途中に て 降りぬ" 其 時佘は 我が 記帳に 彼女の 姓名 番地 を 記さし めぬ。 然り 彼女 は實に 可憐なる ものに て あり 

き。 〔少女の スケッチ あり、 略す〕 

si ョ it に 停 単 したれば、 佘等は 皆 汽車より 下りて 彼 所に て 雪投げせ り。 此 前より 雪 は ハラく と 降り 來 りつ 土め りしな 

り。 Sum ョ it を 超 ゆれば 一 帶の 景色 再び 荒凉 となりて 漸く 廣漠 たる 平野に 入りぬ。 此夜八 時半 就寢。 

九月 十 1 一一 日。 日曜日。 起き 出で 見れば 滿 UJ 皚々 たる 白雪 眼も醒 むる 許りな りき。 余 等が 汽卓は 今 A<oca 邊を 通過し つ、 

あり。 凡て 際涯 を 見ざる 許りの 荒野な り。 DevirsLdke あたりに 到りて 雪 漸くな し。 此邊皆 牧牛 牧馬を 事と し、 見渡す 限り 

の pasture なり。 追々 汽車 中の 外人と 親しみて 色々 親切なる 話な ど 聞く。  {T^ は 常に 曇りたり。 

t 月 十 BICn。 月翟 日。 朝 六 時目覺 むれば 身 は旣に St.  Paul  Station にあり。 七 時 頃 汽車 を出づ (汽車 は旣に 午前 三 時頃此 

地に 着した る なれ ども 余 等の ために 待ち 居た るな り) 

汽車 を 出で て 停車場の 待合室に 到る 0 美麗な り。 余と 同車せ し 一人の 紳士 親切に も 余 等 を 導きて 休憩所、 洗面所 及び 辨當 

を 喫す ts. き 所 をす ら敎 へて 停 単 場の 前に 相 別れぬ。 かくて 兄と 余と は 直ちに 茶店に 入りて 朝食 を 喫し 停 卓 場に 歸り來 る。 此 


听は 入口 稍 iseattle に 劣れり と稱 する もの なれ ども、 其 繁華の 度 は 全く 甚 しき 差異 をな せり。 是れ septtle の 開 場に して、 

此 地の 單に 平原の 一 都市に 過ぎざる に 依るな る 可し。 

朝 八 時 十分の 汽車に 乘る。 混雜甚 し。 佘等辛 じて 列車に 投 ずる 事 を 得たり。 構內は 煤煙 もて 黑 まり 其 不快 云 ふ 可から ず。 

列車の 出 づる頃 雨降り 出せり。 此邊 より 一 帶の 風物 犬に 改まりて 豐饒の 有樣を 呈し來 り、 §e  acre の 似 $  50 に 至る と 云 ふ。 

年老いて 土地 賣 買の 事に 從事 する 人と 席 を 列ね て 色々 の 事共 語る。 試みに 彼に 與 ふるに 日本の 錢を 以てせし に、 彼？： r ふ^ 甚 

しく S りに 日本の 御世 辭を振 蒔くな り。 凡て 此邊の 人間 は 極 劣等に して 而も 醜悪の 容貌 を 有する もの 多し。 余 等 森！ imc5 を 

致さん が爲 めに 頻りに 彼れ 是れと 奔走して 潮く 之を發 する 事 を 得たり。 英國々 敎の 牧師 入り 來り、 余 等 を 捕へ て 恰も 親友の 

如く 取扱 ひ、 僅少の 時間に 種々 なる 便宜 を與へ 欣然と して 去りぬ。 

Smoking  so ョ にて 晝食を 噴 ふ。 他の 乘客は 此の 如き 事 をな す ものな し。 smoking  room に は 殊に 容貌 醜惡 なる もの 多く、 

其 一瞥 は 人 を戰慄 せし む。 汽車 中の 事 不快なる 事 多し。 乘客 一般の 品位 痛く 下劣なる は、 佘 等が 觀察 眼に も 明かに して、 余 

等の 如き 田舎者 を 以てすら 相當の 威嚴を 保ちて 坐す るの 巳むな きに 至るな り。 oelweia に 着せし は 午後 二 時 五分 前な りき。 

總 じて Great ブビ rthern  Railway の 人々 は 最も 質朴 を 極め、 其 言 inE 動作 凡て 自然に 出で て 人 を 喜ばしむ る もの 多 かりし が、 

Chicago  Great  Western  Rail  Line に 至りて は實に 亂雜を 極む。 若し 此 地方の 住民が 合衆國 全！^ の 大部分 を 占む る ものな りと 

すれば、 余 は 最も 米國 なる 國を厭 ふ。 其 野性 は賓に 日本の それに 勝れり。 唯 外面に 働け る 皮相 的の politeness を 有せる のみ。 

此 夜汽車 は 六 時 頃 Q^ago に 着す 可き 箬 なりし が、 痛く 遲れて 十 一 時 頃に 至りぬ。 兄と 余と は 躍れる 心 を 以て tralu を 出 

でんと せし に、 端な くも 森の 我等 を迎 へに 来れる に會 して 爲 したる 時の 握手！ 我等 は 直ちに 彼に 伴 はれて 街 率に 維 じ、 他 

の 五 人 は 一 の大 なる had に 到り、 兄と 余と は 彼の 周旋 もて 彼の 滯在 しつ.. - ある り" W レ cl^ley 氏の 家に 入る^ を 22 たり。 家 

に 入りし は fji 十二時 半に 近 かりし ならん か。 それより 歡談 百出 多く 止まる 所 を 知らず。 . お に 就きし は、 二 時.^ あなり しな 

る 可レ。 

1 九 〇 三年  £  ニニ 


有 島 武郞仝 第お 九卷  四 一 四 

余 等は此 日より 二十 H まで 此 市に 滞在せ り。 森 君 は 兄弟 も 及ばざる 親 情 を 以て、 己れ の 事務 を廢 して 余 等の 爲 めに 種々 な 

る 便宜 を與 へ吳れ ぬ。 余 は 長く 長く 日記 を 怠り たれば 今、 日 を 追うて 余 等が 見聞せ る 所 を 記さん には餘 りに 煩雜 なるべし。 

忘れ 難き は 到着の 翌日 三人 三階の 我等が 室に 相 語りし それなりき。 憐れむ 可き 森の 心中に は、 一 日 も 半响も 1^ り 去り 難き 

大 なる 苦痛 ありて 潜めるな り。 佘は 彼の 此 苦痛 を 察する に餘り あり。 兄は戀 愛なる もの を 疑 ふ 所の 1 人な り。 され ども 余 は 

頻りに 兄に して 此事 ある を 怪しまざる 能 はず。 此點に 於て は 兄と 佘と は殘 念ながら 常に 其 立場 を 異にせり。 兄と 余と は 交る 

交る 信 子 君に 就きて 見聞した る 所、 並に 佘 等の 彼女に 就きて かくと 信じた る 事 を 語りぬ。 彼の 胸の Hi 波打ちて 淚 睫に 逼ら 

ん とせし は、 余 これ を 見逃がす 事 能 は ざり き。 余..，、 幾度 か淚に 破れん とせり。 森 は 曰く 「佘 今に 及びて 尙 彼女 を 娶 らんと は 

云 はず。 され ども 初めて 彼女と 約す る 時、 余 はよ く 彼女の 性質 素行の 如何なる ものなる か を 知り、 彼女が 世上に 種々 なる 風 

評を傳 へらる- f とも 決して これ を 以て 煩 ひとな す 事な く 永く 相 信ず 可き を 以てせり。 而 して 此 度の 事、 事 甚大に して 旣に疑 

惑 を 挟む 可き 餘地 なきが 如き も、 未だ 動かす 可らざる 證左を 得たり と 云 ふに あらず。 輕々 しく 人と 世との 評する 所 を 信じて 

妄動 せん は 余の 極めて 堪 へる 能 はざる 所な りしな り。 然れ ども 余 は 他の 方面より、 余の 此事 あるが 爲 めに 老年の 兩親を 苦し 

ましめ 朋友に 苦慮 を增 さしむ る を 思へば、 自己 一 身の 事の 爲 めに 他者 を 損 ふの 苦痛 をな すに 堪 へず。 遂に 彼女に 经 に絕交 

の 書 を 以てせり。 され ども 余の 素 願 は、 固より 彼女の！ 2： 部に 潜める 才能 を 認め、 願く は 其 外部の 附着 物 を 除かん とする にあ 

りしが 故に、 自今と 雖も 若し 嘗て 余の 行爲 にして 彼女 をい さ V かなりと も 苦しまし めしもの ありと せば、 余に 甘んじて 是れ 

を 除去す るに 勉 めざる 可から ず」 と。 是れ實 に 美しき 覺悟 なり。 佘は 彼が 何處 まで も 彼の 面目 を 失 ふ 事な く、 其戀を 終始せ 

ん とする を 見て 今更に 云 ふ 可から ざる 感慨に 入らん とするな り。 嗚呼 彼女 も 亦 人の子な り。 願く は 森の 祈る 所行 ふ 所 彼女の 

堅き 頑な なる 皮殼を 破りて 中心に 入り、 彼女が 聖愛 によりて 救 はる  >1 の時來 らん 事 を 見る は 如何によ き 事なる 可き ぞ。 余 は 

主の 攝理 願く は 彼と 彼女との 上に 裕 かにして、 嫉み によりて 破られし 凡てが 愛に よりて 酬 はれん^ を 望む や 切なり。 ，^^^ょ 

り談は 進みて 信仰の 事に 移りぬ。 嗚呼 奈何す 可き。 余 は 依然として 三人の 中 信仰の 嬰兒 なり。 佘は又 余の 苦が き 經驗を 語り 


出で ぬ。 彼等 は 是を實 に 容易に 解 1 しぬ。 而 して 余 は 遂に 是に滿 足す る 事 能 はざる なり。 凡ての もの 進む に 余 II り 返く。 凡 

てのもの 旣に 神の 壤に 入れる に、 佘 li り尙 outer  darkness にあり。 嗚呼 此孤獨 の感を 如何せん や。 唯 信仰。 唯 信仰。 信ぜし 

めら れ たる 信仰。 忘る  事 能 はざる 信仰。 此の 如き 信仰の 余が 行爲の 基礎 を 造る 可き 時 は 栗して 何時なる 可き ぞ や。 余の^ 

の 信仰と 思 ひて 堅く 頓 みたり しもの、 須臾に して 一片の 感情に 過ぎ ざり し 事 あり。 I 片の 反抗 心より なりし あり。 ？^-に不 

思議なる vanity なりし 事 あり。 空中に 畫 きし 樓閣 なりし 事 あり。 猿の 如く 所謂 他人の 眞似 をな したる に 過ぎ ざり し^あり。 

凡て は 且つ 美しく して 且つ 空しき なり。 凡て は 且つ 輝きて 且つ 暗き に 入. 0 なり。 寧ろ 此の 如き 1 時の 快 心 を 得て び暗黑 の 

他界に 向 はんより は、 始めより 暗黑界 に 住みて 光明の 他界 を 見 ざらん 事 を 祈る 可 かりし ならず や。 口に：：！： E 仰 を 云 ふや し。 

而も 心の中より、 心の 深く 響く 眞 底より 我 信ずと 云 ひ 得ん は 何日なる 可き ぞ。 奇怪なる は 余が 心狀 なり。 余 は 余が 主なる 基 

督が、 余 等の 爲 めに 余 等の 犯せる 罪の 爲 めに 十字架に さへ 就き 給 ひし を 知り、 信じて 云 ひ 盡し能 はざる 感謝 を^え る ものな 

り。 此事實 は餘 りに 顯著 なり。 ト， マスに 過ぎた る苟 察の 佘と 雖も斷 乎と して 担む 事 能 はず。 余は是 ある を 思 ふ 時に、 心 は 

確かに 波立つ 如く 震 ひ 動くな り。 され ども 此 大事 實も 今の 余に は 常住の 信仰 15- 與 へず。 余 は 恰も 道 を 失へ る 盲者の 如く 得び 

舊の發 足 點に歸 り 来たらん がた め、 唯 藻掩き 藻搔 くの み。 「汝の 行爲學 者と パリ サイ 人より 勝れず ば」 と 云 はれし. Im3 の 如く 

余が 耳に 響き 來る時 余 は 何 を 以て、 余 は 信仰 篤し、 佘は 基督 信者な りと 云 ひ 得 可き や。 され ども 余 は 感謝す。 余 は 余の^ 疑 

を 神の 存否、 基督の 聖否 等に 揷 まざるな り。 余 は 實に惡 鬼の 爲 せし 如く 是を 信じて 戰く なり。 余の 煩悶 は 他に あり。 余 凡て 

を 知り 凡て を 信じ 得る の 立場に 立ち、 而 して 尙 基督 信者の 當然 入り 得 可き 信仰と 鸞行 とに 進 達し 能 はざる 是 なり。 祌は £^ 余 

の 不順 を 憐み給 ふ 可き や。 七 度 を 七十 七 倍す る 寛容 はありと も、 余の 不順 を 憐れむ の 寛容 は殘 され 得る や。 邪 正 を辨へ 

得ざる 禽獸は 幸なる かな。 智慧の 實は 甘から ず。 嚙 みて 核に 至る に從ひ 苦味 を墦 して 遂に に 至らん とす。 願く は 我 を牢ょ 

り 救 ひ 出し 給へ。 凡ての 悶 S 《凡ての 苦慮 を 犬なる 御手に 託して、 常住の 笑み もて 御 顏を拜 する^ を 得  の時來 らしめ 給へ。 

此小躯 は 全く 我が 同胞の 爲 めに 捧げたり て ふ 思 を 益 i 嚴肅 ならしめ 給 ひ、 凡ての 時 凡ての 處 になす 所の 行爲、 思 ふ 所の 思想、 
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唯々 此ー 點に禽 する 事 を 得せし め 給へ。 主の 笞 主の 鞭 我れ を 慰む。 唯々 願 ふらく は 御顔 を此 所より 遠ざけ 給 は ざれ。 

余は始 より 米國の 文明の 最高なる 發展の 方面 を 見ん と 希 ひたりき。 Chicago 市 は 人口 二百 五十 萬に 近づかん とする 大 市街 

にして、 而も 其 發達は 僅々 四 五十 年の 事に 係る が 故に、 恰も 正に 大人 期に 入らん とする 强 健なる 靑 年の 如く、 其 活力 は四邊 

に薛 碑して 大善 事大 惡 事共に 此市內 に 行 はる >f もの あるが 如し。 余 は 生来 未だ か \ る energy の 發展を 見た る 事な し。 余 は 

新渡戶 先生に 書 を 致して、 シカゴ 市 を 若し 擬人す る 事 を 得ば 星 亭と稱 す 可き かと 申し， 经 りぬ。 此市 は實に 一種の monster な 

り。 此大 市街に 於て 余の 見た る もの は Chicago  University,  Library,  Art  Gallery,  Manstlel(rs  oepartment  Store,  Union  Stock 

Yard,  Jackson  Park,  Washington  Park,  Theatre 等な り。 Chicago  University は 殆んど 一 富豪の 建築せ る 所. 其 規模の 大 多く 比 

類 を 見ず。 硏究の 態度 も 最も 自由 且つ 新式なる を 以て 名 ある ものな り。 是は 多く 語る の必耍 なかるべし。 Library も 壯大な 

る ものな り。 四 壁 モザイクの 美麗なる 装飾 もて 裝 はる。 眼も歧 する 許りな り。 書籍 も 相應に 多き が 如し。 試に 新渡戶 氏の 

"The  Intercourse  of  U.  S.  A.  &  Japan" を 探りた るに 直ちに 出で 來， り。 Art  Gallery は是れ 余が 日本に 在る 時より 渴 望し 

たりし もの。 此國に 遊びて 若し 古名 畫の 潤色 あざやかなる もの を 見る 事 を sjr は、 そは假 令摸寫 なりと も 如何に 快 かる 可き ぞと 

思 ひたり。 此日は 兄と 共に 一人に て 到れり。 初めに 彫刻物の 陳列 場 あり。 等大の 名作の 摸 作 多く ミロの ゲイ ナス、 ラオ コ， ン 

其他數 知れぬ 希 臘羅馬 名匠の 作、 並に 溯りて Penia,  Assyria,  Babylonia,  Egypt のに 至る 迄備 はれり と 云 ふ 可し。 殊に 白大理 

石に 刻まれた る 裸體の 女神 像の 如き は 精細の 美兹に 極まれる を覺 えて 渴 仰の 念に 堪へ ざら しむ。 縛畫の 部に 至りても 面白き 

もの 多 けれども、 こ は 寧ろ 失望な りき。 但し 古畫の 摸寫の 中には 忘れられぬ 印象 を與 ふるもの © なから ざん なり。 固より 是 

等の 畫は 1 畫を 細見 せんに 齒裕 かに 一 日 を 費す に 足る ものなる を、 僅かに 一 刻に 足らざる 時 を 以てせん とする 事 なれば、 眼 

に 留り難 かりし 細微の 個所 甚だ 多 かりし と雖 も、 ラファエル、 ミレ 1、 ゲ アン ダイク、 ル， ソ 1、 ミレ 1( ジョン) 等、 始めて 

彼等が 用ゐる 色彩の 如何なる ものなる か を 知りたり。 近作の ものに 至りて は 悉く 舊 派に 屬 する 摸寫 的の もの 多く、 眞 個に 自 

己の 活動せ る もの は 甚だ 稀に 認め 得る 處 なりき。 中に "Truth" と 題す る 一 畫、 色彩の 絢爛 布置の 結構 人物の expression に 


至る 迄 非常なる 成功と 稱す 可き もの を 見たり。 此ー畫 のみ、 今 腺に 止まれる は。 Mansfield  Department  Store は其规 の大な 

るに 驚く 可し。 一 戶の 中に 储ひ 居る 番頭 小 偕の 數七千 五 百 入に 達すと 云 ふ を 以て 推す 事 を 得 可し。 これに 次いで 云 ふ！ H- タは 

Theatre なるべし。 最初に 見たり し は rolstoy の ； Resurrecticn  - を Wekeh と 云 ふ 女優 star となりて ぉぜ しもの なり。 余 

は 嘗て S Resurrection" を讀 みたる 事 ありし が 故に、 森に 乞うて 此劇を 見ん としたり しなり。 咸 6 情の 表現 巧 を 極む る もの あり。 

Ncchljudcw が 憐れむ 可き 少女 を 牢獄に 訪ひ、 徐ろに 舊時を 語りて 彼女の 痲掉 したる 記憶 を 呼び 起し、 遂に 己れ の を 彼女に 

謝して 彼女に 結婚 を 申込む や、 初め 全く  indifrersce にあり し 彼女 漸く. K 我に 歸り來 りて、 云 ひ^なき shock を 心 に^ずる 

と共に、 彼女 を隋 落の 第一歩に 導 >y- たりし Jslechljudow の 、前に ある を的覺 し、 隨恚^ 然として 全身に 發し來 りし！！^ など 身 

も 震 ふ 許りな り。 次で 彼女 は 昔の 純潔な りし 生涯 を 想起し、 今の 窮境の 餘 りに 烈しき 變り 方に、 云 ひ 様な き 悲哀の 思 を 胸に 

^べ來 りて 嫁に は堪 へ？ 41 ず 面 を 称： ひて 大泣 せんとせ しが、 不圆 己れ の 決して 再び 昔の 純潔に！^. る 能 はざる 運命に 心附き 、 

滴の 淚も 奈何 ともなす 可き 樣な きを 悟る や、 服に 溢れん とせし 淚は 忽ち 返き て 滿而畏 ろ 可ォ、 冷笑に 變じ、 s:;? 笑に 變 じ、 く 

とも 叫ぶ とも 判じ 能 はざる 一 種の 笑聲を 漏し 来る 所 何等の 槍慘- 1 nH 人 をして 心 を 痛ましむ。 而も 缠て Ncchljudow の 心^ 

明瞭に 彼女の 心に 映じ來 りて、 其 高 情 芳志 を 身に r あむろ 如く 感ずる や、 一 種 云 ふ 可から ざる 純潔の 哀感 胸を衝 いて 起り 來り、 

今 は 立ち も 得せず 坐り も？ おせず 身 を 悶えて、 ふと 傍に 飾れる 十字架に 眼 を： 汗ぎ 何事 を か 思 ひ 起した るが 如くお ひ 起さ どるが 

如く、 暫く 見入りて ありし が 忽ち 夢幻の 境より 現實の 世に 歸り、 Nechljudow の 眞情を 如何なる 方法 もて 受け 入るべき か、 此 

は旣に 汚れて 彼の 伴侶た わ-得 可く も あらず、 さりと て 彼の 愛 は 今 我 を 慰め 勵 ます 唯 一 の 綱と なりし を あへ なく 55 り捨 つるに 

ちの づか 

も 忍 ひざる 慘燈 たる 苦慮に 入り、 指頭 自ら 戰き露 ひて 噪！^ 周章 爲す所 を 知らざる 様な ど： g に ti; に 入れり。 旣 にして 此に 一! じ 

く 女囚に して 純潔なる 事 angel の 如く、 囚人に 同情 濃 かなる 一人 出で 來り、 彼女 を 己れ の 胸に 抱きて 其 悲痛の 所以 を^き、 

己れ の 苦し かりし 經驗を 語り 互に 相 慰め 相 抱き、 暗澹たる 牢獄の 中に 此 二人 友情の 溫 さに 泣きて 握キ して 相 ii^ りたる 3、 

て歜 ひし 小唄 を 低唱し つ & 美しき 感情の 高潮に 達して、 有耶無耶の 鄕に 入る 所に て 幕と なれるな り。 是 -s:: に此 劇のお. 商なる 
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個^なる 可し。 余 は 幾度 か pathetic  tear に 破れざる 能 は ざり き。 其 次の 夜に 見たり しもの は Iwical  comedy と 云 ふ もの > - 

由に て、 country  girl と 云 ふが 外題な りき。 こ は 主に 舞踏と 音 樂と歌 聲とを 見聞せ しむる を 目的と する もの X 由 なれ ども、 

余 は 何の 感興 を も 引かず、 寧ろ 厭惡の 念を牽 きたり。 歌の 聲 美しから ざるに あらね ども そ は 美術と 云 はんより は 技術と 云 ふ 

に 近し と 思 ふ。 天啓 もな く 情熱 もな く 唯々 口頭 ニ寸の 技の み。 又 次の 夜 は Auditorium にて sausa、s  Band を 聞け り。 此 wand 

ま 今米國 にて は大 評判なる ものにして、 として^ 界 一 と稱 せらる >1 もの \ 由 なり。 Band に與 かる 人數 凡て 五十人、 半 

老の sia 氏 出で て 指揮す。 悲しき かな 樂を 聞く の 耳 を 有せざる 佘は、 他人が 聞き 得た る 半分 も 四半分 を も 昧ふ事 能 は ざり 

しなり。 而も 今 も 忘れ 難き は sia 氏 自作の "role  Star  メ  ，  Under  the  Light  of  Southern  Cross", 」*  Venus  and  Mars" 是な 

りき。 就中 身に： ル みて 覺 ゆる は 第二 者な り。 沈鬱 莊嚴 なる 東洋の 樂器を 多く 混へ て、 靜 かに 低音 を 呼び 起し 漸く 聲の大 とな 

るに 從ひ 寂寞 莊嚴の 意 更に 加 はりて、 身 は 恰も 夜長く 閉 したる 南洋に、 半宵 舷 によりて 渺茫 たる 海と Mi と を 望む の 想 あらし 

め、 風 死して 天籟 地續 共に やみ たれ ども 時に 波頭の 船首に くだく るが 更に 悲愴なる 時、 濃 藍の 色 lif く 澄み渡り たる 空の あな 

た 銀河 橫 ざまに 流れた る ほとり、 正しく 南方の 碧 落 高く 十字 を 描きて きらめけ る 星影 を、 嘈々 たる 低音 樂の 中に t". ぎ g に の 

聲を すまして 鳴り 出さし めし 時 は、 身 は j 個 何等かの 罪 を 犯せる 囚旅 となり 南方の 孤島に 向 ふ 道す がら、 半 歳の 夜 を 取り 守 

りて 此 南半球の 尊 嚴と 希望と を 集めし 星の 光 を まざく と 仰ぎ見た る 心地して、 思 はず も淚の 睫に 逼り來 る を 禁ずる 能 は ざ 

りき。 是れに 比すれば 日本の 音 樂は 如何に 憐れなる も のぞ。 其 所に 個性な く、 熱情な く 希望な く、 信念な し。 而 して 此の 如 

く高尙 なる 音 樂を樂 しむの 耳 を 有する 國民も 亦 祝福す 可き かな。 

^等の 漫筆 ぞ、 余 は 興の 動く が 儘に 濫りに 此の 如き 事 を 書きぬ。 こ は 日記に 載す 可き 事に は あらざる 可し。 佘 等が 出發の 

ijS 日に 見たり しもの は、 有名なる Union  Stock  Yard なり。 周圍ニ 里に 達せる 此大區 域 は 凡て 屠殺場な り。 一日に 殺す 牛の 

數ニ 千， 膝の 數ニ 萬と か 聞さぬ。 余 は 今 思 ひ 出す も 厭な り。 屠 豚 は 幸に して 見 ざり しが 屠 牛 は 不幸に して これ を 見たり (羊 

は 其 死こ當 りて 柔 噴なる が餘 りに 殘酷 なれば とて これ を 見物す る を 禁じ ありと ぞ。 所謂 屠所の 羊の 幾千 頭と も 知らず 群 をな 


せる は是を 見たり) 長さ 三十 間 幅 十五 間 は 確かに ある 可き 大 建築 は 卽ち屠 牛 場な り。 死 を 前に 控 へたる 牛の^き まど ひて， 蹈 

も 得 立てず、 其 眼に は 實に云 ふ 可から ざる 悲痛の expression を 示して 悶 ゆる を- 順次に 撲殺す る 傍より 頸 を 刺して 血 を 搾り 

頭 を 切り放ち、 體を 半截し 五臓 を 出し 皮を剝 ぎ、 熱湯に て 洗へば 一頭の 生きつ k ありし 牛 は、 ^々數 十分の 間に 一塊の 肉と 

變 じて 冷藏 庫に 運ばる 、なり。 兹 一 場の 光景 は 恰も 地獄な り。 戶を排 すれば 旣に 何とも 云 ふ 可から ざる 生血の 惡臭 ありて！ Sk 

を 襲 ふ。 加 ふるに 滿 目の 流血 火の 如く、 其 間に ありて 大刀 を 振りつ \ 働 ける 人々 は 頭より 靴の 先に 至る 迄 血み どろな り。 職 

業 も あらんに 如何 なれば 此の 如き を. 1 ぶかと 思 ふなり。 嘗て 此處 の勞働 者の 屮 己れ の 妻 を 殺した る もの あり。 其 始末に や W 

じ 果て けん、 殘る憤 怨の尙 やる 瀬 やな かり けん、 其 妻の 肉 を 牛の 肉に 加へ て sausage を 造りたり とぞ。 資に 彼等 はかくな り 

_s!- 可き 十分の probability を 有せり。 Tolstoy が 菜食主義 を 主張す る は 尤もな りと 云 ふ 可し。 此夜は 三人 共 肉 を 食 ふ^ 出來ざ 

るに 至り 支那 料理に 到りて 辛く 誤魔化したり。 

かくて 九月 十九 日の 朝 一時 四十 分の 汽車 を 以て シカゴ 市を發 しぬ。 樂 しかりし  一 ^日 は 過ぎ去りて 森 は 再び 孤 獨に殘 され、 

兄と 余と は 再び 孤躅 となる 可き 道 を 急ぎぬ。 此 日天氣 晴朗 四 園の 風光 中 々によし。 此 夜汽車 中に 眠る。 不幸に して 余 等 は， 

E: 車に 入り たれば、 此に來 る もの は 皆 素性 甚だ 宜しから ぬ ものに て、 加 ふるに 煙草 を 喫し 酒 を 飲み、 かるた を 弄ぶ 等亂： f 狼 

藉 甚だしく、 余 は實に 十二分の 14 快 を 買へ り。 加 之 夜 稍 i 寒 かりし と 出入の 人 多 かりし とに て 一夜 殆ど 寢 ぬる は ざり き。 

九月 二十 B。 日曜日。 兄 は 三時 頃 遂に waltilnore に 下車せ り。 Mr.  Stick の 父上 は 兄を迎 ふる 可く 停；^ 場に ありき。 兄と 

彼と は 荷物 を 持ちた る 停車場 を 出で 行くな り。 余 は 彼等と 離別の 握手 せんとしたり しか ども、 そ は 許され ざり き。 余 は _洛 

瞻 して 汽車に 入れり。 かくて 余 は 遂に 孤 獨 なる is^ 洋の 旅人と なりぬ。 かくてより 寂寥 一身に 築 まりしが 如く 覺ぇ、 一 人 胡 坐 

して 時に 窓外 を 眺めたり。 風光 は 全く 我が 眼に は 新しき なり。 さはれ Baltimore のしば らく 前より 从乂色 は 殊に 麗 はしくな り 

ぬ。 東方に は 時に 大西洋 (大 II 洋、 大 1! 洋、 余 は 克く此 海 を 望み 得たり 0 神 は 塵埃に 等しき 此 罪の 子 を かくお S く^き 給 ひぬ。 

如何 なれば ぞゃ。 余 徒らに 死し SB んゃ〕 の 波 光 を 窓外に 望み、 John  Bro\vn、s  Monument に當 時の 光景 を 思 ひやり、 Washington 
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停車 暴 こ 到りて は Congress  Hall,  Washington  Mollicnt を 遠望して、 胸に は 歷史の 閃 影 電光の 如く 躍り、 新しき 米 f?^ 加の 

舊き 部分 を 最もな つかしと 見たり き。 

ヌ ew  York の South  Ferry に 着せし は 九 時半に 近 かりし ならん。 餘 りに 通ければ 增田 あり やと 心に 打ち 案じつ、 列車 を 出 

づれ •  ま、 5^ 一 かに 人々 の 待てる 中に 一人 丈 低き 人 あり。 余の 胸中 は 一杯に なりて 何故と は 知らず 足さへ ためら ふなり。 され ど 

も悽 しさ は 我が 凡ての 部分 を 占領し ぬ。 佘は只 混 鋭した る 心 もて 彼に 近づきつ 、其 手 を 握りぬ。 兩者 語な し 。嗚呼 神よ 謝す、 

我等 は 悲しき ものな り。 

東 君 亦 余を迎 へて あり。 共に 1^ 車に 乘じ 彼等が 下宿せ る 家に 着せし は 十一 時 頃な りしな らん。 英ー 兄と 寢臺を 共に して 轡 

ぬ。 余 は 前日 來の 痰勞 にて 體は 綿の 如き を覺 ゆれ ども、 は えて 眠る 事 能 はず。 語る 可き 事 多く 泣く 可き 事 多く さりと 

て是を 語り 出 でん は 辛し、 如何に せんと 胸の み 迷 ひながら 談は 彼に 移り 是に 移り、 淚も 流し 笑 も 漏らし、 共に 眠りに 入りた 

りし は、 曉明旣 に 催した る 四時 半，？？ にゃあり けん。 

九月 二十 一日。 快晴。 此 日朝 九 時 頃 潮 く 起床し 更衣して、 英ー 兄と 二人に て 家 を 出で P ーュ rark に 到る。 こ は 其 字 力 示 

す 如く 市の 中央に ある ものにして 其廣大 なる 事 驚く 可し。 而 して 割合に 多く 自然の 風致 を殘 したれば 殊に 幽靜 なり。 道 潮く 

細く 林 中に 入り、 行く に從ひ 遊客 稀と なりぬ。 是 嘗て 彼が 唯一 人 マ I 腔の 薆思煩 慮 を 抱きつ. -、 これ を 頭つ 可き 友 もなくて 辦 

しく さまよ ひし 處 にあら ざらん や。 彼の 多恨の 涙 娘 かの 石に 向 ひけん、 此の 木 を や 眺め けんと 思へば、 余 は髮髴 として 彼 を 

描き出す 事 を？ 4- るな り。 彼 は佘を 導きて 小 池の 畔に 到りぬ。 樹 下の 露臺に 坐して 相默 して 暫く は 語な かりき。 

二 年と は 永き 月日に あらず。 され ども 我等が 二 年に は 他人の 一 生に も 或は あり 能 はざる 可き 多數の 事變を 包みぬ。 佘は肝 

を 搾る の 思 を 以て 彼が 故國を 去りし 以後の 故國を 語りぬ。 余が 彼の 飛 信 を 得たり し 時の 驚駭 (嗚呼 佘は囘 想しても 新たなる 

が 如く 魂の 驚く を覺 ゆ) より、 我等が 苦心の 困難、 家 安 君の 死に 至り.、 遂 L2 彼が 頃來に 於て 余に 致せる 書の 誤解な らん 事 を 

辯： したり。 彼 は 死せ るが 如く 默 して 聞きぬ。 而 して 後 彼 は 彼の 遭遇せ ると ころ を 語り 出で ぬ。 故國を 去らん とする 時に 起 


りし 巳む を ST さる 事變、 渡米 後の 苦心、 家 安 君の 死、 實 兄の 死、 發 病と 其？？ に 起り し 彼女に 對 すろ 痛切なる 懐疑、 是等ょ 

の 平常に 似合 はず 滴々 たる 埶淚 と共に 語り 出 でられぬ。 「昨年の 一 月に は 家 安 君 逝さぬ。 今年の 一 月に は 家兄 逝きぬ。 来年の 

1 月に は 果して 誰. > "失 はんと かすらん。 余 は 生きて 何者か を 失 はんより は 寧ろ 自ら 失 はれん 事の いかによ かる？ きぞ」 是： 反 

が 肺肝より 搾り 出した る聲 なりき。 鳴 呼、 余 は 知らず、 余 は 知らず。 余 は 何 を 以て 彼に 語り 何 を 以て 彼 を 慰め、 何 を 以て 彼 

を黝 ます 可き か を 知らざる なり。 彼 は 今 全く 彼の ambition を 捨てぬ。 彼 は 其 半生の 精；^ 一 を 凡て 無に 葬り 、自ら 世 を；^ さ 八；； 衆 

國の 南方に 退きて 一 窮晨 たらん とするな り。 神聖なる 祭壇に 燃された る 火の、 空しく 消えて 一 抹の 死灰 を殘 せる 如き 彼の、.： J 

事慘 ましから ず や 。凡て は 余の 罪な り 。余の 少情は 余 を！！ りて かくの 如き 結果に 到らし めぬ。 余 は出來 得る 丈け を 彼よ り^ひ 

ぬ。 八 マ は 何 を 以て 彼に 與へ 得ん や。 嘗て 水の 如く 濕 潤に 満ちて 玲瓏たり し 彼 は、 急轉 して 火の 如く 呪 詛に滿 ちて 短 問す る 皮 

となりぬ。 而 して 今 は 水 も Fi ほす 能 はず 火 も 燒く能 はざる indifference の 中心に 坐して、 悲哀と 歡 喜と を tl:?.^i;_j. 路傍の 石の 

如からん とするな り。 彼の 語る 所は餘 りに 悲しく 余の 心に 響きぬ。 彼 は 誰 を も 責めず、 己れ をも赏 めず。 若し寊 むる の必 5； ス 

あらば 彼の 天を資 めんと すろ 色 さへ 見 ゆるな り。 是 彼の 傍に 坐せ る 余に りて は 何等の 痛恨 ぞ， 然れ ども 神 は，. u.;r きかな、 

彼が 此の 如き 痛切なる 懐疑の 中に 唯 一 つ 毀た で殘し 置きた る もの は 彼が 余に 對 する 友情な り。 彼 は 同情 を 知. つざる^ g: 欲の 

如き 彼の 友 を 憤ら ざり き。 彼の 完膚 なからん とする 迄に 慯けら れし愛 は、 其 痛み を 包む 可く 其^み 甲斐な かりし 友な > びぬ。 

彼 は 其 唯一 人なる 友の 手 を 握り？ おん 察 を 以て、 此廣漠 たる 世 路に殘 された る 唯一 の 慰藉と なすな り。 余 は 是を思 ふ；， 母に^ ど 

腸の 九 週す る を覺ぇ ざろ 能 はざる なり。 宜し、 {且 し、 凡て は 如！： に ともあれ、 余 は 忍びて 無恥の 人と なる 可し。 余 は 余の 全 

力 もて 再び 彼 を 慰藉し 鼓舞す る 事 を 努めなん。 余の 彼に 對 する 同情が 足らずして、 W び 彼 をして 又もや 失望の ヒこ 失^ を來 

さしむ る 事 あらん を畏る X の 時には あらず。 余 は 今に 至る 迄に 痛く も 彼 を 傷け ぬ。 され ど-,、 神 は 余の 此 行！^ も 彼 を 苦しめん 

が爲 めに なしたり しに あらざる 事 は 知り 給 ふ 可し。 余が 衷心 は 愛した る 如く 彼を戀 したりし なり。 

夫れ より 共に Art  Gallery を 見、 市に 出で て 夜食し、 家に 歸 りぬ。 嘗て シカゴに て面會 したりし si 君 亦來 りて 此 家に 泊 
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れり。 此秦の 室 を 見舞 ひたれば 共に 色々 の 話な どす。 此夜も 亦 枕 を 擁して 二人 悲しき 夜を 更 しぬ。 

九月 一一 十一 一日。 樊。 此 日朝 英 一 兄の 友 来り 霞く 迄 互に 語りた る 後、 其 友と 共に 家 を 出で 何と やら 云 ふ 公園なる 動物 圔 

t 舞 ひぬ。 彼 は 此に來 りて i を 兑る事を樂 しむと ぞ。 實に？ せられた る 霞の If は 一種の 面白さな り。 砂漠の 

王、 森林の 王、 S の 王な ど 相 下らざる S を 持して 傲然と して 其殘生を 生く る 姿 は 云 ふ 可から ざる 一種の 謹？  くな り 

夕 II 三人 小 f 僦丄」 湖上に 浮びぬ。 所謂 才子 佳人 參々 伍々 小 櫓 を操 りて 喃々 たる I 此 あたりに 多き 所なる 可し 

0a. 讓蠢の 小人 三 震し く 暮れ行く 秋暮の fs て 水 I る 事 約 半响、 兩 岸の If 黄と なりて 

巖聳 ゆる 所に 京 亦 潮く 潟む を 見る。 人の 造りし 都市の 中に も か&る 秋は讀 まる \ なり。  。 . - 

家 こ i りし は 夜 七 時 頃に や。 我 は此處 にも 亦 甚だ 多忙な り。 此夜は 英ー兄 余 を f 座に 伴 はんとす るな り I. 

Fiske と 云 ふ 人 "Mary  Male 气 を 演じつ、 あり。 八 時の 開幕 なれば 此頃を 期して 到りぬ。 名に し 負 ま 事、 聖經の 事に 

係る たえ igs 固より なれ ども、 ま. i と I 婦人 は 墓の 塞と は i ほし、 技 俩の拔 る i 術 其 者 

こ 尊 SI なれば、 鍾は 自ら 引きし まりぬ。 同 婦人の MaryMf  lene も 意 事ながら、 最も 深く 囊を 引きたり し は 

イス カリ まの さなり。 二人ながら si 於て は 例 を 見ざる 一 一大 性格な り。 此 劇に 於て はさが マリヤ を 謹し 藝の成 

らざ りし S なろ 失望に 加へ、 基督の 爲す所 己れ の 理想と なせし 所と 何の 關りも あら ざり し を 見、 將又 己れ I の 敵な りし 

一 S 人が 其き 成功して ュダに 加 ふるに 激烈なる 墨 を 加 ふるに 至りて、 ュダの 心 は 犬に 動き 非常なる 観 苦痛 に陷 り 

遂こ基 ff に 至りし までの 驚 は 誠に 畏ろ しき 許りな りき。 佘は 嘗て 伊豫 丸の 船中に 三人の 牧師と ュダを 1 て 議大に 

合さり し 事 ありし が、 今 此の 劇 直て 佘は 余の 所論の 誤れる や 否やに 拘ネ警 if 堅ふ せらる ぁ覺 ゆるな り。 若 

し此こ 劇作 者 ありて 蓄と ュ-ダ との 性格 を畫 きしと せよ、 而し てこれ を 場に 登さん とせよ。 佘等は 必ずや ュダに 同情の 一片 

を？ ざる 能 はざる 可し パ基 言對 する 無限の S は Is 事な り) 而 して 藝. li  く 描かれ ュダ. li  く 描 カミ" 

こ從 ひ、 此の度 は 益 i 加 はる 可し。 尙云ひ 度き こと あれ ども 今 は默す 可し。 此夜も 亦。 (以下 原文 缺)  . 


九月 一一 十一 一一 B。 水曜 H。 晴大。 朝 は 家に あり。 午後より 英 一 兄と 共に New  Jersey の Sea  Bright に 田 ぉを訪 ふ。 south 

Ferry より 船に 梨り て、 港口に 有名なる 自由の 女神が 澄明 を 掲げつ &ぁ る燈臺 を 望み、 約 一 時間に し て彼？^！：に達し ぬ。 それ 

より 汽車 を 奴れば 十數 分に して Bright に 到る 可し。 短驅黃 顔の 入は兹 にも 一人 ありて 余 等 を 待てり。 余；^ は 彼が 俯 は 

れ 居る 一 富豪の 家に 入り、 其 If の 二階なる 彼の 室に 入りぬ。 彼 は 例に よりて 快活に 彼の 過去の 二 ハネを 説きぬ。 かくて 共 家 を 

出で て 後 庭の 林檎 樹 下に 到り 葡萄 を寞 ひながら 色々 の 事 語る。 彼 は 此校を 終らば 將に エデン ボ G 1 大學に 遊ばん とする の 計 

畫 あり。 夕暮 彼と 別れて 再び New  York に歸 る。 歸途 例の 船に 上りて 四方 を 見る。 滿天 紅 を 潮して 水 も 亦 紅く、 遙 かに 打 

ち 見やれば New  York の 市 宛ら 巨人の 岸に 倒れて 一 日の 勞苦を 慰めつ k あるが 如し。 

家に 歸り 着けば 飛 信 あり、 Mr.  Elkinton 氏より 来る。 學校 昨日 始れ り、 直ちに 來れ となり。 此夜は 我等が 兹 におし 得， 0 婕 

後の 夜なる 可し。 然り 最もよ き 時 を 我等に 惠み 給へ り。 余 は 如何なる 蓮 命の 下に 置かれた るに や、 日本に ありし 時 は 兄 は fi お 

く仙臺 にあり て 多く 會 する 事 能 はず。 他に は 友と して 眞に 語る 可き ものと て は獨り もな く、 寂しく も 孤 II の 生活 を械 けたり 

き。 此 土に 来りて より 森に 會し滑 田に 會し田 島に 會す。 人生の 事 も 亦 計り 難き かな。 然して 思へば 是 等の 友の 中、 人生の 苦 

味 を 嘗めざる もの して 幾人 ぞ。 而 して 其 痛み 最.， ^甚だしき を英 一 兄と なす。 森 これに 次ぎ、 兄 これに 次ぎ、 田 島：；^ も 嵌く、 

余 は 凡々 たり。 知らず。 この 凡々 の 生涯が 何等かの 變化 をな さん 時、 余 は 如何なる 面 を 以て 神の 御顔 を拜し 可き ぞ。 

九月 二十 四 B。 木曜 ョ。 晴天。 此日は 記憶 せらる 可き 日の 一なる か。 彼 は 日本に 歸 るの 期 近づきぬ。 余 は 米 困に 留まる こ 

と兩三 ¥^ る 可し。 停車場に て輔き 朝食 を 喫し 十 時 某 分の 汽車に 千 蚋る。 英 一 兄 等 は 汽車 迄 入り 来る 事 能 はざる が 故に 切符 を 

改 むろ 所に て 別れぬ。 是 より 一 年の 間 は 余 は 孤 掏なる 曰 本人と して 米國の 土に 住む 可し。 

三時 半 頃 Philadelphia の wl.oad  Street  Station に 着し ぬ。 Mr.  Elkinton 氏 あり、 余を携 へて Department  Store に ゆき 行き 

兹に Miss  Luppincott に 遇 ひ、 彼女 余の 爲 めに 服 其 他の物 品を購 ひ吳れ たり。 それより HI 時 某 分の 汽車に 乘り Haverford を 

指して 行きぬ。 Haverford に 到れば 學生 三人 余 を 停車場に 迎へ 居たり き。 余 は 直ちに 彼等の 露 率なる を 認めぬ。 g 雅 なる 住 
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家 g らに 建ち、 道 を 挟みて 楓樹 の植 ゑら れ たる 邊を 過り て 稍. -四 丁に て 校門に 達す 可し。 門 を 人れば 見渡す 限り 芝地 美しく、 

樫 や ® や 柳 や 形よ きが 彼 處此處 に 生ひ繁 りたる 間に、 石造の 寄宿 舍 らる 可し。 是れ wprclay  Hall なり。 二 5 生 は 余 を. て 

の ニ^なる I 室に 導きぬ。 十ニ疊 許りなる 可き 西向きの 室な り。 立 一 ^おなる もの なれ ど f ミき 5- とてに 何物 もな し。 鏡臺ニ 

つ 化粧 薹： 寢臺是 なり。 

再び 三人に 導かれて 食堂に 到り 夕食 をした、 めぬ。 それより 書記の 室に 到りて 名簿に 我が 名 を 記入し、 校長 ^§pless に 

面會 しぬ。 齢 六十なる 可し と兑ら る、 老 偉丈夫な り。 頭の 半 部 は 白 髮に被 はれ 面 は童顏 にして 血氣 若く、  ^は 小 なれ ども 其 

かビ やき は 6ito 其眞 一文字なる 口にに 智慧と 決斷 著しく 讀 まれ、 鼻 は 尋常に して 多くの expression なし。 彼 は 親切に 余 を 

引見し、 夜陰 を も 厭 はず 余 を 伴うて づ つ. -I を訪ひ ぬ。 氏 は 余の 室の 向 側に 其 室 を 有し li と I.. 史 とを受 持てるな り。 

彼 は Johns  Hopkins  University の卒菜 生に して 未だ 壯 年な り。 彼 は 向後 余の thesis に對 して 種々 なる i;esuon を 與へ吳 る 

る 入なる 可し。 かくて佘ょ：^:^)  History  of  】-:11K 一 P-A  メ Teuoval  Ilisiory,  Ecoi さョ ics  (La 一) or  rroMcm) 及び German を ！： 驳る 事と 

せり。 一 週の 時間 は 約 十 時間な り。 

我が 殆ど 一 ヶ月に 亙りし 大旅： 仃は兹 に 終り を 口げ ぬ 。余 は 可な り疲勞 せる が 故に 此夜は 直ちに 寢に 就きぬ- 何の 夢 もな し。 

此 後の 佘は通 常の 書生が 爲す 如く 每日敎 場に 出席して 勉強す る を 以て 專務 となし ぬ。 又 格別 大事 件 はなし。 

主の 恩惠は 常に 余の 上に 永久な りき。 

〔以下 は 米國べ ンシ ルバ -1 ャ州ハ ー バ-フ ォ-ド 校に 於いて〕 

少 女 

母の 膝に 夜の 祈す る 子の まみよ 淸し 美し ひそむな とこ そ 

頃な でて 胸に いだきて 頹 すりて 若き 兎 を 夢に 泣かすな 


さはれ 1 日 人 を 泣くべき 其 胸よ 人 を 泣くべき ほのほの. ® よ 

房 だきて あやしき 夢に まど ふべき 神よ さだめ を 子に もた びし や 

のろ はしき 人の 此 世よ 血 を もして 小さき 我が 子に 戀を敎 へて 

十月 八 曰。 木曜日。 大 暴風雨。 英 一 兄 は 其 歸途を 以て 佘を此 閑 村に 訪ふ ベくな りぬ。 余 は 宛ら 禽獸 に滿 ちたり し樂 園に ィ 

ブの 生 を 見ん とすろ アダムの 如し。 悲哀の 子 はふ さはし き 時 を 以て 來 りぬ。 ！ 昨日 來秋天 雲 もて 被 はれ、 ！ g: 風 烈しく ひ 

か りて 眞に篠 を 束ねた る 如き 雨 は 晝夜を 捨てざる なり。 され ども 余の 心は歡 喜に 滿 ちぬ" いそく とし 一」 停 ポ場こ 到り a::, 

かに 殘 りし 金 を て 切符 を購ひ rhiladelphia 停車場に 到りぬ。 汽車の 出入 烈し かれ ども 彼らし き 彩も兑 えず。 余 は 烈しき 失 

望を覺 えて 尙且 彼の 来らん 事 を 待ちぬ。 後ろより 余の 手を捉 ふるもの あり。 此異鄕 の 外に 彼なら で 何人 ぞゃ。 汽审は 二 ra. つ 

歡喜其 者を乘 せて Ilavcrford に 急ぎぬ。 顏嵐は 荒れに 荒れて 尙 止む 可 くもなし。 

余の 室 は 初めて 日本の 客 を容れ ぬ。 佘は爾 か は あれ ども 今日は 非常なる 戰を戰 はざる 可から ず。 余 一昨日 兄に 寄 を， し 一」 

彼に 雪を经 らん 事 を 乞 ひぬ。 そ は 余 一人の 力 を 以てして は 到底 勝つ 事 能 はざる を覺 えたれば なり。 余の 今日の 戰は英 一 兄 を 

起して 再び 彼が 始めに 選びし 道 を 歩まし めんと する にあり。 余 は 彼の 如き 力 ある もの、 信念 ある もの、 主義 ある もの を {<H し 

く邊 土に 朽ちし むる に堪 へざる なり。 是れ 余が 彼の 成功 を 祈る が 故に あらず して 正義の 成功 を 祈る が 故な り。 彼 はよ く 皮と 

人情と に忠實 なりき。 世 は 未だ 彼の 如き 眞面： Err なる 忠實を 見 ざり き。 己れ に忠實 なる もの， * みより 八に 忠 I:- なりお 可し。 余 

は 彼に 要求す るに 是れを 以てせん とせし なり。 余の 信仰 は 薄弱 なれ ども 未だ 嘗て 神 を 忘れず、 彼 を 起して 祌 前の f たらし 

めん は、 余が 神と 彼と になし 得る 最大の 事 菜なら ず や。 余の 無恥 の 人と なる 可き 時 は 来れり。 余 は 余，：：： ら^ん ど 致 -处 の^を 

負 はしめ たる 一 人 を 捕へ、 汝自 ら汝の 傷を醫 して 再び 健康なる 入 たれと 云 はんとす るな り。 

此夜十 時半 頃 二人とも 床に 入りぬ。 狹 ければ 相 抱く が 如くせ ざれば 落つ るな り。 余 は 遂に 發^ して 余の 所忠を 述べぬ。 彼 

は大 なろ 尊敬 を 余の 言 ふ 所に 拂ひ 吳れぬ 。余 は 余の 才能 を 計り 余の 信仰 を 計り 余の 經歷を 計る の 時、 余の 誠にな すなき ものな 
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る こと まひ、 fi の 淵 u 沈む 事籰 かなれ ども、 主の 纖尙 此の 如 t のに も裕 かなる I へば、 此 續は佘 をして 

眈时に f ざる を f らしむ る其赢 を 語り、 f 亦 彼の I をき 委ねて 彼の SI さん 事 I もて 説きぬ。 彼 は 余の 

云 ふ^を 了解し 殆んど 泣かん として 「如何にせば よき か 佘は眞 に 知らず」 と 云 ひて 長大息し ぬ。 是れ 彼が 纖の 煩悶の 難な 

りき。 佘は尙 多く を 彼に 說く事 能 はず。  ， に 

+ 月 九 曰。 金曜 曰。 暴風 暴 雨。 例の 如く 起き 出で て 二人 は 朝食 をした \ めぬ。 それよ 各界 は 凡て 二人の ものな りき 我 

等よ 吹き荒ぶ S 中 S の 如く 詩の 如き 對暫績 けぬ。 玆 には讓 すべ からざる 美しき 調和 ありき。 

れ ども 凡て は 再び ざる 可から ざるな り。 雲の 後 二人の 心中に も 嵐 は 起り ぬ。 天 共默し 勝ち ii 上に 橫 はり 

たる 讒 感慨 こ滿 ちき。 窓外に は 雨 聲嘈々 として 衣に 徹せん かと も 思 はる.^ 許りな り。 

かくて 佘. ^ 昨日 彼 を迎 ふる 可く いそく として 乘 りたり し 汽車 は 無情に も 来りて 彼 を乘 せ 去りぬ。 泣かん 事 も 得せ で佘 は 

f 垂れた る 儘、 往 I く絕ぇ 果てし 孤村の 田 塞 I りぬ。 嵐 は 宛ら 衣 I かん 許りに 襲ひ來 るな り。 校門の 處に來 り ^ 

は 初めて 面 I げぬ。 四面 模糊と して 蘭の 中 S り、 世 I に 狭くな りしが 如し。 「余 は 何が 故に 生きて 此の 如き 所に 住 

ふなる ぞ」 と は此時 余の 心の奥底 を衝 きたる 疑問な りき。 

彼 は 去りぬ、 佘は殘 りぬ。 余は殘 りぬ、 彼 は 去りぬ。  i 

向後 彼 は 如 5. る if 可き か。 余 は 如何なる 道 I る 可き か。 免 まれ 此曰は 忘る 可から ざる 可く 毒 二人に 

+514.45。 火曜 曰。 11 の 秋 も 遂に 暮れぬ。 今 I 場より 見れば 11 あり。 冬來 れる なり。 

ま 居る 窓よ 西に 向へ り。 さなり. 我が 謹の ある 方に 向へ り。 頃 来の 夕陽 は實に 飽かぬ 眺めな りき。 毎夕 窓に 倚りて 其 

色 こ、， 刻々 秒々 にして 變り 行く 雲の 形光の緩、 見る 眼 もまば ゆき 許りな り。 秋の 夕 は實に悲 裏の 霞な り。 に 

め" 中 I 淚の il になり て 唯 何と i 醒 しみぐ II るな り。 余； き s:: 

rsi 姉に して 失戀の 重傷に 胸 I かれ、 而も 默 して 其 烈しき 響の 笞 にある 飾な りと せぱ、 駒に f て 彼 


優しく も 悲しき 眼の 色 を 窺 ひたらん 時の 心と や 云 ふ 可き。 痛み を 持てる 人の 心に は、 秋ほど優しき^！情もてるもの復世にぁ 

る 可し や。 彼女 は 自然の 寵兒 なる に、 自ら 其寵の 深き を 返け 来りて 人の 運命の 烈し さ を 泣く。 實に 彼女 は 余が 終生の 11 の 女 

神なる 可し。 秋 は 美しき かな。 秋 は 潔き かな。 秋は赏 むべき かな。 お k 秋は戀 しき かな。 

余が 窓の 前に 犬なる ョ aple  tree あり。 余が 此 校に 來れる 頃 は、 萬 枬綠獎 を 着けて 枝た わ k に 垂れ 下り 、女神 其 手 を 擴げて 

人の子 を 祝福す る 如くな りしが、 今 は 其 葉 悉く 黄 落し 枝と^と は 籤と して 天 を 指し、 宛ら 年老いし 豫言 若の 手 を 空に 舉げ淚 

にあ ふれて 祈りつ、 あるが 如し。 余 は不阖 かく 思 ひて より 毎日 此樹を 兒る每 に、 今 は 漸く 怪しき 迄に 彼の 樹の 普通の II なら 

ざる 如くな りぬ。 彼の 樹は少 くと も 余に は 有機 體 以上の ものな り。 いつぞやの 夕暮 なりき。 學僕來 りて 彼の 樹 ドに其 落. # を 

燒 きぬ。 蒼然た る 四 近の 色の 中に 火の 色 殊に 赤く、 煙の 色 殊に 靑く暮 霞と なりて 斜に橫 はり、 地 を 掠めて 消え も 行かざる 靜 

けさ。 暮秋の 哀感 心に 逼る事 晩鐘の 聲の 水に 落つ る 機な りき。 余 は、 嗚呼 秋 今 葬らる. 1 なりと 思 ひぬ。 

此 頃の 秋#- 色に 最も ふさ はしき 對照 をな せし は 一 入の 老爺な り。 彼の 姿は瘦 せて 破 精^ 深 かに 被り、 ^色の汚れたる外^^ 

を麗 かなる 日に も 雨の 日に も 着たり。 顏は無 鸾 の皴 殊に 深き に 意志の 弱き と 素朴なる とが 讀 まる  >- なり。 兩手を 鱧より 敵し 

て ！ 其の 着た る 外套の 相 擦れて 損 はれん 事 を 恐る \ が 如く  11  ^^-む毎に勿體らしく少し打振る樣は日々ぃさ&かも變る事 

なし。 此 老爺が 持てる 馬車と 其 馬 こそ、 かくまで 彼に 似合 はしき はなしと 思 はる、 にて 其 大凡 は 推せら ろ 可し。 彼 は 日毎に 

小 使の ffl をな す 可く 校庭に 來る ものなる が、 玄關の 暫く 前にて 馬車 を 留め置き、 己れ 獨 り 玄關の 所に 來り、 ^願み ていかめ 

しく 其の 瘦せ たる 馬に "Come  on,  come  on!  - と 命令す るな り。 馬 は 迷惑 相に そろ^. (\ と 馬車 を 引きて 爺の 下に 來 るな り。 

彼 は 宛ら 橫 著なる 我が 子を兒 守ろ 眼 もて 此瘦 馬の 41- みに 注ぐな り。 こ は每朝 一 日 も變る 事な し。 老爺 は是を 以て 彼が：：；^ 大の 

事業と なせる もの、 如し。 余 は是を 見る 毎に 面白き 人心 かなと 思 はざる 事な し。 何と 結論す 可 きか は 知らず。 され ども 而白 

き は 人心なら ず や。 唯， 而 白き は 人心なら ず や。 何が 故に 每 曰か  る 事 を か ゝる老 の 身に 勉 めの 如くな す やと 問 はん は餘 りに 

心なき 業なる 可し。 余 は 唯 何と はなき 詩興 を 胸に 浮べ て 彼の 老爺と 瘦 馬と を 眺めざる 事な し。 此 老爺 も 亦シ ー ザ ， と共に 此讥 
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にあり て嚴 めしき 一分 子 を 形作る ものな り。 今日 雪降りぬ。 秋 は 逝かん とするな る 1:? し。 今年の 秋 は 余に はか. -る 秋な りき。 

愛子が 別れに 臨みて 自ら 錢 ひて 贈 リ くれし 衣 を 着る とて 申 送る。 

あた \ かき 衣よ 心よ さはれ 秋 秋の 夜寒よ さも あらば あれ 

ノ九 〇 四 年 (明治 三十 七 年) 


二月 八 B。 

To-  slow  for  those  who  wait— 

Too  swift  for  tliose  who  fear I - 

Too  lonTO  for  those  who  g;rlevei- 

Tco  sliort  for  those  wllo  joy. 

But  for  those さ ho  love 

Ti-lle  is  eternity.  II.  van  Dyke. 

一一 月 十 B。 晴天。 此朝高 平 公！ ^に 書を發 し、 余が 身 軍籍に ある 旨 を 通知す。 二十 四時 間內 に露鑑 十一 鎪を 或は 沈沒 せしめ、 

或は 沈默 せしめ、 或は 廢鑑 たらしめ たりとの 報 ありぬ。 露 兵 二 千 船舶 輸. t 一中 日本軍 の爲 めに 捕獲 せらる との 報知 あり。 靜 

かに 余 等が 身の上に か. -れる S 露の 關係を 思 ひめ ぐらせば 誠に 涙に 憤す る もの 多し。 就中 殊に 余 をして 惆慑の 念に 堪へ ざら 

しむる もの は老 トルスト ィが 上な り。 

^こ，： J 安き ま 主義 を 有せざる 人々 なり。 地變 幾度 起る とも 彼に は 何の 痛痒 をも窗 さどるな り。 彼 は卽ち 大勢の 聲に 雷同し、 


百 入手 を もた ぐれば 直ちに 手 を 擡げ、 千 人足 を擧 ぐれば 直ちに 足 を 擧げ、 而 して c: 安 如と して 衆と 共に 笑 ひ っ悲 めば 足れり • 

余 獨り窓 邊に座 を 占め、 暮色の 校庭 を 包み 去る を 凝視しながら、 E 、想 は 飛越して 彼の 白- 々たる 露西亚 の 荒原に あり。 

雪と 寒氣 とに 閉ざされ たる 一 國の 孤村に， 彼の 髢 白き 顔 齢の 人 は 今 も 生き 且つ 思 ひつ >f あるな り。 然り思 ひつ、 あるな り。 

粗惡 なる 農 服 を 纏 ひ、 爐火 赤き 机邊に 坐し、 彼が 眉間に all まれた る 彼の 深 想 を 記念す る其鈹 は、 昨日 今 n: 如何に 深められ 

つ  >- あらんよ。 黑！ g に 包まれた る 暗夜に 見 ゆる 唯 一 點の星 の 如く、 形容し 難き 渾沌の 中に 一 道の 天 光 を 投げ 與 へし^ 效に幾 

十 年。 帝 笏と戰 うて は、 我が 筆 屈 げら れんより は 死す るに 若かず と；； ムひ、 敎權と 闘うて は、 基督の 名 を 恥 かしむ る 唯一 の 外 

道と 罵り、 筆 を 折れよ 劍を 捨てよ 而 して 梨と 餓 とに 歸れ よと 叫んで、 自.， C 其劍と 筆と を 松て  貴族の 血め ぐれる 其 長- 舰を颯 

つて、 荒 察た る 北 露の 麥隨 に屹 立し、 頭に 古今 を收 めて 手に 塗 泥の 農具 を 握りし 其 人。 今や 苦痛 多 かりし； §戰 を 終へ て、 其 

身 を 彼が 畏れ 且つ 愛した る もの \ 膝に 託せん とする 前、 其 父 其 srk 、同胞 其 朋友の 等しく 劍を秉 つて 立つ を 見たり。 

神よ 彼の 顏 -1 の 余 等が 師を憐 み 給へ。 

一一 一月 十一 一一 日。 此朝增 田 君の 夢を見る。 

三月 二十 九日。 增 田 兄より 書 を 額す。 彼が 日本に 憲 して 後の 第一 信な り。 余 は卽夜 彼に 返 B しぬ。 彼 は Hi- して^の 緩 纏の 

下につな がれぬ。 彼 は其兩 親の 爲 めに 彼の 凡て を犧牲 となせ り。 彼 はせ じて 其意氣 と.； HI 由 を K れり。 人生の 悲痛 玆に 至りて 

極まる。 さはれ 是れ對 岸の 火事に は あらず して、 やがて 余の 上に も 来る 可き 殷鑑 にあら ざらん や。 如何にして 此大、 淵 流 を 超 

越す 可き や。 如： i: にせば 老いた る もの. 眼に 淚 あらして、 而も 堅く 立ちて 動かざる 事 を 得る や。 强 力の^ 迫 千相聚 りて 到 

り、 我が 骨 を 粉に し 我が 肉を羹 となす も 余に 男子の 竟氣 あり。 余 は 恐れざる 事 を 可し。 彼等 何す る も のぞ。 肉 を 似け i:^ て 

霞に 手 を だに 觸れ 得ざる 彼等 何す る も のぞ。 さはれ 髮白 きもの- - 脆 ャ淚は 何 を もて 禦ぎ 得ん や。 兄よ、 余 は 凡ての 靈を 以て 

兄の 逆境に 同情す。 神 は 常に 我等 を 憐み給 ふ。 人の子の 勉めて 且つ 勉め たる 後 力足ら ざら ば そ を 捨て き 給 ふ 可 けんや。 

主よ 見 給へ、 彼 處に戰 ひて 靈傷負 ひたる もの 倒れん とし、 惡 鬼の 笞^ 之れ に 臨む。 彼 を 捨て 給 ふ：！^ なかれ。 彼に 主の 愛兒 
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ならず や。 i 御 面 I より 退け 給 ふ 事な まで。 豪の H ホ， ハは 愛な り、 義 なり、 いやさき なり、 いや はて ^ り 

り。 liil の 時 1 名 |へまっ らん。 1111  iii 歌 を ^^1。.： 

手 こ sil へ。 さらば i ひ 且つ 奏でなん。 シ ヤロンの ii よ、 其 t 被 ひ 其 香 を 包む 事 勿れ。 人の子の 迷し 行く 荒 

野：： チン ヤロンの 野 襲の 他に 花 はなし。 花 一つ だに ある？ し。 シ ヤロンの 野 襲の 香と 色と を 人の子の 

a  ilk 三 i なる かな。 主よ、 强 きもの は 荒く、 弱き もの は 倒る。 如何 なれ は 主 は そ を U し 

主よ、 f もの は 笑 ひ、 美しき もの は 泣く。 如何 なれば 主 は そ 裏め ほざる や。 主よ、 n^0, 

逝く。 li<!l 主よ 我. ill へ。 耳 II へ。 き 向 ひて 責め 2 事な 力らん 

hl^fl さらば 11 めた 丈ん。 H ホバの 御名 を 讚めなへ ん。 H ホパの 御名 は 永久に 讚め た 

た へらる 15- ければ なり。 
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セ月 十九 曰。 火曜日。 晴。 余が 此夏爲 す 可き 勞働は 此日を 以て 決せられぬ •  Avondale に 貧り し 三 週間の 樂 しかりし 日の 明 

日 (嗚呼 彼 處は樂 しき 處 なりし。 され ども 一 の 悲み殘 されぬ。 余が 酷 愛せし 彼女 は旣に 少女に あらず なりぬ。 時と は 如何に 

不可お 議 なる 力なる よ。 彼 は 天使の 如き 單 純なる 小兒を 化して 地の 暗影 深き 人たら しむ。 神 知り ませり、 余 は 幾度 か 彼女の 

上 を 泣きぬ。 さはれ こ は 人の 避く 可から ざる 運命な り。 彼女 は 依然として 余 を 酷 愛せり。 され ども 悲しき かな 余の 頑なる 心 

は 彼女の 少女たり し 時の 囘想 のみ を 以て 彼女の 上に 熱き 愛情 を 傾け 得る のみ) 余 は 酷暑と 黄塵 を 犯して 費 府の街 を 馳 せ^り 

つ 働く 可き 好適の 場所 を 尋ねぬ。 され ども 余が 心 を 動かすべき 何物 を も 見出す 能 は ざり き。 市に ある 事 稍 i 1 週間の 後、 一 

夜 Wing 氏を訪 ひて 此事を 謀る。 彼 は 心より 好意 ある 人な り。 余の 爲 めに 懇切なる 紹介 狀を l*>ieiKrs  Asylum  for  the  lie, 

Frankford,  ra. に 作り 吳れ ぬ。 此 Asylum は 嘗て 去 冬 兄と 共に ありし 地な り。 十六 日佘は 彼處に 到りて Dr.  clEBe  (主 g!) を 

見ん とせり。 Dr.  Lundi 代りて 余 を 見て 曰く、 「君 を 此に納 る 可し、 月に 給す る 所 十八 弗、 食と 室と は此 外に 與 へられん」 

と。 余 は 然諾し ぬ。 而 して 一 滴の 淚琉れ ぬ。 佘は 其淚の 何なる か を 知らず。 

十六、 十七 日 を 論文の 淨 書に 費して 之れ を Havcrford  College に裔 らし、 此日 (十九 日) 朝 余 は 色々 なる 臨 想に 滿 されつ、 

Asylum の 石疊を 入りぬ。 時 は 盛夏な り。 滿地 凡て 鮮綠。 千樹 凡て 蔚鬱。 余 は 門 を 入らん として 附 If の隴 畝に 働け る-か 1 のい 

たく 喘ぎ、 農夫の 佇立して 矮小 黑髮 なる 異人 を 凝視し つ.^ 其 額の 汗 を 拭 ふ を 見ぬ。 

佘 は助醫 によりて 第二  ward の 監督者 Mr.  Carlyle に 紹介 せられぬ。 彼 は 余 を 導きて 建築物の 西方なる 芝生に 到り、 余が 
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向 來共こ 住む 可き attendants と 患者と を 紹介し ぬ。 all の 中に Mr.  nobetts あり。 其 肥大の 體 娠と滿 面の 潤 笑と を以 

て 佘を迎 へ 共に 奇遇 を 語り合 ひぬ。 

何が 故に 余 は 此の 如き 所に 来れる？ 余 自ら さへ 其 深き 意義 を 知らず。 人 をして 好奇の 心餘り ある ものな りと 云 はしめ よ。 

され ども 余 自ら は 疑 ふ 事 能 はず。 神 は 余 アビ. 兹に 導き 給へ り。 此 頑なる 僕 を 鞭ち 給 はんが 爲 めに、 將此 無智なる 僕 を 敎へ給 は 

はんが 爲 めに、 將又此 意志 弱き 僕 を 鍛ひ給 はんが 爲 めに。 

麗 はしき は 比 地の 自然な り。 取り出で. -云ふ 可き 自然の 犬なる 默示 あるに は あらね ども、 疊の 如き 芝生の 遠く を 限りて 撤 

や 楓ゃ樫 や 松 やの 綠葉 重り 合 ふ 如く 茂りた るに、 夏の B 烈しく 照りて 云 ひ 知れぬ 大 威力、 天と地と を 壓す。 小さき 木鼠と 小 

兎と は 人 を 恐れず して 時に 我等 を 驚かし 來る なり。 

十二時 等 は 患者と 共に ward に歸 りぬ。 ロバ ー トは余 を 導きて 食堂に 入れり。 上衣 を脫 して 皿 や、 や forks を 按排 

し 患者 を 待たん が爲 めな り。 余に は絕 えて 新しき 仕事な り。 十二時 半 患者 は 鈴に 導かれて 來る。 余 は 食卓の 一端 を 占めぬ。 

余の 好奇心 は 患者の 動作に 注がれぬ。 

余の 左側に 來れ るは頹 丈なる 丈 高き 老入 なり。 余 は 直ちに トルストイに 似たり と 思 ひぬ。 彼 は 椅子に 蕾く や 直ちに 物凄き 

一種の 乾 笑 を 漏し つ。 自ら 甚だ 高く 標 置せ る樣は 容易に 看取し 得らる 可し。 余の 右側に 來れる は、 其 丈け 余よりも 低き 瘦せ 

たる 人な り。 髮 鬚 も 共に 濃くて、 股と 一:^ と は 意志の 極めて 薄弱なる を 示せり。 兢々 として 椅子に 就き 窃 むが 如く 前面の 老 

爺 を 瞥見し、 艢て f.ork と knife と を 取りて 肉 を 切り 始めぬ。 細かに /(\ 刻みて 恭しく 其 一片 一片 を 口に ir ひ 入る \ 樣； 

宛ら 尊き 珠玉 を數 ふる 人の 如し。 時に 眉 を 集めて 沈 想す るかと 思へば 形 を 正して 何事 を かつぶ やくな り。 

食事 終りて より 佘は其 殘肴を 始末し つ。 一時 半 再び 患者と 共に 芝生に 出で たり。 途に 突然 一 の sttage より 少女 走せ 來り 

て 何事 を か ロバ ー トに 語りぬ。 余の 眼 は 直ちに 彼女の 面と なよ やかなる 身と に 注がれぬ。 美しき 乙女な り。 齢 十五なる 可 I。 

P の、 ：3 は 躍りぬ。 かくて 余 は 自ら 余の 粗忽なる 心 を 悲しみぬ。 悲しみ たれ ども 甲斐な し。 荬 しきもの は 美しき なり。 是れを 


一一 美しから ずと なす は 偽善者な り。 白く 塗りた る 墓な 5:3 

ロバ ー ト 余に "Tower  of  London" なる 書 を 貸し 與 へたり。 余 は 彼の 意に 反して 多く 讀 まざりき。 ^む 如くして 心 はいつ 

か 遠^た る默 想の 迷路に 馳せ 入るな り。 何故に 余の 心 かくまでに 弱き。 入 生の 冷 かなる 行旅に 厭きて ili 未知なる 墓の 彼^ 

を 思 ふ。 トルストイ 其 友に 途 るの 書に 書して 云へ らく、 「人 は 未來の 如何なる 處な るか を 知らざる こそよ けれ。 若し 米來 の^ 

澹 として 何のよ きもの もな き處 なる を 知らば、 彼は此 世に 勞 役す るの 愚 を 思うて 其 生 を 腹 落の 底に 沈めん。 若し 未來 の享樂 

淨土なるを知らば直ちに今世の；^^^を去って未來の生の安きに移らん」 と。 何等の nonsense ぞ。 斯爺 時に 宗教の 描^に 純せ 

られ て、 痴呆 潜 語らざる 此語 をな す。 あ. -未來 よ。 墓の 彼方よ。 其 處に死 影の 累々 たる もの あるか。 生命の 横溢す る もの あ 

るか。 余 は それ を 知らん 事 を 欲す。 前者な らん か。 後者な らん か。 共に 余 はこれ を 祝す。 塵 神の 前に 何 を 云 ひ 得ん や。 

夕食の 後 再び 患者と 芝生に 出づ。 月 ほのかに 出で. til^ 美しう 晴れぬ。 此夜 小さき entertainment 楓の 下に 開かれぬ。 若さ 

婦人の 明日 兹を 去る と 云 ふが 主人と なれるな り。 草に て葺 きたる 小なる bower の 中に 坐し、 衆 これ を quoen と 呼ぶ。 凡て 

の 事 嘔吐 三 杯。 佘は愈 i 社會の 皮相に 飽きぬ。 深く 築かし めよ。 堅く 建てし めよ。 其 傍に 默 して 椅子に 倚れる 忠^ を兑 て、 

何れ か 人生の 眞 相なる やと 間 はまく 思 ひぬ。 Mr.  Hall に 遇 ふ (昨冬 此 處に來 りし 時 余 等 を 53!= きて 懇切に 示されし 人。 さ， 

Elk ョ ton の 親戚に して 此院の 管理者な り)。 余が 心 を 躍ら しめたる 彼の 少女 は此 人の 愛孃な りき。 余の 心 は 再び。 战 かされぬ。 

夜 十 時 迄 饗宴の 跡 を 片付け、 十 一 時 室に 歸 りて 床に 入る。 

七月 一 1 十日。 水曜日。 00 余の 起居 は 昨日の それと 異る 事な し。 等しき 時に 起き 等しき 時に 出で、 等し き^に 歸り 等しき 

時に 寢 ぬるな り。 唯此 日の 夕暮 一 の 記憶す 可き 事 起り ぬ。 余 は Moore と 云へ る I 患者 を 入浴せ しめたり (彼 は 余のお 側に 

坐して 食事す る 小心なる 人な り)。 余 はかくの 如き 事 を 事々 しく 書く 程に 幼稚なる 世故の ものな り。 余 は 彼 を 浴^に f;^ き 共 11 

せた る 體軀を 見て 先づ 同情 動き、 母の 其 兒に對 する 心 を 以て 丁寧 親切に 彼 を 洗 ひぬ。 我が 主なる 祌 なる^ 督は、 名 もな きい M 

夫 や 税吏 やの 足 を 洗 ひ 給へ り。 1^ 癲の人 を 以て 感覺 なきもの なりと 云 ふ 事な かれ。 爾後 彼の 親しみ：：：^ からざる 性. 舯も 余に は 
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最も 親しみ きものと なりぬ。 佘は 此院に 入りて より 先づ 彼の 心 を 得たり。 

嗚呼 主よ 感謝す、 爾は 弱き ものに も尙 同情 を與へ 補助 を 與へ得 可き、 より 弱き もの を殘し 給へ る 事 を。 人世と，. 暖き 所な 

る や、 冷き 所なる や。 そ は 容易に 解き 難き 間 題なる 可し。 佘は 之れ に 斷案を 加 へんと はせ じ。 され ども 余の 怯 儒なる 心の奥 

底に は 小さき 私語 ありて 謂 ふ 「人世と は暖 きよりも 冷き 所な り。 冷き よりも 酷き 所な り。 酷 さ 酷き 所な り。 酷き 所な り」 と。 

而 して 余の 全心 は 明晰に 然 りと 答 ふ。 さらば 佘に絕 望す 可き や。 而 して 余の 全心 は 明晰に 否と 答 ふ。 寧ろ 矛盾に 庶幾から ず や。 

され ども 我が 主の 据ゑ 給， i し Is.ad2- は兹 にあり。 世 若し 酷からば 佘は 之れ を暖む 可き にあらず や。 世は絕 望 の 谷な り。 

され ども 一 の 希 3? 殘れ り。 そ は 「我れ 愛し 得」 て ふ 事是れ なり。 余 は 余の 全心 を 以て 愛し 得る 限り を 愛せん。 余 は 同情 を 他に 

求めて これ ケ失 ひき。 同情 を 他に 與へ てこれ を收む 可き にあらず や。 弱き もの 殘 されたり 。余よりも 尙弱 きもの 殘 されたり。 

此世 はかくて 寂しから ず。 此世 はかくて 冷 かならず。 世が 佘に冷 かならん とすれば する 程、 余 は 世 を暖き 所と なさん。 冷と 

熱と、 呪と 愛と、 嫉 みと 親み と、 爭鬪と 平和と。 世 をして 惡魔 と共に 彼方に 立た しめよ。 余 は 神と 共に 此方に 立たん。 世 を. 

して 神と 共に 彼方に 立た しめよ。 佘は惡 魔と 共に 此方に 立たん。 

余 は 愛し 得ん 事  >ゲ 祈る。 かくて 余 は 世界の 何者よりも 小なら ず。 余の 小さき 信仰 は 置 i 戰く。 され ども 神 余が 耳に 此 一大 

事 を攝き 給 ふや 余の 全身 は 血脈 を 破らん 許りの 焰に滿 つ。 

此夕、 末 光より 書を領 す。 短信の 中に も 籠る 彼が 佘に與 ふる 懇切の 情は佘 をして 無限の 慰藉 を 感ぜし む。 友 少き入 は 祝福 

す 可き かな。 余 は！^ 福 さる 可き ものなる かな。 

瀨川 すゑ 女の 書信 も 亦 其 中に あり。 彼女 も 亦 彼女の 眞情を 語る 可き 齡は 過ぎ たれ ども、 尙其 深切なる 情、 勤勉なる 性 は佘. 

の 心 を 動かす。 神よ、 願く は 余が 友の 上に 永久の 祝福 や 與へ給 はん 事 を。 

佘に携 へられて 兹 にある 書 四。 英譯 聖書、 和譯 聖書、 cey 譯の ダンテ 地獄 篇 並に 煉獄 篇、 及びへ ー ゲルの 歷史哲 學是れ 

なり。 聖書と ダンテ は 常に 余の 懷 にあり。 閑 を 得る 毎」 取り出して 之を讀 む。 余 は 聖書の 中 ヨハネ 傳を 則 正しく 讀み 居れ 


り。 ダンテ は 地獄 篇を 繰返しつ、 あれ ども、 悲しい かな 余の 些 やかなる 知識 は此 大聖の 旨 や， 節り 易から ざら しむ 0 

七月 二十  一 B。 木曜 mo 雨。 {朵 かき 曇りて cold  wave 此地を 襲 ひぬ。 此朝、 家信 を 領す。 壬 生よりの 書 は 常に 余が 心に 强 

き liig を 與ふ。 彼 は 余に 彼が 志 を 決して 藤 島 氏の 門下に 入りし 顚末^ 書き送りぬ。 余 はこれ を 讚み て 宛ら ー處 女の^ 

嫁せ るが 如き を覺 えざる 能 は ざり き。 激烈 を 極む る 境遇の 變 化に 琳 しき 感慨と、 湧く が 如き 希望と は 彼の 全心 を搖 り；^ かし 

たるなる 可し。 嗚呼： 仃け、 瞎： 術の 女神の 膝に。 汝は 確に 天才 を賦與 せられぬ。 汝の 優しく 激しき 心 を 捧げて、 血 を もて 汝の 

カンバス を濕 せ。 彼 は 亦 峰さん の 病みて 鎌 倉 海濱院 にある を 報じ 越しぬ。 或は 變 症して 腹膜炎た らんと すと 云 ふ。 余 は 己が 

愛人の 病みし を g きしが 如く 覺 えて、 此日 幾度 か 止め 難き 悲 想に 陷 りぬ。 憐む 可き は 彼が 少年に 得た る 苦しき 幸な り。 彼が 

書 末に 書した る 一 篇の 詩、 彼が渝る^5^なき熱き情を寫して淚滂沱たらしむ。 

r 夜 一人の 患者 窓より 脫 して 行方 知れず なりぬ。 二人の attendants は 全日 を 探索に 費し たれ ども 無益に 歸り來 りぬ。 脫走 

せる 患者 は 富裕の 八な り。 酒に 沈湎 して 遂に 痴呆と なりし なりと ぞ。 insanity の 酒に 原因せ る もの 甚だ 多し。 

第一 ward に I 患者 あり。 非常なる 日本 《f 貭の 人な り。 余の こ.！ を 通過す る 毎に 片手に 新 紙を携 へて 立ちつ，, 余に 親切な 

る應答 をな す。 attendants の 中には 心なき もの 多し。 其 患者 を 取り扱 ふ樣、 時に 余 をして 怒 を 抑へ 難から しむ。 彼等 は此 

を 呼びて bog-house と 云 ふ。 彼等 も 余と 同じき 給料と 活を なす ものな り。 青年 有 爲の身 を 以て 此の 如き 問 散なる 仕^ を I* 

乙 "^^暇を利用して何事をかなさんとの念慮もたく、 單に寢 食の 爲 めに 此院 にある もの 多き に 見て、 其の. g 何なる！ ffiss の 入 

人なる か を 知る に 足ろ 可し。 彼等の 余 を 呼ぶ にジャ ヴプを 以てし、 嘲弄の 語 を 弄し、 其 相 だに 語る 所 卑下に して g くに 堪へざ 

る もの あり。 而 して 患者の 中 未だ 嘗て 余 を 目して 輕 侮の 色 をな したる ものな し。 余 は 心より 基督の "If  you  were  blind,  ye 

should  have  no  sin:  but  now  ye  say.  We  see;  therefore  your  sin  remaneth  " と 云 ひ 給 ひし 語 を 味 ひ？？ ^りぬ。 

七月 一一 十二 日。 金曜日。 雨。 朝 兄の 書を領 す。 美しき 英文 もて 彼が 經驗を 委しく 報じ 越した るの みか、 爲替 二十 弗 を. 送り 

吳れ ぬ。 彼 は 貸に 偉大なる 或 者 を 有せり。 彼 は 自ら 歩む 人な り。 彼の 苦が き 杯 を ひ 得る カは强 し。 余は彼の$^^^の成功せ 
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ん事 I る。 余 は 併せて 彼の 健康が 終り 籠く 保た れん 事 を 祈る。 此 外に 此 曰は變 りたる 出來 事な し。  。 ^ 

0^^0.  f 雨。 此日、 夜 は 午前 九 時より 午後 一時迄 の 休暇 を g。 これ 一画に 一度？ 所の ものな り。 佘 

は：： 私：：： pilll ぞ。 III し： さら H 

美 i 夢と 暇を 乞 ふ 可 I となれ るな り。 あはれ 飮め、 悲しき 杯の 數 多く を 飲め。 人 は悲 みの 世に 活 くるな り。 

！ U 限"" こそよ からず や。 ま は あれ、 き 優し！ 拉 して、 余が fi 中に 投入 れん は！、  1^ 

家 こ 宿せる 一 日、 彼女よ 己れ の 作りし 小さき 花園に？ 誇りた る 裏の 中 最も 香よ く f 美しき 一 輪 I りて こわ" 

く携 "來" 「"ジ r めり、 何 心なく 父より il てこれ I 胸 S めり。 ill 

r ぬ 。ti" 訏 S 和 と！. 殆ど 怒り i もて 其 ii しつ。 貴 I  一  .pyp 

IIII II 女 よき、 再び こ II 委ねし ま f 恨 

i えて 他事 こ 其き 傾け ざり き。 佘此日 彼女 を見 て f か （ま 小 詩 を讀 むが 如く 覺 えぬ。 14^^^ 

^力 qut!: 。少く  しさ 11 き 養 衣 I するな り。 人 は 何故に 裸な II や I 

. の uriull む。 つれぐ と 雨 降り暮 したれば、 心 鎮まりて 讀み得たる 一句 一句 i  くく 其底に沈み 行 

,.-1 ,rs  \V3V1  v-.^L:a で こる ^agclt で 日 紐 育 こ 於て 探 の爲 めに 捕 へられたり。 

く：：： る U 「ハ rf tii る。 ilii して 滿 目の^^^ 

如？； luiir の I 物に 到る。 其 一人 二人 枯れ 果てん とす る聲を 絞りて、 痛く 罵 I 夜 If 

rsMtup かりなる を 指して、 口.、  I 云 ふ 「汝は 終生 此 所に 警 かぎし ilt 可し」 と。 f 

よりう . づきぬ。 


. 尙 進みて 晴き森 陰に 入る。 濕 りたる 香り 入を壓 す。 看護人 看護婦の 相 懐きて こトら さまよ ふ もの 多し。 余が 股に は 5 たて 

き 限りに 覺 えられぬ。 

セ月 二十 五日。 月曜日。 雨。 此 日朝 夙く 起きて warJ に 到りて 働く。 余が 仕事 は 大方 定められぬ。 表側なる 二 室の 掃^と 

食堂の 全般と なり。 比日 or.  より Johns  Hopkins  Univ. の敎授 なる Br.rkley 博士の "Mental Df  e  " と 云 ふ？ 5! を 

借る。 精神病の 一般の 知識 を：？ おんが 爲め なり。 余 は 1ま 一 患者 を 法 意し 出しぬ。 ミュラ ー と 云へ る 人な り。 余が トルストイに 

似たり と 云へ りし 人の 左側に 坐して 食す。 丈 高く 稍.^ 瘦 せて 面 赤く 眼 銳く血 性に して 誠實 なる 質なる 事 直ちに^ 収せら る 可 

し。 彼 は overwork の 爲め其 健康 を 誤ち たるな り。 彼 は 他の 患者の 如く 無爲に 日々 を 過す こと を 紙 ひ、 食堂の 始末 を W け JS! 

園の 除草 をな し 以て 愉快と なす。 自ら 云 ふ 「勞働 は 余が 快樂 なり」 と。 しかも 悲む 可し。 彼の 心 は敢て 常に 自殺 を 謀らん と 

するな り。 高き に攀 づれば 身を投じ、 鐵路を 過れば 身 を橫た へんと す。 彼 は 自ら これ を 病と す。 しかも 止め 難き なりと ぞ。 

余 は 彼の 誡實 なる 面 を 見守る を 快と なす。 誠實 を表顯 せる 面 は 美 を表顯 せる 面と 共に 美な り。 

兄より 一 一通の 書を領 す。 彼 は 永く 余より 書 を 得ざる. を 怪しみ 来れり。 余の 彼所此 所に 移り 變 りたる 生活 は 彼に 答 ふる^ を 

得せし めざり き。 余 は 彼に 一 言な りと も 慰藉の 言葉 を经り 度く 思 ふ。 され ども 事 志と たが ふ。 巳み なん。 此夜 II り 雨な n し 

て 後 庭 を 散歩す。 路喑 くして 身 孤な り。 云 ひ 知らぬ 辦 しさ を 感ぜざる にあらず。 されどもか-<る時にこそ^^督の御胸の溫か 

7 さ 祈りと なる までに 心に は沁 むれ ノ 

七月 二十 穴 日。 火曜日。 曇。 此 t に 到りて より 日 は 今日 一週 を 過し ぬ。 午後 一時より 夜 一 時 迄の 休暇 を たれば^ 府に出 

づ„"  Tr.  Wing に 金 を 返し、 Mrs.  Pusey に 鍵 を 返し、 兄に 電報 を發 せん ためなり。 郵便局に 到りて 談判し たれ ども 金 は受収 

る 事 能 はず。 是れを Mr.  wing に返濟 する 事 能 はざる は 無上の 遺憾な り。 時間 餘り あり たれば Frco  Library に 到り Rgctti 

め 詩集と Tolstoy の " Teaching  of  Christianity  - と 云へ る霤 を讀 む。 J^osetti の " sessed  Darrbsel -》 は^む I 母に 心に ： 沁むを 

覺ゅ。 余 は 昨日 ward にて 古き Scribner 誌 を繙き Rose-.ti の 亡せ し 頃、 其の 親しき 友に よりて 記された る ある を 兌 出 
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で \ これ を讀 みぬ。 彼の 面目 髮髴 として 窺 ふ を 5!- 可し。 其 中に 記して 曰く  rRitti は 其 經^ に 於て 其 年 齡 に 於て ズ- B* 

の 建設者た らんに はふ さはし か-. つ ざり き。 され ども 彼 は 凡てに 越えて 骨 頭 を 有せり き。 是れ 彼が 事實に 於いて 否む 可から ざ 

る ラフ ァ H ル前！？^-^の頭領たりし所以なり。 彼 は" と 明晰 を缺 けろ 想 1^ とを惡 めり。 彼 は 花 一片 を i おくに も、 一 道の 光線 を 描 

くに も、 其 花の 肖像 (一 Ins 其 光^の 肖像 を 作る の 意； 以て これに 臨めり。 是れゃ i も すれば 此； ；』 の 作 をして 生硬 >>來 

さしめ， 優美 を ：！^、 かしむ ろ 所以な り。 しかも 是れ 彼が； &、 にして 長所な り。 彼は此 屈ぐ 可から ざる 忠 實眞 率の 意志と 感情と 

を 以て 其 畫と其 詩と に ：！^ せり。 かくて. I 若し 彼 自身 大 なる 潮 jld を 作る 能 は ざり しなら ば 11 彼の 畫と 彼の 詩と は 世紀の 詩 

と畫と をして、 大なる 屈折 をな さしめ、 新に 生る 可き si^ の となれ り. 一 と。 言 ひ 得たり と 云 ふ 可し。 

^路 汽車の 中に ？ 一一 2. パ ノン， i 二 y を醻、 み、 Tolstoy が 其 熱烈の 筆， >撢 、つて、 己が 同 民と、 戰を 良しと 丁る 人々 と を攻擊 せる 文 

を 見る。 豫言 者の 老いて 益 i 盛た る意氣 すべき かな。 院に g り 着きし は 四時 頃な りしなる 可し。 闺り rnlc の "rllrgator/- 

を 携へ後 庭の 露臺 に，： りて これ を讀 む。 薄明り に 余が 室に 歸 らんと して 美しき 人に 遇 ふ。 

室に 歸り 入浴して 後 】)p 一き を讀 む。 九 時半、 U バ！ ソ と共に、 後 庭 を 散歩す。 彼 曰く 「ミュラ T 氏 こそ^れ む 可き なれ。 

彼 は 遠からず 自殺す 可し。 彼 は此院 にある 事 |j に 半年 なれ ども 癒 えざる のみ か 菊く 重り 行く が. S し。 技 自ら も 云 ふ、 余 は liJ 

者と なる を 感ずと」 と。 佘も亦 狂者と ならん とする を 感ぜし 事 あり。 今 も 時 々余に 狂者に るの 或 者 ありと 感ずる 事 あり。 余 

も 亦ミュ ラ ー 氏の 悲しき 運命 を 憐れむ。 

Crowell 氏 及び Arthur より 手紙 來る。 ファニ  ， 'の譲 生 日に 一 月の 二十 五日な りと ぞ。 「ヨ wdl 氏に 厚く 余の 勞 勸 に 同情し 

何時 にても 彼の 家庭 は 余の 来る を 待つ と 云 ひ 越しぬ。 彼 は 優しき 心 を 有て る 人な り。 

七月 二十 七日。 大 曜日。 晴ノ_SK」地ょく晴れぬ。快く仕事に從事K此日は兄此院に來りて余を見得可し(午前十時^^めむ)。 

午後に 余 足な えたる 特別の 患者 を 車に 乘ら しめて lawn に 出づ。 美しき 人に 遇 ふ。 彼女の 名 は Kdilh と 云へ るなる を 余に 

聞き 誤りて sy なりと 思へ り。 余 は 彼女 を sy と 呼 ふ 可し。 彼女に 余 を 見る 每に其 美しき 徵笑を はて 優しき 挨按 をな 


す。 此院 にあり て 彼女に 會ふ は、 荒野 を 旅する 人の さ、 やかに 攝く 小川に 遇 ひし 心地す。 異郷 人に 一杯の 水 V- 與 ふる 入 は 祝 

福 さる 可き かな。 神、 彼女の 笑ま ひ をよ しとし 給 はん。 其 笑ま ひ をい よく 美しく し 給 はん。 

凡そ 二 時 頃 兄 余 を 訪ひ來 る。 佘 許されて 彼に 會ふ。 樹 蔭の 露臺に 坐して 語る 事 約 一 時間。 か- -る處 にか、 る 人に 遇 はん は、 

實に思 ひ 設けざる 祝福なる かな。 語れる 事 は 共に 寧ろ 苦しき 事な り。 彼の^ 勤 は 驚く 可し。 彼 は 稍 i ー閱 月に して 殆ど 一 二 ほ 

弗に 近き 收入を 得たり とぞ。 彼 は 其 一 生 を lecturer として 经 らん かと 思案し つ 、あり。 そ は 難き 事なる べし。 少なくとも 永 

遠に 築かん 爲 めに はふ さはし からざる 業なる 可し。 彼 は 余に 裕 かに 金 を 返し 吳れ盡 きざる 名 殘を惜 みつ 、別れぬ。 余 は 彼の 

後 姿 を 守りて 哀情 動きぬ。 嗚呼 彼 も亦此 世に 悶え 戰 ふの 入。 

がくて 再び 彼の 特別なる 患者の 傍に ありて 夕暮 まで 彼 を 看護す。 此間 Dante の "purgatory  - を讀 む。 余が " ruTgatory  - 

を讀 むは 今日 を 以て 始めと す。 余 は 地獄 篇を 三度 復讀 したれ ども、 取り分けて 興味 を 感ずる は 寧ろ "rurgalory- なり。 朱 だ 

三 章を讀 みしに 過ぎ ざれば 觀想を 記さん は 早計 なれ ども、 {T^ 氣淸 くして 暖かに、 身 は 宛ら 深き 沮洳を 逃れ出で き 乾 土 

を 踏む が 如し。 余 は 心 籠め て尙 多く を 味 ふ 可し。 

夜 九 時 ロバ ー ッ と共に 散策す。 今夜 は滿 月なる 可し。 一 點の雲 もな く 霽れ 渡りし 空に、 凉 しき 光 は 凝りて 水と ならん かと 

思 はる  計りな り。 镯り にて 物 思 ひ 度き 夜 なれ ども 詮なし。 今夜 余 は 彼と 共に 患者 を 扱 ふの 法に 就きて 語りぬ。 寧ろ 論じぬ。 

余 は 彼の 行爲に 満足す る 事 能 はず。 彼 は 寧ろ 小兒に 1^ き 心 を 有せる なるべし。 患者の 行爲を 憤りて 魔 i これに 俊 磐に 似た る 

擧を なす。 彼に 見る 厭 はしき Americanism を 佘は厭 ふ。 小なる 權 利と 義務と を爭 ひて 11 しかも 忠者 と共に —— 何の 化ぞ。 

余 は 彼が 牧師た らんと する 企 圔 を危む —， 彼が 今 有せる 如き 性癖 を脫 する にあら ざれば 11 0 

七月 二十 八 B。 木曜日。 朝晴、 夜 驟雨。 朝 例の 如く 乏 生に 出づ。 此朝 日記 を 翳き たる 後 心を籠めて t*rE.gatory" を 譲む。 

•*1 ビ rsatory- に は Dante が の metophor 多し。 奇警 適切 殆んど K 情と liK を 見る が 如から しむ。 地 31 篇 にて 有お なろ！！ 

折れた る 帆の 風 を 含み たるま >t に 音な く 倒る、 樣を、 Virgil に 叱^せられ たる 一 亡者の 倒る. - 狀に擬 したる、 又は 乾き あへ 
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有 if? 武^ 全 4^  ^ 九 i せ  e  -  >  I 

ぬ 薪の  一 f 然ぇ ながら I より 生 汁 を 漏して 沸々 として I なす 響、 木に 化せられ たる 魂の 歎 I に擬 へたる。 な 0 凄 

::"uvir なれ ども、 a の I 又 一層の I- 加へ i,i 一味の 情 零。 I 

e 、じこ 教烈 なる SS 惡の念 あると 共に 深切なる 惜 美の 心 ありし を 見る 可し。  ， ， 2  二 >  "  -, W/ ろ 

や u」 よ ML たる 他の II に乘 らしめ て 芝生に 出つ。 ？.  r. 誌に I の "一" f  01 1 と K へ，^ 

小 it  。霧，！ 片攀 ii  くて 養纏 ー編；？；.：：：3 稍 有：：； る？ r 

ヽ 舌ぶ リ。 菱扁 を昆 ざれ-よ. g 可と も 評する 能 はず されと も 力. -る題 は ^1^1 マ 力 

Hopur.  1は尙夢 の 中に ある 少女 を題と して 神の 如き ー篇 を 作り 度 く思ふ。 今に I 余が 生の 

4S 南 二 菊つ る. S1..、 そ を せし は 何者よりも 少女な り けれ おなり。  . . 

"夜リ ""p て 市に 出で たり 。余 I こ I 管 11 して 心 i 可し と |"っ" あ： ひ 

JJf 頃？ - でぬ。 快き 大雨な り。 余 は 雷雨 を 好めり。 窓に 倚りて 飽く 事な く 眺め 入りぬ。 此 地の 置は實 に、 も 地よ 

U 一 た r と も pi  く かき 曇りて 、 III  JI 1 

は r な。 雨 は！ 降りて 十 害 至りし I し。 疲れし！ 何時しか 雷雨の！^ 

pi 金曜日。 晴。 やがて 目 醒めし 頃 は 夜 ほの ぐと 明け， し 夏 is 冷 身 を ひきし む ^ufuf き 

美"" 晴れ盡 しぬ。 1<1  ill  II^I^H 

書 t」 妨 i。 今 曰 は I の 許に 稍 4 幼き 一 人の 少 まびに 來 りて ありぬ。 It  4 

！ T と U7 る 一 人、 f 彼女 こ 近づきつ i  H0H. 余が I  £ りて f  trsul 

U^»UHI 年 一一 一 十二 一なる で。 1111^^^ 

t 近づく 毎に 殆ど 堪へ f 苦痛|。 宛. I 靈霍 集りし が 如し。 直 に 5 友の 


あるに よりて 其 毒手より 遠ざかりぬ。 余 は 稍.^ 安ん ぜ り。 

此日 聖書の コ リ ゾ ト 後書の 第 六 章 ゃ讀む (同書 英文 略す )0 

足れり、 足れり。 何等の 慰藉 ぞ、 何等の 獎 勵ぞ。 余 は 他に 何者 を も 要せず。 余の 道 は 誤らず。 余 は 忍ぶべし。 凡てり： 淮 

に 打ち勝ちて 之れ を 忍ぶ 可し。 "Jack" と 呼びつ けにせられ、 すさまじき 誓り の 聲に逐 はる  >, とも、 余 は 毛 を, らる、 

の 如くな らん。 某督は 國賊と 罵られ 神 を 汚す ものとの X しられ 給 ひて 尙 彼等の 爲 めに 祈る を 忘れ 給 は ざり き。 余.， -亦數 によ 

足らね ども 其 模倣者た らん。 救 は 遠き が 如くに して 近き にあり。 いで や 余 救 を 得ん が爲 めに 何 を爲す 可き や。 忍びて はつ 愛 

せよ。 

午後より は 足な えたる 患者 を 車に 乘ら しめて 芝生に 出づ。 其 兄なる 人 来りて 彼 を兑、 歸り 去りて より If 寺に して.^ 皮 こ P 

の 来りし や を 問へば、 彼 は 旣に之 を 知らず。 余 は 思 はず 淚を 含みぬ。 

Dante は 余に 稍 i 荷の 勝ちた る讀 物な り。 明瞭に 解し 得ざる 所 多くして 不快 を 極む。 

Barkley の "Mental  Diseases"- を 讀む。 專 門に 亙る 所 は 殆んど 全く 了解し 難き も、 一般 忠 者の 現象 を. 明せ る 所 興味！ - 

し。 此夜九 時より 暇 を 得て 獨り 校庭 を 散歩す。 空 澄みて 月 も 昇りぬ。 森 践の濕 りたる 香 を i{ ぎつ \ 行き 行きて j 卒の ？^-卜 こ 

よりて 祈る。 余 は此頃 かくば かり 熱き 祈 を 捧げ 得た る 事な し。 神よ 願く は 許し 給へ。 爾の 僕の 中錢も 卑しき 余 は、 余の もる 

B 稍 i 穩 かなれば 爾 より 面 を 背けて、 あらぬ 方に 走り去らん とす。 され ども 今は此 僕の 弱？ 信に も、 嵐の 寺 こ， 逃し 人る，：^ き 

隱れ家 は爾の 外に あらず なりぬ。 余は爾 によりて 凡ての もの を 失 ひぬ。 され ど.，^ 爾を 得ぬ。 神よ、 爾の御 or を 令より 放, つな 

は ざれ。 

罪 か あらぬ か佘は 知らず。 され ども 余の 心中に 二日の 間 孕まれた る 願 を 今夜 架し ぬ。 露と 月の 光との 中 〔おき，^ へる II ロバ 

/j. 'ッ がその 香 を 世に ある 限り 忘れざる 可し と 余に 云へ る il 百合の 花 を 摘みて 余 は ひそ やかに Lily が 家の 階に 到りぬ。 rE- 

とも 云 ひ 知らぬ 悲想交 i 胸に 逼 りて 堪へ難 かりし が、 花 を 其 階の 上に 投 ぐる や 余の 唇に は堪へ 難き 歡 笑-俘び て 彼女の il, 一 (し 
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き 微笑に 余 は 酬い 得たり と 思 ひて 室に 歸 りぬ。 嗚呼 さりと は餘 りに 小兒に 似た る佘が 心よ。 明朝 彼女 は ハ ン モッタに 倚らん 

として 必ず 始めに 彼の 階 を 踏む 可し。 而 して 其處に 11 若し 朝露の 惠， 1 からば .—— 猶 しぼまず して ある 三輪の 露 白き 花の 處 

も擇 ばず 散れる を 見る 可し。 かくて これ を 見て 何と 思 ふらん" 余が 投げた るな りと は 彼 M は 如何にしても 思 ひ 寄らざる 可し。 

彼女が 如何にして 此處 に此花 あるかに 首 を 傾けん かも 最も 疑 はし。 かくても 余が 心 は 衷心より 滿足を 感ずるな り。 

セ月 1  一一 hB。  土曜日。 晴。 雲な きに あら ざり しも 一 日 は 美しく 過ぎぬ。 月 は 昨夜より 缺け 始めぬ。 今资は 彼艾の 面影 を 見 

ん事 昨夜よりも 蓮 かる 可し。 

今朝 ward の 大掃除 をな す爲 めに 芝生に 出 づるは 稍 i 遲れ たれば、 午前 は 日記の 爲 めに 凡ての 時間 を 費し 終りぬ。 此朝 Mr. 

wing より 手紙 を領 す。 余の 手紙 を兒 たる 事、 余の 事に 當ろ覺 悟の 意に 適した る 事な ど 同情 深く 書かれた る 後、 書して 曰く、 

"It  is  very  interesting  to  sec  tlic  sensible  wav  in  wliicli  you  nj)l)ly  yourself  to  your  work,  ami  make  iioWc  and 

honorable  whalcvcr  you  s,-t  your  Itund  to.  Do  you  know  tllT.t  verse  of  our  George  Herbert? 

s  A  srs.ant  witli  tliis  clause 

Makes  drudgery  (llvi 二 e  ； 

Who  sweeps  a  room  as  for  l.hy  iaws. 

Makes  that  and  th 一  action ぽ. - 

詩の 意味 は 余 些か 明瞭 を缺 けど も、 何事な りと も 其の たづ さはる 事業 を高尙 にし 尊 威を與 ふること は 余が 意 を 得たり。 我 

等 は 事業の 奴隸 にあらず。 我等の 品性に よりて 我等の 取る 事業 を高尙 となす 可き のみ。 此院に 於け る 看護人の 事業の 如き は 

其 最大なる ものな り。 心なき もの をして 當 らしめば、 世に 之よりも 下賤なる 業 はな からん。 心 ある もの をして 當 らしめば、 

世に 之よりも 尊咸 ある 業 はな かる 可し。 余 は 彼の 訓戒 を 服膺す 可し。 佘は此 業 を 神聖と なさん 爲 めに 滿 身の 力 を盡す 可し。 余 

ま 余が ward の attendants の 中 何者よりも 最も 多く 働け りと 思 ふ。 余 は 余の 能 ふ 忍耐 を 以て 事に 從事 しつ、 あり。 されば リ 


，トと 云へ る 入の 如き は、 殆んど 余 を 愚者の 如く 遇して、 凡ての 餘業を 悉く 余の 肩 上に 投 ぐるな り。 余 は ニー ni の 逆 ふ^な く 

宛ら 奴 隸 の 如く 彼の 云 ふが 儘に 從 ひつ.^ あれば、 c バ ー ッは 余に 魔 i 忠言して、 彼等 は贊に 心なき もの なれば 堅く 權利ゃ 

守す るに あら ざれば、 底止す る 所な く 汝の權 利 を 犯さん と 云へ り。 され ど 余 は ふ 所 ありと て 彼の 忠言に 從 はず。 おは 余の 

力の 堪へ 得ざる gf にまで 働かん と 希 ふ。  . 

午後、 足な えたる 患者 を將て 芝生に 出づ。 ^-purgatory" と 聖書と を 讀む。 此日十 三 日 分の 給料 七 弗 五十 仙 を 渡さる。 -g^ 

の 思此に 書かず もがな。 

夜獨り 散歩す。 白き 百合の 花 一 輪 を 再び 彼の 美しき 人の 夏！ «晝 に 眠る 木 下 蔭に。 

七月 1 一一 卞  一 B0 日曜日。 晴 0 安息日 は 再び 來 りぬ。 人ら しき 心 は 稀なる 此院 も、 今日は 何となく 靜 かにして テ -ー ス する 人 

もな し。 患者の 或 者 は 思 ひくの 敎曹 に說敎 聽，^ んと 出で 行くな り。 余 は 此朝九 時より 一時までの 休み (今日は余？^,.:^ 

を？ 4£ 可き 箬 なりし もリ ー ドは唯 都合 ありと て 擅 まに 余の 休の 時を變 へたり) を 得 たれば、 ロバ， ッ幷に コ ー ン スト プクと 云/ 

る 患者と 共に Frankford なる Episcopal  chsrch に 到る。 最も f 日に て滿身 汗と なりぬ。； 說敎 はさした る 省な し。 矢 窀こ 

1 殘 りて 獨り讀 書す る 方 利益な りきと 思 ひぬ。 コ 1 ン スト-' クと 云へば、 丈け 余よりも 低き 六十 3 歳なる 老人な り。 前. ぬ sr: か 

なる 眼、 小さき 面 は灰髮 と灰髯 とに て 溫相を 加へ たり。 余 等 ward を 出で k 芝生に 到る 時、 彼 は 常に 蠲 りお 然として 4  i 

携へ つ 、群 を 離れて 人 あらぬ 方に 到るな り。 彼 は 決して 騷 接せず。 唯 彼に 病と する 彼の 常なら ざる 咨倚 なり， 彼の 15- て 

る 靴 は 七 年間 用ゐ 慣れたる ものな りと ぞ。 彼 は 電車に 乘る事 を すら 費えな りと 思 ふなり。 

午 食の 時リ， ドと B バ， ッ との 間に、 余の 時間 を變 じたる 事に 付きて 言論 起る。 爾後 リ ー ドの 良心 は 刺戟 せられぬ。 皮よ 

時に 余に 甘言 を绘 るな り。 佘 は變ら ざる 熊 度 を 以て 彼に 對す。 

夜 八 時半、 房を辭 して 後 庭に 到る。 余が 祈り 慣れたる I 亭に 到れば 一 對の Is; 者 あるに 遇 ひぬ 0 不快のへ に たされて^ 

遠く 镯り 森の 中 を 歩む。 宛ら 魍魎の 窟に 入りし が 如し。 "Undine" など 讀 みたり し を 思 ひ 起さる 、なり。 又 彼の fc 合 や. 彼の 
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處に 


0  ら，， UL 氏に 之 0 ヒ完こ ありて よ 人の 更 りこ そ樂み 待た るれ。 兄の 事業に 

八月 一 曰。 戸 曜日。 I  ^BB^Iiol^^HU.^^^.  Ilf  Mi 

0H 大 Is は 潮く f る 方に 向へ り；. け 何 lu^J^i を ii^^f り。 余の 什 事 I し 

た 11 なりし かば、 寒の i 1 luu  じき hlxll 

ilil  asdnn^^nn.  Ill 働けば なり。 

心苦し。 唯 聊か 自ら 慰む る は 余が f て怠 惰 f  ぃキ it よ" r さや I  n 

此 曰よ 一 曰 雨降り 暮 したれば 患者 は 多く 外出せ ず。 寧ろ It き 曰？ き J^UJ" た r。 

IIJ^^^HU^U^  i がか、 る 

余 isH、h 者 笑 1 を 0;^ て Muyilff ぬ。 il みて i 求めん とする 愚 

、中に 立ち交りて 共に 叫 ひ 共に 笑 はい；; ひに ジ もの こ觸 るれば 謹れ り。 期待の 失 はる. に 勝りて 悲しき 

かなる 者よ。 美しと 見つ るき 近つ け は 汚れ あり 淸。 しと よ t ん It 天.^ の 如き ものな りと 思 ひたれば 

悲歎 あり や。 佘は 今に 至る 迄此院 I ある 處と 思 ひぬ。 そ は 彼女 あえれ はな.^ 彼女も^ を 去りぬ。 

^。 而 して 見よ、 今 は 余の 心眼に fi ちぬ。 ^.^^^Huufl 

達く 走りぬ るかな。 II  上 し 人心、 彼 r して 地の 人たら しむる 人の 心、 

惡む 可き は 此の世、 此の 愚かなる 世よ。 彼女 をして.. -の 女き 隨」 至ら / 


惡む可 くんば そ を惡む 可き なり。 可憐なる 彼女に 何の 罪 あらん や。 さなり、 余は尙 御身 を 愛す 可し。 御.；^^にょりて失はれた 

る寶を 求め 出で なん。 希く は 彼女 を か  る社會 より 遠ざから しむる 道 もがな。 此夜も 百合 をと 思 ひたれ ども、 ひがめる 余が 

心 はこれ を 担み ぬ。 今宵 は 彼女に 花 を经ら じ。 

此夜 最も 暑し。 床の 中に 寢 苦しく 輟轉 せる もの 幾度。 

八月 二 曰。 火曜日。 朝 雨、 午後 四時 頃より 晴る。 雲 低く 重く 垂れて 暗き 事 日蝕した る 朝の 如し。 食堂の ^3. を詞 へんにも^ 

を か >1 ぐる 樣 なり。 此地 にて は 此頃は 寧ろ 乾き 勝ちなる 時と 云 ふに、 毎日 夜に あら ざれば 晝、 晝 にあら ざれば 夜. 雨 を见ざ 

る 事な し。 宛ら 故里の 梅雨の 頃の 如し。 此日も 雷鳴と 降雨と 交 i 到りて かの 地に 特有なる 驟雨の 如きに 似ず、 つれぐ と 降 

り暮 すに 頭壓 へ らる 心地な り。 

朝 打ち連れて pool に 到る。 日記 を 記した る後靜 かに 聖書 を讀 む。 ヨハネ 書の 中 基督が 弟子に 對 して 爲 された る 21^ 後の 

訓 身に 沁 むを覺 ゆ。 こ は實に ョ ハ ネ 書の 特色な り。 

余が Die を讀 むに 至りて より 最も 深く 印象せられ たる 思想 は 彼の 昂々 たる 高き 自任な り。 彼 は强き 情の 人 、巳む 時な き.； H 

責の 人な りし かど、 一 面 屈ぐ 可から ざる 彼が 高き 自任 は、 彼の 詩 をして 高崇を 極めし む。 彼 は 自ら を 古聖 七 人の 中に 列して 

端然と して 恥づる 所な し。 彼が 地獄に 於け る處々 に、 亡 霞の 卑しむ 可き 罪 を 呪へ る 語々 は if 刻 を 極む。 其 prul" は^む 可き 

かな。 神に 從ふ ものにして 此 rride あら ずん ば、 其 人 は 未だしと 云 はざる 可から ず。 「我れ は祌の 躅 り 子な り」 と 云へ りし 人 

の 子の 無上 絕對 なる 自尊 は 及び難き 際なる 可し とする も、 「勇者 は獨り ある 時に 最も 强し」 と 云へ る Tell が ほこり、 「我れ 

は 上 行 菩薩な り」 と 叫びし 日蓮が 1^ こり、 轉 じて は 「我れ 幸運の 兒と 生れ て^の 歡！ ^味 はざる は 無 かりき。 しかも 我が 生の 

長 かりし を 顧 望 すれば、 眞に樂 しと 云 ふべ かりし 日 儀に 二 週日の 短き に 過ぎず」 と 云へ りし ゲ， テが 恨み、 臨 死の li^ に輾轉 

煩悶して 罪 許さる 可き や 否や を 疑 ひし ク ロン ゥェ ルが 歎き 無くん ば、 其 入は災 なる かな。 「入に よるに あらず 神に よりて！^ 

ばれし 使徒」 と 云 ひし 然たる 自信な き 人 は、 憐れむ 可き かな。 神 は 淚に滿 てる 眼 もてる 入に、 何物 も 屈ぐ 可から ざる^ 
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强 ひて、： 13 を勵 まして 業に 從 事し 又 讀 書す。 此朝は 古き "Gh^t.Ibok- に 『シ -ン キゥキ プチ を訪 ふ』 と 云へ る 1 文 ある を讀み 

て淚を さへ 零しぬ。 彼 は 彼の 傑作 を 書く に ふさ はしき 人格なる が 如し。 若く して 耱軻 不遇 萬 難を拂 して 健鬪 し、 潮く 彼の 天 

才は 江湖の 認 むる 所と なり、 今はボ ー ランドが 唯一の 寶と云 はれ 「彼の 生きん 限り ボ ー ランド は 亡びず」 とさへ 稱 へらる。 而 

して 彼 は 謙 適 抑 己の 人、 社交に 聊かの 趣味 を も 持たず、 少數の 友人と 其 愛 兒とを 以て、 無上の 滿足 となせ りと。 彼の 妻 は 早 

く 逝け り。 一人の 愛孃 十五 許りなる が 彼の こよな き 友な りと よ。 彼女に に 一べ の 如きなる 可し。 

晝 食の 後 再び 芝生に 出づ。 され ども 佘の心 は亂れ 亂れて 何せん 勇氣 もな し。 徒らに 床上に 倚りて 悶え 苦しむ のみ。 自ら を. 

愚かな りと 罵れ ど 詮方な し。 

夜 ロバ ー ッ と共に 散歩す。 Lily は 何處に 行きし と 彼に 聞か まほし けれども i% かしくて 遂に 已 みぬ。 彼女 は 何處に 行きし な- 

る らん。  此夜寢 ぬる 能 はず。 樣々 なる 事 思 ふ。 

家より 寫眞 り來 る。 父上 は 愈 i 肥え 給 ひぬ。 母上 は 愈 i 瘦せ給 ひぬ。 弟 等の 愛す 可き よ。 壬 生の 面 は 益. - 美しくな りぬ。 

隆 三の は 意志の 弱き を 示す 镜れ さよ。 英 夫の はよ き顏 ばせ なり。 行郞 はな ほ 可愛 ゆき 小兒 なり。 

八月 五 B。 金曜 B。 曇。 朝 例の 如く 患者と 共に 芝生に 出づ。 そぼくと 雨降り 居 たれば rool に 行きて 讀書 しつ \ あり 

しに、 I ヒ y が 家に 余に は 親しき 口笛 聞こえて 縫て I、 口 y 出で 来りぬ。 自轉 車に 乘 りて 何 處 にか 行かん とてな り。 余 は 思 はず 

立ち上りつ。 人な きを 幸に 床上 を 飛び 廻りて、 小 兒の母 を 見出で たる 如くに 喜びぬ。 力 は歸れ り。 佘は 生れ 變 りし 如く 快活 

I となりぬ 0 神よ 佘は 謝す、 爾に 如何なる 所に も 如何なる 時に も、 此 罪深き 僕に 云 ひ 盡す能 はざる 慰藉 を 賜 ふ。 希く は 此小弱 

の 身、 主の 御 旨 を 解し 得ん が爲 めに、 凡て を 捧げて 小羊の 如くな り 得ん 事 を。 

兄 t  J 镥 葉書 來る。 Newark,  N.Y. の State  Custodial  Asylum を 見たり とて 其畫 ある 紙面に 左の 結語 を 加 へ たり  - 

r 最 劣等の 女子 數百 名と 交りて、 今日 經驗を 得た る 生の 中心 深き 人生 感を 以て 滿 され 居れり。 彼 を 不幸と 呼ばん か、 幸 

と 呼ばん か。 神の 前に 人生の 價値  」 


實に爾 力なり。 此尊威 ある 人生 を 神に 受けて 克 くこれ に堪へ 得る の 力 を 有しつ  > -、 しかも 顏 然として 墮 落の 底！^ く 降り 去 

らんより は、 寧ろ 狂氣 となり 癡愚 となりて 此 世の 廢棄 物と 呼ばれん 方 3_れ り。 

此日 Dante が "Purgatory" の Conto  XVI と XVil とを讀 む。 明瞭に 理解す る 事 を ST は 最も 趣味 ある 所なる 可け.， L ども、 余 

の不學 はこれ 解す る 能 はず。 讓 これに 過ぎず。 此處に は 彼が freedom  of  will と love  for  nature  and  for  soiil とこ 對 する 意 

見 を 窺 ひ 得 可き なり。 驚かる. t は 彼の 如何なる 意見 も、 必ず 中世 歐史の 最も 健全なる 强烈 なる 進步 せる 思想 を t 表せる 事な 

り。 實に彼 は 中世の 幕 を閉づ るに ふさ はしき 手な りき。 而 して 近世の 舞臺を 調 ふ 可き 力 ある 頭な りき。 

午後 再び 芝生に 出づ。 Scribner 誌の 七月 號に、 麥 の收： ！ 中なる 田家の 樣を 述べた る 一 文 あり。 Avondale の褂 など 思 ひ 出し 

て讀 む。 興味 少し。 余 は 一 層 興味 多き description をな し 得 可し と 思 ふ。 暇 を 得ば 試む 可し 0 プア-一 ー の 薪 薇、 s-IS-fv.. ；^、  4& 

of  July の 夜. 櫻 桃 狩り、 など 記しな ば 詩昧豐 かなる 可し。 

恥づ 可き かな、 夜 は 患者の 出で し 後 "Mental  elseaBes  - を 讀む可 かりし に、 何事もなく 新聞 雜誌 などに 目移りして な 

る 時 を 失 ひ 去りぬ。 新 紙と 云へば 我が 阈 民の struggle は 愈 i 加 はれり。 彼等 は 旅 順 近く 押し寄せぬ。 一 軍 は 奉 天に ク 口 バ ト 

キン を逐ひ 去らし めんと ず。 彼等が 一 日に 用 ふる 軍費 五十 萬 弗な りと は 喫驚す 可き にあらず や。 彼等 は 二日の 戰を 節して^ 

大 なる ！ 個の 大學を 建造し 得 可し。 此 度の 戰の 必要なる や 否や は 余 知らず。 され ども 戰は 不必要な り。 

夜 ロバ ー ッ と共に 散步 せんとして Lily に 遇 ふ。 佘は戰 けり、 天使の 前に 罪 多き 子の ひれ 伏せる 如く。 

// 此夜 Lily を 夢む。 ネルソンの 夜晚く 室に 歸 りて 戶 をき しらせし に 夢 破れたり。 ロバ， ッと 彼女と 突然 余が 眠れる の 傍 

に 立てり と 夢む。 彼女 は 雪白の 衣 を 着けて 頭に 眞 紅なる リボ ゾ を 結べ りき。 

八月 六日。 土曜日。 啧。 美しき 土曜日な りき。 患者 も 相 共に 鹿して よき 土曜日な りと 云 ふ 0 凉 しく 晴れし { ^の、 淸く 

人 をして 心より 爽 適の 泉 湧き出 づ るを覺 えしむ。 此朝 大掃除 をな す。 カを盡 して これ を爲し 感謝 を ず。 

稍 i 晩く 芝生に 出づ。 例の 如く  Dante を讀 む。 此頃は Lily 芝生に 出で ずな りぬ。 彼女 は 余 等が 憩 ふ 芝生の あなた、、 凉し 
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げ なる 木蔭に ハンモック を 垂れて 書 を 讀むを 常と しぬ。 佘は 時に 彼女 を竊み 見る を こよな き 慰めと せり。 され ども 今 は 彼女の 

影 余 を 過らず。 余 は 物 足らぬ 心地す。 

今朝 も、 お 龍め て cal を 讀む。 Hugh  Capet の 纖悔讀 む もまれな り。 午後 も 亦 芝生に。 

此裹り 後 園 を 散歩す。 神 余に 祈の 心 I へり。 心 I しくして 祈る。 I へた ま はく 「爾は 尙 土塊 もて 造れる 人の 中に 

恒久の 或 者 を 求め 出 でんと す。 汚れな き 白玉 を 求め 出 でんと す。 そ は 無 f り。 無き 所に 望 It て 其の 無 かりし I まん 

よ 我 L こ. し。 我れ は汝の 凡てな り。 汝の 止む 時な ききび しき 愛慕の 念に 酬い 得ん もの は、 我れ のみ なれば なり」 と。 

八月 七 曰。 日曜 ：！！。 晴。 物 ありて 嚴 しく 佘を捕 ふ。 弱し と は 知り 乍ら うなだれし 首 をい やが 上に 垂れて 芝生に 到る。 手に 

i  "The 1 i「c  of  William  Pcnu  "  (by  M.  L.  wcoi.  1822) を 赞へ たり 

今朝よ I)antc を 讚まず、 peg の 傳を讀 む。 此書は 〇r【ho き x  Quaker が 物した るなる 可し。 rcg を傳 したりと 云 はんより 

ち 1>| の 假面を 被りて 己れ の 思想 を 披瀝した る もの \ 如し。 されば 處々 倦 f 覺ぇ しむる もの、 興味 を殺滅 せし むる も 

のな きこ あらざる も、 彼の 著者の 面目 一 種の 興味な きに あらず。 此書 はず 寒が 著した る ft 傳に 似たり。 余 は 

元来 此の 如き 叙述の I 好まず。 されば 佘が ？ 11 lis 滿 たざる もの 甚だ 多し。 他 曰 充分の 訂正 をな し？ の日來 

らん 事 を 希 ふ。  ノ 

午後より 夕 奢での 休み を得 たり。 I 出 でんと して、 美しき 入と 其 父母と に 遇 ふ。 余が 彼女 を 通じて 借らん と 乞 ひし 

Giellel の 霞し と 云 はる。 獨り 木蔭の 讓に 坐して 靜 かに 面 の傳を讀 み、 果てに 潸然 として 淚留 め 難し。 逃く 

，i るが 如く 籠の 樹林に 入りて 心を靜 む。 如何 なれば 余の 心 かくまで 動 i きものと なり けん。 ，心 S りし を 待ちて 森 を 

出 でんと せし に Mr.  and  Mrs.  Hall の 余 を 尋ね あぐめる に 遇へ り。 彼の 詩 を 見出で たりと て 余 を 尋ね 居たり しなり 彼等" 

親切なる 人々 なり。 ffi^ して 其 書 を 受け 樹 藤に 到りて 耽讀 す。 其 詩の 全 はかくな り。 

The  Elixer 


Teach  me  my  God  and  King, 

m  all  things  thee  to  8? 

And  what  I  do  in  anylliing, 

H.o  do  il: PS  for  thco. 

Not  r-Klely,  as  a  l-east, 

，lo  runne  5 一 o  an  action; 

sull  to  make  thoo で rej-ossostj 

A-ncl  give  it  liLs  perfection. 

A  man  that  look"  on  plass?, 

〇n it  1-ay  stay  his  eye; 

Or,  ii  he  pleaseUi,  though  it;  一  asse. 

And  then  the  heaven  e.5ie. 

All  may  of  thee  partake: 

J. き hing  can  ce  so  mean- 

whlch  wuhl  his  tincture  (for  thy  sake.J 

\vill  not  .row  bright  and  clean. 
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A  servant  with  this  clause 

Makes  drudgery  divine: 

Who  sweeps  a  room,  as  lor  thy laj 

Makes  that  and  th-  action  tin? 

This  Is  the  fami  stone 

,lhnt  turnclli  all  to  gold; 

For  a^p^  which  God  doth  touch  and  own 

Cannot  for  losse  be  told. 

-1 Geo ョ c  Iierbcrt 1 

其 他 Mrs.  Hall が 他の 詩 をも讀 めと 云 ひしに 心 づき、 指 折 入れられ たる 個所 を 開き 見る に Tennyson が --!.00ダ5す3.  Hall 

なりき。 心 ありての 業 か、 なくての 業 か、 二度 讀 みて 胸 裂く るが 如かり き。 

夕暮、 彼の 書 を 返して 館に 鼸る。 此夜 讃歌 會 ありて 臨む。 業 を 終へ て 後 獨り又 後 園 を 散歩す。 心 空しく して 祈る 事 能 は， つ 

淚も なく 笑 ひもな く I も 手 折らず。 彼の 人 を も 思 ひ 出で ずして 室に 歸る。 さ 本く 聲 あり、 曰く 「世より 眼 を 退け 去れ」 

と。 此聲 昨日 今日 强く余 を 動かす。  。 

八月 八 曰。 月曜日。 曇。 冷 寒。 朝 はさした る 事な し。 患者と 共に 芝生に 出で、 余 は 日記 を 記し 終へ たる 後 を讀 も 

午後より 休暇 を 得たり (今日 もリ ー ドと 云へ る 人 は 余 を 遇する 事 再び 酷な りき。 され ども 余 は 彼の 云 ふが 儘に 從へ り)。 佘 

t  Mr.  Wing こ g はんが 爲 めに 費府に 出で 數 個の 買物 をな し、 夕暮頃 同氏の 家に 到る。 氏 は 未だ 會 社より 歸り 来ら さりし 力 


は 其 書 齋に 入りて 机上の 書物な. と亂秉 して 讀む 中に、 GrifHs の "Vox  (？)  chrlstoa" と 云へ る 書 あり。 日本 こ < ^ける 基 

敎 の有樣 を概述 せる もの. t 如し。 片端 を 窺 ひたる に 過ぎ ざれば 何とも 云 ひ 難 けれど 必ず 興味 多き 書なる 可し 。艇 て氏來 りぬ 0 

例に も 勝りて 佘を懂 待し、 余が 此院に 於け る 曰々 など 心 籠め て 尋ねら る。 余 も 亦 余が 閉ぢ 、心 を 凡て；^ 開きて 彼に 語りぬ。 

思 はず 不平 も 歎 語 も 出で たれ ども 亦 多くの 感謝 を も 彼に 語り， 傅ぬ。 夜食の 馳走と なり 尙 暫く 親しく 語り 彼 家を辭 す。 氏 ま 《- 

後日 を 以て 暫く 南方に 赴く と 云へ り。 

此夜凉 冷 秋の 如し。 汽車の 中に 風に 吹かれながら 種々 の 事な ど 思 ふ 0 市街 は 何故かく 余に 厭 はしき 所なる らん。 P 日 ..=6^ 所 

にあり て 余の 頭腦は 激しき 疼痛 を 感ず。 此夜 早く 床に 人る。 

此日 Mr.  Crowdl より 手紙 を受 く。 余が 金 を经れ るに 對し、 之れ を受 くるの 理由な しとて そ を 返し 来る。 藝 S5、 余； 冉び 

これ を 返す 事 能 はず。 彼 家 は 余が 一 生の 間 忘れ 難き 所と なりぬ。 

八月 九 B。 火曜日。 晴。 冷 寒。 秋 信の 第一 か 今朝 患者と 共に ward を 出 づれば 胡桃の 紫 H 五 頻りに 散る。 所. FJ^ 殺の ts« 

ら人を 襲 ふを覺 ゆ。 

朝 Arthur 及び カロラ インより 手紙 を 受く。 余 を 慰藉す る もの 甚だ 多し。 殊に カロラ インの 書 は 可憐に して 余 をして S は 

ず 微笑 を發せ しむ。 Arthur は 余に 告げて、 余の 業 若し 堪 ふるに 難からば 直ちに 我が家に 来れ、 我が家 は 凡ての 歡迎を 以て 汝 

の來 るの を 待つ と 云 ひ 越しぬ。 好意 感謝す るに 堪 へたり。 され ど.； 余 は 九お の 十五 日 迄 は 如何なる 事 ありと も 玆に切 まる 可 

L0  Mr.  Wins 余 を 鼓に 紹介せ り。 余 は兹を 去ら じ。 

朝、 芝生に ありて oa-te 及び 聖書 を讀 む。 午後よりも 亦 同じ 事 を 縫 返し たれ ども 今日は 何故か 心滿 たず。 

夜、 ロバ！ ソ と共に 散步 す。 一 亭に 到りて 語ろ。 彼 は 年 二十 八な りと； K へど も 其 思想 は資に 小兒の 如し。 人の痛みに同^?« 

し 得る 人に あらず。 コ ホロ ギの聲 漸く 四 圍の景 に ふさ はしくな りぬ。 嗚呼 此秋は 苦しき 秋なる 可し。 

八月 十日。 水曜日。 曇。 朝、 例の 如く 患者と 共に 芝生に 出づ。 "rurgatory- 漸く. 結尾に 近づきぬ。 Pcatrice との 避 li^ も il せき 
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こ あらず なりぬ。 佘は 新しき 精神 を 以て 此 美しき snts を讀 まんが 爲 めに 此朝は 讀書を 止めたり。 

「修養 は靜 かなる 處に、 品性 はかまび すしき 處に 於いて 完 うせら る」 と 云 ひし 詩人の 語 は 劉 切なる かな。 余の 品性 は今緞 練せ 

ら L 陶冶 せらる. t に 適 はしき 位置に 立てり。 かくまでに 平凡なる 人情と 道德 とさへ 實 行せられ ざらん と は 思 ひ 懸け ざり き。 

學 者と 論者と は餘 りに 深く 道德を 論じ 倫理 を 講ぜり。 「夢み る 人」 (II-SO 夢み る 人と 考 ふる 人と を區 別して 曰く、 前者 は 目 

的な くして 田 5 考 する 人な り。 後者に は 目的 ありと) に は 興味 無き にあら じ。 され ども 「考 ふる 人」 「働く 人」 に は 何の 益ぞ 

神 I ふる 時人より より 多く 仰 r もの は羅意 可き かな。 余は此 SI 勉 めばや。 

鳥る 鐘、 響く 鎮 -1、 世に 之に 勝りて 厭 ふ 可き もの ある 事な し。 

スト ラス ダ レッサ， と 云へ る 春 あり。 ペンキ 讓 にて 金議 なる I 六十 八歲 なりと 云へ り。 頭 丈なる 老爺に て 灰色の 

鬚髯 肥えた る 面 を 被 ふ ゥ此人 も 吝嗇なる 一人に して 、余が 彼の 室 を 掃除す る 毎に 彼 は 幾度と なく 其 前 を 猜疑の 眼 もて 往來 する 

を 常と するな り。 余 は 時々 患者ながら 彼の 擧 動に 對 して 自尊 を 害 はる \ を覺 えざる 能 は ざり しが、 此朝 彼は滿 面の 笑 を 以て 

余 こ來り 曰く  "You  are  the  good  little  boy  in  this  I. と。 余 は 心より 滿足を 感じぬ。 彼等 は 漸く 余の 如何なる 種類の も 

のなる か を 理解し 始めぬ。 余 は 余の 總 ての 好意 を 以て 彼等の 管に 働く 可し。 午後 も i に 出づ。 時々 雨降り 且氣鬱 して 頭 

甚だ 重し。 此夕暮 日本よりの 書信 を 得。 隆三、 山 本 及び 河 野 信 子より なりき。 信 子の 書信 委細に 彼女と 其 母の 近お を 報じ 來 

る。 忘る \ と こま あらざる も 事に 紛れて 思 ひ 出で ざり し 彼女の 囘 I 然として 頭 を襲 ひ 、過 きし 月 曰に 起り し 霞 返し i。 

或 時 は ほと く 彼女 を戀 はんとまで せし 事 ありき。 され ども 彼女 も 亦 余が 愛する 妹の み。 實に佘 は 彼女 を 愛せざる 能 はず。 

S 女 は 苦しみの 中に 育てられて 幾多の 缺點 なきに あらず。 され ども そ は 愈 i 余の 愛 心 を 激しから しむる のみ。 神よ、 彼女 を 

祝福し 給へ。 此夜大 雷 大雨 爽快 を 極む。 床に 入りて よりも 屢，^ 堪へ 得ず なりて 床より 起き 出で、 窓に 倚りて 其 莊嚴の 樣を見 

守りつ る 事 幾度 かなりき。  .  . I 

八月 十  一 B。 木曜 曰。 曇。 暑さ 激しく して 頭 は 宛ら 犬なる 手 もて I らる、 需り。 朝 芝生に 出で "11 を讀 


む。 今日は 結尾に 来れり。 余 は 彼が 如. 1： なる 態度 もて Beatrice に 遇 ふか を樂 しみつ &讀 みぬ。 何等の 莊 嚴ぞ。 i« に 彼 は 愛の 

極致 を 描く にかな へる 犬なる 心 を 持てり。 彼の 筆に よりて 彼女 は實に 天使と なり 了ん ぬ。 花の 雲、 珠の； 窟打ち 棚引け る 所に、 * 

此 世に は 見る 可から ざる 雪白の 衣 着た る 天使に 導かれて、 河の ほとり を迪る あたりの 美し さ、 夢の 如し。 Goethe が "Fit? 

の Marg3.ete、  shakQspepre が < 二 iamlet  - の ophella、 何れも 無邪氣 可憐 思 はず 人 をして 同情の 淚に 咽ば しむれ ども、 其 無1 

氣と 可憐と に 加へ て 近づきが たき 神 氣莊嚴 を 加へ たる Dante が Beatrice こそ 珍ら かなれ。 恐らく は是れ 入の 頭が 裔み 出で 一 

たる 最初の ものにして、 恐らく は 最後の ものに あら ざらん や。 Dante 再び； i}^ る >t にあら ざれば Beatrice 再び 生れず。 1^- "か! 

な、 同情の 奥 殿に 達して 其處に 不滅の 活火を 探り 得る の 人。 

夜獨り 散歩す。 此夜も 神 余に 祈る 事 を 敎へ給 ひぬ。 f& 晴れて 星斗 砂の 如く、 打ち 仰げば 七 M の鎖大 なる 御手に 引かれて S 

の もなか、 あの 光 を 見よ、 自ら 鋼鐵の 如き 鋭 さ を 加へ て 秋 神 其 手 を 太 西に 置き、 南風 を牧 めて 之 を 西に めぐらしむ るなる を j 

知る。 

メイランドと 云 ふ 厭 ふ 可き 女 患者 再び 院に 歸り來 りぬ。 余 は 又 Lily が 彼女に 近づかん 事 を 恐る。 現に 今夕 彼女 は 彼女と 

共に ありき。 憎む 可し 人の子 を賊ふ 子。 

八月 十二 曰。 金曜日。 晴。 夜 痛く 冷 かにして 朝 空 美しう 晴れぬ。 吹き 來る 風に 稍 i 乾きが てなる 樹雜の 相觸る 碟 漸く 高， 

し。 秋來 りぬ と 思 ふの 念、 胸 を 刺す が 如し。 

Dante を讀み 終り たれば、 此 曰より Hegel の "Philosophy  of  History  " を 讀み始 む。 Introduction の 所む づか しけれ ども- 

趣味 は津々 たり。  一 

齒と痔 と を 病む。 夕刻に 至りて 愈 J 惡し。 此日 Lily の 姿見えず。 I 日 病みた る 人の 如くな りぬ。 笑 ふ 可き かな 余が 小悄 0, 

佘は 幾度 か 彼女の 余 等が 境圍の 人に あらざる を 思 ひ、 或 時 は 彼女 を 卑しむ 事 さへ ありながら、 彼女 此地 にあら ざれば 我が 心 

は 悲しみと 悶えと に 病む。 
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へ 月 十 1 一一 日。 土曜日。 曇。 此日齒 痛 愈 i 甚だし。 何せん 勇氣 もな し。 殆んど 終日 全く 無爲 にして 暮 しぬ。 L 口 y が 姿 は 今 

日 も 見えず。 

夜半 雷鳴 急 雨 枕 を そばた て  >1 聞き入る もの 久し かりき。 兄より 手紙 を受 く。 心なき 米國 人に 欺かれて 38  miles 以上の 旅 

を 無益に なしたり と 報じ 越しぬ。 

八 a- ト四 cn。  IH 翟日。 晴。 くだく しけれ ども 秋は來 りぬ と 書かざる を 得ず。 朝、 食卓 を 調 へんと して 食堂に 入れば、 水 

の 如き 朝風 靜 かに 室 を 籠め て、 得 も 云 はれぬ 心地よ さ 身に 沁む。 兄に 書して 活動の 時 去りて 熟考の 時來 りぬ と 云ひ绘 りぬ。 

朝 患者と 共 こ 例の 如く 芝生に 出づ。 Escron の "Representative  Men" を携へ 出で て C  Mon  二  gnc,  a  Skeptic  " を讀 む。 彼 

の廣汎 なる 同情 は 俸と す 可し。 彼 は 凡ての 人に 祝福す 可き 特徵 ある を徹視 する の 眼 を 有せり。 余 は "Montaisnc" を讀 まざれ 

ば 其の 如何なる 思 なる か を 窺 ふに 難 けれども、 Emerson の 云 ふ 所 を 以て 信ず 可し とせば、 彼 は 余の 心 を も 得た る 偉人な り。 

は 也に 住める 人を拉 して 天使たら しめんと する {4 想 家 を 疎んじ、 M2son を (信ずべき 解すべき) 蔑視して 夢 生す る 怠惰 者 を 

疎んじ、 天上 を 歩まず 地下に 入らず、 着々 として 堅固なる 1 歩 1 步を、 此 地球の 表面に 印 せんと 企てた るな り。 彼 は 天使の 如 

く 笑まず、 惡鬼 の 如く 嘲笑 はず、 人の 如く 喜びて 且つ 泣けるな り。 此の 如き 生涯 は 尊ぶ 可き 生涯に あらず や。 又 さ 0 き 0, 

a  Writer" を讀 む。 こも 亦 其觀察 彼が 一種の 隻限 ある を 知る に 足る 可し。 これ を frlylo の " Ilcrpworslxlp  " と 比較す る は 

最も 興味 あり。 彼に 冷靜 なり、 哲學 的な り、 他觀 的な り、 辯 護 的な り。 此は. 激烈な り、 詩人 的な り、 自觀 的な り、 煽動 的な 

り。 彼の 眼 は 物の 表裏 を 見、 此の 眼 は 一 面 を傲視 す。 彼の 觀察は 彼の 智を 通して 來り、 此の 觀察は 彼の 情 を 通して 來る。 佘 

は 多く  Eign を讀 まざれ ども、 彼の 中に 犬なる 興味 を 有し 得る 能 はす。 彼の W 一 ylo は P ュ ylo の それと 共に 一種の 癖 あ 

り (其 癖 は兩者 全く 異れ ども )0 彼 は わざとら しき 格 F 的の 短句 を聯 ねて 一 文 をな す。 稍 i  wacon の それ に似てし かも 其 犬 分 

劣れり。 彼 は Carlyle と共に 模範的 文意 家に は あらざる 可し。 

午 -亦 Emeras を 讀む。 又 Dr.  Scott と共に (醫師 にして 精 動の 結果 遂に 精神に 異常 を 一 米せ し 人〕 散步 をな す。 されば 


多く 讀む も 書く 事 もせす。 彼 は 常に 何事 か を 常に 思 ひ 屈して 時々 無意識に 「立ち去れ」 と 叫ぶな り。 皮よ 余の， ^fi- る を 

痛く 喜べ る もの 、如く なれ ども 余に とりて は 話柄 を 見出す に 苦しまざる を 得ず。 

夜 は 休 を 得たり。 室に 歸 りて 入浴し 暫く 讀 書す。 HavarJ  Univ. の獨逸 語の 敎授 なる 某氏が、 Goethe の 百 五十 年 を 記念して 

"Out-Look" に揭 げたる 小品 最も 興味 あり。 彼 は Goethe が 精神的 作物と して "Faust" を 第 一 に 揭げ、 是に 次ぎて "w£. 

helmMeister" を 擧げ、 これに 次ぎて "Asty" を擧 げたり。 而 して 其 結論と する 所に 曰く、  Goethe は資に 近代 ほ 1 の藿 

化な り。 彼 は 近代の 思想が 到達し 得 可き 最 極の 點 にまで 達せり。 彼 は 彼の individuality を 其 極 §) ，發 達せし. o、  J  gelf- 

sacrifke の 堂奥に 入れり。 彼 は 肉より 靈に 到り、 卑 より 高く 昇り、 疑惑より 確信に 達せり。 彼に は 凡ての もの 自治の 器たら 

ざる はな かりき。 彼に とりて は、 罪すら も 彼が 敎導 者な りき (論者 は literally にかく 云へ り。 されども1す^?^め.然の^ のみ0 

1 層 適切に 云へば、 人に 取りて は 罪の みが 敎導 者なら ず や )o 基督 敎の敎 ふる 所 は、 自己 を聖 化して、 天國を 米ら すに あり。 

Goethe の敎 ふる 所 は 自己 を聖 化して 自己の 中に 天國を 見出す にあり と。 多少の 顯察 なからず とせず。 

八月 十五 曰。 月曜日。 晴。 患者と 共に 野外に 出づ。 Clark と 云へ る 患者 近 來頓に 陰 諺と なり 最も 痛心す 可き もの あり。 遠 

く 人 を 離れて 屢 M 其 影 を 失 はんとす。 佘は彼 を 看視 せんが 爲 めに 庭の 他 端」 到れり。 余 は 略 i 彼が かくな りし 原 w を 知る。 

彼 は 余と 共に Lily を miss せるな り。 佘は彼 を 憐れむ。 そ は 余、 余 自身 を 憐れめば なり。 

嗚呼、 彼女 何處に 到りし や。 其 雨 親 も 彼女と 共に 見えず。 山隈 か、 水 廓 か。 彼女の 心 は 外に 余 を 忘れ去り しなる 可し。 彼 

女 は 一 侗 可憐なる 小兒 なれば なり。 余 は 彼女 を 忘る 能 はず。 余 は 罪深く して 拔き 難き、 一 個 卑しむ 可き 人 なれば なり。 唯 

激しく 働く 瞬間の み 余 は 彼女の 記憶より 逃る。 好來！ 勞 働よ。 

汝は 余が 苦痛よりの refuge なり。 働け、 働け。 顳顬 より 血 潮^み 出 でん 迄 働け。 何 を 恐る，， や、 何 を 悲しむ や。 凡ての 

もの 汝 より 取り去らる、 とも、 汝は 悲しむ の 理由 あらず。 汝は 無にして 此 世に 来り たれば なり。 働け、 働び。 不平 を 云 ふ^ 

なく 働け。 愛 を 受けん とする 事な かれ。 此世辦 しから は 愛を與 へよ。 消極の 尖端に 立つ もの は危 さかな。 I 步 を^れば^ 齒 
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に pi より II、 室に 歸 りて 木 村 君に 手 f 書く。 思 はず 長くなる。 信 子に も 亦 牛ば 書きぬ。 夜 入浴して 早く 床に 入る。 

\月 十 4、B。 火き。 曇。 朝 は クラ， ク 氏の 看視 をな し、 午後 及び 夕刻 は スコ. 'ト 氏と 共に 庭に-.^ づ。 余の 同情 g に 彼 

ivi 彼 SI て 余に？ に 彼の il てせ り。 曰く 「余に は 今一 個の 思お 徂徠 して 拔晶 し。 余 は 余の 心 

こ 反して 神に 對し S の g* く。 かくの 如き もの は 救 はれざる 可し」 と。 彼に 此の 如 息想を 與へ しもの は 何者 そや。 血 

r せざる 藝敎. sf り。 彼 は 科 I が 謹 物 を I する 如くに、 罪 を I す。 而 して 曰く 「罪 V.- 犯^,11  一：； 

もの は 救 はれざる 可し」 と。 嗚為 r か I。 汝は萬 人を拉 して t に 到ら しめたる. タントン マー T の酵に 七 

te5 せる 殘酷を 犯して、 しかも 平然として 笑へ る ものな り 

ヒ夜 スコ. - 氏の I  i をな す。 なし 終る や 彼 は 余に 祈らん 事 を 乞 ふ。 余は堪 へえず なりて 淚 もて 祈りぬ。 

\B-^BO  i 晴。 朝 S と共に 例の 如く 芝生に 出づ。 クラ， ク氏を 導 せんが 爲 めに 彼方の 森に 到り たれ は、 多 

く心& めて 5 する 事 能 はず。 繁に i を 少しく 窺 ひたる と、 I  51 の 書目の 中より 購入した しき 4 に 

符號： tn したる こ 過ぎず。  ， 

午後 は スコ ，ト 氏の 8 をな す。 夕 I 神 上の 問 響 零。 彼 S 心の中 lis? なる i を 有す。 され ども そ は 一 の嚣 

を 有せず。 されば 一問 I 釋 せら るれば、 謹せられ たる 他 問題 はさ S す 可き 問題と なりて、 彼の 心に 歸り來 るな り。 

g はかくな りし 謹 を 今夕 S ら さまに 余に 告げぬ。 曰く 「余に 一人の 弟 あり、 南方に 農場 を 有し 3if/ か 故に、 互に 相思 

ひながら 里 はざる 霞に 一王 11 年 及びぬ。 又此 I は I にも ま 匿 I はん I めに ま警 f し 事き。 然るに 

約 三 ヶ月 前 至 豪に 冒 致して、 彼の 事變 敗し、 彼 は 隠と 戰ひ でありと 報- 來 りぬ。 へ |謹|：^ 彼 P 

爲め こなす ベ かりし なり。 され ども 彼 自身の 書に は義 までに 霊れ る擎は 報ぜられ ざり しが 故に、 佘 S 雙打捨 5 

きぬ。 而 して 一 曰 I 彼が 自殺の 悲報に 接せし 時の 余が 譲と i と を 察し 給へ。 TS  11-1/ 


余 は 余に 来る 患者に、 極めて 安全なる 藥劑を 調す るに も、 極めて 平 《^ なる 手術 を 施す にも、 一 方なら ぬ 恐怖 を资 ゆるに 至り 

ぬ。 一 日 余 は 妻の 留 むる を も 聞き入ら ずして 敎會に 到りぬ。 而 して 其歸途 余が 心中に 何人に も 言明し 難き 恐る 可き 思想 來り 

ぬ。 余は此 思？^ より 脫 逸する 事 能 はず、 自殺の 念 —— 余が 弟の 爲 したる 如き 11 は 常に 常に 余の 頭 を 犯し 来るな り。 余よ aw 

れを 如何にすべき や」 と。 余 は 奇異なる 沈默を 以て 謹み 聞きぬ。 夜ム亦 彼と 共に 庭に 出づ。 月 漸く 弦な らんと す。 不可 2{讓 

なる 人生の 迷路 を 解す るの 如何に 難き か を 益 i 思 ふ。 人生と は實に 解き 難く むす ぼれ たる 樣々 なる 糸の 如し 0 赤き 糸 を 正 

しく 引出さん とすれば、 靑き糸 は 益 i 亂る。 靑 きを 思へば 赤き が亂 る。 心 短き 人の 解かん よりも 斷 たんと する は {Hj ならず や。 

冷 かに 思 ふ^ 學者 も、 熱して 觀 ずる 文學者 も此大 なる 亂を 解き 得ん に はふ さはし き 人々 にあらず 11 され ズ とて 也 の、々 よ 

嬉ふ さはし からず 11 さらば ぞょ、 人 は 唯 思 ふが 儘に 深く 迷 執に 同着す る こそ 面白から ず や。 悲しむ 人に は 悲しみの 中に： y 

あり。 喜ぶ 入に は 喜びの 中に 世界 あり。 各個は各侗の世^^^；を有す。 各 已は其 王な り、 其主權 なり。 如何なる 武器 も そ を 犯 

し 得 可き にあらず。 佘 等各已 をして 各 己の 領土に 忠實 ならしめ よ。 人生 を 力たら しめ 光たら しむる 所以 唯是れ のみ • 

彼女 は 未だ 歸り 來ら ず。 余 は 忍耐 を 以て 二週間 彼女の 歸り來 る を 待つ 可し。 かくても 彼女 歸り 來ら ざり せば， 之 を 如何に 

すべ きぞ。 余 は 信ず 一 一週 日の 後に は 彼女^り 来る 可し 11 此 所の 職員の 夏季休暇 は 多く 二 週日 なれば —— かくて； おび 彼女の 

微笑 を 見なん は！ 

夜 は 曇りぬ。 獨り 森の 彼方 を 散歩す。 久しく 顧み ざり し 百合 を 手 折りて、 美しき 人の 其 名 彫りた るい、 ふ. iJ5 せ 木の 根に 0 

八月 十八 日。 木曜日。 晴。 此日は 一般の 患者に 附添 ひて 芝生に 出づ。 此日 井上 善 吉と云 ふ 人より 霄 を^す。 .：：^三 君の 兄に 

して 村と いふ 人に 伴ひ聖 ルイス 博 覽會に 来れるな りと 云へ り。 英ー 君よりの 紹介 狀を 同封し 來る。 余が 《& て 見 ©れ たる 彼 

の 手跡に 一瞥 を與 へし 時、 余の 心 は 狂へ る 潮の 如くな りて 思 はず 叫ばん としぬ。 嗚呼、 彼に かざる^ 屮 年の^、 彼が 爾後 

の 肉體は 變化少 きものな るべ けれども、 彼の 靈は 如何に 激しき 變化來 りけん。 思へば 彼 も 彼の 0: 正り 事 菜より^ を；^ け 去れ 

たる もの、 人生の 悲慘 これに 過ぐ る もの あらん や。 余の 心 は渝る 事な く 彼の 熱き 友誼 を 思 ふ。 彼 は fflg なき 事 余の 如き もの 
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こ、 也の 何.^ こも 投げ ざり し 信 頓を與 へて、 佘が爲 めに 日夜 祈りたり ぬ。 余が 彼より 書 を 受けざる は、 余に 譬 へがた き 苦痛 

なり。 而 して 余 は 嘗て 此 苦痛 もて 此國 にあり し 彼を惱 ましたり き。 余 は 彼 を 恨む 事 能 はず。 され ども 彼が 佘に書 を经り 得ん 

事 は、 余が 衷心の 願な り。 佘 は得堪 へず。 數 曰の 中に 彼に 認む 可し。 

午後 又 患者と 共に 芝生に 出づ。 古き ".nook  Lover ビ Magazine" を 持ち出して、 其 中に 搨 げられ たる sudermag の "New 

Y ぺ ar  Kve^s  Confession" と Dr.  Hancock が 書きた る 彼の 諸 作の 批評 を讀 む。 前者 は 彼が 些かなる 一 小品に 過ぎ ざれ ども、 名 

ェの 一 鑿 も 亦 生きた る 火に 嬅く を覺 ゆ。 余 嘗て 柳 村が 譯 したる 口" チ (或は パル ザ" ク なりし か) の 『爐 火』 と 云へ る 一 篇を 

讀 みしが、 結構 稍 i 等しく して 其 精神 は 全然 異れ り。 Sudcrmann にに 尊嚴 犯すべからざる 男性的の 强 健なる 道念 (彼 はこれ 

を 意志と 呼ばん とするな る 可し) ありて 動け り。 而 して 彼 は そ を辦き 現 はさんに 最も ふさ はしき 筆 を 有す。 Gr.  Hancocl- の 

批評 取り分けて 奇警なる 所 はな けれども、 Sudcrmann が 大體の 思想 を 知り 得ん に は 面白き avtiolc なり。 

此夕、 夜會の 卓に キブ カムと 云 へ る 一 人の 看護人、 衆人の 前にて 余に 警告が ましき 言を與 へ 、ロバ— ッの 適切なる 注意 を 鋭き 

口調 もて 退けたり。 余の 忍耐 は 遂に 破れたり。 夕食後 佘は彼 を 離れた る處に 導き 行きて 詰責せ り。 主よ、 余が 小 情 を 憐れみ 

給へ。 彼等 は餘 りに 無智なる ものな り。 され ども 異鄕 にあり て孤獨 にして 尙此 上に 人.^ 愛せん は 堪へ得 ざろ 苦痛な り。 

此夜 ロバ ー ッ と共に 散歩す。 
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FnerKTS  Asylum  for  the  Insane,  Frankford,  Pennsylvania.  U.  S.  A. 

八月 二十 九日。 月曜日。 晴。 余の 日記 は 紙な き爲 めに 途絕 えぬ。 書か ま 欲し かりし 事 最も 多 かりし かど 詮なし。 >ision は 

囘らす 可から ず。 如何なる 事 を 思 ひし かは朧 ろに 心の中に 刻ま るれ ども、 何なりし か は 消え 架て たり。 余が 日記 さ V りし 

間、 神の 余に 告げ 給 ひし 囁きの 中に、 

「古 読に 云 ふ 『爾入 を あざむき 得 可し。 され ども 爾. IT 身 を あざむく 可から ず』 と。 され ども そ は 誤れり、 爾自^^？-をだにぁ 

ざむ き 得ず、 如何にして 入 を あざむく 事 を 得ん や。」 

と 敎へ給 ひし は、 余が 思 ひ 設け ざり し 犬なる 御聲 なりき。 實に世 は 愚かな り。 人 は 迷へ わ。 彼等 は 嘗て 此 一大^に 思 ひ 到 

ら ざるな り。 而 して 彼等 は 擅に 虚偽 を 人の 前に 弄し 互に 相 あざむき 得たり となす。 此實 有の 世に 何の 虚偽 ありて か 潜 む^を 

得ん や。 此 不朽の 入に 何の 幻影 ありて か はかくる >f 事 を 得ん や。 我 は 天 を 頂き 地を蹈 めり。 かくて 何處 に、 何處の 隅に^ 偽 

の 介在 を 信じ？ 可き。 懼る 事 勿れ 汝 羊の 如き ものと 鳩の 如き もの。 汝は 世の 道に 長け ず、 人の 情に 通 ぜず。 汝は 所.！ i 世 を 

嘴み 分けて 滓の み を 舌に 剩 せる 通 客に あらず。 さらば 人 は 多く 汝を あざむ かんと 競 ふなる 可し。 さらば 彼等 をして 競 ふが^ 

に、 彼等の 爲 さんと 欲する 所 をな さしめ よ。 彼等 は 無 を 種 ft きて 無 を 刈り取る ものな り。 ^等 は 汝に無 を 加 ふべ し。 されば 

彼女の 汝に 求め 得べき もの は 唯 無の み。 彼等 は汝を あざむきて 汝の 進路 を 妨げ 得たり となす 可し。 汝 より 財 it を雜ひ 得たり 

となす 可し。 汝の灌 心 を 買 ひ 得たり となす 可し。 而 して 彼等の 勞働は 唯 一 の 無に よって 酬いら る 可き のみ。 神 かく 余に 敎へ 

1 九 〇 四 年  四 六 一 


四 六 二 

有 島武郞 全集 i  が九卷 

給 きお、 こ i こ 出で . J.  11 氏より 誉れた る i  o〔  ！  を讀 む。 余 は 嘗て 曰 本に ありし 時、 

h^Hpimli 然る S 墨 を讀むに 至りて は、 宛ら I 異れ る書を讀 むに 等し かり 

其 譯文を 讀みナ る t りし 力 Mpph  其 人々 の 特有なる I を生 ずる は 普通の 事な り。 同じ 文字 を 用 

き 。畫 家が 同じ 色 料 (と は 云 はず 同じ 木炭) を 用ゐて さへ 其 人， さ 特有^  :1 よら £.0  Fox  8 き I の それに 似 

ゐて も、 著者の 面影 は 自ら 其 中に 爭 はれざる 可く 印 せらる 乂は 寧ろ 恐ろ しき 許りなら す や r 「M  .  tL,^ 

マ i ま  1 , 0 ミ 3  よ 一 舌 4- おはて 勖き Emerson が Montaigne の 文 を 評 

て、 i 豪 的 潤飾 を缺 き， ili 的 口 氣を 加へ たり。 彼の 文字 は 一々 活力 を 以て I リ 35 气き、 

I る ね ども、 Is ここれ を 切れば 生血 S 漓 たる を 見ん とす。 彼が 幼少に して 旣に 純潔と 敬虔の 何者なる 力 を解 し 

,  vi-.iil 、人 は 「r 若し 一 度 J II ゐば、 安んじて 4 し-;. 専 I 

十 I こして 神の If 彼のき に 逼る や、 彼 は 彼の 見た. と 偽善と に滿 ちた るに 絕 

^H^^.  If 決して 警||るま での 辛酸、 S^^H^U^P 

F て uil 像」、 1011 され d  §i こ 

a  fli 關 して は 極めて I なる ss たれば なり。 彼 il る j い"" の/; い 

^^H0tl 彼 は 一 讓 敎霞才 なり。 彼 は 尊く 恵まれし 入な り。 尊く 看る：：： Trf  ^ 欲 tr、 

^ustlli らん。 余 は 幼く して 純潔と 敬虔と を感 得せし 如き 經驗 なきの みならす 幼；.； T も は 

何故 こ 余の 苦、 し はかくまでに 無益なる ぞと 自ら を 憐れむ の 外な 事  0 

1r き 皮 I お？ こふ さ t ず。 神 I む 可く 他の 道 を與 へ 給 ひぬ。 佘は其 道を f 可し 

ruMooyi ぎ M で 物す。 汽車の 中に て i ひっきし は， I き i^ip^ 

田 ス クル キル ill して I に 到る。 豪 ill と、 is 


作と を 併せて 其數 五十 IT はかり 齎 されたり。 Mullirio が 諸 作、 Van  Dyck が "Christ  In  Tomb" など身を震はす計り の^£興 

を惹 かしむ。 余 は 初めて 彼が 虞而 目の 傑作 を 見たり。 肉の 色の 美し さ- 光線の 自然 さ、 寶に 今の所 謂 Impressionism などの 

企て 及ぶ 可き 所に あらず。 余 は 嘗て 天才の 如何なる ものなる か を 思 ひ 且つ 讀 みたり。 今日に して 初めて 天才の 如何なる もの 

なる か を 見たり。 Arch  Street にて 不圖顏 知れる 汚き 乞食に 遇 ひぬ。 遇 ひし 瞬間に 余の 記憶 は^ちに 彼の 何人なる か を 知れ 

り。 佘が Christmas の 休暇 を 利用して 費！^ に 滞在し、 Mercantile  Library に 通 ひつ X 讀窗 せる 時， 常に 彼 にて 遇 へる 一 人の 

男 ありき。 髯 むさく 生やして 衣 は 皺 多き を 蕾たり。 佘は讀 書 を 妨げられん 事 を懼れ て、 彼の 何事 を か 語らん とする にも 拘は 

らず 勉めて これ を 避けたり しが、 其 處に通 ふ 可き 最後の 日、 彼 は 遂に 余 を 捕へ ぬ" 力なき. 淘 りたる 聲に 抑揚な く 種々 なる 亊 

語りぬ。 「我 も 亦 君の 如く  college にて 學 ベる 一人な りし かど も 中途に して 校 を 去りぬ。 爾後 諸 所に 放浪して 今日に 至れり 0 

余の 親戚に carpet 製造業 をな せる もの あり。 君 若し 意 あらば 余 は 君 を 伴うて 其 工場 を縱覽 せし む 可し。 其 system を 研究し 

て 之 を 君の 國に入 るれば、 君 は college  育を受 くるに 勝りて 利益 を 日本に 與 ふるのみ ならず、 併せて 君が 利益の 大 なる 可 

し」 と。 余 は 彼が 意志薄弱 にして 常に 其 業を變 ずるが 故に かく 零落の 末に 走らん とする ものなる を 察して かく 答へ たり。 「好 

意 は 深謝す る 所 なれ ども 余 は 國を辭 する 時 一定の 目的 もて 来れり。 余の 目的と する 所 或は 誤謬に り 得 可し。 され ども そ を 

じて 顙々 として 他に 向 ふの 誤謬に は 若かざる なり」 と。 かくて 黄昏 時の 町 は 人の 往復に 忙しき 頃、 彼 は 余 を： 返り 勝ちに、 

余 は 彼 を 見返り 勝ちに 相 別れぬ。 余 は 明日より 此圖書 館に は 来らざる 可し。 されば 彼と は是が 永久の 別れなる 可し と £ 心ひ設 

けしな りき 0 

而 して 見よ、 余 は 再び 彼に 遇へ るな り。 世の 轉 變 の 何ぞ爾 かく 量り 難き。 僅かに 八 ヶ月に して 彼 は 殆んど 別人の 如き {れ 貌 

となりぬ。 其 力なき 眼 は 愈 鈍りて 梅雨 時の 空の 如く、  口 は 半ば 開かれて 唇 は 厚み を 加へ ぬ。 蹣跚 として 足元 も 定かなら ぬ 

歩みに、 永く 勞働を 厭 ひし 手 は 宛ら 棒の 如く 其兩 側に 垂れ 下れり。 彼 は 其 後 酒に 親しめる が 如し。 余の 股 は 彼 を 分け たれ 

ども 彼の 跟は旣 に 余 を 忘れ 果てたり。 余 は H 度 振り返り 見て 觀 念の 眼 を閉ぢ たり。 畏懼す 可き 資存 の^よ。 彼 はかくの 如く 
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して 彼の 道の 末 遠く 走り去る なる 可し。 彼の地に 踏みつ くる 步 みは 愈 i 定かなら ね ど、 肉の 眼に 見えぬ 彼の 歩みに 宛ら 迅風 

S 如く 疾く 鋭く して、 遂に 犬なる 顚 倒に 至る まで 休む 時な く 時限と 方處 とを橫 切り去る なる 可し。 畏懼す 可き 實有の 世よ。 

此夜英 I、 壬 生の 雨 名に 宛てた る 書を認 む， 半ば だに 成らず して 就寢 す。 

八月 一一 一十 B。 火曜日。 晴。 朝 患者と 共に 芝生に 出で、 George  Fox の 傳を讀 む。 スコ ブト 氏の 病 愈 m 重し。 彼 は旣に 入の 

慰藉 を 享受し 得ず なりぬ。 戰き漦 へて 宛ら 地獄に ある 一 靈 魂を此 地上に 伴 ひ 出した るが 如し。 嗚呼 余が 信仰 足らず 熱心 足ら 

ず 彼 をして かくの 如から しめし か。 主よ、 同情 足らざる 僕の 小 弱 を 憐れみ 給へ。 夜々 彼と 共に 祈る 時、 余の 眼 は眞に 悲しき 

饞悔の 误に濕 ふ。 御 心なら ば 願く は 彼に 爾の 生命 を 與へ給 はん 事 を。 

此日宮 部 先生、 隆 三、 大 iii の 諸氏より 手紙 を 得。 宮部 先生 Ilsvard  Univ の 二 敎授に 向って 懇切なる 紹介状 を吳れ ひぬ。 

午後 はス コプト 氏の 特別 看護 をな す。 されば 讀 書の 時 を 5r さりき。 Lily を 思 ふ 情 は 今 も 柳 かも 滅 ずる 事な し。 さ.. ども 同時 

に佘は 彼女 を 厭 ふ。 余 は 何故なる か を 知らず 。「プア 二 ー の 思 出で は 余に 生命 を與 ふ。 彼女 を 思 ひ 出づる 毎に 沁 むが 如き 優しく 

美しき 輕き悲 み を 心の 最も 淸き處 に 感ず。 彼女 は 實に余 を 不純より 遠から しむる 天使な りに 

此夜獨 り 森の 中 を 散歩す。 ； 1： 如何に 祈る 可き か を 敎へ給 ひぬ。 

A 月 H 十  一 B。 水曜日。 晴。 午前 は 患者と 共に 芝生に 出で Hegel の "Philosophy  of  Histoiy  " を讀 む。 彼 は 國家を 以て 人 

類の 理想 卽ち Geist を實 行す 可き 最も 適當 の機關 となし、 1 個 入の 思想 感情 は 或 程度まで 其犧牲 となる 可き ものな りと 主張 

す。 最も 普通 且つ 穩當の 議論に して、 氏の は そ を 組織的に 合理的に 設ける ものな り。 され ども 兹に 1 の 問題 あり。 若し 人類 

の 中に 社會 なる もの 組織 せらる >f ありて、 全然 國 家なる もの 寧ろ 政府なる ものな かりし と 想像して 人類の 進化 如何になる 

可き かと 豫 察せば、 如何に 是れ Utopia にも 勝りて 面白き 問題に あらざる か。 これ を 論理 上より 論ずれば、 國家は 最適 當な 

る 人類 理想 發展の 保護者な るが 如し。 しかも 實 際に 於て 古より 國 家の人 道 を 窮迫せ し 事 幾 干ぞ。 商铁、 法 を 作りて 法に 死せ 

るが 如く、 人類 は 其 協同に よりて 利益の 發展 をな さんが 爲 めに 國家を 作り、 而 して 却て 國 家の 爲 めに 其 自由なる 行動 は 牽制せ 


られ ぬ。 人間 思想 ，或 程度まで は國 家の 必耍 或は 否む 可から ざらん。 しかも 或 程度 以上に 至りても、 卽ち 人類の 生存す る 限 

り 國家は 其 存在 を 續け得 可き や 否や は、 頗る 討究 を耍す 可き 間 題なら ず や U 第二 十一 世紀の 問題 は 恐らく は國家 を. g 何こ改 

造す 可き やに あらず して、 X  XXX  XXX  XX 可き やなる 可し。 個人より 家族に 入り、 家族より 首長 制度に 移り、 首畏 

より 專制 制度に 移り、 專制 制度より 君主 立 ま. 制度に 移り、 君主 立權 制度より 平民 立 機 制度に 移り- 平民 立權 制度より. こ 移 

る 可き や 興味 多き 問 題に あらず や。 

午後より は 看護の 足らざる が爲 め、 余 は 凡ての 注意 を 患者に 向けた るが 故に、 全く 讀書 する 事 能 はず、 忙 はしく f_ 未， おこ：^ 

事し ぬ。 

余 は 明日 午前 一時より 夜の 明くる 迄 夜 直 をな す 可く 定まりし かば 夜 早く 寢 ぬる を 許されたり。 祈らん として 飽を出 づれ. よ、 

彼のな つかしき 入に 遇 ふ。 無邪氣 なる 彼女 は 例の 如く 優しき 笑 を 傾けて 同情 ある greeting を 余に 與 、ぬ。 うしし き.^..^ 女の 

天に つける 心なり。 東洋の 一 流 客、 身と 心と に 何の 美 もな く 名と 富と 雨つな がらな き 余に、 尊き 笑ま ひ を 惜し 氣 なく 惠 むは 

他の 人の なし 得  所な らん や。 入の 名 刻まれた る樹 下に 到り 淚に あふれて 感謝の 祈 を さ., げ ぬ。 

うら ぶれし 常夏 姬の秋 姿 花 は 赤き が尙 ふさ はしき 

鳴 村雨^に 書 を 送る とて 

初夏と 眞 夏の 愛子 受け 給へ 秋の みなしご 秋 文 まゐる 

りんこ や 力て 赤らみぬ ベ しとば かりに こ >t なる 秋 を うらな ひ^へ 

なつかしき 秋の {4i かな 瑠璃 鉗の 眞 澄みに 澄みて 白雲 もな き 

慕 ひつる を秋祌 つれな 身 を そむけ ふと 消えぬ るが いやに 戀 しき 
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患者の 室 を 掃除せ る 時 其 隅に 死餓を 見出で て 

夏の 曰に は 忘られ 果てし わが さだめせ めて ほのほの あっきに 燒 けね 

懷.  — 

いやち この 戀 にもに へは燒 かざりし わが 羈樂に 神耻ぢ しめぬ 

九月 二日。 金曜日) 雨。 濛 々として 秋雨 天 を 籠め たり。 頭 は 宛ら 雷： きものに S せらる- 1 が 如し。 患者と 共に 庭に 出で たる 

も 佘は痔 の 再發を 恐れて 露臺に 坐せ ざり しかば、 讀書 する 事 能 はず。 庭の 彼 處此處 を 散歩し つ- -物思 ふ。 三日 程ー刖 より 沈 11 

期 は 至りぬ。 人の 罪 も 余が 罪 も 心の奥 を 痛く せめて 悲愁に なやむ。 余 は 今 心 ゆく 計り 泣かん と 希 ふ" 九月 十五 日來 らば 余 は 

此處を 去りて 直ちに Avondalc に 到る 可し。 其處の 一夜 人な き 麥隴の 彼方に 到り、 神の 御 胸に よりて 泣きに 泣かば 余が ニケ 

月の 此 所の 辛苦 は 拭 ふが 如く 酬 はる 可し。 其 時 を 待つ 喜 は 織女の 七夕の 夜 を 待つ 喜びの 如し。 

此夜九 時 彼女と 其 父と を 見る。 狂せ る 如くな りて 廣庭 を馳せ 急ぎて 人な き 所に 到りぬ。 人な き 所の， 淋し さは、 人 ある 所の 

祸 しさに 勝れり。 

九月 三 or  土曜日、 曇) 兄と 母上と より 手紙 を、 IVIiss  Lippincott より 家よりの 爲替 三百 弗 を 接り 来れり。 兄が 書 は 痛く 佘 

を 慰む。 實に 彼が 云 ふ 如し。 余 等の 生涯 は戰 ならざる 可から ず。 神の 僕に は 懷惰は 忘られざる 可から ず。 窮迫 は 彼等の 冠な 

り。 悲愁 は 彼等の 胸 あてなり。 敬虔 は 彼等の 劍 なり。 同情 は 彼等の 長 槍な り。 我に 倫 安の 時 ある 時、 我 か 信仰 は 萎む。 神に 

あるの 苦痛 は 我等の み 味 ひ 得み 偉大なる 特權 なり。 Luther が 「我 怒れる 時 信仰 は 最も 强し」 と 云へ る は 實に理 なり。 人 は 常 

に 憤らざる 可から ず。 發憤 なき 牛： 涯、 そ は 無に 活 くる 事な り。 神よ 感謝す、 爾は Kvcrlasting  No より 此僕を 誘 ひ 出して Ever- 

lasting Yea の關 門に 導き 給へ り。 消極の 立場 を 捨て. 1、 積極の 立場に 立た しめ 給へ り。 余 は 嘗て 强 しと 云 はれし 事 あら ざり 

き。 而 して 我 も 亦爾が 信じぬ。 さなり 我 は 今 も 弱し。 され ども 神佘 と共に あり 給 ふ 時、 余 は 弱から ず。 余 は 何者よりも 弱 か 


らず。 神の 大 なる 力 は 余の 心の中に 漲り 湧く。 神よ 感謝す、 顧く は此 弱き 器に 强き酒 を g りて、 m 荷 負へ る 入の 上に 甘き 醉 

を與へ 給へ。 

母上の 御 筆、 心 深く 味ひ讀 みぬ。 父上の 老い 給 ひし を 記し 給 ふ を 見ても 母上の 愈？' 老い 給 ひしが 著し。 思 ふに 倚 『日夜 共 

不肖の 子が 歸國の 時 を 待ち 給 ふ 可き よ。 而 して 此 子に 期待し 給 ふ 所 は 何なる 可き ぞ 0 父上 も 母上 も 共に 余を溫 心 父祖の 

業 を 墨守して 敢 て渝ら ざらん を 期す る ものな りと 思 ひ 給へ り。 家名 を 興し 瓧會の 上位 置 を 占めん 事 は、 老い 給 ひし 人の 共に 余 

に 望み 給 ふ 所なる 可し 。而 して 余 これに 聊かの 念 慮な し。 神 を 知りて よわ 余 は 生れ 代りぬ。 十八、十九の頃なる武郞は何^§こ 

其 姿 を かくし 去り けん。 自ら さへ 怪しみに 堪 へず。 いで や 不幸の 子、 不忠の 臣と哼 ばる、 とも、 余 は敢て 溜れざる 事 を勉め 

ん。 余が 爲す 可き 事業 は總て を犧牲 とな さしむ。 余が 衷に燃 ゆる 炎 は、 凡て を 鰻き 盡す 火な り。 其 火 は畏る 可き 火な り。 余 

は 願 はざる に 起さる 、なり。 余 は 望まざる にな させら る.^ なり。 嗚呼 余に 他 を 望む 人よ。 余 若し 汝の 意に 負かば 余 を 許せ、 

余 は旣に 許嫁せられ たる 處女、 貞操 は 余が 唯 I の 務めな り。 余 は 秋波 を 如 伺に 美しく ともよ そ 人に る 事 能 はず。 余が 人 は 

ねたむ 人な り。 

例の 如く 患者に 附添 ひて 庭に 出づ。 George  Fox の 自傳を 讀む。 彼の 思想 は 到底 余が 衷心の 同 情を惹 かね ども、 彼の 入 格 は 

驚く 可き かな。 彼の 自任 は 如何に 高き かな。 彼 は 宛ら 鏘々 として 鳴り やまぬ 鋼 鐵の古 鈴の 如し" 之 を 鞭つ お 愈 甚だしけ 丄， 

ば 其 鳴 愈 i 高く して 愈. -强 し。 神に あるの 人、 正に 當に 此の 如くなら ざる 可から ず。 此鵝齪 ！！ く 所 を 知らざる 人^に 處 して 

恐怖 を 知らざる 人 は 尊む. P きかな。 男 は 男の 如くなら ざる 可から ず。 

此夜 二宮 てい子に 手紙 を 書き、 十 時 就寢" Lily は其學 校の 始まれる によりて 費府に 去りし が 如し， 神 は 余 を 彼女に S よし 

め 給 ひぬ。 而 して 今 は 永久に 遇 はざる 可く 別れし め 給 ひぬ" 彼女の 運命の 此後 如何に 導かる， t を 思 ふに も、 余の 胸 は 怪しう 

戰 くを覺 ゆるな り。 强き 心と 優しき 情 持ちて 生れた る 人よ。 余 は 彼女に 多く 接し 得 可き 機會を 持ちながら 殆 んど數 言の 外 は 

彼女と 語ら ざり き。 いとしければ いよく そ を 言 ひ出づ るに 鈍る 余が 臆病なる 舌よ I 嗚呼 彼女 は 余に 優し かりき。 天女の 
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如き 笑ま ひ §ef は 今 余 を 捨て去りぬ— 鳌 潮く 籠に i らんと し 摘みし 白百合 も 花 f うなりぬ。 

さきよ 秋。 余は此 遺に あるべ かりし なり。 sy 露 だに 余と 共に ありし は、 扉の 余が 幸な り。 彼女の 去れる は 余の 

常 こ 園れ るな り。 さなり、 誠に さなり。 秋、 秋、 秋。 余 は 御身の 愛子な り- 冷 かなる 胸よ 余 I け。 余が 頭 は あまりに 熱け 

れば、 氷の 如き 汝が胸 こそ 余が 頰を 冷やす に はふ さ ひたれ QI  if  11  "？ .  I  。『 略す) 

九月 四 or 日曜日。 晴。 實に美 はしき 安息日な りき。 患者と 共に 出で、 庭に あるに 西風 萬 里 を 吹きて、 心 亦 萬 里に 行く の 

槪 あり。 

朝 (IC  F2C の傳を讀 み、 彼が Oliver  C 画 I に 遇 ふの 一 節に 到りて、 余 も 思 はず I り 二度 震 快哉 を 呼ば さる 能 

は ざり き。 C11 の 率直 も Fox の 前に は (此 I 許 釋者は 1 つ g の 性 を 云ひ顯 はすに， i き なる 語 を 以てせり" 余 は 

比 expression を 好む) 一 侗豹變 を 事と する 政略家な り。 1々>》 の 大瞻も nsnwcu の 前に は 一 個 經驗少 き 宗教. ^なり。 1-CK の 

自記に よれば 彼 I る^な く  P (霞 ユー に說 くに 神意 を 奉戴す 可き を 以てし、 ？ョ11は"71まニ气 と 云 ふ 答辭を 

S して 謹斜 なら ざり し 趣 I せり。 されば とて (ざ 画』 は此 位の 事に 今更 感服す る 人に は あらま 可し。 f の 若き 

大瞻は crll か 常人と 見たり しのみ なりし かど も、 其 中には 必ず 一種の 敬畏 なき 能 は ざり しなる 可し。 nil 一 の老 

いたる 器 度 ir  Fox ま 異才と して 仰ぎし かど も、 其 中には 必ず 一種の 輕 意な キ. 能 は ざり しなろ 可し。 眞菅 にして しかも 

矛盾 ある 一名 畫を 見る の 心地 あり (此觀 察 は 余の 常に 違へ り。 ボル テ T ルかス ヰ ブト 余の 心に 娃人 りしなる 可し) 

此 g  Mr.  Hall より "Fire-side  Encyclopedia  of  Poetry" を 借り 来りて 讀むリ "？  .  I  。f ごき" は それより 寫せ しも 

のな り 0 

九月 六 nr 火曜日、 啧。 秋愍 1 深うな りぬ" 朝な ど シャツ 一枚と なりて 働かん とする に ほと く寒豫 ヶ-覺 ゆる 計りと なり 

ぬ。 食堂の 隅に こ ほろ ぎ啼 けり。 

比日 此院に 可憐なる 一 小兒 二人の 婦人に 伴 れて來 ぬ。 I  i らんと して そ を 見に りし 二人の 老いた ろ 患者、 他の 


老いた る 1 スに向 ひて 云へ らく  "I luivc  caught  a  g ぎ ce  of  the  outside  world!- と。 余 は 其 後ろに ありて ず！！： v 二して 

眼. ゲ閉ぢ ぬ。  ， 

此朝 快活な ろ聲 と共に Lily 其 家より 出で 来りぬ" 相 遇 は ざり し 事 幾日 ぞ。 亂潮 胸に 狂へ るを覺 えて 余 は^えず- 錄を 放た 

ん としぬ (From  "Maidenhood"  by  II.  W.  Longpuo\\n44! す)。 

され ども 今 は 余 自ら を 冷 かなら しめんと す。 佘は 心の中に 囁きて 曰 ふ "I  myself  must  mix  with  action,  lest  I  wither 

by  despair." 然り、 働く の 外な し。 汝の淚 を 汗に 代へ よ" 

此日 午後より 休暇， > 得 たり。 余 は大井 君が 来遊 せんこ とん 慮り、 室に 歸 りて 暫く 休憩した る後院 庭に 出で しに、 と 原 君 

との 來 るに 遇 ひぬ。 彼等 を 案内して 庭 を 見せ 後 芝生に 坐して 語る。 夕刻 ni 人 共に 汽車に て 費府に 出で 彼等の 下宿に 到りて 

憩 ふ。 余 は 或は 彼等と 同情の 入たり 得 じ。 彼等の colon に應 ずる 事 は 余に は 不可能なる ベし。 原 君 は に 生きつ、 あ 

り。 大井君 は 論議に 生きつ X あり。 されば 余と 1. 其 住む 所 を 異にせり。 

九月 4iB。 水曜日。 晴。 さして 變れる 事 もな し。 遼 東の 戰は 我が 軍の 勝利り なりぬ。 露 は 奉 天府に 向って：：： a 却 をい ぉナ つ.， 

あり。 

此日 兄より R 本の 或 新聞に 飜譯 せられて 現 はれた る Tolstoy の 日露 戰爭蠲 を 经り來 る。 彼の 好意， - 謝しつ  椅子に よりつ 

っ熱讀 して、 今更に 深 ざ Impression に 打 たれぬ。 余 は眞に 基督教 信者と して 單純 明白なる 立場に 立ちつ.. あり や 。余，^ の 

神學と 功利主義 とに 迷 はされ つ、 あらざる や。 常に 凡てに 勝りて 神意 を 奉ぜん 事を勉 めつ，， あり や。 余 は Tolstoy の 文， -Jg 

む 毎に、 眞理. 此 中に ありと 思 はざる 事な し。 而 して 自ら はこれ に從 つて 是が實 行者た る 事 能 はず， R2soa を^して これ を 

實 行に 附 する 能 はざる 苦痛 は 甚だしき かな。 

此 H 大井、  >ュ ぎ" 及び 111 好の 諸氏より 手紙 を 受く。 三 好 は マ-二 フの 人となり しと ぞ。 何の 業 を 彼 所に たりし か。 

九月 八 B。 木曜日。 喑。 此數日 美しき 秋の 天 氣打續 きぬ。 晴れた る 秋の 日ば かり 心 ゆく もの は あら じ 。藤 村が 紀行の 一形 こ 
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秋 をめ で > -、 春の あわた やしきに は 似ず 靜 かに 澄みて 心すが くしと 樣に 記せる は、 余が 心 を 得たり。 一年が 間に 經來 りぬ 

る 事 や 思 ひや を靜 かに 囘 想して、 微笑まん にも 泣かん にも ふさ ひたる は 秋な り。 物の 亂れ たるが 整 へらる 可き 時な り。 細事 

をな す を 厭 ふ 少女 だに 夜長の 靜 かなる 頃 を 針箱に 亂れ たる 糸 ほどき 分けん との 心萠す 可し" 佘も亦 寂寥の 中に 立ちて 心 を i 

.^i 萬 镇の想 一道 直々 たる 道と なりて、 美醜 1 ら さまなる 宛ら 明鏡の 前に 立つ が 如し。 秋の 楙 しき は是 あるが 故な り 

比日 も 患者と 共に 庭に 出づ。 Fox の自 傳を讀 む。 又 兄 及び 大井 君に 手紙 を 書く。 

午 も 亦 芝生に 出づ。 此 眠り 足らざる が 故 か睡氣 催して 多く 讀書 する 事 能 はず。 恥づ 可き かな 不邁の 子 

夜 "Mental  Diseases" を讀 む。 

此夕 Lily 余に うれしき 笑を與 へぬ。 彼女の 笑 ひ は 余い 淚を誘 ふ。 され ども 彼女 は 厭 はしき 所 あり。 余 は 彼女が 今にして 

女の vanity より 救 はれん 事 を 祈る。 夜散步 す。 夢 多し。 

九月 十 一 日。 日曜日、 晴。 此 日朝 o「f を 得たり。 先日 一 El の 所に 語りし 時、 彼 は 今日 余 を Meeting-house 

こ 伴 ふ 可し と 約したり。 余此 約束 を 犬なる 約束の 如く 覺 えて 早 起しぬ" 九 時半 頃 其 家に 到りて 呼 鈴 を 引く に、 輕く柔 き 靴音 

聞え て 雪白 を裝 ひたる Lily 余 を迎 へぬ。 夢の 郷に 入りぬ る 心地と なりて 客間に 彼女と 無邪氣 なる 事共 語る。 馬車に は佘彼 

女と 相：^ ベり。 肩の 相 摩する に 怪しき 戰 きを 知る。 ooethe が Werther の 一 節 を 思 ひ 出で て 11 。  Meeting に は 1 入の 祈る 

もの 語る ものな かりき。 され ども 余に は そ は 最も 力 ある 集りな りし" 余 は 約 一 時間 枯暉の 人の 如く 默 して 俯 首し ぬ。 主は佘 

に 力 を 賜 ひぬ。 余の 心 は 確かに 力 を 感ぜり。 余の 爲 しつ. -1 ある 所 はよ しとの conviction を 得たり。 余 は 力 を 得たり。 然り 

余は活 きつ & ある 人の 如く 活く 可し。 主の 力 をして 余の 凡て を 支配せ しむ 可し" 嗚呼 余 知る、 余が 余 自身に 賴 みし 時 は 凡て 

失お なりし を。 さらば 何故に、 何故に 神の 人たら ざり しゃ。 神の 人と は 神と 人と に 事 ふる 人 を 云 ふに あらず。 神に 事 る 八 

なり。 

Meeting-house こ 一」 Brinton の 親戚なる 人に 遇 ふ。 可憐な ろ 少女 を 連れたり 。余に 中 食 を 共に せん 事 をす x め たれ ども そ 


を辭 しぬ u  ニー  11 の 紳士 貴女 余に 来りて 溫き grcethg や 與へ吳 る \ に 遇 ひぬ， 異鄉の 人に 向 ひて 一杯の 冷水 を 恵む.^ よ 讚む け 

きかな。 余 は 心の奥底に 多大の 尉藉を 得ぬ。  - 

午後より 患者 と共に 芝生に 出づ" Fox の 自傳の 中より 强き語 を？ おたり。 彼が friends に 宛てた る 霄 翰の 一節な り。 

"Be  patterns,  be  exallcs  in  all  countries,  places,  IBlams,  Ions,  wherever  you  cie,  that  your  life  and  conduct ョ ay 

^spo^  among  all  sorts  of  people  and  to  thes つ、 

此夜讀 書せ ずして 早寢 す。 

九月 十一 一 B。 月曜日。 啧- 夜に 入りて 雨。 朝 例の 如く 患者と 共に 芝生に 出づ。 Fox の傳を 讚む。 感ずる 所 多し。 壬 fe およ 

り 端 書 来る。 隆 ni 及び 他の 一人と 共に 富. H に 登りし とぞ。 彼の 詩囊は 重き を 加へ しなる 可し。 

此夜九 時 Mr.  が Hall 氏 方に 來 るとの 報知 を 得て、 九 時より 彼 所に 到れり。 彼 は Mr,  Nitobe の 書、 內村 氏の 新 

渡戶 夫人に 经れる 書な ど 持ち 来りて 我等に 讀み 聞かせたり。 故國の 事情 思 ひ やられて 暗淚厘 i 胸に 逼る。 新渡戶 夫人の 云 ふ 

所 は、 普通の 忠實 なる 基督 敎 信徒の 云 ふ 所 なれ ども、 最早 余に は强く 響かず" wlkbtoa 氏の 云 ふところ も 余の 旣に 知れる 

ところな り" 嗚呼 而 して 余 は尙 余の 明かに 知れる ところ を實 行す る 能 はず。 是れ 余が 棘な り、 痛みな り。 余 ほひ i と 呼 

ばる、 に ふさ はしからず。 これ を 如何にすべき や。 此夜十 一 時、 諸氏と 別れて、 獨 り 余が 房に 歸れ ば、 御 I く 余 を 打ち 給 

ひて. 余 は 眠る 能 はずな りぬ。 幾度 か 起き 上りて 祈り たれ ども、 平安 は 歸らず 0 窓外に 雨降りたり。 涙と W とこて 半夜 を 明 

力す- 

余が 重荷 は大 なり。 基督そ^ 分ち 給 ふに あら ざれば、 余 は 其 重きに 死 せん。 主よ、 心 弱き ものに 祈り を敎へ 給へ。 

"グ oe  is  me,  for  I  am  undone  !"  I  Isaiah. 

九月 十 1  一一 or 火曜日。 曇， 雨" Frank と 云へ る は I^oberts に 次ぎて 此院の attendant となれ る ものな り。 彼の 年 は 二十 二 

なりと 云 ふ。 神經 質ら しき 捜せた る靑 年に して 俳優た らん 事 は 其 唯！ の 希望な りと 云へ り。 彼 は 二週間 程 前に 来りぬ。 彼の 
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秋 をめ で >t、 春の あわた. - しきに は 似ず 靜 かに 澄みて 心すが くしと 樣に 記せる は、 余が 心 を 得たり。 一年が 間に 經來 りぬ 

る 事 や 思 ひや を靜 かに 囘 想して、 徵 笑まん にも 泣かん にも ふさ ひたる は 秋な り。 物の 亂れ たるが 整 へらる 可き 時な り。 細事 

をな す を 厭 ふ 少女 だに 夜長の 靜 かなる 頃 を 針箱に 亂れ たる 糸 ほどき 分けん との 心萠す 可し" 佘も亦 寂寥の 中に 立ちて 心 を i 

ずュ L ズ、 萬 鎮の想 一道 直々 たる 道と なりて、 美醜 明ら さまなる 宛ら 明鏡の 前に 立つ が 如し。 秋の 浙 しき は是 ある 力 故な り 

比日 も 患者と 共に 庭に 出づ。 l"cx の自 傳を讀 む。 又 兄 及び 大井 君に 手紙 を 書く。 

午 も 亦 芝生に 出づ。 此 2- 眠り 足らざる が 故 か睡氣 催して 多く 讀書 する 事 能 はず。 恥づ 可き かな 不邁の 子。 

夜 "Mental  Diseases" を 讀む。 

比 夕 Lily 余に うれしき 笑を與 へぬ。 彼女の 笑 ひ は 佘ぃ淚 を 誘 ふ。 され ども 彼女 は 厭 はしき 所 あり。 余 は 彼女が 今にして 

女の vanity より 救 はれん 事 を 祈る。 夜散步 す。 夢 多し。 

九月 十  一 B。 日曜日、 晴 Q 此曰朝 off を 得たり。 先日 ま" Uall の 所に 語りし 時、 彼 は 今日 佘を 1 つ rankford  Meeting-house 

に 伴 ふ 可し と 約したり。 佘此 約束 を大 なる 約束の 如く 覺 えて 早 起しぬ" 九 時半 頃 其 家に 到りて 呼 鈴 を 引く に、 輕く柔 き 靴音 

聞え て 雪白 を 装 ひたる Lily 佘を迎 へぬ。 夢の 鄕に 入りぬ る 心地と なりて 客間に 彼女と 無邪氣 なる 事共 語る。 馬車に は佘彼 

女と 相： JT へり。 肩の 相 摩する に 怪しき 戰 きを 知る。 つ scthe が Werther の 一 節 を 思 ひ 出で て 11 0  Meeting に は 一 入の 祈る 

もの 語る ものな かりき。 され ども 余に は そ は 最も 力 ある 集りな りし。 佘は約 一時間 枯禪の 人の 如く 默 して 俯 首し ぬ。 主 は 余 

に 力 を 賜 ひぬ。 余の 心 は 確かに 力 を 感ぜり。 余の 爲 しつ  ある 所 はよ しとの conviction を たり。 佘はカ を 得たり。 り 

余は活 きつ. t ある 人の 如く 活く 可し。 主の 力 をして 余の 凡て を 支配せ しむ 可し" 嗚呼 余 知る、 余が 余 自身に 鎮 みし 時 は 凡て 

失改 なりし を。 さらば 何故に、 何故に 神の 人たら ざり しゃ。 神の 人と は 神と 入と に 事 ふる 人 を 云 ふに あらず。 神に 事 ふる ノ 

なり。 

Meetlng.hoi こて ikintcn の 親戚なる 人に 遇 ふ。 可憐な ろ 少女 を 連れたり 。余に 中 食 を 共に せん 事 をす. -め たれ ども、 そ 


を s しぬ" 二三の 紳士 貴女 余に 来りて 溫き greethg や 與へ吳 る X に 遇 ひぬ" 異鄕の 人に 向 ひて ！ 杯の 冷水 を 恵む 入よ 讚む，^ 

きかな。 余 は 心の奥底に 多大の 尉藉を 得ぬ。 

午後より 患者と 共に 芝生に 出づ。 Fox の 自傳の 中より 强き語 を？ おたり。 彼が friends に 宛てた る齊 翰の 一節な り。 

"Be  patterns,  be  examples  in  all  cogtries,  places,  islands.  Ions,  wherever  you  8 ョ e,  that  I life  and  conduct ョ ay 

preach  among  all  sorts  of  people  and  to  thes に、 

此 夜讀窨 せず して 早寢 す。 

九月 十二 B。 月曜日。 晴- 夜に 入りて 雨。 朝 例の 如く 患者と 共に 芝生に 出づ。 Fox の傳を 讚む。 感ずる 所 多し。 壬 生 よ 

り 端 書 来る。 隆 ni 及び 他の 1 人と 共に 富士に 登りし とぞ。 彼の 詩囊は 重き を 加へ しなる 可し。 

此夜九 時 Mr.  Elk:nton が Hall 氏 方に 來 るとの 報知 を 得て、 九 時より 彼 所に 到れり。 彼 は Mrs.  Nitobe の 書、 內村 氏の 新 

渡戶 夫人に 经れる 書な ど 持ち 來 りて 我等に 讀み 聞かせたり。 故國の 事情 思 ひ やられて 暗涙 腫 i 胸に 逼 る。 新渡戶 夫、 ゥ 云 ふ 

所 は、 普通の 忠實 なる 基督 敎 信徒の 云 ふ 所 なれ ども、 最早 余に は强く 響かず" ほ Ikints 氏の 云 ふところ も 余の 旣に 知れる 

ところな り" 嗚呼 而 して 余は尙 余の 明かに 知れる ところ を實 行す る 能 はず。 是れ 余が 棘な り、 痛みな り。 余 は^^ひ "徒と.,， 

ばる &に ふさ はしからず。 これ を 如何にすべき や。 此夜十 一時、 諸氏と 別れて、 11 り 余が 房に 歸れ ば、 御手 龍く 余 を 打ち 給 

ひて 余 は 眠る 能 はずな りぬ。 幾度 か 起き 上りて 祈り たれ ども、 平安 は歸ら ず。 窓外に 両 降りたり。 淚と 祈と こて 半夜 を 明 

かす" 

余が 重荷 は大 なり。 基督そ.5^分ち給ふにぁらざれば、 余 は 其 貢き に 死 せん。 主よ、 心 弱き ものに 祈り を敎へ 給へ。 

R ン.？ ひ is  ine,  for  I  am  imdone  ！  一一- 1  Isaiah. 

九月 十 1  一一 nr 火曜日。 曇、 雨" Frank と 云へ る は Roberts に 次ぎて 此院の attendant となれ る ものな り。 彼の 年 は 二十 二 

なりと 云 ふ。 神經 質ら しき 瘦 せた る靑年 にして 俳優た らん 事 は 其 唯！ の 希望な りと 云へ り。 彼 は 二週間 程 前に 来りぬ。 彼の 
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無 i こして 勤勉なる は 余の 同情 を惹 きぬ。 余 は 能 ふ 限り 彼に 便宜 £ へたれば、 彼 も 亦 余に 最も 親し かりき。 彼の 父 は 彼 

の i 時 Is し、 彼の 母 は 病床に、 彼の 姉 は 精神病院 にあり。 彼 は憐む 可き 謹に あるな り。 而 して 其 母 は 彼 を 此處に來 

らしむ る 事 I せず。 彼 も 亦 此處の 仕事に 堪 5 ざる I ひ、 今 朝議 I を 去りぬ) Sim. 

など 懇ろに 余に 乞 ひて 彼 は 出で 行きぬ。 余 は 何とな う 彼の 前途 を 危ぶむ を 禁ずる 事 能 は ざり き。 

余赢に 代りて 今夜より nf 翁 をな す 事と なりし かば、 晝食 の 後 は 室に 歸る。 眠り を 取りて 今の 中に 安息せ ざる 可 力 

、ヒ すきへ i ま 眠り 難く して 徒らに S のみ 心に？。 余の 心 は 自ら 量り 難き 迄に 物 狂 ほしく 矛盾に f たり。 さなり 

余の、： J は 矛盾に 滿 ちたり。 時には 餘 りの 甚 しさに 呆然と して 噴 笑す る を 禁ずる 能 はざる 事 あり。 

i の f 雨と なりぬ" 暫く 散歩して I の擎に 就く。 去る 曰 g を訪 へる 時、 氏 は 余に 貸す にき I  oi 

Life  II lei f  of  Stephen  I.  rhilalhia  (一 つ ris  n  I  Ardx  st.,〕 て ふ f 以てしぬ。 余 は 尙讀む 

可き 他の 書 を 有したり しか だ、 其 儘に して 今日まで 讀ま ざり しが、 今夜 孤燈 の下靜 かなる f 籠め て熟讀 し、 余は殆 んど佘 

自身の 心 誘 富 S むの 思に 堪へざ I。 余が 此數 曰の 醒に i しめんと して 云 ^ め 能 は f し 思想 を、 Sf0 

白に 余に 示せり。 其 二三 を 摘記 せんか (略す)"  I 

an -a 余 i 曰 簾の 余の I にかく 記し 得た らん 事 I へりし なり。 余 i きさん 事 

を懼 れた りき。 しかも 此 苦痛 は 今の 余が 善 をな きらん 事 It の 墓より は 痛く 輕し。 余の 心 は此事 あるが 爲 めに 悲む。 

善を罕 は 余の 好む 所、 而 して 平安の 来るべき 唯一の 道な る を 余 は 明かに 知る。 而 して 余 は そ を 行 はず。 佘、 余が 心 を 以て 

矛盾に 滿 ちたり と 云へ るは宜 ならず や。 され ども 唯一 事、 神 は 余に 唯一 事 I け 給 ひぬ。 そ は 如何なる 事 ありと も絕 望せ さ 

らんとの なり。 さなり、 塞 を 信ぜし めら. 一 たる ものに は、 議は 忘らる 可き なり 一 絕胃囊 を 意味 T。 永遠 は 

實在を 意ず。 襲の 前に は I は 全く 無意義な り。 此 畏懼す 可き 永遠の 前に 余 百度 靈 すると も、 そ は 全く 無 f り。 そ 

ま 百度 絕 望て ふ もの 否定 をな すに 過ぎ ざれば なり 0 


^れば 余 は 凡ての 障碍と 凡ての 困難と 凡ての 試練と に堪 へざる 可から ず。 ^し、 余 は 永遠？ 表に 立てり、 余 は 永遠に 築かん 

事 を 試む 可し。 来れ 蹉跌、 来れ 毒 杯、 余 は 今 は 小に して 弱く、 脆く して 喑 けれども、 永遠 は 余が 導 者 余が 鞭撻な り。 風に 逐 

はれて 起る 大濤 小波、 I 粒の 石塊 を 思 ふが 儘に 弄び 得 可し。 しかも 風 止まば 波 は 無 からん。 風 止む とも 其處に 一粒の 石塊 は 

殘れ り。 

九月 十四日。 . ^曜日。 雨。 蕭々 たる 雨に 夜 は 白みぬ。 nightman が爲し 終る 可き 朝の 仕事 をな し 終へ て 室に 歸る。 痛く 

疲れたり。 床に 入れば 同じく 眠る 事 能 はず。 樣々 の 事 を 思 ふ。 此院を 去らん も數 日の 間に 逼 りぬ を 思へば？^. しき 物 J;^ まし さ 

を覺 ゆ。 

午後より 雨の 中 を 散歩す。 

夜、 思 はざる に Arthur 院に訪 ひ來る (雨 を 冒して〕。 手を秉 りて 歟 極まる。 彼 は資に 美しき 心 持てる 若者な り C 余 を び 

其 家庭に 伴 はんが 爲 めに 来れり と 云 ふ。 これ 余が 望みし 所な り。 余 は 彼 を 伴 はん 事 を 乞へ り。 彼 は 今，；^ 余に 吿 ぐるに、 彼の 

長 姉 は 約 十 年 前狂氣 となり 遂に 自殺して 死せ る ものなる 事 を 云へ り。 余 は 初めて これ を 知れり。 而も 余 は 敢て驚 かざりき。 

彼の 家庭に はかくの 如き 感情の 氣滿 てり。 余が 彼處を 愛する はこれ が 故な り。 强き 感情 は 彼 家 を 支. g する 广勿 なり" 

夜 九 時より 例の 如く 夜 直の 椅子に 就く  0 兄に 書 を 書く。 此夜約 二 時 異常なる 暴風 襲ひ來 りぬ" 激雷怒 雨 旋飑： 大と 地と を撼 

かす。 快哉の 思 禁ずる 能 はず。 

九月 十五 曰。 木曜日。 快晴" 曉の 至る と共に 雨 漸く 止みて、 朝の に ちぎれた る霉 吹き 殘 された る 風の さすらへ る もの か 

ら嵐 やみし 秋の 日の 快 さ 涙 誘 ふ 迄に 身と 心と に逼 る。 獨 り 庭の 彼方此方 飽く 事な くさ まよ ひたり。 雨に 洗 はれた る 砂の、 白 

く 一  帶の帘 敷きた る 如く 地の 凹みに 積まれた る。 枯れた る將た 萎み. たる 枝 や 木の葉の 算を亂 して 院 庭に 落ちた るが 冷 かなる 

軟風に 輕く 乾きた る 聲 を爲 せる。 風す さみし 方に 靡け る 草の根に、 寂寞の 限り を盡 して 靜 かに 蟲の f がいする。 水 さ 一入し は, Si チ次 

の 如く 凝 霜の 散る。 花園に 出 づれは Lily の爲 めに 夜 〔母に 摘みし 百合の 痛ましく も 重なり 倒れた る、 いづれ か 秋の 哀れなら 
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ざる。 あはれ 余が 兹を 去る 可き 時 は 目前に 逼 りぬ。 憤ろ しき 事、 謝す 可き 事. 悲しき 事、 嬉しき 事の 澤 なりし は此院 なりし 力 

な。 余が 曰 毎に 到りし 芝生の 彼方なる 小さき 森に 分け入りて、 ブナの 老木に H.  >.  f  と 我が 名 を 彫りつ けぬ" を か. 

しきょ 人の、 しなり。 凡て は 逝きて 留る 事な き此 世に 生 を？ ながら、 何物 か 記憶 を 其 所に 殘 さんと 計るな り。 余が 名 を 彫りし 古 

木 はやが て 其 地 畑き されん が 管 切り倒さる 可し。 若しくは 一夜の 風 S 脆く 碎く 可し U 若しく 禱火 I の 間に そ を 

？ * ぬ 可し。 余よ くこれ を 知る。 而 して 尙 余が 名 を 其處に 彫らん とする を 禁ずる 能 はざる なり。 奈 翁の 爲 せる 所、 シ， 

ザ ー の爲 せる 所、 唯斯 くの 如きの み。 彼等 は 野心の 爲 めに 動かされて 萬 人の 骨を碎 けりと 人 は 云 ふ、 而も 其 所謂 野心なる も 

の は何ぞ や。 野心なる もの  下 底に 潜める もの は何ぞ や。 不朽の 追慕な り。 永遠の 告白な り 。彼等 も 亦憐む 可き にあらず や。 

彼等の 持てる 所の もの は 我等の 持てる 所の ものな り。 彼等の 熱 求せ し 所の もの は、 我等の 熱 求す る 所の ものな り。 彼等 も 亦 

憐む 可き にあらず や。 

朝 余が f 片附 けて 此處を去 る 可 If なす。 午 f  S 『- き より 借り來り し 1 の傳 を急讀 す。 夕食の 後 は獨り 

余が 行き 慣れて 淚と 親しみし 彼の 森 蔭に 分け入りぬ。 蔭に 入れば 夜毎に 兹 になされ たる 限りなき.^ 慨の 一 つくに 活 きて 余 

を 襲 ふ 計り 重き 想の 先，、 つ 余が 胸裏く 閉ぢ ぬ。 例の I  f に 登りし 頃 は 日 旣に沒 して 月 白う 稍 高き 東 S にあり き— 

神 は 直ちに 祈 を 敎へ給 ひぬ" 余 は 神に 感謝す。 余 は 勝利者の 祈 をな し 得たり。 余 は 今宵 余 を 永く 苦しめた る 凡ての 上に 熱 

き 祝福|& たり。 I、 十字架に つけられ 給 ひし 主よ、 爾のカ は 如何に 犬なる かな" 爾は 兄弟 基 ふに 慣れたる 人の子 

の 唇に も 仇 を 祝す 可き 歌 を 2^き？> ！-給 ふなり。 

夜 七 時 牛 Mr.  Hall を訪 ふ。 今日 迄に 彼の 家族が 余に 與 へし 犬なる 慰藉 を 謝せん とてな り。 他に ある 可 かりし sail も 

Lily も佘を 見ん が爲 めに 歸り來 りぬ。 九 時 少し 前 迄 種々 の 事 を 語る。 余 は 彼等の 深 情に 酬いん 爲 めに I の "of 

Co ョ edy- を经 りぬ) 別る &時は 互に 溫き笑 を 以て。 され ども 余 は 自ら 冷し 果てた る 心 を もて。 「事 終れり」 と 十字架に つ.^ 

られ たる 余が 情 は 叫びて 眼 を閉ぢ ぬ" 此夜 例の 如く 夜 直す。 


九月 十六 B" 金曜日。 快晴" 理想的と も 云 はま ほしき 秋の 日な りき。 朝 八 時 十九 分、 此院の 誰 や 彼 やに 暇 乞 ひして 院を出 

づ。 ふり か へ り 見れば 一 樹 一 草の 上に も盡 きせぬ 囘想 あり。 

費 府に著 すれば Arthur ありて 余を迎 へ、 共に City  Hall に 登臨し、 又 natural  goience の MU9M«n を 兑てニ 時 五 卜 分の 汽 

車に 乘り Ayondale に 到る。 停 軍 場に は Ji ョ， Fanny と Baby と 余 等を迎 へつ X ありき 。余の 心 は プア-一 ，の それと 相 合しぬ < - 

彼女 はか は ゆし。 彼女の 恨 多き 眼に 見入ら るれば、 天使の 前に 立ちし 心地して 余の 罪深き 眼 は 自ら 恥 ぢに垂 る.， なり。 J ーョ と 

Baby と は 馬車に て 去り、 殘れる ni 人 は^みぬ。 兄と 妹と は 親しく 物語りて 余に 先んじ、 余 は！^ り 彼等に 綾き ぬ" 始めて 此 

處に來 りし 時 は 親しく 彼女の 手 を 取りて 心 S1C きな く 面白き 事 語り合 ひしが、 今 は 彼女 年 lik けて そ を恥づ 可くな りぬ U 皮 女よ 

人の 前にて は 余に 口 を 開かん とだにせ ず。 余の 言 ひ 出づる 言葉 は 最も 單 I なる 返事に て切斷 せらる., なり。 余 t.^ の 如き 二 

遇 ふ 毎に 入 は 如何 なれば 老いざる 可から ざる や を 恨む。 

家に 着けば 凡て 淚 (女子 は) もて 余を迎 へ吳れ ぬ" 余が refuge よ。 なつかしき 所よ。 

此夜 牧場の 彼方に 到り 獨り 草の 上に 坐して、 兼ねて 期した る 如く 思 ふ 儘に 泣きぬ。 手 巾の 濡れて 絞る 計りと なりし 時、 >J 

はや > ^すがく しき を覺 えつ。 エホバ を 讃美して 家に 歸 りぬ" 此 夜の 眠り は 宛ら 天國の それの 如かり き。 

九月 十. PBU  +: 曜日。 晴。 裏の 庭に は 林檎- 花の 如く 實 りぬ。 今曰フ ァ -ー ー は 朝より 乘 馬して 多く 家に あらず。 余の 心 は 

空し かりき。 晝の頃 人な き 所に、 彼女と 余と 唯 二人 (彼女 はたく ましき 白馬の 上より 余 はらち によりつ、) 相 面しぬ， ... 女よ 

其 恨 多き 眼に 沁み 入る 如く 余 を 眺めぬ。 余 も亦然 かしぬ。 二人の 眼に は 自ら 淚 溢れ 言 ひ 合せた る 如くに 苢を 垂れぬ" 我等な 

らで 何人 か此悲 みの 深さ を 味 ひ 得ん や。 嗚呼、 彼女 は 余 を 知る。 余 は 彼女 を 知る。 此 一 瞬の 思 忘る 可 けんや。 永遠 は， 七^ ii 

に 縮められたり。 

彼方此方 镯 り見步 くに、 變遷少 き此邊 僻の 農家に も 自然の 變じ 行く が 如き 徐々 たる 變化 (寧ろ 進步) は 見られ 得 可し。 入口 

に はさ 》 やかなる 門た てられぬ。 敷石 は pavement となりぬ" 佘は此 小さき sign  of  prosperity を 心よりの 微笑 もて 祝 ひ 喜-よ 
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さる 能 は ざり き。 

九月 十八 曰。 R 曜日。 晴" 實に美 はしき 安息日な りき" 朝 は ArLluir と 大工 小屋に て 種々 なる 事 語る。 午後 は獨 り林擒 園の 

中に 分け入りて、 黄ばみが てなる 草 を 敷きて 默考に 耽る 事 凡そ 二 時間。 靜 かなる 秋の 日を靜 かに 物 思 ふ はこよ なく ふさ はし 

きものな り。 

余 は 思 ふ、 世に Fanny の 如く 天 眞の子 を 見ず。 基督が 神 を 愛し 給 ひし 熱心に、 彼女が 其 父 を 愛する の 熱心に、 見ら る 可 

し。 彼女の 人の 愛に 答 ふる 其 情 は 火の 如く 熱く 針の 如く 銳し。 余 彼女 を 愛し たれば 彼女 も 亦 余 を 愛しぬ。 二人 相问 へば 涙 は 

二人の 眼に 浮びて 我等の 心 は 一 となる。 彼女と 余と は 不可思議なる 緣の絲 に 結ばれた る 魂なる 可し。 彼女の 何處 にも 美 

はしと 指して 云 はん 所 はなし。 余 は 此の 如き 面と 姿と を 何處の 巷に も 求め 出 づるを 31^ 可し。 され ども 彼女の 全身 は、 余に 

とりて は 唯一 の charm なり。 彼女の 足音 だに 余を戰 かしむ、 彼女 も 人の子 なれば 幾多の 缺 i! に滿 てるなる 可し。 され ども 

余に とりて は 彼女 は 純 其 者な り。 彼女の 前に 立つ は 天使の 前に 立つな り。 彼女 は 米 人が 金 を 知れる が 如く 金 を 知らず、 虚 

辭を 知れる が 如く 虚辭を 知らず。 天才の 如き： ほ覺と 嬰兒の 如き M 純と を 有す。 

嗚呼、 さはれ 時 は 凡て を 埋め 盡す 可し。 彼女が 稍 長け て 其 足 一度 此 自然の 搖籃を 出 でん 時、 夢 は vanity と 交換 せらる 可 

し。 さはれ、 これ 抗 する 可から ざる 人の子の 運命な り。 世よ、 汝の カを盡 して 彼女 を 弄せよ。 さはれ 天國は 彼女 を 担まざる 可 

し。 彼女 は 美しく 造られ たれば、 美く しく 受け入れら る 可し。 余 は 墓の 彼方 を 思 ふ U 余 は 其處に 彼女 を 抱き 接吻し 心の 限り 

を 打ち明けなん。 余 は 人の 前に かく なすこと 能 はず。 され ども 神の 前に かくな す 事 を 得。 祌は余 等 二人の 心 を 憐み給 ふ 可し。 

二人の 相愛す る は 神の 御 業の 美しき を讃 ふるの 歌 なれば なり。 

" And  that  in  heaven  thou  hopcst  agam  to  share 

in  sight  oi her,  and  vvitli  tliine  atms  to  lold  : 

IIopo  then  ；  nfl- cf  this  comfo.t  q-uit  t:hv  hold."  IGludo  ravalcanti l 


誠に 愛 を 理解す 可く 此世 は餘 りに 汚 驗の末 遠く 走り去りたり。 余 等の 愛 は 口 を 襟まざる 可から ず。 愛の 語る 可き 時 は？^ か 

なる 未來 なり。 今の 時 は 呪 ひ、 叫び、 虚僞、 詈り、 肉 慾の 愛吼 ゆるの 時な り。 余 等 を 彼等の 飽く なき^に 渡す ベ けんや。 深 

く 包み 固く 藏 め 胸の 最も 奥まりた る 所に 此尊 き珠を かき 抱き、 余は默 して 世と 戰 ふの 人と ならば や" 愛の 嫉 みなく 相酬 はる 

可き^ ras ルを 造ろ 一 助と ならん が爲 めに 余は默 して 世と 戰 ふの 人と ならば や。 主よ、 力 を與へ 給へ。 

此夜此鬧居の靜寂を破りて，5^^人ばかりの男女の客訪れ來りぬ" 彼等 は 皆 打開き たる 心の 人々 にて、 語る に 屑の 凝る を $卞 え 

ざり き。 此 家の 主人 主. M 音樂を 奏づ。 Fanny 晚遲 くまで 起きて ありき。 今 { 宵 こそ 彼女 を 見る 可き M 後と 思 ふに、 余 は 彼女の 

面 を 仰ぐ に堪 へず (The  Last  Rose  of  Summer. 略す)。 

九月 十九 月曜日。 晴" 凉 冷水の 如し。 今日け 余が 此家を 去る 可き 日。 朝學 校に 出で 行きし Fanny ゃ经り Baby を 送る。 

十 時半 此家を 去る。 Art 一 £r は 余の 旅 囊に數 ^の 梨 を 投じぬ。 主 父 例の 如く 余が 爲 めに 馬車 を 停車場に 驅る。 數 分の 問に 

なつかしき 凡て は 余の 眼より 消えぬ。 さらばよ、 余が 隱れ 家、 余が 愛の 汚れな く 眠る 處。 

汽車 は 余 を 費府に 運び去りぬ。 余 は 其 後の 平凡なる 生活 を此曰 記に 書く の勇氣 なし。 唯 黄塵 萬 丈の 中 暇 乞 ひや SIX 物 や： 效な 

き 事に 時 を 消したり とば かりにて 足らん。 

費 府に來 りて 大學の 寄宿 舍に舜 三 君に 遇 ふ" 又 eor6 の illustrate せし Dgte の "Purgatory  and  Paradise" を IM ふ。 此ニ 

事 稍 記す 可し。 

Avoadale にあり し 間、 牧場に 下りて 小川の 畫を 描く。 費 府に歸 りて より 其 裏に 書す らく、 

「明治 三十 七 年 九月 十六 日フ ランク フォルド 神 病院 を辭 する の 日 び アポ ン デ ] ル なる 田 E1 の 人と なる。 これ 余が 彼 $g 

を訪る  最後なる 可し。 十七 日 Margalct 及び 其 友と 牧場 を 横切り 此 小川に 到り 、晴れて 暖かなる 秋の 靜け さを^く。 余の 

心の 屮に沁 々と "I  was  a  straii お r  ；  and  ye  took  me  in.= と 云 へ る聖 句の 一 を 思 ひ 浮べた る 日な り。 人の 心の 溫か さは 

總 ての 溫 かさの 冠な り。 衾の あた、 かき を 望まん もの は 富に 往け。 歡 呼の あた >t かき を g^: まん もの は 名に 往け。 n 樂のぁ 
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た. <か きを 望まん もの は 王の宮 に往 け。 余 はスの 心の 溫 かさ を 望む。 されば 佘は竊 やかに 余の 貧しく 弱き 心に 往 かなん。 

嗚呼 言 ふ 『心の 貧しき もの は 幸な り』 と。 佘豈 悔いん や、 余豈吱 やくべ けんや。 余 は 弱し。 され ども 世の 何物よりも 弱 

からざる なり。」 

九 311 十六 月曜日、 啧。 此夜七 時 五十 五分 wroad  St.  Station 發の 列車に 乘 じて 費 府を辭 しぬ。 

昨夜： 也の 日本人 數 入相 會 して 離別す。 大藤君 亦 在り。 彼の 健康 は尙 甚だ 痛心す 可き ものなる が 如し。 色黑く 肥え たれ ど 

も、 聲は 枯れて 元氣も 常の 如くに は あらず、 痛ましき は 若く して 不治の病に 罹れる 入の 上な り。 夜晚 くまで 唯 平凡なる 事 語 

り 41： ひて 余の 心は锇 ゑぬ。 愚なる かな 佘、 余 は 何故に 一層 自己に 忠實 なる 能 はざる や。 屢 i 自己 を 枉げて 却って 他の 品性 を 

も 害 はんとす。 今朝 余 は 昨夜の 佘を思 ひ^らして 悲しくな りぬ" 何故に 余 は 人に 事 へんと する や。 凡そ 此 世に 活 きて 愚の 極 

をな しつ  ある 人 は、 入に 事へ つ  >1 ある 人な り， - 

大井、 原の 兩君余 を 停車場に .逶 り吳れ ぬ。 余 は 費府に 何等の 記念 を も 留め ざり き。 最も 早く 忘れら る 可き 所 は費府 なり。 

戰爭の 事な ど 思へば 寢臺車 取らん 事も覺 えずして 普通 車に 乘る。 凡て 異邦の 人の 同 梨せ る樣 面白し" 日本人なる 余の 外に 

緩 服 着けた る 支那 人 あり。 色 黑き黑 人 あり。 伊太利 人 あり。 鎗太人 あり。 余 は 最も 面白し と 思 ひぬ。 稍 十 時半な らんと 思 ひ 

し 頃 一人の 若き 白人の 女 入り 来りて 余の 席に 列べ る 一席 を 占めたり。 略帽の 徽章と カバンに 揷 みたる 校旗に よりて、 其 

college  girl なる 事 を 知る 可し。 若き 女の 身に して 唯獨 りかくの 如き 襄鄉 人の みの 間に 眠る を敢 てす る を 思 ひて、 そ を 憐れみ 

ぬ" 

十一 時半 頃 汽車に 汽船に 搭載 せられて Hudson  River の 彼岸に 渡る。 列 率 を 出で て 船 枝に 立ちて 囘 顧す。 月 は 正に 中天に 

あり。 秋風 水 を 吹き 金氣 水の 如し。 稍 霞みて 朧 ろなる 河の 兩 岸に は 紐 育 萬 街の 燈火嬉 煌々 として 滿 天の 星宿と 相映發 す。 彼 

の 名 だ- -る Brooklyn  Bridge を 過ぐ る 頃 思 ひぬ、 「偉大なる 人 爲の跡 も 無窮なる 天 造の 績も、 今 は 共に 夜の 裳の 下に あり。 夜。 

g と は 如 可に 思 ひ 窮め 難き ものなる よ。 星の 相 謠ふ聲 聞 ゆと 云へ る も 今の 時な り" 肉 愁の惡 鬼 罪の 床」 相 抱きつ X ある も 今 


の 時な り。 晝には 天の 靈と 地の 肉と 上下 相 近づきて 相 亂れ相 混ず 可し。 夜に は 天の 靈 遠く 天に 上り、 地の 肉 低く 地に 下り、 

其 差 億 萬 里、 天 は 永遠の 平安に 眠り、 地 は 瞬 轉の惡 愁に覺 む。 夜に して 天 を 仰ぐ もの は 祝福 さる 可き かな」 と" 

夜 ほの <\ と 白み 初む る 頃、 我等の 列車 は RhoJe  Island を橫 切りて Connecticutt の 丘陵 多き 若き 林の 間 を^ぎ つ  あり 

き。 うとくと 夢 多き 眠より 醒めて 窓外 を 望めば、 月 依 稀と して § く 西の 天に あり。 東の 窓に は 旣に日 見 ゆるなる 可し。 

余が 窓より 眺めら る、 {^ は、 透 藍、 黃を湛 へて 春 淺き草 野の 雨に 見る が 如き n き軟 かき 綠 となり、 片々 鱗の 如き 白雲 は 濁り 

なき 薄き 桃色 染めて、 半天 被 衣 着た る 如き 朧 ろの 光に 榮 えたり。 地に は 日の E 適裕 かならねば、 簿階蒗 象 を 籠め て 物の^よ 

藍色 勝ちた る 紫な り。 過ぎ行く 林の 若き 稍、 厚き 下草、 七 分 は 秋と 接吻し ぬ" 宛ら 戀の 甘き 酒に 醉へ るが 如く、 維々 しき； 

の 美しき 姿見る だに 恥ら へる 如く、 梢より 始めて 妙なる 紅葉の 色 得 も 云 ひ 難し。 殊に 美 はしき は i!: の 若木な り。 白 幹, £な 

よ やかなる 事處 女の 如き 木 振りなる が、 心臓の 形せ る 細かき 葉の 一 つくに 異なる 紅 さした る、 將た黄 を 染めた るに 露と 光と 

の裝 ひして 秋の 腕に 笑みつ X 居 倚りた る。 余 は 秋 を 好みて、 紅葉の 頃に は 親しめる 此所彼 所の 差な く 年頃 さまよ ひたれ ども、 

簾 前 (北海道) の それ を 除きて は 未だ 此の 如き 美し さ を 見 ざり き。 此の如き秋色にはぐ>-まれしは新^11-先生なりしかなど以 

ふ。 此朝： つる 此色此 姿、 余 は 恐らく は 終生 忘る >1 事 能 はざる 可し。 

花の 色の 移ら ふに 比して、 悲しみた る 少女の 美し さの 移ら ふ 短 かさに も 滑して 短き は、 自然の 美しき 瞬轉 なり。 .0 然 突の 極 

と は 容易に 見る を 許されざる 王の 宮 なり。 人 は 多く 思 ふ、 「自然 は跟を 放つ 何處 にも 展 ベら れ たり、 CI 然 を兑ん と する き 服 を 

開けば 則ち 見る を 得べ し。 五十 星霜 長し と は 云 ふ 可から ね ども 自然 を 見 盡 さんに はな ほりて 尙餘り あり」 と。 さ ども n 然 

はつ  >. ましき 入 慣れぬ 深窓の 少女な り。 彼女の 被 は 深く、 彼女の 胸 はかき 合 はされ たり" たやすく 語らず、 たやすく 笑まず、 

屢 i 見る 入の 眼に 背きて 首 垂れ 勝ちに 後 姿の み を 示すな り。 彼女が 其帶を 解き 裳 を 放ち 赤裸々 にして 面に 天使の 笑み か^ふ 

るが 如き は、 誠に 罕に 見る 所な り。 自然 を戀 する 事 深き 人に は 此の 如き 瞬時に 遇へ るの 喜び 如 3： ばかり ぞ や。 しかも 此の 如 

き歡び は洵に 瞬時な り。 
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余が 今朝 見たり し 自然の 姿 は、 殆んど 余が 衷 なる 人 をして 戰き 畏れし むる 計り 美し かりし が、 つれ < --と 見る 間 も あらす 

西北に 濁れる 雲 起り、 間然す 可から ざる 調和 は先づ 破れて、 自然 は 平凡なる 自然に 歸り 去りぬ。 

然り 平凡なる 自然， - 世の 凡ての 物より は 美し かり。 され ども 自然が 11 笑まへ るなる か將た 泣けるな るか 11 色と 形と 聲 

とに 於て.^ る 可から ざる 調和に 入りし 瞬間 は、 美 を 過ぎて 崇、 崇を 過ぎて 神、 余 は 天 國其物 を 眼前に せる を 思 はずん ば あらず。 

か.^ る 瞬間に 遇 ふ 事 多き 人よ、 余 は 汝を嫉 む。 汝は 神の 籠兒 なり。 

曉方、 昨夜 買ひ臂 きし" Evening  Bulletin- を ひらき 讀み 1 攔に來 りて 忽ち 眼に 留まりし は "Physician  hanged  himself" 

と 云へ る 題目な り" はと 思 ふ 暇 もな く 忽ち 余に 視られ し は Gr.  J.  B.  Scott,  Friscrs  Asylum 等の 文字な り。 全文 下の 如し。 

" Dr.  J-.  W.  Scott,  fortyeight  years  ol<J,  cf  Gettysburg,  committed  suicide,  by  han^In ぬ lulriself  wiihi  a  handkerchief  in 

the  FriencTs  Asylum,  at  PVankford. 

lie  was  received  at  the  institution  about  six  weeks  ago,  to  t-e  ^^op^ra^^  for  melancholia. 

Doting  the  absence  2  his  nurse  he  cnclep  liis  life.-  etc.  etc. 

余 は 思 はず 隣 座の 女 學生を 驚かす 迄の 大聲 を發 しぬ。 彼 は 遂に 縊れ たるな り。 

余が 彼の 院を 去らん とする 時な りき。 彼 は 堅く 余の 手 を 握り 淚に滿 てる 聲 もて 余に 謂って 曰く、 

「御身 は實に 我に 優し かりき。 御身の 余 を 尉： 藉 せんとして 盡カ せる は、 我よ くこれ を 知る。 而 して 余の 克く此 慰藉に 

酬いて 余の 煩悶 を飜 へす 能 はざる は、 余の 力の 及ぶ 所に あら ざれば なり。 神旣に 業に 余 を 永遠の 刑罰に 命じ 給 ひぬ。 

如何なる 力 も 亦よ く 余 を 再び 昔の 余たら しむろ 能 はず。 二お 基督 信徒と なり しものに、 罪 を 犯す に增 して 世に 恐る 可 

きもの ある 事な し" 余 は 御身の 基督 信徒なる を 知る が 故に 特に 云 ふ。 忘れても 罪 を 犯すな かれ。 人に は 親切 なれ。 人- 

に 敎 ふる 機 會 あらば 互に 相愛す 可き ゃ敎  へよ"  余が 離別に 臨み 御身に 遺す の 語 唯 これの み。」 

と黯 然として 其 室に 入り 去りぬ。 


主よ、 爾は 知り ませり、 佘は 如何に 彼の 今 I 度阁復 せん 事 を 祈りし か を。 如何に 彼に 忠赏 ならん^ を： a めたり しか を。 而 

して 主よ、 爾は 彼を此 世より 鸾ひ 去り 給 ひぬ。 彼の 爲 めに は此上 なき 幸福な りき。 余が 爲 めに は …… 余が 爲め にも 亦。 

彼 は 余に 偉大なる 敎訓を 遺しぬ。 而 して 彼の 死 は 彼の 敎訓を 益 i 偉大なら しめぬ" 

余は此 一 大事 件 を 忘れ じ。 余 はこ を 重ねて 思 ひめ ぐらす 可し。 嗚呼 余が 毎日 毎夜 眞心を もていた はりし 一、 ま 去りぬ" 

を 以て 彼 を 弔 ふ 可き や。 彼の 遺族 は 如何なる 悲痛の 淵に 陷れる や。 彼が 歸 世に ありし 時に、 全身 譏き つ，， 、 急に 椅子よ， '立 

ち 上り、 

"Oh,my  children,  how  could  I leave  them  without  bread!  Poor  little  ones  and  the;r  mother!  Oh,  dreadful,  oh  horrible! 

gd  forsakes  me;  I  cannot  make  them  happy  any  more.  No  hope  at  all.  To  thhk  this,  Takeo,  is  the  eternal  punish- 

ment." 

と 叫びし は 余が 耳慣れて 聞け る 所な り。 <! ^は 多く 此事 を霄 き績 くるの 勇氣 なし。 . 

ボストン 府に 着せる は 稍.. 七 時 過な りしなる 可し。 直ちに Summer  St. なる g 浦 一 と 云へ る大： & .±15 の 友 を 力 ふ" 

九月 一一 十七 曰" 火曜日。 晴。 かくて 此 にて Cambridge に 到る 可き 道筋 を 聞きた.. し、 park より § にて cal に ge に 到り、 

Ware  Hall なる 八 木 君 を訪ふ 。彼 は 慶應義塾の 卒業生な りと 云 ふ 。怜俐ら しき 顔 美しき 靑^ なり。 此， 议 より に Ici£an:l 1>1§ 

なる S30^ 方に 下宿す る 事と なる。 此には wonbright.  Buyers,  Hilles あり。 

Cambridge は氣に 入りたり。 何處 とて 取り分けて うれしき 處 はな けれども、 一帯の pt ョ osphere 何となく 人に^ 2 を勸 むる 

樣 なり。 校 舍は年 ふりて 規模 小な り。 芝生に 楡の黃 葉せ るが 美しき 限りなり 0 余が 居る 宿の 四 邊も亦 紅 一お、 落. m の 錦 を 布け る 

力 如し。 袋 道 なれば 人の 往來 甚だ 稀に、 電車の いま はしき 昔 も 聞えず。 夜 は 隣室に きしる 時計の ば 手に 取る 様 に^ゅ 可し。 

室 は 玄關の 左なる parlor なり。 廣 くして 先 づ淸潔 なれ ども 光の 入る 事尠 く、 壁に 懸けた る 如何 はしき-が おの 数々 うるさし。 一 

つ "Mater  Dororosa" の 美しき 銅板の みは、 買 ひ 求め 度き 程の ものな り。 
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. 九月 二十 八 nr  k^uM. 啧" 朝 を訪 ひたれ ども 遇 ふ 能 はず。 町に て 買物な どし、 費府の 知れる 入々 の 所に 手 

紙 を 害く。 午 後宮 部 先生の 紹介し 吳れ られし cr.  cool を訪 ふ。 幸に 家に ありて 佘を引 し 給 ひぬ) 年老い たれ ども 童顔 

なる 白 髮白髯 の 人、 懇， つに 佘を其 客間に 通じて 暫く 快 話せら る。 打 見た る 所 容貌、 體格、 話 振り、 さて は 人に 接する 態度 ま 

で宫部 先生 を 其 儘な り。 情誼 厚き 師弟 はかく も 互に 相似る もの か。 佘は不 圖 宫部 先生の 事 何かとな く 思 ひ 起して 歸^ 淚を浮 

ベぬ。 先生 は實 によき 師 なり。 彼の 人の 札暢 にある は 札 裸に 力の ある 事な り" 

家に 歸れば トランク 着し つ あり。 其 1^ り 片附け 方に 日 は 暮れぬ" 

九 3 一  1 十九 日- 木 お 日" 晴" 今日より 學課は 開始 せらる 可き なり。 朝 事務所に 到りて 入學 の手續 をな す。 余の 1^ る 可き 課 

目 は 下の 如し。 

The  Kxpaiisioii  of  11-uropc  since  1815  : l)y  Ass.  rsr.  cslidge. 

The  Fi-K;  Arls  cr  the  Middle  Ages  Sid  Renaissance  :  by  rrof.  r. 1£.  Moore. 

l)rcble ョ s  of  Labor  :  by  p-sr.  E-iplcy. 

History  of  RcUj;ioa  iii outline  :  by  rsr.  c.  F.  M-;orc. 

何れも 面白 かる 可し と 思 ふなり。 

此夜 同じく 宫部 先生の 紹介 を受 はたる 1- ビ. rw 先生 を 其 家に 訪ふ" 立派なる 構へ なり Q 先生 は 岩 見 重吉の 如き 入な り。 

Labor  Ivoblcm 午後に あり。 參考 書を與 へらる。 

九月 I 二十 金曜日。 尋 此曰 美術史と 宗敎史 と あり。 余 は 異常に 興味 を 以て そ を 聞きぬ。 佘は 到底 此 傾向の 人な り、 嗚 

呼、 余に して 若し 一途に 此 i.- 向 を 求めて 走りた らんに は、 余 は 確かに 頭に 於ても 人に は 譲ら ざり しもの を a 余が 愚は與 へら 

れ たる 天職 を 探り 誤りぬ。 

十月 八日" 金曜日。 快，" 余 は 再び 日記 を 書き 怠りぬ。 され ども 余は此 S に 怠惰なら ざり き" 多くの 知識 は 小 時間に 余の 


腦 裏に 刻み 込まれぬ" 

朝の 寒さが 快く  I 日の 晴る 可き を 示して 夜 は 明けぬ" 床に は 余の 外に 星鮮勇 あり。 彼 は 昨日 A ョ ahrst より 來り游 ベる 

なり" 

画術史 あり。 證 謹に 到り "Cut  Lgk"  10.  Kei と 云へ えの 曰 木に 對す I 奪 讀む。 aw 

察 者な り。 彼の 着^ は屢 M 續 者の 意表に 出づ。 彼が 向後 日本に 對 してな す 研究 は 興味 少なからぬ ものなる 可し" 

午後 星 野 は ボストン 府に 出づ。 余 は 宗敎史 の 講義 を 聞く。 支那の 宗教と 云へ る tcp:c の 中に 孔子の 敎を擧 げたり。 卓^ は 

なし。 それより Cambridge  に 到り 此間 持ち 歸 りたる 铅肇を 返す。 此 f にて 此間 ^.Folys  lore- の 九 3.1,4 なろ 

Corky の 小品 を 見出しぬ。 讀 みて 强く打 たれたり。 佘はそ を譯し 試みん 事 を 思 ふ。 

此夜九 時より History  Club にて rrof.  Lamprecht  of  Leipzig. の 講演 ある 可き なれば、 余 は それに 出席す 可し。 今 八 時 三十 

五分な り。 単：： き 服 を 驚、 上等の 靴 を £1- ち、 の ST が 解る と 云 ふ 樣な顏 して 行く 所な り。 

十月 十六 日。 tn 曜日。 快晴。 年 漸く 暮れん とすと、 時の きを 惜 みし 朱 文 公が 歎きに は あ "ず。 され ども 此錦繡 の 秋、 切 

B.^ 剩さ ずして 霜 零 降る 天地に 入る と 思へば、 やる 方な き 哀別の 情 を 心に は覺 ゆし。 

今朝 藤 岡 君 余 を 訪れぬ。 二人の 心 商ち に 動きて、 此 美しき 小春日和に Emerson の 故 地 を 探らん と 決し！^,， り。 

に 入りて より 黄葉の 黄なる に對 して 煉瓦の 色 特に 赤なる IP ミ School の 角より 素 車 を I ^る。 in 然こ醉 よ， P とて か、 i 

に 列 せんとて か、 車 は 人の 山 を 築きたり。 車の 外に も 衣香 傘 21^- 共に 華やかなる を 載せた ろ 自動車、 輕：, ： の 類、 較を竊 してた な 

葉の 中 を 走る。 

街 樹の梢 漸く 疎らと なりて 骨 を 碧 {r^ ビ揷 し、 滑 かなろ 道に は 黄なる 樺の 落葉 堆き 迄に 積り たり。 色 紅き シ 3  I ル rr こお-き 

たる 老女の 髮白 きが、 手籠 かき 抱きて とぼく と 紫の 影 黄の 光の 間 を 行く あり。 華 かなる 色の リボン、 花、 羽 等 を 幅. 域き^ 

子に なよ くと 裝 ひて^き scart の 裳 纏く、 十二 三 なる 少女の 手 をつな ぎて、 歩み 牝 鹿よりも 軻きが あり。 黑に^ ひし 長 
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き老 紳士の、 手 I ろに 攀 かな t みの 氣 高く 眺めら る \| り。 大 Is なる 校 精 I 陀に 被り 5H たる 靴昔高 く 

や/み 行く が あり。 

家の 潮く 疎らに なれる 謹より 窺へば、 道より 延びて 林に 入れる 野の花の 際立ちて 綠に 映えた るが 先 .51 ばし め 力 

くて 审. は 見る く 秋の 寵 深き 疏林黄 原の 間に 入りぬ U 

Lcxf  n と 云へ る は 聞きし に ま 意 小さき 小 市な り。 一二 叉せ る 道に さしはさまれて 兹 iii き 小さき 芝生の 一端に、 

Issli 始めて ベ SI さしめ I  nf  f  I の 1 像？ り、 此 地の 彼方此方より 集め 積みたり と傳 ふる 鼻ぶ 

石の 礎の 下に、 年若 II ー人安坐 して 精子 阿 彌陀に 謹く ゆらし 居たり。 ？ I ぎが 藝 "ぼき ereside" に 歌へ 

る a く、 1757 年、 兹に 米國獨 立の 第 一聲、 けた K ましき 蹄鐵の 響に 擧 げられ たるな りき。 此時 七十 餘 人の 壯 丁が 其. 尊き，^ 

を琉 したる 跡 は、 漸く 忘ら，； K 可く 年 f ぬ- Is 等の 骨に 華 I き。 若き 男女の 打 連れて 警 しげ i て 阿修羅の 

荒れし が 如かり けん 街 を 行く。 敎會 に詣づ るなる 可し。 

草 f れたる 牧場に は 牛 羊 曰の 光 を 浴びて 靜 かに 立てり。 取りめ ぐらした る 柵に は、 i けて、 腕 I せて 數 人の 霞 者 

謹。 れり。 こちた き色に塗 り 立てた る I の 看板に も、 i 賢る 小店の 襲 窓に も、 裕 かなる 害 光輝き 渡れり。 樹の下 蔭 

に は 小 兒の頓 の 如き 林 擒堆く f れた り。 gci さる さる 可し。 鐘 響きぬ。 鷄啼 きぬ〕 かくて 電車 は舊の 如く 此バき 

き 平和の 村 を 閃き 過ぎぬ。  I 1 0 

鐵道ま f 人な き 方に 走れり。 道の 相 分る、 所不阖 I 見れば、 小さき 札 立てられたり。 書して 曰く  40  |§1 と 

登り 華り す I 客に &は 凝らさ ざしが、 今 i りて 車內を 見囘ら せば、 車 を 代へ しかと 思 ふば かり 異れ る 人 乘れる を 見出 

で. - 余が 前に は 三人の 婦人 あり。 こ は 初めより 余と 同乘 せる ものに て、 互に 此 地の 案內記 繰り 擴 ぐる £ 謹の 客た る を 知 

Kfi し。 佘が 左の 方 li は 老いた る 人 坐ず。 ISI 子の i なる 富 S 被りて 攀 逢く 光りた る 杖の 上 昼ね.？.' 

り" 皺多き衣 こも 靴に も 此の あたりに 住 I 人なる が S らさ まなり。 隣には若| 人 あり、 頰赤 くして 墜 かに 十指 は 最も 


太し" 服 は 竿の それの 如く 柔和と fail と を 示せり。 Sfl; の 上衣、 鲜綠の 裳、 色の 配合 のこち たきに も 其 人 やがて 機 夫の 1® た .01 

べしと 思 ひぬ" 最も 眼を惹 きたる は、 余が 左斜 なる 後ろに 坐せ る 人な り。 誠の 齡は尙 四十ば かりなる ベ けれども 白髮^ 々た ^ 

れば 老いて 見 ゆ 可し" すらく と ii せて 丈 高き！ i は 人 をして 檔螂を 思 ひ 起さし む。 鷲の 嘴の 如き 形せ る, の 下に は溥 くお き！ 

唇 堅く 結ばれ、 髭な くして 鬚の み 下唇の 直下より 生 ひ 下れり。 銳 けれど 鈍りて 力なき 娘、 折々 あたり を 廻して、 何と はなき 一 

驕慢の 熊 度に 腕組みたり。 其 子に 資產を 譲り 今は讀 書に 日 を 消して、 家に ありて は 冷酷なる 後見^、 家 を 出で、 は 敬し 一し 盧 

ざ けらる- -博學 家の 一 人なら ず や。 余 は ConcorJ の 今に 此の 如き 人 ありて 住める を 怪しまず。 余が 後ろ こよ 二人の 老、 たる 一 

あり。 黑に裝 ひて 黑の 小さき 精子 戴き、 一人 は 林檎 入れし 籃、 一人 は 雪白の 衣 着せた る 少女 を 膝に 据ゑ たる 様、 宛ら 黒： 

天 鵝賊の 上に ルビ ー と ダイヤ モンドと を 置きた る 如し。  一 

Sleepy  Hollow  cemctry の 入口に て 彼の ミ 人の 婦人 は 下りぬ) Il.ving の ，； ketch  Bock" 記憶に 上りて、 こ 過 ふ？ し 一 

に 微笑 面に 上る。 程 もな く 草 は 再び 落葉の 村に 入りぬ" ConcoTcI は玆 なりと 云 ふ。  一 

車の 停れ る 處に廣 場 あり。 余が 来りし 道- Concord  Junction に 連れる 道、 E ョ erson が 住家に S ずる 道の 三叉せ る g-t り， 

煉瓦に 疊 まれし 鋪道は 古 忍ばし く 踏み 耗ら されて、 米 1! にも か. 1 る處 はありし か。 家並 大方 三階なる は 稀なる に、 くれき 

も 交り たれば、 宛ら 老いし 人の 齒 なみの 如し。 主 街の 一 端に 立ちて 彼方 を 見やる に、 家の 赤き き、 看板の 四^なる、 问ら 

なる、 參差 として 相 交れる が、 やがて は 秋の に醉ひ 飽きた る 街樹の 黄と 紅と に 混じ 去るな り。 

車に ありし 事 稍 一 時半な りし かば 日 は 午に 近づきぬ〕 輕き晝 食 せん ものと 邊りを 求め たれ ども、 店 はお 閉ざされたり。 5:1^ 一 

方なくて 其 儘に、 哲人が 住めり し 家を訪 はんと 歩 を 其方に 向けぬ。 右に 白く 聳えた る unitarian  Chiirch あり。 ^ia-w" に 進む 一 

事數 町、 道の 三 叉せ る 所 一 簇の 疎林 あり- 亭々 として 常 磐の 色. y な； に 流る X 松數 株、 枝瘦せて獎の色^^なる樂 に交りて立て 一 

り。 樹 T に 長方形に して 何の 見榮 もな き 些かなる 木造の 家觅ゅ 可し。 白く 塗られたり。 通りか&りし老女に^^ぬれば、 これ 

ぞ Emerson が 生き、 ml 〔ひ、 そして 眠りし なりと 答"。 
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彼が 家 は 今 も 孤立して 立てり。 數 の 庭、 鑌紛 として 散る 1^ 葉の 錦 敷きて、 人の 訪る X も 稀なる らし。 ® く圍 まれた る 柵 

の 外 打開き たる 隴畝 なり。 朧 畝の 彼方 灌木の 1 罕ひ 茂れる ほとりに、 小さき ま  一口 び 30k は 流る >t なる 可し。 尙 遠く  を 放て 

ば、 空と 野と 相 抱きて 接吻せ る あたり、 木立 高く 低く 逋 りて 赤く 靑く 彩られた る 農家の 參差 として 見 ゆるが、 四国の 色調と 

痛く ふさ ひたり。 V/alden と 云へ る 一路の 其方に 通ず る を 馬車の 行くな らん、 からく と 乾きた る 音の 長閑に 寂寥 を 破り 來 

る (玆に ユマ スンの 家の ス ケ ツチ 蠻ぁリ 略す〕。 

余 等 は 案 內を乞 ひて 彼が 殘 したる 書 齋 なりと も 見る の榮 を？ おんと 靜 かに 戸に 立てり しが、 心なき 下婢の 一 言に 内に は 得 人 

に ざり き。 兹には 哲人の 女 ありて 住めり。 今 は 彼を此 家に^、 ふ 可から ず。 さなり、 彼の 墓邊 こそ 余 等が 追懷を 新たに する に 

はよ けれと 鍾を囘 らしぬ) 

かくて 再び 舊の路 を 拾 ひて Sleepy  Hollow  Cemctry に 到りぬ) 岡 丘の なだらかな るに 所定め ず 過去の 人 眠 わり。 


一丸 〇 五 年 (明治 三十 八 年) 

一月！ 日。 日曜日。 晴。 今朝 一時 半まで か& りて 兄に 接る 可き 書 を認 む。 戰 爭に關 してな り。 余が 非國 5^ 的报 想は磁 

抵を 堅く し來れ るが 如し。 それより 寢に就 ざ たれば 起き 出で し は 八 時な りき。 

いと 暖かに 空 はう らくと 晴れぬ。 食堂よりの 歸るさ 多く 木 嵐に 遇 ふ。 朝、 家信 を 認め、 田 島 君より 经り來 りし 『聖 窗之 

研究』 を 讀む。 先生の 熱誠に は 敬服の 外な し。 小山 iS: と 云 ふ 人の 譯 せる 「詩人と しての 保羅」 ー讀す 可し。 

午後 例？ 如く 金子 君 来る U 其の 裔 せし 『平民 新聞』 を 見る に、 日本 政府が 社會 主義者 を 窮迫す るの 狀 甚だし。 人 をして ハ；^ i 

無實任 不公平なる 政府の 危險を 感ぜし む。 

H: 時より Air.  Greene 方に 日. |< 入 一同 招かれて 行く。 三つば かりの 男の 兒 あり。 可憐の 極" 

夜 金子 君と 共に ボストンなる 社會 主義者の 集會に 到る。 廣額張 口の 大漢 「酒)； 業」 に對してー場の-講^^^をなす。 ：： ムふ所 一 

1 實驗 の轚、 余 は 同情と 與昧と を 以て 聞け り。 實に 種々 雑多なる 人 集まれり。 余 は 彼等の 面貌 を 熟視して 快に 堪へ ざり き。 

彼等の 或 者 は 小兒の 如き 純潔の 相を備 へたり。 而 して 同時に 余 をして 痛切の 思 をな さしめ し は、 幾多の 明確なる R ョ ーク， 

を 彼等の 中に 見出で たる 事な り。 家に 歸 りし は 十一 時なる 可し。 少しく  Mdey の Emerson 評論 を^み て 就： 钲 す。 

i-?. 月曜日" 雨" (以下 二 丄ー 一 rn 英文、 編者 譯) feli。 暖かき， 不愉快なる 日な り。 W 島^より 『聖 之 研究』 また 
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り來 り、 通讀 す。 行 郞に经 る簿 葉書 を 購ふ爲 め 街に 行く。 ついで 阖書 館に 行き、 『マリア. スチ ユア ー ト』 の 槪要を 知る 可く、 

シラ ー の 著作 を 借 出す。 明 午後 及び 夜、 シラ ー 記念 祝賀 祭 催され、 戲曲 上演、 並びに 講演 及び 『グロ" ク』 の 獨唱行 はる \ 

窖 なれば なり。 

午後 シラ， を讀 みて 暮す。 四時より 藤 岡 君 を 見舞 ひて 病院に 到る。 彼 は 風邪に 冒されし なり。 され ど さほど 重から ず。 C ぬ 

院を： £ づれ ば旣に 夕閣。 雨尙 止まず。 溶け 行く 雪の 醸し出す の 如き 靄、 街を蔽 ひ、 樹木 を蔽 ひ、 家々 を蔽 ひて、 電 燈の隨 

なる 光の ほか、 蔽 はれざる ものと て はな かりき。 公園 を 横切る とき、 不鬬周 圍の景 に、 我 は 我が 怠惰な りし 日に 耽讀 したり 

し、 深 偵小說 の數節 をば 思 ひ 浮かべぬ" 囘 想の 微笑 は 我が 唇に 現 はれぬ。 され ど そ は 又 過ぎし 日 を 思 ふ 苦が き 悔恨の 念と は 

變り たり。 過ぎし 日 は 過ぎし 日な り。 ぁ气 

二宮 孃 より 葉霄 あり。 彼女 は 哀れなる 處女。 彼女 心 動かさる \ ところ あれば なり" 

夜、 『マリア. スチ ユア- 'ト』 を讀 了。 我 はシラ ー の 劇作家た る 才能 をば 疑 ふ。 『盗賊』 は埶、 情の 焰に燃 ゆ、 され ど 劇的 構 II な 

し。 『オルレアンの 少女』 は 或る 技巧的. IS 功 は あれ ど、 餘り にも 統一 を缺 く。 『マリア • スチ ユア ー ト』 の 初め 二 幕 は 馬鹿々々 

しく. まさに 彼 は 歷史を 講じつ. あるな り。 この 部分 を 演ずる 俳優に して、 誰か 觀 客の 間に、 11 否 自分自身に すら、 欠伸 

を强 ひざろ もの あり 得よ 5 ぞ。 第三 幕 は 見事。 第 四 幕 は 何たる 貧弱なる 筋 よ。 第五 幕 は實に 嚴肅、 而 して 人の 心 を 動かす 

こと 大 なり。 され ど 多くの 劇作家 は、 縦 令、 シラ- 'ほど 强く 入に 迫る 力なし と雖 も、 稀に 見る 効果 を もて この 幕 をば 書き 得 

たりし ならん" 講義 は 明日より 始まる 箬。 少く もこ xgE  く ユマ ー ソンの 研究 は 中止せ ざるべからず。 

.ホー ト. ァ ー サ ，は 遂に Ig 從 せり。 平和よ、 平和よ。 慈悲 傑き 女神の 微笑 を たれ 給へ。 汝の王 國を齎 し 給へ。 

一月 1 一一 日】 火曜日。 天候 寒冷 を 加へ、 午後 烈しき 吹雪 來る。 

朝 出校の 後、 シラ- の 『グロ" ク』 を讀 みて 興味深き を覺 えたり。 藝術 家と しての 彼の 長所 短所 は、 實 にこの 敍事 詩のう 

ちに 明白な り。 午後 金子 君來 り、 共に シラ， '記念 祝賀 祭に 出席すべく フ气キ ，博物： iSS に 到る。 講演者 三 名。 フランク、 ミ ユン 


ス テル ベルグ その 二人な" き。 午後 八 時より シラ， の 作品の 上演 あり。 『グロ プク』 の 敬" "l}asvelschleirtcl3ilds  soiB  >、 

*-Die  Knsiche  des  f 及び 『マリア • スチ ユア， ト』 の 第三 幕の 演出 及び Hi? なり。 批評の 限りに あらず。 

シ ラ，。 （1 嚴 格なる 道義と ブラト ニックな 熱情との 結合， 彼の 脚 は 固く 地上に 立ち 彼の 隨 はた r ひたむきに 天 をば 凝^ 

す。 彼 は 入 間 的なる ミルトン、 燃 ゆる ァ ウレ リュ T ス。 11 彼シラ 1 はま さに 今より 百年 前、 二度と JE 覺 めぬ 眠りに 落ちし な 

り。 偉大なる 靈 魂よ。 疑 ひと 信仰と に 道 を 失 ひし、 哀れなる、 この 迷 ひし 羊の 尊敬の 心 を 受け入れ 給へ。 汝ょ^^がは|^^の勺.ょ 

りき、 又 田 i の 的な らん" 汝の 牛； 涯は 男らし さの 卓越せ る 典型、 汝の 作品 は そが 反映な り 0 入 或は 汝の 中に 純^ 的^  J を、 

廣き 人生 觀を、 或はまた完全なろ{各觀的熊度を否定するをめ.^ん。 され ど、 然るにせ よ、 然ら ざるに せよ、 尙 そよ 皮の J::! を 

測る に 於て 何の 違 ひ をか與 へん や。 汝は 他の 領域に 生く るな り。 すべてに 勝りて、 汝は ji の 人間な り。 なる、 ま 1 乂. ^>ミ 

勇敢なる、 而し てこの 上な く 柔和なる 八な り。 誰か これ 等の 德性 をば、 汝 より 引き去り 得ん。 これ等の德性はヂこ^^のもの 

なり。 如何なる ものと いへ、 これに まさりて 氣高 きもの は あら じ- 然り、 汝は氣 高し。 例へば いつはり 多き こり か-の 波の- p«j 

噪の 中に、 深く 根 を 下し、 直立せ る 1 つの 孤 躅 なる 磐の 如く。 

1 月 四 曰。 水曜 s。 雪。 朝 は ェ氏傳 を 僅かに 讀 みしと 舉 校に 出で し 外 は 何事 もな さ ざり き。 午後 に Eer の "The  Meanin.^ 

Education- を 讀むリ 中々 に 面白き 興 察 あり。 Mr.  Elkinton より 手紙 來 りて 余が 氏に 经 りたる 手紙 を president  11 に 

* ム りたる に、 氏 は 大に與 味 を 以て 讀み たりと 返事され たる 由 申し 來 る。 余 は 直接に rresident に m2 かん^,^ E3 ふ。 よ t 妹 

を 見る 可く 日本に 到る 可し となり。 

夜 Brooklyn に Mr.  I を 訪ふ。 新 渡戶氏 夫妻の 友人な り。 よき 人 々なり。 余 はよ き 人々 に は小ノ しく 飽きたり。 七夜の 

寒 かりし 事よ〕 

一月 五日。 木曜 H。 快晴。 寒冷。 朝 H 氏 傳を讀 みつ. t ありし に、 金子 氏 来る" 余の 爲 めに 口 を 見出し^れ たるな り。 ^A,y 

を 共に して 色々 なる 事 を 語る。 彼の 去りし 後書 を讀 まんと 試み たれ ども、 例の 憂 情 止め 難く して 服の み^に ひぬ。 liy 
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はざる に 余 を 起さん とし 給 ふや。 

此夜 家より 『太陽』 ほり 來る。 新渡戶 氏の 文 あり。 余は是 れを讀 みて 淚を おとせり。 札暢 にあり し 彼の 面影 は 余の 眼に は 

漸く 薄らぎ 行く を覺 ゆ。 佘は尙 彼の principle を 疑 ふ 事 をせ じ。 そ は 一人の 信じた る もの を 失 ふ は、 余に 取りて は 無上の 苦 

痛な I ばな り。 され ども 余の 胸は靜 かなる こと 能 はず。 寒氣を 冒して 外出し 何處 ともなく さまよ ひ 歩きぬ" 入 は 遂に 其 窮極 

に 於て 孤立せ ざる 可から ず。 神の みに 己が 心 を 打 明く 可き 時 は 来らざる^ からず。 され ども 世の 多くの 人 は、 是れ をな すの 

信念と 勇氣 となし。 余 も 亦 今 は 弱き 其 一入な り 。恥ぢ ざる 可 けんや。 家に 歸れば 金子 氏 あり。 今夜 Mr.Peabody と 云へ る 余 

の 主人 を訪 ひて 余 を 紹介せ ん となり。 

一月 六 nr 金 翟日。 大雪。 朝 1 ヒ CI  street に Mr.  Pcabody を訪 ふ。 Lawyer なりと 云 ふ。 其處に 行きて 働く ことに 定 

め-. こり。 朝と 友と cook をな す 事に よりて 室と 食料と を籩る 事 を 得 可し。 

壬 生 馬より 『七 人』 と 云へ る 小山 内 氏 其 他 七 人に て發 行した る 文學雜 誌の 第一 號を り 来る。 よく 『文 學界』 の 後嗣た る 

や 否や は 疑 ふ 可し と雖 も、 一種 聽 勃た る 活氣は 之れ を 窺 ふに 難から ず。 壬 生 馬の なる 可し、 表紙 裏の .^owign 大に氣 に 入り 

たり。 彼の 進境 を 卜する に 足る。 

夜 VI Club あり、 出席す。 當大學 露語の 敎授 I、eo  vise 日露 兩國 比較 論 をな す。 平凡に して 1g: なれ ども 幾多の ま 

む 可から ざる 眞理 あり。 

一月 セ日。 土翟 日。 雨。 温暖 。昨夜より 急に 溫暖 となり、 一夜の 大雨 積雪 を 解いて 道路 は 宛ら 河流の 如し。 朝 敎 室に 出 

でた る 外、 心を籠めて Emerson の 神舉校 卒業 41- への a&rcss と "Nature- とを讀 む。 二つながら 彼が 壯 年の 講演に か、 る 

事と て活氣 ありて 面白し" 

午後 は 『平民 新聞』 及び 5khll 氏の }5 ^り 越せし "Life  of  John  wooli" など 讀む。 又は l)ea ぎ の處に 荷物 を 持ち 行 

く。  土 so より 日曜日に かけて 泊り掛けに 来る 其 二 少女 を 見る。 余 は 彼等 を 愛し 彼等 は 余に 親しめり。 


夜 Elklnton 及び Arthur に 手紙 を 書く。 前者に は 長き もの を 書き たれば 他に 何事 を もな さず。 

兄より 手紙 來る。 彼が 肉との 戰爭を 思へば、 余 は實に 同情の 涙に 咽ぶ。 彼の 云 ふ 所よ し。 神大 なる 約^ を 彼の 上に 與へ給 ふ。 

Motherhood 

,10  her,  so  ruEC  is  half さ sweet: 

As  the  music  she  ^OOH^  hour, 

when  llope  fulfilment  loimd  at  lasl: 

.5 li>e、s  one  I:_erfect,  flower. 

I Iknow  it  is  so, lor  I  saw  her  fa、：e, 

A.n(l  the loy  tliat  lighted  her  eye. 

As  the  yolm^  mother  bcnl:  her  head  to  hear 

Iler  new  luorn  baby、s  cry. 

(roston  i.ranscripl)  , 

一月 八 or 日曜日。 晴" 朝、 家に ありて ； Bible 及び Emerson の Nature  - を 讀み又 田 島 君に 手紙 を 書く。 午後 一時より 

rcabody 氏の 中 食に 招かれ たれば 之れ に 到る。 其 二.^ 女 Mary と Helen 共に あり。 彼女に よりて 察する に、 彼の 家庭 は 決 

して 暧氣 ある ものに は あらざる 可し。 され ども 小兒 は小兒 なり。 余 は 直ちに 彼等と よき 友達と なりぬ。 二 時半 迄兹 にて 語り、 

辭 して 家に 歸る。 

暫く 家に あり。 福 北 君と 共に ある Mr.  AS8 氏の 近日 此地を 出立 せらる.^ に付き 暇 乞 ひぬ" 金子 1?!^ 亦 在り。 君と 共に 彼 家 

を辭し 支那 料理に 到りて 夜食し、 後 Tremont  Temple に 說敎を 聞く。 得る 所な し" 

Poston にて Ensels の Utopian  to  socialism  - 及び Katl  Kautsky の "The  Socialist  Republic" を M ふ。 ^後 前 转を讀 
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む。 soblism の 内的 發展を 叙して 精細な り。 

此夜 心中に 徂徠 せる 彼の 激烈なる 興念嚴 しく 心 を 捕へ 容易に 眠りに 就く 事 能 はず。 佘は 頃日 此 一 念の 來る 事銳 きが 爲 めに 

讀書を 妨げら る、 事 多し。 「汝愛 を說く はよ し- 義を 語る はよ し" され ども 如何にして 愛行 はれ、 義汎き 事 水の 地の 面 を蔽ふ 

が 如き 寧 を 得 可し とする や。 先づ 根本的に 基督教と 矛盾せ る 國家を 除去せ よ" <5f- 地球の 住民 をして 一 體 たらしめ よ。 汝は現 

時の 講壇に 於て 小なる 愛を敎 ふる 事 を？ >w 可し。 然 かも 如何にして 基督の 愛 を敎へ 得ろ や。 愛 同心と 博愛 心と を 一致 ぢ しめん 

とする もの は、 水と 油と を 一致せ しめんと する ものな り。 汝、 汝の傳 說を蟝 ^せよ」 と。 此. 1 は 竄に畏 る 可き 聲 なり。 眞理 

の 證印を もて 来れば なり。 

一月 九日。 月曜日。 晴。 朝 は 出校し Emerson を讀 みたる 外 多くな したる 事な し" 午後、 金子 君來 る。 so を 持ち 來 りて 是 

れが此 家に 會 合する 最終な りな どと 云 ひて、 種々 の 事 誇る。 彼 は 例の 如く 基督 敎に對 して 痛く 攻擊を 加へ たり。 佘は默 して 

罵らる >1 が 儘な りき。 罵らる \ とも、 罵る 可から ざる は 余 等の 力 あろ 所以な り。 余 は佘の 信ずる 所 を 明白に 云 ふの 外 を 知ら 

ず。 若し そ を 罵る も の あらば 彼等の 罵詈に 任せ し め よ。 

此夜 Emerson の "Nature" を讀 みつ \ぁ りしに、 不阖 urcnvuil に を讀み 度くな り ， Cry  of  Childrci で、 を 重 誦して、 其 挿 

畫が 試み 度くな り 二 枚 を 作る。 最初の もの は 稍 i 成功と 云 ふ 可し。 

一月 十日。 火曜日。 晴】 今 B 朝の 諜業を 終へ たる 後、 0Z.  Pcabody 氏 を訪ふ 事と なる。 荷物の 少し はかり を 取り纏めて、 

其處に 到れば 下婢 一人 あり。 彼女 は 勿々 に 其 室の 始末 をな して 出で 去りぬ) 余 は 全く^ 镯 に殘 されたり。 先づ何 をすべき か 

と 各室 を 周到に 見. J^, き、 偖て 己が 室に 入りぬ。 二 間 四方 計りなる 北向きの 室な り。 小さき 寢臺は 片隅に、 二つの 小さき 椅子 處 

定めず 据 ゑら れ たり。 洗面 臺の 外に は 机 もな し" 余 は 兹に來 る 可き 五ケ 月の 消光 をな さんと す。 神 總てを 祝福し 給 ふ 可し。 

願く は 一 奴 僕と しても よき 一 奴 僕たら しめ 給へ。 余が 從來の 生活に 比すれば 痛く 劣りて 見 ゆる 此室 も、 街路に 夜 を 明かす 憐 

む： E き 同胞、 戰の 野に 眠る 不幸の 子等に 比すれば 金 殿と 云 はん，. -啻 ならず。 余 は 安逸の 生活 を J^】 る 可き 欲望より 絕 たれた る 


身なり.' 神 は 余が 物質的 欲望に 割禮を 加へ 給へ り。 さらば 聖 なる 割 禮ょ" 退け、 12 胞の 汗に よりて 成れる 富に 安住して 他 を 

知らざる 惡 魔！ 

田 島 君よりの 手紙 を此 家に て 受け取る。 

一月 十一 日。 水曜日。 晴。 寒氣稍 i つのる。 出校す。 金子 君より 端 書 を？ お。 Hedey の "Evolution  ond  Ethics- を睛 む。 

夕食後 reabody 氏と 社會 主義 竝に Carlyle 等に 就て 語る。 夜 家より 经り 乘れる 『七 人』 を 讚む。 此雜 誌の：.^ 命 は 知られた 

り。 此雜 誌の 記者 は 確かに 自ら 其 目的 を 知らず。 

一月 十一 1 日。 太 曜日。 雨。 朝食 事が 少し 邐く なり 大急ぎに て 出校す。 午後 は repbody 氏が 或る 薬會 にて なした るて ふ 社お 

主義 攻撃 演說の 草稿 を讀 む。 駿論を 試む 可し。 入浴す。 

四時 頃 Peabody 氏素性の 知れぬ 女性 を携 へて 歸り來 る。 彼女 は 一泊せ り。 口に 道德の 美と 哲 2^ の 奥と を：：^』 く 彼、 余に 来り 

て媚 言を呈 したる 後、 今夜 若し 夾訪者 あらば 不在な りと 斷り て吳れ 給へ と 言 ひて 去りぬ。 余 は 呆然と して 云 ふ 所 を 知らず。 

二 少女 を 擁して ボストンに 住める 彼の 妻 は 果して 之れ を 知れる や、 知らず や。 され ども 是れ 余に は 最も 面， H き 心靈の 經驗な 

り。 余 は 冷し 果てた る 心 を 以て 彼 を watch す 可し" 若し 彼が 道德的 罪人の 許す 可から ざる ものなら ば、 余 は そ を 彼の！.^,^ にホ 3 

げやる 可し。 

嗚呼、 Fanny を 思 ふ。 汝 天使よ" 純潔の 化身よ。 來 りて 余が 汚濁の 中に 圜 まれた る靈を 擁護せ よ。 お 、汝の 畏れな き 面ば 

せ" 

夜 wutler の "The  Meaning  of  Education  " を讀み 終る。 通讀 にて 見れば 格別 大した 論文で はなし" 中に P3f.  Tyndoll の 

！ *rcsulental  address  delivered  before  writiBh  Association  for  the  Advancement  of  Science  Belfast,  1874 よりの 拔萃 あり. - 

功が 往々 にして 科學 的實驗 より 来らず、 一 種の 直覺に 基く 事 多き を說き 得て 痛快" 

1 月 十 1】 一日。 金曜日" 晴>  装 冷、 再び 露の 冬ら しき 冬と なりぬ。 學 校に 出づる 道に 毎朝 可憐なる 九、 十 、十一、 十二 ほど 
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の 少女、 少年の 群 をな して 學 校に 通 ふに 遇 ふ。 是れ佘 にと りて は大 なる 慰藉な り。 

學 校より 歸 りて 直ちに 室內の 掃除に か、 る。 例の 牛步的 なれば 案外 時 を 費して 且つ^れ たり。 中 食せ る は 一時 牛。 暫くし 

て 金子 君來り 語る" 今 曰は佘 少しく 君の 油を搾りたり。 君" Appeal  to  Reason  " に 出された る 彼の arliclc 及び 『平民 新 ^：』 

とを裔 す。 『平民 新聞 j! に幸德 秋水 氏が 其師 兆民 居士の 三 週 忌に 際し、 法廷よりの 歸る さ、 感じた る 所 を 記した ろ 小品、 眞情 

の 流露 溢る 計りな り。 彼の 誠實は 甚だ 钦す 可き もの あり。 

Peahody 氏 遲く歸 る。 夕食後 九 時！ まで 社會 問題 及び 宗敎に 就て 語る。 彼 whumon より 所々 面白き 節 を抄讀 す。 一 余 は默 

して 聞きぬ" 余 は 彼 を 味 ふ 可し。 彼 は佘が 長く 長く 遙 かに 望みつ、 ありし 一 の オアシス なり。 

今朝 讀ぺし 聖書 は羅馬 書の 七、 八、 九 章、 骨に r ル みたり。 

喋々 として 何の 饒舌 ぞ。 默 して 舉 ベよ。 學 びて 蓄 へよ。 蓄 へて 與 へよ。 與 へて 惜む事 勿れ。 憚る 事な かれ。 畏る \ 寄 勿れ。 

誇ろ 事な かれ。 汝の 智慧 を 信仰にまで 餒へ 上げよ。 汝の 道理に 火 を點ぜ よ。 樣羊を 持て ども 祭 壤に薪 を^ やさざる もの は _臧 

なる かな。 

他 を 罵詈す る は 彼 自身 を 罵詈す るな り。 他 を あざむく は 彼 自身 を あざむく なり。 他 を 苦しむ る は 彼 自身 を 苦しむ ろな り。 

人 は 宛ら 翳 鶴 石の 前に 立てる 旅人の 如し。 彼 立ちて 大聲に 愚と 罵れば 彼に 返り 來る 反響 は I のみ。 曰く 「愚」。 人 は 何者に も 

敵 T る： Si? 能 はず。 入は入の前にすら奴^！^^り。 只惡 魔に ありて 彼 は 最も ふさ はしき 敵 を 見出だし、 之れ と 健 鬨 する 事に より 

て 彼に 世の 何者よりも 强し。 

一月 十四日。 土曜日" 啧" 寒冷、 a® を 渡る 人 は 一 度蹉 みたる 水 1^ 踏む 再びなる 事 能 はず。 

朝、 舊の 家に 到りて 家鄉 よりの 書信 を 得たり。 中には 母上より と 壬 生 馬より との 二通 あり。 XVoff  Coolidgc は來ら ず。 r>i- 

viuily  Libtaty に 到りて 新着の 六合 雜誌 を讀 む。 法 意す 可き もの 一 もな し。 

家に 歸 りて 手紙 を讀 む。 母上 は、 父上の 多忙に 働きつ  >1 あり 給 ふ 事、 戰場 にある 我が 友 等の 事、 S 上の 軍人 遺族の 爲 めに 


心 を 痛めつ X あり 給 ふ 事、 余力 永く 書 を呈せ ざり しに 心を惱 まし 給 ふ^な ど 情" ばく 認め 給へ り。 壬 生 馬の こも、 父上 ズ J 

にゐ ます 事、 彼が 精進の 告白、 隆 ni の 身の上、 河 野 象 子 氏の 事、 滑田英 I 君の 事な ど、 細々 と 例の 趣 多く 記されたり。 河^ 

氏 は 鎌 倉に、 痛く 衰 へて、 凉 やかな りし 眼 はうる み を 持ち、 黒き 緣の跟 鏡の み 目立ちて 見 ゆと なり。 英 一 兄 は リャゥ マチス 

を 病む 事 四十 Hl、 亂 髮瘦顏 半死の 人の 如しと なり。 嗚呼、 余 何が 故に！！ り然 かく 1^ 健なる。 冷 かに も 酷き はお 命の 手 や 0 頸 

はしき は 平和 二人の 上に あらん 事な り。 世に 尊敬 せらる 可き I 女子の 牛； 涯の 如何に 悲痛の^ 實に滿 ちた るよ。 人の 上に^ を 

振 ふ 可 かりし 一 男子の 生涯の、 如何に 骯髒の 事 實に滿 ちた るよ。 而 して 余 は 彼等の 友な り。 彼等の 友な り、 然りも 等の 友な 

る を 忘る 可 けんや。 

雜 巾の 洗濯 をな し、 馬 鈴薯の 皮を剝 きな どして 朝 は 過ぎぬ。 十二時 半 頃 Jpcabay 氏 Maty 及び Ilclcn と 共 こ歸り リ 。余 

は 彼女 等と よき 友と なりぬ 。中 食後 彼等 は Peabody 氏と 共に 氷ヒ りに 到り、 余に 殘 りて シ HI フユ ルの 社會， If; 薦髓な ど^む 0 

夜 は 又 彼女 等と 遊ぶ。 彼女 等 二人 は此 しき 家の 中に 暖かなる {4 氣， 5- 裔 すなり。 彼等の 去りし 後は此 所. 巧 ひ 淋しき }^ とな 

らん 0 

彼等 を 見る につけて 思 ひ 起す は Fanny なり 0 余 は 未だ 彼女の 如く 余に 大 なる impression を與 へたろ 少女 を 知らず。 彼女 

の 純潔なる 恨 多き 眼 は、 余が 一片の 囘 想の 下に 髮髴 として 現 はれ 來る なり。 是 れを戀 とも 云 ひ 得 可き に t され ども 余は戀 

は嫉む ものな りと 聞け り。 余 は Fly に 於て 一 の 嫉妬 を覺 えず。 彼女が 愛せられん 事 は 余が 喜びな り。 彼女が 愛 せん^は 

佘が 望みな り。 若し 彼女に して 余 を 忘る-. 察な く 一 片の 同情 を 余に 與 ふれば 佘は 他に 何の 欲する 所 もな し。 戀と云 ひ 5;- 可く 

んば 最も 不思議なる 戀 なる 可し。 

一月 十九 nj。 木曜日。 晴。 溫暖" 朝、 出校し、 歸後舜 三 君 及び Translpt よりの 手紙 を 見る。 Tiript は 地 岡：^^ の 報 

酬 として $§0 を经 り來れ り。 兄に 返事 を 書く。 三度 非戰論 をな せり。 余 は 如何にしても 主戰 論の 理由 を 見出だす に 苦し 

む。 人の 本能 は 此の 如き 蠻行を 肯定 せんに は餘 りに 改善せられ たり。 
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午後 家に ありて. 舊 家より 经り來 りし 荷物の 取り 片附け をな し、 又 内 村 氏の "l)is.y  of  a  Convert" を w む。 

ration の "Development  of  the  r-nguBh  Thought" を讀 む。 此書は 與味务 き 書な り。 稍 》i  一 s.sty なれ ども 條理は 一 通り 通 

じて あり。 Economical  Utopian,  philosophical  Utopian などの 解明 一 理 あり。 

夜 再び Patten を讀 む。 

嗚呼、 唯匆忙 として 日々 を 消す が爲 めに、 夜の 天 を 仰がざる 事 il^ 一に 幾 月。 余 は 平凡と なれる かな。 毎夜の 如く そ は 仰が ざ 

れば祸 しさ を 感ぜし 余の 昔 は 何處に 行きた る。 夜の if 甚 なる 謎 語 は 其 中に 含まれたり。 

1 一月 0 】24  Oxford  St.,  Cambridge,  Mass. 

余は此 日頃 痛く 怠る の 習慣に 陷れ り。 第 I 瞾 期試驗 中に、 必ず Kmerson の傳を 終らん と 心組みつ \ ありし は虚 となりぬ、 

佘は； K に 就て は單に Caty の Emerson 傳を讀 みしの み。 讀書 とて は かに Armstrong の "Transition  Fra  of  Thou ヒ it  ： と 

Cary の " Rossittis  " と Balzac の 作品 數 種と 其 他數 種の 書 あるの み。 筆に せし ものと て は Madam  I3resicofsky 傳 にして、 之 

れを 『平民 新聞』 に ，经 れる あるの み。 余 は 是れを 恥づ。 兄の 書 を 得る 毎に 兄の 精 勵を思 ひて 慚愧 に堪 へざる なり。 余 は 一層 神 

と 自己と に 忠寶 なる も の たらざる 可 か らず。 

され ども 試練の 絕 えず 來 るは此 世な り。 山 崎 の 老婦 人 は 十 I 一月の 末 を 以て 永眠せ しと ぞ (信 子より 報じ 來 ろ〕。 余 は 此報を 

得た る 時、 心の 髓 にまで 打撃 を 被れり。 彼女 は佘を 愛したり き。 彼女 は 己れ の 愛 兒に對 する の 愛 心 を 以て 余 を 愛したり き。 

明治 in 十六 年の 夏 北海道に 旅せし 時、 彼女と 別れし は 彼女と 永久に 別る 可き 別れな りしと は、 誰か 豫 知し 得たり しぞ。 平和 

なる 靈 魂よ。 眠れ、 眠れ。 (以下 及び 二十 五日 英文、 編者 譯) 眠れ、 眠れ、 平和なる 靈 魂よ。 何處 にて か、 又 いづれ にせよ、 

再び 彼女に 遇 はん 日 を、 かくて 我等が 過ぎし 日の 思 ひ 出 を 語り合 ひ、 永遠の 現在に 生く る 日 を、 我 は 望みたり しなり。 慕し 

き靈 魂よ。 汝は 心の奥より 我 をば 愛せし もの、 一人な りし。 されば 汝は 我が 計り 得ぬ 尊き 寶 なり。 愛する こと 愛せら る こ 

と、 こ は 宇宙の 凡ての 中の 凡てな り。 


我 力 共に 潘む もの を 愛すべ く 努力 せん" され ど 世の常の 輕 薄なる 愛に よりて に は あらず、 我等が 救 ひ 主の 顗を！ K ふ 愛 を 迎 

してな り。 

更に 信 子の 手綠 よ。 彼女 は 我に 對 する 愛慕の 情 を ilT 覺 しつ & あり。 我 は 知る、 彼女の 我 を 愛する を、 され ど 彼女 その K の 

境遇 をば 悟らず して 愛する を" 彼女 はかく も あどけなく 純な り。 され ど 今 彼女の 瞳 は 開かれたり 0 彼女 は 己れ が 求む ると こ 

ろ を 知る。 賴 りなき 悲しき 情 は 彼女の 手紙に いと 明らかに 見 ゆ。 我 はこれ を 如何に 爲 すべき か， 愚か者よ。 殘さ たる^ は 

1 つ、 そ はこの 事に つき 汝のロ を 閉づる 事な り。 汝のロ を閉ぢ よ。 平和 を 保て。 かくて 事な く靜 かに 去らし めよ。 然ら ず. よ、 

汝は 麗しく 優しき 靈 魂に 苦しみ 惱み をば 與ふ べし。 エノ ブク • ァ，' デンを 憶へ。 男らしく あ r -、 忍耐せ よ。 

更に 森 本 兄の 手紙。 我等 戰爭と 平和の 問題に 關 して は、 决 して 互に 一 致す るに 到らざる 如く 見 ゆ 0 我、 平和に つき 考ふ I 

ば考 ふる ほど、 我が 信念 は 愈 M こ. f にぞ 傾く。 若し 平和に して 劎と 火藥 とに 依りて 達せら る.. を 得ば、 やがて 麗しく 新しき 

建築 は、 燃えし 船室め 灰の 中より 起ち 上 わ. 得べ し。 こ は Hi なされし ところ。 げに 多くの t. 築 は 大火の 後に ぞ.. . ，て. つし： リ • 

若し 然 らば、 我等 新しき 大 なる 建築 を 得べ く 家を燒 くべき か。 否、 然ら ず、 我等 ネロに あら ざる^り。 何故なる か、 我等 は 

その 結果の 如何 を 問 はず、 正しき こと を爲 すべき もの なれば なり。 

古き 家 を燒く 結果 は、 或は 善な らん、 (或は 惡 なるや も 知れず)、 され ど 人の 爲す 家を燒 くなる 業 は、 つゆ 許さろ 可き もの 

に 非 ざれば なり。 

我等 は その 結果の ために 事を爲 すべきに あらず、 事 それ 自身の 故に こそ 爲 すべきな り。 若し そが 善なら ば、 その 結 の 如 

何なる ものにせよ、 我等 は そを爲 さん。 若し 善なら ずば、 固き 決心 を もて そを爲 すま じ。 この 點に 於て、 我：„^^*.-ゥ^^3敎.^は功 

利 主義者と 遠く 胆る なれ。 誰か かく 爲さ る もの あらば、 彼 をば 功利主義者 となさん、 基督 敎 徒と はなさず 0 

二月 一一 十 WB。  土曜日。 晴。 (英文、 編者 譚) 『他 を奴隸 とする もの、 彼 は 自由たり 得ず。 正しき を贊 むる もの， 彼 ，H ら責 

めら るべ し o」 
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「意志が 恐怖 を 無視す る 時、 心情が 頭 腦を褒 むる 時、 義務が 運命に 挑戰を 挑む 時， 名分が 死との 妥協 を 侮蔑す る 時、 これ 英 

雄 的行爲 なり。」 

「原理な き愛國 心、 そ は 生れな がらの 偏見、 土地に 對 する 動物 的 愛着 心なり。」 

"War"  、： Hy  55as  Walter  Foss,  librarian  of  summervule.) 略す。 

"、月 十二 日。 Boslsl を 去って Greenland,  N.  H. なる E.  S.  .ngiel なる 人の 下働きと ならん が爲 めに、 阿部 三 四 君と 共に 

汽車に 投ず。 車中の 駄吟 

物 思 ふ 人の 想 を つれ ぐ と畫 に しても 見る 春の 雨 かな 

春雨に 歌 乞 ひまつる 京 極 や 築地つ どきに 連 趣の 散る 

雨. じ や 雨 じ や 鬚の 自体が 绘り傘 

小 雄 鹿 も 笛に より 來ぬ 時雨 かな 

Jean  Francois  IVUlIct— .reosald  §(1 Painter  (scrilmcr ビ Map-lzi-e,  18SO.ISI) 略す。  . 

Greenland に徵 きつ >f ありし 頃、 if 働 者の (一  より 来れる もの あり。 每夕 さ) 一一- を かきならす。 

唯靑ぅ 夏野 は 暮れ て  さやく と 夕風 鳴る 

水の 如き 月の出 潮 を  西 露の 人樂に 遊ぶ 

老けし 鉉に覺 束な の 聲色ゃ  さは 云へ ど しらべ を 問へば 

t る - と 遠く も來 ぬる  故鄉の 里の 音と 云 


汝 こそ は 「年」 の 行灝を 


度 は眞先 かけて 


西 を 指す 鞭の li 高く 

百合 もに じり 人も盡 しつ 

からく と 世 を 笑 はせ て 

輯 むは 腕 醉ふは 酒 

我の 前に 入 は 埃 

取れく くくに じれく と 


行く 道 を さ へぎる あら ば 

鞍 輪なる されし 觸體に 

法 もな し規も あらず 

淨土 あらば 取れ 黄泉 あら ば 打て 

今の 前に 来世 は 塵 

汗馬 を驩 りし 甸 奴が 末裔 か 


嗚呼 國は人 を 弱めて 

父の 1^ 麥 となりし 野末 

友が 涙の 村雨 

振り捨て &來 しか 

胸 打ち て 泣かん に は 

今 は 唯 木彫に 似た る 

祈り もなく^も なき 

か いさぐ る紘も あやし 

、じに は 忘れ 果てに し 


政事 は 心の 鎖 

母の 笑 花と 咲く 澤邊 

妹が くちづけの 夕 露 

汝が 心！ 

あまり て 深き 世 々 の 憂愁 

汝が 面の 笑と はなり しょ 

身 一 つ を 木蔭に 投げ て 

かな づるは 指に 殘 りて 

故！： の 里の M, と 云 ふ。 I 


rllristianitv  is  really  a  salt  of  earth,  essence  oi  t ひ：： c.,  compomon  cf  sweat,  and  fnend  of  Mood. 
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I licar  a  wolf  savs  to -parrot  "  I  Jvjpocrite  Is  only  another  name  oi yours.-* 

what  is  Look  ？  If  the  words  in  it  read  vou  beforG  you,  read  the ョ, this  is び ock, 

I\>ct  is  a  most  .unprcxluct  person  in  lib  age,  wliile  the  foo ョ, only  P3duct  of  lis,  is  llic  souml  commonscrLse  ol comma; 

Tear  of  despaired  love,  when  it  dried  unseen,  will  he  a  dew  <f 一 lower,  which  falls  at  the  (lawn  cf  day  a-Kl  youth  <>f 

ni ヒ it.  we  and  arc  not  so  mlu.h  separated, 

: all  in?  leaf  and  eternity. 

( hir  fro  is  net  the  fire,  kindlt.d  s Isrmit  bv  sbljini;  two  dry  sUcIls  tcgcthcr  iu  a  clcscri  cave  and  kept l>y lu ョ self,  but 

the  fire  j-roduccd  from  the  wa 一. ョ Ih  of  ^roBpinw  hands  of  friends,  gushing  tear  of  penitents,  throbl>i-f5  heart.  o「 lovers, 

1 -limine  S\v3t  s  labor,  and  ilcnlcd  bosom  oi  mother. 

Christ  is  G91 because  he  I 一 cUvcs  so;  convidi:n  with  the  seal  of  dctcrmi-"d  conscience  is  august  truth,  wllcthcr  may  ()r 

iiwy  not  I)c  tru:5  before  tlic  trulli,  l)ut  to  -B-r 

Man  can  rot  resist  onything,  even  liis  fdlowman  who  is  Init  a  slave  so  weak,  except さ hcii  he  finds  a  deserved  CMlcnly 

ill  evil  and  Iccomcs  the  strongest  amonj;  the  nn;urc l)y  (lefyl 二れ it. 

Ti ョ c  will  c(mv\  when  the  of  American  flag  return  to  heaven,  sua  CI  Japo.n、s  drops  Us  lustre,  hon  (u longlancrs 

rcti 一 riis  to  the  desert,  eagles  or  Ge ーョョ ly、s  flics  to  the  azure,  and  in  its  place  stands  one  wllich  the  work  " 】ul ョ tmily  一 *  writ- 

ten clearly. 

If  one  advocate  abolish  slave,  aboli-h  dogma;  if  one  wish  to  cease  war,  ceas リ nation.  Most  luitrnful  tlu-g  Ls  always 

lukewarmncss. 


I  I love,  df  seJ  with  thousand  I  i 層ダ encircled  by  bashfahg,  fears,  s.  I  I  s 

tradition,  prejudice,   He  who  takes  the  for ョ for  love  staples;  he  who  I  the  care  。f  love  fcr  love  falls;  he 

who  lakes  tradition  for  Jove  f  ； ぎ who  takes  love  for  love  conquers. 

One  Ilhs,  another  weeps,  b-t  never  there  is  any  who  】a【f  exch 一 sively  or  I.  exclusively.  This  is  the  iistale 

SI .n  oi  human  progress. 

I〕o  net  try  to  0i.^  L:fe  gd  Death-  Live  Life,  you  can  die;  die  Death, 1 can  live. 

ひ 5ce  I  conpromtse  with  sine  -selr,  一 vith  whom  or  with  what  could  li- 

lt is  said,  strong  loves  telr  and  gke  a lis l)t  iplete.  Ql  otherwise,  coiete  hia"  f  is  J 

and  man  and  woimn  scf>arate  it. 

Unless  he  is  th 一 illel  by  the  call  of  child  of  "  IV、  a-Kl  "  Ma つ、 he  is  unable  to  destruct. 

The  It  silci  of  a  great 壓 is  his  power  of  ft  One  i  it  fcr  one  一  s  sd「，  another  fcr  ether.  The 

I。rm つ r is  IS ビ poleon,  the  latter  Christ. 

ご cniui  wldws,  c 一 aaracter  ir.akcs. 

One  never  hear  aii acorn  stowing,  is  astounded  when  an  oak  falls. 

If  there  ar.  hell  and  hin  in  the  future  life,  the  place  f  chrf  a  goes  is  the  fori.  The  heav さ is  fcr  thse 

who  do  neither  evil  nor  good.  . 

聽 蟲  . 

相 呼 喚 喚 不相休  催 起閉人 聽結愁 
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一月 元旦 晴。 washfn, 1). C. 年は替 りぬ。 管 家に ありて 此家 (Mr.Botelcr) の 小 兒と遊 i す。 內田 澄さん に 手 f 

書く〕 肇 初めな り。 

此夜 兄と 宗敎談 をな す。 】 き の ぼ 一 を缺 ける 事な ど。 憂 蓄 期來 りぬ。 夜 眠る 事 能 はず。 

Hauptrramx の "Sunken  Bell - を讀 みつ、 あり。 
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月 到 軒 窓 夜 如 水 庭 風 露 近 中秋 

Autumn 

In  the  deadly  hush  -f  autumnal  rught, 

ssl_,，s  cf  cricket  from  grass  withering, 

()ne 一 s  sleepless  ssul  willi  s()rc ョ. icf  wel  vl. 

When  this  ends,  then  that  following. 

Ni;ht  snreads  her  win お cf  melanclsly 

—on  which  is  {;ー  nulled  p  silvery  2.b  J 

(Jvcr  tlic  dews  ； uid  winds  in  silence  dead. 

1 .callcss  fall 1 Thou  wilt  nil  absorb.  . 


一月 一一 日。 晴>  朝 sandwit」h 半分と 林檎と を 食 ひて 阖書 館に 到り Brand68 の IbBS の critical  study を譃 む。 

時間 を 間違 ひて I 時 (二 時の 箬) Mr. ヌ oyes の omce に 到る。 佐 野 常世の 傳を譯 しつ、 ある 間に、 淚零 ちて 止め 難し。 已 

む を 得ず 早く 切り上げて 歸る。 

夜圖書 館に て Brandes の Ibi 評論 を讀み 終る。 Ibss を 論じて 最も 肯繁を 51^ たる は此醫 なる 可し。 

八 時半 歸宅" 人 浴。 新聞と Lippincott より 经り 来れる "Friends" を讀 む。 其他雜 事。 露國の 騒動 稍 i 靜ま le り。 

1 月 一一 一日。 水曜日。 雨。 朝阖書 誼に 到りて Ibsen の 肖像 及び 其 生地の 寫 を描寫 す。 餘は^^內の觀^に費す。 此阖 書^ は 

世界の 8 館 中 第五 位に あり (其 書籍 數に 於て〕 と雖 も、 value に 至りて は 甚だ 劣等の ものな りと ぞ。 午後 は 例の 如く  Novos 

に 到る。 夜 は阖書 館に 到る 勇氣 なく 「合 捧」 の 稿を脫 す。 

壬 生 馬より 便 あり。 愉快に 讀む。 

一月 四日 木曜 曰" 晴" 風。 朝、 兄と 共に！： 書 館に 到る に、 Capital を 隔て、 wasMneton  sonient の 尖 ^5! 雲の 問 こ 宛ら 

I ヨ roge の 如し。 讀 みたる は TuTgenev の Stories と "Fathers  and  children: なり。 前者に 彼の 思想 を る 可く、 後 さ、 - 彼の 

學識と 描 寫とを 窺 ふ 可し。 午後 は Noycs. 夜 は阖書 館に て 再び Turgenev を 讀むリ 興味 ii! 然。 彼は此 著に 於て 初めて guust 

なる 字 を OTcate せろ なり。 彼が 描寫の 方法 は 固より 古人の 跡 を 追へ る なれ ども、 作の 人物に 封す る 同情 は 偉大な りと 云 ふ 可 

し。 彼の 人物 は 不健全に あらず。 彼の 人物に は 確かに 生命 あり。 

家に 歸り てより nuts 林檎な ど 噴 ふ。 手紙の 借りが 澤山 あり。 嬉しき 事に は あらず。 

憂鬱 期 は 過ぎたり。 長から ざり し を 謝す。 

一月 五日" 今 曜日。 晴。 壬 生 馬に 手紙 を 書く。 朝 は If 書 館に て Turgenev. 午後 は Noyes- 夜 は Ilsss に Ih かずに.：^ こ， 瘤る。 

Robert と 遊べる 時 Christ  Ascension の UK を 示した るに、 彼 間うて 曰く"  Was  he  buried  after  his  death 1 ，Yes.:  "And  then 

went  to  heaven!"  "They  spy  so.-  riy ! " 兄と 二 入に て 笑 ふ。 But  i  I  us. 
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1 月 穴 or 十， 曜日。 晴天 なれ ど 恐ろしく 風 あり。 朝 は 圜 書： ISS にて Turgencv. 午後 は Noycs. 夜 も Turgcticv. 

早く  {R 分の 人格 を， m 定 したき ものな り" 

1 月 七日。 to 曜日- 快晴。 朝、 兄と 聖書 を讀 む。 irscn の "Brand"  ^  act を讀 む。 

午後 は Ilolicrt 来りて 遊び、 夕刻 は 兄の slides の 調製 を手傳 ふ" 夜 は 活動 寫眞を 見に 行く。 嘗て 見た る もの なれば 途中に 

て 歸る。 

手紙 を 諸方に 澤山 書く。 l」ppi"8-,  .SIS,  Crowell 親子 等。 

一月 八日。 月曜日。 nir 夜に 入りて 寒し。 朝、 圖書 誼に て Tu お nev の "Fathers  and  Children" を讀み 終る。 强き impre- 

ssion を 受けたり。 corky の ？ Talcs  - 着す。 午後 は Mr.  Noyes- 夜 は 兄の lecture を 聞く 可く  Foundry  Church に 到る- 大成 

功。 

に" の 友 二人 (一 8ぉ" と Fraiik と 云へ るが 聽 きに 来る。 歸時 電車 を 共に す。 ？. と 云へ る は 殊に 生き生き としたる 小 

兒 なり。 

一月 九日。 火曜日。 晴天， なれ ど 寒さ 甚し。 朝、 阖書 館に て ヒ ramies の Main  currents ョ 19 ョ cshlry  Literature- と 

"shakspearc- 論と を讀 み始 む。 午後 は Noyc. 一. 夕刻 再び 阖書： JSS に 到る。 夜歸り 来れば 此 家の 小兒と <^2.gc  II Frank あり。 

宗敎の 事な ど 問 ふ。 

一月 十 曰- 水曜日。 晴天 なれ ど 寒し" 朝に "ibrary にて 13raml2 の " Shakespeare  " を讀 む。 面白し。 午後 は IS ぶ yes. 晝は 

nl 本 料理屋に 到る。 會す 可から ざる 人に 會 せり。 夜、 圖書 誼に て I5ran(ks を 見る。 

rp  Avenue の 6lh  street の 角に Frauklin の 銅像 立てり。 臺 石の 一 方に は pri-lter  " と 刻まれたり。 余が ブビ yos より 歸 

る 時に、 常に 1 群の 新聞 賢 子 其 下に 集りて 色々 なる 事せ る を 見る。 よき 畫題 なりと 思 はぬ 事な し。 

此夜晨 學校佐 藤氏より 手紙 來り、 兄 か 余の 中 一 人 彼 所に 入用な りと 言ひ來 る。 


一月 十一 曰。 木曜日。 晴天 なれ ど 寒し。 朝、 阔書 館に て Bra-dcs を讀 む。 午後 は Noycs- 夜 は 例の 如く 陶書 館に て 殆んど 

B3ade3 を讀み 終る Clement の "Christianity  in  the  modern  Japan  - を讀 む。 J-^ し.， こもの こ あらず。 

夜 歸り來 りて 佐 藤氏に 返事 を 書く。  Decline す。 

余の 頭 腦も心 職 も 半ば 腐敗せ り" 恐らく は 世に出で たりと て 何の 役に も 立たざる 可し。 Christianity の樂 天なる 生活 觀. Hl^ 

に 余を此 地に つなぐに 足らず。 愈， - 喰うて 生きる 丈け の 人間と 相場が きまれば 短銃の 一 發 あるの み" 

一月 二十 六 金曜日。 曇天に て 寒し。 先 全 週 は 兄の 用達し 旁 M  New  York 市に ありて 過ごせ りん 大 なる 都市の ，ぉ ぎ 苦 

しむ 樣は、 人の 心 をして 穩 かなら ざら しむ。 され ども 彼 處に大 なる 渴仰 あり、 熱 慕 あり、 聞け 彼の 大 なる 叫喚" 憐む 可き 人 

の 子の 多く は 唯 耳 を 塞ぎて 田園 神聖 主義 を 云々 する に 過ぎず。 され ども 世に は 都 會てふ もの 存. り。 .《..4&^!こぉめり。 .p^v 處 

に 父母 あり。 彼 處に子 あり。 彼處に 若き 男 あり。 彼處に 若き 女 あり。 彼 處に大 なる 资本主 あり。 彼處に 多くの 勞働者 あり" 

HIanity の彼處 にある は 田園と 異る 事な きなり" 都 會は大 なる 神の 熔爐 なり。 金と 鋸 暦 はまが ふ 方な く彼處 にて 吹き 分す 

らる >1 なり。 

Jerry  MIley  Miln なる もの さ 8 klyn  Bridge の 直下に あり。 一 夜 田 島 君と 其處に 到る、 我は大 なる ま pression を被し 

金子 君、 其 喪 (元の Miss  conger) と共に | の apartment  room を 借りて 住めり。 一 夜 彼 處を訪 ひて^ 談 ニー ！ 一時。 余 は 余の 

豫 想に 違 ひ て 彼女 を 好み たり。 

以上 は New  York 帘の顯 i> 

昨日 兄 再び lechlre-tour こ 上る" 

今朝 Congress  Library に 到りて Hugh  Blac に の "culture  ond  Restraint  " を讀 む。 主意 は 面白： b  L ども rJT^ こ R  .  ^  ノ， 爾 

力く 繁 翻に 縛 返 ro ざる 可から ざるに や。 Restraint は Christianity の cgtion なり ひ Colts は Hellenism の sation なり， 矛 
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盾， ぶる が^く こして 矛 旨に あらず。 如何と なれば culture は aol6slinesB の 意に あらず。 Restraint は selflessness の 意に あら ざ 

If" なり。 こ L 丈ナの 事な り。 午後 は Noyes. 夜 再び uhsry に 到りて Coleridge の Shakcspoarc 論を讀 む。 未了。 歸來、 新 

開 及び "Out  Look" を讀 む。 手紙 を 書かざる 可から ず。 1^0 ぎ 『t の 病 氣は稍 i よしと なり。 我 は 彼 を 愛す。 

Fchniary,  1906.  In  Washington,  i).  r. 

一 I 月 八日。 木曜日。 曇、 夕に 至り 雪。 

午前 は 全く 兄の 用事の 爲 めに 費し 終る。 午後 は Depart ヨ ent  of  Pfint にて 働く。 夜 Libtaty に 到りて eostcievsky の- *6rilne 

n<l l\mishment  - を讀 む。 深刻 骨に 徹す。 され ども 之れ を Htcrire と 云 はんに は 未だし かるべし。 彼 は 犬なる 心理 學 者な 

り。 さ L ども 4^< に は artist に 必要なる bar-Ice なきが 如し。 若し ありと する も、 彼 は そ を總て 彼の 心理的 觀 察の 爲 めに 權牲 

となし 終れる が 如し。 1 種 不快なる unstal)i.uty は 美覿を 求む る 人の 心 をして 穩 かなら ざら しむ。 若し aanlc の 如き 人 あり 

て此 材料 を 手に せば 卽ち詩 を 成す 可し。 

曰 書 かざりし 中 こ 養み たる 書 は、 15cachcr の selection.  Abbot の People  and  Literature  of  Ancient  Hebrew つ TurlJCHCV の 

Mumu" 及び "Dairy  of  supernons  Man,"  Gorky の 小話 等な りしなる 可し。 Turgcnev は ar ま cial なれ ども In 白き 所 あり 

二三 日 前、 愛子より 書 あり。 余 は眞に 泣けり。 

嗚呼、 總 ての prejudice の爲 めに 人格の 總て を沒却 せんとす る 日本の 現 瓧會は 呪 はる 可き かな。 

夜食 せんとて waokingham の 所に 到り、 雪 降れる 由 云 ひたる に 彼は徴 笑みながら " wvetythins  Lord  sends  us  is  gc5a,  I like 

snow.  Lord  sends  snow  - と 云 へ るが 妙に こたへ て、" Yes,  Lord  sends  evil ： とやつ たり。 馬鹿な 事 を 言 ひ て 老人 を いぢめ た 

りと 後に は 非！ に 後悔せ り。 

我 は 我が 立つ 處を 知らず。 嘗て 最の 如しと 思へ る 其 礎の、 容易に 壞れ 去る 事 如何に 妙 上の 家の 如きよ" 我 は 我 自身の 深き 

經 を耍 す。 讀 書と 默 思と は 又確實 なる 經驗 なりと 云 ふ 事 勿れ。 或る人 は 之れ を 以て 足れり とせん。 され ども 我 は、 少 くと 


も 今の 我 は、 最早 これ を 以て Jf 足す る 事 能 はず。 我 は 我が 血 を もて あがな はれた る 罪の ゆるし を 求む。 

晴 にある 反逆の 人 を 憐れめよ、 我が 神よ。 

Good  Bye 

l>y  r\  Pao 一  o  Tcsti. 

Falling  leaf,  and  fading  tree. 

Lines  ct  white  in  a  sullen  sea, 

ひ hadows  risln;^  on  you  and  me. 

The  swallows  are  making  them  rea 、一 y  to  fly, 

wheeling  out  on  a  w.ncly  sky II 

Husli, a  voice  from  the  far  awav, 

.Listen  and  learn,  it  seems  to  sav. 

All  the  to-morrows  shall l>e  as  to-day- 

All  the  to-moTTOws  ^^0^ Ijc  as  to-day, 

1 九 〇 六 年  五 〇 七 


有 島 武郞仝 集 第九卷 

The  cord  is  frayed,  the  (.rl;se  is  (Iry, 

The  hnlt  must  and  thte  la ョ f>  must  die, 

ご oocl- 一) vc,  to  llopc! 

Goerl.bye,  good-bye! 

Co し (1-bye,  to  I  Icpc  ！ 

Good.Lye,  gool-l>ve! 

\Vlu;t  are  wc  waiting  lorr 

clTt  ！  my  heart. 

Kiss  me  .stnl- ！ zlit  on  the  Ijrows, 

.And  jxut,  Again,  agam! 

My  heart,  my  heart, 

\v】lat  arc  \vc  waiUng  for.  you  an 1 I? 

A  pleading;  look,  and  ? 口 tbd  cty  . 

c。od-byc,  for-cvcr! 

Good-bye,  lor-everl 

C8d-l>ve,  for.ever. 


五 
〇 
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四月 十八 or  (以下 四 二 八。 五 丄一 三。 七 二 日英 文、 編者 譯) 生命と は 何ぞ。 我 そ を 知らず。 汝 何故に 生く る や、 我 また 

そ を 知らず。 更に 汝 何故に 死せ ざる か。 知らず、 我 「死」 を すら 知ら ざれば。 

我 は 生命 も 死 を も 知らず。 され ど 我 は 知る" た^ 1 つ を。 —— そ は 我 愛すべし の 一 事な り。 我 生命 を^ ひ、 死 をば 愛 す 

る 時、 尙 何もの か 我が 心の中に 止まり、 我が 意志に さから ひて、 この 生命 をば 續け しむる もの あり。 そ は 暖かみ、 そ は濕ひ 

を もてり、 又抗し 得ぬ 力 を もてり。 これ 我 を 捕 ふるな り。 我、 我が 運命に 望 を 失 ひし 時、 棄 てられし 子の 叫び、 この ものよ 

り 聞 ゆるな り U 我、 g 獨に挹 靄 となる 時、 こは戀 人と 別れし 賴 りなき 處 女の 淚 をば 示す。 我、 我が 無能 を 嘆く 時、 こ は勉ぉ 

の 機 を 全く 有せざる 貧しき 靑 年の 一 瞥 をば 我に 與 ふるな り。 我 誤解の 中に 立てる を 感ずる 時、 こ は 我に 敎 ふるな り、 他 を？ お 

解せ ざるべく 注意せ よと。 我が 行動 我が 行爲の 野心に 燃 ゆる 時、 こ は 我が 耳 は 囁く、 愚者の 如く 靜 かなれ、 かくて び^け 

よと。 我利 己に 走る 時， こ は 雷の 如く も 「曦 牲」 と 叫ぶな り。 

嗚呼、 我 は そのもの を 知る。 そ は 「愛」 なり。 そ は 我が 創り しものに 非ず。 否、 我 を 創り しもの こそ 「愛」 なり。 又 「死」 

すら 「愛」 の 前に は 力なし。 我、 屢ぶ 「死」 をば 思 ふなり、 され ど 「愛」 は 我 を 止む。 嗚呼、 我 は汝に 反抗して 旣に 久し、 

され ど 遂に 勝たず。 されば 我、 我が身 をば 汝に 委ねん。 殘 忍なる 「愛」 も 汝の 好む もの あらば、 何もの にても 我より 恋へ。 

名譽 か、 よし。 富 か、 よし。 人生の 慰安 か、 よし。 同情 か、 よし。 靑 年の 喜び か、 よし。 ぉ&、 何もの にても、 何ものに て 

も 靡 ひ 去れ。 我 は 誇る、 され ど汝の 前に は 力なき なり、 汝 主よ、 汝 王よ、 汝 暴君よ。 

我等が 生命 は犧牲 とすべく 運命め られ しゃ。 すべての 持物 をば 棒ぐべき か。 我が 誇り はこれ を 疑 ふ" され ど 我 はこの すべ 

て を 捧げつ- - あり。 ぉ&、 この 矛盾せ る 調和よ。 

愛よ。 汝は我 を 眠らし めず、 我 を 瘦せ衰 へしむ。 また 汝は我 を內氣 ならしめ、 我 を 愚かなら しむ。 され ど汝 は、 また 汝の 

みが 我 をば 生かしむ るな り。 

然り、 我 は 「愛」 に 生き， 「愛」 に 死なん。 我 ほかに 術 を 知らず。 そ は 我 「愛」 の 王權の 下になる 奴隸に 過ぎ ざれば なり Q 
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殘 酷なる 暴 王よ。 

五月 二十 一一 一 or  (415  ^OHP.  street,  N.  W.,  Washington,  I),  c.) 今日 新聞に て イブ センの 死 を 知りぬ。 

こ は、 この 闘士が この 世界に 與 へし：！： 後の 打擊 なり。 若し 彼の 死に、 この 世界 驚き 戰か ざれば、 死の 床に ある 彼、 この 世 

界の 死せ るに 驚き 戰く 可し。 イブセン は 隣人 を 愛しぬ。 故に 彼 は 隣人 を 憎みぬ。 彼 は 物に ひるまぬ、 簡潔なる 恐れ を 知らぬ 

判斷を もて、 世の 人々 をば 目覺 めし めんと はせ り。 彼 は 世の 人々 の 目前に、 現代の 赤裸々 なる 姿 を 暴露せ り。 され ど 彼の 正 

直なる 訴へ も、 所謂 健全なる 自覺 ある 民衆に よりて、 哀れに も 特に 野卑なる また 病的なる ものと して 斥けられぬ。 鶸女は そ 

の 鏡 をば 打ち 壞 ちて、 己が 眉目 麗 はしき を 信ぜん と はするな り。 

げに國 家の 本質 を 洞察し、 「國家 は 亡びざる 可から ず」 と 宣言せ し は イブセン なり。 民衆の 中に 臆病と 瞑 蒙と を 見、 數少き 

開拓者の ために 斷乎 として 戰 ひし は 彼な り。 惡 魔の 如く 傳統を 憎み、 徵底 せざる 理解 をば 決して 許さ ^ りし は 彼な り。 獨創 

的なら ざるよりも 寧ろ 死 を 好みし は 彼な り。 社會的 反抗 を 唱道せ る は 彼な り。 氣高き 行爲， 眞實 の淚を 尊びし は 彼な り。 黎 

明の 光 は先づ 彼の 額 を 照らし、 黄昏の 影 は 永へ に 彼の 凝視より 退く。 

彼 は 偏狭 粗野に して 非社交的 なり。 又 ！{ 人 とすら 言 はれ 得べ し。 11 され ど 誰か 缺 點、 短所 を 全く もたざる もの あらん や。 

—— 何人と 雖も、 これ を 否定し 得ず。 然 からば、 人の 功績 を 測る に、 我等 何 を もって 爲 すべき か。 その 缺 點 を もって か、 將 

その 德を もって か。 

彼の 死により て 1 つの is しき 方處 生じたり。 彼 去りし ところ、 悲しき is 處 あり。 これ を 閉ざす に 足る、 偉大なる また 深き 

- もの 一 人と して あらず。 現代の 氣 高き 基督 (人の 罪 を 負 ふ もの) 逝きし なり d 神 は殘る 牧者 を 淨め給 ふべ し。 かくて 彼 を 尊 

敬す る 我等、 例へ 僅かな りと 雖も、 彼 をば 心に 止 どめなん。 

Its く、 老いし 大陸の 北 隅、 今日 1 人の 偉丈夫 呼^ 絕 えしな り、 この世にと.？^てまた何たる損失ぞゃ。 彼 は 死せ り、 彼と 共 

に、 嘗 つて 恐れ を 知ら ざり しもの、 また 死せ るな り。 


セ 月  一 nr  (chevy  chase,  Md.) 實に麗 はしき 黎明。 IK しき 夏の 爽快の 氣と 生氣と は、 森 本 兄と 我が 心の ほか、 何 51 にも 

滿 ち 溢れたり。 

我等 默々 として 汽車に 投じ、 驟 けりて pa. 停車場に 到る。 時は來 りぬ、 我等 手 を 握り 合 ひて 別れぬ。 彼 部に 向 ひ、 我 

は chovy  chase に 止まる。 我等、 少 くも  一 二 年 は相兑 ざるべし。 彼 を 失 ひて、 我心 痛む。 

年經 るに つれ、 彼と 我との 道、 愈 i 相 離れ 去り 行かん。 外的 現象と 理論的 意見に 關 する 限り 我等 相 通ず る 何物 を も 有せ ざ 

る こと、 こ は!； に 明白な り。 され ど 我等が 基礎的 理想 ！ 眞理の 前に 心 低く、 また 眞心を もて 我等が 同胞に 仕 ふること、 ー 

f これ ぞ、 我等が 友情 を 結ぶ 不滅の 連鎖と はなる なれ" お \ 我が 兄弟よ、 我等 男らしく 露 直に 立た なん U かくて この 世の 

偽り 多き 外見 をば 嘲笑せ ん。 

彼 は、 我が 久しく 陷 りし 懶惰 と狂氣 より 我 を 救 ひ 上げたり。 彼 は 我が 爲 めに 常に 開かれた る溫 かき 心情 を もてり。 されば 

我、 深き 感謝の ほか 何物 を も 感ぜざる なり。 

父なる 神よ。 彼 を 護り 給へ。 彼に 力と 信念と を與へ 給へ。 汝の 智慧と 恩恵と を 垂れ、 彼 をして 汝が 道の E:!! めの 强き 戰士た 

らしめ 給 r 

さらば、 兄弟よ" 
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